
　

八
年
に
及
ぶ
科
研
研
究
に
一
つ
の
区
切
り
を
つ
け
る
。

　
「
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学
―
心
と
体
と
モ
ノ
を
つ
な
ぐ
ワ
ザ
の
総
合
的
研
究
」（
基
盤
研
究
A　

二
〇
一
一
年
度
〜
二
〇
一
四
年
度
）
に
続
く
第
二
弾
科
研
研
究
の
「
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
―
宗
教

経
験
に
お
け
る
負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
基
盤
研
究
A　

二
〇
一
五
年
度
〜
二
〇

一
八
年
度
）
が
始
ま
っ
て
四
年
目
、
最
終
年
度
の
本
年
度
は
、
一
〇
回
の
定
例
研
究
会
（
第
六
五
回
身
心
変

容
技
法
研
究
会
〜
第
七
四
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
）、
多
摩
美
術
大
学
芸
術
人
類
学
研
究
所
と
の
共
催
展
覧

会
&
ト
ー
ク
「
は
じ
ま
り
の
線
刻
画
―
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
か
ら
奄
美
群
島
へ
」、
東
北
被

災
地
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
二
〇
一
八
年
五
月
の
第
一
三
回
東
北
被
災
地
追
跡
調
査
）、
出
羽
三
山
神
社
松
例

祭
調
査
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
三
一
日
ー
二
〇
一
九
年
一
月
一
日
）、
毎
月
一
度
の
定
例
分
科
研
究
会
「
世
阿

弥
研
究
会
」
を
行
っ
た
。
最
終
年
度
の
本
年
度
も
目
い
っ
ぱ
い
研
究
活
動
を
展
開
し
、
そ
の
成
果
を
H
P
と

本
『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
第
八
号
に
掲
載
し
た
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
は
、『
身
心
変
容
技
法
シ
リ

ー
ズ
①　

身
心
変
容
の
科
学
〜
瞑
想
の
科
学
』『
同
②　

身
心
変
容
の
ワ
ザ
〜
技
法
と
伝
承
』（
と
も
に
サ
ン

ガ
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
、
二
〇
一
八
年
二
月
）
と
し
て
出
版
し
て
い
る
。

　

本
年
度
（
二
〇
一
八
年
度
）
に
行
っ
た
研
究
会
活
動
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
六
五
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会　

二
〇
一
八
年
四
月
二
一
日
（
土
）　

栃
木
県
那
須
ベ
タ
ニ
ア
修
道
女
会

「
聖
ヨ
ゼ
フ
山
の
家
」

テ
ー
マ
：
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
の
身
心
変
容

発
表
者
①
鶴
岡
賀
雄
（
南
山
大
学
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
ロ
ー
チ
講
座
研
究
所
員
）「
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
祈

り
と
詩
と
身
心
変
容
」

発
表
者
②
ロ
イ
ス
・
ド
ゥ 

サ
ン 

シ
ャ
マ
（
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
／
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
）「
キ
リ
ス
ト
教

の
典
礼
の
祈
り
の
実
践
―
浄
化
と
一
致
の
冒
険
」

通
訳
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
檜
垣
樹
理
（
早
稲
田
大
学
准
教
授
）

第
六
六
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会　
二
〇
一
八
年
五
月
二
五
日
（
金
）　
上
智
大
学
大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

テ
ー
マ
：
サ
ー
カ
ス
と
武
道
の
身
心
変
容
技
法

発
表
者
①
奥
井
遼
（
同
志
社
大
学
社
会
学
部
教
育
文
化
学
科
助
教
／
臨
床
教
育
学
）「
フ
ラ
ン
ス
現
代
サ
ー
カ

ス
の
稽
古
と
身
心
変
容
技
法
」

発
表
者
②
老
松
克
博
（
大
阪
大
学
教
授
／
精
神
科
医
／
臨
床
心
理
士
）「
武
道
家
お
よ
び
ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト

の
身
心
変
容
」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
：
葛
西
賢
太
（
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
客
員
教
授
／
宗
教
学
）

第
六
七
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会　

二
〇
一
八
年
六
月
二
五
日
（
月
）　

上
智
大
学
大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス

テ
ー
マ
：
看
取
り
と
ト
ゥ
ク
タ
ム
の
研
究

発
表
者
①
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
（
高
野
山
大
学
教
授
）「
看
取
り
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」

発
表
者
②
永
澤
哲
（
京
都
文
教
大
学
准
教
授
）「
チ
ベ
ッ
ト
の
『
死
者
の
書
』
と
ト
ゥ
ク
タ
ム
」

第
六
八
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会　

二
〇
一
八
年
六
月
三
〇
日
（
土
）　

上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
図

書
館
九
階
九
一
一
会
議
室

テ
ー
マ
：
医
療
と
身
心
変
容
技
法

発
表
者
①
稲
葉
俊
郎
（
東
京
大
学
医
学
研
究
科
助
教
／
循
環
器
内
科
医
／
未
来
医
療
研
究
）「
医
療
と
芸
術
・

芸
能
と
身
心
変
容
技
法
」

発
表
者
②
熊
野
宏
昭
（
早
稲
田
大
学
人
間
科
学
学
術
院
教
授
／
応
用
脳
科
学
研
究
所
所
長
／
認
知
行
動
療

法
・
行
動
医
学
）「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
認
知
行
動
療
法
」

第
六
九
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会　

二
〇
一
八
年
七
月
九
日
（
月
）　

上
智
大
学
大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

テ
ー
マ
：
臨
床
教
育
と
ケ
ア

発
表
者
①
里
村
生
英
（
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
非
常
勤
講
師
／
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
研

究
）「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
ナ
ト
ロ
ジ
ー
と
ケ
ア
と
身
心
変
容
」

発
表
者
②
中
川
吉
晴
（
同
志
社
大
学
教
授
／
教
育
人
間
学
・
教
育
哲
学
）「
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
老
師
の

“G
RA

C
E

”

に
つ
い
て
」

第
七
〇
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会　

二
〇
一
八
年
九
月
二
八
日
（
金
）　

上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
図

書
館
九
階
九
一
一
会
議
室

テ
ー
マ
：
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
と
「
霊
的
暴
力
」
を
め
ぐ
る
考
察

発
表
者
①
宗
形
真
紀
子
（
ひ
か
り
の
輪
／
文
筆
家
）「
オ
ウ
ム
真
理
教
と
『
魔
境
』」

発
表
者
②
大
田
俊
寛
（
埼
玉
大
学
非
常
勤
講
師
／
宗
教
学
）「
社
会
心
理
学
の
『
精
神
操
作
』
幻
想
―
グ
ル

ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
か
ら
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
へ
」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
鶴
岡
賀
雄
（
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
／
東
京
大
学
名
誉
教
授
／
キ
リ
ス
ト

教
神
秘
主
義
）

第
七
一
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会　

二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
五
日
（
月
）　

上
智
大
学
大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス

テ
ー
マ
：
心
理
臨
床
教
育
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

発
表
者
①
ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
（
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
課
程
／
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

研
究
）「
シ
ャ
ー
マ
ン
の
治
療
儀
礼
に
お
け
る
『
薬
の
変
容
』
を
巡
っ
て
」

科
研
研
究
年
報
誌『
身
心
変
容
技
法
研
究
』第
八
号
刊
行
に
あ
た
って

研
究
代
表
者

鎌
田
東
二

1



発
表
者
②
河
合
俊
雄
（
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
長
／
臨
床
心
理
学
）「
身
心
変
容
技
法
に
お

け
る
決
定
・
未
決
定
の
緊
張
関
係
と
逆
説
―
心
理
療
法
と
現
代
の
意
識
の
関
わ
り
か
ら
」

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
身
心
変
容
の
ワ
ザ
と
哲
学
」　

一
一
月
三
〇
日
（
金
）、
一
二
月
一
日
（
土
）、
一
二
月

二
日
（
日
）　

上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス　

主
催
：
上
智
大
学
・
科
研
：
身
心
変
容
技
法
研
究
会

一
日
目
：
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
（
金
）
一
三
時
〜
一
七
時

場
所
：
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス　

L
号
館
（
中
央
図
書
館 

八
階
）
八
二
一
会
議
室

趣
旨
説
明
と
招
待
講
演
者
の
紹
介

講
義
：
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
（
パ
リ
第
五
大
学
教
授
）「
身
心
変
容
の
哲
学
―
現
象
学
的
身
体
論

を
越
え
て
」

質
疑
応
答
・
討
論
：
鎌
田
東
二
（
司
会
）、
レ
オ
ニ
ー
ド
・
ア
ニ
シ
モ
フ
、
張
明
亮
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ル

ジ
ャ
ン
ド
ル
、
奥
井
遼
ほ
か

二
日
目
：
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
日
（
土
）
一
三
時
〜
一
八
時

公
開
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
身
心
変
容
の
ワ
ザ
と
哲
学
」

場
所
：
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス　

六
号
館
一
〇
一
教
室
（
ソ
フ
ィ
ア
ホ
ー
ル
、
八
〇
〇
名
収
容
）

テ
ー
マ
：「
身
心
変
容
技
法
の
可
能
性
と
限
界
」

基
調
講
演

趣
旨
説
明
：
鎌
田
東
二

1　
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
（
パ
リ
第
五
大
学
教
授
／
身
体
哲
学
、
フ
ラ
ン
ス
）「
フ
ラ
ン
ス
身
体
論

か
ら
み
た
身
心
変
容
の
哲
学
」

2　
レ
オ
ニ
ー
ド
・
ア
ニ
シ
モ
フ
（
演
出
家
／
ロ
シ
ア
功
労
芸
術
家
、
ロ
シ
ア
）「
演
劇
に
お
け
る
身
心
変
容

技
法
」

3　
張
明
亮
（
気
功
家
／
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
第
一
四
代
伝
人
／
日
本
峨
眉
養
生
文
化
研
修
院
院
長
、

中
国
）「
五
臓
の
音
符
と
身
心
変
容
技
法
」

4　
奥
井
遼
（
同
志
社
大
学
社
会
学
部
教
育
文
化
学
科
助
教
／
臨
床
教
育
学
・
身
体
哲
学
）「
サ
ー
カ
ス
と
身

心
変
容
技
法
」

5　
鎌
田
東
二
（
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
特
任
教
授
／
身
心
変
容
技
法
研
究
会
研
究
代
表
者
）「
能

と
修
験
道
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
（
パ
リ
第
五
大
学
博
士
）

通
訳
（
逐
語
通
訳
）：
フ
ラ
ン
ス
語
・
ロ
シ
ア
語
・
中
国
語　

討
論

ま
と
め
と
閉
会
時
の
挨
拶
：
鎌
田
東
二

三
日
目
：
二
〇
一
八
年
一
二
月
二
日
（
日
）
一
三
時
〜
一
八
時

場
所
：
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス　

L
号
館
（
中
央
図
書
館 

九
階
）
九
一
一
会
議
室

テ
ー
マ
：「
演
劇
的
身
体
と
気
功
的
身
体
の
哲
学
と
ワ
ザ
」

講
義
＋
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

レ
オ
ニ
ー
ド
・
ア
ニ
シ
モ
フ
「
演
劇
的
身
体
と
気
功
的
身
体
の
哲
学
と
ワ
ザ
」

張
明
亮
「
五
臓
の
音
符
と
身
心
変
容
技
法
」

質
疑
応
答
・
討
論
：
鎌
田
東
二
（
司
会
）、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ル
ジ
ャ
ン

ド
ル
、
奥
井
遼
ほ
か

第
七
二
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会　

二
〇
一
九
年
一
月
二
〇
日
（
日
）　

東
京
都
東
久
留
米
市
氷
川
台 

二-

七-

一
二 「
聖
グ
レ
ゴ
リ
オ
の
家
宗
教
音
楽
研
究
所
」　
（「
聖
グ
レ
ゴ
リ
オ
の
家
」
のH

P

： http://www.st-gregorio.or.jp/

）

ミ
サ
参
列　

一
〇
時
三
〇
分
〜
一
一
時
三
〇
分 

講
話
・
研
究
会 

一
三
時
〜
一
七
時
頃

講
話
：
橋
本
周
子
（
聖
グ
レ
ゴ
リ
オ
の
家
宗
教
音
楽
所
所
長
）「
グ
レ
ゴ
リ
オ
の
家
と
典
礼
音
楽
」

発
表
①
西
脇
純
（
聖
グ
レ
ゴ
リ
オ
の
家
宗
教
音
楽
研
究
所
／
典
礼
学
）「
典
礼
に
お
け
る
歌
唱
と
所
作
に
つ
い
て
」

発
表
②
桑
野
萌
（
金
沢
星
稜
大
学
人
文
学
部
講
師
／
身
体
論
・
湯
浅
泰
雄
研
究
）「
祈
り
の
身
心
変
容
」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
熊
谷
友
里
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
宗
教
学
宗
教
史
学
専
攻
博
士
課
程

／
典
礼
研
究
）

司
会
進
行
：
鎌
田
東
二
（
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
特
任
教
授
）

第
七
三
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会　

二
〇
一
九
年
二
月
一
八
日
（
月
）　

上
智
大
学
大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス

テ
ー
マ
：
看
取
り
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
に
つ
い
て
の
自
由
ト
ー
ク
&
表
現

井
上
ウ
ィ
マ
ラ
（
高
野
山
大
学
文
学
部
教
授
／
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
）
＋
稲
葉
俊
郎
（
東
京
大
学
医
学

部
付
属
病
院
循
環
器
内
科
助
教
）

第
七
四
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会　

二
〇
一
九
年
三
月
二
一
日
（
木
・
祝
）　

上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
中

央
図
書
館
九
階
九
一
一
会
議
室
（
予
定
）

テ
ー
マ
：
身
心
変
容
技
法
と
精
神
医
療
と
ケ
ア

発
表
者
①
今
村
達
弥
（
精
神
科
医
／
新
潟
市
さ
さ
え
愛
よ
ろ
ず
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）「
当
事
者
研
究
に
よ
り
か

い
ま
見
た
不
思
議
な
世
界
と
そ
の
拡
が
り
」

発
表
者
②
糸
川
昌
成
（
東
京
都
医
学
総
合
研
究
所
病
院
等
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長
・
副
所
長
〔
兼

任
〕
／
東
京
都
立
松
沢
病
院
精
神
科
非
常
勤
医
師
）「
分
子
生
物
学
者
が
挑
ん
だ
形
無
き
も
の
の
科
学
―
病

の
意
味
と
命
」

　

こ
れ
ら
の
研
究
会
で
の
研
究
発
表
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
集
会
の
ほ
と
ん
ど
が
本
誌
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
問
わ
れ
た
問
題
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
霊
的
暴
力
、
負
の
感
情
、
物
語
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
、
密
教
、
心
、
演
劇
、
気
功
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
、
声
お
よ
び
マ
ン
ト
ラ
（
真

言
）
と
身
心
変
容
技
法
な
ど
の
諸
問
題
で
あ
り
、「
身
心
変
容
（transfom

ation of body &
 m

ind

）」「
霊
的
暴

力
（spiritual violence

）」「
霊
的
虐
待
（spiritual abuse

）」「
霊
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（spiritual harassm

ent

）」

の
概
念
を
明
確
に
し
つ
つ
、
そ
の
負
の
局
面
を
分
析
・
考
察
す
る
と
と
も
に
、
身
心
変
容
問
題
の
裾
野
を
広

く
探
っ
た
。
特
に
修
行
と
儀
礼
と
物
語
や
形
態
が
持
つ
意
味
と
力
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
最
終
年
度
の
四
年
目
と
な
る
二
〇
一
八
年
度
の
一
年
間
の
研
究
成
果
を
本
誌
で
総
括
し
報
告

す
る
。
今
後
さ
ら
に
理
論
的
研
究
と
事
例
的
研
究
と
実
験
的
研
究
の
突
き
合
わ
せ
と
整
理
を
行
い
、
そ
れ
を

書
籍
化
し
て
い
き
た
い
。
本
研
究
会
の
研
究
活
動
の
過
程
と
内
容
は
、「
身
心
変
容
技
法
研
究
会
」H

P

：

http://waza-sophia.la.coocan.jp/

と
科
研
研
究
年
報
『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
に
詳
し
く
報
告
・
公
開
・
発

表
し
て
い
く
の
で
ぜ
ひ
広
く
深
く
参
照
・
参
究
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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は
じ
め
に

本
科
研
最
終
年
度
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
総
括
し

つ
つ
、「
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
」
に
つ
い
て
、
二
度
に

わ
た
る
大
本
事
件
（
大
正
一
〇
年
〔
一
九
二
一
〕
第
一
次
大
本

事
件
、
昭
和
一
〇
年
〔
一
九
三
五
〕
第
二
次
大
本
事
件
）
を
事
例

と
し
て
取
り
上
げ
な
が
ら
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
と
中
華
人

民
共
和
国
に
お
け
る
「
邪
教
」
問
題
を
関
連
づ
け
て
考
察
す

る
。
オ
ウ
ム
真
理
教
に
つ
い
て
は
、『
身
心
変
容
技
法
研
究
』

第
五
号
掲
載
の
論
考
「
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
―
宗

教
経
験
に
お
け
る
負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
に
関
す
る
総
合

的
研
究
」（
二
〇
一
六
年
三
月
）と
同
第
七
号
掲
載
の
論
考
「
身

心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
―
オ
ウ
ム
真
理
教
と
ひ
か
り
の

輪
の
身
心
変
容
技
法
」（
二
〇
一
八
年
三
月
）
で
取
り
上
げ
た

の
で
、
こ
こ
で
は
中
心
的
な
対
象
と
は
せ
ず
、
大
本
事
件
と

い
う
別
の
対
称
軸
を
設
け
る
こ
と
を
通
し
て
さ
ら
に
考
察
を

深
め
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
身
心
変
容
技

法
」
と
は
、「
身
体
と
心
の
状
態
を
当
事
者
に
と
っ
て
よ
り
よ

い
と
考
え
ら
れ
る
理
想
的
な
状
態
に
切
り
替
え
変
容
・
転
換

さ
せ
る
諸
技
法
」
を
指
す
。
だ
が
、
こ
う
し
た
理
想
や
理
念

と
は
裏
腹
に
、
そ
れ
は
常
に
「
霊
的
暴
力
」（
超
越
的
な
世
界

観
に
裏
付
け
ら
れ
た
破
壊
性
な
い
し
破
壊
行
為
）
を
引
き
起
こ
す

危
険
性
を
伴
っ
て
い
る
。
マ
タ
ト
マ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
暴
力

の
本
質
を
「
搾
取
」
と
捉
え
た
が
、
人
間
性
や
霊
性
を
根
幹

の
と
こ
ろ
か
ら
搾
取
し
破
壊
す
る
よ
う
な
宗
教
集
団
は
「
カ

ル
ト
」
的
だ
と
言
え
る
。
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
は
「
身
心
変

容
技
法
」
の
修
行
が
も
た
ら
し
た
「
霊
的
暴
力
」
の
典
型
的

な
事
件
で
あ
り
、
そ
の
負
の
側
面
を
考
察
す
る
こ
と
は
宗
教

研
究
の
喫
緊
で
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
科
研
「
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
〜
宗
教
経
験
に
お

け
る
負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
二

〇
一
五
〜
二
〇
一
八
年
度
）
は
申
請
時
に
研
究
目
的
の
一
部
と

し
て
、「
身
心
変
容
技
法
の
起
源
・
諸
相
・
構
造
・
本
質
・
意

義
・
応
用
性
・
未
来
性
を
分
析
し
、
と
り
わ
け
オ
ウ
ム
真
理

教
事
件
（
一
九
九
五
年
）
が
問
い
か
け
た
問
題
性
や
事
件
性
を

一
つ
の
事
例
研
究
と
し
て
も
モ
デ
ル
研
究
と
し
て
も
徹
底
究

明
し
て
い
く
。
そ
れ
は
ま
た
教
祖
論
、
弟
子
論
、
修
行
論
、
宗

教
教
育
論
、
宗
教
教
団
論
な
ど
、
宗
教
研
究
と
し
て
豊
饒
な

問
題
解
明
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
変
性
意
識
状
態
・

神
秘
体
験
（
宗
教
体
験
）・
回
心
・
修
行
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
精
神
障
害
の
解
明
や
「
逆
境
」
を
乗
り
越
え
生
き
抜

い
て
い
く
「
心
直
し
」
の
研
究
に
も
新
た
な
知
見
と
視
座
と

基
準
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
」
と
記
し
た
が
、
遺
憾
な
が
ら
、

い
ま
だ
究
明
は
十
分
で
は
な
い
。
ま
た
、
同
申
請
書
類
の
中

の
「
研
究
期
間
内
に
何
を
ど
こ
ま
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
の
か
」
の
第
一
と
し
て
、「『
身
心
変
容
技
法
』
の
諸
相
（
個

性
的
表
現
）
と
『
負
の
顕
わ
れ
』
の
局
面
の
解
明
（
文
献
研
究

と
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
）：『
身
心
変
容
（transration of body &

 

m
ind

）』
お
よ
び
『
霊
的
暴
力
（spiritual violence

）』『
霊
的
虐

待
（spiritual abuse

）』
の
概
念
を
明
確
に
し
、
そ
の
個
別
事
例

を
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
共
通
す
る
構
造
や
文
法
を

取
り
出
し
、
そ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
す
る
。
特

身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
Ⅲ

―
大
本
事
件
と
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
を
中
心
と
し
て

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

鎌
田
東
二

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
特
任
教
授
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
／
宗
教
哲
学
・
民
俗
学
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に
そ
れ
が
『
負
の
顕
わ
れ
』
と
し
て
問
題
と
な
っ
た
局
面
を

解
明
す
る
。
禅
修
行
に
お
け
る
『
魔
境
』
の
問
題
、
大
本
教

事
件
に
お
け
る
『
鎮
魂
帰
神
法
』
の
問
題
点
、
オ
ウ
ム
真
理

教
の
『
水
中
ク
ン
バ
カ
』
や
『
土
中
サ
マ
デ
ィ
』
や
『
血
の

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
な
ど
が
も
た
ら
す
『
霊
的
虐
待
』
と

坂
本
弁
護
士
殺
害
事
件
や
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
と
の
関
係
、

瞑
想
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
『
ク
ン
ダ
リ

ニ
ー
症
候
群
（Kundalini syndrom

e

）』、
い
わ
ゆ
る
『
カ
ル
ト

教
団
』
と
さ
れ
て
き
た
人
民
寺
院
や
太
陽
寺
院
や
ヘ
ヴ
ン
ズ
・

ゲ
ー
ト
な
ど
の
『
集
団
自
殺
』、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
ン
ソ
ン
に

よ
る
殺
人
事
件
な
ど
、
修
行
や
薬
物
使
用
な
ど
に
よ
る
『
身

心
変
容
』
と
と
と
も
に
顕
在
化
し
た
諸
種
の
『
霊
的
暴
力
』

の
事
例
を
比
較
研
究
し
、
そ
の
特
徴
と
問
題
点
を
明
ら
か
に

す
る
」
と
記
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、「
霊
的
暴
力
」
と
「
霊
的
虐
待
」
と
「
霊

的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
概
念
規
定
を
し
て
お
く
。

「
霊
的
暴
力
（spiritual violence

）」
と
は
、
宗
教
的
暴
力
の

中
で
も
、「
目
に
見
え
な
い
霊
的
（spiritual

）
な
モ
ノ
」
の
存

在
（spiritual being

）
や
力
（spiritual power

）
に
よ
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の
圧
迫
や
抑
圧
や
破
壊
を
指
す
。「
目
に
見

え
な
い
モ
ノ
」
の
力
を
使
っ
て
（
た
と
え
そ
れ
が
幻
想
や
イ
ル

ー
ジ
ョ
ン
や
共
同
幻
想
で
あ
っ
て
も
）、
人
を
傷
つ
け
、
壊
し
、

支
配
す
る
。
拙
著
『
呪
殺
・
魔
境
論
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
四

年
）
で
詳
し
く
論
じ
た
よ
う
に
、
古
来
「
呪
い
・
呪
詛
・
呪

殺
」
な
ど
は
そ
う
し
た
「
霊
的
暴
力
」
の
最
た
る
も
の
で
あ

っ
た
。
奈
良
時
代
以
降
繰
り
返
し
「
呪
い
（
呪
詛
）」
が
禁
止

さ
れ
、
重
い
犯
罪
行
為
と
し
て
取
り
締
ま
り
を
受
け
、「
呪
い

を
か
け
た
」
と
い
う
疑
い
を
か
け
ら
れ
無
実
の
罪
で
処
刑
さ

れ
た
例
も
あ
る
の
は
、
古
代
か
ら
そ
の
「
負
の
力
」
が
怖
れ

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
広
義
で
の
「
霊
的
暴
力
」
の
中
で
、
意
図
的
か

非
意
図
的
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
人
物
や
集
団
に
対
し
て

繰
り
返
し
破
壊
的
行
為
を
行
な
う
場
合
を
「
霊
的
虐
待

（spiritual abuse

）」
と
捉
え
、
霊
的
な
世
界
観
や
力
を
背
景
に

し
て
悪
質
な
嫌
が
ら
せ
を
す
る
こ
と
を
「
霊
的
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
（spiritual harassm

ent

）」
と
規
定
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
オ
ウ
ム
真
理
教
教
団
も
は
じ
め
か
ら
「
霊
的

暴
力
」
を
振
る
う
集
団
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
出
発
点

は
ヨ
ー
ガ
の
瞑
想
修
行
と
そ
の
進
展
の
診
断
基
準
と
し
て
の

神
秘
体
験
と
体
現
と
超
能
力
（
伝
統
的
な
仏
教
用
語
を
用
い
れ

ば
「
神
通
力
」）
の
獲
得
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
修
行
の
過

程
で
道
を
誤
っ
た
。
そ
の
修
行
過
程
に
お
け
る
「
霊
的
暴
力
」

発
生
の
一
般
的
問
題
点
を
次
に
考
察
す
る
。

1
「
有
形
―
無
形
―
真
形
」と「
魔
形
」と

「
異
形
」と
い
う
霊
的
暴
力
の
か
た
ち

パ
リ
第
五
大
学
博
士
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ル
ジ
ャ
ン
ド

ル
は
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
に
行
わ
れ
た
身
心
変
容

技
法
研
究
会
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
中
国
の
太
極

拳
の
習
得
過
程
を
分
析
し
つ
つ
、
修
行
者
は
ま
ず
太
極
拳
の

「
有
形
」
修
練
を
積
み
、
そ
こ
か
ら
一
度
「
無
形
」
に
解
放
さ

れ
て
、
究
極
的
に
「
真
形
」
に
辿
り
着
く
と
い
う
修
行
の
深

化
過
程
を
図
式
化
し
た
（
本
誌
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
二
七

九
頁
参
照
）。

そ
こ
で
私
は
、
彼
の
図
式
の
提
示
を
受
け
て
、
そ
の
修
行

過
程
で
「
魔
形
」
や
「
異
形
」
に
反
れ
て
い
く
こ
と
が
あ
る

と
指
摘
し
、
そ
の
負
の
過
程
を
含
む
全
体
構
造
を
示
し
た（
図

1
。
以
下
に
示
し
た
も
の
は
、
そ
の
時
の
ス
ラ
イ
ド
に
さ
ら
に
加

筆
し
た
も
の
で
あ
る
）。
そ
れ
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
や
破

壊
的
カ
ル
ト
で
発
現
す
る
「
霊
的
暴
力
」
の
発
現
を
想
定
し

た
図
式
で
、
修
行
に
よ
る
「
超
能
力
＝
神
通
力
」
な
ど
の
獲

得
が
「
霊
的
暴
力
」
の
行
使
に
す
り
替
わ
っ
て
い
く
過
程
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
あ
る
型
を
学
び
（
有
形
修
行
）、
そ
れ
に
対
す
る

過
剰
な
執
着
や
自
慢
か
ら
解
放
さ
れ
（
無
形
境
地
）、
そ
し
て

つ
い
に
よ
り
理
想
的
な
身
心
変
容
の
境
地
（
真
形
段
階
）
に
至

る
と
い
う
身
心
変
容
技
法
の
成
功
事
例
を
基
本
モ
デ
ル
と
し

た
場
合
、「
無
形
境
地
」
に
至
る
ど
こ
ろ
か
、
よ
り
い
っ
そ
う

支
配
力
や
慢
心
や
競
争
心
が
高
ま
り
、
他
者
に
対
す
る
攻
撃

心
が
激
化
す
る
こ
と
も
起
こ
り
え
る
。
そ
う
し
た
方
向
を
「
魔

形
」（
霊
的
暴
力
1
）
と
す
る
。
だ
が
逆
に
、
修
行
が
う
ま
く

行
か
ず
、「
地
獄
に
落
ち
て
し
ま
う
」
な
ど
と
恐
れ
を
抱
い
て

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ
た
り
、
過
剰
に
自
己
卑
下
す
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、
自
己
肯
定
感
が
根
こ
そ
ぎ
失
わ
れ
る
よ
う
な
事

態
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
マ
イ
ナ
ス
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
ケ
ー
ス
を
「
異
形
」（
霊
的
暴
力
2
）
と
措
定
し
、
有
形

修
行
の
失
敗
に
も
二
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。こ

の
モ
デ
ル
化
を
通
し
て
、「
霊
的
暴
力
」
が
修
行
者
の
内

部
で
生
起
す
る
過
程
と
場
面
を
構
造
的
に
浮
き
彫
り
に
す
る
。

図1　身心変容の道
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修
行
者
の
内
部
で
生
起
す
る
問
題
は
や
が
て
外
化
さ
れ
る
。

あ
る
い
は
、
内
部
も
外
部
と
の
関
係
性
に
よ
っ
て
「
身
心
変

容
」
し
、
揺
ら
ぎ
、
変
形
し
、
誘
導
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
オ

ウ
ム
真
理
教
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
オ
ウ
ム
真
理
教
教
団
に

お
い
て
は
、
グ
ル
の
絶
対
権
力
と
絶
対
支
配
が
あ
っ
た
と
は

い
え
、
そ
の
グ
ル
の
絶
対
権
力
の
支
配
は
弟
子
の
存
在
な
し

に
は
行
使
し
得
な
い
。
つ
ま
り
、
グ
ル
の
命
令
を
絶
対
の
も

の
と
し
て
受
け
入
れ
実
施
す
る
弟
子
集
団
が
存
在
し
て
初
め

て
そ
の
影
響
力
は
行
使
さ
れ
、
現
実
化
す
る
。
も
し
弟
子
が

一
人
も
い
な
い
場
合
、
グ
ル
の
命
令
は
現
実
化
す
る
社
会
的

効
力
を
持
ち
得
な
い
。

オ
ウ
ム
真
理
教
の
場
合
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、「
グ
ル
」

と
か
「
尊
師
」
と
呼
ば
れ
て
絶
対
的
な
権
威
と
権
力
を
行
使

し
た
麻
原
彰
晃
（
本
名
・
松
本
智
津
夫
）
は
、
ヨ
ー
ガ
や
仏
教

（
特
に
密
教
）
の
「
有
形
」
修
行
の
過
程
で
、
禅
で
言
う
「
魔

境
」（
図
1
で
は
「
魔
形
」
の
一
つ
に
入
る
）
に
入
っ
た
。
拙
著

『
呪
殺
・
魔
境
論
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
で
指
摘
し

た
よ
う
に
、
麻
原
自
身
は
そ
の
よ
う
な
「
魔
境
」
の
存
在
や

危
険
性
を
初
期
か
ら
認
識
し
て
い
た
が
、
自
分
の
境
地
を
「
最

終
解
脱
者
」
と
言
い
始
め
た
と
こ
ろ
か
ら
本
格
的
な
「
魔
形
」

に
入
り
、
魔
形
的
身
心
変
容
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
グ

ル
の
「
コ
ピ
ー
」
や
「
ク
ロ
ー
ン
」
と
し
て
弟
子
を
改
造
し

よ
う
と
し
た
段
階
か
ら
、
弟
子
も
ま
た
「
魔
形
」
化
し
て
い

き
、
終
に
一
連
の
「
ポ
ア
」
と
い
う
名
の
殺
人
を
行
な
っ
た

オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
な
一
種
の
自
我
肥
大
化
や
自
我
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
的
な
怪
物
的
「
魔
形
」
に
行
き
着
く
こ
と
も
な
く
、
ま

た
、
真
の
解
脱
過
程
な
い
し
「
無
形
―
真
形
」
の
過
程
を
辿

る
こ
と
も
な
く
、
諸
種
の
ダ
メ
ー
ジ
や
ト
ラ
ウ
マ
を
受
け
て

挫
折
し
た
り
精
神
的
に
病
ん
で
し
ま
っ
た
人
た
ち
も
い
る
。

そ
の
よ
う
な
負
の
も
う
一
つ
の
過
程
を
「
異
形
」
と
位
置
づ

け
る
。

こ
こ
で
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
「
魔
形
」
や
「
異
形
」
の

過
程
か
ら
、
そ
こ
を
抜
け
出
て
、「
初
心
」
や
「
発
心
」
に
立

ち
返
り
、
軌
道
修
正
し
て
「
無
形
」
や
「
真
形
」
の
道
を
辿

り
直
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
あ
る1

。
す
べ
て
の
修
行

者
は
こ
の
よ
う
な
危
険
の
あ
る
こ
と
を
想
定
し
な
が
ら
、
慢

心
を
戒
め
、
謙
虚
さ
や
感
謝
の
念
や
慈
悲
・
利
他
心
を
育
て

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
だ
が
、
分
か
っ
て
い
て
も

過
つ
こ
と
は
常
に
起
こ
り
え
る
。
故
に
、
軌
道
修
正
で
き
る

メ
ン
タ
ー
や
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
的
な
役
割
の
存
在
―
本

来
、
師
匠
や
グ
ル
や
指
導
者
は
そ
う
し
た
側
面
を
持
っ
て
い

る
は
ず
で
あ
る
―
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
も
重
要
な
課
題
と
仕
組
み
に
な
る
だ
ろ
う
。

暴
力
は
諸
種
の
破
壊
行
為
で
あ
る
が
、
図
2
に
示
す
よ
う

に
、
人
類
社
会
の
歴
史
過
程
に
お
い
て
、
生
存
や
社
会
生
活

の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
フ
リ
ク
ト
や
軋
轢
な
ど
に

よ
っ
て
、
感
情
の
暴
発
を
伴
う
形
で
か
、
あ
る
い
は
よ
り
戦

略
的
・
策
略
的
な
形
で
か
、
物
理
的
あ
る
い
は
精
神
的
な
破

壊
や
闘
争
が
生
ま
れ
て
き
た
。

身
心
変
容
技
法
は
、
通
常
、
怒
り
や
憎
し
み
や
怨
念
な
ど
、

負
の
感
情
処
理
と
し
て
機
能
し
、
お
の
れ
を
持
し
、
平
静
を

保
ち
、
し
な
や
か
に
か
つ
強
靭
に
生
存
し
て
い
く
た
め
の
方

法
と
な
る
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
や
禅
も
そ
う
し
た
機

能
を
持
つ
。
そ
れ
ゆ
え
、
宗
教
の
場
面
の
み
な
ら
ず
、
医
療

や
ケ
ア
や
セ
ラ
ピ
ー
や
教
育
の
場
面
で
も
活
用
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
、
人
間
の
欲
望
や
感
情
や
心
の
動
き
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
条
件
や
刺
激
に
よ
り
微
妙
か
つ
極
端
に
揺
れ
動
き
、
暴
発

図２　身心変容技法研究概念図

図３　身心変容技法研究
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す
る
こ
と
が
あ
る
。
本
誌
二
七
一
頁
の
パ
リ
第
五
大
学
教
授

の
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
の
「
生
き
ら
れ
た
体
」
と

「
知
覚
」
と
「
感
情
」
と
「
生
け
る
体
」
と
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
と
意
識
の
階
梯
や
そ
こ
で
の
身
心
変
容
の
過
程
や
構
造
を

図
式
化
す
れ
ば
図
3
と
な
る
。

こ
う
し
た
問
題
性
や
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
次
に
大
本
事

件
と
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
を
対
照
し
つ
つ
、
霊
的
暴
力
の
諸

相
と
構
造
を
考
察
し
て
い
く
。

2
霊
的
暴
力
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
出

口
王
仁
三
郎
と
大
本
事
件

2-

1　

開
祖
出
口
な
お
と
教
祖（
聖
師
・
教
主
輔
）出
口
王
仁

三
郎霊

的
暴
力
と
い
う
観
点
か
ら
大
本
教
―
公
式
に
は
「
大

本
」
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
大

本
教
」
と
い
う
表
記
を
用
い
る
―
を
取
り
上
げ
る
場
合
、
二

つ
の
異
な
っ
た
霊
的
暴
力
の
形
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
つ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
神
道
に
属
す
る
者
で
あ
れ
、

仏
教
に
属
す
る
者
で
あ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
に
属
す
る
者
で
あ

れ
、
他
の
何
宗
に
属
す
る
者
で
あ
れ
、
す
べ
て
の
修
行
者
や

修
道
者
が
晒
さ
れ
る
「
魔
形
」
や
「
異
形
」
へ
の
回
路
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
、
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
か
と
い

う
問
題
で
あ
る
。
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
ど
の
よ
う

に
「
審さ

神に

者わ

」
と
な
り
、「
審さ

に
わ神
」（
判
定
・
ジ
ャ
ッ
ジ
）
で
き

る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
大
本

教
の
場
合
、
二
度
の
検
挙
と
破
壊
に
よ
り
大
本
教
を
「
弾
圧
」

し
た
国
家
と
い
う
公
認
暴
力
装
置
が
行
使
し
た
霊
的
暴
力
の

問
題
で
あ
る
。
宗
教
団
体
の
宗
教
活
動
の
自
由
と
危
険
性
を

国
家
が
ど
の
よ
う
に
「
審さ

に
わ神

」
し
、「
魔
形
」
者
や
「
異
形
」

者
や
法
的
「
違
反
者
」
に
ど
う
対
処
す
る
か
、
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
と
も
直

結
す
る
。
こ
の
二
つ
を
両
極
と
し
て
、
大
本
教
に
お
け
る
霊

的
暴
力
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

大
本
教
の
「
神
」
観
と
宗
教
活
動
は
、
開
祖
出
口
な
お
（
一

八
三
七
―一
九
一
八
）
と
教
祖
（
教
主
輔
）
出
口
王お

仁に

三さ
ぶ

郎ろ
う

（
一

八
七
一
―一
九
四
八
）
の
二
人
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
、
主
導
さ

れ
た
。
出
口
な
お
は
、「
元
の
神
」
で
あ
り
「
隠
退
し
た
神
」

で
あ
る
「
艮

う
し
と
らの
金こ

ん

神じ
ん

」
に
よ
る
「
世
の
立
て
替
え
立
て
直
し
」

を
訴
え
、
大
本
教
の
神
観
の
根
幹
と
宗
教
活
動
の
土
台
を
作

っ
た
。

出
口
な
お
は
、
天
保
の
大
飢
饉
の
さ
中
の
天
保
七
年
（
一

八
三
七
）、
丹
波
国
（
現
在
の
京
都
府
）
福
知
山
藩
天
田
郡
に

生
ま
れ
た
が
、
大
工
の
父
桐
村
五
郎
三
郎
の
放
蕩
に
よ
り
家

は
没
落
し
、
な
お
が
一
一
歳
の
時
に
父
は
コ
レ
ラ
で
急
死
し

た
。
そ
の
後
、
な
お
は
下
女
奉
公
に
出
、
綾
部
の
叔
母
に
請

わ
れ
て
出
口
家
を
継
い
だ
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）、
宮
大

工
の
四
方
豊
助
（
政
五
郎
）
と
結
婚
、
一
一
人
の
子
供
を
も

う
け
た
が
、
夫
の
浪
費
で
ま
た
し
て
も
没
落
。
明
治
二
〇
年

（
一
八
八
七
）、
夫
は
死
去
す
る
。
子
供
た
ち
も
発
狂
し
た
り
、

自
殺
し
た
り
、
駆
け
落
ち
し
た
り
と
苦
労
す
る
。
そ
の
労
苦

は
半
端
で
は
な
く
、
後
年
、「
地
獄
の
窯
の
焦
げ
起
こ
し
」
と

述
懐
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

耐
え
難
い
困
窮
の
さ
中
の
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
二
月

三
日
、
初
め
て
「
艮
の
金
神
」
が
神
懸
っ
た
。
そ
の
後
「
筆

先
」
を
書
き
始
め
、
二
〇
年
余
で
半
紙
約
二
〇
万
枚
に
の
ぼ

っ
た
。
そ
の
「
筆
先
」
の
中
で
日
清
戦
争
（
明
治
二
七
年
）
の

予
言
を
し
、「
綾
部
の
金
神
さ
ん
」
と
評
判
に
な
っ
て
い
く
。

だ
が
、
自
分
に
神
懸
る
「
神
」
に
不
安
を
覚
え
、
ど
の
よ
う

な
神
か
「
審
神
」
を
求
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
明
治
三
一
年
初

め
て
上
田
喜
三
郎
と
会
う
。
翌
明
治
三
二
年
、
上
田
喜
三
郎

は
な
お
に
懸
る
神
を
「
国
武
彦
（
国
常
立
尊
）」
と
「
審
神
」

し
た
。
上
田
喜
三
郎
は
、
明
治
三
三
年
、
末
娘
の
五
女
す
み

（
大
本
教
初
代
教
主
）
の
婿
養
子
と
な
り
、
出
口
王
仁
三
郎
を

名
乗
る
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）、「
筆
先
」
は
出
口
王
仁

三
郎
に
よ
っ
て
漢
字
交
じ
り
に
編
集
さ
れ
、「
大お

お

本も
と

神し
ん

諭ゆ

」
と

し
て
『
神
霊
界
』
に
発
表
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
。
そ

の
翌
大
正
七
年
一
一
月
六
日
、
出
口
な
お
は
八
一
歳
で
死
去

し
た
。

そ
の
出
口
な
お
の
提
示
し
た
神
観
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
。
―
日
本
の
神
界
と
現
実
世
界
を
統
治
し
て
き

た
神
は
、「
元
の
神
」
で
は
な
い
。「
元
の
神
」
を
隠
退
さ
せ

た
後
に
出
て
き
た
神
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
汚
濁
し
た
こ
の

世
界
を
救
済
す
る
た
め
に
は
、「
元
の
神
」
の
復
活
と
活
動
が

必
要
で
あ
る
。
大
本
教
は
そ
の
「
元
の
神
」
を
世
に
出
し
、

「
世
の
立
て
替
え
立
て
直
し
」
を
実
現
す
る
神
命
を
受
け
て
登

場
し
て
き
た
。

出
口
な
お
の
「
筆
先
」
に
は
、「
天
理
、
金
光
、
黒
住
、
妙

霊
、
先
走
り
、
と
ど
め
に
艮
の
金
神
が
現
は
れ
て
、
世
の
立

替
を
致
す
ぞ
よ
」
と
、
天
理
教
を
嚆
矢
と
し
て
「
世
直
し
」

宗
教
が
次
々
と
現
れ
、
最
後
の
と
ど
め
と
し
て
「
艮
の
金
神
」

が
現
わ
れ
て
「
世
の
立
替
え
」
を
行
な
う
と
い
う
神
の
顕
現

と
先
行
宗
教
運
動
の
展
開
が
説
か
れ
た
。
そ
し
て
、「
三
ぜ
ん

世
界
一
度
に
開
く
梅
の
花
、
艮
の
金
神
の
世
に
成
り
た
ぞ
よ
。

梅
で
開
い
て
松
で
治
め
る
、
神
国
の
世
に
な
り
た
ぞ
よ
。
日

本
は
神
道
、
神
が
構
は
な
行
け
ぬ
国
で
あ
る
ぞ
よ
。
外
国
は

獣け
も
の類
の
世
、
強
い
も
の
勝
ち
の
、
悪
魔
ば
か
り
の
国
で
あ
る

ぞ
よ
。
日
本
も
獣
の
世
に
な
り
て
居
る
ぞ
よ
。
外
国
人
に
ば

か
さ
れ
て
、
尻
の
毛
ま
で
抜
か
れ
て
居
り
て
も
、
未
だ
眼
が

覚
め
ん
暗
が
り
の
世
に
な
り
て
居
る
ぞ
よ
」
と
世
界
一
同
開

花
宣
言
が
力
強
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、「
是
で
は
、

国
は
立
ち
て
は
行
か
ん
か
ら
、
神
が
表
に
現
は
れ
て
、
三
千

世
界
の
立
替
へ
立
直
し
を
致
す
ぞ
よ
。
用
意
を
成
さ
れ
よ
。

こ
の
世
は
全さ

っ
ぱ
り然

、
新さ

ら

つ
の
世
に
替
へ
て
了し

ま

ふ
ぞ
よ
。
三
千
世

界
の
大
洗
濯
、
大
掃
除
を
致
し
て
、
天
下
泰
平
に
世
を
治
め

て
、
万ま

ん

古ご

末
代
続
く
神
国
の
世
に
致
す
ぞ
よ
。
神
の
申
し
た
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事
は
、
一
分
一
厘
違
は
ん
ぞ
よ
。
毛
筋
の
横
巾
ほ
ど
も
間
違

い
は
無
い
ぞ
よ
。
こ
れ
が
違
ふ
た
ら
、
神
は
此
の
世
に
居
ら

ん
ぞ
よ
」
と
「
三
千
世
界
の
立
替
へ
立
直
し
」
が
激
烈
に
告

げ
ら
れ
、
先
に
述
べ
た
一
節
、「『
東
京
で
仕
組
を
駿
河
美
濃

尾
張
大
和
玉
芝
国
々
に
、
神
の
柱
を
配
り
岡
山
』、
天
理
、
金

光
、
黒
住
、
妙
霊
、
先
走
り
、
と
ど
め
に
艮
の
金
神
が
現
は

れ
て
、
世
の
立
替
を
致
す
ぞ
よ
。
世
の
立
替
の
あ
る
と
い
ふ

事
は
、
何
の
神か

み

柱ば
し
らに
も
判
り
て
居
れ
ど
、
何ど

う
し
た
ら
立
替

が
出
来
る
と
い
ふ
事
は
、
判
り
て
居
ら
ん
ぞ
よ
。
九
分
九
厘

ま
で
は
知
ら
し
て
あ
る
が
、
モ
ウ
一
厘
の
肝
心
の
事
は
、
判

り
て
居
ら
ん
ぞ
よ
。
三
千
世
界
の
事
は
、
何
一
と
つ
判
ら
ん

事
の
無
い
神
で
あ
る
か
ら
、
淋
し
く
成
り
た
ら
、
綾
部
の
大

本
へ
出
て
参
り
て
、
お
話
を
聞
か
し
て
頂
け
ば
、
何
も
彼
も

世
界
一ひ

と

目め

に
見
え
る
、
神
徳
を
授
け
る
ぞ
よ
」
に
つ
な
が
る

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）
正
月
（
一
月
一
日
付
け
）
に
創
刊
さ
れ
た
『
神
霊

界
』
の
第
一
号
に
華
々
し
く
掲
げ
ら
れ
、
大
反
響
を
巻
き
起

こ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
大
本
教
の
開
祖
出
口
な
お
に
対
し
て
、
も
う
一
人
の

教
祖
（
教
主
輔
）
出
口
王
仁
三
郎
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）、

京
都
府
亀
岡
穴
太
に
農
業
上
田
家
の
五
男
三
女
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
明
治
二
九
年
、
二
五
歳
の
時
に
、「
穴
太
精
乳

館　

上
田
牧
牛
場
」
を
開
く
が
、
長
く
は
続
か
ず
、
明
治
三

一
年
（
一
八
九
八
）、
高
熊
山
修
行
後
長
沢
雄か

つ

楯た
て

の
下
で
鎮
魂

帰
神
法
と
審
神
者
学
を
学
ん
だ
。
長
沢
は
喜
三
郎
に
懸
る
神

を
小こ

松ま
つ

林
ば
や
し
の

命み
こ
とと
「
審
神
」
し
た
。
翌
明
治
三
二
年
、
出
口

な
お
を
教
主
、
喜
三
郎
を
会
長
と
し
て
「
金
明
霊
学
会
」
を

結
成
す
る
が
、
開
祖
出
口
な
お
と
婿
養
子
出
口
王
仁
三
郎
と

の
神
格
の
相
違
と
対
立
は
「
火
水
の
戦
い
」
を
引
き
起
こ
し
、

信
者
間
の
勢
力
争
い
も
起
こ
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
明
治
三
九

年
、
綾
部
を
出
て
皇
典
講
究
所
（
京
都
）
に
入
っ
て
神
職
の

資
格
を
取
り
、
翌
明
治
四
〇
年
、
京
都
の
建
勲
神
社
の
主
典

と
な
る
。
明
治
四
一
年
綾
部
に
戻
り
、「
金
明
霊
学
会
」
の
名

称
を
「
大
日
本
修
斎
会
」
と
改
め
た
が
、
大
正
五
年
（
一
九

一
六
）
に
さ
ら
に
「
皇
道
大
本
」
と
改
称
し
た
。
同
年
、
出

口
な
お
は
出
口
王
仁
三
郎
の
神
格
を
「
み
ろ
く
神
」
と
認
定

（
審
神
）
し
、
こ
こ
に
出
口
王
仁
三
郎
の
神
格
的
地
位
は
ひ
と

ま
ず
確
立
す
る
。

だ
が
初
期
の
大
本
教
団
に
お
い
て
は
出
口
王
仁
三
郎
の
地

位
は
脆
弱
だ
っ
た
。
出
口
な
お
に
付
き
従
う
古
参
信
者
に
は

痛
烈
に
非
難
さ
れ
排
斥
さ
れ
る
極
め
て
不
安
定
な
も
の
だ
っ

た
。
そ
の
中
で
、
王
仁
三
郎
は
自
己
の
立
場
と
霊
性
の
淵
源

を
、「
悪
神
」
と
さ
れ
、
父
に
も
姉
に
も
追
わ
れ
て
終
に
高
天

原
を
追
放
さ
れ
た
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
に
重
ね
合
わ
せ
た
。
明

治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
書
い
た
「
御
霊
魂
の
こ
と
わ
け
」

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
速
素
戔
嗚
尊
は
、
天
津
罪
、
国
津
罪
を
残
ら
ず
我
身
に
引

き
受
け
て
、
世
界
の
人
の
罪
を
償
い
玉
う
瑞
の
御
霊
魂
な
れ

ば
、
天
地
の
在
ら
ん
限
り
の
重
き
罪
咎
を
、
我
身
に
引
き
受

け
て
、
涙
を
流
し
て
足
の
爪
迄
抜
か
れ
、
血
潮
を
流
し
玉
い

て
、
世
界
の
罪
人
、
我
々
の
遠
つ
御
親
の
罪
に
代
り
玉
い
し

御
方
な
る
事
を
忘
る
可
ら
ず
。
今
の
世
の
神
道
者
は
、
悟
り

浅
く
し
て
、
直
に
速
素
戔
嗚
尊
を
悪
く
見
做
す
は
、
誠
に
恐

れ
多
き
事
共
な
り
。
／
斯
の
如
く
天
地
の
罪
人
の
救
い
主
な

れ
ば
、
再
び
此
の
天
が
下
に
降
り
在
し
て
、
瑞
の
御
霊
な
る

茂し
げ

頴か
い

（
注
：
王
仁
三
郎
の
こ
と
）
の
身
を
宮
と
成
し
て
、
遍
く

世
界
を
救
わ
ん
と
な
し
玉
え
る
也
」（「
御
霊
魂
の
こ
と
わ
け
」

『
出
口
王
仁
三
郎
著
作
集
』
第
一
巻
所
収
、
読
売
新
聞
社
、
一
九

七
二
年
、
一
七
一
―一
七
二
頁
）

王
仁
三
郎
に
よ
れ
ば
、
素
戔
嗚
尊
は
す
べ
て
の
「
罪
」
を

わ
が
身
に
引
き
受
け
て
「
世
界
の
人
の
罪
」
を
償
う
「
瑞
の

御
霊
魂
」
に
し
て
「
天
地
の
罪
人
の
救
い
主
」
で
あ
る
。
そ

の
「
瑞
霊
」
が
王
仁
三
郎
の
身
体
を
「
宮
」
と
し
て
世
界
救

済
の
神
業
を
行
な
う
宿
命
・
使
命
と
捉
え
た
。
そ
こ
か
ら
さ

ら
に
拡
大
し
て
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
以
降
は
、
出
口
な

お
の
言
葉
に
促
さ
れ
て
自
分
を
弥
勒
の
下
生
と
も
伊
都
能
売

神
と
も
拡
大
自
覚
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
出
口
王
仁
三
郎

の
自
己
審
神
と
出
口
な
お
と
の
相
互
審
神
の
過
程
と
関
係
が

問
題
の
核
心
と
な
る
。
そ
れ
が
二
度
に
わ
た
る
大
本
事
件
と

深
く
関
係
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
二
月
、
横
須
賀
の
海
軍
機
関
学

校
教
授
を
務
め
て
い
た
浅
野
和
三
郎
が
入
信
し
、
綾
部
に
移

住
す
る
。
浅
野
和
三
郎
が
編
集
長
に
就
任
し
て
、
大
正
六
年

一
月
一
月
か
ら
『
神
霊
界
』
の
発
行
が
始
ま
り
、
大
々
的
に

「
大
正
維
新
」
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。
大
正
八
年
「
大
正

日
日
新
聞
」
を
買
収
し
、
教
を
拡
大
す
る
が
、
大
正
一
〇
年

二
月
一
二
日
、
第
一
次
大
本
事
件
で
出
口
王
仁
三
郎
と
浅
野

和
三
郎
と
吉
田
祐
定
の
三
名
が
逮
捕
さ
れ
た
（
不
敬
罪
と
新
聞

紙
法
違
反
）。
ま
た
『
大
本
神
諭
（
火
の
巻
）』
も
発
禁
処
分
と

な
っ
た
。
同
年
六
月
一
七
日
に
保
釈
さ
れ
る
が
、
第
一
審
で

有
罪
判
決
を
受
け
、
そ
の
後
「
皇
道
大
本
」
を
「
大
本
」
に

改
称
す
る
。
そ
し
て
、『
霊
界
物
語
』
を
口
述
し
始
め
る
。
大

正
一
二
年
、
関
東
大
震
災
が
起
こ
る
。
そ
の
直
後
に
道
院（
紅

卍
会
）
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
り
、
翌
大
正
一
三
年
に
責
付

出
獄
中
の
身
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
モ
ン
ゴ
ル
に
布
教

に
行
く
。

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
六
月
九
日
、
出
口
王
仁
三
郎
は
、

「
人
類
愛
善
会
」
を
設
立
し
、
初
代
総
裁
と
な
る
。
そ
の
設
立

趣
旨
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。「
本
会
は
人
類
愛
善
の

大
義
を
発
揚
し
、
全
人
類
の
親
睦
融
和
を
来
し
、
永
遠
に
幸

福
と
歓
喜
と
に
充
て
る
光
明
世
界
を
実
現
す
る
た
め
、
最
善

の
力
を
尽
ん
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。
／
そ
も
そ
も
人

類
は
本
来
兄
弟
同
胞
で
あ
り
一
心
同
体
で
あ
る
。
こ
の
本
義

に
立
ち
帰
ら
ん
と
す
る
こ
と
は
、
万
人
霊
性
深
奥
の
要
求
で

あ
り
、
ま
た
人
類
最
高
の
理
想
で
あ
る
。
し
か
る
に
近
年
世

態
急
転
し
て
世
道
日
に
暗
く
、
人
心
日
に
荒
び
て
そ
の
帰
趨

7
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真
に
憂
ふ
べ
く
、
恐
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
か
く
の
如
く
に

し
て
進
ま
ん
に
は
、
世
界
の
前
途
は
思
ひ
知
ら
る
る
の
で
あ

る
。
さ
れ
ば
吾
等
は
こ
の
際
躍
進
し
て
、
あ
る
い
は
人
種
、
あ

る
い
は
国
家
、
あ
る
い
は
宗
教
等
あ
ら
ゆ
る
障
壁
を
超
越
し

て
人
類
愛
善
の
大
義
に
め
ざ
め
、
こ
の
厄
難
よ
り
脱
し
、
更

に
進
ん
で
地
上
永
遠
の
光
明
世
界
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
こ
れ
実
に
本
会
が
こ
こ
に
設
立
せ
ら
れ
た
る
所
以
で
あ

る
」。
同
会
は
、
万
教
同
根
、
人
類
本
来
兄
弟
同
報
を
旗
印
と

し
た
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
三
月
三
日
、
出
口
王
仁
三
郎
は
満

五
六
歳
七
カ
月
と
な
り
、
そ
の
日
「
み
ろ
く
大
祭
」
を
行
な

い
、
自
分
が
弥
勒
菩
薩
で
あ
り
救
世
主
で
あ
る
と
宣
言
す
る
。

そ
の
後
、
昭
和
九
年
「
昭
和
神
聖
会
」
を
結
成
す
る
が
、
昭

和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
一
二
月
八
日
、
第
二
次
大
本
事
件
で

逮
捕
（
治
安
維
持
法
違
反
・
不
敬
罪
）
さ
れ
、
皇
道
大
本
は
徹

底
的
に
破
壊
さ
れ
る
。
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）、
京
都
地

方
裁
判
所
第
一
審
で
無
期
懲
役
の
判
決
を
受
け
る
が
、
す
ぐ

に
控
訴
す
る
。
昭
和
一
七
年
、
第
二
審
で
治
安
維
持
法
違
反

は
無
罪
、
不
敬
罪
は
有
罪
と
な
り
懲
役
五
年
の
判
決
を
受
け
、

保
釈
さ
れ
る
。
敗
戦
（
終
戦
）
間
際
の
昭
和
一
九
年
、
陶
芸

を
始
め
、
楽
焼
で
「
耀よ

う

盌わ
ん

」
を
作
り
始
め
る
。
昭
和
二
〇
年
、

敗
戦
後
の
九
月
に
不
敬
罪
の
控
訴
審
が
棄
却
さ
れ
た
が
、
一

〇
月
に
敗
戦
に
よ
る
大
赦
令
が
出
て
、
不
敬
罪
は
赦
免
さ
れ

る
。
戦
後
、
出
口
王
仁
三
郎
は
賠
償
金
の
要
求
を
放
棄
し
、

「
愛
善
苑
」
の
苑
主
と
な
り
、
昭
和
二
三
年
一
月
一
九
日
七
六

歳
で
死
去
す
る
。

2-
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出
口
王
仁
三
郎
と
素
戔
嗚
尊

出
口
王
仁
三
郎
は
、
秘
教
的
言
霊
論
を
駆
使
し
て
、
大
宇

宙
に
は
ア
オ
ウ
エ
イ
の
五
大
父
音
が
鳴
り
響
き
、
そ
こ
か
ら

七
十
五
声
の
音
響
が
発
出
・
交
響
し
て
い
く
と
い
う
言
霊
思

想
や
「
芸
術
は
宗
教
の
母
」
と
い
う
芸
術
宗
教
論
を
実
践
的

な
宗
教
活
動
と
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
し
た
。
そ
の
ユ

ニ
ー
ク
な
活
動
実
践
の
根
底
に
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
い
う
「
瑞
の

御
魂
」
こ
そ
が
世
界
の
罪
を
償
う
御
魂
で
あ
る
と
い
う
ス
サ

ノ
ヲ
神
学
が
あ
り
、「
万
教
同
根
」
と
い
う
超
宗
教
観
が
あ
る
。

出
口
な
お
と
と
も
に
、
近
代
日
本
の
激
動
期
に
「
世
の
立
て

替
え
立
て
直
し
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
世
直
し
運
動
に
邁

進
し
た
出
口
王
仁
三
郎
の
「
ス
サ
ノ
ヲ
ぶ
り
」（
ス
サ
ノ
ヲ
的

神
格
・
霊
性
の
自
覚
と
そ
れ
に
基
づ
く
振
る
舞
い
と
運
動
）
は
、

日
本
宗
教
史
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
持
っ
て

い
る
。

『
古
事
記
』
に
お
け
る
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
二
度
追
放

さ
れ
て
い
る
。
一
度
は
父
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
に
よ
り
。
二

度
目
は
姉
天
照
大
御
神
に
よ
り
。
同
様
に
、
自
ら
の
霊
性
を

ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
と
自
覚
し
た
出
口
王
仁
三
郎
も
、
社
会

的
追
放
と
言
え
る
二
度
の
弾
圧
を
受
け
て
い
る
。
一
度
は
大

正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
の
第
一
次
大
本
事
件
で
新
聞
紙
法
違

反
と
不
敬
罪
に
よ
り
。
二
度
目
は
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）

の
第
二
次
大
本
事
件
で
治
安
維
持
法
違
反
と
不
敬
罪
に
よ
り
。

ど
ち
ら
も
、
追
放
さ
れ
弾
圧
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を

バ
ネ
と
し
て
自
ら
の
霊
性
を
深
化
さ
せ
、
成
就
し
て
い
っ
た

と
も
言
え
る
。
そ
の
出
口
王
仁
三
郎
の
活
動
を
大
き
く
次
の

三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
ス
サ
ノ
ヲ
・
王
仁
三
郎
の
第
一
期
：
大
正
一
〇
年
（
一
九

二
一
）
ま
で
―
霊
学
探
究
期
、
鎮
魂
帰
神
、
出
口
な
お
と

の
出
会
い
と
確
執

②
ス
サ
ノ
ヲ
・
王
仁
三
郎
の
第
二
期
：
昭
和
一
〇
年
（
一
九

三
五
）
ま
で
―
霊
界
物
語
・
芸
術
展
開
期
、
第
一
次
大
本

事
件
後
の
変
化

③
ス
サ
ノ
ヲ
・
王
仁
三
郎
の
第
三
期
：
昭
和
二
三
年
（
一
九

四
八
）
ま
で

―
逮
捕
・
裁
判
・
保
釈
・
特
赦
・
耀
碗
表
現

期
、
第
二
次
大
本
事
件
後
の
変
化

こ
の
第
一
期
の
若
い
頃
の
苦
労
を
出
口
王
仁
三
郎
は
『
わ

が
半
生
の
記
』（『
出
口
王
仁
三
郎
全
集
』
第
八
巻
、
天
声
社
、
一

九
三
五
年
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

満
二
年
小
学
校
に
教
鞭
を
と
り
て
十
五
の
春
に
し
り
ぞ
く

父
の
業
た
す
け
て
農
事
や
醬
油
売
り
付
近
の
村
落
荷に

な

ひ
ま

わ
り
つ

小
作
田
も
少
な
く
な
り
て
や
む
を
得
ず
車
を
ひ
き
て
生
活

を
な
す
（
以
上
、「
教
鞭
」
十
三
歳
よ
り
十
六
歳
ま
で
）

朝
夕
に
こ
き
つ
か
は
る
る
百
姓
の
下
僕
の
わ
れ
の
牛
に
似

し
か
な

独
り
立
つ
身
分
な
ら
ね
ば
百
姓
の
下し

も
べ僕
の
業
に
い
そ
し
む

朝
夕

一
皿
の
梅
干
を
食
ひ
て
喉
か
わ
き
や
た
ら
に
水
を
が
ぶ
が

ぶ
の
め
る

生
活
に
苦
し
き
若
き
身
な
が
ら
も
い
た
づ
ら
の
み
は
忘
れ

ざ
り
け
り
（
以
上
、「
下
僕
」
十
五
―六
歳
の
頃
）

金
剛
寺
夜
学
に
か
よ
ひ
て
友
が
き
と
毎
夜
蒟こ

ん

蒻に
や
く

飯め
し

を
た
き

く
ふ

法
華
宗
妙
見
ご
り
の
ば
あ
さ
ん
に
宗
教
心
を
そ
そ
ら
れ
し

わ
れ

貧
し
さ
に
昼
夜
は
た
ら
く
若
き
日
の
わ
れ
は
一
し
ほ
苦
し

か
り
け
り
（
以
上
、「
角
力
」
十
六
歳
の
頃
）

真
夜
中
を
大
枝
の
坂
に
車
曳
き
て
山
賊
共
に
お
び
や
か
さ

れ
た
り

夜
か
ら
夜
へ
働
き
て
え
し
利
得
を
ば
一
度
は
残
ら
ず
山
賊

に
と
ら
る

霜
の
朝
も
夏
の
真
夜
中
も
厭
ひ
な
く
荷
車
曳
き
し
若
き
日

の
わ
れ

生
活
に
お
び
や
か
さ
れ
て
止
む
を
得
ず
昼
夜
わ
か
た
ず
働

き
し
わ
れ

生
活
に
忙
し
き
身
も
歌
を
詠
み
句
を
作
り
つ
つ
楽
し
き
日

あ
り
ぬ
（
以
上
、「
荷
車
」
十
七
―八
歳
の
頃
）
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こ
れ
ら
の
歌
に
よ
り
、
貧
し
さ
と
苦
労
の
中
で
勉
学
し
、
か

つ
「
法
華
宗
」
の
妙
見
信
仰
を
持
っ
て
い
た
老
女
の
「
宗
教

心
」
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
様
子
が
浮
か
ん
で
く
る
。
出
口

な
お
と
出
口
王
仁
三
郎
に
は
三
四
歳
の
年
の
開
き
が
あ
る
。

こ
の
天
保
生
ま
れ
と
明
治
一
桁
生
ま
れ
の
両
人
は
と
も
に
幕

末
維
新
期
以
降
の
近
代
日
本
の
激
動
期
を
生
き
抜
い
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
二
人
の
共
通
体
験
と
し
て
極
貧
の
生

活
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
没
落
し
て
夫
を
失
っ
た
出

口
な
お
の
苦
労
と
極
貧
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
も
の
が
あ
っ

た
。
極
貧
生
活
を
経
験
し
て
き
た
二
人
が
、
民
間
信
仰
の
中

で
「
鬼
門
の
神
」
と
し
て
畏
れ
ら
れ
忌
避
さ
れ
て
き
た
「
艮

の
金
神
」
を
「
元
の
神
」
と
し
て
世
に
出
し
な
が
ら
大
本
教

の
宗
教
活
動
を
牽
引
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
霊

的
暴
力
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
二

人
に
懸
っ
た
神
を
二
人
が
ど
の
よ
う
に
「
自
己
審
神
」
し
「
相

互
審
神
」
し
た
か
に
あ
る
。
と
い
う
の
も
、「
審
神
」
は
一
歩

間
違
う
と
霊
的
暴
力
に
転
化
す
る
大
変
デ
リ
ケ
ー
ト
で
厳
し

い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
二
人
の
相
互
評
価
（
相
互
審
神
）
と

神
格
・
霊
格
の
対
立
と
確
執
の
中
で
、
奇
妙
な
三
重
関
与
や

相
互
補
完
関
係
が
生
ま
れ
て
く
る
。
法
的
に
は
義
母
と
養
子

で
あ
る
が
、
神
格
的
に
は
天
照
大
神
と
素
戔
嗚
尊
の
姉
弟
と

も
対
を
成
す
霊
的
夫
婦
と
も
さ
れ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

大
本
教
の
神
観
と
宗
教
運
動
は
、
あ
る
面
で
日
本
版
グ
ノ

ー
シ
ス
主
義
と
も
日
本
版
千
年
王
国
主
義
と
も
言
え
る
側
面

を
持
っ
て
い
る2

。
キ
リ
ス
ト
教
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
は
、
特
異

な
神
観
、
特
異
な
キ
リ
ス
ト
観
、
明
確
な
善
悪
二
元
論
、
解

脱
可
能
性
な
ど
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
が
、
大
本
教
に
も
そ

の
よ
う
な
特
性
が
見
て
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
グ
ノ
シ
ー
の

特
異
な
神
観
と
は
、
天
地
創
造
し
た
神
は
、
実
は
、
デ
ミ
ウ

ル
ゴ
ス
＝
ヤ
ル
ダ
バ
オ
ー
ト
で
悪
の
神
で
あ
っ
て
、
超
越
的

な
真
の
神
は
隠
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
原
初
の
世

界
は
真
の
神
で
あ
る
「
至
高
神
」
が
創
造
し
た
プ
レ
ロ
ー
マ

界
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
お
い
て
ア
イ
オ
ー
ン
の
神
性
の
一

つ
で
あ
っ
た
ソ
フ
ィ
ア
が
デ
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
＝
ヤ
ル
ダ
バ
オ
ー

ト
を
造
っ
た
が
、
こ
の
自
ら
を
唯
一
な
る
神
と
誤
認
し
た
悪

神
に
し
て
偽
神
の
デ
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
＝
ヤ
ル
ダ
バ
オ
ー
ト
こ
そ

悪
の
世
界
で
あ
る
こ
の
世
界
を
造
っ
た
『
旧
約
聖
書
』
の
創

造
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
ー
で
あ
る
と
い
う
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
も
キ
リ
ス

ト
教
徒
も
到
底
認
め
難
い
神
観
を
持
っ
て
い
た
。
対
し
て
大

本
教
の
神
観
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
元
の
神
は
隠
れ
て
い

る
隠
退
神
で
、
そ
の
神
が
今
こ
の
世
界
に
再
顕
現
し
て
世
の

立
て
替
え
立
て
直
し
を
図
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
キ
リ
ス
ト
教
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
と
大
本
教
と

の
大
き
な
違
い
は
現
実
変
革
思
想
を
持
っ
て
い
る
か
否
か
で

あ
る
。
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
は
基
本
的
に
厭
世
思
想
に
立
脚
し

て
お
り
、
現
実
変
革
よ
り
も
至
高
神
の
世
界
に
戻
っ
て
い
く

と
い
う
後
ろ
向
き
の
帰
還
運
動
を
特
徴
と
し
て
い
る
が
、
大

本
教
は
あ
く
ま
で
も
こ
の
世
の
「
立
て
替
え
立
て
直
し
」
と

い
う
世
直
し
運
動
を
展
開
す
る
。
こ
の
彼
岸
志
向
と
此
岸
志

向
の
対
称
的
な
相
違
点
は
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

第
二
の
特
異
な
キ
リ
ス
ト
（
救
世
主
）
観
と
は
、
グ
ノ
ー

シ
ス
主
義
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
と
は
「
神
の
独
り
子
」

と
い
う
唯
一
絶
対
性
を
持
た
ず
、
い
ち
早
く
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」、

つ
ま
り
霊
的
認
識
を
獲
得
し
た
「
霊
的
人
間
」
と
さ
れ
る
。
対

し
て
、
大
本
教
の
特
異
な
救
世
主
観
は
、「
変へ

ん

性じ
ゃ
う

男な
ん

子し

と
変へ

ん

性じ
ゃ
う

女に
ょ

子し

」（
出
口
な
お
に
よ
る
命
名
）、「
厳
霊
と
瑞
霊
」（
出
口

王
仁
三
郎
に
よ
る
命
名
）、
と
い
う
対
極
二
元
性
を
持
ち
、
さ

ら
に
「
変
性
女
子
＝
瑞
霊
」
は
素
戔
嗚
尊
で
あ
り
み
ろ
く
大

神
の
神
格
で
あ
り
、「
救
世
主
・
キ
リ
ス
ト
」
で
あ
る
と
も
さ

れ
て
い
る
。
特
異
な
救
世
主
観
を
持
つ
点
で
は
、
グ
ノ
ー
シ

ス
主
義
も
大
本
教
も
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
実
に
違
い

が
あ
る
。

第
三
の
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
明
確
な
善
悪
二
元
論
に
対
し

て
、
大
本
教
で
は
「
弱
肉
強
食
・
体
主
霊
従
・
わ
れ
よ
し
（
利

己
主
義
）・
物
質
文
明
」
の
悪
の
世
と
「
霊
主
体
従
・
霊
性
文

明
・
水
晶
の
世
」
す
な
わ
ち
善
の
世
界
の
実
現
と
い
う
明
確

な
二
元
論
を
打
ち
立
て
る
。
安
丸
良
夫
は
『
一
揆
・
監
獄
・

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
―
周
縁
性
の
歴
史
学
』（
朝
日
新
聞
社
、
一

九
九
九
年
）
の
中
で
大
本
教
の
世
直
し
運
動
を
千
年
王
国
的

救
済
思
想
と
捉
え
て
い
る
が
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
も
大
本

教
に
も
黙
示
録
的
破
局
と
再
創
造
（
再
生
）
の
希
求
が
あ
る

点
で
共
通
し
て
い
る
。

第
四
の
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
解
脱
志
向
性
と
は
、
本
来
的

自
己
の
自
己
認
識
＝
グ
ノ
ー
シ
ス
（
霊
的
認
識
）
の
獲
得
に
よ

っ
て
至
高
神
の
元
へ
と
帰
還
し
救
済
さ
れ
る
と
い
う
構
造
を

持
つ
。
真
の
自
己
認
識
を
通
し
て
真
の
神
（
至
高
神
）
の
世

界
に
帰
還
す
る
と
い
う
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
認
識
的
傾
向
は
、

大
本
教
の
霊
学
に
お
け
る
鎮
魂
帰
神
法
に
よ
っ
て
自
己
の
霊

性
認
識
を
し
て
世
の
立
て
替
え
立
て
直
し
の
運
動
に
参
入
し

て
い
く
と
い
う
点
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

出
口
な
お
と
出
口
王
仁
三
郎

の
思
想
と
「
神
業
」
に
は
、

①
出
雲
の
霊
性
の
自
覚
的
継
承

と
再
顕
現
〜
敗
者
・
隠
退
神
の

力
と
潜
勢
力
と
言
霊
予
言
歌
謡

の
力
の
実
践

②
世
の
立
て
替
え
立
て
直
し
の

モ
デ
ル
（
範
型
）
が
大
本
で
あ
る

と
い
う
型
な
い
し
雛
型
の
思
想

③
万
教
同
根
思
想
―
「
巻
け

ば
一
神
開
け
ば
多
神
」
と
説
く

一
即
多
神
思
想

④
芸
術
は
宗
教
の
母
思
想
―

ス
サ
ノ
ヲ
力
の
発
現
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。

表１

厳霊―火・日・陽・艮の金神・男霊女体（変性男子）・
国常立尊・天照大神―出口なお（筆先）
瑞霊―水・月・陰・坤の金神・女霊男体（変性女子）・
豊雲野尊・素戔鳴尊―出口王仁三郎（霊学）
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こ
の
二
人
、
出
口
な
お
と
出
口
王
仁
三
郎
の
霊
性
の
自
己

審
神
と
相
互
審
神
の
全
容
を
図
式
化
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な

る
（
表
1
）。

出
口
な
お
と
出
口
王
仁
三
郎
と
の
自
己
審
神
―
相
互
審
神

の
過
程
は
、
初
め
て
会
っ
た
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
か
ら

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
一
一
月
六
日
に
出
口
な
お
が
死
去
す

る
ま
で
の
二
〇
年
に
及
ぶ
。
も
ち
ろ
ん
、
初
期
の
段
階
か
ら

「
筆
先
」
に
は
「
変
性
男
子
」
や
「
変
性
女
子
」
の
言
葉
と
霊

性
規
定
は
出
て
来
て
い
る
。
そ
れ
を
出
口
王
仁
三
郎
が
記
紀

神
話
の
神
々
と
関
連
づ
け
、
さ
ら
に
「
厳
霊
」
と
「
瑞
霊
」

と
言
い
換
え
つ
つ
特
性
規
定
を
拡
充
し
て
い
く
。
そ
れ
を
出

口
な
お
が
確
認
し
、
受
け
入
れ
て
い
く
。
そ
の
相
互
確
認
過

程
は
、
大
本
内
で
「
火
と
水
と
の
戦
い
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

よ
う
に
生
易
し
い
過
程
で
は
な
か
っ
た
。
激
し
い
対
立
と
確

執
を
孕
む
過
程
で
も
あ
っ
た
。
大
正
七
年
五
月
に
、
出
口
王

仁
三
郎
は
次
の
短
歌
を
作
っ
て
い
る
。「
大
本
を
み
だ
す
邪ま

が
つ神

は
大
本
の
内な

部か

に
ひ
そ
め
る
偽ま

よ
ひ
び
と

信
者
な
り
」「
神
界
に
善
神
邪

霊
の
争
闘
あ
り
や
が
て
現こ

の
よ世
に
現
わ
れ
来
ら
む
」。

2-

3　
二
種
類
の
霊
的
暴
力

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
に
起
こ

っ
た
第
一
次
大
本
事
件
の
罪
状
は
不
敬
罪
と
新
聞
紙
法
違
反

で
あ
っ
た
。「
不
敬
罪
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
天
皇
に
対
す
る

不
敬
で
あ
る
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
制
定
さ
れ
た
大

日
本
帝
国
憲
法
の
第
一
章
は
天
皇
条
項
で
、「
万
世
一
系
・
神

聖
不
可
侵
・
元
首
統
治
権
」
が
謳
わ
れ
た
日
本
史
上
最
強
の

天
皇
規
定
を
持
っ
て
い
た3

。
そ
の
憲
法
規
定
に
よ
り
、
天
皇

の
絶
対
権
威
と
絶
対
権
力
に
対
抗
し
た
り
、
そ
れ
を
凌
駕
し

よ
う
と
す
る
思
想
や
志
向
性
は
注
意
深
く
排
除
さ
れ
、
弾
圧

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
出
口
な
お
が
発
し
た
「
筆

先
」
は
端
か
ら
大
日
本
帝
国
憲
法
第
一
章
に
抵
触
し
か
ね
な

い
危
険
を
孕
ん
で
い
た
。
婿
養
子
の
出
口
王
仁
三
郎
は
そ
の

危
険
性
を
十
分
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
危
険
を
緩
和

し
回
避
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
策
を
講

じ
た
。

例
え
ば
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
は
、
大
正
五
年
か
ら

「
皇
道
大
本
」
を
名
乗
り
始
め
た
こ
と
に
対
す
る
世
間
か
ら
の

批
判
に
対
し
て
、
出
口
王
仁
三
郎
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
て

い
る
。新

聞
や
雑
誌
な
ど
に
昨
年
来
、
綾
部
の
教
団
が
、
皇
道

大
本
の
名
を
冠
し
て
居
る
の
は
、
実
に
怪
し
か
ら
ぬ
次
第

だ
僭
上
至
極
だ
と
評
論
し
た
の
が
沢
山
に
あ
つ
た
。
私
は

余
り
の
事
に
可
笑
し
く
て
堪
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

皇
道
と
云
へ
ば
天
皇
の
道
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
臣
民
の

分
と
し
て
余
り
に
不
敬
で
あ
る
と
か
、
皇
道
の
美
名
に
隠

れ
て
大
本
は
世
人
を
誤
魔
化
す
詐
偽
団
体
だ
と
か
、
色
々

と
誤
託
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
と
雖
も
少
数
の
人

士
は
、
皇
道
の
名
を
冠
す
る
事
を
以
て
、
非
国
民
の
所
作

の
様
に
見
做
し
、
且
つ
攻
撃
し
て
居
る
人
が
あ
る
や
う
で

す
。
私
は
余
り
に
世
間
に
無
智
者
の
多
い
の
に
、
呆
れ
ざ

る
を
得
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

（『
出
口
王
仁
三
郎
全
集
第
一
巻　

皇
道
篇
』
一
一
―一
二
頁
、

天
声
社
、
昭
和
一
〇
年
）

出
口
王
仁
三
郎
は
、
さ
ら
に
、「
皇
道
は
も
と
天
地
自
然
の

大
法
で
あ
つ
て
、
大
虚
霊
明
な
る
が
故
に
無
名
無
為
で
あ
る
。

実
に
ス
ミ
キ
リ
で
あ
る
。
故
に
天
津
日
嗣
天
皇
の
皇
室
を
中

心
と
し
て
、
団
結
せ
る
大
和
民
族
の
当
然
遵
守
す
べ
き
公
道
」

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、「
下し

も

臣し
ん

民み
ん

」
と
し
て
、「
皇
祖
天
神

地
祇
を
崇
敬
し
、
皇
室
を
尊
び
、
祖
先
を
鄭
重
に
祭
祀
し
、
且

つ
祖
先
の
遺
風
を
顕
彰
し
、
克よ

く
忠
に
克
く
孝
に
義
勇
奉
公

の
至
誠
を
以
て
、
天
壌
無
窮
の
皇
運
を
扶
翼
し
奉
り
、
国
体

の
精
華
た
る
皇
道
を
体
し
て
億
兆
其
心
を
一
に
し
、
拳
々
服

膺
し
て
、
以
て
咸み

な

其
徳
を
一
に
せ
む
こ
と
を
期
し
、
必
ず
実

践
躬
行
す
べ
き
天
地
の
大
道
で
あ
り
ま
す
」
と
皇
室
尊
崇
扶

翼
を
声
高
ら
か
に
宣
揚
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
表
向
き
の
前
提
論
理
で
あ
っ
て
、

現
状
認
識
と
し
て
、
現
在
日
本
も
世
界
も
、「
自
由
発
展
の
結

末
が
、
却
て
惨
劇
を
世
上
に
繁
か
ら
し
め
、
不
安
騒
乱
の
大

修
羅
場
を
現
出
し
、
弱
肉
強
食
の
堕
落
境
に
沈
淪
」
し
て
い

る
、
そ
の
「
痛
苦
を
病
む
現
代
」
の
「
世
の
立
て
替
え
立
て

直
し
」
を
測
る
た
め
に
、「
艮
へ
退
隠
遊
ば
さ
れ
た
」「
太
古

国
祖
国
常
立
尊
」
が
「
再
び
出
現
せ
し
め
給
ひ
、
且
つ
二
千

歳
の
間
、
ふ
か
く
韜
蔵
せ
ら
れ
た
る
三
種
の
神
器
の
発
動
を

促
し
給
ひ
、
天
地
神
明
の
稜
威
八
紘
に
充
ち
て
、
春
光
の
凞
々

た
る
松
の
世
に
大
転
換
を
行
は
れ
ん
と
す
る
」
と
体
制
大
転

換
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
局
が
大
本
教
と
出
口
王

仁
三
郎
を
危
険
視
し
た
の
は
、
大
逆
事
件
な
ど
で
叛
乱
分
子

を
排
除
し
鎮
圧
し
て
き
た
後
で
は
、
あ
る
意
味
当
然
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
王
仁
三
郎
も
そ
の
こ
と
を
よ
く
よ
く
承
知
し
て

お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、「
帝
国
憲
法
第
二
十
八
条
に
、
日
本
国
民

は
安
寧
秩
序
を
妨
げ
ず
、
及
び
臣
民
た
る
の
義
務
に
背
か
ざ

る
限
り
に
於
い
て
、
信
教
の
自
由
を
有
す
と
あ
つ
て
、
日
本

臣
民
は
信
教
の
自
由
を
有
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
今
、

新
た
に
大
本
教
を
樹
立
す
る
に
就
て
は
、
憲
法
の
条
文
を
破

棄
す
る
に
足
る
だ
け
の
、
確
固
不
抜
の
論
拠
を
有
し
、
且
つ

帝
国
議
会
の
翼
賛
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
実
に
至
大
の
問

題
で
あ
る
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
」
と
皇
道
大
本
の

存
在
意
義
・
理
由
を
検
証
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ

の
存
在
意
義
を
闡
明
に
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、「
筆
先
―
大
本
神

諭
」
の
思
想
を
強
調
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
そ
こ
に
大
き
な

亀
裂
と
背
理
を
孕
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

加
え
て
、
出
口
な
お
が
死
去
す
る
約
半
年
前
の
大
正
七
年

（
一
九
一
八 

）
旧
三
月
一
五
日
に
出
た
「
筆
先
」
の
中
に
繰
り
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返
し
「
二
度
目
の
世
の
立
替
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
が4

、

注
意
深
く
文
脈
を
捉
え
れ
ば
、
そ
れ
が
現
体
制
批
判
や
突
破

を
志
向
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
万
世
一
系
・
神
聖
不

可
侵
な
る
存
在
へ
の
不
敬
と
「
安
寧
秩
序
を
妨
げ
ず
、
及
び

臣
民
た
る
の
義
務
に
背
か
ざ
る
限
り
に
於
い
て
、
信
教
の
自

由
を
有
す
」
と
い
う
大
日
本
帝
国
憲
法
の
規
定
に
抵
触
す
る

可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
言
葉
を
含
む
文
書
（『
神

霊
界
』
や
「
大
正
日
日
新
聞
」
の
記
事
）
を
大
量
に
出
版
す
る

責
任
者
の
出
口
王
仁
三
郎
と
浅
野
和
三
郎
と
吉
田
祐
定
を
検

挙
す
る
の
は
、
国
家
の
体
制
維
持
と
安
寧
秩
序
を
第
一
と
考

え
、
監
視
し
て
い
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
国
家
意
思
の

行
使
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
宗
教
的
観
念
や
思
想

や
そ
れ
に
基
づ
く
宗
教
的
行
動
を
国
家
が
監
視
し
、
制
限
し
、

排
除
し
、
弾
圧
す
る
国
家
的
霊
的
暴
力
の
行
使
と
も
な
る
も

の
で
あ
っ
た
。
二
度
に
わ
た
る
大
本
事
件
は
、
そ
の
よ
う
な

国
家
意
思
が
振
る
舞
う
霊
的
暴
力
の
事
例
と
し
て
後
世
に
多

大
な
教
訓
を
残
し
た
。

そ
れ
で
は
、
大
本
教
教
団
内
部
に
お
い
て
霊
的
暴
力
が
発

生
す
る
危
険
は
な
か
っ
た
と
言
え
ば
、
こ
れ
ま
た
常
に
潜
在

的
に
発
生
し
得
た
。
と
り
わ
け
、「
鎮
魂
帰
神
」
と
い
う
、
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
な
身
心
変
容
技
法
を
実
修
す
る
限
り
、
い

つ
何
時
、
ど
の
よ
う
な
神
霊
が
神
懸
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な

い
。「
鎮
魂
帰
神
」
は
制
御
不
可
能
な
神
懸
り
的
現
象
を
誘
発

し
、
そ
こ
か
ら
不
敬
罪
と
い
う
第
一
次
大
本
事
件
の
起
訴
容

疑
を
も
生
み
出
し
た
と
も
言
え
る
。

そ
も
そ
も
鎮
魂
帰
神
は
、
江
戸
時
代
の
秘
教
的
国
学
者
の

本
田
親
徳
（
一
八
二
二
―一
八
八
九
）
や
出
口
王
仁
三
郎
の
師

と
な
っ
た
長
澤
雄か

つ

楯た
て

（
一
八
五
八
―一
九
四
〇
）
ら
に
よ
っ
て

整
備
さ
れ
実
修
さ
れ
た
、
神
懸
り
（
帰
神
）
す
る
「
神
主
」

と
そ
れ
を
目
撃
・
制
御
・
対
面
・
対
話
・
査
定
す
る
「
審
神

者
」
が
対
座
し
て
行
な
う
憑
霊
的
身
心
変
容
技
法
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
鎮
魂
帰
神
法
」
を
提
唱
し
た
本
田
親
徳
は
、「
鎮
魂
」

と
「
帰
神
」
の
概
念
と
経
験
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。「
鎮

魂
の
法
」
は
「
天
授
の
神
法
に
し
て
現
世
神
界
の
学
則
」
で

あ
り
、
こ
れ
を
よ
く
実
修
し
て
「
霊
魂
の
運
転
活
動
を
学
習

す
べ
し
」
と
し
、「
帰
神
の
法
」
は
「
幽
祭
の
法
」
で
「
神
界

に
感
合
す
る
道
」
で
あ
る
と
し
た
。
と
す
れ
ば
、「
鎮
魂
帰
神

法
」
と
は
、
自
他
の
霊
魂
・
霊
性
の
由
来
と
行
方
を
訊
ね
、
神

界
を
探
究
し
認
識
す
る
た
め
の
身
心
変
容
技
法
で
あ
っ
た
。

本
田
親
徳
が
整
備
し
た
「
鎮
魂
帰
神
法
」
に
お
い
て
特
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
「
審
神
者
」
で
あ
る
。
こ
の
「
審

神
者
」
に
つ
い
て
、
本
田
親
徳
の
門
弟
の
長
澤
雄
楯
は
「
神

懸
り
百
首
」
と
題
す
る
「
霊
学
・
霊
術
」
修
業
の
指
針
の
和

歌
の
六
二
首
目
に
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

霊か
む
わ
ざ術
に
審さ

神に

者わ

し
無
く
ば
邪ま

が

神か
み

の
神
憑よ

り
来
し
を
見
分

け
な
ぬ
べ
し

つ
ま
り
、
古
来
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
な
憑
霊
現
象
の
よ

う
な
こ
と
は
、
そ
の
方
面
の
修
行
や
儀
礼
を
行
な
っ
て
い
る

時
に
し
ば
し
ば
起
こ
り
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
、
ど

の
よ
う
な
「
神
」
が
懸
っ
て
来
た
の
か
を
適
格
に
査
定
す
る

こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、「
神
主
」
も
そ
の
周
囲
の
人
々
も
み

な
「
邪
神
」
の
餌
食
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
訓
戒
の
歌
で
あ
る
。

本
田
親
徳
は
、「
か
む
わ
ざ
」
と
い
う
大
和
言
葉
に
、
上
記

「
霊
術
」
だ
け
で
な
く
、「
神
術
」
の
漢
字
も
宛
て
て
い
る
。

神か
む

術わ
ざ

の
林
の
奥
に
入
ら
む
に
は
審さ

神に

者わ

ぞ
道
の
し
る
べ

な
り
け
る

と
す
れ
ば
、
最
重
要
焦
点
は
、「
霊
術
・
神
術
」
が
ど
の
よ

う
な
「
審
神
者
」
に
よ
っ
て
正
し
く
行
な
わ
れ
る
か
、
に
あ

る
。
そ
も
そ
も
「
審
神
者
」
と
い
う
言
葉
は
、『
古
事
記
』
第

一
四
代
仲
哀
天
皇
の
段
に
后
の
息お

き

長な
が

帯た
ら
し

日ひ

売め
の

命み
こ
と（

神
功
皇
后
）

が
神
懸
り
す
る
場
面
に
初
出
す
る
。
そ
こ
で
は
、「
神
懸
り
」

は
「
帰
神
」、「
審
神
者
」
は
「
沙
庭
」
と
漢
字
表
記
さ
れ
て

い
る
。「
さ
に
は
」
と
は
「
さ
・
に
は
」
で
、
元
々
「
浄
ら
か

で
聖
な
る
祭
場
」
の
聖
空
間
を
意
味
し
た
。
そ
こ
か
ら
派
生

し
て
、
降
臨
し
て
く
る
「
神
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
威
力
を
査

定
す
る
判
定
者
の
役
割
と
し
て
の
「
審
神
者
」
を
意
味
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。『
古
事
記
』
に
は
、
神
功
皇
后
が
「
帰
神
」

し
、
夫
の
仲
哀
天
皇
が
「
御
琴
」
を
弾
き
、
建
内
宿
祢
大
臣

が
「
沙
庭
」
と
な
っ
て
、「
西
の
方
に
国
有
り
。
金
銀
を
本は

じ
めと

し
て
、
目
の
炎か

耀が
や

く
種く

さ
ぐ
さ種
の
珍
し
き
宝
、
多さ

わ

に
そ
の
国
に
あ

り
。
吾
今
そ
の
国
を
帰よ

せ
た
ま
は
む
」
と
い
う
神
託
を
得
た

と
あ
る
。

ミ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ア
ー
デ
の
指
摘
以
来
、
一
般
に
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
に
は
脱
魂
（ecstacy

）
タ
イ
プ
と
憑
霊
（posession

）

タ
イ
プ
の
二
つ
が
区
別
さ
れ
て
き
た
。
脱
魂
タ
イ
プ
で
は
、
肉

体
か
ら
霊
魂
が
離
れ
て
天
空
飛
行
と
か
異
界
遍
歴
を
行
な
う

が
、
憑
霊
型
タ
イ
プ
で
は
、
神
懸
り
＝
帰
神
状
態
と
な
っ
て
、

「
我
は
＊
＊
大
神
で
あ
る
ぞ
よ
。
…
…
せ
よ
」
な
ど
と
い
う

「
神
託
（
託
宣
）」
が
発
せ
ら
れ
た
。『
日
本
書
紀
』
巻
第
九
で

は
、
神
功
皇
后
が
「
神
主
」
と
な
り
、
武
内
宿
祢
が
琴
を
弾

き
、
中

な
か
と
み
の臣
烏い

賊か

津つ
の

使お

主み

が
「
審
神
者
」
と
な
っ
て
神
託
を
請

う
た
と
こ
ろ
、「
神か

む
か
ぜ風
の
伊い

せ
の勢
国く

に

の
百も

も

伝づ
た

ふ
渡

わ
た
ら
ひ
の逢
県あ

が
たの
拆さ

く

鈴す
ず

五い
す
ず
の
み
や

十
鈴
宮
に
所ま居
す
神
、
名
は
撞つ

き
さ
か
き

賢
木
厳い

つ
の
み
た
ま
あ
ま
さ
か
る
む
か

之
御
魂
天
疎
向
津つ

ひ

媛め
の

命み
こ
と」
と
名
乗
る
神
が
顕
わ
れ
、
続
い
て
、「
幡は

た

荻す
す
き

穂ほ

に
出

し
吾わ

れ

や
、
尾を

田だ

の
吾あ

が

田た

節ふ
し

の
淡

あ
は
の

郡こ
ほ
りに
所を居
る
神
有
り
」
と
名

乗
る
神
が
顕
わ
れ
、
さ
ら
に
「
天あ

め
に
こ
と
し
ろ
そ
ら
に
こ
と
し
ろ
た
ま
く
し
い
り
び
こ
い
つ

事
代
虚
事
代
玉
籤
入
彦
厳

之の
こ
と
し
ろ
の

事
代
神
有
り
」
と
名
乗
る
神
が
顕
わ
れ
、
ま
た
「
日ひ

む
か
の向
国く

に

の
橘

た
ち
ば
な
の

小を

ど門
の
水み

な
そ
こ底

に
所ゐ居
て
、
水み

な

葉は

も
稚

わ
か
や
かに

出
で
居
る
神
、

名み
な

は
表う

は

筒つ
つ
の
を男

・
中な

か
つ
つ
の
を

筒
男
・
底そ

こ

筒つ
つ
の
を男

の
神
有ま

す
」
と
名
乗
る
神
々

が
現
れ
出
た
と
あ
る
。
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し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
名
乗
り
を
上
げ
る
神
々
が
そ
の
通

り
現
わ
れ
出
て
、
正
し
く
神
託
を
告
げ
た
の
か
ど
う
か
、
そ

の
信
憑
性
を
ど
う
捉
え
、
判
断
す
る
か
が
大
き
な
問
題
と
な

る
。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
真
に
受
け
、
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
、
疑
念
も
起
き
て
く
る
。
実
際
、
神
功
皇
后
の
夫

の
仲
哀
天
皇
は
こ
れ
ら
の
神
々
も
神
託
も
信
じ
、
真
に
受
け

る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
死
に
至
っ
た
と
記
紀
に
は
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、「
審
神
」
の
判
定
は
非
常
に
難
し
く
厳
し

い
も
の
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
い
わ
ば
、
神
懸
る
神

と
の
対
決
の
よ
う
な
、
真
剣
勝
負
の
場
面
と
な
る
。
い
つ
ど

の
よ
う
な
神
罰
が
下
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
不
安
や
恐
怖

の
中
で
、
神
々
や
神
託
を
査
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
厳
し
く
デ
リ
ケ
ー
ト
な
「
審
神
」

を
、
一
体
誰
が
ど
の
よ
う
な
資
格
と
能
力
で
行
な
う
こ
と
が

で
き
る
の
か
が
古
来
、
大
問
題
で
あ
っ
た
。

「
審
神
者
」
と
な
る
者
の
条
件
や
資
格
は
何
か
？　

こ
れ
に

つ
い
て
、
本
田
親
徳
は
次
の
よ
う
な
歌
を
示
し
て
い
る
。

霊
術
を
修
め
む
人
は
日
々
つ
も
る
こ
こ
ろ
の
ち
り
を
ま

づ
払
へ
か
し

つ
ま
り
、「
こ
こ
ろ
の
ち
り
」
を
払
い
清
め
て
、
身
心
を
正

常
に
保
つ
。
邪
な
心
の
起
こ
ら
ぬ
よ
う
な
清
浄
な
身
心
境
位

の
保
持
。
こ
れ
が
最
低
条
件
と
な
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
出
口
王
仁
三
郎
は
歌
集
『
東あ

ず
ま
の
光
』
の

中
に
収
め
た
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
作
の
「
い
ろ
は
歌
」
の

中
に
、
次
の
よ
う
に
「
霊
学
」
や
「
帰
神
」
修
行
の
心
得
を

詠
っ
て
い
る
。

霊
学
は
こ
こ
ろ
を
清
め
身
を
ね
り
て
世
人
を
す
く
ふ
神

の
ま
さ
わ
ざ

目
に
見
え
ず
耳
に
も
聞
け
ぬ
幽

か
く
り

世よ

を
を
が
む
も
聞
く
も

霊
学
の
美み

智ち

霊
学
の
術わ

ざ

ま
な
ば
ん
と
欲
り
す
れ
ば
と
か
く
心
の
根
城

か
た
め
よ

霊
学
を
学
ぶ
は
良
け
れ
吾
が
心
洗
ひ
清
め
し
そ
の
上
に

せ
よ霊

学
を
ま
な
ぶ
目

め
あ
て

的
は
む
ら
き
も
の
心
の
岩
戸
を
ひ
ら

く
た
め
な
る

久
方
の
天
津
御
空
に
霊た

ま
し
ひ魂
を
さ
さ
げ
て
つ
か
へ
帰み

神ち
ま

修な
ぶ

行ひ

者と同
様
に
、
歌
集
『
東
の
光
』
に
収
め
た
大
正
七
年
作
の

「
道
歌
」
に
は
、

神か
む
が
か
り懸
神か

む
わ
ざ術
さ
と
す
も
空
蟬
の
ひ
と
の
こ
こ
ろ
を
照
ら
さ

ん
が
た
め

出
口
王
仁
三
郎
は
、「
霊
学
」
で
あ
ろ
う
が
、「
神
懸
」
や

「
帰
神
」
で
あ
ろ
う
が
、「
霊
術
」
や
「
神
術
」
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
ら
は
す
べ
て
何
の
た
め
に
行
な
う
か
と
言
え
ば
、「
ひ
と

の
こ
こ
ろ
を
照
ら
さ
ん
が
た
め
」
だ
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
大

切
な
の
は
、
心
を
清
め
、「
心
の
岩
戸
」
を
開
き
、
心
を
照
ら

す
こ
と
、「
二
度
目
の
世
の
立
替
」
す
な
わ
ち
二
度
目
の
岩
戸

開
き
を
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
「
鎮
魂
帰
神
法
」
と
い
う

「
霊
学
・
霊
術
」
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、「
世
の
立
て
替

え
立
て
直
し
」
の
基
盤
と
な
る
「
霊
主
体
従
」
の
生
き
方
で

あ
る
。
そ
れ
は
お
の
れ
の
欲
望
や
野
心
や
私
利
私
欲
を
実
現

す
る
た
め
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
「
わ
れ
よ
し
」
の
「
体

主
霊
従
」
的
な
生
き
方
を
「
霊
主
体
従
」
に
転
換
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

同
じ
く
大
正
七
年
作
の
「
道
歌
」
の
中
に
、

心た
ま
し
ひ魂
の
曇
り
し
人
に
も
ろ
も
ろ
の
曲ま

が

霊ひ

う
つ
り
て
世よ

び
と人

ま
ど
は
す　
（
邪
神
）

わ
れ
こ
そ
は
神
の
霊み

た
ま

の
宮み

や

居ゐ

ぞ
と
世よ

び
と人

あ
ざ
む
く
曲ま

が
つ津

霊ひ

の
神　
（
偽に
せ

教
師
）

と
詠
わ
れ
て
い
る
。「
心
魂
の
曇
り
」
や
詐
偽
・
詐
術
が
あ
れ

ば
、
そ
こ
に
「
邪
神
・
曲
霊
」
が
写
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
惑
わ

し
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、
歌

集
『
青
嵐
』
の
中
で
、
王
仁
三
郎
は
、

幽
祭
に
認
識
か
け
ば
善
人
も
た
ち
ま
ち
悪
魔
の
容
れ
も

の
と
な
る

と
も
詠
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
言
う
「
幽
祭
」
と
は
「
鎮
魂
帰

神
法
」
を
指
し
、「
認
識
」
は
「
審
神
者
」
を
指
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
鎮
魂
帰
神
の
わ
ざ
に
ク
リ
ア
ー
な
審
神
が
行
な
わ

れ
な
か
っ
た
時
に
は
、
忽
ち
そ
の
わ
ざ
は
悪
魔
（
邪
神
曲
霊
）

憑
き
の
現
象
に
な
っ
て
し
ま
う
。
神
懸
り
や
託
宣
な
ど
の
身

心
変
容
を
審
神
者
が
ク
リ
ア
ー
に
査
定
で
き
ず
、
制
御
不
可

能
な
事
態
が
出
来
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
神
主
（
神
懸
る
者
）
の

自
我
肥
大
幻
想
や
妄
想
や
欲
望
の
拡
大
と
い
う
モ
ン
ス
タ
ー

化
の
事
態
が
発
生
す
る
。

第
一
次
大
本
事
件
が
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
危
険

性
は
認
識
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
問
題
解
決
に
は
至
ら
ず
、

「
審
神
者
」
の
質
の
担
保
や
規
準
の
問
題
が
残
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
大
本
を
出
て
神
道
天
行
居
を
開
い
た
友と

も

清き
よ

歓よ
し

真さ
ね

や
、
不

敬
罪
と
新
聞
紙
法
違
反
で
出
口
王
仁
三
郎
と
と
も
に
検
挙
さ

れ
、
後
に
日
本
心
霊
科
学
協
会
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
る
浅

野
和
三
郎
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
点
を
自
覚
し
つ
つ
、
そ
の

問
題
意
識
を
霊
学
な
い
し
心
霊
科
学
と
し
て
引
き
継
ぎ
展
開

し
た
が
、
そ
れ
も
ま
た
不
十
分
で
あ
る
。

す
で
に
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
、
浅
野
和
三
郎
は
「
鎮

魂
帰
神
に
就
き
て
」（『
神
霊
界
』
四
五
号
、
大
正
六
年
三
月
一
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日
号
、
大
日
本
修
斎
会
）
の
中
で
、「
日
本
及
び
欧
米
各
国
に

て
普
通
遭
遇
す
る
霊
的
現
象
は
、
勿
論
皆
そ
の
守
護
神
の
発

動
な
り
。
幸
ひ
其
守
護
神
が
最
初
よ
り
善
良
有
力
な
れ
ば
、

其
結
果
は
良
好
な
れ
ど
、
精
神
が
堕
落
し
、
従
っ
て
堕
落
守

護
神
に
よ
り
て
司
配
せ
ら
る
ゝ
が
現
代
人
士
の
通
弊
な
る
が

故
に
、
十
中
の
八
九
分
ま
で
最
初
に
発
動
す
る
者
は
悪
劣
な

る
守
護
神
の
発
動
な
り
と
す
。
危
険
害
毒
は
実
に
此
間
よ
り

湧
出
す
」
と
そ
の
危
険
性
を
予
見
し
予
告
も
し
て
い
た
。
先

に
見
た
よ
う
に
、
む
ろ
ん
、
出
口
王
仁
三
郎
も
然
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
発
動
を
制
御
し
、
査
定
す
る
の
は
簡
単
な
こ

と
で
は
な
か
っ
た
。

2-

4　

出
口
王
仁
三
郎
と
麻
原
彰
晃

二
度
に
わ
た
る
大
本
事
件
と
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
を
比
較

対
照
し
、
ま
た
出
口
王
仁
三
郎
と
麻
原
彰
晃
を
比
較
対
照
し

て
み
る
と
、
出
口
王
仁
三
郎
に
は
芸
術
と
ユ
ー
モ
ア
と
倫
理

性
の
表
現
と
主
張
お
よ
び
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
寛
容
さ
が

あ
っ
た
が
、
麻
原
彰
晃
に
は
そ
れ
が
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
、

決
定
的
に
弱
か
っ
た
。
麻
原
彰
晃
は
、
弟
子
や
信
者
に
絶
対

服
従
・
絶
対
帰
依
を
強
制
し
、「
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
（
偽
装
的

煩
悩
破
壊
）」
を
仕
掛
け
て
、
批
判
能
力
を
削
除
し
、
恐
怖
に

よ
る
思
考
停
止
を
導
き
、「
聖
無
頓
着
」
と
「
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ

ー
」
に
よ
る
「
ク
ロ
ー
ン
化
」
と
い
う
シ
ン
ク
ロ
能
力
の
無

批
判
的
な
発
現
を
通
し
て
霊
的
暴
力
を
最
大
化
し
た
。
こ
こ

で
、
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
問
題
が
出
て
く
る5

。
仏
教
で
は

出
家
者
も
在
家
者
も
守
る
べ
き
根
本
戒
律
の
第
一
に
「
不
殺

生
戒
」
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
不
殺
生
戒
＝
非
暴
力
性
の
思

想
と
実
践
の
根
幹
が
自
覚
さ
れ
た
仏
教
集
団
で
あ
れ
ば
未
然

に
防
げ
起
こ
り
え
な
か
っ
た
事
態
が
、
次
々
と
破
壊
さ
れ
て

い
く
思
想
構
造
の
詐
術
が
「
ポ
ア
」
や
「
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
」

や
「
聖
無
頓
着
」
を
仕
掛
け
た
オ
ウ
ム
真
理
教
の
修
行
構
造

の
中
に
あ
っ
た
。
オ
ウ
ム
真
理
教
に
仏
教
集
団
が
保
持
す
べ

き
戒
律
と
そ
れ
を
守
り
共
有
す
る
サ
ン
ガ
（
出
家
者
集
団
）
が

あ
れ
ば
、
度
重
な
る
殺
人
事
件
を
実
行
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
戒
律
は
麻
原
の
前
で

は
意
味
を
な
さ
な
い
ど
こ
ろ
が
、
踏
み
躙
ら
れ
、
破
壊
さ
れ

た
。麻

原
彰
晃
と
比
較
す
れ
ば
、
出
口
王
仁
三
郎
は
幹
部
や
信

者
の
自
由
な
振
る
舞
い
を
大
ら
か
に
許
容
し
た
点
で
大
き
な

違
い
が
あ
る
。
例
え
ば
、
第
一
次
大
本
事
件
で
検
挙
さ
れ
た

浅
野
和
三
郎
に
対
し
て
批
判
的
な
言
辞
は
し
て
も
、
彼
を
排

除
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
第
一
次
大
本
事
件
後
、
浅
野
和

三
郎
は
大
本
教
を
離
脱
し
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
三
月

に
東
京
で
「
心
霊
科
学
研
究
会
」
を
設
立
し
、「
心
霊
研
究
」

に
邁
進
し
て
い
く
が
、
出
口
王
仁
三
郎
は
そ
の
こ
と
を
容
認

し
つ
つ
、『
神
の
国
』（
大
正
一
二
年
四
月
一
〇
日
号
）
に
「
心

霊
科
学
研
究
会
に
就
て
」
と
題
す
る
次
の
文
章
を
発
表
し
て

い
る
。大

本
の
教
は
決
し
て
宗
派
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
、
又
既
成

宗
教
の
如
く
教
祖
の
示
現
の
み
を
以
て
唯
一
の
修
士
と
す

る
の
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
。
教
理
や
経
典
や
儀
式
や
信
条
と

種
々
の
鉄
条
網
を
張
り
廻
は
し
て
人
間
の
生
き
た
霊
を
拘

束
し
た
り
殺
し
た
り
す
る
や
う
な
所
で
も
在
り
ま
せ
ん
。
夫

れ
故
に
大
本
に
は
基
督
教
も
仏
教
も
其
他
各
国
の
宗
教
信

者
も
集
ま
つ
て
来
て
互
に
そ
の
霊
性
を
研
き
、
時
代
に
順

応
し
た
る
教
義
を
研
究
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。
信
者
の
争

奪
に
余
念
な
き
ソ
コ
イ
等
の
宗
教
と
は
大
に
赴
き
が
違
つ

て
居
り
ま
す
。
如
何
な
る
宗
教
の
教
義
も
、
思
想
や
主
義

も
、
抱
擁
帰
一
し
て
世
界
人
類
相
互
の
向
上
発
展
の
た
め

に
活
動
し
て
居
る
聖
団
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
今
回
浅
野

憑
虚
氏
（
引
用
者
注
：
―
浅
野
和
三
郎
の
こ
と
）
が
東
京
に

あ
つ
て
心
霊
科
学
研
究
会
な
る
も
の
を
知
名
の
士
を
集
め

て
創
立
せ
ら
れ
ま
し
た
事
は
、
我
国
精
神
界
開
発
の
た
め

に
は
最
も
機
宜
に
適
し
た
企
だ
と
内
心
深
く
賛
成
し
て
居

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
大
本
の
中
に
は
種
々
と
小
さ
い
事

を
言
ふ
人
が
在
る
と
見
え
て
、
同
氏
に
対
し
て
不
快
の
念

を
抱
か
せ
た
や
う
で
す
か
ら
、
瑞
月
（
引
用
者
注
：
―
出
口

王
仁
三
郎
の
こ
と
）
が
茲
に
心
霊
科
学
研
究
会
に
対
す
る
意

見
の
あ
る
所
を
述
べ
て
置
き
ま
し
た
。
世
の
中
は
凡
て
誤

解
の
多
い
も
の
で
す
が
其
原
因
は
霊
界
物
語
の
文
章
を
早

吞
み
込
に
し
た
人
の
口
か
ら
出
た
事
だ
と
思
ひ
ま
す
。
霊

界
物
語
は
神
示
に
由
つ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
決
し
て
瑞

月
の
私
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
物
語
の
含
意
は
、
霊

界
の
事
象
は
到
底
現
実
界
の
形
式
に
よ
り
て
は
徹
底
的
に

了
解
の
着
く
も
の
で
は
な
い
と
の
説
示
で
あ
り
ま
す
。
併

し
上
根
の
人
な
れ
ば
夫
れ
で
も
宜
し
い
が
普
通
一
般
の
霊

的
現
象
の
何
た
る
か
を
会
得
し
て
居
な
い
現
代
人
に
対
し

て
は
、
堂
し
て
も
科
学
的
研
究
か
ら
這
入
つ
て
行
か
ね
ば

霊
魂
の
何
た
る
か
を
も
解
し
得
る
端
緒
さ
へ
摑
め
な
い
も

の
で
す
か
ら
、
斯
様
な
人
に
已
知
悉
さ
れ
て
ゐ
ら
る
ゝ
方

も
沢
山
あ
る
や
う
で
す
け
れ
ど
も
、
未
だ
霊
的
現
象
の
何

ん
た
る
を
も
覚
ら
な
い
気
の
毒
な
同
胞
を
霊
的
に
救
ふ
べ

く
企
て
ら
れ
た
心
霊
科
学
研
究
会
で
す
か
ら
、
同
氏
の
研

究
会
に
対
し
応
分
の
御
援
助
御
賛
成
あ
ら
ん
こ
と
を
希
望

い
た
し
ま
す
。
瑞
月
も
同
氏
の
精
神
と
企
て
に
就
て
は
右

の
意
味
に
於
て
大
賛
成
を
致
し
ま
し
た
一
人
で
あ
り
ま
す
。

信
者
の
中
に
は
瑞
月
と
憑
虚
氏
と
の
間
に
何
ら
か
意
思
の

疎
通
を
欠
い
て
居
る
や
う
に
思
つ
た
り
、
反
目
し
て
居
る

様
に
考
へ
ら
れ
た
り
す
る
方
々
が
あ
る
様
で
す
が
、
決
し

て
左
様
な
事
は
寸
毫
も
あ
り
ま
せ
ん
。
或
時
期
に
於
て
再

び
聖
場
に
斎
服
を
着
け
て
相
見
ゆ
る
事
の
あ
る
べ
き
を
確

信
し
て
居
り
ま
す
。
要
す
る
に
浅
野
氏
の
企
て
は
瑞
月
と

し
て
は
決
し
て
不
賛
成
で
は
な
く
社
会
の
た
め
に
最
も
必

要
な
る
義
挙
だ
と
考
へ
て
居
り
ま
す
。
一
寸
皆
さ
ん
の
誤

解
を
解
く
た
め
一
言
愚
見
を
述
べ
て
置
き
ま
し
た
。
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出
口
王
仁
三
郎
は
、
第
一
次
大
本
事
件
後
、
発
禁
に
な
っ

た
『
神
霊
界
』
を
廃
刊
せ
ざ
る
を
得
ず
、
代
わ
っ
て
月
刊
機

関
誌
『
神
の
国
』
を
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
八
月
一
〇
日

に
創
刊
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
大
正
一
二
年
三
月
に
浅
野
和

三
郎
（
憑
虚
）
が
大
本
教
か
ら
距
離
を
置
い
て
「
心
霊
科
学

研
究
会
」
を
創
立
し
た
の
で
、
そ
の
翌
月
の
大
正
一
二
年
四

月
一
〇
日
号
に
読
者
や
信
者
に
動
揺
を
与
え
ぬ
よ
う
、
鷹
揚

に
皮
肉
交
じ
り
の
祝
辞
と
餞
の
言
葉
を
書
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
出
口
王
仁
三
郎
は
、「
上
根
の
人
」
で
あ
れ
ば
、

「
神
示
」
に
よ
っ
て
で
き
た
『
霊
界
物
語
』
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、「
霊
的
現
象
の
何
た
る
か
」
を
理
解
し
て
い
な

い
「
普
通
一
般
」
の
「
現
代
人
」
に
と
っ
て
は
、
初
心
の
段

階
と
し
て
「
科
学
的
研
究
」
か
ら
入
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
別
段
両
者
は
反
目
し
合
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
、
い
さ
さ
か
言
い
訳
じ
み
た
弁
明
を
し
て
い
る
。
ま

た
、「
未
だ
霊
的
現
象
の
何
ん
た
る
を
も
覚
ら
な
い
気
の
毒
な

同
胞
を
霊
的
に
救
ふ
べ
く
企
て
ら
れ
た
心
霊
科
学
研
究
会
」

と
か
、「
社
会
の
た
め
に
最
も
必
要
な
る
義
挙
」
と
か
と
皮
肉

り
な
が
ら
、
そ
の
活
動
に
「
御
援
助
御
賛
成
」
あ
ら
ん
こ
と

を
と
促
し
て
い
る
。
煮
え
切
ら
な
い
矛
盾
と
葛
藤
を
抱
え
た

表
現
で
あ
る6

。

こ
の
「
心
霊
科
学
研
究
会
」
に
対
し
て
、
大
本
は
「
基
督

教
も
仏
教
も
其
他
各
国
の
宗
教
信
者
も
集
ま
つ
て
来
て
互
に

そ
の
霊
性
を
研
き
、
時
代
に
順
応
し
た
る
教
義
を
研
究
す
る

所
」
で
、「
信
者
の
争
奪
に
余
念
な
き
ソ
コ
イ
等
の
宗
教
と
は

大
に
赴
き
が
違
つ
て
」
い
る
と
存
在
意
義
を
強
く
宣
揚
し
て

い
る
。
こ
の
頃
の
出
口
王
仁
三
郎
は
『
霊
界
物
語
』
を
口
述

し
て
い
た
が
、
浅
野
和
三
郎
は
『
霊
界
物
語
』
を
出
版
す
る

こ
と
を
に
反
対
し
た
と
も
、『
霊
界
物
語
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル

を
提
案
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
出
口
王
仁
三
郎
に

と
っ
て
、
浅
野
和
三
郎
の
離
脱
と
動
向
は
看
過
で
き
な
い
出

来
事
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
な
る
と
、「
心
霊
科
学
研
究
会
」

に
対
し
て
、
さ
ら
に
辛
辣
な
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

心
霊
科
学
研
究
会
な
ど
馬
鹿
ら
し
い
天
勝
さ
へ
も
見
か

ぎ
つ
た
手
品
だ

霊
魂
が
物
質
化
す
る
と
得
意
げ
に
鼻
う
ご
め
か
す
迷
妄

学
者
よ

人
体
を
借
り
て
出
で
た
る
生
れ
児ご

は
霊
魂
物
質
化
せ
し

な
り
け
り

霊
界
の
入
口
の
門
の
外
に
立
ち
死
後
の
世
界
を
云
云
す

る
現
代
の
学
者

今
頃
に
心
霊
科
学
研
究
も
あ
つ
た
も
の
か
い
日
本
に
は

昔
か
ら
あ
る
（
昭
和
五
年
九
月
作
「
言
華
十
五
」
歌
集
『
東

の
光
』
三
九
一
―三
九
二
頁
、
天
声
社
、
昭
和
六
年
）

浅
野
和
三
郎
は
、
前
年
の
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
四
月
に

名
古
屋
で
「
中
京
心
霊
協
会
」
を
設
立
し
、
七
月
に
は
大
阪

で
「
大
阪
心
霊
科
学
協
会
」
を
設
立
し
、
一
二
月
に
は
東
京

で
「
東
京
心
霊
科
学
協
会
」
を
設
立
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

精
力
的
な
活
動
を
横
目
に
見
な
が
ら
、
出
口
王
仁
三
郎
は
心

の
中
で
い
ま
さ
ら
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
ど
う
な
る
の
か
と
い

う
憤
懣
た
る
思
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
で
は
あ
っ
て
も
、
そ

の
活
動
の
邪
魔
を
し
た
り
、
排
除
し
た
り
、
潰
そ
う
と
し
た

り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
頃
の
連
作
短
歌
「
言
華
十
五
」
の

中
に
、
次
の
よ
う
な
「
戒
律
」
を
詠
っ
た
も
の
が
あ
る
点
だ
。

既
成
宗
教
の
戒
律
な
ん
か
有
害
だ
天
賦
的
に
省
、
恥
、

悔
、
畏
、
覚
の
戒
律
を
持
つ
人
間
だ

戒
律
で
信
者
を
縛
ら
う
と
す
る
宗
教
は
人
間
を
獣
扱
ひ

し
て
ゐ
る
や
う
な
も
の
だ

人
為
的
で
他
律
的
に
人
を
縛
る
よ
う
な
「
戒
律
」
は
有
害

で
あ
る
と
出
口
王
仁
三
郎
は
言
う
。
対
し
て
、
人
間
に
は
本

来
、
天
然
の
「
戒
律
」
で
あ
る
「
省
、
恥
、
悔
、
畏
、
覚
」

の
心
や
霊
性
の
は
た
ら
き
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
大
正
一
四

年
（
一
九
二
五
）
に
出
し
た
人
類
愛
善
会
の
設
立
趣
意
書
に
は
、

人
類
は
「
本
来
兄
弟
同
胞
」
で
あ
り
「
一
心
同
体
」
で
あ
っ

て
、
そ
の
「
本
義
」
に
立
ち
還
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
「
万
人

霊
性
深
奥
の
要
求
」
で
あ
り
「
人
類
最
高
の
理
想
」
で
あ
る
、

と
説
い
て
い
た
。
そ
の
「
万
人
霊
性
深
奥
」
に
、
お
の
れ
を

省
み
、
恥
じ
、
悔
い
、
恐
れ
を
抱
き
、
覚
る
心
の
働
き
が
あ

る
と
考
え
、
そ
れ
を
「
天
然
の
戒
律
」
と
考
え
て
い
る
の
で

あ
る
。

だ
が
、
そ
の
よ
う
な
「
天
然
の
戒
律
」
は
人
に
お
の
ず
か

ら
備
わ
り
、
発
動
し
て
い
る
も
の
な
の
か
？　

で
あ
れ
ば
、
世

の
中
に
悪
事
が
蔓は

び
こ延
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
霊
的
暴
力
の

暴
発
は
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。
実
際
、
オ
ウ

ム
真
理
教
教
団
の
指
導
者
で
あ
っ
た
麻
原
彰
晃
は
そ
の
よ
う

な
「
天
然
の
戒
律
」
を
保
持
で
き
て
い
た
だ
ろ
う
か
？　

出

口
王
仁
三
郎
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
仮
に
こ
の
よ
う
な
「
天

然
の
戒
律
」
が
人
間
に
潜
在
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を

搾
取
し
奪
い
取
り
破
却
す
る
霊
的
暴
力
が
発
現
す
る
こ
と
が

あ
る
こ
と
を
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
は
教
え
て
く
れ
る
。

2-

5　
霊
的
暴
力
と
し
て
の
第
一
次
大
本
事
件
と
そ
の
突
破
口

と
し
て
の
物
語
と
芸
術

第
一
次
大
本
事
件
後
の
活
動
の
突
破
口
と
し
て
、
出
口
王

仁
三
郎
は
次
の
四
つ
の
行
動
を
起
こ
し
た
。

①
霊
界
物
語
口
述
：
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
よ
り
全
八
一

巻
八
三
冊

②
モ
ン
ゴ
ル
行
き
：
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
二
月
一
三
日

か
ら
七
月
二
七
日
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③
人
類
愛
善
会
の
設
立
と
活
動
：
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）

六
月
九
日
よ
り

④
明
光
社
の
芸
術
活
動
：
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
よ
り
昭
和

一
〇
年
第
二
次
大
本
事
件
ま
で
（
現
在
「
楽
天
社
」
の
活
動
と

し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
）

第
一
次
大
本
事
件
後
、
出
口
王
仁
三
郎
に
よ
り
「
大
本
神

諭
」
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
「
筆
先
」
を
大
々
的
に
世
に
打
ち

出
す
こ
と
を
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時
、
王
仁
三

郎
が
取
っ
た
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
霊
的
世
界
や
現
実
世
界
の

実
相
や
真
相
を
虚
実
入
り
交
ぜ
つ
つ
一
つ
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
の
よ
う
に
物
語
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
『
霊
界
物
語
』
の
構
成
は
大
き
く
七
篇
仕
立
て
で
、
舞
台

は
世
界
中
か
ら
紫
微
天
界
ま
で
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ス
タ

ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
と
し
て
、
地
球
上
の
各
国
各
地
か
ら
天
上
世

界
に
ま
で
及
ぶ
壮
大
な
る
神
々
の
戦
い
を
ス
ペ
ー
ス
オ
ペ
ラ

風
に
物
語
る
前
人
未
踏
の
物
語
化
で
あ
っ
た
。

①
「
霊
主
体
従
篇
」
第
一
巻
〜
第
一
二
巻
：
舞
台
は
、
高
熊

山
、
シ
オ
ン
山
、
印
度
、
豪
州
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、
常

世
国
（
米
）、
黄
泉
島
（
ム
ー
陸
）、
中
央
ア
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト

な
ど
。

②
「
如
意
宝
珠
篇
」
第
一
三
巻
〜
第
二
四
巻
：
舞
台
は
、
フ

サ
国
（
ペ
ル
シ
ャ
）、
中
近
東
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
。

③
「
海
洋
万
里
篇
」
第
二
五
巻
〜
第
三
六
巻
：
舞
台
は
、
南

半
球
、
南
米
（
チ
リ
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ペ
ル
ー
・
ア
マ
ゾ
ン
）、

ア
フ
リ
カ
、
セ
イ
ロ
ン
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
な
ど
。

④
「
舎
身
活
躍
篇
」
第
三
七
巻
〜
第
四
八
巻
：
舞
台
は
、
日

本
、
イ
ン
ド
な
ど
。

⑤
「
真
善
美
愛
篇
」
第
四
九
巻
〜
第
六
〇
巻
：
舞
台
は
、
ペ

ル
シ
ャ
、
イ
ン
ド
な
ど
。

⑥
「
山
河
草
木
篇
」
第
六
一
巻
〜
第
七
二
巻
：
舞
台
は
、
中

近
東
、
イ
ン
ド
、
エ
ル
サ
レ
ム
、
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
。

⑦
「
天
祥
地
瑞
篇
」
第
七
三
巻
〜
第
八
一
巻
：
舞
台
は
、
紫

微
天
界
な
ど
。

こ
の
『
霊
界
物
語
』
は
大
本
教
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
い

人
が
読
め
ば
、
何
が
何
だ
か
脈
絡
が
摑
め
な
い
支
離
滅
裂
の

ホ
ラ
吹
き
譚
で
し
か
な
い
が
、
大
本
教
の
実
態
や
周
辺
事
情

を
い
く
ら
か
知
る
者
が
読
む
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
暗
喩
や
暴
露

や
真
相
解
明
が
見
え
て
く
る
と
い
う
暗
号
解
読
的
な
物
語
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
方
で
は
国
家
の
霊
的
暴
力
に
抗
す
る

霊
的
自
由
の
発
露
で
も
あ
り
、
一
方
で
は
大
本
教
団
内
で
の

求
心
力
を
高
め
、
霊
性
探
究
と
真
相
究
明
を
促
す
信
仰
覚
書

と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
二
月
一
二
日
第
一
次
大
本
事
件

で
、
出
口
王
仁
三
郎
は
検
挙
・
起
訴
さ
れ
、
入
獄
す
る
。
王

仁
三
郎
、
四
九
歳
。
同
年
六
月
一
七
日
に
保
釈
に
よ
り
責
付

出
獄
す
る
。
獄
中
生
活
は
一
二
六
日
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
四

か
月
後
の
一
〇
月
一
四
日
に
教
団
名
を
「
皇
道
大
本
」
か
ら

「
大
本
」
に
改
称
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
直
後
の
一
〇
月
一
八

日
か
ら
、
綾
部
で
『
霊
界
物
語
』
の
口
述
を
開
始
し
た
。
そ

し
て
大
正
一
五
年
七
月
ま
で
に
、「
霊
主
体
従
篇
」「
如
意
宝

珠
篇
」「
海
洋
万
里
篇
」「
舎
身
活
躍
篇
」「
真
善
美
愛
篇
」

「
山
河
草
木
篇
」
の
総
計
七
二
巻
七
四
冊
を
口
述
し
終
え
、
天

声
社
よ
り
順
次
刊
行
し
た
。
そ
の
後
七
年
間
の
中
断
が
あ
り
、

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）
一
〇
月
か
ら
昭
和
九
年
八
月
に
か

け
て
、
秘
教
的
神
的
宇
宙
論
と
言
え
る
「
天
祥
地
瑞
篇
」
九

巻
九
冊
を
口
述
し
、
総
八
一
巻
八
三
冊
に
及
ぶ
膨
大
な
前
代

未
聞
の
物
語
を
世
に
問
う
た
。

そ
も
そ
も
『
霊
界
物
語
』
自
体
、
ス
サ
ノ
ヲ
ぶ
り
の
大
発

現
で
あ
る
。『
霊
界
物
語
』
第
一
巻
「
序
」
冒
頭
は
次
の
よ
う

に
始
ま
る
。

こ
の
『
霊
界
物
語
』
は
、
天
地
剖ぼ

う

判は
ん

の
初
め
よ
り
天
の

岩
戸
開
き
後
、
神か

む

素す

盞さ
の

嗚を
の

命み
こ
とが

地
球
上
に
跋ば

っ

扈こ

跳て
う

梁り
ゃ
うせ

る

八や

岐ま
た

大お
ろ
ち蛇

を
寸
断
し
、
つ
ひ
に
叢む

ら

雲く
も
の

宝ほ
う

剣け
ん

を
え
て
天て

ん

祖そ

に

奉た
て
ま
つり

、
至
誠
を
天
地
に
表
は
し
五み

六ろ

七く

神し
ん

政せ
い

の
成
就
し
て

松
の
世
を
建
設
し
、
国こ

く

祖そ

を
地
上
霊
界
の
主
宰
神
た
ら
し

め
た
ま
ひ
し
太
古
の
神
代
の
物
語
お
よ
び
霊
界
探
険
の
大

要
を
略
述
し
、
苦く

、
集し

ふ

、
滅め

つ

、
道だ

う

を
説
き
、
道だ

う

法は
ふ

礼れ
い

節せ
つ

を

開
示
せ
し
も
の
に
し
て
、
決
し
て
現
界
の
事
象
に
た
い
し
、

偶
意
的
に
編
述
せ
し
も
の
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
ど
神
界
幽
界

の
出
来
事
は
、
古
今
東
西
の
区
別
な
く
、
現
界
に
現あ

ら

は
れ

来き
た

る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
否い

な

み
難
き
は
事
実
に
し
て
、
単

に
神
幽
両
界
の
事
の
み
と
解
し
等
閑
に
附
せ
ず
、
こ
れ
に

よ
り
て
心し

ん

魂こ
ん

を
清
め
言
行
を
改
め
、
霊
主
体
従
の
本
旨
を

実
行
さ
れ
む
こ
と
を
希
望
す
。

朝
日
は
照
る
と
も
曇
る
と
も　

月
は
盈み

つ
と
も
虧か

く
る

と
も仮た

と
へ令
大
地
は
沈
む
と
も　

曲ま
が

津つ

の
神
は
荒す

さ

ぶ
と
も

誠
の
力
は
世
を
救
ふ

三
千
世
界
の
梅
の
花　

一
度
に
開
く
神
の
教の

り

開
い
て
散
り
て
実
を
結
ぶ　

月
日
と
地
の
恩
を
知
れ

こ
の
世
を
救
ふ
生
神
は　

高
天
原
に
神
集
ふ

神
が
表
に
現
は
れ
て　

善
と
悪
と
を
立
別
け
る

此
世
を
造
り
し
神か

む

直な
ほ

日ひ　

心
も
広
き
大
直
日

唯
何
事
も
人
の
世
は　

直
日
に
見
直
せ
聞
直
せ

身
の
過
ち
は
宣
り
直
せ

大
正
十
年
十
月
廿
日　

午
後
一
時

　
　
　
　
　

於
松
雲
閣　

瑞
月　

出
口
王
仁
三
郎
誌7

大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
九
月
か
ら
一
九
世
紀
イ
ラ
ン
で

起
こ
っ
た
バ
ハ
イ
教
と
の
交
流
が
始
ま
り
、
ま
た
翌
大
正
一

二
年
九
月
一
日
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
の
救
援
活
動
に
来

日
し
た
中
国
の
道
院
・
紅こ

う

卍ま
ん

字じ

会か
い

や
朝
鮮
の
普
天
教
、
ド
イ
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ツ
の
白
旗
団
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
白
色
連
盟
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ラ

マ
教
、
ベ
ト
ナ
ム
の
カ
オ
ダ
イ
教
な
ど
、
世
界
の
諸
宗
教
と

提
携
し
始
め
た
。
ま
た
同
年
よ
り
積
極
的
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

語
の
普
及
活
動
に
取
り
組
み
、
大
正
一
三
年
二
月
四
日
に
は
、

自
ら
『
記
憶
便
法
エ
ス
和
作
歌
辞
典
』
を
天
声
社
よ
り
刊
行

し
、「nobelo
『
貴
族
』
貴
族
と
て
恐
る
ゝ
こ
と
は
要
ら
な
い

よ
、
遠
慮
せ
ず
し
て
意
見
ノ
ベ
ー
ロ
（
述
べ
ろ
）」
な
ど
と
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
記
憶
便
法
の
た
め
に
語
呂
合
わ
せ
を
活
用

し
た
辞
典
を
編
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
『
記
憶
便
法
エ
ス
和
作
歌
辞
典
』
を
出
し

て
す
ぐ
の
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
二
月
一
三
日
早
朝
に
綾

部
を
発
ち
、
下
関
港
か
ら
釜
山
に
渡
り
、
鉄
道
で
満
州
の
奉

天
（
現
在
の
瀋
陽
市
）
へ
向
か
い
、
蒙
古
の
英
雄
と
も
称
え
ら

れ
た
馬
賊
の
首
領
の
盧ろ

占せ
ん

魁か
い

と
会
い
、
意
気
投
合
す
る
。
時

に
出
口
王
仁
三
郎
、
五
三
歳
で
あ
っ
た
。「
入
蒙
」
時
、
出
口

王
仁
三
郎
は
「
弥み

勒ろ
く

下げ

生し
ょ
う

達だ

頼ら
い

喇ら

嘛ま　

素ス
ー

尊ツ
ン

汗ハ
ン

」
と
称
し
、

ま
た
日
本
名
を
「
源
日
出
雄
」
と
名
乗
っ
た
。
後
に
、『
霊
界

物
語
』（
山
河
草
木
・
特
別
篇
）「
入
蒙
記
」
第
八
章
「
聖
雄
と

英
雄
」
に
は
次
の
よ
う
に
口
述
し
て
い
る
。

神か
む

素す

盞さ
の

嗚を
の

尊み
こ
との
聖
霊
、
万ば

ん

有い
う

愛あ
い

護ご

の
為
め
大お

ほ

八や

洲し
ま

彦
ひ
こ
の

命み
こ
とと
顕
現
し
、
更
に
化け

生し
や
うし
て
釈
迦
如
来
と
成
り
、
印
度

に
降
臨
し
、
再
び
昇
天
し
て
其
聖
霊
蒙も

う

古こ

興こ
う

安あ
ん

嶺れ
い

に
降
り
、

瑞ず
い

霊れ
い

化け

生し
や
うの
肉
体
に
宿
り
、
地ち

教け
う

山ざ
ん

に
於
て
仏ぶ

つ

果く
わ

を
修
了

し
、
蜻せ

い

州し
う

出
生
の
肉
体
を
藉か

り
て
、
高た

か

熊く
ま

山や
ま

に
現
は
れ
、
衆

生
を
救
ふ
。
時
に
年ね

ん

歯し

将ま
さ

に
二
十
有
八
歳
な
り
。
二
十
九

歳
の
秋
九
月
八
日
更
に
聖
地
桶を

け

伏ふ
せ

山や
ま

に
坤
金
神
豊と

よ

国こ
く

主
ぬ
し
の

命み
こ
とと

現
は
れ
、
天て

ん

教け
う

山ざ
ん

に
修
し
て
観か

ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

薩さ
つ

木こ
の

花は
な

姫
ひ
め
の

命み
こ
とと

現
じ
、
五
拾
弐
歳
を
以
て
伊い

都づ

能の

売め
の

御み

魂た
ま

（
弥み

勒ろ
く

最さ
い

勝し
よ
う

妙め
う

如に
よ

来ら
い

）
と
な
り
、
普あ

ま
ねく

衆し
ゆ

生じ
や
う

済さ
い

度ど

の
為
め
更
に
蒙
古

に
降
り
、
活

く
わ
つ

仏ぶ
つ

と
し
て
、
万
有
愛
護
の
誓
願
を
成
就
し
、
五み

六ろ

七く

の
神か

み

世よ

を
建
設
す
。（
大
正
一
四
年
八
月
筆
録
）。

だ
が
、
同
年
六
月
二
一
日
、
パ
イ
ン
タ
ラ（
白
音
太
拉
、
現
・

中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
通
遼
市
）
で
現
地
の
軍
隊
に
捕
ま
り
、

銃
殺
寸
前
に
ま
で
至
る
が
、
九
死
に
一
生
を
得
る
。
同
年
七

月
二
五
日
帰
国
し
、
二
七
日
に
大
阪
刑
務
所
北
区
支
所
に
収

監
獄
さ
れ
る
が
、
九
八
日
後
の
一
一
月
一
日
に
再
出
獄
し
て

綾
部
に
戻
っ
た
。

こ
の
出
口
王
仁
三
郎
の
モ
ン
ゴ
ル
神
業
は
、
関
東
大
震
災

後
の
混
乱
と
社
会
不
安
の
増
大
を
吹
き
飛
ば
す
奇
想
天
外
な

快
挙
と
し
て
世
論
に
喝
采
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
「
国
賊
」
と
か

「
邪
教
」
と
さ
れ
て
い
た
出
口
王
仁
三
郎
と
大
本
教8

の
名
誉
回

復
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
の
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。
こ
う

し
て
、
第
一
次
大
本
事
件
と
い
う
国
家
的
な
霊
的
暴
力
に
屈

す
る
こ
と
も
萎
縮
す
る
こ
と
も
な
く
、
出
口
王
仁
三
郎
と
新

生
「
大
本
」
は
さ
ら
な
る
快
進
撃
を
続
け
、
大
正
一
四
年
（
一

九
二
五
年
）
五
月
二
〇
日
に
は
、
北
京
で
「
世
界
宗
教
連
合

会
」
を
設
立
し
、
そ
の
勢
い
を
以
て
同
年
六
月
九
日
に
先
に

触
れ
た
「
人
類
愛
善
会
」
を
設
立
し
、『
人
類
愛
善
新
聞
』
を

創
刊
し
て
、
各
地
に
本
部
や
支
部
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
『
人
類
愛
善
新
聞
』
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
は
一

〇
〇
万
部
を
頒
布
し
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
第
一
次
大
本

事
件
は
、
起
訴
さ
れ
る
が
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
大
正
天

皇
崩
御
に
よ
る
大
赦
令
で
免
訴
と
な
っ
た
。

こ
の
間
、
出
口
王
仁
三
郎
の
神
性
・
神
格
は
、
小
松
林
命

か
ら
始
ま
り
、
素
戔
嗚
尊
、
変
性
女
子
、
瑞
霊
、
豊
雲
野
尊
、

五
六
七
大
神
、
伊
都
能
売
大
神
と
拡
大
進
化
し
続
け
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
、
第
一
次
大
本
事
件
に
怯
む
こ
と
な
く
拡
大
進

化
し
続
け
る
出
口
王
仁
三
郎
の
「
身
心
霊
変
容
」
の
過
程
と

位
置
づ
け
も
第
二
次
大
本
事
件
を
誘
発
す
る
根
本
原
因
と
な

っ
た
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
一
月
一
日
号
の
『
神
霊
界
』

第
一
〇
一
号
に
は
、
出
口
直
八
一
歳
の
筆し

る
し記

「
教
祖
神
諭
」

と
し
て
、「
五み

六ろ

七く

神さ

様ま

の
霊
は
皆
上か

み

島じ
ま

へ
落
ち
て
居を

ら
れ
て
、

未ひ
つ
じ

申さ
る

の
金
神
ど
の
、
素
盞
鳴
尊
と
小こ

松ま
つ

林ば
や
しの

霊
が
、
五み

六ろ

七く
の

神か
み

の
御お

ん

霊れ
い

で
、
結
構
な
御
用
が
さ
し
て
在
り
た
ぞ
よ
。
ミ
ロ

ク
様
が
根こ

ん

本ぽ
ん

の
天て

ん

の
御ご

先せ
ん

祖ぞ

で
あ
る
ぞ
よ
。
国く

に

常と
こ

立た
ち
の

尊み
こ
とは

地ち

の
先せ

ん

祖ぞ

で
あ
る
ぞ
よ
」
と
、
出
口
な
お
が
最
後
に
発
し
た
出

口
王
仁
三
郎
に
対
す
る
「
審
神
」
の
最
終
評
価
を
掲
載
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
出
口
王
仁
三
郎
の
神
格
規
定
は
、

「
入
蒙
」
時
ま
で
に
大
き
く
次
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
た
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た

―
自
己
審
神
・
相
互
審
神
を
経
た

―
こ
と
が
わ
か
る
。

①
素
戔
嗚
尊
の
「
聖
霊
」
は
、
蜻
洲
＝
日
本
の
地
に
お
い
て
、

出
口
王
仁
三
郎
と
し
て
顕
現
し
た
。

②
次
い
で
、
二
九
歳
（
明
治
三
二
年
・
一
八
九
九
）
九
月
八
日

に
、
綾
部
の
大
本
教
聖
地
桶
伏
山
（
鶴
山
・
円
山
）
に
坤
の
金

神
＝
豊
国
主
命
（
豊
雲
野
尊
・
豊
国
姫
命
）
と
し
て
応
現
し
た
。

③
さ
ら
に
五
二
歳
に
し
て
、
厳
魂
・
瑞
魂
の
二
霊
系
を
統
合

し
た
「
伊
都
能
売
御
魂
＝
弥
勒
最
勝
如
来
」
と
な
り
、
万
民

救
済
の
た
め
に
蒙
古
で
活
仏
（
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
）
と
し
て
神
世

を
建
設
し
た
。

『
霊
界
物
語
』（
霊
主
体
従
篇
子
之
巻
）
第
一
巻
（
大
本
出
版

部
、
一
九
二
一
年
一
二
月
刊
）
余
白
歌
に
は
、

世
の
為
に
生
れ
来
し
身
ぞ
苦
し
け
れ
ひ
と
り
千ち

座く
ら

の
置お

き

戸ど

負
ひ
つ
つ
（
一
―六
）

世
を
救
ふ
メ
シ
ヤ
の
御
魂
と
知
ら
ず
し
て
苦
し
め
し
果

て
世
の
様
を
見
よ
（
一
―九
）

そ
の
ス
サ
ノ
ヲ
ぶ
り
が
、
次
の
段
階
で
、
昭
和
二
年
（
一

九
二
七
）
の
「
明
光
社
」
の
芸
術
運
動
と
な
っ
て
い
く
。
明

光
社
は
、「
芸
術
は
宗
教
の
母
」
を
旗
印
と
し
、
本
社
を
京
都

府
亀
岡
町
天
恩
郷
明
光
殿
に
置
き
、
各
地
に
支
社
を
設
け
た
。

明
光
社
の
設
立
理
念
は
、「
惟
神
の
大
道
に
よ
り
素
盞
嗚
尊
の
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神
意
を
奉
戴
し
国
風
を
奨
励
し
文
芸
の
都
を
開
き
平
和
の
殿

堂
を
築
き
万
民
和
楽
の
天
国
を
地
上
に
建
設
す
る
を
以
て
目

的
と
す
」（
第
一
条
）
と
さ
れ
、「
本
社
は
前
条
の
目
的
を
達
成

せ
ん
が
為
毎
月
一
回
機
関
紙
『
明
光
』
を
発
行
し
て
作
品
を

発
表
す
」（
第
二
条
）と
い
う
活
動
を
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
「
宗
教
は
芸
術
の
母
」
と
説
か
れ
る
が
、
出
口
王

仁
三
郎
は
そ
れ
を
逆
転
さ
せ
て
、「
芸
術
は
宗
教
の
母
」
で
あ

る
と
説
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
の
『
芸
術
』
と
は

む
す
び
の
力
と
言
え
る
大
自
然
の
創
造
力
を
指
し
て
い
る
。

『
月
鏡
』（
天
声
社
、
一
九
三
〇
年
）
に
は
、「
わ
た
し
は
か
つ

て
、
芸
術
は
宗
教
の
母
な
り
と
謂
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か

し
そ
の
芸
術
と
い
う
の
は
、
今
日
の
社
会
に
行
わ
る
る
ご
と

き
も
の
を
い
っ
た
の
で
は
な
い
。
造
化
の
偉
大
な
る
力
に
よ

っ
て
造
ら
れ
た
る
、
天
地
間
の
森
羅
万
象
を
含
む
神
の
大
芸

術
を
い
う
の
で
あ
る
。（
中
略
）
明
光
社
（
注
：
現
「
楽
天
社
」）

を
設
け
て
、
歌
道
を
奨
励
し
、
大
衆
芸
術
た
る
冠
句
を
高
調

し
、
絵
を
描
き
文
字
を
書
き
、
楽
焼
を
な
し
、
時
に
高
座
に

上
っ
て
浄
瑠
璃
を
語
り
、
ぼ
ん
お
ど
り
音
頭
を
さ
え
自
ら
と

っ
て
お
る
の
で
あ
る
。
神
の
真
の
芸
術
を
斯
の
上
に
樹
立
す

る
こ
と
が
、
わ
た
し
の
大
い
な
る
仕
事
の
一
つ
で
あ
る
」、「
わ

た
し
が
、
宗
教
が
芸
術
を
生
む
の
で
は
な
く
芸
術
が
宗
教
の

母
で
あ
る
と
喝
破
し
た
の
は
、
今
の
人
の
い
う
芸
術
の
こ
と

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
造
化
の
芸
術
を
さ
し
て
言
う
た
の
で

あ
る
。
日
月
を
師
と
す
る
造
化
の
芸
術
の
謂
い
で
あ
る
。
現

代
人
の
言
う
て
い
る
芸
術
な
ら
ば
、
宗
教
は
芸
術
の
母
な
り

と
い
う
言
葉
が
適
し
て
い
る
」
と
あ
る
。

こ
の
「
神
の
大
芸
術
」
に
あ
や
か
り
な
が
ら
、
人
間
世
界

に
「
明
光
社
」
と
称
す
る
芸
術
結
社
を
作
っ
た
が
、
そ
の
内

容
は
多
様
性
と
変
化
と
娯
楽
性
に
富
ん
で
い
る
。
短
歌
、
冠

句
、
絵
画
、
書
、
陶
芸
、
浄
瑠
璃
、
盆
踊
り
音
頭
、
演
劇
、
映

画
な
ど
、
考
え
得
る
限
り
の
ジ
ャ
ン
ル
を
包
括
し
た
大
衆
芸

術
・
芸
能
活
動
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
実
に
明
る
く
大
ら
か

な
笑
い
と
活
力
に
満
ち
溢
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
ま
さ
に
何
で

も
ご
ざ
れ
の
破
天
荒
な
包
容
力
と
、
貪
欲
と
も
一
徹
と
も
い

え
る
創
造
力
の
全
面
展
開
で
、
そ
れ
を
読
み
、
見
る
者
を
微

笑
ま
せ
、
爆
笑
さ
せ
、
解
放
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
満

ち
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
出
口
王
仁
三
郎
の
言
う
芸
術
と
は
、「
天
地

間
の
森
羅
万
象
を
含
む
神
の
大
芸
術
」
を
指
し
て
い
た
。
最

高
最
大
の
芸
術
家
は
、
も
ち
ろ
ん
「
神
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

人
間
的
創
造
力
を
支
え
、
か
つ
は
る
か
に
超
出
す
る
「
自
然

の
造
化
力
」
で
あ
っ
た
。『
霊
界
物
語
』
第
六
五
巻
「
総
説
」

に
は
、
芸
術
と
宗
教
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

芸
術
と
宗
教
と
は
、
兄
弟
姉
妹
の
如
く
、
親
子
の
如
く
、

夫
婦
の
如
き
も
の
で
、
二
つ
な
が
ら
人
心
の
至
情
に
根
底

を
固
め
、
共
に
霊
最
深
の
要
求
を
充
た
し
つ
つ
、
人
を
し

て
神
の
温
懐
に
立
ち
遷
ら
し
む
る
、
人
生
の
大
導
師
で
あ

る
。
地
獄
的
苦
悶
の
生
活
よ
り
、
天
国
浄
土
の
生
活
に
旅

立
た
し
む
る
嚮
導
者
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
吾
々
は
左
手
を
芸

術
に
曳
か
せ
、
右
手
を
宗
教
に
委
ね
て
、
人
生
の
逆
旅
を

楽
し
く
幸
多
く
、
辿
り
行
か
し
め
む
と
欲
す
る
の
で
あ
る
。

矛
盾
多
く
憂
患
繁
き
人
生
の
旅
路
を
し
て
、
さ
な
が
ら
鳥

謳
ひ
花
笑
ふ
楽
園
の
観
あ
ら
し
む
る
も
の
は
、
実
に
こ
の

美
し
き
姉
妹
、
即
ち
芸
術
と
宗
教
の
好
伴
侶
を
有
す
る
が

ゆ
ゑ
で
あ
る
。
も
し
も
こ
の
二
つ
の
も
の
が
な
か
つ
た
な

ら
ば
、
い
か
に
淋
し
く
味
気
な
き
憂
世
な
る
か
、
想
像
出

来
が
た
き
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
人
生
に
離
れ
難
き
趣

味
を
抱
か
し
む
る
も
の
は
、
た
だ
こ
の
二
つ
の
姉
妹
の
存

在
す
る
が
ゆ
ゑ
で
あ
る
。

両
者
の
関
係
は
、
芸
術
は
「
美
の
門
よ
り
、
人
間
を
天
国

に
導
か
む
と
す
る
も
の
」
で
、
宗
教
は
「
真
と
善
と
の
門
よ

り
、
人
間
を
神
の
御
許
に
到
ら
し
め
む
と
す
る
」
も
の
と
さ

れ
る
。
究
極
的
に
は
、
と
も
に
「
神
の
御
許
＝
天
国
」
に
向

か
わ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
両
者
は
、
右
手
と
左
手
、
ま
た

親
子
兄
弟
姉
妹
夫
婦
の
よ
う
に
相
互
補
完
的
に
補
い
合
う

「
人
生
の
大
導
師
」
で
あ
る
。
芸
術
は
「
自
然
美
＝
形
体
美
」

を
介
し
て
「
天
国
」
の
「
風
光
」
を
偲
ば
せ
、
そ
の
「
極
致
」

は
「
自
然
美
の
賞
翫
悦
楽
に
よ
り
、
現
実
界
の
制
縛
を
脱
離

し
て
、
恍
と
し
て
吾
を
忘
る
る
の
一
境
に
あ
る
」。

対
し
て
宗
教
は
、「
霊
性
内
観
の
一
種
神
秘
的
な
る
洞
察
力

に
よ
り
て
、
直
ち
に
人
を
し
て
神
の
生
命
に
接
触
せ
し
む
る

も
の
」
で
、
そ
の
「
極
地
」
は
「
永
遠
無
窮
に
神
と
共
に
活

き
、
神
と
共
に
動
か
む
と
欲
す
る
、
霊
的
活
動
の
向
上
発
展
」

に
し
て
「
精
神
美
＝
人
格
美
」
の
完
成
に
あ
る
。
無
媒
介
的

に
直
接
「
神
智
、
霊
覚
、
交
感
、
孚
応
」
に
よ
っ
て
「
霊
界

の
真
相
を
捕
捉
せ
し
め
む
と
す
る
」
の
が
「
宗
教
本
来
の
面

目
で
あ
る
」。

こ
う
し
て
、「
真
の
芸
術
な
る
も
の
は
生
命
あ
り
、
活
力
あ

り
、
永
遠
無
窮
の
悦
楽
あ
る
も
の
」
で
、「
造
化
の
偉
大
な
る

力
に
よ
り
て
造
ら
れ
た
る
、
天
地
間
の
森
羅
万
象
は
、
何
れ

も
皆
神
の
芸
術
的
産
物
で
あ
る
。
こ
の
大
芸
術
者
、
即
ち
造

物
主
の
内
面
的
真
態
に
触
れ
、
神
と
共
に
悦
楽
し
、
神
と
共

に
生
き
、
神
と
共
に
動
か
む
と
す
る
の
が
、
真
の
宗
教
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
瑞
月
（
注
：
王
仁
三
郎
の
こ
と
）
が
霊
界
物

語
を
口
述
し
た
の
も
、
真
の
芸
術
と
宗
教
と
を
一
致
せ
し
め
、

以
て
両
者
共
に
完
全
な
る
生
命
を
与
へ
て
、
以
て
天
下
の
同

胞
を
し
て
、
真
の
天
国
に
永
久
に
楽
し
く
遊
ば
し
め
ん
と
す

る
の
微
意
よ
り
出
で
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
宗
教
と
芸
術

と
は
、
双
方
一
致
す
べ
き
運
命
の
途
に
あ
る
こ
と
を
覚
り
、
本

書
（『
霊
界
物
語
』）
を
出
版
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
」
と
結

論
づ
け
ら
れ
る
。

2-

6　

霊
的
暴
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の
第
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次
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突
破
口
と

し
て
の
耀
盌
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こ
の
よ
う
に
、
芸
術
と
宗
教
の
究
極
的
一
致
が
高
ら
か
に

宣
言
さ
れ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
真
善
美
の
統
合
的
一
致
の

究
境
で
あ
り
、
神
聖
遊
戯
の
実
演
と
し
て
の
「
世
の
立
て
替

え
立
て
直
し
」、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、「
地
上
天
国
」
の
実
現
で

あ
っ
た
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
出
口
王
仁
三
郎
は
、
満
五
六
歳
七

カ
月
（
五
六
七
・
み
ろ
く
）
の
日
の
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

三
月
三
日
に
自
ら
を
み
ろ
く
大
神
と
内
外
に
宣
言
す
る
「
み

ろ
く
大
祭
」
を
執
り
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
昭
和
七
年
八

月
一
三
日
に
は
、「
大
日
本
武
道
宣
揚
会
」
を
設
立
し
、
自
ら

総
裁
に
就
任
、
道
主
は
植
芝
盛
平
が
就
任
し
た
。
折
し
も
、

前
年
の
昭
和
六
年
九
月
一
八
日
、
関
東
軍
参
謀
石
原
莞
爾
ら

の
策
謀
に
よ
り
、
奉
天
郊
外
の
柳
条
湖
で
南
満
州
鉄
道
を
爆

破
す
る
満
州
事
変
が
起
き
た
。
翌
昭
和
七
年
一
月
に
は
関
東

軍
は
満
州
の
ハ
ル
ピ
ン
を
占
領
し
、
三
月
に
清
朝
最
後
の
皇

帝
愛
新
覚
羅
溥
儀
を
立
て
て
満
州
国
を
興
し
た
が
、
各
国
に

そ
の
侵
略
行
為
を
批
判
さ
れ
、
昭
和
八
年
三
月
、
日
本
は
常

任
理
事
国
を
務
め
て
い
た
国
際
連
盟
を
脱
退
す
る
。
昭
和
七

年
五
月
一
五
日
に
は
、
海
軍
中
尉
古
賀
清
志
ら
海
軍
将
校
が

計
画
し
て
犬
養
毅
首
相
ら
を
襲
撃
・
殺
害
し
た
「
五
・
一
五

事
件
」
が
起
き
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
騒
然
と
し
た
世
情
の
中
、
出
口
王
仁
三
郎
は

積
極
的
に
挙
国
更
正
運
動
や
国
防
運
動
や
国
体
闡
明
運
動
を

行
な
い
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
一
月
二
六
日
に
教
団
の
名

を
「
大
本
」
か
ら
再
度
「
皇
道
大
本
」
に
改
称
し
、
一
〇
月

四
日
か
ら
翌
昭
和
九
年
八
月
一
五
日
ま
で
『
霊
界
物
語
』
の

最
終
篇
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
『
天
祥
地
瑞
』
の
口
述
を

行
な
っ
た
。
そ
の
口
述
が
終
わ
る
少
し
前
の
昭
和
九
年
七
月

二
二
日
、「
神
聖
な
る
皇
道
に
則
り
皇
業
を
翼
賛
し
神
洲
日
本

の
使
命
達
成
を
図
る
を
以
て
目
的
」
と
し
て
「
昭
和
神
聖
会
」

を
結
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
高
指
導
者
の
「
統
管
」
に

は
出
口
王
仁
三
郎
が
就
任
し
、
副
統
管
に
は
黒
龍
会
主
幹
の

内
田
良
平
と
出
口
王
仁
三
郎
の
娘
婿
の
出
口
宇
知
麿
の
二
人

が
就
任
し
た
。
軍
人
会
館
（
戦
後
は
九
段
会
館
と
改
称
）
に
集

ま
っ
た
参
加
者
は
三
〇
〇
〇
人
余
、
発
会
式
に
は
、
内
務
大

臣
、
衆
議
院
議
長
、
貴
族
院
議
員
、
陸
海
軍
将
校
ら
の
祝
辞

も
あ
っ
た
。
一
年
間
で
当
時
の
人
口
の
約
一
割
の
八
〇
〇
万

人
に
上
る
賛
同
会
員
が
集
ま
っ
た
と
い
う
か
ら
、
政
権
に
も

脅
威
を
与
え
る
ほ
ど
の
一
大
勢
力
で
あ
っ
た
。

昭
和
神
聖
会
に
お
け
る
「
皇
道
」
主
義
は
、
世
界
大
家
族

制
度
（
世
界
一
心
、
人
類
本
来
兄
弟
同
胞
）
の
建
設
や
租
税
制

度
廃
絶
の
ほ
か
、
天
産
自
給
、
皇
道
発
揚
（
昭
和
維
新
）、
世

界
統
一
（
人
類
愛
善
の
精
神
に
よ
る
精
神
的
道
義
的
統
一
、
人
類

和
楽
の
世
界
建
設
）
を
説
く
精
神
運
動
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ

の
農
村
救
済
運
動
や
大
家
族
精
神
運
動
や
皇
道
普
及
運
動
な

ど
の
救
国
的
国
民
精
神
運
動
は
、
第
一
次
大
本
事
件
を
通
し

て
「
皇
道
大
本
」
の
潜
在
的
危
険
性
と
脅
威
を
感
じ
て
い
た

政
府
関
係
者
を
動
揺
さ
せ
た
。

す
で
に
、
第
一
次
大
本
事
件
前
の
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

の
『
原
敬
日
記
』
に
は
、「
我
邦
宗
教
の
力
は
殆
ど
全
滅
し
た

る
結
果
と
し
て
大
本
教
の
如
き
も
の
す
ら
蔓
延
す
る
勢
い
な

れ
ば
、
耶
蘇
教
の
如
き
近
来
非
常
の
勢
を
以
て
伝
播
せ
り
」

（
一
〇
月
九
日
）、「
我
国
宗
教
は
殆
ど
滅
亡
せ
り
と
言
う
も
不

可
な
し
、
故
に
天
理
教
に
て
も
大
本
教
に
て
も
忽
ち
人
心
を

得
る
の
情
勢
な
り
、
憂
慮
に
堪
え
ず
」（
一
〇
月
一
四
日
）
と

名
指
し
で
警
戒
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
第
一
次
大
本
事
件

後
、
大
正
一
一
年
一
〇
月
五
日
に
第
一
審
判
決
で
出
口
王
仁

三
郎
は
不
敬
罪
で
懲
役
五
年
の
有
罪
、
大
正
一
三
年
七
月
二

一
日
の
第
二
審
の
控
訴
審
判
決
で
も
有
罪
判
決
と
な
り
、
大

審
院
に
控
訴
さ
れ
た
が
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
昭
和
二
年

五
月
一
七
日
に
大
正
天
皇
崩
御
に
よ
る
大
赦
令
で
免
訴
と
な

っ
た
が
、
火
種
は
燻く

す

ぶ
り
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
年
）
一
二
月
八
日
、
第

二
次
大
本
事
件
が
起
こ
っ
た
。
治
安
維
持
法
違
反
・
不
敬
罪

で
出
口
王
仁
三
郎
以
下
九
八
七
名
が
検
挙
さ
れ9

、
皇
道
大
本

は
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
た
。
出
口
王
仁
三
郎
と
二
代
教
主
出

口
す
み
（
澄
子
）
は
、
島
根
県
松
江
の
島
根
別
院
で
検
挙
・

起
訴
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
本
教
の
聖
地
で
あ
る
綾
部
と
亀
岡

で
、
出
口
王
仁
三
郎
と
出
口
す
み
の
長
女
で
後
継
者
の
出
口

直
日
（
後
の
三
代
教
主
）
と
夫
の
出
口
日
出
麿
（
後
の
三
代
教

主
補
）
他
、
幹
部
信
者
が
次
々
と
検
挙
さ
れ
た
。

第
二
次
大
本
事
件
は
、
閣
議
決
定
を
受
け
、「
大
本
を
完
全

に
地
上
か
ら
葬
り
去
る
ま
で
徹
底
的
に
や
る
」
と
言
っ
た
と

い
う
内
務
省
の
唐
沢
俊
樹
警
保
局
長
の
指
揮
下
、
杭く

い

迫せ
こ

軍ぐ
ん

二じ

京
都
府
警
特
高
課
長
ら
に
よ
っ
て
決
行
さ
れ
た
。
捜
索
箇
所

は
全
国
の
皇
道
大
本
の
施
設
や
信
者
の
自
宅
な
ど
、
取
り
調

べ
を
受
け
た
人
は
三
〇
〇
〇
人
余
で
、
検
挙
さ
れ
た
の
は
九

八
七
人
、
治
安
維
持
法
違
反
や
不
敬
罪
で
起
訴
さ
れ
た
の
は

六
一
人
だ
っ
た
。
取
り
調
べ
は
苛
烈
で
、
厳
し
い
拷
問
も
行

な
わ
れ
た
。
起
訴
さ
れ
た
六
一
人
の
内
、
一
六
人
が
死
去
し

て
い
る
。
出
口
王
仁
三
郎
も
長
髪
を
引
き
ず
り
回
さ
れ
、
特

に
後
継
指
導
者
と
目
さ
れ
て
い
た
出
口
日
出
麿
の
取
り
調
べ

は
過
酷
を
極
め
、
拷
問
に
つ
ぐ
拷
問
に
よ
り
精
神
異
常
に
陥

っ
た
。
出
口
日
出
麿
が
拷
問
に
か
け
ら
れ
て
い
る
痛
ま
し
い

様
子
を
義
父
の
出
口
王
仁
三
郎
は
次
の
よ
う
に
詠
ん
だ
。

拷
問
に
か
け
ら
れ
我
が
子
の
ヒ
イ
ヒ
イ
と
苦
し
む
声
を

聞
く
は
悲
し
き

日
出
麿
は
竹
刀
で
打
た
れ
断
末
魔
の
悲
鳴
あ
げ
居
る
を

聞
く
辛
さ
か
な

第
一
審
は
一
〇
五
回
の
公
判
を
重
ね
、
昭
和
一
五
年
（
一

九
四
〇
）
二
月
二
九
日
、
全
員
有
罪
の
判
決
が
出
、
出
口
王

仁
三
郎
は
無
期
懲
役
、
す
み
は
懲
役
一
〇
年
の
判
決
が
言
い

渡
さ
れ
た
。
第
二
審
は
一
二
〇
回
の
公
判
の
末
、
昭
和
一
七

年
七
月
三
一
日
、
治
安
維
持
法
に
つ
い
て
全
員
無
罪
判
決
が
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出
た
が
、
出
口
王
仁
三
郎
は
不
敬
罪
で
懲
役
五
年
の
判
決
だ

っ
た
。
す
ぐ
に
大
審
院
（
現
在
の
最
高
裁
）
に
上
告
さ
れ
た
。

昭
和
一
七
年
八
月
七
日
、
保
釈
の
身
と
な
り
、
出
口
王
仁
三

郎
は
亀
岡
に
戻
っ
た
が
、
六
年
八
カ
月
の
歳
月
を
獄
中
で
過

ご
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、
出
口
王
仁
三
郎
七
一
歳
、
妻

の
二
代
教
主
す
み
は
五
九
歳
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
徐
々
に
太
平
洋
戦
争
の
戦
局
も
厳
し
く
な
り
、
あ

ら
ゆ
る
面
で
国
家
統
制
が
強
化
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
昭

和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
末
か
ら
、
出
口
王
仁
三
郎
は
後
に

「
耀
盌
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
楽
焼
茶
碗
の
制
作
を
始
め
、

一
年
余
り
で
数
千
個
の
耀
盌
を
作
っ
た
。
図
5
の
耀
盌
「
瑞

雲
」（
三
代
教
主
出
口
直
日
に
よ
る
銘
）
も
そ
の
中
の
一
個
で
あ

る
。昭

和
二
〇
年
（
一
九
四
五
年
）
八
月
一
五
日
に
日
本
は
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
敗
戦
と
な
り
、
終
戦
を
迎
え
る
が
、
九

月
八
日
に
出
た
大
審
院
の
判
決
は
、
治
安
維
持
法
に
つ
い
て

は
無
罪
、
不
敬
罪
は
懲
役
五
年
の
有
罪
が
確
定
し
た
。
し
か

し
、
同
年
一
〇
月
一
七
日
に
大
赦
令
が
出
て
、
第
一
次
大
本

事
件
の
結
末
同
様
、
不
敬
罪
の
有
罪
も
免
訴
と
な
っ
た
。

2-

7　
ま
と
め

霊
的
暴
力
と
い
う
観
点
か
ら
、
大
本
教
の
宗
教
思
想
や
宗

教
活
動
と
二
度
に
わ
た
る
大
本
事
件
を
見
て
い
く
場
合
、
大

本
教
が
社
会
の
前
面
に
出
て
く
る
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
い

う
激
動
の
近
代
史
の
根
本
特
性
を
摑
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
根
本
特
性
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
憲
法
が
明
治
二
二
年
に
制
定
さ
れ
た
後
に
、
出
口
な
お

開
祖
に
始
ま
る
「
世
の
立
て
替
え
立
て
直
し
」
と
い
う
世
界

改
造
運
動
が
起
こ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
は
、
明
治
政
府
が
進
め

た
「
王
政
復
古
」
で
は
な
く
、
隠
退
さ
せ
ら
れ
封
印
さ
れ
て

き
た
「
艮
の
金
神
」
と
い
う
根
源
神
＝
元
の
神
に
よ
る
「
神

聖
復
古
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
根
本
原
理
が
、「
王
政
復
古
」
に

基
づ
く
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
日
本
国
家
（
大
日
本
帝
国
）
に

抵
触
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
明
治
二

二
年
（
一
八
八
九
）
に
制
定
さ
れ
た
大
日
本
帝
国
憲
法
の
第
一

章
は
天
皇
条
項
で
、「
第
一
条　

大
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ

天
皇
之
ヲ
統
治
ス　

第
三
条　

天
皇
ハ
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
ヘ

カ
ラ
ス　

第
四
条　

天
皇
ハ
国
ノ
元
首
ニ
シ
テ
統
治
権
ヲ
総

攬
シ
…
…
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
国
家
構
造
の
中
で
、「
世
の
立
て
替
え
立
て
直

し
」
と
い
う
世
直
し
の
第
一
の
矢
は
、
出
口
ナ
オ
（
変
性
男

子
）
の
「
筆
先
」（
後
に
「
大
本
神
諭
」）
と
な
っ
て
激
烈
に
放

た
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
矢
を
し
か
と
受
け
止
め
る
も
の
、
理

解
す
る
も
の
、
意
味
づ
け
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
霊

的
発
信
を
正
面
か
ら
（
あ
る
い
は
横
面
か
ら
）
し
か
と
受
け
止

め
た
の
が
、
上
田
喜
三
郎
（
後
の
出
口
王
仁
三
郎
）
だ
っ
た
。

出
口
王
仁
三
郎
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た

秘
教
的
国
学
の
「
霊
学
」
と
「
言
霊
学
」
を
取
り
入
れ
、
大

本
の
思
想
構
築
、
実
践
計
画
を
練
り
上
げ
、
周
囲
の
無
理
解

や
反
対
や
妨
害
な
ど
の
軋
轢
を
乗
り
越
え
な
が
ら
大
胆
不
敵

に
大
本
世
界
改
造
計
画
を
実
行
し
た
。

そ
の
過
程
で
、『
神
霊
界
』（
編
集
長
：
浅
野
和
三
郎
）
を
中

心
と
し
た
「
大
正
維
新
」
派
が
、
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）

立
て
替
え
説
を
主
張
し
、
同
年
二
月
一
二
日
に
第
一
次
大
本

事
件
で
、
出
口
王
仁
三
郎
・
浅
野
和
三
郎
・
吉
田
祐
定
が
不

敬
罪
・
新
聞
紙
法
違
反
で
検
挙
・
起
訴
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
責

付
出
獄
中
の
身
な
が
ら
、
大
正
一
二
年
九
月
一
日
に
起
こ
っ

た
関
東
大
震
災
後
の
社
会
不
安
の
中
で
、
大
正
一
三
年
二
月

図４　出口王仁三郎画「巌上観音」

図５　出口王仁三郎耀盌「瑞雲」

図６　出口日出麿の書「神威」「至誠生言霊」
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一
三
日
、
出
口
王
仁
三
郎
は
入
蒙
し
、
帰
国
後
大
喝
采
を
受

け
、「
邪
教
」
イ
メ
ー
ジ
の
世
論
は
逆
転
し
た
。
同
時
に
、
第

一
次
大
本
事
件
直
前
よ
り
『
霊
界
物
語
』
の
口
述
を
始
め
、
全

八
一
巻
八
三
冊
を
刊
行
し
、
日
本
史
に
特
筆
す
べ
き
前
人
未

踏
の
一
大
物
語
を
物
語
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
大
本
と
出
口
王

仁
三
郎
に
ま
つ
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
象
と
思
想
が
隠
喩
的
に
ま

た
諧
謔
的
に
大
衆
オ
ペ
ラ
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
設
立
し
た
「
明
光
社
」
に

よ
り
、
ス
サ
ノ
ヲ
ぶ
り
を
発
現
す
る
総
合
信
仰
生
活
芸
術
運

動
を
展
開
す
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
は
、「
昭
和
神
聖
会
」

を
発
足
さ
せ
る
が
、
一
年
余
り
の
活
動
後
、
昭
和
一
〇
年
一

二
月
八
日
、
第
二
次
大
本
事
件
に
よ
り
、
す
べ
て
の
大
本
と

出
口
王
仁
三
郎
の
活
動
は
終
息
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
だ
が
、

裁
判
や
獄
中
に
あ
っ
て
、
出
口
王
仁
三
郎
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
示
し
て
い
る
。
昭
和
一
七
年
に
出
獄
後
、
昭
和

一
九
年
よ
り
「
耀
盌
」
の
制
作
を
始
め
、「
地
上
天
国
」
を
志

向
す
る
新
し
い
美
の
創
造
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
、
終
戦
後

の
昭
和
二
一
年
二
月
七
日
、
大
本
は
「
愛
善
苑
」
と
名
を
変

え
、
苑
主
は
出
口
王
仁
三
郎
と
し
て
、
新
た
な
歩
み
を
始
め
、

昭
和
二
三
年
一
月
一
九
日
午
前
七
時
五
五
分
に
七
六
歳
五
ヶ

月
で
死
去
し
た
が
、
そ
の
ス
サ
ノ
ヲ
の
化
身
・
冒
険
と
し
て

の
生
涯
と
思
想
と
行
動
は
今
も
多
大
な
影
響
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
し
続
け
て
い
る
。

3
大
本
事
件
と
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が

問
い
か
け
る
も
の

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
七
月
六
日
と
二
六
日
の
二
度
に

わ
た
り
、
麻
原
彰
晃
（
松
本
智
津
夫
）
以
下
、
オ
ウ
ム
真
理
教

事
件
の
死
刑
囚
一
三
名
が
処
刑
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ

て
、
再
び
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が
問
い
直
さ
れ
、
オ
ウ
ム
真

理
教
が
顕
在
化
し
た
問
題
点
を
再
度
検
証
議
論
さ
れ
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
報
道
特
集
や
本
の
出
版
な
ど
が
試
み
ら

れ
た
が
、
そ
れ
も
平
成
の
世
の
終
り
や
二
〇
二
〇
年
に
行
な

わ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
そ
の
五
年
後
の
二
〇
二
五
年

に
行
な
わ
れ
る
大
阪
万
国
博
覧
会
へ
の
関
心
の
移
り
行
き
と

喧
騒
の
中
で
か
き
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
七
月
六
日
、
主
犯
麻
原
彰
晃
と

と
も
に
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
早
川
紀
代
秀
は
、「
消
え
な
い
足

跡
―
オ
ウ
ム
と
私
の
軌
跡
」（『
私
に
と
っ
て
オ
ウ
ム
と
は
何

だ
っ
た
の
か
』（
二
〇
四
―二
〇
五
頁
、
ポ
プ
ラ
社
、
二
〇
〇
五

年
）
の
中
で
、「
な
ぜ
グ
ル
麻
原
の
ポ
ア
の
指
示
に
逆
ら
え
な

か
っ
た
の
か
？
」
と
い
う
問
い
を
立
て
、
次
の
五
点
を
総
括

と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

①
（
麻
原
彰
晃
を
）
ブ
ッ
ダ
・
目
覚
め
た
人
と
し
て
信
仰
し
、

絶
対
的
グ
ル
と
し
て
絶
対
的
な
帰
依
を
し
て
い
た
人
が
出

し
た
指
示
で
あ
っ
た
た
め
に
、
逆
ら
う
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

②
ブ
ッ
ダ
・
目
覚
め
た
人
と
し
て
信
仰
し
、
絶
対
的
な
グ

ル
と
し
て
帰
依
し
て
い
た
人
か
ら
、
つ
ま
り
自
ら
認
め
た

絶
対
的
権
威
者
か
ら
、
殺
害
を
肯
定
す
る
、
あ
る
い
は
殺

害
に
よ
る
救
済
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ア
の
教
え
て
い
た

こ
と
が
説
か
れ
て
い
た
。

③
自
分
自
身
の
気
持
ち
と
し
て
は
、
グ
ル
か
ら
や
れ
と
言

わ
れ
て
も
、
や
り
た
く
な
い
、
嫌
だ
と
い
う
気
持
ち
が
あ

っ
て
も
、
そ
れ
は
「
修
行
が
足
り
な
い
か
ら
そ
う
思
う
ん

だ
」、「
自
分
の
心
が
弱
い
か
ら
そ
う
思
う
の
だ
」
と
思
っ

て
抑
え
込
ん
で
し
ま
う
思
考
回
路
が
訓
練
で
出
来
上
が
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
。

④
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
を
防
ぐ
に
は
、
こ
う
い
う
方
法
も
や
む

を
得
な
い
の
か
な
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
。

⑤
も
し
逆
ら
え
ば
自
分
自
身
が
ポ
ア
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
恐
怖
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
特
徴
的
な
の
は
、
グ
ル
の
絶
対
性
と
恐
怖
の
表
明

で
あ
る
。
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
は
『
聖
な
る
も
の
』（
久
松

英
二
訳
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
、
原
著
一
九
一
七
年
）
の
中

で
、
聖
な
る
も
の
に
出
会
っ
た
人
間
が
持
つ
相
反
感
情
を
「
ヌ

ミ
ノ
ー
ゼ
」（das N

um
inöse

）
と
規
定
し
、
そ
れ
は
畏
怖
と

魅
惑
、あ
る
い
は「
戦
慄
的
な
神
秘
」（M

ysterium
 trem

endum

）

と
「
魅
力
的
な
神
秘
」（M

ysterium
 fascinans

）
の
両
極
感
情

で
あ
る
と
し
た
。
早
川
紀
代
秀
が
吐
露
し
て
い
る
の
は
、
あ

る
意
味
で
は
そ
の
よ
う
な
相
反
感
情
で
、
早
川
は
、
マ
ッ
ク

ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
『
支
配
の
諸
類
型
』（
世
良
晃
志
郎
訳
、
創

文
社
、
一
九
七
〇
年
）
の
中
で
指
摘
し
た
「
カ
リ
ス
マ
的
支

配
」
の
影
響
圏
か
ら
抜
け
出
る
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
の
逃
れ
ら
れ
な
い
「
絶
対
的
な
」
存
在
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
「
絶
対
的
」
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
、
と
い

う
「
絶
対
化
」
の
過
程
も
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、「
絶
対
化
」
は
一
人
で
は
成

り
立
た
な
い
。「
絶
対
」
が
「
絶
対
」
と
し
て
特
立
す
る
た
め

に
は
、
そ
れ
を
認
証
す
る
他
者
（
多
者
）
が
必
要
で
あ
る
。
そ

れ
が
オ
ウ
ム
真
理
教
の
場
合
、
絶
対
の
グ
ル
を
支
え
る
弟
子

の
存
在
に
な
る
。
教
祖
は
信
者
な
し
に
は
存
在
し
得
な
い
。

教
祖
は
信
者
に
対
し
て
「
神
秘
」
や
「
真
理
」
を
開
示
す
る
。

オ
ウ
ム
真
理
教
の
場
合
、
そ
れ
は
実
現
で
き
そ
う
も
な
い
無

理
難
題
を
押
し
つ
け
る
こ
と
で
「
煩
悩
破
壊
」
と
い
う
自
己

突
破
を
仕
掛
け
る
「
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
」
と
い
う
観
念
装
置

で
あ
っ
た
。

早
川
紀
代
秀
は
、「
ポ
ア
」
と
称
さ
れ
て
い
た
殺
人
行
為
を

や
り
た
く
な
い
、
嫌
だ
と
い
う
気
持
ち
が
起
こ
っ
て
も
、
修

行
が
足
り
ず
、
自
分
の
心
が
弱
い
か
ら
そ
う
思
う
の
だ
と
、
そ

の
気
持
ち
を
否
定
す
る
「
思
考
回
路
」
が
出
来
上
が
っ
て
い

た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
う
し
た
「
思
考
回
路
」
に
閉
じ
込
め
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て
し
ま
う
も
の
は
、
そ
れ
に
逆
ら
え
ば
自
分
が
「
ポ
ア
」（
殺

害
）
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
「
恐
怖
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ

う
し
て
、
早
川
は
ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
的
な
カ
リ
ス
マ
支
配
と
恐
怖

支
配
に
よ
っ
て
、
身
動
き
で
き
ず
、
思
考
放
棄
す
る
し
か
な

い
場
所
に
連
れ
出
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
問
題
は
そ
の
よ
う

な
「
思
考
回
路
」
を
ど
の
よ
う
に
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
で
あ
る
。

同
書
の
中
で
、
早
川
紀
代
秀
は
結
論
的
に
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

グ
ル
麻
原
が
自
分
は
人
類
の
カ
ル
マ
を
生
産
す
る
地
球

規
模
の
救
世
主
で
あ
る
と
い
う
救
世
主
幻
想
と
で
も
い
う

べ
き
グ
ル
幻
想
（
グ
ル
の
グ
ル
幻
想
）
を
い
だ
き
、
そ
れ
を

私
達
も
共
有
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
（
弟
子
の
グ
ル
幻
想
）、
こ

れ
が
オ
ウ
ム
の
間
違
い
の
根
本
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。
こ
う
し
た
グ
ル
幻
想
（
グ
ル
の
グ
ル
幻
想
と
弟
子
の

グ
ル
幻
想
）
を
持
っ
た
が
ゆ
え
に
犯
罪
に
走
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
グ
ル
幻
想
が
な
け
れ
ば
、
オ
ウ

ム
の
凶
悪
犯
罪
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。（
同
二
一
一
―二
一
二
頁
）

オ
ウ
ム
事
件
は
、
ど
ん
な
気
狂
い
じ
み
た
こ
と
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
は
グ
ル
の
宗
教
的
動
機
か
ら
起
こ
っ
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
グ
ル
へ
の
絶
対
的
帰
依
を
実
践

す
る
と
い
う
グ
ル
と
弟
子
の
宗
教
的
関
係
性
に
よ
っ
て
、
弟

子
が
グ
ル
の
具
体
的
な
指
示
、
命
令
に
従
っ
て
事
件
を
起

こ
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
。
こ
の
二
点
は
、
二
度
と
こ

の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
ら
な
い
た
め
に
も
、
見
誤
る
こ
と

な
く
、
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
こ
う
し
た
グ
ル
と
弟
子
の
宗
教
的
関
係
性
の

な
か
に
私
が
と
ら
わ
れ
、
事
件
の
実
行
犯
と
な
っ
た
の
は
、

自
分
自
身
の
傲
慢
さ
と
宗
教
的
無
知
ゆ
え
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
心
よ
り
反
省
し
、
重
ね
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

（
二
一
六
頁
）

早
川
紀
代
秀
が
二
重
の
「
グ
ル
幻
想
」
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
一
つ
は
、
グ
ル
麻
原
が
持
っ
た
グ

ル
幻
想
。
も
う
一
つ
は
、
弟
子
が
持
っ
た
グ
ル
幻
想
。
こ
の

二
つ
の
グ
ル
幻
想
が
強
力
に
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ

ル
の
絶
対
化
が
進
行
し
て
い
く
。
そ
し
て
そ
れ
が
霊
的
暴
力

と
し
て
グ
ル
と
弟
子
の
思
考
と
行
動
を
「
魔
形
」
化
さ
せ
「
異

形
」
化
さ
せ
る
。

前
章
で
検
討
し
た
二
度
に
わ
た
る
大
本
事
件
を
通
し
て
浮

か
び
上
が
っ
て
き
た
霊
的
暴
力
は
、
第
一
に
、
神
道
霊
学
修

行
や
仏
道
修
行
な
ど
諸
種
の
修
行
や
身
心
変
容
技
法
の
修
練

に
携
わ
る
者
が
必
然
的
に
遭
遇
す
る
神
秘
体
験
や
神
通
力
や

魔
境
な
ど
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
「
魔
形
」
化
や
「
異

形
」
化
の
問
題
で
あ
り
、
神
道
的
な
文
脈
で
言
え
ば
、
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
「
審
神
」
で
き
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
あ
る
特
異
な
霊
的
体
験
や
神
体
験
に
基
づ
く
思
想

や
行
動
を
、
そ
れ
を
管
理
し
た
り
、
監
視
し
た
り
、
規
制
し

た
り
す
る
権
力
を
持
つ
集
団
（
宗
教
教
団
や
国
家
や
報
道
機
関
）

が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
判
定
（
審
神
）
し
、
裁
き
、
位
置

づ
け
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
後
者
の
場
合
、
現
在
の

中
国
政
府
が
「
邪
教
」
と
位
置
づ
け
る
法
輪
功
な
ど
一
四
の

団
体
に
対
す
る
選
定
基
準
と
も
関
わ
っ
て
く
る
。
歴
史
的
に

見
れ
ば
、
諸
種
の
宗
教
戦
争
や
江
戸
時
代
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾

圧
や
古
代
の
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
撲
滅
な
ど
の
諸
事
例
も
こ

れ
に
関
係
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
冒
頭
で
掲
げ
た
人

民
寺
院
や
太
陽
寺
院
や
ヘ
ヴ
ン
ズ
・
ゲ
ー
ト
な
ど
の
集
団
自

殺
や
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
ン
ソ
ン
に
よ
る
殺
人
事
件
も
両
方
の

ケ
ー
ス
に
関
係
し
て
く
る
。
個
に
お
け
る
霊
的
暴
力
で
も
あ

り
、
集
団
に
お
け
る
霊
的
暴
力
で
も
あ
る
と
い
う
意
味
で
。

こ
の
よ
う
な
我
々
の
問
題
意
識
に
最
も
近
い
包
括
的
な
先

行
研
究
は
、
米
国
の
精
神
科
医
ロ
バ
ー
ト
・
リ
フ
ト
ン
の
中

国
共
産
党
下
に
お
け
る
「
ス
パ
イ
」
の
「
思
考
改
造
」（
い
わ

ゆ
る
「
洗
脳
」）
の
研
究
で
あ
る
。
ロ
バ
ー
ト
・
リ
フ
ト
ン
は

『
思
想
改
造
の
心
理
』（
小
野
泰
博
訳
、
誠
信
書
房
、
一
九
七
九

年
）の
中
で
、「
思
想
改
造
」（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
改
鋳ideological 

rem
odeling

、イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
改
造ideological reform

、thougth 
reform

）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
れ
に
よ
っ
て
起
こ
る
心
理
過
程

と
心
理
構
造
の
変
化
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
ド

グ
マ
の
押
し
つ
け
（im

posed dogm
as

）、
異
端
審
問

（inquisitions

）、
集
団
回
心
運
動（m

ass conversion m
ovem

ents

）

な
ど
と
し
て
、
歴
史
的
に
も
地
理
的
に
も
、
ど
の
時
代
の
ど

の
国
で
も
多
か
れ
少
な
か
れ
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
中
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
洗
脳
に
は
、
そ
れ
を
よ
り
組
織
的
、

包
括
的
、
か
つ
計
画
的
な
も
の
、
い
い
か
え
れ
ば
よ
り
完
璧

な
も
の
（total

）
に
仕
上
げ
る
と
と
も
に
、
強
力
か
つ
巧
妙
な

心
理
学
的
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
い
ろ
い
ろ
と
独
特
な
方
法
で
つ
き

混
ぜ
ら
れ
て
で
き
て
い
る
」（
五
頁
上
段
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
医
師
と
ル
カ
神
父
を
含
む
西
欧

人
二
五
名
の
面
接
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
そ
の
分
析
を
通
し
て
、

「
思
想
改
造
の
心
理
過
程
」
の
共
通
項
を
次
の
一
一
の
項
目
に

ま
と
め
て
い
る
。

①
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
加
え
ら
れ
る
攻
撃

②
罪
意
識
の
成
立

③
自
己
―
背
信

④
耐
え
ら
れ
る
限
度
：
全
面
的
葛
藤
と
基
本
的
恐
怖

⑤
寛
容
と
機
会

⑥
自
白
の
強
制

⑦
罪
の
挑
戦

⑧
再
―
教
育
：
論
理
的
な
名
誉
棄
損

⑨
進
歩
と
調
和

⑩
最
終
自
白
：
要
約

⑪
再
生

⑫
解
放
：
変
遷
と
拘
禁
（
同
書
七
三
－
九
三
頁
）
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リ
フ
ト
ン
が
提
示
し
た
こ
の
「
思
想
改
造
の
心
理
過
程
」

を
二
つ
の
対
極
的
要
素
に
突
き
詰
め
る
と
、「
死
と
再
生
」
に

な
る
。
ロ
バ
ー
ト
・
リ
フ
ト
ン
は
、
こ
う
し
た
象
徴
的
な
「
死

と
再
生
」
の
過
程
を
、
中
国
共
産
党
の
思
想
改
造
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
従
っ
て
、
刑
務
所
に
入
っ
て
き
た
「
反
動
的
ス
パ
イ
」

が
滅
び
、「
共
産
党
式
に
復
活
し
た
（resurrected

）『
新
し
い

人
間
』
が
出
現
す
る
」（
七
二
頁
）
過
程
と
指
摘
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
古
い
心
を
持
っ
た
自
己
が
死
ん
で
、
新
し
い
心
を

持
っ
た
自
己
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
は
し
か
し
、「
回
心
」
な
ど
の
宗
教
体
験
の
核
心
に
あ

る
心
理
過
程
と
共
通
す
る
構
造
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
が
宗
教
的
で
あ
れ
、
政
治
的
で
あ
れ
、「
思
想
改
造
の
心
理

過
程
」
に
は
あ
る
共
通
の
構
造
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

死
と
再
生
、
破
壊
と
構
造
、
否
定
と
肯
定
、
旧
新
交
替
、
な

ど
な
ど
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
大
本
教
や
オ
ウ
ム
真
理
教
に
限

ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
宗
教
教
団
の
入
信
過
程
で
起
こ
る
心
理

過
程
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
入
信

過
程
に
お
い
て
意
図
す
る
か
し
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
常
に

「
霊
的
暴
力
」
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ

う
か
？　

と
し
て
、
信
者
は
自
ら
進
ん
で
、
時
に
は
喜
び
を

も
っ
て
そ
の
「
霊
的
暴
力
」
の
中
に
参
入
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
か
？　

そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
だ
ろ
う
。

と
り
わ
け
、
オ
ウ
ム
「
真
理
」
教
の
場
合
、
そ
の
「
霊
的

暴
力
」
は
「
真
理
」
と
し
て
顕
現
す
る
最
高
レ
ベ
ル
の
通
常

の
理
解
を
超
え
た
崇
高
な
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
オ
ウ
ム
的
思
想
改
造
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
強
力
に
作

用
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
絡
み
、
例
え
ば
、「
×

×
を
し
な
け
れ
ば
地
獄
に
落
ち
る
」
と
脅
さ
れ
る
よ
う
に
繰

り
返
し
言
わ
れ
刷
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
場
合
、
そ
し

て
そ
れ
が
強
固
な
信
仰
や
信
念
に
凝
り
固
ま
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
場
合
、
そ
の
状
態
を
解
除
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単

な
こ
と
で
は
な
い
。

『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
第
五
号
に
寄
稿
し
た
「
身
心
変
容

技
法
と
霊
的
暴
力
」
に
書
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
中
国
共
産

党
及
び
国
務
院
公
安
部
は
、
現
在
、
呼
喊
派
、
徒
弟
会
、
全

範
囲
教
会
、
霊
霊
教
、
新
約
教
会
、
主
神
教
、
被
立
王
、
統

一
教
会
、
三
班
仆
人
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
（
神
の
子
供
た
ち
）、
達
米
宣
教
会
、
世
界
エ
リ
ヤ
福
音
宣

教
会
（
以
上
、
キ
リ
ス
ト
教
系
）、
観
音
法
門
、
霊
仙
宗
（
以
上
、

仏
教
系
）
の
一
四
の
宗
教
組
織
を
「
邪
教
」
と
認
定
し
て
い

る
。
キ
リ
ス
ト
教
系
の
多
く
は
教
祖
を
キ
リ
ス
ト
と
か
主
神

と
か
王
と
か
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
終
末
思
想
や
独
自
の
性

思
想
を
説
く
団
体
も
あ
る
。
仏
教
系
で
は
教
祖
が
仏
（
生
仏
）

な
ど
と
名
乗
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
宗
教
教
団
に
共

通
し
て
い
る
の
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
に
も
似
た
強
烈
か
つ
絶

対
的
な
教
祖
信
仰
を
持
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

中
国
共
産
党
が
指
定
し
て
い
る
団
体
が
す
べ
て
絶
対
的
な

教
祖
信
仰
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
て
い
い
点
だ
。
つ

ま
り
そ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
中
国
共
産
党
の
思
想
改

造
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
「
洗
脳
」
し
よ
う
と
し
て
も
、「
思

想
改
造
」
で
き
な
い
団
体
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
団
体

が
絶
対
的
な
教
祖
信
仰
の
下
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
か

常
に
国
務
院
公
安
部
は
目
を
光
ら
せ
監
視
し
て
い
る
。

中
華
人
民
共
和
国
刑
法
第
三
百
条
で
は
、「
邪
教
」
は
、「
宗

教
、
気
功
ま
た
は
他
の
者
の
名
を
語
り
、
神
格
化
し
た
分
子

が
デ
マ
、
迷
信
な
ど
を
用
い
て
、
人
々
を
騙
し
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
危
害
を
与
え
る
非
法
組
織
」
と
さ
れ
、
中
国
最
高
人
民

法
院
、
最
高
人
民
検
察
院
に
よ
る
「
邪
教
組
織
を
組
織
し
た

り
利
用
し
た
り
す
る
犯
罪
案
件
に
対
し
具
体
的
に
応
用
す
る

法
律
の
若
干
問
題
に
つ
い
て
の
解
釈
」
の
中
で
は
、「
邪
教
組

織
と
は
、
宗
教
、
気
功
ま
た
は
そ
の
他
の
名
義
を
装
っ
て
立

ち
上
げ
、
主
要
人
物
を
神
格
化
し
、
迷
信
や
邪
説
を
造
っ
た

り
広
め
た
り
す
る
な
ど
の
手
段
を
通
し
て
、
他
人
を
欺
き
、
成

員
（
メ
ン
バ
ー
）
を
拡
大
し
た
り
支
配
し
た
り
し
、
社
会
を
脅

か
す
不
法
組
織
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る10

。

こ
う
し
た
「
邪
教
」
の
教
え
に
は
、
病
を
治
し
、
災
難
を

避
け
、
世
界
の
終
わ
り
を
主
と
し
て
宣
伝
す
る
も
の
が
多
く
、

「
そ
の
組
織
に
入
る
こ
と
だ
け
が
救
わ
れ
る
道
」
だ
と
説
き
、

欺
瞞
、
脅
迫
、
侮
辱
が
多
く
、「
伝
統
宗
教
は
も
う
古
く
、
新

し
い
神
が
必
要
だ
」
と
説
く
団
体
と
さ
れ
て
い
る
。
礼
拝
時

な
ど
の
集
会
は
隠
れ
て
行
い
、
騒
い
だ
り
、
喚
い
た
り
、
狂

信
乱
舞
的
な
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
新
し
い
信
徒
の
勧
誘
の

た
め
に
、
詐
欺
や
う
そ
、
騙
す
よ
う
に
入
会
を
勧
め
、
入
会

後
の
退
会
は
で
き
な
い
。「
神
」
の
名
を
語
り
、
反
政
府
運
動

を
煽
り
、
社
会
、
政
府
、
一
般
市
民
を
「
魔
」
と
み
な
し
、
宗

教
や
科
学
を
着
飾
っ
て
邪
説
を
唱
え
、
事
実
を
歪
曲
し
公
言

す
る
。
手
段
を
選
ば
ず
金
銭
を
獲
得
し
、
地
下
組
織
を
形
成

し
、
非
法
活
動
を
行
う
団
体
で
あ
る
と
す
る
（http:

／
／w

w
w.

yawaran.net

／playground

／cult.shtm
l

参
照
）。
そ
れ
ら
は
、

「
デ
マ
、
迷
信
な
ど
を
用
い
て
、
人
々
を
騙
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
危
害
を
与
え
る
非
法
組
織
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
一

四
団
体
の
中
に
法
輪
功
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
中
国
政
府

は
法
輪
功
を
「
邪
教
」
と
認
定
し
、
取
り
締
ま
り
を
強
化
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
中
華
人
民
共
和
国
駐
日
大
使
館
の
H
P

掲
載
の
「
邪
教
『
法
輪
功
』
の
危
害
」
に
は
、
法
輪
功
は
中

国
の
オ
ウ
ム
真
理
教
で
、
他
の
「
カ
ル
ト
集
団
」
同
様
、「
教

義
や
教
祖
へ
の
絶
対
服
従
と
絶
対
崇
拝
を
要
求
し
、
信
者
に

マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
施
す
」
団
体
と
さ
れ
て
い
る
。

歴
史
が
我
々
に
示
し
て
い
る
の
は
、
国
家
権
力
や
メ
デ
ィ

ア
が
「
邪
教
」
呼
ば
わ
り
し
て
き
た
宗
教
集
団
が
本
当
に
「
邪

教
」
と
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
確
か
で
は
な

い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
実
際
、
大
本
教
は
二
度
に
わ
た
る

検
挙
と
起
訴
に
伴
い
、「
邪
教
」
や
「
妖
教
」
の
レ
ッ
テ
ル
を

大
々
的
に
貼
ら
れ
、
徹
底
的
に
非
難
さ
れ
た
が
、
そ
の
起
訴

容
疑
の
主
要
な
部
分
は
無
罪
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
赦

に
よ
り
免
訴
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
冤
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罪
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
大
日
本
帝
国
憲
法
に
お
い

て
も
、
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
に
お
い
て
も
「
信
教

の
自
由
」
は
保
障
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
日
本
帝
国
憲

法
で
は
、「
日
本
臣
民
ハ
安
寧
秩
序
ヲ
妨
ケ
ス
及
臣
民
タ
ル
ノ

義
務
ニ
背
カ
サ
ル
限
ニ
於
テ
信
教
ノ
自
由
ヲ
有
ス
」（
第
二
八

条
）
と
い
う
制
限
が
つ
き
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
も
、「
宗

教
を
装
い
国
家
安
全
と
公
共
安
全
を
脅
か
す
行
為
は
打
撃
す

べ
き
で
あ
る
」
と
、
国
家
や
公
共
の
安
全
を
脅
か
す
存
在
や

行
為
は
断
固
取
り
締
ま
る
と
い
う
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。

だ
が
、
中
世
の
法
然
や
親
鸞
や
日
蓮
や
一
遍
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
鎌
倉
新
仏
教
の
宗
教
活
動
を
見
て
も
、
国
家
権
力
に
抵

触
し
た
宗
教
活
動
は
少
な
く
な
い
。
そ
も
そ
も
宗
教
的
信
仰

や
教
義
や
思
想
は
、
世
俗
の
法
体
系
に
収
ま
ら
な
い
超
越
性

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
こ
と
を
突
き
詰
め
て
い

く
と
、「
信
教
の
自
由
」
を
最
大
限
尊
重
す
れ
ば
、
何
が
「
邪

教
」
で
あ
る
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
「
信
教
」
や
宗
教

思
想
の
真
偽
や
そ
の
内
実
の
信
憑
性
に
つ
い
て
個
人
の
判
断

に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
が
ゆ
え
に
、
個
々
が
行
な
う

「
審
神
」
が
重
要
な
判
断
基
準
に
な
っ
て
く
る
。

そ
の
「
審
神
」
に
関
し
て
、
私
は
三
〇
年
近
く
前
か
ら
、

「
仏
教
は
世
界
宗
教
史
の
『
審
神
者
』
足
り
得
る
」
と
主
張
し

て
き
た
。
心
的
事
象
や
出
来
事
を
あ
る
が
ま
ま
に
見
る
と
い

う
態
度
を
貫
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
「
審
神
」
は
不
可
能
で
は

な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
、
仏
教
を
標
榜
し
た
オ
ウ
ム
真
理
教
は
「
審
神
」
に

失
敗
し
た
ど
こ
ろ
か
、
教
祖
（
グ
ル
）
や
弟
子
た
ち
を
「
魔

形
・
異
形
」
化
し
、
モ
ン
ス
タ
ー
化
し
て
い
っ
た
。
昭
和
六

〇
年
（
一
九
八
五
）、
麻
原
彰
晃
は
、
三
〇
歳
の
時
、
三
浦
海

岸
で
頭
陀
行
を
し
て
い
た
際
に
神
が
現
れ
、「
あ
な
た
に
ア
ビ

ラ
ケ
ツ
ノ
ミ
コ
ト
を
任
じ
ま
す
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
こ
の

「
ア
ビ
ラ
ケ
ツ
ノ
ミ
コ
ト
」
と
は
、
闇
を
破
壊
し
て
シ
ャ
ン
バ

ラ
王
国
―
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
や
他
の
仏
教
の
伝
統
に
お
け
る
、

霊
的
に
覚
醒
し
た
人
び
と
の
理
想
社
会
―
を
建
国
す
る
最

終
戦
争
に
お
い
て
、「
神
軍
を
率
い
る
光
の
命み

こ
と」

で
あ
る
と
さ

れ
る
。
こ
の
体
験
は
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
当
時
の
『
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

ゾ
ー
ン
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
翌
年
の
昭
和
六
一
年
、
麻

原
彰
晃
は
「
最
終
解
脱
者
」
を
名
乗
り
始
め
る
。
こ
の
「
ア

ビ
ラ
ケ
ツ
ノ
ミ
コ
ト
」
か
ら
「
最
終
解
脱
者
」
に
至
る
自
覚

の
過
程
の
自
己
審
神
に
麻
原
彰
晃
は
躓
い
た
と
言
え
る
。
も

っ
と
は
っ
き
り
言
え
ば
、
こ
の
時
、
麻
原
彰
晃
は
「
魔
境
」

に
陥
ら
な
い
よ
う
に
と
自
戒
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
魔
境
」
に
陥
り
、「
審
神
」
に
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
次
に
、「
最
終
解
脱
者
」
と
名
乗
る
ま
で
の
自
我
肥
大
と
自

己
幻
想
の
膨
張
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
本
事
件
と
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
と
の
決
定
的
な
違
い
、

ま
た
、
出
口
王
仁
三
郎
と
麻
原
彰
晃
と
の
決
定
的
な
違
い
は

何
か
？　

一
言
で
言
え
ば
、「
審
神
」
の
探
究
度
と
精
密
度
の

違
い
で
あ
る
。
確
か
に
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
出
口
王
仁
三

郎
に
は
、
小
松
林
命
や
素
戔
嗚
尊
や
豊
雲
野
尊
や
み
ろ
く
大

神
や
伊
都
能
売
大
神
な
ど
の
神
格
が
付
与
さ
れ
、
信
徒
か
ら

は
救
世
主
と
尊
崇
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
麻
原
彰
晃
は

ア
ビ
ラ
ケ
ツ
ノ
ミ
コ
ト
や
シ
ヴ
ァ
神
の
化
身
と
さ
れ
、
最
終

解
脱
者
や
救
世
主
と
弟
子
た
ち
か
ら
崇
拝
さ
れ
た
。
ど
ち
ら

も
、
信
徒
や
弟
子
た
ち
か
ら
神
聖
視
さ
れ
た
カ
リ
ス
マ
教
祖

で
あ
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

だ
が
、
出
口
王
仁
三
郎
に
は
出
口
な
お
と
い
う
厳
し
い
相

互
審
神
す
る
対
他
的
な
映
し
鏡
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
を
追

放
す
る
反
対
勢
力
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
浅
野
和
三
郎
を
始
め
、

当
代
き
っ
て
の
「
学
者
先
生
」
の
厳
し
い
目
と
批
判
が
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
自
己
否
定
的
過
程
を
通
過
し
な
が
ら
の
神

格
の
自
覚
で
あ
り
、
共
有
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
麻

原
彰
晃
の
前
に
は
ど
の
よ
う
な
対
他
的
な
相
互
審
神
し
合
う

よ
う
な
存
在
も
現
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
チ
ベ
ッ
ト
の
リ

ン
ポ
チ
ェ
や
ダ
ラ
イ
ラ
マ
一
四
世
の
評
価
や
認
定
を
得
よ
う

と
し
た
が
、
失
敗
し
た
。
逆
に
問
題
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
か
ら
昭
和
六
二
年
に
か
け
て
、

私
は
畏
友
梅
原
伸
太
郎
と
共
に
「
精
神
世
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
結
成
と
活
動
に
関
わ
っ
た
。
心
霊
科
学
協
会
事
務
局
長
の

梅
原
伸
太
郎
は
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
事
務
局
長
を
務
め
、
当

時
「
精
神
世
界
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
領
域
で
活
動
し
て
い
る

め
ぼ
し
き
人
々
を
結
集
し
て
、
対
話
と
研
鑽
と
資
質
向
上
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
形
成
を
企
図
し
た
。
そ
の
際
、

「
空
中
浮
揚
」
な
ど
で
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
話
題
に
な
っ
て

い
た
オ
ウ
ム
神
仙
の
会
の
麻
原
彰
晃
も
メ
ン
バ
ー
に
組
み
込

も
う
か
と
い
う
議
論
に
な
っ
た
。
が
、
胡
散
臭
い
、
信
用
が

置
け
な
い
と
い
う
意
見
が
多
数
を
占
め
て
、
麻
原
彰
晃
を
メ

ン
バ
ー
に
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
私
も
反
対
し
た
一
人

だ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
当
時
、
我
々
が
「
精
神
世
界
」
の
探

究
者
な
い
し
修
行
者
と
し
て
麻
原
彰
晃
を
見
て
い
た
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
そ
の
麻
原
彰
晃
が
オ
ウ
ム
真
理
教
を
名
乗
り
、

そ
の
団
体
を
宗
教
法
人
格
に
し
た
頃
か
ら
、
強
い
違
和
感
と

批
判
的
意
識
を
持
ち
始
め
た
。
私
自
身
、
昭
和
六
二
年
二
月

に
「
魔
」
と
呼
ぶ
ほ
か
な
い
体
験
を
し
て
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
や
密
教
が
孕
む
危
険
性
に
非
常
に
敏
感
に
な
っ
て
い
た
の

で
、
麻
原
彰
晃
と
オ
ウ
ム
真
理
教
に
対
す
る
批
判
意
識
は
強

ま
っ
て
い
た
が
、
そ
の
問
題
点
や
危
険
性
を
い
く
ら
か
は
指

摘
し
た
も
の
の
、
明
確
に
否
定
し
た
り
、
批
判
す
る
ま
で
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
後
、
罪

責
感
に
駆
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
先
に
触
れ
た
『
宗
教

と
霊
性
』
や
『
エ
ッ
ジ
の
思
想
』
や
『
呪
殺
・
魔
境
論
』
で

「
魔
」
や
「
魔
境
」
の
問
題
に
絡
め
て
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
に

つ
い
て
触
れ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
た
め
で

あ
る
。

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
や
密
教
の
危
険
性
と
は
何
で
あ
っ
た

か
？　

そ
れ
を
一
言
で
言
え
ば
、
シ
ン
ク
ロ
能
力
の
拡
充
と
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過
剰
が
も
た
ら
す
「
身
心
変
容
」
の
危
険
で
あ
る
。
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
憑
霊
現
象
や
神
懸
り
現
象
が
起
こ

る
。
神
や
霊
が
寄
り
憑
く
現
象
が
生
起
す
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
密
教
で
は
「
三
密
加
持
」
に
よ
り
不
動
明
王
や
大
日
如

来
と
一
体
化
し
、
霊
力
・
法
力
・
霊
験
を
顕
わ
す
。
そ
れ
ら

は
み
な
神
的
存
在
と
一
体
化
し
合
体
す
る
シ
ン
ク
ロ
能
力
の

発
現
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
我
即
大
日
」
と
か
「
天
人
合
一
」

と
か
と
い
う
神
秘
的
合
一
体
験
と
そ
れ
を
支
え
誘
導
す
る
思

想
が
内
在
さ
せ
て
い
る
危
険
性
を
感
じ
て
い
た
が
、
そ
れ
を

ク
リ
ア
ー
に
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
な
お
不
十
分

だ
と
思
っ
て
い
る
。

敷
衍
す
る
と
、
麻
原
彰
晃
が
「
最
終
解
脱
者
」
で
あ
る
と

い
う
査
定
（
審
神
）
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
も
こ
こ

に
関
わ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
「
身
心
変
容
技
法
」
が
内
蔵
す

る
シ
ン
ク
ロ
能
力
（
合
一
能
力
）
の
強
化
と
拡
大
が
制
御
不
可

能
と
な
る
ほ
ど
の
自
我
肥
大
を
生
み
出
し
、
自
他
の
破
壊
に

つ
な
が
る
こ
と
を
、
本
科
研
で
は
「
霊
的
暴
力
」
や
「
身
心

変
容
技
法
の
負
の
側
面
」
と
し
て
取
り
上
げ
て
き
た
。

オ
ウ
ム
真
理
教
の
場
合
、
過
剰
に
「
超
能
力
」
や
「
神
秘

体
験
」
や
「
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
の
獲
得
成
就
を
求
め
、
そ

れ
に
こ
だ
わ
り
、
位
階
秩
序
を
細
密
か
つ
厳
格
化
し
、
そ
れ

を
支
配
す
る
グ
ル
（
尊
師
・
教
皇
）
の
絶
対
権
威
と
権
力
を
最

大
化
し
た
。
ロ
バ
ー
ト
・
J
・
リ
フ
ト
ン
は
『
終
末
と
救
済

の
幻
想
―
オ
ウ
ム
真
理
教
と
は
何
か
』（
岩
波
書
店
、
二
〇

〇
〇
年
）
の
中
で
、
オ
ウ
ム
真
理
教
を
「
世
界
を
破
壊
す
る

計
画
に
お
い
て
究
極
の
狂
信
を
究
極
兵
器
と
結
び
付
け
た
、

史
上
初
の
集
団
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
そ
の
「
黙
示
録
的

暴
力
」
の
あ
り
よ
う
を
関
係
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
欧
米
で

の
類
似
の
事
件
の
分
析
を
通
し
て
炙
り
出
し
て
い
る
。
ロ
バ

ー
ト
・
リ
フ
ト
ン
は
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
に
グ
ル
と
弟
子
た

ち
と
の
妄
想
的
な
双
方
向
的
依
存
関
係
を
見
る
。
そ
の
観
点

か
ら
す
れ
ば
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
は
、
早
川
紀
代
秀
が
述

べ
た
よ
う
な
「
グ
ル
の
グ
ル
幻
想
」
と
「
弟
子
の
グ
ル
幻
想
」

が
接
合
し
、
グ
ル
麻
原
と
幹
部
弟
子
た
ち
と
の
負
の
相
乗
作

用
が
も
た
ら
し
た
共
依
存
的
共
犯
事
件
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

グ
ル
か
弟
子
か
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
問
題
と
し
て
片
付
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と

は
、
あ
ら
ゆ
る
師
弟
関
係
に
お
い
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

起
こ
り
得
る
「
霊
的
暴
力
」
の
温
床
と
な
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

オ
ウ
ム
真
理
教
に
見
ら
れ
る
絶
対
的
グ
ル
の
絶
対
的
支
配

と
、
グ
ル
と
弟
子
と
の
双
方
向
的
な
依
存
関
係
に
よ
っ
て
生

起
し
た
身
心
変
容
や
修
行
者
共
同
体
内
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、

性
の
侵
犯
と
慢
の
増
大
と
暴
力
の
発
現
と
し
て
一
層
拡
大
さ

れ
顕
在
化
し
た
。
そ
し
て
麻
原
彰
晃
は
自
ら
を
「
最
終
解
脱

者
」
か
ら
さ
ら
に
「
王
」
や
「
教
皇
」
に
祀
り
上
げ
て
自
己

神
格
化
と
自
己
荘
厳
化
と
自
己
絶
対
化
を
推
し
進
め
、
そ
の

絶
対
支
配
に
敵
対
す
る
人
々
や
勢
力
を
「
ポ
ア
」
と
称
す
る

外
的
暴
力
と
し
て
の
殺
傷
し
て
い
く
暴
力
の
協
働
作
業
を
生

み
出
し
た
。
つ
ま
り
、
麻
原
彰
晃
の
身
心
変
容
技
法
は
霊
的

暴
力
と
し
て
顕
在
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
麻
原
を
絶
対
的

な
権
力
者
で
あ
る
「
尊
師
」
と
し
て
戴
く
体
制
を
諸
種
の
「
イ

ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
駆
使
し
装
置
化
し
て
作
り
上
げ
、
妄

想
的
な
思
想
と
計
画
を
実
体
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
麻
原

は
活
動
初
期
に
は
「
魔
境
」
に
つ
い
て
自
戒
の
言
葉
も
発
し

て
い
た
が
、
自
ら
「
傲
慢
・
魔
境
」
の
境
域
に
深
入
す
る
こ

と
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

ほ
ど
「
霊
的
暴
力
」
は
巧
妙
か
つ
狡
猾
に
、
誘
惑
的
に
侵
入

し
自
他
を
蝕
む
。

出
口
王
仁
三
郎
の
「
道
歌
」
を
再
度
引
用
し
て
お
く
。

霊か
む
わ
ざ術

に
審さ

神に

者わ

し
無
く
ば
邪ま

が

神か
み

の
神
憑よ

り
来
し
を
見
分

け
な
ぬ
べ
し

ま
た
、
出
口
王
仁
三
郎
に
は
多
様
性
の
受
容
や
芸
術
と
ユ

ー
モ
ア
と
倫
理
性
の
表
現
と
主
張
が
あ
っ
た
。
対
他
的
な
関

係
性
に
基
づ
く
相
互
審
神
と
自
己
審
神
の
弁
証
法
的
な
過
程

も
あ
っ
た
。
だ
が
、
麻
原
彰
晃
は
弟
子
た
ち
に
絶
対
服
従
と

絶
対
帰
依
を
強
制
し
、「
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
（
偽
装
的
煩
悩
破

壊
）」
を
仕
掛
け
て
、
批
判
能
力
を
削
除
し
、
恐
怖
に
よ
る
思

考
停
止
を
導
き
、「
聖
無
頓
着
」
と
「
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
」
に

よ
る
「
ク
ロ
ー
ン
化
」
と
い
う
「
シ
ン
ク
ロ
能
力
」
の
無
批

判
的
な
な
し
崩
し
の
発
現
を
通
し
て
「
霊
的
暴
力
」
を
最
大

化
し
た
。
オ
ウ
ム
真
理
教
に
不
殺
生
を
第
一
に
掲
げ
る
根
本

戒
律
と
そ
れ
を
保
持
す
る
サ
ン
ガ
が
あ
れ
ば
少
な
か
ら
ず
事

件
へ
の
歯
止
め
に
は
な
っ
た
と
思
う
が
、
日
本
仏
教
は
戒
律

を
な
し
崩
し
に
し
て
き
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

大
本
事
件
と
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が
問
い
か
け
て
い
る
も

の
は
、
身
心
変
容
技
法
や
霊
的
暴
力
の
発
現
の
問
題
だ
け
で

は
な
い
。
日
本
の
社
会
と
日
本
の
宗
教
に
対
す
る
批
判
的
総

括
も
併
せ
て
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

宮
沢
賢
治
が
親
友
の
保
坂
嘉
内
に
宛
て
た
大
正
七
年
（
一

九
一
八
）
の
手
紙
に
次
の
一
節
が
あ
る
。「
保
阪
さ
ん　

私
共

は
今
若
い
の
で
一
寸
す
る
と
、
始
め
真
実
の
心
か
ら
や
り
出

し
た
事
も　

い
つ
の
間
に
か
大
き
な
魔
に
巣
を
食
は
れ
て
居

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
と
か
し
て
純
な
、
真
の
人
々
を
憐

れ
む
心
か
ら
総
て
の
事
を
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
う

す
る
事
ば
か
り
が
又
私
共
自
身
を
救
ふ
の
道
で
せ
う
」（
保
坂

康
夫
・
小
澤
俊
郎
『
宮
澤
賢
治　

友
へ
の
手
紙
』
七
〇
頁
、
筑
摩

書
房
、
一
九
六
八
年
）。

自
己
の
内
に
あ
る
「
修
羅
」
を
自
覚
し
て
い
た
宮
沢
賢
治

は
、「
魔
」
に
つ
い
て
も
注
意
深
く
意
識
し
て
い
た
。
最
初
は

「
真
実
の
心
」
か
ら
始
め
た
こ
と
も
い
つ
の
間
に
か
「
魔
」
に

巣
食
わ
れ
、
取
り
憑
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
な
ら

な
い
道
を
宮
沢
賢
治
は
求
め
続
け
た
が
、
私
た
ち
も
ま
た
そ

の
道
を
求
め
続
け
、
辿
り
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
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注1　

宗
形
真
紀
子
の『
二
十
歳
か
ら
の
20
年
間

―
〝
オ
ウ
ム
の
青

春
〞と
い
う
魔
境
を
超
え
て
』（
三
五
館
、二
〇
一
〇
年
）と
、そ
れ
を
踏

ま
え
て
さ
ら
に
考
察
を
深
め
た
本
誌
論
考「
オ
ウ
ム
真
理
教
と『
魔

境
』」は
、そ
の「
魔
境
」の
過
程
を
当
事
者
研
究
と
し
て
考
察
し
た
も

の
で
あ
り
、林
郁
夫『
オ
ウ
ム
と
私
』（
文
藝
春
秋
、一
九
九
八
年
）、早

川
紀
代
秀
・
川
村
邦
光『
私
に
と
っ
て
オ
ウ
ム
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』

（
P
H
P
研
究
所
、二
〇
〇
五
年
）、門
田
隆
将『
オ
ウ
ム
死
刑
囚　

魂
の
遍
歴

―
井
上
嘉
浩　

す
べ
て
の
罪
は
わ
が
身
に
あ
り
』

（
P
H
P
研
究
所
、二
〇
一
八
年
）他
の
著
作
と
と
も
に
本
科
研
の
研

究
課
題
に
重
要
な
問
題
提
起
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

2　
グノ
ー
シ
ス
主
義
に
つ
い
て
、大
貫
隆
は「
グノ
ー
シ
ス
主
義
救
済

神
話
の
類
型
区
分
」（『
ナ
グ・ハ
マ
ディ
文
書
Ⅰ　

救
済
神
話
』二-

三

頁
、岩
波
書
店
、一
九
九
七
年
）の
中
で
、「
グノ
ー
シ
ス
主
義
的
」と
呼

ば
れ
得
る
た
め
の
必
要
条
件
と
し
て
、次
の
五
点
を
挙
げ
て
い
る
。
①

人
間
の
知
力
を
も
っ
て
し
て
は
把
握
で
き
な
い
至
高
神
と
現
実
の
可

視
的
・
物
質
的
世
界
と
の
間
に
は
越
え
難
い
断
絶
が
生
じ
て
い
る
。
②

人
間
の「
霊
」あ
る
い
は「
魂
」、す
な
わ
ち「
本
来
的
自
己
」は
元
来

そ
の
至
高
神
と
同
質
で
あ
る
。
③
し
か
し
、そ
の「
本
来
的
自
己
」は

こ
の
可
視
的
・
物
質
的
世
界
の
中
に「
落
下
」し
、そ
こ
に
捕
縛
さ
れ

て
、本
来
の
在
り
処
を
忘
却
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
④
そ
の
解
放
の
た

め
に
は
、至
高
神
が
光
の
世
界
か
ら
派
遣
す
る
啓
示
者
、あ
る
い
は
そ

れ
に
機
能
的
に
等
し
い
呼
び
か
け
が
到
来
し
、人
間
の「
自
己
」を
覚

醒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑤
や
が
て
可
視
的
・
物
質
的
世
界
が
終
末

を
迎
え
る
と
き
に
は
、そ
の
中
に
分
散
し
て
い
る
神
的
な
本
質
は
至

高
神
の
領
域
へ
回
帰
し
て
ゆ
く
。ま
た
、グノ
ー
シ
ス
主
義
の「
反
宇
宙

的
二
元
論
」に
つ
い
て
、荒
井
献
は「
二
元
論
」と
は
、『
ナ
グ・ハマ
ディ

文
書
Ⅱ　

福
音
書
』（
ⅷ
頁
）に
お
い
て
、「
宇
宙（
＝
世
界
）や
小
宇
宙

と
し
て
の
人
間
の
成
り
立
ち
を
相
対
立
す
る
二
つ
の
原
理
に
よ
っ
て

説
明
す
る
理
論
の
こ
と
で
あ
る
。そ
れ
が
グノ
ー
シ
ス（
主
義
）の
場
合
、

「
反
宇
宙
的
」と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、負
と
し
て
の
宇
宙
を
形
成
す

る
原
理（
宇
宙
形
成
者
、ギ
リ
シ
ア
語
で「
デ
ー
ミ
ウ
ー
ル
ゴ
ス
」に
相

対
立
す
る
正
と
し
て
の
宇
宙
を
救
済
す
る
原
理
が
前
提
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。こ
れ
が「
至
高
神
」、あ
る
い
は
多
く
の
場
合「
父
」な

る
至
高
神
か
ら
人
間
に
遣
わ
さ
れ
た「
子
」な
る「
救
済
者
」な
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、グノ
ー
シ
ス（
主
義
）に
お
い
て
は
至
高
神
の
本
質（
霊

魂
）が
、宇
宙
や
世
界
を
貫
ぬ
い
て
人
間
の
中
に
も
宿
さ
れ
て
い
る
。と

こ
ろ
が
、デ
ー
ミ
ウ
ー
ル
ゴ
ス
の
支
配
下
に
あ
る
人
間
は
こ
の
自
ら
の

本
質（
本
来
的「
自
己
」）に
つ
い
て
無
知
の
状
態
に
置
か
れ
て
お
り
、自

ら
の
本
質
を
非
本
来
的
自
己
と
し
て
の
身
体
性
と
取
り
違
え
て
い
る
。

人
間
は
、救
済
者
の
告
知
に
よ
り
、人
間
の
本
質
と
至
高
神
と
が
本

来
は
同
一で
あ
る
こ
と
を
認
識（
グノ
ー
シ
ス
）し
、神
と
の
合
一を
達
成

し
て
救
済
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
述
べ
て
い
る
。グノ
ー
シ
ス
主

義
の
邦
語
文
献
と
し
て
は
、次
の
も
の
が
あ
る
。
荒
井
献『
原
始
キ
リ

ス
ト
教
と
グノ
ー
シ
ス
主
義
』岩
波
書
店
、一
九
七
一
年
。フェ
ル
ナ
ン・ニ

ー
ル『
異
端
カ
タ
リ
派
』白
水
社
、一
九
七
九
年
。
柴
田
有『
グノ
ー
シ

ス
と
古
代
宇
宙
論
』勁
草
書
房
、一
九
八
二
年
。
S
・ペル
ト
マン『
二
元

論
の
復
権

―
グノ
ー
シ
ス
主
義
と
マニ
教
』教
文
館
、一
九
八
五
年
。

ハ
ン
ス・ヨ
ナ
ス『
グノ
ー
シ
ス
の
宗
教

―
異
邦
の
神
の
福
音
と
キ
リ

ス
ト
教
の
端
緒
』人
文
書
院
、一
九
八
六
年
。
荒
井
献 『
新
約
聖
書
と

グノ
ー
シ
ス
主
義
』岩
波
書
店
、一
九
八
六
年
。
渡
邊
昌
美『
異
端
カ
タ

リ
派
の
研
究

―
中
世
南
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
と
信
仰
』岩
波
書
店
、一

九
八
九
年
。
E
・ペ
イ
ゲ
ル
ス『
ナ
グ・ハマ
ディ
写
本
―
初
期
キ
リ
ス
ト

教
の
正
統
と
異
端
』白
水
社
、一
九
九
六
年
。ル
ネ
・
ネ
ッ
リ『
異
端
カ

タ
リ
派
の
哲
学
』法
政
大
学
出
版
局
、一
九
九
六
年
。
大
貫
隆『
グノ

ー
シ
ス
の
神
話
』岩
波
書
店
、一
九
九
九
年（
講
談
社
学
術
文
庫
、二
〇

一
四
年
）。
大
貫
隆『
グノ
ー
シ
ス
考
』岩
波
書
店
、二
〇
〇
〇
年
。
大

貫
隆『
ロ
ゴ
ス
と
ソ
フィ
ア
―
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
か
ら
グノ
ー
シ
ス
と
初
期

教
父
への
道
』教
文
館
、二
〇
〇
一
年
。ク
ル
ト
・ル
ド
ル
フ『
グノ
ー
シ
ス

―
古
代
末
期
の
一
宗
教
の
本
質
と
歴
史
』岩
波
書
店
、二
〇
〇
一

年
。
大
貫
隆
・
島
薗
進
・
高
橋
義
人
・
村
上
陽
一
郎
共
編『
グノ
ー
シ
ス

―
陰
の
精
神
史
』岩
波
書
店
、二
〇
〇
一
年
。
大
貫
隆
・
島
薗
進
・

高
橋
義
人
・
村
上
陽
一
郎
共
編『
グノ
ー
シ
ス

―
異
端
と
近
代
』岩

波
書
店
、二
〇
〇
一
年
。
筒
井
賢
治『
グノ
ー
シ
ス
―
古
代
キ
リ
ス
ト
教

の〈
異
端
思
想
〉』講
談
社
、二
〇
〇
四
年
。
荒
井
献
・
大
貫
隆
他
訳

『
ナ
グ・ハマ
ディ
文
書
』全
四
巻
、岩
波
書
店
、一
九
九
七-

一
九
九
九
年
。

大
貫
隆『
グノ
ー
シ
ス
―
「
妬
み
」の
政
治
学
』岩
波
書
店
、二
〇
〇

八
年
。ヨ
ア
ン・
P
・ク
リ
ア
ー
ノ『
霊
エ
ク
タ
シ
ス
魂
離
脱
と
グノ
ー
シ
ス
』岩
波

書
店
、二
〇
〇
九
年
。
太
田
俊
寛『
グノ
ー
シ
ス
主
義
の
思
想

―

〈
父
〉と
い
う
フィ
ク
シ
ョ
ン
』春
秋
社
、二
〇
〇
九
年
。

3　

大
日
本
帝
国
憲
法
の
第
一
章
冒
頭
は
次
の
よ
う
な
条
項
で
あ
る
。

「
第
一
条　

大
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
之
ヲ
統
治
ス（
天
皇
大

権
）、第
二
条　

皇
位
ハ
皇
室
典
範
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
皇
男
子
孫
之

ヲ
継
承
ス（
皇
位
継
承
）、第
三
条　

天
皇
ハ
神
聖
ニ
シ
テ
侵
スヘ
カ
ラ

ス（
神
聖
不
可
侵
）、第
四
条　

天
皇
ハ
国
ノ
元
首
ニ
シ
テ
統
治
権
ヲ
総

攬
シ
此
ノ
憲
法
ノ
条
規
ニ
依
リ
之
ヲ
行
フ（
統
治
あ
あ
大
権
）、第
五

条　

天
皇
ハ
帝
国
議
会
ノ
協
賛
ヲ
以
テ
立
法
権
ヲ
行
フ
、第
六
条　

天
皇
ハ
法
律
ヲ
裁
可
シ
其
ノ
公
布
及
執
行
ヲ
命
ス
、第
七
条　

天
皇
ハ

帝
国
議
会
ヲ
召
集
シ
其
ノ
開
会
閉
会
停
会
及
衆
議
院
ノ
解
散
ヲ
命

ス
」

4　
大
正
七
年
旧
三
月
一
五
日
付
け
筆
先
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。「
こ
の
時
代
が
来
る
事
が
、世
の
元
か
ら
よ
く
分
り
て
居
り
て
、日

本
の
霊
の
本
に
は
、一
輪
の
仕
組
が
し
て
あ
り
て
、よ
く
解
る
や
う
に
、

変
性
男
子
の
手
で
大
国
常
立
尊
が
書
い
た
り
、言
葉
と
で
、爰
へ
成
り

た
折
に
は
改
心
を
致
し
て
、身
魂
を
磨
き
て
居
る
や
う
に
、今
に
知
ら

し
て
居
る
な
れ
ど
、人
民
に
は
解
ら
ん
筈
、守
護
神
に
解
ら
ん
か
ら
、

肉
体
に
解
ら
な
ん
だ
が
、何
彼
の
時
節
が
参
り
て
来
た
か
ら
、御
筆

先
通
り
に
何
も
一
度
に
成
り
て
来
て
、一
度
に
開
く
梅
の
花
、遅
く
成

り
て
居
る
丈
一
度
に
開
け
る
か
ら
、何
彼
の
事
が
天
地
か
ら
見
せ
て
あ

る
か
ら
、開
け
出
し
た
ら
迅
い
ぞ
よ
。
／
天
地
の
大
神
、元
の
活
神
は

昼
夜
と
い
ふ
事
も
無
し
、暑
つ
い
寒
い
と
い
ふ
厭
は
な
い
か
ら
、仕
組
通

り
に
何
彼
の
事
が
成
り
て
来
た
か
ら
、一
日
増
し
に
仕
組
み
て
あ
る
事

が
順
に
出
現
て
来
る
ぞ
よ
。
長
う
掛
り
て
居
り
た
ら
、何
方
の
国
も

潰
れ
て
了
ふ
か
ら
、九
分
九
厘
で
悪
の
世
の
終
末
と
成
り
て
、二
度
目

の
世
の
立
替
を
致
し
て
末
代
の
事
が
決
り
て
、従
来
の
習
慣
制
度
を

薩
張
変
へ
て
了
ふ
か
ら
、申
す
や
う
に
致
さ
ん
身
魂
は
為
な
為
る
や
う

に
変
さ
す
ぞ
よ
。（
中
略
）何
彼
の
事
が
時
節
が
来
た
ぞ
よ
。
歓
ぶ
身

魂
と
悲
み
て
キ
リ
キ
リ
舞
は
な
成
ら
ん
身
魂
と
が
出
来
る
か
ら
、申

す
事
を
疑
は
ず
と
、発
根
の
改
心
を
致
さ
ん
と
、世
の
元
の
天
地
の

先
祖
も
爰
へ
成
る
事
を
待
ち
て
居
り
た
の
で
あ
る
ぞ
よ
。
松
の
世
を

待
ち
た
松
の
世
が
参
り
て
来
て
、仕
組
み
て
あ
る
時
節
が
廻
は
り
て

来
た
か
ら
、二
度
目
の
世
の
立
替
を
致
し
、悪
も
善
に
立
替
て
、向
后

は
善
一つ
の
世
に
致
し
て
、皆
手
を
引
き
合
ふ
て
行
き
た
い
の
で
あ
る

の
に
、取
違
が
あ
る
と
見
る
眼
が
厭
で
あ
る
ぞ
よ
。
／
爰
ま
で
に
致
し

た
世
を
水
晶
の
世
に
立
替
る
の
で
あ
る
か
ら
、中
々
骨
の
折
れ
る
事

で
あ
る
な
れ
ど
、此
世
を
造
営
へ
た
天
地
の
根
源
を
造
営
へ
た
覚
え
の

あ
る
、肉
体
其
儘
で
末
代
そ
の
儘
で
居
り
、爰
ま
で
は
蔭
か
ら
守
護
を

し
て
居
り
た
天
の
弥
勒
様
と
、地
の
お
地
の
先
祖
と
で
な
い
と
、二
度

目
の
世
の
立
替
は
他
の
身
魂
で
は
何
う
し
て
世
の
立
替
を
す
る
と
い

ふ
事
が
解
ら
ん
の
で
あ
る
か
ら
、世
界
中
の
守
護
神
人
民
が
末
代
掛

り
て
も
出
来
ん
か
ら
、分
散
て
あ
る
身
魂
を
引
き
寄
し
て
、身
魂
の
性

来
の
御
用
さ
す
か
ら
、従
来
は
暗
が
り
の
世
で
あ
り
た
か
ら
、何
も
解

ら
な
ん
だ
な
れ
ど
、何
彼
の
時
節
が
参
り
て
来
て
、日
の
出
の
守
護
と

成
り
て
来
た
か
ら
、解
ら
な
ん
だ
事
が
解
り
て
来
て
、向
后
は
嬉
し
嬉

し
の
末
代
凋
落
れ
ん
生
花
の
咲
く
世
が
参
り
て
来
て
、嬉
し
嬉
し
で

御
用
が
出
来
る
か
ら
、従
ふ
所
へ
は
従
ふ
て
温
順
に
致
せ
ば
、其
日
か

ら
嬉
し
嬉
し
で
暮
し
て
行
け
る
時
節
が
循
り
て
来
た
ぞ
よ
。
／
温
順
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な
守
護
神
に
使
は
れ
て
居
る
肉
体
か
ら
良
く
致
し
て
や
る
か
ら
、一
寸

で
も
敵
対
て
来
る
守
護
神
は
、自
己
の
身
体
は
我
が
自
由
に
成
り
は

せ
ん
ぞ
よ
。
善
と
悪
と
の
鑑
が
出
る
か
ら
、善
い
鑑
を
見
て
改
心
を
致

さ
れ
よ
。お
筆
先
通
り
の
世
が
参
り
て
来
て
、温
順
な
守
護
神
に
使

は
れ
て
居
る
肉
体
は
大
変
良
く
な
る
が
、敵
対
て
見
よ
れ
、自
己
の
身

体
が
わ
が
自
由
に
成
ら
ん
の
が
、自
己
が
為
て
居
る
と
思
ふ
て
居
る
の

が
、さ
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
ぞ
よ
。（
中
略
）／
何
も
お
筆
先
通
り

に
世
界
が
廻
り
て
来
た
か
ら
、向
后
は
各
自
に
吾
身
の
心
を
考
へ
て

見
て
、心
の
事
を
自
己
が
審
判
を
致
す
や
う
に
成
ら
ん
と
、お
蔭
は
取

れ
ん
ぞ
よ
。
神
は
何
程
で
も
お
蔭
は
渡
す
か
ら
、お
蔭
取
る
の
は
自
己

の
心
で
取
る
の
で
あ
る
ぞ
よ
。
／
肚
の
中
に
誠
と
い
ふ
何
人
が
何
う
申

し
て
も
、誠
が
あ
り
た
ら
ビ
ク
リ
と
も
致
さ
ん
の
が
誠
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
世
に
は
誠
ほ
ど
強
い
者
が
無
い
か
ら
、誠
の
心
に
持
ち
かへて
、従

来
の
心
は
大
川
へ
流
し
て
了
へ
と
申
し
て
、お
筆
先
で
毎
度
知
ら
し
て

あ
る
誠
の
心
に
持
ち
か
へ
ん
と
誠
の
御
蔭
が
取
れ
ん
か
ら
、誠
、誠
と

申
す
の
ぢ
や
。
誠
の
生
花
が
咲
く
世
に
な
り
て
来
て
居
る
の
に
、正
味

の
無
い
灰
殻
の
心
で
は
二
度
目
の
世
の
立
替
を
致
し
た
ら
、従
来
の

遣
り
方
は
些
と
も
用
ゐ
ら
れ
ん
や
う
に
大
変
り
が
致
す
ぞ
よ
。
／
天

地
の
大
神
様
は
今
の
習
慣
制
度
を
お
嫌
い
為
さ
る
か
ら
、日
本
の
国

は
今
の
灰
殻
を
誠
に
お
嫌
い
遊
ば
す
か
ら
、何
彼
の
遣
り
方
か
ら
心

を
、昔
の
根
本
の
遣
り
方
に
程
な
く
返
さ
す
か
ら
、今
が
転
換
期
で
何

彼
の
事
が
六
ケ
敷
な
れ
ど
、向
后
は
申
し
て
あ
る
や
う
に
何
彼
の
事

が
一
度
に
成
り
て
来
て
、一
度
に
開
く
梅
の
花
、筆
先
通
り
に
成
り
て

来
て
、世
界
は一
日
増
し
に
騒
が
し
う
な
る
ぞ
よ
。
／
こ
れ
ま
で
は
天

の
大
神
様
を
こ
の
世
に
は
何
う
で
も
可
い
、自
己
が
神
で
あ
る
と
い
ふ

や
う
な
、何
も
分
ら
ん
利
己
主
義
の
遣
り
方
、御
苦
労
致
さ
れ
た
天

の
御
先
祖
様
も
、日
の
大
神
様
も
、天
照
皇
大
神
殿
も
、地
の
世
界

の
先
祖
も
、元
の
大
神
、天
の
大
神
様
の
御
艱
難
の
思
ひ
と
い
ふ
事
を

知
ら
ず
に
、此
世
が
自
然
的
に
出
来
た
や
う
に
思
ふ
て
、苦
労
無
し
の

向
ふ
の
守
護
神
が
、余
り
大
き
な
取
違
を
今
に
し
て
居
り
て
、元
の
大

神
様
の
御
恩
を
知
り
た
守
護
神
一
人
も
無
い
と
い
ふ
や
う
な
惨
い
事

に
世
界
中
の
守
護
神
が
成
り
て
今
の
難
渋
、大
神
様
の
御
守
護
で
、

爰
ま
で
は
結
構
に
、天
か
ら
は
弥
勒
様
は
御
水
の
御
守
護
、日
之
大

神
様
は
火
の
御
守
護
遊
ば
す
の
が
人
民
で
は
分
ろ
ま
い
が
な
。
分
り

た
人
民
一
人
で
も
あ
る
な
ら
、改
心
致
し
て
身
魂
に
些
と
も
曇
り
の
無

い
や
う
に
水
晶
に
磨
い
て
来
た
ら
、大
本
に
は
事
実
が
あ
る
か
ら

…
…
…
。
／
大
本
の
内
部
に
は
六
年
後
か
ら
、明
亮
な
勿
体
な
い
事

が
あ
り
て一
日
増
し
に
結
構
が
出
来
る
の
に
…
…
…
。こ
の
事
は
二
階

に
大
神
様
を
お
祭
り
が
し
て
あ
る
折
に
、勿
体
な
く
も
天
照
皇
大
神

宮
様
が
大
出
口
直
に
お
憑
り
遊
ば
し
て
、直
が
余
り
大
望
な
御
役
で

あ
る
か
ら
、三
体
の
大
神
様
が
下
へ
降
り
上
り
を
致
し
て
、手
伝
を
し

て
や
ら
ん
と
、余
り
大
望
な
御
用
で
あ
る
と
お
言
葉
を
戴
い
た
事
が
、

六
年
後
か
ら
大
本
の
内
部
に
も
お
邸
の
内
に
実
地
の
お
姿
が
、彼
方

此
方
に
お
出
で
ま
す
な
れ
ど
、余
り
曇
り
た
世
の
中
で
あ
る
か
ら
、こ

の
内
部
お
邸
を
余
程
清
ら
か
に
し
て
、男
も
女
も
生
神
ば
か
り
の
中

に
居
る
の
で
あ
る
ぞ
よ
。
／
こ
の
大
本
は
他
の
教
会
と
は
違
ふ
か
ら
、

世
の
元
の
実
地
の
生
神
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、一と
通
り
の
事
を
思
ふ

て
居
る
と
大
間
違
が
出
来
て
は
成
ら
ん
か
ら
、そ
の
心
で
こ
の
内
部

を
清
ら
か
に
致
さ
れ
よ
。
世
の
元
の
根
本
の
大
神
は
、天
も
構
ひ
地

の
世
界
も
構
ひ
、御
水
と
御
火
と
、お
土
と
で
、こ
の
世
が
立
ち
て
行

く
の
で
あ
る
ぞ
よ
。」（『
大
本
神
諭
』第
五
巻
、二
六
七
―二
九
一
頁
、

愛
善
世
界
社
、二
〇
一二
年
）

5　
仏
教
の
戒
律
に
は
、大
き
く
在
家
者
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
五
戒
と
出
家
者
が
守
る
具
足
戒
と
大
乗
戒
が
あ
る
。
五
戒
は
、①

不
殺
生
戒
、②
不
偸
盗
戒
、③
不
邪
淫
戒
、④
不
妄
語
戒
、⑤
不
飲

酒
戒
。
特
に
、殺
生
、盗
み
、邪
淫
、嘘
は
厳
し
く
戒
め
ら
れ
る
。
具
足

戒
は
男
性
出
家
者
は
二
五
〇
戒
、女
性
は
三
四
八
戒
。
大
乗
戒
は
菩

薩
戒
と
も
三
聚
戒
と
も
呼
ば
れ
、①
悪
を
行
な
わ
な
い
摂
律
儀
戒
、

②
善
を
行
な
う
摂
善
法
戒
、③
利
他
を
行
な
う
摂
衆
生
戒
。
元
々
、戒

（śīla

）は
自
律
的
道
徳
規
範
、律（vinaya

）は
他
律
的
な
規
則
を
言
う
。

6　
『
霊
界
物
語
』第
七
二
巻
山
河
草
木
特
別
篇「
入
蒙
記
」（『
出

口
王
仁
三
郎
全
集
』第
六
巻
、天
声
社
、昭
和
一
〇
年
四
月
刊
、一一
―

一二
頁
）に
は
、「
源
日
出
雄
は
神
示
に
よ
つ
て
、明
治
三
十
二
年
聖
地

に
来
り
、水
洗
礼
の
教
務
を
補
佐
し
、大
正
十
年
迄
神
業
を
続
け
て

ゐ
た
。
此
間
殆
ん
ど
二
十
四
年
、高
姫
の
精
霊
の
宿
り
た
る
徳
島
お

福
、菖
蒲
の
お
花
、高
村
高
造
、四
方
與
多
平
、鷹
巣
文
助
、其
他
数

多
の
体
主
霊
従
派
に
極
力
妨
害
さ
れ
つ
ゝ
も
、凡
て
の
障
壁
を
蹴
破

し
て
、十
年
一
日
の
如
く
、神
教
に
従
事
し
た
。
／
梅
村
信
行
、湯
浅

仁
齋
、西
田
元
教
な
ど
の
輔
け
は
あ
つ
た
が
、分
か
ら
ず
や
の
妨
害
最

も
甚
だ
し
く
、大
い
に
神
業
の
進
展
を
阻
害
し
た
。
／
大
正
五
年
の

末
頃
か
ら
鼻
高
学
者
等
が
続
々
と
聖
地
に
来
り
、大
正
十
年
に
世
界

全
滅
の
劫
託
を
並
べ
、一
夜
作
り
の
霊
学
を
称
導
し
、三あ
な
五ゝ
ひ
の
声
望
を

し
て
、一
時
は
天
下
に
失
墜
せ
し
め
た
。
其
結
果
は
大
正
十
年
に
於
て
、

有
名
な
る
大
本
事
件
を
勃
発
し
、次
い
で
桶
伏
山
、錦
の
宮
の
、乱
暴

至
極
な
取
毀
ち
と
な
り
、源
日
出
雄
等
は一
時
獄
に
投
ぜ
ら
れ
、い
か

め
し
き
閻
魔
の
庁
に
引
出
さ
れ
て
、善
悪
邪
正
を
審
判
さ
る
ゝ
こ
と
ゝ

な
つ
た
。
此
事
件
に
肝
を
つ
ぶ
し
睾
丸
の
宿
換
さ
し
た
学
者
連
は
、数

十
万
円
の
負
債
を
投
付
け
、日
出
雄
以
下
の
純
真
な
る
神
の
子
を
、

千
丈
の
谷
間
に
つ
き
お
と
し
、知
ら
ぬ
顔
の
半
兵
衛
を
き
め
こ
み
、第

二
の
計
画
を
立
て
、迷
へ
る
少
年
を
か
り
集
め
む
と
し
、心
霊
会
な
る

も
の
を
組
織
し
た
が
、天
は
斯
か
る
暴
虐
を
許
さ
ず
、一
時
其
傘
下
に

集
ま
れ
る
猛
者
連
は
四
方
に
散
逸
し
、今
や
孤
立
無
援
の
境
地
に
立

ち
心
霊
と
人
生
な
る
孤
城
に
隠
れ
て
、切し
き
り
に
三
五
の
本
城
に
向
つ

て
征
矢
を
放
つ
て
ゐ
る
。
此
間
日
出
雄
は
桶
伏
山
の
山
下
、祥
雲
閣

に
於
て
、万
有
愛
の
教
旗
を
翻
し
、三
五
の
神
教
を
伝
ふ
べ
く
、神
示

の
霊
界
物
語
を
口
述
発
行
し
、天
下
に
宣
伝
せ
し
よ
り
、教
勢
頓と
み
に

回
復
し
、何
れ
も
其
教
理
に
歓
喜
雀
躍
し
、洋
の
内
外
を
問
は
ず
信

者
は
日
に
月
に
蝟
集
し
来
り
、昔
日
に
優
る
大
勢
力
を
醸
成
し
た
」

（
大
正
一四
年
、八
月
一
五
日
口
述
、松
村
真
澄
筆
録
）と
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、浅
野
和
三
郎
は
、「
鼻
高
々
学
者
」と
か
、「
大
正
十

年
に
世
界
全
滅
の
劫
託
を
並
べ
、一
夜
作
り
の
霊
学
を
称
導
」し
、「
大

正
十
年
に
於
て
、有
名
な
る
大
本
事
件
を
勃
発
」し
た
、と
揶
揄
さ
れ

て
い
る
。

7　
『
霊
界
物
語
』全
篇
が
素
戔
嗚
尊
の
八
岐
大
蛇
退
治
の
物
語
と

い
う
大
枠
の
中
に
あ
る
が
、「
舎
身
活
躍
・
戌
之
巻
」第
四
七
巻「
総

説
」に
は
、「
ゆ
ゑ
に
こ
の
物
語
に
お
い
て
、主す

の
神か
み
と
あ
る
の
は
、神か
む

素す

盞さ
の

嗚を
の

大お
ほ

神か
み
様さ
ま
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
主
の
神
は
、宇
宙
一
切
の
事
物

を
済
度
す
べ
く
、天て
ん

地ち

間か
ん

を
昇
し
や
う

降か
う

遊あ
そ

ば
し
て
そ
の
御み

魂た
ま

を
分
け
、あ

る
ひ
は
釈
迦
と
現
は
れ
、あ
る
ひ
は
基キ
リ
督ス
ト
と
な
り
、マ
ホ
メ
ツ
ト
と
化な

り
、そ
の
た
種
々
雑
多
に
神し
ん
身し
ん
を
変
じ
た
ま
ひ
て
、天て
ん
地ち

神し
ん
人じ
ん
の
救
済

に
尽
さ
せ
た
ま
ふ
仁
慈
無
限
の
大お
ほ
神か
み
で
あ
り
ま
す
。し
か
し
て
前
に

述
べ
た
通
り
、宇
宙
一
切
の
大
権
は
、厳い
づ
の
御み

魂た
ま
の
大お
ほ
神か
み
す
な
は
ち
太お
ほ

元も
と
神が
み
に
属
し
、こ
の
太お
ほ

元も
と
神が
み
に
属
せ
る一
切
は
、瑞み
づ
の
御み

魂た
ま
に
悉し
つ

皆か
い
属

さ
れ
た
る
以
上
は
、神
を
三
分
し
て
考
へ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ
。つ

ま
り
、心
に
三さ
ん
を
念
じ
て
、口
に一い
つを
い
ふ
こ
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。ゆ
ゑ
に
、神
素
盞
嗚
大
神
は
、救き
う

世せ
い
神し
ん
と
も
い
ひ
、仁み
ろ

愛く
の

大お
ほ

神か
み

と
も
申
し
上
げ
、撞つ
き
の
大お
ほ
神か
み
と
も
申
し
上
げ
る
の
で
あ
り
ま
す
」（
出

口
王
仁
三
郎『
霊
界
物
語
』四
七
巻
、大
本
教
典
刊
行
会
、一
九
六
九

年〔
初
版
一
九
二
四
年
〕四
―五
頁
）と「
神
素
戔
嗚
大
神
」の
こ
と
が

口
述
さ
れ
て
い
る
。

8　
例
え
ば
、東
京
日
日
新
聞
に
は
、「
か
く
し
て
実
現
し
た
大
本
教

破
滅
の
日
」、「
あ
は
れ
邪
教
の
末
路
よ
」、「
内
乱
予
備
の
陰
謀
と
し

て
告
発
」と
か
の
見
出
し
が
躍
っ
て
い
る
。
他
に
も
、「
戦
慄
す
べ
き
国

賊
大
本
教
の
罪
悪
」、「
天
皇
陛
下
の
統
治
権
を
無
視
す
」、「
あ
ば
か

れ
た
る
綾
部　

驚
く
べ
き
伏
魔
殿
の
大
秘
密
」、「
悪
魔
の
如
き
王
仁

三
郎
」、「
教
祖
の
お
な
お
婆
さ
ん　

元
は
紙
く
ず
買
い
の
気
狂
婆
」、

「
銃
砲
刀
剣
等
荷
馬
車
に
十
台
」、「
本
山
に
積
ま
れ
た
銀
貨
二
百
万
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円
」、「
命
が
け
で
地
下
の
秘
密
室
を
探
る　

動
か
ぬ
黒
い
影
は
死
人

か
？
」、「
秘
密
の
漏
洩
を
恐
れ
て
片
っ
端
か
ら
惨
殺　

死
屍
を
埋
む

る
十
一
箇
所
」、「
不
遜
を
極
め
た
大
本
教
の
僭
上
と
反
逆
と
陰
謀
を

証
拠
立
て
る
」と
か
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
記
事
が一
面
を
覆
っ
て
い

た
。
大
本
事
件
に
つ
い
て
は
、大
本
七
十
年
史
編
纂
会
編『
大
本
事

件
史
』宗
教
法
人
大
本
、一
九
七
〇
年
、『
大
本
七
十
年
史
』上
下
巻
、

宗
教
法
人
大
本
、一
九
六
四-

一
九
六
七
年
、出
口
直
日「
大
本
事
件

の
思
い
出
」『
こ
こ
ろ
の
帖
』講
談
社
、一
九
六
八
年
、出
口
栄
二『
大

本
教
事
件
』
三
一
書
房
、一
九
七
〇
年
、
徳
重
高
嶺「
大
本
事
件
」、

『
宗
教
弾
圧
を
語
る
』小
池
健
治
・
西
川
重
則
・
村
上
重
良
編
、岩
波

書
店
、一
九
七
八
年
、十
和
田
龍（
出
口
和
明
）『
第
三
次
大
本
事
件

の
真
相

―
出
口
王
仁
三
郎
の
予
言
が
現
代
に
甦
る
』自
由
国
民

社
、一
九
八
六
年
、早
瀬
圭
一『
大
本
襲
撃

―
出
口
す
み
と
そ
の
時

代
』毎
日
新
聞
社
、二
〇
〇
七
年
な
ど
が
参
考
に
な
る
。

9　
前
注
記
載
の
早
瀬
圭
一『
大
本
襲
撃

―
出
口
す
み
と
そ
の
時

代
』に
よ
れ
ば
、内
務
省
警
保
局
の
報
告
で
は
、昭
和
一一
年（
一
九
三

六
）末
ま
で
の
検
挙
総
数
は
九
八
七
人
で
、取
り
調
べ
を
受
け
た
者
は

全
国
で
三
千
人
を
超
え
た
と
い
う
。こ
の
時
ほ
と
ん
ど
の
メ
ディ
ア
が

大
本
教
を「
邪
教
」「
妖
教
」「
怪
教
」「
国
賊
」な
ど
と
批
判
し
た
が
、宗

教
新
聞
の『
中
外
日
報
』は
、「
支
配
者
が
い
か
に
新
興
既
成
一
切
の
宗

教
を
自
分
た
ち
に
都
合
の
よ
い
枠
に
嵌
込
も
う
と
し
て
も
、決
し
て

そ
の
通
り
に
な
ら
ぬ
の
が
宗
教
と
い
う
も
の
の
本
質
で
あ
る
」、「
今
日

ま
で
往
々
試
み
ら
れ
た
支
配
者
の
宗
教
に
対
す
る
取
締
な
い
し
手
入

れ
に
は
、ほ
と
ん
ど
滑
稽
と
し
か
見
え
な
い
そ
れ
自
身
の
宗
教
的
無

知
を
バ
ク
ロ
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
今
後
も
こ
ん
な
調
子
で

い
わ
ゆ
る
宗
教
統
制
な
ど
を
試
み
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、そ
の
失
敗

は
も
と
よ
り
社
会
的
弊
害
の
及
ぶ
所
蓋
し
測
地
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の

が
あ
ろ
う
」と
社
説
を
載
せ
た（
前
掲
書
一四
八
頁
）。こ
の
社
説
は
お

そ
ら
く
社
主
の
真
渓
涙
骨（
一
八
六
九-

一
九
五
六
）が
書
い
た
も
の
で

あ
ろ
う
が
、透
徹
し
た
宗
教
理
解
と
反
骨
精
神
に
溢
れ
た
勇
敢
な
る

社
説
記
事
で
あ
る
。

一
〇　
「
中
華
人
民
共
和
国
最
高
検
察
院
ネ
ッ
ト
」

http:

／
／www.spp.gov.cn

／xwfbh

／wsfbt

／201701

／

t20170125_179786.shtm
l#2

か
ら
、「
邪
教
」に
つ
い
て
の
法
的
規
定
と
解
釈
を
引
用
し
て
お
く
。

「
邪
教
組
織
を
組
織
・
利
用
し
法
律
の
実
行
を
妨
害
す
る
な
ど
の
刑

事
案
件
の
取
り
扱
い
に
適
用
す
る
法
律
の
い
く
つ
か
の
問
題
に
関
す

る
最
高
人
民
法
院
お
よ
び
最
高
人
民
検
察
院
の
解
釈
」公
表
日
：

二
〇
一
七
年
一
月
二
五
日

　
「
邪
教
組
織
を
組
織
・
利
用
し
法
律
の
執
行
を
妨
害
す
る
な
ど
の

刑
事
案
件
の
取
り
扱
い
に
適
用
す
る
法
律
の
い
く
つ
か
の
問
題
に
関

す
る
最
高
人
民
法
院
お
よ
び
最
高
人
民
検
察
院
の
解
釈
」

（
二
〇
一
七
年
一
月
四
日
に
最
高
人
民
法
院
審
判
委
員
会
の
第
一
七
〇

六
号
会
議
、二
〇
一
六
年
一二
月
八
日
に
最
高
人
民
検
察
院
第
一二
回

検
察
委
員
会
の
第
五
八
号
会
議
に
て
採
用
さ
れ
、二
〇
一
七
年
二
月
一

日
よ
り
執
行
さ
れ
る
）

　

邪
教
組
織
を
組
織
・
利
用
し
法
律
の
執
行
を
妨
害
す
る
な
ど
の
犯

罪
活
動
を
法
律
に
従
っ
て
処
罰
す
る
た
め
に
、「
中
華
人
民
共
和
国
刑

法
」お
よ
び「
中
華
人
民
共
和
国
刑
事
訴
訟
法
」の
関
連
規
定
に
基

づ
き
、こ
の
類
の
刑
事
案
件
の
取
り
扱
い
に
適
用
す
る
法
律
の
い
く
つ

か
の
問
題
に
つ
い
て
の
解
釈
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 

第
一
条 　

宗
教
、気
功
、そ
の
他
の
名
義
を
冒
用
し
て
組
織
を
設
立

し
、主
要
な
人
物
の
神
格
化
や
鼓
吹
、迷
信
邪
説
を
造
り
広
め
る
な

ど
の
手
段
を
利
用
し
て
他
の
人
を
惑
わ
し
、欺
き
、メ
ン
バ
ー
を
育
成
・

支
配
し
、社
会
に
危
害
を
与
え
る
違
法
組
織
は
、刑
法
第
一
〇
〇
条
の

規
定
に
よ
る「
邪
教
組
織
」と
し
て
認
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

第
二
条 

邪
教
組
織
を
組
織
・
利
用
し
国
家
法
律
お
よ
び
行
政
法

規
の
実
行
を
妨
害
す
る
も
の
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
状
況
に
該
当
す

る
場
合
は
、刑
法
第
三
〇
〇
条
第
一
款
の
規
定
に
よ
り
、三
年
以
上

七
年
以
下
の
懲
役
刑
が
処
さ
れ
、罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
。

・
邪
教
組
織
を
設
立
す
る
こ
と
、あ
る
い
は
取
り
締
ま
り
を
受
け
た

邪
教
組
織
を
復
旧
さ
せ
、別
の
邪
教
組
織
と
し
て
設
立
す
る
こ
と

・
国
家
機
関
、企
業
や
事
業
機
関
、公
共
の
場
所
や
宗
教
活
動
の
場

所
な
ど
を
集
団
で
包
囲
、衝
撃
・
占
領
・
騒
が
せ
、社
会
秩
序
を
乱
す

こ
と

・
集
会
、デ
モ
を
違
法
に
開
催
し
、社
会
秩
序
を
乱
す
こ
と

・
暴
力
、脅
迫
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
手
段
を
使
用
し
て
、他
の
人
を

強
迫
的
に
邪
教
組
織
に
加
入
さ
せ
た
り
、他
の
人
の
邪
教
組
織
か
ら

撤
退
す
る
の
を
阻
止
し
た
り
す
る
こ
と

・
法
的
義
務
を
履
行
し
な
い
よ
う
メ
ン
バ
ー
ま
た
は
そ
の
他
の
人
を

組
織
・
煽
動
・
欺
く
こ
と

・「
疑
似
基
地
局
」、「
ブ
ラ
ッ
ク
放
送
局
」な
ど
の
無
線
局（
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
）ま
た
は
無
線
周
波
数
を
使
用
し
邪
教
を
宣
揚
す
る
こ
と

・
か
つ
て
邪
教
活
動
へ
の
従
事
に
よ
る
刑
事
責
任
の
追
究
あ
る
い
は

二
年
以
内
に
行
政
処
罰
を
受
け
て
お
り
、か
つ
邪
教
活
動
に
従
事
し

て
い
る
こ
と

・
邪
教
組
織
の
メ
ン
バ
ー
を
五
〇
人
以
上
育
成
す
る
こ
と

・
詐
取
し
た
金
銭
あ
る
い
は
引
き
起
こ
し
た
経
済
的
損
失
が一
〇
〇

元
を
超
え
る
こ
と

・
貨
幣
を
介
し
て
邪
教
を
宣
揚
す
る
際
、そ
の
数
は
五
〇
〇
個（
枚
）

以
上
で
あ
る
こ
と

 （
一一
）制
作
し
配
布
し
た
邪
教
宣
伝
品
が
、次
の
い
ず
れ
か
の
数
量
基

準
に
達
し
て
い
る
こ
と

・
チ
ラ
シ
、ス
プ
レ
ー
写
真
、写
真
、ス
ロ
ー
ガ
ン
、新
聞
一
〇
〇
〇
部
以

上・
書
籍
お
よ
び
出
版
物
二
五
〇
冊
以
上

・
オ
ー
ディ
オ
テ
ー
プ
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
の
オ
ー
ディ
オ
ビ
ジ
ュ
ア

ル
製
品
二
五
〇
枚
以
上

・
標
識
、標
示
物
二
五
〇
個
以
上

・
光
ディ
ス
ク
、USB

フ
ラ
ッ
シュ
ド
ラ
イ
ブ
、メ
モ
リ
カ
ー
ド
、モ
バ
イ
ル

ハ
ー
ド
ディ
ス
ク
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
ス
ト
レ
ー
ジ
メ
ディ
ア一
〇
〇
個
以
上

　

六
各
種
バ
ナ
ー
五
〇
条
以
上

　
（
一
二
）通
信
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
邪
教
を
宣
伝
す
る
際

に
、次
の
い
ず
れ
か
の
状
況
に
あ
た
る
こ
と

・
邪
教
を
宣
揚
す
る
た
め
に
制
作
し
配
布
す
る
電
子
写
真
や
記
事

二
〇
〇
枚（
篇
）以
上
；
電
子
書
籍
、出
版
物
、オ
ー
ディ
オ
と
ビ
デ
オ

五
〇
巻
以
上
；
あ
る
い
は
電
子
文
書
五
〇
〇
万
字
以
上
；
電
子
オ

ー
ディ
オ
と
ビ
デ
オ
五
〇
分
以
上

・
情
報
の
収
集
送
信
、お
よ
び
電
話
一
〇
〇
〇
件（
回
）以
上

・
オ
ン
ラ
イ
ン
ユ
ー
ザ
ー
の
数
を
使
用
し
て一
〇
〇
〇
を
超
え
る
チ
ャ

ッ
ト
ル
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
す
る
か
、あ
る
い
は
グ
ル
ー
プメ
ン
バ
ー
、フ
ォ
ロ

ワ
ー
な
ど
の
ア
カ
ウ
ン
ト
番
号
を
使
用
し
て一
〇
〇
〇
を
超
え
る
コ
ミ

ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
、W

eC
hat

、W
eibo

な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
集
め
て
邪
教
を
宣
揚
す
る

・
邪
教
情
報
が
実
際
に
ク
リ
ッ
ク
さ
れ
、閲
覧
数
が
五
〇
〇
〇
回
を

超
え
る

　
（
一
三
）そ
の
ほ
か
の
重
大
な
事
情

　

第
三
条 　

邪
教
を
組
織
・
利
用
し
国
家
法
律
お
よ
び
行
政
法
規

の
執
行
を
妨
害
す
る
も
の
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
状
況
に
該
当
し
た

場
合
に
は
、刑
法
第
三
〇
〇
条
第
一
款
規
定
の「
情
状
特
別
重
大
」に

認
定
し
、七
年
以
上
の
懲
役
刑
ま
た
は
終
身
刑
が
処
さ
れ
、並
び
に

罰
金
、ま
た
は
財
産
没
収
が
科
せ
ら
れ
る
。

・
本
解
釈
第
二
条
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
の
実
施
に
お
い

て
、社
会
的
危
害
は
特
に
深
刻
で
あ
る
こ
と

・
本
解
釈
第
二
条
第
二
項
か
ら
第
一二
項
ま
で
の
規
定
を
実
施
す
る

行
為
で
、量
ま
た
は
数
が
第
二
項
に
規
定
す
る
対
応
基
準
の
五
倍
以

上
に
達
す
る
こ
と
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・
そ
の
ほ
か
、情
状
が
特
別
に
深
刻
で
あ
る
こ
と

　

第
四
条　

邪
教
を
組
織
・
利
用
し
国
家
法
律
お
よ
び
行
政
法
規
の

執
行
を
妨
害
す
る
も
の
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
状
況
に
該
当
す
れ
は
、

刑
法
第
三
〇
〇
条
第
一
款
規
定
の「
情
状
比
較
的
軽
い
」と
認
定
し
、

三
年
以
下
の
懲
役
刑
が
処
さ
れ
、拘
留
、政
治
的
権
利
の
管
制
ま
た

は
剥
奪
、並
び
に
罰
金
を
科
す
べ
き
で
あ
る
。

・
本
解
釈
第
二
条
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
の
実
施
で
、社

会
的
危
害
が
比
較
的
軽
い
で
あ
る
こ
と

・
本
解
釈
第
二
条
第
二
項
か
ら
第
一二
項
ま
で
の
規
定
を
実
施
す
る

行
為
で
、量
ま
た
は
数
が
対
応
す
る
基
準
の
五
分
の一
以
上
に
達
す
る

こ
と

・
そ
の
ほ
か
の
情
状
が
比
較
的
軽
い
事
態
で
あ
る
こ
と

　

第
五
条　

配
布
の
た
め
に
所
持
・
携
帯
し
、ま
た
は
配
布
の
過
程

で
そ
の
場
で
押
収
さ
れ
た
邪
教
宣
伝
品
の
数
量
が
本
解
釈
の
第
二
条

か
ら
第
四
条
に
規
定
さ
れ
た
関
連
基
準
に
達
し
た
場
合
に
は
、以
下

の
状
況
に
従
っ
て
個
別
に
取
り
扱
わ
れ
る
。

・
邪
教
宣
伝
品
は
行
為
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合

は
、既
遂
犯
罪
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

・
邪
教
宣
伝
品
は
行
為
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、ま

だ
配
布
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、予
備
犯
罪
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

・
邪
教
宣
伝
品
は
行
為
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、配

布
の
過
程
で
押
収
さ
れ
た
場
合
は
、未
遂
犯
罪
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

・
邪
教
宣
伝
品
は
行
為
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、そ

の一
部
は
す
で
に
配
布
さ
れ
た
場
合
は
、既
遂
犯
罪
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

配
布
さ
れ
て
い
な
い
分
は
、量
刑
の
際
に
情
状
酌
量
と
し
て
考
慮
さ

れ
る
。

　

第
六
条　

邪
教
宣
伝
品
の
作
成
と
配
布
、ま
た
は
邪
教
を
宣
伝
す

る
た
め
の
通
信
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
が
繰
り
返
さ
れ
、ま
だ
処

理
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、そ
の
量
ま
た
は
数
は
累
計
さ
れ
る
。

　

邪
教
宣
伝
品
の
作
成
と
配
布
、ま
た
は
邪
教
を
宣
伝
す
る
た
め
の

通
信
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
使
用
が　

異
な
る
種
類
や
形
態
を
含
む

も
の
で
あ
れ
ば
、本
解
釈
に
規
定
さ
れ
て
い
る
異
な
る
数
量
基
準
の

対
応
す
る
割
合
に
従
っ
て
計
算
し
て
か
ら
累
計
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

第
七
条　

邪
教
組
織
を
組
織
・
利
用
し
、迷
信
邪
説
を
造
り
広
め
、メ

ン
バ
ー
や
そ
の
他
の
人
を
欺
き
、絶
食
・
自
虐
さ
せ
る
な
ど
、あ
る
い
は

病
人
を
騙
し
正
常
な
治
療
を
受
け
さ
せ
ず
、重
症
や
死
亡
に
至
ら
せ

る
も
の
は
、刑
法
第
三
〇
〇
条
第
二
款
に
規
定
さ
れ
た
邪
教
組
織
を

組
織
・
利
用
し「
他
の
人
を
欺
き
、重
症
や
死
亡
に
至
ら
せ
る
」と
認

定
す
べ
き
で
あ
る
。

邪
教
組
織
を
組
織
・
利
用
し
他
の
人
を
欺
き
、一
人
以
上
を
死
亡
さ
せ

三
人
以
上
を
重
症
負
わ
せ
た
の
で
あ
れ
ば
、三
年
以
上
七
年
以
下
の

懲
役
刑
が
処
さ
れ
、並
び
に
罰
金
が
科
さ
れ
る
。

邪
教
組
織
を
組
織
・
利
用
し
他
の
人
を
欺
き
、次
の
状
況
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、七
年
以
上
の
懲
役
刑
ま
た
は
終
身
刑
が

処
さ
れ
、並
び
に
罰
金
、ま
た
は
財
産
の
没
収
が
さ
れ
る
。

　
（
一
）三
人
以
上
の
死
亡
を
引
き
起
こ
し
た
場
合

　
（
二
）九
人
以
上
に
重
傷
を
負
わ
せ
た
場
合

　
（
三
）そ
の
ほ
か
情
状
が
特
別
に
深
刻
な
事
態
の
場
合

邪
教
組
織
を
組
織
・
利
用
し
他
の
人
を
欺
き
、重
症
を
負
わ
せ
た
の

で
あ
れ
ば
、三
年
以
下
の
懲
役
刑
が
処
さ
れ
、拘
留
、政
治
的
権
利
の

管
制
ま
た
は
剥
奪
、罰
金
が
科
さ
れ
る
。

　

第
八
条　

本
解
釈
の
第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
の
実
施
は
、

次
の
い
ず
れ
か
の
状
況
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、厳
罰
さ
れ
る
。

・
海
外
の
機
関
、組
織
、要
員
と
協
力
し
邪
教
活
動
に
従
事
し
た
場

合・
省
、自
治
区
、地
方
市
級（
地
方
自
治
体
）に
ま
た
が
る
邪
教
組
織

機
構
の
設
立
、メ
ン
バ
ー
の
育
成
ま
た
は
邪
教
活
動
の
組
織
化
し
た

場
合

（
三
）重
要
な
公
共
の
場
所
、監
督
の
場
所
、ま
た
は
重
大
な
国
家
祝

日
や
主
要
な
イ
ベン
ト
で
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
、お
よ
び
公
に
邪

教
活
動
を
実
施
し
た
場
合

　
（
四
）邪
教
組
織
が
取
り
締
ま
り
を
受
け
た
あ
と
、あ
る
い
は
邪
教

組
織
と
し
て
認
定
さ
れ
た
あ
と
も
依
然
と
し
て
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起

こ
し
、公
に
邪
教
活
動
を
実
施
し
た
場
合

　
（
五
）国
家
職
員
が
邪
教
活
動
に
従
事
し
た
場
合

　
（
六
）未
成
年
者
に
邪
教
を
宣
揚
し
た
場
合

　
（
七
）学
校
や
そ
の
他
の
教
育
訓
練
機
構
に
邪
教
を
宣
揚
し
た
場

合第
九
条 　

邪
教
を
組
織
・
利
用
し
国
家
法
律
お
よ
び
行
政
法
規
の

執
行
を
妨
害
す
る
こ
と
は
、本
解
釈
の
第
四
条
の
規
定
に
準
拠
し
て

い
る
。し
か
し
行
為
者
が
誠
意
を
も
っ
て
反
省
し
、邪
教
組
織
か
ら
撤

退
し
再
び
邪
教
活
動
に
従
事
し
な
い
こ
と
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、不
起
訴
あ
る
い
は
刑
事
処
罰
を
免
除
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。

　

邪
教
を
組
織
・
利
用
し
国
家
法
律
お
よ
び
行
政
法
規
の
執
行
を
妨

害
す
る
も
の
は
、行
為
者
一
審
の
判
決
前
に
誠
意
を
も
っ
て
反
省
し
、

邪
教
組
織
か
ら
撤
退
し
再
び
邪
教
活
動
に
従
事
し
な
い
こ
と
を
表
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、以
下
の
規
定
に
従
っ
て
個
別
に
対

処
す
る
。

・
本
解
釈
第
二
条
の
規
定
条
件
に
一
致
し
て
い
る
場
合
は
、刑
法
第

三
〇
〇
条
第
一
款
の
規
定
に
よ
る「
情
状
比
較
的
軽
い
」と
認
定
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

・
本
解
釈
第
三
条
の
規
定
に一
致
し
て
い
る
場
合
は
、刑
法
第
三
〇

〇
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る「
情
状
特
別
重
大
」と
認
定
せ
ず
、三
年

以
上
七
年
以
下
の
懲
役
刑
が
処
さ
れ
、罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
。

　

第
一
〇
条　

邪
教
を
組
織
・
利
用
し
国
家
法
律
お
よ
び
行
政
法
規

の
執
行
を
妨
害
す
る
過
程
で
、国
家
を
分
裂
さ
せ
、政
権
を
転
覆
さ

せ
、あ
る
い
は
他
の
人
を
侮
辱
ま
た
は
誹
謗
す
る
な
ど
の
犯
罪
行
為

が
あ
る
場
合
に
は
、い
く
つ
か
の
罪
を
組
み
合
わ
せ
る
規
定
に
よ
り
有

罪
判
決
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
。

　

第
一一
条　

邪
教
を
組
織
・
利
用
し
、迷
信
邪
説
を
造
り
広
め
、メ
ン

バ
ー
や
そ
の
他
の
人
を
自
殺
ま
た
は
自
傷
さ
せ
る
よ
う
組
織
的
、計

画
的
に
、煽
動
、脅
迫
、教
唆
、助
長
す
る
場
合
に
は
、刑
法
第
二
三

二
条
、第
二
三
四
条
の
規
定
に
よ
り
、意
図
的
殺
人
罪
ま
た
は
意
図

的
傷
害
罪
で
有
罪
判
決
と
し
て
認
定
し
処
罰
さ
れ
る
。

　

第
一二
条 　

邪
教
組
織
の
メ
ン
バ
ー
が
自
焚
、自
爆
あ
る
い
は
そ
の

ほ
か
の
危
険
な
方
法
で
公
共
安
全
を
危
害
す
る
場
合
に
は
、刑
法
第

一一四
条
、第
一一
五
条
の
規
定
に
よ
り
、放
火
罪
、爆
発
罪
お
よ
び
危
険

な
方
法
で
、公
共
安
全
を
危
害
し
た
罪
で
有
罪
判
決
と
し
て
処
罰
す

る
。

　

第
一
三
条 

他
の
人
が
邪
教
を
組
織
・
利
用
し
犯
罪
を
実
行
し
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
知
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
の
人
に
経
費
、

技
術
、道
具
、宿
泊
、送
り
迎
え
な
ど
の
便
利
な
条
件
や
援
助
を
提

供
し
た
場
合
に
は
、共
同
犯
罪
と
し
て
扱
う
。

　

第
一四
条 

邪
教
組
織
を
組
織
・
利
用
し
法
律
の
実
行
を
妨
害
す
る

罪
、邪
教
組
織
を
組
織
・
利
用
し
人
を
重
傷
や
死
亡
さ
せ
た
罪
、社

会
秩
序
を
破
壊
し
た
犯
罪
人
物
に
対
し
、刑
法
第
五
六
条
の
規
定
に

よ
り
、政
治
的
権
利
の
剥
奪
が
付
け
加
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

第
一
五
条 

案
件
に
関
わ
る
物
が
邪
教
宣
伝
品
で
あ
る
か
否
か
の
確

定
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、地
方
の
市
級（
地
方
自
治
体
）以
上
の

公
安
機
関
に
確
認
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

第
一
六
条 

本
解
釈
は
二
〇
一
七
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

 

（
ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
訳
）
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は
じ
め
に

近
代
日
本
の
宗
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
と
き
、「
宗

教
」
と
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
そ
も
そ
も
別
種
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
起
源
と
流
行
も
の
と
捉
え
る
欧
米
の
捉
え
方
を

適
用
し
よ
う
と
す
る
と
う
ま
く
い
か
な
い
。
欧
米
の
研
究
者

が
近
代
の
宗
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
論
じ
る
と
き
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
非
宗
教
的
な
も
の
だ
と
の
前
提
が
置
か

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

は
『
想
像
の
共
同
体
―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
起
源
と
流
行
』

（
原
著
、
一
九
八
三
年
）
で
世
俗
的
な
も
の
で
あ
る
は
ず
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
隠
れ
た
宗
教
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
論

じ
た
。
タ
ラ
ル
・
ア
サ
ド
は
『
世
俗
の
形
成
―
キ
リ
ス
ト

教
、
イ
ス
ラ
ム
、
近
代
』（
原
著
、
二
〇
〇
三
年
）
の
な
か
で
、

日
本
の
近
代
国
家
を
世
俗
的
な
体
制
だ
っ
た
と
理
解
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
す
ぐ
れ
た
近
代
文
化
の
研
究
書
と
言
え
る
が
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
世
俗
的
な
も
の
だ
と
い
う
先
入
観
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
理
解
を
く
つ
が
え
す
意
義
を
も
っ
た
の
が
「
宗

教
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
用
語
で
あ
り
、
こ
の
語
の

学
術
的
な
使
用
を
広
め
た
書
物
と
し
て
マ
ー
ク
・
ユ
ル
ゲ
ン

ス
マ
イ
ヤ
ー
の
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
世
俗
性
と
宗
教
性
』

（
原
著
、
一
九
九
三
年
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
以

下
の
私
の
論
考
は
、
近
代
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
宗
教

的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
捉
え
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
日
本

の
近
代
を
考
え
る
と
き
、
天
皇
崇
敬
と
国
体
論
を
基
軸
と
す

る
宗
教
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
近
代
国
家
形
成
の
核
心
に
置

か
れ
た
と
い
う
事
実
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
神
道

と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
緊
密
な
関
係
は
あ
ま
り
に
明
白
で
あ

る
。
皇
帝
が
統
治
す
る
神
聖
国
家
と
い
う
東
ア
ジ
ア
的
な
国

家
秩
序
観
が
、
国
民
の
連
帯
に
よ
る
国
家
形
成
を
進
め
よ
う

と
す
る
近
代
に
よ
み
が
え
り
、
宗
教
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に

展
開
し
て
い
っ
た
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
天
皇
と
一
体
視
さ
れ
た
国
家
そ
の
も
の
が
宗

教
性
を
帯
び
た
日
本
の
宗
教
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て

は
、
皇
室
と
と
も
に
公
的
機
関
が
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
学
校
と
軍
隊
の
役
割
が
大

き
い
。
拙
著
、『
国
家
神
道
と
日
本
人
』（
二
〇
一
〇
年
）
で
は

学
校
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
あ
る
程
度
述
べ
た
が
、
軍

隊
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
稿
で
は
、
宗
教
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
よ
り
具

体
的
に
は
天
皇
崇
敬
の
担
い
手
と
し
て
の
軍
隊
に
つ
い
て
見

て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

近
代
日
本
の
宗
教
的
身
心
変
容
技
法
と
い
う
こ
と
で
は
、

学
校
と
軍
隊
が
果
た
し
た
役
割
が
き
わ
め
て
大
き
い
。
と
く

に
軍
隊
に
お
い
て
は
、
宗
教
的
身
心
変
容
技
法
が
暴
力
と
結

び
つ
い
た
。
も
と
も
と
軍
隊
は
暴
力
の
装
置
と
も
い
え
る
。

だ
が
、
こ
こ
で
暴
力
と
い
う
と
き
は
、
近
代
日
本
の
軍
隊
が

こ
と
さ
ら
に
敵
味
方
双
方
の
い
の
ち
を
軽
ん
じ
た
傾
向
を
念

頭
に
置
い
て
い
る
。
内
務
班
が
初
年
兵
を
暴
力
的
に
「
訓
育
」

し
よ
う
と
し
て
手
荒
く
遇
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
玉
砕
や
特
攻
、
さ
ら
に
は
捕
虜
に
な
る
こ
と
の
禁
止

の
よ
う
に
、
兵
士
に
進
ん
で
死
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
強
い

近
代
日
本
の
軍
の
宗
教
性
と
身
心
変
容
技
法

―
尊
王
の
軍
人
・
乃
木
希
典
と
禅

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

島
薗
　
進

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
所
長
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
／
宗
教
学
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た
こ
と
も
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
七
三
一
部
隊
の
よ
う
に
捕
虜

を
実
験
材
料
と
し
て
扱
い
、
数
千
名
を
死
に
至
ら
し
め
た
例

も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
軍
が
際
立
っ
た
暴
力
性

を
発
揮
し
た
例
で
あ
る
。

近
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
的
身
心
変
容
技
法
と
暴
力
に
つ

い
て
考
え
る
と
き
、
軍
隊
の
宗
教
性
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
で
は
、
軍
隊
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
一
つ
の
切
り
口

と
し
て
禅
と
軍
隊
と
の
関
わ
り
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
こ

の
稿
で
は
、
と
く
に
乃の

木ぎ

希ま
れ

典す
け

に
注
目
し
、
乃
木
の
天
皇
崇

敬
と
禅
へ
の
親
し
み
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
た
か
を
見
て
い
き

た
い
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
に
は
「
皇
道
禅
」
が
大
き
な

潮
流
と
な
り
、
禅
と
い
う
身
心
変
容
技
法
を
通
し
て
宗
教
的

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
深
入
り
し
て
い
く
若
者
が
多
数
生
み
出

さ
れ
た
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
例
は
、
戦
争
末
期
に
旧
制
中
学
校
の

生
徒
が
熱
狂
的
に
読
ん
だ
と
さ
れ
る
杉
本
五
郎
の
『
大
義
』

で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
生
ま
れ
の
杉
本
は
、
一
九
三
七
年
陸

軍
少
佐
と
し
て
中
国
の
戦
地
に
赴
き
戦
死
し
て
い
る
。
広
島

の
連
隊
に
い
た
杉
本
は
一
八
年
に
わ
た
っ
て
禅
に
親
し
ん
で

い
た
。
死
に
先
立
っ
て
、
禅
で
磨
い
た
精
神
性
と
皇
道
思
想

が
一
体
化
し
た
著
作
、『
大
義
』
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
が
早
い

死
を
予
想
し
て
生
き
て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
若
者
た
ち

の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
た
の
だ
っ
た
（
城
山
三
郎
『
大
義
の
末
』、
市

川
白
弦
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
の
宗
教
』、
ブ
ラ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
『
禅
と
戦
争

―
禅
仏
教
は
戦
争
に
協
力
し
た
か
』）。

杉
本
の
よ
う
な
禅
で
精
神
性
を
養
っ
た
軍
人
は
少
な
く
な

か
っ
た
。
そ
の
多
く
は
尊
王
や
皇
道
へ
の
献
身
を
尊
び
も
し

た
。
皇
道
禅
の
精
神
系
譜
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
稿
で
は
、

皇
道
禅
の
系
譜
の
早
い
時
期
の
代
表
者
と
も
言
え
る
乃
木
希

典
を
取
り
上
げ
る
。
近
代
日
本
で
も
っ
と
も
人
気
が
高
い
英

雄
的
軍
人
の
一
人
で
あ
る
乃
木
の
例
を
通
し
て
、
軍
の
宗
教

性
と
身
心
変
容
技
法
の
関
係
に
つ
い
て
そ
の
一
端
を
見
て
い

く
こ
と
に
し
た
い
。

1
軍
部
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
天
皇
崇
敬
の
歴
史

明
治
以
降
の
日
本
で
は
富
国
強
兵
と
海
外
へ
の
勢
力
拡
張

が
進
め
ら
れ
る
過
程
で
軍
部
の
政
治
的
地
位
が
強
化
さ
れ
、

や
が
て
昭
和
期
に
な
る
と
軍
部
支
配
の
抑
圧
的
な
体
制
と
無

謀
な
戦
争
へ
と
進
ん
で
い
く
。
韓
国
や
中
国
へ
の
攻
撃
的
な

姿
勢
は
明
治
初
期
か
ら
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
へ
と
次
第
に

強
め
ら
れ
、
日
韓
併
合
以
降
、
一
段
と
強
化
さ
れ
る
。
そ
れ

は
軍
部
の
政
治
力
の
拡
大
と
不
可
分
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
治

安
維
持
法
が
制
定
さ
れ
る
一
九
二
五
年
以
降
、
国
内
の
言
論

や
信
教
の
自
由
や
思
想
・
信
条
の
自
由
が
著
し
く
制
限
さ
れ
、

天
皇
崇
敬
が
強
化
さ
れ
て
い
く
。

政
治
的
自
由
や
人
権
の
抑
圧
が
常
態
化
す
る
こ
う
し
た
軍

事
国
家
的
な
性
格
を
「
軍
部
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
か
「
軍
フ
ァ

シ
ズ
ム
体
制
」
と
よ
ぶ
論
者
も
い
る
。
他
方
、
天
皇
崇
敬
と

い
う
と
こ
ろ
に
主
要
な
特
徴
が
あ
る
と
見
て
「
天
皇
制
フ
ァ

シ
ズ
ム
」
と
よ
ぶ
論
者
も
い
る
。
こ
れ
ら
の
呼
称
は
軍
と
天

皇
崇
敬
が
密
接
に
結
び
つ
き
、
近
代
日
本
の
対
外
攻
撃
的
ま

た
抑
圧
的
な
体
制
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
認
識
を
反
映
し
て

い
る
。

た
と
え
ば
、
秦
郁
彦
が
一
九
六
二
年
に
刊
行
し
た
『
軍
フ

ァ
シ
ズ
ム
運
動
史
』
と
い
う
書
物
で
は
、「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
性
格
を
、
も
っ
と
も
簡
潔
に
表
現
し
て
い
る
の
は
、
天
皇

制
フ
ァ
シ
ズ
ム
お
よ
び
軍
部
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
呼
び
か
た

で
あ
ろ
う
」（
六
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
続
い
て
秦

は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

天
皇
制
は
、
明
治
絶
対
主
義
の
創
設
者
た
ち
に
よ
っ
て
、

人
為
的
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
精
巧
な
支
配
装
置
で
あ
っ
た
。

／
彼
ら
は
、
欧
州
先
進
諸
国
に
よ
る
植
民
地
化
の
危
機
を

切
り
ぬ
け
て
急
速
な
近
代
化
を
達
成
す
る
に
は
、
国
民
統

合
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
精
神
・
倫
理
の
世
界
で
天
皇
の

持
っ
て
い
た
伝
統
的
＝
中
世
的
権
威
を
復
活
し
、
拡
大
す

る
の
が
、
も
っ
と
も
効
果
的
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
た
の

で
あ
る
。
明
治
憲
法
と
教
育
勅
語
は
、
こ
の
新
た
な
支
配

体
制
の
外
壁
と
内
核
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。（
七
ペ

ー
ジ
。「
／
」
は
原
文
改
行
箇
所
を
示
す
）

こ
こ
で
秦
が
「
伝
統
的
＝
中
世
的
権
威
」
と
呼
ん
で
い
る

も
の
は
、
宗
教
的
と
言
い
か
え
る
こ
と
も
で
き
る
文
化
的
次

元
を
指
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
宗
教
的
な
天
皇
崇
敬
を
掲
げ

た
国
家
理
念
は
建
前
で
、
実
際
の
統
治
機
構
は
欧
米
に
倣
い
、

法
に
従
っ
て
各
機
構
の
担
当
者
が
運
営
責
任
を
分
担
し
て
い

く
は
ず
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
ズ
レ
が
重
要
だ
と
い
う
。
明
治

初
期
の
段
階
で
は
、「
玉
」
と
よ
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
天
皇

個
人
は
、
政
治
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な

い
。「『
玉
を
抱
い
て
専
制
』
し
よ
う
と
す
る
政
治
勢
力
に
と

っ
て
、
正
統
性
を
保
障
す
る
シ
ン
ボ
ル
の
役
割
を
担
わ
さ
れ

た
」
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
天
皇
を
掲
げ
つ
つ
も
、
実
際

政
治
に
お
い
て
は
合
理
的
に
運
営
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
こ
の

二
面
的
体
制
は
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
て
い
く
。「
昭
和
期
に
入
る

と
、
天
皇
制
は
…
…
徐
々
に
安
定
性
を
失
い
、
あ
ら
ゆ
る
意

味
で
反
動
的
・
退
行
的
傾
向
を
深
め
て
行
く
。」（
同
前
）

こ
こ
で
主
要
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
軍
部
で
あ
る
。
秦
は

「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
主
た
る
推
進
力
で
あ
り
、
ま
た
最
終
的

な
制
覇
者
の
座
に
の
ぼ
っ
た
の
は
、
軍
部
で
あ
っ
た
」
と
述

べ
、
E
・
H
・
ノ
ー
マ
ン
の
『
日
本
に
お
け
る
兵
士
と
農
民

―
日
本
徴
兵
制
度
の
諸
起
源
』（
邦
訳
版
、
一
九
四
七
年
、
原

著
、
一
九
四
三
年
）
の
次
の
一
節
を
引
い
て
い
る
。
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日
本
軍
隊
は
、
日
本
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
最
先
端

と
な
り
、
そ
の
数
多
の
政
治
的
、
宣
伝
的
活
動
に
よ
っ
て

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
の
よ
う
な
単
一
フ
ァ
ッ
シ
ョ
政
党
を

事
実
上
不
必
要
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。（
一
二
〇
ペ
ー
ジ
）

「
軍
部
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
い
う
性
格
づ
け
は
、「
下
か
ら
の

大
衆
運
動
」
と
い
う
側
面
が
弱
か
っ
た
と
い
う
評
価
と
結
び

つ
い
て
い
る
。
秦
は
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
「
上
か
ら
の
フ

ァ
シ
ズ
ム
」
と
い
う
特
徴
を
も
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

は
妥
当
な
捉
え
方
だ
ろ
う
か
。

日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
、
ナ
チ
ス
や
イ
タ
リ
ア
の
よ
う
に
、

下
か
ら
の
大
衆
運
動
と
い
う
方
式
を
と
ら
ず
、
軍
部
、
官

僚
の
よ
う
な
国
家
機
構
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
点
か
ら
、
典

型
的
な
「
上
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
政
党
運
動
の
拡
大
に
よ
っ
て
外
か
ら
政
治
権
力
の

中
枢
に
接
近
し
た
の
で
は
な
く
、
本
来
権
力
行
使
機
関
で

あ
る
既
存
の
国
家
組
織
が
、
そ
の
ま
ま
転
用
さ
れ
て
、
新

た
な
政
治
使
命
を
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
新
た

な
政
治
体
制
に
対
応
す
る
機
構
的
な
編
成
が
え
は
、
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
ず
、
人
的
配
置
転
換
も
な
か
っ
た
。（
一
五
ペ

ー
ジ
）

軍
部
主
導
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
確
か
に
「
上
か
ら
の
」
と
特

徴
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
が
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
「
下
か
ら
の
」
運
動
が
き
わ
め
て
弱
体
だ
っ
た
と
言

っ
て
よ
い
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
。
軍
部
主
導
の
国
家
主

義
的
体
制
が
そ
れ
な
り
に
国
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
基

盤
に
は
、「
下
か
ら
の
大
衆
運
動
」
と
い
う
も
の
も
あ
る
程
度
、

存
在
し
て
お
り
、
軍
部
は
そ
う
し
た
「
下
か
ら
の
」
支
持
を

吸
い
上
げ
た
と
い
う
側
面
も
見
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

問
題
は
秦
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
基
盤
と
な
る
「
大
衆
の
精
神

動
員
」（
一
三
ペ
ー
ジ
）
と
よ
ぶ
も
の
の
実
態
が
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
か
だ
。
近
代
神
道
に
つ
い
て
独
自
の
視
角
を
も

つ
神
社
本
庁
の
論
客
、
葦
津
珍
彦
の
見
解
を
見
て
み
よ
う
。

葦
津
は
、
秦
が
「
精
神
動
員
」
と
よ
ぶ
戦
時
期
の
精
神
文
化

に
注
目
す
る
立
場
か
ら
、『
国
家
神
道
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』

（
新
版
、
二
〇
〇
六
年
、
初
版
、
一
九
八
七
年
）
で
だ
い
ぶ
異
な

る
見
方
を
示
し
て
い
る
。

近
代
の
神
道
史
を
錯
誤
、
誤
認
し
て
い
る
米
人
や
そ
の

御
用
文
化
言
論
人
は
、
国
家
神
道
を
も
っ
て
、
明
治
日
本

の
政
府
権
力
者
と
、
熱
烈
な
神
道
家
と
が
相
共
謀
し
て
築

き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
虚
像
の
イ
メ
ー
ジ
を

拡
散
し
て
俗
説
を
通
用
さ
せ
て
い
る
。（
中
略
）
／
し
か
し

国
家
の
政
府
権
力
と
は
別
に
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
相
異

な
る
神
道
の
意
識
が
、
在
野
の
国
民
の
間
に
生
き
つ
づ
け

て
行
く
。
そ
れ
が
大
正
時
代
に
な
っ
て
燃
え
上
る
。
政
府

の
国
家
神
道
は
、
初
め
は
こ
れ
を
無
視
し
、
や
が
て
弾
圧

を
試
み
た
が
、
権
力
へ
の
反
抗
は
根
づ
よ
い
。
国
家
神
道

の
中
枢
、
神
社
局
は
存
外
に
、
消
極
防
衛
に
つ
と
め
た
が
、

在
野
神
道
諸
流
の
反
抗
は
、
後
に
は
政
府
権
力
を
お
び
や

か
し
て
、
心
理
的
圧
迫
を
感
じ
さ
せ
る
（
い
わ
ゆ
る
昭
和
初

期
か
ら
の
維
新
動
乱
時
代
）。
こ
の
間
の
朝
野
の
思
想
史
は
、

複
雑
を
極
め
た
。
そ
れ
は
「
国
家
神
道
時
代
」
末
期
十
有

余
年
の
こ
と
で
あ
る
。（
一
〇
―一
一
ペ
ー
ジ
）

こ
こ
で
葦
津
は
「
政
府
の
国
家
神
道
」
と
「
在
野
神
道
諸

流
」
と
を
対
置
し
て
い
る
。
前
者
は
内
務
省
が
統
制
し
て
い

た
神
社
と
神
職
の
組
織
を
指
し
て
お
り
、
後
者
は
天
皇
崇
敬

や
国
体
論
に
力
点
を
お
き
、「
神
道
」
と
と
も
に
、
あ
る
い
は

そ
れ
以
上
に
「
皇
道
」
を
説
く
よ
う
な
勢
力
を
指
し
て
い
る
。

前
者
が
国
家
官
僚
制
の
下
に
あ
る
「
上
か
ら
の
国
家
神
道
」

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
者
は
在
野
の
人
々
に
主
体
が
あ
る
「
下

か
ら
の
皇
道
運
動
」
で
あ
る
。
後
者
も
神
道
祭
祀
を
行
う
天

皇
へ
の
崇
敬
を
掲
げ
る
も
の
で
、
明
治
維
新
の
国
家
構
想
の

基
本
に
関
わ
る
も
の
な
の
で
「
国
家
神
道
」
の
重
要
な
構
成

要
素
と
見
な
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
筆
者
の
考
え
だ
（『
国
家

神
道
と
日
本
人
』、
二
〇
一
〇
年
）。

国
家
神
道
と
い
う
語
の
指
す
範
囲
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い

う
問
題
は
さ
て
お
き
、
秦
が
捉
え
る
「
上
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ

ム
」
の
像
と
葦
津
が
捉
え
る
「
在
野
神
道
諸
流
」
と
を
う
ま

く
整
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
在
野
神
道
諸
流
が

「
上
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
を
下
か
ら
後
押
し
す
る
よ
う
な
性

格
を
も
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
で
は
、
そ
れ
は
「
軍
部

フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
軍
部
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
が
「
在
野
神
道
諸
流
」
と
、
ま
た
皇
道

主
義
と
ど
う
関
わ
っ
た
か
と
い
う
問
題
だ
。

「
上
か
ら
」
の
働
き
か
け
と
「
下
か
ら
の
」
働
き
か
け
が
ど

の
よ
う
な
割
合
で
分
布
し
た
か
を
測
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

た
だ
、
天
皇
崇
敬
の
下
で
の
国
民
の
一
体
感
を
形
成
し
て
い

く
こ
と
が
、
昭
和
期
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
に
つ
な
が
っ
た
。
そ

し
て
そ
こ
で
軍
部
が
果
た
し
た
役
割
は
小
さ
く
な
い
。
そ
う

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
明
治
以
降
の
軍
隊
の
歴
史
が
そ
れ
に
ど

う
関
わ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

明
治
維
新
以
降
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
に
至
る
時
期
の

日
本
の
精
神
文
化
の
動
き
を
考
え
る
上
で
、
軍
部
・
軍
隊
の

精
神
史
を
た
ど
る
こ
と
が
重
要
な
理
由
は
い
く
つ
も
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
以
上
の
理
由
は
そ
の
中
で
も
大

き
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

2
戦
前
の
軍
隊
の
宗
教
性

軍
部
が
あ
る
種
の
宗
教
性
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
天
皇

崇
敬
で
あ
り
、
ま
た
神
道
と
結
び
つ
き
を
も
っ
て
い
る
。
こ
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れ
を
国
家
神
道
と
呼
ぶ
か
ど
う
か
は
横
に
置
い
て
お
い
て
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
共
通
了
解
が
あ
る
と
思
う
。
で
は
、
軍

部
が
宗
教
的
な
要
素
を
も
つ
に
至
る
思
想
的
背
景
や
歴
史
過

程
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な

る
。
思
想
的
背
景
と
し
て
は
靖
国
神
社
や
「
軍
人
勅
諭
」
が

重
要
だ
。
靖
国
の
信
仰
の
源
流
を
た
ど
れ
ば
、
明
治
維
新
期

の
尊
王
運
動
、
尊
王
の
志
士
た
ち
の
天
皇
崇
敬
が
基
礎
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
拙
稿
「
国
家
神
道
の
形
成
と
靖
国

神
社
・
軍
人
勅
諭

―
皇
道
思
想
と
天
皇
崇
敬
の
担
い
手
と
し
て

の
軍
隊
」（『
講
座
明
治
維
新
一
一　

明
治
維
新
と
宗
教
・
文
化
』

二
〇
一
六
年
）。

他
方
、
歴
史
的
に
軍
隊
生
活
に
宗
教
的
な
要
素
が
ど
の
よ

う
に
入
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
歴
史
過
程
は
複
雑
で
あ
る
。

戸
部
良
一
に
よ
る
『
逆
説
の
軍
隊　

日
本
の
近
代
9
』（
一
九

九
八
年
）
に
手
が
か
り
を
求
め
よ
う
。
こ
の
書
物
が
「
逆
説
」

を
主
題
に
掲
げ
る
の
に
は
い
く
つ
か
の
意
味
が
あ
る
。
日
本

の
軍
隊
は
、
強
い
天
皇
崇
敬
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
と
き
に
政
治
的
な
安
定
に
寄
与
し
た
が
、
他
の
場

合
に
は
天
皇
に
直
結
し
て
い
る
と
い
う
意
識
の
下
で
勝
手
に

政
治
を
動
か
し
て
し
ま
う
こ
と
も
起
こ
っ
た
。
こ
れ
は
一
つ

に
は
、
政
府
に
で
は
な
く
天
皇
に
直
属
す
る
軍
隊
と
い
う
形

態
、
す
な
わ
ち
「
統
帥
権
の
独
立
」
と
い
う
体
制
の
帰
結
と

見
な
さ
れ
て
い
る
。

組
織
と
し
て
の
軍
は
、
天
皇
の
終
戦
の
意
思
を
受
け
承
詔

必
謹
（
島
薗
注
：
十
七
条
の
憲
法
第
三
条
に
由
来
。
こ
こ
で
は

天
皇
の
言
葉
に
必
ず
従
う
と
い
う
意
味
）
を
貫
い
た
。
天
皇

は
（
島
薗
注
：
一
九
四
五
年
）
八
月
十
七
日
に
、
陸
海
軍
人

に
勅
語
を
下
賜
し
、
八
月
二
十
五
日
に
は
、
復
員
に
際
し

て
告
別
の
勅
諭
を
下
賜
し
た
。
ま
た
、
外
地
（
南
方
、
中

国
、
満
州
）
に
は
軍
人
皇
族
を
名
代
と
し
て
派
遣
し
、
終

戦
の
意
思
を
あ
ら
た
め
て
伝
達
さ
せ
た
。
天
皇
の
統
帥
大

権
が
、
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
終
戦
の
意
思
を
軍
組
織
に
徹

底
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
降
伏
を
可
能
な

ら
し
め
た
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。（
一

四
―一
五
ペ
ー
ジ
）

こ
の
よ
う
に
軍
の
政
治
的
中
立
性
を
確
保
す
る
よ
う
に
機

能
す
る
の
が
、
明
治
中
期
に
「
統
帥
権
の
独
立
」
を
制
度
化

し
た
際
の
意
図
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
政
治
介
入

は
常
態
化
す
る
に
至
っ
た
。
政
府
の
意
思
に
従
わ
ず
に
、
国

体
の
尊
厳
を
掲
げ
て
戦
争
へ
の
道
を
突
き
進
ん
で
い
っ
た
の

も
、「
統
帥
権
の
独
立
」
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
天

皇
の
統
帥
大
権
に
従
っ
て
い
る
と
す
る
軍
の
意
思
を
、
政
治

機
構
に
よ
っ
て
統
御
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

た
だ
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
軍
が
こ
の
大
権
を
利
用
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
政
治
に
横
車
を
押
し
、
自
己
の

組
織
的
利
益
を
強
引
に
追
求
し
て
き
た
こ
と
も
忘
れ
る
べ

き
で
は
な
い
。
軍
の
フ
ァ
ナ
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
不
当
な
権
威

と
権
力
を
与
え
た
の
も
、
統
帥
大
権
で
あ
っ
た
。
政
府
が
、

と
も
す
る
と
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
主
張
を
展
開
す
る
軍
に

抗
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
無
謀
な
戦
争
に
や
む
に
や
ま
れ

ず
訴
え
た
の
も
、
敗
戦
が
必
至
と
な
っ
た
の
に
降
伏
の
決

断
が
遅
れ
た
の
も
、
統
帥
権
の
独
立
に
重
大
な
原
因
が
あ

っ
た
。（
一
五
ペ
ー
ジ
）

「
天
皇
に
ま
つ
わ
る
逆
説
」
と
し
て
、
戸
部
は
も
う
一
つ

「
天
皇
と
の
関
係
」
を
あ
げ
る
。「
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
＝
狂
信

的
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
天
皇
を
宗
教
的
に
崇
敬
す
る
軍
だ

が
、
実
は
重
要
な
局
面
で
、
現
実
の
天
皇
の
意
思
は
軍
の
意

思
と
は
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。

八
月
十
五
日
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
敢
行
し
た
少
壮
将
校
た
ち

は
、
天
皇
を
現
人
神
と
崇あ

が

め
る
独
特
の
国
体
観
の
持
ち
主

で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
論
理
か
ら
す
れ
ば
、
終
戦
の
聖
断
は
、

あ
る
べ
き
本
来
の
天
皇
の
意
思
で
は
な
く
、
君
側
の
奸
に 

歪ゆ
が

め
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の

君
側
の
奸
を
除
け
ば
、
国
体
護
持
を
追
求
す
る
純
粋
な
天

皇
の
意
思
が
顕
現
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
／
だ
が
、
こ

う
し
た
彼
ら
の
論
理
は
、
現
実
の
天
皇
の
意
思
と
真ま

っ

向こ
う

か

ら
ぶ
つ
か
っ
た
。（
一
五
―一
六
ペ
ー
ジ
）

だ
が
、
こ
れ
は
二
・
二
六
事
件
や
八
月
一
五
日
の
ク
ー
デ

タ
ー
を
引
き
起
こ
そ
う
と
し
た
少
壮
将
校
ら
に
限
ら
れ
た
こ

と
で
は
な
い
。
そ
の
背
後
に
は
、
近
代
的
な
軍
隊
と
し
て
形

成
さ
れ
た
日
本
軍
が
、
天
皇
へ
の
強
烈
な
宗
教
的
崇
敬
を
内

蔵
し
て
い
た
と
い
う
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
逆
説
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
の
軍
人
、
と
り
わ
け
将
校
が

天
皇
に
対
し
て
強
烈
な
、
と
き
に
は
狂
お
し
い
ほ
ど
の
忠

誠
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
日

本
軍
は
し
ば
し
ば
、「
国
民
の
軍
隊
」
な
ら
ぬ
「
天
皇
の
軍

隊
」
と
呼
ば
れ
、「
天
皇
制
軍
隊
」
な
る
用
語
に
よ
っ
て
表

現
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
る
。（
中
略
）
／
た
だ
し
、
天
皇
へ

の
忠
誠
を
も
っ
て
日
本
軍
が
非
近
代
的
・
前
近
代
的
な
軍

隊
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
や

や
的
外
れ
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
天
皇
と
は
要
す
る
に
国

王
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
天
皇
へ
の
忠
誠
と
は
、
本
来
的
に

は
国
王
へ
の
忠
誠
と
同
じ
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ

し
て
…
…
封
建
領
主
か
ら
中
央
集
権
国
家
の
中
心
た
る
国

王
へ
の
忠
誠
の
転
換
は
、
き
わ
め
て
近
代
的
な
現
象
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
近
代
的
な
国
王
へ
の
忠
誠
が
、
蹶
起

将
校
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
必
ず
し
も
近
代
性
と
は
な
じ
ま

な
い
信
仰
的
天
皇
崇
拝
と
、
い
つ
し
か
併
存
し
、
同
居
さ
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え
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
や
は
り
逆
説
的
と
言
う

ほ
か
な
い
。（
一
六
―一
七
ペ
ー
ジ
、「
…
…
」
は
短
い
中
略
を

示
す
）

近
代
日
本
国
家
を
支
え
る
天
皇
崇
敬
シ
ス
テ
ム
が
、
神
道

祭
祀
を
行
い
、
神
的
な
過
去
を
も
つ
天
皇
へ
の
崇
拝
を
柱
と

す
る
精
神
文
化
と
不
可
分
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
国
家
神
道
」

「
国
体
神
道
」「
皇
道
」
な
ど
の
概
念
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
立
場
を
と
れ
ば
、
戸
部
の
い
う
こ
の
三
番
目

の
意
味
で
の
「
逆
説
」
は
そ
れ
ほ
ど
逆
説
的
に
は
見
え
な
い
。

た
と
え
ば
、
小
島
毅
は
『
増
補　

靖
国
史
観
―
日
本
思

想
を
読
み
な
お
す
』（
二
〇
一
四
年
、
初
版
、
二
〇
〇
七
年
）
に

お
い
て
、
幕
末
の
尊
王
運
動
の
思
想
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な

り
、
明
治
維
新
後
の
天
皇
崇
敬
と
祭
政
一
致
の
基
盤
と
な
っ

た
、
水
戸
学
の
「
国
体
」
論
に
軍
国
主
義
的
な
構
造
が
宿
さ

れ
て
い
る
と
見
る
。
後
に
、
靖
国
信
仰
に
典
型
的
に
表
わ
れ

る
国
家
神
道
の
精
神
構
造
は
、
尊
王
運
動
の
バ
イ
ブ
ル
と
し

て
機
能
し
た
と
も
評
さ
れ
る
水
戸
学
者
、
会
沢
正
志
斎
の
『
新

論
』（
一
八
二
五
年
）
に
す
で
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
と
論
じ

る
。『
新
論
』
の
中
核
を
な
す
「
国
体
」
の
章
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
「
国
体
」
思
想
が
、
そ
も
そ
も
「
軍
部
フ
ァ
シ
ズ
ム
」

の
土
台
を
作
っ
た
と
捉
え
る
の
だ
。

「
国
体
」
中
篇
は
全
編
武
士
論
で
あ
る
。
／
正
志
斎
は
ま

ず
古
代
の
朝
廷
の
記
録
、
何
々
天
皇
が
だ
れ
そ
れ
を
派
遣

し
て
軍
事
作
戦
を
行
っ
た
と
い
う
記
述
の
列
挙
か
ら
始
め

る
。
そ
れ
は
ア
マ
テ
ラ
ス
が
ニ
ニ
ギ
に
与
え
た
神
勅
の
継

承
発
展
で
あ
っ
た
。
朝
廷
の
尚

し
ょ
う

武ぶ

精
神
と
は
、
天
皇
の
威

光
と
彼
に
属
す
る
領
土
が
「
た
え
ず
四
方
に
広
が
る
こ
と
」

を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
／
つ
ま
り
、
彼
は
最
初
か
ら

国
防
を
外
征
の
論
理
で
語
っ
て
い
る
。「
我
ら
が
国
体
」
の

護
持
は
、
消
極
的
に
所
与
の
与
え
ら
れ
た
領
土
領
域
の
な

か
で
自
分
た
ち
の
世
界
を
墨ぼ

く

守し
ゅ

し
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
は
じ
め
か
ら
侵
略
の
論
理
が

潜
ん
で
い
る
の
だ
。（
し
た
が
っ
て
、
私
は
「
明
治
政
府
は
当

初
は
正
し
か
っ
た
の
だ
が
、
あ
る
時
期
か
ら
道
を
間
違
え
て
ア

ジ
ア
へ
の
侵
略
を
開
始
し
た
」
と
い
う
歴
史
認
識
を
採
ら
な
い
。

「
御
一
新
」
に
は
最
初
か
ら
そ
う
な
る
べ
き
芽
が
あ
っ
た
の
だ
。）

（
五
六
ペ
ー
ジ
）

『
新
論
』
は
ま
た
、
来
る
べ
き
変
革
を
、
鎌
倉
・
室
町
時
代

に
進
行
し
た
兵
権
を
再
び
中
央
政
府
が
集
中
す
る
こ
と
と
捉

え
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
、「
東
照
神
君
」（
＝
家
康
）
の
御
遺

訓
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、「
天
祖
」
の
御
神
勅
に
よ
っ
て
裏
付

け
よ
う
と
す
る
。「
天
祖
」
は
子
安
宣
邦
『
国
家
と
祭
祀
―

国
家
神
道
の
現
在
』（
二
〇
〇
四
年
）
が
示
し
た
よ
う
に
会
沢

が
作
り
出
し
た
語
で
、
天
皇
の
先
祖
で
あ
る
天
照
大
神
を
指

す
。『
新
論
』
は
儒
教
的
な
統
治
論
に
そ
っ
て
、
中
国
の
天
子

が
神
聖
な
統
治
を
行
う
祭
祀
に
あ
た
る
も
の
を
「
天
祖
」
に

由
来
す
る
祭
祀
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

…
…
正
志
斎
の
論
法
で
は
、
神
を
奉
じ
て
戦
う
こ
と
が
お

ろ
そ
か
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
各
自
が
私
利
私
欲
を
追
求

す
る
い
く
さ
が
頻
発
し
、
国
体
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
正
確
に
は
、
神
を
奉
じ
て
戦
わ
な
い
こ
と

こ
そ
が
、
国
体
か
ら
の
逸
脱
で
あ
っ
た
。「
天
皇
と
い
え
ど

も
あ
え
て
自
由
勝
手
は
さ
れ
ず
、
戦
い
に
の
ぞ
ん
で
は
か

な
ら
ず
神
の
命
を
受
け
た
も
う
た
」
と
正
志
斎
は
述
べ
る
。

／
し
た
が
っ
て
、
彼
の
国
体
論
の
な
か
で
肝
心
な
の
は
、
そ

の
政
治
体
制
が
天
皇
を
頂
点
に
い
た
だ
い
て
い
る
か
否
か

と
い
う
狭
義
の
政
治
的
次
元
で
は
な
い
。
天
皇
が
君
臨
し

て
い
よ
う
と
も
、
彼
が
勝
手
に
振
る
舞
う
な
ら
ば
、
そ
れ

は
国
体
に
反
す
る
行
為
な
の
だ
。
／
国
体
と
は
、
単
に
天

皇
を
君
主
と
し
て
仰
ぐ
体
制
で
は
な
い
。
／
そ
う
で
は
な

く
、「
天
祖
の
神
勅
」
を
奉
じ
る
天
皇
を
君
主
と
し
て
仰
ぐ

体
制
な
の
で
あ
る
。「
三
種
の
神
器
」
の
象
徴
性
・
重
要
性

は
こ
こ
に
あ
る
。
正
し
い
戦
争
は
、
そ
う
し
た
「
神
の
命

を
受
け
た
も
う
た
」
天
皇
の
軍
隊
が
、
ま
つ
ろ
わ
ぬ
敵
ど

も
を
な
ぎ
倒
し
て
い
く
こ
と
を
い
う
。（
六
三
―六
四
ペ
ー

ジ
）

水
戸
学
を
主
と
す
る
皇
道
論
的
な
儒
学
と
国
学
、
そ
の
尊

王
思
想
と
国
体
論
に
の
っ
と
っ
て
進
め
ら
れ
た
明
治
維
新
に

お
い
て
、
す
で
に
「
天
皇
の
軍
隊
」
の
宗
教
的
な
性
格
は
定

ま
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
小
島
毅
の
論
で
あ
る
。

お
お
よ
そ
の
論
と
し
て
は
、
こ
れ
は
妥
当
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
だ
が
、
幕
末
の
尊
王
運
動
の
理
念
が
そ
の
ま
ま
直
ち

に
明
治
国
家
に
具
現
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
昭

和
期
の
「
軍
部
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
に
至
る
ま
で
に
は
な
お
六
〇

年
ほ
ど
の
年
月
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
や
政
治
勢
力
の

関
与
が
あ
っ
た
。
会
沢
正
志
斎
の
理
念
が
必
然
的
に
国
家
神

道
の
宗
教
性
を
担
っ
た
「
軍
部
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
を
導
き
出
し

た
と
い
う
の
で
は
、
多
様
な
社
会
層
や
集
団
や
人
び
と
が
関

与
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
歴
史
の
プ
ロ
セ
ス
が
軽
視
さ
れ

て
し
ま
う
。
戸
部
も
「
日
本
軍
の
特
殊
性
」
を
安
易
に
「
無

謀
な
戦
争
」
に
結
び
つ
け
な
い
よ
う
、
求
め
て
い
る
。
ま
ず

は
、
近
代
軍
隊
の
一
つ
と
し
て
ど
こ
に
日
本
軍
の
特
性
が
あ

っ
た
の
か
を
冷
静
に
見
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は

特
殊
性
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
が
顕
在
化
し
て
い
く
歴
史
的

な
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
だ
。

…
…
大
東
亜
戦
争
（
太
平
洋
戦
争
）
末
期
に
日
本
軍
が
フ
ァ

ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
特
徴
を
帯
び
て
い
た
こ
と
は
事
実
と
し
て

も
、
は
た
し
て
日
本
軍
は
当
初
か
ら
そ
う
し
た
性
格
を
有

し
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
フ
ァ
ナ

テ
ィ
ッ
ク
な
非
合
理
性
は
、
日
本
軍
の
本
来
的
特
性
だ
っ
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た
の
か
。（『
逆
説
の
軍
隊　

日
本
の
近
代
9
』
一
九
ペ
ー
ジ
）

た
と
え
ば
、
一
九
〇
〇
年
の
北
清
事
変
（
義
和
団
の
乱
）
で

は
日
本
軍
は
略
奪
行
為
が
少
な
く
、
一
九
〇
四
―一
九
〇
五

年
の
日
露
戦
争
で
は
ロ
シ
ア
の
捕
虜
に
対
す
る
待
遇
は
し
っ

か
り
し
て
い
た
と
い
う
。
太
平
洋
戦
争
中
の
内
務
班
に
よ
る

新
兵
い
じ
め
の
よ
う
な
軍
紀
の
異
常
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
に

し
て
生
じ
た
の
か
。
日
本
軍
の
フ
ァ
ナ
テ
ィ
シ
ズ
ム
や
非
合

理
性
の
形
成
過
程
を
丁
寧
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
戸
部

は
述
べ
て
い
る
。

戸
部
の
述
べ
る
こ
と
は
も
っ
と
も
で
、
私
な
り
に
そ
の
課

題
に
応
え
た
い
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
軍
部
の
宗
教
性
の
形

成
史
を
全
体
的
に
捉
え
て
い
く
こ
と
は
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、

軍
隊
に
お
け
る
宗
教
的
な
天
皇
崇
敬
や
国
家
神
道
的
な
要
素

を
増
幅
さ
せ
た
立
役
者
の
一
人
で
あ
る
乃
木
希
典
に
注
目
す

る
。
と
り
わ
け
、
乃
木
の
宗
教
的
な
天
皇
崇
敬
が
禅
の
身
心

変
容
技
法
へ
の
関
心
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
点
に
注
目
す

る
。
乃
木
は
も
っ
と
も
強
く
深
く
尊
敬
さ
れ
た
近
代
日
本
の

軍
人
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
乃
木
は
禅
か
ら
大
き
な
力
を
得

て
い
る
。

他
方
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
に
は
「
皇
道
禅
」
が
唱
え

ら
れ
、
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
。「
禅
と
武
士
道
」
と
の
結
び

つ
き
と
い
う
点
か
ら
も
、
日
本
の
軍
隊
と
禅
の
身
心
変
容
技

法
に
は
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
関
わ
り

が
乃
木
一
人
に
由
来
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
日

本
の
軍
隊
と
禅
の
身
心
変
容
技
法
と
の
深
い
関
わ
り
と
い
う

点
で
、
乃
木
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
も
確

か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
乃
木
の
事
例
を
通
し
て
、
日

本
の
軍
隊
の
宗
教
性
と
身
心
変
容
技
法
の
関
わ
り
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

3
乃
木
希
典
の
天
皇
崇
敬

だ
が
、
乃
木
の
禅
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
明

治
天
皇
に
殉
死
し
た
乃
木
希
典
の
精
神
構
造
の
中
核
に
あ
っ

た
も
の
を
見
て
お
き
た
い
。
乃
木
希
典
は
天
皇
崇
敬
と
国
家

神
道
の
歴
史
的
展
開
の
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ

れ
は
日
本
軍
の
軍
旗
崇
拝
に
及
ぼ
し
た
乃
木
の
影
響
や
、
明

治
天
皇
の
葬
儀
の
日
の
殉
死
が
国
民
に
与
え
た
甚
大
な
感
化

か
ら
も
見
え
て
く
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
乃
木
自
身
の
天
皇

崇
敬
を
基
礎
づ
け
た
彼
の
尊
王
思
想
・
皇
道
思
想
に
つ
い
て

見
て
お
こ
う
。

乃
木
は
「
軍
人
勅
諭
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た

こ
と
が
あ
る
。
岡
田
幹
彦
『
乃
木
希
典
―
高
貴
な
る
明
治
』

（
二
〇
〇
一
年
）
か
ら
引
用
す
る
。
な
お
、「
中
略
」
と
あ
る
の

も
こ
こ
は
岡
田
自
身
に
よ
る
も
の
だ
。

軍
人
の
信
仰
は
言
う
ま
で
も
な
く
軍
人
の
精
神
と
し
て

明
治
十
五
年
一
月
賜
り
た
る
勅
諭
こ
れ
な
り
。
こ
れ
を
も

っ
て
精
神
と
為
し
、
こ
れ
を
信
仰
し
て
も
っ
て
忠
を
陛
下

に
尽
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

そ
れ
軍
人
の
精
神
す
な
わ
ち
武
士
道
は
万
巻
の
書
を
読

む
も
容
易
に
会
得
す
る
こ
と
難
し
。
し
か
る
に
我
が
大
元

帥
陛
下
に
は
簡
明
に
垂す

い

教き
ょ
うあ
ら
せ
ら
れ
た
り
。
そ
の
尊
き

こ
と
限
り
な
し
。（
中
略
）

軍
人
た
る
者
ま
た
毎
朝
必
ず
勅
諭
を
拝は

い

誦し
ょ
うし
て
、
軍
人

た
る
の
精
神
を
培
養
し
信
仰
の
念
を
増
進
し
、
も
っ
て
陛

下
に
忠
実
な
る
軍
人
た
る
こ
と
を
期
す
べ
き
な
り
。（
五
六

ペ
ー
ジ
）

乃
木
は
幕
末
に
尊
王
を
掲
げ
る
志
士
た
ち
の
精
神
を
支
え

た
皇
道
思
想
の
忠
実
な
継
承
者
で
あ
っ
た
。
乃
木
は
生
涯
、

吉
田
松
陰
や
山
鹿
素
行
へ
の
尊
崇
を
も
ち
続
け
た
。

日
露
戦
争
後
、
殉
死
に
至
る
時
期
は
、
明
治
天
皇
の
命
に

よ
り
学
習
院
の
院
長
を
務
め
た
が
、
そ
の
時
期
の
語
り
の
中

か
ら
そ
れ
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
以
下
の
乃
木
の
語
り
も

岡
田
幹
彦
『
乃
木
希
典
―
高
貴
な
る
明
治
』
か
ら
引
く
。

学
習
院
の
生
徒
を
前
に
、
乃
木
は
吉
田
松
陰
の
「
士
規
七

則
」
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
乃
木
が
教
え
を
受
け

た
の
は
吉
田
松
陰
の
叔
父
、
玉
木
文
之
進
だ
が
、
乃
木
は
親

戚
で
も
あ
っ
た
玉
木
を
通
し
て
吉
田
松
陰
の
教
え
を
身
に
着

け
た
。「
そ
う
じ
ゃ
よ
。
松
陰
先
生
は
玉
木
先
生
を
通
じ
て
の

間
接
じ
ゃ
よ
、
し
か
し
い
つ
も
松
陰
先
生
を
模
範
と
し
て
叱

責
を
う
け
た
の
で
、
よ
く
よ
く
松
陰
先
生
の
教
訓
は
肝
に
銘

じ
て
忘
れ
ぬ
の
じ
ゃ
。
殊
に
わ
し
の
生
涯
に
大
修
養
と
な
っ

た
士
規
七
則
は
全
く
松
陰
先
生
の
大
き
な
賜
物
じ
ゃ
っ
た
か

ら
の
う
」（
二
二
三
ペ
ー
ジ
）。
こ
う
言
っ
て
、「
士
規
七
則
」

の
各
項
目
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
第
二

則
「
凡
そ
皇こ

う

国こ
く

に
生
ま
れ
て
は
、
宜
し
く
吾
が
宇う

内だ
い

に
尊
き

所
以
を
知
る
べ
し
。
蓋け

だ

し
皇こ

う

朝ち
ょ
うは
萬ば

ん

葉よ
う

一い
っ

統と
う

に
し
て
、
邦ほ

う

国こ
く

の
士し

夫ふ

世よ

よ々

禄ろ
く

位い

を
襲つ

ぐ
。
人
君
民〔

た
み
〕を
養
い
て
以も

っ

て
祖
業
を

続つ

ぎ
た
ま
い
、
臣
民
君〔

き
み
〕に
忠ち

ゅ
う
し
て
以
て
父ふ

志し

を
継
ぐ
。
君
臣

一
体
、
忠
孝
一
致
、
た
だ
吾
が
国
を
然し

か

り
と
為
す
」
の
解
説

を
取
り
上
げ
る
。

こ
れ
は
な
、
外
国
が
悉し

っ

皆か
い

駄
目
で
、
日
本
ば
か
り
独
り

天て
ん
ぐ

狗
で
い
ろ
と
い
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
勿
論
痩や

せ

我が

慢ま
ん

的

な
驕
慢
な
言
葉
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

外
国
の
美
点
は
美
点
、
特
徴
は
特
徴
と
し
て
こ
れ
を
学

ぶ
に
決
し
て
吝や

ぶ
さ

か
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
外
国

の
弊
風
悪
徳
は
断
乎
と
し
て
こ
れ
を
排
撃
し
ろ
と
い
わ
る

る
の
じ
ゃ
。
要
す
る
に
自
国
の
本
領
を
忘
れ
ず
、
真
を
真

と
し
邪じ

ゃ

を
邪
と
す
る
事
じ
ゃ
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
ま
ず
第

一
に
、
日
本
国
の
万ば

ん

邦ぽ
う

に
冠か

ん

絶ぜ
つ

せ
る
国
体
、
金き

ん

甌お
う

無む

欠け
つ（

国
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家
の
あ
り
方
が
立
派
で
確
乎
と
し
て
自
立
し
、
外
国
の
侵
略
を

う
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と
）
な
る
そ
の
国
体
の
最
秀
最
美
の

精せ
い

華か

を
深
く
肝か

ん

銘め
い

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
じ
ゃ
。

す
な
わ
ち
、
皇
統
連れ

ん

綿め
ん

た
る
天
皇
陛
下
は
日
本
民
族
の

首
長
に
ま
し
ま
し
、
国
民
は
そ
の
一
家
一
門
で
あ
り
、
義ぎ

に
お
い
て
は
君
臣
、
情
に
お
い
て
は
親
子
た
る
一
大
宣
言

を
は
っ
き
り
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
忠
君
愛

国
の
至
誠
、
献
身
犠
牲
の
大た

い

節せ
つ

を
万ば

ん

古こ

不ふ

易え
き

の
大
信
念
に

貫
き
、
一
死
以
て
君く

ん

国こ
く

に
殉じ

ゅ
ん
ず
る
の
が
日
本
国
体
の
精せ

い

華か

な
の
じ
ゃ
。

勿
論
こ
の
士
規
七
則
は
、
封
建
時
代
の
武
士
階
級
の
た

め
に
書
か
れ
た
言
葉
で
あ
っ
て
現
代
の
繁
雑
な
る
社
会
組

織
と
は
異
る
が
、
し
か
し
君
臣
一
体
、
忠
孝
一
致
の
道
徳

は
日
本
精
神
の
神
髄
、
立
国
の
大た

い

本ほ
ん

、
維
新
鴻こ

う

業ぎ
ょ
うの
大
原

動
力
で
あ
っ
て
、
確
乎
不
抜
の
生
長
こ
そ
あ
れ
絶
対
に
退

歩
を
許
さ
ぬ
報
告
盡
忠
の
大
黒
柱
と
い
う
べ
き
も
の
じ
ゃ
。

（
二
二
三
―二
二
四
ペ
ー
ジ
）

こ
う
し
た
乃
木
の
精
神
主
義
的
な
教
育
理
念
は
、
当
時
の

学
習
院
の
多
く
の
学
生
た
ち
に
は
受
け
入
れ
に
く
い
も
の
だ

っ
た
。
と
く
に
一
九
一
〇
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
白
樺
』
に
結

集
し
た
よ
う
な
、
教
養
主
義
的
な
学
生
た
ち
は
乃
木
に
批
判

的
だ
っ
た
。
大
濱
徹
也
『
乃
木
希
典
』（
二
〇
一
〇
年
、
初
刊
、

一
九
六
七
年
）
は
学
習
院
の
学
生
た
ち
の
反
応
を
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

西
欧
の
近
代
文
明
に
心
酔
し
て
い
た
学
生
に
と
り
、
乃
木

は
全
く
文
明
の
何
た
る
か
、
芸
術
の
何
た
る
か
を
解
せ
ぬ

野
蛮
人
に
思
え
た
。
そ
の
た
め
、
乃
木
の
訓
話
を
耳
に
し
、

そ
の
行
動
を
見
る
に
つ
け
不
快
の
感
を
お
さ
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
と
く
に
、
乃
木
が
な
る
た
け
風
呂
に
入
ら
ぬ
訓
練

を
し
ろ
と
説
教
し
た
り
、
海
水
浴
で
濡
れ
た
身
体
を
天
日

に
乾
す
だ
け
だ
っ
た
の
は
笑
止
の
沙
汰
と
受
取
ら
れ
た
。

ま
た
、「
尚
武
の
気
」
を
養
う
た
め
に
豚
切
り
と
称
し
て
、

生
き
た
豚
を
た
め
し
切
り
さ
せ
ら
れ
、
よ
く
切
れ
な
い
と

何
度
も
切
り
つ
け
さ
せ
ら
れ
、
豚
を
学
生
に
切
り
さ
い
な

ま
し
た
後
で
、
乃
木
が
と
ど
め
を
刺
す
な
ど
は
残
酷
そ
の

も
の
と
反
発
を
う
け
た
。
／
同
人
雑
誌
『
白
樺
』
に
結
集

し
た
学
生
は
、
乃
木
の
教
育
方
針
に
反
発
し
、
反
抗
し
た

人
々
だ
っ
た
と
い
え
る
。『
白
樺
』
グ
ル
ー
プ
は
、
乃
木
が

説
く
訓
話
に
こ
と
ご
と
く
反
発
し
、
乃
木
を
文
明
を
解
せ

ぬ
人
間
と
し
て
嘲
笑
し
つ
づ
け
た
。（
二
二
六
ペ
ー
ジ
）

乃
木
の
殉
死
に
際
し
て
、
学
習
院
で
乃
木
学
長
の
教
え
に

辟
易
し
た
経
験
が
あ
る
武
者
小
路
実
篤
や
志
賀
直
哉
が
侮
蔑

的
な
感
想
を
述
べ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
多
秋

五
は
『
志
賀
直
哉
』（
一
九
九
〇
年
）
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。 

乃
木
大
将
の
殉
死
に
際
し
て
、
武
者
小
路
は
、「
乃
木
大

将
の
殉
死
は
、
あ
る
不
健
全
な
る
時
が
自
然
を
悪
用
し
て

つ
く
り
上
げ
た
る
思
想
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
人
の
不
健
全
な

理
性
の
み
が
、
賛
美
す
る
こ
と
を
許
せ
る
行
動
で
あ
る
。」

（『
人
類
的
、
附
乃
木
大
将
の
殉
死
』）
と
書
い
た
。
志
賀
日
記

を
見
る
と
、「
乃
木
さ
ん
が
自
殺
し
た
と
い
ふ
の
を
英
子
か

ら
き
い
た
時
、「
馬
鹿
な
奴
だ
」
と
い
ふ
気
が
、
丁
度
下
女

か
な
に
か
ゞ
無
考
へ
に
何
か
し
た
時
感
ず
る
心
持
と
同
じ

や
う
な
感
じ
方
で
感
じ
ら
れ
た
。」（
大
正
元
年
九
月
一
四

日
）
と
あ
る
。（
上
、
六
六
―六
七
ペ
ー
ジ
） 

こ
の
よ
う
な
武
士
的
、「
皇
軍
」
的
な
精
神
性
へ
の
違
和
感

は
昭
和
前
期
に
は
次
第
に
排
除
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

4
乃
木
希
典
と
禅

こ
の
乃
木
希
典
が
禅
に
親
し
ん
だ
時
期
が
あ
っ
た
。
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
経
緯
を
詳
し
く
述
べ
て
い
る
の
は
、『
大
義
』

の
著
者
、
杉
本
五
郎
が
最
初
に
東
京
の
白
山
道
場
で
出
会
っ

た
禅
僧
、
平
松
亮
卿
で
あ
る
。
平
松
は
『
修
養
時
代
の
乃
木

大
将
』（
一
九
三
一
年
）
と
い
う
著
書
や
、「
南
天
棒
に
参
ず
る

乃
木
将
軍
」（『
駒
沢
大
学
実
践
宗
乗
研
究
会
年
報
』
第
四
号
、
一

九
三
六
年
）
と
い
う
講
演
録
が
あ
り
、
乃
木
の
禅
と
の
関
わ

り
の
お
お
よ
そ
を
描
き
出
し
て
く
れ
て
い
る
。

乃
木
の
参
禅
に
つ
い
て
は
、
山
岡
鐵
舟
（
一
八
三
六
―一
八

八
八
）
や
児
玉
源
太
郎
（
一
八
五
二
―一
九
〇
六
）
の
導
き
が

あ
っ
た
。
乃
木
が
よ
く
禅
を
実
修
し
て
い
た
の
は
、
市
ヶ
谷

に
あ
っ
た
道
林
寺
で
、
山
岡
鐵
舟
が
深
く
関
与
し
て
い
た
寺

で
あ
る
。
山
岡
が
営
ん
で
い
た
剣
道
の
道
場
、
春
風
館
も
こ

こ
に
移
っ
て
い
た
。
乃
木
が
強
い
影
響
を
受
け
た
禅
僧
は
中

原
南
天
棒
（
鄧と
う

州し
ゅ
う、
全
忠
）（
一
八
三
九
―一
九
二
五
）
で
、
道

林
寺
で
の
こ
と
だ
っ
た
。
南
麻
布
に
あ
る
妙
心
寺
派
の
曹
渓

寺
の
師
家
を
務
め
て
い
た
中
原
南
天
棒
を
道
林
寺
に
招
い
た

の
は
山
岡
鐵
舟
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
へ
乃
木
を
案
内
し

た
の
は
児
玉
源
太
郎
で
、
一
八
八
八
年
の
こ
と
、
山
岡
が
死

亡
し
た
お
よ
そ
一
月
後
だ
っ
た
。
乃
木
は
三
九
歳
頃
、
南
天

棒
は
四
九
歳
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

中
原
南
天
棒
は
肥
前
唐
津
藩
の
武
士
の
家
に
生
ま
れ
た
が
、

七
歳
で
母
が
死
に
一
一
歳
で
平
戸
雄
香
寺
の
麗れ

い

宗し
ゅ
う

全ぜ
ん

澤た
く

の
も

と
で
出
家
し
た
。
妙
心
寺
派
系
統
の
九
州
の
臨
済
宗
寺
院
で

指
導
を
受
け
、
二
〇
代
の
終
わ
り
に
久
留
米
の
梅
林
寺
の
羅

山
元
磨
の
も
と
で
印
可
を
受
け
た
。
そ
の
と
き
、
広
く
師
を

求
め
て
修
行
を
重
ね
よ
と
の
指
導
を
受
け
、
諸
国
行
脚
を
始

め
る
。
そ
の
途
次
、
日
向
か
ら
豊
後
に
至
る
道
す
が
ら
、
農

家
の
牛
小
屋
に
樹
齢
二
百
年
に
及
ぶ
南
天
の
樹
に
出
会
い
、
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こ
れ
を
も
ら
い
受
け
、
警
策
に
用
い
る
竹
篦
の
か
わ
り
に
す

る
。
こ
れ
が
「
南
天
棒
」
の
名
の
由
来
で
あ
る
。

乃
木
希
典
は
萩
で
玉
木
文
之
進
に
指
導
を
受
け
、
山や

ま

鹿が

軍

学
を
学
ぼ
う
と
し
た
が
、
そ
の
極
意
と
さ
れ
る
「
平
常
心
是

道
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
平
松

亮
卿
「
南
天
棒
に
参
ず
る
乃
木
将
軍
」
は
、
乃
木
希
典
が
一

〇
代
で
も
っ
た
こ
の
疑
問
が
、
三
〇
歳
代
後
半
の
乃
木
が
参

禅
を
始
め
る
動
機
の
も
と
に
あ
っ
た
も
の
だ
と
見
な
し
て
い

る
。

乃
木
さ
ん
は
こ
れ
が
動
機
と
な
つ
て
、
自
分
の
心
を
見

た
い
、
つ
か
み
た
い
と
、
凡
ゆ
る
漢
籍
を
博
覧
し
た
が
分

ら
ぬ
。
山
口
の
戦
ひ
は
敗
れ
る
、
小
倉
で
不
覚
を
取
り
、
植

木
坂
の
一
戦
に
軍
旗
問
題
を
起
す
、
自
ら
省
み
て
、
こ
れ

は
山
鹿
流
の
極
意
、
平
常
心
是
道
が
シ
ツ
カ
リ
と
分
つ
て

ゐ
ぬ
か
ら
だ
と
、
口
惜
が
つ
て
、
そ
れ
か
ら
の
勉
強
ぶ
り

は
一
層
物
凄
か
つ
た
。
流
石
の
乃
木
さ
ん
も
文
字
教
籍
、

こ
れ
筌
蹄
な
る
を
會
せ
ず
、
不
立
文
字
の
活
消
息
は
な
か

な
か
手
に
入
ら
な
か
つ
た
の
だ
。（
二
二
三
ペ
ー
ジ
）

「
こ
れ
筌
蹄
な
る
を
會
せ
ず
」
と
い
う
の
は
、「
文
字
で
学

ぶ
と
し
て
も
そ
れ
は
い
ず
れ
捨
て
る
は
ず
の
手
段
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
こ
と
が
分
か
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

一
八
八
八
年
、
欧
州
見
学
を
終
え
て
帰
国
す
る
と
、「
一
刻

も
早
く
皇
祖
皇
宗
の
遺
訓
に
遵
ひ
先
人
の
気
魄
に
則
つ
て
国

民
精
神
を
復
興
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
復
命
を
兼
ね
て

建
白
し
た
」。
そ
の
時
、
児
玉
源
太
郎
と
精
神
教
育
に
つ
い
て

話
す
機
会
が
あ
っ
た
が
、
児
玉
は
「
乃
木
君
、
平
常
心
是
道

は
実
際
に
体
験
し
な
け
れ
ば
分
ら
ん
、
本
や
話
で
分
る
も
の

で
は
無
い
。
私
の
行
つ
て
ゐ
る
道
林
寺
に
は
南
天
棒
と
云
ふ

偉
い
坊
さ
ん
が
ゐ
る
、
其
處
へ
行
つ
て
尋
ね
る
が
い
ゝ
」
と

助
言
し
た
。

乃
木
が
南
天
棒
に
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
児
玉
邸
だ
っ
た

が
、
南
天
棒
と
と
も
に
道
林
寺
に
い
た
平
松
は
、
そ
の
出
会

い
の
場
に
あ
っ
て
見
聞
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

児
玉
さ
ん
の
紹
介
で
、
乃
木
さ
ん
は
、
／
『
私
は
長
府

毛
利
の
臣
乃
木
希
典
で
あ
り
ま
す
、
こ
の
剣
の
平
常
心
を

教
へ
て
下
さ
い
』
／
と
剣
を
前
に
置
い
て
挨
拶
を
さ
れ
た
。

す
る
と
南
天
棒
、『
衲
は
南
天
棒
と
云
ふ
坊
主
だ
、
お
前
は

軍
人
か
』『
ハ
ツ
』『
衲
は
坊
主
だ
、
お
前
は
軍
人
か
』『
ハ

ツ
』
同
じ
事
を
繰
返
し
て
ゐ
る
。『
軍
人
な
ら
剣
を
使
つ
て

見
ろ
』
乃
木
さ
ん
前
に
置
い
た
サ
ー
ベ
ル
を
ど
う
し
て
い
ゝ

の
か
分
ら
ず
困
つ
て
ゐ
た
、
南
天
棒
は
汝
軍
人
で
剣
の
使

ひ
方
を
知
ら
ぬ
か
と
、
矢
庭
に
サ
ー
ベ
ル
を
抜
き
払
つ
て
、

エ
イ
ツ
と
許
り
切
り
つ
け
た
。
乃
木
さ
ん
、
流
石
に
サ
ツ

と
身
を
飜か

は
す
、
ま
た
切
り
た
て
る
、
到
々
戸
袋
の
所
へ

押
し
つ
ま
つ
て
、
二
進
も
三
進
も
動
け
な
い
。
参
つ
た
と

叫
ん
だ
。（
二
二
六
―二
二
七
ペ
ー
ジ
）

南
天
棒
は
サ
ー
ベ
ル
を
鞘
に
納
め
て
、
今
度
は
「
真
剣
を

出
せ
」
と
い
う
。
乃
木
が
よ
く
理
解
で
き
な
い
で
い
る
と
、

「
本
当
の
真
剣
と
は
汝
の
心
だ
」
と
ヒ
ン
ト
を
出
す
。
だ
が
、

そ
れ
で
も
乃
木
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

曾
つ
て
は
玉
木
先
生
か
ら
汝
の
心
だ
と
云
は
れ
、
南
天
棒

も
今
ま
た
そ
れ
を
い
ふ
。
考
へ
込
ん
で
ゐ
る
と
南
天
棒
、

『
あ
ん
た
は
陸
軍
少
将
十
一
旅
団
長
、
毎
日
軍
人
精
神
を
説

き
な
が
ら
、
自
分
の
魂
を
知
ら
ぬ
と
は
…
…
こ
の
禄
盗
人
。

似
而
非
武
士
』
云
ひ
ざ
ま
南
天
棒
で
ブ
ツ
叩
い
た
、
そ
の

上
足
で
蹴
つ
た
、
こ
れ
は
大
変
な
事
に
な
り
居
つ
た
。
今

に
乃
木
さ
ん
が
怒
つ
て
和
尚
の
頭
に
喰
ひ
つ
い
て
ゆ
く
だ

ら
う
、
と
次
の
間
に
居
た
衲
ど
も
は
手
に
汗
を
握
つ
て
ゐ

た
。
児
玉
さ
ん
は
遉さ

す
が
で
あ
る
、
側
に
見
て
ゐ
て
、
髪
の
毛

一
つ
動
さ
な
い
で
端
座
し
て
居
る
。（
二
二
七
ペ
ー
ジ
）

「
ど
う
か
真
剣
を
見
出
す
道
を
教
へ
て
下
さ
い
」
と
乃
木
は

言
い
、
入
門
を
許
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
道
林
寺
で
参
禅
を
重

ね
、「
趙
州
露
刃
剱
、
寒
霜
光
焰
焰
、
更
擬
問
如
何
、
分
身
成

両
段
」
と
い
う
公
案
で
苦
し
ん
だ
が
、
一
年
半
後
に
悟
り
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
一
年
半
、
参
禅
を

続
け
、「
春
冬
秋
夏
褌
三
尺
。
紅
白
紫
黄
花
四
時
。
無
地
獄

兮
無
極
楽
。
仏
書
万
巻
又
何
癡
。」
と
の
漢
詩
で
悟
り
の
境
地

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。「
平
常
心
是
道
」
が
会
得
で
き
た

と
い
う
こ
と
だ
。

「
南
天
棒
思
は
ず
手
を
拍
つ
た
。
三
拝
し
て
『
軍
服
を
着
た

禅
坊
主
に
な
り
ま
せ
う
』
と
誓
つ
た
、
そ
の
乃
木
さ
ん
の
双

眼
に
熱
い
涙
が
光
つ
て
居
つ
た
」。
そ
こ
で
「
石
樵
居
士
」
の

号
を
授
か
っ
た
。
平
松
は
「
乃
木
大
将
を
し
て
大
将
た
ら
し

め
、
人
間
た
ら
し
め
た
の
は
南
天
棒
で
あ
り
、
大
将
自
ら
の

捨
身
鏤
骨
の
大
精
進
の
賜
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
」
と
し
め
く

く
っ
て
い
る
（
二
二
八
―二
二
九
ペ
ー
ジ
）。

お
わ
り
に

近
代
日
本
の
軍
隊
に
お
い
て
禅
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
た

例
と
し
て
、
こ
の
稿
で
は
乃
木
希
典
を
取
り
上
げ
た
。
一
人

の
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
乃
木
は
大
日
本
帝
国
陸
軍
を
代
表
す

る
軍
人
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
、
そ
の
例
か
ら
引
き
出
せ
る

こ
と
は
少
な
く
な
い
は
ず
だ
。

乃
木
に
お
い
て
禅
は
死
を
覚
悟
し
た
使
命
や
職
務
を
果
た

す
こ
と
と
結
び
つ
い
て
受
容
さ
れ
て
い
る
。
禅
を
修
行
す
る

こ
と
で
、
死
へ
の
覚
悟
が
で
き
て
く
る
。
死
を
恐
れ
る
気
持

ち
、
死
に
た
く
な
い
気
持
ち
が
克
服
さ
れ
て
い
く
。
禅
を
通

し
て
、「
生
死
を
超
え
る
」、
ま
た
「
生
死
一
如
」
の
境
地
を
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得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
軍
人
に
と
っ
て
は
、
な
ん
と

か
手
に
入
れ
た
い
境
地
だ
っ
た
。
と
く
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦

争
期
、
さ
ら
に
は
そ
の
末
期
に
お
い
て
、
軍
人
兵
士
に
と
っ

て
は
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
い
く
。

軍
人
の
場
合
、
そ
れ
は
高
い
評
価
を
得
る
理
想
の
軍
人
に

近
づ
く
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
皇
道
論
や
国
家
神
道
・
天
皇
崇

敬
が
求
め
る
目
標
に
と
っ
て
も
、
た
い
へ
ん
適
合
的
だ
っ
た
。

こ
の
問
題
は
近
代
日
本
の
死
生
観
の
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
（
拙
著
、『
日
本

人
の
死
生
観
を
読
む
』、
参
照
）。『
大
義
』
に
も
「
死
生
観
」

と
題
し
た
章
が
あ
っ
た
が
、
戦
争
と
死
生
観
言
説
は
関
連
が

深
く
、
そ
こ
に
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
や
神
道
（
救
済
宗
教
的
な

神
道
）
が
か
ら
む
こ
と
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
胆
力
を
養
う
こ
と
や
自
己
鍛
錬
が
、
禅
の
修
行
の

効
果
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
も
の
ご
と
に
動
じ
な
い
心

構
え
を
養
う
こ
と
は
、
禅
僧
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
奇
抜
な
行
動
を
し
た
り
、
他
者
の
度
肝
を
抜
く
よ

う
な
こ
と
を
行
う
。
こ
れ
は
職
業
軍
人
や
活
動
家
の
責
任
感

や
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
な
意
識
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
武
道
で
求

め
ら
れ
る
卓
越
は
、
身
体
面
と
心
理
面
が
あ
り
、
心
理
面
の

卓
越
は
禅
に
よ
っ
て
こ
そ
養
わ
れ
る
と
も
言
え
る
。
こ
れ
は

個
人
の
自
意
識
を
強
め
、
優
劣
が
競
わ
れ
る
場
で
他
者
に
対

峙
で
き
る
心
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
り
、
集
団
に
お
い
て
指

導
力
を
養
う
こ
と
に
な
る
。

禅
は
規
律
あ
る
有
能
な
軍
人
の
育
成
に
役
立
っ
た
と
も
言

え
る
だ
ろ
う
。
乃
木
は
そ
の
好
例
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ

が
、
そ
こ
に
霊
的
暴
力
へ
の
傾
向
が
潜
ん
で
い
た
こ
と
も
否

定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
乃
木
の
殉
死
を
ど
う
評
価
す

る
か
と
い
う
問
題
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。
乃
木
の
殉
死
は
多

く
の
国
民
に
よ
っ
て
賛
美
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
熱
狂
は

一
九
三
二
年
の
「
爆
弾
三
勇
士
」
の
賛
美
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
。
こ
う
し
た
「
潔
い
死
」
の
像
は
、
杉
本
五
郎
の
『
大

義
』
に
熱
狂
し
た
戦
争
末
期
の
若
者
た
ち
に
も
引
き
継
が
れ

る
。
こ
う
し
た
精
神
性
は
戦
後
、
厳
し
く
批
判
さ
れ
た
。
だ

が
、
現
代
日
本
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
精
神
性
は
な
お
大

き
な
影
響
力
を
保
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

付
記

本
稿
は
、
拙
稿
「
禅
・
皇
道
・
戦
争

―
皇
道
禅
を
導
き
出
し
た

も
の
」（『
別
冊
サ
ン
ガ
ジ
ャ
パ
ン　

禅
』
サ
ン
ガ
、
二
〇
一
九
年

二
月
）
の
一
部
を
用
い
て
い
る
。
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は
じ
め
に

本
論
で
は
、
ま
ず
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
ル
ー
ツ
で
あ
る

ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
の
根
本
経
典
と
な
るĀ

nāpānasati-
sutta

（
呼
吸
に
よ
る
気
づ
き
の
教
え
：
出
息
入
息
念
経
）
が
説
か

れ
た
因
縁
で
あ
る
出
家
修
行
者
た
ち
の
集
団
自
殺
事
件
に
つ

い
て
概
観
す
る
。
次
に
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
最
も
総
合

的
に
説
か
れ
たSatipatt4
4hāna-sutta

（
気
づ
き
の
確
立
に
関
す
る

教
え
：
念
住
経
・
念
処
経
）
の
実
践
構
造
を
確
認
し
た
う
え
で
、

当
時
の
出
家
修
行
者
た
ち
が
、
看
取
り
を
含
め
て
、
お
互
い

の
看
病
か
ら
学
ん
で
い
た
こ
と
に
関
す
る
律
蔵
の
記
述
か
ら

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
臨
床
的
実
践
形
態
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
そ
の
後
で
、A

nguttara N
ikāya

に
伝
わ
る
「
出
家
修
行

者
が
常
に
反
省
す
べ
き
一
〇
か
条
（D

asadham
m

a-sutta

）」
か

ら
、
看
取
り
の
際
に
「
悟
り
を
得
て
い
た
か
？
」
を
問
う
対

話
が
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
れ
が
現

代
社
会
で
配
慮
な
く
行
わ
れ
た
場
合
に
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
り
か
ね
な
い
危
険
性
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

こ
う
し
た
議
論
を
通
し
て
、
相
互
の
無
意
識
的
な
権
威
関

係
で
あ
る
ラ
ン
ク
を
無
自
覚
で
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
か
ね
な
い
霊
的
暴
力
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察

し
、
そ
れ
を
予
防
す
る
た
め
の
現
代
的
な
配
慮
と
実
践
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

1
仏
教
史
に
残
る
集
団
自
殺
事
件

1-

1　

第
三
パ
ー
ラ
ー
ジ
カ
制
定
の
背
景

仏
教
の
戒
律
に
お
け
る
極
刑
（pārājika

：
教
団
追
放
）
は
四

つ
あ
り
、
そ
の
三
番
目
が
殺
人
を
禁
じ
る
も
の
で
あ
る1

。
こ

の
第
三
パ
ー
ラ
ー
ジ
カ
が
制
定
さ
れ
た
原
因
と
な
っ
た
集
団

自
殺
事
件
に
つ
い
て
、
律
蔵
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

ブ
ッ
ダ
が
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
ー
で
過
ご
し
て
い
た
と
き
の
こ

と
。
ブ
ッ
ダ
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
不
浄
（asubha
）2

に
つ
い

て
説
法
し
、
墓
場
で
死
体
の
腐
敗
過
程
を
観
察
す
る
な
ど
身

体
の
不
浄
に
つ
い
て
観
察
す
る
修
行
と
、
不
浄
観
に
よ
っ
て

三
昧
を
獲
得
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
語
っ
た
。
そ
し
て
、

半
月
ほ
ど
の
あ
い
だ
一
人
で
静
か
に
過
ご
す
た
め
に
籠
る3

こ

と
を
告
げ
た
。

ブ
ッ
ダ
が
不
在
の
あ
い
だ
、
準
備
の
で
き
て
い
な
か
っ
た

修
行
者
た
ち
が
不
浄
観
を
修
行
し
た
と
こ
ろ
、
恐
怖
感
と
嫌

悪
感
に
巻
き
込
ま
れ
、
自
分
の
身
体
に
不
安
に
な
り
恥
じ
嫌

悪
し
て
自
殺
を
図
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
害
す
る
も
の
、
お
互

い
に
殺
し
合
う
も
の
、
人
に
頼
ん
で
殺
し
て
も
ら
う
も
の
も

い
た
。
殺
人
を
請
け
負
っ
た
行
者
は
後
悔
の
念
に
襲
わ
れ
る

が
、
悪
魔
の
身
を
も
つ
神
（M

ārakāyikā devatā

）
に
慰
め
ら

れ
励
ま
さ
れ
て
、
さ
ら
な
る
殺
人
を
続
け
、
多
く
の
修
行
者

の
命
が
奪
わ
れ
た
。

半
月
後
、
参
籠
か
ら
出
て
き
た
ブ
ッ
ダ
は
、
修
行
者
の
数

が
激
減
し
た
の
を
不
審
に
思
い
、
何
が
起
こ
っ
た
の
か
と
侍

者
の
ア
ー
ナ
ン
ダ
に
問
う
た
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
は
事
件
の
経
緯

を
説
明
し
て
、
不
浄
観
の
代
わ
り
に
な
る
別
な
瞑
想
法
を
説

く
よ
う
に
懇
願
し
た
。
そ
こ
で
説
か
れ
た
の
が
、
呼
吸
を
瞑

想
対
象
と
し
て
気
づ
き
（
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
・
念
）
を
養
う

瞑
想
法
で
あ
っ
た
。（
筆
者
要
約Vinaya.III. pp.68-71.

）

筆
者
も
大
学
病
院
で
検
死
解
剖
を
見
学
し
た
り
、
バ
ン
コ

ク
の
総
合
病
院
で
毎
週
出
家
者
の
た
め
に
開
放
さ
れ
て
い
る

死
体
解
剖
を
見
学
し
た
り
し
て
不
浄
観
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
説
か
れ
た
歴
史
的
背
景
と

霊
的
暴
力
に
関
す
る
一
考
察　
　

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

井
上
ウ
ィ
マ
ラ

高
野
山
大
学
文
学
部
教
授
／
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
・
仏
教
瞑
想
研
究
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る
。
最
初
は
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
ま
り
気
分
が
悪
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
落
ち
着
い
て
く
る
と
臓
器
の
色
や
形
の
観
察
に
集

中
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
集
中
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
恐
怖
心
や
嫌
悪
感
は
消
え
て
、
臓
器
の
色
や
形

の
美
し
さ
を
愛
で
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
驚

い
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

不
浄
観
の
修
行
で
は
、
こ
う
し
て
禅
定4

を
獲
得
し
て
安
定

し
た
イ
メ
ー
ジ
が
保
て
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
上
に

「
私
も
こ
の
よ
う
に
な
る
も
の
な
の
だ
」
と
自
分
自
身
の
行
く

末
を
重
ね
て
思
惟
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー

（
観
）
瞑
想
に
進
み
、
無
常
・
苦
・
無
我
の
洞
察
を
得
て
解
脱

が
達
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
と
こ
ろ
が
、
戒
定
慧
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
よ
っ
て
準
備
が
整
っ
て
い
な
い
状
態
の
ま
ま
で
死
体
に

直
面
し
て
し
ま
う
と
、
現
代
で
い
う
と
こ
ろ
の
ト
ラ
ウ
マ
体

験5

に
な
り
、
ケ
ア
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
流
さ
れ
て
し
ま
う
と
、

嫌
悪
感
に
よ
る
自
殺
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
る
の
で
あ
る
。

1-

2　

呼
吸
を
見
つ
め
る
こ
と
に
よ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
育

成
法律

蔵
で
は
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
か
ら
の
懇
願
に
よ
っ
て
ブ
ッ
ダ

が
説
い
た
と
さ
れ
る
呼
吸
に
よ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
育
成

と
し
て
、
中
部
経
典
に
収
め
ら
れ
たĀ

nāpānasati-sutta

の
中

核
を
な
す
一
六
の
観
察
法
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
一
六
と
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

1　
長
く
息
を
吸
っ
て
い
る
と
き
に
は
「
長
く
息
を
吸
っ

て
い
る
」
と
遍
く
知
り
、
長
く
息
を
吐
い
て
い
る
と
き
に

は
「
長
く
息
を
吐
い
て
い
る
」
と
遍
く
知
る
。

2　
短
く
息
を
吸
っ
て
い
る
と
き
に
は
「
短
く
息
を
吸
っ

て
い
る
」
と
遍
く
知
り
、
短
く
息
を
吐
い
て
い
る
と
き
に

は
「
短
く
息
を
吐
い
て
い
る
」
と
遍
く
知
る
。

3　
「
全
身
を
感
じ
な
が
ら
息
を
吸
お
う
」
と
訓
練
し
、「
全

身
を
感
じ
な
が
ら
息
を
吐
こ
う
」
と
訓
練
す
る
。

4　
「
身
体
の
動
き
を
し
ず
め
な
が
ら
息
を
吸
お
う
」
と
訓

練
し
、「
身
体
の
動
き
を
し
ず
め
な
が
ら
息
を
吐
こ
う
」
と

訓
練
す
る
。

5　
「
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
息
を
吸
お
う
」
と
訓
練
し
、「
喜

び
を
感
じ
な
が
ら
息
を
吐
こ
う
」
と
訓
練
す
る
。

6　
「
安
楽
を
感
じ
な
が
ら
息
を
吸
お
う
」
と
訓
練
し
、「
安

楽
を
感
じ
な
が
ら
息
を
吐
こ
う
」
と
訓
練
す
る
。

7　
「
こ
こ
ろ
の
動
き
を
感
じ
な
が
ら
息
を
吸
お
う
」
と
訓

練
し
、「
こ
こ
ろ
の
動
き
を
感
じ
な
が
ら
息
を
吐
こ
う
」
と

訓
練
す
る
。

8　
「
こ
こ
ろ
の
動
き
を
し
ず
め
な
が
ら
息
を
吸
お
う
」
と

訓
練
し
、「
こ
こ
ろ
の
動
き
を
し
ず
め
な
が
ら
息
を
吐
こ
う

と
訓
練
す
る
。

9　
「
こ
こ
ろ
を
感
じ
な
が
ら
息
を
吸
お
う
」
と
訓
練
し
、

「
こ
こ
ろ
を
感
じ
な
が
ら
息
を
吐
こ
う
」
と
訓
練
す
る
。

10　
「
こ
こ
ろ
を
和
ま
せ
な
が
ら
息
を
吸
お
う
」
と
訓
練
し
、

「
こ
こ
ろ
を
和
ま
せ
な
が
ら
息
を
吐
こ
う
」
と
訓
練
す
る
。

11　
「
こ
こ
ろ
を
安
定
さ
せ
な
が
ら
息
を
吸
お
う
」
と
訓
練

し
、「
こ
こ
ろ
を
安
定
さ
せ
な
が
ら
息
を
吐
こ
う
」
と
訓
練

す
る
。

12　
「
こ
こ
ろ
を
解
き
放
ち
な
が
ら
息
を
吸
お
う
」
と
訓
練

し
、「
こ
こ
ろ
を
解
き
放
ち
な
が
ら
息
を
吐
こ
う
」
と
訓
練

す
る
。

13　
「
無
常
を
繰
り
返
し
見
つ
め
な
が
ら
息
を
吸
お
う
」
と

訓
練
し
、「
無
常
を
繰
り
返
し
見
つ
め
な
が
ら
息
を
吐
こ

う
」
と
訓
練
す
る
。

14　
「
貪
り
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
見
つ
め
な
が
ら

息
を
吸
お
う
」
と
訓
練
し
、「
貪
り
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
繰

り
返
し
見
つ
め
な
が
ら
息
を
吐
こ
う
」
と
訓
練
す
る
。

15　
「
消
え
去
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
繰
り
返
し
見
つ
め
な
が
ら

息
を
吸
お
う
」
と
訓
練
し
、「
消
え
去
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
繰

り
返
し
見
つ
め
な
が
ら
息
を
吐
こ
う
」
と
訓
練
す
る
。

16　
「
手
放
す
こ
と
を
繰
り
返
し
見
つ
め
な
が
ら
息
を
吸
お

う
」
と
訓
練
し
、「
手
放
す
こ
と
を
繰
り
返
し
見
つ
め
な
が

ら
息
を
吐
こ
う
」
と
訓
練
す
る
。

 

（Vinaya.III. pp.70-71. 

筆
者
訳
）

こ
れ
ら
一
六
の
観
察
法
は
、
1
〜
4
：（
呼
吸
に
よ
る
）
身

体
（
身
：kāya

）
に
関
す
る
観
察
、
5
〜
8
：
感
受
（
受
：

vedanā

）
に
関
す
る
観
察
、
9
〜
12
：
こ
こ
ろ
（
心
：citta

）

に
関
す
る
観
察
、
13
〜
16
：
身
心
相
関
現
象
の
法
則
性
（
法
：

dham
m

a

）
に
関
す
る
観
察
に
分
け
ら
れ
る
。

1-

3　

呼
吸
観
察
に
込
め
ら
れ
た
ト
ラ
ウ
マ
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

伝
統
的
に
は
身
受
心
法
の
四
領
域
に
関
す
る
四
つ
ず
つ
の

観
察
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
れ
ら
一
六
の
観
察
視
点
は
、

不
浄
観
瞑
想
が
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
集
団
自
殺
と
い
う

凄
惨
な
事
件
の
直
後
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
瞑

想
に
付
随
す
る
落
と
し
穴
を
予
防
す
る
狙
い
を
込
め
て
説
か

れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
妥
当
な
推
測
で
あ
ろ
う6

。

こ
こ
で
は
、
伝
統
的
な
解
釈
に
現
代
的
な
ト
ラ
ウ
マ
理
解
と

そ
の
治
療
と
い
う
観
点
を
付
け
加
え
な
が
ら
解
釈
を
試
み
た

い
。伝

統
的
解
釈
に
よ
る
と
、
呼
吸
の
長
短
の
違
い
に
心
を
向

け7

、
吸
い
始
め
か
ら
吸
い
終
わ
り
ま
で
、
吐
き
始
め
か
ら
吐

き
終
わ
り
ま
で
、
呼
吸
全
体
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
然
に
身
体
全
体
に
も
意
識
が
及
ぶ
よ
う
に
な
る
。
筆
者

自
身
の
体
験
的
理
解
で
は
、
外
呼
吸
（
ガ
ス
交
換
）
に
意
識
を

向
け
て
い
る
う
ち
に
、
心
が
自
然
に
内
呼
吸
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
代

謝
）
に
誘
わ
れ
て
、
身
体
を
構
成
す
る
細
胞
全
体
へ
と
心
が

開
か
れ
て
ゆ
く
。
こ
れ
は
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
に
よ
っ
て
酸
素

が
細
胞
に
運
ば
れ
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
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換
さ
れ
る
ル
ー
ト
に
伴
う
心
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、「
気
の
流

れ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
へ
の
気
づ
き
に
相
当
す
る
過
程
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
、
呼
吸
は
自
然
に
深
く
ゆ
る
や
か

に
な
っ
て
ゆ
き
、
そ
れ
に
つ
れ
て
身
体
の
動
き
も
静
ま
っ
て

ゆ
く
。
外
か
ら
見
て
い
る
と
息
を
し
て
い
る
の
か
し
て
い
な

い
の
か
わ
か
ら
な
い
ま
で
に
静
ま
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て

禅
定
と
呼
ば
れ
る
集
中
状
態
に
入
っ
て
ゆ
く
。
こ
こ
ま
で
が

1
〜
4
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
内
容
で
あ
る
。

禅
定
に
入
っ
た
と
き
の
一
番
わ
か
り
や
す
い
兆
候
が
喜

（pīti

）
と
呼
ば
れ
る
エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
体
験
で
あ
る
。
こ
の

喜
び
は
ピ
リ
ピ
リ
と
鳥
肌
が
立
つ
よ
う
な
皮
膚
感
覚
、
身
体

が
軽
く
な
り
浮
揚
す
る
よ
う
な
感
覚
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
波
が

身
体
に
押
し
寄
せ
る
よ
う
な
感
覚
と
し
て
体
験
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
ま
た
、
喜
び
と
同
様
に
光
を
見
る
体
験
を
す
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
身
体
の
中
に
光
が
見
え
る
場
合
も
あ
る

し
、
自
分
の
周
囲
が
明
る
く
な
る
よ
う
に
見
え
る
場
合
も
あ

る
。
こ
う
し
た
光
や
喜
び
の
体
験
は
、
集
中
力
が
高
ま
る
こ

と
に
よ
っ
て
心
を
曇
ら
せ
る
働
き8

が
鎮
圧
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
生
命
活
動
が
本
来
持
っ
て
い
た
喜
び
や
光
（
バ
イ
オ

フ
ォ
ト
ン
）
の
活
動
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
の
喜
び
に
は
刺
激
性
と
興
奮
性
が
伴
っ
て
お
り
、
そ
れ

ら
が
観
察
さ
れ
自
覚
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
心
は
次
第
に
刺

激
と
興
奮
に
疲
れ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
自
然
に
治
ま
っ

た
後
に
安
楽
が
訪
れ
る
。
こ
れ
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
よ

る
リ
ラ
ッ
ク
ス
状
態
で
あ
る
。
こ
の
安
楽
は
、
そ
の
静
け
さ

故
に
多
く
の
人
が
「
こ
れ
が
悟
り
で
は
な
い
か
」
と
い
う
思

い
込
み
を
抱
き
や
す
い
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
へ
の
期

待
感
で
あ
る
。
こ
う
し
た
心
の
動
き
を
観
察
し
、
そ
れ
ら
が

静
ま
っ
て
ゆ
く
過
程
が
5
〜
8
で
あ
る
。
禅
定
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
神
秘
的
な
体
験
と
、
そ
れ
ら
へ
の
執
着
を
見
抜
い
て

ゆ
く
過
程
は
、
上
座
部
で
は
「
観
の
汚
染
（vipassanā-
anukilesa

）9

」
と
呼
ば
れ
、
禅
で
は
魔
境
と
呼
ば
れ
る
過
程
に

相
当
す
る
。

集
中
力
に
よ
る
神
秘
体
験
へ
の
反
応
が
適
切
に
観
察
さ
れ

乗
り
越
え
ら
れ
る
と
、
心
そ
の
も
の
の
状
態
を
あ
り
の
ま
ま

に
見
つ
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
心
が
欲
望
系
の
衝
動
に

捉
え
ら
れ
て
い
る
か
、
怒
り
系
の
衝
動
に
捉
え
ら
れ
て
い
る

か
、
自
動
操
縦
状
態
に
陥
っ
て
い
る
か
を
見
極
め
、
自
覚
的

に
心
を
和
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
心
は
自

然
に
集
中
力
を
増
し
て
ゆ
く
。
喜
び
が
怒
り
を
中
和
し
、
一

体
感
が
欲
望
を
中
和
し
て
く
れ
る
こ
と
を
体
験
的
に
知
る
よ

う
に
な
る
。
す
る
と
、
執
着
は
強
引
に
断
ち
切
ろ
う
と
し
な

く
て
も
、
あ
り
の
ま
ま
に
見
つ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
に

解
き
放
た
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ

れ
が
9
〜
12
の
過
程
で
あ
る
。

修
行
者
た
ち
の
集
団
自
殺
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
死
体
を

見
る
こ
と
に
よ
る
恐
怖
や
嫌
悪
感
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の

感
情
は
怒
り
系
の
衝
動
に
あ
た
る
。
集
中
力
に
よ
っ
て
生
ま

れ
る
喜
び
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
比
較
の
物
語
に
流
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
な
く10

し
っ
か
り
受
容
さ
れ
る
と
、
恐
怖
や
嫌
悪
感
と

い
う
怒
り
系
の
衝
動
を
受
け
と
め
て
中
和
す
る
た
め
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
瞑
想
の
集
中

力
に
よ
っ
て
生
じ
る
喜
び
の
巧
み
な
使
い
方
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
集
中
力
だ
け
で
は
な
く
洞
察
力
が
必
要
に
な
る
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
集
中
力
（
止
：

sam
atha

）
と
洞
察
力
（
観
：vipassanā

）
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組

み
合
わ
さ
れ
た
瞑
想
法
な
の
で
あ
る
。

ト
ラ
ウ
マ
研
究
家
で
あ
る
コ
ー
ク
（2006, 12-13

）
は
、
身

体
感
覚
を
通
し
た
無
常
理
解
が
ト
ラ
ウ
マ
ケ
ア
の
中
核
に
な

る
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ト
ラ
ウ
マ
を
受
け
た
人
達
は
、
感
情
や
感
覚
を
持
っ
て

も
安
全
で
あ
る
こ
と
を
学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
し

自
分
た
ち
の
内
的
体
験
に
注
意
す
る
こ
と
を
学
ぶ
と
、
肉

体
的
体
験
は
固
定
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
な
い
と
悟
る
で

あ
ろ
う
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
そ
の
時
―
ト
ラ
ウ
マ
を
受

け
た
そ
の
瞬
間
―
に
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
の
と
異
な
っ

て
、
肉
体
感
覚
や
感
情
は
常
に
、
絶
え
間
な
く
変
化
し
て

い
る
。
彼
ら
は
感
覚
と
感
情
の
違
い
を
言
え
る
よ
う
に
な

る
必
要
が
あ
る
。（
あ
な
た
は
怒
っ
て
い
る
か
怯
え
て
い
る
か

を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
認
識
し
ま
す
か
？　

そ
の
感
情
を
体
の

ど
こ
に
感
じ
ま
す
か
？　

体
の
中
で
、
今
こ
ん
な
よ
う
に
動
き

た
い
と
い
う
衝
動
が
あ
る
の
に
、
気
が
つ
き
ま
し
た
か
？
）
自

分
の
内
的
感
覚
が
常
に
移
り
変
わ
る
と
い
う
事
に
気
付
く

と
、
特
に
深
呼
吸
や
体
を
動
か
す
こ
と
で
肉
体
状
態
を
あ

る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
学
べ
ば
、
彼
ら
は
本

能
的
に
、
過
去
を
思
い
出
す
こ
と
が
圧
倒
的
な
感
情
を
引

き
起
こ
す
結
果
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
事
を
、
発

見
す
る
で
あ
ろ
う
。

13
〜
16
で
は
、
無
常
へ
の
洞
察
、
貪
り
か
ら
離
れ
る
こ
と
、

消
え
去
る
こ
と
、
手
放
す
こ
と
を
繰
り
返
し
見
つ
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
洞
察
を
深
め
て
ゆ
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
ト
ラ
ウ
マ
ケ
ア
の
中
核
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
不

浄
観
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、
集
中
力
を
土
台
と

し
た
洞
察
力
に
よ
っ
て
解
脱
へ
と
導
く
画
期
点
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

2
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
実
践
構
造

Ā
nāpānasati-sutta

は
、
上
記
の
一
六
の
観
察
法
を
中
核
と

し
て
、
そ
の
前
後
に
は
、
当
時
の
出
家
修
行
者
た
ち
が
リ
ー

ダ
ー
を
中
核
と
し
た
大
小
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
各
自
が
自

分
に
合
っ
た
様
々
な
瞑
想
法
を
修
行
し
て
い
た
こ
と
、
呼
吸

に
よ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
育
成
法
は
悟
り
の
七
条
件11

を
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満
た
し
て
解
脱
へ
と
導
い
て
く
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

Satipatt4
4hāna-sutta

は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
も
う
一
つ

の
根
本
経
典
で
あ
り
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
が
最
も
総

合
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
経
典
で
あ
る
。
こ
の
経
典
に
は
、

呼
吸
観
察
を
は
じ
め
と
す
る
一
三
タ
イ
プ
の
瞑
想
法
が
、
身

受
心
法
の
四
領
域
に
従
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中

の
一
つ
に
不
浄
観
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
集
団

自
殺
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
不
浄
観
も
安
定
し
た
土
台

の
上
で
正
し
く
実
践
さ
れ
る
な
ら
ば
、
解
脱
を
目
指
し
た
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
ひ
と
つ
の
通
路
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
経
典
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
あ
ら
ゆ
る
対

象
を
、
①
自
分
（
の
呼
吸
な
ど
）
を
繰
り
返
し
見
つ
め
る
、
②

他
者
（
の
呼
吸
な
ど
）
を
繰
り
返
し
見
つ
め
る
、
③
自
他
（
の

呼
吸
な
ど
）
を
繰
り
返
し
見
つ
め
る
と
い
う
三
つ
の
視
点
か

ら
随
観
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は

こ
れ
ら
を
主
観
的
観
察
、
客
観
的
観
察
、
間
主
観
的
観
察
と

呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
。
な
ぜ
ブ
ッ
ダ
が
こ
れ
ら
三
つ
の
観

察
視
点
を
取
り
上
げ
た
か
に
関
し
て
は
、
人
生
の
苦
し
み
を

生
み
出
す
「
私
」
と
い
う
思
い
が
人
間
関
係
の
中
で
ど
の
よ

う
に
発
生
し
て
く
る
も
の
で
あ
る
か
を
理
解
す
る
た
め
に
必

要
な
も
の
で
あ
り
、
現
代
の
科
学
的
研
究
に
お
い
て
は
ミ
ラ

ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
発
見
に
よ
っ
て
解
明
が
進
め
ら
れ
て
い
る

共
感
や
自
己
意
識
研
究
に
ま
つ
わ
る
テ
ー
マ
で
も
あ
る
か
ら

で
あ
る
と
考
え
て
い
る12

。

律
蔵
『
大
品
』
の
記
述
に
よ
る
と
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

瞑
想
の
こ
う
し
た
間
主
観
的
な
側
面
は
、
看
取
り
を
含
め
た
、

出
家
者
た
ち
の
相
互
看
病
の
実
践
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
見
て
取
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
う
し
た
相
互
観
察
の
結

果
と
し
て
、
看
病
す
る
の
が
難
し
い
患
者
の
五
条
件
、
よ
き

看
護
者
の
五
条
件
な
ど
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る13

。

看
病
す
る
の
が
難
し
い
人
の
五
条
件

①
病
気
に
よ
く
な
い
こ
と
を
す
る
。

②
よ
い
こ
と
で
も
そ
の
適
量
を
知
ら
な
い
。

③
薬
を
服
用
し
な
い
。

④
た
め
を
思
っ
て
看
病
し
て
く
れ
る
人
に
、
悪
化
し
て
い

る
と
き
に
は
悪
化
し
て
い
る
と
、
軽
減
し
て
い
る
と
き
に

は
軽
減
し
て
い
る
と
、
変
化
な
い
と
き
に
は
変
化
な
い
と
、

あ
り
の
ま
ま
に
病
状
を
明
ら
か
に
し
な
い
。

⑤
身
体
に
生
じ
て
き
た
苦
し
く
鋭
く
荒
く
辛
く
嫌
な
好
ま

し
く
な
い
、
い
の
ち
を
奪
い
去
る
よ
う
な
痛
み
に
耐
え
ら

れ
な
い
性
質
で
あ
る
。

よ
き
看
護
者
の
五
条
件

①
薬
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
適
不
適
を
知
り
、
不
適
な
こ
と
を
退
け
、
快
方
に
向
か

わ
せ
る
。

③
何
か
を
得
よ
う
と
し
て
で
は
な
く
、
慈
し
み
の
心
で
病

者
を
世
話
す
る
。

④
大
小
便
や
唾
や
嘔
吐
物
を
取
り
除
く
こ
と
を
厭
わ
な
い
。

⑤
時
を
見
て
病
者
に
法
に
か
な
っ
た
話
を
し
て
指
導
し
、や

る
気
を
起
こ
さ
せ
、
奮
い
立
た
せ
、
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

 
（Vinaya.I. pp.302-303. 

筆
者
訳
）

よ
き
看
護
者
と
な
る
た
め
の
五
条
件
で
は
、
思
い
や
り
の

心
を
要
と
し
て
、
治
療
（cure

：
①
②
）
と
ケ
ア
（care

：
④

⑤
）
と
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
臨
床
実
践
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
他
者
の
ケ
ア
を
す
る

た
め
に
は
他
者
を
知
る
こ
と
に
加
え
て
自
分
自
身
の
こ
と
を

知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
間
主
観
的
な
観
察
を
含
む
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
有
益
な
ツ
ー
ル
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
だ
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
実
践
そ
の
も
の
が
ケ
ア
に
つ
な
が
っ

て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る14

。

3
十
法
経
に
説
か
れ
た
看
取
り
に
お
け
る

問
い
の
意
味

A
nguttara N

ikāya

に
は
、
出
家
修
行
者
が
常
に
反
省
す
べ

き
一
〇
カ
条
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
後
に
は
、
修
行
者

同
士
の
看
取
り
の
場
面
で
問
い
か
け
ら
れ
る
質
問
内
容
を
髣

髴
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
会
話
が
な
さ

れ
る
出
家
者
の
置
か
れ
た
社
会
的
状
況
に
つ
い
て
、
ブ
ッ
ダ

は
修
行
者
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
自
覚
す
る
よ
う
に
教
え
て
い

た
の
か
を
理
解
す
る
た
め
に
、
全
体
を
訳
出
し
て
み
た
い
。

修
行
者
た
ち
よ
、
出
家
修
行
者
は
こ
れ
ら
一
〇
カ
条
の

教
え
に
つ
い
て
常
に
内
省
す
べ
き
で
あ
る
。
一
〇
と
は
何

か
？

①
「
今
日
、
社
会
制
度
の
外
に
出
た
の
だ
」
と
、
出
家
修

行
者
は
常
に
内
省
す
べ
き
で
あ
る
。

②
「
私
の
生
活
は
他
者
に
依
存
し
て
い
る
」
と
、
出
家
修

行
者
は
常
に
内
省
す
べ
き
で
あ
る
。

③
「
他
者
と
は
違
う
行
儀
を
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
、
出

家
修
行
者
は
常
に
内
省
す
べ
き
で
あ
る
。

④
「
戒
（
生
活
習
慣
）
と
い
う
側
面
か
ら
、
自
ら
の
心
に
や

ま
し
い
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
」
と
、
出
家
修
行
者
は

常
に
内
省
す
べ
き
で
あ
る
。

⑤
「
清
ら
か
な
修
行
を
共
に
す
る
賢
者
た
ち
が
、
私
の
こ

と
を
戒
の
側
面
か
ら
非
難
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
」

と
、
出
家
修
行
者
は
常
に
内
省
す
べ
き
で
あ
る
。

⑥
「
す
べ
て
の
愛
し
い
者
た
ち
、
親
し
い
者
た
ち
か
ら
離

れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
だ
」
と
、
出
家
修
行
者
は
常

に
内
省
す
べ
き
で
あ
る
。
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⑦
「
私
は
業
を
自
ら
の
も
の
と
し
、
業
の
継
承
者
で
あ
り
、

業
か
ら
生
ま
れ
、
業
に
繫
が
れ
、
業
を
頼
り
と
す
る
の
で

あ
っ
て
、
善
い
業
で
あ
れ
悪
い
業
で
あ
れ
業
を
作
れ
ば
、
そ

の
業
を
受
け
継
い
で
ゆ
く
の
で
あ
る
」
と
、
出
家
修
行
者

は
常
に
内
省
す
べ
き
で
あ
る
。

⑧
「
私
は
日
夜
を
ど
の
よ
う
に
し
て
過
ご
し
て
い
る
だ
ろ

う
か
？
」
と
、
出
家
修
行
者
は
常
に
内
省
す
べ
き
で
あ
る
。

⑨
「
私
は
静
か
で
何
も
な
い
と
こ
ろ
（
空
所
）
で
過
ご
す

こ
と
を
楽
し
め
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
」
と
、
出
家
修
行
者

は
常
に
内
省
す
べ
き
で
あ
る
。

⑩
「『
聖
な
る
も
の
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
特
別
な
智
見
で

あ
る
超
人
法
が
得
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
』、
最
期
の
時

に
清
ら
か
な
行
い
を
共
に
す
る
修
行
仲
間
か
ら
問
わ
れ
て

恥
ず
か
し
い
思
い
す
る
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
か
？
」
と
、
出

家
修
行
者
は
常
に
内
省
す
べ
き
で
あ
る
。

修
行
者
た
ち
よ
、
こ
れ
ら
一
〇
カ
条
の
教
え
に
つ
い
て

出
家
修
行
者
た
ち
は
常
に
内
省
す
べ
き
で
あ
る
。

 

（A
N

.V
. pp.87-88. 

筆
者
訳
）

第
2
節
に
お
け
る
考
察
か
ら
、
出
家
修
行
者
た
ち
の
間
で

看
取
り
を
含
め
た
看
病
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
⑩
項
目
は
臨
終
に
際
し
て
、「
解
脱

し
て
い
た
か
」
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
た
こ
と
、「
聖
な
る
も

の
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
」
解
脱
で
は
な
い
に
せ
よ
、「（
解

脱
に
至
る
過
程
で
出
会
う
、
一
般
的
な
人
に
は
得
難
い
）
禅
定
や

光
や
エ
ク
ス
タ
シ
ー
な
ど
の
神
秘
的
体
験
は
得
ら
れ
て
い
た

か
」
が
問
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
臨

終
時
に
お
け
る
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ア
ビ

ダ
ン
マ
に
お
け
る
臨
終
心
路
（m

aran

4a-āsanna-vīthi

）
の
発
見

と
し
て
結
実
し
、
さ
ら
に
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
る
『
死

者
の
書
』
の
実
践
へ
と
つ
な
が
る
地
下
水
脈
と
な
っ
て
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

臨
終
時
に
お
い
て
こ
う
し
た
問
答
が
な
さ
れ
る
背
景
に
は
、

仏
教
に
お
け
る
出
家
修
行
者
の
社
会
的
位
置
づ
け
が
考
え
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
出
家
修
行
者
は
社
会

に
依
存
し
、
い
わ
ば
社
会
の
寄
生
虫
の
よ
う
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
解
脱
を
目
指
し
て
日
常
生
活
の
す
べ
て
を
瞑
想
修
行

に
捧
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
解
脱
し
て

得
ら
れ
た
学
び
を
何
ら
か
の
形
で
信
者
や
社
会
に
還
元
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
社
会
に
寄
生
さ
せ
て
も

ら
う
者
と
し
て
の
理
想
で
あ
る
か
ら
だ
。
出
家
修
行
者
の
生

活
は
、
信
仰
心
か
ら
布
施
や
供
養
を
し
て
く
れ
る
人
々
の
福

田
と
な
る
た
め
、
行
儀
や
戒
律
（sīla-vinaya; 

生
活
習
慣
の
導

き
）
を
含
め
て
、
す
べ
て
が
解
脱
（vim

utti, vim
okkha

）
と
呼

ば
れ
る
輪
廻
の
苦
し
み
か
ら
の
解
放
に
向
け
ら
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い15

。
そ
の
た
め
の
一
環
と
し
て
、
臨
終
時
に
は

出
家
生
活
の
本
懐
で
あ
る
解
脱
が
得
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か

が
問
わ
れ
て
当
然
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
点
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

禅
定
や
神
秘
体
験
の
仏
教
に
お
け
る
位
置
づ
け
で
あ
る
。
禅

定
や
神
秘
体
験
は
、
解
脱
に
至
る
道
の
り
で
体
験
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
へ
の
執

着
が
入
り
込
む
余
地
が
あ
り
、
そ
う
し
た
微
細
な
欲
望
に
無

自
覚
で
あ
る
と
、
他
者
と
の
比
較
に
よ
る
劣
等
感
の
補
償
の

た
め
に
使
わ
れ
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
宗
教
や
カ
ル
ト
集
団
内
の
支
配
や
搾
取
の
温
床
と
な
り
う

る
危
険
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
が
「
観
の
汚
染
」
が
説
か
れ
た
所
以
で
あ

ろ
う
。

そ
の
上
で
、
禅
定
や
禅
定
に
よ
っ
て
派
生
し
て
く
る
光
や

エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
体
験
は
、
慎
重
で
自
覚
的
な
使
い
方
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
脱
に
至
る
道
の
り
で
出
会
う
難
所16

を

乗
り
越
え
て
ゆ
く
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
も
な
り
う
る
こ

と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
う
し
た
理
解
と
体

験
が
足
り
な
か
っ
た
た
め
に
、
死
と
い
う
現
実
に
直
面
す
る

こ
と
か
ら
発
生
す
る
恐
怖
や
嫌
悪
感
に
駆
ら
れ
て
集
団
自
殺

事
件
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
ブ
ッ
ダ
は
こ
の
よ
う

な
微
細
な
事
柄
へ
の
熟
慮
を
こ
め
て
、Ā

nāpānasati-sutta

と

十
法
経
を
説
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が

内
包
す
る
超
能
力
へ
の
執
着
、
性
欲
と
破
壊
衝
動
と
の
絡
み

合
い
、
グ
ル
と
弟
子
と
い
う
権
威
的
人
間
関
係
が
生
み
出
す

支
配
と
搾
取
の
温
床
、
そ
し
て
殺
人
の
合
理
化
に
対
す
る
倫

理
道
徳
的
な
感
覚
麻
痺
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
リ
フ
ト

ン
（
二
〇
〇
〇
）
の
考
察
に
な
ら
っ
て
、
日
本
社
会
の
持
つ
構

造
的
な
問
題
と
そ
の
背
景
に
あ
る
歴
史
的
ト
ラ
ウ
マ
の
視
点

か
ら
考
察
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
王

位
へ
の
道
を
棄
て
て
一
沙
門
と
し
て
の
道
を
極
め
て
歩
き
尽

く
し
た
人
間
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ッ
タ
が
、
個
人
の
究
極
的

な
幸
福
と
社
会
の
健
全
さ
に
つ
い
て
考
え
抜
い
て
到
達
し
た

智
慧
と
思
い
や
り
と
方
便
を
、
現
代
社
会
に
再
構
築
し
て
ゆ

く
た
め
の
重
要
な
試
金
石
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

4
対
人
援
助
と
霊
的
暴
力
に
関
す
る

考
察

日
本
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
会
の
倫
理
規
定
に
は
、
ケ

ア
提
供
者
と
ケ
ア
対
象
者
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
以
下
の
よ

う
な
記
述
が
あ
る
。

3‒

1　

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
師
は
、
ケ
ア
対
象
者
お

よ
び
そ
の
周
辺
の
関
係
者
に
対
し
、
支
配
的
な
立
場
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
支
配
的
な
力
を
行
使
し
な
い
よ
う

に
注
意
す
る
。

（http://w
w

w.spiritualcare.jp/qualification/ethical_code/　

二
〇
一
八
年
一
二
月
二
五
日
ア
ク
セ
ス
）
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こ
の
項
目
に
関
す
る
説
明
で
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア

師
は
、
そ
の
職
能
の
性
格
上
、
ケ
ア
対
象
者
・
関
係
者
と
の

間
で
、
そ
の
と
き
の
ケ
ア
の
目
的
の
範
囲
を
超
え
た
影
響
を

与
え
や
す
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ミ
ン
デ

ル
の
提
唱
す
る
霊
的
ラ
ン
ク17

と
い
う
視
点
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
る
。
ミ
ン
デ
ル
（
二
〇
〇
一
、
一
〇
五
―一
〇
六
頁
）
は

霊
的
ラ
ン
ク
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

霊
性
の
力
を
持
つ
人
々
は
、
こ
の
世
界
に
居
な
が
ら
に
し

て
、
こ
こ
に
い
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
は
生
と
死
、

社
会
的
な
序
列
や
歴
史
か
ら
独
立
し
て
お
り
、
そ
れ
が
彼

ら
に
あ
る
種
の
畏
怖
を
感
じ
さ
せ
る
雰
囲
気
を
も
た
ら
し

て
い
る
。

牧
師
、
神
父
、
ラ
ビ
、
僧
侶
、
尼
な
ど
と
い
っ
た
宗
教

家
が
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
ラ
ン
ク
を
持
っ
て
い
る
と

は
限
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
言
葉
を
越
え
た
存
在
と
の
関
係

か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
霊
的
ラ
ン
ク
を
持
つ
と
、

他
の
人
々
を
悩
ま
せ
る
心
配
事
か
ら
自
由
に
な
る
。

ミ
ン
デ
ル
（
二
〇
〇
一
、
八
五
頁
）
は
、
霊
的
ラ
ン
ク
に
無

自
覚
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
こ

と
に
注
意
を
喚
起
し
、
霊
的
ラ
ン
ク
を
持
つ
者
と
持
た
な
い

者
と
の
あ
い
だ
に
問
題
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
力
の
弱
い

側
を
支
援
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
霊
的
ラ
ン
ク
を
持
っ
て
い

る
こ
と
に
無
自
覚
な
側
を
も
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
ケ
ア
提
供
者
の
継
続
的
な
教
育
の
必

要
性
と
も
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
規
定
の
5‒

4
に
は
宗
教
的
な
儀
礼
に
関
し
て

以
下
の
よ
う
な
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

5‒

4　

ケ
ア
対
象
者
に
対
す
る
宗
教
的
な
祈
り
や
唱
え

ご
と
の
提
供
は
、
ケ
ア
対
象
者
か
ら
希
望
が
あ
っ
た
場
合
、

あ
る
い
は
ケ
ア
対
象
者
か
ら
同
意
を
得
た
場
合
に
限
る
。

そ
れ
を
提
供
す
る
際
に
は
、
ケ
ア
対
象
者
の
み
な
ら
ず
周

囲
に
対
す
る
配
慮
も
す
る
。

（http://w
w

w.spiritualcare.jp/qualification/ethical_code/　

二
〇
一
八
年
一
二
月
二
五
日
ア
ク
セ
ス
）

第
3
節
で
考
察
し
た
ブ
ッ
ダ
の
時
代
の
臨
終
時
の
問
答
は
、

現
代
社
会
で
不
用
意
に
行
う
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
多
く
の
臨
終
行

儀
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
念
仏
に
よ
る
往
生
の
実
践
も
、

現
代
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
文
脈
か
ら
見
る
と
、
霊
的

な
強
制
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
相
当
な
配
慮
が
求
め

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
最
期
ま
で
人
の
心
は
変
化
し
続
け
る
か

ら
で
あ
る
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
・
ロ
ス
ら
と
共
に
多
く
の

終
末
期
患
者
に
仏
教
瞑
想
的
な
視
点
か
ら
寄
り
添
い
の
実
践

を
続
け
て
き
て
い
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
レ
ヴ
ァ
イ
ン
は
、
あ

る
と
き
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
施
設
で
死
の
床
に
就
い
て
い
る

年
老
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
女
性
の
母
親
に
『
チ
ベ
ッ
ト
の
死
者
の

書
』
を
読
み
聞
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
娘
に
対
し
て
、
そ
の

代
わ
り
に
ユ
ダ
ヤ
の
古
い
愛
の
歌
で
も
歌
っ
て
あ
げ
る
ほ
う

が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
と
提
案
し
て
い
る18

。
た
と
え
娘
で
あ

っ
た
と
し
て
も
ケ
ア
提
供
者
が
よ
い
と
思
い
込
ん
だ
も
の
よ

り
も
、
本
人
が
慣
れ
親
し
ん
だ
環
境
の
中
で
安
心
で
き
る
雰

囲
気
を
提
供
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
大
切
な
の
だ
。

お
わ
り
に

人
の
た
め
に
善
い
こ
と
を
し
て
あ
げ
よ
う
と
思
っ
て
も
、
そ

こ
に
潜
む
「
善
い
こ
と
」
に
つ
い
て
の
思
い
込
み
や
、
相
手

と
の
人
間
関
係
の
中
に
潜
む
ラ
ン
ク
（
無
意
識
的
権
威
）
の
問

題
に
無
自
覚
で
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
善
意
」
が
暴

力
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
こ
と
が
見
逃
さ
れ
、
許
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
善
意
の
暴
力
化
は
親
子
関

係
や
師
弟
関
係
な
ど
、
無
意
識
的
な
力
関
係
に
差
が
あ
る
場

所
に
お
い
て
起
こ
り
や
す
い
。
ブ
ッ
ダ
の
説
い
た
念
・
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
実
践
は
、
自
他
の
あ
い
だ
に
生
じ
る
あ
ら

ゆ
る
現
象
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
霊
性

が
温
床
と
な
っ
て
生
み
出
さ
れ
や
す
い
暴
力
の
問
題
を
予
防

し
解
決
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と
な
り
う
る
こ
と
が
理
解

さ
れ
た
。

次
の
課
題
と
し
て
、
周
産
期
と
看
取
り
と
い
う
具
体
的
な

臨
床
場
面
に
お
い
て
、
こ
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
ど
の
よ

う
に
活
用
さ
れ
う
る
か
に
つ
い
て
考
察
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
。

そ
れ
は
ブ
ッ
ダ
の
解
脱
を
支
え
た
三
明19

の
ひ
と
つ
で
あ
る
死

生
智
に
つ
い
て
の
考
察
に
つ
な
が
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

注1　
こ
の
殺
人
に
は
自
殺
幇
助
や
堕
胎
も
含
ま
れ
る
。
ア
ビ
ダ
ン

マ
（
仏
教
心
理
学
）
で
は
、
受
精
時
か
ら
生
命
が
宿
る
と
し

て
、
堕
胎
も
殺
人
に
含
ま
れ
る
。
受
精
の
瞬
間
に
受
精
卵
に

収
縮
し
て
ゆ
く
意
識
（
生
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
）
は
結
生

心
（pat

4isandi-citta

）
と
呼
ば
れ
る
。
律
蔵
に
は
、
出
家
修

行
者
が
妊
婦
に
乞
わ
れ
て
堕
胎
さ
せ
て
極
刑
に
処
せ
ら
れ
た

事
例
が
出
て
く
る
。（『
南
伝
大
蔵
経
1　
律
蔵
1
』
一
三
七

―一
三
九
頁
）

2　

Subha

は
美
し
い
も
の
、
清
ら
か
な
も
の
を
意
味
し
、
否
定

の
接
頭
辞
a
が
つ
く
と
反
対
の
意
味
と
な
る
。
不
浄
と
訳
さ

れ
る
が
、
死
体
を
見
た
と
き
の
よ
う
な
嫌
悪
感
を
催
す
も
の

と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
不
浄
観
は
性
欲
を
鎮
め
る
た

め
に
説
か
れ
た
瞑
想
で
、
死
体
の
崩
壊
過
程
を
つ
ぶ
さ
に
観

察
す
る
こ
と
で
湧
き
上
が
る
嫌
悪
感
に
よ
っ
て
異
性
の
イ
メ

ー
ジ
が
誘
発
す
る
性
欲
を
中
和
さ
せ
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ

る
。
死
の
直
後
か
ら
骨
が
風
化
し
て
ゆ
く
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
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な
死
体
の
様
相
を
、
死
体
が
置
か
れ
た
周
囲
の
環
境
と
と
も

に
イ
メ
ー
ジ
し
て
心
に
焼
き
付
け
る
。
周
囲
の
様
子
を
イ
メ

ー
ジ
に
入
れ
る
の
は
、
死
体
を
見
て
錯
乱
す
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
で
あ
る
。
そ
の
際
に
発
生
す
る
恐
怖
心
が
愛
欲
を
中
和

す
る
。
最
初
は
、
死
体
を
見
つ
め
た
後
で
目
を
閉
じ
て
残
像

と
同
じ
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ
よ
う
に
す
る
。
直
接
死
体
を
見

な
く
て
も
心
に
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
恐
怖
心
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、

得
ら
れ
た
集
中
力
に
よ
っ
て
愛
欲
が
鎮
圧
さ
れ
る
。『
南
伝

大
蔵
経
62　
清
浄
道
論
1
』
三
五
三
―三
九
〇
頁
を
参
照
。

3　

pat

4isalliyati. 

一
人
に
な
っ
て
瞑
想
す
る
た
め
に
籠
る
こ
と
。
ブ

ッ
ダ
は
解
脱
し
た
後
で
も
、
半
月
ほ
ど
の
あ
い
だ
、
ひ
と
り

で
静
か
に
過
ご
す
こ
と
が
時
折
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

あ
い
だ
は
、
托
鉢
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
食
物
を
運
ぶ
た
め
に

決
め
ら
れ
た
一
人
の
修
行
者
が
会
う
こ
と
を
許
さ
れ
た
だ
け

で
、
誰
も
近
づ
く
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

4　
不
浄
観
で
は
、
瞑
想
対
象
が
嫌
悪
感
を
催
す
も
の
で
あ
る
た

め
、
強
い
意
志
に
よ
っ
て
心
を
対
象
に
向
け
る
努
力
が
必
要

に
な
る
。
そ
の
た
め
、
言
葉
を
伴
っ
た
思
考
で
あ
る
尋

（vitakka

）
を
伴
う
第
一
禅
定
に
の
み
入
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
以
上
の
深
い
禅
定
に
は
進
め
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『
南
伝
大
蔵
経
62　
清
浄
道
論
1
』
三
八
四
頁
を
参
照
。

5　
現
代
の
心
理
学
で
は
、
ト
ラ
ウ
マ
に
な
る
た
め
の
条
件
と
し

て
無
力
感
と
孤
立
無
援
感
に
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
は
、
清
浄

道
論
の
不
浄
観
解
説
に
お
い
て
、
墓
場
に
行
く
た
め
の
規
定

に
長
老
や
熟
練
し
た
修
行
仲
間
に
告
げ
て
指
導
と
保
護
を
受

け
る
べ
き
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
南
伝
大
蔵
経
62　

清

浄
道
論
1
』
三
五
六
―三
五
七
頁
を
参
照
。

6　
一
六
の
す
べ
て
が
、
そ
の
と
き
に
説
か
れ
た
も
の
か
ど
う
か

に
関
す
る
議
論
が
あ
り
、
経
典
編
集
の
段
階
で
他
の
経
典
に

合
わ
せ
て
追
加
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
否
定
で

き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
文
献
学
的
な
議
論
は
さ
て

置
い
て
、
一
六
の
す
べ
て
が
当
時
説
か
れ
た
も
の
で
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
呼
吸
に
心
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間

存
在
を
構
成
す
る
身
受
心
法
と
い
う
四
側
面
か
ら
の
考
察
が

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。

7　

呼
吸
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

数
息
観
の
よ
う
に
呼
吸
を
数
え
た
り
、
プ
ラ
ー
ナ
ヤ
ー
マ
の

よ
う
に
呼
吸
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
す
る
手
法
は
、
補
助

技
法
と
し
て
注
釈
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
経
典
に
は
出

て
こ
な
い
。
呼
吸
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
タ
イ
プ
の
技
法
は
、

集
中
力
が
得
や
す
く
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
や
安
心
枠
の
形

成
に
役
立
つ
。
し
か
し
、
本
経
で
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
回
ご
と
の
呼
吸
の
違
い
を
あ
り
の
ま
ま
に
観
察
し
て
ヴ
ィ

パ
ッ
サ
ナ
ー
（
洞
察
）
に
入
っ
て
ゆ
く
手
法
に
つ
な
げ
て
ゆ

く
際
に
は
、
切
り
替
え
の
と
き
に
困
難
を
生
じ
る
こ
と
が
多

い
。
自
我
の
根
底
に
は
す
べ
て
の
も
の
ご
と
を
自
分
の
思
い

ど
お
り
に
支
配
し
た
い
と
い
う
万
能
感
へ
の
欲
望
が
あ
る
た

め
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
安
心
感

を
手
放
す
こ
と
が
不
安
や
脅
威
に
感
じ
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
現
在
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
手
法
の
中
で
呼
吸
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
タ
イ
プ
の
も
の
が
ど
れ
く
ら
い
あ
り
、
ど
の
よ

う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
に
関
し
て
詳
し
く
調
べ
て
み
る
必

要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
課
題
と
す
る
。

8　
五
蓋
と
呼
ば
れ
る
、
愛
欲
、
害
意
、
眠
気
と
不
活
発
性
、
浮

つ
き
と
後
悔
、
疑
い
と
い
う
五
つ
の
心
の
働
き
。
対
象
に
心

を
向
け
る
思
考
（
尋
）
に
よ
っ
て
眠
気
と
不
活
発
性
が
覚
ま

さ
れ
、
対
象
を
観
察
す
る
思
考
（
伺
）
に
よ
っ
て
疑
い
が
、

喜
び
に
よ
っ
て
害
意
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
（
楽
）
に
よ
っ
て
浮

つ
き
と
後
悔
が
、
一
体
感
（
一
境
性
）
に
よ
っ
て
欲
望
が
中

和
さ
れ
る
。
尋
、
伺
、
喜
、
楽
、
一
境
性
は
禅
定
を
支
え
る

心
の
働
き
で
禅
支
と
呼
ば
れ
る
。
繰
り
返
し
見
つ
め
る
こ
と

（anupassanā
：
随
観
）
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
対
応
関
係
に
気

づ
い
て
ゆ
く
こ
と
が
洞
察
力
（vipassanā

：
観
）
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
あ
る
。
パ
ー
リ
経
典
で
は
、vipassanā

と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て

anupassanā

が
ス
ト
ッ
ク
フ
レ
ー
ズ
の
中
で
常
用
さ
れ
て
い

る
。
井
上
（
二
〇
一
二
、
五
一
頁
）
を
参
照
。

9　

光
明
（obhāsa

）、
智
慧
（ñān

4a
）、
歓
喜
（pīti

）、
軽
や
か

さ（passaddhi

）、リ
ラ
ッ
ク
ス（sukha
）、確
信（adhim

okkha

）、

奮
励
（paggaha

）、
寄
り
添
い
（upatt4
4hāna
）、
平
静
な
見
守

り
（upekkhā

）、
微
欲
（nikanti

）
と
い
う
一
〇
種
類
の
現

象
。
集
中
力
に
よ
っ
て
発
生
し
て
く
る
も
の
で
あ
る
が
、
微

欲
に
無
自
覚
で
い
る
と
、
悟
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思

い
込
み
や
、
他
人
と
の
比
較
の
物
語
に
巻
き
込
ま
れ
て
瞑
想

の
妨
げ
と
な
る
。
ま
た
劣
等
感
に
無
自
覚
で
い
る
と
、
こ
う

し
た
神
秘
体
験
は
劣
等
感
の
補
償
の
た
め
に
使
わ
れ
や
す
く
、

宗
教
や
カ
ル
ト
集
団
の
権
威
関
係
の
下
で
様
々
な
搾
取
や
抑

圧
の
温
床
と
な
り
う
る
。
オ
ウ
ム
事
件
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ

う
。
井
上
（
二
〇
一
二
、
八
四
頁
）
を
参
照
。

10　
修
行
者
の
中
に
劣
等
感
が
潜
ん
で
い
る
と
、
そ
の
劣
等
感
の

補
償
と
し
て
神
秘
体
験
を
利
用
し
て
、
他
者
と
の
比
較
の
物

語
を
作
り
、
そ
の
物
語
の
中
で
自
分
の
劣
等
感
を
補
償
し
て

他
者
よ
り
有
利
な
立
場
に
立
と
う
と
す
る
傾
向
が
強
く
な
る
。

11　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
（sati

：
気
づ
き
・
念
）、
現
象
分
析

（dham
m

a-vicaya

：
智
慧
）、
努
力
（viriya

）、
歓
喜
（pīti

）、

鎮
静
（passaddhi

）、
三
昧
（sam

ādhi

）、
平
静
な
見
守
り

（upekkhā

）
と
い
う
悟
り
を
支
え
る
七
条
件
。
現
象
分
析
、

努
力
、
歓
喜
は
活
性
化
を
、
鎮
静
、
三
昧
、
平
静
な
見
守
り

は
安
定
化
を
も
た
ら
し
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
こ
れ
ら
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
働
き
を
す
る
。
井
上
（
二
〇
一
二
、
六
〇

頁
）
を
参
照
。

12　
井
上
（
二
〇
一
三
）
を
参
照
。

13　
こ
れ
ら
五
条
件
の
解
説
に
関
し
て
は
、
井
上
（
二
〇
一
〇
）

を
参
照
。

14　
詳
し
く
は
、
井
上
（
二
〇
一
七
）
を
参
照
。

15　
こ
う
し
た
実
践
は
戒
（sīla

）・
定
（sam

ādhi

）・
慧
（pañn

4ā

）

の
三
学
、
あ
る
い
は
布
施
（dāna

）・
持
戒
（sīla

）・
修
行

（bhāvanā

）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

対
応
関
係
か
ら
、
修
行
（
瞑
想
）
は
集
中
力
（
定
）
と
洞
察

力
（
慧
）
の
育
成
か
ら
な
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
が

の
ち
に
止
観
（sam

atha-vipassanā

）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
あ
る
。

16　

集
団
自
殺
事
件
だ
け
で
は
な
く
、
解
脱
に
至
る
過
程
で
は
、

そ
れ
ま
で
の
「
私
」
に
対
す
る
執
着
を
手
放
す
作
業
が
求
め

ら
れ
、
そ
れ
は
自
分
自
身
の
死
を
受
容
す
る
た
め
の
予
期
悲

嘆
の
作
業
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。『
清
浄
道
論
』
に
説
か
れ
た
、
恐
怖
を
見
つ
め

る
智
慧
、
危
う
さ
を
見
つ
め
る
智
慧
、
厭
い
離
れ
る
智
慧
な

ど
は
こ
う
し
た
予
期
悲
嘆
に
通
じ
る
過
程
を
見
守
る
英
知
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
心
理
学
や
精
神
医
学
と
仏
教
学
と
の
共

同
作
業
の
中
で
再
発
見
と
再
解
釈
が
期
待
さ
れ
る
事
柄
で
あ

る
。
井
上
（
二
〇
一
二
、
九
―一
一
頁
、
五
六
―五
七
頁
）

を
参
照
。

17　
ミ
ン
デ
ル
（
二
〇
〇
一
）
は
、
人
々
が
無
意
識
的
に
行
使
し
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て
い
る
権
威
の
力
を
ラ
ン
ク
と
呼
び
、
ラ
ン
ク
を
自
覚
的
か

つ
建
設
的
に
行
使
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
楽
に
な
り
実
り

豊
か
な
人
生
が
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
多
く
の
文
化
で
衝
突
の
要
因
と
な
っ
て
い

る
ラ
ン
ク
と
し
て
は
、
肌
の
色
、
経
済
階
級
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

性
的
嗜
好
、
教
育
、
宗
教
、
年
齢
、
知
識
、
職
業
、
健
康
、

心
理
学
、
霊
性
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
ラ
ン
ク
と
い
う
視

点
に
つ
い
て
は
、
井
上
（
二
〇
一
六
）
の
「
負
の
感
情
の
見

守
り
方
」
に
お
い
て
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
参
照
の
こ
と
。

18　
レ
ヴ
ァ
イ
ン
（
一
九
九
九
、
三
四
〇
）
を
参
照
。

19　
多
く
の
過
去
世
を
思
い
出
す
宿
住
念
智（pubbenivāsanusati-

ñ ān

4a

）、
死
と
再
生
が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か

を
見
つ
め
る
死
生
智
（cutūpapatti-ñān

4a

・
天
眼
智
：

dibbacakkhu-ñān

4a

）、
そ
し
て
漏
れ
出
る
煩
悩
を
根
絶
す
る

漏
尽
智
（āsavakkhaya-ñān

4a

）
の
三
智
を
三
明
と
呼
ぶ
。
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1
は
じ
め
に

二
〇
三
〇
年
代
以
降
の
人
類
の
霊
性
に
つ
い
て
考
え
る
う

え
で
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
あ
る
。

一
番
目
は
、
薬
物
、
遺
伝
子
工
学
、
B

M
I
を
用
い
た
能

力
増
強
（enhancem

ent

）
が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
温
暖
化
に
と
も
な
う
気
候
変
動
、
人
口
爆
発
と
結
び
つ

い
た
資
源
・
環
境
問
題
の
激
化
に
よ
っ
て
、
淘
汰
圧
は
さ
ら

に
熾
烈
に
意
識
さ
れ
、
能
力
増
強
に
向
か
う
傾
向
を
強
力
に

後
押
し
す
る
だ
ろ
う
（
ト
ラ
ン
ス
ヒ
ュ
ー
マ
ン
主
義1
）。 

こ
う
し
た
能
力
増
強
に
は
、
情
報
処
理
、
論
理
的
知
性
、
創

造
性
な
ど
に
く
わ
え
、
感
情
的
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
能
力
や
、

直
観
や
ヴ
ィ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
な
予
知
、
変
性
意
識
体
験
な
ど
、
従

来
「
宗
教
的
」「
霊
的
」
と
考
え
ら
れ
て
き
た
人
間
の
意
識
体

験
を
ど
の
よ
う
に
「
増
強
」
す
る
か
、
も
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

現
在
ア
メ
リ
カ
で
展
開
し
つ
つ
あ
る
「
非
二
元
論
的
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」（non-dual spirituality

）、「
神
経
科
学
仏
教
」

（neuro-Buddhism

）、「
世
俗
的
仏
教
」（secular Buddhism

）
は
、

こ
う
し
た
傾
向
の
先
駆
け
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

二
番
目
は
、
経
済
的
富
の
偏
在
が
極
限
に
ま
で
進
む
だ
ろ

う
こ
と
で
あ
る
。
富
は
能
力
増
強
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
密
接
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
経
済
的
富
と
遺
伝
子
レ
ベ
ル
に
お
け
る

能
力
増
強
が
リ
ン
ク
す
る
「
世
界
カ
ー
ス
ト
社
会
」
化
が
進

む
と
と
も
に
、
神
に
近
づ
い
た
と
思
い
込
む
者
た
ち
の
倨
傲

（
ヒ
ュ
ブ
リ
ス
）
と
、
支
配
さ
れ
る
人
々
の
怨
恨
（
ル
サ
ン
チ

マ
ン
）
を
め
ぐ
っ
て
、
よ
り
根
源
的
な
思
考
を
わ
た
し
た
ち

は
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

三
番
目
は
、
A
I
の
物
神
崇
拝
で
あ
る
。
感
情
を
「
理
解

す
る
」、
あ
る
い
は
感
情
を
「
持
つ
」
A
I
を
作
る
た
め
の

出
発
は
、
A
I
に
と
っ
て
の
身
体
―
固
定
型
で
あ
ろ
う
が
、

移
動
可
能
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
形
態
で
あ
ろ
う
が
―
を
常
時
ス

キ
ャ
ン
し
、
維
持
、
自
動
修
復
を
行
う
機
能
を
搭
載
す
る
こ

と
で
あ
る
。

脳
の
リ
ヴ
ァ
ー
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
、
量
子
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
急
速
な
発
達
と
と
も
に
、
炭
素
系
生
物

か
ら
な
る
従
来
の
進
化
史
に
属
さ
な
い
、
異
な
る
知
性
＝
生

命
体
が
新
し
く
生
ま
れ
る
こ
と
を
待
望
す
る
思
想
が
、
開
発

者
た
ち
を
中
心
に
、
さ
ら
に
強
い
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
（
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
主
義
）。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
で
誕
生
し
、
チ
ベ
ッ

ト
で
発
達
し
た
タ
ン
ト
ラ
の
伝
統
は
、
ど
の
よ
う
に
答
え
る

だ
ろ
う
か
？　

こ
こ
で
は
、「
瞑
想
体
験
」「
魔
」「
慈
悲
」
と

い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
つ
う
じ
て
、
考
え
る
こ
と
に
し

た
い
。

2
瞑
想
体
験

ト
ラ
ン
ス
ヒ
ュ
ー
マ
ン
主
義
の
考
え
る
「
能
力
増
強
」
に

は
、
他
者
の
意
識
や
感
情
を
直
接
に
理
解
す
る
テ
レ
パ
シ
ー

や
、
快
楽
体
験
や
変
性
意
識
の
増
強
が
含
ま
れ
て
い
る2

。
こ

う
し
た
意
識
の
「
能
力
増
強
」
に
対
し
て
、
タ
ン
ト
ラ
の
伝

統
は
ど
う
答
え
る
か
？ 

チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
最
も
高
度
な
密
教
と
さ
れ
る
マ
ハ
ー

ム
ー
ド
ラ
（「
大
印
」）
や
ゾ
ク
チ
ェ
ン
（「
大
円
満
」）
の
伝
統

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
瞑
想
技
法
の
探
求
、
実
践
を
通
じ
て
、
人

間
の
意
識
と
精
神
の
最
も
深
い
層
か
ら
生
じ
て
く
る
体
験
を
、

三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
る
。

十
四
世
紀
チ
ベ
ッ
ト
に
出
現
し
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
理
論
と

能
力
増
強
・
慈
悲
・
魔　
　

永
沢
　
哲

京
都
文
教
大
学
総
合
社
会
学
部
准
教
授
／
宗
教
学
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
学

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
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瞑
想
法
を
、
一
貫
し
た
体
系
に
磨
き
上
げ
た
ロ
ン
チ
ェ
ン
・

ラ
プ
ジ
ャ
ム
は
、
こ
の
三
つ
の
体
験
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
表
現
し
て
い
る
。

意
識
に
よ
る
瞑
想
体
験
は
、
幸
福
感
、
楽
、
光
明
、
無

分
別
の
体
験
で
あ
り
、
強
ま
っ
た
り
弱
ま
っ
た
り
す
る
。
そ

の
究
極
の
も
の
は
、
ほ
た
る
、
雲
、
太
陽
、
煙
、
蜃
気
楼
、

星
、
月
の
光
、
バ
タ
ー
ラ
ン
プ
の
ご
と
き
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
だ
。

そ
れ
ら
も
ま
た
不
安
定
で
変
化
す
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、

顕
現
の
体
験
は
、「
無
礙
な
る
音
の
タ
ン
ト
ラ
」
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
秋
の
上
弦
の
月
の
よ
う
に
、
大
き
く

な
り
、
増
大
す
る
。
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
い
や
ま
し
に
成
長

す
る
。（『
言
葉
の
意
味
の
宝
蔵3
』） 

少
し
言
葉
を
補
っ
て
、
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

1　

意
識
に
よ
る
体
験
（shes nyam

s

）

―
空
性
（
無
分

別
）、
楽
、
光
明
の
三
つ
か
ら
な
る
。
シ
ャ
マ
タ
（「
止
」）、
本

尊
ヨ
ー
ガ
、
脈
管
と
風
の
ヨ
ー
ガ
（
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
ヨ
ー
ガ
）

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
瞑
想
技
法
に
よ
っ
て
生
じ
る
。

2　

意
識
の
究
極
の
境
界
に
お
け
る
体
験
（shes pa m

thar 

thug gyi nyam
s

）

―
「
十
の
し
る
し
」。

死
に
近
接
す
る
体
験
、
お
よ
び
主
に
呼
吸
の
制
御
を
中
心

と
す
る
「
脈
管
と
風
の
ヨ
ー
ガ
」
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ

の
リ
ス
ト
は
、
後
期
密
教
の
『
グ
フ
ヤ
サ
マ
ー
ジ
ャ
』
タ
ン

ト
ラ
に
始
ま
り
、『
カ
ー
ラ
チ
ャ
ク
ラ
』
タ
ン
ト
ラ
に
お
い
て
、

完
成
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
原
型
は
、
中
期
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ

ド
で
あ
る
『
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
タ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
タ
ラ
・
ウ
パ
ニ
シ

ャ
ッ
ド
』
ま
で
、
は
る
か
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3　
顕
現
の
体
験
（snang nyam

s

）
―
光
の
体
験
の
深
化
。

二
元
的
意
識
を
超
え
た
存
在
の
土
台
か
ら
直
接
沸
き
起
こ
っ

て
く
る
。
ゾ
ク
チ
ェ
ン
・
ニ
ン
テ
ィ
ク
お
よ
び
ロ
ン
デ
に
固

有
。

特
に
、
二
番
目
の
「
意
識
の
究
極
の
境
界
に
お
け
る
体
験
」

と
、
三
番
目
の
「
顕
現
の
体
験
」
の
違
い
に
つ
い
て
、
ロ
ン

チ
ェ
ン
・
ラ
プ
ジ
ャ
ム
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

原
初
の
輝
き
に
満
ち
た
光
の
ビ
ン
ド
ゥ
と
、
プ
ラ
ー
ナ

＝
こ
こ
ろ
（rlung　

sem
s

）
を
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
ま

れ
る
虹
色
の
光
の
ビ
ン
ド
ゥ
は
、
い
ず
れ
も
「
空
な
る
か

た
ち
」
で
あ
る
点
に
お
い
て
は
似
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
ま

っ
た
く
別
の
も
の
だ
。
完
全
に
清
ら
か
な
自
性
の
ビ
ン
ド

ゥ
（
前
者
）
は
、
法
界
と
明
知
が
不
二
で
あ
る
統
一
体
か

ら
あ
ら
わ
れ
て
く
る
顕
現
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
澄
み
き

っ
て
お
り
、
全
体
的
な
マ
ン
ダ
ラ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
へ
と
成

長
す
る
。
ま
た
、
呼
吸
を
止
め
る
保
息
に
よ
っ
て
う
ま
れ

る
も
の
で
は
な
い
。（
こ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
あ
ら
わ
れ
る
と
き

に
は
）
煩
悩
と
分
別
は
自
然
に
と
ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
静

寂
に
満
ち
、
澄
み
わ
た
り
、
自
然
に
生
じ
る
静
慮
に
よ
っ

て
飾
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
脈
管
と
風
の
ヨ
ー

ガ
」
は
、
風
を
努
力
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
み
だ
さ
れ
、
強
ま
る
こ
と
も
、
弱
ま
る
こ
と
も
あ

る
。
不
安
定
で
ま
た
透
明
さ
に
か
け
、
部
分
的
に
ぼ
や
け

る
こ
と
も
あ
る
…
…
。
両
者
の
違
い
は
、
大
き
い
。
ち
ょ

う
ど
金
と
真
鍮
の
よ
う
な
も
の
だ
。（『
至
高
の
乗
り
物
の
宝

蔵4
』） 

こ
の
分
類
か
ら
す
る
と
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
ヨ
ー
ガ
で
あ
れ
、

あ
る
い
は
、
脳
深
部
の
電
気
刺
激
や
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
ス
に

よ
る
も
の
で
あ
れ
、
強
烈
な
快
楽
（「
法
悦
」）
や
、
光
の
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
体
験
を
含
む
通
常
の
神
秘
体
験
は
、
三
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
う
ち
、
最
初
の
「
意
識
に
よ
る
体
験
」
に
含
ま
れ

る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
仏
教
の
伝
統
は
、
三
種
類
の
ど
ん
な
体
験
で
あ
っ

て
も
、
執
着
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
口
を
酸
っ
ぱ
く
し
て
強

調
し
て
き
た
。
多
様
な
瞑
想
体
験
の
土
台
に
は
、
空
な
る
叡

智
―
「
仏
性
」「
明
知
」「
倶
生
の
智
慧
」
な
ど
と
呼
ば
れ

る
―
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
修
行
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、

こ
の
叡
智
を
じ
か
に
認
識
し
、
そ
の
中
に
と
ど
ま
り
続
け
る

こ
と
だ
。
一
時
的
な
体
験
に
執
着
し
て
し
ま
え
ば
、
瞑
想
修

行
は
、
完
全
な
脇
道
に
迷
い
込
む
こ
と
に
な
る
。

特
に
、
仏
教
的
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
ヨ
ー
ガ
で
あ
る
「
脈
管
と

風
の
ヨ
ー
ガ
」
が
も
た
ら
す
快
楽
の
体
験
に
つ
い
て
、
十
七

世
紀
東
チ
ベ
ッ
ト
の
密
教
理
論
家
、
カ
ル
マ
・
チ
ャ
ク
メ
は
、

そ
れ
ま
で
の
口
伝
を
ま
と
め
た
、
次
の
よ
う
な
注
意
を
書
き

残
し
て
い
る
。

食
事
を
と
ら
な
く
て
も
体
が
快
適
で
あ
り
、
体
の
色
つ

や
が
よ
く
、
欲
望
が
強
烈
に
燃
え
上
が
る
の
は
、
熱
の
力

に
よ
っ
て
、
精
滴
が
増
え
た
し
る
し
で
あ
る
。
こ
の
体
験

と
（
空
性
・
心
の
本
性
の
）
悟
り
を
融
合
す
る
こ
と
で
、
楽

と
空
性
が
一
つ
に
入
り
混
じ
る
。
こ
の
と
き
、（
空
性
の
）

悟
り
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
、
戒
律
を
破

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。（『
山
の
教
え

―
隠
棲
修
行
の

口
伝5
』） 

強
烈
な
快
楽
に
よ
っ
て
、
圧
倒
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ

れ
ら
の
体
験
が
、
同
時
に
空
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
保
つ
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ブ
ッ
ダ
の
道
か
ら
、
大
き
く
そ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
ト
ラ
ン
ス
ヒ
ュ
ー
マ
ン

主
義
の
考
え
る
意
識
の
「
増
強
」
や
、
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン

主
義
者
が
夢
想
す
る
超
越
的
A
I
の
「
霊
性
」
は
、
人
間
の

精
神
の
う
ち
、
き
わ
め
て
狭
い
範
囲
を
取
り
出
し
た
も
の
に

す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
の
考
え
る
「
増
強
」
や
「
霊
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性
」
は
、
た
だ
、
特
定
の
体
験
に
対
す
る
執
着
を
表
現
し
た

も
の
に
す
ぎ
な
い
。
ブ
ッ
ダ
の
覚
醒
と
は
、
ま
っ
た
く
無
関

係
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

3
「
魔
」と
は
何
か
？

二
番
目
の
世
界
カ
ー
ス
ト
社
会
化
が
生
み
出
す
、
ヒ
ュ
ブ

リ
ス
と
ル
サ
ン
チ
マ
ン
、
怒
り
と
暴
力
の
問
題
は
、「
魔
」
を

め
ぐ
る
問
い
と
、
じ
か
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

「
魔
」
を
め
ぐ
る
チ
ベ
ッ
ト
的
な
思
考
に
は
、
お
お
ま
か
に

三
つ
の
層
が
あ
る
。

一
つ
目
は
、
大
乗
仏
教
に
共
通
の
「
四
つ
の
魔
」
の
概
念

で
あ
る
。「
魔
」（bdud

）
は
、
ブ
ッ
ダ
の
悟
り
を
得
る
の
を

妨
げ
る
も
の
で
あ
り
、「
死
の
魔
」「
煩
悩
の
魔
」「
蘊う

ん

の
魔
」

「
天
子
の
魔
」
の
四
つ
か
ら
な
る
。

二
つ
目
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
女
性
行
者
マ
チ
ク
・
ラ
プ
ド
ゥ

ン
が
創
始
し
た
「
切
断
」（gcod

）
の
伝
統
に
お
け
る
「
四
つ

の
魔
」
の
概
念
で
あ
る
。「
物
質
的
な
魔
」「
非
物
質
的
な
魔
」

「
喜
び
と
暖
の
魔
」「
我
執
の
魔
」
か
ら
な
る
。

切
断
に
お
け
る
「
四
つ
の
魔
」
の
概
念
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る6

。 

1　

物
質
的
な
魔

物
質
と
し
て
外
界
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
対
象
を
指
し
て
い

る
。
感
覚
に
対
象
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
そ
の
と
き
、
判
断

を
下
し
、
好
ま
し
い
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
た
り
、
悪
し
き

も
の
と
し
て
拒
絶
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
感
覚
に
あ
ら
わ
れ

る
魔
」
が
生
じ
る
。
感
覚
に
あ
ら
わ
れ
る
対
象
が
具
体
的
な

事
物
と
し
て
実
在
す
る
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
輪
廻
に

し
ば
り
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
。

『
般
若
経
』
の
教
え
に
よ
れ
ば
、
身
体
も
物
質
（「
色
」）
も
、

空
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
理
解
す
れ
ば
、
物
質
的

な
「
も
の
」
に
た
い
す
る
執
着
は
、
解
き
放
た
れ
、
切
断
さ

れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
な
に
か
が
永
遠
に
存
在
す
る
と
信

じ
る
「
常
見
」
の
「
魔
」
か
ら
解
放
さ
れ
る
。

逆
に
空
性
を
瞑
想
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
無

に
執
着
す
る
「
断
見
」
の
「
魔
」
か
ら
も
解
き
放
た
れ
る
。
あ

た
か
も
物
質
的
な
実
在
物
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
現
象

は
、
み
ず
か
ら
の
存
在
の
空
な
る
本
質
か
ら
、
た
ち
あ
ら
わ

れ
て
く
る
光
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

同
じ
こ
と
は
音
、
香
り
、
触
覚
、
味
、
こ
こ
ろ
に
つ
い
て

も
い
え
る
。
五
感
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
現
象
を
、
そ
の
ま
ま

た
だ
放
置
し
て
お
く
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
部
と
し
て

あ
ら
わ
れ
て
く
る
現
象
へ
の
執
着
は
、
自
然
に
解
き
放
た
れ
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
三
昧
の
境
地
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
。

2　

非
物
質
的
な
魔

こ
こ
ろ
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
現
象
に
つ
い
て
、
よ
い
、
わ

る
い
、
と
い
っ
て
判
断
す
る
思
考
を
指
す
。「
善
」
や
「
悪
」

を
め
ぐ
る
二
元
論
的
な
思
考
か
ら
、「
神
」
と
「
魔
」
は
生
ま

れ
て
く
る
。
未
来
に
希
望
を
な
げ
か
け
、
あ
る
い
は
そ
れ
が

実
現
し
な
い
こ
と
を
怖
れ
、
不
安
を
抱
く
。
こ
う
し
た
二
元

論
的
な
思
考
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
内
な
る
「
魔
」
が
立

ち
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

善
悪
を
め
ぐ
る
思
考
や
記
憶
は
、
何
も
な
い
法
界
の
空
間

か
ら
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
静
か
な
海

に
立
ち
上
が
る
波
の
よ
う
な
も
の
だ
。
だ
か
ら
、
修
正
し
た

り
、
作
り
変
え
た
り
す
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
、
あ
り
の
ま

ま
に
放
置
し
て
お
け
ば
よ
い
。

3　

喜
び
と
暖
の
魔

人
里
は
な
れ
た
恐
ろ
し
い
場
所
で
、
ひ
と
り
孤
独
な
隠
棲

修
行
を
つ
づ
け
、
精
霊
た
ち
の
邪
魔
に
も
動
か
さ
れ
な
い
よ

う
な
、
こ
こ
ろ
の
境
地
に
達
し
た
と
し
よ
う
。
そ
う
し
た
高

い
悟
り
の
境
地
を
誇
り
に
思
う
な
ら
ば
、「
喜
び
と
暖
の
魔
」

が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。

あ
る
い
は
、
悟
り
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
良
い
環
境
（
福

徳
）
や
富
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
す
る
と
、
こ
こ

ろ
は
「
散
失
の
魔
」
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
う
。
財
産
や
名
声

を
獲
得
し
、
敵
を
た
お
し
、
友
を
助
け
る
こ
と
を
喜
ぶ
と
き
、

「
満
足
の
魔
」
が
生
じ
る
。
子
供
た
ち
や
友
人
や
親
戚
に
取
り

囲
ま
れ
、
そ
の
こ
と
に
喜
び
や
満
足
を
感
じ
る
と
き
、「
喜
び

と
暖
の
魔
」
が
生
じ
る
。

内
的
で
あ
れ
、
外
的
で
あ
れ
、
何
か
「
良
き
も
の
」
が
あ

ら
わ
れ
て
き
た
と
き
に
も
、
そ
の
対
象
と
じ
ぶ
ん
の
心
は
不

二
で
あ
る
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
す
べ
て
は
夢
の
よ
う

な
も
の
だ
。
そ
の
こ
と
を
知
り
尽
く
し
、
無
執
着
の
境
地
に

あ
っ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
の
だ
。

そ
う
す
れ
ば
、
執
着
に
よ
っ
て
惑
う
こ
と
は
な
い
。

4　

我
執
の
魔

悟
り
の
境
地
は
、
言
葉
に
よ
る
表
現
を
超
え
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
高
い
悟
り
の
境
地
を
、
観
念
や
思
考
の
対
象
に
し
、

言
葉
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
「
我
執
の
魔
」
で
あ

る
。
概
念
を
超
え
た
（「
無
戯
論
」
の
）
見
解
、
お
お
い
な
る

平
等
に
と
ど
ま
る
瞑
想
、
思
考
に
よ
る
の
で
は
な
い
行
為
、
修

行
か
ら
生
じ
る
体
験
。
そ
う
い
っ
た
表
現
や
観
念
に
、
執
着

し
、
喜
び
を
感
じ
る
。
そ
の
と
き
、「
我
執
の
魔
」
が
は
た
ら

い
て
い
る
。

真
実
に
お
い
て
は
、
見
解
、
瞑
想
、
行
為
、
結
果
も
、
す

べ
て
言
葉
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
理
解
し
た

と
き
、「
我
執
の
魔
」
か
ら
解
き
放
た
れ
る
。

4
神
と
魔

「
魔
」
を
め
ぐ
る
チ
ベ
ッ
ト
的
思
考
の
三
つ
目
の
層
は
、
同

じ
く
「
切
断
」
の
伝
統
に
お
け
る
「
神
魔
」（lha ‘dre

）
を
め

ぐ
る
考
察
で
あ
る7

。 
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人
間
は
、
み
ず
か
ら
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
を
「
神
」、

害
を
な
す
も
の
を
「
魔
」
と
呼
ぶ
。
そ
の
土
台
に
あ
る
の
は
、

善
／
悪
、
楽
／
苦
の
二
元
論
で
あ
る
。
自
他
、
内
部
・
外
部

の
区
別
（「
無
明
」）
か
ら
生
ま
れ
る
、
こ
の
二
元
論
を
乗
り

越
え
、
あ
る
い
は
無
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、「
魔
」

は
生
ま
れ
続
け
る
。「
魔
」
は
、
二
元
論
的
な
心
か
ら
あ
ら
わ

れ
る
顕
現
な
い
し
投
影
に
他
な
ら
な
い
。

「
切
断
」
の
修
行
者
は
、
我
執
の
土
台
と
な
る
肉
体
を
観
想

の
中
で
切
り
刻
み
、
甘
露
を
は
じ
め
と
す
る
供
物
に
変
容
さ

せ
、
害
を
な
す
悪
霊
た
ち
に
布
施
す
る
。
そ
の
後
、
す
べ
て

が
平
等
で
あ
る
、
光
り
輝
く
心
の
本
性
の
境
地
に
と
ど
ま
り
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
。

「
切
断
」
に
か
ぎ
ら
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
密
教
の
儀
礼

は
、
こ
う
し
た
重
層
的
な
「
魔
」
の
概
念
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
き
た
。
降
伏
の
儀
礼
を
行
う
と
き
に
、「
魔
」
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
用
い
ら
れ
る
依
り
代
は
、
二
元
論
の
無
明
か
ら
生

ま
れ
る
煩
悩
を
象
徴
し
て
い
る
。

た
と
え
障
り
を
な
す
「
魔
」
を
降
伏
す
る
儀
礼
で
あ
れ
、
そ

の
土
台
に
は
す
べ
て
の
有
情
を
平
等
に
み
る
慈
悲
が
貫
い
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、

「
魔
」
は
光
に
満
ち
た
法
界
に
安
ら
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
、

長
期
の
隠
棲
修
行
の
た
め
に
書
か
れ
た
十
七
世
紀
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
語
る
の
で
あ
る
。

5
慈
悲
と
降
魔

十
九
世
紀
東
チ
ベ
ッ
ト
の
デ
ル
ゲ
・
ゴ
ン
チ
ェ
ン
僧
院
の

僧
院
長
だ
っ
た
サ
ム
テ
ン
・
ギ
ャ
ツ
ォ
の
「
降
魔
」
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
、
こ
の
よ
う
な
「
魔
」
を
め
ぐ
る
チ
ベ
ッ
ト
の
哲

学
を
、
圧
縮
し
て
表
現
し
て
い
る
。

十
九
世
紀
初
頭
、
東
チ
ベ
ッ
ト
の
洞
窟
で
、
孤
独
な
隠
棲

修
行
を
続
け
る
一
人
の
行
者
が
い
た
。
こ
の
行
者
は
、
サ
キ

ャ
派
の
中
で
、
最
も
重
要
と
さ
れ
る
へ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
・
タ
ン

ト
ラ
の
灌
頂
と
口
伝
を
、
首
尾
よ
く
授
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、

毎
日
托
鉢
で
食
料
を
集
め
る
と
、
洞
窟
の
中
に
貯
蔵
し
、
隠

棲
修
行
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

へ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
・
タ
ン
ト
ラ
の
修
行
は
、
生
起
次
第
と
究

境
次
第
の
二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
。
最
初

の
生
起
次
第
で
は
、
空
性
の
中
か
ら
本
尊
で
あ
る
へ
ー
ヴ
ァ

ジ
ラ
の
マ
ン
ダ
ラ
を
生
み
出
し
、
繰
り
返
し
マ
ン
ト
ラ
を
唱

え
る
。
次
の
究
境
次
第
で
は
、
生
起
次
第
の
土
台
の
上
に
、
主

に
呼
吸
法
と
ヤ
ン
ト
ラ
ヨ
ー
ガ
に
よ
っ
て
、
脈
管
・
風
・
精

滴
か
ら
な
る
微
細
身
を
変
容
さ
せ
、
さ
ら
に
マ
ン
ダ
ラ
を
空

性
に
溶
け
い
ら
せ
る
。

こ
の
行
者
は
、
何
年
間
も
、
ひ
た
す
ら
生
起
次
第
の
修
行

に
専
念
し
、
何
千
万
回
と
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
た
。
そ
の
結
果
、

へ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
の
マ
ン
ダ
ラ
が
、
隅
々
ま
で
く
っ
き
り
と
あ

ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
と
き
、
東
チ
ベ
ッ
ト
を
、
ひ
ど
い
飢
饉

が
襲
っ
た
。
収
穫
は
何
一
つ
な
く
、
飢
え
が
支
配
し
た
。

人
々
は
、
行
者
の
洞
窟
に
穀
物
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

思
い
出
し
て
、
食
料
を
分
け
て
く
れ
る
よ
う
に
、
頼
み
に
行

っ
た
。

行
者
の
答
え
は
「
否
」
だ
っ
た
。
修
行
を
完
全
に
達
成
す

る
ま
で
に
は
、
ま
だ
何
年
も
か
か
る
。
い
ま
食
料
を
分
け
た

ら
、
修
行
を
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
日
の
夜
、
村

人
た
ち
は
洞
窟
を
襲
い
、
行
者
を
殺
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
行
者
は
、
へ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
の
マ
ン
ト
ラ

に
よ
っ
て
、
す
で
に
強
烈
な
力
を
得
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
死

後
、
す
さ
ま
じ
い
力
を
持
つ
悪
霊
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
村
は
立
て
続
け
の
災
厄
に
襲
わ
れ
、
多

く
の
村
人
た
ち
が
死
ん
だ
。

悪
霊
を
降
伏
す
る
た
め
に
、
有
名
な
導
師
だ
っ
た
ジ
ャ
ム

ヤ
ン
・
キ
ェ
ン
ツ
ェ
ー
・
ワ
ン
ポ
や
、
ジ
ャ
ム
ゴ
ン
・
コ
ン

ト
ゥ
ル
が
招
か
れ
、
念
入
り
な
儀
礼
を
行
っ
た
。
け
れ
ど
も
、

何
の
効
果
も
な
か
っ
た
。
災
難
は
続
い
た
。

デ
ル
ゲ
・
ゴ
ン
チ
ェ
ン
僧
院
の
僧
院
長
だ
っ
た
サ
ム
テ
ン
・

ギ
ャ
ツ
ォ
が
、
こ
の
村
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
一
年
ほ
ど
た

っ
た
こ
ろ
の
こ
と
だ
っ
た
。
サ
ム
テ
ン
・
ギ
ャ
ツ
ォ
は
、
顕

教
、
密
教
の
理
論
に
通
暁
す
る
学
僧
で
あ
る
と
と
も
に
、
強

烈
な
降
伏
の
力
を
も
つ
本
尊
ヤ
マ
ン
タ
カ
の
修
行
者
と
し
て
、

特
に
高
名
だ
っ
た
。

自
信
満
々
の
サ
ム
テ
ン
・
ギ
ャ
ツ
ォ
は
、
空
性
の
中
か
ら
、

す
さ
ま
じ
い
忿
怒
の
相
を
示
す
巨
大
な
ヤ
マ
ン
タ
カ
の
姿
を

生
起
し
、
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
始
め
た
。

だ
が
、
何
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？
。

悪
霊
は
、
サ
ム
テ
ン
・
ギ
ャ
ツ
ォ
の
生
起
し
た
ヤ
マ
ン
タ

カ
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
、
巨
大
な
へ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
の
姿
を
あ

ら
わ
し
た
の
で
あ
る
。

サ
キ
ャ
派
に
お
い
て
、
へ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
は
、
他
の
い
ず
れ

の
本
尊
よ
り
も
重
要
な
、
聖
な
る
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「
へ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
の
生
起
次
第
に
お
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
高
い
修
行
の
段
階
に
至
っ
た
者
が
、
悪
霊
に
な
っ
て
し
ま

う
と
は
！
」

サ
ム
テ
ン
・
ギ
ャ
ツ
ォ
は
、
憐
み
の
あ
ま
り
、
大
声
で
、
泣

き
出
し
て
し
ま
っ
た
。

次
の
瞬
間
、
悪
霊
は
消
え
去
っ
た
。

「
魔
」
を
降
伏
す
る
の
は
、
マ
ン
ト
ラ
の
力
で
は
な
い
。
慈

悲
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
そ
う
し
た
大
乗
仏
教
の

根
本
的
な
考
え
方
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
。

二
元
論
か
ら
生
ま
れ
る
煩
悩
の
本
質
は
、
光
に
満
ち
た
知

恵
で
あ
る
。
煩
悩
は
、
二
元
論
を
超
え
た
光
り
輝
く
知
恵
に

変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヒ
ュ
ブ
リ
ス
と
ル
サ
ン
チ
マ

ン
に
満
ち
た
世
界
を
乗
り
越
え
て
い
く
思
考
は
、
煩
悩
を
否
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定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
養
分
と
し
て
燃
え
上
が
る
知

恵
と
、「
魔
」
を
抱
き
と
め
る
平
等
な
慈
悲
の
結
合
か
ら
誕
生

す
る
だ
ろ
う
。
そ
う
私
は
考
え
て
い
る
。
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1
は
じ
め
に
―
社
会
心
理
学
へ
の
懐
疑

オ
ウ
ム
問
題
を
迷
走
さ
せ
た
マ
イ
ン
ド・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論

私
は
二
〇
一
一
年
に
『
オ
ウ
ム
真
理
教
の
精
神
史
』
を
公

刊
し
て
以
降
、
元
オ
ウ
ム
信
者
と
の
対
話
、
オ
ウ
ム
後
継
団

体
か
ら
分
派
し
た
「
ひ
か
り
の
輪
」
の
現
状
に
関
す
る
意
見

書
執
筆
、
高
橋
克
也
被
告
裁
判
の
証
人
出
廷
な
ど
に
携
わ
り
、

そ
れ
ら
を
通
し
て
、
オ
ウ
ム
問
題
の
現
場
に
触
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
う
し
た
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
実
感
を
一
言
で
言

う
と
す
る
な
ら
、
オ
ウ
ム
真
理
教
が
近
代
に
現
れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
新
興
宗
教
団
体
の
な
か
で
も
、
最
悪
の
部
類
の
「
破
壊

的
カ
ル
ト
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
ま
っ
た
く
異
論
は
な
い
の
だ

が
、
他
方
、
そ
れ
に
向
け
ら
れ
た
日
本
社
会
の
対
応
の
仕
方

に
も
、
不
適
切
か
つ
杜
撰
な
点
が
目
立
つ
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
特
に
後
者
は
、
オ
ウ
ム
を
暴
走
さ
せ
る
要
因
の
一
つ

と
な
っ
た
と
同
時
に
、
現
在
も
な
お
、
オ
ウ
ム
問
題
の
順
調

な
解
決
と
終
結
を
妨
げ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

オ
ウ
ム
問
題
へ
の
対
処
に
見
ら
れ
る
幾
つ
か
の
懸
念
点
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿
で
概
略
を
示
し
た
た
め1

、
詳
し
く

は
振
り
返
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
考
察

し
て
お
き
た
い
の
は
、
主
に
一
部
の
社
会
心
理
学
者
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
て
き
た
「
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
」
に

つ
い
て
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
言
え
ば
オ
ウ
ム
問
題
と
は
、

「
教
団
が
無
垢
な
一
般
人
を
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

入
信
さ
せ
た
」、
あ
る
い
は
、「
教
祖
で
あ
る
麻
原
彰
晃
が
信

者
た
ち
を
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
テ
ロ
を
遂
行
さ

せ
た
」
と
い
う
よ
う
な
、
単
純
な
構
図
で
分
析
さ
れ
得
る
も

の
で
は
ま
っ
た
く
な
く
、
管
見
の
限
り
で
は
、
マ
イ
ン
ド
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
を
用
い
て
オ
ウ
ム
と
い
う
現
象
を
一
貫
し

て
説
明
し
得
た
著
作
や
論
文
は
、
一
つ
と
し
て
存
在
し
な
い2

。

ま
た
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
各
分
野
の
専
門
的
研
究
者
の
多

く
は
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
に
対
し
て
批
判
的
・
懐

疑
的
で
あ
り
、
そ
の
理
論
を
支
持
し
た
り
、
何
ら
か
の
現
象

の
分
析
に
使
用
し
た
り
す
る
者
は
、
き
わ
め
て
僅
少
と
い
う

の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
社
会
に
お

い
て
は
、「
オ
ウ
ム
と
言
え
ば
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

と
い
う
通
念
が
少
な
か
ら
ず
残
存
し
て
い
る
。

私
も
オ
ウ
ム
研
究
を
始
め
た
当
初
は
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
論
に
内
在
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
十
分
に
自
覚

的
で
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
オ
ウ
ム
問
題
の
現
場
で
し

ば
し
ば
そ
れ
が
持
ち
出
さ
れ
、
奇
妙
な
「
説
明
」
や
「
対
策
」

が
示
さ
れ
る
の
を
幾
度
も
見
る
に
つ
れ
て
、
一
体
こ
の
理
論

は
何
な
の
か
、
そ
の
空
虚
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
心
理

学
者
は
な
ぜ
こ
れ
に
拘
泥
し
続
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
関

し
て
、
強
い
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。

自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
生
ん
だ
社
会
心
理
学

社
会
心
理
学
と
「
カ
ル
ト
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
実
は

も
う
一
つ
気
に
な
る
点
が
あ
る
。
私
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
を

含
む
さ
ま
ざ
ま
な
現
代
宗
教
を
研
究
す
る
過
程
で
、
自
己
啓

発
セ
ミ
ナ
ー
の
歴
史
に
つ
い
て
も
一
通
り
調
べ
た
こ
と
が
あ

っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
論
じ
た
書
物
は
概
し
て
、
自

己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
直
接
的
な
起
源
は
、
ク
ル
ト
・
レ
ヴ
ィ

社
会
心
理
学
の「
精
神
操
作
」幻
想

―
グ
ル
ー
プ・ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
か
ら
マ
イ
ン
ド
・コ
ン
ト
ロ
ー
ルへ

大
田
俊
寛

埼
玉
大
学
非
常
勤
講
師
／
宗
教
学

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
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ン
が
考
案
し
た
「
感
受
性
訓
練
」
に
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
後

に
見
る
よ
う
に
ク
ル
ト
・
レ
ヴ
ィ
ン
は
、「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ

サ
ー
チ
」
や
「
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
（
集
団
力
学
）」

の
提
唱
者
で
あ
り
、
そ
の
業
績
に
よ
っ
て
「
社
会
心
理
学
の

父
」
と
も
称
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
は
、
一
九
六
〇
年
代

か
ら
八
〇
年
代
に
掛
け
て
世
界
的
な
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し

た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
精
神
操
作
や
人
格
改
造
の

手
法
が
過
激
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
「
カ

ル
ト
」
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
同
時
に
そ
れ

は
、
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
や
精
神
世
界
の
運
動
と
も
合
流
し
な
が

ら
、
周
囲
の
諸
宗
教
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
例
え

ば
オ
ウ
ム
真
理
教
に
お
い
て
は
、「
観
念
崩
し
」
と
い
う
名
目

で
多
く
の
理
不
尽
な
修
行
が
実
践
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
用

語
や
考
え
方
は
大
枠
と
し
て
、
自
己
啓
発
隆
盛
の
流
れ
か
ら

生
じ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う3

。

現
在
、
社
会
心
理
学
は
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論

を
唱
え
る
こ
と
に
よ
り
、
人
々
を
カ
ル
ト
か
ら
解
放
（
脱
カ

ル
ト
）
す
る
理
論
を
提
供
す
る
存
在
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
約
百
年
間
に
わ
た
る
社
会
心
理
学
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
む
し
ろ
そ
れ
は
「
カ
ル
ト
的
思
考

法
」
と
奇
妙
に
親
和
的
な
の
で
は
な
い
か
、
さ
ら
に
は
、「
カ

ル
ト
の
生
み
の
親
」
と
な
っ
た
側
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
社
会
心
理
学
の
歴
史
を
辿
り
直

す
と
い
う
こ
と
が
、
本
稿
の
テ
ー
マ
と
な
る
。
最
初
に
結
論

を
言
え
ば
、
社
会
心
理
学
に
お
い
て
は
、
人
間
の
「
受
動
性
」、

す
な
わ
ち
、
人
間
が
周
囲
の
環
境
か
ら
「
影
響
を
受
け
る
」

存
在
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
が
、
し
ば
し
ば
そ
の
こ
と

が
過
度
に
強
調
さ
れ
る
嫌
い
が
あ
り
、
そ
う
し
て
作
り
上
げ

ら
れ
た
「
受
動
的
人
間
像
」
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
極
論
や
偏
見

を
生
み
出
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。と

は
い
え
私
自
身
は
、
社
会
心
理
学
に
関
し
て
は
あ
く
ま

で
門
外
漢
の
一
人
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
勉
強
や
研
究

も
、
未
だ
十
分
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
意
味
で
本
稿

は
、
今
後
の
議
論
を
喚
起
す
る
た
め
の
暫
定
的
な
試
論
と
い

う
位
置
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。

2
社
会
心
理
学
の
形
成

群
衆
心
理
学
の
登
場
―
近
代
人
の
受
動
性

あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
人
間
は
本
質

的
に
、
能
動
性
と
受
動
性
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
備
え
た
存

在
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
間
は
、
自
ら
の
理
性
や
意
志
に
基

づ
き
、
能
動
的
に
行
動
・
判
断
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
社
会

や
集
団
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
行
動
し
た
り
、
判
断
を
他
者

に
委
ね
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

近
代
以
前
の
社
会
に
お
い
て
は
、
何
ら
か
の
伝
統
的
慣
習

や
宗
教
的
規
範
に
受
動
的
に
従
う
こ
と
が
、
人
間
の
美
徳
と

捉
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
代
に
お
い

て
は
、
価
値
観
が
大
き
く
転
換
し
、
人
間
の
能
動
性
が
肯
定

的
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・

カ
ン
ト
は
、
人
間
の
主
体
性
の
基
礎
を
「
自
律（A

utonom
ie

）」

の
原
理
に
見
出
し
、自
ら
の
理
性
と
意
志
に
基
づ
い
て
法
を
作
り
、

自
ら
そ
れ
を
遵
守
す
る
と
い
う
営
為
が
、社
会
制
度
や
倫
理
の
根

幹
に
置
か
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
う
し
た
思
想
は
、人

間
の
能
動
性
を
重
視
す
る
啓
蒙
主
義
的
な
近
代
思
想
の
典
型
例
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
一
つ
の
理
想
論
で
あ
り
、
必

ず
し
も
常
に
、
現
実
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
近
代
に
お
い
て
は
、
社
会
シ
ス
テ
ム
が
高
度
に
複
雑
化

し
た
た
め
、
個
人
が
そ
の
全
容
を
十
分
に
把
握
し
た
上
で
適

切
な
能
動
性
を
発
揮
す
る
こ
と
は
、
実
際
に
は
き
わ
め
て
困

難
と
な
っ
た
。
自
分
な
り
の
仕
方
で
社
会
の
構
造
を
見
通
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
主
体
的
に
生
き
よ
う
と
足
搔
く
よ
り
も
、
余

計
な
こ
と
は
考
え
ず
、
国
や
会
社
か
ら
の
指
示
に
盲
目
的
に

従
っ
て
い
た
方
が
遥
か
に
楽
で
あ
る
│
こ
う
し
た
受
動
的

思
考
法
が
近
代
人
の
処
世
術
の
一
つ
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
近
代
は
実
は
、
歴
史
的
に
比
類

の
な
い
レ
ベ
ル
で
人
間
の
受
動
性
が
拡
大
し
た
時
代
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
世
紀
末
に
登
場
し
た
「
群
衆
心
理
学
」
は
、
近
代
人

に
見
ら
れ
る
受
動
的
性
質
を
主
な
考
察
対
象
と
し
て
い
る
。

ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ル
・
ボ
ン
は
、『
群
衆
心
理
』（
一
八
九
五
）

と
い
う
著
作
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
台

頭
時
に
群
衆
が
示
し
た
熱
狂
に
関
す
る
分
析
を
試
み
た
。

ル
・
ボ
ン
に
よ
れ
ば
、
人
々
は
群
衆
を
形
成
す
る
と
、
個
人

と
し
て
有
し
て
い
る
は
ず
の
理
性
的
能
力
や
道
徳
的
観
念
を

著
し
く
減
退
さ
せ
、
単
純
な
感
情
に
よ
っ
て
全
体
が
染
め
上

げ
ら
れ
る
。
彼
ら
は
も
は
や
、
複
雑
な
事
柄
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
暗
示
に
掛
か
り
や
す
い
状
態
に
な
り
、
カ
リ

ス
マ
的
な
指
導
者
が
発
す
る
無
根
拠
な
断
言
を
易
々
と
受
け

入
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

次
に
、
社
会
学
者
・
精
神
分
析
学
者
の
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ

ロ
ム
は
、『
自
由
か
ら
の
逃
走
』（
一
九
四
一
）
に
お
い
て
、
ナ

チ
ズ
ム
の
運
動
に
雪な

崩だ

れ
込
ん
で
い
っ
た
群
衆
の
心
理
を
解

明
し
よ
う
と
し
た
。
フ
ロ
ム
に
よ
れ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
ル

ネ
サ
ン
ス
、
宗
教
改
革
、
市
民
革
命
を
通
じ
、
自
由
を
獲
得

す
る
た
め
の
闘
い
を
続
け
て
き
た
。
多
く
の
人
々
は
、
自
由

を
求
め
て
自
ら
の
命
さ
え
投
げ
出
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
い
っ
た
ん
近
代
的
諸
制
度
が
確
立
し
、
自
由
な
環
境
が

当
た
り
前
の
も
の
と
な
る
と
、
人
々
は
む
し
ろ
そ
れ
を
重
荷

に
感
じ
、
自
由
か
ら
「
逃
走
」
し
よ
う
と
し
始
め
る
。
群
衆

は
、
自
ら
を
理
不
尽
な
仕
方
で
締
め
上
げ
る
権
威
主
義
的
な
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人
物
を
「
魔
術
的
な
助
け
手
」
と
見
な
し
、
そ
の
姿
に
神
秘

的
な
オ
ー
ラ
を
認
め
、
彼
に
全
身
全
霊
で
帰
依
・
依
存
す
る

こ
と
に
快
楽
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る4

。

実
験
社
会
心
理
学
の
始
ま
り
―
ク
ル
ト・レ
ヴィ
ン
の
経
歴

群
衆
心
理
学
が
発
見
し
た
の
は
、
人
間
が
集
団
状
態
に
お

い
て
受
動
的
な
存
在
に
変
容
す
る
傾
向
が
あ
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
社
会
心
理
学
は
、
こ
う
し
た
知
見
を

継
承
す
る
と
同
時
に
、
そ
こ
に
実
験
的
手
法
を
導
入
し
、
集

団
状
態
の
人
間
心
理
を
よ
り
精
密
に
分
析
し
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
実
験
社
会
心
理
学
の
基
礎
を
作
り
上
げ
た
の
は
、

先
に
も
述
べ
た
ク
ル
ト
・
レ
ヴ
ィ
ン
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は

彼
の
経
歴
を
振
り
返
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
。

レ
ヴ
ィ
ン
は
一
八
九
〇
年
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
モ
ギ
ル
ノ
（
現

ポ
ー
ラ
ン
ド
領
）
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
系
に
生
ま
れ
た
。
そ
の

後
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
心
理
学
を
専
攻
し
、
博
士
号
を
取
得

す
る
。
当
時
の
心
理
学
界
に
お
い
て
支
配
的
で
あ
っ
た
の
は
、

J
・
B
・
ワ
ト
ソ
ン
が
提
唱
し
た
行
動
主
義
の
心
理
学
で
あ

っ
た
が
、
レ
ヴ
ィ
ン
は
そ
の
流
れ
に
対
抗
す
る
ゲ
シ
ュ
タ
ル

ト
心
理
学
に
属
し
て
い
た
。
行
動
主
義
心
理
学
が
、
心
理
学

の
対
象
を
客
観
的
に
観
察
可
能
な
諸
行
動
に
限
定
し
よ
う
と

し
た
の
に
対
し
て
、
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
心
理
学
は
、
人
間
心
理

を
把
握
す
る
際
に
内
面
へ
の
考
察
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
、
そ

れ
が
一
連
の
「
形

ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
態
」
的
な
構
造
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
レ
ヴ
ィ
ン
は
、
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
心
理
学
を
応
用
し
、

個
人
の
内
面
の
み
な
ら
ず
、
集
団
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る

「
場
」
の
な
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
存
在
す
る
と
唱
え
、

そ
れ
に
関
す
る
分
析
を
「
場
の
理
論
（field theory

）」
と
呼
ん

だ
。
彼
は
ト
ポ
ロ
ジ
ー
数
学
や
ベ
ク
ト
ル
の
概
念
を
援
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
場
の
構
造
や
関
係
性
を
記
述
し
よ
う
と
試

み
た
の
で
あ
る
。
彼
が
執
筆
し
た
諸
論
文
に
は
、
上
の
よ
う

に
、「
場
」
の
形
態
を
表
現
す
る
た
め
の
図
式
が
数
多
く
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

レ
ヴ
ィ
ン
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
お
い
て
、
場
の
解
析
や
組

み
換
え
を
可
能
と
す
る
実
験
方
法
を
模
索
し
て
い
た
が
、
中

途
で
研
究
を
打
ち
切
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
と
い
う
の
は
、

一
九
三
三
年
に
ナ
チ
ス
が
政
権
を
掌
握
し
た
た
め
、
ユ
ダ
ヤ

系
で
あ
っ
た
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。

レ
ヴ
ィ
ン
は
新
天
地
の
ア
メ
リ
カ
で
も
精
力
的
に
研
究
に

従
事
し
、
社
会
心
理
学
の
発
展
と
普
及
に
努
め
、
一
九
三
五

年
に
ア
イ
オ
ワ
大
学
の
教
授
に
就
任
、
四
四
年
に
は
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
で
「
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス

研
究
所
」
の
創
設
に
携
わ
っ
た
。
理
想
的
な
環
境
を
確
保
し
、

本
格
的
な
活
動
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
三

年
後
の
一
九
四
七
年
、
彼
は
突
然
の
心
臓
発
作
に
見
舞
わ
れ
、

五
六
歳
で
命
を
落
と
し
た
。

グ
ル
ー
プ・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
基
本
モ
デ
ル
―
溶
解
・
移
動
・

凍
結唐

突
に
訪
れ
た
死
の
た
め
に
、
レ
ヴ
ィ
ン
の
研
究
期
間
は

限
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
た
が
、
彼
は
そ
の
な
か
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
実
験
を
試
み
、
多
く
の
論
文
を
残
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
レ
ヴ
ィ
ン
の
代
表
的
な
研
究
に
は
、
以
下
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る5

。

（
1
）
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ

単
に
社
会
状
況
を
観
察
す
る
の
で
は
な
く
、
改
善
に
向
け

た
行
動
を
常
に
起
こ
し
な
が
ら
調
査
を
行
う
。
彼
は
そ
の

手
法
に
基
づ
き
、
工
場
内
の
労
使
関
係
の
調
停
、
地
域
社

会
の
人
種
差
別
問
題
の
解
決
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

（
2
）
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
実
験

一
一
歳
の
子
供
た
ち
に
、「
専
制
型
」「
民
主
型
」「
放
任

型
」
に
タ
イ
プ
分
け
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
を
配
し
、
お
面
作

り
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
ま
せ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、「
民
主

型
」
の
リ
ー
ダ
ー
が
も
っ
と
も
望
ま
し
い
結
果
を
生
む
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
3
）
集
団
決
定
法

戦
時
中
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
肉
不
足
の
解
消
の
た
め
、
動

物
の
内
臓
を
食
べ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
住
民
た
ち
の

食
習
慣
を
変
え
る
方
法
と
し
て
、
内
臓
料
理
の
利
点
を
教

え
る
「
講
義
法
」
と
、
内
臓
料
理
に
取
り
組
む
こ
と
を
集

団
の
な
か
で
宣
言
す
る
「
集
団
決
定
法
」
を
試
し
、
後
者

の
方
が
効
果
が
高
い
こ
と
を
示
し
た
。

こ
の
他
に
も
レ
ヴ
ィ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
概
念
や
実
験
法

を
提
唱
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、
人
間
心
理
を
集
団
的

に
取
り
扱
う
こ
と
に
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
認
め
ら
れ
る
、
と

い
う
見
解
に
基
づ
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
心
理
を

個
人
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
内
実
は
き
わ
め
て

流
動
的
で
曖
昧
模
糊
と
し
て
お
り
、
容
易
に
は
客
観
的
に
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
心
理
を
集
団
的
に
取
り
扱
い
、

実
験
を
行
え
ば
、
そ
こ
で
生
じ
る
変
化
を
数
量
的
な
デ
ー
タ

と
し
て
取
り
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
同
時
に
人
間
の
心

理
に
は
、
集
団
か
ら
被
る
力
や
作
用
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
影

図１　子供と成人の自由空間の比較
（レヴィン『社会科学における場の理論』138頁より）
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響
さ
れ
や
す
い
と
い
う
性
質
が
見
ら
れ
る
。
実
に
レ
ヴ
ィ
ン

は
、
集
団
心
理
の
分
析
や
実
験
に
基
礎
を
置
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
科
学
と
い
う
概
念
自
体
が
一
新
さ
れ
、「
社
会
諸
科
学
の

統
合
」
が
可
能
に
な
る
と
さ
え
考
え
た
の
で
あ
る6

。

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
に
設
立
さ
れ
た
機
関
の
名

称
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
レ
ヴ
ィ
ン
の
研
究
の
全
体
像

は
、「
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
（
集
団
力
学
）」
と
い

う
概
念
に
集
約
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
彼
は
一
九
四
七
年
に
著
し

た
「
集
団
力
学
の
開
拓
線
」
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、
グ
ル

ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
集
団
心
理
の
変
容
が
、

「
溶
解
・
移
動
・
凍
結
」
と
い
う
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
従
っ
て

生
じ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る7

。
す
な
わ
ち
、
集
団
内
の
所
与

の
思
考
法
に
は
必
ず
一
定
の
傾
向
性
が
見
ら
れ
る
が
、
ま
ず

は
そ
れ
を
「
溶
解
（unfreezing

）」
さ
せ
る
。
次
に
そ
の
水
準

を
、
望
ま
し
い
方
向
に
「
移
動
（m

oving

）」
さ
せ
る
。
さ
ら

に
は
、
こ
う
し
て
獲
得
さ
れ
た
新
し
い
水
準
を
「
凍
結

（freezing

）」
さ
せ
、
安
定
的
・
永
続
的
な
も
の
へ
と
仕
立
て

上
げ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

社
会
心
理
学
も
ま
た
、
群
衆
心
理
学
と
同
様
、
集
団
状
態

に
お
い
て
人
間
の
受
動
性
が
高
ま
る
と
い
う
点
に
注
目
し
て

い
る
。
と
は
い
え
、
レ
ヴ
ィ
ン
に
よ
っ
て
実
験
的
手
法
が
導

入
さ
れ
た
結
果
、
受
動
性
に
対
す
る
両
者
の
ス
タ
ン
ス
は
、
実

質
的
に
大
き
く
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
群

衆
心
理
学
が
、
集
団
状
態
に
お
け
る
人
間
の
姿
を
外
部
者
と

し
て
観
察
・
記
述
す
る
こ
と
に
留
ま
る
の
に
対
し
て
、
社
会

心
理
学
は
、
集
団
的
な
圧
力
を
巧
み
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ

ば
、
人
間
の
性
格
や
関
係
性
を
意
図
的
に
変
容
さ
せ
ら
れ
る

は
ず
だ
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
こ
う
い
っ
た
ア

イ
デ
ィ
ア
が
い
か
な
る
帰
結
を
も
た
ら
し
た
の
か
│
そ
の

こ
と
を
、
引
き
続
き
追
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
展
開

感
受
性
訓
練

先
述
し
た
よ
う
に
レ
ヴ
ィ
ン
は
、
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
ス
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
を
「
溶
解
」
と
位
置
づ
け
、「
自

己
満
足
や
独
善
の
殻
を
破
る
た
め
に
は
時
々
情
緒
的
な
動
揺

を
慎
重
に
起
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る8

」
と
主
張
し
た
。
社
会

心
理
学
に
お
い
て
、
旧
来
の
思
考
法
や
固
定
観
念
を
溶
解
さ

せ
、
集
団
内
に
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
法
は
、
特
に
「
感
受
性
訓
練
（Sensitivity Training

）」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

感
受
性
訓
練
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
あ
る
印
象
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る9

。
一
九
四
六
年
に
レ
ヴ
ィ
ン
は
、

コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
の
人
種
関
係
委
員
会
か
ら
、
人
種
的
・

宗
教
的
偏
見
を
解
消
す
る
た
め
の
有
効
な
対
策
や
、
指
導
者

の
訓
練
方
法
を
考
案
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
約

四
〇
名
の
参
加
者
を
集
め
、
二
週
間
の
研
修
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
研
修
中
の
あ
る
夜
、
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
デ
ー
タ

を
整
理
す
る
た
め
の
会
合
を
開
い
て
い
る
と
、
数
名
の
参
加

者
が
偶
然
そ
の
場
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
ス
タ
ッ
フ

の
報
告
が
実
情
と
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
デ
ー
タ
に
異
議

を
唱
え
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
出
来
事
は
言
わ
ば
、
偶
発

的
に
生
じ
た
ル
ー
ル
破
り
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
う
し
た

議
論
を
交
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
特
別
な
刺
激
が
生
ま
れ
、
そ

の
後
の
研
修
が
活
力
に
満
ち
た
も
の
と
な
っ
た
。
感
受
性
訓

練
の
根
幹
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
参
加
者
た
ち
が
自
身
の

社
会
的
地
位
や
役
割
に
関
係
な
く
、
互
い
の
見
解
を
率
直
に

「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
し
合
う
と
い
う
行
為
な
の
だ
が
、
こ
う

し
た
出
来
事
を
通
し
て
、
そ
の
原
理
が
発
見
さ
れ
た
わ
け
で

あ
る
。

感
受
性
訓
練
は
一
般
に
、
自
我
の
防
衛
機
制
を
解
除
し
て

柔
軟
な
感
受
性
を
取
り
戻
し
、「
今
こ
こ
」
の
現
実
に
生
き
る

こ
と
、
偏
見
や
固
定
観
念
に
囚
わ
れ
ず
に
他
者
と
の
肯
定
的

な
関
係
を
取
り
結
ぶ
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る10

。
訓
練
に
お

い
て
は
全
般
的
に
、
面
識
の
な
い
人
々
が
数
日
間
の
研
修
を

共
に
し
、
テ
ー
マ
の
設
定
さ
れ
て
い
な
い
議
論
に
身
を
委
ね

る
。
参
加
者
の
外
見
や
人
柄
、
議
論
の
際
の
発
言
や
振
る
舞

い
、
過
去
の
経
験
や
生
育
歴
に
つ
い
て
の
告
白
な
ど
は
、
絶

え
ず
「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
に
晒
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
参
加

者
は
、
自
分
が
他
人
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
か
、
人

間
関
係
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
固
定
観
念
に
囚
わ
れ
て
い
る

か
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
。
社
会
心
理
学
は
、
集
団
内
で

相
互
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
わ
せ
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

参
加
者
の
人
格
を
「
溶
解
」
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
発

見
し
た
の
で
あ
る
。

エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー・
グ
ル
ー
プ

レ
ヴ
ィ
ン
の
死
後
、
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
や
感

受
性
訓
練
の
手
法
は
、
社
会
心
理
学
の
枠
を
越
え
て
広
く
普

及
し
て
い
っ
た
。
そ
の
際
の
導
き
手
と
な
っ
た
の
は
、
臨
床

心
理
学
者
の
カ
ー
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
一
般
に
、「
非
指
示
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

や
「
来
談
者
中
心
療
法
」
の
提
唱
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
治
療
の
方
向
性
や
目
的
を
決

定
す
る
の
で
は
な
く
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
話
を
傾
聴
す
る
こ

と
に
重
き
を
置
く
、
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
・
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
や
感
受
性
訓
練
に
お
い
て
も
、
テ
ー
マ
や
目

的
を
定
め
ず
に
ひ
た
す
ら
会
話
を
交
わ
す
と
い
う
こ
と
が
行

わ
れ
る
た
め
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
か
ら
見
る
と
そ
う
し
た
手
法
は
、

自
ら
が
実
践
し
て
き
た
心
理
療
法
を
集
団
に
応
用
し
た
も
の

と
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
そ
の
よ
う
な
集
団
療
法
を
、「
エ
ン
カ
ウ
ン
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タ
ー
・
グ
ル
ー
プ
（
出
会
い
の
集
団
）」
と
名
付
け
た
。
エ
ン

カ
ウ
ン
タ
ー
と
は
、「
ふ
た
り
の
人
間
が
し
ば
ら
く
の
間
お
互

い
に
相
手
の
眼
を
通
し
て
世
界
を
眺
め
、
そ
し
て
相
互
理
解

を
通
し
て
、
本
当
の
意
味
で
関
係
を
も
と
う
と
し
て
い
る
と

き
の
、
人
間
と
人
間
の
対
決
で
あ
り
、
出
会
い
で
あ
る11

」
と

説
明
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
濃
密
な
人
間
関
係
を
集
団
的
に
成

立
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
が
、
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
・
グ
ル
ー
プ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

著
名
な
心
理
学
者
で
あ
っ
た
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
が
旗
振
り
役
を

務
め
た
こ
と
も
あ
り
、
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
実

践
は
、
急
速
な
勢
い
で
社
会
に
普
及
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

と
と
も
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
自
我
の
防
衛
機
制

を
撤
廃
し
、
人
間
同
士
の
「
本
当
の
出
会
い
」
を
体
感
さ
せ

よ
う
と
す
る
手
法
が
、
次
第
に
過
激
で
暴
力
的
な
も
の
と
化

す
と
い
う
現
象
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
七
一
年
に
公
刊

さ
れ
た
R
・
シ
ロ
カ
他
編
『
グ
ル
ー
プ
・
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

入
門
』
と
い
う
書
物
に
は
、
次
の
よ
う
な
実
践
法
が
列
挙
さ

れ
て
い
る
。
数
日
間
に
わ
た
っ
て
ほ
と
ん
ど
休
憩
を
取
ら
ず
、

睡
眠
さ
え
制
限
し
な
が
ら
研
修
を
続
け
る
「
マ
ラ
ソ
ン
・
グ

ル
ー
プ
」。
参
加
者
全
員
が
着
衣
を
脱
ぎ
捨
て
て
会
合
を
行
う

「
ヌ
ー
ド
・
マ
ラ
ソ
ン
」。
あ
る
い
は
、
暴
力
的
な
言
葉
で
互

い
の
人
格
を
攻
撃
し
合
う
「
ア
タ
ッ
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ12

」
な

ど
で
あ
る
。
こ
う
し
て
参
加
者
た
ち
は
、
人
里
離
れ
た
合
宿

所
で
非
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
耽
り
、
互
い
の

仮
面
を
引
き
剝
が
し
合
い
な
が
ら
、
自
我
の
溶
解
を
体
験
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
運
動

感
受
性
訓
練
か
ら
発
展
し
た
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
・
グ
ル
ー

プ
の
運
動
は
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
運
動13

」
と
い

う
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
系
の
潮
流
と
結
合
し
、
さ
ら
な
る
ポ
ピ
ュ

ラ
リ
テ
ィ
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
そ
の
経
緯
は
、
W
・
T
・

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
『
エ
ス
リ
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
覚
醒
│
人
間

の
可
能
性
へ
の
挑
戦
』
と
い
う
書
物
に
詳
し
い
が
、
こ
こ
で

大
枠
の
流
れ
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
運
動
の
創
始
者
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
の
は
、
心
理
学
者
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
マ
ズ
ロ
ー
と
、

作
家
の
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ク
ス
リ
ー
で
あ
る
。
マ
ズ
ロ
ー
は
人

間
の
生
を
、
段
階
的
に
「
真
の
自
己
」
を
実
現
し
て
ゆ
く
プ

ロ
セ
ス
と
捉
え
、
最
終
的
な
自
己
実
現
の
た
め
に
は
、
神
秘

体
験
や
至
高
体
験
が
不
可
欠
で
あ
る
と
唱
え
た
。
ま
た
、『
す

ば
ら
し
い
新
世
界
』（
一
九
三
二
）
と
い
う
小
説
で
知
ら
れ
る

ハ
ク
ス
リ
ー
は
、
後
に
イ
ン
ド
哲
学
や
神
秘
主
義
へ
の
傾
倒

を
深
め
る
と
と
も
に
、
ド
ラ
ッ
グ
の
服
用
を
も
体
験
し
、
人

間
の
能
力
の
大
部
分
が
眠
り
込
ん
だ
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確

信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
『
知
覚
の
扉
』（
一
九
五
四
）

と
い
う
評
論
に
お
い
て
、
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
体
験
に
基
づ
く

精
神
の
覚
醒
に
つ
い
て
論
じ
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
さ
ま
ざ
ま

な
大
学
で
「
人
間
の
可
能
性
の
開
発
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
イ
ケ
ル
・
マ
ー
フ
ィ
ー
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
プ
ラ
イ
ス
と

い
う
青
年
は
、
マ
ズ
ロ
ー
の
自
己
実
現
論
や
ハ
ク
ス
リ
ー
の

精
神
覚
醒
論
に
共
鳴
し
、
一
九
六
二
年
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
の
温
泉
地
で
あ
る
ビ
ッ
グ
サ
ー
に
、
人
間
性
を
成
長
さ
せ

る
た
め
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
「
エ
ス
リ
ン
研
究
所
」
を
創
設

し
た
。
同
所
で
は
、
以
降
の
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
運
動
に
引
き
継

が
れ
る
多
様
な
実
践
が
試
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
柱
に
据
え
ら

れ
た
の
は
、
前
項
で
見
た
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の

他
、
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
療
法
、
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
の
三
つ
で
あ
っ

た14

。
す
な
わ
ち
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
療
法
と
は
、
精
神
科
医
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
・
パ
ー
ル
ズ
が
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
心
理
学
を
発
展
さ

せ
て
考
案
し
た
新
し
い
精
神
療
法
で
あ
り
、「
今
こ
こ
」
に
意

識
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
断
片
的
な
自
己
を
克
服
し
、

統
合
さ
れ
た
人
間
、
覚
醒
し
た
人
間
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

そ
し
て
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
瞑
想
、
ヨ
ガ
、
座
禅
、

太
極
拳
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
テ
ク
ニ
ー
ク
な
ど
が
試
み
ら

れ
た
。
要
す
る
に
、
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
・
グ
ル
ー
プ
と
い
う

集
団
療
法
に
、
各
種
の
精
神
療
法
や
身
体
療
法
を
加
味
し
た

諸
実
践
が
繰
り
返
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

エ
ス
リ
ン
研
究
所
は
、「
真
の
自
己
実
現
」
や
「
潜
在
能
力

の
開
発
」
を
目
指
し
て
、
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
活
動
を

展
開
し
、
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
の
重
要
な
発
信
源
の
一
つ
と
な
っ

た
。
し
か
し
他
方
、
活
動
が
深
ま
り
を
見
せ
る
に
つ
れ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
負
の
側
面
も
現
れ
た
。
同
研
究
所
は
公
式
に
は
ド

ラ
ッ
グ
の
使
用
を
禁
じ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
L
S
D
の
常

用
者
に
溢
れ
、
当
局
か
ら
麻
薬
摘
発
の
警
告
を
受
け
る
た
び

に
、
ス
タ
ッ
フ
は
大
量
の
薬
物
を
海
に
投
棄
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の

手
法
が
過
激
化
し
、
暴
力
が
振
る
わ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
そ
う
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
な
か
で
精
神
状
態

を
悪
化
さ
せ
、
自
殺
す
る
者
も
現
れ
た
。
ま
た
間
接
的
な
仕

方
で
は
あ
れ
、
シ
ャ
ロ
ン
・
テ
ー
ト
殺
害
事
件
を
起
こ
し
た

マ
ン
ソ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
、
オ
レ
ゴ
ン
州
に
巨
大
な
コ
ミ

ュ
ー
ン
を
築
い
て
騒
動
を
起
こ
し
た
ラ
ジ
ニ
ー
シ
教
団
な
ど
、

「
破
壊
的
カ
ル
ト
」
と
称
さ
れ
る
団
体
と
の
関
係
性
も
生
じ
た15

。

人
間
精
神
の
革
新
を
目
指
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
運
動
は
、
次
第
に
歪
ん
だ
側
面
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
運
動
は
、
さ
ら
に
別
種
の
流
れ
と
結
び
つ
い
て
ゆ
く
。
同

運
動
は
本
来
、
少
人
数
単
位
で
行
わ
れ
る
非
営
利
的
な
活
動

を
基
調
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
手
法
を
応
用
し
て
、
大
人
数

が
参
加
可
能
な
営
利
目
的
の
セ
ミ
ナ
ー
を
主
宰
す
る
人
々
が

現
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
変
化
を
主
導
し
た
の
は
、
一
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九
七
一
年
に
「
E エ

S ス

T ト

（Erhard Sem
inors Training

）」
を
創
設

し
た
、
ウ
ェ
ル
ナ
ー
・
エ
ア
ハ
ル
ト
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

エ
ア
ハ
ル
ト
は
も
と
も
と
有
能
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
で
あ
っ

た
が
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
に
転
居
し
て
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
系
の

諸
文
化
に
触
れ
、
そ
れ
ら
を
貪
欲
に
吸
収
し
て
い
っ
た16

。
彼

が
学
ん
だ
の
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
運
動
の
他
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
キ
ン
グ
、
セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
、
神
智
学
、

サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
思
想
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ア
レ

ク
サ
ン
ダ
ー
・
エ
ヴ
ァ
レ
ッ
ト
が
創
始
し
た
「
マ
イ
ン
ド
・

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
」
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
、
ホ
セ
・

シ
ル
バ
が
考
案
し
た
自
助
グ
ル
ー
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
シ
ル

バ
・
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル17

」
に
も
参
加
し
た
。
エ
ア
ハ

ル
ト
は
、
こ
う
し
た
諸
実
践
に
見
ら
れ
る
知
識
や
技
術
を
巧

み
に
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
大
規
模

な
組
織
化
を
企
図
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
通
信
販
売
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
、
社
員
教
育
な
ど
の
関
係
者
が
続
々

と
同
分
野
に
参
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
集
団
精
神
療
法
の
大

衆
化
・
商
業
化
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
進
行
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
影
響
は
、
少
し
遅
れ
て
日
本
に
も
及

ん
だ
。
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
立
教
大
学
キ
リ
ス
ト
教
教
育

研
究
所
や
産
能
短
期
大
学
を
中
心
に
、
教
育
や
企
業
の
世
界

に
感
受
性
訓
練
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
推
進
さ
れ
、
ま
た
八

〇
年
代
以
降
に
は
、
バ
ブ
ル
景
気
の
時
流
に
後
押
し
さ
れ
な

が
ら
、
各
種
の
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
が
大
衆
レ
ベ
ル
で
も
流

行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
方
で
、
こ
う
し
た
セ
ミ
ナ
ー
組

織
が
暴
力
化
・
カ
ル
ト
化
す
る
と
い
う
現
象
も
見
ら
れ
、「
ラ

イ
フ
ス
ペ
ー
ス
」
や
「
ホ
ー
ム
オ
ブ
ハ
ー
ト
」
な
ど
の
事
件

が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
象
に

つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
詳
論
す
る
余
裕
が
な
い
た
め
、
関
連

書
籍
の
記
述
に
委
ね
る
こ
と
に
し
よ
う18

。

4
精
神
操
作
の
失
敗
と「
カ
ル
ト
」化

レ
ヴィ
ン
の
構
想
の
問
題
点

以
上
、
社
会
心
理
学
者
ク
ル
ト
・
レ
ヴ
ィ
ン
が
提
唱
し
た

グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
理
論
に
始
ま
り
、
自
己
啓

発
セ
ミ
ナ
ー
が
興
隆
す
る
ま
で
の
経
緯
を
、
や
や
駆
け
足
で

概
観
し
て
き
た
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
自
我
の
防
衛
機

制
の
解
除
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
感
受
性
訓
練
と
い
う
技

法
の
周
囲
に
、
人
と
人
と
の
本
当
の
出
会
い
、
自
己
実
現
や

潜
在
能
力
開
発
、
商
業
主
義
的
な
人
材
育
成
と
い
っ
た
数
々

の
要
素
が
付
け
加
え
ら
れ
、
大
衆
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
ま

で
広
が
っ
て
ゆ
く
光
景
で
あ
る
。
同
時
に
そ
こ
に
は
、
集
団

精
神
療
法
の
暴
力
化
や
反
社
会
化
、
さ
ら
に
は
「
カ
ル
ト
」

化
と
い
っ
た
現
象
が
、
常
に
付
随
し
て
起
こ
っ
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。

そ
れ
を
確
認
し
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
問
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
果
た
し
て
こ
う
い
っ
た
現
象
が
何
に
起
因
す

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
初
レ
ヴ
ィ
ン
が
目
指
し

て
い
た
の
は
、
人
種
問
題
や
労
使
問
題
の
解
決
で
あ
っ
た
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
に
他
分
野
で
発
展
し
た
集
団
療
法

が
暴
力
化
・
カ
ル
ト
化
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
社
会
心
理
学

が
責
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
は
な
い
と
い
う
の
も
、

一
つ
の
言
い
分
と
し
て
は
成
立
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
は
い
え
私
は
、
そ
う
は
思
わ
な
い
。
集
団
療
法
が
発
展

し
、
社
会
に
普
及
し
て
ゆ
く
な
か
で
も
、
レ
ヴ
ィ
ン
が
唱
え

た
「
溶
解
・
移
動
・
凍
結
」
の
図
式
、
さ
ら
に
は
、「
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
」
を
用
い
て
精
神
構
造
に
揺
さ
ぶ
り
を
掛
け
る
と

い
う
手
法
は
維
持
さ
れ
続
け
た
わ
け
で
あ
り
、
総
体
と
し
て

見
る
と
、
レ
ヴ
ィ
ン
と
そ
の
後
の
社
会
心
理
学
者
が
前
提
と

し
て
き
た
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
図
式
自
体
に
、
何

ら
か
の
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
雑
駁
な
が
ら
、
上
記
の
図
式
に
対
し
て
三
つ
の
批

判
点
を
提
示
し
て
み
た
い
。

（
1
）
そ
も
そ
も
、
可
能
な
の
か
？

先
述
し
た
よ
う
に
レ
ヴ
ィ
ン
は
、「
溶
解
・
移
動
・
凍
結
」

の
図
式
に
基
づ
き
、
集
団
と
個
人
の
心
理
構
造
を
意
図
的
に

変
容
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
し
か
し
そ
も
そ
も
、

こ
う
し
た
こ
と
は
本
当
に
文
字
通
り
に
可
能
な
の
だ
ろ
う

か
？ 

も
し
そ
う
な
の
で
あ
れ
ば
、
人
種
問
題
、
宗
教
問
題
、

労
使
問
題
を
始
め
、
社
会
に
何
ら
か
の
問
題
が
生
じ
た
場
合
、

社
会
心
理
学
的
な
手
法
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
ち
に

改
善
・
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
レ

ヴ
ィ
ン
の
死
か
ら
約
七
〇
年
経
っ
た
今
で
も
、
そ
の
よ
う
な

話
は
ほ
と
ん
ど
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
ま
た
レ
ヴ
ィ
ン
が
唱

え
た
、
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
基
盤
と
す
る
「
社

会
諸
科
学
の
統
合
」
と
い
う
目
標
も
、
実
現
の
兆
し
す
ら
見

え
て
こ
な
い
。
上
記
の
図
式
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
科
学
に

裏
づ
け
ら
れ
た
夢
の
あ
る
構
想
に
思
わ
れ
た
が
、
実
際
に
は

多
分
に
幻
想
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
2
）
暴
力
性
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
と
い
う
問
題

「
溶
解
・
移
動
・
凍
結
」
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
参
加
者
自
身
が

そ
う
し
た
変
化
を
望
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
比
較
的
順
調
な

進
展
を
見
せ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
特
に
そ
う
で
な
い
場
合
に

は
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
進
行
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
ま

ず
は
自
我
を
「
溶
解
」
さ
せ
る
こ
と
、
防
衛
機
制
を
撤
廃
す

る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
と
し
て
感
受
性

訓
練
を
始
め
と
す
る
各
種
の
集
団
療
法
に
お
い
て
は
、
精
神

的
・
物
理
的
な
暴
力
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
暴
力
に
晒
さ
れ
た
者
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
格
の
「
変

容
」
の
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
っ
た
と
思
い
込
ん
だ
が
、
実
際
に

起
こ
っ
て
い
た
の
は
、
正
確
に
言
え
ば
人
格
の
「
崩
壊
」
で
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あ
り
、
そ
の
後
に
し
ば
し
ば
、
P
T
S
D
や
解
離
の
症
状
に

見
舞
わ
れ
た
。
ま
た
、
強
烈
な
「
変チ

ェ
ン
ジ容

体
験
」
が
中
毒
化
し
、

「
セ
ミ
ナ
ー
依
存
症
」
に
陥
る
者
も
続
出
し
た
。

（
3
）
正
し
い
方
法
と
言
え
る
か
？

百
歩
譲
っ
て
、
社
会
心
理
学
的
な
手
法
に
よ
る
精
神
操
作

や
人
格
改
造
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
諸
問
題
の
解

決
が
可
能
で
あ
る
と
し
よ
う
。
と
は
い
え
、
そ
う
い
っ
た
手

法
に
頼
る
の
は
、
果
た
し
て
正
し
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
？ 

何
ら
か
の
問
題
を
起
こ
し
た
り
、
反
社
会
的
な
思
想
に
染
ま

っ
た
り
す
る
と
、「
集
団
精
神
療
法
セ
ン
タ
ー
」
と
い
っ
た
施

設
に
収
容
さ
れ
、
人
格
改
造
を
施
さ
れ
て
帰
っ
て
く
る
…
…
。

そ
う
な
れ
ば
も
は
や
、
全
体
主
義
的
な
思
想
統
制
と
大
差
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
レ
ヴ
ィ
ン
の
研
究
の
主
な
動

機
は
、
ナ
チ
ズ
ム
を
生
み
出
し
た
よ
う
な
人
種
差
別
の
問
題

を
解
決
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
彼
が
提
示
し
た
解
決
策
は

実
は
、「
裏
返
し
の
全
体
主
義
」
と
い
う
性
質
を
帯
び
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
そ
の
理
論
に
お
い
て
は
、
意
図
し
な

い
う
ち
に
、
人
間
に
備
わ
る
主
体
性
や
自
律
性
と
い
う
側
面

が
軽
視
・
捨
象
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

「
カ
ル
ト
」化
を
呼
び
込
む
構
造

次
に
、「
カ
ル
ト
」
化
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
手
短
に
考

察
し
て
み
よ
う
。
カ
ル
ト
と
い
う
用
語
や
概
念
は
、
未
だ
厳

密
に
は
学
問
的
な
も
の
と
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
の

意
味
内
容
も
、
論
者
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
い
う
の

が
実
状
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
私
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
カ

ル
ト
に
見
ら
れ
る
大
ま
か
な
特
色
と
し
て
、
上
の
よ
う
な
三

点
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る19

。
そ
し
て

先
述
の
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
図
式
は
、
文
字
通

り
に
遂
行
し
よ
う
と
す
れ
ば
カ
ル
ト
を
生
み
出
し
て
し
ま
う

よ
う
な
構
造
を
備
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
各
項

目
に
即
し
て
説
明
す
れ
ば
、
社
会
心
理
学
的
な
集
団
療
法
に

お
い
て
は
、

（
1
）
そ
れ
ま
で
の
思
考
傾
向
や
固
定
観
念
が
「
溶
解

0

0

」
す0

る
と
い
う
体
験

0

0

0

0

0

0

が
、
精
神
変
革
の
た
め
に
不
可
欠
な
も
の

と
見
な
さ
れ
、
重
要
視
さ
れ
た
。

（
2
）
訓
練
に
お
い
て
は
、
全
体
の
プ
ロ
セ
ス
や
最
終
目
的

が
明
示
さ
れ
な
い
た
め
、
ト
レ
ー
ナ
ー
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
に
位
置
す
る
人
間
が
、
過
分
な
主
導
権

0

0

0

0

0

0

を
掌
握
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
参
加
者
た
ち
を
劇
的
な
体
験
に

導
く
こ
と
が
巧
み
な
ト
レ
ー
ナ
ー
が
カ
リ
ス
マ
視

0

0

0

0

0

さ
れ
た
。

（
3
）
訓
練
を
受
け
る
こ
と
で
「
柔
軟
な
感
受
性
」「
開
か

れ
た
精
神
性
」
を
獲
得
し
た
と
さ
れ
る
人
間
と
、
そ
う
で

は
な
い
人
間
が
、
二
元
的
に
区
別

0

0

0

0

0

0

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
い
う
点
で
、
カ
ル
ト
的
傾
向
性
へ
の
接
近
が
起
こ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

今
か
ら
振
り
返
れ
ば
社
会
心
理
学
は
、
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
基
本
図
式
に
潜
む
問
題
点
、
す
な
わ
ち
、「
溶

解
・
移
動
・
凍
結
」
に
基
づ
く
精
神
操
作
が
科
学
的
・
普
遍

的
に
可
能
で
あ
る
と
は
到
底
言
え
な
い
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ

を
無
理
に
推
進
す
れ
ば
副
作
用
の
よ
う
な
形
で
暴
力
化
や
カ

ル
ト
化
が
生
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
立
ち
止
ま
っ
て
再
考
す

る
べ
き
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
遺
憾
な
が
ら
、
そ
う
し
た
こ

と
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
、
管
見
の
限
り
で
は
ほ
と
ん
ど
存
在

し
な
い20

。
他
方
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
に
な
る
と
、
高

度
成
長
の
終
焉
や
バ
ブ
ル
崩
壊
に
伴
い
、
感
受
性
訓
練
や
自

己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
流
行
は
下
火
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
が
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
か
ら
一
部
の
社
会
心
理
学
者
は
、
人
々
を

「
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
す
る
「
カ
ル
ト
」
と
い
う
存

在
を
自
ら
の
外
部
に
見
出
し
、
奇
妙
な
捻
れ
を
帯
び
た
批
判

活
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
を
、

引
き
続
き
追
う
こ
と
に
し
よ
う
。

5
マ
イ
ン
ド・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
構
造

マ
イ
ン
ド・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
普
及

「
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
が
い
つ
ど
の

よ
う
な
仕
方
で
登
場
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
正
確
に
は

明
ら
か
で
は
な
い21

。
と
は
い
え
、
そ
れ
が
広
く
知
ら
れ
る
契

機
に
な
っ
た
の
は
、
統
一
教
会
の
脱
会
者
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
・
ハ
ッ
サ
ン
が
一
九
八
八
年
、
反
カ
ル
ト
・
脱
カ
ル
ト

の
理
論
書
と
し
て
『
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
恐
怖
』

を
公
刊
し
た
こ
と
で
あ
る
。
同
書
は
日
本
で
も
九
三
年
に
翻

訳
が
出
版
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
論
は
、
霊
感
商
法
や
合
同
結
婚
式
で
世
間
を
騒
が
せ
て
い

た
統
一
教
会
に
対
す
る
批
判
理
論
と
し
て
、
人
口
に
膾か

い

炙し
ゃ

し

て
い
っ
た
。
ま
た
、
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
が
起
こ
っ
た
九
五
年
に
は
、
社
会
心
理
学
者
の
西
田
公

昭
が
『
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
何
か
』
を
出
版
し
、

オ
ウ
ム
に
関
し
て
も
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
を
用
い

て
説
明
す
る
と
い
う
こ
と
が
一
般
化
し
た
。

こ
の
よ
う
に
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
は
、「
カ
ル

ト
」
へ
の
恐
怖
や
嫌
悪
を
推
進
力
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
急

速
に
社
会
に
普
及
し
た
。
と
は
い
え
、
そ
の
後
は
目
立
っ
た

議
論
の
進
展
が
見
ら
れ
ず
、
同
時
に
、
理
論
面
・
実
践
面
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
も
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た22

。
こ

（１）客観的に認められ
た制度や事実以上に、
主観的な心情や体験が
重視される。（心理や体
験の偏重）

（２）カリスマや生き神
として崇拝される人間
が、絶対的な決定権を
持つ。（指導者崇拝）

（３）世界が善と悪に二
分される。（二元論的思
考）
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こ
で
は
そ
う
し
た
批
判
を
前
提
と
し
つ
つ
、
マ
イ
ン
ド
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
全
体
的
構
造
に
つ
い
て
再
考
す
る
こ
と
に

し
た
い
。

洗
脳
の
技
法
を
洗
練
さ
せ
た
も
の
？

マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
際
、
そ

の
端
緒
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
中
国
で
行
わ
れ
た

「
洗
脳
」
の
研
究
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
の
中
国
に
お
い
て

は
、
共
産
主
義
に
反
す
る
人
間
を
特
定
の
施
設
に
強
制
隔
離

し
、
思
想
改
造
を
施
す
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。
精
神
医
学
者

の
ロ
バ
ー
ト
・
リ
フ
ト
ン
は
、『
思
想
改
造
の
心
理
│
中
国

に
お
け
る
洗
脳
の
研
究
』（
一
九
六
一
）
に
お
い
て
、
そ
こ
か

ら
解
放
さ
れ
た
人
々
に
詳
細
な
聞
き
取
り
を
行
い
、
彼
ら
が

経
験
し
た
心
理
的
プ
ロ
セ
ス
を
叙
述
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

中
国
に
よ
る
洗
脳
＝
思
想
改
造
は
、
左
の
よ
う
な
八
つ
の
基

本
方
針
に
則
っ
て
行
わ
れ
た
。
収
容
者
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
物
理
的
・
精
神
的
暴
力
に
晒
さ
れ
な
が
ら
、
共
産
主
義
者

に
転
向
す
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
操
作
の
結
果
、
収
容
者
は
共
産
主

義
者
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
リ
フ
ト
ン
は
そ
れ

に
つ
い
て
、「
彼
ら
を
説
得
し
て
、
共
産
主
義
の
世
界
観
へ
彼

ら
を
変
え
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
そ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
た
し
か
に
、
失
敗
だ
と
判
断
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と

記
す23

。
実
に
リ
フ
ト
ン
が
面
談
し
た
二
五
人
の
う
ち
、
共
産

主
義
に
転
向
し
た
の
は
わ
ず
か
一
人
で
あ
り
、
彼
ら
の
多
く

は
収
容
所
を
出
る
と
間
も
な
く
、
従
来
の
価
値
観
や
信
条
に

戻
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
九
五
〇
年
代
の
中
国
に
お

い
て
は
、
国
家
権
力
が
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て
「
思
想

改
造
」
を
試
み
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
企
図
は
達
成
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る24

。

と
こ
ろ
が
多
く
の
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
者
は
、
洗

脳
を
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
先
行
形
態
と
位
置
づ
け

な
が
ら
も
、
そ
の
試
み
が
結
局
の
と
こ
ろ
失
敗
で
あ
っ
た
こ

と
を
明
確
に
説
明
し
よ
う
と
し
な
い25

。
彼
ら
は
そ
れ
を
曖
昧

に
し
た
ま
ま
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
洗
脳
よ
り
も

「
も
っ
と
巧
妙
で
洗
練
さ
れ
て
い
る26

」
と
話
を
進
め
る
。
そ
れ

で
は
果
た
し
て
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
何
な
の

だ
ろ
う
か
。
国
家
権
力
に
よ
っ
て
さ
え
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か

っ
た
精
神
操
作
は
、
い
か
に
し
て
「
可
能
」
と
な
っ
た
の
か
。

マ
イ
ン
ド・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
本
モ
デ
ル
―
解
凍
・
変
革
・
再

凍
結ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ハ
ッ
サ
ン
は
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
の
概
要
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
は
、
露
骨
な
物
理
的
虐
待
は
、
ほ
と
ん
ど
、
あ
る

い
は
ま
っ
た
く
と
も
な
わ
な
い
。
そ
の
か
わ
り
催
眠
作
用
が
、

グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
（
集
団
力
学
）
と
結
合
し
て
、

強
力
な
教
え
込
み
効
果
を
つ
く
り
だ
す
。
本
人
は
、
直
接
お

ど
さ
れ
る
の
で
は
な
い
が
、
だ
ま
さ
れ
、
操
作
さ
れ
て
、
決

め
ら
れ
た
と
お
り
の
選
択
を
し
て
し
ま
う
。
だ
い
た
い
は
、
自

分
に
対
し
行
わ
れ
た
こ
と
へ
積
極
的
に
応
答
し
て
し
ま
う27

」。

す
な
わ
ち
、
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
と
い
う
社
会
心

理
学
的
技
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
理
的
な
虐
待
や

脅
迫
を
伴
わ
ず
に
、
精
神
の
操
作
が
可
能
に
な
る
と
い
う
の

で
あ
る
。

ハ
ッ
サ
ン
に
よ
れ
ば
、
カ
ル
ト
に
よ
る
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
は
、「
解
凍
・
変
革
・
再
凍
結
」
と
い
う
三
段
階
の

プ
ロ
セ
ス
を
介
し
て
行
わ
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
は
、

ク
ル
ト
・
レ
ヴ
ィ
ン
が
示
し
た
図
式
に
即
し
た
も
の
だ
が
、
ハ

ッ
サ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る28

。

（
1
）
解
凍
（unfreezing

）

対
象
と
な
る
個
人
に
急
激
な
変
革
を
起
こ
さ
せ
る
た
め
に

は
、
ま
ず
は
そ
の
人
の
現
実
を
揺
さ
ぶ
り
、
人
格
を
崩
壊

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
は
、
睡
眠
を
奪
う
、

食
事
を
制
限
す
る
、
人
里
離
れ
た
施
設
に
収
容
す
る
、
瞑

想
に
誘
導
す
る
、
個
人
的
な
秘
密
を
告
白
さ
せ
る
、
苛
烈

な
個
人
攻
撃
を
加
え
る
、
と
い
っ
た
諸
手
段
が
用
い
ら
れ

る
。

（
2
）
変
革
（changing

）

古
い
人
格
が
崩
壊
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
空
白
に
、
新

し
い
人
格
を
植
え
つ
け
る
。
そ
の
際
の
典
型
的
な
手
法
は
、

形
式
ば
っ
た
教
え
を
幾
度
も
反
復
さ
せ
、
催
眠
状
態
に
導

く
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
新
入
会
員
を
小
グ
ル
ー
プ
へ
と

振
り
分
け
、
自
ら
の
役
割
を
自
覚
す
る
よ
う
に
仕
向
け
る
。

（
3
）
再
凍
結
（refreezing

）

新
し
い
人
格
の
定
着
を
図
る
。
新
規
の
メ
ン
バ
ー
は
、
常

（１）環境コントロール
日常の環境から引き離し、完全
な監視下・支配下に置く

（２）神秘的な人間操作
自分たちの行動は高尚な目的に
向けられているという、神秘的
な雰囲気を漂わせる

（３）純粋さの要求
イデオロギーに反する思想・感
情・行動を徹底して排除する

（４）自白信仰
これまでに犯した罪をすべて告
白させる

（５）聖なる科学
自分たちのイデオロギーは一点
の誤りもない完璧な科学である
という権威づけを行う

（６）荷重言語
善悪に関して簡潔な決まり文句
を設定し、それを越えた探求を
禁止する

（７）人間を超えたドクトリン
過去の歴史的事実を、神話性を
帯びた教義に一致するよう改変
する

（８）存在の分配
存在権を持つ者とそうでない者
とのあいだに明確な一線を引く
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に
古
参
の
メ
ン
バ
ー
と
行
動
し
、
彼
を
見
習
う
よ
う
強
い

ら
れ
る
。
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
わ
り
に
よ
っ
て
こ
そ
「
真

の
家
族
」
が
生
ま
れ
る
と
説
か
れ
、
人
格
の
再
凍
結
を
促

進
す
る
た
め
に
新
し
い
名
前
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
後
は
多
く
の
場
合
、
新
入
者
を
勧
誘
す
る
任
務
に
就

き
、
そ
れ
を
通
し
て
自
ら
の
信
念
を
固
め
て
ゆ
く
。

マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
そ
の
他
に
も
、
多
く
の
社

会
心
理
学
的
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用
い
て
推
進
さ
れ
る
。
ハ
ッ
サ

ン
が
言
及
し
て
い
る
の
は
、
レ
オ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ガ
ー

の
認
知
不
協
和
理
論
、
ス
タ
ン
レ
ー
・
ミ
ル
グ
ラ
ム
の
服
従

実
験
、
ロ
バ
ー
ト
・
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
の
影
響
力
論
な
ど
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
は
全

体
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
「
解
凍
・
変

革
・
再
凍
結
」
図
式
を
中
心
に
置
き
つ
つ
、
そ
の
周
囲
に
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
心
理
学
的
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
状

に
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
、
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

日
本
の
社
会
心
理
学
者
で
あ
る
西
田
公
昭
の
議
論
も
、
大

枠
の
構
造
は
、
ハ
ッ
サ
ン
の
そ
れ
と
変
わ
ら
な
い
。
西
田
は
、

「
破
壊
的
カ
ル
ト
の
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
他
者

が
自
ら
の
組
織
の
目
的
成
就
の
た
め
に
、
本
人
が
他
者
か
ら

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
知
覚
し
な
い
あ
い
だ
に
、
一
時

的
あ
る
い
は
永
続
的
に
、
個
人
の
精
神
過
程
（
認
知
、
感
情
）

や
行
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
操
作
す
る
こ
と29

」と
定
義
す
る
。
ま

た
彼
は
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
、「
ビ
リ
ー
フ
・
シ
ス

テ
ム
の
変
化
」、
す
な
わ
ち
、
古
い
信
念
体
系
が
新
し
い
信
念

体
系
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
と
説
明
し
、
そ
の
有
り
様
を

上
の
よ
う
に
図
示
す
る30

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
信
念
体

系
を
構
成
し
て
い
た
諸
要
素
が
徐
々
に
解
体
さ
れ
、
新
し
い

諸
要
素
を
中
心
と
す
る
も
の
へ
と
再
構
築
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

若
干
の
修
正
が
施
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
構
図
も
基

本
的
に
は
、
ク
ル
ト
・
レ
ヴ
ィ
ン
が
提
示
し
た
「
解
凍
・
変

革
・
再
凍
結
」
の
図
式
に
沿
う
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
＝
「
ビ
リ
ー
フ
・

シ
ス
テ
ム
の
変
化
」
は
、
い
か
に
し
て
達
成
さ
れ
る
の
か
。
再

び
ハ
ッ
サ
ン
と
同
様
に
、
そ
こ
で
持
ち
出
さ
れ
る
の
は
、
社

会
心
理
学
系
の
多
種
多
様
な
理
論
や
実
験
で
あ
る
。
西
田
に

よ
れ
ば
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
認
知
不
協
和
理
論

や
影
響
力
論
の
他
、
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
の
感
覚
遮
断
実
験
、
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
ジ
ン
バ
ル
ド
ー
の
監
獄
実
験
、
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
効

果
論
な
ど
、
社
会
心
理
学
に
関
連
し
た
各
種
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
と
い
う
。

マ
イ
ン
ド・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
矛
盾
や
問
題
点

ハ
ッ
サ
ン
や
西
田
の
著
作
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
マ
イ
ン

ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
は
概
し
て
、「
カ
ル
ト
」
と
目
さ
れ
る

諸
団
体
に
ま
つ
わ
る
多
種
多
様
な
事
例

0

0

0

0

0

0

0

を
引
き
合
い
に
出
し
、

そ
れ
ら
に
関
し
て
、
同
じ
く
多
種
多
様
な
社
会
心
理
学
的
テ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ク
ニ
ッ
ク

0

0

0

0

を
参
照
し
な
が
ら
説
明
す
る
、
と
い
う
構
成
が
取

ら
れ
る
。
結
果
的
に
そ
の
論
述
は
、
断
片
的
な
記
述
を
数
多

く
列
挙
し
て
ゆ
く
ス
タ
イ
ル
と
な
り
、
論
旨
を
正
確
に
追
う

こ
と
が
難
し
い
た
め
、
読
者
は
読
ん
で
い
る
う
ち
に
何
と
な

く
「
カ
ル
ト
が
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
」
と
思
わ
さ
れ
や
す
い
。
ま
た
、「
カ
ル
ト
は
密

か
に
こ
ん
な
卑
怯
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
」
と
、
義
憤

に
も
駆
ら
れ
て
し
ま
う
。
と
は
い
え
、
そ
の
理
論
が
本
当
に

「
カ
ル
ト
」
へ
の
入
信
動
機
や
そ
の
活
動
実
態
を
正
し
く
捉
え

て
い
る
の
か
と
再
考
し
て
み
る
と
、
疑
わ
し
い
点
が
少
な
か

ら
ず
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
、
以

下
に
述
べ
て
み
よ
う
。

（
1
）
カ
ル
ト
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
的
回
心
の
全
般
に
当
て
は

ま
る
こ
と
な
の
で
は
？

ま
ず
、
も
っ
と
も
大
き
な
枠
組
み
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。

マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
心

理
学
的
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
信
念
体

系
に
変
化
が
生
じ
る
、
と
説
か
れ
る
。
と
は
い
え
そ
う
し
た

事
態
は
、「
カ
ル
ト
」
の
ケ
ー
ス
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
的
回
心

の
全
般
に
見
ら
れ
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な

わ
ち
、
多
く
の
宗
教
に
お
い
て
は
、
諸
種
の
勧
誘
や
布
教
に

よ
っ
て
新
た
な
入
信
者
を
獲
得
し
、
彼
に
教
義
の
学
習
や
修

行
の
実
践
を
課
す
こ
と
に
よ
り
、
旧
来
の
信
念
体
系
を
そ
の

宗
教
に
沿
っ
た
も
の
に
変
容
さ
せ
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
る
。

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
そ
の
際
に
入
信
者
は
、
回
心

を
遂
げ
た
後
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
精
神
状
態
が
変
化
す

る
の
か
に
つ
い
て
、
事
前
に
了
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
は
も
っ
ぱ
ら
「
カ
ル
ト
」
の

活
動
を
批
判
的
に
分
析
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
も
の
な
の

だ
が
、
果
た
し
て
そ
の
特
色
を
的
確
に
抉え

ぐ

り
出
す
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
議
論
に
お
い
て
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

論
者
は
し
ば
し
ば
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
自
体
は
良

く
も
悪
く
も
な
い
、
カ
ル
ト
が
そ
の
技
術
を
「
悪
用
」
し
て

図２　ビリーフ・システムの変化
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い
る
こ
と
が
問
題
だ
、
と
主
張
す
る31

。
と
は
い
え
こ
れ
は
、
明

ら
か
に
理
屈
が
通
ら
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
カ
ル

ト
に
対
す
る
批
判
と
し
て
行
う
べ
き
こ
と
は
、
そ
う
し
た
団

体
に
見
ら
れ
る
教
義
や
活
動
の
問
題
点
を
具
体
的
に
吟
味
す

る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
り
、
あ
え
て
そ
こ
に
マ
イ
ン
ド
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
を
持
ち
出
す
意
義
自
体
が
消
滅
し
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。

（
2
）
そ
も
そ
も
、
可
能
な
の
か
？

次
に
、
や
や
詳
細
な
部
分
に
踏
み
込
ん
で
み
よ
う
。
マ
イ

ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
を
文
字
通
り
に
受
け
止
め
れ
ば
、
人

は
巧
妙
に
精
神
を
操
作
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
意

識
し
な
い
う
ち
に
カ
ル
ト
の
一
員
と
な
り
、
さ
ら
に
は
、
無

自
覚
な
ま
ま
霊
感
商
法
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
反
社
会
的

行
為
に
さ
え
手
を
染
め
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
果
た
し
て

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
本
当
に
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
？

現
実
的
に
は
、
本
人
に
動
機
・
関
心
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
カ
ル
ト
的
団
体
に
加
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
な

く
と
も
管
見
の
限
り
で
は
、
ま
っ
た
く
あ
り
得
な
い
。
実
際

に
は
多
く
の
人
々
は
、
神
は
本
当
に
存
在
す
る
の
か
、
人
は

死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
か
、
な
ど
の
問
題
を
探
求
す
る
た
め
、

近
代
医
療
か
ら
見
放
さ
れ
た
病
気
や
怪
我
を
治
癒
す
る
た
め
、

険
悪
化
し
た
家
族
関
係
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
学
校
で
得
ら
れ

な
か
っ
た
真
の
友
人
を
作
る
た
め
、
物
質
的
充
足
と
は
別
次

元
の
幸
福
を
実
感
す
る
た
め
、
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
願
望

や
動
機
を
抱
き
な
が
ら
、
カ
ル
ト
に
接
近
・
入
信
し
て
ゆ
く

の
で
あ
る
。
団
体
側
の
勧
誘
方
法
が
き
わ
め
て
巧
妙
で
あ
り
、

と
き
に
詐
欺
的
で
さ
え
あ
っ
た
と
い
う
の
も
、
大
き
な
要
因

と
し
て
は
あ
り
得
る
が32

、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
副
次
的
な
も
の

の
一
つ
と
見
な
す
べ
き
だ
ろ
う33

。

ま
た
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
で
は
、
特
に
洗
脳
と

の
比
較
に
お
い
て
、
そ
れ
が
物
理
的
虐
待
や
精
神
的
脅
迫
を

伴
わ
な
い
方
法
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
が
、
実
際
に
挙

げ
ら
れ
る
手
法
に
は
、
睡
眠
や
食
事
の
制
限
、
薬
物
の
使
用
、

特
定
の
場
所
へ
の
監
禁
、
人
格
攻
撃
な
ど
が
含
ま
れ
、
明
ら

か
に
説
明
に
矛
盾
が
あ
る
。
さ
ら
に
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
論
は
、
こ
う
し
た
手
法
が
施
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ

っ
て
精
神
過
程
に
影
響
を
及
ぼ
さ
れ
た
こ
と
を
当
人
が
知
覚

し
な
い
と
言
う
が
、
常
識
的
に
考
え
て
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
得
な
い
だ
ろ
う
。

マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
存
在
を
正
確
に
実
証
す
る

た
め
に
は
、
何
の
動
機
も
関
心
も
持
た
な
い
人
間
が
、
外
部

か
ら
の
操
作
に
よ
っ
て
特
定
の
思
想
に
回
心
さ
せ
ら
れ
、
し

か
も
本
人
が
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
自
体
に
気
づ
か
な
い
、
と

い
う
現
象
を
引
き
起
こ
す
必
要
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
の

よ
う
な
現
象
は
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
な
い
し
、
実
験
的

に
再
現
さ
れ
て
も
い
な
い
。
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論

者
は
し
ば
し
ば
、
自
ら
の
理
論
が
「
科
学
」
的
で
あ
り
、「
再

現
性
」
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
が
、
そ

れ
は
明
ら
か
な
虚
偽
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い34

。

（
3
）
社
会
心
理
学
が
生
み
出
し
た
幻
想
が
「
自
家
中
毒
」
を

起
こ
し
て
い
る
の
で
は
？

最
後
に
、
よ
り
掘
り
下
げ
た
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。

確
か
に
、
オ
ウ
ム
真
理
教
を
始
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
新
興

宗
教
や
「
カ
ル
ト
」
に
お
い
て
は
、
人
間
の
精
神
を
科
学
的

に
操
作
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
短
期
間
で
劇
的
に
人
間
を
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
よ
う
と
す
る
発
想
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
そ

し
て
こ
う
し
た
現
象
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
カ
ル
ト

は
信
者
を
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
」
と
い
う

印
象
が
強
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
本
稿
に
お
い
て
手
短
に
歴
史
を
振
り
返
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
発
想
を
作
り
出

し
、
社
会
に
広
め
た
の
は
、
何
よ
り
も
社
会
心
理
学
自
身
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
社
会
心
理
学
の
父
ク
ル
ト
・
レ
ヴ
ィ

ン
が
「
溶
解
・
移
動
・
凍
結
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
ス
の
図
式
を
生
み
出
し
、
感
受
性
訓
練
、
エ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
・
グ
ル
ー
プ
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
運
動
、

自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
と
い
っ
た
諸
実
践
を
通
し
て
精
神
操
作

の
技
法
が
大
衆
化
し
て
ゆ
き
、
さ
ら
に
は
、
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ

や
精
神
世
界
の
ブ
ー
ム
と
も
合
流
し
な
が
ら
、
多
く
の
新
興

宗
教
団
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
間
の
精
神
を
科
学
的
に
操
作
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
実
際
に
は
容
易
に
実
現
し
得
る
も
の
で
は
な

く
、
現
状
で
は
「
不
可
能
」
と
言
い
切
っ
た
方
が
、
む
し
ろ

実
態
に
近
い
だ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た
こ
と

が
あ
た
か
も
可
能
で
あ
る
か
の
よ
う
な
幻
想
が
不
用
意
に
広

ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
集
団
精
神
療
法
の
過
激

化
や
暴
力
化
、
さ
ら
に
は
カ
ル
ト
化
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
ゆ
え
に
正
確
に
言
え
ば
、
こ
う
し
た
種
類
の
カ
ル

ト
は
、
人
々
が

0

0

0

「
精
神
を
操
作
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

」
こ
と
に
よ
っ
て
生

0

0

0

0

0

0

0

じ
た
の
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

。「
科
学
的
な
精
神
操
作
が
可
能
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」

と
い
う
幻
想
が
広
ま
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
人
々
が
自
ら
そ
れ
を
信
じ
込
む
こ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
に
よ
っ
て
生
じ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
見
る
べ
き
で
あ
る35

。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
社
会
心
理
学
は
本
来
、
自
身
が
提

示
し
た
図
式
か
ら
数
々
の
カ
ル
ト
が
派
生
し
て
き
た
こ
と
を

認
め
、
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幻
想
の

根
を
断
つ
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
行

わ
れ
ず
、
む
し
ろ
一
部
の
社
会
心
理
学
者
は
あ
る
時
期
か
ら
、 

反
カ
ル
ト
の
運
動
に
積
極
的
に
同
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
彼
ら
は
、
カ
ル
ト
が
社
会
心
理
学
の
諸
技
術
を
用
い

て
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
と
い
う
、
短
絡
的

で
責
任
転
嫁
的
な
非
難
を
行
い
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

見
ら
れ
る
の
は
、
ま
ず
片
方
の
手
で
は
、「
社
会
心
理
学
の
諸

技
術
を
用
い
た
科
学
的
な
精
神
操
作
が
可
能
で
あ
る
」
と
い

う
幻
想
を
作
り
出
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
「
カ
ル
ト
」
化
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を
促
進
し
、
し
か
し
他
方
、
も
う
片
方
の
手
で
は
、
そ
の
幻

想
を
外
部
に
投
影
し
つ
つ
「
カ
ル
ト
」
を
非
難
す
る
と
い
う
、

「
自
家
中
毒
」
や
「
マ
ッ
チ
・
ポ
ン
プ
」
と
称
し
て
も
過
言
で

は
な
い
構
造
な
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

マ
イ
ン
ド・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
弊
害

と
は
い
え
、
社
会
心
理
学
に
ま
つ
わ
る
こ
う
し
た
「
幻
想

の
構
造
」
を
指
摘
し
て
も
な
お
、
あ
る
人
々
は
次
の
よ
う
に

言
い
張
る
か
も
し
れ
な
い
。「
カ
ル
ト
」
が
社
会
的
な
悪
で
あ

る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
ま
た
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

論
が
そ
れ
と
戦
う
た
め
の
何
よ
り
の
武
器
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
の
だ
か
ら
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
を
批

判
す
る
こ
と
は
、
結
果
的
に
は
カ
ル
ト
に
利
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
、
と
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
端
的
に
言
っ
て
誤
り
で

あ
る
。
あ
る
幻
想
か
ら
生
ま
れ
た
存
在
に
対
し
、
そ
れ
と
同

水
準
の
幻
想
を
投
げ
掛
け
て
解
消
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
問

題
の
真
の
原
因
を
見
失
わ
せ
る
ば
か
り
か
、
全
体
と
し
て
見

れ
ば
、
そ
の
幻
想
を
強
化
・
永
続
・
蔓
延
さ
せ
る
こ
と
に
繫

が
っ
て
し
ま
う
。
以
下
に
、
弊
害
と
し
て
生
じ
る
と
思
わ
れ

る
事
柄
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

（
1
）
正
確
な
説
明
の
欠
如

カ
ル
ト
的
な
運
動
は
、
特
定
の
団
体
や
人
物
が
人
々
を
「
マ

イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
・
発

展
す
る
の
で
は
な
い
。
実
際
に
は
、
社
会
内
に
存
在
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
、
そ
れ
ら
を
解
決
し
よ
う
と
、
多
く

の
人
々
が
特
定
の
思
想
や
考
え
方
、
取
り
わ
け
、
あ
ま
り
に

単
純
で
偏
向
し
た
そ
れ
を
支
持
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
る
の

で
あ
る36

。
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
は
、
カ
ル
ト
を
攻

撃
す
る
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
武
器
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
当
初
は
有
用
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思

い
込
ま
れ
る
が
、
そ
う
し
た
運
動
が
な
ぜ
生
じ
る
の
か
に
つ

い
て
の
正
確
な
説
明
を
与
え
な
い
た
め
、
一
般
社
会
に
は
そ

の
後
、
い
つ
ま
で
も
不
全
感
・
不
安
感
が
残
存
し
て
し
ま
う
。

ま
た
、
問
題
の
所
在
を
正
確
に
捉
え
た
上
で
、
合
理
的
な
対

策
を
講
じ
る
こ
と
も
妨
げ
ら
れ
る
。

（
2
）
対
話
の
阻
害

マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
は
人
々
に
、
カ
ル
ト
的
な

団
体
と
少
し
で
も
接
触
す
れ
ば
、
自
分
も
精
神
操
作
さ
れ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
っ
た
、
過
剰
な
不
安
感
を
も
た

ら
す
。
カ
ル
ト
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
発
生

し
た
社
会
的
・
思
想
的
背
景
を
広
く
共
有
し
つ
つ
、
当
該
団

体
と
冷
静
で
粘
り
強
い
対
話
を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
だ
が
、
こ
う
し
た
不
安
感
に
よ
り
、
そ
れ
が
不
可
能
に
な

っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
解
く

た
め
に
は
、
そ
れ
を
受
け
て
い
る
場
か
ら
遠
ざ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
信
者
を
暴
力
的
に
拉
致
す
る
、

さ
ら
に
は
、「
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
解
く
」（
デ
ィ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
）
と
い
う
名
目
の
も
と
に
、
長
期
に
わ
た
っ

て
監
禁
・
説
得
す
る
、
強
制
脱
会
行
為
が
ビ
ジ
ネ
ス
化
す
る
、

と
い
う
ケ
ー
ス
も
引
き
起
こ
さ
れ
る37

。

（
3
）
責
任
の
所
在
の
極
端
化

カ
ル
ト
的
な
運
動
と
は
実
際
に
は
、
当
該
団
体
と
周
辺
社

会
の
複
雑
な
相
互
作
用
、
並
び
に
、
指
導
者
と
信
奉
者
の
複

雑
な
相
互
作
用
か
ら
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
あ
る
団
体
が
事

件
を
起
こ
し
た
と
い
う
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
複
雑
な
影

響
関
係
を
慎
重
に
解
き
ほ
ぐ
し
な
が
ら
、
個
々
人
の
法
的
・

道
義
的
責
任
を
追
究
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ

ろ
が
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
に
依
拠
す
る
と
、
マ
イ

ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
団
体
が
悪
い
、
さ
ら
に
は
、
そ
の

中
心
に
い
た
指
導
者
が
悪
い
と
、
責
任
の
所
在
が
極
端
化
し
、

そ
の
後
の
処
遇
も
著
し
く
不
公
平
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。

（
4
）
主
体
性
の
喪
失

信
者
は
、
カ
ル
ト
的
団
体
か
ら
脱
退
す
る
と
き
に
し
ば
し

ば
、
入
信
の
原
因
を
「
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て

い
た
」
こ
と
に
求
め
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
一
時
的

に
自
分
自
身
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は

同
時
に
、
自
身
の
根
本
的
な
主
体
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
も

繫
が
る
。
カ
ル
ト
か
ら
本
当
に
脱
却
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ

に
関
与
し
た
こ
と
が
自
ら
の
主
体
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
認
め
、
自
ら
の
主
体
性
に
お
い
て
そ
こ
か
ら
離
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
を

受
容
す
る
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
主
体
性
を
喪
失
す

る
と
同
時
に
、
す
べ
て
の
責
任
を
当
該
団
体
に
負
わ
せ
よ
う

と
す
る
歪い

び
つ

な
思
考
回
路
が
生
じ
る
。

（
5
）
被
害
妄
想
の
乱
反
射

図３　グループ・ダイナミックスという幻想から生まれた存在を、マイ
ンド・コントロールという幻想で叩く「マッチ・ポンプ」が生じた。

カルト化

マインド・
コントロール

非難促進

グループ・
ダイナミックス

「社会心理学の技術を用いた
科学的な精神操作が可能である」

という幻想
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マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
は
、「
見
え
な
い
敵
が
密
か

に
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

形
で
、
被
害
妄
想
的
な
考
え
方
に
結
び
つ
く
。
そ
の
基
本
的

な
ロ
ジ
ッ
ク
は
、
実
は
陰
謀
論
と
近
似
的
で
あ
り
、
オ
カ
ル

ト
的
な
書
籍
に
お
い
て
は
、「
権
力
者
が
大
衆
を
マ
イ
ン
ド
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
」
と
い
う
種
類
の
陰
謀
論
が
語
ら

れ
る
こ
と
も
多
い
。
カ
ル
ト
側
と
反
カ
ル
ト
側
で
マ
イ
ン
ド
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
応
酬
と
な
り
、
被
害
妄
想
が
乱
反
射
し

な
が
ら
昂
進
し
て
ゆ
く
と
い
う
現
象
も
生
じ
る
。

（
6
）
法
秩
序
の
崩
壊

裁
判
で
扱
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
当
人

の
行
動
の
一
つ
一
つ
に
対
し
、「
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

さ
れ
て
い
た
」
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
始
め
る
と
、
審
理
を

ス
ム
ー
ス
に
進
め
る
こ
と
は
著
し
く
困
難
に
な
る
。
ま
た
、
そ

う
い
っ
た
理
由
か
ら
犯
罪
へ
の
処
罰
が
減
免
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
個
人
の
主
体
性
に
立
脚
す
る
近
代
の
法
秩

序
は
、
根
底
か
ら
瓦
解
す
る
こ
と
に
な
る38

。

6
お
わ
り
に
―
受
動
的・
依
存
的
人
間
像
か

ら
の
脱
却

主
体
性
の
確
立
を
目
指
し
た
地
道
な
努
力

本
稿
で
は
、
き
わ
め
て
簡
略
的
な
が
ら
、
社
会
心
理
学
の

歴
史
の
一
側
面
を
辿
っ
て
き
た
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
一

言
で
言
え
ば
、
人
間
に
備
わ
る
受
動
性
に
着
目
す
る
ス
タ
ン

ス
が
徐
々
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
も
は
や
「
幻
想
」
と
呼
ば

ざ
る
を
得
な
い
人
間
像
や
諸
観
念
が
生
み
出
さ
れ
る
に
至
る

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

社
会
心
理
学
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
は
、
社
会
シ
ス
テ
ム

が
複
雑
化
し
た
近
代
に
お
い
て
、
人
間
が
主
体
性
を
発
揮
す

る
こ
と
が
難
し
く
、
往
々
に
し
て
受
動
的
な
存
在
と
化
し
て

し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
自
体
は
き
わ
め
て
リ

ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
認
識
で
あ
り
、
必
ず
し
も
出
発
点
か
ら

間
違
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
社
会
心
理
学
は
そ
の
よ
う

な
視
点
か
ら
、
集
団
状
態
に
お
い
て
人
間
が
見
せ
る
諸
性
質

に
つ
い
て
の
冷
徹
な
分
析
を
積
み
上
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
他
方
、
あ
る
時
期
か
ら
一
部
の
社
会
心
理
学
は
、

人
間
の
受
動
性
を
巧
み
に
利
用
す
れ
ば
、
そ
の
精
神
を
操
作

し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
ス
に
基
づ
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
を
提
唱
し
始
め
た
。
さ
ら

に
は
そ
の
発
想
を
一
八
〇
度
裏
返
し
、
カ
ル
ト
が
マ
イ
ン
ド
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
技
法
を
用
い
て
密
か
に
人
々
を
操
作

し
て
い
る
、
と
声
高
に
警
告
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら

の
理
論
に
お
い
て
は
、
人
間
の
自
律
性
や
主
体
性
の
占
め
る

余
地
が
根
本
的
な
位
相
に
お
い
て
捨
象
さ
れ
て
お
り
、
人
間

は
集
団
の
力
や
場
の
力
に
支
配
さ
れ
、
あ
た
か
も
ロ
ボ
ッ
ト

の
よ
う
に
精
神
を
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
し
ま
う
、
と

さ
え
見
な
さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
来
る
と
も
は
や
、
現
実
離
れ

し
た
極
論
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

本
来
わ
れ
わ
れ
が
目
標
と
す
べ
き
こ
と
は
、
近
代
の
人
間

が
受
動
的
・
依
存
的
に
な
り
や
す
い
と
い
う
事
実
を
認
め
た

上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら

脱
却
す
る
方
途
を
見
出
す
こ
と
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る39

。
そ

の
た
め
に
は
、
周
囲
か
ら
い
か
な
る
影
響
を
受
け
よ
う
と
も
、

最
終
的
に
は
自
ら
考
え
、
自
ら
決
定
・
行
動
し
、
自
ら
責
任
を

取
る
と
い
う
、
主
体
性
の
原
理
の
重
要
性
を
強
調
し
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
同
時
に
、
幻
想
的
な
思
考
回
路
を
批
判

的
に
退
け
る
た
め
に
必
要
と
な
る
、
幅
広
い
見
識
を
習
得
す

る
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
自
ら

の
言
動
が
、
果
た
し
て
人
々
の
自
律
性
を
賦ふ

活か
つ

す
る
方
向
に

働
い
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
自
我
の
放
棄
の
快
楽
、
依
存

へ
の
耽
溺
に
誘
う
方
向
に
働
い
て
い
る
の
か
を
、
慎
重
に
自

己
点
検
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注1　
大
田
俊
寛
「
残
存
し
続
け
る
「
私
刑
」
体
質　

日
本
社
会
は

オ
ウ
ム
の
総
括
に
失
敗
」
を
参
照
。
と
は
い
え
、
マ
イ
ン

ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
、
そ
の
後

に
社
会
心
理
学
の
歴
史
を
研
究
し
直
す
こ
と
に
よ
り
、
少
な

か
ら
ず
理
解
に
変
化
が
生
じ
た
こ
と
を
注
記
し
て
お
く
。

2　
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
を
主
唱
す
る
社
会
心
理
学
者

の
西
田
公
昭
は
、「
オ
ウ
ム
真
理
教
の
犯
罪
行
動
に
つ
い
て

の
社
会
心
理
学
的
分
析
」
と
い
う
論
文
を
著
し
て
い
る
が
、

私
に
は
こ
れ
は
、
オ
ウ
ム
に
お
け
る
修
行
や
帰
依
の
具
体
例

を
、「
心
理
操
作
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
な
が
ら
再
説
す
る

に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
し
か
思
わ
れ
な
い
。

3　
オ
ウ
ム
真
理
教
に
お
い
て
は
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
後
の
一

九
九
六
年
に
も
、「
観
念
崩
壊
セ
ミ
ナ
ー
」
と
い
う
修
行
が

実
践
さ
れ
た
。
ま
た
統
一
教
会
も
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
ブ

ー
ム
か
ら
影
響
を
受
け
、「
ハ
ー
ト
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
セ

ミ
ナ
ー
」
と
い
う
催
し
を
開
い
て
い
た
（
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ

ー
と
各
種
の
新
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
福
本
博
文
『
心

を
あ
や
つ
る
男
た
ち
』
二
二
三
―二
二
四
頁
を
参
照
）。

4　
こ
う
し
た
現
象
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
指
導
者
が
群
衆
を
一

方
的
に
支
配
し
、
服
従
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実

際
に
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
群

衆
は
む
し
ろ
、
自
ら
の
意
志
で
自
ら
の
自
由
を
捨
て
る
。
さ

ら
に
は
、
自
ら
の
意
志
で
指
導
者
に
服
従
・
依
存
す
る
の
で

あ
る
。

5　
こ
の
箇
所
の
記
述
は
主
に
、
吉
田
道
雄
『
実
践
的
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
四
―一
三
頁
に
依
拠
し
た
。

図４　オウムもまた、マインド・コントロ
ール論を好んで用いていた。上は「悪
魔のマインド・コントロール」を特集す
るオウムの雑誌。
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6　
ク
ル
ト
・
レ
ヴ
ィ
ン
『
社
会
科
学
に
お
け
る
場
の
理
論
』
一

八
八
、
二
二
九
頁
を
参
照
。

7　
ク
ル
ト
・
レ
ヴ
ィ
ン
『
社
会
科
学
に
お
け
る
場
の
理
論
』
二

二
三
―二
二
四
頁
。

8　
ク
ル
ト
・
レ
ヴ
ィ
ン
『
社
会
科
学
に
お
け
る
場
の
理
論
』
二

二
四
頁
。

9　
A
・
J
・
マ
ロ
ー
『
ク
ル
ト
・
レ
ヴ
ィ
ン

│
そ
の
生
涯
と

業
績
』
三
七
四
―三
八
〇
頁
を
参
照
。

10　
関
計
夫
『
感
受
性
訓
練

│
人
間
関
係
改
善
の
基
礎
』
第
二

章
を
参
照
。

11　
R
・
シ
ロ
カ
他
編
『
グ
ル
ー
プ
・
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
入
門
』

三
頁
。

12　

ア
タ
ッ
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
麻
薬
常
用
者
の
自
助
団
体

「
シ
ナ
ノ
ン
」
に
お
い
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
。
そ
し
て
同

団
体
は
そ
の
後
、
一
部
の
メ
ン
バ
ー
の
神
格
化
、
閉
鎖
的
な

コ
ミ
ュ
ー
ン
の
形
成
に
よ
り
、「
カ
ル
ト
」
化
し
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
る
。

13　

日
本
語
で
は
一
般
に
、「
潜
在
能
力
開
発
運
動
」
や
「
人
間

性
回
復
運
動
」
と
訳
さ
れ
る
。

14　

W
・
T
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
『
エ
ス
リ
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
覚

醒
』
七
四
頁
を
参
照
。

15　
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
ン
ソ
ン
は
、
シ
ャ
ロ
ン
・
テ
ー
ト
殺
害
事

件
を
起
こ
す
数
日
前
に
エ
ス
リ
ン
研
究
所
を
訪
れ
、
即
席
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
た
（
W
・
T
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

『
エ
ス
リ
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
覚
醒
』二
三
三
―二
三
五
頁
）。
ま

た
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
プ
ラ
イ
ス
は
ラ
ジ
ニ
ー
シ
の
教
え
か
ら

多
大
な
影
響
を
受
け
、
ま
た
ラ
ジ
ニ
ー
シ
の
側
で
も
エ
ス
リ

ン
研
究
所
か
ら
多
く
を
学
び
、
同
教
団
の
活
動
に
は
、
エ
ン

カ
ウ
ン
タ
ー
・
グ
ル
ー
プ
や
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
療
法
が
取
り
入

れ
ら
れ
た
（
同
書
二
九
六
―二
九
九
頁
）。

16　
エ
ア
ハ
ル
ト
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
W
・
T
・
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
『
エ
ス
リ
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
覚
醒
』
二
四
九
―二
七
一
頁

を
参
照
。

17　
「
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
が
い
つ
ど
の

よ
う
に
現
れ
た
の
か
、
現
状
で
は
正
確
な
こ
と
が
分
か
ら
な

い
が
、
少
な
く
と
も
こ
れ
は
、
そ
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
初
期
の
例
の
一
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在

の
よ
う
な
「
カ
ル
ト
が
駆
使
す
る
怪
し
げ
な
精
神
操
作
法
」

と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で
は
な
く
、「
潜
在
能
力
を

引
き
出
す
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
」
と
い
う
自
己
啓
発
的

で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
合
い
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

18　
日
本
に
お
け
る
感
受
性
訓
練
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
福
本
博

文
『
心
を
あ
や
つ
る
男
た
ち
』、
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
構

造
や
関
連
事
件
に
つ
い
て
は
、
二
澤
雅
喜
・
島
田
裕
巳
『
洗

脳
体
験
〈
増
補
版
〉』、
米
本
和
広
『
教
祖
逮
捕

│
「
カ
ル

ト
」
は
人
を
救
う
か
』
に
詳
し
い
。

19　

大
田
俊
寛
「
我
々
は
「
カ
ル
ト
」
と
ど
う
向
き
合
う
べ
き

か
？
」
を
参
照
。

20　
津
村
俊
充
「
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
と
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
│
T
グ
ル
ー
プ
を
用
い
た
人
間
関
係
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
似
て
も
非
な
る
も
の
」
に
お
い
て
は
、
本
稿
で
論
じ
た
よ

う
な
主
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
感
受
性
訓
練

（
T
グ
ル
ー
プ
）
の
擁
護
論
と
な
っ
て
お
り
、
根
本
的
な
問

題
の
指
摘
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

21　
本
稿
の
注
17
を
参
照
。

22　
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
に
対
す
る
理
論
的
批
判
と
し

て
、
渡
邊
太
「
洗
脳
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
神

話
」
が
あ
る
。
ま
た
、
同
理
論
が
カ
ル
ト
信
者
の
拉
致
監
禁

と
い
う
暴
力
行
為
を
頻
繁
に
引
き
起
こ
し
た
こ
と
に
関
し
て

は
、
米
本
和
広
『
我
ら
の
不
快
な
隣
人

│
統
一
教
会
か
ら

「
救
出
」
さ
れ
た
あ
る
女
性
信
者
の
悲
劇
』
に
詳
し
い
。

23　
ロ
バ
ー
ト
・
リ
フ
ト
ン
『
思
想
改
造
の
心
理

―
中
国
に
お

け
る
洗
脳
の
研
究
』
二
五
三
頁
。

24　
当
時
は
西
側
諸
国
で
も
、
東
側
の
「
洗
脳
」
に
対
抗
す
る
た

め
、
科
学
的
な
精
神
操
作
の
手
法
が
模
索
さ
れ
た
。
C
I

A

が
主
導
し
た
「
M
K
ウ
ル
ト
ラ
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
は
、
ハ
ー
ビ
ー
・
M
・
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
『
C
I

A

洗
脳
実
験
室

│
父
は
人
体
実
験
の
犠
牲
に
な
っ
た
』に
詳

し
い
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
強
制
隔
離
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
、
L
S
D
投
与
な
ど
に
よ
る
精
神
操
作
が
試
み
ら

れ
た
が
、
い
ず
れ
も
成
功
せ
ず
、
水
面
下
で
多
数
の
被
害
者

を
生
む
に
至
っ
た
。

25　
渡
邊
太
「
洗
脳
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
神
話
」
二

一
〇
頁
、
米
本
和
広
『
我
ら
の
不
快
な
隣
人
』
二
七
一
―二

七
三
頁
を
参
照
。

26　
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ハ
ッ
サ
ン
『
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
恐
怖
』
一
〇
九
頁
。

27　
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ハ
ッ
サ
ン
『
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
恐
怖
』
一
〇
九
頁
。

28　
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ハ
ッ
サ
ン
『
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
恐
怖
』
一
二
八
―一
三
八
頁
。

29　
西
田
公
昭
『
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
何
か
』
五
七

頁
。

30　
西
田
公
昭
『
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
何
か
』
一
七

四
頁
。

31　
ハ
ッ
サ
ン
の
書
物
を
邦
訳
し
た
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
の
浅
見

定
雄
は
、『
新
宗
教
と
日
本
人
』
一
六
三
―一
七
三
頁
に
お
い

て
、
こ
う
し
た
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
彼
は
こ

こ
で
、
統
一
教
会
が
「
悪
い
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

を
用
い
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
一
方
、「
マ
イ
ン
ド
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
」
や
「
悪
い
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
に

該
当
す
る
行
為
が
、
自
分
が
属
し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
会
に

も
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
反
省
を
促
し
て
い
る
。
真
摯

な
自
己
批
判
的
姿
勢
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
が
、
率
直

に
受
け
止
め
れ
ば
、
統
一
教
会
の
み
を
「
カ
ル
ト
」
と
名
指

す
論
拠
が
消
滅
し
て
し
ま
う
。
早
く
も
理
論
自
体
が
綻
び
を

見
せ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
だ
ろ

う
。

32　
通
俗
的
な
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
に
お
い
て
は
、「
カ

ル
ト
は
あ
な
た
の
心
の
隙
を
狙
っ
て
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
く
る
」
と
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
こ
れ

は
、
事
態
の
因
果
関
係
を
正
確
に
捉
え
た
言
説
と
は
思
わ
れ

な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
こ
で
「
心
の
隙
」
と
言
わ
れ
て
い

る
も
の
こ
そ
が
本
人
の
主
体
的
動
機
で
あ
り
、
十
分
に
自
覚

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
に
せ
よ
、「
カ
ル
ト
」
的
な
思
想
や
人

間
関
係
を
求
め
る
心
性
が
本
人
に
内
在
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
何
も
一
方
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

33　
実
は
当
の
ハ
ッ
サ
ン
で
さ
え
、
厳
密
に
は
「
マ
イ
ン
ド
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
統
一
教
会
に
入
信
し
た
」
わ
け
で
は
な

い
。
彼
は
青
年
期
か
ら
一
般
社
会
の
価
値
観
に
疑
い
を
抱
き

始
め
、
G
・
I
・
グ
ル
ジ
ェ
フ
や
P
・
D
・
ウ
ス
ペ
ン
ス
キ

ー
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
系
の
宗
教
書
を
読
む
こ
と
に
耽

溺
し
、
霊
的
に
進
歩
し
た
人
か
ら
教
え
を
受
け
る
こ
と
を
切

望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
そ
う
し
た
探
求
の
過
程
で
、

統
一
教
会
に
出
会
っ
た
の
で
あ
る
（『
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
恐
怖
』
三
五
―三
六
頁
）。
統
一
教
会
の
勧
誘
方
法
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に
「
偽
装
」
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ

の
信
仰
を
も
っ
と
も
強
く
支
え
て
い
た
の
は
、
ハ
ッ
サ
ン
自

身
の
宗
教
的
探
究
心
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

34　
社
会
心
理
学
に
お
い
て
実
験
や
実
証
が
試
み
ら
れ
て
い
る
の

は
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
を
構
成
し
て
い
る
個
々

の
心
理
技
法
に
対
し
て
だ
け
で
あ
り
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
過
程
全
体
が
実
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

（
私
自
身
は
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
の
み
な
ら
ず
、

社
会
心
理
学
全
般
に
疑
似
科
学
性
が
蔓
延
し
て
い
る
印
象
を

受
け
る
が
、
そ
の
こ
と
は
こ
こ
で
は
措
く
）。
西
田
公
昭
は

「
オ
ウ
ム
真
理
教
の
犯
罪
行
動
に
つ
い
て
の
社
会
心
理
学
的

分
析
」
一
七
四
頁
に
お
い
て
、「
心
理
学
的
に
は
、
こ
れ
ら

の
拘
束
力
が
並
列
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
を
成
し
て
直
列
的

に
個
人
に
影
響
を
与
え
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
極
め
て
強
力

に
作
用
す
る
と
予
測
で
き
る
と
思
わ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
述
べ
る
（
傍

点
は
引
用
者
）。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
一
つ
の
「
予
測
」（
か
な

り
不
確
か
な
、
お
そ
ら
く
は
誤
っ
た
予
測
）
に
過
ぎ
ず
、
直

接
的
・
客
観
的
に
実
証
さ
れ
て
は
い
な
い
。

35　

一
例
と
し
て
オ
ウ
ム
に
即
し
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
に
、

「
精
神
操
作
幻
想
に
取
り
憑
か
れ
た
カ
ル
ト
」
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
は
こ
れ
を
、「
精
神

操
作
す
る
カ
ル
ト
」
と
捉
え
て
し
ま
っ
た
。
小
さ
な
差
異
で

あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
意

味
合
い
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
致
命
的
な
誤

認
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

36　
皮
肉
な
こ
と
だ
が
、
多
種
多
様
な
社
会
問
題
を
グ
ル
ー
プ
・

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
実
践
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
、
さ
ら
に

は
、
宗
教
や
カ
ル
ト
の
問
題
を
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

論
で
解
決
で
き
る
と
考
え
た
一
部
の
社
会
心
理
学
も
、
こ
う

し
た
ケ
ー
ス
の
一
つ
に
数
え
ざ
る
を
得
な
い
。

37　
こ
う
し
た
事
例
や
問
題
に
つ
い
て
は
、
米
本
和
広
『
我
ら
の

不
快
な
隣
人
』、
室
生
忠
編
著
『
大
学
の
宗
教
迫
害
』
に
詳

し
い
。

38　
オ
ウ
ム
真
理
教
や
統
一
教
会
の
ケ
ー
ス
を
含
め
、
こ
れ
ま
で

の
裁
判
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
論
が
持
ち
出
さ
れ
た
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
そ
れ
が
有

効
な
論
拠
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

39　
世
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
「
カ
ル
ト
」
が
生
み
出
さ
れ
る
も
っ

と
も
根
源
的
な
原
因
は
、
精
神
支
配
の
技
術
が
巧
み
に
駆
使

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
個
々
人
の
内
面
に
潜

む「
依
存
症
」的
心
性
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
思
う
。

主
要
参
考
文
献

浅
見
定
雄
『
新
宗
教
と
日
本
人
』
晩
聲
社
、
一
九
九
四

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
W
・
T
『
エ
ス
リ
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
覚
醒

│

人
間
の
可
能
性
へ
の
挑
戦
』
伊
東
博
訳
、
誠
信
書
房
、
一
九
九
八

大
芦
治
『
心
理
学
史
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
六

大
田
俊
寛
『
オ
ウ
ム
真
理
教
の
精
神
史

│
ロ
マ
ン
主
義
・
全
体

主
義
・
原
理
主
義
』
春
秋
社
、
二
〇
一
一

大
田
俊
寛
「
我
々
は
「
カ
ル
ト
」
と
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
？
」

（『
日
経
ビ
ジ
ネ
スA

ssocié

』
二
〇
一
二
年
七
月
号
所
収
）、
日
経

B
P
社
、
二
〇
一
二

大
田
俊
寛
「
残
存
し
続
け
る
「
私
刑
」
体
質　

日
本
社
会
は
オ
ウ

ム
の
総
括
に
失
敗
」（『Journalism

』
二
〇
一
八
年
四
月
号
所
収
）、

朝
日
新
聞
社
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
学
校
、
二
〇
一
八

カ
ン
ト
、
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
『
実
践
理
性
批
判
』
中
山
元
訳
、
光
文

社
古
典
新
訳
文
庫
（
全
二
巻
）、
二
〇
一
三

シ
ロ
カ
、
R
他
編
『
グ
ル
ー
プ
・
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
入
門
』
伊
東

博
・
中
野
良
顕
訳
、
誠
信
書
房
、
一
九
七
六

関
計
夫
『
感
受
性
訓
練

│
人
間
関
係
改
善
の
基
礎
』
誠
信
書
房
、

一
九
六
五

関
計
夫
『
続
感
受
性
訓
練
』
誠
信
書
房
、
一
九
七
六

津
村
俊
充
「
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
と
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

―
T
グ
ル
ー
プ
を
用
い
た
人
間
関
係
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
似
て
も

非
な
る
も
の
」（『
現
代
の
エ
ス
プ
リ
』
三
六
九
号
所
収
）、
至
文

堂
、
一
九
九
八

西
田
公
昭
『
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
何
か
』
紀
伊
國
屋

書
店
、
一
九
九
五

西
田
公
昭
『「
信
じ
る
こ
こ
ろ
」
の
科
学

│
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
と
ビ
リ
ー
フ
・
シ
ス
テ
ム
の
社
会
心
理
学
』
サ
イ
エ
ン

ス
社
、
一
九
九
八

西
田
公
昭
「
オ
ウ
ム
真
理
教
の
犯
罪
行
動
に
つ
い
て
の
社
会
心
理

学
的
分
析
」（『
社
会
心
理
学
研
究
』
第
一
六
巻
第
三
号
所
収
）、
日

本
社
会
心
理
学
会
、
二
〇
〇
一

ハ
ク
ス
リ
ー
、
オ
ル
ダ
ス
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』
黒
原
敏
行
訳
、

光
文
社
古
典
新
訳
文
庫
、
二
〇
一
三

ハ
ク
ス
リ
ー
、
オ
ル
ダ
ス
『
知
覚
の
扉
』
河
村
錠
一
郎
訳
、
平
凡

社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
五

ハ
ッ
サ
ン
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
『
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
恐

怖
』
浅
見
定
雄
訳
、
恒
友
出
版
、
一
九
九
三

ハ
ッ
サ
ン
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
『
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら

の
救
出

│
愛
す
る
人
を
取
り
戻
す
た
め
に
』
中
村
周
而
・
山
本

ゆ
か
り
訳
、
教
文
館
、
二
〇
〇
七

福
本
博
文
『
心
を
あ
や
つ
る
男
た
ち
』
文
春
文
庫
、
一
九
九
九

二
澤
雅
喜
・
島
田
裕
巳
『
洗
脳
体
験
〈
増
補
版
〉』
宝
島
社
文
庫
、

一
九
九
八

フ
ロ
ム
、
エ
ー
リ
ッ
ヒ
『
自
由
か
ら
の
逃
走
〈
新
版
〉』
日
高
六

郎
訳
、
東
京
創
元
新
社
、
一
九
六
六

マ
ロ
ー
、
A
・
J
『
ク
ル
ト
・
レ
ヴ
ィ
ン

│
そ
の
生
涯
と
業

績
』
望
月
衛
・
宇
津
木
保
訳
、
誠
信
書
房
、
一
九
七
二

室
生
忠
編
著
『
大
学
の
宗
教
迫
害

│
信
教
の
自
由
と
人
権
に
つ

い
て
』
日
新
報
道
、
二
〇
一
二

吉
田
道
雄
『
実
践
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

│
元

気
で
安
全
な
組
織
づ
く
り
の
基
礎
と
ノ
ウ
ハ
ウ
』
メ
ヂ
カ
ル
フ
レ

ン
ド
社
、
二
〇
一
一

米
本
和
広
『
教
祖
逮
捕

│
「
カ
ル
ト
」
は
人
を
救
う
か
』
宝
島

社
、
二
〇
〇
〇

米
本
和
広
『
我
ら
の
不
快
な
隣
人

│
統
一
教
会
か
ら
「
救
出
」

さ
れ
た
あ
る
女
性
信
者
の
悲
劇
』
情
報
セ
ン
タ
ー
出
版
局
、
二
〇

〇
八

ル
・
ボ
ン
、
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
『
群
衆
心
理
』
桜
井
成
夫
訳
、
講
談

社
学
術
文
庫
、
一
九
九
三

レ
ヴ
ィ
ン
、
K
『
社
会
的
葛
藤
の
解
決

│
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
ス
論
文
集
』
末
永
俊
郎
訳
、
東
京
創
元
社
、
一
九
五
四

レ
ヴ
ィ
ン
、
ク
ル
ト
『
社
会
科
学
に
お
け
る
場
の
理
論
』
猪
股
佐

登
留
訳
、
誠
信
書
房
、
一
九
五
六

レ
ヴ
ィ
ン
、
K
『
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
力
学
説
』
相
良
守
次
・
小

川
隆
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
七

リ
フ
ト
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・
J
『
思
想
改
造
の
心
理

│
中
国
に
お

け
る
洗
脳
の
研
究
』
小
野
泰
博
訳
、
誠
信
書
房
、
一
九
七
九

ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
、
ハ
ー
ビ
ー
・
M
『
C
I

A
洗
脳
実
験
室

│

父
は
人
体
実
験
の
犠
牲
に
な
っ
た
』
苫
米
地
英
人
訳
、
W
A
V
E

出
版
、
二
〇
一
〇

渡
邊
太
「
洗
脳
、
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
神
話
」（
宗
教

社
会
学
の
会
編
『
新
世
紀
の
宗
教

│
「
聖
な
る
も
の
」
の
現
代

的
諸
相
』
所
収
）、
創
元
社
、
二
〇
〇
二
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は
じ
め
に

二
〇
一
八
年
七
月
六
日
、
麻
原
彰
晃
（
本
名
・
松
本
智
津

夫
）
を
筆
頭
に
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
組
織
的
犯
罪
の
実
行

犯
七
名
が
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
二
〇
日
後
の
七
月
二
六
日

に
は
残
る
六
名
の
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
主
犯
格

一
三
名
の
死
を
も
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
」

（
以
下
「
オ
ウ
ム
事
件
」）
は
一
つ
の
大
き
な
区
切
り
を
迎
え
た
。

同
年
三
月
に
複
数
の
死
刑
囚
が
地
方
拘
置
所
に
移
送
さ
れ
て

以
来
、
翌
年
五
月
の
改
元
前
に
は
死
刑
が
執
行
さ
れ
る
だ
ろ

う
と
い
う
観
測
は
あ
っ
た
も
の
の
、
前
例
を
見
な
い
大
量
執

行
は
死
刑
制
度
の
是
非
や
、
死
刑
執
行
の
報
道
の
在
り
方
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
活
発
な
議
論
を
生
ん
だ
。
ま
た
麻
原
の
遺

骨
の
引
き
取
り
先
を
巡
っ
て
は
麻
原
の
家
族
の
間
で
対
立
が

続
い
て
お
り
、
今
後
ア
レ
フ
の
活
動
に
ど
う
影
響
を
与
え
る

か
も
不
透
明
で
あ
る
。

市
民
の
多
く
は
お
そ
ら
く
今
回
の
死
刑
執
行
を
オ
ウ
ム
事

件
の
一
つ
の
終
着
点
と
し
て
受
け
止
め
た
だ
ろ
う
。
し
か
し

被
害
者
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ほ
か
の
当
事
者
に
と

っ
て
も
オ
ウ
ム
事
件
は
決
し
て
「
終
わ
っ
た
も
の
」
で
も
「
過

去
の
も
の
」
で
も
な
い
。
オ
ウ
ム
真
理
教
に
つ
い
て
の
言
論

は
四
半
世
紀
以
上
、
被
害
者
遺
族
、
元
信
者
、「
カ
ル
ト
」
対

策
を
講
じ
る
専
門
家
や
社
会
運
動
、
文
化
人
や
有
識
者
な
ど

の
間
で
衝
突
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
オ
ウ
ム
は
「
宗
教
」

か
「
カ
ル
ト
」
か
、
オ
ウ
ム
後
継
団
体
の
「
ア
レ
フ
」
と
「
ひ

か
り
の
輪
」
を
社
会
的
脅
威
と
み
な
す
べ
き
か
な
ど
に
つ
い

て
諸
説
あ
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
オ
ウ
ム
事
件
に
対
す
る
「
解
釈
」
の
対
立
と

隔
た
り
を
象
徴
す
る
二
つ
の
集
会
が
二
〇
一
八
年
の
夏
に
あ

っ
た
。
一
つ
は
「
オ
ウ
ム
事
件
真
相
究
明
の
会
」
が
八
月
二

四
日
に
開
催
し
た
「
死
刑
執
行
に
抗
議
し
、
オ
ウ
ム
事
件
に

つ
い
て
も
う
一
度
考
え
る
」
集
会
だ
。「
オ
ウ
ム
事
件
真
相
究

明
の
会
」
と
は
映
画
監
督
の
森
達
也
や
社
会
学
者
の
宮
台
真

司
が
呼
び
か
け
人
と
な
り
、
著
名
人
な
ど
が
賛
同
人
と
し
て

名
を
連
ね
た
団
体
で
あ
る
。
同
会
は
、
麻
原
が
意
識
混
迷
の

状
態
に
あ
っ
た
と
し
て
、
治
療
を
施
し
動
機
な
ど
を
聞
き
出

し
た
う
え
で
処
刑
す
る
べ
き
だ
っ
た
と
の
立
場
を
と
っ
て
お

り
、
八
月
の
抗
議
、
解
散
集
会
で
は
森
達
也
や
、
松
本
サ
リ

ン
事
件
被
害
者
で
あ
る
河
野
義
行
、
元
右
翼
活
動
家
の
鈴
木

邦
男
、
オ
ウ
ム
に
批
判
的
で
あ
っ
た
有
田
芳
生
な
ど
が
登
壇

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
述
べ
た1

。
全
体
的
に
死
刑
制
度
廃

止
派
の
、
今
回
の
政
府
の
対
応
に
対
し
て
批
判
的
な
ス
タ
ン

ス
の
人
物
が
賛
同
人
と
し
て
参
加
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
「
真
相
究
明
の
会
」
と
対
照
的
な
立
場
を
表
明
し
た

も
う
一
つ
の
集
会
が
翌
日
八
月
二
五
日
に
立
正
大
学
で
開
か

れ
た
「
日
本
脱
カ
ル
ト
協
会
」
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ

る
。
あ
い
さ
つ
で
は
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
被
害
者
の
会
代
表

世
話
人
の
高
橋
シ
ズ
ヱ
が
発
言
し
、
死
刑
に
関
し
「
遺
族
に
も

い
ろ
い
ろ
な
感
情
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

た2

。 

元
信
者
数
名
も
顔
を
隠
し
た
状
態
で
教
団
内
で
の
生
活

を
振
り
返
っ
た
う
え
で
、
刑
事
事
件
と
し
て
扱
わ
れ
な
か
っ

た
信
者
の
事
故
死
な
ど
に
つ
い
て
の
実
情
を
明
ら
か
に
し
た3

。 

オ
ウ
ム
事
件
に
関
す
る
記
憶
や
教
訓
を
次
の
世
代
に
語
り

オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
を
め
ぐ
る
記
憶
と
追
悼
に

つ
い
て
の
一
考
察　
　

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

牛
山
　
凜
　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
社
会
学
部
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル
・
フ
ェ
ロ
ー
／
文
化
社
会
学
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継
ぐ
と
い
う
点
か
ら
は
二
つ
の
集
会
の
目
的
は
一
見
共
通
し

て
い
る
。
し
か
し
両
団
体
が
集
会
を
主
催
し
た
経
緯
と
思
惑

は
ま
っ
た
く
異
な
る
。「
真
相
究
明
の
会
」
は
二
〇
一
八
年
六

月
の
結
成
以
来
、
麻
原
は
意
識
混
迷
の
状
態
に
あ
り
治
療
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
が
、
麻
原
以
外
の
死

刑
囚
の
扱
い
は
争
点
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
対
し
て
「
脱
カ

ル
ト
協
会
」
は
、
犯
罪
事
件
の
責
任
を
麻
原
に
集
中
さ
せ
た

う
え
で
、
麻
原
を
除
く
一
二
名
の
実
行
犯
は
マ
イ
ン
ド
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
影
響
下
に
あ
り
、
死
刑
回
避
に
値
す
る
と
「
オ

ウ
ム
真
理
教
家
族
の
会
」
と
と
も
に
訴
え
て
き
た
。
ま
た
日

本
脱
カ
ル
ト
協
会
理
事
の
滝
本
太
郎
弁
護
士
な
ど
「
真
相
究

明
の
会
」
に
批
判
的
な
立
場
の
論
客
た
ち
は
、
死
刑
執
行
以

前
に
も
オ
ウ
ム
事
件
に
関
す
る
真
相
は
刑
事
裁
判
を
通
し
て

明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
麻
原
を
治
療
し
て
も
新
事
実
が
出

る
可
能
性
は
薄
い
と
懐
疑
的
で
あ
っ
た4

。 

拙
論
で
は
上
で
述
べ
た
よ
う
な
オ
ウ
ム
事
件
を
巡
る
様
々

な
解
釈
や
主
張
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
市
民
社
会
や
世

論
な
ど
に
い
か
に
影
響
を
与
え
て
き
た
か
を
文
化
社
会
学
や

メ
モ
リ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
視
座
か
ら
再
構
築
し
て
い
き

た
い
。
紙
幅
の
関
係
に
よ
り
必
然
的
に
議
論
は
概
略
的
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
オ
ウ
ム
事
件
の
「
意
味
」
を
巡
る
競

争
の
特
徴
を
輪
郭
的
に
捉
え
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

1
オ
ウ
ム
真
理
教
研
究
の
言
語
別
比
較

オ
ウ
ム
真
理
教
に
関
す
る
研
究
は
多
言
語
で
豊
富
に
存
在

す
る
。
学
術
的
研
究
の
み
な
ら
ず
、
言
論
界
や
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
に
至
っ
て
も
オ
ウ
ム
を
題
材
と
し
た
論
説
は
数
多
く
存
在

す
る
以
上
、
筆
者
が
こ
れ
ら
「
オ
ウ
ム
論
」
を
網
羅
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
理
想
型

と
し
て
日
英
両
言
語
で
の
研
究
の
特
徴
を
見
分
け
た
い
。

日
本
の
宗
教
研
究
で
は
中
沢
新
一
や
島
田
裕
巳
の
オ
ウ
ム

に
関
す
る
言
動
に
対
す
る
社
会
的
非
難
の
煽
り
を
受
け
る
形

で
、
一
時
オ
ウ
ム
真
理
教
の
研
究
を
躊
躇
す
る
傾
向
が
み
ら

れ
た5

。
宗
教
や
宗
教
者
の
内
面
的
な
世
界
観
を
理
解
し
よ
う

と
し
、
既
存
の
社
会
価
値
を
相
対
化
し
批
評
し
よ
う
と
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
自
体
が
「
カ
ル
ト
擁
護
」
と
ア
カ
デ
ミ
ア
内
外

か
ら
批
判
を
招
く
よ
う
に
な
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る6

。
オ
ウ

ム
真
理
教
の
研
究
を
取
り
巻
く
学
術
的
環
境
が
、
一
般
社
会

の
反
応
を
予
測
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
広
義
に
「
政
治
的
」

な
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
も
っ
と
も
、
近
年

で
は
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
麻
原
の

説
法
テ
ー
プ
、
出
版
物
な
ど
勧
誘
素
材
、
内
部
資
料
な
ど
の
一

次
資
料
を
分
析
し
た
手
法
が
目
立
つ7

。
オ
ウ
ム
内
部
の
資
料

解
析
と
は
違
う
手
法
を
用
い
た
研
究
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
元
信
者
と
の
や
り
取
り
を
基
盤
と
し
た
も
の
も
あ
る8

。 

日
本
で
の
オ
ウ
ム
研
究
が
武
装
化
計
画
へ
の
道
の
り
、
教

義
の
変
容
、
教
団
の
拡
大
戦
略
な
ど
「
オ
ウ
ム
真
理
教
」
と

い
う
団
体
の
実
態
解
明
に
関
心
が
集
中
し
て
き
た
の
に
対
し

て
、
英
語
圏
で
の
オ
ウ
ム
研
究
で
は
オ
ウ
ム
を
国
際
的
な
宗

教
的
暴
力
の
潮
流
と
比
較
し
た
り
、
オ
ウ
ム
に
対
す
る
日
本

社
会
の
反
応
を
論
じ
る
も
の
が
多
い
。
む
し
ろ
、
オ
ウ
ム
事

件
の
社
会
的
影
響
の
研
究
と
い
う
点
で
は
英
語
で
の
発
表
の

ほ
う
が
豊
富
だ
と
い
え
る9

。
そ
の
中
で
は
警
察
と
公
安
調
査

庁
の
破
防
法
適
用
を
巡
る
対
応10

、 

オ
ウ
ム
を
巡
る
過
熱
報
道

や
「
T
B
S
問
題
」
の
解
説11

や
、 
森
達
也
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
『
A
』
及
び
『
A
2
』
の
作
品
と
し
て
の
意
義
と

そ
の
社
会
的
反
響
を
論
じ
た
も
の
な
ど
が
印
象
的
で
あ
る12

。

も
ち
ろ
ん
日
本
語
で
発
表
さ
れ
て
い
る
研
究
と
テ
ー
マ
的
に

重
な
る
部
分
も
多
く
、
オ
ウ
ム
事
件
が
反
カ
ル
ト
運
動
の
隆

盛
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
や13

、 

オ
ウ
ム
の
メ
デ
ィ
ア
戦

略
と
ア
ニ
メ
的
世
界
観
な
ど
に
つ
い
て
の
考
察
も
あ
る14

。 

加
え
て
、
オ
ウ
ム
や
後
継
団
体
の
現
役
信
者
・
会
員
な
ど

の
聞
き
取
り
調
査
に
積
極
的
な
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
日
本

の
新
宗
教
に
詳
し
く
オ
ウ
ム
研
究
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
る

イ
ア
ン
・
リ
ー
ダ
ー
は
過
去
に
オ
ウ
ム
、
ア
レ
フ
の
現
役
信

者
に
取
材
を
し
て
い
た
し
、
ひ
か
り
の
輪
の
活
動
に
詳
し
い

エ
リ
カ
・
バ
ッ
フ
ェ
リ
は
代
表
の
上
祐
史
浩
を
含
め
数
多
く

の
会
員
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
り
、
数
年
に
わ
た
り
参

与
観
察
を
行
っ
て
き
た
。
日
本
の
学
者
が
「
カ
ル
ト
」
に
対

す
る
直
接
の
接
触
を
忌
避
し
が
ち
に
見
え
る
な
か
、
対
照
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
英
語
圏
の
研
究
群
と
近
い
姿
勢
で
、
文
化
社

会
学
と
メ
モ
リ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
視
点
か
ら
オ
ウ
ム
事
件

後
の
様
々
な
社
会
反
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

2
理
論
的
枠
組
み
―
文
化
社
会
学
と
集
合

記
憶
学
か
ら
見
た
オ
ウ
ム
事
件

社
会
科
学
に
お
い
て「
記
憶
」は「
個
人
的
記
憶
」（personal/

individual m
em

ory

）
と
「
集
合
的
・
社
会
的
記
憶
」（collective 

m
em

ory/social m
em

ory

）
に
大
別
で
き
る
。
個
人
的
記
憶
が

主
体
的
な
経
験
や
知
識
の
蓄
積
を
指
す
の
に
対
し
て
、
集
合

的
記
憶
は
自
ら
が
直
接
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
出
来
事
や
歴

史
的
事
実
を
追
体
験
す
る
た
め
の
社
会
的
装
置
や
プ
ロ
セ
ス

の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
中
に
は
語
り
部
や
年
配
者
か
ら
の
口

頭
伝
承
、
式
典
や
儀
式
な
ど
参
加
者
の
肉
体
を
必
要
と
す
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的
な
活
動
を
は
じ
め
と
し
、
近
代
で
は
記

念
碑
や
博
物
館
な
ど
の
物
理
的
か
つ
空
間
的
な
装
置
や
歴
史

教
科
書
な
ど
の
国
家
的
な
教
育
政
策
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

モ
ー
リ
ス
・
ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
に
代
表
さ
れ
る
集
合
記
憶

学
の
古
典
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
集
合
的
記
憶
が
個
人
的
記

憶
の
上
位
に
位
置
す
る
「
社
会
的
事
実
」
と
と
ら
え
が
ち
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
集
合
的
記
憶
と
は
言
語
や
宗
教
の
よ
う
に

個
人
に
外
在
す
る
形
で
構
造
的
な
影
響
を
持
ち
、
人
々
は
そ
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れ
と
同
化
す
る
こ
と
で
社
会
構
造
を
再
生
産
す
る
と
い
う
よ

う
な
見
方
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
で
は
コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
記
念
、
追
悼
）
の
政
治
性
や
変
容
を
よ
り
て
い
ね
い
に
捉
え

る
た
め
に
も
、
集
合
的
記
憶
と
は
様
々
な
行
為
者
に
よ
り
形

成
さ
れ
る
流
動
的
か
つ
プ
ロ
セ
ス
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う

学
説
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
潮
流
の
中
で
、
公

的
な
過
去
解
釈
の
形
成
に
携
わ
る
ア
ク
タ
ー
（
行
為
者
）
と

し
て
の
力
を
認
め
る
形
で
「
記
憶
労
働
」（m

em
ory work

）
や

「
記
憶
行
為
者
」（m

em
ory agent

）
な
ど
の
概
念
が
提
示
さ
れ

て
き
た
。
ま
た
記
憶
の
主
体
を
「
社
会
構
造
」（social 

structure

）
か
ら
「
行
為
者
」（actor

）
に
移
行
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
は
、
正
史
と
し
て
エ
リ
ー
ト
層
か
ら
提
示
さ
れ
る
「
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
」
の
記
憶
（
記
念
碑
、
博
物
館
、
教
育
政
策
な
ど
）

に
対
し
て
、
サ
バ
ル
タ
ン
的
立
場
か
ら
「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
」

の
形
で
提
示
さ
れ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
限
定

的
な
民
族
風
習
、
ゲ
リ
ラ
出
版
な
ど
の
「
公
的
」（public
）

だ
が
「
公
式
」（official

）
で
は
な
い
「
カ
ウ
ン
タ
ー
（
対
抗

的
）
メ
モ
リ
ー
」
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
と
も
つ
な
が

る
。
こ
う
し
た
メ
モ
リ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
で
の
広
範
な
変

遷
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
本
稿
の
理
論
的
枠
組
み
と
な
る
概

念
を
二
つ
紹
介
す
る
。

2-

1　

カ
ル
チ
ュ
ラ
ル・
ト
ラ
ウ
マ
理
論 

（cultural traum
a 

theory

）

カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ト
ラ
ウ
マ
と
は
、
共
同
体
が
「
存
在
的

脅
威
」
と
認
識
す
る
出
来
事
に
瀕
し
た
際
に
生
じ
る
意
味
構

築
の
競
争
的
プ
ロ
セ
ス
を
指
す
。
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ト
ラ
ウ

マ
理
論
は
「
聖
―
俗
」「
善
―
悪
」「
純
粋
―
不
純
」
な
ど
の

象
徴
的
二
元
論
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
影
響
力
を
持
つ
と

主
張
す
る
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
を
筆
頭
と
す
る

「
文
化
社
会
学
」（cultural sociology

）
学
派
を
中
心
に
二
一
世

紀
初
頭
よ
り
発
達
し
て
き
た
。

カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ト
ラ
ウ
マ
理
論
は
「
社
会
」
や
「
国
民
」

な
ど
の
共
同
体
が
戦
争
、
虐
殺
、
テ
ロ
な
ど
の
暴
力
行
為
が

必
然
的

0

0

0

に
そ
の
記
憶
が
集
合
的
ト
ラ
ウ
マ
に
な
る
と
す
る
自

然
論
的
な
定
説
を
否
定
し
、
個
人
の
心
理
的
ト
ラ
ウ
マ
は
「
物

語
」
と
し
て
の
意
味
構
築
プ
ロ
セ
ス
の
仲
介
が
あ
っ
て
こ
そ

共
同
体
に
と
っ
て
根
本
的
か
つ
不
可
逆
的
な
歴
史
的
出
来
事

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
認
識
さ
れ
る
と
主
張
し
た
。

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ト
ラ
ウ
マ
構
築
に

四
条
件
を
挙
げ
て
い
る15

。
ま
ず
第
一
に
、「
痛
み
」
の
性
質
が

判
別
さ
れ
る
こ
と
。
第
二
に
、
被
害
者
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
。

第
三
に
被
害
者
と
社
会
の
関
係
性
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
。
第

四
に
、
加
害
者
に
責
任
が
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、「
善
―
悪
」「
聖
―
俗
」
な
ど
の

価
値
観
を
通
し
て
、「
主
人
公
＝
善
」
と
し
て
の
被
害
者
や

「
敵
役
＝
悪
」
と
し
て
の
加
害
者
の
「
ト
ラ
ウ
マ
・
ナ
ラ
テ
ィ

ブ
」（traum

a narrative

）
を
語
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う

し
て
ト
ラ
ウ
マ
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
ふ

だ
ん
潜
在
的
で
あ
る
価
値
観
が
顕
在
化
し
、
倫
理
、
命
、
民

主
主
義
、
戦
争
と
平
和
な
ど
社
会
に
と
っ
て
根
本
的
な
問
題

が
提
起
さ
れ
、「
特
定
の
出
来
事
」
の
意
味
合
い
が
「
普
遍

化
」
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

ト
ラ
ウ
マ
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
幅
広
く
一
般
聴
衆
に
訴
え
る

キ
ャ
リ
ア
ー
・
グ
ル
ー
プ
（carrier group

）
と
し
て
は
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
、
芸
術
家
、
知
識
人
や
、
被
害
者
や
目
撃
者
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
が
事
件
を
取
材
し
た
り
、
芸
術
作

品
や
論
説
を
発
表
し
た
り
、
体
験
談
を
語
る
こ
と
で
、
聴
衆

は
ト
ラ
ウ
マ
を
追
体
験
し
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

記
憶
の
一
部
と
し
て
組
み
込
み
、
後
世
に
継
承
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
は
、
ア
フ
リ
カ
系

ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
の
奴
隷
制
度16

、 

日
本
の
戦
争
経
験17

、 

9
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
き
た18

。
近
年
で

は
自
然
災
害
発
生
後
の
責
任
の
所
在
を
巡
る
公
共
的
議
論
も

集
め
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
も
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ト
ラ
ウ
マ
の
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る19

。 

カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ト
ラ
ウ
マ
理
論
で
重
要
な
の
は
、
ト
ラ

ウ
マ
の
解
釈
は
必
ず
し
も
一
元
的
で
は
な
く
、
複
数
の
異
な

る
解
釈
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
、
ど
の
解
釈
が
主
導
権
を

握
る
か
に
お
い
て
「
意
味
の
闘
争
」（struggle over m

eaning

）

が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
闘
争
と
は
ど
う
い
う
も
の

だ
ろ
う
か
。
特
定
の
解
釈
に
基
づ
く
ト
ラ
ウ
マ
・
ナ
ラ
テ
ィ

ブ
を
拡
散
さ
せ
た
り
、「
国
民
」
や
「
民
族
」
レ
ベ
ル
で
定
着

さ
せ
る
に
は
そ
の
物
語
の
反
復
と
制
度
化
が
必
要
と
な
る
。

第
一
に
ト
ラ
ウ
マ
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
提
示
す
る
に
も
言
論
の

場
で
の
「
発
言
力
」
が
必
要
と
な
る
し
、
記
念
碑
（
慰
霊
碑
）

や
追
悼
式
、
博
物
館
、
歴
史
教
科
書
な
ど
の
社
会
的
パ
タ
ー

ン
を
形
成
す
る
に
は
政
治
的
影
響
力
や
財
源
な
ど
の
限
ら
れ

た
社
会
資
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
言
い
換
え
れ

ば
、
意
味
を
巡
る
競
争
は
社
会
資
源
を
巡
る
競
争
と
切
り
離

せ
な
い
関
係
に
あ
る
。

オ
ウ
ム
事
件
が
日
本
社
会
に
と
っ
て
根
本
的
か
つ
不
可
逆

な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
認
識
に
対
し
て
疑
問
を
持
つ
人
は

ご
く
少
数
だ
ろ
う
。
で
は
日
本
社
会
で
オ
ウ
ム
事
件
は
ど
の

よ
う
な
過
程
と
意
味
の
競
争
を
経
て
「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ト

ラ
ウ
マ
」
と
な
っ
た
か
を
以
下
で
た
ど
っ
て
い
き
た
い
。
た

だ
、
そ
の
前
に
も
う
一
つ
オ
ウ
ム
事
件
の
「
記
憶
」
と
「
追

悼
」
を
理
解
す
る
う
え
で
有
益
と
思
わ
れ
る
概
念
的
類
型
を

紹
介
し
た
い
。

2-

2　
「
多
声
的
コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
」と「
断
片
化
し
た
コ
メ
モ

レ
ー
シ
ョ
ン
」

コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
記
念
、
追
悼
）
の
異
な
る
形
態
を
理

解
す
る
う
え
で
便
利
な
の
が
ヴ
ェ
レ
ッ
ド
・
ヴ
ィ
ニ
ツ
キ
ー

＝
セ
ル
ッ
シ
ー
が
提
唱
す
る
「
多
声
的
コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

（m
ultivocal com

m
em

oration

）
と
「
断
片
化
し
た
コ
メ
モ
レ
ー
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シ
ョ
ン 

」（fragm
ented com

m
em

oration

）
の
対
立
概
念
だ20

。 

ま
ず
「
多
声
的
コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
」（m

ultivocal 

com
m

em
oration

）
と
は
参
加
者
が
様
々
な
立
場
か
ら
一
堂
に

会
し
、
過
去
の
出
来
事
の
意
味
合
い
を
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
回

顧
し
主
張
す
る
こ
と
を
指
す
。
そ
れ
は
参
加
者
の
主
張
が
似

通
っ
て
い
た
り
、
共
通
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な

い
。
た
だ
、
他
の
利
害
関
係
者
と
の
意
見
の
違
い
を
尊
重
す

る
こ
と
を
前
提
に
同
じ
時
間
と
空
間
を
共
有
す
る
こ
と
は
、

「
多
元
主
義
」（pluralism

）
自
体
が
記
念
の
対
象
と
な
り
、
結

果
的
に
社
会
的
連
帯
感
（social solidarity

）
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。
例
え
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
に
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
記
念
碑
は
、
戦
争
を
賛
美
も
非
難
も
せ
ず
戦
死
者
の
名
前

を
壁
に
刻
む
こ
と
で
、
そ
の
象
徴
性
の
曖
昧
さ
を
も
っ
て
こ

そ
、
反
戦
派
も
元
軍
人
た
ち
も
参
列
で
き
る
、
死
者
を
悼
む

場
所
を
提
供
す
る
こ
と
に
成
功
し
た21

。 

対
し
て
「
断
片
化
し
た
コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
」（fragm

ented 

com
m

em
oration

）
は
、
同
じ
歴
史
的
事
実
に
つ
い
て
複
数
の

記
憶
行
為
者
（m

em
ory agents

）
が
別
々
の
時
間
と
空
間
で
、

ま
っ
た
く
意
味
合
い
が
異
な
る
記
念
式
典
や
追
悼
式
を
行
う

こ
と
を
示
す
。
利
害
関
係
者
が
別
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配
信

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
追
悼
行
事
な
ど
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
グ
ル
ー
プ
の
連
帯
感
を
高
め
た
り
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

て
も
、
結
果
的
に
社
会
的
分
裂
、
つ
ま
り
は
「
断
片
化
」
を

深
め
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
追
悼

式
な
ど
を
「
儀
式
」
の
一
つ
と
考
え
る
な
ら
ば
、
儀
式
と
は

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
説
い
た
よ
う
に
社
会
内
の
連
帯
感
を
高
め

る
だ
け
で
な
く
、
既
存
す
る
分
断
を
深
化
さ
せ
る
可
能
性
も

は
ら
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ヴ
ィ
ニ
ツ
キ
ー
＝
セ
ル

ッ
シ
ー
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ラ
ビ
ン
首
相
暗
殺
を
巡
る
追
悼
行

為
を
こ
の
よ
う
な
断
片
化
し
た
コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
例
と

し
て
挙
げ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
終
戦
記
念
日
に
靖
国
神
社
、

武
道
館
や
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
な
ど
で
異
な
る
政
治
信
条

の
基
に
執
り
行
わ
れ
る
追
悼
式
の
数
々
が
「
断
片
化
し
た
コ

メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

「
多
声
的
コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
か
「
断
片
化
し
た
コ
メ
モ
レ

ー
シ
ョ
ン
」
が
現
れ
る
社
会
条
件
と
し
て
、
ヴ
ィ
ニ
ツ
キ
ー

＝
セ
ル
ッ
シ
ー
は
①
多
元
的
な
主
張
を
寛
容
す
る
政
治
文
化

が
存
在
す
る
か
、
②
歴
史
的
事
実
が
現
在
の
政
治
的
力
学
に

直
接
な
影
響
を
持
つ
か
、
③
主
流
に
反
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
す
る
場
合
、
記
憶
行
為
者
が
世
論
か
ら
の
支
持
、
国
家
や

自
治
体
か
ら
の
公
的
支
援
、
財
源
な
ど
社
会
資
源
を
取
り
付

け
ら
れ
る
か
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
直
後
、
日
本
社
会
が
オ
ウ
ム
を
「
公

共
の
敵
」
と
み
な
し
、
徹
底
的
な
排
除
を
求
め
た
と
い
う
点

で
は
、
オ
ウ
ム
事
件
は
一
時
的
に
日
本
社
会
の
結
束
感
を
高

め
る
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
オ

ウ
ム
を
巡
る
論
争
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
序
文
で
紹
介
し

た
死
刑
執
行
に
関
す
る
集
会
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
む
し
ろ

分
断
と
対
立
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
続
い

て
は
、
こ
の
よ
う
な
意
見
の
衝
突
が
オ
ウ
ム
事
件
の
コ
メ
モ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
き
た
の
か
を
見

て
い
き
た
い
。

3
オ
ウ
ム
事
件
を
巡
る
記
憶
活
動

3-

1　

全
国
メ
ディ
ア22

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生
直
後
か
ら
オ
ウ
ム
真
理
教
の
関

与
が
疑
わ
れ
、ニ
ュ
ー
ス
や
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
は
オ
ウ
ム
一
色
に

染
ま
っ
た
。日
々
繰
り
返
さ
れ
る
報
道
で
最
も
普
遍
的
な
ト
ラ

ウ
マ
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
は
、オ
ウ
ム
と
い
う
国
家
転
覆
を
た
く
ら

む「
邪
悪
な
組
織
」が
無
差
別
テ
ロ
を
通
し
て「
善
良
な
市
民

社
会
」を
恐
怖
の
ど
ん
底
に
陥
れ
た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

第
一
報
か
ら
報
道
各
社
は
事
件
を
「
我
が
国
の
社
会
全
体

に
対
す
る
露
骨
な
挑
戦23

」 「
想
像
を
絶
す
る
犯
行
」
と
断
罪
し24

、 

徹
底
的
な
真
相
解
明
を
訴
え
た
。
ま
た
「
国
家
に
対
す
る
重

大
な
挑
戦25

」 「
日
本
全
体
を
相
手
に
し
た
戦
争26

」 

な
ど
の
表
現

は
サ
リ
ン
事
件
が
国
家
の
存
亡
に
か
か
わ
る
危
機
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
た
。
産
経
新
聞
は
犯
人
を
「
単
な
る
犯
罪
者
と

考
え
ず
、
善
良
な
市
民
全
体
に
〝
戦
争
〞
を
仕
掛
け
た
敵
と

思
っ
て
協
力
し
よ
う
で
は
な
い
か
」
と
主
張
し
「
善
―
悪
」

「
味
方
―
敵
」
の
図
を
鮮
明
に
し
て
い
る27

。
野
中
広
務
国
家
公

安
委
員
長
（
当
時
）
も
「
国
家
そ
の
も
の
が
危
機
に
瀕
し
て

い
る
と
い
う
意
識
が
あ
る
…
…
向
こ
う
も
国
家
体
制
を
と
っ

て
や
っ
て
い
る
と
推
測
せ
ざ
る
を
得
ず
、
国
と
国
と
の
戦
い

と
い
う
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
」
と
「
日
本
対
オ
ウ
ム
」

の
構
図
を
支
持
し
た28

。 

事
件
か
ら
二
日
後
の
強
制
捜
査
を
皮
切
り
に
オ
ウ
ム
真
理

教
の
実
態
解
明
を
巡
る
競
争
は
加
速
、
過
熱
し
た
。
各
社
は

競
っ
て
オ
ウ
ム
の
教
義
、
修
行
内
容
や
武
装
計
画
な
ど
を
時

系
列
的
に
紹
介
す
る
こ
と
で
、
当
初
の
得
体
の
し
れ
な
い
存

在
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
組
織
的
に
日
本
転
覆
を
は
か

る
カ
ル
ト
集
団
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
段
階
的
に
形
成
さ
れ
た
。

「
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
や
「
洗
脳
」
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
信

者
を
従
順
な
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す

る
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
報
道
も
世
に
あ
ふ
れ
た
。
こ
う
し

て
オ
ウ
ム
は
市
民
社
会
の
価
値
観
を
脅
か
す
「
公
共
の
敵
」

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
特
に
首
謀
者
と
し
て
の
麻
原
は
ヒ

ト
ラ
ー
の
よ
う
な
「
悪
」
の
要
素
を
凝
縮
し
内
包
す
る
「
聖

な
る
悪
」（sacred evil

）
と
し
て
の
価
値
が
付
与
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

一
方
、
オ
ウ
ム
の
幹
部
が
テ
レ
ビ
に
出
演
し
、
彼
ら
の
主

張
を
そ
の
ま
ま
生
放
送
す
る
手
法
が
問
題
視
さ
れ
た
り
、
四

月
に
オ
ウ
ム
の
「
科
学
技
術
省
大
臣
」
で
、
武
装
計
画
の
中

心
人
物
で
あ
っ
た
村
井
秀
夫
が
報
道
陣
に
囲
ま
れ
た
中
で
暴

力
団
関
係
者
の
男
に
刺
殺
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
過
熱
し
た
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劇
場
型
報
道
は
一
部
批
判
を
招
い
た29

。 

報
道
各
社
の
松
本
サ
リ
ン
事
件
に
関
す
る
対
応
も
興
味
深

い
。
五
月
一
六
日
に
麻
原
が
逮
捕
さ
れ
、
林
郁
夫
な
ど
の
実

行
犯
も
供
述
を
始
め
た
こ
と
で
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
捜
査

は
大
き
く
進
展
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
一
九
九
四

年
六
月
二
七
日
の
松
本
サ
リ
ン
事
件
発
生
か
ら
一
年
の
時
期

と
重
な
り
、
事
件
の
真
相
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

警
察
や
報
道
機
関
が
以
前
被
害
者
の
河
野
義
行
を
被
疑
者
扱

い
し
て
い
た
過
ち
を
認
め
る
必
要
性
が
生
じ
た
。
警
察
や
報

道
の
非
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
松
本
サ
リ
ン
事
件
に
関

し
て
は
日
本
社
会
を
「
善
」、
オ
ウ
ム
を
「
絶
対
悪
」
と
す
る

従
来
の
勧
善
懲
悪
の
象
徴
的
構
図
が
完
全
に
当
て
は
ま
ら
な

い
こ
と
を
意
味
し
た
。
強
制
捜
査
以
降
、
報
道
各
社
は
す
で

に
河
野
に
対
し
て
陳
謝
を
し
て
い
た
が
、
一
九
九
五
年
六
月

に
は
改
め
て
テ
レ
ビ
、
新
聞
各
社
が
相
次
い
で
謝
罪
の
意
を

示
し
た30

。
松
本
サ
リ
ン
事
件
か
ら
一
年
の
境
に
は
、
事
実
関

係
を
改
め
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
警
察
の
初
動
捜
査
ミ

ス
や
報
道
機
関
の
裏
付
け
不
足
な
ど
を
検
証
す
る
特
集
な
ど

が
多
数
組
ま
れ
た31

。

一
九
九
五
年
末
に
か
け
て
は
坂
本
弁
護
士
一
家
の
遺
体
が

発
見
さ
れ
捜
査
が
進
展
し
、
一
九
九
六
年
に
は
T
B
S
が
未

放
送
の
坂
本
弁
護
士
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
テ
ー
プ
を
オ
ウ
ム

幹
部
に
見
せ
て
い
た
「
T
B
S
問
題
」
が
表
面
化
し
、
組
織

的
隠
ぺ
い
を
図
っ
た
T
B
S
の
不
誠
実
な
対
応
と
相
ま
っ
て
、

オ
ウ
ム
事
件
に
対
す
る
報
道
姿
勢
は
更
に
メ
デ
ィ
ア
不
信
を

招
く
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
事
象
は
警
察
の
捜
査
ミ
ス
や
報
道
の
あ
り
か
た

な
ど
の
問
題
点
を
あ
る
程
度
喚
起
し
た
が
、
一
九
九
六
年
以

降
の
オ
ウ
ム
報
道
は
、
松
本
サ
リ
ン
事
件
を
除
い
て
は
オ
ウ

ム
を
「
悪
の
集
団
」
と
す
る
報
道
が
依
然
と
し
て
一
般
的
で

あ
り
、
オ
ウ
ム
を
「
犯
罪
集
団
」「
カ
ル
ト
集
団
」
と
み
な
す

安
直
な
報
道
が
氾
濫
し
て
い
る
。
近
年
で
は
、
知
識
人
や
専

門
家
、
元
捜
査
関
係
者
な
ど
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
た

り
、
記
憶
の
「
風
化
」
を
危
惧
す
る
声
を
紹
介
す
る
記
事
も

多
く
み
ら
れ
る32

。

ま
た
松
本
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
両
事
件
な
ど
に
関
し
て
定
期

的
に
報
道
特
集
な
ど
が
組
ま
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
前
出
の

河
野
は
筆
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
次
の
よ
う
な
意
見
を
述

べ
て
い
る
。

河
野
：
メ
デ
ィ
ア
っ
て
い
う
の
は
事
件
か
ら
区
切
り
の
い

い
年
数
で
ま
あ
特
集
と
か
特
番
と
か
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
る

わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
の
一
方
的
な
都
合
な
ん

で
す
よ
。
ホ
ン
ト
は
だ
か
ら
、
ホ
ン
ト
に
新
し
い
こ
と
が

起
こ
っ
た
時
に
、
特
番
組
む
と
か
、
い
う
こ
と
で
、
区
切

り
っ
て
い
う
の
は
単
に
単
純
的
に
時
間
軸
の
長
さ
で
こ
う

区
切
っ
て
く
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
、
本
来
。
例

え
ば
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
が
で
き
た
っ
て
い
う
こ
と
は

大
き
な
区
切
り
な
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
時
は
ド
ン
と
特

番
組
ん
で
も
ら
え
り
ゃ
い
い
ん
だ
け
ど
、
言
っ
て
み
れ
ば

十
年
経
っ
た
か
ら
し
て
ワ
ッ
と
や
っ
て
、
ま
た
次
は
二
十

年
経
っ
た
か
ら
ワ
ッ
と
や
っ
て
、
あ
と
は
も
う
こ
れ
で
終

わ
っ
て
く
み
た
い
な
ね
、
メ
デ
ィ
ア
の
都
合
だ
け
っ
て
い

う
感
じ
は
す
る
ん
で
す
よ
ね
…
…
区
切
り
じ
ゃ
な
く
て
実

際
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
時
に
、
そ
れ
を
テ
ー
マ
で
特

番
組
む
な
り
、
っ
て
い
う
こ
と
を
や
っ
た
方
が
な
ん
か
ス

ッ
キ
リ
す
る
ん
だ
け
れ
ど
ね33

。

オ
ウ
ム
事
件
を
巡
る
定
期
的
な
コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
報

道
は
被
害
者
な
ど
事
件
当
事
者
の
視
点
や
意
図
と
は
必
ず
し

も
一
致
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

3-
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国
家
機
関
、地
方
自
治
体
の
対
応

国
家
機
関
は
オ
ウ
ム
事
件
を
集
合
的
記
憶
と
し
て
構
築
す

る
に
あ
た
っ
て
限
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
警
察
、
公

安
の
捜
査
や
刑
事
裁
判
が
事
実
解
明
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
他
の
行
政
や

立
法
機
関
の
対
応
を
見
て
み
る
と
、
国
は
公
的
な
形
で
オ
ウ

ム
事
件
に
関
す
る
記
憶
行
為
を
主
導
し
た
り
参
加
す
る
こ
と

に
対
し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

a
　
国

国
の
オ
ウ
ム
事
件
の
対
応
で
も
っ
と
も
持
続
的
影
響
が
あ

っ
た
の
は
法
整
備
で
あ
る
。
事
件
後
、
オ
ウ
ム
が
一
九
八
九

年
に
東
京
都
か
ら
宗
教
法
人
の
認
可
を
受
け
て
い
た
こ
と
が

問
題
視
さ
れ
、
オ
ウ
ム
は
一
九
九
五
年
六
月
に
宗
教
法
人
格

を
剝
奪
さ
れ
た
。
一
九
九
五
年
一
二
月
に
は
宗
教
法
人
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
宗
教
法
人
に
対
す
る
国
の
権
限
強
化
が

図
ら
れ
た
。
ま
た
破
防
法
に
基
づ
く
解
散
処
分
請
求
が
棄
却

さ
れ
た
こ
と
で
、「
オ
ウ
ム
新
法
」
制
定
が
加
速
し
、
一
九
九

九
年
に
は
「
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制

に
関
す
る
法
律
」
通
称
「
団
体
規
制
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
団

体
規
制
法
に
基
づ
い
て
観
察
処
分
に
置
か
れ
た
団
体
は
書
類

の
提
出
を
義
務
付
け
ら
れ
、
公
安
や
警
察
は
事
前
通
告
な
し

で
立
ち
入
り
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
公
安
調
査
庁
は

三
年
ご
と
に
観
察
処
分
の
更
新
を
請
求
で
き
、
二
〇
一
八
年

一
二
月
現
在
で
は
ア
レ
フ
や
ひ
か
り
の
輪
な
ど
に
対
す
る
観

察
処
分
が
継
続
中
で
あ
る
。

宗
教
団
体
の
犯
罪
抑
止
や
治
安
維
持
の
観
点
か
ら
の
国
の

立
法
的
対
応
は
比
較
的
迅
速
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し

被
害
者
の
救
済
と
い
う
点
で
は
国
の
反
応
は
鈍
か
っ
た
。
当

初
、
二
つ
の
サ
リ
ン
事
件
や
そ
の
他
の
殺
人
事
件
の
被
害
者

や
遺
族
に
対
し
て
、
政
府
は
損
失
回
復
は
被
害
者
が
直
接
加

害
者
に
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
で

あ
っ
た34

。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
九
八
年
に
は
「
地
下
鉄
サ

リ
ン
事
件
被
害
者
の
会
」
の
強
い
働
き
掛
け
も
あ
り
、
国
側

が
オ
ウ
ム
に
請
求
し
た
債
権
を
事
実
上
放
棄
す
る
特
例
法
が
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制
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
被
害
者
遺
族
ら
が
オ
ウ
ム
か
ら
債
権

の
支
払
い
を
優
先
的
に
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た35

。
し
か

し
負
債
額
が
オ
ウ
ム
の
資
産
を
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と
で
、
被

害
者
が
回
収
で
き
た
債
権
は
二
〇
〇
八
年
時
点
で
認
定
額
の

四
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
た36

。

両
サ
リ
ン
事
件
に
対
す
る
自
治
体
の
対
応
も
ば
ら
つ
き
が

あ
っ
た
。
松
本
市
で
は
救
済
措
置
と
し
て
被
害
者
の
外
来
診

察
の
費
用
を
公
費
負
担
し
た
り「
被
害
者
健
康
管
理
基
金
」を

も
と
に
健
康
診
断
を
行
う
試
み
が
あ
っ
た37

。
一
方
、
被
害
者
が

首
都
圏
に
分
散
し
て
い
た
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
場
合
、
自

治
体
レ
ベ
ル
で
被
害
者
支
援
を
行
う
動
き
は
下
火
で
あ
っ
た
。

被
害
者
へ
の
公
的
救
済
が
滞
る
中
、
一
九
九
九
年
に
は
民

間
レ
ベ
ル
で
サ
リ
ン
事
件
被
害
者
を
支
援
す
る
「
サ
リ
ン
事

件
等
共
助
基
金
」
が
設
立
さ
れ
、
国
の
救
済
を
求
め
る
動
き

が
加
速
し
た
。
被
害
者
支
援
団
体
の
継
続
的
な
ロ
ビ
イ
ン
グ

も
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
に
は
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」
が

制
定
さ
れ
翌
年
施
行
さ
れ
た
。
国
・
地
方
自
治
体
が
犯
罪
被

害
者
の
被
害
回
復
や
軽
減
に
努
め
る
責
務
と
施
策
推
進
を
明

文
化
し
た
法
律
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
に
は
、
犯
罪
被
害
者

等
基
本
法
の
理
念
を
土
台
と
し
、
財
源
や
給
付
額
な
ど
を
巡

り
政
党
間
の
交
渉
を
経
て
「
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等

を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
が
制

定
さ
れ
た
。
国
か
ら
「
見
舞
金
」
と
い
う
形
で
賠
償
金
が
支

払
わ
れ
る
こ
と
で
、
被
害
者
支
援
団
体
の
悲
願
で
あ
っ
た
被

害
者
の
公
的
支
援
と
い
う
大
き
な
目
標
が
達
成
さ
れ
た
。
二

〇
一
〇
年
時
点
で
被
害
者
の
う
ち
八
三
％
が
給
付
金
の
支
払

い
を
受
け
た
一
方38

、
事
件
を
思
い
出
し
た
く
な
い
と
申
請
を

辞
退
す
る
被
害
者
も
い
た39

。

こ
れ
ま
で
国
の
立
法
や
行
政
的
対
応
を
論
じ
て
き
た
が
、

国
際
的
な
他
の
テ
ロ
事
件
と
比
較
し
て
オ
ウ
ム
事
件
の
対
応

で
際
立
つ
の
が
、
国
が
終
始
追
悼
式
、
記
念
碑
や
資
料
館
な

ど
を
通
し
て
公
共
的
記
憶
を
形
成
す
る
こ
と
に
消
極
的
で
あ

っ
た
こ
と
だ
。
例
え
ば
9
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
の
ワ
ー
ル
ド
・

ト
レ
ー
ド
・
セ
ン
タ
ー
跡
地
で
は
資
料
館
と
公
園
が
建
設
さ

れ
て
い
る
し
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
7
・
7
同
時
多
発
テ
ロ
の
慰

霊
碑
が
事
件
か
ら
四
年
後
の
二
〇
〇
九
年
に
ハ
イ
ド
パ
ー
ク

に
建
て
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
追
悼
プ
ロ
セ
ス
と
は
対
照
的
に
、

日
本
政
府
が
両
サ
リ
ン
事
件
の
追
悼
式
を
行
っ
た
り
記
念
碑

建
立
な
ど
を
主
導
、
支
援
す
る
よ
う
な
動
き
は
な
か
っ
た
。
地

下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
「
公
式
」
な
メ
モ
リ
ア
ル
と
し
て
あ
る

の
は
地
下
鉄
千
代
田
線
霞
ケ
関
駅
に
あ
る
追
悼
プ
レ
ー
ト
の

み
で
あ
る
。
毎
年
三
月
二
〇
日
に
首
相
や
閣
僚
が
霞
ケ
関
駅

を
訪
れ
献
花
を
す
る
こ
と
は
慣
例
化
し
て
い
る
が
、
公
式
な

追
悼
様
式
を
制
度
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
行
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。

数
少
な
い
国
に
よ
る
コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
例
と
し
て
は
、

警
察
博
物
館
が
開
催
し
た
「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生
か
ら

20
年
」
と
題
さ
れ
た
企
画
展
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二
〇
一
五
年

三
月
か
ら
期
間
限
定
で
開
か
れ
た
小
規
模
な
展
示
で
は
、
室

内
に
事
件
発
生
直
後
の
警
察
の
無
線
音
声
が
流
れ
、
緊
迫
し

た
雰
囲
気
を
再
現
し
て
い
た
。
パ
ネ
ル
で
は
オ
ウ
ム
事
件
の

背
景
が
時
系
列
的
に
説
明
さ
れ
て
お
り
、
駅
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
で
の
現
場
写
真
や
、
上か

み

九く

一い

色し
き

総
本
山
道
場
へ
の
強
制

捜
査
の
写
真
、
新
聞
記
事
な
ど
が
数
多
く
展
示
さ
れ
た
。
治

安
維
持
の
方
針
や
化
学
テ
ロ
対
策
に
つ
い
て
の
紹
介
も
あ
り
、

各
国
の
化
学
防
護
服
の
レ
プ
リ
カ
も
数
着
陳
列
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、
坂
本
弁
護
士
一
家
失
踪
や
松
本
サ
リ
ン
事
件
な
ど
を

巡
る
警
察
の
不
備
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
当
た
ら
ず
、
国

家
側
の
「
公
式
の
記
憶
」
と
し
て
の
選
択
性
を
示
す
も
の
だ

っ
た
。
ま
た
後
継
団
体
の
説
明
で
は
ひ
か
り
の
輪
は
「
上
祐

派
」
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
麻
原
の
影
響
力
を
隠
し
て
い

る
と
い
う
従
来
の
当
局
側
の
主
張
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

b
　
地
方
政
治

地
方
行
政
の
対
応
で
は
オ
ウ
ム
事
件
を
忘
れ
、
オ
ウ
ム
の

痕
跡
を
無
く
し
た
い
と
い
う
動
き
が
主
流
で
あ
っ
た
。
そ
の

最
も
顕
著
な
例
が
総
本
山
道
場
が
あ
っ
た
山
梨
県
旧
上
九
一

色
村
で
あ
る
。
事
件
後
「
上
九
一
色
」
と
い
う
地
名
自
体
が

オ
ウ
ム
と
関
連
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
た
ち

は
オ
ウ
ム
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
に
対
し
て
記
憶
の
忘
却
と
遺
物

の
消
去
を
選
択
し
た
。
一
九
九
六
年
に
は
オ
ウ
ム
の
破
産
宣

告
を
受
け
サ
テ
ィ
ア
ン
群
は
ほ
と
ん
ど
取
り
壊
さ
れ
、
サ
リ

ン
工
場
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
第
七
サ
テ
ィ
ア
ン
も
一
九

九
八
年
末
に
解
体
さ
れ
た
。
跡
地
近
く
で
は
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
挽
回
を
目
指
し
て
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
富
士
ガ
リ
バ
ー
王
国
」

が
一
九
九
七
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
客
足
が
伸
び
悩
み
数

年
で
閉
鎖
し
た40

。
現
在
で
は
第
二
サ
テ
ィ
ア
ン
跡
地
に
公
園

が
整
備
さ
れ
、「
慰
霊
碑
」
と
だ
け
記
さ
れ
た
石
碑
が
建
つ
。

村
の
関
係
者
に
よ
る
と
、
サ
テ
ィ
ア
ン
で
殺
さ
れ
た
信
者
の

た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
住
民
た
ち
が
死
ん
だ
信
者
に

思
い
を
向
け
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
事
件
の
説
明
な
ど
は
入

れ
て
な
い
と
い
う41

。
一
方
、
慰
霊
碑
に
説
明
が
な
い
の
は
、
地

域
住
民
が
事
件
を
忘
れ
た
が
っ
て
い
る
の
と
、
信
者
が
巡
礼

に
来
る
の
を
防
ぐ
た
め
と
い
う
説
明
も
あ
る42

。
元
村
長
は
、
当

時
の
目
標
は
信
徒
退
出
と
施
設
の
完
全
解
体
で
あ
り
「
事
件

を
伝
え
る
た
め
に
で
き
た
の
は
、
慰
霊
碑
の
建
設
が
限
界
だ

っ
た
。
教
団
が
作
っ
た
も
の
を
残
す
な
ん
て
、
選
択
肢
に
な

か
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る43

。
村
自
体
も
二
〇
〇
六
年
の
平
成

の
大
合
併
で
甲
府
市
と
富
士
河
口
湖
町
に
統
合
さ
れ
、
地
名

自
体
が
消
滅
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
他
の
地
方
自
治
体
で
も
、
オ
ウ
ム
の
痕
跡
は
社
会
に

と
っ
て
の
「
汚
物
」「
異
物
」
と
し
て
で
き
る
限
り
消
去
す
る

と
い
う
姿
勢
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
端
を
示
し
た
の

が
市
町
村
の
転
入
届
不
受
理
問
題
で
あ
る
。
団
体
規
制
法
を

巡
る
議
論
が
進
展
し
、
オ
ウ
ム
に
対
す
る
関
心
が
再
び
再
燃

し
た
一
九
九
九
年
ご
ろ
か
ら
は
、
全
国
各
地
の
施
設
近
く
で

住
民
た
ち
が
反
対
運
動
を
活
発
化
さ
せ
、
監
視
小
屋
を
設
立
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し
た
り
、
行
政
に
信
者
の
住
民
票
を
受
け
入
れ
な
い
よ
う
求

め
た
。
多
く
の
地
方
自
治
体
は
住
民
側
の
要
望
に
応
え
、
麻

原
の
家
族
や
信
者
の
転
入
届
を
拒
否
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

オ
ウ
ム
（
ア
レ
フ
）
側
は
決
定
取
り
消
し
と
損
害
賠
償
を
求

め
裁
判
を
起
こ
し
た
。
裁
判
で
は
不
受
理
す
る
こ
と
自
体
に

法
的
根
拠
が
な
い
と
し
て
自
治
体
側
が
こ
と
ご
と
く
敗
訴
し

た44

。
同
時
期
に
は
、
住
民
の
意
見
を
背
景
に
栃
木
県
大
田
原

市
や
茨
城
県
竜
ケ
崎
市
の
市
教
委
が
麻
原
の
子
供
の
就
学
を

拒
否
し
た
。
こ
の
よ
う
に
地
方
行
政
が
「
住
民
の
ト
ラ
ウ
マ
、

不
安
」
や
「
オ
ウ
ム
排
除
」
の
大
義
名
分
の
下
に
信
者
や
子

供
の
基
本
的
人
権
を
無
視
し
違
法
行
為
を
是
認
し
た
と
い
う

こ
と
は
、
現
在
で
は
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
日
本
社

会
に
と
っ
て
の
大
き
な
汚
点
で
あ
る
。

3-

3　

知
識
人
た
ち
の
論
争

オ
ウ
ム
事
件
を
巡
っ
て
は
知
識
人
が
専
門
分
野
の
垣
根
を

越
え
て
議
論
に
参
加
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
公

共
の
意
見
形
成
で
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
オ
ウ
ム

に
反
対
す
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
「
反
カ
ル
ト
」
の
人
物
た

ち
で
あ
る
。
オ
ウ
ム
の
危
険
性
を
い
ち
早
く
関
知
し
て
い
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
江
川
紹
子
や
滝
本
太
郎
弁
護
士
な
ど
は
連

日
の
テ
レ
ビ
報
道
で
重
宝
さ
れ
、
テ
レ
ビ
に
出
演
す
る
オ
ウ

ム
幹
部
の
主
張
の
矛
盾
を
追
及
す
る
な
ど
い
わ
ば
世
論
の
代

弁
者
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
た
。
ま
た
、
マ
イ
ン
ド
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
専
門
家
を
自
認
す
る
社
会
心
理
学
者
の
西
田
公

昭
や
計
算
言
語
学
者
の
苫
米
地
英
人
な
ど
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

を
通
し
て
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
デ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
過
程
を
解
説
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
反
カ
ル
ト
」
的
な
立

場
が
提
示
す
る
概
念
に
対
す
る
異
議
の
声
は
相
対
的
に
弱
く
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
論
調
で
煽
情
的
な
「
カ
ル
ト
」
論
が
中
心

と
な
る
な
か
、
そ
の
学
術
的
批
判
が
世
論
に
根
付
く
こ
と
は

な
か
っ
た
。
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
す
で
に

活
発
な
議
論
が
存
在
し
て
お
り
、
字
数
制
限
の
関
係
も
あ
り

省
く
が
、
こ
こ
で
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
「
カ
ル
ト
」「
マ
イ

ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
論
か
ら
離
れ
た
言
説
に
注
目
し
た
い
。

a
　
村
上
春
樹

オ
ウ
ム
事
件
を
め
ぐ
る
言
説
の
一
つ
の
転
換
点
は
村
上
春

樹
の
『
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
』
二
部
作
で
あ
っ
た
。
知
識

人
が
競
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ウ
ム
論
を
展
開
し
、
加
害
者
と

し
て
の
オ
ウ
ム
に
議
論
が
集
中
し
て
い
た
な
か
、
村
上
が
「
ア

ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
の
連
載
を
通
し
て
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
被
害
者
の
み
に
焦
点
を
当
て
た
こ
と
は
あ
る
意
味
画
期
的

で
あ
っ
た
。
当
時
「『
加
害
者
＝
オ
ウ
ム
関
係
者
』
の
一
人
ひ

と
り
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
な
ど
に
よ
っ
て

細
部
ま
で
明
確
に
さ
れ
、
一
種
魅
惑
的
な
情
報
や
物
語
と
し

て
世
間
に
あ
ま
ね
く
伝
播
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
も
う
一
方

の
『
被
害
者
＝
一
般
市
民
』
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
扱
い
が
、
ま

る
で
と
っ
て
つ
け
た
み
た
い
だ
っ
た
」
と
村
上
は
指
摘
す
る45

。

村
上
は
飛
び
交
う
論
説
か
ら
距
離
を
置
い
た
う
え
で
、
対

話
を
通
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
イ
ー
の
生
い
立
ち
、
職
業
、
趣
味
、

家
族
構
成
な
ど
を
掘
り
下
げ
た
う
え
で
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
や

人
柄
な
ど
を
輪
郭
づ
け
て
い
く
。「『
被
害
者
』
一
人
ひ
と
り

の
顔
だ
ち
の
細
部
を
少
し
で
も
明
確
に
あ
り
あ
り
と
浮
か
び

あ
が
ら
せ
た
か
っ
た
か
ら
だ46

」。
結
果
と
し
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
は
多
様
性
に
富
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
事
件
発
生
当

時
の
恐
怖
を
鮮
明
に
語
る
人
や
、
麻
原
に
対
し
て
怒
り
を
あ

ら
わ
に
す
る
証
言
者
も
い
る
。
一
方
、
警
察
の
対
応
が
遅
き

に
失
し
た
と
憤
る
声
も
あ
る
。
多
く
の
被
害
者
が
目
の
機
能

低
下
や
頭
痛
、
P
T
S
D
や
睡
眠
障
害
な
ど
の
後
遺
症
を
訴

え
、
健
康
被
害
が
決
し
て
一
過
性
で
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。

村
上
は
こ
う
し
た
声
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
結
論
で
オ
ウ

ム
信
者
は
日
本
社
会
の
「
こ
ち
ら
側
」
の
物
語
を
拒
否
し
た

う
え
で
、
麻
原
が
約
束
す
る
「
あ
ち
ら
側
」
の
物
語
に
全
権

委
任
を
す
る
形
で
自
我
を
放
棄
し
た
と
い
う
仮
説
を
立
て
る
。

「
信
者
た
ち
は
一
方
的
に
麻
原
に
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
純
粋
の
受
け
身
の
被
害
者
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
自
身
、
積
極
的
に

0

0

0

0

麻
原
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
の
だ47

」
と
村
上
は

推
測
す
る
。

続
編
と
な
る
一
九
九
八
年
に
連
載
さ
れ
た
『
約
束
さ
れ
た

場
所
で　

underground2

』
で
村
上
は
現
役
信
者
（
当
時
）
や

元
信
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
入
信
動
機
や
教
団
内
の
生

活
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
ぶ
つ
け
て
い
る
。
中
に
は
麻
原
に

性
行
為
を
迫
ら
れ
、
そ
の
後
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
記
憶
を
消
さ

れ
た
と
い
う
元
信
者
も
い
れ
ば
、
L
S
D
を
投
与
す
る
「
キ

リ
ス
ト
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
で
オ
ウ
ム
に
幻
滅
し
た
と

い
う
者
も
い
る
。
麻
原
の
呼
称
も
「
麻
原
」
と
呼
び
捨
て
に

し
た
り
「
尊
師
」
や
「
松
本
さ
ん
」
と
呼
ぶ
な
ど
ま
ち
ま
ち

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
距
離
の
取
り
方
が
う
か
が
え
る
。
オ
ウ
ム

の
議
論
や
報
道
へ
の
不
満
も
あ
る
。「
単
に
『
マ
イ
ン
ド
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
』
と
い
う
言
葉
で
片
づ
け
ら
れ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
僕
は
、
少
な
く
と
も
そ
ん
な
単
純
で
は
な
い
、
と
言
い

た
い48

」、「
と
に
か
く
マ
ス
コ
ミ
に
あ
れ
だ
け
の
こ
と
を
一
方

的
に
や
ら
れ
た
ら
、
も
う
何
も
信
用
で
き
な
い
と
い
う
か
、
嫌

悪
感
が
先
に
た
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す49

」
な
ど
の
証
言
で
あ
る
。
村

上
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
振
り
返
っ
て
、「
カ
ル
ト
宗
教
に
意
味

を
求
め
る
人
々
の
大
半
は
、
べ
つ
に
異
常
な
人
々
で
は
な
い
。

落
ち
こ
ぼ
れ
で
も
な
け
れ
ば
、
風
変
わ
り
な
人
で
も
な
い
。
彼

ら
は
、
私
や
あ
な
た
の
ま
わ
り
に
暮
ら
し
て
い
る
普
通
（
あ

る
い
は
見
方
に
よ
っ
て
は
普
通
以
上

0

0

0

0

）
の
人
々
な
の
だ50

」
と
締

め
括
っ
て
い
る
。

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
を
通
し
て
様
々
な
視
点
を
紹
介

す
る
「
場
」
を
提
供
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、「
ア
ン

ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
二
作
は
「
多
声
的
コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

の
例
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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b
　
森
達
也

オ
ウ
ム
論
の
多
く
は
オ
ウ
ム
内
部
の
情
報
を
得
る
に
あ
た

っ
て
、
外
部
と
の
接
触
を
拒
否
し
が
ち
な
現
役
信
者
で
は
な

く
、
す
で
に
棄
教
し
た
元
信
者
に
頼
る
傾
向
が
強
い
。
結
果

と
し
て
、
事
件
後
村
井
秀
夫
、
早
川
紀
代
秀
や
上
祐
史
浩
な

ど
高
弟
が
テ
レ
ビ
な
ど
に
出
演
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
現

役
サ
マ
ナ
（
オ
ウ
ム
真
理
教
の
出
家
信
者
）
の
声
が
そ
の
ま
ま

記
録
さ
れ
た
り
発
信
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
皆
無
だ
っ
た
。
穿

っ
た
見
方
を
す
る
と
、
そ
こ
に
は
お
そ
ら
く
「
元
信
者
」
と

し
て
麻
原
を
否
定
し
、
市
民
社
会
の
価
値
観
と
融
和
し
た
人

物
で
な
け
れ
ば
取
材
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
共
通
認
識
が

報
道
関
係
者
や
研
究
者
の
間
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
村
上
が
そ
の
タ
ブ
ー
を
あ
る
程
度
破
っ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
の
タ
ブ
ー
の
存
在
自
体
に
疑
問
を
呈
し
た
の
が
森
達

也
の
『
A
』（
一
九
九
八
年
公
開
）
と
『
A
2
』（
二
〇
〇
一
年

公
開
）
で
あ
る
。

森
は
本
来
『
A
』
を
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て

企
画
し
て
い
た
が
、
制
作
会
社
か
ら
許
可
が
下
り
な
い
た
め
、

結
局
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
安
岡
卓
治
と
と
も
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
と
し
て
自
主
制
作
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
作
品
内

で
は
、
広
報
部
長
の
荒
木
浩
な
ど
に
密
着
す
る
形
で
、
オ
ウ

ム
信
者
の
修
行
や
食
事
な
ど
の
日
常
生
活
を
記
録
し
て
お
り
、

報
道
陣
の
取
材
手
法
や
地
元
住
民
の
抗
議
活
動
な
ど
の
様
子

が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。『
A
』
で
最
も
有
名
な
の
は
警
察
捜

査
官
が
信
者
を
摑
ん
で
一
緒
に
倒
れ
、
公
務
執
行
妨
害
で
信

者
を
逮
捕
す
る
場
面
で
あ
る
。
事
件
発
生
後
、
森
は
録
画
テ

ー
プ
を
証
拠
と
し
て
提
出
し
、
信
者
は
釈
放
さ
れ
る
。

続
編
と
な
る
『
A
2
』
で
森
は
ア
レ
フ
信
者
と
地
域
社
会

の
間
に
あ
る
社
会
的
緊
張
を
中
心
に
映
し
出
し
て
い
る
。
右

翼
団
体
が
上
祐
に
対
し
て
街
宣
抗
議
を
行
っ
た
り
、
オ
ウ
ム

信
者
が
監
禁
暴
行
さ
れ
警
察
に
保
護
さ
れ
た
と
い
う
事
件
の

顚
末
を
追
う
な
ど
緊
迫
し
た
場
面
も
映
さ
れ
る
一
方
、
信
者

が
住
民
に
修
行
法
を
披
露
し
た
り
、
住
民
側
が
監
視
小
屋
の

解
体
を
す
る
な
ど
、
緊
張
の
緩
和
と
社
会
融
和
の
可
能
性
を

示
唆
す
る
場
面
も
あ
る
。

森
は
そ
の
後
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
の
『
A
3
』（
二

〇
一
一
）
で
麻
原
は
精
神
病
を
病
ん
で
お
り
治
療
が
必
要
で

あ
る
と
「
オ
ウ
ム
事
件
真
相
究
明
の
会
」
と
つ
な
が
る
主
張

を
展
開
し
て
い
る
。
最
新
刊
の
『
A
4
』（
二
〇
一
七
）
で
は

元
信
者
二
人
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
形
で
オ
ウ
ム
内
の
生
活

や
タ
ン
ト
ラ
・
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
聞

く
な
ど
対
話
を
重
視
す
る
手
法
を
踏
襲
し
て
い
る
。
森
の
作

品
は
長
年
の
間
オ
ウ
ム
に
対
し
て
同
情
的
で
あ
る
と
し
て
、

「
反
カ
ル
ト
」
的
な
立
場
の
人
物
た
ち
か
ら
厳
し
い
批
判
を
受

け
て
き
た
。

『
A
』『
A
2
』
が
事
件
後
の
オ
ウ
ム
内
部
の
日
常
生
活
を

映
像
と
し
て
記
録
し
た
こ
と
は
そ
れ
自
体
が
前
代
未
聞
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
挑
戦
的
な
の
は
、
森
が
村
上
と
同
様

に
棄
教
を
取
材
の
前
提
と
せ
ず
、
現
役
信
者
を
「
支
配
さ
れ

た
傀
儡
」
と
仮
定
せ
ず
「
信
仰
を
持
つ
主
体
」
と
し
て
扱
い
、

論
理
的
な
会
話
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
対
話
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
宗
教
学
の
方
法
論
に
も
直
結
す
る
。
彼

ら
の
作
品
は
「『
現
役
カ
ル
ト
信
者
』
は
正
当
な
主
体
性
を
持

0

0

0

0

0

0

0

0

つ
人
物

0

0

0

と
し
て
取
材
に
値
す
る
か
」
と
い
う
根
本
的
な
問
題

を
提
起
し
て
い
る
か
ら
だ51

。
宗
教
団
体
の
世
界
観
を
共
有
し

よ
う
と
す
る
「
潜
り
込
み
」
的
調
査
手
法
が
否
定
さ
れ
た
現

在
、
日
本
の
宗
教
学
か
ら
ま
と
ま
っ
た
答
え
は
出
て
い
な
い

よ
う
だ
が
、
私
見
を
述
べ
る
な
ら
、
森
の
作
品
に
対
す
る
社

会
的
批
判
や
そ
の
後
の
知
識
層
の
意
見
の
分
断
を
加
味
し
て

考
え
る
と
、今
後
日
本
の
研
究
者
が「
カ
ル
ト
信
者
」の「
主
体

性
」
を
認
め
る
か
に
お
い
て
懐
疑
的
で
あ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

3-

4　

当
事
者
と
し
て
の
記
憶
労
働

最
後
に
、
駆
け
足
な
が
ら
エ
リ
ー
ト
層
や
知
識
人
層
な
ど

の
よ
う
に
必
ず
し
も
社
会
資
源
に
豊
富
で
な
い
利
害
関
係
者

の
活
動
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。
こ
こ
で
は
「
被
害
者
」

や
「
加
害
者
」
な
ど
と
し
て
何
ら
か
の
当
事
者
性
が
あ
る
人

物
・
団
体
に
焦
点
を
当
て
る
。

a
　
被
害
者
の
活
動

オ
ウ
ム
事
件
に
関
す
る
被
害
者
活
動
や
そ
の
他
草
の
根
的

社
会
運
動
な
ど
に
関
す
る
学
術
的
研
究
は
豊
富
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
様
々
な
「
被
害
者
」
は

事
件
の
公
的
記
憶
の
形
成
と
継
承
に
あ
た
り
中
心
的
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。

オ
ウ
ム
事
件
で
の
被
害
者
の
社
会
活
動
で
特
徴
的
な
の
は
、

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
後
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
「
被
害
者
」
の

定
義
自
体
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
九
九
五
年
ま
で
オ
ウ
ム
か
ら
の
「
被
害
」
を
訴
え
て
い
た

の
は
、
殺
害
さ
れ
た
坂
本
弁
護
士
が
顧
問
を
務
め
て
い
た
、
出

家
信
者
の
親
が
構
成
す
る
「
オ
ウ
ム
真
理
教
被
害
者
の
会
」

（
一
九
八
九
年
一
〇
月
発
足
）
で
あ
っ
た
。
同
会
は
オ
ウ
ム
の

集
金
活
動
や
強
引
な
布
教
、
過
激
な
修
行
法
を
「
マ
イ
ン
ド

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
し
て
抗
議
し
た
り
、
元
信
者
に
対
す
る

脱
会
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
も
行
っ
て
き
た
。
信
者
の
親
が

中
心
と
な
り
「
カ
ル
ト
」
を
批
判
し
、
脱
会
活
動
を
行
う
と

い
う
点
で
は
欧
米
の
反
カ
ル
ト
運
動
と
類
似
点
が
多
い
。
坂

本
弁
護
士
一
家
が
殺
害
さ
れ
た
後
も
同
会
は
活
動
を
続
け
、

一
九
九
五
年
一
月
に
は
会
長
の
永
岡
弘
行
が
神
経
毒
V
X
を

襟
元
に
か
け
ら
れ
、
瀕
死
の
重
傷
を
負
っ
た
。

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
は
会
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点
で
あ

っ
た
。
一
般
市
民
の
被
害
者
が
出
た
こ
と
で
、
一
九
九
五
年

六
月
に
「
オ
ウ
ム
真
理
教
被
害
者
の
会
」
は
「
オ
ウ
ム
真
理

教
家
族
の
会
」
と
改
称
し
た
。
以
降
、
永
岡
は
サ
リ
ン
事
件

の
被
害
者
な
ど
を
「
純
粋
被
害
者
」
と
呼
ん
で
、
信
者
の
親

た
ち
と
象
徴
的
な
区
別
を
入
れ
た
う
え
で
、
信
者
に
脱
会
を

呼
び
か
け
た
り
、
記
者
会
見
を
行
っ
た
り
し
て
き
た
。
そ
し
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て
死
刑
執
行
ま
で
は
、
麻
原
を
除
く
死
刑
囚
一
二
名
の
死
刑

回
避
を
訴
え
る
署
名
活
動
も
行
っ
て
い
た
。

坂
本
弁
護
士
一
家
殺
害
事
件
の
追
悼
活
動
は
坂
本
堤つ

つ
み

弁

護
士
と
妻
・
都さ

と

子こ

の
友
人
、
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が

中
心
に
継
続
し
て
き
た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
一
九
九
七

年
に
は
有
志
が
寄
付
を
募
り
、
新
潟
、
富
山
、
長
野
三
県
の

遺
体
発
見
現
場
近
く
に
同
一
デ
ザ
イ
ン
の
慰
霊
碑
が
建
立
さ

れ
た52

。
三
県
で
は
事
件
発
生
か
ら
一
〇
年
の
一
九
九
九
年
を

期
に
、
坂
本
一
家
と
友
人
で
あ
っ
た
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
な
ど

が
呼
び
か
け
人
と
な
り
、
毎
年
追
悼
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
て
き
た
（
コ
ン
サ
ー
ト
は
富
山
県
魚
津
市
で
は
二
〇
一
三
年
ま

で
続
い
た53

）。「
オ
ウ
ム
事
件
」
を
追
悼
す
る
う
え
で
も
、
ど

の
事
件
を
追
悼
し
、
ど
の
よ
う
な
形
で
犠
牲
者
を
悼
む
か
に

様
々
な
地
域
的
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

サ
リ
ン
事
件
後
「
被
害
者
」
と
し
て
社
会
地
位
向
上
に
努

め
、
追
悼
活
動
を
牽
引
し
て
き
た
の
が
「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
被
害
者
の
会
」
で
あ
る
。
最
初
は
オ
ウ
ム
に
対
す
る
集
団

訴
訟
の
相
互
連
絡
会
と
し
て
の
形
を
と
っ
て
い
た
が
、
被
害

者
の
声
を
幅
広
く
伝
え
る
た
め
一
九
九
六
年
に
正
式
結
成
さ

れ
た
。
設
立
当
時
の
主
目
的
は
被
害
者
・
遺
族
の
経
済
的
損

失
回
復
で
あ
っ
た
が
、
代
表
世
話
人
の
高
橋
シ
ズ
ヱ
は
活
動

に
四
つ
の
「
柱
」
を
挙
げ
て
い
る54

。

（
1
）　

被
害
者
遺
族
の
経
済
的
損
失
の
回
復

（
2
）　

包
括
的
な
健
康
被
害
の
調
査

（
3
）　

健
康
診
断
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
し
た
継
続
的

治
療
体
制
の
確
立

（
4
）　

オ
ウ
ム
後
継
団
体
の
監
視
の
持
続
と
解
散
を
求
め

て
い
く
こ
と

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
松
本
、
地
下
鉄
両
サ
リ
ン
事
件
の

被
害
者
が
経
済
的
損
失
を
回
復
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
か
っ

た
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
オ
ウ
ム
真
理
教
が
破
産
宣
告
を

受
け
、
裁
判
を
通
し
て
認
定
さ
れ
た
負
債
額
の
全
額
回
収
の

展
望
が
絶
望
的
に
な
っ
た
後
、
政
府
に
被
害
者
救
済
を
求
め

て
集
会
や
国
会
議
員
の
署
名
活
動
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
そ

の
甲
斐
あ
っ
て
二
〇
〇
八
年
の
被
害
者
救
済
法
施
行
を
も
っ

て
、
被
害
者
の
会
は
一
つ
の
大
き
な
目
標
を
達
成
し
た
。

し
か
し
被
害
者
の
会
の
活
動
は
結
成
当
初
よ
り
ロ
ビ
イ
ン

グ
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
。
会
は
一
九
九
七
年
の
地
下
鉄
サ

リ
ン
事
件
か
ら
二
年
を
機
に
、
被
害
者
遺
族
の
手
記
を
集
め

た
『
黄
色
い
手
記
集
』
を
自
費
出
版
し
東
京
地
裁
前
で
配
布

し
、
一
九
九
八
年
に
は
改
め
て
手
記
集
『
そ
れ
で
も
生
き
て

い
く
』
を
発
表
し
た55

。
二
〇
〇
七
年
に
は
政
治
家
、
著
名
人
、

一
般
人
な
ど
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
収
録
し
た
『
私
に
と
っ
て

の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
―
事
件
発
生
12
年
を
迎
え
て
』
も

刊
行
し
て
い
る56

。
被
害
者
が
自
ら
の
ト
ラ
ウ
マ
を
言
語
化
し

一
般
社
会
に
発
信
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
に
多
大
な
身

心
の
負
担
を
強
い
る
こ
と
で
あ
っ
た57

。
一
方
、
被
害
者
が
村

上
春
樹
の
よ
う
な
仲
介
者
を
通
さ
ず
直
接
意
見
を
発
信
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
被
害
者
は
単
な
る
「
同
情
」
の
対
象
で
な

い
と
い
う
自
ら
の
主
体
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
犯

罪
被
害
者
の
法
的
、
社
会
的
地
位
の
向
上
に
貢
献
し
た
。

ま
た
、
被
害
者
の
会
は
、
救
済
法
成
立
以
前
は
国
に
救
済

を
求
め
る
集
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
た
。
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
か
ら
一
〇
年
の
集
会
で
は
、
9
・
11
同
時
多
発
テ
ロ

の
遺
族
を
招
き
、
テ
ロ
被
害
者
の
公
的
救
済
を
訴
え
た58

。
救

済
法
成
立
以
降
も
被
害
者
の
会
は
毎
年
三
月
に
オ
ウ
ム
事
件

の
記
憶
の
「
風
化
」
や
死
刑
制
度
な
ど
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
主
催
し
て
い
る
。
歴
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
数

多
く
の
関
係
者
や
専
門
家
な
ど
が
登
壇
し
て
お
り
、
会
が
手

記
集
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
一
定
の
「
多
声
的
コ
メ
モ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
場
を
設
け
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
被
害

者
の
会
は
死
刑
制
度
に
つ
い
て
の
立
場
を
表
明
し
て
い
な
い

が
、
高
橋
は
個
人
的
な
立
場
か
ら
死
刑
制
度
存
置
の
意
見
を

表
明
し
て
い
る
。

被
害
者
の
会
が
オ
ウ
ム
後
継
団
体
の
解
散
を
求
め
て
い
る

点
で
は
、
会
と
反
カ
ル
ト
運
動
の
距
離
は
近
い
。
高
橋
は
ひ

か
り
の
輪
の
現
在
の
活
動
に
つ
い
て
「
い
か
に
自
分
た
ち
が

も
う
麻
原
、
脱
麻
原
で
、
も
う
そ
ん
な
オ
ウ
ム
真
理
教
と
は

関
係
な
い
団
体
だ
っ
て
い
う
の
を
強
調
し
て
る
」
と
批
判
的

で
あ
る59

。
ひ
か
り
の
輪
が
存
続
理
由
に
被
害
者
賠
償
を
挙
げ

て
い
る
こ
と
に
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

高
橋
：
賠
償
、
被
害
者
、
被
害
賠
償
を
理
由
に
解
散
で
き

な
い
な
ん
て
言
わ
れ
る
の
は
、
も
う
も
っ
て
の
ほ
か
で
す

よ
。
そ
れ
は
、
被
害
賠
償
な
ん
て
ま
あ
ど
ん
な
形
で
だ
っ

て
で
き
る
わ
け
で
す
か
ら
、
個
人
個
人
だ
っ
て
で
き
る
わ

け
で
す
か
ら
、
や
っ
て
る
人
も
い
る
わ
け
で
す
よ
。
だ
か

ら
そ
う
い
う
努
力
は
し
て
ほ
し
い60

。

そ
の
ほ
か
に
サ
リ
ン
事
件
被
害
者
支
援
を
行
っ
て
き
た
団

体
と
し
て
は
、
リ
カ
バ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
R
S
C
）
が
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
サ
リ
ン
事
件
被
害
者
の

継
続
的
な
健
康
診
断
な
ど
を
通
し
て
支
援
活
動
を
し
て
き
た
。

二
〇
〇
五
年
に
は
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
被
害
者
が
事
件

現
場
を
歩
い
て
、
過
去
の
ト
ラ
ウ
マ
と
向
き
合
う
「
メ
モ
リ

ア
ル
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ケ
ア
」
が
行
わ
れ
た
。
医
師
や
看

護
師
が
見
守
る
中
、
約
六
〇
人
の
被
害
者
や
家
族
が
参
加
し
、

駅
で
死
者
に
祈
り
を
さ
さ
げ
た61

。
同
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
木

村
晋
介
は
二
〇
一
五
年
に
被
害
者
や
関
係
者
な
ど
の
証
言
集

を
刊
行
し
て
い
る62

。

オ
ウ
ム
事
件
の
被
害
者
は
必
ず
し
も
団
体
と
し
て
活
動
を

行
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
意
見
も
同
一
で
は
な
い
。
松

本
サ
リ
ン
事
件
の
被
害
者
の
河
野
義
行
は
、
二
〇
〇
八
年
の

死
去
ま
で
意
識
混
濁
の
状
態
に
あ
っ
た
妻
・
澄
子
の
介
護
を

す
る
と
同
時
に
、
全
国
各
地
で
犯
罪
報
道
や
介
護
に
つ
い
て

の
講
演
を
行
っ
た
り
、
自
伝
的
な
回
顧
録
も
発
表
し
て
き
た63

。
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彼
は
高
橋
同
様
、
長
年
犯
罪
被
害
者
の
公
的
支
援
を
訴
え
て

お
り
、
現
在
で
は
R
S
C
の
副
理
事
も
務
め
て
い
る
。
永
岡

や
高
橋
が
ア
レ
フ
、
ひ
か
り
の
輪
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
河
野
は
後
継
団
体
の
活
動
は
信
教
の
自
由
の

基
に
守
ら
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い

る
。
ア
レ
フ
信
者
が
妻
を
見
舞
っ
て
い
た
こ
と
や
、
元
信
者

と
交
流
を
保
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
河
野
は
こ
う

述
べ
て
い
る
。

河
野
：
誰
に
対
し
て
も
私
は
会
っ
て
る
わ
け
で
す
よ
。
そ

れ
は
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
り
と
か
、
警
察
で
あ
っ
た
り
と

か
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
オ
ウ
ム
さ
ん
、
元
信

者
も
、
お
ん
な
じ
、
同
列
と
い
う
こ
と
で
す
、
私
の
中
で

は
。﹇
交
流
が
あ
る
元
信
者
と
は
﹈
そ
う
い
う
中
で
会
っ
て

い
ろ
い
ろ
話
し
て
る
中
で
、
ま
あ
そ
の
人
が
人
間
的
に
と

て
も
良
い
奴
じ
ゃ
ん
み
た
い
な
評
価
に
な
っ
た
わ
け
で
す

よ
。
そ
う
す
る
と
も
う
刑
務
所
出
て
来
て
、
満
期
や
れ
ば

普
通
の
人
で
あ
っ
て
「
元
な
に
な
に
」
っ
て
い
う
肩
書
も

い
ら
な
い
わ
け
で
す
よ
、
本
来64

。

河
野
は
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
ひ
か
り

の
輪
の
外
部
監
査
委
員
長
も
務
め
た
。
役
目
を
引
き
受
け
た

理
由
に
つ
い
て
河
野
は
こ
う
話
し
て
い
る
。

河
野
：
ア
ー
レ
フ
と
か
ひ
か
り
の
輪
っ
て
い
う
だ
け
で
も
、

そ
の
、
内
情
を
全
く
分
か
っ
て
な
い
の
に
「
怖
い
怖
い
」

と
か
言
う
方
も
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
う
し
た
ら
ま
あ

そ
う
い
う
人
た
ち
﹇
に
﹈「
何
が
怖
い
の
っ
て
、
中
見
た
か

っ
た
ら
全
部
見
せ
て
あ
げ
ま
す
よ
」
と
か
で
す
ね
、
い
っ

て
み
れ
ば
そ
の
不
安
を
取
る
た
め
の
橋
渡
し
ぐ
ら
い
は
で

き
る
か
な
と
思
っ
て
、
で
受
け
た
っ
て
こ
と
で
す
ね65

。

ま
た
、
河
野
は
麻
原
が
精
神
疾
患
を
患
っ
て
お
り
治
療
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
。
死
刑
執
行
後
の
「
オ

ウ
ム
事
件
真
相
究
明
の
会
」
で
彼
が
発
言
し
た
こ
と
は
す
で

に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
う
し
て
永
岡
、
高
橋
、
河
野

な
ど
の
活
動
を
見
て
み
る
と
、
オ
ウ
ム
の
「
被
害
者
像
」
は

決
し
て
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
極
め
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

b
　
元
信
者

元
信
者
の
証
言
や
体
験
談
は
、
事
件
直
後
か
ら
強
い
関
心

を
集
め
て
き
た
。
そ
の
中
で
は
高
橋
英
利
の
『
オ
ウ
ム
か
ら

の
帰
還
』
や
林
郁
夫
の
『
オ
ウ
ム
と
私
』
の
よ
う
に
文
庫
化

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る66

。
こ
れ
ほ
ど
の
数
の
「
加
害
者
側
」

の
ト
ラ
ウ
マ
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
が
言
論
に
流
通
す
る
の
は
世
界

的
に
も
あ
ま
り
例
が
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

元
高
弟
の
手
記
の
例
と
し
て
は
早
川
紀
代
秀
、
上
祐
史
浩
、

野
田
成
人
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る67

。
死
刑
執
行
後
は
、
中
川
智

正
や
井
上
嘉
浩
な
ど
の
手
記
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。
広
瀬
健

一
の
手
記
は
一
時
期
ネ
ッ
ト
に
公
開
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在

で
は
非
公
開
と
な
っ
て
い
る
。
元
高
弟
た
ち
の
証
言
は
ヴ
ァ

ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
計
画
の
進
化
や
麻
原
側
近
の
人
間
関
係
な
ど
を

把
握
す
る
う
え
で
貴
重
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
面
の
悩
み

や
葛
藤
が
語
ら
れ
て
い
て
読
み
ご
た
え
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ

こ
で
は
あ
え
て
非
合
法
活
動
に
は
か
か
わ
ら
な
か
っ
た
出
家

信
者
の
証
言
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
証
言
を
照
ら
し
合

わ
せ
て
み
る
と
、
行
動
、
睡
眠
、
食
事
な
ど
が
完
全
に
管
理

さ
れ
て
い
た
と
い
う
一
般
的
な
オ
ウ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏

腹
に
、
麻
原
と
個
人
的
な
関
わ
り
が
強
か
っ
た
正
大
師
、
正

悟
師
ク
ラ
ス
と
比
べ
て
、
オ
ウ
ム
は
一
般
信
者
の
組
織
的
な

「
管
理
や
体
系
化
と
い
う
意
味
で
は
全
く
未
成
熟68

」
で
あ
っ
た

こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

比
較
的
早
い
段
階
で
オ
ウ
ム
に
つ
い
て
の
体
験
談
を
集
め

た
も
の
で
は
『
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
逃
れ
て69

』
や
、

元
信
者
の
共
助
グ
ル
ー
プ
「
カ
ナ
リ
ヤ
の
会
」
の
『
オ
ウ
ム

を
や
め
た
私
た
ち
』
な
ど
が
あ
る70

。
前
者
は
題
名
の
通
り
マ

イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
を
軸
に
現
役
信
者
に
脱
会
を
呼
び

か
け
る
内
容
で
あ
る
が
、
後
者
は
元
信
者
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

的
対
談
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
元
信
者
た
ち
は

出
家
し
て
い
た
こ
と
で
周
り
か
ら
「
前
科
者
と
同
じ
よ
う
に

み
ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
元
の
生
活
に
戻
る
難
し
さ
を

物
語
っ
て
い
る71

。
ま
た
、
当
時
勃
発
し
て
い
た
住
民
票
不
受

理
問
題
に
つ
い
て
は
「
明
ら
か
な
人
権
侵
害
で
あ
り
思
想
弾

圧
で
す
」、「
単
な
る
市
民
社
会
の
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
恐
怖
感
、

多
数
決
の
論
理
で
も
っ
て
彼
ら
を
排
除
し
よ
う
と
思
っ
て
も

根
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
」
な
ど
と
冷
静
な
意
見
も
見
ら

れ
る72

。
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
に
依
拠
し
な
い
形
で
自
ら
の

経
験
を
語
っ
た
も
の
も
あ
る
。
青
木
由
美
子
編
の
『
オ
ウ
ム

を
生
き
て
』
で
は
、
元
信
者
や
麻
原
四
女
な
ど
と
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
収
録
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
い
立
ち
や
オ

ウ
ム
に
入
信
す
る
経
緯
、
教
団
や
麻
原
に
対
す
る
評
価
、
被

害
者
へ
の
思
い
な
ど
が
語
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
九

四
年
と
比
較
的
遅
い
時
期
に
オ
ウ
ム
と
出
会
い
、
地
下
鉄
サ

リ
ン
事
件
後
出
家
し
た
と
い
う
人
や
、「
キ
リ
ス
ト
の
イ
ニ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
」
の
強
烈
な
経
験
が
出
家
を
促
し
た
と
証
言
す

る
人
も
い
る
。
サ
マ
ナ
と
し
て
の
生
活
が
孤
独
だ
っ
た
と
い

う
人
も
い
れ
ば
、
他
の
信
者
と
性
的
関
係
を
持
ち
罰
を
受
け

た
人
も
お
り
、
ワ
ー
ク
内
容
や
人
間
関
係
な
ど
に
関
し
て
特

に
共
通
性
は
見
ら
れ
な
い73

。

現
在
ひ
か
り
の
輪
の
役
員
を
務
め
る
宗
形
真
紀
子
も
自
伝

的
手
記
を
上
梓
し
て
い
る74

。
宗
形
は
思
春
期
で
の
鮮
烈
な
神

秘
体
験
的
な
夢
を
見
た
こ
と
、
父
の
死
の
シ
ョ
ッ
ク
、
霊
媒

師
の
体
験
へ
の
失
望
な
ど
が
オ
ウ
ム
へ
の
入
信
に
影
響
し
た

と
過
去
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
そ
し
て
麻
原
の
誇
大
妄
想
に

共
感
し
て
、
選
民
意
識
に
浸
っ
て
い
た
時
期
を
「
魔
境
」
だ
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っ
た
と
総
括
し
て
い
る
。
教
団
で
は
薬
物
実
験
の
試
験
体
と

な
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
麻
原
へ
の
信
仰
を
試
す
「
マ
ハ
ー

ム
ド
ラ
ー
だ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
り
す
る
こ
と
で
信

仰
を
保
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を
踏
ま
え
て
、
宗
形

は
麻
原
へ
の
盲
信
を
「『
麻
原
の
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

呪
縛
』
で
は
な
く
、
私
自
身
が
自
ら
行
う
『
自
己
マ
イ
ン
ド

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
』
だ
と
思
う
」
と
回
顧
し
て
い
る75

。
そ
し
て

ア
レ
フ
の
分
裂
後
上
祐
派
の
一
員
と
し
て
日
本
の
「
聖
地
」

に
巡
礼
す
る
こ
と
や
、
家
族
と
の
つ
な
が
り
に
気
づ
く
こ
と

が
ア
レ
フ
か
ら
の
脱
会
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。
彼
女
が
現

在
も
ひ
か
り
の
輪
の
幹
部
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
は
賛
否
両

論
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
ま
と
ま
っ
た
形
で
彼
女
が
麻
原
崇

拝
か
ら
の
脱
却
過
程
を
記
し
て
い
る
点
で
は
一
読
に
値
す
る
。

青
木
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
や
宗
形
の
手
記
に
あ
る
よ
う
に
、

「
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
影
響
下
↓
脱
会
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
↓
脱
会
」
と
い
う
紋
切
り
型
の
脱
会
過
程
を
経
ず
に
棄
教

に
至
っ
た
経
過
を
知
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
し
、「
多
く
の

﹇
元
﹈
信
者
は
『
洗
脳
』
と
い
う
考
え
に
批
判
的
で
、
自
分
は

自
発
的
に
教
団
に
入
っ
た
」
と
考
え
て
い
る
以
上76

、
そ
れ
ら

の
声
も
研
究
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
元
信
者
の
入

信
動
機
や
オ
ウ
ム
内
部
で
の
暮
ら
し
や
脱
会
過
程
に
至
る
ま

で
を
一
つ
の
論
理
的
（
倫
理
的
？
）
枠
組
み
に
限
定
せ
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
体
験
や
世
界
観
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
（
多
声
性
）

を
と
ら
え
る
こ
と
は
学
術
的
に
も
有
益
で
あ
り
、
現
在
の
所

属
団
体
を
理
由
に
分
析
か
ら
排
除
す
る
合
理
性
は
見
当
た
ら

な
い77

。
4
お
わ
り
に

本
稿
で
は
オ
ウ
ム
事
件
が
日
本
社
会
に
と
っ
て
「
カ
ル
チ

ュ
ラ
ル
・
ト
ラ
ウ
マ
」
で
あ
り
、
数
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
「
ト
ラ
ウ
マ
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」
を
提
示
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
き
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
ま

た
、
様
々
な
立
場
を
共
有
す
る
「
多
声
的
コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
の
試
み
が
あ
る
程
度
存
在
す
る
一
方
、
オ
ウ
ム
事
件
を

巡
る
議
論
は
依
然
と
し
て
意
見
の
分
断
が
顕
著
な
「
断
片
化

し
た
コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
状
況
に
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

筆
者
と
し
て
は
「
オ
ウ
ム
事
件
」
の
包
括
的
理
解
に
は
、
オ

ウ
ム
の
教
義
や
、
犯
罪
の
事
実
関
係
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
被

害
者
の
社
会
運
動
や
、
知
識
人
の
論
説
の
進
化
、
住
民
票
不

受
理
や
子
供
の
就
学
拒
否
な
ど
の
社
会
的
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
の

把
握
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
宗
教
学
、

宗
教
社
会
学
以
外
に
も
オ
ウ
ム
事
件
を
研
究
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
が
あ
る
こ
と
を
少
し
で
も
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

今
後
、
死
刑
執
行
を
境
に
オ
ウ
ム
事
件
に
対
す
る
世
間
の

関
心
が
薄
ま
っ
て
い
く
懸
念
も
あ
る
。
オ
ウ
ム
真
理
教
の
経

験
的
知
識
や
記
憶
が
な
い
世
代
が
増
え
る
な
か
、
公
共
機
関

な
ど
で
記
憶
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
現
れ
る
か
、
そ

れ
と
も
依
然
と
し
て
被
害
者
団
体
や
反
カ
ル
ト
運
動
な
ど
民

間
団
体
が
中
心
と
な
り
追
悼
活
動
を
主
導
し
て
い
く
か
は
注

視
に
値
す
る
。
現
在
の
オ
ウ
ム
事
件
の
解
釈
を
巡
る
分
断
と

対
立
を
克
服
し
「
多
声
的
コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
移
行
で

き
る
よ
う
な
糸
口
は
い
ま
だ
見
え
な
い
が
、
将
来
何
ら
か
の

形
で
様
々
な
利
害
関
係
者
が
同
じ
「
時
間
」
と
「
空
間
」
を

共
有
し
、
多
元
主
義
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
表
明
す
る
機

会
が
現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

注1　

各
登
壇
者
の
発
言
内
容
は
「
真
相
究
明
の
会
」YouTube

チ

ャ
ン
ネ
ル
で
視
聴
で
き
る
。

 
https://w

w
w

.youtube.com
/channel/U

C
O

M
M

-
Q

4hwpH
V5X15RdG

zaW
A

 

2　
読
売
新
聞
「
オ
ウ
ム　

事
件
の
検
証　

続
け
て　

都
内
で
集

会
」
二
〇
一
八
年
八
月
二
六
日
東
京
朝
刊
社
会
、
三
一
頁
。

3　

朝
日
新
聞
「
資
料
に
眠
る
オ
ウ
ム
の
教
訓　
『
捜
査
資
料
も

広
く
保
存
を
』」
二
〇
一
八
年
八
月
二
六
日
朝
刊
、
三
〇
頁
。

4　

滝
本
太
郎
弁
護
士
の
ブ
ロ
グ
「『
生
き
て
い
る
不
思
議　

死

ん
で
い
く
不
思
議
』
―
某
弁
護
士
日
記 

」
で
は
「
真
相
究

明
の
会
」
を
批
判
す
る
記
事
が
多
数
あ
る
。

 
https://sky.ap.teacup.com

/takitaro/

5　
こ
れ
に
関
し
て
は
筆
者
が
国
内
外
の
複
数
の
宗
教
学
者
に
確

認
し
て
い
る
。

6　
藤
原
聖
子
（
一
九
九
六
）「 『
鏡
』
と
『
擁
護
』
―
オ
ウ
ム
真

理
教
事
件
に
よ
っ
て
宗
教
学
は
い
か
に
変
わ
っ
た
か
」『
東

京
大
学
宗
教
学
年
報
』 一
三
号
、
一
七
―三
一
頁
。

7　
オ
ウ
ム
に
関
連
す
る
比
較
的
最
近
の
研
究
と
し
て
は 

井
上
順

孝 

・ 

宗
教
情
報
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
編
（
二
〇
一
一
） 『
情
報

時
代
の
オ
ウ
ム
真
理
教
』
春
秋
社
、
同
編
（
二
〇
一
五
）

『〈
オ
ウ
ム
真
理
教
〉
を
検
証
す
る

―
そ
の
ウ
チ
と
ソ
ト
の

境
界
線
』
春
秋
社
、
大
田
俊
寛
（
二
〇
一
一
）『
オ
ウ
ム
真

理
教
の
精
神
史

―
ロ
マ
ン
主
義
・
全
体
主
義
・
原
理
主

義
』 春
秋
社
、
櫻
井
義
秀
（
二
〇
一
四
）『
カ
ル
ト
問
題
と
公

共
性

―
裁
判
・
メ
デ
ィ
ア
・
宗
教
研
究
は
ど
う
論
じ
た

か
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
塚
田
穂
高
（
二
〇
一
五
）『
宗

教
と
政
治
の
転
轍
点

―
保
守
合
同
と
政
教
一
致
の
宗
教

社
会
学
』 花
伝
社
な
ど
が
あ
る
。

8　

小
宮
ひ
ろ
み
（
二
〇
一
一
）「
オ
ウ
ム
真
理
教
か
ら
の
脱
会

者
た
ち
」
井
上
順
孝 

・ 

宗
教
情
報
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー 

編

『
情
報
時
代
の
オ
ウ
ム
真
理
教
』 春
秋
社
、
三
四
六
―三
五
九

頁
、
渡
辺
学
（
二
〇
〇
五
） 「
救
済
と
暴
力

―
オ
ウ
ム
真

理
教
元
幹
部
の
入
信
と
脱
会
の
一
事
例
」『
宗
教
研
究 

』 

七

九
（
二
）
三
七
五
―三
九
八
頁
。

9　
オ
ウ
ム
事
件
に
対
す
る
日
本
社
会
の
直
後
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

を
理
解
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
は
、Kisala, R

., and M
ullins,  

M
. (eds.) ( 2001) Religion and Social C

risis in Japan: 
U

nderstanding Japanese Society through the Aum
 A

ffair . 
Basingstoke: Palgrave

で
あ
る
。
ま
た
南
山
大
学
が
発
行
す

るJapanese Journal of Religious Studies

で
エ
リ
カ
・
バ
ッ
フ
ェ

リ
と
イ
ア
ン
・
リ
ー
ダ
ー
が
編
纂
し
た
二
〇
一
二
年
の
特
集

“A
fterm

ath: The Im
pact and R

am
ifications of the A

um
 

A
ffair ”

も
秀
逸
で
あ
る
。

 

　

な
お
、
言
語
別
に
研
究
を
比
較
す
る
う
え
で
「
日
本
」
と
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「
海
外
」
と
区
別
す
る
の
は
不
正
確
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
い
。
英
語
で
論
文
を
発
表
し
て
い
る
日
本
人
研
究
者
も
当

然
い
る
し
、
英
語
で
論
文
を
発
表
し
て
い
る
外
国
人
研
究
者

の
多
く
は
日
本
国
内
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
る
か
ら
だ
。

研
究
が
英
語
で
発
表
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
視
点

が
必
ず
「
海
外
」
か
ら
「
日
本
」
に
向
け
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
よ
っ
て
研
究
内
容
の
差
異
が
あ
る
と
す
れ
ば
国

境
で
は
な
く
言
語
に
あ
る
。
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H
ughes, C
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um
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G
ardner, R

. A
. (2008) A

um
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Culture: Explorations in the W
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York: M
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A
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ultural 

Traum
a. In: Cultural Trauma and Collective Identity . Berkeley, 

C
A

: U
niversity of C

alifornia Press, pp. 12-15
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Eyerm
an, R

. (2001) C
ultural Traum

a: Slavery and the 
Form

ation of A
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m
erican Identity . C
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C
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bridge U
niversity Press.
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H
ashim

oto, A
. (2015) The Long D

efeat: Cultural Traum
a, 

M
em

ory, and Identity in Japan . O
xford: O

xford U
niversity 

Press.

18　

Sm
elser, N

. J. (2004) Epilogue: Septem
ber 11, 2001 as 

Cultural Traum
a. In: Cultural Traum

a and Collective Identity . 
Berkeley, C

A
: U

niversity of C
alifornia Press, pp. 264–282.

19　

G
eilhorn, B. and Iw

ata-W
eickgenannt, K

. (eds.) (2017) 
Fukushima and the Arts: N

egotiating N
uclear D

isaster . London; 
N

ew York: Routledge.

20　

Vinitzky-Seroussi, V
. (2002) C

om
m

em
orating a difficult 

past: Y
itzhak R

abin ’s M
em

orials. Am
erican Sociological 

Review 67(1): 30–51.

21　

W
agner-Pacifici, R

. and Schwartz, B. (1991) The Vietnam
 

Veterans M
em

orial: C
om

m
em

orating a D
ifficult Past. 

American Journal of Sociology  97(2): 376–420.

22　
報
道
の
参
考
と
し
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
ア
ク
セ
ス
の
便
宜
上

の
理
由
か
ら
読
売
新
聞
と
朝
日
新
聞
を
中
心
に
扱
っ
て
い
る
。

23　

読
売
新
聞
「﹇
社
説
﹈
狂
信
的
な
犯
行
を
断
じ
て
許
す
な
」

一
九
九
五
年
三
月
二
一
日
東
京
朝
刊
、
三
頁
。

24　
毎
日
新
聞
「
早
期
の
検
挙
が
至
上
命
題
だ　

地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
」
一
九
九
五
年
三
月
二
一
日
東
京
朝
刊
、
五
頁
。

25　
産
経
新
聞
「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件　

許
せ
ぬ
無
差
別
テ
ロ
」

一
九
九
五
年
三
月
二
一
日
東
京
朝
刊
、
社
会
面
。

26　
週
刊
文
春
「
そ
の
時
、
地
下
鉄
の
車
内
は
地
獄
と
化
し
た
」

一
九
九
五
年
三
月
三
〇
日
、三
七
巻
一
三
号
、三
〇
―三
三
頁
。

27　
産
経
新
聞
「
主
張
〝
戦
争
〞
を
仕
掛
け
た
サ
リ
ン
魔
」
一
九

九
五
年
三
月
二
三
日
東
京
朝
刊
、
総
合
・
内
政
面
。

28　

読
売
新
聞
「『
国
と
国
の
戦
い
の
感
』
オ
ウ
ム
捜
査
で
野
中

国
家
公
安
委
員
長
が
強
調
」
一
九
九
五
年
四
月
二
五
日
、
東

京
夕
刊 
、
二
頁
。

29　
読
売
新
聞
「
オ
ウ
ム
幹
部
刺
殺
事
件　

死
角
招
い
た
過
熱
報

道　

捜
査
対
象
警
備
に
工
夫
必
要（
解
説
）」 一
九
九
五
年
四

月
二
五
日
東
京
朝
刊
、
一
九
頁
。

30　
朝
日
新
聞
「
松
本
サ
リ
ン
事
件
（
戦
後
五
〇
年　

メ
デ
ィ
ア

の
検
証
：
22
）」
一
九
九
五
年
七
月
八
日
朝
刊
、
特
設
ニ
ュ

ー
ス
、
三
七
頁
。

31　
松
本
サ
リ
ン
事
件
発
生
直
後
の
警
察
、
報
道
の
対
応
は
拙
著

U
shiyam

a, R
. (2018) Latency Through U

ncertainty: the 
1994 M

atsum
oto Sarin Incident as a D

elayed C
ultural 

Traum
a. International Journal of Politics, Culture, and Society  

32(1), 21–41

を
参
照
。

32　
朝
日
新
聞
「
風
化
さ
せ
ぬ
起
こ
さ
せ
ぬ　

6
駅
で
献
花　

地

下
鉄
サ
リ
ン
3
年
、
祈
る
3
・
20
」
一
九
九
八
年
三
月
二
〇

日
夕
刊
、
二
七
頁
、
読
売
新
聞
「﹇
余
響
﹈
松
本
サ
リ
ン
事

件
、
記
憶
の
風
化
」
二
〇
〇
六
年
三
月
四
日
西
部
夕
刊 

、
一

一
頁
、
読
売
新
聞
「
心
の
傷　

な
お
深
く　
『
無
理
解
』『
風

化
』
悩
む
被
害
者
」
二
〇
一
五
年
三
月
二
一
日
東
京
朝
刊
、

三
九
頁
。

33　
筆
者
の 

河
野
義
行
氏
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
二
〇
一
五
年
四

月
一
〇
日
。
読
み
づ
ら
い
部
分
な
ど
を
除
き
、
で
き
る
だ
け

忠
実
に
録
音
デ
ー
タ
を
書
き
起
こ
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内

容
は
許
可
を
得
た
う
え
で
引
用
し
て
い
る
。

34　
朝
日
新
聞
「
オ
ウ
ム
へ
の
債
権
、
国
が
放
棄
へ　

被
害
者
配

当
の
上
積
み
へ
4
億
円
余
」
一
九
九
八
年
三
月
一
八
日
朝
刊
、

一
頁

35　
法
律
第
四
十
五
号
（
平
一
〇
年
四
月
二
四
日
）
オ
ウ
ム
真
理

教
に
係
る
破
産
手
続
き
に
お
け
る
国
の
債
権
に
関
す
る
特
例

に
関
す
る
法
律
。

36　
朝
日
新
聞
「
オ
ウ
ム
被
害
者
、
遠
い
救
済　

賠
償
支
払
い
4

割
の
み　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
13
年
」
二
〇
〇
八
年
三
月
二

一
日
朝
刊
、
三
五
頁
。

37　

朝
日
新
聞
「
サ
リ
ン
の
恐
怖
消
え
ず　

松
本
サ
リ
ン
事
件
、

き
ょ
う
で
5
年
」　

一
九
九
九
年
六
月
二
七
日
朝
刊
、
二
五

頁
、
読
売
新
聞 「
松
本
サ
リ
ン
事
件
か
ら
5
年　

被
害
者
の

救
済
に
恒
久
制
度
が
必
要（
解
説
）」 一
九
九
九
年
七
月
三
日

東
京
朝
刊
、
二
三
頁
。

38　
警
察
庁
「
平
成
二
二
年
版　

犯
罪
被
害
者
白
書　

オ
ウ
ム
真

理
教
犯
罪
被
害
者
等
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に

関
す
る
法
律
に
つ
い
て
」https://w

w
w.npa.go.jp/hanzaihigai/

whitepaper/w- 2010/htm
l/gaiyou/part3/c2.htm

l

39　

読
売
新
聞
「
地
下
鉄
サ
リ
ン
『
忘
れ
た
い
』　

給
付
金　

申

請
辞
退
も
」
二
〇
一
〇
年
三
月
一
九
日
東
京
朝
刊
、
三
〇
頁
。

40　
「
ガ
リ
バ
ー
王
国
」
や
オ
ウ
ム
事
件
の
慰
霊
、
記
念
碑
に
関

す
る
考
察
はPendleton, M

. (2014) Them
e Parks and 

Station Plaques: M
em

ory, Tourism
, and Forgetting in Post-

A
um

 Japan. In: Sion B (ed.) D
eath Tourism

. London: Seagull 
Books, pp. 75–94

に
も
詳
し
い
。

41　

読
売
新
聞
「
オ
ウ
ム
事
件
20
年　
『
建
物
残
さ
ず
』
資
料
は

残
り
」
二
〇
一
五
年
三
月
二
一
日
東
京
朝
刊
。
山
梨
版
、
三

三
頁
。

42　
読
売
新
聞 「﹇
二
人
三
脚
・
日
本
の
今
﹈
大
澤
真
幸
さ
ん
と
行

く　

上
九
一
色
村　

記
憶
が
続
か
な
い
時
代
」
二
〇
〇
二
年
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三
月
二
〇
日
東
京
夕
刊
、
一
五
頁
。

43　

朝
日
新
聞
「（
オ
ウ
ム
の
記
憶　

強
制
捜
査
20
年
：
4
）
語

り
継
ぎ
、
後
世
に
残
す
責
任
」
二
〇
一
五
年
三
月
二
三
日
朝

刊
、
山
梨
版
、
三
七
頁
。

44　
住
民
票
の
転
入
届
不
受
理
の
方
針
を
決
定
し
オ
ウ
ム
が
訴
え

た
自
治
体
は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
、
茨
城
県
三
和
町
、

大
阪
府
吹
田
市
、
埼
玉
県
越
谷
市
、
八
潮
市
、
東
京
都
足
立

区
、
世
田
谷
区
、
栃
木
県
大
田
原
市
、
な
ど
で
あ
る
。

45　
村
上
春
樹
（
一
九
九
七
）『
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
』 講
談
社
、

二
五
頁
。

46　
同
上
、
二
五
頁
。

47　
同
上
、
七
〇
〇
頁
。
強
調
は
原
文
。

48　
村
上
春
樹（
二
〇
〇
一
）『
約
束
さ
れ
た
場
所
で　underground2

』

文
芸
春
秋
、
一
〇
三
―一
〇
四
頁
。

49　
同
上
、
一
〇
九
頁
。

50　
同
上
、
三
三
一
頁
。

51　

筆
者
の
村
上
、
森
に
対
す
る
詳
し
い
論
評
はU

shiyam
a, R

. 
and Baert, P. ( 2016) C

ultural traum
a, counter-narratives, 

and dialogical intellectuals: the works of M
urakam

i H
aruki 

and M
ori Tatsuya in the context of the A

um
 affair. Theory  

and Society  45(6): 471–499

を
参
照
。

52　
読
売
新
聞
「
坂
本
堤
さ
ん
一
家
の
メ
モ
リ
ア
ル
建
立　

離
れ

離
れ
に
さ
れ
た
三
人
、
天
国
で
一
緒
に
…
」
一
九
九
七
年
九

月
八
日
東
京
朝
刊
、
三
〇
頁
。

53　

読
売
新
聞
「『
オ
ウ
ム
』
風
化
さ
せ
な
い　

追
悼
演
奏
会
に

幕
、
決
意
は
不
変
」
二
〇
一
三
年
一
一
月
四
日
東
京
朝
刊
、

富
山
版
、
二
七
頁
。

54　
筆
者
の
高
橋
シ
ズ
ヱ
氏
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
二
〇
一
五
年

四
月
一
〇
日
。

55　
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
被
害
者
の
会
（
一
九
九
八
） 『
そ
れ
で
も

生
き
て
い
く

―
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
被
害
者
手
記
集
』 サ

ン
マ
ー
ク
出
版
。

56　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
被
害
者
の
会
編
（
二
〇
〇
七
）『
私
に

と
っ
て
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

―
事
件
発
生
12
年
を
迎
え

て
』
自
費
出
版
。
高
橋
は 『
こ
こ
に
い
る
こ
と

―
地
下
鉄

サ
リ
ン
事
件
の
遺
族
と
し
て
』（
岩
波
書
店
）
を
二
〇
〇
八

年
に
上
梓
し
、
被
害
者
の
会
の
成
果
や
家
族
と
の
関
係
に
つ

い
て
語
っ
て
い
る
。

57　
高
橋
シ
ズ
ヱ
氏
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

58　
高
橋
の
国
際
的
な
活
動
に
つ
い
て
は
上
述
の
『
こ
こ
に
い
る

こ
と
』やPendleton, M

. (2009) M
ourning as G

lobal Politics: 
Em

bodied G
rief and A

ctivism
 in Post-A

um
 Tokyo. Asian 

Studies Review  33(3): 333–347

に
詳
し
い
。

59　
高
橋
シ
ズ
ヱ
氏
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

60　
高
橋
シ
ズ
ヱ
氏
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

61　
読
売
新
聞
「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、
あ
す
で
10
年　

心
の
傷
、

歩
い
て
癒
や
す　

被
害
者
現
場
に
」
二
〇
〇
五
年
三
月
一
九

日
東
京
夕
刊
、
一
八
頁
。

62　

木
村
晋
介
（
二
〇
一
五
）『
サ
リ
ン　
そ
れ
ぞ
れ
の
証
』 

本
の

雑
誌
社
。

63　

河
野
義
行
（
二
〇
〇
八
） 『
命
あ
る
か
ぎ
り

―
松
本
サ
リ

ン
事
件
を
超
え
て
』
第
三
文
明
社
、
河
野
義
行
（
二
〇
一

二
）『
今
を
生
き
る
し
あ
わ
せ
』
鳳
書
院
。

64　
河
野
義
行
氏
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

65　
河
野
義
行
氏
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

66　
高
橋
英
利（
二
〇
一
二
） 『
オ
ウ
ム
か
ら
の
帰
還
』 草
思
社
、林

郁
夫
（
二
〇
〇
一
） 『
オ
ウ
ム
と
私
』
文
藝
春
秋
。

67　

早
川
紀
代
秀 

・
川
村
邦
光
（
二
〇
〇
五
）『
私
に
と
っ
て
オ

ウ
ム
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
ポ
プ
ラ
社
、
上
祐
史
浩
（
二
〇

一
二
） 『
オ
ウ
ム
事
件
17
年
目
の
告
白
』 扶
桑
社
、
野
田
成
人

（
二
〇
一
〇
）『
革
命
か
戦
争
か

―
オ
ウ
ム
は
グ
ロ
ー
バ
ル

資
本
主
義
へ
の
警
鐘
だ
っ
た
』
サ
イ
ゾ
ー
。

68　

エ
リ
カ
・
バ
ッ
フ
ェ
リ
（
二
〇
一
七
）「
解
説　

オ
ウ
ム
か

ら
の
声

―
元
信
者
た
ち
と
彼
ら
の
体
験
」
森
達
也
ほ
か

『
A
4
ま
た
は
麻
原
・
オ
ウ
ム
へ
の
新
た
な
視
点
』
現
代
書

館
、
所
収
、
二
二
六
頁
。

69　

滝
本
太
郎 

・
永
岡
辰
哉
編
著
（
一
九
九
五
）『
マ
イ
ン
ド
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
逃
れ
て
―
オ
ウ
ム
真
理
教
脱
会
者
た
ち

の
体
験
』 恒
友
出
版
。

70　
カ
ナ
リ
ヤ
の
会
編
（
二
〇
〇
〇
） 『
オ
ウ
ム
を
や
め
た
私
た
ち
』

 

岩
波
書
店
。

71　
同
上
、
二
〇
六
頁
。

72　
同
上
、
二
二
四
頁
。

73　

青
木
由
美
子
編
（
二
〇
一
〇
） 『
オ
ウ
ム
を
生
き
て

―
元

信
者
た
ち
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
か
ら
15
年
』
サ
イ
ゾ
ー
、

一
二
九
、
一
八
九
頁
。

74　
宗
形
真
紀
子
（
二
〇
一
〇
）『
二
十
歲
か
ら
の
20
年
間 

―

〝
オ
ウ
ム
の
青
春
〞
の
魔
境
を
超
え
て
』
三
五
館
。

75　
同
上
、
一
八
二
頁
。

76　
バ
ッ
フ
ェ
リ
、
上
掲
、
二
二
七
頁
。

77　

こ
れ
は
日
本
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
が
、「
カ
ル
ト
」
団
体

を
研
究
す
る
行
為
が
団
体
に
「
利
用
さ
れ
て
い
る
」「
騙
さ

れ
て
い
る
」
と
批
判
さ
れ
る
言
動
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ

る
。
複
雑
な
研
究
行
為
を
「
利
用
」「
騙
し
」
の
次
元
で
集

束
し
よ
う
と
す
る
議
論
に
閉
塞
感
を
覚
え
る
の
は
お
そ
ら
く

筆
者
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

 

　

実
証
的
調
査
を
行
う
上
で
、
研
究
者
が
研
究
結
果
の
社
会

的
影
響
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

研
究
者
自
身
も
意
図
し
な
い
形
で
発
言
や
文
章
が
教
団
の
宣

伝
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
不
快
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
学
者
が

「
カ
ル
ト
」
団
体
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
デ
ー
タ
提
供

を
仰
ぐ
行
為
自
体
が
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
は
大
き
な
疑
問
を

覚
え
る
。
特
定
の
教
団
が
宣
伝
や
活
動
正
当
化
を
目
的
に
取

材
に
協
力
す
る
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
あ
ら
か
じ
め
勘

案
し
た
う
え
で
干
渉
を
受
け
な
い
距
離
を
探
る
の
が
適
当
で

あ
る
。

 

　

本
来
、
研
究
の
良
し
悪
し
は
実
証
的
調
査
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
新
事
実
や
、
成
果
に
基
づ
く
見
地
が
学
術
的
議
論
を
新

方
向
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
の
次
元
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
反
カ
ル
ト
運
動
の
視
座
と
同
化
し
「
カ
ル

ト
」
を
「
外
か
ら
」
批
判
的
に
論
じ
る
こ
と
を
研
究
の
前
提

と
す
る
の
は
、
そ
の
他
の
有
効
か
も
し
れ
な
い
視
点
の
可
能

性
を
拒
絶
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
ま
た
既
存
の
社
会
価
値
観

に
基
づ
く
「
取
材
し
て
い
い
教
団
」
と
「
取
材
し
て
は
い
け

な
い
教
団
」
の
線
引
き
が
明
確
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
暗
黙
の

了
解
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
実
証
的
研
究
は
結
局

「
取
材
し
て
い
い
教
団
」
に
偏
る
こ
と
に
な
る
し
、
社
会
摩

擦
を
起
こ
し
て
い
る
教
団
ほ
ど
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
う
。

 

　

も
と
よ
り
社
会
か
ら
隔
離
し
て
い
る
団
体
の
聞
き
取
り
調

査
は
難
し
い
が
、
そ
う
で
な
い
団
体
の
場
合
は
接
触
自
体
に

難
色
を
示
す
よ
り
も
、「
第
二
、
第
三
の
中
沢
、
島
田
」
を

生
み
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
複
雑
な
宗
教
学
事
情

を
知
り
、
研
究
の
第
一
線
に
立
つ
教
授
陣
た
ち
が
後
続
の
研

究
者
た
ち
を
教
育
指
導
し
て
い
く
の
が
理
想
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
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1
は
じ
め
に

「
オ
ウ
ム
真
理
教
と
魔
境
」
と
は
、
一
連
の
オ
ウ
ム
真
理
教

事
件
の
首
謀
者
で
あ
っ
た
元
教
祖
・
麻
原
彰
晃
こ
と
松
本
智

津
夫
元
死
刑
囚
（
以
下
、
麻
原
）
と
、
彼
の
指
示
に
従
い
幾
多

の
犯
罪
を
な
し
た
弟
子
た
ち
、
そ
し
て
二
十
歳
で
出
家
し
て

以
降
十
八
年
も
の
間
、
わ
た
し
自
身
が
陥
っ
た
問
題
の
こ
と

で
あ
る
。

「
魔
境
」
と
は
、
様
々
な
道
に
お
い
て
先
人
に
戒
め
ら
れ
て

き
た
「
修
行
途
上
の
落
と
し
穴
」
の
こ
と
で
あ
り
、
仏
教
や

ヨ
ー
ガ
で
は
魔
・
魔
境
・
増
上
慢
、
禅
で
は
禅
病
、
気
功
で

は
偏
差
や
走
火
入
魔
、
ユ
ン
グ
心
理
学
で
は
自
我
肥
大
・
魂

の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
自
我
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

と
い
わ
れ
て
き
た
。
様
々
な
修
行
の
途
上
で
は
、
幻
想
体
験

や
瞑
想
体
験
等
が
生
じ
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
が
、
そ
の
際
、
自

分
が
特
別
に
優
れ
た
存
在
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
そ

れ
に
強
く
と
ら
わ
れ
る
と
「
魔
境
」
に
陥
る
。
そ
の
状
態
は
、

傲
慢
で
自
己
中
心
的
で
、
自
己
を
特
別
視
・
過
大
視
し
、
誇

大
妄
想
や
被
害
妄
想
を
持
ち
、
周
り
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
等

の
特
徴
が
あ
る
。

特
に
、
麻
原
が
陥
っ
た
魔
境
の
問
題
が
、
オ
ウ
ム
真
理
教

事
件
の
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
修
行
を

志
し
た
麻
原
が
、
そ
の
途
上
で
神
秘
体
験
を
伴
う
典
型
的
な

魔
境
に
陥
っ
た
が
た
め
に
、
生
来
の
誇
大
妄
想
的
・
被
害
妄

想
的
・
自
己
中
心
的
な
性
質
を
加
速
度
的
に
拡
大
さ
せ
な
が

ら
、
一
連
の
事
件
を
起
こ
し
た
か
ら
で
あ
る
。

麻
原
は
、
自
身
の
内
面
の
み
に
登
場
す
る
「
シ
ヴ
ァ
大
神
」

等
の
神
か
ら
の
示
唆
・
啓
示
を
受
け
た
と
し
て
、
自
身
を
「
地

球
を
救
う
中
心
人
物
」
と
位
置
づ
け
、
武
力
に
よ
る
救
済
計

画
や
、
世
界
を
統
治
す
る
宗
教
的
な
王
・
救
世
主
に
な
る
と

い
う
誇
大
妄
想
を
抱
き
、
そ
れ
ら
を
実
際
に
現
実
の
世
界
で
、

神
に
与
え
ら
れ
た
使
命
・
神
へ
の
帰
依
の
実
践
と
し
て
人
生

を
か
け
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
。

そ
こ
ま
で
の
誇
大
妄
想
に
陥
っ
た
麻
原
に
と
り
、
そ
の
使

命
は
何
事
に
も
優
先
し
て
必
ず
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
麻
原
は
、
そ
の
過
程
で
妨
害

す
る
よ
う
に
見
え
た
教
団
内
外
の
人
々
・
国
家
・
社
会
に
対

し
、「
排
除
し
な
け
れ
ば
自
分
が
滅
ぼ
さ
れ
る
」
と
い
う
ほ
ど

の
切
迫
し
た
被
害
妄
想
を
背
景
に
、
ポ
ア
と
称
す
る
殺
害
等

で
、
次
々
と
排
除
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
麻
原
と
、
麻
原
の
指
示
に
従
っ
た
元
弟
子
の

十
二
名
は
、
平
成
終
焉
の
前
年
に
死
刑
に
よ
り
そ
の
生
涯
を

終
え
た
。
こ
こ
で
は
、
二
度
と
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
よ
う

な
惨
事
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
現
代
に
お
け

る
最
悪
の
「
魔
境
の
実
例
」
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
を
行
い

教
訓
を
得
た
い
。

2
麻
原
が
陥
っ
た
魔
境

修
行
開
始
以
前
の
性
質
と
傾
向

も
と
も
と
麻
原
は
、
生
育
の
過
程
で
、
家
の
貧
困
、
弱
視

と
い
う
身
体
障
害
や
、
親
元
を
離
さ
れ
て
の
盲
学
校
の
寄
宿

舎
へ
の
入
所
な
ど
の
不
遇
、
学
業
・
事
業
等
の
挫
折
等
を
経

験
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
満
た
さ
れ
な
い
自
己
愛
や
強
い
劣

等
感
を
抱
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ら
を
埋
め
る
た
め
か
、
誇

大
妄
想
・
被
害
妄
想
的
な
人
格
が
形
成
・
拡
大
さ
れ
て
い
っ

た
。
例
え
ば
、
小
学
校
の
生
徒
会
長
の
選
挙
に
立
候
補
し
落

選
し
た
際
は
「
先
生
に
よ
る
陰
謀
」
を
主
張
し
た
り
、
十
代

オ
ウ
ム
真
理
教
と
魔
境
―
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
原
因

と
、霊
的
暴
力
か
ら
の
解
放
に
つ
い
て
の
一
考
察

宗
形
真
紀
子

ひ
か
り
の
輪
・
文
筆
家

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
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の
頃
「
東
大
の
法
学
部
に
入
り
総
理
大
臣
に
な
る
」
と
言
っ

た
り
す
る
な
ど
、
被
害
妄
想
・
誇
大
妄
想
の
言
動
が
早
く
か

ら
あ
っ
た
（
高
山
文
彦
『
麻
原
彰
晃
の
誕
生
』）。

そ
う
し
た
麻
原
の
性
質
は
、
心
理
学
の
専
門
家
が
提
唱
す

る
「
空
想
虚
言
症
」
や
「
誇
大
自
己
症
候
群
」
と
い
う
精
神

病
理
・
人
格
障
害
的
な
性
質
と
か
な
り
一
致
す
る
。「
空
想
虚

言
症
」
は
、
噓
と
真
実
・
空
想
と
現
実
の
区
別
が
つ
か
な
く

な
り
、
空
想
上
の
立
場
や
役
割
に
心
か
ら
な
り
切
り
行
動
す

る
状
態
を
い
う
（
武
野
俊
弥
『
噓
を
生
き
る
人 

妄
想
を
生
き
る

人

―
個
人
神
話
の
創
造
と
病
』
新
曜
社
、
二
〇
〇
五
年
）。「
誇

大
自
己
症
候
群
」
は
、
幼
少
期
に
誰
し
も
が
持
つ
自
己
万
能

感
（
誇
大
自
己
）
が
健
全
に
満
た
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
き
、
成
人
後
に
自
己
万
能
感
を
社
会
の
中

で
満
た
そ
う
と
す
る
状
態
を
い
う
（
岡
田
尊
司
『
誇
大
自
己
症

候
群
』）。

神
秘
体
験
に
よ
る
啓
示
を
受
け
て
の
行
動

麻
原
は
、
失
敗
と
挫
折
の
人
生
を
変
え
る
た
め
に
運
命
学

を
研
究
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
仙
道
、
阿
含
宗
、
ヨ

ー
ガ
等
の
修
行
に
の
め
り
込
ん
だ
。
そ
し
て
修
行
の
途
上
に

お
い
て
、
幻
想
の
中
で
神
々
か
ら
示
唆
を
受
け
る
と
、
そ
れ

を
都
合
よ
く
解
釈
し
、
今
度
は
現
実
の
世
界
で
、
そ
の
示
唆

を
実
現
す
る
た
め
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以

下
は
い
く
つ
か
の
事
例
で
あ
る
。

①
一
九
八
五
年
五
月
、
神
奈
川
県
の
三
浦
海
岸
で
「
神
」

か
ら
「
ア
ビ
ラ
ケ
ツ
ノ
ミ
コ
ト
を
任
じ
る
」
と
の
示
唆
を
受

け
る
。
ア
ビ
ラ
ケ
ツ
ノ
ミ
コ
ト
と
は
「
神
軍
を
率
い
て
戦
う

光
の
神
」「
戦
い
の
中
心
と
な
る
者
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
の

と
き
麻
原
は
、
神
仙
の
民
（
修
行
し
て
超
能
力
を
得
た
民
）
の

国
を
築
く
必
要
性
を
感
じ
、
こ
れ
を
原
点
と
し
て
、
現
実
に

国
や
米
軍
を
敵
と
し
て
戦
う
と
い
う
「
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
」

と
い
う
名
の
大
量
殺
戮
計
画
を
企
て
実
行
に
突
き
進
ん
だ
。

②
一
九
八
八
年
、
シ
ヴ
ァ
大
神
か
ら
「『
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示

録
』
を
紐
解
く
よ
う
に
」
と
の
示
唆
を
受
け
、
自
ら
を
世
紀

末
の
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
の
際
に
現
れ
る
世
界
の
救
世
主
「
キ
リ

ス
ト
」
で
あ
る
と
解
釈
し
、「
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
予
言
」
の

原
本
を
フ
ラ
ン
ス
に
ま
で
行
き
入
手
し
、「
自
ら
が
救
世
主
だ

と
預
言
さ
れ
て
い
る
」
と
解
釈
し
た
。

③
一
九
八
九
年
九
月
、
神
々
か
ら
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

に
な
れ
」
と
い
う
示
唆
を
受
け
、
こ
れ
を
「
さ
ら
し
者
に
な

り
救
済
す
る
こ
と
」
と
解
釈
し
、
そ
の
二
カ
月
後
に
坂
本
弁

護
士
事
件
を
起
こ
す
。
ま
た
、
そ
の
後
の
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の

バ
ッ
シ
ン
グ
を
神
の
示
唆
ど
お
り
と
解
釈
し
た
。

ヨ
ー
ガ
修
行
の
分
岐
点
で
陥
っ
た
魔
境（
一
九
八
六
年
）

麻
原
の
魔
境
の
第
一
の
要
因
は
、
ヨ
ー
ガ
修
行
の
失
敗
で

あ
る
。
麻
原
は
、
一
九
八
六
年
に
イ
ン
ド
を
訪
問
し
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
な
ど
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
バ
バ
等
の
ヨ
ー
ガ
の
聖
者
た
ち
と

会
っ
て
「
最
終
解
脱
」
し
、「
彼
ら
に
日
本
救
済
の
使
命
を
託

さ
れ
た
」
と
宣
伝
し
た
。
そ
し
て
、
わ
た
し
も
含
め
多
く
の

信
者
が
、
そ
れ
を
鵜
呑
み
に
し
て
入
信
し
た
が
、
今
で
は
そ

の
宣
伝
の
虚
偽
が
判
明
し
て
い
る
。

幸
運
に
も
、「
ひ
か
り
の
輪
」
の
友
人
が
独
自
の
ル
ー
ト
を

通
じ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
バ
バ
に
真
偽
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
ま
っ
た
く
逆
と
も
い
え
る
事
実
が

あ
っ
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
バ
バ
は
、
麻
原
に
救
済
の
使
命
を
託

し
た
ど
こ
ろ
か
、
一
九
八
六
年
の
時
点
か
ら
麻
原
の
行
動
に

批
判
的
で
、
何
度
も
警
告
を
発
し
て
い
た
。
例
え
ば
パ
イ
ロ

ッ
ト
バ
バ
は
、
麻
原
が
、
以
前
自
分
が
教
え
た
行
法
を
高
額

の
布
施
を
取
っ
て
教
え
て
い
る
の
を
見
つ
け
、「
そ
の
ま
ま
で

は
破
滅
に
至
る
」
と
警
告
し
た
。
し
か
し
、
麻
原
が
や
め
な

か
っ
た
た
め
二
人
は
決
裂
し
た
。
そ
し
て
麻
原
は
、
オ
ウ
ム

真
理
教
の
教
祖
と
な
り
、
一
連
の
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
を
起

こ
し
死
刑
と
な
っ
た
（
警
告
通
り
破
滅
に
至
っ
た
）。
パ
イ
ロ

ッ
ト
バ
バ
は
、
今
で
も
麻
原
を
導
き
損
な
っ
た
こ
と
に
責
任

を
感
じ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
バ
バ
は
、
麻
原
の
ヨ
ー
ガ
修
行
の
問
題
点
は
、

慢
心
と
、
心
の
成
熟
で
な
く
行
法
に
偏
り
す
ぎ
て
魔
に
と
り

つ
か
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
語
り
、
そ
の
主
な
原
因
を
以
下
の

よ
う
に
指
摘
し
た
。

①
慢
心
・
エ
ゴ
の
強
さ

・
麻
原
に
四
十
日
間
の
修
行
を
指
示
し
た
が
、
彼
は
途
中

で
そ
れ
を
投
げ
出
し
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
修
行
が
途

中
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
当
時
の
麻
原
は
、
行
者
と
し
て
優
れ
た
面
は
あ
っ
た
が
、

「
私
が
救
済
す
る
」
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
「
私
が
救
済
す

る
」
と
い
う
考
え
方
は
、
プ
ラ
イ
ド
な
ど
の
エ
ゴ
で
あ
る
。
周

り
に
プ
ラ
イ
ド
や
権
力
欲
の
強
い
人
が
集
ま
っ
て
き
て
、
彼

ら
も
麻
原
に
悪
い
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
。

②
ヨ
ー
ガ
に
お
け
る
「
魔
の
分
岐
点
」
で
道
を
誤
っ
た

・
麻
原
は
、
ア
ナ
ー
ハ
タ
・
チ
ャ
ク
ラ
（
ヨ
ー
ガ
で
胸
に
位

置
す
る
霊
的
な
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
、
プ
ラ
イ
ド
等
の
煩
悩
が
関
係

す
る
と
さ
れ
る
）
の
レ
ベ
ル
で
修
行
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

ア
ナ
ー
ハ
タ
・
チ
ァ
ク
ラ
で
は
、
超
能
力
が
付
く
が
、
そ
れ

に
引
っ
か
か
っ
た
の
は
残
念
。
そ
こ
を
超
え
て
い
く
か
、
そ

こ
で
魔
に
と
り
つ
か
れ
る
か
と
い
う
分
岐
点
で
あ
っ
た
。

③
激
し
い
行
法
へ
の
偏
り
・
解
脱
と
錯
覚
・
人
格
の
向
上

の
軽
視

・
麻
原
の
修
行
の
や
り
方
は
、
精
神
的
な
浄
化
に
乏
し
く
、

身
体
行
法
に
偏
っ
て
い
た
。
激
し
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヨ
ー
ガ
行
法

は
、
そ
の
身
体
行
法
に
よ
っ
て
一
時
的
に
ピ
ュ
ア
な
状
態
に

な
り
、
超
常
的
な
瞑
想
体
験
を
す
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
そ

れ
で
「
解
脱
し
た
」
と
錯
覚
し
、
修
行
者
が
慢
心
を
抱
く
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
あ
る
種
の
行
法
を
安
易
に

教
え
る
こ
と
は
不
適
切
な
場
合
も
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
サ

マ
デ
ィ
と
い
う
瞑
想
状
態
自
体
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
人
格
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の
向
上
だ
。

加
え
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
バ
バ
は
、
オ
ウ
ム
信
者
に
対
す
る
戒

め
と
し
て
、「
修
行
者
は
セ
ル
フ
（
ヨ
ー
ガ
で
言
う
「
真
実
の

自
分
」）
に
返
る
べ
き
で
あ
り
、
グ
ル
は
導
き
手
に
す
ぎ
な
い

た
め
麻
原
の
奴
隷
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
語
っ
た
。

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
・
ヨ
ー
ガ
で
は
、
大
宇
宙
と
の
合
一
を
目

指
し
、
自
己
の
内
部
に
「
真
我
」（
ア
ー
ト
マ
ン
）
と
い
う
絶

対
的
な
存
在
を
認
め
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
超
常
的
な
瞑

想
体
験
の
結
果
、
人
に
よ
っ
て
は
「
自
分
が
絶
対
的
存
在
と

合
一
し
た
」
と
錯
覚
し
、
自
分
自
身
が
大
宇
宙
で
あ
る
か
の

よ
う
な
誇
大
妄
想
に
陥
り
、
自
我
が
肥
大
し
て
い
っ
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
。

心
理
学
者
ユ
ン
グ
は
、
こ
れ
を
「
自
我
（
自
分
）
と
セ
ル

フ
（
全
体
・
絶
対
者
）
を
混
同
し
た
状
態
」
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
ユ
ン
グ
が
研
究
し
た
禅
で
は
、
こ
の
状
態
を
「
増
上
慢
」

と
呼
び
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
禅
の
僧
は
宇
宙
的
な
意
識

を
探
求
し
つ
つ
も
「
そ
れ
と
自
我
は
別
の
も
の
で
あ
る
」
と

い
う
考
え
方
を
す
る
そ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
指
摘
は
オ
ウ
ム
事
件
後
の
こ
と
だ
が
、
当
時
の

元
高
弟
信
者
に
よ
る
と
、
一
九
九
〇
年
代
に
オ
ウ
ム
真
理
教

が
マ
ス
コ
ミ
か
ら
批
判
さ
れ
た
時
期
に
も
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
バ

バ
か
ら
「
麻
原
の
現
世
的
な
執
着
を
諫
め
る
内
容
の
手
紙
」

が
届
い
た
が
、
麻
原
は
そ
れ
を
無
視
し
た
と
い
う
。

な
お
、
オ
ウ
ム
真
理
教
内
で
は
、
そ
の
よ
う
な
麻
原
が
指

導
し
た
集
中
修
行
に
よ
り
、
一
部
で
は
精
神
疾
患
が
発
生
し

た
事
例
や
、
極
限
的
な
身
体
の
酷
使
や
無
理
な
姿
勢
の
継
続

等
に
よ
り
体
を
痛
め
た
事
例
も
多
々
あ
っ
た
。

「
最
終
解
脱
者
」と
い
う
偽
り
の
誇
大
宣
言（
一
九
八
六
年
）

麻
原
の
「
日
本
で
唯
一
の
最
終
解
脱
者
」「
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
最

終
解
脱
し
た
」
と
の
宣
伝
は
、
多
く
の
信
者
の
入
信
を
後
押

し
し
た
、
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
虚
偽
の
誇

大
宣
伝
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
麻
原
の
「
最

終
解
脱
」
の
定
義
は
あ
い
ま
い
で
、
書
籍
な
ど
で
は
「
一
九

八
六
年
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
バ
バ
と
会
っ
て
最
終
解

脱
し
た
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
内
容
・
時
期
・
場
所
・
認
定

な
ど
す
べ
て
が
虚
構
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
麻
原
の
い
う
最
終
解
脱
体
験
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は

な
く
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
出
発
前
の
日
本
で
あ
っ
た
が
、「
ヒ
マ
ラ
ヤ

で
解
脱
し
た
こ
と
に
し
て
お
い
た
ほ
う
が
イ
メ
ー
ジ
が
い
い

か
ら
」
と
弟
子
に
語
り
、
そ
う
宣
伝
さ
れ
た
。
高
山
文
彦
氏

の
『
麻
原
彰
晃
の
誕
生
』
に
は
、
麻
原
が
解
脱
で
き
な
い
悩

み
を
弟
子
に
打
ち
明
け
る
一
方
、
唐
突
に
「
い
ま
私
は
解
脱

し
ま
し
た
」
と
語
り
、
い
つ
の
ま
に
か
書
籍
類
に
は
、
一
九

八
六
年
に
最
終
解
脱
し
た
と
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経

緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
麻
原
の
最
終
解
脱
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ど
で
他
の
聖

者
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
麻
原
の
内
的
な
体
験
に

よ
る
「
自
己
認
定
」
で
、
内
容
も
幻
想
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
麻

原
が
唯
一
、
最
終
解
脱
の
具
体
的
な
体
験
を
語
っ
た
の
は
、
九

一
年
の
雑
誌
の
取
材
時
で
あ
る
。
記
者
が
、
麻
原
の
内
的
な

体
験
に
す
ぎ
な
い
内
容
に
対
し
、「
な
ぜ
そ
れ
が
最
終
解
脱
と

言
え
る
ん
で
す
か
？
」
と
問
い
た
だ
す
と
、
麻
原
は
、「
だ
っ

て
、
自
分
の
周
り
に
神
々
が
現
れ
て
た
い
へ
ん
な
祝
福
を
し

て
く
れ
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
趣
旨
の
答
え
を
し
た
。
当
然
、

記
者
は
十
分
に
納
得
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
、「
神
々
が
祝
福
し
て
く
れ
た
か
ら
、
最
終
解

脱
だ
と
判
断
し
た
」
と
い
う
麻
原
の
解
釈
は
、
禅
な
ど
で
「
惑

わ
さ
れ
る
な
」「
仏
に
会
っ
た
ら
仏
を
殺
せ
」
な
ど
と
厳
し
く

戒
め
ら
れ
て
い
る
、
修
行
の
途
上
で
経
験
す
る
魔
境
の
典
型

で
あ
る
。

わ
た
し
自
身
も
、
麻
原
と
類
似
し
た
経
験
を
し
た
こ
と
が

あ
る
た
め
、
比
較
し
て
検
討
し
た
い
。
幼
少
期
よ
り
強
い
自

己
否
定
と
自
己
処
罰
感
を
持
っ
て
い
た
わ
た
し
は
、
十
四
歳

以
降
、
頻
繁
に
金
縛
り
や
霊
現
象
な
ど
の
不
快
な
体
験
に
襲

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
二
十
歳
の
頃
に
、「
神
や
天

使
が
祝
福
す
る
神
秘
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
を
三
日
三
晩
連
続

し
て
見
続
け
る
特
異
な
経
験
を
し
た
。
そ
の
直
後
に
学
校
で

友
人
か
ら
、
夢
の
内
容
に
出
て
き
た
場
所
で
あ
る
「
東
京
大

学
」
の
学
園
祭
に
誘
わ
れ
た
。
夢
が
気
に
な
り
訪
れ
て
み
る

と
、
駒
場
の
東
京
大
学
で
そ
の
日
開
催
さ
れ
て
い
た
麻
原
の

講
演
会
に
遭
遇
し
た
。
わ
た
し
は
そ
の
夢
を
、「
オ
ウ
ム
に
導

く
祝
福
」
と
解
釈
し
て
入
信
し
た
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
オ
ウ
ム
事
件
後
に
麻
原
へ
の
信
仰
が
揺
ら
ぐ
よ

う
に
な
る
と
、
今
度
は
正
反
対
の
経
験
を
し
た
。
そ
の
頃
、
初

め
て
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
の
「
煉
獄
」
の
絵
を
目
に
し
た
の

だ
が
、
そ
れ
は
オ
ウ
ム
へ
の
入
信
を
後
押
し
し
た
先
の
「
祝

福
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
と
瓜
二
つ
の
光
景
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、

か
つ
て
「
祝
福
」
と
解
釈
し
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
実
際
に
は

「
煉
獄
」
を
表
す
光
景
で
あ
る
と
知
っ
た
。
そ
の
二
年
ほ
ど
後
、

麻
原
信
仰
を
続
け
る
ア
レ
フ
を
脱
会
し
、
オ
ウ
ム
時
代
の
総

括
文
書
を
執
筆
中
に
、
自
己
処
罰
感
に
襲
わ
れ
る
と
同
時
に
、

十
代
の
頃
に
経
験
し
た
不
快
な
幻
想
を
再
び
体
験
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
わ
た
し
に
は
、
自
己
否
定
や
自
己

処
罰
の
心
が
悪
霊
や
魔
の
不
快
な
幻
想
体
験
を
作
り
出
し
、

自
分
を
救
い
た
い
心
が
神
の
祝
福
の
幻
想
体
験
を
作
り
出
す

と
い
う
よ
う
な
、
都
合
の
良
い
「
自
作
自
演
」
の
傾
向
が
あ

っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
麻
原
と
わ
た
し
に
は
非
常
に
よ
く
似
た

傾
向
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
幻
想
に
す
ぎ
な
い
体
験
を
「
真

実
の
」
神
の
祝
福
と
思
い
込
み
、「
神
や
天
使
に
よ
っ
て
オ
ウ

ム
に
導
か
れ
た
」
と
都
合
よ
く
解
釈
し
た
時
が
、
わ
た
し
が

魔
境
に
陥
っ
た
瞬
間
で
あ
る
。
そ
し
て
わ
た
し
と
同
様
、
幻

想
に
す
ぎ
な
い
神
々
の
祝
福
の
幻
想
を
「
真
実
の
」
神
の
祝

福
と
思
い
込
み
、
そ
の
経
験
を
も
っ
て
「
最
終
解
脱
」
と
都
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合
よ
く
解
釈
し
た
時
が
、
麻
原
が
魔
境
に
陥
っ
た
瞬
間
だ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
自
己
絶
対
化
」に
よ
る
魔
境
の
加
速
度
的
拡
大（
一
九
八
七
年
～

八
八
年
）

以
上
の
よ
う
に
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
バ
バ
に
近
づ
く
も
、
そ
の

忠
告
に
従
わ
ず
関
係
を
断
っ
た
麻
原
は
、
一
九
八
七
年
に
「
ヒ

マ
ラ
ヤ
で
最
終
解
脱
し
た
日
本
で
唯
一
の
最
終
解
脱
者
」
と

自
称
し
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
教
祖
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
麻

原
の
魔
境
は
加
速
度
的
に
拡
大
し
て
い
く
。

翌
八
八
年
の
夏
、
麻
原
は
、
今
度
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
高

僧
で
あ
る
カ
ー
ル
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
に
近
づ
い
た
。
リ
ン
ポ
チ

ェ
は
、
麻
原
の
神
秘
体
験
主
義
を
否
定
し
、「
体
験
は
解
脱
で

は
な
い
。
体
験
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
が
解
脱
な
の

だ
」
と
忠
告
し
た
。
し
か
し
麻
原
は
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
ず
、

「
リ
ン
ポ
チ
ェ
に
は
無
智
が
あ
る
」
と
逆
批
判
し
、
瞑
想
伝
授

の
直
前
に
そ
れ
を
拒
否
し
、
勝
手
に
日
本
に
帰
っ
て
し
ま
っ

た
。
麻
原
の
こ
の
行
動
は
、
ヨ
ー
ガ
の
師
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
バ

バ
へ
の
対
応
と
酷
似
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
麻
原
は
、
リ
ン
ポ
チ
ェ
か
ら
受
け
た
教
え
に

対
し
、「
チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
の
教
え
の
実
践

者
は
自
分
で
あ
る
」
と
勝
手
に
思
い
込
み
、
帰
国
後
に
急
激

な
変
貌
を
遂
げ
た
。「
こ
れ
か
ら
は
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
の
時
代

で
あ
る
」
と
語
り
、「
悪
業
を
落
と
す
た
め
」
と
称
し
て
弟
子

に
暴
力
を
振
い
は
じ
め
た
。

八
月
の
富
士
山
総
本
部
道
場
の
建
立
記
念
式
典
で
は
、
麻

原
か
ら
多
額
の
布
施
を
受
け
た
こ
と
も
影
響
し
た
の
か
、
来

日
し
た
カ
ー
ル
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
は
、
麻
原
を
「
偉
大
な
仏
教

の
師
」
と
呼
び
、「
あ
な
た
方
の
グ
ル
に
奉
仕
し
、
彼
が
す
る

よ
う
に
と
い
っ
た
こ
と
は
何
で
も
す
る
よ
う
に
し
な
さ
い
」

と
説
法
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
信
者
は
、
日
本
に
い
な
が
ら
「
チ

ベ
ッ
ト
の
高
僧
に
認
め
ら
れ
た
本
物
の
グ
ル
」
の
弟
子
と
し

て
「
正
し
い
修
行
」
を
行
っ
て
い
る
、
と
い
う
錯
覚
を
深
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
に
麻
原
は
、
自
ら
を
カ
ー
ル
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
も
ダ

ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
も
超
え
た
「
世
界
の
聖
者
の
ト
ッ
プ
」
と

位
置
づ
け
、
弟
子
た
ち
に
は
、
グ
ル
は
一
人
で
あ
る
べ
き
で

あ
り
「
麻
原
一
人
に
対
す
る
絶
対
的
な
帰
依
」
を
求
め
る
説

法
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

麻
原
は
、
そ
の
一
カ
月
後
に
は
、
公
に
な
る
と
救
済
活
動

が
遅
れ
る
と
の
身
勝
手
な
理
由
で
、
信
者
の
死
体
隠
蔽
に
手

を
染
め
、
直
後
に
「
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ン
に
な
れ
」
と
い
う
説

法
を
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
数
カ
月
後
に
は
、
初
め
て
弟
子
を

殺
害
し
、
以
降
、
次
々
に
事
件
を
引
き
起
こ
し
て
い
っ
た
。

本
来
、密
教
瞑
想
を
行
う
資
格
の
な
か
っ
た
麻
原

オ
ウ
ム
事
件
後
に
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
高
僧
・
ツ
ル
テ
ィ

ム
・
ケ
サ
ン
は
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
の
命
を
受
け
、
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
自
体
と
オ
ウ
ム
真
理
教
双
方
の
問
題
を
総
括
す
る

書
物
と
し
て
、『
図
説
マ
ン
ダ
ラ
瞑
想
法
』
を
著
し
た
。

そ
こ
か
ら
は
二
つ
の
教
訓
が
得
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
オ
ウ

ム
真
理
教
の
暴
走
は
、
瞑
想
の
深
い
意
味
や
危
険
性
を
理
解

せ
ず
、
実
践
す
る
「
資
格
が
欠
如
し
た
ま
ま
」
修
行
を
深
め

た
結
果
引
き
起
こ
さ
れ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
ツ
ル
テ
ィ

ム
・
ケ
サ
ン
は
、
本
来
、
密
教
の
修
行
を
す
る
た
め
に
は
、
前

段
階
で
あ
る
顕
教
の
教
義
を
成
就
し
た
う
え
で
、
そ
の
人
物

が
密
教
を
学
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
か
否
か
の
判
定
を
、
そ
の
道

の
師
か
ら
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

麻
原
は
、
カ
ー
ル
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
を
否
定
し
、
瞑
想
伝
授

を
受
け
る
前
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
そ
う
し
た
段
階
を

踏
ん
で
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
高
度

な
瞑
想
を
模
し
た
独
自
の
瞑
想
法
を
作
り
、
入
信
し
た
て
の

人
に
ほ
ぼ
無
条
件
に
教
え
た
。

さ
ら
に
、
ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ケ
サ
ン
は
、
宗
教
に
と
っ
て
瞑

想
は
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
必
須
の
要
素
だ
が
、
瞑
想
を
実
践

す
る
こ
と
に
よ
り
身
心
の
状
態
を
か
え
っ
て
悪
く
す
る
事
態

も
起
こ
り
う
る
た
め
、「
厳
し
い
身
心
の
条
件
」
を
踏
ま
え
る

べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
身

心
に
違
和
感
や
問
題
が
あ
る
場
合
、
精
神
病
理
的
な
症
状
、

鬱
症
状
や
躁
症
状
、
神
経
症
な
ど
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、
統

合
失
調
症
（
精
神
分
裂
病
）
の
疑
い
が
あ
る
場
合
な
ど
、
詳
細

な
禁
止
例
が
あ
り
、
そ
う
し
た
場
合
は
む
し
ろ
、
肉
体
を
使

っ
て
汗
を
か
く
よ
う
な
運
動
や
労
働
に
い
そ
し
ん
だ
ほ
う
が

よ
い
の
だ
と
い
う
。

さ
ら
に
高
度
な
瞑
想
と
さ
れ
る
究
竟
次
第
の
瞑
想
に
な
る

と
、
条
件
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
。
そ
の
修
行
は
、
生
半
可

な
こ
と
で
は
実
践
を
許
さ
れ
ず
、
仏
法
を
正
し
く
理
解
す
る

こ
と
と
、
身
心
と
も
に
並
々
な
ら
ぬ
強
靭
さ
が
必
要
で
、
ひ

ど
く
す
れ
ば
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

異
様
な
精
神
集
中
を
続
け
る
た
め
、
脳
生
理
に
も
悪
影
響

が
出
や
す
く
、
精
神
錯
乱
の
果
て
に
狂
気
に
陥
っ
た
チ
ベ
ッ

ト
の
修
行
者
が
い
た
と
い
う
が
、
こ
の
記
述
は
、
麻
原
の
事

件
後
の
様
相
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
視
点
に
立
て
ば
、

麻
原
の
陥
っ
た
魔
境
は
、
密
教
修
行
の
危
険
性
を
無
視
し
、

密
教
の
道
を
踏
み
外
し
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
が
久
し
く
採
用
し
て
き
た
対
処
法

は
、
未
然
に
防
止
す
る
に
ま
さ
る
手
段
は
な
い
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
高
度
な
瞑
想
修
行
が
許
さ
れ
る
の
は
出
家
し
た
僧

侶
の
う
ち
十
人
に
一
人
程
で
、
熱
心
に
望
ん
で
も
身
心
の
資

質
が
不
十
分
な
者
に
は
決
し
て
許
可
さ
れ
な
い
そ
う
で
あ
る
。

血
縁
で
支
配
し
た
序
列（
一
九
九
三
年
頃
～
九
五
年
）

麻
原
が
魔
境
に
陥
り
自
己
を
神
格
化
・
絶
対
化
し
た
証
左

は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
「
位
階
制
度
（
ス
テ
ー
ジ
制
度
）」
や

組
織
構
造
に
も
表
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
に
知
ら
れ
て

い
る
そ
れ
は
い
わ
ば
表
向
き
の
も
の
で
あ
り
、
内
部
に
お
い
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て
共
有
さ
れ
て
い
た
別
の
実
態
が
存
在
す
る
。

麻
原
は
、
自
身
を
「
三
千
世
界
に
唯
一
の
救
世
主
・
キ
リ

ス
ト
で
あ
り
、
密
教
の
グ
ル
」
と
位
置
づ
け
、
グ
ル
と
弟
子

は
一
対
一
、
グ
ル
と
の
縁
が
す
べ
て
、
グ
ル
の
み
が
死
の
際

に
弟
子
を
高
い
世
界
に
ポ
ア
す
る
、
グ
ル
と
共
に
来
世
も
転

生
せ
よ
、
等
と
説
い
た
。

麻
原
と
弟
子
が
最
重
要
視
す
る
こ
と
は
、「
麻
原
と
縁
が
近

い
か
ど
う
か
」
と
い
う
点
に
あ
る
。「
近
い
」
と
は
、
弟
子
の

麻
原
と
の
距
離
の
近
さ
や
帰
依
の
深
さ
や
功
徳
の
高
さ
を
意

味
す
る
。
最
も
「
近
い
」
の
は
、
麻
原
の
血
を
分
け
た
麻
原

の
子
女
で
あ
り
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
別
格
と
さ
れ
た
。
そ

の
次
に
高
弟
が
来
る
。
麻
原
は
、
子
女
ら
を
「
皇こ

う

子し

」
と
名

付
け
、「
す
べ
て
の
弟
子
の
上
の
位
階
」
と
定
め
た
。
わ
か
り

や
す
く
言
え
ば
、
一
国
の
「
王
室
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
順
位
づ
け
は
、
①
神
聖
法
皇
・
教
祖
で
最
終
解
脱
者

（
尊
師
）：
麻
原
、
②
皇
子
で
最
終
解
脱
者
：
麻
原
の
長
男
と

次
男
、
愛
人
の
長
男
と
次
男
、
③
皇
子
で
正
報
師
：
四
女
、
④

皇
子
で
正
大
師
：
三
女
（
松
本
麗
華
）、
⑤
皇
子
で
師
：
長
女

と
次
女
、
と
な
る
（
他
に
数
名
の
愛
人
の
子
も
「
皇
子
」
と
さ

れ
た
。
麻
原
の
妻
は
、
麻
原
と
血
を
分
け
て
い
な
い
た
め
家
族
で

あ
っ
て
も
こ
の
構
造
に
入
ら
ず
、
自
分
の
産
ん
だ
子
よ
り
も
格
下

と
さ
れ
た
）。
そ
の
次
に
、
血
を
分
け
て
い
な
い
弟
子
の
位
階

の
序
列
が
続
く
。

麻
原
は
、
自
ら
を
「
シ
ヴ
ァ
大
神
の
化
身
」「
魂
の
質
が
違

う
」
存
在
と
し
て
神
格
化
し
た
た
め
、
自
分
の
血
が
入
っ
て

い
る
か
ど
う
か
を
最
重
要
視
し
て
い
た
。
複
数
の
女
性
信
者

を
愛
人
に
し
、
多
数
の
子
供
を
産
ま
せ
、
生
ま
れ
た
子
を
「
皇

子
」
と
し
、
す
べ
て
の
高
弟
の
上
に
位
置
付
け
た
。
自
分
の

子
を
産
ん
だ
女
性
の
弟
子
も
高
弟
と
し
た
。

加
え
て
、
自
分
の
血
液
や
D
N
A
、
毛
髪
、
自
分
が
入
っ

た
風
呂
の
水
な
ど
を
「
高
度
な
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し

て
信
者
に
与
え
た
。
血
縁
の
な
い
男
性
の
高
弟
を
自
分
の
娘

と
結
婚
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
「
松
本
の
姓
」
を
与
え
よ
う
と

も
し
て
い
た
。

事
件
後
麻
原
は
、
弁
護
士
を
通
じ
て
信
者
に
自
分
の
子
を

観
想
す
れ
ば
霊
的
な
道
筋
が
確
保
さ
れ
る
と
獄
中
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
し
、
最
終
解
脱
者
と
し
た
息
子
が
触
れ
た
食
べ

物
を
、
修
行
の
進
む
「
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
信
者

に
与
え
さ
せ
た
。
麻
原
の
息
子
ら
は
、
血
縁
の
な
い
高
弟
と

異
な
り
、
麻
原
に
次
い
で
弟
子
を
導
く
宗
教
的
権
限
を
持
つ
。

な
お
、
事
件
後
、
わ
た
し
が
麻
原
の
子
女
の
指
示
に
抗
っ
た

際
は
、「
グ
ル
の
意
思
を
外
し
た
魔
境
」「
グ
ル
の
ご
家
族
を

な
い
が
し
ろ
に
し
た
」
等
と
、
麻
原
三
女
や
妻
・
教
団
か
ら

激
し
く
糾
弾
さ
れ
た
。

弟
子
の
序
列
の
実
態（
一
九
九
三
年
頃
～
九
五
年
）

次
に
、
す
べ
て
の
弟
子
ら
が
「
麻
原
と
の
近
さ
」
に
基
づ

い
て
序
列
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。「
麻
原
と

の
近
さ
」
は
男
女
に
よ
り
異
な
り
、
男
性
の
弟
子
で
最
も
「
近

い
」
の
は
、
裏
の
犯
罪
の
秘
密
（
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
活
動
）
を

共
有
し
て
い
る
度
合
い
の
高
い
者
で
あ
る（
帰
依
の
深
さ
）。
女

性
の
弟
子
で
最
も
「
近
い
」
の
は
、
麻
原
の
子
を
産
ん
だ
妻

や
愛
人
、
次
が
子
は
い
な
い
が
愛
人
関
係
に
あ
る
者
で
あ
る

（
距
離
の
近
さ
・
タ
ン
ト
ラ
ヤ
ー
ナ
・
左
道
）。

麻
原
は
、
自
分
と
近
く
な
る
た
め
に
は
「
功
徳
」
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
い
た
。
何
が
功
徳
に
な
る
の
か
は
、
男
女
に

よ
り
異
な
る
。
麻
原
は
、
男
性
の
弟
子
に
つ
い
て
は
、
国
家

と
闘
う
行
動
を
重
視
し
、
功
徳
は
知
性
に
還
元
さ
れ
る
と
し

た
。
女
性
の
弟
子
に
つ
い
て
は
、
自
分
に
対
す
る
無
償
の
愛

や
奉
仕
を
重
視
し
、
功
徳
は
容
姿
に
還
元
さ
れ
る
と
し
た
。

そ
の
た
め
布
教
担
当
者
は
、
高
学
歴
の
男
性
や
美
し
い
女
性

を
重
視
し
て
勧
誘
し
た
。
こ
こ
に
も
麻
原
の
劣
等
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
が
表
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
公
の
教
義
と
し
て
は

説
か
れ
て
い
な
い
が
、
麻
原
・
オ
ウ
ム
真
理
教
の
序
列
に
関

す
る
思
想
と
実
態
で
あ
る
。

公
の
序
列
と
麻
原
と
の
「
近
さ
」
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、

場
合
に
よ
っ
て
は
無
関
係
で
あ
る
。
例
え
ば
、
初
期
の
頃
か

ら
麻
原
と
犯
罪
の
秘
密
を
共
有
し
た
村
井
秀
夫
・
新
実
智

光
・
早
川
紀
代
秀
・
中
川
智
正
な
ど
の
麻
原
と
「
近
い
」
者

た
ち
の
中
で
は
、
早
川
や
中
川
の
公
の
序
列
は
高
く
な
い
。

一
九
九
〇
年
に
麻
原
は
「
君
た
ち
の
知
ら
な
い
オ
ウ
ム
真
理

教
の
部
分
が
存
在
し
、
そ
の
一
群
は
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
の
道

を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
暗
示
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
麻
原
の
家
族
と
周
辺
に
は
、
主
治
医
の

中
川
や
遠
藤
誠
一
、
警
備
係
、
愛
人
を
含
む
子
女
の
世
話
係

や
教
育
係
な
ど
、
日
本
で
い
え
ば
「
宮
内
庁
」
の
よ
う
な
立

場
で
、
麻
原
に
「
近
い
」
人
々
も
存
在
し
た
。

3
麻
原
に
よ
る
霊
的
暴
力
と
弟
子
の
魔
境

オ
ウ
ム
真
理
教
の
内
部
は
、
霊
的
暴
力
に
よ
っ
て
徹
底
的

に
支
配
さ
れ
、
常
に
「
麻
原
の
呪
縛
」
を
受
け
て
い
た
。
わ

た
し
も
事
件
ま
で
の
六
年
間
、
麻
原
の
指
示
に
よ
り
多
く
の

過
酷
な
修
行
を
課
せ
ら
れ
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
死
ん
で
い
た

瞬
間
が
少
な
く
と
も
三
度
は
あ
っ
た
。
事
件
後
、
同
じ
境
遇

に
あ
っ
て
命
を
落
と
し
た
者
が
多
数
い
た
こ
と
を
知
り
、
衝

撃
を
受
け
た
。

当
時
の
わ
た
し
は
、
幾
度
か
の
切
迫
し
た
事
態
に
困
惑
し

つ
つ
も
、
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
が
で
き
ず
に
、
従
い

続
け
た
。
そ
し
て
、
一
連
の
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
に
関
与
し

た
弟
子
た
ち
も
、
良
心
と
葛
藤
し
つ
つ
も
、
麻
原
の
指
示
を

断
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
命
が
け
で
実
行
し
た
。

こ
の
項
目
で
は
、
当
時
の
わ
た
し
や
他
の
弟
子
た
ち
の
事

例
か
ら
、
そ
の
背
景
に
存
在
し
て
い
た
二
つ
の
要
因
に
つ
い

て
考
察
す
る
。
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「
麻
原
の
指
示
」を
断
る
こ
と
の
で
き
な
い
背
景

わ
た
し
は
、
一
九
九
三
年
の
秋
頃
か
ら
二
〜
三
カ
月
間
、
麻

原
の
指
示
を
受
け
た
中
川
か
ら
、
秘
密
裏
に
麻
酔
薬
に
よ
る

人
体
実
験
を
受
け
た
。
そ
の
際
、
中
川
は
わ
た
し
に
、「
グ
ル

の
新
し
い
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
す
る
秘
密
ワ
ー
ク
を

行
う
。
こ
れ
は
大
き
な
功
徳
に
な
る
」
と
、
唐
突
に
説
明
し

た
。
そ
し
て
わ
た
し
は
、
こ
の
尋
常
で
な
い
指
示
に
強
く
困

惑
し
つ
つ
も
従
っ
た
。
実
験
の
最
中
に
は
、
死
の
恐
怖
が
頭

を
よ
ぎ
る
ま
で
に
な
っ
て
も
、「
帰
依
の
実
践
」
と
し
て
耐
え

続
け
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
わ
た
し
は
、
な
ぜ
こ
の
「
麻
原
の
指
示
」
を
断
る

こ
と
が
で
き
ず
に
受
け
入
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と

し
て
は
、
出
家
し
た
弟
子
に
対
し
て
「
成
就
の
条
件
は
、
グ

ル
に
命
を
含
め
た
す
べ
て
を
委
ね
る
ほ
ど
の
帰
依
が
で
き
る

か
ど
う
か
」
と
い
う
常
軌
を
逸
し
た
教
え
が
説
か
れ
、
そ
れ

を
当
然
と
す
る
空
気
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

も
し
か
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
、
一
連
の
オ
ウ
ム
真
理

教
事
件
に
共
通
す
る
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
サ
リ
ン
事

件
等
に
関
与
し
た
弟
子
ら
に
は
、
サ
リ
ン
な
ど
の
危
険
物
に

よ
っ
て
、
ま
ず
は
自
身
こ
そ
が
死
ぬ
危
険
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
彼
ら
は
、
命
を
か
け
る
ほ
ど
の
帰
依
の
実
践

を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
複
数
人
が
、
サ
リ
ン
等
の

製
造
や
使
用
の
過
程
で
中
毒
と
な
り
、
死
に
か
け
て
い
る
。
例

え
ば
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
薬
物
人
体
実
験
と
同
時
期
に
、
サ
リ

ン
生
成
に
成
功
し
た
土
谷
正
実
は
、
そ
の
後
の
中
川
と
共
同

で
の
製
造
作
業
の
最
中
に
サ
リ
ン
中
毒
に
な
り
、
中
川
の
解

毒
薬
に
よ
る
治
療
で
一
命
を
と
り
と
め
て
い
る
。

わ
た
し
が
薬
物
人
体
実
験
を
受
け
る
に
至
っ
た
発
端
は
、

麻
原
か
ら
の
個
人
的
な
電
話
で
「
わ
た
し
が
面
倒
を
見
る
か

ら
上
九
（
上
九
一
色
村
）
に
来
い
」
と
い
う
指
示
を
受
け
た
こ

と
だ
っ
た
。
当
時
わ
た
し
の
上
司
だ
っ
た
井
上
嘉
浩
は
、
同

じ
部
署
の
皆
に
「
宗
形
は
修
行
が
進
み
成
就
が
近
い
か
ら
、
グ

ル
の
指
示
で
、
い
ち
早
く
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
に
行

く
こ
と
に
な
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
た
。

し
か
し
、
上
九
で
わ
た
し
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
中
川
に

よ
る
薬
物
人
体
実
験
だ
っ
た
。
こ
の
時
が
わ
た
し
に
と
っ
て
、

麻
原
か
ら
「
個
人
的
に
グ
ル
が
弟
子
に
与
え
る
、
成
就
す
る

た
め
の
課
題
」
を
与
え
ら
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
こ
れ
は
、
た
と
え
客
観
的
に
は
薬
物
の
人
体
実

験
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
麻
原
と
の
「
一
対
一
の
グ
ル
と
弟

子
の
関
係
」
に
お
い
て
、
個
人
的
に
与
え
ら
れ
た
「
成
就
の

た
め
の
」「
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
の
修
行
課
題
」
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
麻
原
に
、「
グ
ル
の
指
示
を
実
行
で
き
る
か
」
ど
う
か
、

絶
対
的
な
帰
依
が
試
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
弟
子

の
立
場
・
心
理
状
態
で
は
、
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

に
あ
っ
た
。

も
し
こ
れ
を
断
る
な
ら
、
麻
原
の
教
え
で
は
「
グ
ル
へ
の

帰
依
が
な
く
、
グ
ル
と
の
縁
を
傷
つ
け
、
解
脱
の
道
が
閉
ざ

さ
れ
る
。
密
教
の
グ
ル
と
弟
子
と
の
関
係
で
は
、
裏
切
っ
た

な
ら
ば
最
悪
の
地
獄
で
あ
る
無
間
地
獄
に
落
ち
る
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
わ
た
し
は
、
不
安
や
恐
怖
の
気
持

ち
を
押
さ
え
込
み
、
従
っ
た
の
だ
っ
た
。
さ
ら
に
麻
原
は
、

「
課
題
が
厳
し
け
れ
ば
厳
し
い
ほ
ど
」「
苦
し
け
れ
ば
苦
し
い

ほ
ど
」「
悪
い
カ
ル
マ
が
落
ち
て
」「
速
や
か
に
」
修
行
が
進

む
「
高
度
な
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
の
教
え
」
で
あ
る
と
常
に
説

い
て
い
た
た
め
、
わ
た
し
も
そ
の
よ
う
に
考
え
耐
え
続
け
た
。

薬
物
人
体
実
験
が
始
ま
る
と
、
わ
た
し
は
、
ろ
れ
つ
が
回

ら
ず
意
識
も
も
う
ろ
う
と
し
て
何
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。
麻

酔
か
ら
目
覚
め
る
と
、
再
び
実
験
が
始
ま
り
、
意
識
を
失
っ

て
は
目
覚
め
、
目
覚
め
て
は
実
験
さ
れ
、
と
い
う
こ
と
が
延
々

と
繰
り
返
さ
れ
た
。
絶
え
間
な
い
薬
物
の
影
響
で
身
心
は
不

安
定
に
な
り
、「
さ
す
が
に
こ
れ
は
や
ば
い
。
も
し
狂
っ
た
ら
、

死
ん
だ
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
い
う
不
安
や
恐
怖
と
、「
帰
依
を

続
け
な
け
れ
ば
」「
耐
え
続
け
な
け
れ
ば
」
と
い
う
葛
藤
で
泣

き
叫
ぶ
よ
う
な
極
限
的
な
精
神
状
態
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
麻
原
へ
の
帰
依
の
た
め
に
、
自
分
か
ら
は
逃
げ
出
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
実
験
の
数
カ
月
後
、
一
九
九
四
年
の
五
〜
六
月
頃
に

下
っ
た
麻
原
の
指
示
は
、「
キ
リ
ス
ト
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
を
受
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
麻
原
か
ら
は
「
修
行
が
進

む
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
聞
か
さ
れ
た
が
、
秘
密
裏
に

L
S
D
が
混
入
さ
れ
て
い
た
液
体
を
飲
み
、
四
七
℃
以
上
の

高
温
の
湯
に
十
五
分
浸
か
る
「
温
熱
修
行
」
を
十
回
連
続
で

行
う
と
い
う
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
場
に
は
、
後
に
死
刑
と
な
っ
た
当
時
の
高
弟
ら
を
含

め
、
二
十
〜
三
十
人
が
集
め
ら
れ
、
そ
こ
で
起
こ
る
こ
と
は

「
麻
原
の
力
に
よ
る
神
秘
体
験
」
で
あ
る
と
い
う
、
偽
り
の
説

明
が
な
さ
れ
た
。
温
熱
修
行
で
は
、
あ
ま
り
の
熱
さ
に
耐
え

兼
ね
、
わ
た
し
が
湯
船
を
飛
び
出
そ
う
と
す
る
と
、
即
座
に

監
視
役
の
信
者
に
頭
や
肩
を
押
さ
え
つ
け
ら
れ
湯
船
に
押
し

込
ま
れ
た
。
心
臓
は
激
し
く
脈
を
打
ち
、
死
に
そ
う
に
感
じ

た
が
、
ど
う
に
か
十
回
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
事
件
後
、
同
じ
境
遇
で
複
数
の
死
者
が
出
て
い
た
こ
と
を

知
り
、
衝
撃
を
受
け
た
。
温
熱
修
行
で
人
が
死
ぬ
こ
と
を
疑

問
に
思
い
逃
げ
出
し
た
あ
る
看
護
士
の
信
者
は
、
新
実
に
連

れ
戻
さ
れ
監
禁
さ
れ
た
。
教
団
内
で
死
ん
だ
者
た
ち
は
、
遺

体
を
マ
イ
ク
ロ
波
で
消
滅
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
わ
た
し
は
死

な
ず
に
、
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
知
っ
た
。

す
べ
て
を
委
ね
る
帰
依
の
訓
練

こ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
の
よ
う
な
（
被
害
に
遭
っ
た
）
当
時

の
弟
子
た
ち
は
、
無
謀
な
麻
原
の
指
示
に
対
し
、
危
険
を
顧

み
ず
、
命
さ
え
委
ね
る
ほ
ど
の
「
帰
依
」
を
し
よ
う
と
し
て

い
た
。
わ
た
し
は
、
こ
の
「
課
題
」
を
ク
リ
ア
し
た
結
果
、
麻

原
か
ら
「
帰
依
が
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
、「
成
就
者
」
と
認
定

83

オウム真理教と魔境―オウム真理教事件の原因と、霊的暴力からの解放についての一考察



さ
れ
た
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
麻
原
に
従
う
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
の
テ
ス
ト
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
出
家
し
「
成
就
」
を
目
指
す
わ
た

し
の
日
々
は
、
無
謀
な
麻
原
の
指
示
に
さ
え
従
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
「
訓
練
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、「
最
も
早
く
」
成
就
す
る
た
め
に
は
、「
高
度
な

ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
の
教
え
」
に
則
り
、
麻
原
の
ク
ロ
ー
ン
に

な
る
ほ
ど
の
「
絶
対
的
な
帰
依
」
が
必
要
で
あ
り
、
各
自
が

麻
原
に
与
え
ら
れ
る
ワ
ー
ク
や
修
行
を
、
疑
問
を
差
し
は
さ

ま
ず
に
、
極
限
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
も
の
だ
。
加

え
て
、
麻
原
に
対
し
て
、「
自
分
の
最
も
大
切
な
も
の
」
を
投

げ
出
す
・
捧
げ
る
こ
と
が
「
最
も
功
徳
に
な
る
」
と
い
う
こ

と
が
、
様
々
な
局
面
で
説
か
れ
た
。

わ
た
し
が
出
家
す
る
二
年
前
の
一
九
八
七
年
一
月
の
説
法

で
、
す
で
に
麻
原
は
、「
グ
ル
の
た
め
だ
っ
た
ら
死
ね
る
、
グ

ル
の
た
め
だ
っ
た
ら
殺
し
だ
っ
て
や
る
よ
と
、
こ
う
い
う
タ

イ
プ
の
人
は
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
・
ヨ
ー
ガ
に
向
い
て
る
。
グ

ル
が
や
れ
と
い
っ
た
こ
と
を
す
べ
て
や
れ
る
状
態
、
例
え
ば

そ
れ
は
殺
し
を
含
め
て
だ
、
こ
れ
も
功
徳
に
変
わ
る
」
と
説

い
て
い
る
。

わ
た
し
が
出
家
し
て
二
カ
月
後
の
一
九
八
九
年
五
月
に
直

接
聴
い
た
麻
原
の
説
法
で
は
、
麻
原
が
、
帰
依
と
は
何
か
と

幹
部
た
ち
に
質
問
す
る
と
、
幹
部
た
ち
は
、「
自
分
の
す
べ
て

を
明
け
渡
す
こ
と
」「
我
々
の
人
智
の
及
ば
な
い
こ
と
を
グ
ル

は
ご
存
じ
な
の
で
、
グ
ル
が
こ
う
や
れ
と
言
っ
た
ら
、
そ
れ

に
無
智
に
な
っ
て
と
に
か
く
従
う
。
例
え
ば
、
崖
か
ら
飛
び

降
り
ろ
と
言
わ
れ
た
ら
、
何
も
考
え
ず
に
飛
び
降
り
る
。
こ

れ
が
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
以
上
の
帰
依
の
条
件
」「
思
考
す
る
以

前
の
状
態
で
グ
ル
の
言
葉
に
従
う
こ
と
、
自
分
よ
り
グ
ル
の

こ
と
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
状
態
」
等
と
答
え
て
い
た
。

麻
原
は
そ
れ
ら
に
対
し
、
釈
迦
牟
尼
の
二
大
弟
子
の
例
を
挙

げ
な
が
ら
、「
自
己
の
最
も
大
切
な
も
の
、
プ
ラ
イ
ド
、
生
き

る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ら
を
グ
ル
の
た
め
に
捨
て
ら
れ
る
か

と
い
う
こ
と
が
、
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
を
成
就
す
る
た
め
の
帰

依
の
条
件
」
等
と
語
っ
た
。

出
家
直
後
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う

に
話
さ
れ
る
環
境
と
日
々
の
訓
練
の
結
果
、
わ
た
し
は
三
年

後
に
は
、
薬
物
人
体
実
験
さ
え
受
け
入
れ
る
状
態
と
な
っ
た
。

一
九
九
四
年
に
は
、
信
者
全
員
に
対
し
、「
自
分
の
身
体
を

含
め
た
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
す
べ
て
を
グ
ル
に
供
養
す
る
こ
と
」

「
グ
ル
の
た
め
に
命
を
投
げ
出
す
こ
と
」「
自
己
保
全
の
心
の

働
き
に
打
ち
勝
ち
、
真
理
を
守
る
た
め
に
命
を
懸
け
る
こ
と
」、

「
そ
う
す
れ
ば
、
悪
業
を
積
ん
で
き
た
自
分
が
、
グ
ル
と
一
緒

に
高
い
世
界
に
転
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
等
の
内
容
が
盛

り
込
ま
れ
た
「
信
徒
用
決
意
」
と
い
う
詞
章
を
一
日
中
聴
き

続
け
、
何
百
回
も
唱
え
る
と
い
う
修
行
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

こ
の
時
期
に
は
、
麻
原
の
被
害
妄
想
が
拡
大
し
、「
世
界
の

巨
大
な
闇
の
勢
力
が
、
毒
ガ
ス
攻
撃
で
教
団
を
抹
殺
し
よ
う

と
し
て
い
る
」
等
の
陰
謀
論
を
、
内
外
に
強
く
主
張
し
展
開

し
て
い
た
た
め
、
教
団
内
に
は
、
世
紀
末
的
な
切
迫
し
た
雰

囲
気
が
漂
っ
て
い
た
。
八
方
塞
が
り
の
絶
望
的
な
状
況
だ
か

ら
こ
そ
「
救
え
る
の
は
麻
原
し
か
い
な
い
」「
た
と
え
死
ん
だ

と
し
て
も
悔
い
の
な
い
よ
う
に
生
き
よ
う
」「
グ
ル
と
一
緒
に

転
生
し
た
い
」
と
い
う
、
一
種
独
特
の
盛
り
上
が
り
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
起
き
た
。

弟
子
側
の
魔
境

麻
原
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
環
境
に
自
ら
望
ん
で
身

を
置
き
続
け
た
わ
た
し
や
弟
子
側
に
も
ま
た
、「
魔
境
」
の
問

題
が
あ
っ
た
。
弟
子
側
は
麻
原
の
「
世
界
最
高
の
救
世
主
」

「
シ
ヴ
ァ
大
神
の
化
身
」
と
い
う
妄
想
を
そ
の
ま
ま
承
認
し
、

「
世
界
や
自
分
を
救
う
唯
一
の
存
在
」
と
し
て
人
生
を
委
ね
、

自
分
の
考
え
を
放
棄
す
る
と
い
っ
た
依
存
と
怠
惰
に
深
く
は

ま
り
込
ん
で
い
っ
た
。

加
え
て
、
自
己
の
存
在
価
値
や
意
義
を
、
世
界
最
高
の
救

世
主
と
さ
れ
た
麻
原
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
に
置
い
て
傲
慢
に

な
り
、
自
己
愛
を
満
た
す
と
い
う
心
の
問
題
も
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
先
に
述
べ
た
麻
原
の
生
い
立
ち
か
ら
く
る
心
の
問
題

と
も
共
通
し
て
い
る
。
自
分
が
信
じ
た
麻
原
の
正
し
さ
を
妄

信
す
る
あ
ま
り
、
麻
原
の
実
態
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
ず
に
、

被
害
妄
想
的
な
陰
謀
論
に
同
調
し
、
社
会
を
敵
対
視
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
弟
子
側
も
ま
た
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、

麻
原
と
同
じ
よ
う
に
、
傲
慢
で
、
自
己
中
心
的
で
、
自
己
を

特
別
視
し
、
過
大
視
し
、
誇
大
妄
想
と
被
害
妄
想
を
持
つ
と

い
う
典
型
的
な
「
魔
境
」
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

4
霊
的
暴
力
の
及
ば
な
い
内
な
る
領
域

こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
な
麻
原
の
呪
縛
と
い
う
霊
的
暴

力
に
支
配
さ
れ
た
オ
ウ
ム
真
理
教
内
に
お
い
て
、
わ
た
し
は
、

苛
烈
な
修
行
実
践
の
渦
中
に
あ
っ
て
も
、
生
理
的
本
能
や
無

意
識
的
な
良
心
と
い
う
よ
う
な
霊
的
暴
力
の
影
響
の
及
ば
な

い
領
域
が
自
分
の
内
に
あ
っ
た
こ
と
に
、
大
き
く
救
わ
れ
て

い
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
加
え
て
、
心
や
頭
の
及
ば
な
い

生
理
的
な
身
体
反
応
に
よ
っ
て
も
救
わ
れ
て
い
た
と
思
う
。

心
で
は
「
本
当
は
嫌
だ
」
と
思
う
苛
烈
な
修
行
に
、
無
理
を

し
て
麻
原
の
教
え
通
り
に
頭
で
考
え
従
お
う
と
し
て
も
、
正

直
な
「
生
理
的
な
身
体
反
応
」
に
よ
り
、
そ
れ
ら
が
妨
げ
ら

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
人
に
は
権
威
的
な
他
者
か
ら
霊
的

暴
力
を
受
け
た
と
し
て
も
、
霊
的
暴
力
の
及
ば
な
い
内
な
る

領
域
が
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
わ
た
し
に
は
思
わ

れ
る
。
そ
れ
が
何
で
あ
る
の
か
を
明
確
な
言
葉
に
は
し
難
い

が
、
こ
れ
ら
の
経
験
の
考
察
が
霊
的
暴
力
へ
の
対
処
法
の
一
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助
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

麻
原
に
影
響
さ
れ
な
い
内
な
る
領
域
の
存
在

一
九
九
〇
年
に
、
わ
た
し
は
、
十
日
間
も
の
間
一
睡
も
せ

ず
、
蓮
華
座
と
い
う
厳
し
い
座
法
を
組
ん
だ
ま
ま
詞
章
を
唱

え
続
け
る
「
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
の
懺
悔
」
と
い
う
集
中
修
行

を
経
験
し
た
。「
金
剛
心
を
持
っ
て
グ
ル
に
帰
依
し
懺
悔
す

る
」
と
い
う
趣
旨
の
詞
章
が
書
か
れ
た
B
4
一
枚
の
紙
を
読

み
上
げ
続
け
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
わ
た
し
に
と
っ
て
こ

の
よ
う
な
苦
行
は
生
ま
れ
て
初
め
て
で
、
そ
の
最
中
は
極
限

的
に
眠
気
が
襲
う
状
態
と
な
っ
た
。
眠
気
を
こ
ら
え
切
れ
な

く
な
る
と
立
っ
て
唱
え
る
な
ど
し
て
必
死
に
こ
ら
え
、
ま
た

見
回
り
役
の
修
行
監
督
に
常
に
叱
咤
さ
れ
た
。

必
死
に
眠
気
に
耐
え
な
が
ら
詞
章
を
音
読
し
続
け
た
が
、

唱
え
て
い
る
う
ち
に
ふ
と
気
づ
く
と
、
な
ぜ
か
そ
の
詞
章
は
、

毎
回
「
森
の
物
語
」
に
変
わ
っ
て
い
た
。
詞
章
の
紙
を
見
な

が
ら
「
グ
ル
と
シ
ヴ
ァ
神
に
帰
依
い
た
し
ま
す
…
…
」
と
音

読
し
て
い
る
は
ず
が
、
気
づ
く
と
「
そ
こ
に
大
き
な
森
が
あ

り
、
一
本
の
細
い
道
を
歩
い
て
、
森
の
奥
へ
と
入
っ
て
い
き

ま
し
た
…
…
」
と
唱
え
て
い
た
。
ハ
ッ
と
し
て
、
紙
を
再
び

最
初
か
ら
読
み
直
し
て
も
、
言
葉
は
い
つ
の
間
に
か
、「
森
の

物
語
」
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
他

に
も
複
数
の
人
が
、
詞
章
と
違
う
言
動
を
し
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、
わ
た
し
の
深
層
意
識
に
、
た
と
え
麻
原
の

詞
章
を
唱
え
続
け
て
も
影
響
さ
れ
な
い
部
分
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
事
実
は
わ
た
し

に
と
り
、
脱
会
後
の
人
生
に
お
け
る
大
き
な
希
望
と
な
っ
た
。

事
件
後
に
じ
つ
は
こ
の
修
行
は
、
深
層
意
識
に
大
量
殺
戮
を

行
う
た
め
の｢

ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
の
考
え
方
」
を
植
え
つ
け
、

実
際
に
実
行
さ
せ
る
た
め
の
準
備
だ
っ
た
と
知
っ
た
。
衆
議

院
選
挙
敗
北
後
の
一
九
九
〇
年
四
月
に
、
麻
原
は
、
悪
業
を

積
む
現
代
人
に
対
し
て
と
称
し
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
に
よ
る
無
差

別
大
量
殺
戮
を
実
行
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
の
詞
章
の
修
行

は
こ
の
計
画
の
直
前
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

詞
章
は
、「
身
の
悪
業
（
殺
生
等
）
を
積
ん
だ
と
し
て
も
心

の
功
徳
を
優
先
さ
せ
る｣

、
つ
ま
り
人
を
殺
し
て
も
グ
ル
の
意

思
の
実
践
と
い
う
心
の
善
行
を
優
先
さ
せ
る
と
い
う
内
容
で

締
め
く
く
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
あ
れ
ほ
ど
詞
章
を
唱
え
て
も
深
層
意
識

に
浸
透
し
な
か
っ
た
の
は
、
心
や
頭
で
は
な
く
身
体
の
未
然

に
危
険
を
察
知
し
防
御
す
る
「
生
理
的
な
防
御
反
応
」
が
働

い
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
え
る
の
で
あ
る
。

頭
や
心
と
異
な
る
、正
直
な
身
体
の
生
理
的
反
応

二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
四
年
頃
、
麻
原
の
三
女
か
ら
、「
グ
ル

の
意
思
を
外
し
魔
境
に
陥
っ
た
」
と
し
て
教
団
活
動
か
ら
排

除
さ
れ
、「
麻
原
へ
の
帰
依
を
培
い
な
お
す
」
た
め
、
麻
原
の

マ
ン
ト
ラ
が
大
音
響
で
流
れ
る
修
行
場
入
り
を
命
じ
ら
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。

わ
た
し
は
、
頭
で
は
指
示
に
従
い
そ
の
道
場
で
命
じ
ら
れ

た
修
行
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
空
間
に
麻
原
の
マ
ン
ト

ラ
が
大
音
響
で
流
れ
始
め
る
と
、
決
ま
っ
て
身
体
に
大
量
の

蕁じ
ん

麻ま

疹し
ん

が
出
、
の
た
う
ち
回
る
と
い
う
事
態
に
見
舞
わ
れ
た
。

こ
れ
は
か
つ
て
麻
原
を
崇
拝
し
て
い
た
頃
に
、
麻
原
の
マ
ン

ト
ラ
を
心
地
よ
く
感
じ
て
い
た
の
と
は
、
正
反
対
の
身
体
反

応
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
の
わ
た
し
は
、
言
動
で
は
、
麻
原
の
犯
罪
と
過
ち

を
糾
弾
し
な
が
ら
、
心
の
ど
こ
か
に
「
帰
依
を
続
け
な
け
れ

ば
無
間
地
獄
に
落
ち
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
最

後
の
呪
縛
が
か
す
か
に
残
っ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。

結
局
、
耐
え
難
い
蕁
麻
疹
に
よ
り
そ
の
道
場
を
出
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
無
理
に
麻
原
の
三
女
に
従
い
、
麻
原
に
帰
依

し
な
お
そ
う
と
す
る
こ
と
を
や
め
た
。
頭
や
心
に
抗
う
身
体

の
正
直
な
反
応
に
よ
り
、
本
当
に
自
分
の
望
む
方
向
へ
と
行

動
が
導
か
れ
る
形
と
な
っ
た
。

他
に
も
似
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
井
上
嘉
浩
の
事
例
が
あ
る
。

井
上
は
逮
捕
拘
留
後
、
脱
会
へ
の
激
し
い
葛
藤
が
起
き
た
際
、

原
因
不
明
の
激
し
い
頭
痛
・
嘔
吐
・
身
体
中
の
蕁
麻
疹
に
七

転
八
倒
す
る
期
間
を
す
ご
し
た
こ
と
を
手
記
か
ら
知
っ
た
。

こ
う
し
た
局
面
で
現
れ
る
身
体
の
正
直
な
反
応
は
、
頭
や

心
に
浸
透
し
た
霊
的
暴
力
を
超
え
て
、
身
体
か
ら
リ
セ
ッ
ト

さ
せ
よ
う
と
す
る
生
理
的
衝
動
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。5

霊
的
暴
力
の
影
響

統
合
失
調
症
を
発
症
し
た
高
弟
ら
―
麻
原
と
合
一
す
る
修
行

の
末
路

事
件
後
、
麻
原
自
身
を
含
め
、
麻
原
の
子
女
の
一
部
や
高

弟
だ
っ
た
者
を
筆
頭
に
、
統
合
失
調
症
や
精
神
病
理
、
廃
人

と
な
っ
た
悲
惨
な
事
例
を
、
複
数
目
の
当
た
り
に
し
た
。

そ
れ
ら
の
症
状
の
中
に
は
、
例
え
ば
、
麻
原
が
「
自
分
を

支
配
し
乗
っ
取
ろ
う
と
し
て
い
る
、
す
べ
て
を
監
視
し
て
い

る
、
自
分
を
邪
魔
し
よ
う
と
す
る
、
自
分
の
中
に
入
っ
て
く

る
、
話
し
か
け
て
き
て
指
示
を
出
す
、
睡
眠
中
に
入
り
込
ん

で
く
る
か
ら
眠
り
た
く
な
い
、
そ
ば
に
つ
い
て
い
る
」
や
、

「
自
分
が
麻
原
に
な
っ
た
り
自
分
に
な
っ
た
り
す
る
」「
麻
原

な
の
か
自
分
な
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
」「
麻
原
と
自
分
が
合

一
す
る
の
が
視
覚
的
に
見
え
た
り
、
声
と
し
て
聞
こ
え
た
り
、

見
え
な
く
て
も
そ
う
い
う
感
覚
を
感
じ
た
り
す
る
」
と
い
っ

た
症
状
が
あ
っ
た
。

よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
、
麻
原
の
説
い
た
中
核

の
教
え
で
あ
る
「
自
己
を
空
っ
ぽ
に
し
、
空
っ
ぽ
に
な
っ
た

器
に
、
な
み
な
み
と
グ
ル
の
デ
ー
タ
を
入
れ
グ
ル
の
ク
ロ
ー

ン
化
を
す
る
」、「
グ
ル
と
合
一
す
る
」
と
い
う
も
の
の
「
現
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象
化
」
で
は
な
い
か
。

「
自
分
の
心
・
言
葉
を
、
麻
原
の
心
・
言
葉
と
同
一
と
考
え
、

行
動
も
麻
原
の
手
足
と
し
て
の
行
動
そ
の
も
の
と
考
え
る
」

と
唱
え
る
決
意
の
詞
章
や
、
麻
原
と
身
心
と
も
ど
も
合
一
す

る
イ
メ
ー
ジ
を
培
う
「
秘
儀
瞑
想
」
な
ど
が
存
在
し
た
。
麻

原
の
デ
ー
タ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
多
く
入
っ
て
く
る
よ
う
、
視

覚
、
聴
覚
、
脳
波
な
ど
か
ら
、
何
百
回
・
何
千
回
と
、
相
当

な
集
中
力
で
徹
底
的
に
麻
原
の
デ
ー
タ
を
入
れ
続
け
た
が
、そ

こ
ま
で
す
れ
ば
、
現
実
に
具
現
化
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

う
つ
病
を
発
症
し
た
多
数
の
信
者

事
件
後
、
う
つ
的
な
症
状
や
、
躁
う
つ
的
症
状
な
ど
、
精

神
病
理
的
な
状
態
に
な
っ
た
者
が
多
く
出
た
。
様
々
な
シ
ョ

ッ
ク
か
ら
う
つ
病
に
な
っ
た
友
人
か
ら
、
精
神
科
に
は
元
オ

ウ
ム
信
者
が
多
く
通
院
し
て
い
る
こ
と
や
、
精
神
科
医
の
間

で
は
オ
ウ
ム
信
者
へ
の
対
応
は
大
変
で
、
ま
だ
解
決
で
き
て

い
な
い
課
題
だ
と
い
う
精
神
科
医
の
話
を
聴
い
た
。

あ
る
精
神
科
医
は
、「
オ
ウ
ム
真
理
教
の
信
仰
の
中
で
、
ハ

イ
な
意
識
状
態
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？　

宗
教
と

は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
オ

ウ
ム
で
は
「
真
理
と
救
世
主
に
め
ぐ
り
会
っ
た
！
」「
自
分
は

徳
の
あ
る
魂
」
と
喜
び
、「
自
分
た
ち
こ
そ
が
解
脱
し
て
世
界

を
救
う
」
と
意
気
込
み
、「
修
行
す
る
ぞ
！　

解
脱
す
る
ぞ
！

救
済
す
る
ぞ
！
」
と
大
声
で
決
意
を
唱
え
、
短
い
睡
眠
時
間

で
栄
養
も
ろ
く
に
取
ら
ず
、
徹
底
的
な
集
中
力
で
極
限
的
に

活
動
し
て
い
た
。
事
件
後
に
よ
く
「
オ
ウ
ム
は
妙
に
明
る
い
」

と
気
味
悪
が
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
ハ
イ
な
状

態
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

事
件
を
認
識
し
、
脱
会
し
た
信
者
の
中
に
は
、「
オ
ウ
ム
の

と
き
の
よ
う
に
、
明
る
く
『
救
済
！　

救
済
！
』
と
し
た
い

の
に
で
き
な
い
」「
事
件
の
こ
と
を
考
え
て
暗
く
な
る
の
が
嫌

だ
」
と
い
う
人
た
ち
も
い
た
。
わ
た
し
も
、
う
つ
的
に
深
く

落
ち
込
ん
で
い
っ
た
が
、
長
年
、
一
種
の
ハ
イ
的
な
状
態
で

す
ご
し
て
き
た
弊
害
や
反
動
と
も
思
わ
れ
た
。

地
獄
に
落
ち
る
と
い
う
呪
縛
、悪
夢
や
不
眠

先
の
薬
物
人
体
実
験
の
事
実
を
、
わ
た
し
は
、
精
神
的
な

呪
縛
の
た
め
に
、
事
件
後
十
年
以
上
の
間
、
誰
に
も
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
当
時
、
麻
原
か
ら
、
こ
れ
は
「
グ

ル
が
与
え
た
秘
密
ワ
ー
ク
」
で
あ
り
、「
他
言
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
口
止
め
さ
れ
て
い
た
。

麻
原
に
よ
る
と
、「
グ
ル
と
弟
子
は
一
対
一
の
関
係
」
で
あ

り
、
特
別
に
課
さ
れ
た
そ
の
課
題
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
の

み
、
速
や
か
に
解
脱
で
き
る
と
い
う
の
が
、「
タ
ン
ト
ラ
ヴ
ァ

ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
や
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
と
い
う
高
度
な
修
行
の
教

え
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
効
果
の
あ
る
分
、
も
し
逆
に
、「
グ
ル

を
裏
切
っ
た
な
ら
ば
、
真
っ
逆
さ
ま
に
無
間
地
獄
に
落
ち
る
」

と
繰
り
返
し
言
わ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
恐
怖
が
脳
裏
に
あ

っ
た
。
こ
れ
が
、
わ
た
し
に
残
っ
た
最
後
の
麻
原
の
呪
縛
で

あ
っ
た
。

し
か
し
、
事
件
か
ら
十
年
ほ
ど
後
、
麻
原
の
起
こ
し
た
事

件
の
事
実
を
よ
く
理
解
し
、
行
動
に
お
い
て
も
、
麻
原
崇
拝

を
強
い
る
麻
原
の
子
女
や
妻
ら
に
対
立
の
姿
勢
を
明
確
に
し

た
頃
、
よ
う
や
く
、
当
時
の
わ
た
し
の
本
心
は
、「
薬
物
人
体

実
験
を
受
け
る
こ
と
も
、
薬
物
の
影
響
で
身
心
が
苦
し
む
こ

と
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
、

嫌
だ
っ
た
の
だ
」
と
気
づ
い
た
（
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
）

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
当
た
り
前
の
こ
と
に
対
し
て
、
現

実
に
は
、
心
の
整
理
の
た
め
の
長
い
過
程
を
必
要
と
し
た
。
ま

た
、
こ
の
頃
か
ら
数
年
間
、
当
時
と
似
た
状
況
で
殺
さ
れ
そ

う
に
な
る
悪
夢
に
頻
繁
に
襲
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
室
の

友
人
か
ら
、
わ
た
し
が
眠
っ
て
い
る
間
う
な
さ
れ
大
声
で
叫

ぶ
と
よ
く
指
摘
さ
れ
た
。

拒
絶
反
応
と
心
的
外
傷

脱
会
後
の
十
年
以
上
の
間
、
わ
た
し
に
は
、
オ
ウ
ム
を
想

起
さ
せ
る
も
の
に
対
す
る
拒
絶
反
応
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
、

オ
ウ
ム
独
自
の
も
の
に
限
ら
ず
、
オ
ウ
ム
で
も
使
わ
れ
て
い

た
マ
ン
ト
ラ
、
チ
ベ
ッ
ト
密
教
、
ヨ
ー
ガ
等
の
一
般
の
概
念

に
対
し
て
も
生
じ
た
。
中
で
も
特
に
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
に
強

い
拒
絶
反
応
と
心
的
外
傷
を
持
っ
て
い
た
。
麻
原
は
ク
ン
ダ

リ
ニ
ー
覚
醒
を
広
く
喧
伝
し
て
い
た
し
、
ま
た
わ
た
し
は
オ

ウ
ム
時
代
、
生
来
の
敏
感
な
体
質
も
あ
り
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
の

体
感
を
頻
繁
に
経
験
し
、
人
に
ヨ
ー
ガ
の
ポ
ー
ズ
を
教
え
て

も
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
言
葉
に
よ
っ
て
思
い
出
し
た
く
な

い
記
憶
ま
で
も
が
喚
起
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
生
理
的
体
感

と
し
て
生
じ
て
く
る
た
め
、
そ
れ
へ
の
拒
絶
反
応
を
抑
え
込

む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
鍼
灸
や
東
洋
医
学
の
概
念
で
は
、

経
絡
や
気
の
流
れ
を
敏
感
に
感
じ
と
る
人
々
の
こ
と
を
「
経

絡
敏
感
人
」
と
呼
ぶ
が
、
わ
た
し
も
そ
う
し
た
体
質
な
の
で

あ
る
。

様
々
な
場
面
で
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
の
生
理
的
体
感
が
発
現
す

る
た
び
に
、「
ま
た
か
」
と
い
う
嫌
悪
感
を
抱
き
続
け
た
。
そ

の
た
め
次
第
に
、
体
感
が
生
じ
た
瞬
間
に
「
気
の
せ
い
」
と

考
え
る
癖
が
つ
き
、
体
感
が
「
あ
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
な

い
」
と
し
て
、
無
意
識
的
に
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
の
存
在
を
抹
消

す
る
作
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
極
力
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
体

感
や
瞑
想
体
験
な
ど
が
起
ら
な
い
よ
う
、
起
こ
り
や
す
い
動

作
を
避
け
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
生
活
し
た
。

一
方
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
修
行
に
お
け
る
「
魔
境
」
の
問

題
を
研
究
す
る
上
で
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
の
検
討
は
避
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
忌
み
嫌
っ
て
い
る
ば
か

り
で
は
研
究
が
進
ま
な
い
と
い
う
矛
盾
と
葛
藤
も
抱
え
て
い

た
。わ

た
し
の
こ
う
し
た
態
度
は
、
宗
教
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
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全
般
に
及
ん
だ
の
で
、
様
々
な
局
面
で
過
剰
に
嫌
悪
感
を
示

す
わ
た
し
の
反
応
は
、
周
り
の
友
人
た
ち
に
は
か
な
り
不
自

然
な
も
の
に
映
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
、

長
い
間
教
祖
の
実
態
を
見
抜
け
な
か
っ
た
自
分
自
身
へ
の
不

信
感
か
ら
、
様
々
な
も
の
に
対
し
懐
疑
的
に
慎
重
な
態
度
で

接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
妄
信
し
や
す
い
性
質
が
改
善

さ
れ
た
と
い
う
よ
い
側
面
も
あ
っ
た
。

「
生
理
的
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
」と
い
う
科
学
的
概
念

そ
の
拒
絶
反
応
の
突
破
口
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
一
二
年

頃
、「
生
理
的
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
（
P
K
S
）」（
フ
ィ
ジ

オ
・
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
以
下
「
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー

症
候
群
」
と
表
記
）
と
い
う
概
念
を
知
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
お
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
に
つ
い
て
は
、
別
の
書
籍
で

詳
細
に
論
じ
る
予
定
で
あ
る
た
め
、
今
回
は
概
要
を
考
察
す

る
に
と
ど
め
る
。

一
般
的
な
知
名
度
は
ま
だ
低
い
も
の
の
、
こ
の
概
念
は
、
ト

ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
や
精
神
医
学
の
分
野
で
提
唱
さ

れ
て
き
た
。
こ
の
研
究
は
欧
米
で
先
行
し
、
日
本
で
は
ま
だ

数
年
前
に
研
究
の
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
た
め
、
意
図

せ
ず
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
を
発
症
し
た
と
い
う
巻
口
勇
一

郎
氏
（
宗
教
社
会
学
者
）
以
外
に
は
目
立
っ
た
研
究
者
は
見
あ

た
ら
な
い
。

研
究
途
上
で
未
解
明
の
中
で
も
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
は
、

「
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
が
あ
る
程
度
覚
醒
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、

様
々
な
快
・
不
快
の
症
状
を
発
症
す
る
こ
と
」
と
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
は
、
ヨ
ー
ガ
の
思
想
の
中

に
の
み
登
場
す
る
言
葉
で
あ
る
た
め
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候

群
と
ヨ
ー
ガ
に
は
深
い
関
係
が
あ
る
。

巻
口
氏
は
「
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
覚
醒
は
、
信
仰
や
宗
派
に
依

存
し
な
い
生
理
現
象
で
あ
る
」
と
述
べ
、
一
九
〇
八
年
代
に

「
生
理
的
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
（
P
K
S
）」
と
い
う
概
念

を
最
初
に
定
義
し
た
ア
メ
リ
カ
の
イ
ツ
ァ
ク
・
ベ
ン
ト
フ
氏

（
医
用
生
体
工
学
者
）
は
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
を
「
神
経
の
発
達

に
お
け
る
一
側
面
」
と
み
な
し
た
。

ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
の
最
大
の
特
色
は
、
宗
教
や
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
の
よ
う
に
、
信
じ
る
か
信
じ
な
い
か
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、「
身
体
感
覚
と
し
て
生
じ
る
生
理
現
象
」
だ
と
い
う
点

に
あ
る
。
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
自
体
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
化
圏
や
ヨ

ー
ガ
の
世
界
観
や
精
神
世
界
以
外
で
は
、
そ
の
存
在
や
経
験

自
体
が
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
鍼
灸
の
ツ
ボ

や
経
絡
が
医
療
に
応
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
部
の
研
究

者
の
間
で
は
、
世
界
の
多
数
の
人
々
に
共
通
し
て
生
じ
る
体

感
・
生
理
的
感
覚
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

宗
教
や
修
行
と
は
独
立
し
た
、
科
学
的
な
精
神
医
学
や
心

理
学
の
「
症
候
群
」
と
い
う
新
た
な
視
点
は
、
わ
た
し
の
拒

絶
反
応
を
和
ら
げ
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
研
究
へ
の
道
を
開
い
て

く
れ
た
。

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バッ
ク
等
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

事
件
か
ら
二
十
年
も
経
た
二
〇
一
四
〜
二
〇
一
五
年
頃
、

わ
た
し
は
突
然
、
特
殊
な
社
会
状
況
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
を
き

っ
か
け
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
表
面
化
し
て
い
な
か
っ
た
霊
的

暴
力
の
影
響
が
一
気
に
表
出
す
る
と
い
う
経
験
を
し
た
。

最
初
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
伴
う
P
T
S
D
と
思
わ

れ
る
異
変
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
起
こ
っ
た
の
は
、
被
疑
者
不

詳
で
行
わ
れ
た
警
察
の
家
宅
捜
索
の
場
に
居
合
わ
せ
た
際
の

こ
と
で
あ
る（
後
日
、
誰
に
も
容
疑
の
事
実
は
な
く
不
起
訴
）。
脱

会
後
初
め
て
と
な
る
出
来
事
に
わ
た
し
は
驚
愕
し
た
。

身
体
検
査
が
始
ま
る
と
、
突
然
、
一
九
九
五
年
の
一
連
の

オ
ウ
ム
事
件
の
際
、
上
九
一
色
村
の
サ
テ
ィ
ア
ン
で
の
家
宅

捜
索
に
恐
怖
し
た
光
景
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
と
と
も
に
、
当

時
の
緊
張
が
甦
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
は
、
中
川
か
ら
薬
物
人

体
実
験
を
受
け
た
時
の
光
景
や
、
麻
原
の
不
気
味
な
イ
メ
ー

ジ
な
ど
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
続
い
た
。

し
だ
い
に
吐
き
気
が
生
じ
、
心
臓
の
鼓
動
が
大
き
く
な
り
、

腕
が
震
え
、
麻
痺
し
た
よ
う
な
痺
れ
に
変
わ
り
、
徐
々
に
冷

た
く
な
っ
て
い
っ
た
。
初
め
て
の
身
体
の
急
激
な
変
化
に
驚

い
て
い
る
と
、
呼
吸
が
乱
れ
て
意
識
が
朦
朧
と
し
、
フ
ラ
フ

ラ
し
て
そ
の
場
に
座
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
驚
く
捜
査
員
に

は
、
具
合
が
悪
い
と
伝
え
休
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。

動
揺
し
恐
怖
す
る
一
方
、「
こ
れ
は
、
P
T
S
D
の
症
状

と
似
て
い
る
。
こ
の
呼
吸
の
乱
れ
は
、
過
呼
吸
の
寸
前
な
の

だ
ろ
う
か
。
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
も
症
状
が
似
て
い
る
。
オ
ウ

ム
の
P
T
S
D
な
の
だ
ろ
う
か
」
と
分
析
す
る
意
識
も
あ
っ

た
。
急
激
な
身
体
の
変
化
は
、
何
か
迫
り
来
る
大
き
な
パ
ニ

ッ
ク
の
「
波
」
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
パ

ニ
ッ
ク
障
害
に
な
っ
て
し
ま
う
」「
こ
の
〝
波
〞
に
飲
ま
れ
て

意
思
を
失
っ
て
は
ま
ず
い
」「
ま
ず
身
心
を
落
ち
着
か
せ
な
け

れ
ば
」
と
、
と
っ
さ
に
深
呼
吸
を
繰
り
返
し
た
。

す
る
と
、
呼
吸
の
乱
れ
は
次
第
に
静
ま
っ
て
い
き
、
心
の

動
揺
も
落
ち
着
い
て
い
っ
た
。
腕
の
痺
れ
や
冷
た
さ
も
消
え
、

症
状
は
す
べ
て
治
ま
り
事
な
き
を
得
た
。
人
は
精
神
的
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
っ
て
、
気
を
失
っ
た
り
狂
っ
た
り
記
憶
を
失
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
生
ま
れ
て
初
め
て
、
そ
の
よ
う
な

「
境
界
」
に
立
っ
た
と
感
じ
た
。

突
発
的
な
症
状
は
治
ま
っ
た
が
、
こ
の
出
来
事
に
よ
る
精

神
的
打
撃
に
加
え
、
大
々
的
な
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
り
さ
さ

や
か
な
社
会
的
信
用
を
失
い
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
を

失
望
さ
せ
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
、
さ
ら
に
悪
い
こ

と
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
や
恐
怖
心
は
続
い

た
。

ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
の
発
症
と
鎮
静
化

次
に
起
き
た
の
は
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
の
発
症
で
あ

っ
た
。
上
記
の
出
来
事
の
数
カ
月
後
に
、
短
期
間
で
の
反
論
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を
強
い
ら
れ
る
観
察
処
分
更
新
手
続
き
が
開
始
さ
れ
、
三
カ

月
ほ
ど
極
限
的
に
多
忙
な
状
態
が
続
い
た
。
そ
の
た
め
さ
ら

に
、
疲
労
と
緊
張
が
蓄
積
し
て
い
っ
た
。
結
局
、
観
察
処
分

は
更
新
さ
れ
た
が
、
そ
の
更
新
理
由
に
納
得
す
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
わ
た
し
は
、
納
得
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は

考
え
続
け
る
性
格
が
災
い
し
、
落
胆
と
絶
望
な
ど
の
精
神
的

打
撃
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
半
年
前
か
ら
続
く
不
安
や
緊
張

や
恐
怖
心
も
あ
り
、
不
眠
や
食
欲
不
振
な
ど
も
悪
化
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
ひ
と
月
後
に
行
わ
れ
た
公
安
調
査
庁
の

立
ち
入
り
検
査
の
最
中
に
、
突
如
と
し
て
わ
た
し
に
、
激
し

い
発
作
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
の

発
症
原
因
や
症
状
の
特
徴
に
き
わ
め
て
一
致
し
て
い
た
。
一

般
的
に
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
に
は
通
り
道
が
あ
り
、
そ
れ
が
何
ら

か
の
理
由
で
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
、
せ
き
止
め
ら
れ
る
と
、
そ
の

衝
撃
で
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
が
発
生
す
る
と
さ
れ
る
。
こ

れ
は
東
洋
医
学
で
診
断
さ
れ
る
、
体
内
の
気
が
滞
る
こ
と
で

生
じ
る
症
状
「
気
滞
」
と
よ
く
似
た
構
造
で
あ
る
。

尾
て
い
骨
付
近
か
ら
頭
上
に
向
け
て
強
く
吹
き
上
が
る
、

ホ
ー
ス
か
ら
放
出
さ
れ
る
よ
う
な
強
力
な
気
の
流
れ
、
背
骨

を
駆
け
上
る
熱
感
、
強
力
な
気
が
通
過
す
る
際
に
詰
ま
り
が

生
じ
る
部
分
の
不
快
感
、
胸
を
通
過
す
る
時
の
吐
き
気
、
首

を
通
過
す
る
時
に
、
強
力
な
気
が
何
か
に
激
突
す
る
よ
う
な

感
覚
を
経
験
し
た
。
そ
の
強
力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
耐
え
切
れ

ず
、
首
が
の
け
ぞ
り
頭
が
震
え
て
、
そ
の
衝
撃
の
た
め
に
ウ

ワ
ッ
と
い
う
声
が
押
さ
え
ら
れ
な
い
。
あ
た
か
も
、
誤
っ
て

踏
ん
だ
水
撒
き
中
の
ホ
ー
ス
が
暴
れ
回
る
か
の
如
く
で
あ
っ

た
。
首
か
ら
頭
に
昇
る
強
い
圧
力
と
と
も
に
、
頭
が
の
ぼ
せ
、

吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
感
じ
た
。
脳
内
が
膨
脹
し
て
広
が
っ

て
い
く
よ
う
な
感
覚
が
あ
っ
た
。

身
体
の
変
化
に
圧
倒
さ
れ
、
狂
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
不
安
や
恐
怖
も
生
じ
て
い
た
が
、「
こ
れ
は
ま
さ
に
、

ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
の
典
型
的
な
症
状
な
の
で
は
」
と
冷

静
に
分
析
す
る
自
分
も
い
た
。「
こ
れ
は
わ
た
し
が
こ
れ
ま
で

幾
度
も
経
験
し
て
き
た
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
体
感
の
強
烈
な
も
の

だ
。
今
ま
で
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
人
を
何
人
も
見
た
り

聴
い
た
り
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
文
献
で
読
ん
だ
ク
ン
ダ
リ
ニ

ー
体
験
そ
の
も
の
だ
」
と
分
析
し
な
が
ら
、
か
ろ
う
じ
て
自

分
に
起
こ
っ
て
い
る
状
態
を
観
察
す
る
気
持
ち
を
保
つ
こ
と

が
で
き
た
。

冷
静
に
対
処
で
き
た
理
由
は
、
そ
の
直
前
ま
で
ク
ン
ダ
リ

ニ
ー
症
候
群
の
研
究
を
続
け
て
い
た
た
め
知
識
が
豊
富
に
あ

っ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
複
数
の
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
経
験
か
ら

そ
の
感
覚
を
知
っ
て
い
た
こ
と
、
自
分
の
感
情
を
客
観
的
に

見
つ
め
る
仏
教
的
思
索
や
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
な
ど
の
日
常

的
な
実
践
や
、
感
情
を
排
し
て
事
実
を
調
べ
る
内
観
の
実
践

な
ど
を
続
け
て
い
た
こ
と
な
ど
が
幸
い
し
た
と
思
わ
れ
る
。
も

し
、
知
識
や
経
験
な
く
こ
の
よ
う
な
状
態
が
生
じ
た
場
合
、
ま

ず
本
人
が
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら

に
他
者
か
ら
は
、
気
が
狂
っ
た
と
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
。発

症
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
や
ヨ
ー
ガ
行
者
な
ど

か
ら
多
様
な
原
因
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
は
項
目
だ

け
挙
げ
る
。
生
ま
れ
つ
き
に
よ
る
も
の
、
自
然
に
そ
う
な
る

場
合
、
仙
骨
付
近
の
打
撃
・
怪
我
、
出
産
時
の
シ
ョ
ッ
ク
、
武

術
や
ス
ポ
ー
ツ
、
ヨ
ー
ガ
の
実
習
や
そ
の
他
の
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
実
践
全
般
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
を
操
作
す
る
激
し
い
ヨ

ー
ガ
の
実
践
、
苦
行
や
激
し
い
身
体
行
法
、
過
度
な
参
禅
に

お
け
る
禅
病
・
魔
境
、
欲
望
を
あ
お
り
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
興

奮
を
高
め
る
現
代
社
会
の
構
造
自
体
か
ら
生
じ
る
身
体
の
緊

張
、
L
S
D
な
ど
の
薬
物
や
向
精
神
薬
、
臨
死
体
験
に
伴
う

ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
覚
醒
の
誘
発
、
高
熱
な
ど
の
病
気
、
精
神
的

な
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
で
あ
る
。
わ
た
し
の
場
合
は
、
直
接
的
な

原
因
は
、
特
殊
な
社
会
状
況
に
よ
る
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
で
あ

る
が
、
人
生
全
般
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
苦
行
等
含
め
複
数
の
項

目
が
当
て
は
ま
る
。

ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
に
は
、「
様
々
な
快
・
不
快
の
症

状
」
が
見
ら
れ
る
が
、
出
方
は
人
に
よ
り
大
き
く
異
な
り
、
軽

い
も
の
か
ら
、
最
悪
の
場
合
に
は
精
神
異
常
を
含
め
た
身
心

症
状
さ
え
起
こ
す
と
さ
れ
、
発
症
し
た
人
に
と
っ
て
は
切
実

な
解
決
を
要
す
る
問
題
と
な
る
。
巻
口
氏
の
場
合
は
、
そ
の

対
処
に
人
生
の
相
当
の
時
間
を
費
や
さ
ざ
る
を
得
ず
、
仕
事

や
進
路
も
そ
れ
に
合
わ
せ
た
も
の
に
し
て
い
る
と
い
う
。
わ

た
し
の
場
合
は
、
最
初
の
一
カ
月
間
は
、
仕
事
や
生
活
が
ま

ま
な
ら
ず
、
対
処
す
る
の
に
精
一
杯
と
い
う
ひ
ど
い
状
態
で

あ
っ
た
。

そ
の
後
わ
た
し
は
、
対
処
法
と
し
て
有
効
と
思
わ
れ
る
方

法
を
可
能
な
限
り
行
い
、
鎮
静
化
に
努
め
た
。
七
転
八
倒
で

は
あ
っ
た
が
、
狂
い
た
く
な
い
と
い
う
一
心
で
な
ん
と
か
鎮

静
化
さ
せ
、
徐
々
に
健
康
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。
後

に
専
門
家
よ
り
、
一
生
そ
の
ま
ま
の
場
合
も
多
い
と
聞
き
、
わ

た
し
は
大
変
幸
運
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
知
っ
た
。

な
お
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
は
、
精
神
病
と
の
区
別
を

適
切
に
行
う
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
。
欧
米
で

は
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
が
精
神
病
と
誤
診
さ
れ
廃
人
寸

前
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
逆
に
、
精
神
病
で
あ
る
の
に
ク

ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
と
勘
違
い
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
経
験
に
よ
り
、
拒
絶
反
応
と
心
的
外
傷

に
よ
り
長
ら
く
避
け
て
き
た
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
問
題
に
つ
い
て
、

わ
た
し
は
改
め
て
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
何
事

も
避
け
て
い
る
だ
け
で
は
乗
り
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

し
て
長
い
時
間
と
苦
痛
を
経
て
で
は
あ
っ
た
が
、
上
記
で
指

摘
し
た
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
に
対
す
る
拒
絶
反
応
や
心
的
外
傷
の

苦
痛
か
ら
は
解
放
さ
れ
た
。
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6
麻
原
の
魔
境
の
末
路
―
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症

候
群

麻
原
が
陥
っ
た
魔
境
は
、
当
人
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら

し
た
。
わ
た
し
は
、
麻
原
が
獄
中
で
不
規
則
発
言
以
降
に
陥

っ
た
異
様
な
状
態
こ
そ
が
、
麻
原
の
陥
っ
た
魔
境
の
末
路
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

麻
原
の
獄
中
で
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
心
神
喪
失
か
詐
病

か
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
精
神
的
特
性
、
裁

判
中
の
奇
行
、
不
可
解
な
言
動
な
ど
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
こ
と
が
あ
る
。

麻
原
は
、
修
行
の
途
上
で
「
魔
境
」
の
落
と
し
穴
に
陥
っ

た
状
態
と
、
誇
大
妄
想
の
崩
壊
と
い
う
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
が

重
な
り
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
を
発
症
し
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
先
に
述
べ
た
わ
た
し
の
症
状
と

獄
中
の
麻
原
に
表
れ
た
症
状
は
、
大
変
よ
く
似
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

師
弟
対
決
で
の
被
害
妄
想
と
誇
大
妄
想

麻
原
が
変
調
を
来
し
た
の
は
、
一
九
九
六
年
十
月
十
八
日
、

当
時
「
師
弟
対
決
」
と
し
て
大
き
く
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
井

上
嘉
浩
の
反
対
尋
問
の
際
で
あ
っ
た
。『
裁
か
れ
る
教
祖
』

（
共
同
通
信
社
）
か
ら
そ
の
状
況
を
考
察
す
る
。

麻
原
は
弁
護
人
に
、「（
井
上
の
）
反
対
尋
問
を
や
る
と
、
み

ん
な
死
ぬ
」
と
脅
し
、
裁
判
長
に
、
絶
対
に
や
め
る
よ
う
女

神
の
啓
示
が
あ
っ
た
等
と
主
張
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
事
件
前

の
麻
原
の
言
動
の
特
徴
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
麻
原
は
、
常

に
神
の
啓
示
を
受
け
て
行
動
し
、
自
分
は
聖
な
る
者
で
正
し

く
、
邪
魔
す
る
者
は
間
違
っ
て
お
り
悪
業
の
報
い
を
受
け
る

等
と
主
張
し
て
き
た
。

ま
た
麻
原
は
、
逮
捕
前
ま
で
、
オ
ウ
ム
は
フ
リ
ー
メ
ー
ソ

ン
や
国
家
権
力
に
よ
る
宗
教
弾
圧
、
米
軍
の
毒
ガ
ス
攻
撃
を

受
け
て
い
る
の
で
、
戦
わ
な
け
れ
ば
自
分
た
ち
が
滅
ぼ
さ
れ

る
と
い
う
被
害
妄
想
に
陥
っ
て
い
た
。
同
様
に
こ
の
裁
判
で

も
、
自
分
は
預
言
さ
れ
た
偉
大
な
救
世
主
で
あ
り
そ
の
弟
子

も
偉
大
だ
と
い
う
、
麻
原
が
一
貫
し
て
主
張
し
て
き
た
誇
大

妄
想
も
見
え
る
。

発
症
し
た「
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
」
―
妄
想
の
破
綻
と
思
い

通
り
に
な
ら
な
い
現
実

弁
護
士
に
よ
れ
ば
、
麻
原
は
井
上
の
出
廷
に
つ
い
て
、「
自

分
に
心
服
し
自
分
の
意
の
ま
ま
に
行
動
し
て
い
た
以
前
の
姿

を
思
い
起
こ
し
て
か
、
自
信
を
う
か
が
わ
せ
る
発
言
を
続
け
」

て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
対
決
姿
勢
を
崩
さ
な
い
井
上
を

前
に
、
麻
原
の
発
言
は
、「
こ
の
事
件
を
す
べ
て
背
負
う
」
と

い
う
も
の
か
ら
、「
私
は
全
面
無
実
」
と
い
う
不
安
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
に
変
わ
っ
た
。

そ
し
て
公
判
中
、
麻
原
に
異
変
が
現
れ
た
。

・
体
を
大
き
く
揺
す
る
。

・
小
刻
み
に
身
体
を
震
わ
せ
る
。

・「
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
体
の
中
で
」
と
言
い
、
顔
を
し
か
め
、

さ
ら
に
上
体
を
震
わ
せ
る
。

・
け
い
れ
ん
の
よ
う
な
体
の
震
え
の
継
続
。

・
耐
え
切
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
に
、「
蓮
華
座
を
組
ん
で
は

だ
め
か
」
と
許
可
を
求
め
る
。

・
弁
護
人
が
「
午
前
中
か
ら
頭
が
破
裂
す
る
危
機
が
あ
っ

て
、
手
で
押
さ
え
て
い
た
と
被
告
は
言
っ
て
い
る
」
と
述

べ
る
。

・「
急
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
上
昇
し
た
と
い
う
感
じ
で
、
急
に

来
ま
す
か
ら
、
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
」
な
ど
と
話
し
、
首

を
上
下
左
右
に
大
き
く
震
わ
せ
る
。

こ
れ
ら
の
身
体
症
状
は
、
ま
さ
に
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候

群
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
上
記
の
一
見

不
可
解
な
言
動
で
、
麻
原
は
明
ら
か
に
「（
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
に

特
有
の
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
」
を
主
張
し
て
お
り
、
そ
れ

は
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
の
症
状
と
一
致
す
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
上
昇
は
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
に
特
有

の
も
の
で
あ
る
。
他
に
も
、「
自
然
と
顔
を
し
か
め
て
体
を
震

わ
せ
る
ほ
ど
」
と
い
う
箇
所
や
、「
頭
が
破
裂
す
る
危
険
が
あ

っ
て
手
で
押
さ
え
る
」
な
ど
に
も
特
徴
の
一
致
が
見
ら
れ
る
。

麻
原
は
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
の
上
昇
に
耐
え
き
れ
ず
、
対
処
法
と

し
て
蓮
華
座
の
許
可
を
求
め
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ク
ン
ダ

リ
ニ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
鎮
静
化
す
る
た
め
に
、
座
法
（
蓮

華
座
）
を
組
む
こ
と
は
有
効
な
方
法
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

そ
の
場
に
い
た
井
上
も
、「（
麻
原
の
）
体
が
震
え
た
の
は

演
技
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
教
団
で
の
修
行
中
に
は
よ
く

あ
る
こ
と
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、「
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
」
体
が
震
え
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ

と
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
井
上
は
手
記
に
お
い
て
も
、「
本
音

の
事
で
は
、
松
本
氏
が
、
私
の
と
な
り
で
、
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
ヨ
ー
ガ
の
ト
ゥ
モ
と
い
う
呼
吸
法
を
し
て
、
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
起
こ
し
、
私
に
念
を
か
け
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
井
上
の
反
対
尋
問
か
ら
三
日
後
、
東
京
拘
置
所
の
保

護
房
に
移
動
し
た
時
か
ら
、
麻
原
に
精
神
的
な
異
変
が
起
こ

っ
た
。
具
体
的
に
は
、

・
保
護
房
の
扉
を
手
で
た
た
き
「
私
は
出
た
い
」、「
完
全

に
発
狂
し
た
」
と
大
声
を
出
す
。

・
職
員
の
制
止
を
振
り
切
り
「
精
神
病
院
に
入
れ
て
く
れ
」

と
大
声
を
出
し
、
扉
を
足
で
蹴
っ
た
り
壁
を
た
た
い
た
と

さ
れ
る
。

体
内
の
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒
さ
れ
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
に
な
り
、
暴
れ
る
こ
と
も
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー

症
候
群
の
特
徴
で
あ
り
、
強
い
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

麻
原
が
こ
の
よ
う
な
興
奮
状
態
に
な
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
に
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当
て
は
ま
る
。
巻
口
氏
に
よ
る
と
、
辛
く
理
不
尽
な
目
に
あ

っ
た
時
、
感
情
と
身
心
の
緊
張
に
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
が
で
き
、
ク

ン
ダ
リ
ニ
ー
が
下
方
に
押
し
込
め
ら
れ
る
と
い
う
。
先
の
わ

た
し
の
事
例
も
同
様
の
要
因
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
麻
原
は
こ
の
日
以
降
、
国
選
弁
護
団
の
接
見
を
拒

否
し
、
支
離
滅
裂
な
発
言
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

後
、
幻
聴
、
妄
想
、
独
り
言
を
繰
り
返
す
、
証
言
を
遮
り
退

廷
さ
せ
ら
れ
る
等
の
末
、
最
終
的
に
は
引
き
こ
も
っ
た
。
こ

れ
が
麻
原
の
陥
っ
た
魔
境
の
末
路
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

な
お
、
ヨ
ー
ガ
行
者
の
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
の
状
態
の

描
写
に
、
ま
さ
に
麻
原
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
興
味
深
い
記
述

が
あ
る
。

ヨ
ー
ガ
の
実
習
や
そ
の
他
の
精
神
的
な
行
法
に
よ
っ
て

突
然
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
が
目
覚
め
た
人
の
場
合
の
、
脳
や
そ

の
他
の
組
織
に
注
入
さ
れ
る
強
力
な
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

流
れ
の
、
そ
の
突
発
的
な
衝
撃
力
は
、
深
刻
な
危
険
性
と

特
異
な
心
的
状
況
を
創
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
瞬

間
瞬
間
に
そ
の
状
況
は
変
化
し
、
当
初
は
霊
媒
や
神
秘
家

や
天
才
や
狂
人
な
ど
の
、
こ
の
不
意
の
あ
ら
ゆ
る
性
格
を

併
せ
持
っ
た
よ
う
な
異
常
な
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。

 

（
ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
『
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
』）

7
魔
境
を
超
え
る
―
霊
的
暴
力
か
ら
の
解
放

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
修
行
途
上
に
陥
る
魔
境

や
、
麻
原
の
呪
縛
を
含
む
様
々
な
霊
的
暴
力
の
影
響
を
脱
す

る
の
に
効
果
的
と
思
わ
れ
る
内
容
を
ま
と
め
た
。
も
し
そ
れ

ら
を
、
二
十
歳
で
オ
ウ
ム
真
理
教
に
入
信
し
た
当
時
の
わ
た

し
が
理
解
し
て
い
た
な
ら
、
決
し
て
麻
原
の
よ
う
な
自
己
を

絶
対
視
す
る
一
個
人
を
妄
信
し
、
そ
の
指
示
に
従
う
こ
と
は

な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

①
過
剰
な
自
己
愛
や
執
着
心
・
野
心
の
制
御

魔
境
は
、
過
剰
な
自
己
愛
や
執
着
心
、
傲
慢
さ
、
野
心
、
被

害
妄
想
や
誇
大
妄
想
等
の
負
の
心
や
感
情
を
自
覚
せ
ず
、
野

放
し
に
増
幅
さ
せ
た
結
果
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
特

に
、
過
剰
な
自
己
愛
や
執
着
心
、
野
心
の
制
御
に
つ
い
て
述

べ
る
。

ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
と
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ク
ン

ダ
リ
ニ
ー
の
通
り
道
が
「
何
ら
か
の
理
由
」
で
阻
害
さ
れ
、

快
・
不
快
の
症
状
が
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
し
の
発
症

の
直
接
的
要
因
は
、
特
殊
な
社
会
状
況
に
よ
る
精
神
的
シ
ョ

ッ
ク
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
っ
た
原
因
は
わ

た
し
の
内
面
に
あ
る
。
脱
会
後
に
積
み
重
ね
て
き
た
さ
さ
や

か
な
社
会
的
信
用
や
理
解
、
応
援
し
手
助
け
し
て
く
れ
る
数

少
な
い
人
間
関
係
な
ど
を
精
神
的
な
支
え
と
し
て
い
た
面
が

自
覚
以
上
に
大
き
く
、
と
ら
わ
れ
て
い
た
分
、
そ
れ
ら
が
失

わ
れ
る
恐
怖
と
不
安
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

冷
静
に
み
る
と
わ
た
し
は
、
自
分
を
取
り
巻
く
社
会
的
環

境
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
一
種
の
「
適

応
不
全
」
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
未
曽
有
の

オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
は
も
と
よ
り
、
複
雑
な
事
件
後
の
歩
み

な
ど
か
ら
、
事
実
と
は
正
反
対
の
誤
解
等
が
生
じ
る
こ
と
も

ま
ま
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
わ
た
し
は
、「
せ
め
て
普
通
に
、

誤
解
で
な
く
あ
り
の
ま
ま
の
状
態
を
見
て
ほ
し
い
、
誤
解
さ

れ
た
ま
ま
で
い
た
く
な
い
」
と
内
面
で
は
強
く
希
求
し
て
き

た
。
ま
た
、
誤
解
す
る
対
象
へ
の
強
い
怒
り
を
持
ち
な
が
ら

抑
圧
し
て
き
た
。

ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
の
対
処
法
は
多
々
あ
る
が
、
本
質

的
・
究
極
的
な
解
決
法
は
、「
諦
め
る
こ
と
、
執
着
や
欲
を
手

放
す
こ
と
」
と
さ
れ
る
。
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
の
流
れ
を
せ
き
と

め
る
「
何
ら
か
の
理
由
」
と
は
、
究
極
的
に
は
執
着
や
我
欲

な
の
で
あ
る
。

わ
た
し
は
、
日
常
生
活
を
普
通
に
送
る
こ
と
が
困
難
で
、
狂

い
た
く
な
い
と
い
う
恐
怖
や
動
揺
が
続
く
ほ
ど
の
ク
ン
ダ
リ

ニ
ー
症
候
群
の
激
し
い
症
状
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
執
着
や
我

欲
へ
の
対
処
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
わ
た
し
の
中
に
隠
さ
れ

て
い
た
、
強
い
社
会
的
承
認
欲
求
や
評
価
へ
の
希
求
を
、
今

の
現
実
以
上
を
求
め
る
「
執
着
心
や
野
心
」
で
あ
る
と
受
け

入
れ
る
こ
と
か
ら
始
め
、
次
に
と
ら
わ
れ
を
捨
て
る
思
索
を

続
け
た
。

一
人
で
は
困
難
な
中
、
周
り
の
友
人
の
励
ま
し
に
は
大
変

助
け
ら
れ
た
。
最
も
効
果
的
で
あ
っ
た
の
は
、
友
人
が
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
「
生
き
て
い
ら
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
」

と
思
い
切
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
で
あ
っ
た
。
社
会
的
評
価

へ
の
欲
を
捨
て
、
失
わ
れ
て
い
く
も
の
か
ら
視
点
を
外
し
、
自

分
自
身
に
つ
い
て
、
い
の
ち
あ
る
こ
と
、
今
の
自
分
の
境
遇

の
中
で
恵
ま
れ
て
い
る
面
を
考
え
、
そ
れ
で
十
分
と
満
足
し

て
感
謝
し
、
た
と
え
再
び
受
け
入
れ
が
た
い
不
安
に
苛
ま
れ

る
状
況
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
死
ぬ
わ
け
で
は
な
い
と
思
い

切
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
に
、
不
安
定
な
心
と
ク
ン
ダ
リ
ニ

ー
症
候
群
の
身
体
症
状
の
双
方
が
静
ま
っ
て
い
っ
た
。

他
に
も
、「
身
を
捨
て
て
こ
そ
浮
か
ぶ
瀬
も
あ
れ
」
と
い
う

諺
や
、
白
隠
禅
師
の
『
夜
舟
閑
話
』
に
あ
る
禅
病
の
克
服
法

等
を
繰
り
返
し
参
考
に
し
た
。

あ
な
た
は
い
ま
ま
で
、
あ
ま
り
に
多
く
の
も
の
に
心
を

と
ら
わ
れ
、
多
く
勝
手
に
思
い
す
ぎ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
い
ま
こ
の
よ
う
に
重
病
人
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。（
中
略
）
小
智
才
覚
、
お
よ
び
一
切
の
理
想
、
欲
望
、

野
心
、
執
着
の
一
切
を
捨
て
去
っ
て
、
そ
の
ま
ま
の
心
で

あ
る
無
我
の
境
に
な
り
、
心
気
を
丹
田
、
お
よ
び
足
心
の

間
に
お
く
な
ら
ば
、
胸
膈
は
自
然
に
清
涼
に
な
り
、
一
点
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の
迷
い
や
不
安
も
消
え
て
、
平
静
な
落
ち
つ
い
て
安
ら
か

な
心
境
に
な
り
、
な
に
も
の
に
も
わ
ず
ら
わ
さ
れ
ぬ
自
由

自
在
な
境
地
に
な
る
で
あ
ろ
う
」（
直
木
公
彦
『
白
隠
禅
師

―
健
康
法
と
逸
話
』
日
本
教
文
社
、
一
九
七
五
年
）

併
せ
て
、
呼
吸
法
や
歩
行
な
ど
の
身
体
行
法
や
、
聖
地
や

自
然
を
巡
る
な
ど
の
身
心
を
鎮
め
る
効
果
の
あ
る
実
践
に
努

め
た
。

②
未
熟
さ
の
自
覚
―
努
め
て
身
心
を
調
え
る

上
記
の
よ
う
な
傾
向
は
、
当
然
、
人
間
で
あ
る
以
上
完
全

に
な
く
な
る
こ
と
は
な
く
、
当
然
、
何
か
の
条
件
が
変
わ
れ

ば
、
再
び
頭
を
も
た
げ
て
く
る
。
よ
っ
て
、
た
び
た
び
、
自

己
の
傲
慢
さ
や
過
剰
な
自
己
愛
、
慢
心
、
闘
争
、
野
心
、
欲

望
、
執
着
、
恐
怖
、
不
安
等
の
負
の
心
を
自
覚
す
る
よ
う
に

努
め
、
野
放
し
に
せ
ず
に
、
こ
つ
こ
つ
と
地
道
に
対
処
す
る

こ
と
を
、
繰
り
返
し
行
い
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

わ
た
し
の
場
合
は
、
意
図
せ
ず
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
が
暴
走
す

る
身
体
の
状
態
と
な
り
、
運
よ
く
激
し
い
症
状
は
治
ま
っ
た

が
、
鎮
静
化
で
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
が
消
え

て
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
生
理
的
体
感
は
続
い
て
い

る
の
で
、
健
康
に
生
き
る
た
め
に
も
日
常
生
活
に
お
い
て
、
努

め
て
心
を
調
え
静
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

③
自
己
特
別
視
・
被
害
妄
想
や
誇
大
妄
想
の
制
御

麻
原
は
、
井
上
と
の
対
決
で
、
自
己
の
長
年
の
考
え
と
は

異
な
る
弟
子
の
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
自
己
特
別
視
を
含

め
た
す
べ
て
の
妄
想
が
破
綻
し
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
を

発
症
す
る
ほ
ど
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
自
己
の
殻
に
逃
げ
込

ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

麻
原
の
破
綻
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
裁
判
で
の
様

子
は
、
神
の
啓
示
、
自
己
は
善
で
邪
魔
す
る
者
は
悪
と
い
う

二
元
論
、
自
己
特
別
視
、
誇
大
妄
想
等
、
事
件
前
の
麻
原
の

価
値
観
や
言
動
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
麻
原
は
逮
捕
さ
れ
る

ま
で
、
被
害
妄
想
と
陰
謀
論
に
よ
り
大
量
虐
殺
を
も
く
ろ
み
、

弟
子
さ
え
も
ス
パ
イ
と
疑
え
ば
殺
害
し
た
。

次
に
初
期
の
麻
原
を
振
り
返
る
と
、
一
九
八
六
年
の
著
作

『
生
死
を
超
え
る
』（
オ
ウ
ム
出
版
）
は
、「
生
き
て
い
く
っ
て
、

な
ん
て
辛
い
ん
だ
ろ
う
、
ふ
と
立
ち
止
ま
っ
て
は
こ
ん
な
こ

と
を
思
う
」
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
。
最
終
解
脱
を
宣

言
し
た
際
は
、「
だ
っ
て
、
自
分
の
周
り
に
神
々
が
現
れ
て
た

い
へ
ん
な
祝
福
を
し
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
」
と
有
頂
天
に
語

っ
た
。
生
き
て
い
く
こ
と
が
辛
か
っ
た
麻
原
に
と
り
、
常
に

自
分
を
「
世
界
最
高
の
救
世
主
」
と
し
て
特
別
視
し
て
く
れ

る
「
麻
原
だ
け
」
の
神
々
や
、
無
謀
な
指
示
に
も
付
き
従
う

弟
子
の
存
在
は
、
麻
原
に
と
り
絶
対
不
可
欠
な
存
在
意
義
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

麻
原
の
傲
慢
さ
は
、
自
分
だ
け
を
特
別
視
・
絶
対
視
し
、
世

界
中
の
す
べ
て
の
人
々
を
見
下
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
じ
つ

は
わ
た
し
に
も
、
も
と
も
と
麻
原
と
似
た
自
己
特
別
視
や
自

己
中
心
性
が
あ
っ
た
。
詳
細
は
拙
著
『
二
十
歳
か
ら
の
20
年

間
』
で
述
べ
た
が
、
オ
ウ
ム
事
件
後
に
、
他
者
の
誰
と
も
共

有
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
分
が
見
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
真
実

だ
と
思
い
込
み
、
そ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
現
実
の
生
活
や
仕
事

に
当
て
は
め
よ
う
と
し
て
不
和
を
招
き
、
破
綻
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

麻
原
や
わ
た
し
に
限
ら
ず
、
人
間
に
は
自
己
特
別
視
と
い

う
誇
大
妄
想
や
他
を
見
下
す
傲
慢
さ
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
戒

め
る
必
要
性
が
、
す
で
に
七
世
紀
初
頭
、
聖
徳
太
子
の
十
七

条
憲
法
に
も
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
「
自
分
だ
け
が

聖
人
で
、
他
が
愚
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
」「
人
は
皆

賢
く
も
愚
か
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
、
耳
の
輪
に
端
が
な
い
よ

う
な
も
の
で
あ
る
」
と
戒
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
傲
慢
な
見
方
を
弱
め
る
た
め
に
は
、
常
に
、
自

分
以
外
の
他
者
か
ら
学
び
、
尊
重
す
る
姿
勢
を
持
ち
続
け
る

こ
と
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
る
。

④
人
類
の
変
化
に
は
長
い
時
間
を
要
す
る
と
い
う
歴
史
認
識

―
焦
ら
ず
急
が
な
い

麻
原
は
、
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
と
い
う
終
末
思
想
の
流
行
し
た

時
代
を
背
景
に
、
地
球
の
滅
亡
ま
で
に
時
間
が
残
さ
れ
て
い

な
い
た
め
「
早
急
に
」
人
類
を
救
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
説
い
た
。
そ
し
て
強
い
「
焦
り
」
を
持
ち
、
自
分
を
邪
魔

す
る
者
を
殺
害
し
て
排
除
す
る
と
い
う
苛
烈
な
行
動
に
出
た
。

し
か
し
、
人
類
は
歴
史
上
、
様
々
な
失
敗
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
万
人
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

き
た
。
さ
ら
に
、
価
値
観
の
違
う
他
者
ど
う
し
が
関
わ
り
合

っ
て
生
き
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
共
通
の
見
解
や
方
向

性
を
見
出
す
の
は
至
難
の
業
で
あ
る
。

よ
っ
て
麻
原
の
魔
境
の
教
訓
と
し
て
は
、
焦
っ
て
急
ぐ
の

で
は
な
く
、
粘
り
強
く
、
自
分
の
可
能
な
行
動
を
一
歩
一
歩

行
う
地
道
な
実
践
以
外
に
、
問
題
解
決
の
方
法
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
上
の
人
物
を
見
て
も
、
六
十
二
歳
ま

で
過
酷
な
忍
耐
を
続
け
た
の
ち
、
太
平
の
世
を
築
い
た
徳
川

家
康
の
遺
訓
「
人
の
一
生
は
重
荷
を
負
い
て
遠
き
道
を
行
く

が
如
し　

い
そ
ぐ
べ
か
ら
ず
」
に
は
大
変
重
み
が
あ
る
。

⑤
仏
教
哲
学
や
心
理
学
の
学
習
―
自
分
自
身
に
よ
る
幸
福

の
発
見

わ
た
し
が
麻
原
へ
の
信
仰
心
を
失
っ
た
最
大
の
理
由
は
、

麻
原
に
関
わ
っ
た
人
々
が
、
教
団
の
内
外
を
問
わ
ず
誰
一
人

と
し
て
幸
福
に
な
ら
ず
、
逆
に
不
幸
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う

現
実
で
あ
っ
た
。
人
は
皆
幸
福
に
生
き
た
い
と
願
う
よ
う
に
、

わ
た
し
も
麻
原
に
従
っ
た
弟
子
ら
も
、
入
信
し
た
当
時
は
、
幸

福
に
生
き
る
た
め
の
方
法
を
探
求
し
、
実
践
し
て
い
た
つ
も

り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
麻
原
は
、
最
後
は
神
の
化
身
で
あ
る
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自
分
に
付
き
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
幸
福
に
な
る
と
説
き
、

無
謀
に
も
自
分
以
外
の
周
り
の
世
界
を
、
自
己
を
頂
点
と
す

る
社
会
に
変
え
よ
う
と
ま
で
し
た
。
わ
た
し
は
そ
れ
ら
の
教

訓
か
ら
、
周
り
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
が
幸
福

な
心
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
理
解
し
た
。

仏
教
哲
学
や
心
理
学
の
学
び
は
大
き
な
助
け
と
な
る
。
自

己
の
心
に
よ
る
幸
福
は
、
基
本
的
な
仏
教
哲
学
に
よ
り
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
釈
迦
牟
尼
は
、
苦
行
を
や
め
て
最
初

に
説
い
た
中
道
、
四
諦
八
正
道
に
お
い
て
、
苦
し
み
の
原
因

は
（
周
り
で
は
な
く
）
自
己
の
内
側
の
煩
悩
で
あ
り
、
煩
悩
は

適
切
な
対
処
を
す
れ
ば
静
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
た
。

わ
た
し
を
含
む
弟
子
が
陥
っ
た
、
自
分
の
身
体
や
命
の
危
険

を
犯
し
て
ま
で
麻
原
の
指
示
に
従
う
こ
と
は
、
中
道
に
反
す

る
。
中
道
は
、「
自
他
双
方
」
の
命
を
大
切
に
し
健
全
な
幸
福

を
尊
重
す
る
。
ま
た
、
人
の
心
と
行
動
の
学
問
で
あ
る
心
理

学
を
学
び
、
自
分
の
心
や
行
動
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
、
違

っ
た
角
度
か
ら
理
解
を
深
め
る
助
け
に
な
る
。

こ
れ
ら
は
、
こ
つ
こ
つ
と
し
た
地
道
な
作
業
で
あ
る
が
、
周

り
と
は
関
係
な
く
、
自
分
自
身
の
努
力
で
確
実
に
積
み
重
ね
、

結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

を
教
え
る
先
人
の
知
恵
の
貴
重
さ
を
実
感
し
て
い
る
。

⑥
内
観
―
多
く
の
他
者
に
よ
り
生
か
さ
れ
て
い
る
事
実
の
認

識
上
記
の
よ
う
な
見
方
を
助
け
る
の
に
役
立
つ
実
践
方
法
に

「
内
観
」
が
あ
る
。
内
観
は
、
自
己
の
内
を
見
つ
め
人
生
の
事

実
を
調
べ
る
と
い
う
簡
単
な
実
践
法
で
あ
る
。
わ
た
し
は
約

十
年
前
、
あ
る
弁
護
士
の
先
生
や
大
学
の
先
生
と
の
出
会
い

に
よ
り
、
内
観
指
導
を
受
け
た
。
そ
の
際
、
二
十
歳
で
出
家

し
麻
原
を
妄
信
し
た
人
生
は
、
親
に
依
存
し
自
立
し
な
い
ま

ま
、
依
存
の
対
象
を
麻
原
に
変
え
た
だ
け
で
あ
っ
た
事
実
を

知
っ
た
。
ま
た
改
め
て
、
親
や
社
会
の
足
り
な
い
面
の
み
を

見
て
不
満
を
持
ち
、
感
謝
も
な
い
ま
ま
す
べ
て
の
人
間
関
係

を
断
っ
た
事
実
を
詳
細
に
理
解
し
た
。
そ
れ
以
降
、
内
観
を

継
続
し
て
行
い
な
が
ら
、「
ひ
か
り
の
輪
」
で
た
び
た
び
開
催

さ
れ
る
内
観
で
、
面
接
の
補
佐
を
続
け
て
い
る
。

内
観
は
、
日
本
か
ら
世
界
に
大
き
く
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
こ

れ
ま
で
学
校
教
育
・
企
業
研
修
・
矯
正
教
育
な
ど
の
現
場
で
、

幅
広
く
導
入
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
高
い
効
果
は
、
日
本
内
観

学
会
で
も
長
年
に
わ
た
っ
て
研
究
・
実
証
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
う
つ
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、
身
心
症
等
へ
の
一
定
の
効

果
が
あ
る
と
し
て
医
療
に
も
応
用
さ
れ
て
お
り
、
日
本
内
観

医
学
会
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
犯
罪
者
更
生
や
更
生
教
育
の

た
め
に
刑
務
所
や
少
年
院
等
で
も
指
導
さ
れ
て
き
て
お
り
、
内

観
の
実
践
者
が
五
年
以
内
に
再
び
刑
務
所
に
入
っ
て
く
る
確

率
（
再
入
率
）
は
、 実
践
し
て
い
な
い
者
に
比
し
て
約
五
〇
パ

ー
セ
ン
ト
に
低
下
し
て
い
る
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
ほ

ど
だ
。

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
実
行
犯
の
中
で
唯
一
無
期
懲
役
と

な
っ
た
林
郁
夫
の
裁
判
で
は
、
悔
悟
の
念
の
吐
露
が
注
目
さ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
林
が
獄
中
で
「
内
観
」
の
指
導
を

受
け
て
い
た
こ
と
を
、
そ
の
先
生
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

内
観
で
は
、
①
他
者
に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
、
②
他
者
に

し
て
あ
げ
た
こ
と
、
③
他
者
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
、
の
三

つ
の
項
目
に
つ
い
て
、
生
ま
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
の
自
身
の

事
実
を
調
べ
る
作
業
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
必
然
的
に
、
一

人
で
は
生
き
る
こ
と
の
で
き
な
い
赤
子
で
あ
っ
た
自
分
が
、
両

親
を
中
心
と
し
た
多
く
の
他
者
か
ら
の
膨
大
な
世
話
を
受
け

て
は
じ
め
て
大
人
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
を
知
る
。
同
時
に
、

お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に
、
し
て
あ
げ
た
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
膨
大
な
迷
惑
を
か
け
て
き
た
事
実
も
知
る
こ
と
に

な
る
。

オ
ウ
ム
真
理
教
に
は
、
親
子
関
係
の
不
和
や
人
間
関
係
の

悩
み
、
競
争
社
会
で
の
自
己
存
在
価
値
の
喪
失
、
環
境
を
破

壊
す
る
消
費
社
会
へ
の
疑
問
と
不
満
な
ど
、
様
々
な
苦
し
み

に
対
し
、
真
剣
に
人
生
を
模
索
し
た
若
者
が
集
ま
っ
た
と
い

う
側
面
が
あ
る
。

し
か
し
麻
原
は
、
そ
う
し
た
若
者
に
、
等
身
大
で
は
な
い

「
類
ま
れ
な
修
行
者
の
素
質
が
あ
る
」
な
ど
現
実
以
上
の
過
大

な
価
値
や
、「
麻
原
と
一
緒
に
転
生
し
救
済
活
動
を
共
に
行
っ

て
き
た
前
世
か
ら
の
弟
子
」
等
の
妄
想
的
な
居
場
所
の
物
語

を
提
供
し
た
。
加
え
て
、
現
代
社
会
は
人
類
を
堕
落
さ
せ
陰

謀
に
支
配
さ
れ
て
お
り
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
で
滅
び
を
迎
え
る
と

し
て
、
徹
底
的
に
否
定
し
た
。

そ
の
結
果
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
信
者
た
ち
は
、
尊
大
で
傲

慢
な
性
格
と
な
り
、
社
会
へ
の
不
満
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
、
信

者
全
体
が
魔
境
に
陥
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

⑦
修
験
道
や
聖
地
巡
り
―
己
の
小
さ
さ
を
自
覚
し
、感
性
を

取
り
戻
す

瞑
想
に
よ
る
神
秘
体
験
は
、
麻
原
や
オ
ウ
ム
真
理
教
に
の

め
り
込
む
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
が
、
人
が
自
然
に
触
れ
ず
、

閉
じ
ら
れ
た
屋
内
で
瞑
想
を
続
け
る
と
、
修
行
の
過
程
で
「
自

分
が
宇
宙
や
神
と
い
っ
た
絶
対
者
に
合
一
し
た
」
と
い
う
誇

大
妄
想
に
陥
り
、
尊
大
な
魔
境
の
状
態
と
な
る
危
険
性
が
あ

る
。
そ
れ
が
オ
ウ
ム
真
理
教
の
教
訓
で
あ
る
。

わ
た
し
は
、
脱
会
の
過
程
で
、
日
本
各
地
の
神
社
仏
閣
や

自
然
な
ど
を
巡
り
、
そ
の
清
々
し
さ
と
大
自
然
の
美
し
さ
や
、

現
地
の
人
々
の
温
か
い
心
に
触
れ
、
教
団
と
自
己
の
体
験
に

閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
意
識
か
ら
解
き
放
た
れ
て
い
っ
た
。
ま

た
、
自
然
の
中
で
す
ご
す
こ
と
で
、
身
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
れ
、
心
地
よ
い
状
態
に
な
り
や
す
く
な
っ
た
。

そ
の
後
、
神
社
の
神
事
で
出
会
っ
た
先
達
の
ご
指
導
で
、
出

羽
三
山
の
修
験
道
の
実
践
を
毎
夏
行
う
よ
う
に
な
り
、
今
年

で
八
年
が
す
ぎ
た
。
そ
こ
で
は
、
古
来
の
修
験
道
の
形
式
で
、

宿
坊
に
泊
ま
り
、
身
一
つ
で
山
を
歩
き
、
滝
に
打
た
れ
、
暗
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闇
を
歩
き
、
現
地
の
形
式
で
祈
り
を
行
い
な
が
ら
、
大
自
然

の
中
に
身
を
置
き
続
け
る
。

先
達
は
常
に
、
自
分
は
山
へ
の
案
内
人
に
す
ぎ
ず
、
わ
た

し
た
ち
は
そ
の
実
践
で
、「
人
」
で
は
な
く
「
山
や
自
然
」
か

ら
学
ぶ
の
だ
、
と
語
る
。
厳
し
い
自
然
の
中
で
は
、
何
一
つ

自
由
に
な
ら
な
い
。
大
風
や
大
雨
で
は
歩
く
こ
と
も
で
き
ず
、

強
い
日
差
し
の
中
で
は
水
が
な
け
れ
ば
生
き
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
他
の
動
物
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
人
は
大
自
然
に
合

わ
せ
て
生
き
る
し
か
な
い
小
さ
な
生
き
物
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
改
め
て
自
覚
さ
れ
る
。
炎
天
下
で
一
瞬
吹
く
涼
し
い
風
、

風
雨
の
際
に
一
瞬
照
ら
す
太
陽
の
暖
か
さ
、
闇
を
照
ら
す
月

光
や
蛍
の
光
。
身
一
つ
で
入
る
こ
と
で
、
美
し
く
清
々
し
い

自
然
の
あ
り
が
た
さ
も
、
肌
で
、
全
身
で
感
じ
る
こ
と
に
な

る
。
す
る
と
、
都
会
の
生
活
で
は
忘
れ
て
い
た
生
来
の
感
覚

が
開
け
て
く
る
。
こ
れ
が
、
頭
で
考
え
る
だ
け
で
は
経
験
で

き
な
い
「
感
じ
る
知
性
」
な
の
だ
と
先
達
は
言
う
。

こ
の
よ
う
な
大
自
然
に
触
れ
て
い
れ
ば
、
特
定
の
人
物
だ

け
を
崇
拝
し
た
り
、
傲
慢
さ
や
誇
大
妄
想
に
陥
っ
た
り
す
る

要
素
の
入
り
込
む
余
地
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

⑧
宗
教
に
関
す
る
正
し
い
知
識

麻
原
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
だ
け
が
世
界
で
唯
一
の
正
し
い

宗
教
で
、
自
分
が
世
界
一
優
れ
た
存
在
だ
と
宣
言
し
て
い
た

が
、
そ
れ
は
自
己
中
心
的
な
誇
大
妄
想
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
主
張
を
鵜
呑
み
に
し
た
信
者
が
多
数
現
れ
た
た
め
、
一

連
の
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
研
究
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
教

育
課
程
で
宗
教
一
般
に
つ
い
て
学
ぶ
の
で
、
カ
ル
ト
宗
教
が

ど
う
い
う
も
の
か
も
皆
理
解
し
て
お
り
、
問
題
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
に
比
べ
、
日
本
の
教
育
で
は
宗
教
に
つ

い
て
学
ば
な
い
こ
と
に
驚
き
を
示
し
て
い
た
。

現
代
社
会
で
は
、
宗
教
と
の
か
か
わ
り
は
必
ず
生
じ
る
た

め
、
日
本
と
世
界
の
宗
教
の
種
類
や
そ
の
性
質
に
つ
い
て
、
客

観
的
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境
が
必
要
で
あ
る
。
最
低
限

の
知
識
が
あ
る
だ
け
で
も
、
オ
ウ
ム
真
理
教
に
入
る
若
者
は

相
当
に
減
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

わ
た
し
は
事
件
後
、
現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
、
オ
ウ

ム
真
理
教
が
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
な
宗
教
で
あ
っ
た
の
か
に

つ
い
て
は
、『
オ
ウ
ム
真
理
教
の
精
神
史
―
ロ
マ
ン
主
義
・

全
体
主
義
・
原
理
主
義
』（
大
田
俊
寛
、
春
秋
社
、
二
〇
一
一

年
））
で
理
解
を
改
め
ら
れ
た
。

⑨
身
体
や
体
感
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

超
常
現
象
や
神
秘
体
験
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
覚
醒
の
体
感
等

は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
へ
の
傾
倒
を
深
め
る
大
き
な
原
因
の
一

つ
と
な
っ
た
。
オ
ウ
ム
以
外
に
も
、
そ
れ
ら
を
重
視
す
る
啓

示
型
宗
教
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
感
ワ
ー
ク
な
ど
は
多
く
存
在
し
、

ヨ
ー
ガ
も
世
界
的
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ク

ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
の
よ
う
な
負
の
側
面
は
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
そ
う
し
た
現
象
に
と
ら
わ
れ
る
な
ら
ば
、
修

行
途
上
に
お
け
る
「
魔
境
」
に
陥
る
恐
れ
が
あ
る
。

麻
原
が
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
を
発
症
す
る
前
、
弁
護
士

を
通
じ
て
信
者
に
発
信
し
た
「
獄
中
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
い
う

存
在
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
麻
原
は
獄
中
で
「
陽
神
」

と
い
う
不
老
不
死
の
身
体
を
作
ろ
う
と
し
、
断
水
断
食
を
含

め
か
な
り
激
し
い
修
行
を
実
践
し
て
い
た
。
ま
た
そ
の
中
に

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
上
が
っ
た
、
体
外
離
脱
し
た
等
の
記
述

が
あ
り
、「
死
を
か
け
た
修
行
」
を
し
て
い
る
と
も
書
か
れ
て

い
た
。
よ
っ
て
当
時
の
麻
原
は
、
か
な
り
無
理
な
苦
行
を
し

て
い
た
と
推
察
で
き
る
。

ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
で
は
、
無
理
な
修
行
に
よ
り
も
と

も
と
抱
え
て
い
る
精
神
病
理
が
悪
化
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と

さ
れ
る
。
麻
原
の
場
合
も
、
獄
中
で
の
激
し
い
修
行
が
も
と

も
と
の
精
神
病
理
を
悪
化
さ
せ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
修
行
の
途
上
で
生
じ
る

幻
想
体
験
や
神
秘
体
験
に
過
剰
に
と
ら
わ
れ
る
と
人
は
魔
境

に
陥
る
。
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
体
験
は
、
特
別
な
こ
と
で
は

な
く
、
人
に
よ
っ
て
経
験
す
る
し
な
い
の
差
は
あ
っ
て
も
、
し

ば
し
ば
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
必
要
で
あ

る
。
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
の
体
感
等
は
、
生
理
的
現
象
に
す
ぎ
な

い
こ
と
な
ど
の
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
。

最
後
に
、
麻
原
と
オ
ウ
ム
真
理
教
と
い
う
現
代
に
お
け
る

最
悪
の
魔
境
の
実
例
を
負
の
教
訓
と
し
、
社
会
的
な
理
解
が

深
ま
る
こ
と
を
切
に
願
う
。
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は
じ
め
に

技
法
に
と
っ
て
、
負
の
感
情
は
大
敵
で
あ
る
。
恐
怖
は
身

体
を
そ
の
場
に
凍
り
付
か
せ
て
し
ま
う
か
、
盲
目
的
な
逃
走

へ
と
向
か
わ
せ
る
。
不
安
は
身
体
を
緊
張
さ
せ
、
四
肢
の
運

動
を
妨
げ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
負
の
感
情
に
取
り
憑
か
れ
た

身
体
は
、
技
法
と
呼
ぶ
に
値
す
る
効
率
的
な
方
法
で
動
く
こ

と
が
で
き
な
い
。

負
の
感
情
が
ど
れ
ほ
ど
技
法
を
損
な
う
か
を
踏
ま
え
た
な

ら
、
技
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
用
い
る
さ
い
に

直
面
し
う
る
負
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
を
身
に

つ
け
る
こ
と
と
不
可
分
で
あ
る
と
い
え
る
。
負
の
感
情
の
克

服
（m

astery

）
は
、
技
法
の
習
得
（m

astery

）
の
一
部
で
あ
り
、

前
者
な
く
し
て
後
者
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

負
の
感
情
と
技
法
の
関
係
を
は
じ
め
て
考
察
し
た
の
は
、フ

ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
で
あ
り
人
類
学
者
で
も
あ
る
マ
ル
セ
ル
・

モ
ー
ス
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
三
四
年
の
講
演
「
身
体
技
法

論
（Les techniques du corps

）」（
一
九
三
六
年
に
雑
誌
掲
載
）
に

お
い
て
、
人
々
の
日
々
の
振
る
舞
い
、
た
と
え
ば
、
泳
い
だ

り
、
歩
い
た
り
、
食
べ
た
り
な
ど
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の
所

作
を
「
身
体
技
法
（technique du corps

）」（
モ
ー
ス
、
一
九
七

六
）
と
し
て
概
念
化
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

モ
ー
ス
は
身
体
技
法
を
、
社
会
や
地
域
ご
と
に
、
さ
ら
に

年
代
や
性
別
な
ど
の
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
異
な
っ
て

い
る
も
の
と
し
て
描
き
出
す
が
、
他
方
で
、
す
べ
て
の
身
体

技
法
に
共
通
す
る
性
質
も
認
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
社
会
的

な
相
対
性
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
普
遍
的
な
目
的
を
追
求

す
る
た
め
に
、
効
率
的
に
身
体
を
使
う
方
法
だ
と
い
う
点
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
身
体
技
法
と
は
、
社
会
の
な
か
に
あ

る
人
々
が
、
社
会
の
提
供
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
道
具
を
用
い
つ

つ
も
、
普
遍
的
な
目
的
を
求
め
て
効
率
的
に
身
体
を
使
用
す

る
方
法
な
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
普
遍
的
な
目

的
に
対
す
る
効
率
性
を
損
な
う
負
の
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
身
体
技
法
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。し

か
し
、
身
体
技
法
と
負
の
感
情
を
め
ぐ
る
モ
ー
ス
の
洞

察
は
、
現
代
社
会
学
に
お
い
て
十
分
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。「
身
体
技
法
論
」
は
、
身
体
の
社
会
学
の
基
礎

文
献
の
ひ
と
つ
と
し
て
言
及
さ
れ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
社

会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
身
体
化
（em

bodim
ent

）
と
い
う
論
点

と
、
そ
の
帰
結
と
し
て
の
身
体
技
法
の
社
会
的
な
相
対
性
の

み
が
強
調
さ
れ
る
（
倉
島
、
一
九
九
九
、
二
〇
〇
七
、
二
〇
一

〇
／
林
、
二
〇
〇
五
）。
そ
の
結
果
、
モ
ー
ス
が
身
体
技
法
に

認
め
て
い
た
は
ず
の
普
遍
的
な
効
率
性
も
、
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
負
の
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
要
性
も
見
え
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。

た
と
え
ば
、
身
体
の
社
会
学
の
必
要
性
を
提
唱
し
て
き
た

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
タ
ー
ナ
ー
（
一
九
九
九
、
二
〇
〇
五
）、
ク
リ

ス
・
シ
リ
ン
グ
（Shilling, 1993

）、
ニ
ッ
ク
・
ク
ロ
ス
リ
ー

（C
rossley, 1995; 2006

）
ら
は
、
身
体
化
（em

bodim
ent

）
の

問
題
を
い
ち
は
や
く
指
摘
し
た
点
で
「
身
体
技
法
論
」
を
評

価
す
る
が
、
他
方
で
、
モ
ー
ス
の
洞
察
が
理
論
と
し
て
は
断

片
的
で
あ
り
、
実
証
的
裏
付
け
に
も
乏
し
い
こ
と
を
指
摘
す

る
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
、
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー（Bourdieu, 

1977

）
の
実
践
理
論
に
代
表
さ
れ
る
よ
り
洗
練
さ
れ
た
理
論

に
よ
っ
て
、
身
体
化
を
め
ぐ
る
モ
ー
ス
の
荒
削
り
な
着
想
は

発
展
的
に
継
承
さ
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
モ
ー
ス
が
「
身
体
技
法
論
」
で
展
開
す
る
主
張
は
、

社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
身
体
化
と
い
う
枠
組
み
で
は
解
釈
し

モ
ース「
身
体
技
法
論
」に
お
け
る
負
の
感
情
の
抑
制

　
　

倉
島
　
哲

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
／
社
会
学
・
身
体
論

第
二
部
❖
武
術
・
芸
術
・
芸
能
と
い
う
ワ
ザ
学
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き
れ
な
い
豊
穣
さ
を
持
っ
て
お
り
、
身
体
技
法
と
負
の
感
情

の
本
質
的
関
係
に
つ
い
て
の
洞
察
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、「
身
体
技
法
論
」
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
、
両
者
の
関

係
を
整
合
的
な
体
系
と
し
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い
。

1
身
体
技
法
の
効
率
性

モ
ー
ス
の
い
う
身
体
技
法
が
、
社
会
的
な
相
対
性
を
超
越

し
た
目
的
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
の
「
技
法

（technique

）」
の
概
念
を
検
討
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
。

モ
ー
ス
の
い
う
技
法
と
は
、「
機
械
的
、
物
理
的
、
あ
る
い
は

物
理
化
学
的
行
為
と
当
人
に
感
じ
取
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
目

的
で
追
求
さ
れ
る
」
身
体
の
使
い
方
で
あ
る
（
モ
ー
ス
、
一
九

七
六
：
一
三
二
）。
し
た
が
っ
て
、
技
法
と
は
、「
伝
承
的
か
つ

効
率
的
」（
前
掲
書
：
一
三
二
）
と
い
う
二
つ
の
特
徴
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
社
会
的
な
伝
承
が
与
え

て
く
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
道
具
を
用
い
つ
つ
も
、「
機
械
的
、
物

理
的
、
あ
る
い
は
物
理
化
学
的
」
な
目
的
を
効
率
的
に
追
求

す
る
行
為
こ
そ
、
技
法
な
の
で
あ
る1

。

身
体
技
法
と
は
、
こ
の
よ
う
な
技
法
と
し
て
の
性
質
を
、
道

具
を
用
い
る
以
前
の
行
為
に
も
認
め
る
概
念
で
あ
る
。「
わ
れ

わ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
っ
て
、
道
具
が
あ
る
場
合
に
か
ぎ
り

技
法
が
存
在
す
る
と
考
え
る
と
い
う
基
本
的
な
誤
り
を
犯
し

て
き
た
し
、
わ
た
く
し
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
」（
前
掲

書
：
一
三
二
）。
し
か
し
、「
身
体
こ
そ
は
、
道
具
と
ま
で
は

言
わ
な
く
と
も
、
人
間
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
、
し
か
も
も
っ

と
も
本
来
的
な
技
法
対
象
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
技
法
手
段

で
も
あ
る
」（
前
掲
書
：
一
三
二
―一
三
三
）。
し
た
が
っ
て
、「
道

具
を
用
い
る
技
法
に
先
立
っ
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
身
体
技

法
が
あ
る
」（
前
掲
書
：
一
三
三
）。

こ
の
よ
う
に
、
モ
ー
ス
の
い
う
身
体
技
法
と
は
、
技
法
の

下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、
道
具
を
用
い
る
技
法
と
並
ん
で

位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
、「
機
械
的
、

物
理
的
、
あ
る
い
は
物
理
化
学
的
」
な
目
的
を
効
率
的
に
追

求
す
る
手
段
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
身
体
技
法

の
社
会
的
な
相
対
性
と
は
、
こ
の
よ
う
な
効
率
性
と
い
う
本

質
的
な
内
容
を
持
つ
身
体
の
使
い
方
に
対
し
て
、
社
会
が
与

え
た
表
現
形
式
の
相
対
性
に
す
ぎ
な
い2

。

身
体
技
法
の
本
質
的
内
容
と
社
会
的
形
式
の
関
係
は
、
モ

ー
ス
の
次
の
一
節
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
物
理
的
、
機
械
的
、
化
学
的
目
的（un but physique, 

m
écanique, chim

ique

）
へ
の
不
断
の
適
応
（
た
と
え
ば
、
わ

れ
わ
れ
が
飲
む
と
き
の
）
は
、
一
連
の
組
み
立
て
ら
れ
た
行

為
（une série d ’actes m

ontés

）、
そ
れ
も
、
個
人
に
あ
っ
て

は
み
ず
か
ら
に
よ
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
受
け
た
一
切

の
教
育
、
彼
み
ず
か
ら
が
属
す
る
社
会
全
体
を
と
お
し
、
そ

の
社
会
で
占
め
る
位
置
に
お
い
て
、
組
み
立
て
ら
れ
た
行

為
の
な
か
で
追
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。（
前
掲
書
：
一
三
三
）

水
な
ど
の
液
体
を
飲
む
た
め
の
方
法
は
、
社
会
ご
と
に
異

な
り
、
そ
し
て
同
じ
社
会
の
な
か
で
も
個
人
の
占
め
る
位
置

や
受
け
た
教
育
に
応
じ
て
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
コ

ッ
プ
な
ど
の
容
器
を
用
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
容
器
を
用
い

ず
に
、「
湧
泉
や
噴
水
な
ど
、
あ
る
い
は
水
溜
り
な
ど
で
直
接

飲
ん
だ
り
、
茶
碗
に
唇
を
つ
け
ず
に
口
に
注
ぎ
飲
み
を
し
た

り
す
る
」（
前
掲
書
：
一
五
一
）
場
合
も
あ
る
。
容
器
を
用
い

る
に
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
材
質
と
形
状
の
容
器
を
、
ど
の

よ
う
な
飲
料
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
ど
の
よ
う

な
所
作
で
用
い
る
か
は
、
そ
の
社
会
に
お
け
る
容
器
の
製
造

と
流
通
の
状
況
、
社
会
全
体
に
共
有
さ
れ
た
慣
習
、
さ
ら
に
、

社
会
の
な
か
で
の
使
用
者
の
性
別
や
階
級
に
固
有
の
慣
習
や

規
範
と
不
可
分
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
社
会
的
な
多
様
性
の
根
底
に
は
、
経

口
に
よ
る
水
分
補
給
と
い
う
生
理
学
的
な
目
的
の
た
め
に
、

液
体
の
粘
性
や
比
重
な
ど
の
物
理
的
性
質
を
う
ま
く
利
用
す

る
と
い
う
「
物
理
的
、
機
械
的
、
化
学
的
目
的
」
が
存
在
し

て
い
る
。
飲
む
た
め
の
技
法
は
、
一
見
し
て
ど
れ
ほ
ど
多
様

で
あ
ろ
う
と
も
、
こ
の
目
的
を
効
率
的
に
追
求
す
る
手
段
で

あ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
社
会
的
な
相
対

性
を
超
越
し
た
共
通
性
に
立
脚
し
て
は
じ
め
て
、
飲
む
た
め

の
身
体
の
使
用
法
の
社
会
的
な
相
対
性
を
認
識
し
、
こ
れ
を

身
体
技
法
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る3

。

2
身
体
技
法
の
複
合
性

身
体
技
法
は
、
社
会
が
用
意
し
た
身
体
の
使
用
法
で
あ
り

な
が
ら
も
（
伝
承
性
）、
社
会
を
超
越
し
た
目
的
を
効
率
的
に

追
求
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
（
効
率
性
）
と
い
う
二
つ
の

特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
特
徴
だ
け
で
は
、
身

体
技
法
と
負
の
感
情
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

上
掲
の
引
用
で
「
組
み
立
て
ら
れ
た
行
為
」（
前
掲
書
：
一

三
三
）
が
二
度
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
モ
ー
ス
は
身
体
技
法
を
単
純
で
均
質
な
行
為
、
い
わ
ば

原
子
と
し
て
の
行
為
で
は
な
く
、
複
数
の
異
質
な
行
為
か
ら

組
み
立
て
ら
れ
た
複
合
体
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
複
合
体
と
し
て
の
行
為
の
形
式
が
伝
承
さ
れ
、
そ
れ
を
通

し
て
普
遍
的
な
効
率
性
が
追
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
伝
承
性
お
よ
び
効
率
性
と
並
ぶ
、
身
体
技
法
の
第
三

の
特
徴
を
、
複
合
性
（com

plexité

）
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う4

。

身
体
技
法
の
複
合
性
は
、
そ
の
習
得
の
あ
り
よ
う
を
次
の

よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
列
挙
か
ら
非
常
に
は
っ
き
り
と
浮
き
彫
り
に

さ
れ
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
一
連
の

行
為
の
生
理
・
心
理
・
社
会
学
的
な
複
合
体
（m

ontage

）

に
相
対
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
個
人
の
生
活
や

社
会
の
歴
史
の
な
か
で
、
多
か
れ
少
な
か
れ
習
慣
的
で
、
ま

た
、
多
少
な
り
と
も
古
い
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
敷
衍
す
れ
ば
こ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
の

行
為
が
、
個
人
に
お
い
て
組
み
立
て
ら
れ
る
（peuvent être 

m
ontées

）の
を
よ
り
容
易
に
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、
ま

さ
し
く
、
そ
れ
ら
が
社
会
的
権
威
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
社

会
的
権
威
の
た
め
に
組
み
立
て
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。（
前

掲
書
：
一
五
三
）

身
体
技
法
が
社
会
的
相
対
性
に
は
還
元
で
き
な
い
効
率
性

を
実
現
で
き
る
の
は
、
そ
れ
が
「
一
連
の
行
為
の
生
理
・
心

理
・
社
会
学
的
な
複
合
体
」
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
な
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
複
合
性
ゆ
え
に
、
身
体
技
法
の
習

得
と
は
、
完
成
さ
れ
た
全
体
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
身
体
技
法

を
、
個
人
が
そ
の
ま
ま
身
に
つ
け
る
こ
と
で
は
な
い
。
構
成

要
素
と
し
て
の
個
々
の
行
為
を
個
人
が
組
み
立
て
る
こ
と
で

は
じ
め
て
、
身
体
技
法
は
習
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
行
為
の
組
み
立
て
が
「
社
会
的
権
威
に
よ
っ
て
、
ま

た
、
社
会
的
権
威
の
た
め
に
」
行
わ
れ
る
ゆ
え
に
、
よ
り
容

易
に
な
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
引
用
す

る
「
威
光
模
倣
（im

itation prestigieuse

）」
の
記
述
か
ら
、
社

会
的
権
威
が
ど
の
よ
う
に
し
て
個
人
に
お
け
る
行
為
の
組
み

立
て
を
容
易
に
す
る
か
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る5

。

子
供
も
大
人
も
、
自
分
が
信
頼
し
、
ま
た
自
分
に
対
し

て
権
威
を
持
つ
人
が
成
功
し
た
行
為
、
ま
た
、
成
功
す
る

の
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
行
為
（des actes qui ont réussi et 

qu ’il a vu réussir

）
を
模
倣
す
る
。
そ
の
行
為
は
、
た
と
え
身

体
が
関
与
す
る
も
っ
ぱ
ら
生
物
学
的
な
行
為
で
あ
っ
て
も
、

外
か
ら
、
上
か
ら
強
制
さ
れ
る
。
個
人
は
、
そ
の
行
為
を

構
成
す
る
一
連
の
動
作
（la série des m

ouvem
ents dont il est 

com
posé

）
を
、
自
分
の
目
の
前
で
、
あ
る
い
は
自
分
と
一

緒
に
他
の
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
行
為
か
ら
借
り
受
け
る
。

模
倣
す
る
個
人
の
目
の
前
で
、
秩
序
づ
け
ら
れ
、
権
威

づ
け
ら
れ
、
証
明
さ
れ
た
行
為
（l ’acte ordonné, autorisé, 

prouvé

）
を
な
す
者
の
威
光
と
い
う
こ
と
の
概
念
の
中
に
こ

そ
、
ま
さ
し
く
一
切
の
社
会
的
要
素
が
見
出
さ
れ
る
。
そ

れ
に
引
き
続
い
て
な
さ
れ
る
模
倣
行
為
の
中
に
は
す
べ
て

の
心
理
学
的
要
素
と
生
物
学
的
要
素
な
る
も
の
が
見
出
さ

れ
る
の
で
あ
る
。（
前
掲
書
：
一
二
八
）

前
述
の
よ
う
に
、
身
体
技
法
と
は
、
そ
の
全
体
を
ま
る
ご

と
習
得
で
き
る
単
純
で
原
子
的
な
行
為
で
は
な
く
、
そ
れ
を

習
得
し
よ
う
と
す
る
個
人
が
組
み
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
複
合

体
と
し
て
の
行
為
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
の
複
合
性
と
、

組
み
立
て
の
必
要
性
ゆ
え
に
、
モ
ー
ス
は
、「
行
為
を
構
成
す

る
一
連
の
動
作
」
を
「
借
り
受
け
る
」
と
い
う
表
現
を
用
い

て
い
る
。
た
ん
に
社
会
的
権
威
者
か
ら
借
り
受
け
た
だ
け
の

一
連
の
動
作
は
、
個
人
に
お
い
て
組
み
立
て
ら
れ
て
は
じ
め

て
自
分
の
も
の
に
な
り
、
社
会
を
超
え
た
目
的
を
効
率
的
に

追
求
す
る
た
め
の
技
法
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

引
用
部
分
の
第
二
段
落
は
、
個
人
に
お
け
る
威
光
の
知
覚

と
動
作
の
組
み
立
て
の
関
係
を
説
明
し
て
い
る
。
重
要
な
の

は
、
第
一
に
、
威
光
に
よ
る
「
模
倣
行
為
」
の
触
発
と
、「
模

倣
行
為
」
そ
れ
自
体
が
時
間
的
な
継
起
の
関
係
に
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、「
一
切
の
社
会
的
要
素
」
が
関
与

す
る
の
は
前
者
の
触
発
の
段
階
だ
け
で
あ
り
、
後
者
の
模
倣

行
為
の
段
階
に
お
い
て
は
、
社
会
的
要
素
か
ら
絶
縁
さ
れ
た

「
心
理
学
的
要
素
と
生
物
学
的
要
素
」
し
か
関
与
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
モ
ー
ス
の
提
唱
す
る
「
全

体
的
人
間
（l ’hom

m
e total

）」
を
構
成
す
る
生
理
・
心
理
・
社

会
的
要
素
は
、
一
般
的
に
は
「
た
が
い
に
離
れ
難
く
混
淆
」

（
前
掲
書
：
一
二
九
）
し
た
全
体
性
で
あ
る
が
、
こ
と
威
光
模

倣
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
の
働
き
が
明
確
に
区
別

さ
れ
た
立
体
的
な
構
成
を
な
し
て
い
る
。

こ
の
構
成
の
な
か
で
、
模
倣
行
為
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い

る
の
は
心
理
的
要
素
と
生
物
学
的
要
素
の
み
で
あ
る
た
め
、

そ
れ
は
、
個
人
が
社
会
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
状
態
で
自
身
の

生
理
的
身
体
と
向
き
合
う
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
内
的
な
調
査
に
よ
っ
て
こ
そ
、

借
り
受
け
ら
れ
た
行
為
は
個
人
の
生
理
的
身
体
に
お
い
て
秩

序
立
て
て
組
み
立
て
ら
れ
、
社
会
を
超
え
た
効
率
性
が
実
現

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

行
為
の
組
み
立
て
に
お
け
る
内
的
な
調
整
の
一
例
を
、「
力

技
の
運
動
」
の
項
目
に
お
け
る
次
の
記
述
か
ら
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

押
し
た
り
、
引
い
た
り
、
持
ち
上
げ
た
り
す
る
こ
と
。
腰

の
ふ
ん
ば
り
（un coup de rein

）
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
だ

れ
で
も
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
習
得
さ
れ
た
技
法
で
あ
っ

て
、
単
な
る
一
連
の
動
作
で
は
な
い
。（
前
掲
書
：
一
四
九
）

「
腰
の
ふ
ん
ば
り
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
何
か
を
押
し
引

き
す
る
に
し
ろ
、
持
ち
上
げ
る
に
し
ろ
、
力
仕
事
を
学
ぼ
う

と
す
る
と
き
、
手
本
と
な
る
権
威
者
の
手
足
の
動
き
を
真
似

す
る
だ
け
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
。
重
要
な
の
は
表
面
的
な

個
々
の
動
作
で
は
な
く
、
身
体
内
部
の
力
の
流
れ
だ
か
ら
で

あ
る
。
両
腕
の
屈
伸
、
足
腰
の
踏
ん
張
り
、
重
心
の
移
動
な

ど
の
要
素
を
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

腰
回
り
か
ら
臀
部
の
裏
に
か
け
て
集
中
し
た
力
を
、
両
腕
を

通
し
て
対
象
物
に
導
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
効
率
的
な
力
の
伝
達
を
、
自
身
の
生
理
的
身
体
に
お
い
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て
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、「
腰
の
ふ
ん
ば
り
」
は
可

能
に
な
り
、
こ
の
と
き
、
権
威
者
か
ら
借
り
受
け
た
だ
け
の

「
単
な
る
一
連
の
動
作
」は「
習
得
さ
れ
た
技
法
」に
変
化
す
る
。

こ
の
変
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
権
威
者
の
動
作
に
見

と
れ
て
ば
か
り
い
る
の
で
は
な
く
、
仕
事
を
す
る
自
身
の
身

体
に
意
識
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
関
節
や
筋
肉
に
お
い
て

内
的
に
感
受
さ
れ
た
力
感
や
疲
労
感
を
手
が
か
り
に
、
身
体

各
部
の
動
作
を
精
密
に
組
み
立
て
る
こ
と
で
、
体
内
を
流
れ

る
力
の
効
率
を
最
大
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
身
体

技
法
の
訓
練
と
い
う
も
の
が
、
こ
の
よ
う
な
効
率
性
を
実
現

す
る
た
め
の
心
理
的
か
つ
生
理
的
な
調
整
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
身
体
化
と
は
ほ
ど
遠
く
、
む
し

ろ「
機
械
の
組
み
立
て（m

ontage

）と
同
じ
く
能
率（rendem

ent

）

の
追
求
、
獲
得
な
の
で
あ
る
。」（
前
掲
書
：
一
三
七
）

3
負
の
感
情
と
行
為
の
秩
序

こ
れ
ま
で
の
考
察
で
浮
か
び
上
が
っ
た
、
身
体
技
法
の
三

つ
の
性
質
（
伝
承
性
・
効
率
性
・
複
合
性
）
の
相
互
関
係
、
お

よ
び
、
全
体
的
人
間
を
構
成
す
る
三
要
素
（
生
理
・
心
理
・
社

会
）
の
相
互
関
係
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
身
体
技
法
論
」
で
挙
げ

ら
れ
る
具
体
例
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
負
の
感
情
と
身
体
技

法
の
関
係
が
見
え
て
く
る
。

最
初
に
検
討
し
た
い
の
は
、
泳
ぎ
の
技
法
で
あ
る
。
こ
の

技
法
が
重
要
な
の
は
、
モ
ー
ス
が
身
体
技
法
の
存
在
に
は
じ

め
て
気
づ
き
、
こ
れ
を
一
般
的
問
題
と
し
て
提
起
す
る
き
っ

か
け
を
な
し
た
技
法
だ
か
ら
で
あ
る
。

モ
ー
ス
は
、
一
九
〇
二
年
版
の
『
大
英
百
科
事
典
』
の
泳

ぎ
に
関
す
る
項
目
の
執
筆
者
と
交
際
を
持
っ
た
こ
と
で
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
の
「
歴
史
的
民
族
誌
学
的
興
味
」
を
教
え

ら
れ
、
つ
い
で
、「
わ
れ
わ
れ
の
一
世
代
の
間
の
泳
法
の
変
化

を
目
の
あ
た
り
に
し
た
」（
前
掲
書
：
一
二
三
）
と
い
う
。

か
つ
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
泳
ぎ
を
知
っ
た
後
で
は
じ
め

て
飛
び
込
み
（plonger

）
を
習
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

わ
れ
わ
れ
は
飛
び
込
み
を
習
っ
た
と
き
に
、
眼
を
閉
じ
、
そ

れ
か
ら
水
中
で
眼
を
聞
く
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
。
今
日
の

泳
法
で
は
そ
の
逆
で
あ
る
。
子
供
を
水
中
で
眼
を
聞
い
た

ま
ま
に
し
て
お
く
の
に
慣
ら
す
こ
と
か
ら
一
切
の
遊
泳
が

開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ

は
、
子
供
が
泳
が
な
い
う
ち
か
ら
、
眼
の
、
危
険
で
し
か

も
本
能
的
な
反
射
を
制
御
す
る
（dom

pter des réflexes 

dangereux m
ais instinctifs des yeux

）
こ
と
を
と
り
わ
け
訓
練

さ
せ
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
水
に
馴
れ
さ
せ
、
恐
怖
を
抑
制

（inhibe des peurs

）
さ
せ
、
あ
る
種
の
安
心
感
を
持
た
せ
る

こ
と
で
、
静
止
と
動
作
を
選
択
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
わ
た
く
し
の
時
代
に
発
見
さ
れ
た
飛
び
込
み
の
技

法
と
そ
の
教
育
の
技
法
が
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。（
前
掲

書
：
一
二
三
―一
二
四
）

「
今
日
の
泳
法
」
の
教
育
が
、「
眼
の
、
危
険
で
し
か
も
本

能
的
な
反
射
を
制
御
す
る
」
こ
と
の
訓
練
か
ら
始
ま
る
の
は
、

「
恐
怖
の
抑
制
」
と
い
う
基
礎
の
う
え
で
は
じ
め
て
、「
静
止

と
動
作
を
選
択
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
恐
怖
に
か
ら
れ
て
必
死
に
手
足
を
ば
た
つ
か
せ
る
の

で
は
な
く
、
泳
ぐ
た
め
に
必
要
な
一
連
の
動
作
を
順
序
よ
く

組
み
立
て
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
秩

序
立
っ
た
動
作
が
個
人
に
お
い
て
組
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
で

は
じ
め
て
、
身
体
に
対
す
る
浮
力
や
水
の
粘
性
な
ど
の
物
的

性
質
を
効
率
的
に
活
用
す
る
運
動
が
可
能
に
な
り
、
泳
ぎ
の

技
法
が
習
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
恐
怖
と
い

う
負
の
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
泳
ぎ
の
技
法
の
習
得
の

た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
い
え
る
。

泳
ぎ
の
技
法
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
身
体
技
法
は
、
そ

の
効
率
性
を
個
人
に
お
け
る
行
為
の
秩
序
づ
け
ら
れ
た
組
み

立
て
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
負
の
感
情
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
す
べ
て
の
身
体
技
法
が
習
得
さ
れ
る
た
め

の
必
要
条
件
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
た
く
し
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
技
法
教
育
の
基
本
は

身
体
を
そ
の
用
法
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
、
と
思
う

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
人
類
の
大
部
分
に
お
い
て
イ
ニ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
儀
礼
を
構
成
す
る
禁
欲
主
義
な
ど
の
厳
し

い
試
練
の
目
的
と
す
る
も
の
は
冷
静
（le sang-froid

）、
忍

耐
、
真
摯
、
沈
着
、
威
厳
な
ど
を
培
う
こ
と
で
あ
る
。
か

つ
て
の
わ
た
く
し
の
登
山
趣
味
に
見
出
し
た
効
用
の
主
要

な
も
の
は
、
底
知
れ
ぬ
谷
の
縁
の
わ
ず
か
な
岩
場
で
も
立

っ
た
ま
ま
で
眠
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
冷
静
さ
を
培
う

こ
と
で
あ
っ
た
。（
前
掲
書
：
一
五
五
）

「
身
体
を
用
法
に
適
用
さ
せ
る
」
と
は
、「
物
理
的
、
機
械

的
、
化
学
的
目
的
」
を
効
率
性
に
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
効
率
性
は
個
人
に
お
け
る
行
為
の
精
確
な
組
み

立
て
に
よ
っ
て
の
み
実
現
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
具
体
的
な

技
法
の
如
何
を
問
わ
ず
、
そ
の
習
得
の
た
め
に
は
「
冷
静
さ
」

を
は
じ
め
と
す
る
属
性
を
培
う
こ
と
で
負
の
感
情
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

モ
ー
ス
の
位
置
づ
け
に
し
た
が
い
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

儀
礼
を
こ
の
よ
う
な
冷
静
さ
を
培
う
場
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
、
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
特
定
の
社
会

の
成
員
に
な
る
た
め
の
通
過
儀
礼
の
範
疇
に
は
収
ま
ら
な
い

も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
社
会
の
枠
組
み
を
超
え
た
普
遍
的

な
目
的
を
効
率
的
に
追
求
す
る
技
法
を
習
得
す
る
た
め
の
基

礎
形
成
の
場
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

冷
静
さ
を
培
う
こ
と
で
可
能
に
な
る
技
法
の
あ
り
よ
う
を
、
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モ
ー
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

冷
静
さ
は
、
な
に
よ
り
も
過
度
な
運
動
を
抑
制
し
、
禁

止
す
る
機
構
で
あ
る
。
こ
の
抑
制
に
よ
っ
て
、
当
初
選
択

さ
れ
た
目
的
に
向
け
ら
れ
た
整
合
的
な
運
動
か
ら
整
合
的

な
反
応
が
生
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
襲
い
か
か

る
精
神
の
動
揺
（l ’ém

oi envahissant

）
に
対
す
る
こ
の
よ
う

な
抵
抗
は
社
会
生
活
や
精
神
生
活
に
お
け
る
な
に
か
基
本

的
な
も
の
で
あ
る
。（
前
掲
書
：
一
五
五
）

泳
ぎ
の
技
法
を
習
得
す
る
う
え
で
、
水
に
対
す
る
恐
怖
の

抑
制
に
よ
り
「
静
止
と
動
作
を
選
択
」
す
る
こ
と
が
必
要
な

よ
う
に
、
身
体
技
法
一
般
の
習
得
に
お
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る

種
類
の
「
襲
い
か
か
る
精
神
の
動
揺
」
に
抵
抗
で
き
る
冷
静

さ
を
養
う
こ
と
で
、「
過
度
な
運
動
を
抑
制
し
、
禁
止
す
る
」

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、「
当
初
選

択
さ
れ
た
目
的
に
向
け
ら
れ
た
整
合
的
な
運
動
」、
す
な
わ
ち
、

目
的
に
対
す
る
効
率
性
と
行
為
の
複
合
性
を
特
徴
と
す
る
、

技
法
と
呼
ぶ
に
値
す
る
行
為
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

4
メ
タ
技
法
と
し
て
の
呪
術

お
よ
そ
身
体
技
法
と
い
う
も
の
が
、
負
の
感
情
の
抑
制
な

し
で
は
不
可
能
な
、
行
為
の
精
巧
な
組
み
立
て
に
よ
っ
て
習

得
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
っ
た
ん
習
得
さ
れ
た
技

法
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
抑
制
が
効
か
な
く
な
っ
た
と
き
、
身

体
技
法
に
内
在
す
る
行
為
の
秩
序
は
乱
さ
れ
て
し
ま
う
は
ず

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
技
法
の
習
得
時
と
同
様
に
、
習
得
後

も
負
の
感
情
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
狩
猟
に
お
け
る
呪
術
の
考
察
に
、

こ
の
よ
う
な
永
続
的
な
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

フ
ク
ロ
ネ
ズ
ミ
狩
り
の
場
合
は
、
狩
猟
者
は
口
に
水
晶

の
一
片
（kawemukka

）
―
こ
れ
は
す
ぐ
れ
た
呪
力
を
も
つ

石
で
あ
る
―
を
く
わ
え
、
同
様
の
呪
文
を
唱
え
る
。
こ

の
助
け
に
よ
っ
て
、
彼
は
フ
ク
ロ
ネ
ズ
ミ
を
狩
り
出
し
、
木

に
よ
じ
登
り
、
帯
で
木
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
ま
ま
で
い
る
こ

と
も
で
き
る
し
、
こ
の
難
し
い
獲
物
を
追
い
つ
め
捕
ら
え

て
、
殺
す
こ
と
が
で
き
る
。

呪
術
の
方
法
と
狩
猟
の
技
法
の
諸
関
係
は
明
白
で
あ
り
、

力
説
す
る
ま
で
も
な
い
ほ
ど
あ
ま
り
に
も
普
遍
的
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
い
ま
検
討
し
て
い
る
心
理
学
的
現
象
は
、

社
会
学
者
の
通
常
の
見
解
か
ら
も
、
明
ら
か
に
い
と
も
容

易
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し

か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
さ
し
あ
た
っ
て
把
握
し
た
い
と
望
ん

で
い
る
も
の
は
、
言
葉
や
呪
物
の
力
で
獲
得
さ
れ
る
確
信

（la confiance

）
で
あ
り
、
基
本
的
に
生
物
学
的
耐
久
力
の
事

実
で
あ
る
行
為
と
結
び
つ
く
こ
と
の
で
き
る
心
理
学
的
勢

い（le momentum psychologique

）で
あ
る
。（
前
掲
書
：
一
三
一
）

狩
猟
の
技
法
が
単
純
な
行
為
で
は
な
く
、
組
み
立
て
ら
れ

た
複
合
体
で
あ
る
こ
と
は
、「
フ
ク
ロ
ネ
ズ
ミ
を
狩
り
出
し
」

か
ら
、「
獲
物
を
追
い
つ
め
捕
ら
え
て
、
殺
す
」
ま
で
の
記
述

か
ら
読
み
取
れ
る
。
狩
猟
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ

ら
一
連
の
行
為
を
順
序
よ
く
最
後
ま
で
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
落
下
に
対
す
る
恐
怖
や
、
狩
猟
の
失
敗
に
対
す
る

不
安
な
ど
の
負
の
感
情
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
秩
序

が
乱
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
現
代
社
会

の
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
往
々
に
し
て
、
失

敗
に
対
す
る
恐
怖
や
徒
労
に
終
わ
る
不
安
の
せ
い
で
、
行
動

す
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
た
り
、
や
り
か
け
た
こ
と
を
途

中
で
諦
め
て
し
ま
っ
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
負
の
感
情
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
は
、
技
法
の
一
連
の
行
為
が
個
人
の
生
理
的
身
体

に
お
い
て
し
っ
か
り
と
組
み
立
て
ら
れ
、
意
識
せ
ず
と
も
自

動
的
に
行
い
う
る
状
態
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
よ
う
な
、
一
連
の
行
為
が
い
わ
ば
血
肉
化
し
て
い
る
状
態

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
秩
序
の
維
持
は
心
理
的
な
問
題
で
は
な

く
、「
生
物
学
的
耐
久
力
」
の
問
題
に
な
る
。

こ
の
耐
久
力
が
問
わ
れ
る
と
き
、
呪
文
を
唱
え
、
呪
石
を

口
に
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
狩
猟
の
失
敗
へ
の
恐
れ
や
不
安

は
、
成
功
へ
の
「
確
信
」
に
変
わ
る
。
あ
た
か
も
、
十
分
な

勢
い
を
つ
け
て
射
ら
れ
た
矢
が
、
少
々
の
こ
と
で
は
逸
れ
た

り
止
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
一
直
線
に
標
的
に
向
か
う

ご
と
く
、
狩
猟
者
の
生
理
的
身
体
は
呪
術
が
も
た
ら
し
た
「
心

理
学
的
勢
い
」
に
助
け
ら
れ
、
獲
物
の
獲
得
と
い
う
当
初
の

目
的
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

呪
術
は
、
負
の
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と
で
技

法
の
効
率
性
を
高
め
る
点
で
、
冷
静
さ
と
似
て
い
る
。
し
か

し
、
冷
静
さ
が
技
法
の
訓
練
を
通
し
て
培
わ
れ
る
べ
き
属
性

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
呪
術
は
そ
れ
自
体
が
技
法
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
呪
術
と
は
、
他
の
技
法
の
効
率
性
を
高
め
る
た
め

の
技
法
、
い
わ
ば
、
メ
タ
技
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

冷
静
さ
と
は
、
す
べ
て
の
身
体
技
法
が
有
効
性
を
実
現
す

る
た
め
の
基
礎
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
社
会
に
お
い
て
一
般
的

に
行
わ
れ
て
い
る
冷
静
さ
の
訓
練
の
程
度
を
知
る
こ
と
で
、
そ

の
社
会
に
伝
承
さ
れ
た
身
体
技
法
全
般
の
効
率
性
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
モ
ー

ス
は
、「
襲
い
か
か
る
精
神
の
動
揺
」
に
対
す
る
抵
抗
を
異
な
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る
社
会
ど
う
し
で
比
較
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
な
抵
抗
は
い
わ
ゆ
る
原
始
的
諸
社
会
を
相
互
に

区
別
し
、
秩
序
づ
け
さ
え
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
反
応
が

多
少
な
り
と
も
乱
暴
で
、
軽
率
で
、
無
意
識
的
で
あ
る
か
、

そ
れ
と
も
反
対
に
、
切
り
離
さ
れ
、
精
確
で
、
明
瞭
な
意

識
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
か
に
応
じ
て
秩
序
づ
け
ら

れ
る
の
で
あ
る
。（
前
掲
書
：
一
五
五
―一
五
六
）

モ
ー
ス
の
進
歩
主
義
は
疑
い
よ
う
が
な
い
が
、
そ
れ
は
西

欧
中
心
主
義
的
に
諸
社
会
を
序
列
化
す
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
（Schlanger, 2006

）。
こ
れ
は
、
呪
術
が
生
物
学
的
抵
抗
を

増
強
す
る
た
め
の
技
法
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、「
身
体
技
法
論
」
の
最
終
段
落
に
お

い
て
言
及
さ
れ
る
、
道
教
の
呼
吸
法
と
イ
ン
ド
の
ヨ
ガ
は
、
モ

ー
ス
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
の
神
秘
状

態
の
基
底
」（
前
掲
書
：
一
五
六
）
に
関
す
る
技
法
と
し
て
の
み

な
ら
ず
、
冷
静
さ
の
訓
練
と
い
う
一
面
を
持
つ
は
ず
で
あ
る
。

進
歩
主
義
的
な
社
会
の
序
列
化
の
是
非
は
脇
に
置
く
と
し

て
も
、
モ
ー
ス
が
提
案
す
る
よ
う
に
、「
い
わ
ゆ
る
原
始
的
諸

社
会
」
全
体
に
わ
た
っ
て
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
冷
静
さ

の
訓
練
の
程
度
を
経
験
的
に
特
定
す
る
こ
と
は
、
実
際
に
は

困
難
で
あ
り
、
ま
し
て
や
、
複
雑
な
現
代
社
会
に
お
い
て
は

不
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
経
験
的
調
査
に
よ
っ
て

可
能
な
の
は
、
特
定
の
社
会
に
お
け
る
特
定
の
身
体
技
法
の

習
得
に
お
い
て
、
負
の
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
冷
静
さ
の

訓
練
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
解
明
す
る
こ
と
だ

ろ
う
。

身
体
技
法
の
習
得
が
、
完
成
品
と
し
て
の
技
法
の
直
接
的

な
模
倣
で
は
な
く
、
個
人
に
お
け
る
一
連
の
行
為
の
組
み
立

て
と
し
て
行
わ
れ
る
と
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ

う
か
。
こ
の
組
み
立
て
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

社
会
的
権
威
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
個
人
は
ど
の
よ
う
に
し
て

自
身
の
生
理
的
身
体
と
向
き
合
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
恐

怖
や
不
安
な
ど
の
負
の
感
情
は
行
為
の
組
み
立
て
を
ど
の
よ

う
に
阻
害
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
経
験
的
調
査
を
行
っ
て
い
な

い
モ
ー
ス
に
か
わ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
る
の
が
わ

れ
わ
れ
の
仕
事
で
あ
る6

。

注1　
モ
ー
ス
の
引
用
は
、
仏
文
原
著
（M

auss, 1936

）
の
電
子
版

（M
auss, 2002

）
お
よ
び
英
訳
（M

auss, 1979

）
を
参
考
に
、

邦
訳
（
モ
ー
ス
、
一
九
七
六
）
を
適
宜
変
更
し
て
あ
る
。
引

用
中
の
傍
線
は
仏
文
の
イ
タ
リ
ッ
ク
（
斜
体
）
箇
所
を
示
す
。

2　

 

カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ト
ゥ
ー
ル
マ
レ
ン
は
、
非
効
率
的
な
身
体
技

法
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
た
と
え
ば
、
西
欧
社
会
の
女
性
は

長
ら
く
、
横
座
り
の
騎
乗
（m

onter en am
azone

）
を
行
っ

て
き
た
。
両
脚
を
開
い
て
馬
に
跨
が
る
の
で
は
な
く
、
両
脚

を
閉
じ
て
馬
の
片
側
に
下
ろ
し
て
騎
乗
す
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
騎
乗
法
は
、
通
常
の
騎
乗
法
に
比
べ
て
不
安
定
で
、

落
馬
し
や
す
く
、
馬
の
操
作
も
よ
り
困
難
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
女
性
に
ふ
さ
わ
し
い
騎
乗
法
と
し
て
、
一
九
三
〇

年
代
に
廃
れ
る
ま
で
維
持
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

自
然
を
支
配
す
る
う
え
で
よ
り
効
率
的
な
技
法

―
通
常

の
騎
乗
法

―
も
同
じ
社
会
の
な
か
に
存
在
す
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
あ
え
て
女
性
達
た
ち
が
効
率
性
の
低
い
技
法
を
習

得
す
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
非
効
率
性
に
も
か

か
わ
ら
ず
こ
の
技
法
を
習
得
す
る
こ
と
が
、
当
該
社
会
に
お

け
る
女
性
ら
し
さ
を
際
立
た
せ
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
自
然
に
対
す
る
非
効
率
性
ゆ
え
に
社
会
的
な
効
率

性
を
持
つ
技
法
を
、
ト
ゥ
ー
ル
マ
レ
ン
は
、「
パ
ラ
ド
キ
シ

カ
ル
な
身
体
技
法
」
と
名
付
け
る
（Tourre-M

alen, 2011

）。

　

パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
身
体
技
法
の
存
在
は
、
身
体
技
法
の

本
質
的
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
効
率
性
を
認
め
る
立
場

―

こ
れ
は
モ
ー
ス
の
立
場
で
あ
り
、
本
稿
の
立
場
で
も
あ
る

―
と
は
矛
盾
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
身
体
技
法
の
効
率
性

と
は
、「
個
人
に
あ
っ
て
は
み
ず
か
ら
に
よ
っ
て
の
み
な
ら

ず
、
受
け
た
一
切
の
教
育
、
彼
み
ず
か
ら
が
属
す
る
社
会
全

体
を
と
お
し
、
そ
の
社
会
で
占
め
る
位
置
に
お
い
て
、
組
み

立
て
ら
れ
た
行
為
の
な
か
で
追
求
」（
モ
ー
ス
、一
九
七
六
：

一
三
三
）さ
れ
る
効
率
性
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。社
会
的
制
約

の
も
と
で
組
み
立
て
ら
れ
た
行
為
は
、
必
然
的
に
限
定
さ
れ

た
効
率
性
し
か
持
ち
え
な
い
が
、
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
行
為

が
効
率
性
を
追
求
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
横
座
り
に
騎
乗
す
る
技
法
は
、
両
脚
を
馬
の

片
側
に
下
ろ
す
と
い
う
社
会
的
要
請
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

身
体
や
道
具
を
可
能
な
限
り
効
率
的
に
使
用
す
る
こ
と
で
、

落
馬
の
危
険
を
最
小
限
に
し
つ
つ
、
馬
を
最
大
限
に
操
作
す

べ
く
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ト
ゥ
ー
ル
マ
レ

ン
自
身
が
、
こ
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
女
性
用
の
鞍
が
何

世
紀
に
も
わ
た
っ
て
改
良
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
言
及
し
て
い

る
（Tourre-M

alen, 2011: 2

）。
ま
た
、
経
験
者
の
女
性
に

よ
れ
ば
、
横
座
り
の
騎
乗
に
お
い
て
は
、
馬
の
進
行
方
向
に

対
し
て
横
を
向
い
た
自
分
の
下
腹
部
を
柔
軟
に
前
後
に
運
動

さ
せ
る
こ
と
で
、
馬
の
左
右
の
揺
れ
を
吸
収
し
、
上
半
身
を

安
定
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う（C

am
pini C

hristine

と

の
談
話
、
パ
リ
第
五
大
学
、
二
〇
一
九
年
二
月
七
日
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
横
座
り
に
騎
乗
す
る
技
法
は
、
馬
と
鞍
そ

し
て
人
体
を
、
物
理
的
か
つ
生
理
的
な
効
率
性
の
追
求
の
た

め
に
精
巧
に
組
み
立
て
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

た
と
え
そ
の
効
率
性
が
通
常
の
騎
乗
法
に
比
べ
て
劣
っ
て
い

て
も
、
横
座
り
に
騎
乗
す
る
技
法
を
非
効
率
的
で
あ
る
と
考

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

3　
逆
に
、
生
理
学
的
な
目
的
の
共
通
性
を
認
め
る
こ
と
な
し
に

は
、
飲
む
た
め
の
身
体
の
使
用
法
を
、
他
の
雑
多
な
身
振
り

や
し
ぐ
さ
と
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

す
な
わ
ち
、
社
会
ご
と
の
飲
み
方
の
相
違
は
、
泳
ぎ
方
の
相

違
、
走
り
方
の
相
違
、
歩
き
方
の
相
違
な
ど
の
雑
多
な
現
象

の
な
か
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、「
飲

む
た
め
の
技
法
」
と
し
て
比
較
と
分
類
が
可
能
で
あ
っ
た
は

ず
の
現
象
は
、
身
体
の
使
用
法
の
単
純
な
多
様
性
、
つ
ま
り
、

い
か
な
る
内
容
の
共
通
性
も
認
め
ら
れ
な
い
た
め
に
、
比
較

の
不
可
能
な
形
式
の
多
様
性
と
し
て
認
識
さ
れ
る
ほ
か
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
手
に
負
え
な
い
多
様
性
を
持
つ
現
象
こ
そ
、

モ
ー
ス
が「『
雑
多
な
も
の
』（《divers

》）」と
い
う「
民
族
誌
学

で
は
ま
っ
た
く
異
常
」な
見
出
し
に
分
類
す
る
ほ
か
な
い
も

の
で
あ
っ
た（
モ
ー
ス
、一
九
七
六
：
一
二
二
）。身
体
技
法
の

概
念
の
画
期
性
は
、
こ
れ
ら
の
雑
多
な
現
象
に
共
通
す
る
内
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容
を
認
め
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
形
式
を
比
較
し
分

類
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
点
に
あ
る
（
倉
島
、
一
九
九
九
）。

4　

モ
ー
ス
自
身
は
「
複
合
性
」
の
概
念
は
用
い
て
い
な
い
が
、

本
文
中
で
示
す
よ
う
に
、
こ
の
概
念
に
よ
っ
て
抽
象
化
で
き

る
記
述
は
「
身
体
技
法
論
」
の
随
所
に
現
れ
る
。
筆
者
は
、

複
合
性
の
概
念
を
用
い
る
こ
と
で
、
モ
ー
ス
が
概
念
化
以
前

の
レ
ベ
ル
で
身
体
技
法
に
認
め
て
い
た
重
要
な
特
徴
を
浮
き

彫
り
に
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
身
体
技
法
の
伝
承
性
と
効

率
性
の
み
な
ら
ず
、
威
光
模
倣
に
お
け
る
生
理
・
心
理
・
社

会
の
関
係
を
も
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
る
。

5　
本
稿
に
お
け
る
威
光
模
倣
の
解
釈
は
、
社
会
学
に
お
い
て
一

般
的
な
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
一
般
的

に
は
、
威
光
模
倣
と
は
、
社
会
的
権
威
が
「
威
光
」
と
し
て

正
当
化
さ
れ
、
行
為
に
恣
意
的
な
形
式
が
押
し
つ
け
ら
れ
る

事
態
、
す
な
わ
ち
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
い
う
「
象
徴
暴
力
」
と

同
様
の
事
態
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
解

釈
を
誘
う
の
は
、「
そ
の
行
為
は
、
た
と
え
身
体
が
関
与
す

る
も
っ
ぱ
ら
生
物
学
的
な
行
為
で
あ
っ
て
も
、
外
か
ら
、
上

か
ら
強
制
さ
れ
る
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
（
モ
ー
ス
、
一
九

七
六
：
一
二
八
）。

　

こ
の
よ
う
な
、
恣
意
的
形
式
の
強
制
と
い
う
解
釈
の
問
題

点
は
、
模
倣
対
象
と
な
る
行
為
の
性
質
を
考
察
す
る
こ
と
で

明
ら
か
に
な
る
。
威
光
模
倣
に
お
い
て
は
、
模
倣
者
は
「
自

分
が
信
頼
し
、
ま
た
自
分
に
対
し
て
権
威
を
持
つ
人
」
の
行

う
す
べ
て
の
行
為
を
模
倣
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う

な
権
威
者
の
行
為
の
な
か
で
も
、「
成
功
し
た
行
為
、
ま
た
、

成
功
す
る
の
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
行
為
」
だ
け
が
模
倣
の

対
象
に
な
る
の
で
あ
る
（
前
掲
書
：
一
二
八
）。

　

で
は
、
こ
こ
で
い
う
「
成
功
」
と
は
何
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。

モ
ー
ス
は
、
行
為
が
模
倣
対
象
に
な
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、

行
為
者
の
社
会
的
権
威
と
い
う
条
件
に
付
加
し
て
、
行
為
の

成
功
と
い
う
条
件
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
論
理
的
に
、

後
者
は
前
者
に
還
元
さ
れ
な
い
条
件
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

モ
ー
ス
に
よ
る
技
法
の
定
義
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
行
為
の
成

功
と
は
、
社
会
的
な
相
対
性
を
超
越
し
た
普
遍
的
な
目
的
、

す
な
わ
ち
、「
物
理
的
、
機
械
的
、
化
学
的
目
的
」
の
効
率
的

な
追
求
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
威

光
模
倣
と
は
、
行
為
の
恣
意
的
形
式
の
社
会
的
な
強
制
で
は

な
く
、
行
為
の
形
式
の
普
遍
的
な
効
率
性
を
模
倣
者
が
知
覚

し
た
う
え
で
の
、
自
発
的
か
つ
自
覚
的
な
模
倣
な
の
で
あ
る
。

6　
筆
者
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
太
極
拳
教
室
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
は
、
主
と
し
て
套
路
（
型
）
の
練
習
に
焦
点
を
当
て

る
こ
と
で
、
身
体
技
法
の
習
得
が
完
成
さ
れ
た
全
体
の
模
倣

に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
動
作
の
漸
進
的
な
組
み
立
て
に
よ
る

効
率
性
（
有
効
性
）
の
獲
得
と
し
て
行
わ
れ
る
過
程
を
明
ら

か
に
し
た
。
京
都
の
太
極
拳
教
室
（
一
九
九
九
―二
〇
〇
六

年
に
調
査
）
に
つ
い
て
は
〈
倉
島
、
二
〇
〇
七
、
二
〇
一
八
〉、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
）
の
太
極
拳
教
室
（
二
〇
〇

六
―二
〇
〇
九
年
に
調
査
）
に
つ
い
て
は
〈
倉
島
、
二
〇
〇

九
、Kurashim

a, 2018

〉、
新
郷
（
中
国
）
の
太
極
拳
教
室

（
二
〇
〇
六
年
―二
〇
一
七
年
に
調
査
）
に
つ
い
て
は
〈
倉
島
、

二
〇
一
七
〉
を
参
照
。
だ
が
、
動
作
の
組
み
立
て
の
過
程
に

お
け
る
負
の
感
情
に
つ
い
て
は
焦
点
を
当
て
て
こ
な
か
っ
た

た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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は
じ
め
に

六
月
の
あ
る
晴
れ
た
日
、
サ
ー
カ
ス
の
祭
が
催
さ
れ
た
。
フ

ラ
ン
ス
中
部
の
地
方
都
市
、
シ
ャ
ロ
ン
＝
ア
ン
＝
シ
ャ
ン
パ

ー
ニ
ュ
（C

hâlons-en-C
ham

pagne

）
で
の
出
来
事
で
あ
る
。

主
催
者
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
サ
ー
カ
ス
学
校
（C

entre national 

des arts du cirque: C
N

A
C

）
の
生
徒
で
、
祭
と
い
っ
て
も
、
身

内
向
け
の
自
主
発
表
会
と
い
っ
た
小
さ
な
規
模
で
あ
る
。
観

客
と
し
て
、
家
族
、
知
人
、
教
師
な
ど
が
口
コ
ミ
方
式
で
集

ま
っ
て
く
る
。

会
場
は
、
サ
ー
カ
ス
学
校
の
生
徒
た
ち
が
共
同
生
活
を
営

む
農
場
で
あ
る
。
キ
ッ
チ
ン
と
ダ
イ
ニ
ン
グ
と
ト
イ
レ
・
シ

ャ
ワ
ー
の
つ
い
た
お
ん
ぼ
ろ
小
屋
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
収

納
す
る
大
型
の
納
屋
、
大
家
の
自
宅
が
あ
る
以
外
は
、
草
む

ら
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
森
と
、
大
き
な
畑
が
広
が
る
。
い
つ

の
頃
か
ら
か
、
複
数
の
生
徒
た
ち
が
大
家
の
許
可
を
得
て
キ

ャ
ラ
バ
ン
を
持
ち
込
み
、
そ
こ
に
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
学
校

に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。
学
校
ま
で
は
自
転
車
で
二
〇
分
程

度
。
サ
ー
カ
ス
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
卵
と
し
て
、
い
わ
ば
来

る
べ
き
ノ
マ
ド
生
活
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
る
。

そ
の
祭
は
、
前
日
の
夜
か
ら
始
ま
る
。
バ
ー
に
見
立
て
た

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
飲
み
物
と
軽
食
を
売
り
出
し
、
即
席
で
吊
る

さ
れ
た
ラ
ン
プ
が
広
場
を
照
ら
し
、
焚
き
火
が
人
の
輪
を
温

め
る
。
さ
さ
や
か
な
余
興
（
生
徒
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
教

師
の
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
）
も
披
露
さ
れ
、
初
夏
の
爽
や
か
な

夜
が
更
け
る
。
観
客
た
ち
の
寝
泊
ま
り
は
、
無
造
作
に
広
が

る
テ
ン
ト
で
あ
る
。

翌
朝
、
観
客
た
ち
が
起
き
出
し
て
広
場
に
集
ま
り
、
当
日

駆
け
つ
け
た
人
も
含
め
る
と
五
〇
名
は
集
ま
っ
た
だ
ろ
う
か
。

頃
合
い
を
見
て
、
山
岳
救
助
隊
の
よ
う
な
重
装
備
を
つ
け
た

数
人
が
ド
ヤ
ド
ヤ
と
飛
び
込
ん
で
き
た
。
こ
こ
は
危
な
い
か

ら
森
の
奥
へ
進
め
と
い
う
。
皆
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
木
々
の
茂
っ
て

い
る
奥
へ
と
分
け
入
る
と
、
小
川
の
ほ
と
り
に
、
木
か
ら
吊

る
さ
れ
た
長
い
ベ
ル
ト
を
手
に
巻
き
つ
け
て
、
男
が
一
人
立

っ
て
い
る
。
生
徒
で
あ
る
。
観
客
た
ち
の
移
動
が
終
わ
る
の

図1　生徒によるブラスバンド

奥
井
　
遼

同
志
社
大
学
社
会
学
部
教
育
文
化
学
科
助
教
／
臨
床
教
育
学
・
身
体
論

わ
ざ
が
跳
躍
す
る
と
き

―
フ
ラ
ン
ス
現
代
サ
ー
カ
ス
学
校
の
一
幕
よ
り

第
二
部
❖
武
術
・
芸
術
・
芸
能
と
い
う
ワ
ザ
学
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を
待
っ
て
、
彼
は
ベ
ル
ト
に
ぶ
ら
下
が
り
、
水
面
の
す
ぐ
上

を
舞
う
か
の
よ
う
に
、
身
体
を
上
下
に
し
な
ら
せ
た
り
回
転

さ
せ
た
り
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
動
き
を
し
て
見
せ
た
。
歓

声
が
あ
が
る
。
ひ
と
し
き
り
披
露
し
お
わ
る
と
、
最
後
は
派

手
に
小
川
へ
と
落
下
す
る
。
悲
鳴
ま
じ
り
の
拍
手
が
あ
が
っ

た
。
先
ほ
ど
の
救
助
隊
（
実
は
生
徒
で
あ
っ
た
）
が
再
び
木
々

の
奥
へ
と
観
客
を
誘
導
す
る
―
こ
う
し
て
祭
の
メ
イ
ン
・

ス
ペ
ク
タ
ク
ル
が
幕
を
開
け
た
。

合
計
で
六
つ
の
演
技
が
披
露
さ
れ
た
。
森
の
中
の
小
屋
の

梁
の
上
に
寝
そ
べ
っ
て
滑
稽
な
や
り
と
り
を
見
せ
る
生
徒
、
芝

生
で
椅
子
を
使
っ
た
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
を
披
露
す
る
二
人
組
な

ど
、
草
木
の
緑
の
背
景
と
高
度
な
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
が
妙
に
調

和
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
見
守
る
観
客
の
目
は
暖
か
く
、
合

い
の
手
も
飛
び
交
い
、
そ
の
場
が
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
る
。

こ
れ
は
、
C
N
A
C
に
お
け
る
実
践
の
一
幕
で
あ
る
。

筆
者
は
二
〇
一
五
年
か
ら
の
在
外
研
究
の
機
会
に
、
現
代

サ
ー
カ
ス
の
学
校
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
会
っ
た
。
こ
の

農
場
で
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
は
、
手
づ
く
り
か
つ
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
と
、
新
し
い
も
の
を
創
造
し
よ
う
と
い
う
工
夫

が
相
ま
っ
て
、
そ
れ
を
初
め
て
見
る
者
に
対
し
て
も
、
現
代

サ
ー
カ
ス
の
魅
力
を
伝
え
る
に
十
分
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ

て
い
た
。

現
代
サ
ー
カ
ス
と
は
、
伝
統
的
な
近
代
サ
ー
カ
ス
の
技
法

を
受
け
継
ぎ
、
演
劇
、
ダ
ン
ス
、
音
楽
な
ど
の
諸
分
野
と
交

流
し
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
総
合
身
体
芸
術
で
あ
る
。
一
九

七
〇
年
代
、
フ
ラ
ン
ス
で
著
名
な
サ
ー
カ
ス
団
が
相
次
い
で

解
散
し
た
こ
と
に
危
機
を
覚
え
、
先
駆
的
な
リ
ー
ダ
ー
た
ち

が
既
存
の
世
襲
制
に
風
穴
を
開
け
、
す
べ
て
の
人
に
門
戸
を

開
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
発
展
し
た
。
こ
こ

C
N
A
C
は
、
現
代
サ
ー
カ
ス
の
ひ
と
つ
の
実
験
場
と
し
て
、

ま
た
そ
の
開
拓
の
旗
手
と
し
て
、
こ
の
新
し
い
芸
術
ジ
ャ
ン

ル
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

こ
の
学
校
は
、
一
面
で
は
、
な
に
か
使
命
感
の
よ
う
な
も

の
を
背
負
っ
た
権
威
的
な
組
織
で
あ
る
。
入
学
コ
ン
ク
ー
ル

の
競
争
率
の
高
さ
、
学
校
関
係
者
の
業
界
全
体
に
対
す
る
影

響
力
の
大
き
さ
な
ど
か
ら
も
、
あ
る
意
味
で
の
保
守
的
な
性

格
は
否
定
し
え
な
い
。

だ
が
そ
う
し
た
性
格
と
、
中
に
い
る
人
た
ち
が
目
指
す
芸

術
の
方
向
は
対
照
的
で
あ
る
。
現
役
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
た
め

の
研
修
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
た
り
、
異
分
野
の
学

校
と
交
流
し
た
り
す
る
な
か
で
、
風
通
し
よ
く
、
常
識
に
と

ら
わ
れ
な
い
新
し
い
舞
台
を
追
求
し
て
い
る
。
多
分
野
と
の

積
極
的
な
交
流
の
結
果
、
現
代
サ
ー
カ
ス
は
全
国
の
文
化
施

設
に
定
着
し
、
大
人
に
も
子
ど
も
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
と
も
演

劇
と
も
違
う
、
ひ
と
つ
の
運
動
お
よ
び
表
現
の
場
を
提
供
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
広
が
り
の
背
景
に
は
、
顔
の
見
え
る
人
間
関
係

を
大
事
に
し
て
、
家
族
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
生
徒
を
育
て

る
と
い
っ
た
、
ま
さ
に
こ
の
祭
り
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
関
係

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
う
し
た
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
土
壌
が
、
生
徒
た
ち
が
確
立
し
て
い
く
、
新

し
い
わ
ざ
の
芽
吹
き
を
鼓
舞
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
、
現
代
サ
ー
カ
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
卵
た
ち
の

練
習
場
面
を
題
材
と
し
て
、
そ
の
身
心
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
を

記
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
代
の
現
象
学
の
問
題
を
探
究
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
探
究
を
通
し
て
、
彼
ら
が
取
り
組
む
身

心
変
容
の
魅
力
の
一
部
を
垣
間
見
る
こ
と
を
目
指
す
。

1
「
わ
ざ
発
生
の
現
象
学
」に
向
け
て

身
体
を
使
っ
た
「
わ
ざ
」
が
研
究
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る

と
き
、
そ
の
多
く
は
「
達
人
」
研
究
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
常

人
に
は
真
似
の
し
が
た
い
高
度
な
「
わ
ざ
」
を
身
に
つ
け
た

人
が
、
特
別
な
身
心
関
係
を
獲
得
し
、
そ
の
境
地
を
私
た
ち

に
報
告
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
弓
術
の
道
を
歩

ん
だ
哲
学
者
ヘ
リ
ゲ
ル
も
、
ボ
ー
ト
競
技
に
慣
れ
親
し
ん
だ

美
学
者
の
中
井
正
一
も
、
優
れ
て
洗
練
さ
れ
た
、
し
ば
し
ば

意
識
に
よ
る
計
ら
い
を
超
え
た
、
熟
達
の
境
地
に
注
目
し
て

き
た
。「
わ
ざ
」
と
い
う
言
葉
の
定
義
が
、「
意
識
的
に
何
事

か
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
行
為
」、「
腕
前
」、
な
い
し

「
わ
ざ
わ
い
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
達
人
の
境
地
に
注
目

が
集
ま
る
の
は
必
然
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
見
立
て
を
念
頭
に
お
き
、
ま
ず
は
達
人
研
究

の
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

人
工
知
能
研
究
や
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
の
英
訳
な
ど
で
知

ら
れ
る
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
は
、
熟
達
行
為
（skillful action

）
の

構
造
を
分
析
し
、
近
年
の
現
象
学
に
活
気
を
与
え
て
い
る
。

ド
レ
イ
フ
ァ
ス
は
、
大
人
が
運
動
習
慣
を
得
る
事
象
に
着

目
し
、
新
人
（novice

）
が
達
人
（expert

）
に
至
る
ま
で
の
五

つ
の
段
階
を
想
定
し
た
。
車
の
運
転
と
い
っ
た
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
る
と
き
、
人
は
ま
ず
、
思
う
よ
う
に
動
け
な
い
と
こ

ろ
か
ら
出
発
す
る
。
そ
こ
で
最
初
は
、
タ
ス
ク
に
関
わ
る
動

作
（
ア
ク
セ
ル
を
踏
む
強
さ
、
ギ
ア
の
変
更
の
仕
方
な
ど
）
を
、

一
般
的
な
ル
ー
ル
を
も
と
に
、
い
つ
で
も
適
応
可
能
な

（context-free

）
特
徴
へ
と
「
分
解
（decom

pose

）」
す
る
。
と

こ
ろ
が
上
達
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
う
し
た
ル
ー
ル
の
一
切
が

不
要
に
な
る
。
達
人
に
な
る
と
、「
や
る
べ
き
こ
と
は
、
や
す

や
す
と
な
さ
れ
る
」（D

reyfus 2002, p.372

）。
彼
は
た
だ
、
景

色
、
周
り
の
車
、
道
路
の
混
み
具
合
と
い
っ
た
状
況
に
合
わ

せ
て
動
く
だ
け
で
あ
る
。
新
人
か
ら
す
る
と
驚
く
ほ
ど
複
雑

な
操
作
（
速
度
を
調
整
す
る
、
車
間
距
離
を
気
に
す
る
、
信
号
を

見
る
、
ミ
ラ
ー
を
確
認
す
る
、
助
手
席
の
人
と
会
話
を
す
る
な
ど
）

に
つ
い
て
、
い
ち
ど
き
に
「
即
応
す
る
こ
と
（coping

）」（ibid., 
p. 378

）
が
で
き
る
。

こ
の
と
き
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
こ
の
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「
即
応
」
の
段
階
に
あ
る
人
は
、
運
動
を
遂
行
す
る
た
め
に
一

切
の
表
象
を
必
要
と
し
な
い
、
す
な
わ
ち
「
反
表
象
主
義
」

の
立
場
を
取
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
為
者
は
、
理

想
と
す
る
動
作
や
境
地
を
心
の
中
に
浮
か
べ
る
の
で
は
な
く
、

与
え
ら
れ
た
状
況
の
中
で
適
切
に
対
応
が
で
き
る
と
い
う
状

態
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
経
験
は
、「
心
の
中
で
表
象
さ
れ

る（represented

）」の
で
は
な
く
、む
し
ろ
、「
ま
す
ま
す
鋭
敏
に

識
別
さ
れ
る
状
況
と
し
て
現
れ
る（presented

）」（ibid., p.373

）。

こ
う
し
た
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
の
議
論
が
、
達
人
と
新
人
と
の

ス
キ
ル
の
熟
練
度
の
違
い
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
達
人
を
い
わ
ば
「
完
成
状
態
」
と
捉
え
、
そ
の

理
想
的
な
状
態
を
到
達
点
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
発

達
途
上
の
段
階
の
特
徴
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

た
し
か
に
、
達
人
に
お
け
る
「
即
応
」
の
記
述
は
説
得
的

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
で
、
達
人
で
あ
っ
て
も
、
調

子
が
よ
か
っ
た
り
悪
か
っ
た
り
、
ミ
ス
し
た
り
カ
バ
ー
し
た

り
と
い
っ
た
揺
ら
ぎ
は
あ
る
に
違
い
な
い
し
、
様
々
な
窮
地

を
う
ま
く
切
り
抜
け
る
の
も
達
人
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。
と

こ
ろ
が
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
は
、「
即
応
」
か
ら
逸
脱
す
る
こ
う
し

た
経
験
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
。
達
人
に
至
っ
た
人
は
ミ
ス

す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
、
な
い
し
ミ
ス
す
る
人
は
達
人
で

は
な
い
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
に
か
く
達
人

も
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
経
験
の
機
微
を
、「
反
表
象
主
義
」
の

名
の
下
に
、
丸
ご
と
捨
象
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
こ
う
し
た
「
わ
ざ
の
現
象
学
」
の
蓄
積

に
恩
恵
を
受
け
つ
つ
、「
わ
ざ
発
生

0

0

の
現
象
学
」
の
可
能
性
を

問
う
こ
と
を
目
指
し
て
み
た
い
。「
わ
ざ
発
生
の
現
象
学
」
は
、

素
人
に
は
届
き
得
な
い
境
地
を
ひ
と
つ
の
到
達
点
と
み
な
す

の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
素
人
で
あ
れ
、
達
人
で
あ

れ
、
新
し
い
わ
ざ
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
に
伴
う
工
夫
や
面
白

さ
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
捉
え
、
そ
の
経
験
の
変
容
を
具
体

的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
も
の
で
あ
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
現
場
で
達
人
の
よ
う
な
動
き
を
し
て
い

る
人
に
会
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
人
は
、
自
分
の
こ
と
を
達
人

で
あ
る
と
か
、
高
度
な
わ
ざ
を
身
に
つ
け
て
い
る
と
、
必
ず

し
も
自
覚
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
達
人
に
近

づ
け
ば
近
づ
く
ほ
ど
、
よ
り
厳
し
い
選
別
眼
に
よ
っ
て
自
ら

の
動
き
を
見
る
の
で
あ
っ
て
、
自
身
を
ま
だ
上
達
の
途
上
に

あ
る
と
捉
え
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
素
人
で
あ
っ
た
頃
に

も
良
さ
が
あ
っ
た
と
感
じ
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
、
達
人
で
あ
れ
ば
こ
そ
直
面
す
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
経

験
の
厚
み
を
、「
即
応
」
と
い
う
現
象
の
先
に
見
い
だ
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
問
題
を
背
景
に
、
以
下
、
サ
ー
カ
ス
学
校
の
生

徒
た
ち
の
稽
古
に
お
け
る
経
験
を
記
述
し
て
い
こ
う
。
前
述

し
た
通
り
、
サ
ー
カ
ス
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
は
、
厳
し
い

選
抜
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
過
し
た
達
人
た
ち
で
あ
る
。
す
で
に

高
い
レ
ベ
ル
の
わ
ざ
を
習
得
し
て
い
る
彼
ら
は
、
さ
ら
に
難

易
度
の
高
い
わ
ざ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、
新
し
い
身
体
表

現
を
探
究
し
て
い
る
。
わ
ざ
の
習
得
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

彼
ら
の
身
体
、
あ
る
い
は
意
識
は
、
い
か
な
る
働
き
を
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
の
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
、
具

体
的
な
練
習
場
面
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

2
サ
ー
カ
ス
学
校
の
練
習
場
面

一
九
七
〇
年
代
に
産
声
を
あ
げ
た
現
代
サ
ー
カ
ス
は
、
近

年
、
現
象
学
に
関
わ
る
分
野
に
刺
激
を
与
え
て
い
る
。
フ
ラ

ン
ス
の
哲
学
者
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
は
、
サ
ー
カ

ス
学
校
の
生
徒
の
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
中
の
意
識
と
動
作
の

関
係
に
つ
い
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
と
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
研
究
を
始
め
て
い
る
（A

ndrieu, 

2017

）。
ま
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
哲
学
者
カ
ミ
ー
ラ
・
ダ
ン
ケ
ア

は
、
自
身
が
サ
ー
カ
ス
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
訓
練
を
積

む
こ
と
で
、
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
に
お
け
る
身
体
観
の
問
い

直
し
を
試
み
て
い
る
（D

am
kjaer, 2016

）。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
は
、
サ
ー
カ
ス
学
校
の
生
徒
た
ち
の
わ
ざ

に
関
し
て
、「
意
識
的
活
動
」「
前
反
省
的
知
覚
」「
生
け
る
身

体
」
の
三
つ
を
区
別
す
る
（A

ndrieu, 2017

）。
一
つ
目
は
、
意

思
に
よ
っ
て
制
御
し
て
い
る
姿
勢
や
動
作
で
あ
る
。
二
つ
目

は
、
訓
練
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
滑
ら
か
な
動
き
で
あ
り
、
動

作
に
関
す
る
知
覚
は
あ
る
が
、
取
り
立
て
て
意
識
に
の
ぼ
る

こ
と
が
な
い
。
三
つ
目
は
、
当
人
が
全
く
意
識
す
る
こ
と
の

な
い
動
作
で
あ
り
、
反
射
な
ど
の
動
き
も
あ
れ
ば
、
め
ま
い

な
ど
の
心
的
現
象
も
含
む
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
の
研
究
の
主
眼

は
、
生
徒
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
意
識
に
の

ぼ
る
か
の
ぼ
ら
な
い
か
ギ
リ
ギ
リ
の
領
域
を
、
生
徒
た
ち
自

身
に
分
析
さ
せ
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
。

だ
が
こ
う
し
た
研
究
も
ま
た
、
わ
ざ
を
す
で
に
身
に
つ
け

た
状
態
を
前
提
と
し
て
い
る
。
本
稿
の
関
心
は
、
わ
ざ
を
身

に
つ
け
つ
つ
あ
る
人
が
、
い
か
に
し
て
自
分
の
身
体
の
制
御

（
な
い
し
は
制
御
の
放
棄
）
を
実
現
す
る
の
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
以
下
で
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。

取
り
上
げ
る
の
は
二
人
組
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
《m

ain à m
ain

》

で
あ
る
。
こ
の
日
、
セ
ブ
（
受
け
手porteur

）
の
ペ
ア
の
生
徒

が
欠
席
し
た
た
め
、
ル
イ
（
飛
び
手voltigeur

）
と
ピ
ー
タ
ー

（
受
け
手
）
と
一
緒
に
練
習
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
人
の

生
徒
に
よ
る
即
興
で
の
練
習
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
わ
ざ
に
取
り
組
ん
だ
練
習
の
終
盤
、
彼
ら
は

大
技
に
挑
む
。
三
人
が
一
列
に
立
ち
上
が
り
、
ル
イ
が
ピ
ー

タ
ー
の
手
の
上
で
倒
立
を
す
る
と
い
う
形
で
あ
る
（
図
2
）。

土
台
を
務
め
る
の
が
セ
ブ
、
そ
の
肩
の
上
に
ピ
ー
タ
ー
、
そ

の
上
に
ル
イ
が
立
つ
。
繊
細
な
体
重
移
動
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
最
初
の
う
ち
は
、
ル
イ
が
倒
立
の
姿
勢
を
取
る
だ
け
で

崩
れ
て
し
ま
っ
た
。
な
お
ル
イ
の
腰
に
結
ん
で
あ
る
命
綱
を
、
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天
井
の
滑
車
を
介
し
て
教
師
ク
リ
ス
が
握
っ
て
い
る
。
事
故

に
な
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
が
、
失
敗
す
れ
ば
大
怪
我
に
繫

が
り
か
ね
な
い
。

こ
の
わ
ざ
を
成
功
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
彼
ら
の

身
体
は
興
味
深
い
現
象
を
見
せ
て
く
れ
る
。
以
下
、
稽
古
の
進

行
に
沿
っ
て
、「
意
識
と
姿
勢
の
ズ
レ
」、「
身
体
的
意
味
の
転

換
」、「
投
企
の
放
棄
」と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
考
察
し
よ
う
。

3
意
識
と
姿
勢
の
ズ
レ

ま
ず
、
姿
勢
に
つ
い
て
の
意
識
と
、
実
際
の
姿
勢
と
が
乖

離
す
る
現
象
を
取
り
上
げ
よ
う
。

教
師
ク
リ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
大
技
に
お
い
て
、
ル
イ
の

倒
立
が
長
く
続
か
な
い
の
は
、
真
ん
中
に
立
つ
ピ
ー
タ
ー
の

姿
勢
が
よ
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ピ
ー
タ
ー
が
腕

を
や
や
前
に
傾
け
な
が
ら
伸
ば
す
た
め
に
、
本
来
固
定
す
る

べ
き
位
置
―
根
元
か
ら
耳
の
横
を
通
っ
て
ま
っ
す
ぐ
伸
ば

す
こ
と
―
を
外
れ
、
ル
イ
を
安
定
し
て
支
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ピ
ー
タ
ー
は
、
自
分

の
腕
が
前
に
出
て
い
る
こ
と
を
認
め
ず
、
そ
の
指
摘
を
受
け

入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
自
分
は
あ
く
ま
で
腕
を
ま
っ
す

ぐ
伸
ば
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
事
例
は
、
十
分
に
制
御
し
て
い
た
は
ず
の
動
作
で
あ

る
が
、
自
己
の
認
識
を
裏
切
っ
て
独
自
の
動
き
を
見
せ
て
い

た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
の
指
摘
す
る
「
生

け
る
身
体
」
の
働
き
で
あ
る
と
い
え
る
。
だ
が
問
題
は
、
受

け
手
と
し
て
十
分
な
力
量
を
持
つ
ピ
ー
タ
ー
が
、
な
ぜ
自
分

の
動
作
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
教
師
に
指
摘
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
腕
の

位
置
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
点
に
も
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。

原
因
の
ひ
と
つ
は
、
明
ら
か
に
、
セ
ブ
の
肩
の
上
に
立
つ

と
い
う
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
床
と
違
い
、
肩
の
肉
は

柔
ら
か
く
、
土
台
で
あ
る
セ
ブ
も
動
く
。
こ
れ
が
、
ピ
ー
タ

ー
の
腕
の
位
置
を
、
無
自
覚
の
う
ち
に
ズ
レ
さ
せ
た
の
で
あ

る
。こ

の
こ
と
に
つ
い
て
、「
身
体
図
式
」
の
概
念
を
踏
ま
え
て

検
討
し
よ
う
。
哲
学
者
ギ
ャ
ラ
ガ
ー
は
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ

ィ
に
お
け
る
考
察
を
参
考
に
し
な
が
ら
、「
身
体
図
式
」
を
、

姿
勢
や
動
作
を
司
る
「
感
覚
―
運
動
機
能
の
シ
ス
テ
ム
」
で

あ
り
、「
自
己
言
及
的
な
志
向
性
の
水
準
の
下
で
作
動
す
る
」

（G
allagher, 2005, p.24

）
も
の
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
そ
の
際
、

身
体
に
つ
い
て
の
「
知
覚
、
態
度
、
信
念
」
を
構
成
す
る
「
身

体
像
」
と
は
明
確
に
区
別
す
る
。
例
え
ば
扉
を
開
け
る
た
め

に
は
、
ノ
ブ
の
形
に
合
わ
せ
て
手
を
開
き
、
程
よ
く
力
を
入

れ
、
ノ
ブ
を
捻
り
な
が
ら
扉
を
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
人
は
、
こ
の
一
連
の
動
作
に
つ
い
て
、
い
ち
い
ち
意
識

を
向
け
る
こ
と
を
し
な
い
。
そ
の
人
の
関
心
は
、
ド
ア
を
適

切
に
開
け
る
こ
と
で
あ
り
、
部
屋
の
外
に
出
る
こ
と
で
あ
る
。

扉
を
開
く
そ
の
瞬
間
、「
志
向
的
な
水
準
の
下
」
で
働
く
、「
前

意
識
的
、
前
人
称
な
プ
ロ
セ
ス
」（ibid., p.26

）
こ
そ
、「
身
体

図
式
」
の
働
き
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、「
ほ
と
ん
ど
自

動
的
に
」
働
く
。

ピ
ー
タ
ー
の
場
合
、
腕
の
位
置
は
、
ま
さ
に
「
前
意
識
的
、

前
人
称
的
」
に
、
す
な
わ
ち
本
人
の
自
覚
な
し
に
決
定
さ
れ

て
い
た
。
彼
が
意
識
し
よ
う
が
し
ま
い
が
、
腕
を
や
や
前
に

傾
け
る
と
い
う
姿
勢
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

図2 　三人組アクロバットへの挑戦

図3　意識と姿勢とのズレ

こうなっていたよ

まさか！
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で
は
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
姿
勢
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
、
ど
の
問
題
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
彼
の
動
作

は
改
善
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

4
身
体
的
意
味
の
転
換

そ
の
後
教
師
ク
リ
ス
は
、
確
認
の
た
め
、
ピ
ー
タ
ー
た
ち

に
床
の
上
で
演
技
を
さ
せ
る
。
い
つ
も
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
あ
る
た
め
、
ル
イ
は
倒
立
を
難
な
く
成
功
さ
せ
る
。
こ
の

と
き
の
腕
の
位
置
を
、
ク
リ
ス
は
「
ま
っ
す
ぐ
」
で
あ
る
と

評
価
し
、
そ
れ
を
聞
く
ピ
ー
タ
ー
も
、
ひ
と
ま
ず
ク
リ
ス
の

指
摘
を
受
け
入
れ
た
。

そ
の
後
、
何
度
か
わ
ざ
に
挑
戦
す
る
も
、
な
か
な
か
安
定

し
て
倒
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ク
リ
ス
は
、
ピ
ー
タ
ー

の
腕
が
依
然
と
し
て
前
に
傾
い
て
い
る
と
指
摘
し
、
ど
う
に

か
し
て
腕
を
真
上
に
持
ち
上
げ
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

ピ
ー
タ
ー
は
、
ク
リ
ス
の
ア
ド
バ
イ
ス
通
り
、
真
上
に
移

動
さ
せ
よ
う
と
試
み
る
が
、「
重
す
ぎ
て
で
き
な
い
」
と
主
張

す
る
。
仮
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
腕
の
上
で

ル
イ
を
支
え
た
ま
ま
肩
を
動
か
す
と
、
重
心
が
ズ
レ
て
バ
ラ

ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
う
と
言
っ
て
譲
ら
な
い
。

だ
が
ク
リ
ス
は
、
ル
イ
が
倒
立
を
始
め
る
瞬
間
で
あ
れ
ば
、

重
さ
が
か
か
る
前
に
腕
を
持
ち
上
げ
ら
れ
る
と
説
明
す
る（
図

4
―1
）。
そ
れ
に
対
し
て
ピ
ー
タ
ー
は
、
自
分
は
そ
の
よ
う

な
や
り
方
で
腕
を
持
ち
上
げ
て
は
い
な
い
と
主
張
す
る
。
腕

を
前
後
に
移
動
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
真
上
に
ジ
ャ
ン
プ
ア

ッ
プ
さ
せ
る
と
い
う
の
が
彼
の
や
り
方
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
（
図
4
―2
）。

ク
リ
ス
は
畳
み
掛
け
る
よ
う
に
、「
だ
が
運
ば
な
い
と
」
と

付
け
加
え
る
。
こ
の
と
き
彼
は
重
要
な
身
ぶ
り
を
伴
い
、
重

要
な
補
足
的
意
味
を
付
け
加
え
た
。
す
な
わ
ち
、
腕
を
立
て
、

上
半
身
全
体
を
持
ち
上
げ
る
こ
と
で
、「
後
ろ
向
き
に
」
運
ぶ

と
い
う
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

ク
リ
ス
は
こ
れ
ま
で
、「
ま
っ
す
ぐ
」「
上
に
」
腕
を
伸
ば

す
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
だ
が
こ
こ
で
初
め
て
、
ピ
ー
タ

ー
の
腕
が
来
る
べ
き
位
置
は
、
真
上
と
い
う
よ
り
も
、
む
し

ろ
「
後
方
」
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
る
。
ピ
ー
タ
ー
も
ま
た
、
ク
リ
ス
の
こ
の
身
ぶ
り
を
見
て
、

図4―1　腕の動かし方の説明

図4―2　ピーターの主張

図4―3　教師クリスの追加説明

上るときに
こう

こう

僕のやり方は

運ばないと

うん、しかし
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思
っ
た
以
上
に
後
ろ
向
き
に
腕
を
伸
ば
さ
な
い
と
い
け
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
と
気
づ
く
。
そ
こ
で
ピ
ー
タ
ー
は
、
こ
れ

ま
で
表
明
し
て
い
な
か
っ
た
懸
念
を
新
し
く
提
起
す
る
。「
そ

れ
だ
と
ル
イ
が
落
ち
な
い
か
い
？
」
と
尋
ね
る
の
で
あ
る
。
ク

リ
ス
は
そ
れ
に
対
し
て
、「
彼
が
君
に
合
わ
せ
る
の
だ
。
君
が

彼
に
合
わ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
答
え
る
。

こ
の
最
後
の
や
り
と
り
が
、
ピ
ー
タ
ー
の
動
作
に
改
善
を

も
た
ら
す
決
定
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ピ

ー
タ
ー
の
腕
が
、
当
人
の
自
覚
で
き
な
い
よ
う
な
仕
方
で
前

に
傾
い
て
い
た
の
は
、
上
に
い
る
ル
イ
を
慮
っ
て
の
こ
と
で

あ
る
、
と
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
私
た
ち
は
、
ギ
ャ
ラ
ガ
ー
が
、
身
体
運
動
に
つ
い

て
二
つ
の
種
類
の
意
識
を
提
示
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
彼

は
、
身
体
に
「
意
識
的
に
注
意
す
る
こ
と
（consciously 

attending

）」
と
、「
周
縁
的
に
気
づ
い
て
い
る
こ
と
（being 

m
arginally aware

）」
を
区
別
し
た
（G

allagher, 2005, p. 27

）。
す

な
わ
ち
、
運
動
を
遂
行
し
て
い
る
と
き
に
、
人
は
身
体
の
部

分
や
姿
勢
を
は
っ
き
り
意
識
し
て
い
な
く
て
も
、
周
縁
的
に

気
づ
い
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ピ
ー
タ
ー
が
、
ク
リ
ス
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
直
ち
に
「
ル
イ
が
落
ち
る
こ
と
」
が

気
が
か
り
に
な
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
ピ
ー
タ
ー
が
、
自
分
の

腕
が
ル
イ
を
支
え
る
こ
と
に
従
事
し
て
い
た
と
、
周
縁
的
に

気
づ
い
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
中
の
ク
リ
ス
の
手
の
動

き
（「
後
ろ
に
運
ぶ
」）
が
現
れ
る
ま
で
、
ピ
ー
タ
ー
も
ク
リ
ス

も
、
ル
イ
の
こ
と
に
は
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
ピ

ー
タ
ー
の
姿
勢
が
持
っ
て
い
た
身
体
的
意
味
―
微
調
整
す

る
だ
け
の
余
裕
を
残
す
こ
と
で
、
ル
イ
を
支
え
る
こ
と
―

は
、
こ
の
瞬
間
ま
で
隠
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

床
に
立
て
ば
腕
を
ま
っ
す
ぐ
上
に
伸
ば
せ
る
ピ
ー
タ
ー
だ

が
、
セ
ブ
の
肩
の
上
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ル
イ
を
や
や

前
方
で
支
え
る
こ
と
で
、
安
定
を
図
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

だ
が
そ
の
姿
勢
の
せ
い
で
、
ク
リ
ス
が
一
貫
し
て
主
張
し
て

い
た
よ
う
に
、
ル
イ
の
体
重
を
支
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
（
真

上
）
を
外
し
て
し
ま
い
、
ピ
ー
タ
ー
自
身
の
姿
勢
も
ブ
レ
、
三

人
組
の
重
心
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
要
す
る
に
、
ピ

ー
タ
ー
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
真
上
に
腕
を
伸
ば
す
か
否
か

よ
り
も
、
む
し
ろ
ル
イ
の
こ
と
は
気
に
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
受
け
手
で
あ
る
彼
に
と
っ
て
は
責
任
放
棄
と
も

い
え
る
よ
う
な
転
換
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
抜
き
に
し
て
は
、
彼

の
腕
の
位
置
は
改
善
さ
れ
な
い
の
で
あ
っ
た
。「
上
に
適
応
し

て
も
ら
う
」
と
い
う
新
し
い
連
結
方
法
に
賭
け
る
こ
と
で
、
わ

ざ
成
功
の
活
路
が
開
か
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

5
投
企
の
放
棄

ピ
ー
タ
ー
の
問
題
が
解
決
に
向
か
う
の
を
見
て
、
飛
び
手

の
ル
イ
は
、「
僕
は
普
段
通
り
や
っ
て
い
い
？
」
と
聞
く
。
教

師
ク
リ
ス
は
「
君
は
普
段
通
り
。
何
も
変
え
な
く
て
い
い
」

と
答
え
て
安
心
さ
せ
る
。
ピ
ー
タ
ー
が
思
い
切
っ
て
腕
を
後

ろ
に
送
る
こ
と
で
、
ル
イ
の
足
場
は
乱
れ
か
ね
な
い
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
ク
リ
ス
は
心
配
し
て
い
な
か
っ
た
。

だ
が
、
や
は
り
と
い
う
べ
き
か
、
今
度
は
ル
イ
が
課
題
を

背
負
う
こ
と
に
な
る
。

先
の
ア
ド
バ
イ
ス
通
り
、
思
い
切
っ
て
後
ろ
の
方
ま
で
腕

を
伸
ば
し
き
っ
た
ピ
ー
タ
ー
は
、
ク
リ
ス
の
思
い
描
い
て
い

図5―1　上がり方の説明

図5―2　セブのコメント

位置取りは、速く

僕までこうなっちゃう
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た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
、
よ
う
や
く
腕
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
だ

が
三
人
組
の
わ
ざ
は
成
功
し
な
い
。
ル
イ
が
倒
立
の
姿
勢
を

維
持
で
き
な
い
ま
ま
、
ま
た
し
て
も
バ
ラ
バ
ラ
に
崩
れ
て
し

ま
う
。

こ
こ
で
ク
リ
ス
は
、
ル
イ
に
問
題
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
普

段
ル
イ
は
、
ピ
ー
タ
ー
の
手
の
上
で
倒
立
を
始
め
る
と
き
、
ピ

ー
タ
ー
の
背
中
側
か
ら
肩
ま
で
よ
じ
登
り
、
肩
の
上
に
立
っ

て
ピ
ー
タ
ー
と
手
を
握
り
合
い
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て

倒
立
の
姿
勢
に
入
る
。
だ
が
今
回
に
限
っ
て
い
え
ば
、
ル
イ

の
足
が
ピ
ー
タ
ー
の
肩
か
ら
離
れ
て
か
ら
倒
立
が
完
成
す
る

ま
で
の
時
間
が
長
す
ぎ
る
の
で
あ
っ
た
（
図
5
―1
）。
ル
イ

は
そ
の
指
摘
に
対
し
て
、
下
が
安
定
す
る
ま
で
様
子
を
見
て

い
た
た
め
、
時
間
を
取
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
と
答
え
る
。

ク
リ
ス
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
て
、
一
番
下
の
土
台
に
な

っ
て
い
る
セ
ブ
も
同
意
す
る
。
も
し
ル
イ
が
倒
立
を
始
め
て

か
ら
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
し

ま
っ
た
場
合
、
体
重
移
動
に
伴
う
重
心
の
前
後
の
ブ
レ
が
、
ピ

ー
タ
ー
を
介
し
て
自
分
ま
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て
し
ま

う
と
言
う
の
で
あ
る
（
図
5
―2
）。
そ
の
場
合　

そ
れ
ら
の

助
言
を
受
け
た
ル
イ
は
、
あ
ま
り
納
得
し
た
様
子
で
は
な
い
。

セ
ブ
の
肩
の
上
に
乗
っ
た
ピ
ー
タ
ー
の
上
に
あ
っ
て
、
ル
イ

と
し
て
は
、
慎
重
に
体
重
移
動
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ル
イ
は
、
ク
リ
ス
ら
が
要
求
す
る
よ

う
な
速
さ
で
倒
立
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
主
張

す
る
（
図
5
―3
）。
指
を
勢
い
よ
く
立
て
る
身
振
り
が
、
ト

ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
で
の
倒
立
が
無
謀
で
あ
る
と
い
う
ル
イ
の
思

い
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
ク
リ
ス
は
、
同
じ
よ
う
な
身
振
り
を
真
似

し
な
が
ら
、「
乱
暴
に
や
れ
と
は
言
っ
て
い
な
い
」
と
返
答
す

る
。
さ
ら
に
、
倒
立
の
完
成
ま
で
を
ト
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
で
や

る
の
で
は
な
く
、
重
心
の
移
動
が
最
少
時
間
で
済
む
よ
う
に
、

ピ
ー
タ
ー
の
腕
の
上
の
位
置
取
り
だ
け
を
急
げ
ば
い
い
と
言

う
（
図
5
―4
）。
位
置
さ
え
決
ま
り
、
下
の
土
台
二
人
が
安

定
す
る
の
を
見
届
け
た
ら
、
あ
と
は
ゆ
っ
く
り
と
足
を
伸
ば

し
て
い
け
ば
い
い
、
と
。

こ
の
ア
ド
バ
イ
ス
以
降
、
ル
イ
は
思
い
切
っ
て
と
い
っ
た

様
子
で
、
倒
立
に
挑
ん
だ
。
だ
が
う
ま
く
安
定
し
な
い
。
次

に
、
再
び
大
胆
に
倒
立
し
た
と
き
、
わ
ず
か
な
時
間
に
す
ぎ

な
い
が
、
三
人
の
重
心
が
ぴ
っ
た
り
と
垂
直
軸
状
に
揃
っ
た
。

よ
う
や
く
成
功
の
と
き
が
近
づ
い
て
い
る
の
を
、
こ
こ
に

い
る
全
員
が
感
じ
取
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
は
、
身
体
図
式
は
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
と
述
べ
た
。
例
え
ば
オ
ル
ガ
ン
奏
者
が
コ

ン
サ
ー
ト
を
す
る
と
き
、
彼
は
も
の
の
数
時
間
の
練
習
に
よ

っ
て
、
そ
の
日
初
め
て
使
用
す
る
オ
ル
ガ
ン
を
、
あ
た
か
も

馴
染
み
の
オ
ル
ガ
ン
で
あ
る
か
の
よ
う
に
自
在
に
使
い
こ
な

す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
、
椅
子
、
鍵
盤
、
ペ
ダ
ル
な
ど

を
知
る
た
め
に
、
い
わ
ば
そ
の
人
の
手
や
足
が
、
最
適
な
位

置
を
選
び
と
る
。
目
指
す
と
こ
ろ
は
、「
表
象
さ
れ
た
」
対
象

で
は
な
く
、
そ
の
人
が
「
そ
れ
に
向
か
っ
て
己
を
投
企
す
る
」

対
象
で
あ
る
（M

erleau-Ponty, 1945, p.161

）。

セ
ブ
、
ピ
ー
タ
ー
、
ル
イ
の
三
人
が
こ
こ
で
経
験
し
て
い

た
こ
と
は
、
一
方
で
は
、
手
持
ち
の
わ
ざ
を
新
し
い
環
境
（
ア

ク
ロ
バ
ッ
ト
を
三
人
組
で
行
う
こ
と
）
に
馴
染
ま
せ
る
と
い
う

点
に
お
い
て
、「
己
を
投
企
」
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
で
、
ピ
ー
タ
ー
と
ル
イ
が
取
り
組

ん
だ
問
題
は
、「
上
を
支
え
る
」
こ
と
（
ピ
ー
タ
ー
）、
お
よ

び
「
慎
重
に
倒
立
す
る
」
こ
と
（
ル
イ
）
と
い
う
通
常
の
わ

図5―3　ルイの主張

図5―4　上り方の追加説明

こう！だろ

つまり

まず位置取り、それだけ
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ざ
を
断
念
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
己
の
投
企
」

を
い
わ
ば
「
放
棄
」
さ
せ
る
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る
。
そ

の
放
棄
の
先
に
、
三
人
組
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
お
よ
び
倒
立
の
た

め
の
新
し
い
連
携
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
哲
学
者
た

ち
が
「
身
体
図
式
の
転
調
」
と
い
う
言
葉
で
論
じ
た
こ
と
の

背
後
に
は
、
自
分
た
ち
が
構
築
し
て
き
た
身
体
の
使
用
を
手

放
す
よ
う
な
ベ
ク
ト
ル
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
、
サ
ー
カ
ス

学
校
の
事
例
は
教
え
て
く
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
は
、
達
人
に
お
け
る
境
地
を
、
即
応
や
反
表
象
と
い

っ
た
概
念
に
よ
っ
て
整
理
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
経
験
の

具
体
的
な
厚
み
に
迫
ろ
う
と
す
る
問
題
意
識
か
ら
出
発
し
た
。

そ
れ
は
、
境
地
な
る
も
の
が
（
仮
に
想
定
で
き
る
と
し
た
ら
）

ど
の
よ
う
に
発
生
し
、
い
か
に
維
持
さ
れ
て
い
る
の
か
を
記

述
す
る
と
い
う
試
み
で
あ
る
。

第
一
節
で
、
調
子
が
よ
か
っ
た
り
悪
か
っ
た
り
す
る
場
合
、

そ
れ
は
達
人
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
入
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
議
論
が
出
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
サ
ー
カ
ス

学
校
の
事
例
を
経
た
今
、
改
め
て
言
及
し
た
い
。

三
人
組
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
を
や
っ
て
い
た
三
人
は
、
わ
ざ
を

習
得
す
る
途
上
に
あ
っ
た
た
め
、「
即
応
」
の
経
験
を
有
し
て

い
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
関
し
て

は
、「
否
」
と
答
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
彼
ら
は
倒

立
を
成
功
さ
せ
る
の
が
や
っ
と
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
仮

に
本
番
の
舞
台
で
こ
の
わ
ざ
を
行
う
か
と
い
え
ば
、
現
時
点

で
は
組
み
込
ま
な
い
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
彼
ら
の
や
り
と

り
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
す
で
に
彼
ら
は
サ
ー
カ
ス
・
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
必
要
な
わ
ざ
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
例

え
ば
、
ピ
ー
タ
ー
が
床
に
立
っ
て
い
る
限
り
、
ル
イ
は
ピ
ー

タ
ー
が
伸
ば
し
た
手
の
上
で
難
な
く
倒
立
で
き
る
。
こ
の
動

作
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
機
械
的
に
や
っ
て
の
け
る
こ
と

が
で
き
る
し
、
そ
の
意
味
で
は
、
彼
は
ピ
ー
タ
ー
の
掌
と
い

う
状
況
に
「
即
応
」
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
が
あ

れ
ば
こ
そ
、
彼
ら
は
、
さ
ら
に
難
易
度
の
高
い
大
技
に
挑
戦

す
る
権
利
を
得
て
い
る
。

と
す
る
な
ら
ば
、
即
応
は
、
境
地
で
も
到
達
点
で
も
な
い
。

そ
れ
は
、
さ
ら
な
る
変
容
を
可
能
に
す
る
た
め
の
新
た
な
ス

テ
ッ
プ
な
の
で
あ
り
、
そ
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
彼
ら
が
日
々
取

り
組
ん
で
い
る
練
習
場
面
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
練
習
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
達

人
の
わ
ざ
を
い
た
ず
ら
に
高
く
見
積
も
る
わ
ざ
研
究
の
立
場

を
疑
問
視
し
、
身
体
の
働
き
の
豊
か
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
練
習
に
登
場
し
た
三
人
の
う
ち
、
ピ
ー

タ
ー
と
ル
イ
は
、
冒
頭
で
取
り
上
げ
た
、
農
場
で
の
ス
ペ
ク

タ
ク
ル
に
出
演
し
て
い
た
。
二
人
組
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
を
専
門

と
す
る
生
徒
八
人
が
一
緒
に
な
っ
て
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
の
中
、
華
々
し
い
演
技
で
観
客
た
ち
の
喝
采
を
浴
び
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
農
場
で
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
は
周
到
に
構
成
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
。
前
日
、
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

少
し
覗
い
て
い
る
と
、
音
楽
は
友
人
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
に
任

せ
、
衣
装
を
カ
ラ
フ
ル
な
も
の
に
し
、
大
き
な
納
屋
を
舞
台

と
す
る
こ
と
を
決
め
た
以
外
、
特
に
演
技
の
内
容
や
順
番
に

関
し
て
は
、
簡
単
な
打
ち
合
わ
せ
だ
け
を
交
わ
す
、
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
即
興
に
近
い
リ
ハ
ー
サ
ル
で
あ
っ
た
。
準
備
の

途
中
、「
こ
こ
で
大
技
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
」「
こ
の

あ
た
り
で
『
ブ
ラ
ボ
ー
』
が
出
る
は
ず
だ
」
な
ど
な
ど
、
ま

る
で
旅
行
の
計
画
を
立
て
る
か
の
よ
う
な
気
ま
ま
な
会
話
が

飛
び
交
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
舞
台
が
で
き
る
の
も
、
友
人

や
家
族
と
い
っ
た
近
し
い
人
た
ち
に
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み

を
見
て
も
ら
お
う
と
い
う
、
親
密
な
ム
ー
ド
に
満
ち
て
い
た

か
ら
に
違
い
な
い
。

祭
の
当
日
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
最
後
を
飾
っ
た
の
は
八
人

の
組
み
合
わ
せ
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
当
初
の
狙
い
通

り
、
の
ん
び
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
あ
り
な
が
ら
、
高
度
な
わ

ざ
を
成
功
さ
せ
、
観
客
の
喝
采
を
浴
び
た
。
彼
ら
の
出
し
物

を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
、「
ブ
ラ
ボ
ー
」
の
掛
け
声
が
響

く
な
か
、
こ
の
年
の
祭
は
幕
を
閉
じ
た
。
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1
身
体
系
個
性
化
に
お
け
る
身
心
変
容

を
探
る

ス
イ
ス
の
深
層
心
理
学
者
、
C
・
G
・
ユ
ン
グ
の
打
ち
立

て
た
分
析
心
理
学
で
は
、
人
の
生
涯
に
わ
た
る
心
の
成
長
や

発
達
の
プ
ロ
セ
ス
を
個
性
化
と
呼
ぶ
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
、
神
秘
的
融
即
と
呼
ば
れ
る
周
囲
と
の
集
合
性
を
基
盤

と
し
た
あ
り
方
か
ら
個
と
い
う
も
の
が
確
立
さ
れ
て
い
く
。
個

に
な
る
こ
と
は
、
そ
の
人
が
与
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を
十

二
分
に
生
き
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
自
己
実
現
と
同
義
だ
が
、
こ

れ
を
心
の
全
体
性
の
成
就
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

心
は
意
識
と
無
意
識
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
り
の

理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
意
識
は
、
判
断
力
や
識
別

力
に
富
み
、
切
れ
が
よ
い
分
、
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
偏

り
を
生
じ
や
す
い
。
い
き
お
い
、
意
識
が
目
指
す
方
向
と
無

意
識
が
望
む
方
向
と
は
一
致
し
な
く
な
る
。
そ
こ
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
心
や
身
体
の
不
調
が
生
じ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な

と
き
こ
そ
、
無
意
識
の
働
き
を
た
い
せ
つ
に
し
な
い
と
い
け

な
い
。
無
意
識
は
、
当
然
な
が
ら
意
識
に
は
な
い
も
の
で
で

き
て
い
る
の
で
、
意
識
に
偏
り
が
生
じ
た
と
き
、
バ
ラ
ン
ス

を
回
復
さ
せ
う
る
何
か
を
充
当
で
き
る
。
無
意
識
に
よ
る
補

償
作
用
で
あ
る
。

こ
の
補
償
を
意
識
が
あ
る
程
度
受
け
入
れ
れ
ば
、
意
識
と

無
意
識
の
進
も
う
と
す
る
方
向
は
一
致
し
て
く
る
。
つ
ま
り
、

心
が
一
つ
の
全
体
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
。
さ
き
ほ

ど
述
べ
た
「
心
の
全
体
性
の
成
就
」
と
は
こ
の
謂
い
で
あ
る
。

心
や
身
体
の
不
調
、
あ
る
い
は
生
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
発
生
し
て
く
る
の
は
、
こ
う
し
た
将
来
の
全
体
性
の

成
就
を
目
的
と
し
て
の
こ
と
だ
と
考
え
る
と
、
そ
の
隠
さ
れ

た
意
義
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。

じ
つ
の
と
こ
ろ
、
意
識
と
無
意
識
と
の
和
解
は
容
易
な
ら

ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
生
を
費
や
し
て
も
時
間
切
れ
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
意
識
と
無
意
識

と
が
別
々
の
ほ
う
を
向
い
た
ま
ま
だ
と
、
私
た
ち
は
、
分
割

さ
れ
た
諸
要
素
の
た
だ
の
寄
せ
集
め
で
あ
る
。
分
割
さ
れ
て

し
ま
っ
た
も
の
は
個
で
は
な
い
。
個
と
は
、
そ
れ
以
上
、
分

割
で
き
な
い
単
位
の
こ
と
な
の
だ
か
ら
。
逆
説
的
な
言
い
方

に
な
る
が
、
個
は
少
な
く
と
も
最
低
限
の
全
体
性
を
備
え
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
、
い
ま
は
、
個
性
化
の
こ
と
を
、
意
識
と
無
意

識
か
ら
な
る
心
の
全
体
性
の
成
就
と
し
て
説
明
し
た
。
ユ
ン

グ
の
体
系
も
い
ち
お
う
は
心
理
学
な
の
で
、
や
は
り
心
を
重

視
す
る
し
、
人
間
を
心
と
同
一
視
し
て
語
る
こ
と
が
ど
う
し

て
も
多
く
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
だ
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
人

間
は
心
の
み
で
で
き
て
は
い
な
い
。
身
体
と
い
う
重
要
な
構

成
要
素
が
あ
る
。
ほ
ん
と
う
は
、
身
体
を
含
め
て
考
え
て
こ

そ
、
は
じ
め
て
全
体
性
に
つ
い
て
云
々
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

全
体
性
を
実
現
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
身
体
が
不
可
欠
で

あ
る
よ
う
な
個
性
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
歩
む
人
は
実
際
に
い
る
。

し
か
も
、
け
っ
し
て
少
な
く
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
身
体
的
活

動
を
通
し
て
成
長
し
発
達
す
る
、
人
間
の
あ
り
方
と
い
う
も

の
が
あ
る
の
だ
。
こ
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
従
来
、
個
性
化

と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
も
の
は
、
ほ
ぼ
心
の
み
に
強
調
点
が

あ
っ
た
の
で
、
心
系
個
性
化
と
で
も
呼
べ
よ
う
か
。
そ
れ
に

武
術
家
と
ア
ス
リ
ー
ト
の
身
心
変
容
を
め
ぐ
っ
て

―
ユ
ン
グ
派
深
層
心
理
学
の
観
点
か
ら

老
松
克
博

大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
教
授
／
臨
床
心
理
学
・
精
神
医
学

第
二
部
❖
武
術
・
芸
術
・
芸
能
と
い
う
ワ
ザ
学
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対
し
て
、
身
体
系
個
性
化1

と
名
づ
け
う
る
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス

も
想
定
さ
れ
て
よ
い
。

身
体
の
担
う
役
割
に
も
っ
と
積
極
的
に
注
目
す
る
と
、
個

性
化
は
は
た
し
て
ど
う
記
述
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い

は
、
身
体
の
重
要
度
が
高
い
個
性
化
に
お
い
て
は
、
い
っ
た

い
何
が
開
示
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
身

体
や
心
に
い
か
な
る
変
容
が
起
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で

は
、
身
体
系
個
性
化
と
い
う
ほ
と
ん
ど
未
踏
の
領
域
に
分
け

入
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
諸
相
を
探
っ
て
み
た
い
。

一
口
に
身
体
系
個
性
化
と
い
っ
て
も
、
そ
の
内
容
や
深
度

は
さ
ま
ざ
ま
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
特
徴
を
最
も
際
立
っ

た
か
た
ち
で
見
せ
て
く
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、
な
ん
ら
か

の
身
体
的
活
動
を
生
活
の
中
心
に
据
え
て
生
涯
を
そ
の
錬
磨

に
費
や
し
て
い
る
人
た
ち
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
よ
う
な
生
を
生
き
て
き
た
ふ
た
り
の
人
物
を
と

り
あ
げ
、
身
体
系
個
性
化
に
お
け
る
身
体
と
心
の
変
容
の
様

相
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ひ
と
り
目
は
、
武
術
家
Q
師
範
で
あ
る
。
長
年
に
わ
た
る

多
様
な
修
行
の
覚
え
書
き
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
、
内

在
的
理
解
と
呼
ば
れ
る
学
術
的
方
法
論
の
立
場
か
ら
、
師
範

の
個
性
化
に
お
け
る
変
容
の
軌
跡
を
紹
介
す
る
。
ふ
た
り
目

は
、
ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
N
選
手
で
あ
る
。
世
界
選
手
権
出

場
を
目
標
と
し
て
な
さ
れ
た
ユ
ン
グ
派
精
神
分
析
の
経
過
の

記
録
か
ら
、
苦
行
者
の
ご
と
き
ア
ス
リ
ー
ト
の
ひ
た
む
き
な

個
性
化
の
試
み
に
迫
る
。

な
お
、
二
つ
の
事
例
の
プ
ロ
セ
ス
を
追
う
と
は
い
っ
て
も
、

紙
幅
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
く
こ
と
は
到

底
で
き
な
い
。
詳
細
を
必
要
と
す
る
読
者
は
、
Q
師
範
に
つ

い
て
は
拙
著
『
武
術
家
、
身
・
心
・
霊
を
行
ず
―
ユ
ン
グ

心
理
学
か
ら
み
た
極
限
体
験
・
殺
傷
の
な
か
の
救
済2

』
を
、
N

選
手
に
つ
い
て
は
同
じ
く
拙
著
『
身
体
系
個
性
化
の
深
層
心

理
学
│
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
プ
ロ
セ
ス
と
対
座
す
る3

』
を

参
照
さ
れ
た
い
。

2
武
術
家
Q
師
範
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
行
歴

で
は
、
ま
ず
Q
師
範
を
紹
介
し
よ
う
。
八
〇
代
の
武
術
家

で
、
い
く
つ
か
の
古
武
術
に
お
い
て
免
許
皆
伝
。
各
種
武
器

術
か
ら
体
術
ま
で
自
在
に
遣
い
こ
な
す
。
そ
の
な
か
の
主
た

る
流
儀
に
は
四
〇
〇
年
以
上
の
伝
統
が
あ
る
。
そ
の
古
武
術

が
今
風
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
も
の
は
現
代
武
道
の
一
つ
に
も

数
え
ら
れ
て
お
り
、
原
型
と
さ
れ
る
古
伝
か
ら
見
る
と
か
な

り
懸
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
数
万
人
の
修
行

者
・
愛
好
者
が
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
師
範
は
斯
界
の
重
鎮

で
あ
る
。

Q
師
範
は
戦
前
に
外
地
で
生
を
享
け
た
。
父
親
の
仕
事
の

関
係
ゆ
え
で
あ
る
。
生
地
で
は
も
と
よ
り
、
内
地
に
帰
っ
て

か
ら
も
、
裕
福
な
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
た
。
非
常
に
鋭
敏

な
感
覚
を
持
つ
、
利
発
な
少
年
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
父
親
の
急
逝
で
生
活
は
暗
転
す
る
。
戦
争
も
激
化
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
た
め
、
一
家
は
山
深
い
村
に
疎
開
。
こ

の
奥
山
で
の
自
給
自
足
の
暮
ら
し
が
都
会
っ
子
の
身
体
を
造

り
替
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
受
け
た
ひ
ど
い
仕
打
ち
が
、
そ
れ
ま
で
お
と
な
し
か
っ
た

少
年
の
闘
争
心
に
火
を
つ
け
た
。

戦
後
の
混
乱
の
な
か
、
都
会
に
戻
っ
た
Q
少
年
は
、
同
い

歳
の
者
た
ち
に
数
年
遅
れ
て
学
校
に
通
い
は
じ
め
る
が
、
教

師
に
反
抗
し
、
喧
嘩
に
明
け
暮
れ
た
。
そ
の
後
、
縁
に
恵
ま

れ
て
大
学
に
入
っ
た
も
の
の
、
盛
り
場
に
入
り
浸
り
、
家
に

わ
ず
か
に
遺
さ
れ
て
い
た
財
産
を
使
い
は
た
す
。
す
さ
ん
だ

暮
ら
し
の
な
か
、
一
方
で
哲
学
的
、
思
索
的
な
傾
向
も
備
え

て
い
た
Q
青
年
は
、
生
の
意
味
を
求
め
て
懊
悩
し
、
何
度
も

自
死
を
考
え
、
実
行
寸
前
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

二
〇
歳
の
と
き
、
運
命
の
出
会
い
が
訪
れ
た
。
近
所
で
た

ま
た
ま
各
種
武
術
の
演
武
会
が
あ
り
、
何
の
気
な
し
に
見
に

行
っ
た
Q
青
年
は
、
ひ
と
り
の
武
術
家
の
演
武
に
強
く
心
を

動
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
座
に
入
門
。
こ
れ
が
武
術
人
生

の
は
じ
ま
り
と
な
っ
た
。
師
匠
は
武
術
を
教
え
て
く
れ
た
だ

け
で
な
く
、
若
い
弟
子
の
生
の
苦
悶
に
も
深
く
耳
を
傾
け
て
、

素
朴
な
信
仰
心
の
た
い
せ
つ
さ
を
説
き
、
の
ち
に
Q
青
年
が

全
国
の
観
音
を
巡
拝
す
る
こ
と
に
な
る
道
を
開
い
て
く
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
出
会
い
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、
Q
師
範
の
行

は
、
身
体
的
な
も
の
か
ら
霊
的
な
も
の
ま
で
ま
こ
と
に
幅
が

広
い
。
こ
こ
で
、
行
歴
の
概
要
を
示
し
て
お
こ
う
。
Q
青
年

は
、
師
匠
へ
の
入
門
以
後
、
学
生
時
代
も
、
そ
の
後
、
就
職

し
て
か
ら
も
激
し
い
稽
古
に
明
け
暮
れ
た
。
三
〇
代
半
ば
か

ら
は
仕
事
が
忙
し
く
な
り
、
し
ば
ら
く
遠
ざ
か
ら
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
が
、
身
体
に
変
調
を
き
た
し
た
こ
と
な
ど
を
き
っ

か
け
に
、
四
〇
代
に
入
っ
て
一
念
発
起
、
稽
古
を
再
開
し
た
。

稽
古
再
開
後
の
四
〇
代
前
半
に
は
、
精
神
的
、
霊
的
な
面

で
の
行
に
取
り
組
む
こ
と
も
増
え
て
い
く
。
た
と
え
ば
、
あ

る
有
力
な
老
師
の
参
禅
会
に
は
長
年
に
わ
た
っ
て
通
い
続
け

た
。
当
時
の
打
ち
込
み
ぶ
り
は
、
頻
回
に
参
加
で
き
る
よ
う

家
族
と
も
ど
も
転
居
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
う
か

が
え
る
。
坐
禅
に
関
し
て
は
、
あ
と
で
述
べ
る
と
お
り
、
四

〇
代
半
ば
に
あ
る
「
気
づ
き
」
を
得
る
に
至
っ
て
い
る
。

同
じ
く
四
〇
代
前
半
か
ら
は
、
あ
る
呼
吸
法
メ
ソ
ッ
ド
（
仮

称
）
に
も
徹
底
的
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
メ
ソ
ッ
ド
の
創
始

者
と
の
ひ
ょ
ん
な
出
会
い
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
ふ
た
り
は
、

た
ま
た
ま
、
同
じ
道
場
の
顧
問
を
務
め
て
い
て
、
そ
こ
で
知

り
合
っ
た
の
で
あ
る
。
Q
師
範
は
徐
々
に
そ
の
メ
ソ
ッ
ド
に

傾
倒
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
シ
ン
プ
ル
な
体
操
の
よ
う
で
い

て
、
じ
つ
は
西
洋
の
身
体
運
用
法
と
東
洋
の
気
の
操
法
を
融

合
さ
せ
た
高
度
な
体
系
だ
っ
た
。

こ
の
呼
吸
法
メ
ソ
ッ
ド
を
追
究
し
た
結
果
、
五
〇
歳
ご
ろ
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に
は
「
気
の
身
体
」
を
獲
得
し
、
身
体
的
お
よ
び
霊
的
な
「
能

力
の
拡
大
」
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
該
メ
ソ
ッ
ド

に
お
け
る
師
範
の
体
験
に
つ
い
て
は
次
節
で
あ
ら
た
め
て
述

べ
る
が
、
そ
う
し
た
特
性
や
能
力
の
獲
得
に
は
、
そ
の
こ
ろ
、

あ
る
著
名
な
神
職
の
も
と
で
古
神
道
の
行
法
に
ふ
れ
た
こ
と

も
大
き
く
寄
与
し
た
よ
う
で
あ
る
。

五
〇
代
前
半
に
退
職
し
て
か
ら
、
Q
師
範
は
稽
古
と
行
に

い
っ
そ
う
打
ち
込
ん
で
い
く
。
と
く
に
、
六
〇
歳
ご
ろ
か
ら

は
、
あ
る
先
達
の
導
き
の
も
と
で
本
格
的
な
滝
行
に
取
り
組

み
、
数
年
で
「
丹
田
の
完
成
」
へ
と
至
っ
た
。
こ
れ
は
、
四

〇
代
か
ら
呼
吸
法
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
っ
て
造
り
上
げ
た
「
気
の

周
流
す
る
身
体
」
と
い
う
基
盤
と
相
俟ま

っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
滝
行
を
契
機
に
流
祖
（
お

よ
そ
四
〇
〇
年
前
の
実
在
の
人
物
）
の
霊
と
の
交
流
が
生
じ
た
。

す
な
わ
ち
、
先
達
に
憑
依
し
た
流
祖
か
ら
Q
師
範
へ
の
術
技

の
霊
伝
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

3
身
心
変
容
の
基
盤

―
坐
禅
と
呼
吸
法
メ
ソ
ッ
ド

以
上
の
よ
う
に
Q
師
範
は
幅
広
い
行
歴
の
持
ち
主
だ
が
、

本
節
で
は
身
心
変
容
の
基
盤
と
な
っ
た
坐
禅
と
呼
吸
法
メ
ソ

ッ
ド
に
、
ま
た
次
節
で
は
身
心
変
容
の
精
華
と
も
い
う
べ
き

滝
行
と
霊
伝
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
こ
で
何
が
行
な
わ
れ
何

が
起
き
た
の
か
、
あ
ら
た
め
て
よ
り
詳
細
に
述
べ
る
。

ま
ず
は
、
四
〇
代
半
ば
の
坐
禅
に
お
け
る
「
気
づ
き
」
に

つ
い
て
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
師
範
は
、
さ
る
高
僧
の

も
と
で
坐
禅
に
励
ん
だ
。「
下
半
身
が
固
い
た
め
、
坐
禅
に
お

け
る
基
本
的
姿
勢
で
あ
る
両
足
を
組
む
結け

っ

跏か

趺ふ

坐ざ

は
き
つ
す

ぎ
」
て
、
坐
ろ
う
に
も
坐
れ
な
い
。
や
む
な
く
、「
片
足
だ
け

組
む
半
結
跏
で
坐
禅
を
す
る
」
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
き
つ
い
。

「
こ
の
姿
勢
で
腹
を
前
に
出
し
て
三
〇
分
も
坐
る
の
は
拷
問
で

す
」
と
は
師
範
の
弁
で
あ
る
。
師
範
に
し
て
み
れ
ば
不
自
然

き
わ
ま
り
な
い
姿
勢
な
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
ひ
た
す
ら
耐
え

な
が
ら
坐
り
続
け
て
い
た
。

あ
る
日
の
こ
と
、
時
間
が
経
過
す
る
う
ち
に
、「
下
半
身
の

痺
れ
が
激
痛
に
変
わ
っ
た
」。
そ
し
て
、「
足
の
痺
れ
と
激
痛

に
耐
え
難
く
な
っ
た
と
き
、
全
細
胞
が
異
常
な
透
明
感
に
な
」

っ
た
。
そ
れ
は
「
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
極
端
な
透

明
感
」
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
と
き
、「
丹
田
に
『
ど
さ
っ
』

と
何
か
が
響
い
た
。
目
を
上
げ
て
前
を
見
た
ら
、
数
メ
ー
ト

ル
前
で
坐
っ
て
お
ら
れ
る
老
師
の
前
に
あ
る
線
香
立
て
の
線

香
の
灰
が
落
ち
る
音
だ
っ
た
」。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。「
同
時
に
、天
空
で
鳴
い
て
い
た
雲ひ

ば
り雀

の
声
と
羽
ば
た
き
が
喧
し
い
ほ
ど
耳
も
と
で
聞
こ
え
た
。
と

い
う
よ
り
、
そ
れ
ら
が
頭
蓋
骨
内
に
入
っ
た
感
じ
だ
っ
た
」。

こ
れ
は
、
師
範
に
と
っ
て
、「
震
動
波
と
身
心
が
一
体
化
」
し

た
、
あ
る
い
は
「
対
立
的
距
離
が
消
え
、
灰
や
雲
雀
に
同
化
」

し
た
、
と
感
じ
ら
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
距
離
が

消
え
た
と
い
う
こ
と
は
時
間
も
消
え
た
と
実
感
認
識
し
た
」

の
で
あ
る
。

こ
こ
に
あ
る
の
は
、「
時
間
と
距
離
が
な
い
と
い
う
気
づ

き
」
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
と
き
、
眼
前
を
覆
っ
て
い

た
ベ
ー
ル
が
取
り
払
わ
れ
、
立
ち
籠
め
て
い
た
霧
が
一
気
に

消
え
去
っ
た
よ
う
な
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
感
覚
が
あ
っ
た
に

ち
が
い
な
い
。「
わ
れ
わ
れ
人
間
が
尺
度
と
し
て
い
る
時
間
、

空
間
、
距
離
と
い
う
概
念
と
次
元
が
ち
が
う
世
界
が
あ
る
と

い
う
こ
と
」「
無
意
味
と
い
う
次
元
が
存
在
す
る
こ
と
」
に
師

範
は
思
い
至
っ
た
。

坐
禅
な
ど
の
行
を
続
け
て
集
中
力
が
極
度
に
高
ま
っ
た
結

果
、「
無
意
識
の
内
に
非
常
な
意
識
凝
縮
を
生
じ
た
場
合
、
そ

の
場
の
空
間
の
時
間
分
断
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
生
じ
た
」。

た
と
え
ば
、「
わ
が
家
で
は
、
夫
婦
茶
碗
と
か
セ
ッ
ト
も
の
の

茶
碗
や
グ
ラ
ス
が
揃
っ
て
い
な
い
。
時
間
分
断
が
生
じ
た
と

き
は
、
家
族
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
落
と
し
て
壊
し
た
か
ら

だ
」。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
例
も
。「
あ
る
と
き
、
健
康
法
関

係
の
ビ
デ
オ
を
買
っ
た
。
ふ
ー
ん
、
と
思
い
な
が
ら
見
る
私

の
意
識
が
徐
々
に
凝
縮
し
て
い
っ
た
。
テ
ー
プ
の
終
わ
り
に

近
づ
い
た
と
き
、
画
像
に
パ
ッ
パ
ッ
と
白
画
面
が
流
れ
出
し

た
」。「
外
出
先
で
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
、
喫
茶
店
や

飲
み
屋
で
う
っ
か
り
会
話
に
意
識
凝
縮
を
し
て
し
ま
っ
た
と

き
に
は
、
勝
手
元
で
誰
か
が
ガ
チ
ャ
ン
と
物
を
落
と
し
た
」。

さ
す
が
に
困
る
の
で
、
以
来
、「
意
識
凝
縮
を
避
け
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
い
う
。

つ
ぎ
は
、
五
〇
歳
前
後
の
呼
吸
法
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る
「
気

の
身
体
」
の
獲
得
と
「
能
力
の
拡
大
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ

の
メ
ソ
ッ
ド
で
は
、
体
軸
や
呼
吸
を
意
識
し
な
が
ら
、
気
の

身
体
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
六
〇
以
上
の
簡
素
な
動

作
パ
タ
ー
ン
を
反
復
す
る
。
創
始
者
が
体
系
立
て
て
か
ら
約

四
〇
年
の
歴
史
が
あ
る
。
動
作
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
は
、「
ス
ワ

イ
シ
ョ
ウ
」（
ご
く
単
純
な
運
動
を
反
復
し
て
い
る
う
ち
に
自
動

感
が
出
て
く
る
）
を
原
型
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
そ
の
動
作
に
よ
り
何
が
得
ら
れ
る
の
か
、
自
宅
で
や
っ
て

み
て
い
た
。
約
三
〇
分
経
過
。
全
身
の
弛
緩
を
感
じ
て
中
止
。

両
足
が
床
に
吸
い
つ
い
た
感
じ
で
動
け
な
い
。
両
手
で
腿
を

抱
え
て
足
を
床
か
ら
離
し
た
。
そ
の
と
き
の
自
身
の
脳
内
状

態
を
『
な
る
ほ
ど
、
脳
波
が
ア
ル
フ
ァ
ー
波
に
な
っ
た
と
き

は
こ
の
感
じ
か
』
と
認
識
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
と
き
と
し

て
、
平
素
、
意
図
的
に
自
身
の
脳
波
を
ア
ル
フ
ァ
ー
波
状
態

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」。
そ
の
と
き
、
自
分

自
身
の
「
能
力
の
拡
大
を
自
覚
」
し
た
と
い
う
。

と
く
に
、「
丹
田
を
浮
か
し
て
震
動
さ
せ
る
」
技
術
と
感
覚

の
体
得
は
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
Q
師
範
は
、
体

術
に
お
け
る
特
異
な
崩
し
（
雷
動
）
や
得
物
つ
ま
り
武
器
を

通
し
て
の
無
反
動
の
打
撃
（
武
術
界
の
伝
説
と
な
っ
て
い
る
「
湯

呑
み
割
り
」）
を
実
現
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
呼
吸
法
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メ
ソ
ッ
ド
の
師
匠
が
弟
子
た
ち
に
手
本
を
見
せ
て
説
明
す
る

際
に
、
当
時
の
Q
師
範
を
「
気
で
投
げ
飛
ば
し
」
て
い
た
こ

と
か
ら
の
好
影
響
も
あ
っ
た
と
い
う
。
強
烈
な
気
で
床
板
に

垂
直
に
叩
き
つ
け
ら
れ
る
た
め
受
け
身
は
命
懸
け
で
、
全
身

の
即
座
の
脱
力
と
弛
緩
に
続
い
て
、
肩
口
が
床
面
に
接
触
す

る
瞬
間
に
衝
撃
を
相
殺
す
る
身
体
と
丹
田
の
運
用
を
お
の
ず

か
ら
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

4
身
心
変
容
の
精
華
―
滝
行
と
霊
異
相
承

師
範
に
よ
れ
ば
、
呼
吸
法
メ
ソ
ッ
ド
の
い
く
つ
か
の
動
作

パ
タ
ー
ン
と
あ
る
種
の
立
禅
だ
け
で
、「
相
当
程
度
、
気
の
周

流
が
よ
い
体
が
得
ら
れ
る
。
実
感
も
す
る
よ
う
に
な
る
」。
人

に
よ
っ
て
は
、
と
き
と
し
て
「
体
内
を
天
地
に
気
が
抜
け
る
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
生
じ
る
。
こ
の
こ
と
を
師
範
は
、
荘

子
の
い
う
「
真
人
は
踵
を
以
て
呼
吸
す｣

の
体
現
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
確
固
た
る
土
台
の
う
え
で
、
六
〇
代
前
半

に
は
、
滝
行
に
よ
る
「
丹
田
の
完
成
」
と
流
祖
か
ら
の
霊
伝

が
体
験
さ
れ
、
Q
師
範
の
身
心
変
容
は
結
実
を
迎
え
る
。
さ

て
、
こ
の
滝
行
に
は
意
外
な
前
提
条
件
が
あ
っ
た
。
師
範
は
、

育
っ
た
時
代
と
地
域
の
特
性
の
た
め
泳
げ
な
い
の
だ
と
い
う
。

「
し
た
が
っ
て
、
水
に
対
し
て
極
度
の
恐
怖
が
あ
る
」。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
坐
禅
と
呼
吸
法
メ
ソ
ッ
ド
で
培
わ
れ
た
丹
田

の
完
成
を
目
指
し
て
、
先
達
の
指
導
の
も
と
、
滝
に
入
る
決

心
を
し
た
の
で
あ
る
。

「
あ
と
に
は
引
け
な
い
。
作
法
通
り
の
手
順
を
踏
み
、
九
字

を
切
っ
て
入
滝
。
真
言
や
お
経
を
唱
え
」
る
。「
一
息
で
、
こ

れ
以
上
は
苦
し
く
て
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
真

言
を
唱
え
続
け
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
こ
う
な
っ
た
ら
ト

コ
ト
ン
や
る
と
腹
を
決
め
て
の
こ
と
な
が
ら
、
息
を
吸
う
と
、

鼻
か
ら
口
か
ら
水
が
飛
び
込
ん
で
く
る
。『
あ
あ
、
呼
吸
が
で

き
な
い
。
死
ん
で
し
ま
う
』
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
と
き
、
異

変
が
起
こ
」
っ
た
。

そ
の
と
き
、「
体
が
生
き
よ
う
と
し
て
反
応
し
、
無
意
識
の

う
ち
に
順
腹
式
呼
吸
と
逆
腹
式
呼
吸
の
乱
れ
打
ち
に
な
っ
た
」。

け
っ
し
て
意
図
的
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
り

「
一
気
に
丹
田
が
形
成
さ
れ
た
」。「
今
ま
で
と
ち
が
う
次
元
の

生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
露
」
だ
っ
た
。
滝
行
は
「
丹
田
形
成

に
は
最
短
距
離
の
方
法
と
言
え
る
」
と
い
う
の
が
、
経
験
に

も
と
づ
く
師
範
の
持
論
で
あ
る
。「
通
常
の
思
念
が
働
く
余
地

が
な
く
」
な
る
こ
と
が
「
異
次
元
へ
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
」
る

条
件
の
一
つ
に
な
る
、
と
師
範
は
考
え
て
い
る
。

Q
師
範
は
、
滝
行
を
重
ね
る
う
ち
に
、
以
下
の
よ
う
な
現

象
を
経
験
し
た
と
い
う
。
師
範
の
言
を
拙
著
か
ら
そ
の
ま
ま

引
用
し
て
み
る
。

滝
の
水
が
体
に
当
た
ら
な
く
な
る
事
が
あ
っ
た
。
オ
ー
ラ

体
な
い
し
幽
体
の
増
幅
に
よ
り
全
身
を
包
む
膜
が
で
き
て

肉
体
に
当
た
る
前
に
膜
の
表
面
を
滝
が
ス
リ
ッ
プ
し
て
し

ま
う
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

滝
の
な
か
で
は
目
は
開
け
て
い
る
よ
う
に
と
い
う
注
意
が

あ
っ
た
が
、
閉
眼
し
て
体
内
を
見
つ
め
る
こ
と
に
集
中
。
異

界
の
音
楽
と
思
わ
れ
る
も
の
も
聞
い
た
し
、
頭
蓋
骨
内
に

光
が
広
が
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

頭
蓋
骨
の
後
ろ
側
に
膨
ら
み
の
帯
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
、
先

達
か
ら
孫
悟
空
の
頭
の
金
輪
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
た
と
言

わ
れ
、
意
識
の
用
い
方
を
変
え
た
。

経
脈
の
分
断
。
意
識
の
集
中
が
シ
ャ
ー
プ
に
な
っ
た
ゆ
え

か
、
木
刀
に
よ
る
わ
ず
か
な
接
触
で
の
引
き
切
り
で
袈
裟

部
の
経
脈
の
分
断
が
生
じ
、
灸
で
回
復
。
ま
た
、
手
の
内

だ
け
の
打
ち
止
め
で
任
脈
を
分
断
。
気
功
治
療
で
回
復
。

以
降
、
意
識
の
用
い
方
を
弱
め
る
工
夫
を
し
た
。

幽
体
切
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
相
手
の
目
よ

り
数
十
セ
ン
チ
前
を
木
刀
で
切
り
、
そ
の
先
の
眼
球
表
面

に
出
血
さ
せ
た
こ
と
も
あ
る
。

さ
て
、
滝
行
開
始
か
ら
ま
も
な
く
、
流
祖
か
ら
の
霊
伝
も

は
じ
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
一
連
の
滝
行
の
先

達
を
務
め
た
人
物
は
、
Q
師
範
の
弟
子
で
あ
る
と
同
時
に
自

身
も
道
場
を
構
え
る
武
術
家
だ
っ
た
（
た
だ
し
、
Q
師
範
と
は

別
の
武
術
）。
そ
し
て
、
僧
籍
を
有
す
る
修
験
者
で
も
あ
っ
た
。

滝
行
の
先
達
を
務
め
る
と
い
う
の
は
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
、
単

に
何
度
も
滝
行
を
し
た
経
験
が
あ
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
。

結
界
を
張
る
力
、
解
く
力
を
は
じ
め
と
し
て
、
行
者
や
自
身

を
周
辺
の
霊
に
よ
る
悪
影
響
か
ら
守
っ
た
り
、
行
者
の
変
調

を
い
ち
早
く
察
知
し
て
適
切
な
処
置
を
施
し
た
り
で
き
る
力

も
要
る
。

Q
師
範
が
こ
の
弟
子
に
先
達
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
よ
う

依
頼
し
た
の
は
、
い
ま
述
べ
た
条
件
を
軽
々
と
満
た
す
異
能

の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
よ
う
な
先
達
に
流
祖
が
、
ま
た
と
き
に
は
流
派

の
先
師
た
ち
数
人
が
憑
依
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
憑
依
し
た

流
祖
や
先
師
た
ち
は
、
先
達
の
卓
越
し
た
身
体
能
力
を
利
用

し
て
、
Q
師
範
に
高
度
な
実
技
指
導
を
行
な
っ
た
。

伝
授
さ
れ
た
の
は
膨
大
な
体
系
で
、
流
派
に
今
も
伝
わ
っ

て
い
る
術
技
の
原
型
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
長
い
歳
月
の
流

れ
の
な
か
で
す
で
に
失
伝
し
て
し
ま
っ
た
術
技
ま
で
も
が
広

範
に
含
ま
れ
て
い
た
。
宗
教
の
伝
統
に
お
い
て
は
、
神
仏
や

祖
師
が
行
者
の
前
に
顕
現
し
て
奥
義
を
授
け
正
統
な
後
継
者

と
す
る
こ
と
が
稀
に
あ
り
、
霊
異
相
承
と
呼
ば
れ
る
が
、
武
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術
に
お
い
て
も
そ
れ
が
起
き
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
Q

師
範
の
場
合
は
、
実
技
を
通
し
て
の
身
体
的
な
伝
授
だ
っ
た

点
が
非
常
に
特
異
と
い
え
る
。

5
ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
N
選
手
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
と
ユ
ン
グ
派
の
技
法

Q
師
範
の
例
に
は
、
身
体
系
個
性
化
な
る
概
念
が
何
を
含

意
し
て
い
る
か
、
身
心
変
容
と
い
う
現
象
が
い
か
な
る
背
景

の
も
と
で
生
じ
る
か
、
じ
つ
に
多
く
の
示
唆
が
あ
る
。
た
だ

し
、
あ
る
意
味
で
、
か
な
り
特
殊
な
例
で
あ
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
も
う
ひ
と
り
、
今
度
は
あ
る
ト
ラ
イ
ア

ス
リ
ー
ト
の
身
体
系
個
性
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
追
い
な
が
ら
、
深

い
身
心
変
容
に
共
通
す
る
特
徴
の
抽
出
を
試
み
た
い
。

N
選
手
は
三
〇
代
前
半
の
男
性
で
あ
る
。
そ
の
過
酷
さ
ゆ

え
に
「
鉄
人
レ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
る
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
学

生
時
代
に
は
じ
め
、
卒
業
後
も
、
仕
事
の
傍
ら
、
有
力
な
コ

ー
チ
の
も
と
で
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
て
き
た
。
そ

し
て
、
そ
の
年
、
は
じ
め
て
の
世
界
選
手
権
出
場
を
目
指
し

て
い
た
。
結
果
を
左
右
す
る
の
は
メ
ン
タ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
考
え
ら
れ
た
。
認
知
行
動
療
法
ベ
ー
ス
の
一
般
的
メ
ン

タ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
す
で
に
な
さ
れ
て
お
り
、
N
選
手

自
身
の
あ
り
方
が
求
道
者
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ユ

ン
グ
派
の
方
法
が
選
ば
れ
た
。
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。

も
う
少
し
説
明
し
よ
う
。
日
々
、
極
限
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
重
ね
る
だ
け
で
な
く
、
身
体
操
作
の
細
か
い
修
正
や
調
整

を
繰
り
返
し
て
も
い
る
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
、
勝
負
の
行

方
を
左
右
す
る
も
の
は
い
わ
ゆ
る
「
メ
ン
タ
ル
」
に
な
る
。
だ

か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
、
思
い
描
い
た
イ
メ

ー
ジ
ど
お
り
身
体
に
パ
フ
ォ
ー
ム
さ
せ
よ
う
と
す
る
メ
ン
タ

ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
身
体
を
心
に
強
引
に
従
わ
せ
よ
う
と

す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
比
較
的
短
時
間
で
競
技
が
終
わ
る
種

目
な
ら
、
そ
れ
も
悪
く
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
長
丁
場
の

種
目
に
な
る
と
、
身
体
を
心
に
従
属
さ
せ
た
り
無
意
識
的
な

も
の
を
意
識
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
し
続
け
る
こ
と
に
は

そ
も
そ
も
無
理
が
あ
る
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
命
取
り
に
も

な
り
か
ね
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
身
体
と
心
の
調
和
、
無

意
識
と
意
識
の
和
解
を
よ
り
重
視
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う

の
も
あ
り
う
る
。

ユ
ン
グ
派
の
分
析
で
は
、
そ
の
よ
う
な
点
を
と
り
わ
け
た

い
せ
つ
に
し
て
い
る
。
代
表
的
な
技
法
と
し
て
は
、
夢
分
析
、

ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・

ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
な
ど
が
あ
る
。
N
選
手
の
場
合
は
前
二
者
が

用
い
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
N
選
手
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
あ
げ
る
の
で
、
そ
の
方
法
を
簡
単
に
説

明
し
て
お
こ
う
。

ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
ユ
ン
グ
の
創
始
し

た
技
法
で
、
イ
マ
ジ
ナ
ー
が
無
意
識
と
直
接
に
イ
メ
ー
ジ
を

介
し
た
や
り
と
り
を
行
な
い
、
全
体
性
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
指
す4

。
こ
の
場
合
、「
無
意
識
」
に
は
身
体
も
含
ま
れ
る
。

も
う
少
し
具
体
的
に
い
う
と
、
想
像
の
世
界
に
「
私
」
が
主

人
公
と
な
っ
て
入
り
込
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
生
き
物
や
自

然
現
象
と
交
流
し
て
い
く
、
い
く
ぶ
ん
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
・

ゲ
ー
ム
に
も
似
た
方
法
で
あ
る
。
そ
う
し
た
交
流
を
す
る
な

か
で
、
自
分
の
望
み
と
相
手
の
そ
れ
と
を
摺
り
合
わ
せ
、
折

り
合
え
る
一
線
を
探
す
の
だ
。
そ
れ
は
一
つ
の
物
語
と
な
る
。

主
人
公
と
し
て
の
「
私
」
は
意
識
の
立
場
を
代
表
し
て
い

る
。
一
方
、
周
囲
の
事
物
や
で
き
ご
と
は
す
べ
て
無
意
識
に

由
来
す
る
の
で
、
そ
れ
ら
が
動
い
た
り
変
化
し
た
り
し
た
な

ら
、
そ
こ
に
無
意
識
か
ら
意
識
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
意
識
を
代
表
す
る
「
私
」
は

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
意
味
を
理
解
し
、
こ
こ
ま
で
な
ら
受
け

入
れ
可
能
、
そ
の
た
め
に
は
こ
う
い
う
交
換
条
件
を
呑
ん
で

ほ
し
い
、
と
い
っ
た
返
事
を
行
動
や
言
葉
で
返
す
。
そ
う
し

た
折
衝
を
重
ね
て
両
者
が
合
意
に
達
す
れ
ば
、
意
識
と
無
意

識
の
、
あ
る
い
は
心
と
身
体
の
乖
離
は
癒
さ
れ
る
。
全
体
性

の
成
就
で
あ
る5

。
こ
の
よ
う
に
し
て
織
り
な
さ
れ
た
物
語
は
、

意
識
に
よ
る
恣
意
的
創
作
で
は
な
い
。
意
識
と
無
意
識
と
の

共
同
作
業
の
成
果
で
あ
る
。

6
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ア
リ
テ
ィ

以
下
、
N
選
手
の
数
か
月
に
わ
た
る
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
イ
マ

ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
提
示
す
る
が
、
長
く
な
る
の
で
、
こ
こ
で

は
要
約
の
み
に
と
ど
め
る
。
あ
と
で
考
察
し
て
い
く
う
え
で

と
く
に
重
要
な
箇
所
は
「　

」
で
括
っ
て
示
し
て
お
く
。
な

お
、
一
連
の
物
語
が
進
展
す
る
な
か
で
起
き
た
現
実
の
で
き

ご
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
記
す
こ
と
に
す
る
。

イ
マ
ジ
ナ
ー
（「
私
」）
は
岬
の
草
原
で
出
会
っ
た
狐
に
導

か
れ
て
、
崖
下
の
洞
窟
に
入
っ
て
い
く
。
奥
に
は
重
い
岩
の

扉
が
あ
っ
た
。
わ
ず
か
に
開
い
た
扉
か
ら
は
白
い
光
が
漏
れ

出
て
い
る
が
、
何
か
が
向
こ
う
側
か
ら
扉
を
閉
め
よ
う
と
し

て
い
る
。
巨
大
な
脳
の
よ
う
に
も
見
え
た
が
、
正
体
は
老
い

た
亀
だ
っ
た
。
狐
は
さ
き
に
扉
の
向
こ
う
に
跳
び
込
ん
で
、
イ

マ
ジ
ナ
ー
を
誘
う
。
イ
マ
ジ
ナ
ー
は
手
足
を
差
し
込
ん
で
力

ま
か
せ
に
扉
を
開
こ
う
と
す
る
が
、
ま
っ
た
く
歯
が
立
た
な

い
。〈
ど
う
し
て
扉
を
閉
め
る
〉
と
問
い
か
け
る
も
、
ゆ
っ
く

り
顔
を
上
げ
た
亀
は
〈
お
ま
え
に
聞
け
〉
と
し
か
言
わ
な
い
。

イ
マ
ジ
ナ
ー
は
途
方
に
暮
れ
る
（
以
上
、
四
月
二
〇
日
〜
五
月

一
四
日
）。

五
月
一
五
日
の
国
内
レ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
直
前
、
N
選
手

は
突
然
、〈
自
分
で
扉
を
開
け
ろ
〉
と
い
う
亀
の
声
を
聞
く
。

レ
ー
ス
が
は
じ
ま
る
と
い
わ
ゆ
る
ゾ
ー
ン
体
験
が
生
じ
、
自
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己
最
高
の
好
成
績
を
あ
げ
た
。
ア
ス
リ
ー
ト
の
い
う
ゾ
ー
ン
、

宗
教
家
や
神
秘
家
の
い
う
法
悦
、
芸
術
家
の
い
う
美
的
恍
惚

は
、
一
括
し
て
フ
ロ
ー
と
呼
ば
れ
る
。
苦
も
な
く
行
為
で
き
、

世
界
と
全
面
的
に
一
体
化
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
特
別
な

状
態
を
指
す
。
行
為
の
目
標
が
明
確
で
、
瞬
間
瞬
間
の
結
果

か
ら
即
座
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
あ
り
、
有
し
て
い
る
技
能

で
ち
ょ
う
ど
処
理
で
き
る
程
度
の
課
題
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

に
没
頭
し
て
い
る
と
き
に
起
き
や
す
い
。
そ
こ
に
は
、
完
全

な
集
中
、
自
我
の
消
失
、
時
間
感
覚
の
歪
み
な
ど
を
と
も
な

う
。
す
な
わ
ち
、
行
為
と
意
識
が
一
体
化
し
て
努
力
が
不
要

と
な
り
、
自
我
‐
意
識
は
消
え
去
っ
て
、
時
間
の
経
ち
方
が

速
く
、
あ
る
い
は
遅
く
感
じ
ら
れ
る6

。

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
戻
ろ
う
。
イ
マ
ジ
ナ
ー
は
扉
を
こ

じ
あ
け
よ
う
と
す
る
。
裸
の
「
自
分
が
見
え
る
」
が
、
頭
が

な
く
な
っ
て
い
る
。
扉
は
徐
々
に
開
く
。
し
か
し
、「
原
爆
の

よ
う
な
光
」
に
押
し
戻
さ
れ
て
進
め
な
い
。
身
体
は
光
と
の

境
が
な
く
な
り
、
腹
の
と
こ
ろ
に
目
を
閉
じ
た
ま
ま
の
顔
の

輪
郭
だ
け
が
ぼ
ん
や
り
浮
か
ん
で
い
る
。
白
い
空
間
に
「
白

い
デ
ス
マ
ス
ク
」
の
よ
う
な
顔
だ
け
が
あ
り
、
あ
と
は
ひ
た

す
ら
続
く
大
き
な
壁
の
よ
う
な
身
体
。「
時
空
が
歪
ん
で
い

る
」
感
覚
。
亀
が
言
う
。〈
お
ま
え
は
向
こ
う
へ
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
〉。
狐
の
鈴
の
音
が
聞
こ
え
る
。
イ
マ
ジ
ナ
ー
が

顔
を
前
へ
突
き
出
そ
う
と
む
な
し
く
試
み
て
い
る
と
、
再
び

亀
が
言
う
。〈
身
体
で
は
前
に
進
ま
ぬ
。
魂
で
進
め
〉。

静
か
に
あ
た
り
の
様
子
を
感
じ
と
ろ
う
と
す
る
と
、
イ
マ

ジ
ナ
ー
の
顔
は
輪
郭
が
ぼ
や
け
、「
融
け
出
し
た
鉛
か
水
銀
」

が
流
れ
る
よ
う
に
壁
を
伝
い
降
り
る
。
そ
し
て
、
亀
の
ほ
う

に
近
づ
く
。
そ
こ
に
亀
の
涙
が
落
ち
る
や
、「
湯
気
の
よ
う
な

も
の
」
が
立
ち
昇
る
。
イ
マ
ジ
ナ
ー
の
意
識
は
液
体
か
ら
抜

け
出
し
、
そ
の
「
黄
金
の
雲
」
に
移
っ
て
い
る
（
以
上
、
五

月
一
五
日
〜
六
月
一
二
日
）。
―
現
実
に
お
い
て
は
、
N
選

手
は
、
六
月
半
ば
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
負
傷
し
た
が
、
暫
時

の
静
養
後
、
無
理
の
で
き
な
い
な
か
で
従
来
に
な
い
脱
力
状

態
を
実
感
し
な
が
ら
好
記
録
を
出
し
た
。

〈
さ
あ
、
行
き
な
さ
い
〉
と
亀
。
砂
金
の
雲
に
な
っ
た
イ
マ

ジ
ナ
ー
は
、
ベ
ー
ル
の
体
と
な
っ
て
、
閉
ま
っ
て
い
く
扉
を

吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
す
り
抜
け
る
。
そ
こ
に
は
「
大
き
な

蛇
」。
強
風
が
吹
き
つ
け
る
。
狐
が
走
り
寄
っ
て
く
る
鈴
の
音

が
す
る
。
空
が
大
き
く
回
り
は
じ
め
た
。「
竜
巻
」
が
来
る
。

吹
き
上
げ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
イ
マ
ジ
ナ
ー
は
、
ベ
ー
ル
の

体
を
狐
に
巻
き
つ
け
る
。
蛇
は
風
に
引
き
つ
け
ら
れ
、
竜
の

よ
う
に
伸
び
て
、
竜
巻
の
中
心
に
持
ち
上
げ
ら
れ
て
い
く
。
イ

マ
ジ
ナ
ー
が
の
っ
た
狐
は
蛇
に
つ
か
ま
り
、
と
も
に
上
方
へ
。

狐
の
体
か
ら
毛
が
抜
け
は
じ
め
て
、
し
だ
い
に
裸
の
人
間
に

な
り
、
鈴
の
つ
い
た
金
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
し
た
イ
マ
ジ
ナ
ー

に
な
っ
た
。
イ
マ
ジ
ナ
ー
は
蛇
の
背
の
上
を
歩
い
て
登
る
。

竜
巻
の
て
っ
ぺ
ん
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
風
は
お
さ
ま
り
は
じ

め
、
上
方
へ
の
力
も
弱
く
な
っ
て
き
た
。
イ
マ
ジ
ナ
ー
は
蛇

の
頭
の
と
こ
ろ
ま
で
走
る
。
蛇
は
イ
マ
ジ
ナ
ー
を
押
し
上
げ

る
よ
う
に
し
て
竜
巻
の
て
っ
ぺ
ん
の
輪
の
外
へ
出
す
と
、
力

尽
き
て
落
ち
て
い
く
。

イ
マ
ジ
ナ
ー
は
落
ち
な
い
よ
う
に
地
面
に
し
が
み
つ
く
。
土

の
に
お
い
と
草
の
に
お
い
。
ゆ
っ
く
り
起
き
上
が
ろ
う
と
す

る
と
、
左
斜
め
前
に
一
匹
の
狐
が
い
る
。
親
狐
だ
ろ
う
か
。

逞
し
さ
と
厳
し
さ
、
鋭
い
目
つ
き
。
し
か
し
、
や
さ
し
さ
を

感
じ
さ
せ
る
眼
光
が
あ
る
。
イ
マ
ジ
ナ
ー
は
夕
暮
れ
の
海
を

見
下
ろ
す
小
高
い
丘
に
立
つ
。
身
体
が
一
ま
わ
り
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
野
生
の
身
体
で
あ
る
。
突
然
、
左
側
か
ら
強
い

風
。
イ
マ
ジ
ナ
ー
と
狐
の
身
体
は
、
砂
で
で
き
て
い
る
か
の

よ
う
に
、
頭
か
ら
順
に
下
方
へ
風
に
飛
ば
さ
れ
は
じ
め
た
。
海

の
ほ
う
へ
、
小
さ
な
粒
に
な
っ
て
、
風
と
と
も
に
広
が
っ
て

い
く
（
以
上
、
六
月
一
三
日
〜
六
月
二
五
日
）。
―
N
選
手
は

六
月
二
五
日
の
国
内
レ
ー
ス
で
も
ゾ
ー
ン
を
体
験
、
自
己
記

録
を
更
新
す
る
好
成
績
を
お
さ
め
た
。

イ
マ
ジ
ナ
ー
は
空
高
く
舞
い
上
が
る
。
海
岸
沿
い
も
丘
の

向
こ
う
も
見
え
る
。
海
へ
入
っ
て
い
る
一
粒
の
イ
マ
ジ
ナ
ー

も
い
れ
ば
、
地
面
や
川
の
ほ
と
り
に
落
ち
た
イ
マ
ジ
ナ
ー
も

い
る
。
火
山
に
落
ち
て
地
球
内
部
へ
入
っ
た
イ
マ
ジ
ナ
ー
も
、

雲
の
上
、
宇
宙
ま
で
来
た
イ
マ
ジ
ナ
ー
も
い
る
。
宇
宙
ま
で

来
て
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら
青
い
地
球
を
見

て
い
る
イ
マ
ジ
ナ
ー
に
、
小
さ
な
黒
い
粒
が
近
づ
い
て
き
て

く
っ
つ
い
た
。
い
っ
し
ょ
に
風
に
飛
ば
さ
れ
た
親
狐
の
一
粒

だ
と
わ
か
る
。
親
狐
が
話
し
か
け
て
く
る
。〈
さ
あ
、
帰
ろ
う

か
〉。
黒
い
粒
が
イ
マ
ジ
ナ
ー
を
ゆ
っ
く
り
と
地
球
へ
引
っ
張

っ
て
い
く
。
イ
マ
ジ
ナ
ー
は
黒
い
粒
に
話
し
か
け
る
。〈
待
っ

て
。
ま
だ
や
り
残
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
だ
祈
っ
て
い
な
い
〉。

黒
い
粒
は
い
っ
た
ん
止
ま
っ
た
。

ゆ
っ
く
り
と
下
降
し
て
い
く
イ
マ
ジ
ナ
ー
に
、
散
ら
ば
っ

て
い
た
イ
マ
ジ
ナ
ー
自
身
と
狐
の
無
数
の
粒
が
次
々
に
く
っ

つ
い
て
い
く
。
両
者
は
同
化
し
て
徐
々
に
重
く
な
り
、
大
き

く
な
り
、
も
と
の
姿
に
戻
り
な
が
ら
下
降
す
る
。
雲
の
な
か

を
通
り
抜
け
る
と
、
も
と
い
た
小
高
い
丘
の
草
の
上
に
横
た

わ
っ
て
い
た
。
う
つ
ぶ
せ
の
イ
マ
ジ
ナ
ー
。
少
し
逞
し
く
な

っ
て
い
る
。
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
る
（
以
上
、
六
月
二
九
日

〜
七
月
二
六
日
）。
―
N
選
手
は
こ
う
し
て
、
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
現
実
に
お
い
て
限
界
の
調
整
を
試
み
な
が
ら
、
あ

と
の
レ
ー
ス
で
も
連
続
し
て
好
成
績
を
残
し
、
つ
い
に
は
世

界
選
手
権
出
場
を
は
た
し
た
。
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
は
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
続
け
ら
れ
、
選
手
生
命
の
問

題
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
た
が
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は

割
愛
す
る
。

7
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
起
き
て
い
た
こ
と

N
選
手
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
の
な
か
で
何
が
起
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き
て
い
た
の
か
、
ユ
ン
グ
派
深
層
心
理
学
の
立
場
か
ら
の
解

釈
を
示
し
て
お
こ
う
。
た
だ
し
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
象

徴
的
か
つ
多
義
的
な
も
の
な
の
で
、
あ
く
ま
で
も
、
数
あ
る

可
能
な
解
釈
の
う
ち
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
が
。
と
こ
ろ
で
、
以

下
の
解
説
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て

お
い
て
ほ
し
い
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
。

ユ
ン
グ
は
し
ば
し
ば
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
・
ヨ
ー
ガ
の
象
徴
学

を
解
釈
に
援
用
し
た7

。
グ
ロ
ス
・
ボ
デ
ィ
（
粗
大
身
。
目
に
見

え
る
肉
体
）
と
サ
ト
ル
・
ボ
デ
ィ
（
微み

細さ
い

身し
ん

ま
た
は
精
妙
体
。
肉

体
と
重
な
っ
て
存
在
す
る
イ
マ
ジ
ナ
ル
な
不
可
視
の
身
体
）
を
人

間
の
あ
り
方
の
本
質
的
二
重
性
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
捉

え
た
う
え
で
、
こ
の
サ
ト
ル
・
ボ
デ
ィ
の
構
造
内
に
存
在
す

る
一
連
の
チ
ャ
ク
ラ
を
、
個
性
化
の
諸
段
階
に
お
け
る
特
有

な
意
識
の
局
在
を
示
す
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
ユ
ン
グ
は
錬
金
術
に
も
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
。

晩
年
の
ほ
と
ん
ど
を
か
の
術
の
深
層
心
理
学
的
研
究
に
費
や

し
て
い
る8

。
錬
金
術
に
関
す
る
ユ
ン
グ
の
重
要
な
発
見
は
二

つ
あ
っ
た
。
第
一
に
、
錬
金
術
で
は
、
錬
金
術
師
自
身
の
心

理
学
的
な
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
物
質
の
化
学
的
な
変
容
の

プ
ロ
セ
ス
に
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
錬
金
術
の

本
質
は
錬
金
術
師
に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
、
錬

金
術
師
た
ち
が
獲
得
を
目
指
し
て
い
た
の
は
、
物
質
的
な
「
卑

俗
な
黄
金
」
で
は
な
く
、
サ
ト
ル
な
「
わ
れ
ら
が
黄
金
」
で

あ
り
、
ユ
ン
グ
流
に
い
え
ば
、
内
な
る
究
極
の
価
値
と
し
て

の
セ
ル
フ
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

ユ
ン
グ
は
、
心
と
身
体
が
重
な
る
領
域
、
心
と
身
体
が
つ

な
が
る
領
域
と
し
て
、
類
心
的
無
意
識
と
い
う
層
の
存
在
を

仮
定
し
て
い
る9

。
心
の
な
か
に
深
く
深
く
降
り
て
い
く
と
、
個

人
的
無
意
識
、
集
合
的
無
意
識
な
ど
の
層
を
経
て
、
つ
い
に

は
心
理
的
と
も
生
理
的
と
も
区
別
の
つ
か
な
い
層
に
達
す
る
。

心
的
な
よ
う
で
い
て
も
は
や
心
的
と
は
い
い
き
れ
な
い
、
ま

さ
に
類0

心
的
な
無
意
識
層
で
あ
る
。
ユ
ン
グ
に
と
っ
て
、
ク

ン
ダ
リ
ニ
ー
・
ヨ
ー
ガ
の
象
徴
学
も
錬
金
術
の
象
徴
学
も
、
類

心
的
無
意
識
の
隠
さ
れ
た
秘
密
を
解
き
明
か
す
た
め
に
不
可

欠
な
鍵
だ
っ
た
。

N
選
手
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
ら
た
め
て
見
て
み
よ

う
。
イ
マ
ジ
ナ
ー
の
前
に
は
グ
ロ
ス
・
ボ
デ
ィ
で
は
超
え
ら

れ
な
い
境
界
が
出
現
し
た
が
、
そ
こ
を
サ
ト
ル
・
ボ
デ
ィ
と

な
っ
て
突
破
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
明
瞭
な
自
己
像
視
（「
自

分
が
見
え
る
」）
や
た
だ
な
ら
ぬ
時
空
体
験
（「
時
空
が
歪
ん
で

い
る
」）
な
ど
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
臨
床
的
に
は
解
離

状
態
と
見
な
し
う
る
。

解
離
状
態
に
な
っ
た
原
因
は
、「
原
爆
の
よ
う
な
光
」
と
重

ね
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
そ
こ
で
生
じ
た
一
種
の
ト
ラ
ウ
マ

に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
解
離
は
、
近
年
、
し
ば
し
ば
M
P
D
（
多

重
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
）
や
P
T
S
D
（
心
的
外
傷
後
ス
ト

レ
ス
障
害
）
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
多
く
は
ト
ラ
ウ
マ
に
起
因
す
る
。
ト
ラ
ウ
マ
は

一
般
に
、
死
に
直
面
す
る
よ
う
な
深
刻
な
危
機
状
況
で
生
じ

る
も
の
と
さ
れ
る
。

N
選
手
の
場
合
、
現
実
に
お
い
て
、
ま
さ
に
死
を
垣
間
見

る
ほ
ど
の
限
界
を
超
え
た
激
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
連
続
が

あ
る
。
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
も
、
そ
れ
に
照
応
す

る
よ
う
な
、
グ
ロ
ス
・
ボ
デ
ィ
が
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
い
致

死
的
な
光
を
浴
び
て
い
る
。
こ
れ
が
ト
ラ
ウ
マ
に
な
り
う
る

こ
と
は
理
解
で
き
る
。
深
刻
な
状
況
に
よ
る
ト
ラ
ウ
マ
の
影

響
は
、
一
見
し
て
わ
か
る
怪
我
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
身

体
（
ざ
っ
く
り
い
え
ば
中
枢
神
経
系
）
に
刻
み
込
ま
れ
る
と
さ

れ
て
い
る10

。

中
枢
神
経
系
は
脳
と
脊
髄
か
ら
成
る
が
、
夢
や
イ
マ
ジ
ネ

ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
脳
は
亀
、
脊
髄
は
蛇
の
イ
メ
ー
ジ

を
通
し
て
体
験
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
イ
マ
ジ
ナ
ー
が
、

一
連
の
物
語
の
前
半
で
は
巨
大
な
亀
と
折
衝
を
重
ね
、
後
半

で
は
大
蛇
な
い
し
は
竜
と
の
交
感
に
よ
っ
て
変
容
し
て
い
く

の
は
偶
然
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
ト
ラ
ウ
マ
が

イ
マ
ジ
ナ
ー
の
サ
ト
ル
・
ボ
デ
ィ
体
験
を
引
き
出
し
て
お
り
、

グ
ロ
ス
・
ボ
デ
ィ
と
サ
ト
ル
・
ボ
デ
ィ
を
架
橋
し
た
こ
と
に

注
目
し
た
い
。

い
っ
た
ん
サ
ト
ル
・
ボ
デ
ィ
と
化
し
て
か
ら
は
、
錬
金
術

や
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
・
ヨ
ー
ガ
の
象
徴
学
に
符
合
す
る
イ
メ
ー

ジ
の
展
開
が
見
ら
れ
る
。「
鉛
」
は
錬
金
術
の
原
料
（
第
一
質

料
）
の
象
徴
と
し
て
、「
水
銀
」
は
術
の
成
否
の
鍵
と
な
る
ア

ル
カ
ヌ
ム
（
秘
密
物
質
）
の
象
徴
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
流

動
す
る
ア
マ
ル
ガ
ム
か
ら
水
銀
を
気
化
さ
せ
て
黄
金
を
抽
出

す
る
こ
と
は
基
本
的
な
オ
プ
ス
（
錬
金
作
業
）
の
一
つ
で
あ
る
。

液
体
金
属
に
な
っ
た
イ
マ
ジ
ナ
ー
の
身
体
が
つ
ぎ
に
は
黄
金

の
微
粒
子
と
な
っ
て
蒸
散
す
る
こ
と
は
、
オ
プ
ス
が
霊
的
な

次
元
に
進
展
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
・
ヨ
ー
ガ
に
お
い
て
は
、
行
者
の

骨
盤
底
の
チ
ャ
ク
ラ
、
ム
ー
ラ
ー
ダ
ー
ラ
で
覚
醒
し
た
蛇
（
ク

ン
ダ
リ
ニ
ー
）
が
脊
髄
に
沿
っ
て
上
昇
す
る
。
そ
し
て
、
ク
ン

ダ
リ
ニ
ー
が
横
隔
膜
を
超
え
て
心
臓
の
チ
ャ
ク
ラ
、
ア
ナ
ー

ハ
タ
に
到
達
し
た
と
き
、
ユ
ン
グ
心
理
学
的
観
点
か
ら
い
う

な
ら
、
集
合
的
、
本
能
的
、
身
体
的
な
諸
力
が
統
制
さ
れ
て

個
の
確
立
が
は
じ
ま
る
に
至
る
。
ア
ナ
ー
ハ
タ
に
お
い
て
は

プ
ル
シ
ャ
（
セ
ル
フ
）
を
垣
間
見
る
、
と
い
わ
れ
る
所
以
で

あ
る11

。
イ
マ
ジ
ナ
ー
が
、
み
ず
か
ら
の
サ
ト
ル
・
ボ
デ
ィ
で
も
っ

て
蛇
と
と
も
に
竜
巻
の
な
か
を
上
昇
し
て
い
く
の
は
、
ク
ン

ダ
リ
ニ
ー
の
た
ど
る
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ア
ナ
ー

ハ
タ
は
、
心
臓
が
肺
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
空
気
ま
た
は
風
の
特
性
を
持
つ
チ
ャ
ク
ラ
で
あ
り
、

暗
く
混
沌
と
し
た
地
中
（
腹
腔
）
を
這
い
上
が
っ
て
き
た
ク

ン
ダ
リ
ニ
ー
が
横
隔
膜
と
い
う
地
平
線
を
超
え
て
空
気
の
領

域
（
胸
腔
）
に
抜
け
出
た
こ
と
を
象
徴
す
る12

。
N
選
手
が
経
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験
し
た
ゾ
ー
ン
や
自
己
記
録
更
新
は
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ

ス
が
リ
ア
リ
テ
ィ
の
な
か
に
実
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
降
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
は
超
越
的
な
領
域
に
向
か
う
。

そ
れ
は
、
イ
マ
ジ
ナ
ー
の
無
数
の
粒
子
が
遍
在
し
宇
宙
に
ま

で
達
し
て
い
る
こ
と
と
照
応
す
る
。
そ
こ
で
は
、
解
離
と
し

て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
た
「
時
空
の
歪
み
」
が
「
時
空
の
超

越
」
へ
と
変
容
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
、
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
自
我
膨
張
）
が
生
じ
る
危
険
を
と
も
な
う
。
イ

マ
ジ
ナ
ー
が
狐
に
促
さ
れ
て
抑
制
を
保
っ
た
の
は
、
現
実
か

ら
の
遊
離
を
防
ぐ
に
は
賢
明
だ
っ
た
。
ユ
ン
グ
も
、
心
理
学

的
に
意
味
の
あ
る
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
ア
ナ
ー

ハ
タ
と
そ
の
上
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ッ
ダ
あ
た
り
ま
で
だ
と
い
っ
て

い
る
。
宗
教
的
に
は
さ
ら
に
上
も
重
要
だ
が
、
そ
こ
で
は
も

は
や
個
が
消
滅
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る13

。

8
Q
師
範
と
N
選
手
の
身
心
変
容

以
上
、
武
術
家
Q
師
範
の
坐
禅
、
呼
吸
法
メ
ソ
ッ
ド
、
滝

行
、
霊
伝
に
よ
る
身
心
変
容
、
そ
し
て
ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト

N
選
手
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
身
心

変
容
を
見
て
き
た
。
活
躍
す
る
領
域
、
年
齢
や
時
代
背
景
、

身
心
変
容
の
目
的
、
た
が
い
に
似
て
も
似
つ
か
ぬ
二
つ
の
事

例
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
私
の
ほ
う
の
研
究
方
法
も
ま

っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
か
た
や
、
記
録
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
か
ら
の
事
例
研
究
、
か
た
や
、
臨
床
的
な
デ
ザ
イ
ン
に

沿
っ
た
事
例
研
究
で
あ
る
。

こ
れ
を
一
つ
に
ま
と
め
る
に
は
難
が
あ
る
。
し
か
し
、 

そ
の
こ
と
は
百
も
承
知
で
、
あ
え
て
二
例
の
身
体
系
個
性
化

に
お
け
る
身
心
変
容
の
共
通
点
を
探
し
て
み
た
い
。
さ
い
わ

い
に
し
て
な
に
か
し
ら
の
共
通
点
が
見
つ
か
っ
た
な
ら
、
両

事
例
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
懸
隔
が
大
き
い
分
、
か
え 

っ
て
意
味
深
い
示
唆
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ

う
。あ

く
ま
で
も
大
雑
把
な
試
論
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、
私
と

し
て
は
、
大
方
の
納
得
を
得
や
す
い
範
囲
内
で
少
な
く
と
も

三
点
、
私
た
ち
の
武
術
家
と
ア
ス
リ
ー
ト
の
身
心
変
容
の
共

通
点
を
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

第
一
点
は
、
身
体
と
心
の
両
面
に
関
わ
る
徹
底
的
な
行
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
重
ね
る
な
か
で
、
実
際
に
、
あ
る
い

は
象
徴
的
に
死
に
瀕
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
わ
ば
人
工
的
な

ト
ラ
ウ
マ
を
負
い
、
そ
れ
が
身
体
に
刻
み
込
ま
れ
る
過
程
で
、

時
間
や
空
間
の
歪
み
、
類
心
的
無
意
識
領
域
に
ま
つ
わ
る
病

理
的
な
経
験
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Q
師
範
の
場

合
で
い
え
ば
、「
時
間
分
断
」
や
「
孫
悟
空
の
頭
の
金
輪
の
形

成
」
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
N
選
手
に
お
い
て
は
、
イ
マ

ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
の
自
己
像
視
や
文
字
ど
お
り
「
時

空
が
歪
ん
で
い
る
」
感
覚
な
ど
が
あ
る
。

第
二
点
は
、
伝
統
的
な
行
の
作
法
や
手
順
、
確
立
さ
れ
た

深
層
心
理
学
的
な
技
法
な
ど
、
先
人
の
経
験
を
も
と
に
構
造

化
さ
れ
て
い
る
身
体
と
心
の
管
理
の
も
と
で
、
く
だ
ん
の
人

工
的
ト
ラ
ウ
マ
は
癒
し
に
向
か
い
、
サ
バ
イ
バ
ー
は
死
の
位

相
と
再
生
の
位
相
を
往
還
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
な
か
で
、

時
空
の
歪
み
は
時
空
の
超
越
へ
と
、
ま
た
類
心
的
無
意
識
に

ま
つ
わ
る
病
理
は
超
越
的
な
経
験
へ
と
飛
躍
す
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

事
例
で
い
え
ば
、
Q
師
範
は
坐
禅
の
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で

「
時
間
と
空
間
が
な
い
と
い
う
気
づ
き
」
を
得
た
り
、
滝
行
の

作
法
の
な
か
で
真
の
丹
田
の
完
成
に
至
り
セ
ル
フ
と
の
邂
逅

（
時
空
を
超
え
た
霊
異
相
承
）
を
は
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
N

選
手
は
、
分
析
心
理
学
と
い
う
枠
の
な
か
で
宇
宙
に
遍
満
し

た
の
ち
に
生
還
し
、
現
実
で
は
何
度
も
フ
ロ
ー
を
経
験
し
た
。

こ
う
し
た
現
象
は
、
い
わ
ゆ
る
P
T
G
に
相
当
す
る
と
考
え

て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
P
T
G
と
はpost-traum

atic 

growth

の
頭
文
字
を
と
っ
た
略
語
で
、
深
刻
な
ト
ラ
ウ
マ
を

負
っ
た
P
T
S
D
の
状
態
か
ら
回
復
す
る
際
、
た
だ
単
に
受

傷
以
前
の
状
態
に
戻
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
高
次
な
状
態

へ
の
成
長
を
と
も
な
う
こ
と
を
指
す
。

最
後
の
第
三
点
は
、
以
上
の
よ
う
な
身
体
系
個
性
化
に
お

け
る
時
空
経
験
の
変
容
、
あ
る
い
は
身
心
の
変
容
に
関
し
て

は
、
サ
ト
ル
・
ボ
デ
ィ
の
次
元
に
開
か
れ
る
の
が
必
要
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
変
容
プ
ロ
セ
ス
は
、
代

表
的
な
サ
ト
ル
・
ボ
デ
ィ
論
の
体
系
で
あ
る
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
・

ヨ
ー
ガ
や
錬
金
術
の
象
徴
学
と
合
致
す
る
。

じ
つ
は
、
Q
師
範
の
滝
行
に
お
け
る
変
容
を
め
ぐ
っ
て
先

達
が
感
想
を
記
し
た
メ
モ
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
師
範
の
身

体
に
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
・
ヨ
ー
ガ
で
い
う
チ
ャ
ク
ラ
、
仙
道
で

い
う
精
宮
が
順
に
開
い
て
い
っ
て
丹
田
の
完
成
に
至
る
様
子

が
綴
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
師
範
自
身
、
気
の
周
流
す
る
身

体
を
体
現
す
る
と
と
も
に
、
不
可
視
の
「
幽
体
」
の
次
元
で

遣
う
術
が
発
揮
す
る
効
果
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
。
一
方
、
N

選
手
の
場
合
は
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
液
体
の
身

体
か
ら
ベ
ー
ル
の
身
体
に
、
そ
し
て
つ
い
に
は
微
細
な
粒
子

の
身
体
に
な
っ
て
、
非
常
に
リ
ア
ル
に
サ
ト
ル
・
ボ
デ
ィ
を

体
験
し
た
。

以
上
、
武
術
家
と
ア
ス
リ
ー
ト
の
身
体
系
個
性
化
に
お
け

る
身
心
変
容
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
。
あ
ら
た
め
て
い
う

ま
で
も
な
く
、
こ
こ
で
扱
う
こ
と
の
で
き
た
の
は
わ
ず
か
二

事
例
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
か
ら
抽
出
し
た
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ど

こ
ま
で
一
般
化
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な

領
域
の
研
究
で
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
丁
寧
か
つ
繊
細
に
個
々

の
事
例
か
ら
の
知
見
を
蓄
積
し
比
較
検
討
し
て
い
く
作
業
が

欠
か
せ
な
い
。
こ
の
試
論
が
一
つ
の
叩
き
台
と
な
れ
ば
幸
甚

で
あ
る
。
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ン
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』
ト
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〇
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。
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。
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／
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／
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│
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筆
者
は
、
芸
術
に
お
け
る
身
心
変
容
の
一
事
例
と
し
て
、

『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
第
六
号
で
発
表
し
た
「
自
然
体
験
と

身
心
変
容
―
『
も
の
派
』
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
、

一
九
七
〇
年
前
後
の
現
代
日
本
美
術
の
重
要
動
向
で
あ
る

「
も
の
派
」
に
つ
い
て
、
そ
の
出
発
点
で
あ
る
《
位
相
‐
大

地
》（
一
九
六
八
年
）
を
制
作
し
た
関
根
伸
夫
（
一
九
四
二
―）

の
芸
術
活
動
を
中
心
に
分
析
し
た1

。
本
稿
で
は
、
そ
の
《
位

相
‐
大
地
》
の
制
作
を
手
伝
い
、
も
の
派
の
主
要
作
家
の
一

人
と
な
っ
た
小
清
水
漸
（
一
九
四
四
―）
の
芸
術
活
動
を
中
心

に
、
も
の
派
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

紙
数
の
都
合
上
、
本
稿
で
は
、
小
清
水
が
彫
刻
を
制
作
し

始
め
た
一
九
六
六
年
か
ら
、
も
の
派
へ
の
転
機
を
経
て
紙
・

石
・
鉄
を
用
い
る
連
作
が
一
段
落
す
る
一
九
七
〇
年
ま
で
を

主
な
考
察
対
象
と
す
る
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
一
九
六
八
年

と
六
九
年
に
注
目
す
る
の
は
、
小
清
水
が
「
闇
の
中
へ
消
え

て
い
く
前
の
藪
の
中
へ
」（
一
九
九
五
年
）
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
美
術
研
究
者
と
美
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
キ
ュ

レ
イ
タ
ー
諸
氏
に
お
願
い
が
あ
る
。
た
し
か
に
真
実

0

0

と
い

う
も
の
は
つ
ね
に
藪
の
中

0

0

0

に
あ
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い

っ
て
自
ら
真
実

0

0

を
探
す
努
力
を
怠
ら
な
い
で
欲
し
い
。
少

な
く
と
も
、
モ
ノ
派

0

0

0

な
る
も
の
を
語
る
と
き
、
一
九
六
八

年
と
一
九
六
九
年
の
二
年
間
を
、
緻
密
に
調
べ
れ
ば
よ
い

だ
け
な
の
だ
。
ど
こ
か
で
簡
単
に
手
に
入
る
二
次
資
料
な

ど
に
頼
ら
な
い
で
欲
し
い
。
自
ら
藪
の
中
に
分
け
入
っ
て

血
を
流
し
て
欲
し
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
た

っ
て
も
日
本
の
美
術
は
確
立
し
な
い
だ
ろ
う
。
真
実
が
藪

の
中
に
あ
る
内
は
ま
だ
可
能
性
が
あ
る
。
ほ
ど
な
く
そ
れ

ら
は
、
闇
の
中
に
消
え
て
行
く2

。

1
《
堕
落
し
た
王
》か
ら《
框
》・《
梱
包
》へ

小
清
水
漸
は
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
に
愛
媛
県
宇
和

島
市
に
生
ま
れ
る
。
山
や
海
に
近
い
自
然
豊
か
な
環
境
で
育

ち
、
野
山
を
駆
け
回
っ
た
り
、
拾
っ
た
木
の
枝
を
ナ
イ
フ
で

削
っ
て
遊
び
道
具
を
作
っ
た
り
す
る
少
年
時
代
を
過
ご
し
て

い
る3

。
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
に
、
小
清
水
は
進
学
の
都
合
で

東
京
に
移
住
す
る
。
翌
年
進
学
し
た
新
宿
高
校
で
は
、
後
に

音
楽
家
と
な
る
池
辺
晋
一
郎
や
、
後
に
美
術
史
を
専
攻
し
、

東
京
大
学
教
授
・
国
立
西
洋
美
術
館
館
長
・
文
化
庁
長
官
を

歴
任
す
る
青
柳
正
規
等
と
生
涯
に
わ
た
る
親
交
を
結
ん
で
い

る
。
兄
が
建
築
家
で
建
築
雑
誌
が
身
近
に
あ
っ
た
た
め
、
立

体
や
空
間
の
問
題
に
は
早
く
か
ら
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
い

う
。

た
ま
た
ま
僕
の
兄
が
建
築
を
や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
建
築
雑
誌
は
よ
く
見
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら

空
間
的
な
こ
と
に
関
す
る
興
味
は
あ
り
ま
し
た4

。

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
に
、
小
清
水
は
多
摩
美
術
大
学

の
彫
刻
科
に
進
学
す
る
。
古
典
作
品
の
模
刻
か
ら
出
発
し
、

手
、
首
、
胸
、
胴
体
、
全
身
へ
と
段
階
を
踏
ん
で
大
型
の
人

体
像
を
制
作
す
る
、
西
洋
由
来
の
伝
統
的
で
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
具
象
彫
刻
の
教
育
を
受
け
る
。
し
か
し
、
人
体
像
を
作

っ
て
も
実
感
や
充
実
感
が
な
く
、
常
に
違
和
感
を
覚
え
て
い

た
が
、
ま
だ
そ
れ
に
代
わ
る
自
分
の
方
向
性
は
つ
か
め
ず
に

い
た
。

Q
ui som

m
es-nous?

―
も
の
派
・
小
清
水
漸
の
一
九
六
六

年
か
ら
一
九
七
〇
年
ま
で
の
芸
術
活
動
の
考
察

第
二
部
❖
武
術
・
芸
術
・
芸
能
と
い
う
ワ
ザ
学

秋
丸
知
貴

滋
賀
医
科
大
学
非
常
勤
講
師
／
美
学
・
美
術
史
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だ
か
ら
大
学
に
入
っ
て
す
ぐ
は
、
ま
ず
模
刻
。
例
え
ば

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
マ
ス
ク
と
か
ね
。
そ
う
い
っ
た
も
の

を
見
な
が
ら
模
刻
し
て
い
く
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
そ
の

次
に
自
分
の
手
を
作
る
。
そ
の
次
に
人
間
の
首
を
作
る
。

そ
の
次
は
人
間
の
胸
像
を
作
る
。
そ
の
次
は
ト
ル
ソ
を
作

る
。
全
身
像
を
作
る
。
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
い
く
と

い
う5

。

そ
の
一
方
で
、
小
清
水
は
、
当
時
と
し
て
は
新
し
い
取
り

組
み
で
あ
る
、
点
・
線
・
面
・
量
・
空
間
と
い
っ
た
分
析
的

要
素
か
ら
構
成
し
て
い
く
抽
象
彫
刻
の
教
育
も
わ
ず
か
な
が

ら
受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
多
摩
美
大
彫
刻
科
教
授
の
建
畠

覚
造
（
一
九
一
九
―二
〇
〇
六
）
が
、
小
清
水
の
入
学
の
前
年

の
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
に
著
者
の
一
人
と
し
て
出
版
し
、

教
科
書
と
し
て
使
用
し
始
め
た
『
彫
刻
を
つ
く
る
』
の
第
一

章
「
基
礎
造
型
」
の
内
容
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た6

。

小
清
水
は
、
多
摩
美
大
に
入
学
し
た
大
学
一
年
生
の
時
に

油
画
科
の
成
田
克
彦
（
一
九
四
四
―一
九
九
二
）
と
知
り
合
い
、

成
田
が
属
し
て
い
た
グ
ル
ー
プV

O
YA

N
T

に
参
加
し
て
い

る
。
翌
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
二
月
に
は
、V

O
YA

N
T

三
回
展（
東
京
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
苑
：
二
月
一
三
日
〜
一
八
日
）に
、

一
〇
セ
ン
チ
角
の
木
製
の
角
材
と
直
径
一
〇
セ
ン
チ
の
石
膏

の
球
を
組
み
合
わ
せ
た
《
堕
落
し
た
王
》（
一
九
六
七
年
）
等

を
出
品
し
て
い
る
。
小
清
水
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
素
朴
に
四

角
と
丸
の
組
合
せ
を
立
体
的
に
立
ち
上
げ
た
も
の
で
、
ま
だ

抽
象
化
以
前
の
単
純
な
空
間
構
成
の
作
品
で
あ
っ
た
（
図
1
）。

人
体
を
作
っ
て
い
て
も
、
全
然
実
感
が
な
い
っ
て
い
う

か
、
充
実
感
が
な
い
。
僕
が
漠
然
と
望
ん
で
い
る
も
の
と

は
随
分
違
う
な
っ
て
い
う
感
じ
は
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
じ

ゃ
あ
ど
う
い
う
方
向
で
や
れ
ば
い
い
か
っ
て
い
う
自
覚
は

そ
の
と
き
に
は
多
分
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
な
か
っ

た
ん
だ
け
ど
、
街
の
画
廊
で
見
た
り
美
術
館
に
行
っ
て
展

覧
会
を
見
た
り
し
て
、
そ
の
当
時
の
六
〇
年
代
の
動
き
は

何
と
な
く
わ
か
っ
て
き
て
い
る
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
中
で

自
分
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
作
っ
た
も
の
で
す
よ
ね
。
そ

れ
は
本
当
に
、
非
常
に
素
朴
に
作
っ
た
作
品
で
す
よ
ね
。

抽
象
作
品
と
も
呼
べ
な
い
よ
う
な
、
単
な
る
空
間
構
成
で

し
か
な
い
で
す
け
ど
ね7

。

同
一
九
六
七
年
の
大
学
二
年
生
の
時
に
、
小
清
水
は
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
上
は
直
接
指
導
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
多
摩
美

大
油
画
科
教
授
の
斎
藤
義
重
（
一
九
〇
四
―二
〇
〇
一
）
の
授

業
を
登
録
外
で
聴
講
し
て
い
る
。
ま
た
、
斎
藤
を
自
宅
に
個

人
的
に
訪
ね
、
斎
藤
か
ら
色
々
な
話
を
聞
い
た
り
制
作
を
手

伝
っ
た
り
も
し
て
い
る
。

そ
の
斎
藤
は
、
同
年
一
〇
月
に
、
多
摩
美
術
大
学
と
は
別

に
、
神
奈
川
県
横
浜
市
の
現
代
美
術
の
教
育
機
関
「
富
士
見

町
ア
ト
リ
エ
」
の
開
設
に
協
力
し
、「
B
ゼ
ミ
（
現
代
美
術
ベ

ー
シ
ッ
ク
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）」
の
指
導
に
参
加
し
て
い
る
。
や

が
て
、
近
所
に
あ
っ
た
作
業
場
を
分
室
と
し
て
斎
藤
を
中
心

と
す
る
「
A
ゼ
ミ
（
現
代
美
術
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）」
も
発
足
し
、

多
摩
美
大
油
画
科
の
斎
藤
教
室
の
卒
業
生
で
あ
る
関
根
伸
夫

や
吉
田
克
朗
（
一
九
四
三
―一
九
九
九
）
等
も
そ
こ
を
共
同
ア

ト
リ
エ
と
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
な
る8

。
そ
し
て
、
偶
然
そ

の
作
業
場
の
道
を
隔
て
た
向
か
い
側
に
住
ん
で
い
た
小
清
水

は
、
か
ね
て
か
ら
多
摩
美
大
で
顔
を
見
知
っ
て
い
た
関
根
と

道
端
で
挨
拶
し
て
知
り
合
い
に
な
り
、
A
ゼ
ミ
に
参
加
す
る

と
共
に
そ
の
作
業
場
で
制
作
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
作
業

場
で
、
小
清
水
は
吉
田
と
も
知
り
合
い
、
関
根
や
吉
田
等
と

活
発
に
議
論
し
た
り
相
互
に
作
品
制
作
を
手
伝
っ
た
り
し
つ

つ
、
自
ら
の
作
品
と
し
て
《
框わ

く

》（
一
九
六
八
年
）（
図
2
）
や

《
梱
包
》（
別
題
《
梱
包
さ
れ
た
空
間
》）（
一
九
六
八
年
）（
図
3
）

等
を
制
作
し
て
い
る
。

《
框
》
は
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
三
月
の
「
彫
刻
三

人
展
（
小
清
水
漸
・
白
浜
信
明
・
横
島
憲
夫
）」（
東
京
・
秋
山
画

図1　 小 清 水 漸　VOYANT 3回 展　 出 品 作　
1967年

図2　小清水漸　《框》　1968年
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廊
：
三
月
四
日
〜
九
日
）
で
初
展
示
さ
れ
る
。
ま
た
、《
梱
包
》

は
、
続
く
五
月
に
「
四
人
展
（
小
清
水
漸
・
成
田
克
彦
・
矢
辺

啓
司
・
河
野
ケ
ン
ジ
）」（
東
京
・
お
ぎ
く
ぼ
画
廊
：
五
月
六
日
〜

一
二
日
）
で
初
展
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
小
清
水
は
こ
の

《
框
》
と
《
梱
包
》
の
両
方
を
、
そ
の
五
月
末
か
ら
六
月
初
め

に
か
け
て
開
か
れ
た
斎
藤
の
多
摩
美
大
の
門
下
生
に
よ
る

「O
O

O
X

展
」（
東
京
・
村
松
画
廊
：
五
月
二
八
日
〜
六
月
三
日
）

に
出
品
し
て
い
る
。

小
清
水
に
よ
れ
ば
、
こ
の
《
框
》
と
《
梱
包
》
は
、
多
摩

美
大
彫
刻
科
の
教
育
の
主
流
で
あ
る
具
象
的
な
人
体
彫
刻
へ

の
疑
問
か
ら
出
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

彫
刻
科
の
勉
強
っ
て
い
う
の
は
、
と
に
か
く
具
象
的
な

塑
像
の
勉
強
か
ら
始
ま
る
わ
け
だ
け
ど
、
し
か
し
そ
こ
で

使
わ
れ
る
言
葉
は
マ
ッ
ス
と
か
空
間
と
か
、
力
と
か
ム
ー

ヴ
マ
ン
と
か
い
う
言
葉
な
ん
で
す
。
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
彫

刻
と
い
う
こ
と
を
そ
れ
程
強
く
は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た

ん
で
す
が
、
そ
の
「
空
間
」
と
い
う
の
に
非
常
に
引
っ
か

か
っ
て
、
自
分
な
り
に
認
識
し
て
み
よ
う
と
い
う
つ
も
り

が
あ
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
そ
の
延
長
み
た
い
な
も
の
で
、

じ
ゃ
、
視
覚
的
に
美
術
の
世
界
で
空
間
と
か
量
と
か
を
ど

ん
な
ふ
う
に
把
握
し
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
、
非

常
に
真
面
目
な
学
生
と
し
て
、
自
分
な
り
に
ス
テ
ッ
プ
を

踏
ん
で
や
っ
て
た
仕
事
な
ん
で
す9

。

ま
た
、
こ
の
《
框
》
と
《
梱
包
》
は
、
多
摩
美
大
彫
刻
科

で
わ
ず
か
な
が
ら
受
け
た
要
素
分
析
的
な
抽
象
彫
刻
の
教
育

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
の
わ
た
し
の
作
品
は
、
観
念
的
に
空
間
を
捉
え

よ
う
と
す
る
こ
と
に
終
始
し
て
い
た
。《
框
》
と
い
う
作
品

で
は
、
五
〇
セ
ン
チ
の
立
方
体
を
九
個
、
そ
れ
ぞ
れ
框
の

太
さ
を
変
え
て
つ
く
り
、
空
間

0

0

を
認
識
し
よ
う
と
し
た
し
、

《
梱
包
》
と
い
う
作
品
で
は
、
立
方
体
や
直
方
体
の
荷
物

0

0

を

縄
で
梱
包
し
、
そ
の
縄
を
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
で
自
立
さ
せ
、
中

身
の
荷
物

0

0

を
抜
い
て
あ
た
か
も
虚
空
を
梱
包
し
て
い
る
か

に
見
せ
て
、
空
間

0

0

の
な
ん
た
る
か
を
捉
え
よ
う
と
し
た
。
そ

れ
ら
は
す
べ
て
、
点
、
線
、
面
、
マ
ッ
ス
、
空
間
、
と
分

析
的
に
彫
刻
を
教
育
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
影
響
の
、
延

長
線
上
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る10

。

そ
し
て
、《
框
》
の
観
念
上
の
問
題
意
識
を
発
展
さ
せ
た
も

の
が
《
梱
包
》
で
あ
っ
た
。

彫
刻
科
で
勉
強
を
し
て
い
る
と
き
に
先
生
た
ち
が
よ
く

「
空
間
」
っ
て
言
葉
を
使
う
ん
だ
よ
ね
。「
空
間
っ
て
何
だ

ろ
う
」
っ
て
い
う
ふ
う
に
、
理
屈
で
追
い
求
め
て
い
く
と

な
か
な
か
解
決
が
つ
か
な
い
。
そ
れ
で
五
〇
セ
ン
チ
立
方

と
い
う
一
つ
の
具
体
的
な
空
間
を
決
め
て
、
そ
の
五
〇
セ

ン
チ
立
方
を
形
作
る
も
の
を
作
っ
た
の
が
、
そ
の
《
框
》

と
い
う
や
つ
で
。
例
え
ば
一
セ
ン
チ
の
枠
で
作
っ
て
い
く
。

そ
の
枠
を
今
度
二
・
五
セ
ン
チ
に
す
る
。
五
セ
ン
チ
に
す

る
、
一
〇
セ
ン
チ
に
す
る
っ
て
増
や
し
て
二
五
セ
ン
チ
の

枠
に
す
る
と
詰
ま
っ
て
し
ま
う
の
ね
。
立
方
体
に
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
れ
を
図
式
的
に
作
っ
た
の
が
こ
れ
な
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
そ
の
と
き
に
解
決
が
つ
か
な
か
っ
た
の
が
、
枠

が
ゼ
ロ
の
と
き
の
表
現
は
ど
う
な
る
ん
だ
っ
て
。
結
局
そ

の
と
き
は
、
二
二
・
三
セ
ン
チ
の
枠
で
作
っ
た
残
り
の
空

間
を
、
縦
、
横
、
高
さ
み
た
い
な
感
じ
で
作
っ
た
ん
だ
け

ど
、
ど
う
も
自
分
で
も
そ
れ
が
最
終
的
な
答
え
で
は
な
い

な
と
い
う
疑
問
が
残
っ
た
ま
ま
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で

い
ろ
い
ろ
考
え
て
、
じ
ゃ
あ
五
〇
セ
ン
チ
の
そ
の
立
方
体

を
縄
で
梱
包
し
て
、
縄
で
縛
っ
て
中
身
を
抜
い
て
し
ま
え

ば
枠
が
ゼ
ロ
っ
て
い
う
表
現
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
ふ
う
に
、
理
屈
で
追
い
求
め
た
結
果
の
作
品
な
ん
で

す
ね11

。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
《
框
》
と
《
梱
包
》
で
は
、
前
述
の

《
堕
落
し
た
王
》
等
の
単
純
素
朴
な
空
間
構
成
か
ら
一
歩
進
ん

だ
、
理
詰
め
で
観
念
的
な
空
間
構
成
へ
の
移
行
が
見
ら
れ
る
。

小
清
水
に
よ
れ
ば
、
こ
の
変
化
は
、
斎
藤
か
ら
の
示
唆
や
関

根
・
吉
田
・
成
田
等
と
の
議
論
を
通
じ
て
考
え
た
り
、「
街
や

美
術
館
で
見
る
作
品
と
か
、
美
術
雑
誌
な
ん
か
で
見
る
情
報

と
か
が
影
響
し12

」
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
、
こ
の

《
框
》
と
《
梱
包
》
は
、
戦
後
日
本
の
様
々
な
混
乱
の
中
で

「
表
現
の
基
本
を
究
明
し
よ
う
と
い
う
勢
い
が
非
常
に
強
か
っ

た13

」
当
時
の
美
術
状
況
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
り

正
確
に
言
え
ば
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
の
現
代
日
本
美
術
を

牽
引
し
て
い
た
高
松
次
郎
（
一
九
三
六
―一
九
九
八
）
の
影
響

下
に
あ
る
作
品
だ
っ
た
と
い
え
る
。

図3　小清水漸　《梱包》　1968年

120

第二部 ❖武術・芸術・芸能というワザ学



高
松
は
、
知
的
で
錯ト

リ
ッ
キ
ー

視
的
な
作
風
を
特
徴
と
す
る
現
代
美

術
家
で
あ
っ
た
。
高
松
は
、
一
九
六
〇
年
代
前
半
か
ら
観
念

的
に
「
実
体
と
虚
像
の
ズ
レ
」
を
通
じ
て
基
本
的
な
造
形
要

素
を
検
討
し
、
〇
次
元
、
一
次
元
、
二
次
元
と
問
題
関
心
の

次
元
数
を
順
番
に
上
げ
る
「
点
」「
線
」「
影
」
シ
リ
ー
ズ
を

発
表
し
て
一
躍
注
目
作
家
と
な
っ
て
い
た
。
高
松
は
、
一
九

六
七
年
か
ら
は
さ
ら
に
三
次
元
の
問
題
を
扱
う
「
遠
近
法
」

シ
リ
ー
ズ
に
取
り
組
み
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
《
遠
近
法
の
椅

子
と
テ
ー
ブ
ル
》（
一
九
六
七
年
）（
図
4
）
が
一
九
六
七
年
の

第
五
回
パ
リ
青
年
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
受
賞
し
た
こ
と
で
、
当

時
現
代
日
本
美
術
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
高
松
の
《
遠
近
法
の
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
》
の
制
作
で

は
、
同
じ
東
京
画
廊
所
属
の
斎
藤
の
紹
介
で
門
下
生
の
関
根

が
助
手
を
務
め
、
続
い
て
周
辺
に
い
た
小
清
水
と
成
田
も
高

松
の
「
影
」
シ
リ
ー
ズ
の
助
手
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
小
清

水
は
、
関
根
が
高
松
の
《
遠
近
法
の
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
》
の

一
点
透
視
遠
近
法
的
空
間
概
念
に
触
発
さ
れ
て
新
た
に
位
相

幾
何
学
的
空
間
概
念
の
表
現
を
目
指
し
た
、
観
念
的
・
錯
視

的
な
レ
リ
ー
フ
状
の
連
作
《
位
相N

o.4

》（
一
九
六
八
年
）
や

《
位
相N

o.5

》（
一
九
六
八
年
）
の
制
作
も
手
伝
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
関
根
の
《
位
相N

o.4

》
と
《
位
相N

o.5

》
は
、

高
松
の
《
遠
近
法
の
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
》
を
中
心
に
、
高
松

の
「
実
体
と
虚
像
の
ズ
レ
」
の
主
題
の
影
響
圏
に
あ
る
作
品

群
が
展
示
さ
れ
た
「Tricks &

 Vision

―
盗
ま
れ
た
眼
展
」

（
東
京
・
東
京
画
廊
／
村
松
画
廊
：
一
九
六
八
年
四
月
三
〇
日
〜

五
月
一
八
日
）
に
出
品
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
一
九
六

八
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
「Tricks &

 Vision

―
盗

ま
れ
た
眼
展
」
と
、
同
年
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
小
清

水
の
《
框
》
と
《
梱
包
》
の
発
表
時
期
は
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い

る
。こ

れ
ら
の
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
小
清
水
の
《
框
》
と
《
梱

包
》
に
お
け
る
観
念
的
で
錯
視
的
な
作
風
に
は
、
同
時
代
の

指
導
的
作
家
で
あ
り
身
近
な
大
先
輩
で
も
あ
る
高
松
が
追
求

す
る
「
実
体
と
虚
像
の
ズ
レ
」
と
い
う
問
題
意
識
が
影
を
落

と
し
て
い
た
と
い
え
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
二
つ
の
作
品

に
、
高
松
が
主
導
し
て
い
た
現
代
日
本
美
術
に
お
け
る
観
念

重
視
の
動
向
と
照
応
す
る
部
分
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
（
同
様
の
こ
と
は
関
根
の
レ
リ
ー
フ
状
の
「
位
相
」
シ
リ
ー
ズ

に
も
指
摘
で
き
る
）。
こ
こ
に
お
い
て
、
当
時
ま
だ
大
学
三
年

生
で
あ
っ
た
小
清
水
は
、
単
な
る
学
生
に
と
ど
ま
ら
ず
、
既

に
一
人
の
現
代
美
術
家
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
た
と
い
え
る
。

2
《
位
相-

大
地
》体
験

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
小
清
水
の
歩
み
は
大
き
く
方
向
転
換

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
関
根
の
《
位
相
‐

大
地
》
の
制
作
を
手
伝
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

前
述
の
「O

O
O

X

展
」
や
「Tricks &

 Vision

―
盗
ま
れ

た
眼
展
」
と
同
じ
一
九
六
八
年
五
月
に
、
関
根
は
「
第
八
回

現
代
日
本
美
術
展
」（
東
京
都
美
術
館
：
五
月
一
〇
日
〜
三
〇

日
）
に
、
レ
リ
ー
フ
状
の
「
位
相
」
シ
リ
ー
ズ
の
《
位
相

N
o.6

》（
図
5
）
を
出
品
し
て
コ
ン
ク
ー
ル
賞
を
受
賞
す
る
。

こ
の
作
品
で
は
、
小
清
水
と
吉
田
が
制
作
に
協
力
し
て
い
た
。

そ
し
て
こ
の
受
賞
が
機
縁
と
な
り
、
関
根
は
同
年
一
〇
月
の

「
第
一
回
現
代
彫
刻
展
」（
神
戸
・
須
磨
離
宮
公
園
：
一
〇
月
一

日
〜
一
一
月
一
〇
日
）
に
出
品
招
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
改

め
て
小
清
水
と
吉
田
も
そ
の
制
作
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る14

。

関
根
の
構
想
し
た
出
品
作
《
位
相
‐
大
地
》
は
、
引
き
続

き
位
相
幾
何
学
的
空
間
概
念
の
表
現
を
目
指
し
、
地
面
に
直

径
二
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
、
深
さ
二
メ
ー
ト
ル
七
〇
セ
ン

チ
の
円
筒
状
の
大
穴
を
掘
り
、
そ
の
傍
に
掘
り
出
し
た
土
を

同
じ
大
き
さ
の
円
筒
状
に
盛
り
固
め
る
と
い
う
大
型
彫
刻
作

品
で
あ
っ
た
。
関
根
は
油
画
科
出
身
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に

本
格
的
な
大
型
彫
刻
作
品
を
制
作
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、
構
造
上
の
技
術
的
問
題
に
つ
い
て
は
彫
刻
科
の
小
清
水

が
色
々
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
、
こ
の
作

品
で
一
番
困
難
な
巨
大
な
円
筒
状
の
土
柱
の
盛
り
固
め
方
に

つ
い
て
は
、
小
清
水
が
外
枠
を
荒
縄
で
縛
っ
て
形
体
を
保
ち

ニ
ガ
リ
を
混
ぜ
て
中
の
土
を
踏
み
固
め
る
こ
と
を
提
案
し
、
関

根
が
東
京
大
学
農
学
部
に
問
い
合
わ
せ
て
そ
の
ニ
ガ
リ
に
代

え
て
セ
メ
ン
ト
を
用
い
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。

同
年
九
月
下
旬
、
関
根
達
一
行
は
須
磨
離
宮
公
園
に
会
場

図4　高松次郎　《遠近法の椅子とテーブル》　1967年

図5　関根伸夫　《位相 No. 6》　1968年
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入
り
し
、
野
外
制
作
を
開
始
す
る
。
小
清
水
は
、
巨
大
な
土

柱
の
型
枠
と
な
る
円
周
状
に
並
べ
た
二
〇
本
の
垂
木
を
縄
で

締
め
た
り
、
垂
線
を
水
準
器
で
確
認
し
た
り
、
垂
線
を
維
持

す
る
た
め
に
角
材
を
水
平
に
交
差
さ
せ
る
工
夫
等
で
活
躍
し

て
い
る
（
図
6
・
図
7
）。

そ
の
約
一
週
間
の
制
作
期
間
中
、
関
根
と
小
清
水
と
吉
田

達
は
そ
れ
ぞ
れ
力
を
合
わ
せ
て
《
位
相
‐
大
地
》
の
制
作
に

励
ん
だ
。
し
か
し
、
関
根
の
回
想
に
よ
れ
ば
「
大
地
は
想
像

し
た
よ
り
硬15

」
か
っ
た
。
ま
た
、
土
の
重
量
は
事
前
の
予
想

を
遥
か
に
超
え
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
を
超
す
と
土
を
掘
り
上

げ
る
の
も
積
み
上
げ
る
の
も
大
変
な
重
労
働
と
な
り
、
即
席

で
作
っ
た
跳
ね
釣
瓶
も
す
ぐ
に
壊
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
制

作
の
進
捗
は
遅
れ
、
危
う
く
初
日
に
間
に
合
わ
な
い
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
が
、
最
後
の
二
日
間
位
に
会
場
労
務
者
が
ク
レ
ー

ン
車
で
補
助
に
入
り
、
作
業
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
何
と
か

会
期
直
前
に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

元
々
、
関
根
が
考
案
し
た
《
位
相
‐
大
地
》
は
、
位
相
幾

何
学
的
な
空
間
概
念
に
基
づ
き
、
地
面
を
掘
り
出
し
続
け
る

と
地
球
が
裏
返
っ
て
し
ま
う
過
程
の
一
局
面
を
示
す
一
種
の

思
考
実
験
で
あ
り
、
あ
る
種
の
概

コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト

念
芸
術
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
完
成
し
た
《
位
相
‐
大
地
》
は
、
そ
う
し
た
コ
ン
セ

プ
ト
を
超
え
て
、
そ
の
土
の
圧
倒
的
な
即
物
的
存
在
感
が
強

烈
な
感
動
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
（
図
8
・
図
9
・
図
10
）。

そ
の
時
の
感
動
を
、
小
清
水
は
「
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
」
に
喩
え

て
い
る
。

《
位
相
‐
大
地
》
の
誕
生
の
瞬
間
で
あ
る
。
ビ
ッ
グ
・
バ

ン
で
あ
る
。
わ
た
し
の
胎
内
で
も
、
い
い
し
れ
ぬ
な
に
も

の
か
が
動
き
は
じ
め
て
い
た
。
捉
え
き
れ
ぬ
も
ど
か
し
さ

は
あ
っ
た
が
、
確
実
に
胎
動
を
感
じ
取
っ
て
い
た16

。

ま
た
、
小
清
水
は
そ
の
時
の
感
動
を
次
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
る
。

…
…
全
て
の
型
枠
を
は
ず
し
て
、
円
筒
の
全
貌
を
あ
ら
わ

図6 　左より小清水漸・吉田克朗・関根伸夫

図8　左より小清水漸・大石桃子・櫛下町順子・関根伸夫・上原
貴子・吉田克朗

図7　垂線を水準器で確認する小清水漸

図9　外枠を外される《位相－大地》

図10　関根伸夫　《位相－大地》　1968年
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に
す
る
瞬
間
に
は
立
ち
会
う
事
が
出
来
た
。
そ
の
瞬
間
は
、

私
は
少
し
醒
め
な
が
ら
も
や
は
り
酔
っ
た
。
や
は
り
歓
喜

で
あ
っ
た
。
や
は
り
成
功
だ
っ
た
の
だ
と
感
じ
た
。
そ
し

て
や
は
り
、
私
達
の
美
術
の
世
界
に
何
か
重
大
な
事
が
起

っ
た
の
だ
と
感
じ
取
っ
た
。
共
に
汗
を
流
し
た
皆
が
、
同

じ
様
に
事
の
重
大
さ
を
感
じ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
何
か

が
、
は
じ
け
た
瞬
間
だ
っ
た17

。

さ
ら
に
、
小
清
水
は
そ
の
時
の
感
動
を
次
の
よ
う
に
も
解

説
し
て
い
る
。

僕
は
《
位
相
‐
大
地
》
の
（
土
を
囲
う
）
枠
を
取
り
払
っ

た
瞬
間
に
ば
っ
と
立
ち
現
れ
た
作
品
の
成
立
の
瞬
間
。
そ

の
瞬
間
に
、
な
ん
て
い
う
か
な
…
…
そ
れ
ま
で
も
や
も
や

し
て
い
た
僕
の
霧
が
、
本
当
に
い
っ
ぺ
ん
に
パ
ッ
と
晴
れ

た
、
そ
う
い
う
経
験
を
し
た
の
で
ね
。
僕
は
そ
の
瞬
間
に
、

も
の
派
が
成
立
し
た
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
多
分
、
吉

田
克
朗
も
そ
の
瞬
間
に
捉
え
た
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
で
ね
。

関
根
伸
夫
本
人
も
そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
自
分
で
考

え
た
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
実
際
に
で
き
あ
が
っ
た

瞬
間
に
本
当
に
別
次
元
の
も
の
を
つ
か
ま
え
た
は
ず
だ
と

思
っ
て
い
て
。
そ
の
あ
と
、
僕
も
吉
田
克
朗
も
皆
作
品
が

変
わ
っ
て
い
く
ん
で
す
ね
。
変
わ
っ
て
い
く
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
が
あ
の
《
位
相
‐
大
地
》
で18

。

そ
れ
で
は
、
こ
の
時
小
清
水
達
の
内
面
で
何
が
生
じ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

一
つ
目
は
、
作
品
が
当
初
の
計
画
通
り
に
実
現
し
た
と
い

う
達
成
感
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
個
人
制
作
で
は
な
く
、
複
数

の
若
者
達
が
約
一
週
間
力
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
大
型
作
品
を

完
成
さ
せ
た
喜
び
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
初
日
に
間
に
合
わ
な
い
窮
地
を
辛
く
も
脱
し
、
会
期
直

前
に
見
事
に
完
成
で
き
た
こ
と
は
、
そ
の
達
成
感
を
よ
り
増

し
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
作
品
自
体
は
当
初
の
計
画
通
り

に
実
現
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
過
程
の
土
の
固
さ
・
重
さ
や

作
業
の
困
難
さ
は
事
前
予
想
を
遥
か
に
超
え
て
い
た
こ
と
に

は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
つ
目
は
、
自
然
に
全
身
で
触
れ
合
っ
た
と
い
う
充
実
感

で
あ
る
。
そ
の
充
実
感
は
、
土
の
質
感
と
重
量
感
、
つ
ま
り

土
と
い
う
自
然
素
材
や
重
力
と
い
う
自
然
作
用
と
直
接
接
触

し
た
身
体
的
実
感
に
基
づ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

そ
こ
に
は
、
土
に
触
る
と
何
と
な
く
掘
っ
て
み
た
り
固
め
て

み
た
く
な
っ
た
り
す
る
自
然
な
触
覚
的
欲
求
の
充
足
も
働
い

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
屋
外
の
外
的
自
然
の
み
な

ら
ず
、
疲
労
や
空
腹
と
い
う
生
理
的
な
内
的
自
然
も
自
覚
さ

れ
た
は
ず
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
二
〇
代
半
ば
の
若

者
達
に
と
っ
て
、
約
一
週
間
全
力
を
尽
く
し
た
肉
体
労
働
の

成
果
を
確
認
す
る
こ
と
は
極
め
て
心
地
良
い
も
の
だ
っ
た
で

あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

三
つ
目
は
、
人
為
的
観
念
性
で
は
な
く
即
物
的
実
在
性
の

感
得
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
初
の
位
相
幾
何
学
的
空
間
概
念

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
超
え
て
、
自
然
素
材
が
現
実
に
存
在

す
る
こ
と
自
体
が
既
に
一
つ
の
魅
力
的
な
表
現
で
あ
る
こ
と

の
予
期
せ
ぬ
発
見
で
あ
る
。
そ
の
啓
示
は
、
そ
の
自
然
素
材

と
し
て
の
土
が
既
成
概
念
上
は
あ
り
え
な
い
巨
大
な
円
筒
状

で
、
さ
ら
に
重
力
に
拮
抗
し
て
屹
立
し
て
い
る
こ
と
で
増
幅

さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
即
物
的
実
在
性
に
乗

り
越
え
ら
れ
る
人
為
的
観
念
性
に
は
、
伝
統
的
な
西
洋
彫
刻

の
基
本
理
念
で
あ
る
理
想
的
人
体
像
も
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、

そ
こ
に
は
探
し
て
い
た
腑
に
落
ち
る
答
え
が
不
意
に
開
示
さ

れ
た
こ
と
へ
の
驚
き
と
喜
び
も
生
じ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
土
柱
と
大
穴
が
共
に
円
筒
状
と
い
う
人
工
的
な

幾
何
学
形
体
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
間
の
計
画
と
行
為
の
産
物

で
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
は
人
為
的
観
念
性
が
全
く
働
い
て
い

な
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
人
為
的
観
念
性

が
円
筒
状
と
い
う
純
粋
な
抽
象
形
体
へ
と
最
小
限
に
切
り
詰

め
ら
れ
、
た
だ
土
を
掘
っ
て
盛
り
固
め
る
と
い
う
単
純
作
業

に
純
化
さ
れ
た
結
果
、
個
人
主
観
上
の
作
為
性
や
素
材
に
ま

つ
わ
る
実
用
的
概
念
性
も
大
方
払
拭
さ
れ
、
素
材
自
体
の
即

物
的
存
在
感
と
直
接
向
き
合
う
契
機
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、《
位
相
‐
大
地
》
の
成
立
時
に
小
清

水
達
が
受
け
た
感
動
は
、
一
つ
の
要
因
だ
け
で
は
な
く
複
数

の
要
因
が
複
合
し
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
そ

れ
ら
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
彼
等
が
体
験
し
感
得
し

た
も
の
と
は
、
芸
術
表
現
に
お
け
る
視
覚
的
観
念
性
か
ら
触

覚
的
実
在
性
へ
の
重
心
移
行
と
洞
察
で
き
る
。
こ
の
芸
術
表

現
に
お
け
る
触
覚
的
実
在
性
の
強
調
こ
そ
が
、
正
に
《
位
相

‐
大
地
》
を
出
発
点
と
す
る
「
も
の
派
」
の
様
式
原
理
で
あ

り
、「
存
在
を
問
う
美
術
の
系
譜19

」（
峯
村
敏
明
）
に
お
い
て
、

同
時
代
を
先
導
す
る
高
松
次
郎
等
の
視
覚
的
観
念
性
を
重
視

す
る
「
日
本
概
念
派
」
に
対
す
る
別
の
新
し
い
方
向
性
へ
の

転
換
だ
っ
た
と
い
え
る20

。

（
多
摩
美
術
大
学
に
在
学
中
）
関
根
伸
夫
と
か
吉
田
克
朗

と
は
、
毎
日
の
よ
う
に
会
っ
て
話
し
を
す
る
仲
だ
っ
た
ん

で
す
。
そ
の
時
に
み
ん
な
自
分
た
ち
の
先
輩
で
あ
る
高
松

次
郎
と
か
、
そ
う
い
っ
た
人
達
の
作
品
を
評
価
し
な
が
ら

も
、
同
じ
作
品
を
や
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
の
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

と
い
う
こ
と
を
、
い
つ
も
考
え
て
い
ま
し
た
。
と
は
言
っ

て
も
大
学
で
習
っ
た
こ
と
や
街
の
画
廊
で
見
た
も
の
を
発

展
さ
せ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
情
報
に
よ
っ
て
自
分
の

中
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
来
た
も
の
を
発
展
さ
せ
た
り
と
い

う
創
り
方
し
か
で
き
な
い
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
に
対
し
て
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不
満
が
あ
る
し
、
わ
だ
か
ま
り
が
あ
っ
て
も
ど
う
突
破
し

て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
に
突
如
、
絵

描
き
だ
っ
た
関
根
伸
夫
が
彫
刻
展
に
呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
野
外
で
作
れ
る
作
品
を
と
考
え
て
出
て
き
た
の
が《
位

相
‐
大
地
》
の
プ
ラ
ン
で
す
。
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
、
僕
と
吉
田
克
朗
が
手
伝
い
ま
し
た
。
僕
は
彫
刻
科
で

し
た
か
ら
構
造
的
な
仕
組
み
を
考
え
ま
し
た
。
毎
日
穴
を

掘
っ
て
、
土
を
積
み
上
げ
て
固
め
る
と
い
う
作
業
を
や
っ

て
、
そ
れ
が
で
き
あ
が
っ
た
時
、
実
際
に
枠
が
バ
ー
ン
と

外
れ
て
作
品
が
見
え
た
時
に
、
突
然
世
界
が
開
け
た
と
い

う
瞬
間
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
地
面
が
垂
直
に
円
筒
状
に

現
れ
る
ん
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
は
吉
田
克
朗
も
言
っ
て
い

ま
し
た
し
、
僕
も
そ
う
で
す
け
ど
、
あ
れ
に
よ
っ
て
何
が

ど
う
変
わ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
時
に
は
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
、
あ
る
直
感
的
な
閃
き
み
た
い
な
も

の
で
す
ね
。
こ
れ
で
自
分
た
ち
の
道
が
拓
け
る
と
い
う
瞬

間
を
経
験
し
ま
し
た
。
あ
の
作
品
は
そ
れ
ま
で
の
西
洋
美

術
的
概
念
で
は
語
り
切
れ
な
い
も
の
を
持
っ
て
い
て
、
そ

れ
に
着
目
し
た
の
が
李
禹
煥
で
、
彼
が
言
葉
で
理
論
化
し

て
い
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね21

。

な
お
、
こ
こ
で
小
清
水
の
い
う
「
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
情
報
」

に
は
、
日
本
の
雑
誌
や
洋
書
の
写
真
図
版
で
見
た
一
九
六
〇

年
代
の
ソ
ル
・
ル
ウ
ィ
ッ
ト
、
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド
、
ロ

バ
ー
ト
・
モ
リ
ス
等
の
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
も
含
ま
れ
る22

。
つ

ま
り
、
小
清
水
の
抽
象
的
即
物
性
へ
の
関
心
に
は
、
同
時
代

の
現
代
西
洋
美
術
の
影
響
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
ミ

ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
が
あ
く
ま
で
も
人
為
的
造
形
の
最
小
化
自

体
を
目
標
に
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
も
の
派
の
場
合
は
人
為

的
造
形
の
縮
減
の
結
果
と
し
て
素
材
の
触
覚
的
実
在
性
に
開

眼
し
た
と
い
う
点
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。

関
根
の
大
爆
発
に
よ
っ
て
わ
た
し
が
得
た
も
の
は
な
ん

だ
っ
た
の
か
。
一
言
で
い
え
ば
、
西
洋
近
代
美
術
の
呪
縛

か
ら
の
解
放
で
あ
っ
た
。
当
時
わ
た
し
が
魅
惑
さ
れ
て
い

た
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
が
、
西
洋
近
代
美
術
の
美
し
き
終
焉
で

あ
り
、
そ
の
同
じ
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
が
、
す
で
に
し
て
わ
た

し
た
ち
の
出
発
点
で
あ
っ
た
の
だ
と
、
気
づ
か
せ
て
く
れ

た
の
で
あ
る23

。

3
《
垂
線
》

と
こ
ろ
が
、
小
清
水
は
こ
の
《
位
相
‐
大
地
》
体
験
の
直

後
、
一
種
の
ス
ラ
ン
プ
に
陥
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
自
ら
が
直

感
し
た
方
向
性
が
そ
れ
ま
で
の
方
向
性
と
は
あ
ま
り
に
も
異

な
っ
て
い
た
た
め
に
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
れ
ば
良

い
か
す
ぐ
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
喜
び
の
夏
の
日
以
後
、
わ
た
し
は
苦
し
ん
だ
。
た

し
か
に
わ
た
し
の
胎
内
に
な
に
か
が
動
き
は
じ
め
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
い
か
に
し
て
取
り
出
せ
ば
よ
い
の

か
、
ど
の
よ
う
に
表
出
す
れ
ば
よ
い
の
か
迷
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
。
数
か
月
の
間
悩
み
抜
い
た
と
思
う
。
若
い
時
代

に
、
数
か
月
も
作
品
が
手
に
つ
か
な
い
と
い
う
の
は
異
状

だ
っ
た24

。

ま
た
、
小
清
水
は
こ
の
模
索
中
の
心
境
を
次
の
よ
う
に
回

想
し
て
い
る
。

人
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
僕
自
身
は
そ
の
と
き
に
、
ど

ん
な
ふ
う
に
今
後
の
自
分
の
作
品
を
展
開
さ
せ
て
い
く
か

や
っ
ぱ
り
数
カ
月
考
え
込
ん
だ
ん
で
す
ね
。
要
す
る
に
僕

が
あ
の
と
き
つ
か
ま
え
た
も
の
を
、
実
際
に
自
分
の
作
品

と
し
て
生
か
し
て
い
く
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
可
能
か
っ
て
、

一
生
懸
命
考
え
て
。
あ
れ
が
九
月
だ
か
ら
、
一
〇
、
一
一
、

一
二
…
…
三
カ
月
ぐ
ら
い
、
や
っ
ぱ
り
自
分
の
作
品
を
何

も
作
れ
な
く
て
考
え
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
僕
は
、
観
念

0

0

や
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
て
実
体
を
見
せ
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
改
め
て

自
分
の
大
事
な
も
の
と
し
て
捉
え
た25
〔
傍
点
引
用
者
〕。

小
清
水
が
ス
ラ
ン
プ
を
脱
し
た
の
は
、
翌
一
九
六
九
（
昭

和
四
四
）
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
二

月
に
東
京
画
廊
主
催
で
行
わ
れ
た
「
三
人
展
（
小
清
水
漸
・
成

田
克
彦
・
矢
辺
啓
司
）」（
東
京
・
村
松
画
廊
：
二
月
一
七
日
〜
二

二
日
）
に
出
品
し
た
、《
垂
線
》（
図
11
）
と
題
す
る
作
品
で
あ

っ
た
。冬

が
来
て
一
九
六
九
年
を
迎
え
る
頃
、
よ
う
や
く
ひ
と

つ
の
作
品
を
つ
く
る
決
心
が
つ
い
た
。
そ
れ
が
《
垂
線
》

と
い
う
作
品
で
あ
る
。
画
廊
の
天
井
か
ら
一
本
の
ピ
ア
ノ

線
が
降
り
て
い
る
。
そ
の
線
の
下
端
に
黄
銅
を
円
錐
形
に

引
き
出
し
た
重
り
が
付
い
て
い
る
。
黄
銅
の
円
錐
は
、
床

に
接
す
る
手
前
で
わ
ず
か
に
宙
に
あ
る
。
こ
の
作
品
で
わ

た
し
は
、
観
念
を
実
体
化
し
よ
う
と
目
論
ん
だ
。
そ
れ
ま

で
の
よ
う
に
観
念
的
に
空
間
を
捉
え
よ
う
と
す
る
の
で
は

な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
鉛
直
で
あ
ろ
う
と
す
る
実
体
を
存

在
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
作
品
を
わ

た
し
の
原
器

0

0

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
の
夏
胎
内
に
宿

っ
た
世
界
を
表
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ

か
ら
は
、
面
白
い
よ
う
に
作
品
が
湧
い
て
き
た
。
紙
、
鉄
、

石
、
と
素
材
を
変
え
な
が
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
に
つ
く
る
こ
と
が

で
き
た26

。

こ
の
時
、
ピ
ア
ノ
線
で
吊
り
下
げ
る
も
の
が
石
（
図
12
）

で
は
な
く
真
鍮
製
の
円
錐
形
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
の
方
が
「
垂
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直
で
あ
る
」
と
い
う
観
念
を
よ
り
シ
ャ
ー
プ
に
実
在
化
さ
せ

ら
れ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

さ
っ
き
お
話
し
し
た
よ
う
に
、《
位
相
‐
大
地
》
の
体
験

か
ら
自
分
の
作
品
を
三
カ
月
間
考
え
込
ん
だ
。
そ
の
結
果

出
て
き
た
の
が
《
垂
線
》
な
ん
で
す
。
そ
れ
は
そ
れ
ま
で

非
常
に
観
念
的
に
「
空
間
と
は
何
だ
」
と
か
で
作
品
を
作

っ
て
い
た
の
を
、
観
念
を
実
在
さ
せ
る
、「
垂
直
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
を
実
在
さ
せ
る
意
味
合
い
で
あ
の
作
品
を
思

い
つ
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き
に
真
鍮
で
円
錐
形
を
作

っ
て
ぶ
ら
下
げ
る
作
品
と
、
同
時
に
石
を
一
つ
紐
で
結
ん

で
ぶ
ら
下
げ
る
作
品
と
、
ど
っ
ち
を
出
そ
う
か
と
思
っ
て

迷
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
ず
っ
と
展
覧
会
の
当
日
ま
で
迷
っ

て
、
結
果
的
に
は
真
鍮
の
や
つ
を
展
覧
会
の
と
き
に
は
出

し
た
ん
で
す
。
石
の
や
つ
も
同
時
に
写
真
撮
影
だ
け
し
た

の
で
、
写
真
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
け
ど
。
多
分
、
今
な

ら
石
を
結
ん
だ
の
だ
け
を
見
せ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。

そ
の
当
時
は
、
真
っ
す
ぐ
鉛
直
な
状
態
を
見
せ
る
の
で
先

の
と
が
っ
た
も
の
の
ほ
う
が
伝
わ
り
や
す
い
か
な
と
思
っ

て
、
円
錐
形
に
し
た
ん
で
す27

。

こ
う
し
た
小
清
水
の
《
垂
線
》
に
お
け
る
「
垂
直
で
あ
る
」

と
い
う
観
念
の
実
在
化
に
は
、《
位
相
‐
大
地
》
の
制
作
時
に
、

重
力
に
よ
る
巨
大
な
土
の
質
量
と
そ
れ
を
垂
直
に
保
っ
て
固

め
る
体
験
を
し
た
こ
と
が
大
き
く
反
映
し
て
い
た
と
推
定
さ

れ
る
。
こ
の
重
力
に
関
す
る
表
現
上
の
感
受
性
の
鋭
敏
さ
は
、

同
じ
も
の
派
の
中
で
も
関
根
や
吉
田
と
比
較
し
た
場
合
に
特

に
小
清
水
に
顕
著
な
作
家
的
特
徴
と
い
え
る
。

え
え
、
一
応
ぼ
く
の
意
識
の
中
で
は
、
こ
の
作
品
が
区

切
り
に
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
以
前
に
立
方

体
で
や
っ
て
い
た
、
空
間
だ
、
量
だ
、
っ
て
い
う
の
は
、
具

体
的
に
、
現
実
の
視
覚
的
な
物
質
の
あ
り
よ
う
で
決
定
さ

れ
る
ん
だ
、
要
す
る
に
観
念
的
な
操
作
だ
け
で
で
き
上
が

っ
て
い
く
も
の
じ
ゃ
な
く
て
、
具
体
的
な
も
の
で
示
さ
れ

る
ん
だ
と
、
そ
れ
で
彫
刻
の
原
点
を
ぼ
く
は
一
本
の
垂
直

線
に
お
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
垂
直
線
は
物
質
と
重
力
の

関
係
に
よ
っ
て
で
き
上
が
る
線
で
す
ね
。
そ
こ
に
垂
直
線

が
あ
る

0

0

と
い
う
…
…28

。

そ
し
て
、
小
清
水
は
こ
う
し
た
《
位
相
‐
大
地
》
体
験
の

《
垂
線
》
へ
の
影
響
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
、
か
な
り
僕
は
彫
刻
の
勉
強
を
し
て
、
作
品

を
観
念
的
に
処
理
し
よ
う
と
い
う
創
り
方
が
多
か
っ
た
ん

で
す
。
し
か
し
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
表
現
が
あ
る
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
で
は
具
体
的
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か

悩
み
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
創
っ
た
の
が
《
垂
線
》
と
い
う

作
品
で
し
た
。
要
す
る
に
な
ぜ
あ
れ
を
創
っ
た
の
か
後
か

ら
考
え
る
と
、
概
念
を
実
体
と
し
て
示
す
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
世
の
中
に
は
垂
直
ら
し
い
も
の
、
垂
直
に
近
い
も

の
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
垂
直
な
も
の
は
な
い
で
す
ね
。
紙

の
上
に
一
本
線
を
引
い
て
直
線
で
あ
る
と
か
、
水
平
線
で

あ
る
と
か
概
念
の
操
作
で
認
識
す
る
わ
け
で
す
け
ど
、
そ

う
い
う
ふ
う
に
概
念
的
に
理
解
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
実

際
に
垂
線
が
存
在
し
て
い
る
と
、
そ
れ
を
見
せ
よ
う
と
し

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
、
区
切
り
に
し
て
、
そ
れ

以
前
の
自
分
の
作
品
と
そ
れ
以
後
を
区
切
る
作
品
と
な
り

ま
し
た
ね29

。

既
に
見
た
よ
う
に
、
小
清
水
が
《
位
相
‐
大
地
》
の
直
前

に
制
作
し
た
《
梱
包
》
は
、
実
際
に
は
目
に
見
え
な
い
「
無
」

と
い
う
空
間
を
錯
視
的
・
観
念
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、《
位
相
‐
大
地
》
体
験
を
経
て
制
作
し
た

《
垂
線
》
は
、
現
実
に
は
不
可
視
（
す
な
わ
ち
「
無
」）
で
あ
る

「
垂
直
で
あ
る
」
と
い
う
観
念
を
即
物
的
・
実
在
的
に
具
体
化

す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
こ
に
、
芸
術
表
現
に
お
け

る
触
覚
的
実
在
性
の
強
調
を
様
式
原
理
と
す
る
、
も
の
派
と

し
て
の
小
清
水
の
確
立
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
六
八
年
の
秋
以
降
、
し
ば
ら
く
自
分
の
作
品
が
作

れ
な
か
っ
た
。
確
か
、
百
日
位
は
悩
ん
だ
と
思
う
。
そ
れ

迄
の
私
は
、
彫
刻
を
学
ぶ
者
と
し
て
、
空
間
に
つ
い
て
考

え
て
居
た
。
し
か
も
空
間
を
観
念
的
に
考
え
る
余
り
行
き

図11　小清水漸　《垂線》　1969年

図12　小清水漸　《垂線》　1969年
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詰
ま
っ
て
居
た
。
無
と
言
う
空
間
を
、
観
念
的
に
追
い
求

め
き
れ
な
い
で
居
た
。
無
の
空
間
を
如
何
に
視
覚
的
に
表

現
し
得
る
か
、
と
考
え
て
居
た
が
、
納
得
の
行
く
解
決
を

出
来
な
い
ま
ま
で
居
た
。
そ
の
時
期
に
、
関
根
の
《
位
相

‐
大
地
》
を
、
全
く
経
験
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
事
は
多

分
、
幸
運
だ
っ
た
の
だ
。
一
ト
言
で
乱
暴
に
結
論
付
け
て

し
ま
え
ば
、《
位
相
‐
大
地
》
の
経
験
は
、
私
に
、
無
と
い

う
も
の
を
、
実
在
と
し
て
と
ら
え
る
事
を
思
い
出
さ
せ
て

く
れ
た
の
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
う
。
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

た
の
だ
。
私
達
の
、
必
然
と
し
て
の
美
術
の
在
り
様
を30

。

こ
こ
で
小
清
水
が
い
う
「
必
然
」
と
は
、
彼
自
身
の
別
の

言
葉
で
補
足
す
れ
ば
、「
日
本
人
で
あ
る
自
分
に
と
っ
て
の
背

負
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
文
化
的
、
社
会
的
必
然31

」
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
さ
ら
に
「
日
本
の
文
化
伝
統
的
必
然
」
と
換
言
で

き
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、《
位
相
‐
大
地
》
は
、
作
家
の
人
為
的
観
念
性
を

素
材
の
即
物
的
実
在
性
が
超
克
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
意
図
を
超
え
る
偶
然
が
肯
定
さ
れ
、
自
然
素
材
が
そ
の

ま
ま
一
つ
の
魅
力
的
な
表
現
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
「
美
術
の
在
り
様
」
は
、
日
本
の
文
化
伝
統
に
通

じ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
西
洋
の
伝
統
的
な
制
作
観
が
、
理

性
的
・
人
為
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
上
位
に
奉
り
、
自
然
の
素

材
や
作
用
を
そ
れ
に
従
属
す
べ
き
無
価
値
な
も
の
と
し
て
下

位
に
貶
め
る
の
に
対
し
、
日
本
の
伝
統
的
な
制
作
観
は
、
素

材
の
特
性
や
偶
然
の
作
用
と
い
っ
た
自
然
的
要
素
を
優
れ
た

も
の
と
見
な
し
、
そ
れ
を
自
ら
も
自
然
の
一
部
で
あ
る
人
間

が
共
感
を
通
じ
て
協
働
的
に
作
品
に
取
り
込
む
こ
と
を
高
く

評
価
す
る
か
ら
で
あ
る
。
高
階
秀
爾
の
言
葉
を
用
い
れ
ば
、
前

者
の
西
洋
の
伝
統
的
制
作
観
が
「
人
為
が
自
然
を
完
成
す
る
」

も
の
だ
と
す
れ
ば
、
後
者
の
日
本
の
伝
統
的
制
作
観
は
「
自

然
が
人
為
を
完
成
す
る
」
も
の
だ
と
い
え
る32

。
そ
の
実
例
と

し
て
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
陶
芸
に
お
け
る
窯
変
の
愛
好
や
、

日
本
庭
園
に
お
け
る
経
年
変
化
の
重
視
等
を
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
制
作
観
の
相
違
は
、
伝
統
的
に
、
西
洋
で
は
人

間
は
自
然
よ
り
も
断
絶
的
に
格
上
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
に
対

し
、
日
本
で
は
人
間
は
大
自
然
の
一
部
分
で
あ
る
と
さ
れ
る

と
い
う
、
自
然
観
の
相
違
が
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る33

。

そ
の
意
味
で
、
で
き
る
だ
け
自
然
の
素
材
や
作
用
の
触
覚
的

実
在
性
を
強
調
す
る
と
い
う
も
の
派
の
様
式
原
理
の
根
底
に

は
、
自
然
を
価
値
の
至
上
源
泉
と
見
な
す
日
本
の
伝
統
的
自

然
観
の
反
映
を
観
取
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
も
の
派
の
本
質

は
、
そ
う
し
た
表
現
様
式
を
支
え
る
親
自
然
的
な
感
受
性
と

い
え
る34

。

実
際
に
、
小
清
水
は
《
位
相
‐
大
地
》
体
験
か
ら
得
た
意

識
と
し
て
、
先
に
引
用
し
た
「
観
念
や
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く

て
実
体
を
見
せ
る
こ
と
」
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
証
言
し
て

い
る
。そ

れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
不
真
面
目
な
学
生
で
は
あ
っ

て
も
一
応
美
術
の
教
育
を
受
け
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
の
美
術
教
育
と
い
う
の
は
明
治
以
降
、
全
部
西
洋
か
ら

き
た
西
洋
の
美
術
の
教
育
な
わ
け
で
す
よ
。
デ
ッ
サ
ン
す

る
と
か
、
あ
る
い
は
彫
刻
を
作
る
こ
と
も
全
部
、
西
洋
で

で
き
あ
が
っ
た
技
法
を
日
本
に
移
し
替
え
て
き
て
、
そ
こ

で
教
わ
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
僕
が
そ
の
当
時
、
一
生
懸
命

教
わ
っ
た
と
お
り
に
作
品
作
っ
て
い
て
も
、
何
と
な
く
自

分
の
肉
声
で
は
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。《
位
相
‐
大

地
》
の
体
験
の
後
に
、
自
分
の
言
語
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
い

ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
に
初
め
て
自
信
を
持
て
た
。
西
洋
の

美
術
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
勉
強
し
な
く
て
も
、
自
分

が
育
っ
て
き
た
世
界
で
自
然
と
身
に
つ
け
て
い
た
も
の
、
そ

れ
を
素
直
に
出
す
と
い
う
こ
と
は
何
の
問
題
も
な
い
ん
だ

と
い
う
意
識
。
そ
の
二
つ
の
意
識
が
僕
に
と
っ
て
は
大
事

な
こ
と
で
、
そ
れ
が
も
の
派
と
い
う
も
の
に
繫
が
っ
て
い

っ
た
と
い
う
意
識
が
僕
に
は
あ
る
ん
で
す
よ
ね35

。

4
「
紙
」「
石
」「
鉄
」シ
リ
ー
ズ

こ
こ
か
ら
、
小
清
水
は
毎
月
の
よ
う
に
精
力
的
に
新
作
を

発
表
し
始
め
る
。

小
清
水
は
、
一
九
六
九
年
四
月
二
二
日
か
ら
翌
日
に
か
け

て
都
立
産
業
会
館
で
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
が
行
わ
れ
た
第
四
回

ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
、《
か
み
》（
一

九
六
九
年
）（
図
13
）
を
出
品
し
て
入
選
し
て
い
る
（
東
京
国
立

近
代
美
術
館
：
一
九
六
九
年
一
二
月
五
日
〜
一
四
日
。
翌
年
以
後
、

パ
リ
、
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
巡
回
）。
こ
の
《
か
み
》

は
、
九
〇
セ
ン
チ
角
の
升
状
の
紙
の
中
に
、
そ
れ
よ
り
小
さ

い
同
形
の
石
を
置
く
も
の
で
、
で
き
る
だ
け
自
然
素
材
そ
の

も
の
を
提
示
す
る
立
体
作
品
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
伝
統
的
な

西
洋
彫
刻
の
基
本
理
念
で
あ
る
理
想
的
人
体
像
で
な
い
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
単
な
る
空
間
と
い
う
視
覚
的
観
念
性
よ
り
も
、

紙
と
石
と
い
う
素
材
の
質
感
（
柔
固
）
や
重
量
感
（
軽
重
）
の

対
比
と
い
う
触
覚
的
実
在
性
の
強
調
を
主
題
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
な
お
、
当
時
彫
刻
の
素
材
に
紙
を
用
い
る
こ
と
は

極
め
て
珍
し
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
西
洋
由
来
の
伝
統
的

彫
刻
が
永
続
的
な
重
厚
素
材
を
用
い
る
の
に
対
し
、
敢
え
て

耐
久
力
の
弱
い
軽
薄
素
材
を
選
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
紙
が
「
雲
肌
麻
紙
っ
て
い
う
日
本
画
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に

な
る
紙36

」
で
あ
る
点
で
は
、
あ
る
意
味
で
日
本
の
伝
統
的
な

和
紙
に
よ
る
造
形
文
化
を
背
景
と
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え

る
。

紙
の
や
つ
は
ね
、
そ
の
当
時
は
ま
だ
彫
刻
科
の
学
生
だ

っ
た
か
ら
、
木
と
か
石
と
か
鉄
と
か
、
そ
う
い
う
硬
く
て
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重
く
て
頑
丈
な
も
の
を
作
る
教
育
を
受
け
て
き
た
ん
だ
け

ど
、
そ
ん
な
に
強
く
も
硬
く
も
な
い
、
む
し
ろ
儚
い
も
の

で
作
品
作
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
の
か
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
、

じ
ゃ
あ
紙
を
使
っ
て
彫
刻
作
品
を
作
っ
て
や
れ
と
思
っ
て
。

そ
れ
で
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
紙
の
升
の
中
に
石
を
ぽ

ん
と
置
く
と
い
う
、
そ
の
作
品
（《
か
み
》）
を
作
っ
た
ん

で
す
け
ど
ね37

。

続
く
一
九
六
九
年
五
月
に
、
小
清
水
は
「
第
九
回
現
代
日

本
美
術
展
」（
東
京
都
美
術
館
：
五
月
一
〇
日
〜
三
〇
日
）
に
、

《
か
み
》（
一
九
六
九
年
）
を
出
品
し
て
入
選
し
て
い
る
。
こ
の

《
か
み
》
は
、
二
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
角
で
高
さ
二
メ
ー
ト

ル
の
大
型
の
升
状
の
紙
の
中
に
、
そ
れ
よ
り
小
さ
い
同
形
の

升
状
の
紙
を
置
く
立
体
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
で
き

る
だ
け
自
然
素
材
そ
の
も
の
の
触
覚
的
実
在
性
を
強
調
す
る

作
品
で
あ
っ
た
が
、
今
度
は
前
作
の
よ
う
な
紙
と
石
と
い
う

異
な
る
素
材
の
対
比
で
は
な
く
、
紙
と
い
う
同
じ
素
材
同
士

の
肌
合
い
や
軽
量
感
の
呼
応
を
主
題
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

要
す
る
に
非
常
に
ペ
ラ
ペ
ラ
な
紙
の
質
感
で
、
重
々
し

い
と
思
わ
れ
て
い
る
彫
刻
と
い
う
概
念
の
作
品
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
発
想
で
、
紙
の
マ
ス
を
つ
く
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
が
、
縄
で
空
間
を
梱
包
し
た
と
き

に
は
、
非
常
に
観
念
的
に
作
品
が
で
き
上
が
っ
て
い
っ
て

る
ん
で
す
。
縄
と
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
を
組
合
わ
せ
た
り
と
い

う
こ
と
は
考
え
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ま
だ
自
分
の
情
感
か

ら
く
る
素
材
の
選
び
方
じ
ゃ
な
く
て
、
意
識
か
ら
持
っ
て

く
る
よ
う
な
素
材
の
選
び
方
だ
っ
た
。
紙
の
作
品
に
な
っ

て
初
め
て
、
素
材
に
対
し
て
自
分
の
情
感
を
解
放
し
た
と

い
う
か
、
引
受
け
た
と
こ
ろ
で
材
料
を
選
び
出
し
て
、
形

作
る
姿
勢
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
ね38

。

ま
た
、
小
清
水
は
、
同
年
七
月
に
行
わ
れ
た
箱
根
の
森
彫

刻
美
術
館
主
催
の
「
第
一
回
現
代
国
際
彫
刻
展
」
の
コ
ン
ク

ー
ル
審
査
に
、《
石
》
を
出
品
し
て
い
る
。
こ
の
《
石
》
は
、

地
面
に
二
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
角
で
深
さ
五
〇
セ
ン
チ
の

直
方
体
の
穴
を
掘
り
、
そ
の
中
に
そ
れ
よ
り
小
さ
い
一
メ
ー

ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
角
で
高
さ
五
〇
セ
ン
チ
の
同
形
の
大
型
の

石
を
置
く
作
品
案
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
や
は
り
、
で
き
る
だ

け
自
然
素
材
そ
の
も
の
の
触
覚
的
実
在
性
を
強
調
す
る
立
体

作
品
で
、
今
度
は
土
と
石
と
い
う
素
材
の
質
感
や
重
量
感
の

対
比
を
主
題
と
し
て
い
た
が
、
当
時
の
評
価
基
準
の
埒
外
に

あ
る
作
品
だ
っ
た
の
で
審
査
に
は
落
選
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
小
清
水
は
、
同
年
八
月
の
「
現
代
美
術
の
動
向

展
」（
京
都
国
立
近
代
美
術
館
：
八
月
一
九
日
〜
九
月
二
三
日
）

に
、《
か
み
1
》（
一
九
六
九
年
）（
図
14
）
と
、《
か
み
2
》（
改

題
《
か
み
》）（
一
九
六
九
年
）（
図
15
）
を
出
品
し
て
い
る
。《
か

み
1
》
は
、
巨
大
な
和
紙
を
巨
大
な
鉄
板
に
磁
石
で
留
め
る

も
の
で
、
こ
れ
も
や
は
り
で
き
る
だ
け
自
然
素
材
そ
の
も
の

の
触
覚
的
実
在
性
を
強
調
し
、
紙
と
鉄
と
い
う
素
材
の
質
感

と
重
量
感
の
対
比
を
主
題
と
す
る
立
体
作
品
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
こ
の
《
か
み
1
》
は
、
紙
が
磁
石
で
空
中
停
止
し
て

い
る
こ
と
で
、
磁
力
や
（
逆
説
的
に
）
重
力
と
い
う
自
然
作
用

の
存
在
を
提
示
す
る
作
品
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、《
か
み
2
》

は
、
前
月
の
「
第
一
回
現
代
国
際
彫
刻
展
」
で
落
選
し
た
作

品
案
の
大
型
の
石
を
大
型
の
袋
状
の
紙
で
包
み
込
む
も
の
で
、

こ
れ
も
や
は
り
で
き
る
だ
け
自
然
素
材
そ
の
も
の
の
触
覚
的

図13　小清水漸　《かみ》　1969年

図14　小清水漸　《かみ1》　1969年

図15　小清水漸　《かみ2》　1969年
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実
在
性
を
強
調
し
、
紙
と
石
と
い
う
素
材
の
質
感
と
重
量
感

の
対
比
を
主
題
と
す
る
立
体
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
《
か
み

2
》
に
お
け
る
、
袋
状
の
紙
と
そ
れ
に
包
み
込
ま
れ
た
石
の

非
日
常
的
な
巨
大
さ
や
組
み
合
わ
せ
の
意
外
さ
は
、
既
成
概

念
を
脱
し
て
自
然
素
材
そ
の
も
の
の
触
覚
的
実
在
性
を
直
接

知
覚
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
す
る
一
方
で
、
日
本
の
典
型
的
な

和
紙
（
雲
肌
麻
紙
）
で
物
を
包
み
込
む
と
い
う
点
で
は
、
あ
る

意
味
で
日
本
の
伝
統
的
な
紙
に
よ
る
包
装
文
化
を
想
起
さ
せ

る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。

成
田
君
の
い
う
日
常
的
で
な
い
も
の
を
求
め
る
と
い
う

こ
と
ね
。
そ
れ
が
、
た
と
え
ば
既
成
概
念
的
で
な
い
も
の

と
い
う
こ
と
ば
に
置
き
換
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
ぼ
く
は

そ
の
と
お
り
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。
ぼ
く
の
場
合
に
も
、
大

き
な
紙
の
袋
に
で
か
い
石
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
紙

と
い
う
も
の
に
対
し
て
自
分
の
い
ま
ま
で
持
っ
て
い
た
概

念
を
疑
う
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
た
わ
け
で
す
。
石
に
対
し

て
も
や
は
り
同
じ
で
す39

。

そ
の
上
で
、
小
清
水
は
、
翌
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
五

月
に
中
原
佑
介
が
企
画
し
た
「
第
一
〇
回
日
本
国
際
美
術
展

―
人
間
と
物
質
」（
東
京
都
美
術
館
：
五
月
一
〇
日
〜
三
〇

日
）
に
、《
鉄
I
》（
改
題
《
鉄
板
I
》）（
一
九
七
〇
年
）（
図
16
）

と
、《
鉄
II
》（
改
題
《
鉄
板
II
》）（
一
九
七
〇
年
）（
図
17
）
を

出
品
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
作
品
も
、
や
は
り
で
き
る
だ

け
自
然
素
材
そ
の
も
の
の
触
覚
的
実
在
性
を
強
調
し
、
鉄
と

い
う
素
材
の
質
感
と
重
量
感
の
生
々
し
い
提
示
を
主
題
と
す

る
立
体
作
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
鉄
板
の
先
端
の
半
円
部
分
が

磨
か
れ
て
刃
先
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
や
、
そ
の
刃
先
が
見
慣

れ
な
い
ほ
ど
異
様
に
巨
大
で
あ
る
こ
と
や
、
刃
先
を
下
に
壁

に
立
て
か
け
て
不
安
定
に
見
え
る
こ
と
や
、
後
部
を
浮
か
し

て
刃
先
を
地
面
に
付
け
る
こ
と
で
抉
る
と
い
う
行
為
を
連
想

さ
せ
る
こ
と
等
は
、
鉄
と
い
う
素
材
の
触
覚
的
実
在
性
を
強

く
知
覚
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
す
る
一
方
で
、
そ
の
鉄
を
研
い

で
刃
先
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
自
体
が
、
あ
る
意
味
で
日
本
の

伝
統
的
な
鉄
に
よ
る
刃
物
文
化
を
喚
起
す
る
も
の
だ
っ
た
と

い
え
る
。

鉄
の
と
き
は
い
か
に
も
鉄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張

す
る
状
態
を
探
し
出
そ
う
っ
て
い
う
ふ
う
な
（
考
え
だ
っ

た
）。
日
本
の
文
化
の
中
で
は
、
鉄
と
い
う
の
は
刃
物
の
部

分
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
ね
。
刃
物
だ
け
で
は
な
い
鉄
の

表
情
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
一
番
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
る
に

は
刃
物
に
す
る
と
い
う
の
が
端
的
か
な
と
い
う
捉
え
方
で

し
た
ね40

。

さ
ら
に
、
小
清
水
は
、
同
じ
五
月
に
開
か
れ
た
「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ツ'70

」（
東
京
画
廊
：
五
月
一
一
日
〜
二

三
日
）
に
、《
か
み
》（
改
題
《
紙
の
袋
》）（
一
九
七
〇
年
）（
図

18
）
を
出
品
し
て
い
る
。
こ
れ
も
や
は
り
、
袋
状
の
和
紙
（
雲

肌
麻
紙
）
の
連
作
の
一
つ
で
、
で
き
る
だ
け
自
然
素
材
そ
の

も
の
の
触
覚
的
実
在
性
を
強
調
し
、
紙
と
い
う
素
材
の
風
合

い
と
軽
量
感
の
提
示
を
主
題
と
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
こ
の
《
か
み
》
は
、
壁
に
掛
け
ら
れ
て
一
見
平
面
的
な

絵
画
で
あ
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
実
際
に
は
平
板
な
升
形

の
立
体
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
従
来
の
西
洋
由
来
の
絵
画

と
彫
刻
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
境
界
を
曖
昧
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
絵
画
と
彫
刻
が
未
分
化
な
日
本
の
伝
統
的

造
形
文
化
と
一
脈
通
じ
る
作
品
だ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
小
清
水
は
、
同
年
八
月
に
東
野
芳
明
が
企
画
し

た
「
現
代
美
術
の
一
断
面
展
」（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
：
八

月
四
日
〜
三
〇
日
）
に
、
こ
の
壁
に
掛
け
ら
れ
た
平
板
な
升
形

の
和
紙
（
雲
肌
麻
紙
）
を
さ
ら
に
大
き
く
し
た
《
か
み
》（
一

九
七
〇
年
）
を
出
品
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
時
、
美
術
館
の

前
庭
に
、
一
メ
ー
ト
ル
×
二
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
×
一
メ

ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
の
巨
石
を
真
っ
二
つ
に
し
た
《
七
〇
年

八
月 

石
を
割
る
》（
一
九
七
〇
年
）（
図
19
）
を
出
品
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
作
品
も
ま
た
、
や
は
り
で
き
る
だ
け
自
然
素
材

図16　小清水漸　《鉄Ⅰ》　1970年 

図17　小清水漸　《鉄Ⅱ》　1970年 
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そ
の
も
の
の
触
覚
的
実
在
性
を
強
調
し
、
そ
れ
ぞ
れ
紙
と
石

と
い
う
素
材
の
質
感
と
重
量
感
を
如
実
に
提
示
す
る
と
共
に
、

美
術
館
の
内
外
で
両
者
の
素
材
の
質
感
と
重
量
感
を
対
比
す

る
こ
と
を
主
題
と
す
る
立
体
作
品
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な

お
、
こ
の
《
七
〇
年
八
月 

石
を
割
る
》
で
は
、「
日
本
人
の

記
憶
の
中
に
あ
る
い
ろ
ん
な
石
の
中
で
割
と
頻
繁
に
よ
く
使

わ
れ
て
い
る
石41

」
で
あ
る
茨
城
県
稲
田
産
の
白
御
影
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
、
割
る
と
い
う
行
為
自

体
が
石
と
い
う
素
材
に
対
す
る
自
然
な
関
わ
り
方
と
捉
え
ら

れ
、
そ
れ
が
あ
く
ま
で
も
素
材
の
支
配
的
操
作
で
は
な
く
素

材
と
の
共
感
的
協
働
と
感
受
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
促

し
て
お
き
た
い
。

確
か
に
石
と
か
紙
と
か
、
あ
る
い
は
鉄
と
か
は
そ
れ
自

体
、
非
常
に
強
固
な
存
在
と
し
て
あ
る
わ
け
だ
け
れ
ど
も
、

自
然
と
の
関
わ
り
と
い
う
相
関
関
係
で
は
、
人
間
と
し
て
、

た
と
え
ば
木
を
見
た
ら
木
を
削
る
、
石
を
見
た
ら
石
を
う

が
つ
と
い
う
意
志
を
持
つ
の
が
、
ご
く
自
然
の
あ
り
方
だ

と
い
う
ふ
う
に
自
分
で
は
思
う
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
素

材
を
組
み
伏
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
情
感
的
に

は
素
材
を
受
け
入
れ
て
い
き
な
が
ら
、
な
お
か
つ
自
分
の

人
と
し
て
の
自
然
な
行
為
を
加
え
て
い
く
と42

。

こ
こ
で
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
小
清
水
の
「
紙
」「
石
」

「
鉄
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
で
き
る
だ
け
自
然
素
材
そ
の
も
の
の
触

覚
的
実
在
性
を
強
調
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ら
の
紙
や
石
や
鉄
を
素
材
と
す
る
立
体
作
品
は
、
い
ず

れ
も
視
覚
的
観
念
性
よ
り
も
触
覚
的
実
在
性
を
強
調
す
る
点

で
、
典
型
的
な
も
の
派
作
品
だ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
の
作
品
は
い
ず
れ
も
、
日
本
の
伝
統
的
な
制
作
観
や
自

然
観
に
親
和
的
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、

単
な
る
表
現
様
式
の
み
な
ら
ず
そ
れ
を
支
え
る
感
受
性
の
水

準
で
も
代
表
的
な
も
の
派
作
品
だ
っ
た
と
い
え
る
。

な
お
、
こ
の
一
九
七
〇
年
の
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
小

清
水
は
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
か
れ
た
「
日
本
人
に
よ
る
版

画
展
」（
C
・
M
・
カ
ッ
セ
画
廊
：
四
月
一
四
日
〜
五
月
一
四
日
）

に
、
紙
に
エ
ン
ボ
ス
加
工
で
文
字
を
浮
き
出
さ
せ
た
五
枚
組

の
作
品
を
出
品
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
い
わ
ば
紙
と
い

う
素
材
の
触
覚
的
実
在
性
を
強
調
す
る
も
の
派
作
品
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
そ
こ
で
小

清
水
が
浮
き
上
が
ら
せ
た
文
章
の
一
つ
が
「Q

ui som
m

es-
nous?

」
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
図
20
）。
こ
れ
は
、「
私
達
は

誰
か
？
」
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

こ
の
作
品
は
、
西
洋
の
言
語
で
、
西
洋
由
来
の
美
術
と
い
う

方
法
を
用
い
、
い
わ
ば
西
洋
美
術
の
中
心
地
で
、
西
洋
人
の

み
な
ら
ず
全
世
界
に
向
け
て
、「
日
本
人
で
あ
る
自
分
に
と
っ

て
の
背
負
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
文
化
的
、
社
会
的
必
然
と

し
て
の
美
術
の
在
り
様
」
を
自
問
し
提
示
し
て
み
せ
る
と
い

う
構
造
を
持
つ
作
品
で
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
小
清
水
漸
の
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
七

〇
年
ま
で
の
芸
術
活
動
を
考
察
す
れ
ば
、
も
の
派
と
は
、
芸

術
表
現
に
お
け
る
触
覚
的
実
在
性
の
強
調
で
あ
り
、
そ
の
表

現
様
式
の
根
底
に
は
、
日
本
―
よ
り
広
く
視
野
を
取
る
な

ら
ば
東
ア
ジ
ア
―
の
伝
統
的
な
制
作
観
や
自
然
観
が
あ
る

と
分
析
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
日
本
あ
る
い
は
東
ア

ジ
ア
の
伝
統
的
感
受
性
を
、
西
洋
由
来
で
事
実
上
世
界
共
通

言
語
で
あ
る
美
術
を
通
じ
て
表
現
し
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
、
正

図19　小清水漸　《70年8月 石を割る》　1970年 

図20　小清水漸　日本人による版画展　出品作　1970年 

図18　小清水漸　《かみ》　1970年 
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に
も
の
派
の
世
界
美
術
に
お
け
る
固
有
の
独
自
的
価
値
と
主

張
で
き
る
。

謝
辞

　

本
稿
執
筆
に
当
た
り
、
筆
者
の
複
数
回
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
や
手

紙
に
よ
る
細
か
い
質
問
に
何
度
も
丁
寧
に
回
答
し
て
い
た
だ
い
た
、

小
清
水
漸
氏
、
関
根
伸
夫
氏
、
東
京
画
廊
代
表
取
締
役
の
山
本
豊

津
氏
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注1　
秋
丸
知
貴
「
自
然
体
験
と
身
心
変
容

―
『
も
の
派
』
研
究

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
第
六
号
、
上

智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
・
身
心
変
容
技
法
研
究
会
、

二
〇
一
七
年
、
七
六
―八
四
頁
。
ま
た
、
関
連
論
考
と
し
て
、

秋
丸
知
貴「
現
代
日
本
美
術
に
お
け
る
自
然
観

―
関
根
伸

夫
の
《
位
相
‐
大
地
》（
一
九
六
八
年
）
か
ら
《
空
相
‐
黒
》

（
一
九
七
八
年
）
へ
の
展
開
を
中
心
に
」『
比
較
文
明
』
第
三

四
号
、
比
較
文
明
学
会
、
二
〇
一
八
年
、一
三
一
―一
五
六
頁
。

2　

小
清
水
漸
「
闇
の
中
へ
消
え
て
い
く
前
の
藪
の
中
へ
」『
美

術
手
帖
』
美
術
出
版
社
、
一
九
九
五
年
五
月
号
、
二
七
〇
頁
。

3　
本
稿
の
小
清
水
漸
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
本
人
へ
の
直
接
イ

ン
タ
ヴ
ュ
ー
や
文
通
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
八

年
一
二
月
一
五
日
現
在
未
公
開
で
、
本
人
よ
り
筆
記
録
の
提

供
を
受
け
た
、「
日
本
美
術
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
ア

ー
カ
イ
ヴ
」
に
お
け
る
菊
川
亜
騎
・
加
治
屋
建
司
・
山
下
晃

平
に
よ
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
（「
小
清
水
漸
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
1
」

二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
四
日
・「
小
清
水
漸
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

2
」
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
五
日
）
も
大
い
に
参
考
に
な
っ

た
こ
と
を
関
係
者
全
員
に
感
謝
し
て
お
き
た
い
。

4　
「
小
清
水
漸
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
1
」。

5　
「
小
清
水
漸
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
1
」。

6　
建
畠
覚
造
・
尾
川
宏
・
舟
越
保
武
・
佐
藤
忠
良
・
植
木
茂
・

井
上
武
吉
『
新
・
技
法
シ
リ
ー
ズ　

彫
刻
を
つ
く
る
』
美
術

出
版
社
、
一
九
六
五
年
。

7　
「
小
清
水
漸
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
1
」。

8　
こ
の
A
ゼ
ミ
に
は
、
後
に
も
の
派
と
な
る
菅
木
志
雄
も
参
加

し
て
い
る
。

9　
岡
田
隆
彦
「
小
清
水
漸
と
語
る

―
素
材
と
の
絶
え
ざ
る
か

か
わ
り
を
通
し
て
」『
み
づ
ゑ
』
美
術
出
版
社
、
一
九
七
八

年
五
月
号
、
九
一
頁
。

10　
小
清
水
「
闇
の
中
へ
消
え
て
い
く
前
の
藪
の
中
へ
」
二
六
八

頁
。

11　
「
小
清
水
漸
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
1
」。

12　
「
小
清
水
漸
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
1
」。

13　
岡
田
「
小
清
水
漸
と
語
る
」
九
一
頁
。

14　
《
位
相
―大
地
》
の
制
作
に
は
、
そ
の
他
に
友
人
女
性
の
櫛
下

町
順
子
・
上
原
貴
子
・
大
石
桃
子
が
参
加
し
て
い
た
。

15　
関
根
伸
夫
『
風
景
の
指
輪
』
図
書
新
聞
、
二
〇
〇
六
年
、
五

七
頁
。

16　
小
清
水
「
闇
の
中
へ
消
え
て
い
く
前
の
藪
の
中
へ
」
二
六
九

頁
。

17　
小
清
水
漸
「
小
清
水
漸
氏
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」『「
位
相
‐
大

地
」
の
考
古
学
』
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
、
一
九
九
六
年
、

一
八
頁
。

18　
「
小
清
水
漸
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
1
」。

19　
峯
村
敏
明
「
存
在
を
問
う
美
術
の
系
譜
」『
も
の
派
‐
再
考
』

展
図
録
、
国
立
国
際
美
術
館
、
二
〇
〇
五
年
。

20　
「
日
本
概
念
派
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
千
葉
成
夫
『
現
代

美
術
逸
脱
史
』
晶
文
社
、
一
九
八
六
年
を
参
照
。

21　
「The W

orld W
ide A

rtist Vol.3　

小
清
水
漸
」『
ギ
ャ
ラ
リ

ー
』
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
号
、

三
一
―三
二
頁
。

22　

岡
田
「
小
清
水
漸
と
語
る
」
九
一
頁
及
び
、「
小
清
水
漸
イ

ン
タ
ヴ
ュ
ー
1
」。

23　
小
清
水
「
闇
の
中
へ
消
え
て
い
く
前
の
藪
の
中
へ
」
二
七
〇

頁
。

24　
小
清
水
「
闇
の
中
へ
消
え
て
い
く
前
の
藪
の
中
へ
」
二
六
九

頁
。

25　
「
小
清
水
漸
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
1
」。

26　
小
清
水
「
闇
の
中
へ
消
え
て
い
く
前
の
藪
の
中
へ
」
二
六
九

頁
。

27　
「
小
清
水
漸
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
1
」。

28　
岡
田
「
小
清
水
漸
と
語
る
」
九
二
頁
。

29　
「The W

orld W
ide A

rtist Vol.3　
小
清
水
漸
」
三
二
―三
三

頁
。

30　
小
清
水
「
小
清
水
漸
氏
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
一
八
頁
。

31　
「The W

orld W
ide A

rtist Voll.3　
小
清
水
漸
」
三
三
頁
。

32　

日
本
文
化
会
議
編
『
東
西
文
化
比
較
研
究

―
自
然
の
思

想
』
研
究
社
、
一
九
七
四
年
。

33　
こ
う
し
た
日
本
の
伝
統
的
な
制
作
観
と
自
然
観
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
注
1
の
拙
稿
を
参
照
。

34　
こ
の
観
点
か
ら
は
、
一
九
七
一
年
を
境
に
表
現
様
式
が
変
化

す
る
こ
と
で
も
の
派
か
ら
転
向
し
た
と
一
般
に
見
な
さ
れ
て

い
る
小
清
水
が
、
実
際
に
は
感
受
性
の
水
準
で
は
現
在
の
最

新
作
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
も
の
派
だ
っ
た
こ
と
が
理
解
で

き
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
予
定

で
あ
る
。

35　
「
小
清
水
漸
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
1
」。

36　
「
小
清
水
漸
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
1
」。

37　
「
小
清
水
漸
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
1
」。

38　
岡
田
「
小
清
水
漸
と
語
る
」
九
二
頁
。

39　
小
清
水
漸
・
菅
木
志
雄
・
関
根
伸
夫
・
成
田
克
彦
・
吉
田
克

朗
・
李
禹
煥
「
座
談
会
〈
も
の
〉
が
ひ
ら
く
新
し
い
世
界
」

『
美
術
手
帖
』
美
術
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
二
月
号
、
三
六

頁
。

40　
「
小
清
水
漸
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
2
」。

41　
「
小
清
水
漸
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
1
」。

42　
岡
田
「
小
清
水
漸
と
語
る
」
九
七
頁
。
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1
は
じ
め
に

本
稿
は
、
十
六
世
紀
ス
ペ
イ
ン
の
詩
人
神
秘
家
、
十
字
架

の
ヨ
ハ
ネ（Juan de la C

ruz, 1542-1591

）の
高
名
な
詩
編
、「
霊

の
讃
歌
（Cántico Espiritual

）」
に
見
て
と
れ
る
、
人
間
の
「
魂
」

が
神
と
の
愛
の
交
わ
り
の
な
か
で
い
か
に
変
容
し
て
い
く
か

の
過
程
を
、
と
く
に
、「
語
ら
れ
る
言
葉
の
変
容
」
と
い
う
観

点
か
ら
素
描
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

こ
の
詩
編
を
、
魂
の
変
容
の
次
第
を
歌
っ
た
「
詩
・
も
の
が

た
り
」
と
し
て
読
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
ま
ず
、
文

献
上
の
基
本
的
な
確
認
を
し
て
お
く
。

こ
の
詩
編
は
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
が
三
十
三
歳
の
こ
ろ
、
修

道
会
改
革
運
動
の
軋
轢
の
な
か
で
敵
対
グ
ル
ー
プ
の
修
道
院

に
拉
致
監
禁
さ
れ
て
、
幽
閉
に
近
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

た
お
り
に
、
何
も
な
い
監
禁
の
小
部
屋
の
な
か
で
そ
の
最
初

の
か
た
ち
が
書
か
れ
た
。
そ
の
後
、
い
く
た
び
か
拡
張
さ
れ
、

最
終
的
に
は
四
十
の
「
歌
（canción

）」
か
ら
成
る
か
た
ち
が

成
立
し
た1

。
さ
ら
に
、
こ
の
詩
を
読
ん
だ
修
道
女
た
ち
に
そ

の
「
霊
的
意
味
」
の
解
説
を
求
め
ら
れ
た
の
に
応
え
て
、
詩

編
全
体
に
つ
い
て
の
逐
行
的
注
解

―
著
者
は
「
解
明

（declaración

）」
と
し
て
い
る
―
の
書
を
著
者
自
身
が
執
筆

し
た
。
自
作
詩
自
注
の
形
式
を
と
る
こ
の
著
作
が
、『
霊
の
讃

歌
（Cántico Espiritual

）』
と
呼
ば
れ
て
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の

主
著
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
注
釈
の
内
容
は
、
他
の
著
作

同
様
、「
神
と
の
合
一
（unión

）」
に
ま
で
至
る
魂
（alm

a

）
の

道
程
を
扱
う
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
婚
姻
神
秘
主
義
の
伝
統
に

属
す
る
。
た
だ
し
、
通
常
婚
姻
神
秘
主
義
は
聖
書
の
雅
歌
注

解
の
か
た
ち
を
採
る
の
に
対
し
、
こ
の
著
作
で
注
解
さ
れ
る

の
は
、
雅
歌
か
ら
基
本
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
継
い
で
は
い
る
も

の
の
、
あ
く
ま
で
自
作
の
詩
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
異
性
が
あ

る
。以

下
本
稿
で
は
、
こ
の
詩
編
（「
歌
（canciones
）」） 
―
試

み
に
〈
魂
の
愛
の
歌
〉
と
記
す2

―
自
体
を
題
材
と
し
、『〈
魂

の
愛
の
歌
〉
解
明
』
で
の
注
解
は
、
も
ち
ろ
ん
参
照
は
す
る

が
、
そ
こ
に
神
学
的
語
彙
で
説
か
れ
る
教
説
そ
の
も
の
は
主

題
と
し
な
い
。「
神
」
と
い
う
絶
対
者
を
恋
愛
な
い
し
婚
姻
と

い
う
濃
密
な
人
格
的
関
係
の
対
象
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
拓

か
れ
る
地
平
の
な
か
で
、
魂
の
変
容
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ

把
握
さ
れ
う
る
の
か
、
そ
の
可
能
性
を
こ
の
「
詩
・
も
の
が

た
り
」
の
言
葉
に
即
し
て
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

2
読
解
の
視
点

〈
魂
の
愛
の
歌
〉
の
読
解
に
入
る
前
に
、
こ
の
著
作
が
属
す

る
婚
姻
神
秘
主
義
の
、
神
学
と
し
て
の
特
徴
な
い
し
性
格
に

つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
て
お
く
。

婚
姻
神
秘
主
義
は
、
上
述
の
と
お
り
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト

教
の
初
期
か
ら
の
伝
統
が
あ
る
。
人
間
の
魂
を
若
い
女
性
、

神
（
な
い
し
キ
リ
ス
ト
）
を
そ
の
恋
人
で
あ
る
若
い
男
性
に
準

え
、
神
と
人
間
の
愛
の
交
わ
り
の
内
実
を
、
男
女
の
愛
の
交

わ
り
の
諸
相
、
恋
愛
の
成
就
ま
で
の
ド
ラ
マ
に
読
み
込
も
う

と
す
る
、「
神
学
」
の
ひ
と
つ
の
か
た
ち
で
あ
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ

身
心
変
容
の
も
の
が
た
り
と
し
て
の『
霊
の
讃
歌
』

　
　

鶴
岡
賀
雄

南
山
宗
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
／
宗
教
学
・
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
研
究
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語
聖
書
に
収
め
ら
れ
た
恋
の
歌
、
雅
歌
―
聖
書
学
者
は
こ

れ
を
、
古
代
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
民
衆
的
な
恋
歌
、
あ
る
い
は

祝
婚
歌
の
集
成
と
見
る
よ
う
だ
が
、
字
義
上
は
宗
教
的
要
素

を
い
っ
さ
い
含
ま
な
い
こ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
が
聖
典
と
さ

れ
た
こ
と
の
意
図
・
意
義
に
つ
い
て
は
な
お
不
詳
で
あ
る
―

が
、
そ
う
し
た
神
学
を
可
能
と
す
る
宗
教
上
の
「
権
威
」
と

な
っ
て
い
る
。

婚
姻
神
秘
主
義
は
、
し
た
が
っ
て
、
神
と
人
の
間
の
愛
を

男
女
の
恋
愛
に
「
準
え
る
」
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
構

成
す
る
言
語
は
全
体
と
し
て
「
比
喩
」
と
な
る
。
人
と
神
の

愛
は
、
純
粋
に
精
神
的
・
霊
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
男
女
の

恋
愛
の
よ
う
に
身
体
・
肉
体
が
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
―
こ
う
言
い
切
る
の
は
あ
ま
り
に
霊
肉
二
元
論
的

で
あ
り
、
男
女
の
愛
の
理
解
に
つ
い
て
も
、
ま
た
神
と
人
と

の
愛
の
理
解
に
つ
い
て
も
、
い
さ
さ
か
偏
頗
な
も
の
と
す
べ

き
か
も
し
れ
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
お
よ
そ
「
こ
の
世
を
超

え
た
」
神
に
つ
い
て
こ
の
世
の
言
語
で
語
る
と
き
に
は
、
言

葉
は
「
す
べ
て
比
喩
に
過
ぎ
な
い
」
と
す
る
こ
と
も
で
き
る

だ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
神
学

―
神
に
つ
い
て
（
人
間
の
言

葉
で
）
語
ろ
う
と
す
る
試
み
の
全
体
を
こ
こ
で
は
こ
う
呼
ん

で
お
く
―
と
し
て
の
婚
姻
神
秘
主
義
の
特
徴
に
し
て
特
長

は
、
こ
の
言
葉
の
比
喩
性
を
は
じ
め
か
ら
大
前
提
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
精
神
的
愛
と
肉
体
的
愛
の
違
い
は
歴
然

と
し
て
い
る
―
と
想
定
さ
れ
る
―
以
上
、
婚
姻
神
秘
主

義
の
言
葉
は
、
指
示
対
象
の
一
義
性
や
、
語
の
厳
密
な
定
義

を
要
求
す
る
学
問
言
語
―
現
代
な
ら
自
然
科
学
の
そ
れ
、

当
時
で
あ
れ
ば
ス
コ
ラ
学
の
そ
れ
―
と
は
、
は
じ
め
か
ら

「
ジ
ャ
ン
ル
」
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
婚
姻
神
秘
主
義
は
、

こ
の
こ
と
を
意
識
的
・
意
図
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
。
言

葉
の
厳
密
な
使
用
、
正
確
な
論
理
性
と
い
っ
た
規
矩
か
ら
、
は

じ
め
か
ら
、「
比
喩
」
の
名
の
も
と
に
脱
出
す
る
こ
と
で
、
か

え
っ
て
言
葉
の
自
由
な
使
用
、
言
葉
が
本
来
も
つ
は
ず
の
多

様
多
彩
な
意
味
作
用
を
自
在
に
―
「
恣
意
的
」
に
と
言
っ

て
も
よ
い

―
用
い
て
、
そ
う

0

0

で
あ
る
こ
と
が
「（
論
理
的

に
）
必
然
」
で
あ
る
よ
う
な
理
論
で
は
な
く
て
、
そ
の
よ
う

0

0

0

0

に
考
え
、
語
る
こ
と
も
「
可
能
な
」、
一
つ
の
理
路
を
描
こ
う

と
す
る
。
そ
れ
は
「
理
論
」
で
は
な
く
て
、「
も
の
が
た
り
」

の
理
路
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
も
一
つ
の
理
路
で
あ
る
以
上
、
一

つ
の
理
解
な
い
し
了
解
可
能
性
を
有
す
る
。
一
定
の
説
得
力

を
、
共
感
可
能
性
の
大
き
さ
と
し
て
有
す
る
。
そ
の
可
能
性

に
賭
け
る
の
が
婚
姻
神
秘
主
義
だ
と
言
え
よ
う
。

「
も
の
が
た
り
」の
基
本
要
素
と
性
格

た
だ
し
、「
も
の
が
た
り
」
と
い
う
理
路
、
そ
の
「
理
」
の

性
格
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
理
論
化
は
至
難
に
思
わ
れ
る
。

「
も
の
が
た
り
」
と
い
う
言
葉
自
体
、「
物
語
」「
ス
ト
ー
リ

ー
」「
お
は
な
し
」
等
、
い
ろ
い
ろ
な
表
記
、
類
語
が
あ
る
き

わ
め
て
曖
昧
な
も
の
で
あ
り
、
西
洋
古
典
語
で
も
、
ミ
ュ
ー

ト
ス
（m

uthos

）、
フ
ァ
ー
ブ
ラ
（fabula

）
等
、
多
様
か
つ
多

義
的
で
あ
る
。
こ
れ
を
巡
る
議
論
は
、
文
芸
学
は
も
と
よ
り
、

多
方
面
で
行
わ
れ
て
い
る
が3

、「
も
の
が
た
り
」
を
文
芸
の
一

ジ
ャ
ン
ル
と
見
る
な
ら
、
近
現
代
の
芸
術
は
あ
ら
ゆ
る
既
成

概
念
を
脱
す
る
作
品
を
創
造
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
面
が
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
概
念
規
定
も
あ
ら
か
じ
め
破
綻
す
る
運
命

に
あ
る
と
も
い
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
以
下
の
よ
う
に

「
お
お
ま
か
」
に
と
ら
え
て
お
く
。

そ
も
そ
も
「
も
の
が
た
り
」
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
理
論
以
前

に
人
間
が
紡
い
で
き
た
、
世
界
や
自
己
を
了
解
す
る
た
め
の

言
葉
の
か
た
ち
で
あ
る
。
か
つ
、
あ
ら
ゆ
る
理
論
化
「
以
前
」

な
る
が
ゆ
え
に
、
潜
在
的
に
は
つ
ね
に
、
理
論
に
「
抗
す
る
」

言
葉
の
か
た
ち
で
も
あ
る
。「
も
の
が
た
り
」
の
理
路
に
拠
る

婚
姻
神
秘
主
義
は
、
か
く
て
、
形
而
上
学
で
も
存
在
論
で
も
、

ま
た
心
理
学
で
も
体
験
記
述
で
も
な
く
、「
も
の
が
た
り
」
と

し
て
神
と
の
合
一
を
語
る
・
言
語
化
す
る
、
古
い
け
れ
ど
も

つ
ね
に
可
能
な
、
つ
ね
に
甦
り
う
る
言
葉
の
か
た
ち
と
い
え

る
。
そ
の
「
言
葉
の
か
た
ち
」
の
基
本
を
本
稿
で
は
、
あ
く

ま
で
〈
魂
の
愛
の
歌
〉
読
解
の
た
め
の
把
握
と
し
て
、
以
下

の
よ
う
に
捉
え
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、「
も
の
が
た
り
」
に
は
「
登
場
人
物
」
が
い
る
。
そ

の
も
っ
と
も
主
要
な
者
を
「
主
人
公
（hero/ heroine

）」
と
呼

ん
で
お
く
。
主
人
公
は
、行
動
し
言
葉
を
発
す
る
ひ
と
り
の
主
体

で
あ
る
。
読
者
は
そ
の
主
人
公
の
「
私（
一
人
称
単
数
）」
に
自

ら
の
「
私
」
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
主
人
公
の
「
私
」

は
「
誰
で
も
」
の
「
私
」
で
あ
る
。

「
も
の
が
た
り
」
で
は
、
そ
の
主
人
公
を
巡
っ
て
「
出
来

事
」
が
起
こ
る
。
出
来
事
は
特
定
の
時
間
・
場
所
で
「
出
来
」

す
る
が
、
そ
れ
は
定
義
上
、「
た
だ
な
ら
ぬ
」
も
の
で
あ
る
の

で
、
主
人
公
に
と
っ
て
一
つ
の
「
体
験
」
と
な
る
。
そ
れ
は
、

そ
れ
ま
で
の
自
分
の
世
界
に
切
れ
目
を
入
れ
る
、「
新
し
い
世

界
」
の
開
け
だ
ろ
う
。
あ
る
出
来
事
の
体
験
に
よ
っ
て
、
世

界
の
あ
り
方
＝
見
え
方
が
変
わ
り
、
そ
れ
は
即
ち
主
人
公
の

「
あ
り
方
」
の
変
容
と
な
る
。
こ
う
し
た
変
容
が
可
能
で
あ
る

た
め
に
は
、
主
人
公
の
生
（
人
生
）
の
時
間
が
持
続
す
る
時

の
流
れ
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
「
魂

の
時
間
性
」
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。
体
験
は
、
出
来
事
に
至

る
ま
で
の
時
間
的
経
緯
が
あ
っ
て
こ
そ
の
体
験
で
あ
り
、
出

来
事
を
経
て
さ
ら
に
生
き
る
時
間
が
主
人
公
の
あ
り
方
を
変

え
て
い
く
。
出
来
事
の
体
験
は
、
時
間
の
持
続
の
な
か
で
咀

嚼
さ
れ
て
、
そ
の
人
の
（
人
生
）「
経
験
」
へ
と
成
熟
し
て
い

く
。
そ
の
成
熟
し
た
あ
り
方
を
、「
境
地
」「
境
涯
」
と
呼
ん

で
み
た
い
。
い
わ
ゆ
る
神
秘
階
梯
論
は
、
こ
の
境
地
の
進
展

を
理
論
的
に
画
す
る
も
の
だ
が
、「
も
の
が
た
り
」
は
、
こ
の

「
魂
の
時
間
性
」
を
捉
え
る
の
に
、
非
時
間
的
な
「
理
論
」
に

比
し
て
、
適
し
た
言
葉
の
か
た
ち
だ
と
思
わ
れ
る
。
主
人
公

と
い
う
主
体
の
「
私
」
の
「
あ
り
方
」
の
変
化
が
、
主
人
公

の
言
う
言
葉
、
す
る
行
為
と
し
て
具
体
的
に
示
さ
れ
、
証
さ
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れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
、
主
人
公
が
「
経
て
」
い
く
出
来
事
と
、
そ
れ
に
よ

る
主
人
公
の
変
容
の
組
み
合
わ
せ
、
こ
れ
が
「
も
の
が
た
り
」

の
基
本
的
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
な
る
。

基
本
ス
ト
ー
リ
ー

以
上
を
踏
ま
え
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
婚
姻
神
秘
主
義
「
も

の
が
た
り
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
見
る
な
ら
、
そ
れ
は
き
わ
め

て
単
純
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
い
わ
ば
ミ
ニ
マ
ル
な
か
た
ち

は
、〈
魂
の
愛
の
歌
〉と
並
ぶ
彼
の
代
表
的
詩
編
「
暗
夜（N

oche 

O
scura

）」

―
こ
れ
も
通
称
な
の
で
本
稿
で
は
〈
暗
い
夜
〉

と
す
る
―
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
主
人
公
の
若
い

女
が
、
自
分
の
愛
す
る
恋
人
と
の
出
会
い
―
こ
の
詩
で
は

「
逢
瀬
」
―
を
求
め
て
密
か
に
家
を
出
る
。
場
面
は
夜
で
あ

る4

。
そ
し
て
、
幸
い
に
恋
人
と
出
会
い
―
示
し
合
わ
せ
た

「
逢
い
引
き
」
の
よ
う
で
あ
る
―
、
愛
の
交
わ
り
に
満
た
さ

れ
る
、
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
全
編
を
拙
訳
で
引
い
て
お
く
。

1　

 

暗
い
夜
／
愛
に
焦
が
れ
て　

か
き
立
て
ら
れ
て
／
な

ん
て
し
あ
わ
せ
な
冒
険
で
し
ょ
う
／
気
づ
か
れ
も
せ
ず
家

を
出
ま
し
た
／
わ
が
家
は
も
う
ひ
っ
そ
り
と
し
て

2　
暗
闇
の
な
か　

迷
い
は
な
し
に
／
秘
密
の
梯
子
で　

姿
も
変
え
て
／
な
ん
て
し
あ
わ
せ
な
冒
険
で
し
ょ
う
／
暗

闇
の
な
か　

顔
も
覆
っ
て
／
わ
が
家
は
も
う
ひ
っ
そ
り
と

し
て

3　
こ
の
し
あ
わ
せ
な
夜
の
な
か
／
そ
っ
と
隠
れ
て　

見

ら
れ
も
せ
ず
に
／
私
も
何
も　

見
る
こ
と
も
な
く
／
導
く

明
か
り
は　

何
も
な
く
／
心
に
燃
え
る
も
の
だ
け
が

4　
そ
れ
が
私
を
導
き
ま
し
た
／
真
昼
の
光
よ
り
な
お
さ

だ
か
に
／
そ
こ
で
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
／
よ
く
知
っ

て
い
る　

あ
の
ひ
と
が
／
そ
こ
に
は
ほ
か
に
誰
も
来
な
い

5　

 

あ
あ　

夜
、
あ
な
た
が
導
い
て
く
れ
た
／
あ
あ　

黎

明
よ
り
も
い
と
し
い
夜
／
あ
あ　

夜
よ　

あ
な
た
が
ふ
た

り
を
結
ん
で
く
れ
た
／
恋
す
る
男
を　

恋
す
る
女
と
／
恋

す
る
女
が
恋
す
る
男
と　

同
じ
姿
に
変
わ
る
ほ
ど
に 

6　
花
の
よ
う
な
私
の
胸
／
こ
の
ひ
と
に
だ
け　

潔
く
保

っ
て
き
た
／
そ
こ
に　

こ
の
ひ
と
は
ま
ど
ろ
ん
で
／
私
は

か
れ
を
い
つ
く
し
ん
で
／
杉
の
扇
は
そ
よ
風
を
送
っ
て
い

た7　
お
城
の
ほ
う
か
ら　

風
が
な
が
れ
て
／
恋
人
の　

髪

を
ま
さ
ぐ
る
私
に
ふ
れ
た
／
透
明
な
手
で
／
う
な
じ
を
掠

め
た
／
す
る
と
五
感
が　

消
え
て
し
ま
っ
た

8　
そ
の
ま
ま
じ
っ
と　

す
べ
て
忘
れ
て
／
恋
人
に　

頰

よ
せ
た
ま
ま
／
す
べ
て
は
止
ん
だ　

も
う
な
に
も
し
な
い

／
思
い
煩
い
は　

う
ち
棄
て
ら
れ
て
／
白
百
合
の
間
に　

忘
れ
さ
ら
れ
て

十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
は
こ
の
詩
の
注
解
と
し
て
『
カ
ル
メ
ル

山
登
攀
』
と
『
魂
の
暗
夜
』
を
書
い
た
の
だ
が
、
と
も
に
最

初
の
二
つ
の
「
歌
」
の
注
解
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
中
断
し
て

い
る
。
中
断
の
本
質
的
な
理
由
に
つ
い
て
は
、
注
1
に
掲
げ

た
拙
著
で
私
見
を
述
べ
た
が
、
詩
自
体
の
内
容
か
ら
す
る
な

ら
、
第
一
の
歌
と
第
二
の
歌
が
、
全
体
で
大
き
く
三
つ
に
分

か
れ
る
こ
の
詩
の
第
一
部
を
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
文

法
的
に
も
こ
の
二
連
は
、「（
家
を
）
出
た
（salí

）」
と
い
う
強

い
一
つ
の
動
詞
に
支
配
さ
れ
た
一
つ
の
文
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
「
こ
の
し
あ
わ
せ
な
夜
」
の
な
か
、
真
昼
の
光
よ
り

な
お
確
か
な
愛
の
炎
に
導
か
れ
て
恋
人
と
結
ば
れ
る
ま
で
の

道
程
を
言
う
第
三
、
第
四
、
第
五
の
歌
が
、
こ
の
詩
の
第
二

部
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
葉
の
雰
囲
気
が
一
転
し
て
、
愛
の
交

わ
り
を
経
た
恋
人
た
ち
の
、
清
澄
な
夜
の
な
か
で
の
「
一
切

の
忘
却
・
放
下
」
を
歌
う
三
つ
の
歌
が
第
三
部
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
三
部
構
成
の
「
も
の
が
た
り
」
が
、
キ
リ
ス
ト
教

神
秘
思
想
の
基
本
的
階
梯
論
で
あ
る
、「
浄
化
―
照
明
―
合

一
」
の
三
段
階
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
見
や
す
い
だ
ろ
う
。

3
〈
魂
の
愛
の
歌
〉の「
も
の
が
た
り
」

〈
魂
の
愛
の
歌
〉
も
〈
暗
い
夜
〉
と
同
じ
雰
囲
気
の
な
か
で

展
開
す
る
。
本
稿
末
尾
に
、
こ
れ
も
拙
訳
で
全
文
を
掲
げ
て

お
く
。
詩
の
形
式
―
一
連
五
行
、
八
音
節
と
十
一
音
節
か

ら
な
る
「
リ
ラ
（lira

）」
と
呼
ば
れ
る
洗
練
さ
れ
た
形
式
―

も
同
じ
で
あ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
も
基
本
的
に
は
同
様
だ
が
、
全

四
十
歌
の
長
編
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
合
一
へ
の
過
程
は
よ

り
起
伏
に
富
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、〈
暗

い
夜
〉
の
三
部
構
成
に
加
え
て
、「
合
一
」
の
さ
ら
に
先
に
、

終
末
的
完
成
の
望
見
と
も
い
う
べ
き
最
終
部
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。

詩
作
品
と
し
て
言
わ
ば
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
も
重
要
な
違
い

が
あ
る
。

〈
暗
い
夜
〉
は
、
全
体
が
主
人
公
の
若
い
女
の
一
人
称
に
よ

る
発
話
と
い
う
文
法
形
式
で
歌
わ
れ
て
い
る
。〈
魂
の
愛
の

歌
〉
も
、
基
本
的
に
発
話
の
形
式
を
と
る
。
た
だ
し
〈
魂
の

愛
の
歌
〉
は
、
主
人
公
の
女
性
の
他
に
、
恋
人
の
男
性
や
他

の
登
場
人
物
の
発
話
と
読
め
る
「
歌
」
が
交
じ
り
、
詩
の
も

の
が
た
り
進
行
の
画
期
―
出
来
事
―
を
成
し
て
い
る
。

『
解
明
』
の
題
辞
ど
お
り
、「
魂
〔
花エ
ス
ポ
サ嫁
〕
と
花エ

ス
ポ
ソ婿
の
間
に
交

わ
さ
れ
る
歌
」
と
な
っ
て
い
る5

。
し
た
が
っ
て
〈
魂
の
愛
の

歌
〉
の
詩
行
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
、
語
り
か
け
ら
れ
る
相
手
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。
詩
文
の
解
釈
の
意
義
も
こ
め
て
、
拙
訳

に
は
「
語
り
」
の
宛
先
も
付
記
し
て
み
た
。
た
だ
し
、
後
述

す
る
よ
う
に
「
発
話
」
と
は
読
み
に
く
い
「
歌
」
も
い
く
つ

か
あ
り
、
こ
れ
を
一
種
の
詩
劇
と
み
て
、
そ
れ
ら
を
「
コ
ロ

ス
」
の
台
詞
の
よ
う
に
読
む
読
解
も
あ
り
う
る6

。

以
上
の
了
解
の
も
と
に
、
つ
ま
り
、
こ
の
「
詩
・
も
の
が
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た
り
」
を
、『
解
明
』
で
語
ら
れ
る
理
論
よ
り
先
に

0

0

、
あ
る
経

験
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
密
着
し
た
言
葉
と
見
な
し
て
、
そ
の
「
も

の
が
た
り
」
自
体
に
内
在
す
る
理
路
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
。

た
だ
し
、
限
ら
れ
た
紙
幅
で
も
あ
り
、
よ
り
整
備
さ
れ
た
論

の
た
め
の
粗
い
素
描
に
と
ど
ま
る
。

恋
人
（
神
）
と
の
愛
の
交
わ
り
（
合
一
）
を
目
指
し
、
実
現

す
る
主
人
公
の
若
い
娘
―
以
下
、〈
恋
す
る
女
〉
ま
た
は
た

ん
に
〈
女
〉
と
す
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
恋
人
の
男
性
も

〈
男
〉、
あ
る
い
は
文
脈
に
よ
っ
て
は
〈
彼
〉
と
記
す
―
の

愛
の
冒
険
は
、〈
魂
の
愛
の
歌
〉
で
は
、
婚
姻
神
秘
主
義
の
枠

組
み
で
あ
る
「
交
際
―
婚
約
―
婚
姻
」
の
三
段
階
―
「
浄

化
―
照
明
―
合
一
」
の
三
段
階
に
ゆ
る
や
か
に
対
応
す
る

―
を
基
本
と
し
つ
つ
、
合
一
の
さ
ら
に
彼
方
の
境
地
、
神

学
的
に
は
「
来
世
」
に
望
ま
れ
る
い
わ
ゆ
る
終
末
的
完
成
の

望
見
と
い
う
四
段
階
が
措
定
さ
れ
て
い
る
（『〈
魂
の
愛
の
歌
〉

解
明
』「
梗
概
（argum

ento

）」）。
概
ね
こ
の
区
分
に
沿
い
つ
つ
、

各
段
階
に
お
け
る
主
人
公
（〈
女
〉）
の
「
境
地
」
の
変
容
の

次
第
を
追
っ
て
み
た
い
。

第
1
の
歌
～
第
15
の
歌
―「
交
際
」

第
1
の
歌
か
ら
第
12
の
歌
ま
で
は
、
婚
姻
神
秘
主
義
の
基

本
構
成
に
よ
れ
ば
、
い
ま
だ
愛
の
成
就
に
至
ら
な
い
〈
恋
す

る
女
〉
が
、〈
恋
す
る
男
〉
を
捜
し
求
め
て
彷
徨
う
段
階
で
あ

り
、
ひ
と
連
な
り
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
い
る
。「
捜
し
求

め
」
の
始
ま
り
か
ら
、
そ
の
願
い
が
叶
っ
て
〈
恋
す
る
男
〉

と
の
真
の
出
会
い
が
成
る
ま
で
の
過
程
で
あ
る
。

た
だ
し
、
第
1
の
歌
の
は
じ
め
か
ら
、
恋
愛
は
す
で
に
決

定
的
に
始
ま
っ
て
い
る
。〈
女
〉
は
〈
男
〉
へ
の
愛
に
ど
う
し

よ
う
も
な
く
捉
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
愛
の
芽
生
え
の

段
階
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
代
え
て
『
解
明
』

の
劈
頭
で
は
、
恋
人
の
探
索
行
に
出
で
立
つ
こ
の
「
魂
」
の

い
わ
ば
霊
的
前
史
を
長
大
な
一
文
に
よ
っ
て
記
述
す
る
、
と

い
う
力
業
が
な
さ
れ
て
い
る
。
引
い
て
お
こ
う
。

魂
は
、
為
す
べ
き
務
め
を
心
得
、〔
こ
の
世
の
〕
命
は
短
く
、

永
遠
の
命
に
至
る
小
径
は
狭
く
、
義
人
も
辛
う
じ
て
救
わ

れ
る
に
す
ぎ
ず
、
世
の
事
ど
も
は
空
し
く
煩
わ
し
い
ば
か

り
で
、
す
べ
て
は
流
れ
ゆ
く
水
の
ご
と
く
終
わ
り
消
え
ゆ

く
の
で
あ
り
、〔
死
の
〕
時
は
定
か
な
ら
ず
、
賞
罰
は
厳
格
、

滅
び
は
い
と
易
く
、
救
い
は
い
と
も
困
難
な
る
こ
と
を
見

て
と
り
、
そ
の
一
方
、
神
は
魂
を
た
だ
ご
自
身
の
た
め
だ

け
に
創
造
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
魂
は
神
に
大
き
な
負
債
を

負
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
神
に
対
し
て
お
の
れ
の
全
生

命
を
捧
げ
る
べ
き
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
、
神
お
ひ
と
り
だ

け
で
魂
の
生
命
を
贖
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
か
ら
、
し
た

が
っ
て
魂
は
神
に
対
し
て
、〔
い
ま
の
自
分
に
〕
残
さ
れ
て

い
る
愛
の
あ
ら
ゆ
る
応
答
を
自
分
の
意
志
で
捧
ぐ
べ
き
で

あ
る
こ
と
、
そ
れ
ば
か
り
か
、
世
に
生
ま
れ
る
以
前
か
ら

無
数
の
恩
恵
を
神
に
負
っ
て
い
る
こ
と
、
か
つ
ま
た
、
自

分
の
人
生
の
大
部
分
は
既
に
空
し
く
過
ぎ
去
り
、
そ
し
て
、

そ
の
〔
空
し
く
過
ぎ
た
〕
一
切
に
つ
い
て
、
最
初
の
も
の
か

ら
最
後
の
も
の
ま
で
、
神
が
エ
ル
サ
レ
ム
を
輝
く
灯
明
も

て
精
査
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
そ
の
時
に
は
、
最
後
の
一
円
ま

で
勘
定
を
支
払
い
片
を
付
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し

て
す
で
に
日
は
傾
き
、
お
そ
ら
く
は
一
日
の
終
わ
り
の
時

で
あ
る
こ
と
、
こ
う
し
た
こ
と
を
深
く
認
識
し
て
、
そ
し

て
、
か
く
も
多
く
の
悪
と
害
と
を
贖
お
う
に
も
、
魂
が
ず

っ
と
被
造
物
の
た
だ
中
に
あ
っ
て
神
の
こ
と
な
ど
を
す
っ

か
り
忘
れ
た
が
っ
て
い
た
が
た
め
神
は
い
た
く
怒
っ
て
お

ら
れ
、
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
何
よ
り
痛
感
す
る

の
で
、
そ
う
し
た
魂
は
、
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
危
険
と
滅
び

に
つ
い
て
内
心
深
く
畏
れ
と
慄
き
に
捉
え
ら
れ
、
そ
こ
で
、

こ
の
世
の
一
切
を
う
ち
捨
て
、
一
切
の
仕
事
を
棄
て
さ
り
、

一
日
一
刻
た
り
と
も
先
延
ば
し
に
せ
ず
に
、
い
ま
や
神

〔
へ
〕
の
愛
に
傷
つ
け
ら
れ
た
心
の
発
す
る
呻
吟
と
焦
慮
と

を
以
て
、
恋
人
〔
な
る
神
〕
に
初
め
て
呼
び
か
け
て
、
こ

う
言
う
「
あ
な
た
は
ど
こ
に
隠
れ
て
お
ら
れ
る
の
か
？

〔
…
…
〕」（『〈
魂
の
愛
の
歌
〉
解
明
』
一
・
1
）

こ
の
導
入
文
に
は
、「
婚
姻
神
秘
主
義
」
の
雰
囲
気
に
は
そ

ぐ
わ
な
い
、
魂
の
亡
び
へ
の
警
鐘
恫
喝
め
い
た
文
言
が
連
ね

ら
れ
て
い
る
。
修
道
文
献
と
し
て
必
須
の
こ
と
だ
ろ
う
が
、
長

文
の
最
後
で
、
滅
び
へ
の
怖
れ
と
慄
き
が
一
挙
に
、
神
へ
の

愛
の
呻
き
・
焦
り
へ
と
転
調
さ
れ
て
い
る
。
婚
姻
神
秘
主
義

は
、
総
じ
て
罪
や
罰
に
つ
い
て
語
る
こ
と
を
し
な
い
が
、〝
ど

う
し
て
も
今
の
ま
ま
で
は
い
ら
れ
な
い 

〞
と
い
う
、
人
間
で

あ
る
こ
と
に
本
質
的
に
伴
う
不
充
足
感
が
出
発
点
に
据
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
し
た
い
。

か
く
て
、
第
1
の
歌
を
発
話
す
る
主
体
（
主
語
）
で
あ
る

〈
女
〉
の
あ
り
方
は
、
自
ら
の
幸
い
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
の

何
か
・
誰
か
―
そ
れ
を
「
恋
人
」
と
す
る
の
が
婚
姻
神
秘
主

義
で
あ
る
―
の
不
在
を
、
現
前
し
な
い
当
の
恋
人
自
身
に

向
け
て
あ
て
ど
な
く
託か

こ

ち
、
呼
び
か
け
る
、
と
い
う
か
た
ち
を

と
る
。
な
く
て
は
な
ら
な
い
唯
一
の
も
の（unum

 necessarium

）

の
欠
如
が
、
出
発
点
の
境
遇
で
あ
る
。

そ
こ
で
〈
女
〉
は
、
こ
の
境
遇
を
脱
す
べ
く
決
然
と
出
立

す
る
。〈
暗
い
夜
〉
の
主
人
公
同
様
、〈
女
〉
は
「
外
に
出
て
」、

〈
彼
〉
の
居
場
所
、〈
彼
〉
と
会
え
る
場
所
を
求
め
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
探
索
を
な
す
。〈
魂
の
愛
の
歌
〉
の
も
の
が
た
り
で
は
、

ま
ず
、
他
の
人
々
に
尋
ね
て
ま
わ
る
。
第
2
の
歌
で
〈
女
〉

が
尋
ね
る
相
手
は
、
親
し
い
「
牧
人
た
ち
」
で
あ
る
。（
西
洋

古
典
文
学
の
伝
統
を
継
い
で
、
こ
の
恋
愛
も
の
が
た
り
は
一
貫
し

て
い
わ
ゆ
る
牧
歌
・
田
園
詩
の
風
光
の
な
か
で
展
開
し
、
主
人
公

の
〈
女
〉
も
、
第
28
・
29
の
歌
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
羊
飼
い

で
あ
る
。）
そ
し
て
自
分
の
辛
さ
に
つ
い
て
の
伝
言
を
頼
む
。
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『
解
明
』
で
は
、
こ
の
「
牧
人
た
ち
」
は
、
神
学
上
、
神
と
の

仲
介
者
と
さ
れ
る
天
使
た
ち
に
比
定
さ
れ
る
。

第
3
の
歌
で
は
、〈
彼
〉
を
尋
ね
て
さ
ら
に
遠
く
ま
で
行
く
。

山
河
を
越
え
、
国
境
を
越
え
て
、〈
女
〉
は
留
ま
る
こ
と
が
で

き
な
い
。『
解
明
』
で
は
、
修
道
者
の
い
わ
ば
自
力
作
善
、
ひ

た
す
ら
な
禁
欲
苦
行
の
あ
り
方
が
こ
こ
に
読
み
込
ま
れ
る
。

第
4
の
歌
と
第
5
の
歌
は
「
自
然
」
と
の
問
答
と
な
っ
て

い
る
。（
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
告
白
』
第
十
巻
第
六
章
の
有
名

な
箇
所
が
下
敷
き
で
あ
る
。）
第
4
の
歌
で
、
恋
人
の
在
り
処か

を
「
自
然
」
―
木
立
、
繁
み
、
草
原
―
に
問
い
尋
ね
る
。

天
然
自
然
は
、『
解
明
』
で
は
「
被
造
物
」
と
い
う
神
学
の
言

葉
で
と
ら
え
ら
れ
る
が
、〈
歌
〉
で
は
そ
の
天
然
の
「
美
」
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
神
の
作
品
な
る
が
ゆ
え
の
美
で
あ
る
。

し
か
し
〈
女
〉
は
、
こ
の
天
然
の
美
、
被
造
物
の
麗
し
さ
に

目
を
止
め
る
こ
と
は
（
こ
の
段
階
で
は
）
な
い
。
美
し
い
緑
、

山
河
を
目
に
し
て
も
、
彼
女
が
そ
こ
に
見
て
し
ま
う
の
は
、
そ

れ
が
神
の
（〈
彼
〉
の
）「
被
造
物
・
作
品
」
で
は
あ
っ
て
も
、

〈
彼
自
身
〉
で
は
な
い

0

0

と
い
う
否
定
の
面
、
不
在
の
相
な
の
で

あ
る
。
な
お
『
解
明
』
で
は
、
や
や
付
随
的
に
だ
が
、
西
欧

キ
リ
ス
ト
教
神
学
で
は
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
、「
自

然
の
救
済
」
の
問
題
が
一
言
さ
れ
て
い
る7

。

自
然
を
「
介
し
て
の
」
神
の
認
識
、
い
わ
ゆ
る
自
然
神
学

が
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
説
く
修
道
生
活
の
理
想
で
は
な
い
こ

と
は
、〈
歌
〉
の
も
の
が
た
り
の
レ
ベ
ル
で
は
、
自
分
と
恋
人

と
の
間
の
あ
ら
ゆ
る
媒

な
か
だ
ちを
拒
絶
す
る
恋
愛
心
理
と
し
て
語
ら

れ
る
。
第
6
の
歌
は
、
自
然
の
み
な
ら
ず
、
聖
人
や
天
使
の

媒
（「
と
り
な
し
」）
に
も
満
た
さ
れ
な
い
〈
女
〉
の
思
い
、
焦

燥
が
、
激
し
い
言
葉
で
言
わ
れ
て
い
る
。『
解
明
』
に
は
こ
の

よ
う
に
あ
る
。

恋
人
〔
神
〕
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
認
識
で
あ
れ
感
得

で
あ
れ
、
た
ん
に
や
り
と
り
を
受
け
取
る
だ
け
の
訪
い
〔
あ

る
種
の
神
秘
体
験
〕
は
、〈
彼
〉
の
様
子
を
報
せ
る
手
紙
の

配
達
人
の
よ
う
な
も
の
で
、
魂
の
欲
求
を
い
っ
そ
う
覚
醒

さ
せ
、
増
大
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
パ
ン
の
か
け
ら
が
飢

え
を
大
き
く
す
る
よ
う
に
、
こ
ん
な
僅
か
な
も
の
で
あ
し

ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
魂
を
辛
く
さ
せ
る
の
で
あ
る
。（『
解

明
』
六
、
4
） 

だ
が
、
全
被
造
物
の
美
に
も
満
た
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
世
界
一
切
を
否
み
、
世
界
か
ら
の
離
脱
を
願
う
こ

と
だ
ろ
う
。
直
接
無
媒
介
の
愛
の
交
わ
り
を
願
う
こ
と
、
そ

れ
以
外
で
は
断
じ
て
満
た
さ
れ
な
い
と
痛
感
す
る
こ
と
が
、
こ

の
段
階
で
の
〈
女
〉
の
愛
の
あ
り
方
で
あ
り
境
涯
で
あ
る
。

第
7
の
歌
で
は
、〈
女
〉
の
言
葉
は
、
求
め
る
答
え
を
与
え

て
く
れ
る
べ
く
も
な
い
自
然
か
ら
反
転
内
向
し
て
、
自
身
の

思
い
を
見
つ
め
る
独
り
言
の
よ
う
な
か
た
ち
と
な
る
。
こ
の

間
接
性
の
も
た
ら
す
不
充
足
感
が
い
っ
そ
う
強
調
さ
れ
る
。

〈
彼
〉
の
こ
と
を
さ
ま
ざ
ま
に
讃
え
語
る
け
れ
ど
も
〈
彼
自

身
〉
で
は
な
い

0

0

0

0

一
切
は
、
彼
に
つ
い
て
何
が
し
か
を
語
り
・

示
す
が
ゆ
え
に
、〈
彼
〉
へ
の
愛
を
い
っ
そ
う
搔
き
立
て
、〈
彼

自
身
〉
の
姿
を
「
ほ
の
見
せ
る
（echar de ver

）」
こ
と
で
〈
女
〉

の
焦
燥
を
増
し
、〈
彼
自
身
〉
へ
の
衝
迫
力
を
果
て
し
な
く
増

大
さ
せ
て
い
く
。
ほ
の
め
か
す
こ
と
で
引
き
寄
せ
る
、
い
わ

ゆ
る
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
動
勢
で
あ
る
。「
み
な
口
ご
も
る
ま

ま
の　

な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
何
か
（un no sé qué que quedan 

balbuciendo

）」
の
一
行
は
、「
ケ
」
の
音
を
重
ね
る
こ
と
で
、

そ
の
口
ご
も
り
自
体
を
詩
句
と
し
て
い
る
。

第
8
の
歌
で
は
〈
女
〉
の
自
ら
へ
の
問
い
か
け
は
深
刻
さ

を
さ
ら
に
増
し
、
自
身
の
「
い
の
ち
」
に
問
い
か
け
、
問
い

直
す
。
自
分
の
い
の
ち
は
自
分
の
中
に
な
く
、
私
は
い
ま
や

私
の
「
い
の
ち
」
の
主
体
・
主
人
で
は
な
い
。「
魂
は
自
分
自

身
よ
り
も
自
分
の
愛
す
る
者
の
内
に
あ
る
（anim

a est ubi am
at 

quam
 ubi anim

at

）」
と
い
う
古
代
以
来
の
ト
ポ
ス
で
も
あ
る
。

「
い
の
ち
」
の
在
処
が
「
本
当
の
自
分
」
の
場
所
だ
と
す
れ
ば
、

本
当
の
自
分
は
、
い
ま
の
自
分
の
体
に
は
い
な
い
。
か
く
て

〈
女
〉
の
想
い
は
「
死
」
に
向
か
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
う
見
定
め
た
〈
女
〉
は
、
第
9
の
歌
で
再
び
〈
彼
〉

（
神
）
に
思
い
を
向
け
、
彼
自
身
の
力
で
、
い
わ
ば
他
力
で
、

自
分
が
こ
の
世
の
地
平
か
ら
引
き
去
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
。

第
10
の
歌
で
は
〈
彼
〉
と
直
接
見
え
る
こ
と
を
あ
く
ま
で
願

う
が
、『
解
明
』
で
は
、
そ
の
視
線
は
、
も
は
や
「
自
然
」
の

水
準
で
は
叶
わ
な
い
「
超
自
然
の
光
」
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。

つ
い
で
第
11
の
歌
で
は
、〈
女
〉
は
ほ
と
ん
ど
詰な

じ

る
よ
う
に

し
て
、「
わ
た
し
を
殺
し
て
！
」
と
迫
る
。
も
う
〈
彼
〉
以
外

の
一
切
は
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

貴
方
の
存
在
と
美
し
さ
を
目
の
当
た
り
に
す
る
悦
び
は

ま
こ
と
に
大
き
い
は
ず
で
、
私
の
魂
は
そ
れ
に
耐
え
ら
れ

ず
、
見
る
こ
と
で
私
は
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で

す
。
そ
れ
な
ら
、
貴
方
の
お
姿
と
美
し
さ
と
が
私
を
殺
し

て
く
れ
ま
す
よ
う
に
（m

átem
e tu vista y herm

osura

）。（『
解

明
』
十
一
・
6
）

美
を
見
る
こ
と
で
死
ぬ
こ
と
が
彼
女
の
願
い
と
な
る
。

第
12
の
歌
か
ら
、「
交
際
」
の
段
階
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に

進
む
。
彼
を
捜
し
続
け
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
、
あ
ら
ゆ
る
手
立

て
で
求
め
続
け
た
〈
女
〉
は
、「
水
晶
の
泉
」
―
「
ク
リ
ス

タ
ル
」
と
「
ク
リ
ス
ト
」
が
掛
か
っ
て
い
る
―
の
ほ
と
り

に
た
ど
り
着
き
、「
白
銀
の
水
面
」
を
見
つ
め
る
。
そ
し
て
泉

に
呼
び
か
け
て
、
奇
妙
な
願
い
を
願
う
。
こ
の
水
面
の
水
鏡

に
、〈
彼
〉
の
「
瞳
（ojos

）」
が
映
れ
ば
い
い
の
に
、
と
い
う

願
い
で
あ
る
。「
顔
と
顔
を
合
わ
せ
て
」
で
は
な
く
「
鏡
に
映

る
朧
な
姿
」
で
で
も
、
彼
を
見
た
い
・
会
い
た
い
、
と
い
う

の
で
あ
る
。
た
だ
し
彼
の
「
顔
」
は
、
と
く
に
「
瞳
」
へ
と

収
斂
さ
れ
て
い
る
。
瞳
と
は
、
む
し
ろ
「
視
線
」
の
謂
い
で
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も
あ
ろ
う
。

そ
の
願
い
は
叶
う
。
続
く
第
13
の
歌
は
、
詩
編
全
体
の
一

大
転
換
点
で
あ
り
、
詩
の
形
式
上
も
、
歌
連
の
途
中
、
そ
れ

も
詩
行
の
途
中
で
話
者
が
変
わ
る
、
と
い
う
技
法
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
第
一
行
「
瞳
を
逸
ら
せ
て
く
だ
さ
い
、
愛
し
い

あ
な
た
（A

pártalos, A
m

ado

）」（
本
稿
末
の
拙
訳
で
は
、
文
意

を
と
っ
て
「
わ
た
し
を
見
な
い
で
、
あ
な
た
」
と
し
て
み
た
）
に

よ
っ
て
、
ま
ず
、
水
晶
の
水
面
に
じ
っ
さ
い
に

0

0

0

0

0

〈
男
〉
の
瞳

が
現
れ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
し
か
し
奇
妙
な
こ
と
に

〈
女
〉
は
、
そ
れ
を
「
逸
ら
せ
て
」
と
叫
ぶ
。
が
、「
愛
す
る

あ
な
た
（A

m
ado

）」
と
呼
び
か
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、
た
し

か
に
〈
彼
〉
は
「
現
前
」
し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、〈
女
〉

は
そ
の
〈
彼
〉
の
瞳
、
つ
ま
り
視
線
を
拒
む
か
の
よ
う
で
あ

る
。
な
ぜ
か
？　

第
二
行
目
の
前
半
、「
わ
た
し　

飛
ん
で
い

き
そ
う
だ
か
ら
！
（que voy de vuelo!

）」
は
、
い
ち
お
う
そ

の
拒
み
の
理
由
と
読
め
る8

。『
解
明
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
飛

翔
」
は
、
い
わ
ゆ
る
脱
魂
（rupture

）、
宗
教
的
エ
ク
ス
タ
シ

ー
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
激
し
さ
ゆ
え
に
失
神
し
た
り
、

文
字
通
り
肉
体
の
生
命
を
危
険
に
晒
す
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
の

も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
身
心
の
過
剰
な
体
験
に
耐
え
ら
れ
ず

に
、
魂
は
「
逸
ら
せ
て
」
と
言
う
の
だ
、
と
さ
れ
る
。
十
字

架
の
ヨ
ハ
ネ
の
師
で
も
あ
っ
た
ア
ビ
ラ
の
テ
レ
ジ
ア
の
神
秘

体
験
叙
述
が
念
頭
に
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
こ
れ
を
、〈
歌
〉
の
も
の
が
た
り
の
文
脈
に
即
し
て

見
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
〈
女
〉
の
言
う
、「
瞳
を
逸
ら
せ
て
！

（
私
を
直
視
し
な
い
で
！
）」
と
の
と
っ
さ
の
叫
び
は
、
自
分
が

〈
彼
〉
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
意
識
の

表
明
と
見
え
る
。
こ
れ
は
恋
愛
心
理
と
し
て
了
解
可
能
だ
ろ

う
。
強
く
憧
れ
て
い
る
人
の
面
前
に
は
、「
恥
ず
か
し
く
て
」

出
ら
れ
な
い
。
直
視
の
視
線
に
耐
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ

と
は
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
意
識
に
は
、
自
身
へ
の
自
信

の
な
さ
、
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
美
し
い
あ
な
た
に
見
つ
め
ら

れ
る
ほ
ど
、
私
は
き
れ
い
で
な
い
・
美
し
く
な
い
」
と
の
意

識
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
の
、
彼
女
の
自
己
意
識
、
自
覚
、
境

地
が
、
こ
こ
に
読
ま
れ
る
。

こ
れ
を
う
け
て
、
第
13
の
歌
第
二
行
目
の
後
半
で
、
初
め

て
〈
男
〉
が
発
話
す
る
。
が
、
そ
の
言
葉
は
謎
め
い
て
い
る
。

「
戻
っ
て
お
い
で
（Vuélvete

）」
は
、「
振
り
返
っ
て
（
こ
っ
ち

を
ご
ら
ん
）」
と
訳
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い9

。
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
〈
女
〉
に
語
り
か
け
て
い
る
こ
の
言
葉
は
、
彼
女
の
志

向
に
、
あ
る
方
向
転
換
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
る
。「
鳩
」

の
「
飛
翔
」
が
地
上
か
ら
の
離
脱
を
志
向
し
た
上
昇
で
あ
る

な
ら
、
水
辺
で
涼
を
取
り
傷
を
癒
す
鹿
の
方
へ
の
下
降
へ
、
ひ

た
す
ら
前
を
見
て
目
標
を
捜
す
志
向
に
対
し
て
は
思
わ
ぬ
方

向
へ
の
「
振
り
返
り
」
へ
、〈
彼
〉
の
視
線
を
避
け
て
逃
げ
る

な
ら
こ
れ
を
喚
び
戻
す
、
方
向
転
換
（conversion

）
で
あ
る
。

言
葉
の
質
と
し
て
は
、〈
女
〉
の
言
葉
が
、
恋
の
情
熱
に
駆
ら

れ
て
白
熱
し
限
界
に
達
し
た
か
に
見
え
る
の
に
対
し
て
、
水

と
涼
風
の
も
た
ら
す
冷
却
、
沈
静
、
鎮
め
の
調
べ
を
も
っ
て

い
る10

。
鳩
の
帰
還
は
、
ノ
ア
の
方
舟
の
よ
う
に
、
苦
し
い
放

浪
の
時
が
よ
う
や
く
終
わ
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
方
向
転
換
は
、
神
学
的
に
は
、
神
の
側
か
ら

の
現
世
へ
の
下
降
で
あ
る
神
の
子
の
受
肉
の
出
来
事
を
、
当

然
な
が
ら
示
唆
し
て
い
る
。
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
に
と
っ
て
神

の
受
肉
と
は
、
こ
の
世
の
地
平
に
あ
っ
て
身
心
を
持
っ
て
、
身

心
と
し
て
生
き
る
こ
と
自
体
に
意
味
を
与
え
、
こ
れ
を
肯
定

し
う
る
根
拠
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
現
世
離
脱
に
ま
で
突
き

進
む
超
越
志
向
が
そ
の
限
界
な
い
し
不
可
能
性
に
直
面
し
た

段
階
で
初
め
て
そ
の
真
義
を
明
か
す
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
や
や
意
外
な
か
た
ち
、
思
わ
ぬ
か
た
ち
で
、

〈
女
〉
の
恋
、
愛
の
願
い
は
成
就
す
る
。
彼
女
の
愛
の
情
熱
、

炎
は
や
す
ら
ぎ
、
満
た
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
歌
う
の
が
、
こ

の
詩
編
で
も
っ
と
も
美
し
い
と
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
、
一
つ

な
が
り
の
第
14
と
第
15
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
歌
は
、
文

法
上
は
名
詞
が
並
ぶ
だ
け
で
動
詞
は
な
い
。
冒
頭
の
「
わ
た

し
の
恋
人 （m

i am
ado

）」
が
主
語
で
、
以
下
の
名
詞
を
補
語

と
す
る
be
動
詞
が
略
さ
れ
て
い
る
、
と
文
法
上
は
と
れ
よ
う

が
、「
恋
人
」
が
、「
山
な
み
」
以
下
の
諸
々
の
「
よ
う
だ
」

と
直
喩
に
解
し
て
し
ま
っ
て
は
詩
の
効
果
は
大
き
く
削
が
れ

る
だ
ろ
う
。〈
女
〉
は
、〈
彼
〉
の
思
い
に
満
た
さ
れ
て
、
彼

方
の
「
山
な
み
」
を
眺
め
る
。「
谷
」「
島
々
」
以
下
の
、
自

然
を
思
う
。
そ
の
と
き
、
そ
れ
ら
す
べ
て
は
、〈
彼
〉
の
あ
る

意
味
で
の
現
前
で
あ
り
、
姿
で
あ
る
、
と
い
っ
た
方
向
で
読

む
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。「
静
寂
の
調
べ
（m

úsica callada

）〔
黙

し
た
音
楽
〕」「
音
響
く
〔
音
響
に
み
ち
た
〕
孤
独
（soledad 

sonora

）」
の
二
行
は
、
詩
的
言
語
と
し
て
の
撞
着
語
法
と
も
、

神
秘
主
義
言
語
の
そ
れ
と
も
と
れ
る
が
、
そ
の
区
別
は
な
い

と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
通
常
言
語
の
秩
序
・
法
で

あ
る
文
法
が
、
世
界
了
解
の
秩
序
・
法
と
と
も
に
、
解
体
し

て
い
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
言
葉
を
言
う
〈
女
〉
に
と
っ
て
は
、「
自

然
」
の
見
え
方
が
い
ま
や
ま
っ
た
く
変
貌
し
て
い
る
。
第
4
、

第
5
の
歌
で
の
自
然
（
被
造
物
）
と
の
や
り
と
り
で
は
、
美

し
い
自
然
の
相
貌
は
、〈
彼
〉
の
不
在
を
強
調
す
る
も
の
、
し

た
が
っ
て
苦
痛
焦
燥
を
い
や
増
す
も
の
と
し
て
見
え
て
い
た
。

が
、〈
彼
〉
の
現
前
を
ひ
と
た
び
得
て
、
自
分
へ
の
愛
を
確
か

め
得
た
〈
女
〉
は
、
同
じ
自
然
を
見
て
も
、
も
う
見
え
方
が

違
う
の
で
あ
る
。
自
然
そ
の
も
の
が
変
容
し
た
と
い
う
よ
り
、

自
然
を
見
る
主
体
の
あ
り
方
が
変
容
し
た
た
め
だ
と
す
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
、
彼
女
の
魂
の
あ
り
方
、
境
地
が
、
自
然

の
見
え
方
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
愛
が
成
就
す
る
、
と
は

そ
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
、
ス
テ
ー
ジ
の
転
換
を
『
解

明
』
で
は
、「
霊
的
婚
約
」
の
成
立
と
し
て
い
る
。

第
16
の
歌
～
第
22
の
歌
―「
婚
約
」の
境
地

第
16
の
歌
か
ら
は
、
霊
的
婚
約
の
境
地
に
あ
る
〈
女
〉
の
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あ
り
方
が
歌
わ
れ
て
い
る
、
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

こ
と
は
、
こ
の
歌
か
ら
〈
女
〉
が
、
そ
れ
ま
で
は
〈
男
〉
を

「
あ
な
た
」
と
、
二
人
称
単
数
で
呼
び
か
け
て
い
た
の
に
対
し

て
、
突
然
に
、
ま
た
自
然
に
、「
私
た
ち
」
と
、
一
人
称
複
数

（
む
し
ろ
「
双
数
」）
を
以
て
、〈
女
〉
と
〈
男
〉
の
「
ふ
た
り
」

を
主
語
に
し
て
発
話
し
て
い
る
こ
と
で
示
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
い
ま
や
彼
女
は
、
彼
女
の
主
体
（
発
話
の
主
体
と
し
て
は

主
語
）
は
、「
わ
た
し
」
と
「
あ
な
た
」
を
対
置
的
に
で
は
な

く
並
置
な
い
し
重
層
的
に
捉
え
（
得
）
て
い
る11

。〈
女
〉
は

〈
男
〉
に
、「
子
狐
ど
も
を
追
い
払
っ
て
」、
と
親
し
げ
に
願
い
、

「
わ
た
し
た
ち
の （nuestra [our]

） viña
）
葡
萄
園
」
と
共
同
所

有
の
所
有
格
を
用
い
、「
花
玉
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（hacem

os 

[let ’s m
ake]

）」
と
一
人
称
双
数
動
詞
を
言
う
。
こ
の
と
き
の

〈
女
〉
の
主
体
性
が
、〈
男
と
女
〉
と
い
う
「
ふ
た
り
で
ひ
と

つ
」
の
「
双
数
」
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、「〔
自
分
た
ち

の
い
る
〕
山
の
ほ
う
に
〔
他
に
は
誰
も
〕
誰
も
来
な
い
よ
う
に

し
て
」
と
い
う
願
い
に
よ
っ
て
も
強
調
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

第
17
の
歌
、
第
18
の
歌
で
は
、〈
女
〉
は
北
風
や
ニ
ン
フ
に

呼
び
か
け
て
、「
ふ
た
り
だ
け
」
の
愛
の
空
間
を
確
保
し
よ
う

と
す
る
。
ち
な
み
に
『
解
明
』
で
は
、
こ
れ
ら
の
歌
は
修
道

生
活
に
お
け
る
現
世
離
脱
精
神
の
徹
底
を
言
う
も
の
と
し
て

解
説
さ
れ
て
い
る
。「
北
風
」
や
「
ユ
ダ
ヤ
の
ニ
ン
フ
」
は
、

こ
の
段
階
で
な
お
生
じ
う
る
、
現
世
的
欲
求
や
、
悪
魔
の
妨

害
や
、
霊
的
自
我
の
肥
大
等
に
比
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
霊
的

婚
約
の
境
地
で
は
、
な
お
、
完
全
な
合
一
へ
の
歩
み
か
ら
の

後
退
が
、
い
わ
ば
婚
約
解
消
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
で
〈
女
〉
は
、〈
男
〉
に
、
ふ
た
り
の
結
び
つ
き
を

さ
ら
に
緊
密
な
も
の
に
す
る
よ
う
願
う
。
第
19
の
歌
で
彼
女

が
願
う
の
は
、「
自
分
だ
け
を
見
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
は
、『
解
明
』
で
は
、
も
は
や
こ
の
世
や
悪
魔
に

由
来
す
る
一
切
の
妨
害
の
届
か
な
い
「
魂
の
最
内
奥
」
で
の

神
と
の
合
一
の
実
現
を
乞
い
求
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

第
20
・
第
21
の
歌
は
一
連
の
も
の
で
、〈
男
〉
が
発
話
者
で

あ
る
。
彼
が
言
う
言
葉
も
、「
ふ
た
り
だ
け
」
の
空
間
を
護
る

べ
く
、「
私
の
花
嫁
が
も
っ
と
や
す
ら
か
に
眠
れ
る
よ
う
に
」、

周
囲
の
自
然
物
そ
の
他
の
退
去
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
十
字

架
の
ヨ
ハ
ネ
の
詩
の
特
徴
で
あ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
詞
（
句
）

の
連
鎖
の
技
法
が
こ
こ
で
も
用
い
ら
れ
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
喚

起
力
の
強
い
言
葉
が
連
ね
ら
れ
た
最
後
に
、
上
記
の
「
願
い
」

が
言
わ
れ
る
、
と
い
う
、
一
種
の
サ
ス
ペ
ン
ス
が
感
じ
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
第
22
の
歌
。
こ
れ
も
腕
に
抱
か
れ
て
眠

る
〈
女
〉
を
い
つ
く
し
み
つ
つ
〈
男
〉
の
言
う
、
独
白
的
発

話
と
読
む
こ
と
が
で
き
、『
解
明
』
で
も
そ
う
さ
れ
て
は
い
る

が
、
詩
と
し
て
だ
け
見
る
な
ら
、
一
種
の
情
景
描
写
と
も
読

め
、
こ
の
詩
を
詩
劇
と
し
て
見
て
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ロ
ス
」

の
台
詞
と
す
る
読
解
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。

第
23
～
第
27
の
歌
―「
婚
姻
」の
成
就
／
第
28
～
第
35
の
歌

―
婚
姻
の「
境
地
」

『
解
明
』
で
は
、
こ
の
第
23
の
歌
で
霊
的
婚
約
の
段
階
か
ら

霊
的
婚
姻
に
進
む
、
と
さ
れ
て
い
る
。
言
葉
の
上
で
は
、〈
男
〉

が
発
話
者
と
な
り
、「
あ
の
林
檎
の
樹
の
下
で
」「
あ
な
た
は

わ
た
し
と
愛
を
誓
っ
た
〔
婚
約
し
た
（fuiste desposada

）〕」
と

過
去
形
で
言
わ
れ
て
い
る12

。
ス
ト
ー
リ
ー
の
筋
を
通
す
の
な

ら
、〈
男
〉
は
こ
こ
で
、
す
で
に
な
さ
れ
た
婚
約
を
回
顧
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
眠
っ
て
い
る
〈
女
〉
に
向
け

て
、
回
想
的
に
語
り
か
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ

の
言
葉
の
内
容
も
、
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
キ

リ
ス
ト
教
の
教
え
を
参
照
す
る
な
ら
、「
母
」
す
な
わ
ち
エ
ヴ

ァ
の
、
楽
園
の
「
林
檎
（
？
）
の
樹
」
の
下
で
の
堕
罪
と
罪

の
浄
化
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
見
や
す
い
。『
解
明
』
も

そ
う
な
っ
て
い
る
。
が
、
こ
の
〈
歌
〉
の
も
の
が
た
り
の
流

れ
の
上
で
重
要
な
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
こ
で
〈
男
〉
が

発
話
し
て
、〈
歌
〉
の
雰
囲
気
に
あ
る
転
調
を
導
入
し
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。
内
容
は
具
体
的
に
は
言
わ
れ
て
い
な
い
が
、

〈
女
〉
の
（
遠
い
）「
母
」
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
か
ら
長
い
経

緯
が
あ
っ
て
、
し
か
し
い
ま
は
も
う
、〈
女
〉
は
「
き
れ
い
に

な
っ
た
（fuiste reparada

）〔
字
義
的
に
は
、
穢
れ
・
傷
を
修
復
さ

れ
た
〕」
の
だ
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
ふ
た
り

の
愛
の
昂
ま
り
と
成
就
と
し
て
、
い
わ
ば
単
線
的
に
進
ん
で

き
た
も
の
が
た
り
の
時
間
が
、
こ
こ
で
、
過
去
の
さ
ま
ざ
ま

な
出
来
事
が
組
み
込
ま
れ
た
厚
み
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
、
回
想
的
過
去
を
導
入
す
る
言
葉
を
挟
ん
で
、〈
女
〉

の
境
地
が
、
ま
た
ふ
た
り
の
関
係
性
が
、
ス
テ
ー
ジ
を
「
婚

姻
」
へ
と
変
ず
る
の
で
あ
る
。

第
24
の
歌
で
〈
女
〉
の
言
う
言
葉
の
か
た
ち
に
そ
れ
は
見

て
と
れ
る
。
彼
女
は
こ
こ
で
も
「
私
た
ち
の
ベ
ッ
ド
は
花
に

飾
ら
れ
」
と
、
一
人
称
双
数
形
を
使
う
。
新
婚
の
床
の
壮
麗

さ
を
誇
る
。『
解
明
』
は
、
こ
こ
で
は
は
っ
き
り
と
、
こ
の
一

人
称
双
数
の
意
味
を
語
っ
て
み
せ
て
い
る
。

こ
こ
で
彼
女
が
、
こ
の
愛
の
結
合
（junta de am

or

）
を
、

「
私
た
ち
の
花
飾
り
の
ベ
ッ
ド
（nuestro lecho florido

）」
と

い
う
言
葉
で
言
っ
て
い
る
の
は
、
ま
こ
と
に
し
か
る
べ
き

こ
と
で
あ
る
。〔
…
…
〕「
私
た
ち
の
（nuestro

）」
と
言
っ

て
い
る
わ
け
は
、〔
…
…
〕
同
じ
一
つ
の
愛
（un m

ism
o 

am
or

）
が
、
つ
ま
り
神
な
る
恋
人
の
愛
が
、
い
ま
や
ふ
た

り
の
も
の
（de entram

bos

）
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
二
四
・
3
）

こ
う
し
て
ふ
た
り
は
「
結
婚
」
し
、
続
く
第
25
の
歌
か
ら

第
35
の
歌
ま
で
は
こ
の
婚
姻
の
境
地
を
言
う
も
の
、
と
し
て

よ
い
。
第
25
の
歌
で
〈
女
〉
は
、〈
彼
〉
が
自
分
以
外
の
多
く

の
乙
女
た
ち
の
恋
人
で
も
あ
る
よ
う
な
光
景
を
語
っ
て
い
る
。

婚
姻
神
秘
主
義
の
も
の
が
た
り
は
、
ひ
と
り
の
女
と
ひ
と
り

の
男
の
双
数
的
関
係
性
に
集
中
す
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
愛
は
、
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彼
を
独
占
す
る
（
他
者
を
排
除
す
る
）、
と
い
う
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
読
み
取
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。『
解
明
』
は
、

〈
彼
〉
を
慕
い
追
い
か
け
る
「
乙
女
た
ち
」
を
、
主
人
公
の

〈
女
〉
自
身
の
こ
と
と
し
て
語
っ
て
い
る
。
婚
姻
神
秘
主
義
の

言
葉
が
展
開
す
る
地
平
は
、
す
べ
て
の
人
が
本
来
的
に
「
神

と
ふ
た
り
だ
け
」
で
あ
る
レ
ベ
ル
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
第
三

者
以
降
の
複
数
の
人
び
と
と
共
存
す
る
「
現
実
」
よ
り
も
「
以

前
」
の
地
平
―
し
た
が
っ
て
「
妬
み
」
が
発
生
す
る
可
能

性
以
前
の
地
平13

―
な
の
で
あ
る
。

第
26
か
ら
第
29
の
歌
は
、
こ
ん
ど
は
〈
女
〉
の
側
か
ら
の

回
想
の
よ
う
に
し
て
、
過
去
形
で
歌
わ
れ
て
い
る
。
婚
姻
の

境
地
の
表
現
を
そ
こ
に
読
む
と
す
れ
ば
、
以
下
の
諸
点
に
注

目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
あ
る
種
の
「
酩
酊
」（「
恋
人
の
手
か
ら
わ
た
し
は
飲

ん
だ
」）
の
高
揚
。
そ
れ
は
、「
婚
姻
」
が
成
る
行
為
・
体
験

そ
の
も
の
を
示
唆
し
よ
う
が
、
そ
の
高
揚
の
時
に
な
さ
れ
た

こ
と
が
、
第
27
の
歌
で
は
回
顧
の
か
た
ち
で
、
そ
の
高
揚
の

時
を
「
経
て
」
今
の
自
分
が
ど
の
よ
う
に
あ
る
か
を
言
う
言

葉
と
な
っ
て
い
る
。
発
話
の
か
た
ち
と
し
て
は
、
自
身
に
語

り
か
け
て
自
ら
の
あ
り
さ
ま
を
自
覚
す
る
独
白
、
と
い
っ
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ

以
前
に
自
分
が
生
き
て
い
た
世
界
、
あ
り
方
一
切
の
忘
却
・

捨
離
（「
そ
う
し
て
外
に
出
て
み
る
と
／
こ
の
野
原　

み
わ
た
す

限
り
／
知
っ
て
い
る
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。
／
追
っ
て
い
た
羊

た
ち
も
い
な
か
っ
た
」）。
そ
し
て
「
あ
そ
こ
」
と
言
わ
れ
て
い

る
至
高
の
時
に
「
得
た
」
も
の
は
、〈
彼
〉
の
「
胸
（pecho

）」、

つ
ま
り
身
心
一
如
に
捉
え
ら
れ
た
〈
彼
〉
の
「
心
」
で
あ
り
、

と
て
も
甘
美
な
学
問
（
い
と
も
甘
し
き
学
知
）（ciencia m

uy 

sabrosa

）」
で
あ
る
。
ふ
た
り
の
結
合
・
同
一
化
は
、
た
ん
に

感
情
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
知
の
領
域
に
も
関
わ
る
。
そ

し
て
こ
の
受
け
取
り
に
応
じ
て
、〈
女
〉
も
〈
男
〉
に
与
え
る
。

与
え
る
も
の
は
「
す
べ
て
」、「
自
分
に
は
何
ひ
と
つ
残
さ
ず
」

に
で
あ
る
。「
贈
与
（entrega

）」
は
相
互
的
と
な
る
。「
こ
の

歌
で
は
、〔
…
…
〕
双
方
の
側
が
（de am

bas partes

）
な
し
た

自
己
贈
与
が
語
ら
れ
る
。」（『
解
明
』
二
七
・
1
）
こ
の
相
互

自
己
譲
渡
が
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
続
く
と
誓
う
こ
と
、
そ
れ
が

「
約
束
し
た
（prom

etí

）」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
婚
姻
は
も

は
や
解
消
す
る
こ
と
が
な
い
。

〈
男
〉
と
〈
女
〉
の
間
に
こ
う
し
て
成
り
立
つ
相
互
自
己
贈

与
関
係
を
『
解
明
』
で
は
、
主
従
関
係
の
逆
転
と
し
て
も
語

っ
て
い
る
。「
こ
の
愛
の
真
実
と
優
し
さ
は
た
い
へ
ん
な
も
の

で
、
広
大
無
辺
の
父
が
、
こ
の
小
さ
い
け
れ
ど
も
愛
に
み
ち

た
魂
を
、
大
切
に
し
大
き
な
も
の
立
派
な
も
の
と
な
し
て
く

だ
さ
る
。
そ
の
た
め
に
、
あ
た
か
も
ご
自
身
が
臣
下
で
彼
女

が
君
主
で
あ
る
か
の
ご
と
く
に
、〔
…
…
〕
ほ
ん
と
う
に
彼
女

に
仕
え
て
く
だ
さ
る
。〔
…
…
〕
彼
が
奴
隷
で
彼
女
が
そ
の
神

で
あ
る
か
の
よ
う
に
な
る
。」（『
解
明
』
二
七
・
1
）
こ
れ
が
、

十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
解
す
る
「
神
の
受
肉
」
の
真
義
で
あ
る
。

神
が
人
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
人
が
神
に
な
る
と
い
う
逆
説

で
あ
る
が
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
奥
義
を
、
婚
姻
神
秘
主
義

の
枠
組
に
沿
っ
て
、
男
女
間
の
愛
に
お
け
る
主
導
権
、
主
従

関
係
の
逆
転
と
し
て
語
る
の
で
あ
る
。
愛
す
る
者
は
愛
す
る

相
手
に
「
す
べ
て
」
を
、「
自
分
自
身
を
」
与
え
る
の
で
あ
れ

ば
、「
愛
す
る
者
で
あ
る
」
と
い
う
主
導
性
も
受
容
性
も
、
と

も
に
相
手
に
与
え
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
与
え
ら
れ
た
側

も
ま
た
、「
す
べ
て
」
を
相
手
に
与
え
返
す
。
こ
う
し
て
愛
は

い
わ
ば
「
回
互
的
」
と
な
る
。
そ
の
果
て
し
な
い
回
互
関
係

の
な
か
で
、
愛
し
愛
さ
れ
る
両
極
は
、
ま
っ
た
く
同
等
な
も

の
と
な
っ
て
い
く
。
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
は
こ
れ
を
「
愛
の
等

し
さ
・
同
等
性
（igualdad de am

or

）」
と
術
語
化
し
て
い
る
。

魂
を
大
き
な
も
の
と
な
す
こ
と
と
し
て
、
魂
を
神
ご
自

身
と
等
し
い
者
と
す
る
以
上
の
こ
と
は
な
い
。
そ
う
な
っ

て
神
を
愛
す
る
こ
と
だ
け
が
魂
の
つ
と
め
と
な
る
。
と
い

う
の
も
、
愛
の
特
性
（propiedad

）
は
、
愛
す
る
者
を
愛
さ

れ
る
も
の
と
等
し
く
す
る
こ
と
な
の
だ
か
ら
。
か
く
て
、
魂

は
、
そ
の
も
つ
完
全
な
愛
ゆ
え
に
神
の
ひ
と
り
子
の
嫁
と

こ
こ
で
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
彼
と
の
等
し
さ
・
同

等
性
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
、
愛
情
の
等
し
さ
の
ゆ
え

に
、
ふ
た
り
が
も
つ
一
切
は
、
ふ
た
り
に
共
有
（com

unes 

a entram
bos

）
と
な
っ
て
い
る
。（『
解
明
』
二
八
・
1
）

こ
う
し
て
、
第
30
の
歌
で
〈
男
〉
に
、
い
わ
ば
愛
の
戯
れ

を
誘
い
か
け
た
〈
女
〉
は
、
続
く
第
31
の
歌
の
『
解
明
』
で

敷
衍
さ
れ
た
言
葉
の
な
か
で
、
自
分
が
美
し
さ
ゆ
え
に
〈
男
〉

を
支
配
す
る
位
置
に
い
る
か
の
よ
う
な
思
い
を
語
る
。

あ
あ
、
神
が
一
す
じ
の
髪
に
囚
わ
れ
て
し
ま
う
と
は
、
ほ

ん
と
う
に
お
も
し
ろ
い
、
楽
し
い
こ
と
だ
。〔
…
…
〕
神
が

何
か
を
見
つ
め
る
こ
と
は
、
愛
す
る
こ
と
の
意
味
だ
か
ら
、

神
が
ま
ず
は
じ
め
に
、
大
い
な
る
御
憐
み
ゆ
え
に
私
ど
も

を
見
つ
め
、
愛
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
な
い
な
ら
〔
…
…
〕、

そ
し
て
自
ら
を
低
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
な
か
っ
た
な

ら
、
私
ど
も
の
低
い
愛
の
髪
が
な
び
い
た
と
て
、
彼
を
捉

え
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
か
っ
た
ろ
う
。（『
解
明
』
三
一
・

8
）

こ
こ
に
あ
る
の
は
、
成
就
し
た
愛
の
な
か
で
、
愛
す
る

〈
男
〉
に
自
分
が
固
く
愛
さ
れ
て
い
る
と
い
う
誇
ら
か
な
自

信
・
確
信
で
あ
り
、
根
本
的
な
自
己
肯
定
感
で
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
自
己
肯
定
の
由
来
は
、〈
女
〉
の
立
ち

位
置
か
ら
は
、
元
来
―
自
然
的
に
―
自
ら
に
備
わ
っ
て

い
た
美
質
や
価
値
ゆ
え
の
こ
と
で
は
な
く
、
根
本
的
・
根
源

的
に
〈
彼
〉
か
ら
・〈
彼
〉
に
、
な
ぜ
か
は
知
ら
ず
愛
さ
れ
た

こ
と
、
愛
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
固も

と

よ
り
愛
さ
れ
て
あ
っ
た
こ

と
、
に
拠
っ
て
い
る
。「
あ
な
た
に
よ
っ
て
わ
た
し
は
き
れ
い
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に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
、
第
32
、
第
33
の
歌
で
、
そ
の

こ
と
自
体
を
嬉
し
い
こ
と
と
し
て
〈
女
〉
は
歌
う
。『
解
明
』

で
は
こ
う
敷
衍
さ
れ
て
い
る
。

魂
は
、
恋
人
か
ら
得
た
品
々
と
そ
の
価
値
の
ゆ
え
に
、
い

ま
や
勇
気
が
湧
い
て
き
て
、
自
分
に
自
信
を
持
つ
〔
自
分

を
高
く
評
価
す
る
〕。
自
分
自
身
で
は
低
い
価
値
し
か
持
っ

て
い
な
く
て
、
何
の
評
価
に
も
値
し
な
い
の
に
、
こ
の
品
々

を
彼
が
く
れ
た
の
だ
か
ら
。
そ
れ
で
、
自
分
は
こ
の
品
々

ゆ
え
に
高
く
評
価
さ
れ
る
に
値
す
る
の
だ
と
わ
か
っ
て
、
恋

人
に
向
か
っ
て
大
胆
に
、
も
う
自
分
を
軽
ん
じ
ず
、
見
下

さ
な
い
よ
う
に
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
、〔
…
…
〕
あ
な
た
が

初
め
て
わ
た
し
を
見
つ
め
て
、
あ
な
た
の
麗
し
さ
（gracia

）

で
わ
た
し
を
飾
り
、
あ
な
た
の
美
し
さ
（herm

osura
）
を

わ
た
し
に
纏
わ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
と
き
か
ら
は
、
あ
な
た

は
も
う
わ
た
し
を
、
二
度
で
も
、
三
度
で
も
何
度
で
も
、
み

つ
め
て
よ
く
て
、
そ
う
し
て
わ
た
し
の
麗
し
さ
と
美
し
さ

を
い
や
増
し
に
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。（『
解
明
』
三

三
・
3
）

第
14
の
歌
で
、
彼
の
瞳
の
直
視
に
堪
え
ら
れ
な
か
っ
た
弱

さ
・
恥
じ
ら
い
は
と
う
に
な
く
な
っ
て
い
る
。

第
34
・
第
35
の
歌
は
、〈
男
〉
の
発
話
に
配
当
さ
れ
る
が
、

上
記
の
よ
う
に
「
コ
ロ
ス
」
の
台
詞
と
す
る
の
が
自
然
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
も
の
が
た
り
で
は
、
冒
頭
か
ら
〈
男
〉
は

鹿
に
、〈
女
〉
は
鳩
に
準
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ

を
受
け
て
、
こ
の
愛
の
ド
ラ
マ
全
体
が
鳥
瞰
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
〈
男
〉
の
方
も
、
一
方
的
に
〈
女
〉
を
去
っ
た
の
で
は

な
く
、

―
そ
の
理
由
は
さ
だ
か
で
な
い
が

―
ず
っ
と

〈
女
〉
へ
の
「
愛
に
傷
つ
い
て
い
た
」
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。

古
典
詩
学
に
言
う
ア
ナ
グ
ノ
ー
リ
シ
ス
の
一
種
、
と
も
言
え

よ
う
か
。

第
36
～
第
38
の
歌
―
永
遠
の
希
求
態

こ
う
し
て
全
体
の
構
図
が
明
か
さ
れ
た
こ
の
詩
劇
は
最
後

の
段
階
に
入
る
。
第
36
歌
以
降
の
五
つ
の
歌
は
、
い
っ
た
ん

〈
魂
の
愛
の
歌
〉
が
詩
と
し
て
成
立
し
た
後
に
、
さ
ら
に
増
補

さ
れ
た
部
分
で
あ
り
、
成
立
事
情
自
体
が
、
こ
の
諸
歌
の
主

題
が
そ
れ
ま
で
と
は
ス
テ
ー
ジ
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
じ
っ
さ
い
に
『
解
明
』
で
は
、
こ
れ
ら
の
歌
は
、

「
こ
の
世
に
お
い
て
」
実
現
可
能
な
霊
的
婚
姻
よ
り
以
上
の
、

「
来
世
・
別
の
世
で
（en la otra vida

）」
こ
そ
可
能
な
、
つ
ま

り
希
求
・
希
望
さ
れ
る
魂
の
あ
り
方
を
言
う
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
と
り
わ
け
第
36
の
歌
か
ら
第
38
の
歌
ま
で
の
〈
女
〉

の
発
話
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
は
、
意
味
上

の
未
来
形
で
言
わ
れ
て
い
る
。「（
ふ
た
り
で
）
〜
し
ま
し
ょ

う
」、「（
あ
な
た
は
）
〜
し
て
く
れ
ま
す
ね
」、
等
と
訳
し
う

る
時
制
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
ふ
た
り
で
「
も
っ

と
」
高
く
（「
あ
の
山
へ　

あ
の
丘
へ
」）、
も
っ
と
深
く
（「
繁

み
の
も
っ
と
奧
の
ほ
う
ま
で
」）、
そ
し
て
も
っ
と
秘
め
ら
れ
た

（
神
秘
な
）（「
と
て
も
隠
れ
た
場
所
」
に
あ
る
「
洞
穴
」
に
「
一

緒
に
入
り
ま
し
ょ
う
」）
場
所
が
目
指
さ
れ
、
さ
ら
な
る
酩
酊
・

陶
酔
（「
石
榴
の
お
酒
」）
へ
の
期
待
が
ふ
た
り
を
さ
ら
に
憧
れ

さ
せ
る
。

第
36
の
歌
第
二
行
「
あ
な
た
の
美
し
さ
の
な
か　

見
に
行

き
ま
し
ょ
う
」
の
「
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
（vám

onos

）」
と

い
う
動
詞
に
は
目
的
語
が
な
い
。『
解
明
』
で
は
、
ふ
た
り
が

互
い
に
相
手
を
見
つ
め
あ
う
シ
ー
ン
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ふ

た
り
は
臆
す
る
こ
と
な
く
顔
と
顔
、
目
と
目
を
合
わ
せ
て
見

つ
め
あ
い
、
い
ま
や
〈
女
〉
は
、
第
12
の
歌
で
水
鏡
に
朧
に

映
っ
た
〈
彼
〉
の
瞳
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
明
瞭
さ
で
〈
男
〉

の
目
を
見
つ
め
、
視
線
を
交
わ
す
。「
至
福
直
観
（beatific 

vision

）」
の
婚
姻
神
秘
主
義
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
こ

の
恋
人
と
の
見
つ
め
あ
い
の
果
て
に
は
、「
あ
な
た
の
美
し
さ

の
な
か
で
・
美
し
さ
の
ゆ
え
に
（en tu herm

osura

）
わ
た
し

が
あ
な
た
に
な
り

0

0

、
あ
な
た
が
わ
た
し
に
な
る

0

0

で
し
ょ
う
」

（『
解
明
』
三
六
・
5
）
と
い
う
、
回
互
性
・
同
等
性
の
極
限
の

言
葉
が
記
さ
れ
て
も
い
る
。
そ
し
て
第
38
の
歌
で
は
、
具
体

的
内
容
が
何
も
示
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
代
名
詞
「
あ
の
も
の
・

あ
れ
（aquello

）」
―
「
遠
い
あ
の
日
に
、
わ
た
し
の
い
の

ち
で
あ
る
あ
な
た
が
、
く
だ
さ
っ
た
あ
の
も
の

0

0

0

0

」
―
を
用

い
て
、
遙
か
に
望
み
見
る
未
来
の
時
、
神
学
的
に
は
終
末
＝

完
成
の
時
に
、
あ
ら
ゆ
る
思
念
の
届
か
な
い
憧
れ
の
な
に
か

を
、
あ
な
た
が
（
再
び
？
）
与
え
て
く
れ
る
は
ず
だ
と
い
う
、

謎
め
い
た
言
葉
が
語
ら
れ
る
。
私
の
こ
の
世
の
人
生
の
道
の

り
の
み
な
ら
ず
、「
母
」
の
時
代
に
代
弁
さ
れ
る
遠
い
過
去
か

ら
、
肉
体
の
死
後
の
遠
い
未
来
ま
で
の
時
間
、
人
生
の
時
間

性
と
人
類
の
歴
史
性
が
繰
り
込
ま
れ
た
と
さ
え
思
え
る
発
話

に
よ
っ
て
、〈
女
〉
は
「
あ
の
も
の
」
へ
の
希
み
を
言
う
。
こ

れ
が
事
実
上
、〈
女
〉
の
最
後
の
発
話
と
な
る
。〈
女
〉
は
こ

こ
で
、〈
男
〉
と
の
愛
の
交
わ
り
の
な
か
で
、
ほ
と
ん
ど
「
永

遠
」
の
時
間
性
に
触
れ
て
い
る
か
に
感
じ
ら
れ
る
。

第
39
、第
40
の
歌
―
最
後
の
情
景

最
後
の
二
つ
の
歌
は
、
詩
作
品
と
し
て
の
終
結
部
で
あ
る
。

形
式
上
は
〈
女
〉
の
発
話
と
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
コ
ロ

ス
の
台
詞
、
愛
の
ド
ラ
マ
が
終
結
す
る
情
景
の
描
写
、
と
読

む
の
が
自
然
で
あ
る
。
第
39
の
歌
は
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
得

意
の
、「
夜
」
の
麗
し
さ
を
歌
う
も
の
で
、
彼
に
と
っ
て
愛
の

ド
ラ
マ
が
、〈
暗
い
夜
〉
同
様
、
夜
を
基
本
シ
ー
ン
と
し
て
い

る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
夜
は
、
視
覚
的

な
暗
さ
と
い
う
よ
り
も
（「
夜
な
れ
ど
」、
と
い
う
よ
り
も
）「
夜

な
れ
ば
こ
そ
」
の
、
か
そ
け
き
聴
覚
（「
小フ

ィ

ロ

メ

ナ

夜
鳴
き
鳥
の
甘
い

歌
」）、
心
地
よ
い
肌
感
覚
（「
風
の
そ
よ
ぎ
」）
に
よ
っ
て
形
容

さ
れ
、
暖
か
な
炎
の
明
る
さ
に
照
ら
さ
れ
る
。
こ
の
「
炎
」

は
、
彼
の
も
う
一
つ
の
名
高
い
詩
編
「
愛
の
い
の
ち
の
炎
」
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で
主
題
化
さ
れ
て
歌
わ
れ
る
。
第
15
の
歌
で
は
、「
夜
の
宴
」

の
味
覚
・
嗅
覚
も
言
わ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
神
学
的
「
解
明
」
と
し
て
は
、
上
の
第
36
の
歌
の

『
解
明
』
で
「
わ
た
し
が
あ
な
た
に
な
る
」
こ
と
、
つ
ま
り

「
神
の
子
の
受
肉
」
ゆ
え
の
「
人
間
（
わ
た
し
）
の
神
（
あ
な

た
）
化
」
と
し
て
の
合
一
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
た
以
上
の

0

0

0

こ
と
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
神
化
し
た
人
間
の
、「
三
位
一
体
」

へ
の
参
入
〜
吸
収
と
い
う
事
態
が
言
わ
れ
て
い
る
。
人
は
、

「
こ
の
世
」
に
お
い
て
神
に
等
し
く
な
る
の
み
な
ら
ず
、「
神

の
な
か
で
神
に
参
与
す
る
」
に
至
る
の
で
あ
る
。

神
が
神
の
う
ち
で
息
吹
く
よ
う
に
、
魂
が
神
の
う
ち
で

参
与
（participación

）
と
い
う
か
た
ち
で
息
吹
く
と
い
う
、

か
く
も
高
度
な
事
柄
を
魂
が
な
し
得
る
と
い
う
こ
と
を
、
不

可
能
事
と
思
い
な
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
神
は

至
聖
な
る
三
位
一
体
の
う
ち
に
魂
を
合
一
さ
せ
る
と
い
う

御
恵
み
を
な
し
た
ま
う
の
だ
か
ら
、
そ
こ
で
は
魂
が
神
の

か
た
ち
（deiform

e

）
と
な
り
、
参
与
に
よ
っ
て
神
と
な
る
。

〔
…
…
〕
あ
る
い
は
こ
う
い
っ
た
方
が
よ
け
れ
ば
、
神
が
魂

を
、
魂
と
一
緒
に
な
っ
て
、
三
位
一
体
ご
自
身
の
よ
う
に
、

三
位
一
体
の
う
ち
で
は
た
ら
か
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
さ
る

の
で
あ
る
。（『
解
明
』
三
九
・
4
）

魂
た
ち
は
、
御
子
〔
キ
リ
ス
ト
〕
が
本
性
に
よ
っ
て
有
す

る
こ
の
同
じ
善
を
、
参
与
に
よ
っ
て
所
有
す
る
。
だ
か
ら

ま
こ
と
に
彼
等
は
参
与
に
よ
っ
て
神
々
で
あ
り
、
神
の
友

で
あ
り
神
に
等
し
い
者
た
ち
で
あ
る
。〔
…
…
〕
そ
れ
は
、

魂
が
神
の
う
ち
で
、
神
と
共
に
神
の
仲
間
と
し
て
至
聖
三

位
一
体
の
は
た
ら
き
を
は
た
ら
く
こ
と
に
よ
る
。 （『
解
明
』

三
九
・
7
）

最
終
の
第
40
の
歌
は
、
研
究
者
の
間
で
も
評
価
の
分
か
れ

る
歌
だ
が
、「
ア
ン
チ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」
で
あ
る
こ
と
は
た

し
か
で
あ
る
。
情
感
を
盛
り
上
げ
て
、
感
動
の
内
に
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
迎
え
る
、
と
い
っ
た
技
法
を
こ
の
作
品
は
と
っ
て

い
な
い
。〈
暗
い
夜
〉
同
様
、
最
後
の
イ
メ
ー
ジ
は
静
寂
、
忘

却
、
放
下
、
平
安
…
…
で
あ
る
。（
雅
歌
に
出
る
言
葉
で
あ
る

「
ア
ミ
ナ
ダ
ブ
」
は
、『
解
明
』
で
は
、
こ
の
世
の
王
た
る
悪
魔
の

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。）
こ
の
世
の
愛
の
ド
ラ
マ
が
「
す
べ
て

終
わ
っ
た
」
後
は
、
永
遠
に
触
れ
る
こ
と
と
し
て
の
永
遠
の

希
求
に
抱
か
れ
て
、〈
女
〉
は
い
つ
ま
で
も
愛
の
安
息
の
う
ち

に
あ
る
。
こ
の
〈
ふ
た
り
〉
を
高
い
山
（「
カ
ル
メ
ル
山
」
？
）

の
い
た
だ
き
の
楽
園
―
そ
の
神

ミ
ス
テ
リ
ウ
ム
秘
の
場
所
を
「
見
る
者
は

誰
も
い
な
い
」
―
に
残
し
て
、
下
界
の
「
こ
の
世
」
の
も

の
ど
も
は
、
静
か
に
引
き
退
い
て
「
降
っ
て
い
く
」
よ
う
で

あ
る
。

4
ま
と
め
と
問
い

す
で
に
紙
数
を
越
え
て
い
る
本
稿
で
さ
ら
に
論
ず
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
婚
姻
神
秘
主
義
に

つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
早
急
に
ま
と
め
て
お
く
。
一
種
の
「
も

の
が
た
り
」
神
学
の
か
た
ち
を
と
る
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
婚

姻
神
秘
主
義
は
、
神
と
合
一
す
る
人
間
（
魂
）
を
、「
も
の
が

た
り
」
の
主
人
公
と
し
て
の
主
体
、
と
捉
え
る
。
主
人
公
は
、

あ
る
人
生
の
ド
ラ
マ
的
時
間
の
な
か
で
、
自
ら
の
あ
り
方
（
境

地
）
を
、
様
々
な
事
件
、
出
来
事
を
体
験
し
、
経
験
す
る
こ

と
で
、
変
容
さ
せ
て
い
き
、
遂
に
は
「
神
と
な
る
」
ま
で
に

至
る
。
そ
の
よ
う
な
主
体
（
私
）
の
あ
り
方
を
十
字
架
の
ヨ

ハ
ネ
は
、〝「
神
」
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
が
、
す
べ
て
、「
私
」

に
つ
い
て
も
言
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と 

〞、
と
し
て
捉
え
て

い
る
と
思
わ
れ
る14

。「
神
が
美
し
い
」
の
で
あ
れ
ば
、「
私
は

美
し
い
」。「
全
世
界
が
神
の
も
の
」
で
あ
れ
ば
「
全
世
界
は

私
の
も
の
」
で
あ
る
、
等
々
。（
た
だ
し
逆
は
言
え
な
い
。「
私

が
罪
び
と
」
で
あ
れ
ば
「
神
に
罪
あ
り
」
と
は
言
え
な
い
。
そ
の

か
ぎ
り
で
、
神
と
人
は
可
逆
的
で
は
な
い
。）
そ
の
よ
う
な
言
葉
、

発
話
は
、
人
称
言
語
に
お
い
て
の
み
可
能
な
言
葉
の
か
た
ち

で
あ
る
。
こ
の
世
の
秩
序
に
お
け
る
事
象
を
客
観
的
に
記
述

す
る
た
め
の
三
人
称
な
い
し
無
人
称
言
語
の
地
平
で
は
、「
私

は
美
し
い
」
と
発
話
す
る
特
定
の
誰
か
が
、「
客
観
的
に
」
美

し
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
人
称
言
語
に
お
け
る
主
語

た
る
〈
私
〉
は
、
特
定
の
肉
体
、
特
定
の
固
有
名
を
以
て
限

定
さ
れ
る
以
前

0

0

の
主
体
性
の
位
相
な
い
し
水
準
に
も
立
ち
う

る
、
届
き
得
る
、
少
な
く
と
も
そ
の
可
能
性
に
開
か
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
婚
姻
神
秘
主
義
に
お
い
て
は
、
そ
の

よ
う
な
〈
私
〉
が
「
私
は
美
し
い
」
と
言
い
う
る
位
相
に
お

い
て
「
魂
」（
つ
ま
り
人
間
）
を
捉
え
る
が
ゆ
え
に
、「
魂
が
神

と
等
し
く
な
る
」
と
、
躊た

め
ら躇
わ
ず
揚
言
す
る
の
だ
ろ
う
。

さ
い
ご
に
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
婚
姻
神
秘
主
義
の
性
格

規
定
に
資
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
一
点
だ
け
、
問
う
て
お

き
た
い
。
こ
の
恋
愛
も
の
が
た
り
に
お
い
て
「
身
体
」
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。〈
女
〉
の
あ
り
方
、
主
体
性
の
位
相
は
変

容
を
重
ね
る
と
し
て
、
そ
の
変
容
に
際
し
て
彼
女
の
、
ま
た

〈
彼
〉
の
身
体
は
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
か
・
い
な

い
か
。
こ
の
「
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
」
と
も
読
め
る
〈
魂
の
愛
の

歌
〉
に
は
、
し
か
し
、
雅
歌
の
よ
う
な
具
体0

的
な
身
体
描
写

は
ほ
ぼ
な
い
。（
同
志
だ
っ
た
ア
ビ
ラ
の
テ
レ
ジ
ア
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
、
身
体
そ
の
も
の
が
神
と
愛
の
交
わ
り
の
場
に
な
る
よ
う

な
側
面
は
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。）

で
は
、「
美
し
い
恋
人
」
を
愛
す
る
と
き
に
、〈
彼
自
身
〉
に

逢
い
た
い
と
き
に
、
恋
人
た
ち
の
身
体
性
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。〈
彼
〉
の
神
学
上
の
正
体
で
あ
る
キ
リ
ス
ト

は
、「
受
肉0

し
た
神
」
な
の
だ
か
ら
、
そ
こ
に
身
体
性
は
必
須

で
あ
る
。
身
体
が
あ
る
か
ら
恋
愛
・
婚
姻
の
対
象
と
な
り
う

る
。
だ
か
ら
そ
の
身
体
性
を
ど
う
捉
え
る
か
が
、
婚
姻
神
秘
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主
義
の
み
な
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
全
般
に
と
っ
て
枢
要

な
問
い
と
な
る
。
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
に
即
し
て
も
さ
ら
に
問

わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
彼
の
婚
姻
神
秘
主
義
思
想
に
お
け

る
〈
女
〉
と
〈
男
〉
の
ほ
と
ん
ど
透
明
な
―
霊
的
―
身

体
性
・
身
心
性
は
、
ま
ず
は

0

0

0

、
彼
が
歌
っ
た
詩
歌
の
言
葉
と

し
て
具
体0

化
さ
れ
て
い
る
、
と
、
本
稿
で
は
言
う
に
止
め
て

お
く
。

＊
＊
＊

魂
と
そ
の
恋
人
が
交
わ
す
歌15

恋
す
る
女
は
言
う

1　
〔
い
な
く
な
っ
た
恋
人
に16
〕　

ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た

の
？
／
あ
な
た
、
わ
た
し
を
泣
い
た
ま
ま
に
し
て
。
／
鹿

み
た
い
に　

あ
な
た
は
逃
げ
た
／
わ
た
し
を
傷
つ
け
て
お

い
て
。
／
あ
な
た
を
追
っ
て
外
に
出
た　

あ
な
た
を
呼
び

な
が
ら
。
で
も
も
う
い
な
か
っ
た
。

2　
〔
他
の
人
た
ち
に
〕　

そ
こ
を
行
か
れ
る
牧
人
さ
ん
た
ち
、

／
丘
の
牧
舎
に
行
か
れ
る
の
で
す
ね
。
／
も
し　

ど
こ
で

な
り
と
も
会
わ
れ
ま
し
た
ら
、
／
わ
た
し
が
大
好
き
な
あ

の
人
に
／
伝
え
て
く
だ
さ
い
。　

私
は
病
気
で
す
、
苦
し

い
で
す
、
死
に
そ
う
で
す
、
と
。

3　
〔
自
分
自
身
に
〕　

わ
た
し
の
恋
を
追
い
か
け
て
／
わ
た

し
は
行
く
わ
、
こ
の
山
河
を
越
え
て
で
も
。
／
花
を
摘
ん

だ
り
も
う
し
な
い
。
／
獣
た
ち
も
こ
わ
く
な
い
。　

砦
だ

の　

国
境
だ
の
も
越
え
て
い
く
。

4　
〔
自
然
物
に
尋
ね
か
け
る
〕　

あ
あ　

森
の
木
立
、
草
の

繁
み
／
み
な　

あ
の
人
の
手
で　

植
え
ら
れ
た
の
ね
。
／

あ
あ　

緑
な
す
草
原
／
花
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
よ
う
ね
。
／

教
え
て
、
あ
な
た
が
た
の
と
こ
ろ
を　

あ
の
人　

通
り
ま

せ
ん
で
し
た
？

自
然
が
答
え
る

5　
〔
自
然
が
答
え
る
〕　

そ
の
方
な
ら
、
千
の
魅
力
を
ふ
り

撒
き
な
が
ら
／
こ
の
木
々
の
繁
み
を　

急
い
で
過
ぎ
て
行

き
ま
し
た
。
／
で
も
と
お
り
す
が
り
に
目
を
向
け
ら
れ
て
、

／
そ
の
お
も
ざ
し
の
お
ち
か
ら
だ
け
で
／
繁
み
た
ち
に　

美
の
衣
裳
を
纏
わ
せ
て
い
っ
た
の
で
す
。

恋
す
る
女
は
言
う

6　
〔
不
在
の
恋
人
に
〕　

あ
あ
、
誰
が
わ
た
し
を
癒
や
せ
る

の
か
。
／
も
う
ほ
ん
と
う
に
あ
な
た
を
く
だ
さ
い
。
／
送

り
つ
け
る
の
は
や
め
に
し
て
、
／
伝
言
な
ん
て
、
今
日
限

り
で
。
／
わ
た
し
が
の
ぞ
む
あ
の
こ
と
を　

言
え
は
し
な

い
の
だ
か
ら
。

7　
〔
自
分
自
身
に
〕　

過
ぎ
ゆ
く
人
た
ち
は
み
な
／
思
い
出

さ
せ
る
、　

数
限
り
な
い　

あ
な
た
の
魅
力
を
。
／
そ
れ
が

わ
た
し
を
傷
つ
け
る
。
／
わ
た
し
を
死
に
そ
う
に
さ
せ
て

し
ま
う
こ
と　

そ
れ
は
／
み
な
が
口
ご
も
る
ま
ま
の　

な

ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
何
か
。

8　
〔
自
分
の
い
の
ち
に
〕
な
の
に
、
ど
う
し
て
永
ら
え
て

い
ら
れ
る
の
か
／
あ
あ　

わ
た
し
の
こ
の
い
の
ち
！　

お

ま
え
が
い
ま
生
き
て
い
る
と
こ
ろ
に
は　

い
の
ち
は
な
い

の
に
。
／
そ
の
う
え　

お
ま
え
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
の

に
、
／
お
ま
え
が
受
け
た
い
く
つ
も
の
箭や

が
。
／
お
ま
え

が
あ
の
人
か
ら
受
け
た　

あ
の
も
の
ゆ
え
に
。

9　
〔
不
在
の
恋
人
に
〕　

傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、

あ
な
た
は
な
ぜ
、
／
癒
や
し
て
く
れ
な
い
の
？　

こ
の
心

を
。
／
そ
の
う
え
も
う　

攫さ
ら

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
／

ど
う
し
て
こ
う
し
て　

放
っ
て
お
く
の
？
／
攫
っ
た
獲
物

を　

持
っ
て
い
っ
て
は
く
れ
な
い
の
？
／

10　
〔
不
在
の
恋
人
に
〕　

わ
た
し
の
苦
し
み
を
終
わ
ら
せ
て
。

／
あ
な
た
に
し
か　

で
き
な
い
こ
と
だ
か
ら
。
／
わ
た
し

の
こ
の
眼
で　

あ
な
た
を
見
た
い
。
／
あ
な
た
が
わ
た
し

の
眼
の
光
だ
か
ら
。
／
あ
な
た
を
見
る
た
め
だ
け
に　

眼

を
も
っ
て
い
た
い
か
ら
。

11　
〔
不
在
の
恋
人
に
〕　

あ
な
た
の
姿
を
み
せ
て
ほ
し
い
。

／
そ
の
美
し
さ
と
ま
な
ざ
し
で　

わ
た
し
を
殺
し
て
ほ
し

い
の
で
す
。
／
わ
か
っ
て
ほ
し
い
、
愛
ゆ
え
の
／
こ
の
病

を　

治
せ
る
の
は
／
あ
な
た
の
姿
と　

お
顔
し
か
な
い
の

で
す
。

12　
〔
森
の
泉
に
〕　

あ
あ　

水
晶
の
泉
／
お
ま
え
の　

そ

の
白
銀
の
水
面
に
／
と
つ
ぜ
ん
に　

姿
が
浮
か
び
上
が
れ

ば
い
い
の
に
／
わ
た
し
の
願
う　

あ
の
瞳
が
。
／
胸
の
奧

に
う
っ
す
ら
浮
か
ぶ　

あ
の
瞳
が
。

13　
〔
現
存
の
恋
人
に
言
う
／
恋
人
が
語
り
か
け
て
く
る
〕　

わ

た
し
を
見
な
い
で
、
あ
な
た
！
／
わ
た
し　

飛
ん
で
い
き

そ
う
だ
か
ら
〔
わ
た
し　

急
い
で
逃
げ
ま
す
〕
！　

戻
っ
て

お
い
で
〔
こ
っ
ち
を
向
い
て
〕　

鳩
よ
／
傷
を
う
け
た
鹿
は

／
丘
の
あ
た
り
に
姿
を
み
せ
て
／
お
ま
え
の
飛
ぶ
風
を
受

け
て　

涼
む
の
だ
か
ら
。

恋
す
る
女
は
言
う

14　
〔
こ
こ
ろ
に
浮
か
ぶ
こ
と
ば
〕　

わ
た
し
の
あ
の
人
、
あ

の
山
な
み 

／
人
気
の
な
い　

樹
々
繁
る
谷
／
遙
か
な
遠
い

島
／
響
き
た
て
て
流
れ
ゆ
く
河
／
愛
を
誘
う　

そ
よ
風
の

さ
さ
や
き

15　
〔
同
前
〕　

静
か
な
夜
／
も
う
す
ぐ
朝
日
が
た
ち
昇
る

こ
ろ
の
／
静し

じ
ま寂
の
調
べ
／
音
響
く
孤
独
／
つ
か
れ
を
癒
や

し
愛
か
き
立
て
る
夜
の
宴

16　
〔
恋
人
に
語
り
か
け
る
〕　

子
狐
ど
も
を
追
い
払
っ
て
。

／
わ
た
し
た
ち
の
葡
萄
園　

も
う
花
盛
り　

だ
か
ら
／
た

く
さ
ん
の
薔
薇
で
／
花
玉
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
／
だ
か

ら　

山
の
ほ
う
に
誰
も
来
な
い
よ
う
に
し
て
。

17　
〔
風
に
呼
び
か
け
る
〕　

吹
き
止
み
な
さ
い
、
死
ん
だ
北

風
。
／
吹
い
て
来
て
、
南
風
。
愛
を
目
覚
め
さ
せ
る
か
ら
。

／
わ
た
し
の
果
樹
園
を
吹
き
ぬ
け
れ
ば
／
苑
に
香
り
が
駆

け
巡
っ
て
／
あ
の
人
は
花
に
囲
ま
れ
て
食
事
を
摂
る
わ
。

141

身心変容のものがたりとしての『霊の讃歌』　　



18　
〔
ニ
ン
フ
た
ち
に
語
り
か
け
る
〕　

あ
あ
、
ユ
ダ
ヤ
の
ニ

ン
フ
た
ち
、
／
花
々
が　

薔
薇
た
ち
が
／
龍

り
ゅ
う

涎ぜ
ん

香こ
う

の
香
を

漂
わ
せ
て
い
る　

そ
の
間
は
／
垣
根
の
向
こ
う
に
い
て
く

だ
さ
い
。
／
わ
た
し
た
ち
の
木
蔭
に
は　

か
か
わ
ろ
う
と

は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

19　
〔
恋
人
に
〕　

隠
れ
て
、
あ
な
た
、
愛
し
い
人
、
／
お

山
の
ほ
う
に　

お
顔
を
向
け
て
／
そ
う
し
て
何
に
も
言
わ

な
い
で
。
／
た
だ　
お
つ
き
の
女
た
ち
に
目
を
留
め
て
。
／

遙
か
な
島
々
を
め
ぐ
り
ゆ
く　

こ
の
女
の
。

恋
す
る
男
の
言
う

20　
〔
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
願
う
〕　

軽
や
か
に
舞
う
鳥
の
む
れ

／
獅
子
た
ち
、
鹿
た
ち
、
飛
び
跳
ね
る
山
羊　

山
々
、
渓

谷
、
川
の
岸
辺
、
／
流
水
、
吹
く
風
、
こ
も
る
熱
気
／
眠

れ
な
い　

夜
の
お
の
の
き

21　
〔
同
前
〕　

お
ま
え
た
ち
に　

心
地
よ
い
竪
琴
の
音
と

／
人
魚
の
歌
声
に
よ
っ
て
願
う
／
お
ま
え
た
ち
の
怒
り
を

鎮
め
／
壁
を
打
つ
の
は
や
め
て
く
れ
／
私
の
花
嫁
が
も
っ

と
や
す
ら
か
に
眠
れ
る
よ
う
に
。

22　
〔
独
り
言
〜
情
景
描
写
〕　

花
嫁
は
も
う
入
っ
て
い
る
／ 

憧
れ
の
快
楽
の
園
に
。
／
思
い
の
ま
ま
に　

憩
う
て
い
る
。

／
う
な
じ
を
凭も

た

せ
か
け
て
い
る
／
恋
人
の
甘
い
腕
に
。

23　
〔
眠
る
恋
人
に
語
り
か
け
る
〕　

あ
の
林
檎
の
樹
の
下
で

／
そ
こ
で　

あ
な
た
は
私
と
愛
を
誓
っ
た
。
／
そ
こ
で　

私
は
あ
な
た
に
手
を
差
し
出
し
た
。
／
そ
れ
で　

あ
な
た

は
き
れ
い
に
な
っ
た
。
／
あ
な
た
の
母
が　

穢
さ
れ
た
そ

の
場
所
で
。

恋
す
る
女
は
言
う

24　
〔
独
り
言
〜
語
り
か
け
〕　

わ
た
し
た
ち
の
ベ
ッ
ド
は
花

に
飾
ら
れ
／
獅
子
の
洞
穴
で
囲
ま
れ
て
／
深
紅
の
天
蓋
で

覆
わ
れ
て
／
や
す
ら
か
に
設
え
ら
れ
て
／
無
数
の
黄
金
の

盾
を
繞め

ぐ

ら
せ
て
。

25　
〔
同
上
〕　

あ
な
た
の
歩
ん
だ
跡
を
た
ど
っ
て
／
若
い

女
た
ち
が
駆
け
て
い
く
。
／
火
花
に
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に

／
う
ま
酒
に
酔
っ
た
み
た
い
に
／
神
々
し
い
香
油
の
よ
う

な
息
を
吐
き
な
が
ら
。

26　
〔
独
り
言
〜
回
想
〕　

奥
深
い
酒
蔵
で
／
恋
人
の
手
か
ら

わ
た
し
は
飲
ん
だ
。
そ
う
し
て
外
に
出
て
み
る
と
／
こ
の

広
野
原　

み
わ
た
す
限
り
／
知
っ
て
る
も
の
は
何
も
な
か

っ
た
。
／
追
っ
て
た
羊
も
い
な
か
っ
た
。

27　
〔
同
上
〕　

あ
そ
こ
で　

こ
の
人
は
わ
た
し
に
心
を
く

れ
た
。
／
あ
そ
こ
で　

と
て
も
甘
美
な
学
問
を
教
え
て
く

れ
た
。
／
そ
し
て
わ
た
し
も　

す
べ
て
を
あ
げ
た
／
自
分

に
は　

何
ひ
と
つ
の
こ
さ
な
か
っ
た
。
／
あ
そ
こ
で　

こ

の
人
の
妻
に
な
る
と
約
束
し
た
の
だ
わ
。

28　
〔
独
り
言
〕　
わ
た
し
の
心
は　

受
け
と
め
ら
れ
た
。
／

あ
の
人
の
た
め　

も
ち
物
は
ぜ
ん
ぶ
使
う
。
／
だ
か
ら
も

う　

羊
の
群
は
追
わ
な
い
。
／
ほ
か
に　

仕
事
も
何
も
し

な
い
。
／
い
ま
は　

愛
す
る
こ
と
だ
け
が　

わ
た
し
の
つ

と
め
。

29　
〔
独
り
言
〜
村
人
へ
の
語
り
か
け
〕　

だ
か
ら
も
う　

村

の
入
合
地
に
／
今
日
か
ら
わ
た
し
が
い
な
か
っ
た
ら　

私

の
姿
が
見
え
な
か
っ
た
ら
／
行
方
知
れ
ず
と　

言
っ
て
く

だ
さ
い
。
／
だ
っ
て
わ
た
し
は　

愛
に
駆
ら
れ
て
／
姿
を

消
し
た
の
だ
か
ら
。
愛
の
獲
物
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
。

30　
〔
恋
人
に
語
り
か
け
る
〕　

花
々
と　

エ
メ
ラ
ル
ド
を
／

爽
や
か
な
朝
に
摘
み
集
め
て
／
い
っ
し
ょ
に
花
輪
を
作
り

ま
し
ょ
う
。
／
あ
な
た
の
愛
で
咲
い
た
花
を
／
わ
た
し
の

髪
で
編
み
あ
わ
せ
て
。

31　
〔
独
り
言
〜
回
想
〜
語
り
か
け
〕　

こ
の
髪
の
一
筋
が
／

わ
た
し
の
う
な
じ
に
流
れ
る
の
を　

あ
な
た
は
じ
っ
と
見

つ
め
て
い
ま
し
た
。
／
そ
の
髪
を　

わ
た
し
の
う
な
じ
を

見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
／
髪
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

／
わ
た
し
の
瞳
ひ
と
つ
が　

あ
な
た
を
縛
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

32　
〔
同
前
〕　

あ
な
た
が
わ
た
し
を
見
て
く
れ
た
と
き
／

あ
な
た
の
瞳
の
麗
し
さ
を　

わ
た
し
に
刻
み
込
ん
で
く
れ

た
の
で
す
。
／
だ
か
ら　

わ
た
し
を
と
て
も
好
き
に
な
っ

た
の
で
す
。
／
そ
れ
で　

わ
た
し
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
／
わ
た
し
の
瞳
が　

あ
な
た
を　

心
か
ら
讃
え

る
こ
と
が
。

33　
〔
恋
人
に
語
り
か
け
る
〕　

わ
た
し
を
卑
く
見
る
の
は
や

め
て
。
／
わ
た
し
の
肌
は　

黒
か
っ
た
け
れ
ど
／
わ
た
し

を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
い
の
。
／
だ
っ
て
あ
な
た
が
見
つ

め
て
く
れ
た　

そ
の
と
き
か
ら
／
麗
し
さ　

美
し
さ
を　

わ
た
し
に
の
こ
し
て
く
れ
た
か
ら
。

恋
す
る
男
は
言
う

34　
〔
独
り
言
〕　

白
い
小
鳩
は
／
方
舟
に　

若
枝
を
銜く

わ

え

て　

帰
っ
て
来
た
。
／
小
鳥
は
や
っ
と
／
愛
す
る
つ
が
い

を
／
緑
の
岸
辺
に
見
つ
け
た
か
ら
。

35　
〔
説
明
的
独
り
言
〕　

小
鳥
は
孤
独
に
生
き
て
き
た
。
／

孤
独
の
う
ち
に　

巣
を
懸
け
た
。
／
孤
独
の
な
か
の　

導

き
は
／
た
っ
た
ひ
と
り
の　

思
い
人
／
そ
の
人
も
ま
た　

孤
独
の
う
ち
に　

愛
に
傷
つ
い
て
い
た
の
だ
が
。

恋
す
る
女
が
言
う

36　
〔
恋
人
に
〕　

も
っ
と
楽
し
み
ま
し
ょ
う　

あ
な
た
／

あ
な
た
の
美
し
さ
の
な
か　

見
に
行
き
ま
し
ょ
う
／
あ
の

山
へ　

あ
の
丘
へ
／
そ
こ
に
は
清
水
が
湧
い
て
い
て
／
繁

み
の
も
っ
と
奧
の
ほ
う
ま
で　

一
緒
に
入
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

37　
〔
同
前
〕　

そ
し
て
高
い
と
こ
ろ
に
出
た
ら
／
洞
穴
の

あ
る
岩
場
ま
で　

ふ
た
り
一
緒
に
行
き
ま
し
ょ
う
／
そ
こ

は
と
て
も
隠
れ
た
場
所
。
／
そ
こ
に
一
緒
に
入
り
ま
し
ょ

う
。
／
そ
し
て　

石ざ
く
ろ榴

の
お
酒
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

38　
〔
同
前
〕　
そ
こ
で　
わ
た
し
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
／

魂
が
憧
れ
て
い
る　

あ
の
も
の
を
。
／
そ
し
て　

わ
た
し

に
く
だ
さ
い
ね
。
／
そ
こ
で　

あ
な
た
、
わ
た
し
の
い
の
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ち
、
／
遠
い
あ
の
日
に
く
だ
さ
っ
た　

あ
の
も
の
を
。

39　
〔
女
の
独
り
言
？　

情
景
描
写
〕　

風
が
そ
よ
ぎ
／
小
夜

鳴
き
鳥
の
甘
い
歌
が
き
こ
え
る
。
／
森
と　

そ
の
あ
で
や

か
さ
。
／
そ
ん
な
静
か
な
夜
に
／
燃
や
し
尽
く
し
て　

で

も
苦
し
く
な
い　

火
が
燃
え
て
い
る
。

40　
〔
情
景
描
写
〕

見
る
者
は　

誰
も
な
か
っ
た
。
／
ア
ミ
ナ
ダ
ブ
も
姿
を
消

し
た
。
／
包
囲
の
陣
も　

や
す
ら
ぎ
を
得
て
／
騎
士
た
ち

は
／
水
辺
め
ざ
し
て
降
り
て
い
っ
た
。

注1　
こ
の
作
品
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
十
字
架
の
ヨ

ハ
ネ
研
究
』
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
第
三
部
第
六
章
を
参

照
。
こ
の
詩
編
は
、
三
十
九
の
「
歌
」（
連
）
か
ら
成
る
作

品
と
し
て
い
っ
た
ん
完
成
し
（「
A
版
」
と
通
称
）、
そ
の

『
解
明
』
も
執
筆
さ
れ
た
。
そ
の
後
「
第
十
一
の
歌
」
が
追

加
さ
れ
、
ま
た
「
歌
」
の
配
列
を
大
き
く
入
れ
替
え
て
全
体

で
四
十
の
歌
か
ら
な
る
版
（「
B
版
」）
が
作
成
さ
れ
た
。
こ

れ
に
も
、
A
版
の
「
解
明
」
に
加
筆
し
た
改
訂
版
（
B
版
）

が
作
ら
れ
た
。
両
版
の
関
係
に
は
複
雑
な
も
の
が
あ
る
が
、

文
献
学
上
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
本
稿
で
は
最
終
的
な

か
た
ち
と
し
て
の
B
版
を
対
象
と
す
る
。

2　
こ
の
著
作
は
、
十
七
世
紀
に
刊
行
さ
れ
た
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ

の
最
初
の
著
作
集
以
来
、Cántico Espiritual

と
名
付
け
ら
れ
、

以
後
の
刊
本
は
す
べ
て
こ
れ
を
継
承
し
て
い
る
。
邦
訳
は
、

一
九
六
三
年
の
東
京
女
子
跣
足
カ
ル
メ
ル
会
訳
以
来
、『
霊

の
讃
歌
』
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
在
世

中
は
、
著
作
が
印
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ず
っ
と
手
写
本

で
読
ま
れ
て
き
た
。
有
力
な
諸
写
本
で
こ
の
詩
に
付
さ
れ
た

題
名
は
「
魂
と
花
婿
の
交
わ
す
歌
（Canciones entre el alma y 

el Esposo

）」
等
で
あ
り
、
注
解
を
付
し
た
作
品
の
最
有
力
写

本
の
「
題
辞
」
に
は
、「
魂
と
花
婿
キ
リ
ス
ト
と
の
間
の
愛

の
修
練
を
扱
う
歌
の
解
明
。
祈
り
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の

要
点
や
効
果
に
つ
い
て
扱
わ
れ
、
解
明
さ
れ
る
〔
…
…
〕」

で
あ
る
。「
霊
の
讃
歌
」
と
い
う
い
さ
さ
か
便
宜
的
な
訳
題

を
本
稿
で
は
あ
え
て
避
け
、
注
解
さ
れ
る
詩
編
の
み
を
指
す

と
き
に
は
〈
魂
の
愛
の
歌
〉、
詩
と
そ
の
注
解
（「
歌
」
と
そ

の
「
解
明
」）
か
ら
成
る
著
作
全
体
を
指
す
と
き
に
は
『〈
魂

の
愛
の
歌
〉
解
明
』、
あ
る
い
は
た
ん
に
『
解
明
』
と
記
す

こ
と
と
す
る
。

3　
重
要
文
献
と
し
て
以
下
の
み
を
挙
げ
て
お
く
。
ポ
ー
ル
・
リ

ク
ー
ル
『
時
間
と
物
語
』
全
三
巻
、
久
米
博
訳
、
新
曜
社
、

一
九
八
七
年
・
一
九
八
八
年
・
一
九
九
〇
年
、（Paul R

icœ
ur, 

Temps et récit , 3
tom

es, Seuil, 1983

）。
筆
者
は
、
以
下
の
書
に

大
き
く
示
唆
さ
れ
て
い
る
。M

ichel de C
erteau, La Fable 

m
ystique , G

allim
ard, 1981.

4　
〈
暗
い
夜
〉
の
も
の
が
た
り
が
一
貫
し
て
夜
の
な
か
で
の
出

来
事
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
闇
は
（
ど
う
し

て
）光
に
な
る
の
か

―
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
に
お
け
る『
夜
』

の
変
容
」『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
五
号
、
二
九
―三
七
頁
、

二
〇
一
六
年
、
で
触
れ
た
。

5　
『
解
明
』の
ス
ペ
イ
ン
語
原
文
で
は
、
女
性
主
人
公
は “esposa ” 

“am
ada ”

、
男
性
は
（
大
文
字
で
）”A

m
ado ”, “Esposo ”

と
記
さ

れ
る
。esposa/ esposo

は
「
花
嫁
／
花
婿
」
と
邦
訳
さ
れ
る

の
が
通
例
だ
が
、
交
際
し
て
い
る
恋
人
ど
う
し
の
段
階
か
ら

こ
う
呼
ん
で
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
婚
姻
以
後
も
同
様
で
あ
る
。

am
ada/ am

ado

は
、
文
法
的
に
直
訳
す
れ
ば
「
愛
さ
れ
て
い

る
女
／
男
」
と
な
る
。

6　
ス
ペ
イ
ン
文
学
史
上
の
傑
作
で
あ
る
〈
魂
の
愛
の
歌
〉
に
つ

い
て
は
、
神
学
研
究
者
だ
け
で
な
く
文
学
研
究
者
た
ち
に
よ

る
研
究
も
数
多
い
。
が
、
本
稿
で
は
逐
一
言
及
せ
ず
、
も
っ

と
も
充
実
し
た
も
の
と
し
て
以
下
の
み
を
挙
げ
て
お
く
。San 

Juan de la C
ruz, Poesía  （Edición de D

om
ingo Ynduráin, 

C
atedra, 1989

）
に
お
け
る
、
編
者
イ
ン
ド
ゥ
ラ
イ
ン
に
よ

る
長
大
な “Introducción ” （pp. 11- 238

）。

7　
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
神
が
「
肉
体
」

―
こ
れ
は

「
自
然
」の
一
部
に
他
な
ら
な
い

―
を
取
っ
た
こ
と
で
、肉

体
を
含
め
た
「
自
然
」
の
全
体
が
な
ん
ら
か
神
的
な
も
の
と

な
っ
た
、
天
地
自
然
も
、
原
初
の
創
造
の
と
き
の
あ
り
方
か

ら
さ
ら
に
神
的
な
も
の
へ
と
あ
り
方
を
変
え
た
、
と
い
う
理

説
で
あ
る
。
自
然
の
ほ
う
が
人
間
よ
り
先
に
救
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
単
な
る
自
然
神
学
で
は
な
い
。

8　
冒
頭
の “que ” 

は
、「
理
由
」
の
導
入
に
特
定
し
え
な
い
漠
然

と
し
た
接
続
語
で
、“voy de vuelo! ”

も
多
義
的
で
あ
る
。

9　
「
鳩
に
姿
を
変
え
て
み
て
」
と
の
訳
も
あ
り
う
る
か
も
し
れ

な
い
。
続
く
言
葉
で
自
身
を
傷
つ
い
た
牡
鹿
に
準
え
る
た
め

で
あ
る
。

10　
ス
ペ
イ
ン
語
原
文
で
は
s
音
が
効
果
的
に
響
く
。
十
字
架
の

ヨ
ハ
ネ
の
詩
的
技
法
の
一
つ
で
あ
る
。

11　
こ
の
「
一
人
称
双
数
」
形
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
、
Ⅲ
部

六
章
で
論
じ
た
。

12　
〈
魂
の
愛
の
歌
〉
は
A
版
と
B
版
と
で
「
歌
」
の
配
列
が
大

き
く
異
な
る
。
A
版
で
は
こ
の
歌
は
第
14
・
第
15
の
歌
の
直

後
に
置
か
れ
、「
婚
約
」
が
成
っ
た
段
階
の
歌
と
さ
れ
て
い

る
。

13　

拙
論
「『
霊
的
暴
力
と
悪
魔
』
と
い
う
テ
ー
マ
を
め
ぐ
る
雑

考
」『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
七
号
、
二
〇
一
八
年
、
三
二

―三
九
頁
、
参
照
。

14　
拙
論
「
ス
ペ
イ
ン
神
秘
主
義
に
お
け
る
神
化
思
想

―
十
字

架
の
ヨ
ハ
ネ
と
ア
ビ
ラ
の
テ
レ
サ
」、
田
島
照
久
・
阿
部
善

彦
編
『
テ
オ
ー
シ
ス

―
東
方
・
西
方
教
会
に
お
け
る
人
間

神
化
思
想
の
伝
統
』
教
友
社
、
二
〇
一
八
年
、
四
九
八
―五

二
四
頁
、
参
照
。

15　
詩
の
翻
訳
の
困
難
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
本
稿
で
は
あ
え

て
、
民
衆
的
歌
謡
に
よ
っ
て
現
代
日
本
語
の
な
か
に
広
ま
っ

た
と
思
わ
れ
る
語
彙
や
言
い
回
し
を
用
い
て
い
る
。
十
字
架

の
ヨ
ハ
ネ
自
身
、
聖
書
の
言
葉
や
古
典
古
代
以
来
の
洗
練
さ

れ
た
伝
統
的
恋
愛
文
芸
ば
か
り
で
な
く
、
十
六
世
紀
当
時
の

民
衆
歌
謡

―
ど
こ
で
も
多
く
が
恋
の
歌
で
あ
る

―
の

言
葉
を
自
在
に
用
い
て
詩
作
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

16　

以
下
、
詩
文
の
解
釈
に
資
す
る
べ
く
、〔　

〕
内
に
詩
行
の

発
話
の
主
体
、
お
よ
び
宛
先
を
明
記
し
て
み
る
。
そ
れ
は
、

各
発
話
の
際
の
主
体
の
あ
り
様
を
示
唆
す
る
は
ず
だ
か
ら
で

あ
る
。（
や
ま
だ
よ
う
こ
氏
の
ご
助
言
に
感
謝
す
る
。）
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1
は
じ
め
に

身
心
変
容
技
法
研
究
の
一
環
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
（
と

く
に
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
典
礼
行
為
に
お
け
る
身
体
の
位
置
に
つ

い
て
一
つ
の
考
察
を
提
案
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
簡
潔
に
キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼
を
位
置

付
け
、
次
に
キ
リ
ス
ト
者1

の
身
心
変
容
に
つ
い
て
の
問
い
か

け
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
の
基
盤

に
あ
る
ユ
ダ
ヤ
教
伝
統
に
お
け
る
身
心
変
容
を
見
る
こ
と
か

ら
始
め
、
そ
の
後
に
、「
神
と
の
一
致
の
道
と
し
て
の
典
礼
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
直
接
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
典
礼
に
お
け

る
身
体
の
位
置
付
け
を
説
明
し
て
ゆ
き
た
い
。

キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼

キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼
は
、
動
作
、
リ
ズ
ム
、
場
所
、
道

具
、
手
順
な
ど
の
総
体
で
、
そ
れ
は
イ
エ
ス
の
生
涯
に
由

来
し
、
ま
た
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
あ
っ
た
、
神
と
そ
の
民

ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
契
約
に
由
来
す
る
。
旧
約
に
お
い
て
〈
神

と
ヘ
ブ
ラ
イ
人
〉
と
の
契
約
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
た
も

の
が
、
新
約
時
代
の
よ
り
普
遍
的
な
〈
神
と
神
が
愛
す
る

す
べ
て
の
人
々
〉
と
の
契
約
へ
と
広
が
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
、
動
作
と
言
葉
（
＝
動
作
に
意
味
を
与
え
る
も

の
）
が
結
ば
れ
た
総
体
で
あ
る
典
礼
は
、
人
間
の
営
み
を

神
の
営
み
に
合
わ
せ
る
た
め
の
支
え
を
内
に
持
つ
も
の
で

あ
る
。
典
礼
の
う
ち
に
、
有
名
な
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
言

葉
を
借
り
れ
ば
、「
心
が
行
為
に
一
致
す
る
」（M

ens concordet 

voci

）2

の
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
者
の
祭
儀
は
公
的
な
性
格3

を
持
つ
も
の
と
し
て

考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
典
礼
を
見
る
の
は
容
易
で
あ
る
。
ゆ

え
に
典
礼
と
は
、
教
会
や
修
道
院
、
グ
ル
ー
プ
や
家
庭
な
ど

で
、
ま
ず
そ
の
実
践
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
通
常
は
司
教
、
司
祭
、
修
道
者
、
牧
師
な
ど
の
聖
職
者

に
よ
っ
て
司
式
さ
れ
る
が
、
い
く
つ
か
の
も
の
は
信
徒
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
。

典
礼
は
「
典
礼
書
」
の
中
で
説
明
さ
れ
取
り
決
め
ら
れ
て

い
る
が
、
も
っ
と
も
古
い
も
の
は
一
世
紀
に
遡
り4

、
そ
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
圏
で
、
時
間
を
か
け
て
完
成
し
て
い
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
典
礼
は
、
動
作
や
音
楽
な
ど
祭
儀
の
仕
方
に
よ

っ
て
多
く
の
場
合
、
地
方
や
民
族
の
影
響
を
受
け
て
固
有
の

形
を
と
っ
た
、
複
数
の
「
典
礼
」
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
内
容
は
大
体
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
が
、〈
身
体
的
な

表
現
〉、
動
作
や
リ
ズ
ム
、
音
楽
、
香
り
や
装
飾
な
ど
が
、
驚

く
ほ
ど
違
っ
た
雰
囲
気
を
生
み
出
す
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、

ロ
ー
マ
典
礼
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
典
礼
、
モ
ザ
ラ
べ
典
礼
（
ス
ペ

イ
ン
）、
ア
ル
メ
ニ
ア
典
礼
、
シ
リ
ア
典
礼
、
カ
ル
デ
ア
典
礼

（
イ
ラ
ク
）、
マ
ラ
バ
ー
ル
典
礼
（
イ
ン
ド
）、
コ
プ
ト
典
礼
、
エ

チ
オ
ピ
ア
典
礼
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
さ
ら
に
細

分
化
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
典
礼
書
は
、
権
威
筋
に
よ
っ
て
、

ま
た
は
時
に
は
修
道
院
、
修
道
会
な
ど
の
団
体
に
よ
っ
て
発

布
さ
れ
る
。
大
部
分
の
も
の
は
、
会
衆
や
神
に
向
け
ら
れ
た

言
葉
の
連
続
と
、
同
時
に
な
さ
れ
る
動
作
を
説
明
し
て
い
る
。

言
う
べ
き
言
葉
は
黒
で
書
か
れ
、
動
作
は
赤
で
「
典
礼
執
行

規
定
」
と
呼
ば
れ
る
欄
に
指
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
歌
と
音
楽

を
ど
の
よ
う
に
奏
で
る
か
と
い
う
指
示
を
つ
け
て
説
明
し
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
中
に
は
、
や
り
方
だ
け
―
つ

ま
り
動
作
だ
け
―
を
、
進
行
や
組
み
合
わ
せ
、
そ
し
て
そ

の
動
作
に
生
命
を
吹
き
込
む
意
味
を
添
え
て
、
説
明
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
『
ロ
ー
マ
式
次
第

キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼
の
祈
り
の
実
践

―
浄
化
と
一
致
の
冒
険

第
三
部
❖
霊
性
の
探
究

ロ
イ
ス
・
ド
ゥ 

サ
ン 

シ
ャ
マ

カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
・
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
／
霊
性
神
学
・
典
礼

Loys de Saint C
ham

as,
«Pratiquer la prière liturgique chrétienne: une aventure purifiante et unifiante»
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（O
rdines Romani

）』
や
『
司
教
の
儀
式
書
』
な
ど
が
そ
う
で
あ

る
。ラ

テ
ン
教
会
に
お
い
て
一
六
世
紀
に
発
生
し
た
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
改
革
を
起
源
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、

動
作
や
儀
礼
よ
り
も
聖
書
を
前
面
に
置
く
特
徴
が
あ
る
。
他

の
キ
リ
ス
ト
教
の
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
集
会
の
身
体
的
次
元

は
よ
り
弱
い
が
、
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た

い
へ
ん
豊
か
な
表
現
、
も
っ
と
も
多
く
の
場
合
、
歌
や
、
言

葉
を
支
え
る
音
楽
か
ら
身
体
的
な
表
現
を
展
開
さ
せ
た
。
ア

メ
リ
カ
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ソ
ン
グ
や
、
カ
リ
ス
マ
派
集
会

で
の
〈
カ
リ
ス
マ
〉
の
表
現
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

こ
の
簡
潔
な
紹
介
を
終
え
る
た
め
に
、
単
純
化
を
免
れ
な

い
が
、
キ
リ
ス
ト
教
典
礼
に
は
、
大
ま
か
に
二
つ
の
流
れ
が

あ
る
と
記
す
こ
と
に
し
よ
う
。
一
つ
は
「
司
教
座
」
的
流
れ5

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
修
道
会
」
的
流
れ
で
あ
る
。「
司
教

座
」（cathédral

）
的
流
れ
と
は
、
司
教
や
そ
の
権
威
の
下
に

あ
る
小
教
区
の
司
祭
が
主
導
す
る
集
会
で
発
達
し
た
伝
統
の

こ
と
を
言
う
。「
修
道
会
」
的
流
れ
と
は
、
修
道
会
の
伝
統
の

中
で
発
展
し
て
き
た
典
礼
で
、
も
っ
と
も
多
く
の
場
合
は
男

子
修
道
院
で
あ
る
が
、
女
子
も
あ
る
。
典
礼
を
実
践
す
る

人
々
の
数
が
多
く
、
集
団
で
行
動
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
お
り
、

や
っ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
た
め
典
礼
の
表
現
に
お

い
て
も
象
徴
的
な
意
味
に
お
い
て
も
動
作
に
お
い
て
も
、
よ

り
豊
か
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。「
司
教
座
」
的
典
礼
は
、
宗
教

的
な
教
養
が
そ
れ
ほ
ど
な
い
人
々
に
も
実
践
可
能
な
も
の
で

あ
る
た
め
に
、
よ
り
簡
素
な
表
現
に
な
る
。
宗
教
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
の
環
境
で
発
展
し
た
典
礼
族
で
は
、
歴
史
の
移
り

変
わ
り
の
中
で
、
お
お
む
ね
「
修
道
会
」
的
典
礼
の
伝
統
が

主
流
に
な
っ
た
。
実
践
的
伝
統
の
継
承
に
お
い
て
は
、
修
道

僧
の
ほ
う
が
よ
り
確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
っ

た
。キ

リ
ス
ト
教
典
礼
を
一
般
的
に
紹
介
し
た
後
に
、
キ
リ
ス

ト
者
に
期
待
さ
れ
る
身
心
変
容
に
つ
い
て
の
問
い
に
移
ろ
う
。

ま
ず
、
聖
書
と
典
礼
に
よ
っ
て
今
日
に
至
る
ま
で
キ
リ
ス
ト

者
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
の
伝
統
の
う
ち
に
源
泉
と

方
向
性
を
探
り
、
そ
の
後
に
キ
リ
ス
ト
が
も
た
ら
し
た
変
化

を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

2
神
化（la divinisation

）―
人
間
と

神
は
ど
の
よ
う
に
結
ば
れ
一
致
す
る
の
か

キ
リ
ス
ト
者
と
〈
身
体
と
の
関
わ
り
〉、
そ
し
て
、
そ
の

〈
変
容
を
待
ち
望
む
希
望
〉
は
聖
書
に
基
礎
を
お
い
て
い
る
。

聖
書
と
は
ま
ず
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
聖
書
で
あ
る
旧
約
聖
書
で
あ

る
。

2-

1　

神
学
的
背
景

聖
書
の
語
る
神
は
身
体
を
持
た
な
い
。
神
を
示
す
固
有
の

名
さ
え
拒
ま
れ
、
遠
回
し
の
表
現
や
、
口
に
出
す
こ
と
は
し

な
い
テ
ト
ラ
グ
ラ
マ
ト
ン
（Τετραγράμματον

）
と
呼
ば
れ
る
四

文
字
（Y.H

.W
.H

.
）
で
表
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
身
体

を
創
造
さ
れ
た
の
は
神
で
あ
る
。
時
に
は
自
然
現
象
（
風
、
嵐
、

雷
鳴
、
稲
妻
な
ど
）
に
よ
っ
て
神
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

「
主
の
天
使
」
な
ど
の
婉
曲
表
現
で
、
身
体
的
な
様
相
が
用
い

ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

神
は
死
を
創
造
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
反
対
に
、
神
は
病

む
者
や
身
体
の
不
自
由
な
者
、
傷
つ
い
た
者
を
、
癒
し
、
快

復
さ
せ
る
存
在
と
し
て
ご
自
身
を
示
さ
れ
る
。
聖
書
は
い
く

つ
も
の
時
代
の
流
れ
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
が
、
死
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
い
る
事
柄
に
は
進

展
が
み
ら
れ
、
最
終
段
階
で
は
、
神
は
死
者
に
命
を
与
え
、
そ

の
身
体
を
蘇
ら
せ
る
存
在
で
あ
る
と
描
写
さ
れ
て
い
る6

。

神
と
人
間
の
身
体
と
の
関
係
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、そ

の
支
え
と
な
っ
て
い
る
要
と
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
し
よ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
が
表
象
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
。「
創
造
主
で
あ
る

神
は
、
土
の
塵
に
、
ご
自
身
の
息
を
吹
き
入
れ
ら
れ
た7

」。
エ

ジ
プ
ト
を
脱
出
し
砂
漠
を
通
過
す
る
と
い
う
創
始
の
出
来
事

の
間
に
、
モ
ー
セ
が
神
と
見
ま
え
た
後
に
山
を
降
り
る
場
面

が
あ
る
が
、
そ
の
と
き
、
モ
ー
セ
が
「
人
が
友
と
語
る
よ
う

に
」
主
と
話
し
た
後
、
そ
の
顔
は
輝
き
、
人
々
は
そ
の
輝
き

に
耐
え
ら
れ
ず
に
覆
い
を
す
る
よ
う
に
懇
願
し
た
ほ
ど
だ
っ

た
と
あ
る8

。

バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
の
時
代
に
は
預
言
者
に
よ
っ
て
、
神
は
彼

ら
の
「
石
の
心
を
肉
の
心
に
変
え
る
」
と
告
げ
ら
れ
る9

。
後

に
イ
エ
ス
の
変
容10

の
場
面
で
は
、
地
上
の
も
の
で
は
な
い
光

で
輝
い
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

そ
の
弟
子
ス
テ
フ
ァ
ノ
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
最
高
法
院
の
前

に
立
た
さ
れ
、
イ
エ
ス
に
つ
い
て
宣
べ
伝
え
て
い
た
事
柄
に

つ
い
て
説
明
を
要
求
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
顔
は
「
天
使
の
顔

の
よ
う
に
」
見
え
た
、
と
あ
る11

。

使
徒
パ
ウ
ロ
は
、「
コ
リ
ン
ト
信
徒
へ
の
手
紙
」
で
、
モ
ー

セ
が
山
を
降
り
る
場
面
を
想
起
し
、
文
通
相
手
で
あ
る
キ
リ

ス
ト
者
に
つ
い
て
さ
ら
に
進
ん
で
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
私
た
ち
は
皆
、
顔
の
覆
い
を
と
り
は
ら
い
、
主
の
栄
光
を
映

し
出
す12

」。

こ
れ
ら
の
物
語
は
す
べ
て
、
神
の
働
き
が
身
体
に
及
ぶ
こ

と
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
神
が
創
造
し
、
変
容
し
、
傷

つ
い
た
も
の
を
―
死
ん
だ
も
の
で
さ
え
―
快
復
さ
せ
、
神

に
近
づ
く
人
々
に
光
に
満
ち
た
輝
き
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
。神

と
人
間
が
近
づ
く
と
き
、「
照
明
」（illum

ination

）
と
い

う
用
語
が
使
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

2-

2　
キ
リ
ス
ト
論
的
な
観
点
か
ら
見
た
新
し
さ
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キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
者
に
関
す
る
物

語
に
お
い
て
、
想
起
さ
れ
描
写
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
種
の
変

容
を
み
て
い
こ
う
。
イ
エ
ス
の
変
容13

に
つ
い
て
す
で
に
述
べ

た
が
、
山
上
で
は　

ほ
ん
の
ひ
と
時
し
か
続
か
な
い
。
イ
エ

ス
の
復
活
の
後
の
話
で
は
、
イ
エ
ス
が
姿
を
見
せ
て
も
、
認

識
さ
れ
な
い
。
主
だ
と
わ
か
っ
た
の
は
、（
マ
グ
ダ
ラ
の
）
マ

リ
ア
を
そ
の
名
で
呼
ん
だ
と
き14

と
、「
パ
ン
を
割
い
た
と
き15

」

で
あ
っ
た
。

そ
れ
と
は
反
対
に
、
聖
パ
ウ
ロ
は
、
お
そ
ら
く
彼
以
前
に

確
立
さ
れ
て
い
た
典
礼
の
テ
ク
ス
ト
を
使
っ
て
、
こ
の
よ
う

に
言
っ
て
い
る
。「
神
の
身
分
で
あ
ら
れ
た
の
に
、
身
を
低
く

し
、
人
間
と
同
じ
姿
で
現
れ
た16

」。

イ
エ
ス
の
弟
子
に
対
す
る
要
請
を
示
す
二
つ
の
言
葉
に
注

目
し
よ
う
。「
私
に
従
い
な
さ
い17

」「
来
な
さ
い
、
そ
う
す
れ

ば
わ
か
る
で
あ
ろ
う18

」
イ
エ
ス
の
栄
光
を
見
る
た
め
に
は
、
イ

エ
ス
に
従
う
必
要
が
あ
る
の
だ
。

そ
の
後
、
弟
子
た
ち
が
従
い
始
め
て
か
ら
数
カ
月
が
経
っ

た
こ
ろ
、
イ
エ
ス
は
ペ
ト
ロ
に
こ
う
言
わ
れ
て
い
る
。 

「
シ
モ
ン
・
バ
ル
ヨ
ナ
、
あ
な
た
は
幸
い
だ
。
あ
な
た
に
こ

の
こ
と
を
現
し
た
の
は
、
人
間
（
肉
と
血
）
で
は
な
く
、
わ

た
し
の
天
の
父
な
の
だ19

」。
神
の
直
感
的
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
と
く

に
深
化
す
る
際
に
は
、
神
か
ら
の
啓
示
の
実
り
で
あ
り
、
賜

物
で
あ
る
の
だ
。

こ
こ
で
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
モ
ー
ゼ
の
場
合
よ
り
、
神

と
人
間
の
接
近
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
と
（
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
に
お
い
て
実
現
し
、
そ
し
て
規
模
は
よ
り
小
さ
い
な
が
ら
弟
子

た
ち
に
実
現
し
た
よ
う
に
）、
そ
れ
は
、
照
明
を
確
か
に
与
え

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
一
瞬
し
か
現
れ
ず
、
す
ぐ
さ
ま

眼
差
し
か
ら
消
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

聖
書
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
要
約
す
れ
ば
、
こ
の
よ

う
に
な
る
。
神
の
力
と
働
き
（action

）
が
、
人
間
の
「
粘
土

（
塵
）」
を
照
ら
し
霊
を
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
（illum

ination

）

す
る
。「
肉
」
と
「
霊
」
の
区
別
と
は
、「
塵
」
と
「
神
の
息

吹
」
の
区
別
な
の
で
あ
る
。

人
間
が
神
か
ら
離
反
し
た
（
＝
罪
）
と
は
、
人
間
の
神
へ

の
不
信
の
事
実
で
あ
る
。
神
の
御
手
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た

人
間
は
、
神
と
の
信
頼
の
う
ち
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

最
初
の
「
罪
」
―
根
本
的
な
罪
あ
る
い
は
原
罪
―
の
後
、

人
間
は
神
に
対
し
て
不
信
の
状
態
の
う
ち
に
身
を
置
く
こ
と

に
な
る
。

主
は
人
間
と
の
関
係
を
再
び
結
ぶ
た
め
に
、
も
う
一
度
自

ら
歩
み
寄
ら
れ
る
。
最
初
に
働
き
か
け
る
の
は
人
間
で
は
な

く
主
な
の
で
あ
る
。
こ
の
関
係
が
回
復
さ
れ
成
長
す
る
と
き
、

そ
れ
は
能
動
的
な
意
味
で
、「
光
」「
照
明
（
イ
ン
ス
ピ
ー
レ
ー

シ
ョ
ン
）」
と
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

イ
エ
ス
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
イ
エ
ス
の
も
た
ら
し
た
新
し

い
契
約
に
よ
っ
て
、
こ
の
「
光
」
は
頂
点
に
達
す
る
。
し
か

し
、
こ
の
光
は
目
に
は
見
え
ず
、
隠
れ
て
し
ま
う
。
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
は
「
新
し
い
ア
ダ
ム
」
で
あ
り
、
人
間
ま
る
ご
と

（
＝
粘
土
と
息
吹
）
に
お
い
て
、
父
で
あ
る
神
と
、
子
と
し
て

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
調
和
に
満
ち
た
関
係
の
う
ち
に
あ
る
の

だ
が
、
そ
れ
は
表
面
に
は
現
れ
な
い
。「
変
容
」
の
場
面
で
は

そ
の
光
輝
が
現
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
と
き
以
外
は
「
覆
わ
れ

て
」
い
た
の
で
あ
る
。
イ
エ
ス
に
従
う
者
た
ち
は
、
イ
エ
ス

に
近
づ
く
こ
と
で
、
こ
の
同
じ
「
夜
の
」
照
明
（illum

ination

）

の
動
き
の
中
に
入
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
覆
わ
れ
て
」
い

て
、
信
仰
に
よ
る
以
外
は
「
目
に
見
え
な
い
」
の
で
あ
る
。
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
こ
の
「
覆
い
」
の
下
に
認
め
る
に
は
、
神

が
そ
れ
を
露
わ
に
す
る
（
啓
示
す
る
〈révélation

〉）
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
啓
示
（révélation

）
は
、
イ
エ
ス
の
歴
史
生

活
、
そ
の
全
生
涯
に
お
い
て
、
一
度
き
り
の
決
定
的
な
や
り

方
で
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
人
生
を
通
し
て
一
人
一
人
に
必

要
な
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
啓
示
は
、
神
の
呼
び
か
け
と
人

間
の
応
答
に
よ
っ
て
、
連
続
し
た
ス
テ
ッ
プ
で
歩
み
を
続
け

る
。
こ
の
よ
う
な
応
答
の
こ
と
を
、
福
音
書
は
「
信
仰
」
と

い
う
言
葉
で
言
い
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
信
仰
は
人

間
の
も
の
で
あ
る
。
イ
エ
ス
は
「
あ
な
た
の
信
仰20

」
と
言
っ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。
こ
の
信
仰
は
、
最
初
こ
そ
「
小
さ

な
」
も
の
で
あ
る
が
、
大
き
く
成
長
す
る
よ
う
に
呼
ば
れ
て

い
る
の
で
あ
る21

。

2-

3　

語
彙
の
罠
を
超
え
る

照
明
（illum

ination

）
と
い
う
用
語
は
、
神
の
力
と
働
き
を

浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
反
面
、
そ
れ
を
「
外
側
」

か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
想
像
さ
せ
て
し
ま
う
難
点
が
あ
る22

。

聖
書
に
用
い
ら
れ
て
い
る
他
の
言
葉
遣
い
を
見
て
み
よ
う
。

神
の
働
き
か
け
を
、
人
間
の
「
外
か
ら
」
の
も
の
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、「
同
伴
し
」「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え

る
」
も
の
と
し
て
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
こ

で
は
概
念
か
ら
出
発
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
聖
書
全
体
は

神
の
現
実
の
働
き
か
け
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
の
人
間
へ

の
影
響
を
、
物
語
や
知
恵
の
言
葉
や
対
話
、
出
来
事
を
通
し

て
描
写
す
る
の
で
あ
る
。
神
の
働
き
か
け
は
、
神
と
人
間
と

の
多
様
な
接
点
と
、
人
間
の
応
答
の
重
要
性
を
、
神
と
協
働

す
る
た
め
に
意
思
を
賭
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
顕あ

ら
わ
に
す
る
。

神
の
働
き
か
け
は
、
外
側
か
ら
の
み
で
も
、
内
側
の
み
で
も

な
く
、
自
主
独
立
で
も
な
け
れ
ば
、
単
に
人
間
の
働
き
へ
の

依
存
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
少
し
ず
つ
、
大
き
な
明
瞭

さ
を
も
っ
て
分
か
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
辿
る
い

く
つ
か
の
言
葉
遣
い
は
、
神
と
人
間
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
、

そ
し
て
そ
の
変
容
を
も
た
ら
す
相
互
作
用
に
お
け
る
身
体
の

位
置
付
け
に
つ
い
て
、
微
妙
な
意
味
合
い
を
考
慮
し
た
把
握

を
す
る
た
め
の
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
。

出
エ
ジ
プ
ト
記
三
三
章
―三
四
章
は
、
神
の
人
間
へ
の
働

き
か
け
に
つ
い
て
描
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
共
に
歩
む23

」

と
い
う
表
現
で
補
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
す
で
に
使
わ
れ
て
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い
た
表
現
で
あ
り
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
つ
い
て
も
「
神
と
共
に

歩
む
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。「
あ
な
た
は
わ
た
し
に
従
っ
て
歩

み
、
全
き
者
と
な
り
な
さ
い24

」
と
言
わ
れ
、
主
が
ア
ブ
ラ
ハ

ム
の
生
涯
の
い
ろ
ん
な
時
期
に
わ
た
っ
て
語
り
続
け
て
い
た

こ
と
が
物
語
か
ら
わ
か
る
。
し
か
し
「
わ
た
し
は
あ
な
た
と

共
に
い
る
」25

と
主
が
宣
言
さ
れ
た
の
は
、
イ
サ
ク
の
息
子
で

あ
り
約
束
の
継
承
者
で
あ
る
ヤ
コ
ブ
に
対
し
て
だ
け
で
あ
る
。

関
係
は
ヤ
コ
ブ
と
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、
こ
の
よ
う
に
宣
言
さ

れ
る
。

「
見
よ
、
わ
た
し
は
あ
な
た
と
共
に
い
る
。
あ
な
た
が
ど
こ

へ
行
っ
て
も
、
わ
た
し
は
あ
な
た
を
守
り
、
必
ず
こ
の
土
地

に
連
れ
帰
る
。
わ
た
し
は
、
あ
な
た
に
約
束
し
た
こ
と
を
果

た
す
ま
で
決
し
て
見
捨
て
な
い26

」。
し
か
し
、
主
が
「
彼
ら
に

先
立
っ
て
進
み
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
モ
ー
セ
に
つ
い

て
だ
け
で
あ
る
。「
主
は
彼
ら
に
先
立
っ
て
進
み
、
昼
は
雲
の

柱
を
も
っ
て
導
き
、
夜
は
火
の
柱
を
も
っ
て
彼
ら
を
照
ら
さ

れ
た
の
で
、
彼
ら
は
昼
も
夜
も
行
進
す
る
こ
と
が
で
き
た27

」。

し
か
し
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
四
章
に
な
る
と
、
モ
ー
セ
は
こ
の

よ
う
な
表
現
で
願
っ
て
い
る
。「
主
よ
、
わ
た
し
た
ち
の
中
に

あ
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い28

」。
こ
の
よ
う
に
主
の
身
近
さ
と
誓

約
が
よ
り
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
人
々
の
中
に
あ
っ

て
働
か
れ
る
神
の
働
き
は
、「
全
て
の
父
で
あ
る
ア
ブ
ラ
ハ
ム

に
主
が
言
わ
れ
た29

」
よ
う
に
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

民
の
「
真
ん
中
に
」
歩
ま
れ
る
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。し

か
し
、
言
葉
が
絶
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
主

が
そ
の
「
掟
」
を
与
え
る
と
き
に
詳
細
な
も
の
と
な
る
。
ア

ブ
ラ
ハ
ム
と
共
に
す
で
に
あ
っ
た
命
令
（「
わ
た
し
が
示
す
地

に
行
き
な
さ
い30
」） は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
実
行
し
た
範
囲
で
、
一

つ
の
契
約
と
な
っ
て
い
た
。
出
エ
ジ
プ
ト
記
で
は
、
そ
れ
は
、

さ
ら
に
よ
り
は
っ
き
り
し
た
形
で
「
契
約
の
形
態
」
と
な
っ

た
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
神
が
そ
の
民
の
う
ち
に
働
か
れ

る
こ
と
を
思
い
起
こ
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
三
段
階
の
モ
デ

ル
で
展
開
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
見
よ
、
私
は
こ
の
よ
う
に

行
動
す
る31

」「
こ
の
モ
デ
ル
に
従
っ
て
行
動
し
な
さ
い32

」「
こ

の
よ
う
に
私
た
ち
は
連
合
し
、
共
に
行
動
し
よ
う
」。

確
か
に
、
主
は
そ
の
民
の
た
め
に
行
動
し
、
隷
従
か
ら
解

放
さ
れ
た
。
フ
ァ
ラ
オ
は
彼
ら
の
益
の
た
め
に
気
を
配
る
こ

と
な
ど
な
く
、
協
働
で
は
な
く
強
制
労
働
を
強
い
て
い
た
の

だ
。
こ
の
事
実
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
ホ
レ
ブ
山
の
麓
へ
―
今

や
神
が
そ
の
戒
律
を
与
え
る
場
へ
―
と
導
い
た
の
で
あ
る
。

聖
書
の
文
章
は
、
最
初
の
一
言
で
、
神
が
ど
の
よ
う
に
そ
の

民
に
対
し
て
振
る
舞
っ
た
か
を
ま
ず
思
い
出
さ
せ
る
。「
わ
た

し
は
主
、
あ
な
た
の
神
、
あ
な
た
を
エ
ジ
プ
ト
の
国
、
奴
隷

の
家
か
ら
導
き
出
し
た
神
で
あ
る
」（
＝
こ
の
よ
う
に
私
は
行

動
し
た
）。
そ
し
て
律
法
の
全
容
が
続
く
が
、
最
初
に
神
と
一

人
一
人
の
関
係
を
確
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。「
あ
な
た

に
は
、
わ
た
し
を
お
い
て
ほ
か
に
神
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
か
ら
、
規
定
が
続
く
が
、「
殺
し
て
は
な
ら
な
い
、
盗
ん

で
は
な
ら
な
い
、
偽
証
し
て
は
な
ら
な
い
、
欲
し
て
は
な
ら

な
い
」
な
ど
の
規
定
は
す
べ
て
「
自
由
に
す
る
」
も
の
で
あ

る33

。
つ
ま
り
、
一
言
で
言
う
な
ら
、「
私
を
手
本
に
行
動
し
な

さ
い
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
も
し
守
ら
れ
れ
ば
、
こ

れ
ら
の
規
定
の
実
り
と
は
、〈
神
と
人
間
の
協
働
〉（
神
と
人

間
の
共
同
の
働
き
）、「
私
た
ち
は
一
緒
に
こ
の
よ
う
に
行
動
し

よ
う
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
申
命
記
で
こ
の
よ
う
に
再
確
認
さ
れ
て
い

る
。「
我
々
の
神
、
主
は
、
ホ
レ
ブ
で
我
々
と
契
約
を
結
ば
れ

た34

」。「
わ
た
し
は
主
、
あ
な
た
の
神
、
あ
な
た
を
エ
ジ
プ
ト

の
国
、
奴
隷
の
家
か
ら
導
き
出
し
た
神
で
あ
る35

」。「
あ
な
た

に
は
、
わ
た
し
を
お
い
て
ほ
か
に
神
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い36

」。

律
法
博
士
の
伝
統
も
そ
れ
を
再
確
認
し
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ

教
徒
は
、
戒
律
（m

itzvot : מצווה

）
を
〈
協
働
に
よ
っ
て
契
約

を
育
む
行
動
の
教
え
〉
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
一
世
紀
の

パ
リ
サ
イ
派
の
流
れ
を
く
む
現
代
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
、
戒
律

を
具
体
的
な
動
作
や
行
為
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
を
重
要

視
し
、
そ
れ
の
み
が
確
か
な
成
就
と
な
る
と
考
え
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
現
が
ど
の
よ
う
に
報
わ
れ
る
か
は
未
知
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
戒
律
よ
り
も
〈
戒
律
を

与
え
る
主
（H

aShem

）〉
を
よ
り
重
ん
じ
、
人
間
に
と
っ
て

の
結
果
（
あ
る
い
は
当
て
に
さ
れ
た
個
人
的
利
益
）
よ
り
も
〈
契

約
の
関
係
〉
を
重
ん
じ
る
気
遣
い
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

イ
エ
ス
は
〈
戒
律
の
与
え
主
〉
へ
の
ま
な
ざ
し
の
方
向
性

を
拡
大
し
た
。
弟
子
た
ち
を
父
な
る
神
へ
と
方
向
づ
け
、
息

子
と
し
て
振
る
舞
う
よ
う
に
、「
父
が
な
さ
っ
て
い
る
よ
う
に

行
う37

」
よ
う
に
と
招
い
た
。
そ
し
て
、
父
な
る
神
の
人
格
的

な
行
い
を
啓
示
す
る
。
こ
の
神
の
行
為
は
、
人
間
の
内
面
に

働
き
か
け
て
、
父
な
る
神
の
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
の
で
あ
る
。「
シ
モ
ン
・
バ
ル
ヨ
ナ
、
あ
な
た
は
幸
い

だ
。
あ
な
た
に
こ
の
こ
と
を
現
し
た
の
は
、
人
間
で
は
な
く
、

わ
た
し
の
天
の
父
な
の
だ38

」。

「
神
の
手
本
に
し
た
が
っ
た
」
行
動
は
、
最
初
の
段
階
で
は

制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
次
第
に
、
内
面
の
自
由
自
在
さ
と
な

り
、
さ
ら
に
、
人
間
の
能
力
を
神
の
動
き
と
行
動
の
仕
方
に

適
合
さ
せ
た
、
た
い
へ
ん
一
貫
性
の
あ
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
と
き
、
神
の
働
き
は
「
内
的
」

な
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は
「
命
を
吹
き
込
む
」。
そ
し
て
ま
っ

た
く
個
人
独
自
の
も
の
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
そ
の

人
は
「
変
容
さ
れ
た
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
「（
神
が
）
そ
の
中

に
住
ま
わ
れ
生
き
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
の
伝
統
が
証

し
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
一
六
世
紀
の
ア
ビ
ラ
の
聖
テ
レ
ジ

ア
、
十
字
架
の
聖
ヨ
ハ
ネ
、
二
〇
世
紀
で
は
、
福
者
幼
き
イ

エ
ス
の
マ
リ
ー
・
ユ
ー
ジ
ェ
ン
ヌ
が
い
る
。
マ
リ
ー
・
ユ
ー

ジ
ェ
ン
ヌ
師
は
そ
の
著
作
『
私
は
神
が
見
た
い
』
の
「
変
容
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の
一
致
（union transform

ante

）」
に
つ
い
て
の
章39

で
、
人
間

丸
ご
と
が
神
と
交
わ
り
、
そ
れ
が
人
間
の
す
べ
て
の
レ
ベ
ル

に
お
い
て
変
容
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
多
く
の
描
写

を
し
て
い
る
。

神
の
言
葉
を
言
い
、
神
の
行
為
を
し
、
神
が
教
え
た
儀
式

を
行
う
こ
と
、
神
の
業
を
行
い
、
神
の
モ
デ
ル
に
従
っ
て
行

動
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
具
体
的
で
丸
ご
と
の
人
間
が
神

で
あ
る
主
と
交
わ
る
（
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
）
場
で
あ
る
。
こ
れ

ら
す
べ
て
の
行
為
は
、「
従
順
」
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
に
お
い

て
、
神
ご
自
身
が
人
間
と
共
同
で
働
か
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
「
行
動
す
る
」
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
生
活
を
取
り
巻
く
現
実
の
〈
環
境
〉
や
、
こ

の
環
境
の
構
成
や
外
的
な
行
為
の
内
容
な
ど
は
、〈
内
的
な
動

き
〉
を
中
に
抱
き
そ
れ
を
支
え
つ
つ
―
決
し
て
代
替
す
る

こ
と
な
く
―
実
現
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
だ
。
あ
た

か
も
、
生
物
学
的
条
件
が
命
を
育
み
成
長
さ
せ
る
こ
と
を
可

能
と
す
る
よ
う
に
、
命
そ
の
も
の
が
発
達
し
、
そ
の
固
有
の

行
為
を
―
同
時
に
人
間
の
も
の
で
あ
り
神
の
も
の
で
あ
る

行
為
を
―
、
為
す
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
実
は
〈
典
礼
〉
に
再
び
私
た
ち
を
導
く
こ
と
に
な

る
。
回
り
道
を
し
た
よ
う
だ
が
、
必
要
な
道
筋
で
あ
っ
た
。
典

礼
は
、
こ
の
神
と
人
間
の
協
働
の
成
長
の
プ
ロ
セ
ス
の
う
ち

に
ま
さ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
ら
だ
。
神
に
よ
っ
て
与
え
ら

れ
、
典
礼
の
基
礎
的
な
規
則
と
概
要
を
定
め
ら
れ
た
典
礼
は
、

「
受
容
さ
れ
た
」
行
為
の
実
現
に
よ
っ
て
、
人
間
が
次
第
に
神

の
〈
協
力
者
〉
と
な
る
場
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。

3
典
礼
と「
神
化
」

3-

1 　

最
初
の
契
約（
旧
約
）の
源
泉
に
お
け
る
典
礼

典
礼
を
そ
の
感
覚
的
な
表
れ
に
お
い
て
描
写
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
り
、
人
類
の
他
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
行
わ

れ
て
い
る
他
の
行
為
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
キ
リ
ス

ト
教
の
典
礼
と
そ
の
ヘ
ブ
ラ
イ
的
由
来
に
つ
い
て
、
感
覚
的

形
式
を
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の

内
的
な
弾
力
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
特
徴
的
な
差
異
が
何
で

あ
る
か
を
示
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
弾
力
と
な
っ

て
い
る
も
の
、
源
泉
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
こ
の
動
き
、
こ

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
固
有
の
も
の
な
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
が
私
た
ち
が
描
写
し
よ
う
と
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。 

聖
書
で
最
初
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
「
典
礼
的
な
行
為
」
は
、

カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
に
よ
っ
て
捧
げ
ら
れ
た
犠
牲
の
行
為
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
彼
ら
自
身
の
発
意
に
よ
っ
て
自
主
的

に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
描
写
が
示
し
て
い
る
行
為

は
、
歴
史
の
中
で
起
き
た
身
体
的
な
（
カ
イ
ン
の
農
業
と
ア
ベ

ル
の
牧
畜
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
）
行
為
で
あ
り
、
神
で
あ
る

と
概
知
さ
れ
た
対
話
者
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
対
話
者
と
の
や
り
と
り
（
相
互
作
用
）
の
後
に
判
断
さ
れ

た
「
結
果
」
の
相
違
を
も
示
し
て
い
る
。「
神
は
ア
ベ
ル
の
捧

げ
物
を
快
い
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
が
、
カ
イ
ン
の

捧
げ
物
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た40

」。

身
体
的
な
（
物
理
的
な
）
行
為
は
、
行
為
の
質
を
決
定
す
る

に
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
の
「
関
係
性
」
の
う

ち
に
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
も
し
お
前
が
正
し
い
の
な

ら41

」
と
神
は
カ
イ
ン
に
言
わ
れ
る
。

そ
れ
に
続
く
行
為
（
カ
イ
ン
に
よ
っ
て
ア
ベ
ル
が
殺
さ
れ
る
）

は
悪
で
あ
る
。
こ
の
身
体
の
死
は
、「
神
に
向
か
っ
て
叫
ぶ42

」。

そ
れ
は
人
間
の
死
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
資
格
で
、
神
と
の

関
係
性
の
中
に
あ
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

二
つ
目
の
要
と
な
る
典
礼
的
行
為
は
、
出
エ
ジ
ブ
ト
記
一

二
章
に
描
か
れ
て
い
る
。
神
は
ヘ
ブ
ラ
イ
人
た
ち
に
過
越
祭

の
食
事
を
準
備
し
て
食
べ
る
よ
う
に
要
請
す
る43

。
そ
れ
は
、
神

ご
自
身
が
「
過
越
し
」
そ
れ
に
よ
っ
て
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら
彼

ら
を
脱
出
さ
せ
る
前
に
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
、
代
々
に

わ
た
っ
て
、
掟
と
な
さ
る
。

他
の
い
く
つ
か
の
戒
律
（M

itzvot :  מצווה

）
が
続
き
、
ま
ず
、

家
族
と
家
に
関
す
る
も
の
、
そ
し
て
、
共
同
体
に
関
す
る
も

の
、
そ
し
て
最
後
に
神
殿
（
最
初
は
臨
在
の
幕
屋
の
形
の
も
と

に
）
に
関
す
る
も
の
と
な
る
。
こ
こ
で
は
私
た
ち
は
典
礼
に

関
連
す
る
掟
を
問
題
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
倫
理
的
あ

る
い
は
道
徳
的
な
掟
（
こ
ち
ら
の
方
が
も
っ
と
多
数
、
律
法
博

士
の
伝
統
に
よ
る
と
そ
の
数
は
六
一
三
）
と
関
連
し
そ
れ
に
補

わ
れ
て
い
る
。

「
典
礼
的
」
な
戒
律
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
う
ち
で
毎

金
曜
日
の
夜
に
行
わ
れ
る
安
息
日
の
家
庭
で
の
儀
式
に
関
す

る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
儀
式
は
、
家
庭
の
母
に
、
父
と
は
違

っ
た
特
別
な
地
位
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
動
作
は
具
体
的

で
、
光
を
灯
し
、
葡
萄
酒
の
盃
を
手
に
持
っ
て
祝
福
を
唱
え
、

祈
り
ま
た
は
祈
願
を
唱
え
る
。
今
日
、
シ
ナ
ゴ
グ
で
の
安
息

日
の
集
い
へ
参
加
す
る
こ
と
で
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
典
礼
の
普
遍

性
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る44

。
と
い
う
の
も
、
ル
カ
に
よ
る

福
音
書
に
読
め
る
と
お
り
の
こ
と
を
そ
こ
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
だ
。「
イ
エ
ス
は
お
育
ち
に
な
っ
た
ナ
ザ
レ
に
来
て
、

い
つ
も
の
と
お
り
安
息
日
に
会
堂
に
入
り
、
聖
書
を
朗
読
し

よ
う
と
し
て
お
立
ち
に
な
っ
た
。
預
言
者
イ
ザ
ヤ
の
巻
物
が

渡
さ
れ
、
お
開
き
に
な
る
と
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
個

所
が
目
に
留
ま
っ
た
」。「
イ
エ
ス
は
巻
物
を
巻
き
、
係
の
者

に
返
し
て
席
に
座
ら
れ
た
。
会
堂
に
い
る
す
べ
て
の
人
の
目

が
イ
エ
ス
に
注
が
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
イ
エ
ス
は
、
話
し
始

め
ら
れ
た45

」。

典
礼
的
戒
律
は
、
前
も
っ
て
定
め
ら
れ
た
物
品
、
果
物
、
植

物
な
ど
を
用
い
て
動
作
が
実
行
さ
れ
た
と
き
に
、
成
し
遂
げ

ら
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
よ
う
。
こ
れ
ら
の
行

為
の
〈
意
味
〉
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
実
行
す
る
人
々
の
探
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究
心
あ
る
い
は
関
心
の
対
象
で
あ
り
、
そ
れ
を
命
じ
て
い
る

聖
書
の
箇
所
、
あ
る
い
は
、
儀
式
の
中
で
朗
読
さ
れ
た
り
歌

わ
れ
て
い
る
箇
所
が
理
解
の
光
に
な
る
。
し
か
し
、
物
理
的

身
体
的
な
実
行
に
関
し
て
は
も
っ
と
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い

る
の
と
対
照
的
に
、
こ
の
〈
意
味
〉
は
あ
く
ま
で
も
「
開
か

れ
た
」
ま
ま
の
状
態
で
議
論
が
続
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

3-

2　
イ
エ
ス
の
典
礼
生
活

先
ほ
ど
思
い
起
こ
し
た
ル
カ
の
福
音
書
の
一
節
は
、
シ
ナ

ゴ
グ
で
の
典
礼
の
も
っ
と
も
古
い
描
写
の
一
つ
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
イ
エ
ス
が
シ
ナ
ゴ
グ
を
頻
繁
に
訪
れ
席
に
着
く
習
慣

が
あ
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

四
つ
の
共
観
福
音
書
の
ほ
か
の
箇
所
で
も
、
イ
エ
ス
が
ユ

ダ
ヤ
教
の
典
礼
に
参
加
し
、
そ
の
動
作
、
祭
り
、
巡
礼
、
祈

り
、
シ
ン
ボ
ル
に
与

あ
ず
か

っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
イ
エ
ス
の
行
為
と
言
葉
は
、
一
年
の
い
ろ
い
ろ
な
時
期

に
用
い
ら
れ
て
い
た
様
々
な
旧
約
の
要
素
―
そ
こ
で
な
さ

れ
て
い
た
動
作
と
そ
こ
か
ら
生
じ
る
意
味
と
に
―
、
足
掛

か
り
を
見
出
し
て
い
た
の
だ46

。

イ
エ
ス
の
両
親
、
そ
し
て
イ
エ
ス
自
身
も
「
律
法
の
儀
式

を
果
た
す47

」。
彼
ら
は
故
に
動
作
や
行
為
を
行
い
、
年
齢
や
、

時
節
、
場
所
を
尊
重
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
福
音
書
に
言

及
さ
れ
た
唯
一
の
神
殿
で
の
犠
牲
は
「
家
鳩
の
雛
二
羽48

」
で

イ
エ
ス
の
両
親
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
イ
エ
ス

自
身
に
よ
っ
て
捧
げ
ら
れ
た
犠
牲
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
よ

う
。
イ
エ
ス
は
巡
礼
の
祭
り
に
参
加
し
、
神
殿
に
い
る
と
こ

ろ
を
頻
繁
に
目
撃
さ
れ
る
の
で
あ
る
が49

、
も
っ
と
も
多
く
の

場
合
、
そ
こ
で
教
え
る
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、
イ
エ
ス
は
、
神
と
人
間
を
結
び
、
両
者
の
協
働

を
育
て
る
べ
き
こ
の
典
礼
が
、
脱
線
し
て
い
る
状
況
に
直
面

さ
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
実
践
と
戒
律
に
は
懸
命

に
な
っ
て
も
、「
父
の
業
を
行
う50

」
と
表
現
さ
れ
る
神
と
の
協

働
を
育
ま
な
い
人
々
を
非
難
す
る
。「
律
法
学
者
た
ち
と
フ
ァ

リ
サ
イ
派
の
人
々
、
あ
な
た
た
ち
偽
善
者
は
不
幸
だ
。
薄
荷
、

い
の
ん
ど
、
茴
香
の
十
分
の
一
は
献
げ
る
が
、
律
法
の
中
で

最
も
重
要
な
正
義
、
慈
悲
、
誠
実
は
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い

る
か
ら
だ
。
こ
れ
こ
そ
行
う
べ
き
こ
と
で
あ
る51

」。

私
た
ち
は
、
イ
エ
ス
が
神
殿
を
「
一
掃
す
る
」
の
さ
え
目

に
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
実
は
、
四
人
の
福
音
史
家
全

員
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る52

。
三
人
の
共
観
福
音
書
は
こ
の
出

来
事
を
イ
エ
ス
の
有
罪
判
決
の
直
前
に
位
置
付
け
、
こ
の
行

為
と
ユ
ダ
ヤ
教
権
威
が
イ
エ
ス
を
死
に
至
ら
せ
る
決
定
を
下

し
た
こ
と
を
直
接
関
係
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ヨ

ハ
ネ
は
、
こ
れ
を
イ
エ
ス
の
公
生
活
の
初
め
に
位
置
付
け
、

〈
神
殿
と
そ
の
典
礼
が
定
め
て
い
な
が
ら
実
現
し
て
い
な
か
っ

た
も
の
〉
を
イ
エ
ス
が
自
ら
の
身
体
を
も
っ
て
成
就
し
た
と

の
描
写
と
関
連
づ
け
て
い
る
。

ヘ
ブ
ラ
イ
信
徒
へ
の
手
紙
で
は
、
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
や
パ

ウ
ロ
の
書
簡
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
も
の
が
よ
り
明
確
な
形

に
な
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
が
受
肉
に
よ
っ
て
成
就
す
る
の

は
、
神
が
望
む
と
お
り
の
典
礼
で
あ
る
。「
そ
れ
で
、
キ
リ
ス

ト
は
世
に
来
ら
れ
た
と
き
に
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
の
で

す
。「
あ
な
た
は
、
い
け
に
え
や
献
げ
物
を
望
ま
ず
、
む
し
ろ
、

わ
た
し
の
た
め
に
体
を
備
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
な
た

は
、
焼
き
尽
く
す
献
げ
物
や
罪
を
贖
う
た
め
の
い
け
に
え
を

好
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
わ
た
し
は
言
い
ま
し
た
。

『
御
覧
く
だ
さ
い
。
わ
た
し
は
来
ま
し
た
。
聖
書
の
巻
物
に
わ

た
し
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
と
お
り
、
神
よ
、
御
心
を
行
う

た
め
に
』53

」。

イ
エ
ス
は
典
礼
に
新
し
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
与
え
、
行
為
、

振
る
舞
い
の（
こ
こ
で
は
断
食
の
）準
拠
点
と
な
る
。
イ
エ
ス
は

言
わ
れ
た
。「
花
婿
が
一
緒
に
い
る
間
、
婚
礼
の
客
は
悲
し
む

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
花
婿
が
奪
い
取
ら
れ

る
時
が
来
る
。
そ
の
と
き
、
彼
ら
は
断
食
す
る
こ
と
に
な
る54

」。

ま
た
イ
エ
ス
は
、「
し
る
し
」
の
準
拠
点
で
も
あ
る
。「
こ

の
男
が
、『
わ
た
し
は
人
間
の
手
で
造
っ
た
こ
の
神
殿
を
打
ち

倒
し
、
三
日
あ
れ
ば
、
手
で
造
ら
な
い
別
の
神
殿
を
建
て
て

み
せ
る
』
と
言
う
の
を
、
わ
た
し
た
ち
は
聞
き
ま
し
た55

」。「
イ

エ
ス
は
答
え
て
言
わ
れ
た
。『
こ
の
神
殿
を
壊
し
て
み
よ
。
三

日
で
建
て
直
し
て
み
せ
る
』。
そ
れ
で
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
、『
こ

の
神
殿
は
建
て
る
の
に
四
十
六
年
も
か
か
っ
た
の
に
、
あ
な

た
は
三
日
で
建
て
直
す
の
か
』
と
言
っ
た56

」。

イ
エ
ス
は
新
し
い
動
作
、
行
為
を
与
え
る
。
先
行
し
て
あ

っ
た
契
約
（
旧
約
）
に
根
ざ
し
な
が
ら
。

「
そ
れ
か
ら
、
イ
エ
ス
は
パ
ン
を
取
り
、
感
謝
の
祈
り
を
唱

え
て
、
そ
れ
を
裂
き
、
使
徒
た
ち
に
与
え
て
言
わ
れ
た
。『
こ

れ
は
、
あ
な
た
が
た
の
た
め
に
与
え
ら
れ
る
わ
た
し
の
体
で

あ
る
。
わ
た
し
の
記
念
と
し
て
こ
の
よ
う
に
行
い
な
さ
い
』57

」

イ
エ
ス
の
体
は
、
こ
の
新
し
さ
の
中
心
点
と
し
て
語
ら
れ

て
い
る
。
も
は
や
、
人
間
の
外
側
の
犠
牲
で
は
な
く
、
そ
の

人
間
性
の
充
満
の
う
ち
に
あ
る
ご
自
身
を
捧
げ
る
こ
と
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
肉
の
う
ち
に
来
ら
れ
た58

」
イ

エ
ス
と
の
関
係
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
に
従
う
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、「
体
に
お
い
て
神

の
栄
光
を
表
す
」59

こ
と
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、「
罪
が
あ
な
た
の
体
を
支
配
し
そ
の
欲
に
従
わ
す
こ

と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い60

」。

3-

3　
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
典
礼
生
活

こ
う
し
て
、
聖
霊
降
臨61

以
来
祝
わ
れ
続
け
て
来
た
キ
リ
ス

ト
教
の
典
礼
自
体
に
つ
い
て
、
今
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

ユ
ダ
ヤ
教
の
典
礼
に
大
幅
に
依
存
し
な
が
ら
も
、
キ
リ
ス

ト
教
の
典
礼
は
、
早
い
時
期
か
ら
異
な
っ
た
特
徴
づ
け
が
な

さ
れ
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
の
唯
一
の
神
殿
へ
の
巡
礼
や
そ
こ
で

捧
げ
ら
れ
る
犠
牲
に
も
は
や
こ
だ
わ
ら
ず
、
イ
エ
ス
の
生
涯
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と
業
の
告
知
と
し
て
読
ま
れ
た
聖
書
を
瞑
想
す
る
こ
と
、
そ

し
て
聖
餐
の
祈
り
に
よ
っ
て
聖
別
さ
れ
た
パ
ン
と
葡
萄
酒
の

形
の
も
と
に
、
イ
エ
ス
の
体
を
分
か
ち
合
う
こ
と
を
中
心
に

構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ユ
ス
テ
ィ
ノ
ス
（
一

六
五
年
没
）
は
皇
帝
ア
ン
ト
ニ
ス
・
ピ
ウ
ス
に
宛
て
た
『
護

教
論
』62

で
、
と
て
も
明
瞭
に
そ
れ
を
証
し
し
て
お
り
、
そ
れ

が
今
日
に
至
る
ま
で
実
践
さ
れ
て
い
る
事
実
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

身
体
と
の
関
係
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼
は
、
主

に
二
つ
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
聖
別
さ
れ
た
、
パ

ン
と
葡
萄
酒
の
形
相
の
も
と
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
身
体
を
拝

領
す
る
〈
聖
体
祭
儀
〉
を
含
み
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
地

上
で
の
生
活
に
源
泉
を
持
つ
言
葉
、
動
作
、
リ
ズ
ム
、
場
所
、

物
、
手
順
に
よ
っ
て
織
り
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
キ
リ
ス
ト
者
は
、
自
分
自
身
を
と
り
囲
む
〈
練
成
の
環

境
〉
の
中
に
置
か
れ
る
の
だ
。

（
a
）キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼
は
そ
の
中
心
と
頂
点
に
聖
体
祭
儀
を
持
つ

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
一
六
世
紀
以
降
の
宗
教
改
革
の

流
れ
を
く
む
教
会
の
伝
統
は
、
聖
別
と
聖
体
拝
領
を
そ
れ
ほ

ど
重
要
視
し
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
事
実

は
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
い
て
確

認
さ
れ
る
。
福
音
史
家
は
、
イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち
が
洗
礼
を

授
け
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
た
と
え
、
こ
の
典

礼
的
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
が
、
聖
霊
降
臨
の
す
ぐ
後
か
ら
、
明
確

に
キ
リ
ス
ト
者
と
な
る
儀
式
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
て
も
、
キ

リ
ス
ト
教
の
典
礼
は
洗
礼
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
今
日
聖
体

祭
儀
の
名
の
も
と
に
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
「
パ
ン
を
裂
く
こ

と
」
か
ら
始
ま
っ
た
と
通
常
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「
取
る
、
感
謝
の
祈
り
を
唱
え
る
、
裂
く
、
与
え
る
」
と
い
う

四
つ
の
動
作
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。（
三
世
紀
の
『
聖
ヒ

ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
の
使
徒
伝
承
』
の
文
書
に
た
い
へ
ん
近
い
適
用
で

あ
る
）
今
日
の
ロ
ー
マ
ミ
サ
書
の
第
二
奉
献
文
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
す
べ
て
の
聖
体
祭
儀
の
祈
り
に

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。「
主
イ
エ
ス
は
す
す
ん
で
受
難
に

向
か
う
前
に
、
パ
ン
を
取
り
、
感
謝
を
捧
げ
、
割
っ
て
弟
子

に
与
え
て
仰
せ
に
な
り
ま
し
た
。『
皆
、
こ
れ
を
取
っ
て
食
べ

な
さ
い
。
こ
れ
は
あ
な
た
が
た
の
た
め
に
渡
さ
れ
る
私
の
か

ら
だ
で
あ
る
』。
食
事
の
終
わ
り
に
、
同
じ
よ
う
に
杯
を
取
り
、

感
謝
を
捧
げ
、
弟
子
に
与
え
て
仰
せ
に
な
り
ま
し
た
。『
皆
、

こ
れ
を
受
け
て
飲
み
な
さ
い
。
こ
れ
は
わ
た
し
の
血
の
杯
、
あ

な
た
が
た
と
多
く
の
人
の
た
め
に
流
さ
れ
て
罪
の
ゆ
る
し
と

な
る
新
し
い
永
遠
の
契
約
の
血
で
あ
る
。
こ
れ
を
わ
た
し
の

記
念
と
し
て
行
い
な
さ
い
』」。
聖
体
祭
儀
が
有
効
で
あ
る
と

み
な
さ
れ
る
に
は
、
司
祭
に
よ
っ
て
こ
の
動
作
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
感
謝
の
祈
り
に
一

致
し
て
、
聖
別
さ
れ
た
パ
ン
を
（
時
に
は
葡
萄
酒
も
）
取
っ
て

拝
領
す
る
よ
う
に
招
か
れ
た
信
徒
も
、
そ
れ
に
応
え
る
動
作

を
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
聖
体
拝
領

（com
m

union

―交
わ
り
）」
と
呼
ば
れ
る
行
為
は
、
外
的
な
行

為
と
そ
れ
に
対
応
す
る
内
的
な
行
為
の
一
致
を
要
求
す
る
。

聖
体
拝
領
も
い
の
ち
の
賜
物
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
一
致
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
動
作
は
常
に
複
数
の
人
が
参
加
し
、
共
同
の
祈

り
と
聖
書
と
福
音
書
か
ら
取
ら
れ
た
神
の
み
言
葉
を
心
を
込

め
て
聞
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
す
べ
て
は
信
者
が
属
す
る
「
典

礼
」
で
定
め
ら
れ
た
儀
式
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
る63

。

こ
の
聖
体
祭
儀
の
儀
式
の
構
造
は
、
他
の
秘
跡
の
儀
式
の

中
に
も
形
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
い
つ
も
一
つ
な
い
し

複
数
の
動
作
と
そ
れ
に
伴
う
言
葉
が
あ
り
、
言
葉
が
動
作
の

意
味
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
身
体
的
あ
る
い
は
心
理

的
な
作
用
に
よ
っ
て
信
徒
に
働
き
か
け
る
が
、「
恵
み
」
と
呼

ぶ
と
こ
ろ
の
神
の
直
接
的
な
賜
物
に
よ
っ
て
も
働
き
か
け
る

も
の
で
あ
る
。

聖
体
祭
儀
と
ゆ
る
し
の
秘
跡
に
関
し
て
は
（
そ
し
て
頻
繁
で

は
な
い
が
病
者
の
塗
油
の
秘
跡
に
お
い
て
も
）、
繰
り
返
し
が
そ

の
行
為
の
形
態
の
構
成
要
素
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
繰
り
返

し
の
動
作
の
重
要
性
が
よ
り
明
白
に
な
る
。

秘
跡
を
司
る
聖
職
者
（
司
祭
、
司
教
）
の
身
体
的
な
関
わ
り
、

ま
た
参
加
者
で
あ
る
信
徒
の
身
体
的
な
関
わ
り
と
し
て
は
、
言

葉
に
よ
る
表
現
法
も
含
ま
れ
る
。
言
葉
は
常
に
、
聞
こ
え
る

よ
う
に
大
き
な
声
で
発
音
さ
れ
、
聴
衆
者
の
知
性
と
心
と
自

由
に
届
く
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
を

表
現
し
聴
く
こ
と
は
、
イ
エ
ス
の
地
上
で
の
生
活
に
何
ら
か

の
対
応
が
あ
る
典
礼
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
う
ち
で
な
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
は
聖
務
日
課
や
巡
礼
な
ど
の
ほ
か
の
典
礼
に
も

あ
り
、
ま
た
、
典
礼
の
音
楽
的
な
様
式
で
あ
る
歌
に
も
あ
る
。

（
楽
器
に
よ
る
音
楽
は
歌
を
よ
り
響
か
せ
る
た
め
に
あ
る
の
で
二

次
的
で
あ
る
。）
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
総
体
が
「
練
成
の
環
境
」

（m
ilieu de culture

）
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。

（
b
）身
心
修
養
の「
練
成
の
環
境
」と
し
て
の
典
礼

典
礼
が
「
練
成
の
環
境
」
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
知
性

だ
け
で
は
な
く
、
身
体
と
記
憶
が
錬
成
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

人
間
の
道
徳
的
徳
、
そ
し
て
対
神
徳
の
た
め
の
「
練
成
の
環

境
」
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
〈
徳
〉
は
、
行
動
へ
と
招
か
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

複
数
で
共
有
す
る
環
境
と
し
て
、
そ
れ
は
人
個
人
の
命
の

発
展
を
可
能
と
す
る
。

―
他
者
と
の
関
係
に
お
い
て
。
こ
の
典
礼
を
共
に
生
き
る
者

た
ち
と
も
、
そ
う
で
な
い
者
た
ち
と
も
。

―
神
と
の
関
係
に
お
い
て
。
概
念
的
感
情
的
表
象
を
超
え
て
、

あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
神
と
し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
。

―
そ
の
人
個
人
に
お
い
て
。

典
礼
は
、
一
個
人
の
環
境
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
生
活
の

他
の
部
分
も
そ
れ
に
で
き
る
限
り
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
る

よ
う
要
請
す
る
。
し
か
し
、
典
礼
は
そ
れ
自
体
の
う
ち
に
、
欠

け
る
で
あ
ろ
う
も
の
を
回
復
さ
せ
補
う
手
段
を
有
し
て
い
る
。
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修
道
生
活
の
枠
組
み
は
、
で
き
る
限
り
全
面
的
に
典
礼
と

の
共
存
可
能
な
生
活
を
営
む
よ
う
に
務
め
る
生
活
環
境
で
あ

る
。
そ
れ
は
典
礼
と
い
う
宝
を
入
れ
る
よ
り
大
き
な
宝
石
箱

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
修
道
生
活
の
戒
律
は
四
世
紀
に
始

ま
っ
た64

。
五
二
九
年
頃
に
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
が
戒
律
を
整
え
、

そ
れ
が
次
第
に
西
洋
の
大
部
分
の
修
道
院
で
採
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
と
、
実
行
に
お
い
て
そ
れ
を
補

う
諸
修
道
院
の
会
則
は
、
精
神
を
ど
う
持
つ
か
の
み
な
ら
ず
、

何
を
ど
う
実
行
す
る
か
と
い
う
詳
細
に
及
び
、
食
物
、
睡
眠
、

住
居
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
―
そ
れ
は
身
近
な
人
々
や
宿
泊
客

か
ら
、
見
知
ら
ぬ
旅
人
、
敵
ま
で
も
及
ぶ
―
に
つ
い
て
、
生

活
を
構
成
す
る
多
く
の
要
素
に
関
す
る
具
体
的
な
実
践
を
形

成
し
て
い
る
。
労
働
と
の
関
わ
り
や
、
物
や
自
然
と
の
関
わ

り
に
形
を
与
え
て
い
る
も
の
だ
。
そ
れ
は
、
農
業
や
食
物
の

保
存
技
術
（
何
も
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
の
）、
動
物
の
飼
育
や

改
良
な
ど
、
多
く
の
慣
行
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。
そ
し
て
少

し
ず
つ
、
多
く
の
信
頼
関
係
や
紛
争
解
決
の
基
盤
と
な
っ
て

い
っ
た
。
関
係
の
鎮
静
に
は
、
内
的
行
為
と
外
的
活
動
の
合

致
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

典
礼
の
「
平
和
の
挨
拶
」
の
よ
う
な
動
作
は
よ
い
例
で
、
表

現
さ
れ
て
い
る
平
和
と
い
う
善
の
う
ち
に
、
人
の
内
面
と
外

面
が
一
致
す
る
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
修
道
僧
は
日
々
、

定
め
ら
れ
た
平
和
の
動
作
を
隣
人
に
与
え
、
ま
た
受
け
取
る

よ
う
に
招
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
皆
に
対
し
て
、
そ
し

て
と
く
に
自
分
と
そ
れ
が
必
要
な
人
間
関
係
に
お
い
て
、
身

体
的
に
表
現
さ
れ
た
願
い
が
内
的
な
平
和
へ
の
意
志
を
育
て

る
こ
と
が
ね
ら
い
な
の
だ
。
こ
の
動
作
は
長
く
修
道
院
で
実

践
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
こ
の
数
年
は
、
多
く
の
キ
リ
ス
ト

教
の
グ
ル
ー
プ
で
も
大
規
模
に
広
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
微
妙
な
意
味
合
い
を
考
慮
す
る
必

要
は
あ
る
が
、
典
礼
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
多

く
の
修
道
生
活
の
習
慣
が
、
修
道
僧
で
な
い
キ
リ
ス
ト
者
の

生
活
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
口
頭
で
の
祈
り
、

聖
書
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
祈
り
、
規
則
正
し
い

生
活
、
日
課
、
睡
眠
時
間
、
食
事
の
祈
り
、
料
理
や
お
皿
洗

い
、
掃
除
な
ど
生
活
を
支
え
る
家
の
仕
事
を
神
の
現
前
で
信

仰
の
一
致
の
う
ち
に
行
う
こ
と
、
歌
な
ど
を
用
い
て
家
で
祝

日
を
祝
う
こ
と
、
祝
日
の
料
理
、
教
訓
を
含
ん
だ
寸
劇
を
す

る
こ
と
、
祈
り
の
時
間
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
祈
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。

3-

4　

典
礼
生
活
の
要
素

キ
リ
ス
ト
者
の
生
活
に
お
い
て
、
典
礼
が
ど
の
よ
う
な
影

響
を
も
た
ら
し
作
用
す
る
の
か
を
、
よ
り
豊
か
に
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
最
後
に
典
礼
生
活
の
多
様
な
要
素

を
想
起
し
た
い
。

ま
ず
、〈
リ
ズ
ム
〉
で
あ
る
。
一
日
の
う
ち
に
、
一
週
間
の

う
ち
に
、
季
節
ご
と
、
一
年
の
う
ち
に
、
リ
ズ
ム
は
、
思
考

や
意
志
の
時
間
よ
り
も
さ
ら
に
強
く
、
身
体
の
時
間
に
刻
ま

れ
る
。
そ
し
て
〈
場
所
〉
で
あ
る
。
修
室
で
、
集
会
室
で
、
食

堂
で
、
教
会
で
、
仕
事
の
場
で
。〈
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、
動
作
〉

と
し
て
は
、
立
ち
あ
が
る
、
膝
を
つ
い
て
礼
を
す
る
、
ひ
ざ

ま
づ
く
、
ひ
れ
伏
す
、
直
立
す
る
、
座
る
、
手
を
合
わ
せ
る
、

十
字
を
切
る
、
祝
福
す
る
、
手
を
お
く
、
肩
を
抱
く
（
平
和

の
挨
拶
）、
挨
拶
を
す
る
、
取
る
、
割
く
、
つ
ぐ
、
清
め
る
、

持
つ
、
捧
げ
る
、
受
け
取
る
、
眼
差
し
を
あ
げ
る
、
目
を
伏

せ
る
、
直
視
す
る
、
読
む
、
言
う
、
歌
う
、
黙
る
、
な
ど
が

あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
身
体
を
用
い
る
こ
と
だ
と
理
解
す

る
の
は
容
易
で
あ
る
が
、
用
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
行

為
の
う
ち
に
、
身
体
を
、
そ
の
感
性
と
記
憶
を
鍛
え
る
の
で

あ
り
、
こ
の
身
体
の
錬
成
が
、
今
度
は
そ
れ
を
生
か
す
内
的

な
行
為
に
働
き
か
け
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
す
べ
て
の
、
い
わ
ば
典
礼
の
文
法
と
語
彙
の
要
素

は
、
存
在
す
べ
て
に
よ
る
行
為
を
参
与
さ
せ
る
。
そ
こ
で
は
、

心
が
行
為
に
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
招
か
れ
、
行
為
が
キ
リ

ス
ト
を
模
倣
し
真ま

似ね

ぶ
。
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
、
人
間
と
神

が
結
ば
れ
、
引
き
裂
か
れ
た
人
間
の
内
部
が
和
解
す
る
の
だ
。

キ
リ
ス
ト
は
新
し
い
ア
ダ
ム
で
あ
る
。

典
礼
に
根
ざ
し
た
こ
れ
ら
す
べ
て
の
実
践
は
、
一
つ
の
文

化
の
う
ち
に
発
展
し
、「
キ
リ
ス
ト
の
似
姿
に
向
け
て
」
人
格

の
錬
成
が
実
践
さ
れ
る
場
で
あ
る
の
だ
。

こ
こ
に
は
ほ
ん
の
一
部
し
か
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ほ

か
に
も
も
っ
と
豊
か
な
例
が
あ
り
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
の
だ

が
、
こ
れ
ま
で
に
書
い
た
こ
と
だ
け
で
も　

先
に
記
し
た
基

本
原
理
と
た
い
へ
ん
一
貫
性
が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
察
し

て
い
た
だ
い
て
、
短
す
ぎ
る
説
明
を
お
許
し
い
た
だ
け
た
ら

と
思
う
。

3-

5　

霊
に
よ
っ
て
生
き
る

し
か
し
な
が
ら
、
も
し
も
身
体
の
行
為
に
結
ば
れ
た
変
容

と
キ
リ
ス
ト
の
似
姿
へ
と
方
向
づ
け
が
、
念
入
り
に
伝
え
ら

れ
完
成
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
で
埋
め
ら
れ
た
、
た
だ
の
真
似
や

禁
欲
の
実
践
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
せ
て
し
ま
う

な
ら
ば
、
私
た
ち
の
描
写
は
た
い
へ
ん
偏
っ
た
ま
ま
と
な
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
の
行
為
を
生
か
し
て
い
た
の

と
同
じ
源
泉
を
持
た
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
努
力
も
、
キ

リ
ス
ト
の
似
姿
に
近
づ
く
と
い
う
実
を
結
ぶ
こ
と
は
で
き
な

い
の
だ
。
こ
の
源
泉
は
、
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
が
言
及
し
、
私

た
ち
に
伝
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
啓
示
さ
れ
た
も
の
な

の
で
あ
る
。

「
神
が
お
遣
わ
し
に
な
っ
た
者
（
キ
リ
ス
ト
）
は
神
の
言
葉

を
言
う
、
な
ぜ
な
ら
、
神
が
そ
の
者
に
霊
を
際
限
な
く
お
与

え
に
な
る
か
ら
で
あ
る65

」。
キ
リ
ス
ト
は
こ
の
よ
う
に
、
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
の
力
が
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
ご
自
身
を
生
か
し
て
い
る
こ
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の
力
が
私
た
ち
の
た
め
の
も
の
で
も
あ
り
、
そ
れ
を
願
う
こ

と
が
で
き
る
ば
か
り
か
そ
れ
を
願
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が

与
え
主
か
ら
与
え
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
力
を
込
め
て
強

調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
そ
こ
で
、
わ
た
し
は
言
っ
て
お
く
。

求
め
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
与
え
ら
れ
る
。
探
し
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
見
つ
か
る
。
門
を
た
た
き
な
さ
い
。
そ
う
す

れ
ば
、
開
か
れ
る
。
だ
れ
で
も
、
求
め
る
者
は
受
け
、
探
す

者
は
見
つ
け
、
門
を
た
た
く
者
に
は
開
か
れ
る
。
あ
な
た
が

た
の
中
に
、
魚
を
欲
し
が
る
子
供
に
、
魚
の
代
わ
り
に
蛇
を

与
え
る
父
親
が
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
卵
を
欲
し
が
る
の

に
、
さ
そ
り
を
与
え
る
父
親
が
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う

に
、
あ
な
た
が
た
は
悪
い
者
で
あ
り
な
が
ら
も
、
自
分
の
子

供
に
は
良
い
物
を
与
え
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
ま
し
て
天

の
父
は
求
め
る
者
に
聖
霊
を
与
え
て
く
だ
さ
る
」66

。

確
か
に
、
聖
霊
の
賜
物
が
神
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
と
は

信
じ
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
、
私
た
ち
自
身
が
そ
れ
を
受
け

取
り
真
に
そ
の
恩
恵
に
浴
す
る
の
が
不
可
能
で
あ
る
と
思
う

誘
惑
は
大
き
い
。
そ
の
た
め
キ
リ
ス
ト
は
、
私
た
ち
に
ご
自

分
の
聖
霊
を
分
け
与
え
た
い
と
い
う
神
の
願
い
の
本
質
を
認

め
る
よ
う
に
と
の
要
請
を
重
ね
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
神
の

愛
な
の
で
あ
る
。
私
た
ち
の
持
つ
恐
れ
自
体
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
な
愛
で
あ
る
の
か
を
推
し
量
る
の
に
役
立
つ
。
そ
れ
は

私
た
ち
が
経
験
で
き
る
最
良
の
感
情
に
比
較
で
き
る
も
の
で

あ
り
な
が
ら
、
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
な
ぜ
な
ら
、

私
た
ち
の
自
由
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
よ
り
自
由

な
、
す
べ
て
の
束
縛
や
条
件
付
け
か
ら
解
き
放
た
れ
た
〈
神

の
自
由
〉
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。

「
今
ま
で
は
、
あ
な
た
が
た
は
わ
た
し
の
名
に
よ
っ
て
は
何

も
願
わ
な
か
っ
た
。
願
い
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
与
え
ら
れ
、

あ
な
た
が
た
は
喜
び
で
満
た
さ
れ
る
。
わ
た
し
は
こ
れ
ら
の

こ
と
を
、
た
と
え
を
用
い
て
話
し
て
き
た
。
も
は
や
た
と
え

に
よ
ら
ず
、
は
っ
き
り
父
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
時
が
来
る
。
そ

の
日
に
は
、
あ
な
た
が
た
は
わ
た
し
の
名
に
よ
っ
て
願
う
こ

と
に
な
る
。
わ
た
し
が
あ
な
た
が
た
の
た
め
に
父
に
願
っ
て

あ
げ
る
、
と
は
言
わ
な
い
。
父
御
自
身
が
、
あ
な
た
が
た
を

愛
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
な
た
が
た
が
、
わ
た
し
を

愛
し
、
わ
た
し
が
神
の
も
と
か
ら
出
て
来
た
こ
と
を
信
じ
た

か
ら
で
あ
る
。
わ
た
し
は
父
の
も
と
か
ら
出
て
、
世
に
来
た

が
、
今
、
世
を
去
っ
て
、
父
の
も
と
に
行
く67

」

4
結
論

典
礼
の
動
作
や
行
為
に
よ
っ
て
、
修
道
者
は
、
そ
し
て
キ

リ
ス
ト
者
は
、
キ
リ
ス
ト
に
聴
き
、
キ
リ
ス
ト
の
モ
デ
ル
に

従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

後
に
従
う
。
典
礼
の
内
部
で
の
こ
の
真
似
び
は
、
一
つ
の
場

所
と
一
つ
の
動
き
を
与
え
る
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ

繰
り
返
さ
れ
る
典
礼
の
行
為
は
、
神
の
言
葉
へ
の
、
聖
霊
の

恵
み
へ
の
、
そ
し
て
兄
弟
た
ち
の
交
わ
り
へ
の
、
入
口
の
扉

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
丸
ご
と
の
参
与
と
誓
い
を
養
い
、
他

者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
神
と
の
関
係
に
お
い
て
、
日
常
生

活
に
お
い
て
、
そ
し
て
典
礼
に
よ
っ
て
変
容
さ
れ
方
向
付
け

ら
れ
命
を
吹
き
込
ま
れ
た
、
す
べ
て
の
行
為
に
及
ぶ
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
ま
す
ま
す
神
の
働
き
か
け
を
受
け
取
る
こ
と

を
可
能
と
し
、
ま
た
受
け
取
っ
て
自
分
の
も
の
に
な
り
修
練

さ
れ
た
、
そ
の
神
の
働
き
か
け
を
行
動
に
移
す
こ
と
を
可
能

と
す
る
。
神
の
意
図
へ
一
致
し
た
能
動
的
な
交
わ
り
を
生
み

出
す
の
で
あ
る
。
そ
の
神
の
意
図
と
は
、
人
間
へ
の
神
の
慈

し
み
で
あ
り
、
人
間
を
神
と
の
交
わ
り
へ
と
呼
び
か
け
、
そ

こ
に
至
る
手
段
を
与
え
よ
う
と
す
る
神
の
望
み
で
あ
り
、
神

の
許
し
の
力
、
贖
い
の
力
、
癒
し
の
力
、
愛
と
い
う
名
の
下
に

示
さ
れ
た
、
そ
の
無
限
の
動
き
へ
の
呼
び
か
け
な
の
で
あ
る
。

※
本
稿
は
二
〇
一
八
年
四
月
二
一
日
、
第
六
五
回
身
心
変
容
技
法

研
究
会
の
発
表
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
原
文
は
フ
ラ
ン
ス
語
、

檜
垣
樹
理
訳
。

注1　
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
者
と
は
、
キ
リ
ス
ト
に
従

お
う
と
努
め
て
い
る
者

―
ユ
ダ
ヤ
の
べ
ト
レ
ヘ
ム
に
生
ま

れ
、
エ
ル
サ
レ
ム
で
金
曜
日
に
死
に
日
曜
日
に
復
活
し
、
そ

の
行
動
と
言
葉
と
が
福
音
書
と
使
徒
的
著
作
に
よ
っ
て
述
べ

伝
え
ら
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
に
従
お
う
と
努
め
て
い
る
者

―
を
意
味
す
る
と
す
る
。

2　
『
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
』
第
一
九
章
、
古
田
暁
訳
、
す

え
も
り
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
二
頁
。「
わ
た
し
た

ち
の
心
が
声
と
調
和
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（U
t m

ens nostra concordet voci nostrae.

）」

3　
「
教
会
」
の
語
源
は
、
公
的
な
集
ま
り
へ
の
招
集
に
応
え
る

人
々
を
指
す
。
教
会
の
典
礼
は
、
公
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ

り
、
式
の
雰
囲
気
や
手
順
を
尊
重
す
る
限
り
、
誰
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

4　
一
世
紀
の
『
デ
ィ
ダ
ケ
ー
（D

idachè

）』、
三
世
紀
の
『
使
徒

戒
規
（D

idascalia Apostolorum

）』
な
ど
。

5　
こ
れ
を「
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
の
」（canonial

）（chanoines

は
複
数
で
典
礼
を
司
る
聖
職
者
で
あ
る
か
ら
）、
あ
る
い
は

「
聖
職
者
」（clerical

）（
文
字
の
読
め
な
い
大
衆
の
中
に
あ
っ

て
、
読
み
書
き
や
宗
教
に
通
じ
て
い
て
典
礼
を
主
導
で
き
る

者
で
全
員
が
司
祭
で
は
な
か
っ
た
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

る
。

6　
ヨ
ブ
記
一
九
章
二
六
節
、 第
二
マ
カ
ベ
書
七
章
一
四
節
。

7　
創
世
記
二
章
七
節
。
以
下
日
本
語
聖
書
か
ら
の
引
用
は
新
共

同
訳
を
使
用
。

8　
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
三
章
一
一
節
、
三
四
章
二
九
節
。

9　
エ
ゼ
キ
エ
ル
一
一
章
一
九
節
。

10　
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
九
章
二
九
節
。

11　
使
徒
言
行
録
六
章
一
五
節
。

12　
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二　

三
章
一
八
節
。

13　
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
九
章
三
六
a
節
、
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音

書
九
章
八
節
、
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
一
七
章
八
節
。

14　
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
二
〇
章
一
四
―一
六
節
。
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15　
ル
カ
に
よ
る
福
音
書 

二
四
章
一
六
―三
一
節
。

16　
フ
ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
章
六
―一
一
節
。

17　
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
八
章
二
二
節
、
九
章
九
節
、
一
九
章

二
一
節
。

18　
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
一
章
三
九
節
。

19　
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
一
六
章
一
七
節
。

20　
同
上
八
章
一
三
節
、
九
章
二
節
、
二
二
節
、
二
九
節
、 な
ど
。

21　
同
上
六
章
三
〇
節
、
一
五
章
二
八
節
、
一
六
章
八
節
。

22　

P. M
arie-Joseph Le G

uillou, L’Expérience de l’Esprit Saint en 
O

rient et en O
ccident , Parole et Silence, Paris, 2000, p. 28-34.

23　
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
四
章
九
節
（
一
三
章
二
一
節
参
照
）。

24　
創
世
記
一
七
章
一
節
。

25　
同
上
二
六
章
二
四
節
。

26　
同
上
二
八
章
一
五
節
。

27　
出
エ
ジ
プ
ト
記
一
三
章
二
一
節
。

28　
同
上
三
四
章
九
節
。

29　
創
世
記
一
二
章
一
節
。

30　
同
上
一
二
章
一
節
。

31　
参
照　

出
エ
ジ
プ
ト
記
二
〇
章
二
節
。

32　
参
照　

同
上
二
〇
章
三
―一
七
節
。

33　
同
上

34　
申
命
記
五
章
二
節
。

35　
同
上
五
章
六
節
。

36　
同
上
五
章
七
―二
二
節
。

37　
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
五
章
一
九
節
。

38　
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
一
六
章
一
七
節
。

39　

P. M
arie-Eugène de l ’Enfant-Jé sus, Je veux voir D

ieu , Éditions 
du C

arm
el, 1957, 2014, p. 1015-1023.

40　
創
世
記
四
章
二
―一
一
節
。

41　
同
上
四
章
七
節
。

42　
同
上
四
章
一
〇
節
。

43　
出
エ
ジ
プ
ト
記
一
二
章
一
―二
〇
節
。

44　
こ
の
儀
式
を
経
験
す
る
た
め
に
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
家
庭
に
招
待

し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
子
供
の

教
育
の
た
め
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
ほ
と
ん
ど
ヘ
ブ
ラ
イ
語
が

な
く
、
そ
の
地
域
の
言
語
で
書
か
れ
て
い
る
）
で
閲
覧
で
き

る
描
写
や
指
示
な
ど
か
ら
調
べ
る
こ
と
も
で
き
る
。

45　
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
四
章
一
六
―二
一
節
。

46　

イ
エ
ス
の
割
礼
（
ル
カ
二
章
二
一
節
）、
聖
母
マ
リ
ア
の
清

め
と
幼
子
イ
エ
ス
の
神
殿
で
の
奉
献
、
イ
エ
ス
が
一
二
歳
か

エ
ル
サ
レ
ム
へ
の
毎
年
の
巡
礼
（
ル
カ
二
章
四
一
―四
三
節
）、

仮
庵
の
祭
り
（
ヨ
ハ
ネ
7
章
）、
過
越
祭
（
マ
タ
イ
二
六
章

一
七
節
、
マ
ル
コ
一
四
章
一
二
節
、
ル
カ
二
二
章
、
ヨ
ハ
ネ

二
章
二
二
節
、
五
章
一
節
、
一
〇
章
二
二
節
、
一
二
章
一
二

節
）
参
照A

drian SC
H

EN
K

ER
 “L

’héritage de la liturgie 
juive dans la prem

ière com
m

unauté chrétienne ”, in Echos de 
Saint-M

aurice , 1986, tom
e 82, p. 111-114.

47　
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
二
章
三
九
節
。

48　
同
上
二
章
二
四
節
。

49　
同
上
二
章
二
七
・
四
六
節
、
一
九
章
四
五
・
四
七
節
、
二
〇

章
一
節
、
二
一
章
三
七
―三
八
節
、
二
二
章
五
三
節
。

50　
同
上
三
章
八
節 

な
ど
。

51　
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
三
章
二
三
節
。

52　

同
上
二
一
章
一
二
―一
三
節
、
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
一
一

章
一
五
b
―一
七
節
、
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
一
九
章
四
五
―

四
六
節
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書 

二
章
一
三
―一
七
節
。

53　
ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙
一
〇
章
五
―七
節
。

54　
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
九
章
一
五
節
、
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音

書
二
章
二
〇
節
、
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
五
章
三
五
節
。

55　
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
一
四
章
五
八
節
。

56　
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
二
章
一
九
―二
一
節
。

57　
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
二
二
章
一
九
節
。

58　
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
一　

四
章
二
節
、
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
二　

一
章

七
節
。

59　
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
一　

六
章
二
〇
節
。

60　
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
六
章
一
二
節
。

61　
聖
霊
が
使
徒
の
上
に
降
り
、
最
初
の
洗
礼
が
行
わ
れ
、
三
〇

〇
〇
人
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

62　

ユ
ス
テ
ィ
ノ
ス
『
護
教
論
』（Justin. Apologiae, Source   

Chrétienne , SC
507, 67

）。

63　

cf. CATECH
ISM

 O
F TH

E CATH
O

LIC CH
U

RCH
, 1992, 

Vatican. 2,2,2,3, v.g.n1383. http://w
w

w.vatican.va/archive/
EN

G
0015/_IN

D
EX

.H
T

M

64　
共
住
の
修
道
生
活
の
始
ま
り
は
、
エ
ジ
プ
ト
と
小
ア
ジ
ア
で

聖
パ
コ
ニ
ウ
ス
と
聖
バ
シ
レ
イ
オ
ス
に
遡
る
。

65　
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
三
章
三
四
節
。

66　
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
一
一
章
九
―一
二
節
。

67　
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
一
六
章
二
四
―二
八
節
。

153

キリスト教の典礼の祈りの実践―浄化と一致の冒険



1
は
じ
め
に

四
年
前
の
研
究
会1

で
は
、
カ
ル
メ
ル
会
の
祈
り
の
霊
性
を

日
々
実
践
し
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
大
学
で
教
え
て
お

ら
れ
る
ロ
イ
ス
神
父
が
『
霊
の
讃
歌
』
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
鶴

岡
先
生
が
コ
メ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
今
回
は
鶴
岡
先
生

が
ご
専
門
の
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
同
じ
作
品
に
つ
い
て
鋭
い

解
説
を
し
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
ロ
イ
ス
神
父
が
続
い
て
響
き

合
う
よ
う
に
「
典
礼
に
お
け
る
身
心
変
容
」
に
つ
い
て
お
話

し
く
だ
さ
っ
た2

。
私
の
前
回
の
発
表3

か
ら
考
え
続
け
て
い
た

〈
聖
霊
の
神
学
〉
の
基
盤
と
な
る
よ
う
な
何
か
が
、
お
二
人
に

よ
っ
て
、
ま
さ
に
形
に
な
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
だ
け
簡
潔
に

書
き
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
う
。

2
神
と
人
―
全
人
格
的
愛
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と

表
象
を
超
え
る
い
の
ち
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

鶴
岡
先
生
が
深
い
真
理
を
シ
ン
プ
ル
に
そ
し
て
正
確
に
浮

き
彫
り
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
〈
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
『
霊
の

讃
歌
』〉
と
、
ロ
イ
ス
神
父
が
広
い
視
野
に
位
置
づ
け
な
が
ら

も
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
的
な
い
の
ち
の
動
き
の
う
ち
に
示
し

て
く
だ
さ
っ
た
〈
典
礼
の
霊
性
〉、
こ
の
二
つ
の
発
表
に
共
通

す
る
も
の
は
、「
神
と
人
間
の
関
係
を
、
人
間
の
〈
全
て
〉

（
身
・
心
・
霊
）
と
神
の
〈
全
て
〉
の
交
わ
る
〈
丸
ご
と
〉
の
、〈
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
愛
の
い
の
ち

0

0

0

の
関
係
性
〉
と
し
て
捉
え
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
の
相
互
的
で
全
人
格
的
な
愛
は
、
同
時
に
、

〈
虚
無
〉
と
〈
充
満
〉
が
一
致
の
両
面
で
あ
る
よ
う
な
神
秘
的

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
常
に
同
居
し
て
い
る
、
と
い
う
点
に
注
目

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。〈
私
〉の
〈
無（nada

）〉
が
神
の

〈
全
て
（todo

）〉
と
結
ば
れ
、
人
間
と
神
の
共
同
創
造
と
も

言
え
る
協
働
の
豊
穣
さ
（fecundity
）
が
可
能
と
さ
れ
た
の
は
、

人
間
を
愛
し
救
お
う
と
す
る
神
の
〈
受
肉
（Incarnation

）〉
と

〈
無
化
（
ケ
ノ
ー
シ
ス
、
己
を
虚
し
く
し
て
従
う
も
の
と
な
っ
た4
）〉

に
よ
る
も
の
で
、
そ
こ
に
〈
神
と
人
間
の
愛
の
一
致
に
よ
る

逆
説
〉
を
見
る
と
い
う
指
摘
は
神
髄
を
突
く
も
の
と
考
え
る5

。

ま
た
、「
詩
的
言
語
」
と
「
典
礼
」
に
共
通
す
る
も
の
と
し

て
、〈
形
と
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
（illum

ination

）
の
一
致
〉

と
、〈
身
心
霊
〉
の
一
致
、
そ
し
て
〈
神
と
人
の
共
同
創
造
〉

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
心
を
行

為
に
（
声
に
）
一
致
さ
せ
る
（M

ens concordet voci

） こ
と
と
、
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
内
的
に
も
外
的
に
も
全
人
格

的
に
変
容
さ
れ
る
こ
と
、
今
こ
こ
が
永
遠
に
結
ば
れ
る
こ
と
、

が
表
裏
一
体
と
な
っ
て
同
時
進
行
す
る
。

鎌
田
先
生
も
研
究
会
報
告
の
メ
ー
ル6

で
、
詩
作
が
〈
私
〉

を
超
え
て
「
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
く
る
感
じ
」
が
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
ト
マ
ス
・
イ
ン
モ
ー
ス
の
「
詩
人
の
魂
に
は
、
そ

の
民
族
、
そ
の
宗
教
、
い
え
、
全
人
類
の
集
合
的
記
憶
が
蓄

え
ら
れ
て
い
る
」
を
引
用
さ
れ
て
い
た
が
、
ペ
ギ
ー
（C

harles 

Péguy 1873-1914

）
も
ま
た
、「（
詩
人
に
代
表
さ
れ
る
）〈
天

才
〉
は
そ
の
民
族
（
の
す
べ
て
の
記
憶
）
に
根
ざ
し
そ
こ
か
ら

尽
き
る
こ
と
の
な
い
喜
び
の
力
を
汲
み
な
が
ら
創
作
す
る
よ

う
に
、〈
聖
人
〉
も
ま
た
、
別
の
次
元
で
（
神
の
愛
の
次
元
で
）、

〈
恩
寵
の
働
き
〉
の
う
ち
か
ら
尽
き
る
こ
と
の
な
い
喜
び
の
力

を
汲
む7

」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
ペ
ギ
ー
は
ま
だ
信
仰
を

得
る
前
だ
っ
た
が
、〈
天
才
〉
に
と
っ
て
の
「
民
族
」
と
い
う

〈
源
泉
〉
の
存
在
か
ら
類
比
的
に
考
え
て
、〈
聖
人
〉
に
と
っ

て
の
（
神
の
い
の
ち
の
働
き
、
愛
で
あ
る
）〈
恩
寵
〉
と
い
う
広

カ
ト
リッ
ク
世
界
の
身
心
変
容
―
鶴
岡
賀
雄「
身
心
変
容
の〈
詩
／
も
の
が
た

り
〉と
し
て
の
十
字
架
の
ヨハ
ネ『
霊
の
讃
歌
』」・ロ
イ
ス・ド
ゥ 

サ
ン 

シ
ャマ（Loys de Saint C

ham
as

）「
キ
リ

ス
ト
教
の
典
礼
の
祈
り
の
実
践
―
浄
化
と
一
致
の
冒
険
」発
表
へ
の
コ
メ
ン
ト

檜
垣
樹
理

早
稲
田
大
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授
／
フ
ラ
ン
ス
宗
教
思
想
・
文
学
・
宗
教
間
対
話

第
三
部
❖
霊
性
の
探
究
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く
深
い
〈
源
泉
〉
を
理
解
し
て
い
た
。

鶴
岡
先
生
も
十
字
架
の
聖
ヨ
ハ
ネ
の
詩
的
言
語
を
説
明
さ

れ
た
と
き
に
、「
存
在
論
〜
心
理
学
的
存
在
条
件
」
自
体
か
ら
、

「
愛
の
系
」
へ
の
飛
躍
し
脱
出
す
る
動
き
を
、「
根
源
へ
の
回

帰regressus ad fontem

」
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
ま

ず
、「
聖
書
の
言
葉
」「
詩
の
言
葉
」（「
自
立
し
た
言
葉
」）
へ

の
飛
躍
で
あ
り
、
ま
た
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
、〔「
言
語
」
以
前
〕

の
〈
神
秘
（m

ystery

〉
の
経
験
＝
い
の
ち
へ
の
飛
躍
と
な
り
、
最

終
的
に
は
、《
神
〜
三
位
一
体
》
の
根
源
に
飛
躍
／
回
帰
す
る
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。
同
時
に
飛
躍
と
回
帰
の
場
で
あ
る
《
神
〜
三

位
一
体
》
こ
そ
が
、
い
の
ち
の
根
源
で
あ
り
、
人
間
は
そ
こ
に
恵

み8
に
よ
っ
て
参
与
す
る
。
究
極
の
目
的
地
は
、
こ
の
神
の
愛
の
秩

序
（
神
の
国
の
支
配
、
パ
ス
カ
ル
の
い
う
「
第
3
の
愛
の
秩
序9

」

の
完
成
）
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
私
自
身
考
え

て
い
る
。

「
三
位
一
体
」
へ
の
参
入
〜
吸
収

神
が
神
の
う
ち
で
息
吹
く
よ
う
に
、
魂
が
神
の
う
ち
で

参
与participación

と
い
う
か
た
ち
で
息
吹
く
と
い
う
、
か

く
も
高
度
な
事
柄
を
魂
が
な
し
得
る
と
い
う
こ
と
を
、
不

可
能
事
と
思
い
な
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
神
は

至
聖
な
る
三
位
一
体
の
う
ち
に
魂
を
合
一
さ
せ
る
と
い
う

御
恵
み
を
魂
に
な
し
給
う
の
で
あ
る
な
ら
、
そ
こ
で
魂
が

神
の
か
た
ちdeiform

e

と
な
り
、
参
与
に
よ
っ
て
神D

ios 
por participación

と
な
る
。〔
…
…
〕
あ
る
い
は
こ
う
い
っ

た
方
が
よ
け
れ
ば
、
神
が
魂
を
、
魂
と
一
緒
に
な
っ
て
、
三

位
一
体
ご
自
身
の
よ
う
に
、
三
位
一
体
の
う
ち
で
は
た
ら

か
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
さ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、

分
か
ち
与
え
ら
れ
、
参
与
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
や
り
方
で

の
こ
と
で
あ
っ
て
、
神
が
こ
の
こ
と
を
こ
の
魂
の
う
ち
で

は
た
ら
か
れ
る
の
で
あ
る
が
。
こ
の
こ
と
が
、
魂
が
知
恵

と
愛
に
お
い
て
三
つ
の
位
格
へ
と
変
容
さ
れ
て
あ
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、そ
し
て
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、魂
は

神
と
似
た
も
のsem

ejante

な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

へ
と
到
り
う
る
べ
く
、
神
は
魂
を
、
ご
自
身
の
似
像
に
し
て

似
姿im

agen y sem
ejanza

と
し
て
創
造
さ
れ
た
の
だ
っ
た10

。

し
た
が
っ
て
魂
た
ち
は
、
御
子
〔
キ
リ
ス
ト
〕
が
本
性

naturaleza

に
よ
っ
て
有
す
る
こ
の
同
じ
善
を
、
参
与
に
よ

っ
て
所
有
し
て
い
る
。
だ
か
ら
ま
こ
と
に
彼
等
は
参
与
に

よ
っ
て
神
々
な
の
で
あ
り
、
神
の
友
で
あ
り
神
に
等
し
い

者
た
ち
で
あ
る
。〔
…
…
〕
そ
れ
は
、
魂
が
神
の
う
ち
で
、

神
と
共
に
仲
間
と
し
てacom

pañadam
ente

、
至
聖
三
位
一

体
の
は
た
ら
き
を
は
た
ら
く
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
は
、

〔
…
…
〕魂
と
神
と
の
間
の
本
体
の
合
一unión sustancial

と

い
う
根
拠
に
よ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る11

。

そ
し
て
、
こ
の
愛
の
秩
序
へ
の
飛
躍
／
回
帰
の
手
段
と
し

て
、
鶴
岡
先
生
が
ま
と
め
て
く
だ
さ
っ
た
次
の
二
点
を
、
認

識
論
の
観
点
か
ら
も
、
身
心
変
容
論
か
ら
も
、
注
目
す
る
価

値
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
1
）〈
無
の
観
念
〉：「
暗
く
、漠
然
と
し
て
、全
て
を
ふ
く
ん

だ
、愛
に
み
ち
た
観
念（noticia oscura confusa general y am

orosa

）」 

（
2
）〈
神
秘
体
験
〉：「
魂
の
本
体
へ
の
神
の
接
触
（toque 

de D
ios en la sustancia del alm

a
）」

前
者
は
、
信
じ
る
こ
と
、
認
識
と
し
て
の
〈
信
仰
〉
に
関

わ
り
、
後
者
は
人
格
的
関
係
の
う
ち
に
生
き
ら
れ
る
〈
変

容
〉
に
関
わ
っ
て
い
る12

。

人
が
神
に
な
る
た
め
に
、
神
が
人
と
な
っ
た
。（
エ
レ
ネ
ナ

イ
オ
ス　

Ειρηναίος, 130?

―202

）

十
字
架
の
聖
ヨ
ハ
ネ
の
「
神
の
似
姿13

」
と
し
て
の
人
間
の

創
造
、
こ
の
世
か
ら
神
と
の
一
致
に
よ
っ
て
（illum

ination

に

よ
っ
て
）「
神
と
似
た
も
の
と
な
っ
て
い
く14

」
変
容
を
通
し
て
、

終
末
に
お
け
る
「
か
の
時
」
の
神
と
の
全
面
的
対
面15

と
一
致

に
至
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
、
人
と
な
っ
た
神
で
あ
る
キ
リ
ス
ト

の
受
肉16

に
基
礎
付
け
ら
れ
て
い
る
点
は
、
教
父
以
来
の
（
近

世
以
前
の
）
東
西
の
教
会
の
〈
神
化
〉
に
ま
つ
わ
る
伝
統
に

根
ざ
し
て
お
り
、
多
く
の
キ
リ
ス
ト
者
が
そ
こ
に
立
ち
返
る

必
要
を
感
じ
て
い
る
の
は
驚
く
こ
と
で
は
な
い
。

ま
た
、〈
感
覚
〉
も
〈
そ
れ
を
超
え
る
も
の
〉
も
丸
ご
と
引

き
受
け
、
源
泉
に
回
帰
し
な
が
ら
究
極
の
目
的
へ
と
自
ら
を

超
え
出
る
〈
包
越17

〉
の
関
係
を
生
き
る　
「
典
礼
」
も
、「
ヨ

ハ
ネ
の
詩
的
言
語
」
も
、
ペ
ギ
ー
の
言
う
「
暗
く
」「
輝
く
」

〈
夜
〉
の
表
象
に
ぴ
っ
た
り
相
応
す
る
面
が
あ
る
。

連
続
し
て
在
る
の
は
夜
な
の
で
す
。
存
在
が
そ
の
身
を

浸
し
て
い
る
の
は
其
処
な
の
で
す
。
連
続
し
た
長
い
織
物

を
な
し
て
い
る
の
は
夜
な
の
で
す
。
終
わ
り
な
く
連
続
し

た
織
物
、
其
処
で
は
昼
は
単
に
穴
を
う
が
つ
も
の
、
つ
ま

り
透
か
し
の
入
っ
た
布
地
に
開
け
ら
れ
た
穴
の
よ
う
な
、

個
々
の
昼
で
し
か
な
い
も
の
で
す18

。

夜
夜
は
続
き
、
お
互
い
に
繫
が
り
合
い
ま
す
。
子
供
に

と
っ
て
夜
は
連
続
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
自
分
の
存
在
自

体
の
底
で
あ
る
の
で
す
。
子
供
が
落
ち
込
ん
で
い
く
の
は

其
処
な
の
で
す
。
い
の
ち
を
支
え
る
根
底
そ
の
も
の
、
存

在
そ
の
も
の
。
夜
は
子
供
が
そ
の
身
を
浸
し
そ
の
身
を
養

い
そ
の
身
を
創
り
生
成
す
る
場
な
の
で
す19

。

一
つ
一
つ
の
目
に
見
え
る
行
為
や
出
来
事
は
、「
創
造
」
と

「
終
末
を
」
繫
ぐ
連
続
し
た
〈
夜
〉（
海
）
に
支
え
ら
れ
内
包

さ
れ
養
わ
れ
た
ば
ら
ば
ら
の
〈
昼
〉（
島
々
）
の
よ
う
に
、
持

続
し
た
布
に
開
け
ら
れ
た
〈
穴
〉
に
過
ぎ
な
い
、
と
言
っ
て
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い
る
。
し
か
し
表
象
に
す
ぎ
な
い
個
々
の
〈
昼
〉
や
〈
穴
〉

の
輪
郭
と
境
界
を
見
つ
め
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
向
こ

う
に
神
の
命
に
変
容
さ
れ
る　

よ
り
広
く
深
い
次
元
へ
と
開

か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
〈
境
界20

〉
に
立
ち
つ
つ
、

〈
境
界
〉
を
見
つ
め
つ
つ
、
か
つ
そ
れ
が
変
容
し
昇
華
さ
れ
る

の
を
観
届
け
る
、
詩
人
の
、
神
秘
家
の
識
閾
の
眼
差
し21

が
あ

る
。
そ
れ
は
、「
現
在
が
始
源
の
か
の
時
と
融
合
し
て
し
ま
う

よ
う
な
〈
永
遠
の
今
〉」
の
超
越
体
験22

に
深
く
根
を
お
ろ
す
も

の
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

3
「
詩
的
言
語
」と「
典
礼
」が
浮
き
彫
り

に
す
る
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
の
特
徴

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
以
下
、
た
い
へ
ん
大
雑
把
で
は

あ
る
が
、
お
二
人
が
示
さ
れ
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
に
お
け

る
、
神
秘
家
の
「
詩
的
言
語
」
と
「
典
礼
」
に
共
通
す
る
重

要
な
特
徴
と
思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。

整
理
す
る
と
、
⑴
身
心
二
元
論
で
は
な
い
霊
肉
、
⑵
神
秘

の
要
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
の
〈
受
肉
〉、
⑶
〈
人
格
性
〉（
人

称
的
関
係
性
）、
⑷
〈
ス
パ
イ
ラ
ル
〉
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
、
⑸
〈
愛

の
い
の
ち
の
働
き
〉
と
し
て
の
〈
照
明
（illum

ination

）〉
と

包
越
、
⑹
神
の
働
き
と
〈
信
仰
の
夜
〉
と
な
る
。

1　

身
心
二
元
論
で
は
な
い
霊
肉

最
初
の
ポ
イ
ン
ト
は
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
改
め
て

言
う
と
、
身
心
の
対
立
を
強
調
す
る
二
元
論
の
枠
と
は
別
の

次
元
、
別
の
ビ
ジ
ョ
ン　

が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

パ
ウ
ロ
の
言
う
〈
霊
と
肉
の
対
立
〉
に
関
し
て
、
よ
く
あ

る
誤
解
「
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
な
体
と
精
神
の
二
元
論
対
立
」、
あ

る
い
は
「
マ
ニ
教
的
な
善
悪
の
二
元
論
的
対
立
」
と
混
同
さ

れ
が
ち
で
あ
る
。（
体
が
悪
で
体
を
排
除
す
る
精
神
が
良
い
、
な

ど
）　

旧
約
聖
書
の
ヘ
ブ
ラ
イ
的
ル
ー
ツ
に
根
ざ
し
、
か
つ
そ

れ
を
革
新
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
は
、
霊

（spirit

）
は
、
ま
ず
、
人
間
創
造
の
時
に
塵
に
吹
き
込
ま
れ
た

〈
神
の
命
の
息
吹
〉
で
あ
り
、
三
位
一
体
の
神
の
愛
の
息
吹
で

あ
り
「
命
の
与
え
主
」
で
あ
る
聖
霊
で
あ
り23

、
体
の
な
い
存

在
を
総
括
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
も
、
人
間
を
構
成
し
て
い

る
部
分
と
し
て
の
知
性
や
道
徳
的
精
神
を
言
っ
て
い
る
の
で

も
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
パ
ウ
ロ
の
言
う〈
霊

と
肉
の
対
立
〉
は
、〈
身
体
〉
と
〈
精
神
（
知
性
、
道
徳
）〉
の

対
立
で
は
な
く
、
罪
（
神
の
霊
／
命
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
か
ら

の
離
反
）
に
よ
っ
て
分
裂
と
死
に
向
か
う
〈
肉
的
な
〉
あ
り

方
と
、
神
の
子
と
し
て
聖
霊
の
命
を
生
き
る
〈
霊
的
な
〉
あ

り
方
の
対
立
と
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。

そ
し
て
原
罪
に
傷
つ
い
た
人
間
を
癒
し
贖
い
解
放
し
、聖
霊

に
よ
る「
神
の
子
」と
し
て
の
生
を
可
能
と
し
た
の
が
、身
体

を
持
っ
た
人
間
と
な
っ
た（
肉
と
な
っ
た
）神
の
子
キ
リ
ス
ト

の
受
肉
で
あ
っ
た
と
い
う
点
が
キ
リ
ス
ト
教
の
特
徴
で
あ
る
。

子
を
残
す
と
い
う
豊
穣
さ
（fecundity

）24

に
関
し
て
は
、
確

か
に
ユ
ダ
ヤ
世
界
が
大
事
に
し
て
い
た
生
物
学
的
個
別
的（
こ

れ
が
血
を
分
け
た
自
分
の
子
供
と
言
え
る
）
条
件
付
け
を
超
え

た
霊
的
な
豊
穣
さ
（
見
え
な
い
実
り
を
結
ぶ
豊
穣
性
）
を
生
き

る
自
由
が
開
か
れ
た
と
言
え
る
が
、
キ
リ
ス
ト
の
〈
受
肉
〉

に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
〈
霊
的
な
一
致
に
よ
る
実
り
〉
は
、

身
体
と
時
間
を
内
越
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

そ
れ
は
、
身
体
的
表
現
と
時
間
を
排
除
、
軽
視
す
る
も
の
で

は
な
く
、
か
え
っ
て
そ
れ
を
通
し
て
、
そ
れ
を
超
え
て
具
現

化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

2　
神
秘
の
要
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
の〈
受
肉
〉
―
心
身
の一
致

の
必
要
性　

こ
の
よ
う
に
、
受
肉
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
そ
の
生
涯
と
復

活
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
は
、
罪
に
よ
る
分
裂
（
自
己
の
内

面
に
お
い
て
も
神
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
周
り
と
の
関
係
に
お

い
て
も
）
に
傷
つ
い
た
人
間
を
癒
し
全
面
的
な
神
化
へ
の
道

と
な
っ
た
、
と
い
う
点
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
霊
的
身

心
変
容
の
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る25

。

教
父
の
伝
統
（
ナ
ジ
ア
ン
ゾ
ス
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス　

Γρηγόριος ὁ 

Ν
αζιανζηνός, 329-389

）
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
、〈
キ
リ
ス
ト
が
人

間
を
身
心
丸
ご
と
、
そ
の
受
肉
に
よ
っ
て
そ
の
身
に
引
き
受
け

ら
れ
た
（assom

ption

）
か
ら
こ
そ
、
人
間
は
身
心
丸
ご
と
癒
さ

れ
救
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
〉（N

e peut être sauvé que ce qui a été 

assum
é

）
と
い
う
指
摘
を
、
近
代
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
歴
史

に
お
い
て
、
も
う
一
度
思
い
起
こ
す
必
要
が
あ
っ
た26

。

例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
一
七
世
紀
の
恩
寵
と
自
由
に
ま
つ
わ
る

論
争
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
論
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
神
学

的
論
争
の
不
毛
性
が
指
摘
さ
れ
る27

。
聖
ベ
ル
ナ
ー
ル（Bernard 

de C
lairvaux, 1090-1153

）
は
、
東
方
教
父
た
ち
の
系
譜
を
も

受
け
継
ぎ
①
「〈
神
の
像
〉
と
し
て
造
ら
れ
た
人
間
」
と
②

「〈
相
似
〉
に
よ
る
神
化
」（
罪
に
よ
っ
て
人
間
と
〈
神
の
像
〉
に

ず
れ
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
が
、
人
間
は
こ
の
世
か
ら
恵
み
に
よ
り

癒
さ
れ
照
ら
さ
れ
変
容
さ
れ
、
終
末
的
に
は
神
と
対
面
し
一
致
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
に
似
た
者
と
な
っ
て
い
く
）
の
両
面
を
確

認
し
、
そ
し
て 

③
そ
れ
を
可
能
と
し
た
〈
受
肉
〉
の
神
学
の

う
ち
に
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
恩
寵
体
験
を
位
置
付
け
る
こ

と
が
で
き
た28

。

キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼
と
神
秘
家
の
詩
的
言
語
の
基
は
、
と

も
に
「
受
肉
の
詩
学
」
に
あ
り
、
全
人
格
的
な
参
与
に
よ
る

新
し
い
創
造
へ
と
向
か
う
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
う
ち
に
あ
る
。

3　
〈
人
格
性
〉（
人
称
的
関
係
性
）

ま
た
、
そ
こ
に
は
愛
の
〈
人
格
性
〉
が
基
本
に
あ
る
。
そ

れ
は
、
三
位
一
体
の
神
の
愛
の
人
格
性
に
根
ざ
し
て
い
る
と

も
言
え
る
。

典
礼
に
お
い
て
も
、（
神
と
の
）
関
係
性
が
あ
っ
て
初
め
て
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行
為
が
全
的
な
も
の
と
な
る
。

そ
し
て
、
神
と
の
一
致
が
、
他
者
と
の
一
致
、
自
分
自
身

の
う
ち
の
一
致
に
つ
な
が
る
（
参
照
：
ロ
イ
ス
神
父
「
関
係
性
」

の
重
要
さ29
）。
そ
こ
に
は
人
格
的
な
区
別
と
一
致
の
可
能
性
が

同
時
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
〈
私
〉〈
あ

な
た
〉〈
私
た
ち
〉
と
人
称
的
関
係
性
を
言
え
る
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
責
任
あ
る
主
体
が
消
滅
解
体
す
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
点
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

鶴
岡
先
生
が
指
摘
さ
れ
た
、「
本
質
神
秘
主
義
」
と
は
別
に

0

0

出
現
す
る
「
婚
姻
神
秘
主
義
」、
人
称
的
存
在
論personal 

ontology

的
思
考
へ
の
展
開30

が
特
に
興
味
深
い
。

人
間
と
神
と
の
愛
の
一
致
の
源
泉
は
、
父
と
子
と
聖
霊
と

い
う
三
位
の
ペ
ル
ソ
ナ
の
う
ち
に
無
限
の
豊
か
さ
で
吹
き
あ

う
愛
、
い
わ
ば
神
自
身
が
神
自
身
を
愛
し
愛
さ
れ
愛
し
合
う

人
格
的
な
愛
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。「
新
し
い
ア
ダ
ム31

」
と
し

て
の
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
、
三
位
一
体
の
神
の
愛
の
息
吹
の

命
の
中
に
導
き
入
れ
ら
れ
る
の
が
洗
礼
の
救
い
の
恵
み
で
あ

り
、
土
に
撒
か
れ
た
種
（
一
粒
の
麦
が
撒
か
れ
て
死
な
な
け
れ

ば32
、）
の
よ
う
に
、
し
か
し
同
時
に
パ
ン
全
体
を
変
容
さ
せ
る

パ
ン
種33

の
よ
う
に
、
洗
礼
に
よ
っ
て
全
面
的
に
与
え
ら
れ
た

命
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
人
間
の
不
完
全
さ
の
中
で
、
時
間
の

中
で
、
成
長
し
、
最
後
の
時
（
終
末
）
の
完
成
に
連
な
っ
て
い
く
。

４　
〈
ス
パ
イ
ラ
ル
〉　

的
ヴィ
ジ
ョ
ン

円
環
（
日
常
生
活
と
典
礼
を
通
し
た
神
秘
体
験
）
と
直
線
（
終

末
的
一
致
へ
）
の
同
時
進
行
に
も
注
目
し
た
い
。
キ
リ
ス
ト
者

の
生
は
、（
い
わ
ゆ
る
東
洋
的
と
言
わ
れ
る
）〈
円
環
〉
的
ビ
ジ

ョ
ン
だ
け
で
も
な
く
、（
い
わ
ゆ
る
西
洋
的
と
言
わ
れ
る
）
直
線

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
だ
け
で
も
な
く
、
典
礼
や
、
そ
れ
を
取
り
巻
く

環
境
で
あ
る
日
常
生
活
に
お
け
る
修
練
な
ど
の
、
身
体
を
用

い
た
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ
浄
化
さ
れ
つ
つ
（
参
照
：

ロ
イ
ス
神
父
〈
錬
成
の
環
境34
〉）、
ね
じ
れ
と
統
合
の
間
の
緊
張

関
係
の
う
ち
に
生
き
ら
れ
る
。
棚
次
先
生
は
、
祈
り
と
は

「〈
中
心
〉
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と35

」 

と
い
う
説
得
力
の
あ
る

表
現
を
し
て
お
ら
れ
る
が
、〈
神
と
人
間
〉
を
つ
な
ぐ
垂
直
軸

と
、〈
自
分
と
他
者
〉
を
つ
な
ぐ
水
平
軸
に
加
え
て
、
も
う
一

つ
ク
ロ
ス
す
る
軸
、〈
今
こ
こ
〉
と
〈
永
遠
〉
を
つ
な
ぐ
時
間

軸
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
罪
（
神
の
息
吹
で
あ
る
霊
へ
の
反
逆
）

に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
三
つ
の
軸
が
よ
じ
れ
を
戻
し

な
が
ら
中
心
点
で
統
合
さ
れ
、
存
在
の
一
致
と
交
わ
り
が
恢

復
し
て
い
く
過
程
と
考
え
て
み
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ

こ
に
は
、〈
内
包
（
摂
取
？
）〉
す
る
だ
け
で
も
、〈
超
越
〉
す

る
だ
け
で
も
な
く
、
二
元
論
的
対
立
を
超
え
て
、〈
包
越
〉
の

ビ
ジ
ョ
ン
へ
と
向
か
う
ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

５　
〈
愛
の
い
の
ち
の
働
き
〉と
し
て
の〈
照
明（illum

ination

）〉

と
包
越

照
明
（illum

ination

）
と
い
う
用
語
の
力
と
罠
（
参
照
：
ロ

イ
ス
神
父
「
語
彙
の
罠
を
超
え
る36
」）
に
関
連
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
言
語
の
持
つ
力
と
罠
に
つ
い
て
も
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
る

が37

、
他
動
詞
（
照
ら
す
、
照
ら
さ
れ
る
、
与
え
る
、
与
え
ら
れ
る
、

な
ど
）
や
人
称
代
名
詞
と
同
様
、
照
明
と
い
う
言
葉
も
、
神

の
働
き
を
「
外
側
か
ら
の
」（
近
代
以
降
は
メ
カ
ニ
ッ
ク
な
）
働

き
と
捉
え
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。

恵
み
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
照
明
は
、
た
だ

外
側
か
ら
照
ら
す
光
で
は
な
く
、
光
と
同
時
に
愛
で
あ
り
、
命

で
あ
る
聖
霊
の
働
き38

、
恵
み
の
う
ち
に
全
人
格
的
に
変
容
さ

れ
、
人
間
の
知
覚
や
経
験
を
超
え
る
神
の
意
志
に
一
致
し
な

が
ら
、
神
丸
ご
と
人
間
丸
ご
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
協
働
、
さ

ら
に
言
う
な
ら
共
同
創
造
が
生
ま
れ
る
。
そ
こ
に
〈
い
の
ち
〉

と
し
て
の
恵
み
、
愛
が
具
現
化
さ
れ
る
。「
創
世
記
」
で
言
わ

れ
る
「
塵
と
息
吹
」
に
つ
い
て
、
霊
、
神
の
息
吹
と
は
、
人

間
を
人
間
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
、
人
間
全
体
を
一
致
さ
せ

命
を
与
え
生
か
し
続
け
て
い
る
も
の
、
人
間
を
神
の
子
と
す

る
も
の
と
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

神
の
愛
の
秩
序
の
う
ち
に
す
べ
て
が
内
包
さ
れ
超
越
さ
れ

る
、
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
追
い
つ
つ
、〈
超
越
経
験
〉
を
す
る

こ
と
自
体
が
最
終
目
的
で
は
な
い
、
と
い
う
点
も
再
確
認
の

価
値
が
あ
る
。
こ
の
世
で
生
き
る
す
べ
て
の
行
為
が
三
位
一

体
の
神
の
息
吹
へ
の
参
与
と
な
り
、
神
の
愛
を
具
現
化
し
つ

つ
三
つ
の
軸
の
中
心
の
交
わ
り（
神
と
人
間
を
繫
ぐ
垂
直
軸
、
人

間
同
士
を
つ
な
ぐ
水
平
軸
、
歴
史
と
終
末
に
向
か
う
時
間
を
繫
ぐ

も
う
一
つ
の
直
線
軸
の
交
わ
る
中
心
）
の
う
ち
に
、
究
極
の
目

的
（
人
間
と
神
の
終
末
的
一
致
）
に
連
な
る
こ
と
が
目
指
さ
れ

る
。
神
と
人
間
が
一
致
す
る
愛
の
命
を
育
む
典
礼
と
そ
れ
を

囲
む
環
境
（
修
道
生
活
や
信
徒
の
生
活
）
を
通
し
て
、
行
為
を

神
の
意
志
（
神
的
愛
の
一
致
）
に
適
合
さ
せ
て
い
く
努
力
を
重

ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
罪
に
よ
る
〈
超
越
体
験
の
あ
る
種
の

倒
錯
〉
を
直
し
癒
し
贖
う
可
能
性
も
確
保
さ
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

６　

神
の
働
き
と〈
信
仰
の
夜
〉

¡O
h cristalina fuente, 

si en esos tus sem
blantes plateados

form
ases de repente

los ojos deseados
que tengo en m

is entrañas dibujados!

（
森
の
泉
に
）

あ
あ　

水
晶
の
泉
／
お
ま
え
の　

そ
の
白
銀
の
水
面
に
／

と
つ
ぜ
ん
に　

姿
が
浮
か
び
上
が
れ
ば
い
い
の
に
／
わ
た

し
の
願
う
あ
の
瞳
が
。
／
胸
の
奧
に
う
っ
す
ら
浮
か
ぶ
あ

の
瞳
が
。

  

（
鶴
岡
賀
雄
先
生
訳
よ
り39
）
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夜
で
あ
る〈
照
明
〉（illum

ination

）と
信
仰
に
つ
い
て
ロ
イ

ス
神
父
は
、「
イ
エ
ス
に
従
う
者
た
ち
は
、
イ
エ
ス
に
近
づ
く

こ
と
で
、
こ
の
同
じ
『
夜
の
』
照
明（illum

ination

）の
動
き
の

中
に
入
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
覆
わ
れ
て
』
い
て
、
信
仰
に

よ
る
以
外
は
『
目
に
見
え
な
い
』
の
で
あ
る40

」
と
述
べ
て
い
る
。

神
秘
体
験
に
は
、
光
り
輝
く
夜
、
充
満
す
る
沈
黙
、
愛
に

満
た
さ
れ
た
孤
独
、
な
ど
と
表
現
す
る
矛
盾
系
用
法

（oxym
oron

）
が
使
わ
れ
る
。
神
の
啓
示
と
し
て
、
歴
史
の
中

に
見
え
る
存
在
と
な
っ
た
キ
リ
ス
ト
は
、
神
と
の
一
致
へ
の

道
（
真
理
、
い
の
ち
）
と
な
っ
た
が
、
同
時
に
、
そ
の
姿
は
人

間
の
目
に
は
隠
れ
（
参
照
：D

eus absconditus : 

パ
ス
カ
ル
の

「
隠
れ
た
神41
」）、
人
を
〈
信
仰
の
状
態
〉
に
置
く
。
す
な
わ
ち

夜
の
〈
照
明
〉
の
動
き
に
入
る
の
で
あ
る
。
十
字
架
の
ヨ
ハ

ネ
は
、
信
仰
を
、「
同
時
に
〈
確
か
〉
で
あ
り
、〈
暗
い
〉
も

の42

」
と
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、「
信
仰
は
、

我
ら
に
〈
神
自
身
を
与
え
、
神
と
交
わ
ら
せ
る43

〉 

」
と
言
わ

れ
て
い
る
。
信
仰
は
確
か
に
「
認
識
に
お
い
て
」〈
暗
い
〉
が
、

「
事
実
に
お
い
て
は
」〈
確
か
〉
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
銀
メ
ッ

キ
さ
れ
た
黄
金
の
器
」
を
与
え
る
場
合
と
似
て
、
い
く
ら
銀

の
メ
ッ
キ
が
し
て
あ
る
と
し
て
も
、
黄
金
の
器
を
与
え
る
こ

と
に
違
い
な
い
の
と
同
様
、
銀
の
ベ
ー
ル
に
隠
さ
れ
た
神
自

身
が
魂
に
与
え
ら
れ
、
交
わ
る
の
だ
。
認
識
に
お
い
て
、
信

仰
は
「
暗
く
、
漠
然
と
し
て
、
す
べ
て
を
ふ
く
ん
だ
、
愛
に

み
ち
た
観
念
」（
無
の
概
念
）
で
あ
っ
て
も
、
魂
の
本
質

（substantia

）（
外
に
は
現
れ
ず
、
目
に
は
隠
れ
た
本
質
部
分
）
に
、

事
実
と
し
て
神
が
触
れ
る
。
そ
の
時
、
神
自
身
の
愛
と
い
の

ち
の
充
満
の
う
ち
に
引
き
入
れ
ら
れ
、
引
き
受
け
ら
れ
、
結

ば
れ
、
変
容
さ
れ
、
神
丸
ご
と
、
人
間
丸
ご
と
が
交
わ
り
、
こ

の
世
か
ら
永
遠
に
向
け
て
、
無
と
塵
（
し
か
し
委
ね
る
自
由
意

志
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
名
で
呼
ば
れ
た
人
間
と
い
う
塵
）
と
神
の

息
吹
の
協
働
を
通
し
て
、
神
と
人
の
共
同
創
造
が
具
現
化
さ

れ
て
い
く
。
し
か
し
、
神
秘
体
験
や
具
現
化
で
感
覚
さ
れ
た

も
の
や
認
識
さ
れ
た
も
の
は
、
神
と
の
合
一
の
何
か
で
は
あ

っ
て
も
、
神
自
身
で
も
そ
れ
自
体
で
も
な
く
、
最
終
目
的
に

は
な
り
得
な
い
。
パ
ス
カ
ル
は
言
う
。「
人
は
真
理
す
ら
偶
像

に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
愛
を
離
れ
た
真
理
は
神
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る44

」「
す
べ
て
愛
に
ま
で
い
た
ら
ぬ
も
の
は
表
徴
で
あ

る45

」。
人
間
を
丸
ご
と
引
き
込
ん
だ
、
三
位
一
体
の
神
自
身
の

愛
の
交
わ
り
の
完
成
が
、
同
時
に
（
ス
パ
イ
ラ
ル
的
な
）
飛
躍

／
回
帰
す
る
終
の
住
処
な
の
だ
か
ら
。

付
記

本
稿
は
早
稲
田
大
学
特
定
課
題
研
究
助
成
費
（2018K-387

）
に

よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注1　

第
二
三
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
、二
〇
一
四
年
六
月
三
日
、

ロ
イ
ス・
ド
ゥ 

サ
ン 

シ
ャマ「
十
字
架
の
聖
ヨハ
ネ
の
修
行
論

―

〈
人
が
ど
の
よ
う
に
神
に
な
る
か
〉を
知
っ
て
い
た
、い
の
ち
の
師

で
あ
る
十
字
架
の
聖
ヨ
ハ
ネ
」

2　
ま
た
発
表
を〈
聞
く
〉だ
け
で
は
な
く
、皆
様
が
一
緒
に
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
た
ミ
サ
典
礼
は
、本
当
に
貴
重
で
素
晴
ら
し
い
時
間

と
な
っ
た
。こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
鎌
田
先
生
、

そ
し
て
こ
の
場
を
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
身
心
変
容
技
法
研
究

会
の
先
生
方
、そ
し
て
東
京
自
由
大
学
の
皆
様
に
、心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

3　

第
六
一
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
、二
〇
一
七
年
一
一
月
二
〇

日
、檜
垣
樹
理「〈
包
越
〉
―
〈
身
心
の
変
容
と
神
の
国
へ
の

（assum
ption

）〉
―
フ
ラ
ン
ス
霊
性
神
学
史
の
小
窓 

聖
ベル
ナ

ー
ル
、パ
ス
カ
ル
、ペ
ギ
ー
」

4　
フィ
リ
ピ
の
信
徒
への
手
紙
二
章
六
‐
八
節「
キ
リ
ス
ト
は
、神
の

身
分
で
あ
り
な
が
ら
、神
と
等
し
い
者
で
あ
る
こ
と
に
固
執
し

よ
う
と
は
思
わ
ず
、か
え
っ
て
自
分
を
無
に
し
て
、僕
の
身
分
に

な
り
、人
間
と
同
じ
者
に
な
ら
れ
ま
し
た
。人
間
の
姿
で
現
れ
、へ

り
く
だ
っ
て
、死
に
至
る
ま
で
、そ
れ
も
十
字
架
の
死
に
至
る
ま

で
従
順
で
し
た
」

5　

参
照
：
鶴
岡
先
生
の
レ
ジ
メ
：
相
互
自
己
贈
与（entrega
）↓

主
従
逆
転
↓
回
互
性
⇩
相
等
性
／
魂
に
囚
わ
れ
る
神（
鶴
岡

賀
雄「
身
心
変
容
の
も
の
が
た
り
と
し
て
の『
霊
の
讃
歌
』」一
三

八
頁
）お
よ
び
ロ
イ
ス・
ド
ゥ 

サ
ン 

シ
ャマ
の
照
明（illum

ination

）

の
説
明
と
神
の
意
図（「
キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼
の
祈
り
の
実
践

―
浄
化
と
一
致
の
冒
険
」一
四
四
‐
一
五
三
頁
） 。

6　
身
心
変
容
研
究
会
公
式
サ
イ
ト
研
究
問
答
、二
〇
一
八
年
四
月

二
八
日
、鎌
田
東
二
：「
私
」「
言
葉
」「
詩
」「
詩
人
」。

7　

C
harles Péguy, D

e la situation faite au parti intellectuel dans 
le m

onde m
oderne devant les accidents de la gloire 

tem
porelle, O

euvres com
plètes en prose II , G

allim
ard, 1988, p. 

760-761 [IX
, I, 6.10.1907]:

《C
om

m
e le héros tem

porel 
puise dans la force de sa race une force inépuisable de joie, 
ainsi , dans un ordre autre, dans un ordre infinim

ent 
supérieur, le saint, le vrai saint  puise dans l ’opération de la 
grâce, dans la force de la grâce, une force inépuisable de joie.

》

こ
こ
に
は
パ
ス
カ
ル
の「
三
つ
の
秩
序
」と
の
関
連
も
指
摘
さ
れ

る
。Cf. Julie H

igaki, Péguy et Pascal ; les trois ordres et l’ordre du 
cœur , C

entre International Blaise Pascal, C
lerm

ont Ferrand, 
2005, p.119.

8　
ロ
イ
ス・
ド
ゥ 

サ
ン 

シ
ャマ
、上
掲
論
文
、レ
ジ
メ
に
あ
る
照
明
、息

吹
、イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
、一
四
五
‐
一
四
六
頁
。

9　
パ
ス
カ
ル『
パ
ン
セ
』ブ
ラ
ン
シ
ュ
ビ
ッ
ク
版
7
9
3
、ラ
フ
ュ
マ
版

3
0
8
。Blaise Pascal, Pensées , B. 793, L. 308. 

こ
の
点
に
関
し

て
は
、主
に
次
の
二
つ
の
論
文
で
参
照
可
能
で
あ
る
。Julie 

H
igaki, op cit. ; Id.《Pascal et saint Paul

》, Pascal, auteur spirituel , 
H

onoré C
ham

pion, Paris, 2006, p.71-112.

10　
鶴
岡
先
生
発
表
の
レ
ジ
メ
よ
り
引
用
。（C

ántico Espiritual, 39, 
4.

参
照
：
鶴
岡
賀
雄「
身
心
変
容
の
も
の
が
た
り
と
し
て
の『
霊

の
讃
歌
』」一
四
三
頁
、註
2
、『〈
魂
の
愛
の
歌
〉解
明
』）

11　

Ibid ., 7.（
鶴
岡
先
生
発
表
の
レ
ジ
メ
よ
り
引
用
）

12　
鶴
岡
先
生
発
表
の
レ
ジ
メ
よ
り
引
用
。

13　
創
世
記
一
章
二
六
‐
二
七
節
。

14　
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
一　

三
章
二
節「
わ
た
し
た
ち
は
、今
既
に
神
の

子
で
す
が
、自
分
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
は
、ま
だ
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。し
か
し
、御
子
が
現
れ
る
と
き
、御
子
に
似
た
も
の
と

な
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、そ
の
と
き
御
子

を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
か
ら
で
す
」

 

コ
リ
ン
ト
信
徒
へ
の
手
紙
二　

三
章
一
七
‐
一
八
節「
主
の
霊
の

お
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
は
自
由
が
あ
り
ま
す
。わ
た
し
た
ち
は
皆
、

顔
の
覆
い
を
覗
か
れ
て
、鏡
の
よ
う
に
主
の
栄
光
を
映
し
な
が
ら
、

栄
光
か
ら
栄
光
へと
、主
と
同
じ
姿
に
造
り
か
え
ら
れ
て
い
き
ま

す
。こ
れ
は
主
の
霊
の
働
き
に
よ
る
こ
と
で
す
」（
新
共
同
訳
）
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15　
コ
リ
ン
ト
信
徒
へ
の
手
紙
一　
一
三
章
一
二
節「
わ
た
し
た
ち
は
、

今
は
、鏡
に
お
ぼ
ろ
に
映
っ
た
も
の
を
見
て
い
る
。だ
が
そ
の
と

き
に
は
、顔
と
顔
を
合
わ
せ
て
見
る
こ
と
に
な
る
。わ
た
し
は
、今

は
一
部
し
か
知
ら
な
く
と
も
、そ
の
と
き
に
は
、は
っ
き
り
知
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
は
っ
き
り
知
る
こ
と
に
な
る
」（
新
共
同
訳
）　

16　
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
一
章
一
四
節
。

17　
檜
垣
樹
理
、上
掲
研
究
発
表
、二
〇
一
七
年
一
一
月
二
〇
日
。

18　

C
harles Péguy,

《Le Porche du M
ystère de la D

euxièm
e 

V
ertu

》, Œ
uvre poétiques et dramatiques , G

allim
ard, 2014, p.761:

《C
’est la nuit qui est continue, où se retrem

pe l ’être, c ’est la nuit 
qui fait un long tissu continu, /U

n tissu continu sans fin où les 
jours ne sont que des jours /N

e s ’ouvrant que com
m

e des 
jours. /C

’est-à-dire com
m

e des trous, dans une étoffe où il y a 
des jours. /D

ans une étoffe, dans un tisse ajouré.

》
 

参
照
：「
穴
」に
関
す
る
鶴
岡
先
生
の
興
味
深
い
考
察
は
、身
心

変
容
研
究
会
公
式
サ
イ
ト
研
究
問
答
、二
〇
一
七
年
三
月
九
日
、

鶴
岡
賀
雄：Re

：
上
昇
的
超
越
と
下
降
的
超
越
と
水
平
的
超
越
。

19　

Ibid ., p.759:

《Les nuits se suivent et se tiennent et pour 
l ’enfant les nuits sont continues et elles sont le fond de son 
être m

êm
e. /C

’est là qu ’il retom
be. /Elles sont son être 

m
êm

e. /La nuit est l ’endroit, la nuit est l ’être où il se baigne, 
où il se nourrit, où il se crée, où il se fait.

》

20　
鎌
田
先
生
の
お
言
葉
を
借
り
る
と
、境
界
と
は「
二
つ
の
世
界
に

同
時
に
参
入
し
つ
つ
離
脱
す
る
よ
う
な
両
義
的
な
位
置
に
立
つ

こ
と
」「
越
境
者
と
し
て
の「
超
越
」の
技
法
」（
参
照
：
身
心
変
容

研
究
会
公
式
サ
イ
ト
研
究
会
問
答
、二
〇
一
七
年
三
月
六
日
、

鎌
田
東
二「
上
昇
的
超
越
と
下
降
的
超
越
と
水
平
的
超
越
」。

鎌
田
東
二『
世
阿
弥
―
身
心
変
容
技
法
の
思
想
』（
青
土
社
、二

〇
一
六
年
）第
七
章「
神
話
的
時
間
と
超
越
体
験
」か
ら
の
引
用
）

21　
ペ
ギ
ー
の
創
作
活
動
の
基
本
的
な
動
き
に
つ
い
て
は
、ペ
ギ
ー
自
身

に
よ
る
次
の
説
明
が
明
確
に
表
現
し
て
い
る
。Charles Péguy,

《L
’Eve de Péguy

》, Œ
uvres en prose com

plètes III , G
allim

ard, 
1992, p. 1217:

《D
e m

êm
e qu ’en m

atière de foi Péguy était 
descendu à ces profondeurs où la liturgie et la théologie, 
c ’est-à-dire la vie spirituelle et la proposition spirituelle ne 
sont pas encore distinguées, de m

êm
e et com

m
e écrivain il 

est redescendu ici à ces profondeurs où l ’im
age et l ’idée sont 

jointes encore d ’une liaison elle-m
êm

e charnelle et non 
encore résolues

》（ペギ
ー
が
信
仰
の
分
野
に
お
い
て
典
礼
と
神
学

―
つ
ま
り
霊
的
生
活
と
霊
的
命
題
が

―
未
だ
区
別
さ
れ

ず
に
い
る
こ
の
深
み
に
降
下
し
た
の
と
同
様
に
、彼
は
作
家
と
し

て
、表
象
と
観
念
が
未
だ
区
別
さ
れ
ず
に
そ
れ
自
体
受
肉
的
な

連
繫
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
こ
の
深
み
に
再
降
下
し
た
の
で
あ
る
）。

 

　

こ
の
夜
の
表
象
に
つ
い
て
は
古
い
も
の
で
あ
る
が
拙
論
が
あ

る
。檜
垣
樹
理「
ペ
ギ
ー
に
お
け
る
夜

―
表
彰
と
形
而
上
学
」

『
仏
語
仏
文
学
研
究
』第
一
四
号
、東
京
大
学
仏
語
仏
文
学
研

究
会
、一
九
九
六
年
。

22　

参
照
：
鎌
田
東
二『
世
阿
弥

―
身
心
変
容
技
法
の
思
想
』

（
青
土
社
）第
七
章「
神
話
的
時
間
と
超
越
体
験
」。

23　
「
神
の
力
と
働
き（action

）が
、人
間
の「
粘
土（
塵
）」を
照
ら
し

霊
を
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン（illum

ination

）す
る（
ロ
イ
ス・
ド
ゥ 

サ
ン 

シ
ャマ「illum

ination

」）。「
肉
」と「
霊
」の
区
別
と
は
、「
塵
」

と「
神
の
息
吹
」の
区
別
な
の
で
あ
る
」（
ロ
イ
ス・
ド
ゥ 

サ
ン 

シ
ャ

マ「
キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼
の
祈
り
の
実
践

―
浄
化
と
一
致
の

冒
険
」、一
四
六
頁
。

24　
参
照
：
松
嶋
先
生
の
質
問
と
鶴
岡
先
生
の
メ
ー
ル
で
の
ご
報
告
。

身
心
変
容
研
究
会
公
式
サ
イ
ト
研
究
問
答
、二
〇
一
八
年
四
月

二
七
日
、鶴
岡
賀
雄
：Re

：
第
六
五
回
身
心
変
容
技
法
研
究

会
@
那
須
、二
〇
一
八
年
四
月
二
一
日
・
二
二
日
報
告
。

25　
ロ
イ
ス・
ド
ゥ 

サ
ン 

シ
ャマ
、上
掲
論
文
、「
典
礼
は
キ
リ
ス
ト
の
生

涯
に
由
来
す
る
」「
キ
リ
ス
ト
の
典
礼
生
活
」、一
四
九
頁
。

26　
檜
垣
樹
理
、上
掲
研
究
発
表
、二
〇
一
七
年
二
月
二
〇
日
。

27　
一
七
世
紀
の
恩
寵
論
争
で
は
、受
肉
し
た
神
の
子
で
あ
る
キ
リ
ス

ト
論
に
基
礎
付
け
ら
れ
な
い
ま
ま
、ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
主
義
が
一

人
歩
き
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
提
起
に
関
し
て
は
、次

の
著
作
が
鋭
い
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。Sim

on Icard, Le M
ystère 

théandrique, Action de D
ieu, action de l’hom

m
e dans l’œuvre du 

salut,  H
onoré C

ham
pion, 2014.

28　
こ
れ
は
二
〇
一
七
年
度
の
研
究
発
表
で
言
お
う
と
し
た
こ
と
で

も
あ
る
が
、参
考
の
た
め
付
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

29　
「
身
体
的
な（
物
理
的
な
）行
為
は
、行
為
の
質
を
決
定
す
る
に

は
不
十
分
で
あ
る
。そ
れ
は
、一つ
の「
関
係
性
」の
う
ち
に
完
成

さ
れ
る
の
で
あ
る
」（
ロ
イ
ス・
ド
ゥ 

サ
ン 

シ
ャ
マ
、前
掲
論
文
、一

四
八
頁
）

30　
鶴
岡
先
生
発
表
の
レ
ジ
メ
よ
り
。

31　
コ
リ
ン
ト
信
徒
へ
の
手
紙
一　
一
五
章
四
五
節『
最
初
の
人
ア
ダ

ム
は
命
の
あ
る
生
き
物
と
な
っ
た
』と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、最

後
の
ア
ダ
ム
は
命
を
与
え
る
霊
と
な
っ
た
の
で
す
」。

32　
「
一
粒
の
麦
は
、地
に
落
ち
て
死
な
な
け
れ
ば
、一
粒
の
ま
ま
で
あ

る
。だ
が
、死
ね
ば
、多
く
の
実
を
結
ぶ
」（
ヨハ
ネ
に
よ
る
福
音
書

一
二
章
二
四
節
）。

33　
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
一
三
章
三
三
節
。ル
カ
に
よ
る
福
音
書
一

三
章
二
一
節
。

34　
ロ
イ
ス・
ド
ゥ 

サ
ン 

シ
ャ
マ
、上
掲
論
文
、一
五
七
頁
。

35　

棚
次
正
和『
祈
り
の
人
間
学

―
い
き
い
き
と
生
き
る
』世
界

思
想
社
、二
〇
〇
九
年
、六
頁
。

36　
ロ
イ
ス・
ド
ゥ 

サ
ン 

シ
ャ
マ
、上
掲
論
文
、一
四
六
頁
。

37　
こ
れ
に
関
連
し
て
、近
年
中
動
態
に
つ
い
て
の
た
いへ
ん
興
味
深

い
議
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。森
田
亜
紀『
芸
術
の
中

動
態

―
受
容
／
制
作
の
基
層
』萌
書
房
、二
〇
一
三
年
。國

分
功
一
郎『
中
動
態
の
世
界

―
意
志
と
責
任
の
考
古
学
』医

学
書
院
、二
〇
一
七
年
。岩
成
達
也「
中
動
相
に
つ
い
て
の
覚
書

（
上
下
）」『
現
代
詩
手
帖
』二
〇
一
八
年
三
・
四
月
号
。

38　

参
照
：M

arie-Engène de l'Enfant Jésus, Je veux voir D
ieu, 

Edition du C
arm

el, 2014(1957), p.506.

39　

Cántico Espiritual  12

、鶴
岡
賀
雄
、前
掲
論
文「
魂
と
そ
の
恋
人

が
交
わ
す
歌
」一
二
、一
四
一
頁
。

40　
ロ
イ
ス・
ド
ゥ 

サ
ン 

シ
ャ
マ
、前
掲
論
文
、一
四
六
頁
。

41　
パ
ス
カ
ル『
パ
ン
セ
』ブ
ラ
ン
シ
ュ
ビ
ッ
ク
版
、二
八
八
、六
二
、二
四

二
、ラ
フ
ュ
マ
版
、三
九
四
、七
八
〇
、七
八
一
。Blaise Pascal, 

Pensées , B. 288, 62, 242; L. 394, 780, 781.

42　
十
字
架
の
聖
ヨ
ハ
ネ『
カ
ル
メ
ル
山
登
攀
』。Jean de la C

roix, La 
M

ontée du C
arm

el, Œ
uvres spirituelle , Seuil, 1954, p.98.

43　
十
字
架
の
聖
ヨハ
ネ『
霊
の
賛
歌
』ド
ン・ボ
スコ
、一
九
六
三
年
、一

三
一
頁
。「
信
仰
は
、我
ら
に
神
自
身
を
与
え
、神
と
交
わ
ら
せ
る
。

た
だ
し
そ
れ
は
銀
の
ベー
ル
に
覆
わ
れ
た
神
で
あ
る
。と
は
い
え
、

真
実
に
神
を
与
え
る
こ
と
に
お
い
て
変
わ
り
は
な
い
。そ
れ
は
ち

ょ
う
ど
銀
メ
ッ
キ
し
た
黄
金
の
器
を
与
え
る
場
合
、い
く
ら
メ
ッ

キ
し
て
あ
る
と
は
い
え
、黄
金
の
器
を
与
え
る
の
に
は
違
い
な
い

の
と
同
じ
で
あ
る
」

44　
パ
ス
カ
ル『
パ
ン
セ
』ブ
ラ
ン
シ
ュ
ビ
ッ
ク
版
五
八
二
、ラ
フュマ
版
九

二
六
。Blaise Pascal, Pensées , B. 582, L. 926:《O

n se fait idole de 
la vérité m

êm
e, car la vérité hors de la charité n ’est pas D

ieu, et 
est son im

age et une idole qu ’il ne faut point aim
er ni adorer,

》

45　

同
上
ブ
ラ
ン
シ
ュ
ビ
ッ
ク
版
六
七
〇
、ラ
フ
ュマ
版
二
七
〇
。Ibid ., 

B. 670 L.270:《Tout ce qui ne va point à la charité est figure.

》
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は
じ
め
に

セ
ラ
・
カ
ン
ド
ー
・
デ
ウ
ェ
イ
ド
ル
ジ
ェ
（
幼
名
ク
ン
ガ

ー
・
ワ
ン
モ
、
一
八
九
二
―一
九
四
〇
）
の
自
伝
、『
幸
運
な
信

仰
の
供
養
の
花
の
茎
』
は
、
チ
ベ
ッ
ト
に
伝
承
さ
れ
て
き
た

密
教
の
修
行
を
つ
う
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
身
心
の
変
容
が
起

こ
る
の
か
、
そ
の
究
極
の
到
達
点
に
い
た
る
プ
ロ
セ
ス
を
、
あ

ま
す
と
こ
ろ
な
く
描
き
出
し
て
い
る
。

特
に
重
要
な
の
は
、
彼
女
が
、
夢
や
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
つ
う

じ
て
、
前
世
の
記
憶
を
呼
び
覚
ま
し
、
深
々
と
し
た
心
の
本

性
に
刻
み
込
ま
れ
た
密
教
の
教
え
を
、
こ
の
世
界
に
も
た
ら

す
「
埋
蔵
宝
典
発
掘
者
」（gter ston

）
と
し
て
の
運
命
を
持
っ

て
い
た
こ
と
だ
。

世
俗
へ
の
執
着
を
断
ち
切
る
出
離
の
瞑
想
、
利
他
の
心
を

起
こ
す
菩
提
心
の
修
習
、
本
尊
の
修
行
、
空
性
、
心
の
本
性

に
つ
い
て
の
教
え
、
脈
管
と
風
の
ヨ
ー
ガ
…
…
。

す
ぐ
れ
た
霊
的
資
質
に
恵
ま
れ
た
少
女
は
、
数
え
年
の
一

二
歳
に
な
る
こ
ろ
ま
で
に
、
最
も
高
度
な
密
教
に
い
た
る
仏

教
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
、
夢
を
つ
う
じ
て
、
あ
ら
ま
し
学
び
尽

く
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

夢
の
啓
示
に
従
い
な
が
ら
、
彼
女
が
歩
む
霊
性
の
階
梯
は
、

八
世
紀
に
、
チ
ベ
ッ
ト
の
大
地
に
埋
蔵
宝
典
を
隠
し
た
女
性

行
者
、
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
の
道
と
、
瓜
二
つ
と
い
っ

て
か
ま
わ
な
い1

。

本
稿
で
は
、
少
女
の
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
が
、
数
え
の
一

三
歳
か
ら
一
五
歳
に
い
た
る
思
春
期
、
大
き
な
内
面
的
変
容

を
体
験
し
、
埋
蔵
宝
典
発
掘
者
セ
ラ
・
カ
ン
ド
ー
と
し
て
、
開

花
し
て
い
く
道
筋
を
、
明
ら
か
に
す
る
作
業
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
た
い
。

1
別
離

一
三
歳2

に
な
っ
た
と
き
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
母
と

一
五
人
の
召
使
を
連
れ
て
、
ツ
ェ
・
チ
ョ
ク
リ
ン
と
い
う
島

に
遊
び
に
行
っ
た
（
以
下
、
年
齢
は
す
べ
て
チ
ベ
ッ
ト
暦
の
数

え
年
に
よ
る
）。

す
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、
四
人
の
女
た
ち
が
姿
を

あ
ら
わ
し
た
の
で
あ
る
。
女
た
ち
は
、「
お
釈
迦
様
が
お
生
ま

れ
に
な
っ
た
吉
祥
な
る
月
の
二
五
日
に
迎
え
に
来
ま
す
わ
」

と
母
に
告
げ
る
と
、
消
え
て
し
ま
っ
た
。

母
親
は
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
に
、「
誰
に
も
言
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
よ
。
そ
の
時
が
き
た
ら
、
は
っ
き
り
わ
か
る
で
し

ょ
う
か
ら
」
と
言
う
だ
け
だ
っ
た
。

そ
の
夜
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
の
夢
に
、
一
人
の
女
神
が

姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
母
親
の
寿
命
に
つ
い
て
占
っ
て
く
だ
さ

い
、
そ
う
頼
む
と
、
女
神
は
答
え
た
。「
残
念
だ
け
ど
、
祈
禱

し
て
も
、
寿
命
は
延
ば
す
こ
と
は
で
き
な
い
わ
」。

後
期
密
教
の
教
え
は
、
も
と
も
と
、
空
を
飛
ぶ
女
神
で
あ

る
ダ
ー
キ
ニ
ー
た
ち
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ダ
ー

キ
ニ
ー
た
ち
は
、
人
間
の
世
界
に
幸
福
を
も
た
ら
す
た
め
に
、

わ
ざ
わ
ざ
人
間
の
姿
を
と
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
う
い
う
ダ
ー
キ
ニ
ー
の
化
身
や
、
す
ぐ
れ
た
導
師
の
寿
命

が
尽
き
る
日
が
近
づ
く
と
、
彼
女
た
ち
は
、
浄
土
か
ら
迎
え

に
や
っ
て
来
る
。

母
と
娘
の
二
人
が
出
会
っ
た
四
人
の
女
た
ち
は
、
た
ぶ
ん

ダ
ー
キ
ニ
ー
の
浄
土
か
ら
の
お
使
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
年
の
四
月
、
シ
ャ
キ
ャ
ム
ニ
・
ブ
ッ
ダ
が
生
ま
れ
た

善
き
月
に
、
母
の
ツ
ェ
リ
ン
・
チ
ョ
ゾ
ム
は
病
い
の
床
に
つ

創
造
と
愛
―
チ
ベッ
ト
の
聖
女
セ
ラ
・カ
ン
ド
ー
伝
か
ら

第
三
部
❖
霊
性
の
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究
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き
、
し
ば
ら
く
す
る
と
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

貴
族
の
父
が
建
て
た
豪
奢
な
館
は
、
都
の
ラ
サ
の
中
心
部

に
あ
っ
た
。
そ
の
最
上
階
に
住
ん
で
い
た
少
女
は
、
誰
に
も

見
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
屋
上
に
登
る
と
、
果
て
し
な
く
広
が

る
大
空
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
泣
き
続
け
た
。

す
る
と
、
一
羽
の
白
い
鷲
が
、
翼
を
ゆ
う
ゆ
う
と
は
ば
た

か
せ
、
飛
ん
で
き
た
。

鷲
は
ダ
ー
キ
ニ
ー
の
化
身
だ
、
あ
る
い
は
ダ
ー
キ
ニ
ー
の

魂
を
運
ぶ
鳥
だ
、
と
チ
ベ
ッ
ト
人
は
信
じ
て
い
る
。

「
お
母
さ
ま
は
、
ど
こ
に
行
か
れ
た
の
か
し
ら
」。
母
の
後

生
が
気
に
か
か
る
少
女
は
、
歌
い
か
け
た
。

「
果
て
し
な
く
広
が
る
大
空
か
ら
舞
い
降
り
て
き
た

清
ら
か
な
カ
ル
マ
を
持
つ
ダ
ー
キ
ニ
ー
の
魂
の
鳥
よ
、

し
ば
し
ゆ
っ
た
り
と
、
私
の
言
葉
を
お
聞
き
な
さ
い
。

あ
な
た
は
ど
こ
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
ど
こ
に
い
く
の

か
し
ら
。

私
は
母
の
な
い
み
な
し
ご
で
す
。

お
母
様
が
私
を
捨
て
て
い
か
れ
て
、
は
や
ひ
と
月
。

ど
ち
ら
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
か
、
わ
か
ら
な
く
て
、

苦
し
み
は
ふ
く
ら
む
ば
か
り
。

力
を
持
っ
た
白
鷲
よ
、

お
母
様
は
ど
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
か
見
な
か
っ
た
？

今
ど
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
知
ら
な
い
？

優
し
く
育
て
て
く
れ
た
母
は
、
今
は
な
く
、

わ
た
し
は
、
目
も
見
え
な
い
ま
ま
、
一
人
ぼ
っ
ち
で
草
原

に
放
り
出
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
。

鳥
の
翼
と
て
な
い
ま
ま
、
崖
か
ら
落
ち
た
よ
う
な
も
の
。

何
に
つ
け
て
も
、
お
母
さ
ま
の
こ
と
を
思
い
出
す
…
…
。

食
べ
物
や
立
派
な
服
を
整
え
て
く
れ
た
の
は
お
母
さ
ま
。

心
地
よ
い
話
し
か
た
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
お
母
さ
ま
。

み
ん
な
と
仲
良
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
お
母
さ
ま

の
お
か
げ
。

観
音
様
の
真
言
を
学
ん
だ
の
も
お
母
さ
ま
の
お
か
げ
。

ブ
ッ
ダ
に
も
等
し
い
ラ
マ
に
お
会
い
し
た
の
も
お
母
さ
ま

の
お
か
げ
…
…
。

天
空
か
ら
や
っ
て
き
た
神
な
る
白
い
鳥
よ
、

あ
な
た
の
心
に
、
こ
の
言
葉
を
刻
み
つ
け
て
く
だ
さ
い
な3

」

 

そ
ん
な
ふ
う
に
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
が
歌
い
か
け
る
と
、
白

い
鷲
は
、
屋
上
に
降
り
立
っ
た
。

数
え
年
一
三
歳
で
起
こ
っ
た
こ
の
母
の
死
に
よ
っ
て
、
ク

ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
を
、
ラ
サ
の
貴
族
の
家
に
つ
な
ぎ
と
め
て

い
た
絆
は
、
完
全
に
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
の
父
は
、
す
で
に
数
年
に
わ
た
っ
て
、

南
チ
ベ
ッ
ト
の
キ
ト
ゥ
ン
を
本
拠
地
と
す
る
、
中
国
人
の
有

力
な
一
族
か
ら
、
美
し
い
娘
を
嫁と

つ

が
せ
る
よ
う
、
強
烈
な
圧

力
を
か
け
ら
れ
て
い
た
。

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
に
と
っ
て
、
こ
の
求
婚
は
、
た
い
そ

う
大
き
な
苦
し
み
の
種
だ
っ
た
。

い
く
ら
富
が
あ
っ
て
も
、
権
力
が
あ
っ
て
も
、
た
だ
一
時

の
も
の
だ
。
人
々
が
喜
ぶ
世
俗
の
幸
福
は
、
み
せ
か
け
に
す

ぎ
な
い
。
キ
ト
ゥ
ン
の
一
族
に
、
嫁
に
行
く
こ
と
は
決
し
て

し
た
く
な
い
。

固
く
決
意
し
て
い
た
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
母
を
失
っ

て
数
日
後
、
父
が
数
年
前
に
口
に
し
た
言
葉
を
、
ふ
と
思
い

出
し
た
の
で
あ
る
。「
お
母
さ
ん
が
い
る
あ
い
だ
は
、
こ
の
家

に
い
な
さ
い
。
で
も
、
亡
く
な
っ
た
ら
、
行
き
た
い
と
こ
ろ

に
行
っ
て
し
ま
え
ば
い
い
さ
」。

腕
利
き
の
金
細
工
師
や
、
仕
立
て
屋
が
、
嫁
入
り
支
度
の

た
め
に
、
家
に
出
入
り
す
る
の
を
横
目
に
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ

ン
モ
は
、
ひ
た
す
ら
自
分
の
内
側
に
育
つ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
見

つ
め
て
い
た
。

そ
ん
な
あ
る
夜
の
こ
と
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
人
生

の
全
体
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
夢
の
一
つ
を
見
た
。
そ
の

夢
は
、
彼
女
の
霊
的
成
長
が
新
し
い
段
階
に
入
る
と
と
も
に
、

こ
の
世
界
に
じ
ぶ
ん
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
の
究
極
の
意
味

や
目
的
を
、
は
じ
め
て
は
っ
き
り
理
解
さ
せ
て
く
れ
る
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

2
聖
な
る
啓
示
―
埋
蔵
宝
典

夢
の
中
で
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
た
い
そ
う
心
地
よ

い
場
所
に
到
達
し
た
。
緑
豊
か
な
草
原
が
広
が
り
、
た
く
さ

ん
の
花
々
が
咲
き
乱
れ
た
森
で
は
、
鳥
や
鹿
た
ち
が
草
を
食

ん
で
い
る
。

そ
こ
に
は
、
お
お
ぜ
い
の
女
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
た
。
母

親
は
い
な
い
か
と
探
す
け
れ
ど
も
、
見
つ
か
ら
な
い
。
だ
が
、

か
つ
て
夢
の
中
で
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
二
人
の
女
と
、
目
が

合
っ
た
。

「
こ
こ
で
会
う
な
ん
て
奇
遇
ね
。
お
疲
れ
じ
ゃ
な
い
？
」。

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、「
お
元
気
で
す
か
？　

こ
こ
で
お
会

い
す
る
と
は
、
稀
有
な
こ
と
」
と
答
え
る
と
、
五
体
投
地
を

し
な
が
ら
近
づ
い
て
い
っ
た
。

す
る
と
、
二
人
の
女
は
、「
わ
た
し
た
ち
は
同
じ
生
ま
れ
な

の
だ
か
ら
、
五
体
投
地
を
す
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
わ
よ
」

と
言
う
。
彼
女
た
ち
は
、
前
世
で
は
、
密
教
の
女
神
で
あ
る

デ
ィ
パ
ム
・
タ
ラ
と
、
女
性
行
者
の
ス
カ
シ
ッ
デ
ィ
だ
っ
た

と
い
う
。

「
わ
た
し
た
ち
で
は
な
く
、
マ
ン
ダ
ラ
の
真
ん
中
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
お
方
に
、
五
体
投
地
を
な
さ
い
な
」

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
二
人
に
う
な
が
さ
れ
、
マ
ン
ダ

ラ
の
中
央
に
い
る
女
神
に
向
か
っ
て
、
五
体
投
地
を
し
た
。
す

る
と
、
な
ん
と
も
恐
ろ
し
い
光
景
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
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本
人
の
言
葉
で
引
用
し
て
お
こ
う
。

中
央
の
女
性
は
立
ち
上
が
り
、
三
日
月
形
の
ナ
イ
フ
で
、

じ
ぶ
ん
の
へ
そ
の
辺
り
を
切
り
開
い
た
。
そ
こ
は
真
っ
赤

に
輝
い
て
い
た
。
わ
た
し
は
と
て
も
怖
く
て
、
見
る
こ
と

も
で
き
ず
、「
お
母
さ
ん
！
」
と
叫
ん
だ
。
家
に
も
ど
ろ
う

と
思
っ
て
、
外
に
出
よ
う
と
し
た
。

す
る
と
、
二
人
の
女
性
は
、「
そ
ん
な
ふ
う
に
言
わ
な
い

で
。
大
丈
夫
だ
か
ら
、
目
を
開
け
て
御
覧
な
さ
い
。
自
然

に
生
ま
れ
た
、
円
満
に
完
成
し
た
、
大
い
な
る
マ
ン
ダ
ラ

（rang byung yongs grub kyi dkyil ‘khor chen po

）
を
拝
見
す

る
と
き
が
来
た
の
で
す
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
そ
れ
で
、
わ

た
し
も
、
目
を
開
い
て
、
マ
ン
ダ
ラ
を
見
る
こ
と
に
し
た
。

女
た
ち
は
、
み
な
変
身
し
て
、
ダ
ー
キ
ニ
ー
の
持
ち
物

や
装
飾
を
身
に
着
け
て
い
る
。
中
央
の
女
性
も
、
ヴ
ァ
ジ

ラ
・
ヴ
ァ
ー
ラ
ヒ
ー
に
姿
を
変
え
た
。
そ
れ
か
ら
、
身
体

内
部
の
マ
ン
ダ
ラ
や
、
十
二
処
（
感
覚
器
官
と
そ
の
対
象
）

の
神
々
の
象
徴
の
灌
頂
を
授
け
る
と
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

意
味
に
つ
い
て
、
説
き
明
か
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

ヴ
ァ
ジ
ラ
・
ヴ
ァ
ー
ラ
ヒ
ー
（「
金
剛
亥
母
」）
は
、
後
期
密

教
の
マ
ン
ダ
ラ
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
位
置
を
占
め

る
女
神
の
一
人
だ
。
真
っ
赤
な
裸
身
に
、
墓
場
に
散
乱
す
る

人
骨
か
ら
作
ら
れ
た
装
飾
を
ま
と
い
、
右
手
に
は
三
日
月
形

の
ナ
イ
フ
、
左
手
に
は
な
み
な
み
と
血
の
入
っ
た
頭
蓋
骨
の

容
器
を
持
ち
、
ヴ
ァ
ギ
ナ
を
む
き
出
し
に
し
て
踊
っ
て
い
る
。

そ
の
姿
は
、
大
楽
と
空
性
が
不
二
で
あ
る
、
悟
り
の
境
地
を

象
徴
的
に
表
現
し
て
い
る
。

光
に
満
ち
た
夢
の
中
で
、
こ
の
女
神
は
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ

ン
モ
に
、
彼
女
が
発
掘
す
る
こ
と
に
な
る
二
つ
の
密
教
の
啓

示
文
書
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
埋
蔵
宝
典
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
法
性
な
る
ダ
ー
キ
ニ
ー
の
秘
密

の
宝
蔵
」、「
ダ
ー
キ
ニ
ー
の
意
密
の
成
就
法
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
二
つ
の
埋
蔵
宝
典
を
い
つ
説
い

た
ら
い
い
か
、
教
え
が
広
が
る
場
所
、
教
え
を
守
る
人
、
教

え
を
聴
く
弟
子
、
縁
起
が
生
ま
れ
る
門
、
方
便
と
な
る
パ
ー

ト
ナ
ー
、
そ
れ
に
経
典
の
目
録
…
…
、
赤
い
女
神
は
、
そ
の

す
べ
て
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
た
。

最
後
に
、
女
神
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
、
一
三
歳
の
少
女
、

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
を
励
ま
し
た
の
で
あ
る
。

「
こ
の
教
え
は
、
あ
な
た
の
も
の
で
す
。
有
情
を
利
益
す

る
時
が
来
た
の
だ
か
ら
、
目
録
の
内
容
を
忘
れ
ず
に
、
お

ぼ
え
て
お
き
な
さ
い
。
あ
な
た
は
、
わ
た
し
の
使
者
な
の

だ
か
ら
、
ま
ち
が
い
な
く
、
こ
の
教
え
に
よ
っ
て
、
自
然

に
有
情
を
利
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う4

」

こ
の
夢
は
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
が
、「
埋
蔵
宝
発
掘
者
」

と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
、
は
っ
き
り
自
覚
す
る
た
め

の
、
決
定
的
な
契
機
と
な
っ
た
。

八
世
紀
の
チ
ベ
ッ
ト
に
、
高
度
な
密
教
を
も
た
ら
し
た
北

西
イ
ン
ド
出
身
の
密
教
行
者
、
グ
ル
・
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ

と
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
弟
子
だ
っ
た
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ

ェ
ル
は
、
未
来
の
世
代
の
た
め
に
、
多
く
の
仏
像
や
法
具
、
密

教
経
典
を
、
チ
ベ
ッ
ト
の
あ
ち
こ
ち
の
聖
地
に
埋
蔵
し
た
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
グ
ル
・
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
は
、
高
度

の
密
教
の
教
え
を
、
大
切
な
弟
子
た
ち
の
心
の
深
い
本
性
に
、

し
っ
か
り
刻
み
込
ん
だ
。

「
埋
蔵
宝
発
掘
者
」
た
ち
は
、
経
典
で
あ
れ
、
仏
像
で
あ
れ
、

そ
う
し
た
「
埋
蔵
宝
」
を
取
り
出
し
、
人
間
の
世
界
に
届
け

る
た
め
の
、
特
別
な
運
命
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ

る
。「
埋
蔵
宝
」（gter m

a

）
の
う
ち
、
密
教
の
深
い
意
味
を

説
き
明
か
し
た
経
典
を
「
埋
蔵
宝
典
」（gter chos

）
と
呼
ぶ
。

グ
ル
・
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
が
ご
く
少
数
の
弟
子
に
授
け

た
口
伝
の
教
え
で
あ
る
「
埋
蔵
宝
典
」
や
、
地
中
深
く
埋
め

ら
れ
た
仏
像
に
つ
い
て
の
記
憶
は
、
グ
ル
・
パ
ド
マ
サ
ン
ヴ

ァ
バ
の
弟
子
た
ち
の
深
い
心
の
本
質
の
中
に
、
書
き
込
ま
れ

て
い
る
。
そ
う
し
た
宝
が
、
人
間
の
世
界
に
届
け
ら
れ
る
の

に
ふ
さ
わ
し
い
時
期
に
な
る
と
、
心
の
奥
底
か
ら
、
そ
の
記

憶
が
自
然
に
わ
き
お
こ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

埋
蔵
宝
典
に
は
、
大
き
く
三
つ
の
あ
ら
わ
れ
方
が
あ
る
。
一

つ
目
は
、
サ
ム
エ
や
チ
ン
プ
ー
、
ヤ
マ
ル
ン
と
い
っ
た
、
チ

ベ
ッ
ト
の
重
要
な
聖
地
に
隠
さ
れ
て
い
る
経
典
を
発
掘
す
る

場
合
だ
。
小
箱
に
お
さ
め
ら
れ
た
仏
像
や
、
神
聖
な
文
字
が

書
か
れ
た
紙
を
目
に
す
る
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
前

世
の
記
憶
が
鮮
や
か
に
蘇
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
を

「
大
地
の
埋
蔵
宝
典
」（sa gter

）
と
呼
ぶ5

。

二
番
目
は
、
特
に
外
的
な
き
っ
か
け
な
し
に
、
深
々
と
し

た
瞑
想
の
中
で
、
聖
な
る
文
字
が
、
心
の
中
に
あ
ら
わ
れ
て

き
て
、
そ
こ
か
ら
教
え
の
全
体
が
展
開
す
る
場
合
で
あ
る
。

「
密
意
の
埋
蔵
宝
典
」（dgongs gter

）
と
呼
ば
れ
る
。

三
番
目
は
、「
清
ら
か
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」（dag snang

）
と
呼

ば
れ
る
。
清
ら
か
な
光
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中
に
姿
を
あ
ら
わ

し
た
ブ
ッ
ダ
や
菩
薩
た
ち
か
ら
、
じ
か
に
教
え
を
授
け
ら
れ
、

そ
れ
を
文
字
に
書
き
と
め
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
目
の

前
の
空
間
に
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
光
の
文
字
が
あ
ら
わ
れ
、
ま
と

ま
っ
た
修
行
法
の
テ
キ
ス
ト
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

埋
蔵
宝
典
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
と
き
に
は
、
そ
れ
に
さ
き

だ
っ
て
、
ど
ん
な
教
え
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
が
書
か
れ
た

目
録
や
、
埋
蔵
宝
典
や
法
具
が
発
見
さ
れ
る
場
所
や
時
期
に

つ
い
て
の
予
言
が
書
か
れ
た
紙
―
「
黄
色
い
巻
き
紙
」
と

呼
ば
れ
る
―
を
、
手
に
す
る
こ
と
が
多
い
。

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
の
夢
の
中
に
出
て
き
た
「
目
録
」
や

「
予
言
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
埋
蔵
宝
の
伝
統
に
固
有
の
考
え

方
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
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3
女
で
あ
る
こ
と

霊
的
天
才
が
、
光
に
満
ち
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中
で
、
聖
な

る
啓
示
を
得
た
り
、
あ
る
い
は
地
中
深
く
に
埋
め
ら
れ
て
い

た
聖
な
る
遺
物
―
仏
像
や
宝
石
な
ど
―
を
取
り
出
す
と

い
う
事
例
は
、
世
界
中
に
、
広
く
見
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
中
国
の
道
教
の
最
も
重
要
な
テ
キ
ス
ト
の
ひ

と
つ
で
あ
る
『
大
平
経
』
は
、
張
陵
が
山
で
修
行
し
て
い
る

と
き
に
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中
で
、
道
教
の
神
々
や
天
女
た
ち

か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、

朝
鮮
に
お
い
て
は
、
一
人
前
の
シ
ャ
ー
マ
ン
に
な
る
た
め
に

は
、
地
下
に
隠
さ
れ
て
い
る
仏
像
を
掘
り
出
す
こ
と
が
、
必

要
と
さ
れ
て
い
た6

。

け
れ
ど
も
、
チ
ベ
ッ
ト
の
「
埋
蔵
宝
」
に
は
、
他
に
は
見

ら
れ
な
い
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
が
、
一
つ
あ
る
。「
埋

蔵
宝
」
は
、
そ
の
も
と
も
と
の
由
来
か
ら
し
て
、
グ
ル
・
パ

ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
と
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
の
カ
ッ
プ
ル

に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
埋
蔵
宝

を
発
掘
す
る
た
め
に
は
―
ご
く
少
数
の
例
外
を
の
ぞ
い
て

は
―
、「
方
便
」
で
あ
る
男
性
行
者
と
、「
智
慧
」
で
あ
る

女
性
行
者
が
一
体
に
な
る
、
聖
な
る
性
愛
の
ヨ
ー
ガ
が
必
要

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

聖
な
る
性
愛
の
ヨ
ー
ガ
は
、「
脈
管
と
風
の
修
行
」
の
一
部

だ
。
物
質
的
な
肉
体
の
内
部
に
は
、
ふ
つ
う
目
に
は
見
え
な

い
プ
ラ
ー
ナ
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
循
環
す
る
微
細
な
身
体

（「
微
細
身
」）
が
存
在
し
て
い
る
。
呼
吸
法
や
、
身
体
的
な
ヨ

ー
ガ
で
あ
る
ヤ
ン
ト
ラ
ヨ
ー
ガ
の
実
践
に
よ
っ
て
、
こ
の
微

細
な
身
体
を
作
り
変
え
る
。
聖
な
る
性
愛
の
ヨ
ー
ガ
は
、
こ

の
「
脈
管
と
風
の
修
行
」
の
土
台
の
上
に
、
心
身
の
変
容
を
、

急
速
に
推
し
進
め
る
。

埋
蔵
宝
を
発
掘
し
た
り
、
埋
蔵
宝
典
の
全
体
を
正
し
く
解

読
す
る
た
め
に
は
、
精
妙
な
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
動
す
る

空
間
で
あ
る
微
細
身
を
、
性
愛
の
ヨ
ー
ガ
を
つ
う
じ
て
、
急

速
に
浄
化
し
、
変
容
さ
せ
、
覚
醒
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
、
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
聖
な
る
快
楽
の
ヨ
ー
ガ
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
た

い
そ
う
大
切
な
こ
と
が
あ
る
。
前
世
か
ら
、
清
ら
か
な
誓
願

を
と
も
に
し
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
が
、
必
要
な
の
で
あ
る
。

先
ほ
ど
触
れ
た
よ
う
に
、
夢
の
中
に
姿
を
あ
ら
わ
し
た
赤

い
裸
身
の
女
神
は
、
埋
蔵
宝
典
を
発
掘
す
る
た
め
に
必
要
な
、

「
方
便
と
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
」
は
誰
か
、
と
い
う
授
記
を
一
三

歳
の
少
女
に
授
け
て
く
れ
た
。
こ
の
授
記
は
、
聖
な
る
性
愛

の
ヨ
ー
ガ
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
埋
蔵
宝
の
伝
統
に
特

有
の
考
え
方
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
後
で
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
に
す
る
）。

も
う
ひ
と
つ
、
聖
な
る
性
愛
の
ヨ
ー
ガ
に
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
に
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
が
あ
る
。
聖
な
る
快
楽

の
ヨ
ー
ガ
に
よ
っ
て
、
霊
的
な
神
経
系
を
変
容
さ
せ
る
作
業

に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
性
的
な
身
体
に
つ
い
て
の
文
化
的

偏
見
や
、
歪
ん
だ
見
方
か
ら
解
放
さ
れ
、
き
っ
ぱ
り
と
決
別

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
語
で
「
女
性
」
を
意
味
す
る
言
葉
（‘skyes dm

an ’

）

は
、「
劣
っ
た
生
ま
れ
」
を
意
味
す
る
。
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ

が
、
聖
な
る
快
楽
の
ヨ
ー
ガ
を
実
践
し
、「
埋
蔵
宝
典
」
を
発

掘
し
て
、
密
教
の
伝
統
に
、
真
新
し
い
創
造
と
甦
り
を
も
た

ら
す
た
め
に
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ン
な
身
体
は
「
劣
っ
た
生
ま
れ
」

だ
と
い
う
、
言
語
に
内
在
し
、
文
化
と
無
意
識
に
た
え
ず
浸

透
し
て
い
る
固
定
観
念
か
ら
、
完
全
に
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
、

ど
う
し
て
も
必
要
だ
っ
た
。

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
夢
の
中
で
、
赤
い
裸
の
女
神
に
、

灌
頂
に
対
す
る
深
い
感
謝
の
思
い
を
述
べ
た
。
そ
れ
か
ら
、
長

年
抱
い
て
き
た
疑
問
を
口
に
し
た
。

「
わ
た
し
は
、
劣
っ
た
女
の
か
ら
だ
を
も
つ
者
（skye lus 

dm
an pa

）
で
す
。
教
え
に
よ
っ
て
、
首
尾
よ
く
、
有
情
を

利
益
す
る
の
は
、
む
つ
か
し
い
こ
と
で
す
。
ど
う
し
た
ら
、

い
い
で
し
ょ
う
？　

わ
た
し
は
、
こ
の
二
つ
の
深
遠
な
埋

蔵
宝
典
と
前
世
か
ら
の
よ
い
カ
ル
マ
の
ご
縁
が
あ
る
、
そ

の
教
え
は
、
わ
た
し
の
も
の
だ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

そ
の
ご
縁
と
は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
？
」

す
る
と
、
赤
い
ダ
ー
キ
ニ
ー
女
神
は
、
次
の
よ
う
に
答
え

た
の
で
あ
る
。

「
高
貴
な
生
ま
れ
の
娘
よ
、
あ
な
た
の
体
は
、
劣
っ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
、
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ

ル
が
質
問
し
た
の
に
答
え
て
、
グ
ル
・
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ

ァ
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

『
カ
ル
マ
を
残
ら
ず
浄
化
し
た
、
至
高
の
体
、
菩
薩
母
の

体
。そ

こ
に
は
、
神
々
の
大
い
な
る
集
会
が
、
も
と
も
と
の

始
ま
り
か
ら
完
成
し
て
い
る
。

如
来
と
喜
び
を
生
む
母
。 

空
な
る
法
界
の
知
恵
な
る
、
大
い
な
る
金
剛
の
王
妃

か
く
の
ご
と
き
至
高
の
体
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
菩
提
心

を
起
こ
し
な
さ
い
。

過
去
、
現
在
、
未
来
の
ブ
ッ
ダ
の
ご
行
為
、
水
に
映
る

月
の
よ
う
な
そ
の
ダ
ン
ス
が
、

弟
子
と
な
る
も
の
た
ち
の
深
い
信
仰
に
よ
っ
て
、
色
身

と
し
て
、
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
。

女
の
体
は
、
劣
っ
て
な
ど
い
な
い
、
す
ぐ
れ
た
体
。

イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
よ
、
菩
提
心
を
起
こ
し
、
純

粋
に
祈
り
な
さ
い
。

こ
の
女
と
し
て
の
体
か
ら
、
け
っ
し
て
、
離
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
と
』
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こ
の
言
葉
の
と
お
り
、
あ
な
た
の
体
は
け
っ
し
て
劣
っ

た
も
の
で
は
な
い
の
で
す
よ7

」

性
の
身
体
を
め
ぐ
っ
て
、
社
会
と
言
語
に
内
蔵
さ
れ
、
内

面
化
さ
れ
て
い
る
偏
見
や
規
範
を
、
完
全
に
破
壊
し
、
さ
っ

ぱ
り
取
り
除
き
な
さ
い
。
自
由
に
な
り
な
さ
い
。

夢
か
ら
目
覚
め
る
と
、
か
つ
て
味
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
ほ

ど
に
、
意
識
は
鮮
明
だ
。
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
そ
れ
か

ら
三
日
間
、
心
の
本
性
の
中
に
と
ど
ま
る
三
昧
の
中
で
や
す

ら
ぎ
続
け
た
の
で
あ
る
。

4
伝
統
と
創
造

伝
統
に
新
し
い
甦
り
を
も
た
ら
す
真
の
霊
的
啓
示
と
、
た

ん
な
る
幻
覚
や
妄
想
を
、
は
た
し
て
ど
の
よ
う
に
区
別
し
た

ら
い
い
だ
ろ
う
か
？

埋
蔵
宝
典
は
、
大
き
な
デ
ィ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
。

チ
ベ
ッ
ト
の
場
合
、
こ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
の
解
決
法
は
と
て

も
単
純
だ
。
埋
蔵
宝
典
の
啓
示
を
受
け
た
ら
、
そ
の
内
実
が
、

過
去
か
ら
連
綿
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
教
え
と
、
は
た
し
て
合

致
す
る
の
か
ど
う
か
、
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
考

え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
こ
う
し
た
伝
統
に
あ
く
ま
で
も

忠
実
だ
っ
た
。
翌
年
、
一
四
歳
に
な
る
と
、
父
の
師
で
あ
り
、

ま
た
、
幼
い
頃
か
ら
自
分
を
見
守
っ
て
く
れ
た
ド
ゥ
プ
ト
プ
・

リ
ン
ポ
チ
ェ
に
、
会
い
に
行
く
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

ド
ゥ
プ
ト
プ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
は
、
長
期
の
隠
棲
修
行
に
よ

っ
て
、
密
教
の
心
髄
を
き
わ
め
、
あ
り
き
た
り
の
知
性
を
超

え
た
直
観
の
知
恵
と
、
超
常
的
な
力
の
持
ち
主
と
し
て
、
知

ら
れ
て
い
た
。

じ
ぶ
ん
の
夢
や
埋
蔵
宝
典
は
、
は
た
し
て
真
正
の
も
の
だ

ろ
う
か
、
た
だ
の
妄
想
で
は
な
い
か
、
す
ぐ
れ
た
導
師
に
、
は

っ
き
り
確
か
め
て
も
ら
お
う
。

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
の
決
心
は
、「
あ
な
た
の
修
行
の
体
験

や
、
夢
に
あ
ら
わ
れ
る
教
え
に
つ
い
て
は
、
た
だ
ド
ゥ
プ
ト

プ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
だ
け
に
お
話
し
な
さ
い
」
と
い
う
母
の
助

言
に
も
と
づ
く
も
の
だ
っ
た
。

ド
ゥ
プ
ト
プ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
は
、
少
女
が
来
る
の
を
、
待

ち
か
ま
え
て
い
た
。

「
よ
く
ぞ
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
今
朝
、
こ
ん
な
夢
を
見
た
ん

じ
ゃ
。
一
羽
の
霊
鳥
、
ガ
ル
ー
ダ
の
小
鳥
が
翼
を
広
げ
て
、
こ

れ
か
ら
飛
び
立
と
う
と
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
空
に
は
雲

が
た
く
さ
ん
か
か
っ
て
い
る
。
わ
し
が
助
け
ね
ば
な
ら
ん
な

と
思
っ
て
、
目
を
覚
ま
し
た
ん
だ
よ
。
あ
な
た
は
、
私
に
何

か
、
た
ず
ね
た
い
こ
と
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
あ
な
た
が
、
心

の
底
か
ら
望
ん
で
い
る
こ
と
は
、
す
ば
ら
し
い
利
益
を
人
々

に
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
途
中
に
は
、
た
く

さ
ん
の
障
害
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
あ
、
話
し
て
ご
ら
ん
な
さ

い
」こ

の
言
葉
に
う
な
が
さ
れ
て
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
夢

の
中
で
の
体
験
や
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
す
べ
て
打
ち
明

け
た
の
で
あ
る
。

じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い
た
ド
ゥ
プ
ト
プ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
は
、

ヴ
ァ
ジ
ラ
・
ヴ
ァ
ー
ラ
ヒ
ー
の
言
葉
の
意
味
を
、
一
つ
一
つ

解
き
明
か
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
か
ら
言
っ
た
。

「
じ
ぶ
ん
が
思
っ
た
と
お
り
に
、
生
き
な
さ
い
。
そ
れ
が
、

す
べ
て
の
生
き
物
の
た
め
に
な
る
の
だ
か
ら
」

偉
大
な
ラ
マ
の
言
葉
に
力
づ
け
ら
れ
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン

モ
は
、
翼
を
広
げ
て
、
飛
び
立
つ
日
の
た
め
に
、
さ
ら
に
準

備
を
続
け
よ
う
と
、
は
っ
き
り
決
心
し
た
の
で
あ
る
。

5
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
女
神

そ
の
年
の
二
月
三
日
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
新
年
明

け
に
行
わ
れ
る
ホ
ー
ス
レ
ー
ス
に
出
か
け
た
。
華
や
か
な
衣

装
に
身
を
包
ん
だ
貴
族
の
子
弟
た
ち
に
取
り
囲
ま
れ
な
が
ら
、

心
は
晴
れ
な
い
。

「
身
内
や
召
使
や
富
に
執
着
す
る
な
ら
ば
、
修
行
を
達
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
、
夢
の
中
の
教
え
を
思
い
出

し
た
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
馬
で
家
に
も
ど
る
こ
と
に
し

た
。途

中
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
冬
の
離
宮
で
あ
る
ノ
ル
ブ
・
リ

ン
カ
宮
殿
に
立
ち
寄
っ
た
と
き
の
こ
と
だ
。
急
に
眠
気
を
覚

え
た
彼
女
は
、
召
使
た
ち
に
お
茶
を
飲
み
に
行
く
よ
う
に
言

う
と
、
一
人
寝
入
っ
た
。

そ
の
夢
の
中
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
雪
山
に
住
む
女
神
、
ド
ル

ジ
ェ
・
ユ
ド
ゥ
ン
マ
が
再
び
姿
を
あ
ら
わ
し
、
彼
女
に
話
し

か
け
た
の
で
あ
る
。

「
キ
ド
ゥ
ン
の
家
の
息
子
は
、
ハ
ン
サ
ム
な
青
年
ね
。
あ
な

た
に
ぴ
っ
た
り
じ
ゃ
な
い
？
」

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
答
え
た
。「
ど
れ
ほ
ど
見
た
目
が

立
派
で
も
、
す
べ
て
無
常
。
夏
の
花
が
秋
に
な
っ
た
ら
枯
れ

る
よ
う
に
、
色
あ
せ
て
し
ま
う
。
わ
た
し
は
欲
し
く
な
い
わ
。

あ
な
た
に
あ
げ
る
わ
。」

す
る
と
、
ド
ル
ジ
ェ
・
ユ
ド
ゥ
ン
マ
は
、
つ
づ
け
て
言
っ

た
。「

あ
な
た
の
心
を
調
べ
て
み
た
け
れ
ど
、
本
当
に
、
男
は
い

ら
な
い
よ
う
ね
。
で
も
、
掛
け
値
な
し
の
話
を
す
る
か
ら
、
お

聞
き
な
さ
い
。
あ
な
た
は
き
っ
と
喜
ぶ
は
ず
よ
」。

そ
れ
か
ら
、
誰
に
も
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
、
耳
元
に
口
を

寄
せ
、
こ
う
言
っ
た
の
で
あ
る
。

「
来
年
、
前
世
か
ら
の
深
い
ご
縁
の
あ
る
師
で
あ
り
、
埋
蔵
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宝
を
開
く
た
め
の
特
別
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
方
が
、
ま
ち

が
い
な
く
ド
カ
ム
地
方
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
よ
。
お
名
前

は
、
デ
ィ
メ
・
ウ
ー
セ
ル
・
タ
イ
ェ
（「
無
限
の
無
垢
な
る
光
」）

と
お
っ
し
ゃ
る
。
ナ
ム
ケ
ー
・
ニ
ン
ポ
、
ベ
ー
ロ
ツ
ァ
ナ
、
ユ

ダ
・
ニ
ン
ポ
の
三
人
が
、
一
人
に
あ
わ
さ
っ
た
転
生
化
身
で
、

特
別
な
埋
蔵
宝
発
掘
者
よ
。
そ
の
お
方
と
い
っ
し
ょ
に
、
カ

ン
リ
・
ト
ゥ
カ
ル
の
ダ
ウ
ェ
イ
ゾ
ン
（「
月
の
城
砦
」）
に
滞
在

し
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
五
〇
年
間
、
中
国
、
チ
ベ
ッ
ト

に
、
幸
せ
と
喜
び
が
生
ま
れ
る
の
は
、
た
し
か
な
こ
と
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
東
の
ド
カ
ム
地
方
に
行
く
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
よ8

」

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
デ
ィ
メ
・
ウ
ー
セ
ル
と
い
う
名

前
を
聞
い
た
だ
け
で
、
か
ら
だ
じ
ゅ
う
に
鳥
肌
が
立
ち
、
涙

が
止
め
ど
も
な
く
流
れ
て
き
た
。

で
も
、
し
ば
ら
く
前
に
夢
の
な
か
で
も
ら
っ
た
埋
蔵
宝
典

の
リ
ス
ト
に
は
、
シ
ェ
ラ
ッ
プ
・
ウ
ー
セ
ル
と
い
う
名
前
は

あ
っ
た
け
れ
ど
、
デ
ィ
メ
・
ウ
ー
セ
ル
と
い
う
名
前
は
な
か

っ
た
。
そ
の
考
え
に
気
づ
い
た
ド
ル
ジ
ェ
・
ユ
ド
ゥ
ン
マ
は
、

「
二
人
は
も
と
も
と
一
人
の
方
の
転
生
化
身
だ
か
ら
、
同
じ
方

な
の
よ
」
と
、
た
た
み
か
け
て
言
っ
た
の
で
あ
る
。

デ
ィ
メ
・
ウ
ー
セ
ル
と
い
う
の
は
、
ラ
サ
の
南
の
行
場
、
シ

ュ
ク
セ
プ
の
上
に
あ
る
カ
ン
リ
・
ト
ゥ
カ
ル
に
長
年
隠
棲
し

て
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
中
で
も
最
も
高
度
な
教
え
で
あ
る
「
心

臓
の
エ
ッ
セ
ン
ス
」（snying thig :

「
ニ
ン
テ
ィ
ク
」）
の
哲
学

と
修
行
を
、
き
わ
め
て
精
密
な
体
系
に
磨
き
あ
げ
た
ロ
ン
チ

ェ
ン
・
ラ
プ
ジ
ャ
ム
（
一
三
〇
八
―一
三
六
四
）
の
埋
蔵
宝
典

発
掘
者
と
し
て
の
名
前
で
あ
る
。

こ
の
夢
は
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
が
、「
心
臓
の
エ
ッ
セ
ン

ス
」
の
伝
統
や
、
ロ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
プ
ジ
ャ
ム
、
そ
し
て
彼

が
隠
棲
し
た
カ
ン
リ
・
ト
ゥ
カ
ル
の
行
場
と
、
た
い
そ
う
深

い
縁
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
、
と
て
も
は
っ
き
り
表
現
し
て

い
る
。
じ
っ
さ
い
、
後
年
、「
セ
ラ
の
ダ
ー
キ
ニ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
彼
女
は
、
じ
ぶ
ん
の
埋
蔵
宝
典
で
は
な

く
、
ロ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
プ
ジ
ャ
ム
の
埋
蔵
宝
典
で
あ
る
「
四

つ
の
心
髄
」（snying thig ya bzhi

）
を
、
ま
ず
最
初
に
教
え
て

い
る
。

タ
ン
ト
ラ
経
典
に
は
、
密
教
修
行
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
、
ど

ん
な
特
性
を
そ
な
え
て
い
る
べ
き
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
示
が

書
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
埋

蔵
宝
発
掘
者
に
か
ぎ
ら
ず
、
首
尾
よ
く
密
教
の
修
行
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
前
世
か
ら
の
深
い
縁
が
必
要
だ
。
パ
ー
ト

ナ
ー
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
う
し
た
縁
を
示
す
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
や
、
夢
の
お
告
げ
が
、
た
い
そ
う
重
要
な
意
味
を
持
つ

と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

セ
ラ
・
カ
ン
ド
ー
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
を
生
き
、
や
は
り
、
ダ

ー
キ
ニ
ー
の
化
身
と
さ
れ
た
ア
ユ
・
カ
ン
ド
ー
（
別
名
ド
ル

ジ
ェ
・
ペ
ル
ド
ゥ
ン
）
の
場
合
も
そ
う
だ
っ
た
。

一
九
歳
で
結
婚
し
た
彼
女
は
、
結
婚
生
活
に
な
じ
め
ず
、
精

神
に
一
時
的
な
変
調
を
来
た
し
て
、
離
婚
し
た
。
そ
の
後
の

約
三
〇
年
間
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ネ
パ
ー
ル
の
聖
地
を
放
浪
し
な

が
ら
修
行
す
る
生
活
を
送
っ
た
。
そ
の
間
、
彼
女
の
密
教
修

行
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
セ
ム
ニ
ー
・
ト
ク
デ
ン
と
の
出

会
い
は
、
こ
ん
な
ふ
う
だ
っ
た9

。

ア
ユ
・
カ
ン
ド
ー
は
、
友
だ
ち
の
尼
さ
ん
と
二
人
で
、
東

チ
ベ
ッ
ト
か
ら
中
央
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
、
巡
礼
の
旅
を
続
け
て

い
た
。
そ
の
道
す
が
ら
、
ツ
ァ
ワ
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
墓
場

で
チ
ュ
ー
の
修
行
を
し
て
い
る
一
人
の
青
年
と
出
会
っ
た
の

で
あ
る
。「
チ
ュ
ー
」
は
「
切
断
」
を
意
味
す
る
。
観
想
の
中

で
女
神
に
姿
を
変
え
た
チ
ュ
ー
行
者
の
意
識
は
。
体
外
離
脱

し
、
大
地
に
横
た
わ
る
み
ず
か
ら
の
肉
体
を
切
り
刻
み
、
三

宝
や
土
地
神
、
餓
鬼
、
聖
霊
に
供
養
、
布
施
す
る
。
青
年
の

姿
を
見
た
瞬
間
、
ア
ユ
・
カ
ン
ド
ー
は
、「
ツ
ァ
ワ
で
、
あ
な

た
の
人
生
に
と
っ
て
、
と
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
ヨ
ー

ギ
に
出
会
う
だ
ろ
う
」
と
い
う
、
師
の
予
言
を
思
い
出
し
た

の
で
あ
る
。

青
年
は
、
二
人
の
顔
を
見
る
と
、「
ど
ち
ら
が
ド
ル
ジ
ェ
・

ペ
ル
ド
ゥ
ン
さ
ん
で
す
か
」
と
た
ず
ね
た
。
数
日
前
、
夢
で

ド
ル
ジ
ェ
・
ペ
ル
ド
ゥ
ン
と
い
う
人
が
や
っ
て
く
る
と
言
わ

れ
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

こ
の
青
年
、
セ
ム
ニ
ー
・
ト
ク
デ
ン
と
ア
ユ
・
カ
ン
ド
ー

は
、
そ
れ
か
ら
二
十
年
あ
ま
り
、
い
っ
し
ょ
に
放
浪
し
な
が

ら
、
修
行
を
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

話
を
、
一
四
歳
の
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
に
戻
そ
う
。
ド
ル

ジ
ェ
・
ユ
ド
ゥ
ン
マ
か
ら
、
未
来
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
つ
い
て
、

夢
の
お
告
げ
を
受
け
た
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
が
目
を
覚
ま
す

と
、
馬
は
川
の
向
こ
う
岸
に
渡
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
彼
女

は
、
プ
ラ
ー
ナ
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
下
丹
田
に
保
息
す
る

呼
吸
法
を
し
て
、
瞬
間
移
動
で
川
を
渡
る
と
、
愛
馬
を
連
れ

戻
し
、
ラ
サ
の
自
宅
に
帰
っ
た
の
で
あ
る
。

6
犬
の
行
者
―
性
愛
の
教
え

そ
の
年
の
九
月
、
父
は
新
し
い
妻
を
迎
え
入
れ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
父
の
四
階
建
て
の

館
の
最
上
階
に
住
ん
で
い
た
。
こ
こ
か
ら
逃
げ
出
す
の
は
と

て
も
無
理
だ
。
兄
の
住
む
三
階
建
て
の
家
な
ら
な
ん
と
か
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
っ
た
彼
女
は
、
移
る
た
め
の
口

実
を
探
し
た
。

「
キ
ト
ゥ
ン
に
行
っ
た
ら
、
も
う
お
兄
さ
ん
と
も
会
え
な
く

な
り
ま
す
。
お
兄
さ
ん
と
し
ば
ら
く
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
の

で
す
」

引
っ
越
し
て
数
か
月
後
、
一
五
歳
に
な
っ
た
年
の
正
月
、
ク

ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
兄
と
い
っ
し
ょ
に
、
父
の
家
に
新
年

の
あ
い
さ
つ
に
出
か
け
た
。
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そ
の
夜
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に
じ
ぶ
ん
の
部
屋
に
泊
ま
っ
た
彼

女
は
、
埋
蔵
宝
典
発
掘
者
と
し
て
の
一
生
に
と
っ
て
、
決
定

的
に
重
要
な
も
う
ひ
と
つ
の
夢
を
見
た
。

夢
の
中
で
、
素
晴
ら
し
い
森
や
池
や
宝
石
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
土
地
に
、
た
ど
り
着
い
た
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
イ
ン

ド
の
偉
大
な
修
行
者
、
ク
ク
リ
パ
に
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
姿
を
見
た
と
た
ん
、
少
女
は
「
わ
た
し
は
前
世
で
、
大
楽

の
体
験
を
も
た
ら
す
性
的
な
ヨ
ー
ガ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
し
た

こ
と
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
き
っ
と
教
え
て
く
だ
さ
る
に
違
い

な
い
」
と
考
え
た
。

「
ク
ク
リ
パ
」
は
、「
犬
の
行
者
」
を
意
味
す
る
。

お
お
ぜ
い
の
犬
を
引
き
連
れ
、
イ
ン
ド
中
を
放
浪
す
る
行

者
、
ク
ク
リ
パ
は
、
イ
ン
ド
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
に
伝
承
さ
れ
た

高
度
な
密
教
で
あ
る
、
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
（「
大
い
な
る
印
」）

や
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
（「
大
い
な
る
円
満
」）
の
「
心
部
」（sem

s sde
）

の
血
脈
相
承
の
導
師
の
一
人
と
し
て
、
た
い
そ
う
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
る
。

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
三
年
ほ
ど
前
、
夢
に
姿
を
あ
ら

わ
し
た
イ
ン
ド
の
偉
大
な
ヨ
ー
ガ
行
者
サ
ラ
ハ
か
ら
、「
大

楽
」
の
体
験
を
も
た
ら
す
脈
管
と
風
の
ヨ
ー
ガ
の
基
本
を
学

ん
で
い
た
。

さ
ら
に
進
歩
す
る
た
め
に
は
、
聖
な
る
性
愛
の
ヨ
ー
ガ
に

つ
い
て
も
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
そ
の
高
度
な
教
え
を
得
ら
れ

ま
す
よ
う
に
、
と
祈
る
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
に
、
サ
ラ
ハ
は
、

そ
の
教
え
を
彼
女
に
あ
た
え
る
の
は
、
自
分
で
は
な
く
、
ク

ク
リ
パ
だ
と
い
う
予
言
を
授
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
毎

日
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
ク
ク
リ
パ
に
祈
り
を
さ
さ
げ
て

い
た
。

「
ど
う
か
、
聖
な
る
性
愛
の
ヨ
ー
ガ
の
教
え
を
、
授
け
て
く

だ
さ
い
」。

懇
願
す
る
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
ク
ク

リ
パ
は
教
え
始
め
た
。

「
夢
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
風
景
は
、
あ
な
た
の
身
体
の
内
部

を
象
徴
し
て
い
る
。
そ
れ
が
森
や
山
や
水
と
し
て
あ
ら
わ
れ

て
い
る
の
は
、
あ
な
た
の
修
行
が
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
」

そ
ん
な
ふ
う
に
、
身
心
を
構
成
す
る
エ
レ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
っ
た
後
で
、
ク
ク
リ
パ
は
、
聖
な
る
性
愛
の

ヨ
ー
ガ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
口
伝
を
授
け
て
く
れ
た
の

で
あ
る
。

「
第
三
に
、
方
便
の
ム
ー
ド
ラ
に
つ
い
て
、
ブ
ッ
ダ
の
五

部
族
の
幻
の
化
身
で
あ
る
、
完
全
な
特
性
を
そ
な
え
た
勇

者
を
、
よ
く
吟
味
し
、
鈎
招
し
、
訓
練
せ
よ
。（
勇
者
は
）

成
熟
と
解
脱
の
門
に
入
っ
た
ら
、
外
、
内
、
秘
密
の
生
起

次
第
と
究
境
次
第
の
し
る
し
と
能
力
を
あ
ら
わ
す
べ
き
で

あ
る
。
身
、
口
、
意
の
サ
マ
ヤ
戒
を
受
け
た
ら
、
三
つ
の

門
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
一
瞬
た
り
と
も
、
仏
法
に
反

す
る
行
為
を
な
す
こ
と
な
く
、
第
三
の
真
髄
の
灌
頂
を
受

け
、
成
熟
と
解
脱
の
道
に
、
確
固
と
し
て
入
る
べ
き
だ
。

そ
れ
か
ら
、
方
便
と
般
若
は
、
本
尊
で
あ
る
と
観
想
す

る
。
二
人
の
体
の
中
央
に
は
、
三
つ
の
脈
管
と
五
つ
の
チ

ャ
ク
ラ
を
観
想
す
る
。
方
便
（
た
る
男
性
の
修
行
者
）
の
五

つ
の
場
所
（
チ
ャ
ク
ラ
）
に
は
、
五
部
の
勇
者
を
観
想
せ
よ
。

般
若
（
女
性
の
修
行
者
）
は
、
五
部
の
勇
猛
な
る
女
神
を
観

想
せ
よ
。
四
支
（
手
足
）
は
、
門
番
と
そ
の
ム
ー
ド
ラ
（
パ

ー
ト
ナ
ー
と
な
る
女
神
）
で
あ
る
。
他
の
脈
管
と
場
所
に
は
、

（
す
で
に
述
べ
た
）
五
つ
の
場
所
と
同
じ
く
、
勇
者
と
ダ
ー

キ
ニ
ー
が
あ
ら
わ
れ
る
。
か
く
の
ご
と
く
、
方
便
と
般
若

に
つ
い
て
瞑
想
す
る
。

頭
頂
の
智
慧
の
チ
ャ
ク
ラ
の
中
央
に
は
、
月
輪
の
上
に
、

（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
）
ハ
ム
字
を
観
想
せ
よ
。
中
央
管
の

下
端
、
へ
そ
か
ら
、
指
四
本
下
の
と
こ
ろ
に
あ
る
、
太
陽

の
光
の
ご
と
き
歓
喜
と
楽
の
脈
管
の
結
び
目
の
中
心
に
は
、

中
国
の
針
の
尖
端
ほ
ど
の
赤
い
短
い
ア
字
を
観
想
す
る
。

ア
字
か
ら
、
原
初
の
知
恵
の
ゆ
ら
め
く
炎
が
燃
え
上
が
る
。

そ
れ
か
ら
、
四
つ
の
方
便
な
る
因
と
四
つ
の
般
若
な
る

縁
―
八
つ
の
手
足
―
を
合
一
し
、
一
つ
に
な
っ
た
ら
、

資
糧
位
で
あ
る
。
因
は
肉
体
的
な
感
覚
の
意
識
と
な
り
、

縁
は
、
頭
頂
で
ゆ
ら
め
く
菩
提
心
と
な
る
。
四
つ
の
歓
喜

を
次
第
に
体
験
す
る
こ
と
が
、
加
行
位
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
方
便
の
菩
提
心
の
雲
が
、
知
恵
の
母
の
秘

密
の
空
間
に
、
雨
と
な
っ
て
降
り
注
ぎ
、
白
と
赤
が
出
会

う
。
八
種
類
の
分
別
は
、
広
大
な
空
間
へ
と
取
り
払
わ
れ
、

言
語
を
絶
し
た
平
等
（
不
可
説
）
が
あ
ら
わ
に
な
る
。
こ

れ
は
、「
下
の
門
の
三
界
の
戯
れ
」
と
呼
ば
れ
る
。

ビ
ン
ド
ゥ
が
、
秘
密
の
空
間
か
ら
蓮
の
花
粉
の
床
（
子

宮
）
に
い
た
る
と
、
最
初
の
時と

き

の
風
は
消
え
去
り
、
初
地

の
悟
り
を
得
る
。（
ビ
ン
ド
ゥ
を
）
花
粉
の
床
か
ら
秘
密
の

場
所
に
引
き
上
げ
る
と
、
第
二
の
時
の
風
は
消
え
去
り
、
二

地
を
得
る
。（
ビ
ン
ド
ゥ
を
）
秘
密
の
場
所
か
ら
へ
そ
ま
で

引
き
上
げ
る
と
、
第
三
の
時
の
風
は
浄
化
さ
れ
、
三
地
を

得
る
。（
ビ
ン
ド
ゥ
が
）
へ
そ
に
達
す
る
と
、
第
四
の
時
の

風
は
浄
化
さ
れ
、
四
地
を
得
る
。
へ
そ
か
ら
心
臓
ま
で
引

き
上
げ
る
と
、
第
五
の
時
の
風
は
浄
化
さ
れ
、
五
地
を
得

る
。
心
臓
に
達
す
る
と
、
第
六
の
時
の
風
は
浄
化
さ
れ
、
六

地
を
得
る
。
心
臓
の
チ
ャ
ク
ラ
か
ら
の
ど
に
引
き
上
げ
る

と
、
第
七
の
時
の
風
は
浄
化
さ
れ
、
七
地
を
得
る
。
の
ど

に
達
す
る
と
、
第
八
の
時
の
風
は
浄
化
さ
れ
、
八
地
を
得

る
。
の
ど
と
眉
間
の
間
に
達
す
る
と
、
第
九
の
時
の
風
は

浄
化
さ
れ
、
九
地
を
得
る
。（
ビ
ン
ド
ゥ
を
）
眉
間
と
頭
頂

の
間
に
引
き
上
げ
る
と
、
第
十
の
時
の
風
は
浄
化
さ
れ
、
十

地
を
得
、
任
運
成
就
（
自
然
完
成
）
の
持
明
者
を
実
現
す
る
。

ビ
ン
ド
ゥ
が
頭
頂
に
い
た
る
と
、
十
一
地
の
一
切
光
明
（
遍

満
す
る
光
）
で
あ
る
。
頭
頂
と
頭
頂
の
穴
の
あ
い
だ
に
い

た
る
と
、
十
二
地
の
無
執
着
の
蓮
で
あ
る
。
ビ
ン
ド
ゥ
が
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頭
頂
の
穴
の
「
ハ
ム
」
字
と
一
味
に
ま
じ
り
あ
う
と
、
十

三
地
の
執
金
剛
の
確
固
た
る
悟
り
を
得
る
。

こ
の
よ
う
な
交
合
の
秘
訣
に
よ
る
な
ら
、
段
階
的
に
、
因
、

果
、
地
、
道
を
踏
む
こ
と
な
く
、
一
瞬
に
し
て
、
解
脱
を

得
る
。
優
れ
た
迅
速
な
道
を
進
む
こ
と
に
な
る10

」

そ
う
言
い
終
わ
る
と
、
ク
ク
リ
パ
は
、
白
い
光
の
玉
と
な

っ
て
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
の
頭
頂
に
溶
け
い
っ
た
。

こ
う
し
て
、
一
五
歳
の
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
埋
蔵
宝

発
掘
者
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
聖
な
る
性
愛
の
ヨ
ー
ガ
の
方

法
も
、
夢
を
つ
う
じ
て
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

7
無
垢
の
光

こ
の
夢
を
見
て
か
ら
、
し
ば
ら
く
し
て
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ

ン
モ
の
姉
の
家
に
、
東
チ
ベ
ッ
ト
、
ゴ
ロ
ク
地
方
か
ら
巡
礼

に
や
っ
て
来
た
ラ
マ
た
ち
の
一
行
が
、
滞
在
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

じ
ぶ
ん
の
部
屋
の
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
、
何
気
な
く
そ
の
一
行

に
目
を
向
け
た
彼
女
の
目
は
、
一
人
の
長
い
髪
を
た
く
わ
え

た
ラ
マ
に
釘
付
け
に
な
っ
た
。「
こ
の
方
は
、
ロ
ン
チ
ェ
ン
・

ラ
プ
ジ
ャ
ム
の
化
身
に
間
違
い
な
い
」
と
い
う
確
信
が
、
心

の
底
か
ら
わ
き
あ
が
っ
た
。
髪
は
逆
立
ち
、
大
粒
の
涙
が
流

れ
お
ち
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
召
使
に
ひ
そ
か
に
た
ず
ね
さ
せ
る
と
、
東

チ
ベ
ッ
ト
、
ゴ
ロ
ク
地
方
の
高
名
な
埋
蔵
宝
発
掘
者
ド
ゥ
ン

ジ
ョ
ム
リ
ン
パ
の
九
人
の
息
子
の
一
人
で
、
ま
さ
に
ロ
ン
チ

ェ
ン
・
ラ
プ
ジ
ャ
ム
の
転
生
者
と
さ
れ
る
デ
ィ
メ
・
ウ
ー
セ

ル
（「
無
垢
の
光
」）
そ
の
人
だ
っ
た
。

数
日
後
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
幼
い
頃
か
ら
大
事
に

教
え
て
も
ら
っ
て
き
た
、
ド
ゥ
プ
ト
プ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
に
会

い
に
行
っ
た
。
夢
の
中
で
、
女
神
た
ち
か
ら
与
え
ら
れ
た
予

言
や
教
え
の
こ
と
、
そ
し
て
、
ゴ
ロ
ク
か
ら
や
っ
て
き
た
ラ

マ
の
こ
と
を
、
包
み
隠
さ
ず
話
し
た
。
す
る
と
、
年
老
い
た

ド
ゥ
プ
ト
プ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
は
、
こ
う
言
っ
た
。

「
今
こ
そ
、
あ
な
た
の
前
世
か
ら
の
聖
な
る
誓
願
が
実
を

結
ぶ
と
き
が
来
た
の
で
す
。
姿
を
見
た
だ
け
で
、
涙
が
流

れ
、
髪
が
逆
立
つ
と
い
う
の
は
、
そ
の
人
が
、
前
世
か
ら
、

何
回
も
何
回
も
、
あ
な
た
を
密
教
の
道
に
導
い
て
く
れ
た

師
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
世
俗
の
な
ら
わ
し
は
、

す
べ
て
投
げ
捨
て
て
、
み
ず
か
ら
の
内
な
る
声
に
し
た
が

い
な
さ
い11

」

こ
う
し
て
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
前
世
か
ら
の
師
で

あ
り
、
ま
た
埋
蔵
宝
典
を
発
掘
す
る
た
め
に
必
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
も
あ
る
人
と
、
よ
う
や
く
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。

8
出
立

年
末
、
デ
ィ
メ
・
ウ
ー
セ
ル
た
ち
の
一
行
は
、
ラ
サ
の
南

方
に
広
が
る
、
中
央
チ
ベ
ッ
ト
聖
地
巡
礼
の
旅
に
出
発
し
た
。

有
名
な
聖
地
を
ひ
と
め
ぐ
り
し
た
ら
、
荒
々
し
い
気
性
を
持

っ
た
牧
畜
民
と
戦
士
た
ち
の
国
、
ゴ
ロ
ク
へ
の
帰
途
に
向
か

う
予
定
だ
っ
た
。

そ
の
数
日
後
、
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
、
た
だ
ひ
と
り
、
家

を
出
て
、
そ
の
後
を
追
っ
た
。

立
派
な
宝
石
の
首
飾
り
や
髪
飾
り
、
絹
で
で
き
た
貴
族
の

服
は
、
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
全
部
部
屋
に
置
き
っ
ぱ
な

し
に
し
た
。
粗
末
な
召
使
の
服
を
身
に
着
け
、
三
階
の
部
屋

か
ら
、
飛
び
降
り
た
の
で
あ
る
。

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
が
、
放
浪
の
果
て
に
、
東
チ
ベ
ッ
ト
、

ゴ
ロ
ク
に
た
ど
り
つ
き
、
埋
蔵
宝
典
発
掘
者
の
セ
ラ
・
カ
ン

ド
ー
と
し
て
、
み
ず
か
ら
の
夢
に
あ
ら
わ
れ
た
教
え
を
、
人
々

に
説
く
よ
う
に
な
る
に
は
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
二
〇
年
あ
ま

り
の
年
月
が
必
要
だ
っ
た
。

す
さ
ま
じ
い
苦
難
と
歓
喜
に
満
ち
た
そ
の
生
涯
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
稿
を
改
め
て
書
く
こ
と
に
し
た
い
。

注1　

 

セ
ラ
・
カ
ン
ド
ー
の
誕
生
か
ら
、
数
え
年
一
二
歳
ま
で
に
つ

い
て
は
、
読
み
解
い
た
こ
と
が
あ
る
。
永
沢
哲
「
夢
の
教
え

―
セ
ラ
・
カ
ン
ド
ー
伝
か
ら
」『
身
心
変
容
技
法
研
究
』

第
七
号
、
六
一
―七
四
頁
。
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
に
つ

い
て
は
、
永
沢
哲
「
空
を
飛
ぶ
女

―
後
期
密
教
に
お
け
る

フ
ェ
ミ
ニ
ン
な
も
の
」、
鎌
田
東
二
編
『
身
心
変
容
の
ワ
ザ

―
技
法
と
伝
承
』
サ
ン
ガ
、
二
〇
一
八
年
、
二
一
〇
―

二
三
一
頁
参
照
。

2　

 

以
下
、
セ
ラ
・
カ
ン
ド
ー
の
年
齢
は
、
す
べ
て
チ
ベ
ッ
ト
暦

の
数
え
年
に
よ
る
。

3　

 bD
e ba ’i rdo rje, dBus m

o bde ba ’i rdo rje ’i rnam
 par thar pa 

nges ‘byung ‘dren pa ’i shing rta skal ldan dad pa ’i m
chod 

sdong, in dBus bza ’ m
kha ’ ‘gro ’i gsung ‘bum

, Si khron m
i rigs 

dpe skrun khang, vol. 1, 2009, pp.1-537.,p. 65　
（
原
著
、
一

九
三
四
年
）

4　

 bD
e ba ’i   rdo rje, ibid., pp.69~70.

5　

 

埋
蔵
教
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い
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は
、 Tulku Thondup,  H

idden Teachings 
of Tibet,  W

isdom
,  1997

を
参
照
。

6　
赤
松
智
城
、
秋
葉
隆
『
朝
鮮
巫
俗
の
研
究
』
大
阪
屋
号
書
店
、

一
九
三
八
年
。

7　

 bD
e ba ’i   rdo rje, ibid., pp.70-71.

8　

 bD
e ba ’i   rdo rje, ibid., pp.76-77.

9　

 

ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ア
リ
オ
ー
ネ
『
智
慧
の
女
た
ち
』（
三
浦
順

子
訳
、
春
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社
、
一
九
九
二
年
）
三
二
六
―三
二
八
頁
。

10　
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11　

 bD
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167

創造と愛―チベットの聖女セラ・カンドー伝から



は
じ
め
に

「
仏
教
」
と
総
称
さ
れ
る
宗
教
文
化
は
、
真
理
の
覚
醒
に
至

る
た
め
の
、
あ
る
い
は
救
い
を
実
感
す
る
た
め
の
、
さ
ま
ざ

ま
な
実
践
法
を
開
発
し
て
き
た
。
深
い
瞑
想
に
よ
っ
て
心
の

動
揺
が
い
っ
さ
い
な
い
集
中
状
態
、
三
昧
、
三
摩
地
（samādhi

）

に
入
り
真
理
に
め
ざ
め
る
方
法
と
し
て
、
た
と
え
ば
中
国
天

台
は
四
種
類
の
三
昧
法
、
四
種
三
昧
を
体
系
づ
け
、
浄
土
教

は
念
仏
を
、
そ
し
て
最
終
的
に
日
本
で
練
り
上
げ
ら
れ
た
密

教
は
真
理
そ
の
も
の
と
一
体
化
す
る
三
密
行
を
創
出
し
た
。

さ
ら
に
、
一
般
信
者
が
救
い
に
導
か
れ
る
方
途
と
し
て
、
日

本
仏
教
の
な
か
で
専
修
念
仏
、
踊
り
念
仏
、
唱
題
な
ど
の
方

法
も
生
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
の
実
践
法
は
い
ず
れ
も
、
身
体
活

動
の
メ
ソ
ッ
ド
を
も
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
悟
り
」
あ
る
い

は
「
成
仏
」
と
表
現
さ
れ
る
状
態
へ
と
心
を
変
容
さ
せ
る
。
そ

の
意
味
で
、
仏
教
の
修
行
法
、
信
者
に
勧
め
ら
れ
る
勤
め
は
、

「
身
心
変
容
」
の
た
め
の
わ
ざ
の
体
系
と
も
い
え
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
、
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
身
体
技
法
と
そ
れ

を
支
え
る
教
理
を
も
つ
の
は
、
密
教
行
法
と
天
台
の
三
昧
行

で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
観
想
あ
る
い
は
観
法
な
ど

と
称
さ
れ
る
、
あ
る
種
の
「
瞑
想
」
を
根
幹
に
据
え
た
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
行
法
が
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
遂
行
さ
れ
、
行
者
が
そ
こ
で
何
を
体
験
す

る
の
か
、
参
与
調
査
や
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
資

料
を
新
た
な
角
度
か
ら
解
釈
し
つ
つ
そ
の
現
場
に
た
っ
て
み

る
と
、
必
ず
し
も
教
学
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
は

な
い
。
そ
こ
で
が
ぜ
ん
存
在
感
を
放
つ
の
は
声
で
あ
る
。
真

言
を
繰
り
返
し
唱
え
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
独
特
な
身
体
感
覚
。

天
台
の
三
昧
行
法
と
念
仏
と
の
融
合
、
さ
ら
に
密
教
の
法
身

説
法
説
と
も
絡
み
な
が
ら
独
自
に
進
展
し
た
仏
教
声
楽
「
声

し
ょ
う

明み
ょ
う

」1

の
美
的
表
現
力
。
そ
れ
ら
は
、
身
体
感
覚
を
活
用
し
て

瞑
想
を
支
え
る
し
く
み
、
さ
ら
に
は
美
的
情
動
に
訴
え
る
こ

と
で
瞑
想
の
枠
組
み
を
超
え
出
て
ゆ
く
指
向
を
示
し
て
い
る
。

本
論
は
、
密
教
の
真
言
誦
唱
お
よ
び
仏
教
声
楽
声
明
を
、

仏
教
修
行
者
の
声
の
技
法
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
し
、
こ
れ

ら
の
わ
ざ
が
引
き
出
す
身
心
変
容
の
可
能
性
、
さ
ら
に
は
そ

れ
が
は
ら
む
危
う
さ
を
考
え
る
試
み
で
あ
る
。

1
密
教
の
声
わ
ざ
と
入
我
我
入

1-

1　

密
教
行
法
と
行
者
の
身
心

密
教
の
諸
儀
礼
は
、
一
定
の
作
法
に
よ
り
本
尊
と
一
体
化

し
た
行
者
が
、
本
尊
の
力
を
具
現
す
る
こ
と
で
衆
生
の
種
々

の
願
い
に
応
え
る
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
く
。
そ
の
基
本
に
な
る

の
が
「
十
八
道
法
」
な
い
し
は
「
十
八
道
行
法
」
と
い
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
本
尊
を
招
き
、
そ
の
本
尊
と
一
体
化
す
る

こ
と
で
自
ら
の
本
性
（
仏
性
）
を
確
認
し
た
の
ち
、
本
尊
を

送
り
返
す
。
そ
の
一
連
の
流
れ
を
、
手
印
と
真
言
と
観
想
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
つ
く
っ
て
ゆ
く
。
真
言
密
教
に
お
い

て
も
天
台
密
教
に
お
い
て
も
、
密
教
僧
は
、
そ
の
修
行
過
程

で
必
ず
こ
れ
を
習
得
す
る
。
密
教
僧
の
修
行
は
、
平
安
時
代

後
期
に
「
四
度
加
行
」
と
し
て
体
系
づ
け
ら
れ
た2

。
現
行
の

四
度
加
行
で
は
、
十
八
道
行
法
の
後
、
真
言
系
で
は
金
剛
界

行
法
、
胎
蔵
界
行
法
、
最
後
に
護
摩
行
、
天
台
系
で
は
、
胎

蔵
界
、
金
剛
界
、
護
摩
行
と
順
に
修
め
る
。
こ
の
四
つ
の
段

階
を
修
め
る
こ
と
は
、
定
め
ら
れ
た
儀
礼
の
手
順
を
習
得
す

る
だ
け
で
な
く
、
密
教
行
者
と
し
て
の
身
心
を
形
づ
く
る
過

身
心
を
ひ
ら
く
声
―
仏
教
の
声
わ
ざ

第
三
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楽
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程
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
真
言
系
に
お
い
て
も
天
台
系

に
お
い
て
も
、
十
八
道
行
法
の
習
得
は
、
僧
が
密
教
行
者
と

し
て
「
な
る
」
た
め
の
、
言
い
換
え
れ
ば
、
密
教
行
者
と
し

て
身
心
を
変
容
さ
せ
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
別
稿
に
お
い
て
こ
の
十
八
道
行
法
に
お
け
る
真

言
誦
唱
に
着
目
し
、
教
学
上
は
観
想
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ

る
の
に
対
し
、
実
践
の
場
で
行
者
が
体
験
す
る
こ
と
が
ら
と

し
て
は
真
言
を
唱
え
、
そ
れ
を
聞
く
こ
と
に
よ
る
感
覚
的
刺

激
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
密
教
行
者

が
本
尊
と
の
一
体
化
と
表
現
さ
れ
る
特
殊
な
身
心
の
状
態
に

至
る
に
は
、
真
言
を
繰
り
返
し
唱
え
る
行
為
が
深
く
関
わ
る

こ
と
を
論
じ
た3

。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
四
度

加
行
全
体
の
行
程
も
視
野
に
い
れ
な
が
ら
、
密
教
行
者
が
密

教
行
者
た
る
身
心
を
獲
得
し
て
い
く
過
程
に
、
声
の
わ
ざ
が

い
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。
密
教
行

法
の
伝
承
は
、
師
か
ら
弟
子
へ
の
面
授
口
訣
が
大
原
則
で
あ

る
が
、
実
際
に
は
行
法
書
や
注
釈
書
が
残
さ
れ
て
き
た
。
そ

れ
ら
と
と
も
に
、
筆
者
自
身
が
密
教
行
の
参
与
調
査
を
し
た

際
の
記
録
を
分
析
対
象
と
す
る
。
行
法
書
や
注
釈
書
は
、
密

教
と
い
う
宗
教
文
化
の
中
に
蓄
積
さ
れ
共
有
さ
れ
て
き
た
文

化
資
源
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
密
教
の
性
格
上
、
記
さ
れ
な

い
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
筆
者
自
身
の
密
教
修
行

（
後
述
）
の
記
録
か
ら
公
表
し
得
る
も
の
を
つ
か
っ
て
補
塡
す

る
。ま

ず
、
十
八
道
行
法
の
な
か
で
真
言
の
誦
唱
が
果
た
す
役

割
を
み
る
。
上
の
表
は
、
十
八
道
行
法
の
手
順
の
骨
格
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
念
誦
法
に
か
か

わ
る
部
分
の
み
詳
し
い
次
第
を
記
し
た4

。
真
言
系
は
元げ

ん

杲こ
う（

九

一
四
―九
九
五
）
が
編
ん
だ
『
聖
如
意
輪
観
世
音
菩
薩
念
誦
次

第5

』
に
、
天
台
系
は
『
阿あ

娑さ

縛ば

抄し
ょ
う』
所
収
の
『
十
八
道
次
第6

』

に
よ
る
。
真
言
密
教
で
は
、
元
杲
に
よ
る
こ
の
次
第
と
空
海

作
と
伝
わ
る
も
の
と
が
代
表
的
な
「
十
八
道
次
第
」
で
あ
る

が
、
双
方
に
大
き
な
違
い
は
な
く7

、
さ
ら
に
元
杲
の
次
第
の

ほ
う
が
真
言
念
誦
の
手
順
を
詳
し
く
説
い
て
い
る
。『
阿
娑
縛

抄
』
は
、
周
知
の
よ
う
に
鎌
倉
時
代
に
承

し
ょ
う

澄ち
ょ
う（

一
二
〇
五
―一

二
八
二
）
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
天
台
密
教
の
注
釈
書
で
あ
り
、

所
収
の
『
十
八
道
次
第
』
は
天
台
系
の
十
八
道
行
法
の
典
型

を
示
す
。
全
体
の
構
造
は
、
真
言
系
の
手
順
が
わ
か
り
や
す

い
。
行
者
自
身
を
浄
め
荘
厳
し
た
あ
と
、
修
法
の
場
を
結
界

し
荘
厳
す
る
。
そ
こ
に
本
尊
お
よ
び
諸
尊
を
迎
え
、
場
を
守

り
固
め
た
上
で
、
本
尊
を
供
養
す
る
。
続
い
て
本
尊
と
の
一

体
化
を
は
か
る
念
誦
法
を
行
う
。
そ
の
後
に
、
本
尊
と
諸
尊

を
送
り
返
す
。
天
台
系
も
、
部
分
の
名
称
は
異
な
る
が
、
流

れ
は
同
じ
で
あ
る
。

十
八
道
行
法
の
成
り
立
ち
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

骨
格
は
、『
十
八
契
印
』
に
よ
る
。『
十
八
契
印
』
は
、
イ
ン

ド
の
賓
客
饗
応
の
型
を
ふ
ま
え
た
種
々
の
供
養
法
、
す
な
わ

ち
『
蘇そ

悉し
つ

地じ

羯か

羅ら

供
養
法
』『
無
量
寿
如
来
観
行
供
養
儀
軌
』

『
薬
師
儀
軌
』『
阿
閦
如
来
念
誦
供
養
法
』『
如
意
輪
念
誦
儀

軌
』『
如
意
輪
瑜
伽
』『
甘
露
軍
荼
利
儀
軌
』
な
ど
の
祈
願
儀

礼
行
法
に
共
通
す
る
印
と
真
言
を
と
り
だ
し
、
そ
れ
を
、『
如

意
輪
念
誦
儀
軌
』
お
よ
び
『
如
意
輪
瑜
伽
』
の
次
第
に
よ
り

つ
つ
形
を
整
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
さ
ら
に
、『
無
量
寿

如
来
観
行
供
養
儀
軌
』
に
含
ま
れ
る
、
本
尊
と
行
者
と
の
一

体
化
を
期
す
念
誦
次
第
を
く
み
こ
ん
で
組
織
さ
れ
た
の
が
十

八
道
行
法
で
あ
る8

。
念
誦
次
第
は
、
真
言
系
で
は
入
我
我
入

観
か
ら
散
念
誦
ま
で
、
天
台
系
で
は
「
作
業
分
」
と
称
さ
れ

る
、
入
三
摩
地
か
ら
部
母
印
ま
で
の
部
分
を
さ
す
。
こ
こ
が

十
八
道
行
法
全
体
の
中
心
と
な
る
。
本
尊
と
の
一
体
化
を
画

す
る
部
分
で
あ
る
か
ら
、
理
論
的
に
み
て
も
中
心
で
あ
り
、
行

法
を
遂
行
す
る
行
者
が
儀
礼
の
頂
点
を
感
じ
る
の
も
ま
さ
し

く
こ
の
部
分
で
あ
る
。

真
言
系
、
天
台
系
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
こ
の
中
心
部

分
の
具
体
的
な
手
順
を
み
よ
う
。

真
言
系
の
作
法
で
は
、
ま
ず
印
を
結
び
真
言
を
唱
え
な
が

ら
本
尊
と
一
体
で
あ
る
こ
と
を
観
想
す
る
。
念
誦
を
加
持
し
、

そ
の
念
誦
を
所
定
の
作
法
に
従
っ
て
扱
い
な
が
ら
「
正
念
誦
」

を
行
う
。
本
尊
の
心
月
輪
上
に
並
ぶ
陀
羅
尼
字
と
行
者
自
身

の
心
月
輪
上
の
陀
羅
尼
字
と
が
一
体
で
あ
る
こ
と
を
観
想
し

た
の
ち
、
本
尊
で
あ
る
如
意
輪
観
音
の
真
言
を
、
緩
す
ぎ
ず

速
す
ぎ
ず
、
一
字
一
句
誤
ら
ず
丁
寧
に
百
八
回
唱
え
る
。
こ

の
正
念
誦
に
続
い
て
、
本
尊
を
表
す
種
子
あ
る
い
は
五
大
を

表
　
真
言
密
教
お
よ
び
天
台
密
教
の
十
八
道
行
法
次
第

真
言
密
教（
元
杲
作
）

天
台
密
教（『
阿
娑
縛
抄
』よ
り
）

荘
厳
行
者
法

前
方
便

行
願
分

三
昧
耶
分

結
界
法

成
身
分

曼
荼
羅
分

荘
厳
道
場
法

勧
請
法

結
護
法

供
養
法

供
養
分

念
誦
法

入
我
我
入
観

本
尊
根
本
印

正
念
誦

本
尊
三
種
印
真
言

字
輪
観

本
尊
三
種
印
真
言

散
念
誦

作
業
分

入
三
摩
地

根
本
印

加
持
珠

正
念
誦

盤
珠
法

入
三
摩
地

根
本
印

部
母
印

後
供
養

三
摩
波
多
分
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表
す
種
子
の
複
雑
な
動
き
を
観
想
す
る
字
輪
観
を
行
う
。
最

後
に
、
本
尊
と
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
尊
格
の
真
言
を
唱
え

る
「
散
念
誦
」
で
締
め
く
く
る
。

天
台
系
の
作
法
で
は
、
行
者
の
心
の
な
か
に
仏
性
を
表
す

月
輪
が
あ
り
そ
の
上
に
本
尊
が
現
れ
る
様
を
観
想
す
る
入
三

摩
地
か
ら
始
ま
る
。
つ
づ
い
て
念
珠
を
加
持
し
、
そ
れ
を
繰

り
な
が
ら
「
正
念
誦
」
を
行
う
。
本
尊
で
あ
る
不
動
明
王
の

真
言
、
慈じ

救く

咒し
ゅ

を
千
回
、
さ
ら
に
定
め
ら
れ
た
尊
格
の
真
言

を
そ
れ
ぞ
れ
百
回
唱
え
る
。
こ
の
正
念
誦
に
続
い
て
、
本
尊

の
種
子
の
意
味
を
観
想
す
る
。

こ
の
、
本
尊
と
の
一
体
化
を
具
体
化
す
る
た
め
の
一
連
の

作
法
は
、
教
理
的
に
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
か
。
真

言
系
は
、
こ
の
部
分
を
構
成
す
る
主
要
な
三
つ
の
手
順
を
、
仏

と
の
一
体
化
を
具
現
す
る
具
体
的
作
法
で
あ
る
三
密
に
あ
て

る
。
す
な
わ
ち
、
入
我
我
入
観
は
身
密
、
正
念
誦
は
口
密
、
字

輪
観
は
意
密
を
表
す
も
の
と
す
る9

。
そ
し
て
、「
入
我
我
入
、

正
念
誦
、
字
輪
観
、
是
れ
格
別
の
観
に
非
ず
、
只
、
入
我
我

入
の
一
観
な
り
」
と
、
三
つ
は
ひ
と
連
な
り
の
作
法
と
み
な

し
た10

。
し
か
も
、
す
べ
て
は
「
観
法
」
と
い
う
位
置
づ
け
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
天
台
は
三
つ
の
う
ち
の
正
念
誦
を
強

調
す
る
。『
阿
娑
縛
抄
』
巻
第
三
十
八
「
十
八
道
次
第
末
」
の

「
正
念
誦
は
是
れ
極
大
事
な
り
。
其
れ
故
に
一
切
行
法
は
念

誦
を
以
て
正
宗
と
為
す
」
と
い
う
説
明
が
典
型
的
に
示
す
ご

と
く
で
あ
る11

。
天
台
系
の
正
念
誦
は
、
先
に
見
た
と
お
り
、
本

尊
不
動
明
王
の
慈
救
咒
を
千
回
唱
え
る
作
法
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
は
字
道
観
が
伴
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
天
台
密
教
行

法
を
整
備
し
た
皇
慶
（
九
七
七
―一
〇
四
九
）
の
説
を
ま
と
め

た
『
四
十
帖
決
』
は
、「
正
念
誦
の
間
、
字
道
観
是
れ
最
も
要

と
す
る
所
な
り
」
と
し
て
、
字
道
観
の
重
要
性
を
強
調
し
て

い
る
。
字
道
観
は
、
本
尊
を
象
徴
す
る
真
言
の
種
子
が
本
尊

の
心
月
輪
と
行
者
の
心
月
輪
と
の
間
を
循
環
す
る
様
を
観
想

す
る
複
雑
な
も
の
か
ら
、
諸
尊
真
言
の
初
め
の
種
子
ひ
と
つ

を
観
想
す
る
よ
り
簡
易
な
も
の
、
さ
ら
に
は
自
ら
の
頂
き
か

ら
種
子
が
注
ぎ
入
る
様
を
観
ず
る
よ
り
簡
便
な
か
た
ち
ま
で

が
あ
り
得
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
正
念
誦
と
こ
の
よ
う

な
字
道
観
と
は
不
可
分
の
も
の
と
さ
れ
る12

。

こ
の
よ
う
に
、
真
言
に
お
い
て
も
天
台
に
お
い
て
も
、
教

理
上
、
十
八
道
行
法
の
中
心
部
は
、
観
法
を
核
と
し
て
本
尊

と
の
一
体
化
を
具
現
す
る
作
法
と
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
行
者
の
実
感
は
こ
れ
と
は
異
な
る
。
身
体
的
刺
激
、

と
り
わ
け
真
言
念
誦
の
作
法
と
し
て
声
を
発
し
、
そ
の
声
を

聞
く
こ
と
が
、
そ
こ
で
体
験
す
る
こ
と
が
ら
に
大
き
な
比
重

を
占
め
る
。

1-

2　

声
わ
ざ
と
し
て
の
真
言
念
誦

こ
こ
で
、
筆
者
の
修
行
体
験
に
基
づ
き
、
天
台
の
十
八
道

行
法
に
お
け
る
正
念
誦
を
検
討
す
る
。
筆
者
は
、
羽
黒
山
修

験
本
宗
で
四
度
加
行
を
修
め
た
。
出
羽
三
山
を
行
場
と
し
て

修
験
文
化
を
築
い
た
羽
黒
山
伏
の
集
団
は
、
江
戸
時
代
に
他

修
験
集
団
と
の
勢
力
争
い
へ
の
対
処
と
し
て
東
叡
山
と
の
関

係
を
強
化
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
天
台
宗
の
教
義
や
行
法
が
取

り
入
れ
ら
れ
、
修
験
者
は
四
度
加
行
を
も
修
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
伝
統
が
現
在
ま
で
引
き
継

が
れ
、
羽
黒
修
験
本
宗
で
は
、
本
人
が
希
望
し
、
か
つ
師
僧

と
な
る
管
長
が
認
め
た
者
に
、
天
台
宗
の
法
漫
流
な
い
し
は

穴
太
流
で
の
四
度
加
行
を
授
け
て
い
る
。

四
度
加
行
に
お
け
る
「
十
八
道
」
の
過
程
で
は
、
一
日
三

座
「
十
八
道
行
法
」
の
実
践
を
中
心
と
し
た
行
を
重
ね
て
い

く
。
一
座
は
「
十
八
道
行
法
」
と
法
楽
と
し
て
所
定
の
経
典

を
読
誦
す
る
こ
と
か
ら
成
り
、
個
人
差
も
あ
る
が
、
四
時
間

か
ら
五
時
間
か
か
る
。
中
心
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
「
十
八

道
行
法
」
の
習
熟
だ
が
、
法
具
を
扱
う
作
法
の
習
得
、
清
掃
、

水
浴
、
着
衣
な
ど
、
堂
入
り
に
伴
う
準
備
な
ど
を
通
じ
て
、
密

教
僧
と
し
て
の
身
体
技
法
を
獲
得
す
る
過
程
で
も
あ
る
。

「
十
八
道
行
法
」
を
実
践
す
る
と
き
、
儀
礼
の
流
れ
の
頂
点

を
覚
え
る
の
は
正
念
誦
の
箇
所
で
あ
る
。
正
念
誦
を
挟
ん
で
、

作
法
は
ち
ょ
う
ど
対
称
形
を
描
く
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
な
に
よ
り
も
本
尊
の
真
言
を
千
回
唱
え
続
け

る
こ
と
に
よ
る
身
体
的
刺
激
が
大
き
い
。
正
念
誦
だ
け
で
ほ

ぼ
五
十
分
か
ら
六
十
分
か
か
る
。
香
の
香
り
が
満
ち
た
薄
暗

い
堂
内
で
、
尊
像
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
天
台
流
十
八
道
行

法
の
本
尊
、
不
動
明
王
の
真
言
を
ひ
た
す
ら
唱
え
続
け
る
。

聞
こ
え
る
の
は
真
言
を
唱
え
る
自
分
の
声
だ
け
で
あ
る
。
真

言
に
は
も
ち
ろ
ん
梵
語
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
が
、
唱
え
る

と
き
に
は
そ
の
意
味
を
意
識
化
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
耳
は

意
味
内
容
を
も
っ
た
言
語
と
し
て
で
は
な
く
響
き
と
し
て
捉

え
て
い
る
。
唱
え
る
速
さ
は
か
な
り
速
い
。
次
第
書
に
は
「
不

緩
不
急
」
と
記
さ
れ
る
が
、
集
中
力
を
保
っ
た
ま
ま
千
回
唱

え
き
る
に
は
、
お
の
ず
と
一
定
の
リ
ズ
ム
的
な
ま
と
ま
り
感

が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
は
あ
る
程
度
以
上
の
速
度
が
必
要
に

な
る
。
灯
明
だ
け
の
薄
明
か
り
の
な
か
で
、
そ
の
よ
う
に
し

て
生
ま
れ
る
響
き
に
包
ま
れ
る
感
覚
は
独
特
で
あ
る
。
響
き

の
中
へ
の
埋
没
感
、
浮
遊
感
、
高
揚
感
、
自
ら
の
声
を
通
じ

て
自
ら
自
身
が
周
り
の
空
間
へ
溶
け
出
す
よ
う
な
溶
解
感
が

生
じ
る
。
そ
れ
は
あ
る
種
の
快
で
も
あ
り
、
集
中
の
な
か
で

精
神
が
研
ぎ
す
ま
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
感
覚
も
あ
る
。
し
か

し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
自
体
は
方
向
付
け
さ
れ
な
い
「
独

特
な
感
覚
」
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
欠
い
た
そ
の
よ
う
な
感
覚
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
危
険
で

す
ら
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、『
四
十
帖
決
』
以
来
、
正

念
誦
に
お
け
る
字
道
観
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
き
た
こ
と

に
は
理
が
あ
る
。
中
世
以
来
、
天
台
の
十
八
道
行
の
重
要
な

手
引
き
と
さ
れ
て
き
た
、
仁
空
（
一
三
〇
九
―一
三
八
八
）
の

『
十
八
道
立
印
鈔
』
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
は
次

の
よ
う
な
観
想
で
あ
る
。
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本
尊
の
御
口
よ
り
之
出
で
て
行
者
の
頂
よ
り
入
り
て
則

ち
行
者
の
心
月
輪
に
住
す
。
又
行
者
の
口
よ
り
之
出
て
本

尊
の
足
よ
り
入
り
て
本
尊
の
心
月
輪
に
住
す
。
又
本
尊
の

口
よ
り
出
で
て
行
者
の
頂
よ
り
入
る13

。

実
際
の
と
こ
ろ
、
初
歩
の
行
者
が
字
道
観
を
完
成
さ
せ
る
の

は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
こ
の
観
法
が

定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
者
は
正
念
誦
に
よ
っ

て
身
心
に
生
じ
る
変
化
を
教
理
的
な
枠
組
み
の
中
に
収
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
字
道
観
と
真
言
誦
唱
と
は
車
の
両
輪
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
。
と
は
い
え
、
身
心
変
容
技
法
と
い
う
観

点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
基
盤
に
な
る
の
は
や
は
り
正
念
誦
の

発
声
と
そ
れ
を
聞
く
活
動
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
十
八
道
行
の

本
行
に
先
立
っ
て
課
さ
れ
る
前
行
の
内
容
か
ら
も
裏
づ
け
ら

れ
る
。

加
行
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
十
八
道
行
か
ら
護
摩
行

に
至
る
四
段
階
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
前
行
と
本
行
か
ら
成
る
。

十
八
道
の
前
行
は
、
本
尊
他
定
め
ら
れ
た
尊
格
に
対
し
て
五

体
投
地
を
繰
り
返
す
礼
拝
行
と
こ
れ
も
本
尊
お
よ
び
定
め
ら

れ
た
尊
格
の
真
言
を
繰
り
返
し
唱
え
る
こ
と
が
中
心
と
な
る14

。

い
ず
れ
も
、
十
八
道
行
法
に
お
い
て
唱
え
る
こ
と
に
な
る
真

言
で
あ
る
。
こ
れ
が
四
度
加
行
の
冒
頭
に
置
か
れ
る
こ
と
に

は
、
密
教
行
者
養
成
シ
ス
テ
ム
上
の
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
礼
拝
行
は
、
苦
行
と
言
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
の
肉
体
的

負
荷
が
か
か
る
。
諸
尊
へ
の
五
体
投
地
は
、
帰
依
の
表
明
と

い
う
宗
教
的
意
味
の
他
に
、
密
教
行
者
に
ふ
さ
わ
し
い
礼
拝

の
所
作
の
習
得
と
、
密
教
修
行
に
耐
え
る
身
体
を
つ
く
る
目

的
も
担
う
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
真
言
誦
唱
の
訓
練
が
置
か

れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
先
十
八
道
行
か
ら
始
ま
る
一
連
の

修
行
過
程
に
お
い
て
、
真
言
を
滞
り
な
く
唱
え
得
る
こ
と
が

必
須
の
身
体
技
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
胎
蔵
界

法
も
金
剛
界
法
も
、
手
印
と
真
言
と
観
想
か
ら
成
る
手
順
を

組
み
合
わ
せ
て
胎
蔵
界
、
金
剛
界
を
描
き
出
し
て
い
く
が
、
な

じ
み
の
な
い
音
韻
か
ら
成
る
長
い
真
言
を
滑
ら
か
に
唱
え
ら

れ
な
け
れ
ば
、
行
法
は
成
り
立
た
な
い
。
十
八
道
行
法
の
正

念
誦
は
、
密
教
行
法
に
お
け
る
声
の
わ
ざ
と
し
て
の
真
言
念

誦
の
あ
り
方
と
重
要
性
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
真
言
系
の
十
八
道
行
法
に
お
け
る
正
念
誦
の

扱
い
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
こ
れ
と
は
異
な
る
。
そ
こ
で
は
、

入
我
我
入
観
、
正
念
誦
、
字
輪
観
は
そ
れ
ぞ
れ
身
密
、
口
密
、

意
密
に
充
て
ら
れ
、
こ
れ
ら
三
つ
の
作
法
が
ひ
と
連
な
り
で

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
正
念
誦
は
あ
く
ま
で
そ
の
中
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
天
台
系
の
作
法
と
違
っ
て
、
そ
こ
に
長
い
時
間
が

費
や
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
聞
き
取
り
を
行
っ
た
真
言
僧

た
ち
の
実
感
と
し
て
も
、
正
念
誦
は
、
入
我
我
入
観
か
ら
字

輪
観
ま
で
の
複
雑
な
観
想
を
追
っ
て
い
く
中
の
ひ
と
つ
の
手

順
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
天
台
系
の
正
念
誦
で
行
者
が

覚
え
る
よ
う
な
儀
礼
の
高
揚
感
も
そ
こ
に
は
な
い15

。
で
は
、
真

言
系
の
次
第
に
は
、
天
台
系
の
正
念
誦
に
相
当
す
る
よ
う
な

声
が
も
た
ら
す
効
果
は
な
い
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な

い
。
身
心
へ
の
刺
激
と
い
う
意
味
で
は
、「
散
念
誦
」
が
同
様

の
役
割
を
果
た
す
。
散
念
誦
は
、
定
め
ら
れ
た
尊
格
の
真
言

を
千
回
ほ
ど
も
繰
り
返
す
作
法
で
あ
る
。『
四
十
帖
決
』
に
は
、

「
東
寺
は
正
念
誦
の
後
、
常
の
如
く
根
本
印
等
を
了
て
後
、
散

念
誦
。
任
意
に
千
万
等
の
念
誦
遍
数
之
を
満
す
」
と
記
さ
れ

て
お
り16

、
天
台
密
教
の
立
場
か
ら
み
て
注
意
を
ひ
く
作
法
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
別
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
散
念

誦
は
特
異
な
位
置
づ
け
を
も
つ17

。
空
海
作
と
さ
れ
る
十
八
道

行
法
の
原
型
に
は
含
ま
れ
て
い
る
が
、
十
八
道
行
法
の
土
台

で
あ
る
「
十
八
契
印
」
に
は
な
い
。
さ
ら
に
、
後
に
加
え
ら

れ
た
念
誦
法
部
分
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
『
阿
弥
陀
仏
供
養
法
』

に
も
、
散
念
誦
な
い
し
は
そ
れ
に
類
す
る
作
法
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。
散
念
誦
に
つ
い
て
、
注
目
す
べ
き
注
釈
を
し
て
い

る
の
が
、
道
範
（
一
一
七
八
―一
二
五
二
）
の
『
行
法
肝
葉
鈔
』

で
あ
る
。

散
念
誦
の
事
。
儀
軌
に
正
し
く
説
く
処
無
し
云
々
。
只

一
門
本
尊
の
悉
地
を
成
せ
ん
が
為
に
本
尊
有
縁
の
仏
菩
薩

天
等
の
加
被
を
請
て
助
業
と
為
す
な
り18

。

散
念
誦
は
典
拠
と
な
る
儀
軌
が
な
い
、
と
明
言
し
て
い
る
。

「
云
々
」
と
す
る
の
で
、
道
範
の
時
代
ま
で
に
は
こ
の
よ
う
な

解
釈
が
流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
解
釈
は
そ
の

後
も
引
き
継
が
れ
、
小
野
流
の
行
法
注
釈
書
『
行
法
肝
要
記
』

で
も
、「
散
念
誦
の
事
、
儀
軌
本
経
に
見
え
ず
。
但
し
大
日
経

奥
疏
に
見
た
り
。
唯
助
業
な
り
。
本
尊
の
悉
地
を
成
ぜ
ん
が

為
に
諸
尊
の
加
被
を
請
ふ
義
な
り
」
と
し
て
い
る19

。
教
理
上

の
典
拠
は
な
い
と
明
言
し
つ
つ
、
同
時
に
、
本
尊
の
悉
地
を

成
就
さ
せ
る
た
め
に
有
縁
の
仏
菩
薩
天
の
助
力
を
得
る
た
め

に
行
う
、
と
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
、
散
念
誦
と
い
う
作
法
の

特
異
性
が
み
え
る
。
散
念
誦
の
作
法
そ
の
も
の
に
、
本
尊
を

助
力
す
る
諸
尊
の
力
を
引
き
出
す
力
を
認
め
て
い
る
に
他
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
力
は
ど
こ
か
ら
来
る
の

か
。散

念
誦
を
行
じ
る
現
代
の
行
者
の
証
言
が
手
が
か
り
に
な

る
。
聞
き
取
り
を
し
た
真
言
僧
た
ち
は
、
散
念
誦
を
う
ま
く

行
じ
得
た
と
き
に
は
、
唱
え
る
こ
と
自
体
に
集
中
、
没
入
す

る
感
覚
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
高
揚
感
を
体
験
す
る
と
い
う
。
そ

の
場
合
、
儀
礼
の
頂
点
は
、
教
学
上
強
調
さ
れ
る
入
我
我
入

観
・
正
念
誦
・
字
輪
観
の
観
想
で
は
な
く
、
む
し
ろ
散
念
誦

の
作
法
に
お
い
て
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
散
念
誦
に
よ
っ
て
行

者
が
得
る
特
有
の
感
覚
は
、
天
台
系
の
正
念
誦
に
お
い
て
生

じ
る
も
の
と
相
通
じ
る
。
行
実
践
に
携
わ
る
者
の
こ
の
よ
う

な
実
感
は
、
儀
軌
上
の
典
拠
を
も
た
な
い
散
念
誦
が
、
十
八

道
行
法
の
中
心
部
分
に
置
か
れ
た
理
由
を
説
明
す
る
だ
ろ
う
。

教
理
上
、
本
尊
と
の
一
体
化
を
は
か
る
作
法
の
核
は
観
想
で
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あ
る
が
、
儀
礼
実
践
者
が
そ
の
特
殊
な
宗
教
的
高
揚
感
を
実

感
す
る
に
は
、
別
の
工
夫
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
真
言

誦
唱
を
通
し
て
行
者
の
感
覚
を
刺
激
し
、
身
心
に
訴
え
る
方

法
で
あ
り
、
散
念
誦
は
そ
の
役
割
を
負
う
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
散
念
誦
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
身
心
の
状
態
が
、
本

尊
と
の
一
体
化
の
観
想
を
支
え
て
い
る
と
も
い
え
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
働
き
を
担
い
う
る
散
念
誦
に
は

危
う
さ
も
あ
る
。
観
想
を
伴
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
な
い
散
念

誦
で
は
、
行
者
は
ひ
た
す
ら
真
言
を
唱
え
、
そ
の
響
き
に
集

中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
聴
覚
的
刺
激
へ
の
過
度

の
没
入
は
、
方
向
性
を
欠
い
た
感
覚
的
快
へ
の
埋
没
を
招
き

か
ね
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
散
念
誦
の
前
に
お
か
れ
る
入
我

我
入
観
・
正
念
誦
・
字
輪
観
で
観
想
が
強
調
さ
れ
る
の
は
、
理

に
か
な
っ
た
構
成
と
い
え
よ
う
。
あ
ら
か
じ
め
観
想
に
よ
っ

て
そ
こ
で
経
験
す
べ
き
こ
と
の
枠
組
み
が
定
め
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
続
く
散
念
誦
で
の
没
入
感
、
浮
遊
感
、
溶
解
感
を

つ
な
ぎ
と
め
、
意
味
づ
け
る
足
場
が
確
保
さ
れ
る
。
R
・
シ

ャ
ー
フ
が
鋭
く
論
じ
た
よ
う
に
、
密
教
行
法
に
お
け
る
観
想

は
必
ず
し
も
教
理
通
り
の
働
き
を
担
う
わ
け
で
は
な
い
。
少

な
く
と
も
現
代
に
あ
っ
て
密
教
行
を
行
う
者
は
、
行
法
中
で

指
示
さ
れ
る
複
雑
な
観
想
を
、
そ
の
ま
ま
精
密
に
実
現
し
得

て
い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る20

。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ

は
、
行
法
の
構
想
そ
の
も
の
に
お
い
て
観
想
が
担
う
役
割
を

否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
天
台
系
の
正
念
誦
つ
い
て
論
じ

た
よ
う
に
、
観
想
は
、
真
言
誦
唱
に
よ
っ
て
生
じ
る
特
異
な

感
覚
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
枠
組
み
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

真
言
系
の
十
八
道
行
法
中
心
部
の
念
誦
法
に
お
け
る
一
連
の

観
想
と
散
念
誦
と
の
関
係
も
同
様
で
あ
る
。
教
理
上
、
観
想

が
強
調
さ
れ
る
の
は
、
真
言
誦
唱
が
も
た
ら
す
身
心
へ
の
影

響
の
大
き
さ
、
深
さ
へ
と
、
そ
れ
が
は
ら
む
危
険
性
へ
の
理

解
を
、
逆
説
的
に
物
語
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
十
八
道
行
法
は
、
密
教
行
者
と

し
て
の
身
心
を
つ
く
っ
て
い
く
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
真
言
誦

唱
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
真
言
誦
唱
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
体
験
は
「
フ
ロ
ー
」
や
「
変
成
意
識
」
な
ど
の

概
念
で
検
討
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
が21

、
こ
こ
で
は
密
教

行
者
に
「
な
る
」
た
め
の
修
行
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
、
ふ

た
つ
の
観
点
か
ら
そ
の
意
味
を
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。
ひ
と

つ
は
自
行
か
ら
利
他
へ
と
い
う
問
題
。
い
ま
ひ
と
つ
は
声
と

不
可
分
の
呼
吸
の
問
題
で
あ
る
。

1-

3　

利
他
行
へつ
な
ぐ
声

四
度
加
行
の
最
終
段
階
は
護
摩
行
で
あ
る
。
火
を
つ
か
う

供
養
法
で
あ
る
護
摩
の
作
法
の
習
得
を
め
ざ
す
。
護
摩
は
、

護
摩
壇
を
し
つ
ら
え
て
火
を
入
れ
、
火
天
を
通
じ
て
供
物
を

届
け
、
本
尊
を
供
養
す
る
作
法
で
あ
る
。
密
教
の
諸
祈
願
は
、

こ
の
護
摩
法
で
行
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
四
度
加
行
に
お

け
る
護
摩
行
は
密
教
行
者
と
し
て
の
自
ら
の
身
心
の
土
台
を

完
成
さ
せ
る
段
階
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
者
の
祈
願
を
負
う

わ
ざ
を
習
得
す
る
意
味
も
も
つ
。
自
ら
が
仏
智
を
獲
得
し
て

い
く
技
法
の
基
礎
修
行
を
完
成
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
他
者

へ
拓
い
て
い
く
た
め
の
段
階
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
自
利
か
ら

利
他
へ
つ
な
ぐ
段
階
と
も
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
真
言
念
誦
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
の
か
。

護
摩
行
法
は
、
火
の
操
作
、
供
物
を
捧
げ
る
作
法
な
ど
、
込

み
入
っ
た
次
第
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
、
基
本
的
な
枠
組

み
は
十
八
道
行
法
と
同
じ
で
あ
る
。
大
き
な
違
い
は
、
さ
き

に
検
討
し
た
十
八
道
行
法
の
中
心
部
分
に
、
火
を
あ
つ
か
う

作
法
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
行
者
と
し
て
他
者

の
祈
願
を
負
っ
て
護
摩
を
行
う
際
に
は
、
こ
の
中
心
部
で
祈

願
を
行
う
。
筆
者
の
個
人
的
な
体
験
に
な
る
が
、
四
度
加
行

の
護
摩
行
を
終
え
、
師
僧
の
寺
で
初
め
て
法
会
の
導
師
と
し

て
護
摩
を
焚
い
た
際
に
身
に
覚
え
た
重
さ
は
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
護
摩
に
託
さ
れ
た
祈
願
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

「
身
体
健
固
」「
心
願
成
就
」
な
ど
の
定
型
句
の
背
後
に
は
祈

願
者
そ
れ
ぞ
れ
の
生
が
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
深
い
底
知

れ
な
い
闇
も
あ
る
だ
ろ
う
。
祈
願
を
受
け
て
護
摩
を
焚
く
と

は
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
行
者
の
一
身
に
負
う
こ
と
で
あ
り
、
さ

ら
に
い
え
ば
、
種
々
あ
る
祈
願
を
浄
化
し
て
届
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
、
行
者
の
身
体
は
そ
の
た
め
の
器
に
他
な
ら
な

い
と
、
そ
の
と
き
理
解
し
た
。
主
観
的
な
コ
メ
ン
ト
で
は
あ

る
が
、
一
行
者
と
し
て
の
ま
ぎ
れ
も
な
い
実
感
で
あ
り
証
言

で
あ
る
。

い
ま
、
こ
の
「
証
言
」
を
分
析
し
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
、
自
ら
が
密
教
行
者
と
し
て
行
法
を
習
得
し
て
い
く
と
こ

ろ
か
ら
、
他
者
の
祈
願
を
負
う
と
い
う
別
の
レ
ベ
ル
へ
踏
み

出
す
経
験
だ
っ
た
。
そ
の
転
換
の
太
い
軸
に
な
っ
た
の
が
、
天

台
密
教
行
法
に
お
け
る
正
念
誦
で
繰
り
返
し
覚
え
た
独
特
な

没
入
感
、
高
揚
感
、
そ
し
て
自
己
が
外
界
へ
溶
け
出
し
、
自

他
の
境
界
が
融
解
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
感
覚
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
は
、
空
海
が
『
声
字
実
相
義
』
に
お
い
て
、
有

名
な
偈
「
五
大
皆
有
響　

十
界
具
言
語　

六
塵
悉
文
字　

法

身
是
実
相
」
で
説
い
た22

、
響
き
と
し
て
遍
在
す
る
法
身
、
と

い
う
宇
宙
観
、
そ
れ
を
受
け
て
天
台
密
教
理
論
の
大
成
者
で

あ
る
安
然
が
説
い
た
「
五
大
の
響
き
の
当
体
は
、
こ
れ
真
言

な
り
。
故
に
真
言
の
人
は
直
ち
に
風
声
水
音
を
聞
く
に
、
即

ち
是
れ
法
身
の
声
と
知
」
る
と
い
う
教
理23

に
、
身
体
を
通
し

て
近
づ
く
経
験
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。
真
理
が
響
き
と
し
て

遍
在
す
る
こ
と
を
体
得
さ
せ
る
真
言
念
誦
は
、
翻
っ
て
自
利

か
ら
利
他
へ
踏
み
出
す
土
台
と
し
て
も
機
能
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

1-

4　

声
と
息

真
言
誦
唱
で
声
を
発
し
つ
づ
け
る
こ
と
は
、
当
然
な
が
ら

呼
吸
と
連
動
す
る
行
為
で
あ
る
。『
大
安
般
守
意
経
』
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
修
行
に
お
け
る
呼
吸
法
の
重
要
性
は
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い
う
ま
で
も
な
い
。
密
教
行
法
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
重
視

さ
れ
た
。
た
と
え
ば
仁
空
の
『
十
八
道
立
印
鈔
』
は
、「
入
三

摩
地
の
時
は
正
く
は
身
息
心
を
調
て
入
定
す
べ
き
な
り
」
と
、

調
息
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る24

。
さ
ら
に
真
言
密
教
で
は
、

anutpāda （
本
不
生
）
の
最
初
の
音
a
の
梵
字
を
観
想
す
る
阿
字

観
を
展
開
さ
せ
た
、
阿
息
観
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、
醍
醐

三
宝
院
の
勝
覚
（
一
〇
五
七
―一
一
二
九
）
が
創
案
し
た
行
法

で
、
息
そ
の
も
の
を
阿
字
と
同
一
視
し
、
呼
吸
と
と
も
に
阿

字
を
観
想
す
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
の
が
覚か

く

鑁ば
ん（

一

〇
九
五
―一
一
四
四
）
で
あ
る
。

夫
れ
菩
提
心
と
申
す
は
、
即
ち
阿
字
観
な
り
。
阿
字
観
と

申
す
は
、
本
不
生
の
理
な
り
。
本
不
生
の
理
と
申
す
は
、
諸

仏
の
心
地
な
り
。
諸
仏
の
心
地
と
申
す
は
、
一
切
衆
生
の

色
心
実
相
な
り
。
色
心
実
相
と
申
す
は
、
我
一
心
の
心
な

り
。
此
の
心
蓮
の
上
に
、
一
の
阿
字
あ
り
。
字
変
じ
て
月

輪
な
る
。
月
輪
は
即
ち
我
心
起
の
菩
提
心
の
形
な
り
。
一

切
衆
生
な
い
し
無
心
の
草
木
、
皆
な
悉
く
備
は
り
た
り
。

阿
即
ち
我
が
心
の
形
な
る
が
故
な
り
。
心
は
無
相
の
法
相

な
り
。
無
相
の
法
と
云
へ
ど
も
、
亦
た
音
声
あ
り
。
是
れ

即
ち
出
入
り
の
息
な
り
。
息
は
即
ち
是
れ
命
な
り
。（
略
）

先
づ
口
を
開
け
ば
、
必
ず
始
に
阿
の
声
あ
り
。
何
に
と
思

は
ね
ど
も
、
法
爾
と
し
て
阿
と
は
云
は
る
る
な
り
。
即
ち

是
れ
阿
の
真
言
を
唱
ふ
る
な
り
。
生
ず
る
に
は
、
入
息
便

り
を
得
て
阿
と
唱
へ
、
死
す
る
時
に
は
、
出
づ
る
息
に
よ

せ
て
阿
と
観
ず
る
な
り
。（
略
）
我
が
心
は
即
ち
出
入
り
の

息
な
り
。
息
即
ち
阿
字
な
り
。
阿
字
即
ち
一
念
の
菩
提
心

な
り
。
菩
提
心
即
ち
毘
盧
遮
那
の
内
証
な
り
。
毘
盧
遮
那

菩
提
心
即
ち
是
れ
身
是
仏
な
り25

。

息
が
す
な
わ
ち
阿
字
そ
の
も
の
、
菩
提
心
そ
の
も
の
、
大
日

如
来
が
体
現
す
る
真
理
そ
の
も
の
だ
と
す
る
。
息
は
、
こ
の

よ
う
に
、
行
法
上
も
教
理
上
も
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
づ
け

を
与
え
ら
れ
て
き
た
。

真
言
誦
唱
は
、
既
述
の
よ
う
に
声
の
技
法
で
あ
る
と
同
時

に
、
息
の
技
法
で
も
あ
る
。
長
時
間
よ
ど
み
な
く
真
言
を
唱

え
続
け
る
に
は
、
一
定
の
テ
ン
ポ
感
、
音
韻
の
ま
と
ま
り
感

を
保
持
で
き
る
適
切
な
速
さ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
す
で
に

み
た
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
呼
吸
の
技
法
で
も
あ
る
。
声
を

発
す
る
真
言
誦
唱
は
、
音
響
と
し
て
身
心
に
働
き
か
け
る
と

同
時
に
、
呼
吸
法
と
結
び
つ
い
て
、
さ
ら
に
深
く
行
法
を
底

さ
さ
え
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

2
声
わ
ざ
の
美
的
表
現
力
と
成
仏

真
言
誦
唱
と
は
別
の
方
向
性
で
仏
教
儀
礼
に
お
け
る
声
わ

ざ
の
可
能
性
を
開
い
た
の
が
、
仏
教
声
楽
「
声
明
」
で
あ
る
。

仏
教
声
楽
は
仏
教
の
移
入
と
ほ
ぼ
同
時
に
日
本
に
入
り
、
七

五
二
年
の
東
大
寺
大
仏
開
眼
会
の
と
き
に
は
、
唄
、
散
華
、
梵

音
、
錫
杖
の
四
種
の
声
明
か
ら
成
る
「
四
箇
法
要
」
の
形
態

が
成
立
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
南
都
諸
宗
、
天
台
宗
、
真
言

宗
を
中
心
に
、
互
い
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
実
践
と
理
論
を
整
え
た
。
日
本
に
お
け
る
仏
教
声
楽

が
独
自
の
展
開
を
み
せ
た
こ
と
は
、
す
で
に
別
稿
に
お
い
て

論
じ
た26

。『
十
誦
律
』
等
に
示
さ
れ
る
初
期
仏
教
教
団
で
の
戒

律
で
は
、
己
の
楽
し
み
の
た
め
の
音
楽
活
動
は
禁
じ
ら
れ
て

い
た
。
深
い
瞑
想
に
よ
っ
て
真
理
を
得
る
修
行
を
貫
く
に
は
、

当
然
の
戒
め
で
あ
る
。
や
が
て
『
妙
法
蓮
華
経
』（
以
下
『
法

華
経
）（
序
品
・
方
便
品
・
分
別
功
徳
論
）
や
『
無
量
寿
経
』
等

の
大
乗
経
典
で
は
、
仏
の
教
え
を
荘
厳
す
る
道
具
、
教
え
を

普
及
さ
せ
る
た
め
の
方
便
と
し
て
、
音
楽
が
肯
定
的
に
活
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が27

、
日
本
に
移
入
さ
れ
た
後
、
そ
れ
ま

で
に
な
か
っ
た
積
極
的
な
位
置
づ
け
を
得
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

「
声
明
に
よ
る
成
仏
」
と
い
う
概
念
も
誕
生
し
た
。
そ
の
展
開

を
、
天
台
声
明
に
辿
っ
て
み
る
。

2-

1　

止
観
と
読
経

中
国
天
台
の
祖
、
智ち

顗ぎ

（
五
三
八
―五
九
七
）
は
、
そ
れ
ま

で
行
わ
れ
て
い
た
種
々
の
禅
観
や
懺
悔
法
を
整
理
し
、
仏
智

獲
得
す
る
修
行
法
を
『
摩
訶
止
観
』
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
た28

。

そ
れ
は
止
観
、
す
な
わ
ち
瞑
想
に
つ
い
て
の
緻
密
な
理
論
書

で
あ
る
と
同
時
に
、
具
体
的
実
践
法
を
説
く
書
で
も
あ
っ
た
。

止
観
の
実
践
法
は
十
乗
観
法
と
四
種
三
昧
と
の
ふ
た
つ
の
枠

組
み
で
体
系
化
さ
れ
た
が
、
前
者
が
瞑
想
中
の
修
行
者
の
内

的
経
験
に
焦
点
を
あ
て
る
の
に
対
し
、
後
者
は
よ
り
具
体
的

な
行
法
を
提
示
す
る
。
実
践
法
は
、
常
坐
三
昧
、
常
行
三
昧
、

半
行
半
坐
三
昧
、
非
行
非
坐
三
昧
の
四
種
に
分
類
さ
れ
た29

。

常
坐
三
昧
は
九
十
日
間
、
堂
内
で
ひ
と
り
坐
り
、
瞑
想
を
続

け
る
。
常
行
三
昧
は
、
七
日
な
い
し
九
十
日
間
、
阿
弥
陀
仏

の
称
名
と
三
十
二
相
の
観
想
を
し
な
が
ら
不
断
に
行
道
し
続

け
る
。
半
行
半
坐
三
昧
は
、
座
し
て
の
瞑
想
と
行
道
と
を
組

み
合
わ
せ
る
も
の
だ
が
、
具
体
的
な
行
法
と
し
て
「
法
華
三

昧
行
法
」
を
別
に
定
め
て
い
る
。
非
行
非
坐
三
昧
は
、
特
別

に
行
儀
を
定
め
ず
、
あ
ら
ゆ
る
行
為
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
る30

。
こ
の
四
種
三
昧
は
、
最
澄
に
よ
っ
て
日
本
天
台

に
移
入
さ
れ
た
が
、
行
法
と
し
て
定
着
し
た
の
は
こ
の
う
ち

常
行
三
昧
と
半
行
半
坐
三
昧
だ
け
で
あ
っ
た
。
注
目
し
た
い

の
は
、
常
行
三
昧
は
「
不
断
念
仏
」、
半
行
半
坐
三
昧
は
「
法

華
懺
法
」
と
し
て
定
着
し
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
旋
律
的
に

唱
え
ら
れ
る
法
儀
、
す
な
わ
ち
「
声
明
」
の
形
を
と
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

「
法
華
懺
法
」
は
、
六
根
が
犯
し
た
罪
を
懺
悔
し
、
六
根
を

清
浄
に
す
る
こ
と
で
仏
智
を
開
く
内
容
を
も
つ
法
儀
で
あ
る
。

日
本
天
台
の
教
学
に
お
い
て
は
、
法
華
懺
法
す
な
わ
ち
法
華

三
昧
の
行
法
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
「
法
華
三
昧
行
法
」
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の
次
第
書
で
あ
る
『
法
華
三
昧
行
法31

』
お
よ
び
そ
の
異
本
『
法

華
三
昧
懺
儀32

』
と
『
法
華
懺
法
』
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
前

二
者
と
後
者
と
の
間
に
は
決
定
的
な
相
違
が
あ
る
。『
法
華
懺

法
』
の
次
第
に
は
、「
法
華
三
昧
行
法
」
の
要
で
あ
る
「
観

法
」
が
な
い
の
で
あ
る
。
法
華
三
昧
行
法
は
、
空
観
に
基
づ

き
、
罪
障
も
空
で
あ
る
理
を
観
ず
る
こ
と
を
核
に
し
て
い
る
。

『
法
華
三
昧
行
法
』
の
次
第
で
は
、「
思
惟
一
実
境
界
」（『
法

華
三
昧
懺
儀
』
で
は
「
坐
禅
正
観
」）
で
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

一
切
の
妄
想
の
顚
倒
の
作
す
所
の
罪
福
の
諸
法
は
、
皆
な

心
よ
り
起
る
、
心
を
離
れ
て
外
に
則
ち
罪
福
及
び
一
切
の

法
な
し
。
も
し
心
を
観
じ
て
心
な
け
れ
ば
則
ち
罪
福
の
性

は
空
と
知
れ
ば
則
ち
一
切
諸
法
は
皆
な
空
な
り
。
是
の
如

く
観
ず
る
時
、
能
く
一
切
の
生
死
の
顚
倒
や
三
毒
の
妄
想

の
極
重
の
悪
業
を
破
し
、
亦
た
破
す
所
な
し
。
身
心
は
清

浄
に
し
て
念
念
の
中
に
諸
法
を
照
了
し
、
微
細
の
陰
入
界

に
も
受
け
ず
著
か
ず
、
是
の
因
縁
を
以
て
、
三
昧
と
相
応

す
る
こ
と
を
得
る33

。

す
べ
て
の
現
象
は
心
が
生
み
出
す
も
の
で
あ
り
、
罪
福
も
一

切
の
現
象
も
心
を
離
れ
て
実
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
観
心

に
よ
り
、
心
そ
の
も
の
も
そ
こ
か
ら
生
ず
る
も
の
も
一
切
が

空
で
あ
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
罪
福
も
空
で
あ
る
こ
と
が
了
解

さ
れ
、
迷
い
や
極
重
の
悪
業
も
消
滅
す
る
、
と
す
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
、
智
顗
は
「
大
懺
悔
」
と
称
し
て
お
り
、
彼
が

追
求
し
た
懺
悔
と
三
昧
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
思
索
の
到
達

点
と
い
え
る34

。
そ
の
観
法
を
欠
く
以
上
、
法
華
懺
法
は
法
華

三
昧
の
行
法
で
は
あ
り
得
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
華

懺
法
を
法
華
三
昧
行
法
と
み
な
し
た
の
は
、
観
想
を
代
替
す

る
何
ら
か
の
要
素
が
法
華
懺
法
に
備
わ
っ
て
い
た
か
ら
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
中
世
天
台
の
法
華
懺
法
注
釈
書
は
、
そ
れ
が

「
読
経
」
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
詳
細
な
分
析
は
別
稿
に

ゆ
ず
り35

、
こ
こ
で
は
要
点
の
み
述
べ
る
。
仙
波
の
無
量
寿
寺

（
川
越
喜
多
院
）
実
海
（
一
四
六
〇
―一
五
三
一
）
や
定
珍
（
一
五

三
四
―一
六
〇
三
）
ら
中
世
天
台
の
名
だ
た
る
学
僧
が
著
し
た

法
華
懺
法
の
注
釈
書
で
は
、
法
華
懺
法
中
の
「
六
根
懺
悔
」

は
「
事
の
懺
悔
」
で
あ
り
、
同
じ
く
次
第
に
お
か
れ
る
『
法

華
経
』「
安
楽
行
品
」
の
読
経
は
「
理
の
懺
悔
」
で
あ
る
と
釈

さ
れ
る36

。
六
根
懺
悔
の
文
言
を
唱
え
る
事
の
懺
悔
の
あ
と
、

坐
禅
観
想
し
て
罪
障
含
め
一
切
は
空
で
あ
る
こ
と
を
観
想
す

る
の
が
理
の
懺
悔
だ
と
す
る
。
で
あ
れ
ば
、
読
経
は
坐
禅
正

観
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

2-

2　
「
美
曲
」法
華
懺
法
の
力

さ
ら
に
、
法
華
懺
法
が
声
明
と
し
て
唱
え
ら
れ
た
事
実
が

強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る37

。『
法
華
三
昧
懺
儀
』（『
法
華
三
昧

行
法
』）
は
行
法
の
次
第
と
そ
の
教
理
的
説
明
を
記
し
た
書
で

あ
る
が
、『
法
華
懺
法
』
は
勤
行
の
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
旋
律
が
付
さ
れ
た
声
明
と
し
て
唱
え
ら
れ
る
。

東
大
寺
の
学
僧
凝
然
（
一
二
四
〇
―一
三
二
一
）
は
『
声
明
源

流
記
』
に
「
慈
覚
大
師
、
昔
し
弥
陀
の
引
声
を
伝
え
、
良
忍

上
人
、
近
頃
懺
法
の
美
曲
を
弘
む
」
と
記
し
て
い
る38

。
良
忍

上
人
（
一
〇
七
三
？
―一
一
三
二
）
は
融
通
念
仏
宗
の
開
祖
と

し
て
知
ら
れ
る
が
、
天
台
声
明
の
大
家
と
し
て
そ
れ
ま
で
の

伝
承
を
整
理
し
た
声
明
史
上
の
要
と
な
る
人
物
で
も
あ
る
。

天
台
声
明
と
は
直
接
関
係
を
も
た
な
い
凝
然
の
記
録
で
あ
る

か
ら
、
法
華
懺
法
が
「
美
曲
」
と
し
て
流
布
し
て
い
た
客
観

的
証
言
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
法
華
懺
法
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
宗
教
的
力
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
死
者
の
追
善
儀
礼
、

往
生
を
導
く
力
、
そ
し
て
餓
鬼
を
迷
い
か
ら
救
っ
た
り
、
病

を
治
癒
さ
せ
た
り
す
る
力
な
ど
で
あ
る39

。
法
華
懺
法
が
声
明

の
曲
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
種
々
の
力
に

は
、「
美
曲
」
と
記
録
さ
れ
た
法
華
懺
法
の
音
楽
的
性
格
が
関

わ
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。『
野
守
の
鏡
』
が
伝
え

る
蓮
界
上
人
の
逸
話
は
、
そ
れ
を
如
実
に
物
語
る
。
関
白
九

条
兼
実
の
娘
で
後
鳥
羽
天
皇
の
中
宮
で
あ
っ
た
宜
秋
門
院
が

重
い
病
を
得
、
蓮
界
上
人
が
呼
ば
れ
る
。
上
人
が
『
法
華
懺

法
』
を
読
む
と
、
女
院
は
、
自
分
の
六
根
を
悩
ま
せ
て
い
た

鬼
が
上
人
の
唱
え
る
法
華
懺
法
の
声
に
驚
い
て
泣
く
泣
く
出

て
く
る
夢
を
見
、
そ
の
後
快
癒
し
た40

。
蓮
界
上
人
と
は
、
希

代
の
声
明
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
蓮
界
房
浄
心
（
一
〇
九
八
―

一
一
六
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。
蓮
界
が
唱
え
た
法
華
懺
法
に

よ
っ
て
鬼
が
逃
げ
、
病
が
癒
え
た
と
い
う
逸
話
は
、
そ
の
法

華
懺
法
の
力
が
美
的
表
現
力
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
示

唆
す
る
。
こ
れ
は
単
な
る
「
逸
話
」
な
の
か
、
そ
れ
と
も
こ

の
よ
う
な
美
的
表
現
力
を
生
み
出
す
声
の
わ
ざ
が
体
系
化
さ

れ
て
い
た
の
か
。
後
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
さ
ら
に
は
、
本
来
感
覚
的
な
「
快
」

に
対
し
て
否
定
的
な
い
し
、
少
な
く
と
も
抑
制
的
で
あ
る
は

ず
の
仏
教
に
お
い
て
、
そ
れ
は
理
論
的
に
ど
う
解
釈
さ
れ
た

の
か
。

鎌
倉
後
期
の
臨
済
僧
虎
関
師
錬
（
一
二
七
八
―一
三
四
六
）

は
、
そ
の
書
『
元
亨
釈
書
』
に
「
音
芸
志
」（
巻
二
十
七
）
と

題
す
る
節
を
置
い
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
声
明
、
経
師
、
唱
導
、

称
名
念
仏
な
ど
仏
教
に
関
わ
る
「
音
芸
」
を
取
り
上
げ
、
そ

の
多
く
は
単
な
る
娯
楽
に
堕
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
苦
言
を

呈
し
て
い
る41

。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
当
時
そ
れ
ら
種
々
の
声

を
用
い
た
表
現
活
動
が
仏
教
文
化
の
中
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
厳
格
な
禅
僧
で
あ

っ
た
彼
か
ら
す
れ
ば
仏
教
修
行
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
感
覚
的
楽

し
み
と
映
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
証
言
す
る
。
虎
関
師
錬
は
、

感
覚
に
訴
え
る
声
の
わ
ざ
す
べ
て
に
対
し
て
否
定
的
だ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
種
の
声
の
表
現
は
肯
定
的
に
評
価
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
経
師
と
し
て
名
声
を
博
し
た
僧
に
つ

い
て
「
光
空
、
清
雅
に
し
て
聞
く
者
倦
ま
ず
。
春
朝
、
哀
婉

に
し
て
獄
使
泣
い
て
捨
す
。（
略
）
道
命
法
師
、
雅
麗
の
音
を
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以
て
感
霊
の
異
を
得
る
」
な
ど
、
美
し
い
声
で
の
読
経
が
彼

ら
の
宗
教
的
な
力
と
結
び
つ
い
て
い
た
様
を
記
す
。
読
経
道

の
祖
と
さ
れ
る
道
命
阿
闍
梨
（
九
七
四
―一
〇
二
〇
）
に
つ
い

て
は
、
同
書
巻
十
九
「
霊
怪
」
に
お
い
て
「
其
の
声
微
妙
に

し
て
自
ら
律
呂
に
合
す
。
清
濁
軽
重
、
音
節
和
雅
な
り
。
衆

人
耳
を
側
だ
て
久
く
聴
き
て
足
ら
ず
」
と
、
そ
の
声
の
わ
ざ

を
高
く
評
価
し
て
い
る42

。
経
師
た
ち
の
読
経
は
、
感
覚
的
な

快
の
危
う
さ
と
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
で
、
仏
教
の
声
の

わ
ざ
と
し
て
存
在
感
を
放
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
経
師

た
ち
の
声
の
技
芸
は
「
読
経
道
」
と
し
て
体
系
づ
け
ら
れ
て

い
た43

。
そ
れ
に
関
わ
る
口
伝
を
ま
と
め
た
能
誉
の
『
読
経
口

伝
明
鏡
集
』（
一
二
八
四
年
）
に
は
、「
音
曲
よ
き
能
読
の
名
誉

あ
り
、
能
読
に
非
ざ
る
な
ら
ば
生
得
の
音
よ
け
れ
と
も
更
に

以
て
名
誉
無
し
。
之
に
依
り
て
上
古
よ
り
能
読
を
嗜
む
の
輩
、

皆
な
悉
く
明
師
に
謁
し
て
音
曲
を
学
ぶ
」
の
一
文
が
あ
る44

。

能
読
、
す
な
わ
ち
す
ぐ
れ
た
経
師
と
い
わ
れ
る
た
め
に
は
、
生

ま
れ
つ
き
の
声
の
よ
さ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
声
明
の

師
に
つ
い
て
音
曲
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

中
世
仏
教
の
世
界
で
は
、
多
様
な
音
芸
が
生
ま
れ
、
そ
れ
は

明
ら
か
に
身
体
的
訓
練
を
必
要
と
す
る
声
の
わ
ざ
の
体
系
で

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
頂
点
に
あ
っ
た
の
は
声
明
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
具
体
的
に
、
声
明
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
声
の
わ

ざ
が
構
築
さ
れ
、
そ
れ
は
何
を
も
の
が
た
る
の
か
。
声
明
も

師
か
ら
弟
子
へ
の
口
頭
伝
承
あ
る
い
は
実
践
の
場
で
の
「
み

よ
う
み
ま
ね
」
で
の
伝
承
が
基
本
で
あ
る
が
、
伝
承
の
補
助

手
段
と
し
て
「
博は

か
せ士
」
と
呼
ば
れ
る
記
譜
法
を
発
展
さ
せ
た
。

記
譜
法
は
、
当
該
の
音
楽
文
化
が
重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
記

す
た
め
に
開
発
さ
れ
る
も
の
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
西
洋
芸

術
音
楽
の
五
線
譜
は
、
音
の
高
さ
、
音
の
長
さ
、
同
時
に
鳴

り
響
く
音
の
関
係
、
拍
節
感
な
ど
を
記
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

っ
た
。
そ
れ
ら
は
西
洋
芸
術
音
楽
が
音
楽
を
構
成
す
る
必
須

の
要
件
と
み
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
記
譜
法

は
、
そ
れ
が
生
み
出
さ
れ
た
音
楽
文
化
の
価
値
観
を
反
映
す

る
。「
博
士
」
と
い
う
記
譜
法
が
記
そ
う
と
し
た
の
は
、
音
高

と
旋
律
の
動
き
で
あ
る
。
絶
対
的
な
音
の
高
さ
は
、
日
本
に

お
け
る
声
明
楽
理
の
基
盤
と
み
な
さ
れ
る
安
然
（
八
四
一
―八

八
九
／
八
九
八
）
の
『
悉
曇
蔵
』
以
来
、
五
大
、
五
輪
や
五
行

思
想
と
関
連
づ
け
ら
れ
た45

。
精
確
な
音
高
を
保
持
で
き
る
こ

と
は
、
仏
教
声
楽
で
あ
る
声
明
に
と
っ
て
当
然
重
要
に
な
る
。

声
明
の
上
手
と
し
て
多
く
の
逸
話
が
残
る
浄
蔵
（
八
九
一
―九

六
四
）
も
、
そ
の
高
名
の
依
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
は
、
楽
器
を

用
い
る
こ
と
な
し
に
、
村
上
天
皇
の
命
じ
た
音
高
で
声
明
を

唱
え
得
た
精
確
な
音
高
感
覚
だ
っ
た46

。
同
時
に
、
博
士
が
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
旋
律
の
微
細
な
動
き
で
あ
る
。
博

士
の
変
遷
を
た
ど
る
と
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
、
旋
律
線

の
動
き
と
旋
律
型
を
伝
え
る
こ
と
に
比
重
を
移
し
て
い
く
。

天
台
声
明
が
工
夫
の
末
に
た
ど
り
着
い
た
「
目
安
博
士
」
は
、

そ
の
旋
律
の
曲
線
的
な
動
き
を
空
間
的
な
広
が
り
の
中
に
配

置
す
る
こ
と
で
、
音
の
微
細
な
動
き
、
さ
ら
に
は
音
の
力
動

性
ま
で
を
視
覚
化
し
よ
う
と
す
る
創
意
だ
っ
た
と
い
え
る47

。

声
明
が
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
音
高
や
旋
律
の
微
細
な
動
き

だ
け
で
は
な
い
。
声
質
や
発
声
法
に
も
規
範
が
あ
っ
た
。
天

台
声
明
の
楽
理
を
大
成
し
た
湛
智
（
一
一
六
三
―一
二
三
七
）

の
口
伝
を
後
世
の
弟
子
が
編
集
し
た
『
声
明
口
伝
集
』
は
、
そ

れ
を
明
示
し
て
い
る
。

五
行
大
義
中
ニ
。
治
世
乱
世
ノ
二
ノ
音
ノ
ス
カ
タ
ヲ
出
ス
。

乱
世
ノ
音
ハ
。
ア
ラ
ク
フ
ト
ク
然
モ
呂
ノ
ス
カ
タ
多
シ
。

音
ヲ
ア
ラ
ク
。
オ
ソ
ロ
シ
ク
ツ
カ
フ
一
事
。
先
イ
マ
シ
メ

ノ
専
一
也
。
治
世
ノ
音
ハ
。
ヤ
ハ
ラ
カ
ニ
。
イ
ツ
ク
シ
ク
。

コ
マ
ヤ
カ
ニ
。
ナ
オ
ク
ア
ル
ヘ
シ
。
是
ヲ
治
世
ノ
音
ト
ナ

ツ
ク
。
但
シ
ア
ハ
レ
コ
ヱ
ナ
キ
音
ニ
ツ
カ
ウ
事
。
尤
モ
ア

ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
或
ハ
亡
国
ノ
音
ト
ナ
ツ
ケ
。
或
ハ
菩
提
音

ト
ナ
ツ
ク
。
国
ヲ
ホ
ロ
ホ
ス
声
ナ
ル
上
ハ
。
争
カ
是
ヲ
用

ヘ
キ
。
菩
提
薩
埵
三
世
如
来
ノ
御
声
ヲ
マ
ナ
ヒ
ウ
ツ
ス
。

ナ
ン
ソ
ア
ラ
ク
。
オ
ソ
ロ
シ
ク
。
頭
ヲ
フ
リ
。
面
ヲ
ア
カ

メ
ナ
ン
ト
。
当
世
ノ
声
明
師
カ
ヨ
ウ
ノ
振
舞
。
以
外
ノ
禁

制
ノ
専
一
也
。
殊
更
当
流
声
明
ハ
。
文
字
ウ
ツ
リ
音
。
ス

カ
タ
幽
玄
ニ
イ
ツ
ク
シ
ク
。
サ
ナ
カ
ラ
底
オ
ハ
ツ
ヨ
ク
。
シ

タ
タ
カ
ニ
。
仮
名
ト
博
士
フ
シ
ウ
ツ
リ
ハ
。
ヤ
ハ
ラ
カ
ニ

ス
ヘ
シ
。
又
物
ヲ
ク
ク
ミ
タ
ル
様
ニ
ツ
カ
ウ
事
ア
ル
ヘ
カ

ラ
ス
。
又
ワ
ツ
ラ
ワ
シ
ケ
ニ
様
ア
リ
テ
。
ム
タ
ム
タ
シ
ク

ツ
カ
ウ
ヘ
カ
ラ
ス
。
又
独
音
ト
テ
。
ヒ
ト
リ
サ
ヒ
サ
ヒ
ト

ツ
カ
フ
事
。
返
返
キ
キ
ミ
ク
ル
シ
キ
也48

。

荒
い
乱
暴
な
声
、
哀
れ
げ
な
声
は
よ
く
な
い
。
頭
を
振
り
た

て
顔
を
上
気
さ
せ
て
発
声
す
る
な
ど
は
も
っ
て
の
ほ
か
で
あ

る
。
柔
ら
か
く
厳
か
で
細
や
か
な
声
、
自
然
な
発
声
法
を
せ

よ
。
骨
格
に
な
る
中
心
音
は
揺
る
ぎ
な
く
保
っ
た
上
で
、
音

節
の
移
り
や
旋
律
の
つ
な
ぎ
目
は
柔
ら
か
く
な
め
ら
か
に
唱

え
よ
。
い
か
に
も
難
し
げ
に
歌
っ
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
み

よ
が
し
に
歌
う
の
も
よ
く
な
い
。
極
め
て
具
体
的
に
、
望
ま

し
い
発
声
法
、
逆
に
し
て
は
い
け
な
い
歌
い
方
が
指
示
さ
れ

て
い
る
。
声
明
の
表
現
に
は
明
瞭
な
価
値
基
準
が
確
立
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
か
な
っ
た
発
声
や
歌
い
方

は
、
特
定
の
身
体
の
わ
ざ
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
訓
練
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
声
の
わ
ざ
が
、
美
的
基
準

に
か
な
っ
た
声
明
を
生
み
出
す
。
そ
し
て
そ
の
響
き
が
感
性

に
訴
え
る
こ
と
で
、
法
華
懺
法
に
期
待
さ
れ
た
種
々
の
力
も

発
動
し
、
経
師
た
ち
の
声
の
技
芸
に
も
表
現
上
の
説
得
力
を

も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
錬
磨
さ
れ
た
声
の
わ
ざ
が

聴
き
手
の
心
を
動
か
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
点
で
は
そ
れ

は
い
わ
ば
美
的
感
性
的
情
動
で
あ
る
。
そ
れ
が
仏
の
救
い
へ

と
位
相
を
転
換
す
る
に
は
、
教
理
的
な
支
え
が
必
要
で
あ
ろ
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う
。
そ
の
役
割
を
担
っ
た
の
が
、「
声
為
仏
事
」
と
い
う
概
念

の
独
自
の
展
開
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
声
為
仏
事
」
は
『
維
摩
詰
所
説
経
』
菩
薩
行
品
第
十
一
で

「
音
声
・
言
語
・
文
学
を
以
て
仏
事
を
作
す
有
り
」
と
説
か
れ

る
こ
と
に
発
す
る49

。
こ
れ
を
智
顗
が
『
金
光
明
王
経
玄
義
』

巻
上
に
お
い
て
「
此
の
娑
婆
国
土
の
音
声
仏
事
を
為
す
」
と

釈
し
た
こ
と
か
ら
、
中
国
天
台
、
さ
ら
に
は
日
本
天
台
の
教

理
に
定
着
し
、
や
が
て
唱
導
、
声
明
を
は
じ
め
仏
教
文
芸
活

動
に
お
け
る
声
や
音
に
よ
る
得
道
観
の
根
拠
と
な
っ
た
と
さ

れ
る50

。
さ
ら
に
筆
者
は
さ
き
に
、「
声
為
仏
事
」
の
日
本
に
お

け
る
こ
の
よ
う
な
展
開
は
、
典
拠
で
の
意
味
を
大
胆
に
読
み

替
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た51

。
当
論
の
論
旨
に
即
し

て
、
要
点
を
記
す
。『
維
摩
詰
所
説
経
』
の
当
該
の
箇
所
で
は
、

仏
事
は
仏
国
土
ご
と
に
多
様
な
形
で
な
さ
れ
得
る
の
で
あ
り
、

仏
の
光
明
、
諸
菩
薩
か
ら
菩
提
樹
、
飯
食
、
仏
身
、
虚
空
な

ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
仏
事
を
な
し
得
る
。
音
声
・
言

語
・
文
字
を
以
て
仏
事
を
に
な
う
と
こ
ろ
も
あ
る
、
と
い
う

趣
旨
を
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
仏

教
文
化
の
文
脈
の
な
か
で
、「
娑
婆
世
界
は
こ
ゑ
仏
事
を
な
し

け
れ
ば
、
僧
の
妙
な
る
偈
文
を
と
な
へ
。
俗
の
た
う
と
き
詩

句
を
誦
す
る
を
き
く
に
、
心
お
の
ず
か
ら
う
ご
き
て
。
な
み

だ
袖
を
う
る
ほ
す
」
と
い
う
『
三
宝
絵
詞
』
の
表
現52

に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
独
自
の
解
釈
に
転
じ
る
。
こ
こ
で
は
、
美
的

感
性
的
表
現
の
力
と
仏
の
教
え
の
力
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
。

『
維
摩
詰
所
説
経
』
で
の
所
説
に
は
そ
の
よ
う
な
含
意
は
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
の
変
転
が
生
じ
得
た

理
由
は
、
そ
れ
自
体
大
き
な
課
題
と
な
る
の
で
今
は
立
ち
入

ら
な
い
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
「
声
為
仏
事
」
が
声
明
や
声

の
技
芸
に
よ
る
得
道
の
理
論
的
基
盤
に
な
っ
た
こ
と
は
す
で

に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
身
体
的
わ
ざ
に
よ
っ

て
感
性
や
感
覚
に
訴
え
る
力
を
宗
教
的
力
に
む
す
び
つ
け
た

こ
と
が
は
ら
む
意
味
を
、
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。

2-

3　

権
威
化
さ
れ
る
わ
ざ

「
声
為
仏
事
」
が
仏
道
修
行
に
お
け
る
声
明
の
立
場
を
称
揚

し
た
典
型
は
、
後
白
河
院
へ
の
声
明
伝
授
に
際
し
て
編
ま
れ

た
『
声
明
集
』（
一
一
七
三
年
〈
承
安
三
〉）
序
文
と
し
て
安
居

院
澄
憲
（
一
一
二
六
―一
二
〇
三
）
が
草
し
た
次
の
一
文
で
あ

る
。夫

れ
声
明
は
、
五
明
の
中
の
其
の
一
な
り
。（
略
）
斎
会
の

場
、
修
善
の
所
、
法
用
を
以
て
先
と
為
す
。
音
韻
を
以
て

事
と
為
し
、
声
仏
事
を
為
す
、
蓋
し
此
の
謂
い
か
長
音
・

唱
礼
・
云
何
唄
の
如
き
は
密
宗
之
を
以
て
規
模
と
為
す
。

九
条
錫
杖
・
始
段
唄
の
如
き
は
顕
教
之
を
以
て
準
的
と
為

す
。
此
の
外
唐
梵
諸
讃
・
経
論
伽
陀
・
普
賢
懺
法
・
弥
陀

念
仏
。
悉
く
音
曲
を
以
て
道
儀
を
成
す
。
皆
声
明
を
以
て

観
行
を
導
く
。53

（
傍
線
筆
者
）

「
声
為
仏
事
」
を
根
拠
に
し
て
、
顕
密
い
ず
れ
の
声
明
曲
も
、

す
べ
て
そ
の
音
楽
性
を
も
っ
て
仏
道
を
体
現
す
る
、
声
明
は

観
行
を
導
く
も
の
で
あ
る
、
と
宣
言
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
後

白
河
院
の
独
創
的
な
今
様
観
へ
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ

る
。「

今
様
」
は
、
遊
女
や
芸
能
民
が
古
く
か
ら
歌
い
伝
え
た
軽

妙
な
歌
が
、
宮
廷
の
宴
席
に
入
り
、
院
政
期
に
大
流
行
し
た

歌
謡
で
あ
る
。
そ
の
今
様
を
十
三
歳
か
ら
愛
唱
し
続
け
、
つ

い
に
は
今
様
に
よ
る
成
仏
／
往
生
を
主
張
す
る
に
至
っ
た
の

が
後
白
河
院
で
あ
る
。
彼
は
、
今
様
が
本
来
も
っ
て
い
た
生

命
力
に
満
ち
た
歌
唱
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
今
様
の
名
人
と

し
て
知
ら
れ
た
遊
女
乙
前
を
宮
中
に
招
い
て
師
事
し
、
そ
の

歌
唱
を
体
得
し
た
。
収
集
し
た
今
様
の
す
べ
て
は
、
歌
詞
集

十
巻
お
よ
び
口
伝
集
十
巻
か
ら
成
る
『
梁
塵
秘
抄
』
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
た
（
治
承
年
間
、
一
一
八
〇
年
前
後
）。
今
様
の
起

源
や
歴
史
、
個
々
の
歌
の
謂
れ
、
編
纂
の
意
図
、
さ
ら
に
実

唱
に
つ
い
て
の
秘
説
な
ど
を
ま
と
め
た
『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』

（
以
下
『
口
伝
集
』）
は
、
こ
こ
で
の
課
題
を
進
め
る
手
が
か
り

と
な
る
。

『
口
伝
集
』
に
よ
れ
ば
、
院
は
、
三
度
も
喉
を
つ
ぶ
し
、
百

日
も
千
日
も
歌
い
込
む
よ
う
な
鍛
錬
を
重
ね
な
が
ら
、
今
様

歌
唱
に
取
り
組
ん
だ54

。
そ
の
今
様
へ
の
思
い
入
れ
と
ほ
と
ん

ど
行
の
よ
う
な
修
練
は
、
院
を
し
て
今
様
歌
唱
に
よ
る
神
仏

の
示
顕
体
験
へ
と
導
き
、
ひ
い
て
は
「
今
様
往
生
論
」
を
構

築
さ
せ
る
に
至
る
。

一
一
六
二
年
（
応
保
二
）
の
熊
野
詣
で
の
間
、
後
白
河
は

自
ら
の
心
が
完
全
に
穏
や
か
で
澄
み
切
っ
て
い
る
の
を
感
じ
、

感
動
の
あ
ま
り
涙
を
流
す
。
そ
の
澄
み
切
っ
た
心
を
も
っ
て

彼
が
今
様
を
歌
う
と
、
従
者
の
ひ
と
り
が
そ
の
歌
を
誉
め
称

え
る
神
の
声
を
聞
い
た
。
一
一
六
九
年
（
仁
安
四
）
の
熊
野

詣
で
に
お
い
て
も
、
同
様
の
経
験
を
す
る55

。
神
仏
の
示
顕
を

う
な
が
し
た
の
は
、
後
白
河
院
そ
の
人
の
歌
唱
で
あ
る
。
院

は
、
す
ぐ
れ
た
美
的
感
覚
を
も
っ
て
、
自
ら
が
め
ざ
す
今
様

実
唱
に
必
要
な
音
楽
的
要
素
を
分
析
的
に
把
握
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
院
が
自
ら
の
今
様
歌
唱
の
様
式
を
完
全
に
継
ぐ
「
瀉し

ゃ

瓶び
ょ
うの
弟
子
」
を
求
め
て
、
弟
子
十
六
名
の
力
量
を
吟
味
す
る

と
こ
ろ
に
明
ら
か
で
あ
る56

。
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
い
ま
要
点

だ
け
示
す
と
、
評
価
基
準
は
、
声
質
、
節
・
振
、
歌
唱
の
正

確
さ
、
声
の
表
現
法
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
能
力
、
歌
詞
の
明
瞭

さ
、
耳
の
良
さ
、
そ
し
て
修
練
の
姿
勢
で
あ
る
。
な
か
で
も

重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
節
と
振
、
と
り
わ
け
振
で
あ
る
。
節

は
い
わ
ゆ
る
旋
律
の
動
き
で
あ
り
、
振
は
そ
れ
よ
り
細
か
な

音
の
動
き
や
表
情
、
発
声
の
繊
細
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
意
味

す
る57

。
弟
子
の
広ひ

ろ

言と
き

、
康
頼
に
つ
い
て
、「
大
様
は
我
が
様
に

て
あ
り
て
、
皆
人
、
我
が
違
は
ぬ
弟
子
ど
も
と
思
ひ
合
ひ
た

れ
ど
、
違
へ
る
こ
と
多
か
り
。
お
の
お
の
節
は
似
す
る
や
う

な
れ
ど
、
旧
の
振
に
て
、
え
そ
れ
を
除
か
で
、
似
ぬ
こ
と
多

か
り
」
と
評
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
後
白
河
院
の
「
振
」
へ
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の
こ
だ
わ
り
が
み
え
る
。
最
終
的
に
、
後
白
河
院
が
「
我
が

様
」
を
継
い
だ
と
認
め
得
た
源
資
時
と
藤
原
師
長
の
二
人
の

歌
い
ぶ
り
は
、「
振
い
と
た
が
は
ぬ
に
て
あ
る
べ
き
」
と
評
し

て
い
る58

。
馬
場
光
子
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
院
は

「
振
」
を
自
ら
の
歌
唱
様
式
「
我
が
様
」
を
継
ぐ
上
で
の
本
質

と
み
て
い
た59

。
心
が
澄
み
わ
た
っ
た
状
態
で
、
こ
う
し
た
美

的
規
範
を
満
た
し
た
声
と
表
現
で
う
た
わ
れ
た
と
き
、
今
様

は
神
仏
の
示
顕
を
も
た
ら
し
、
そ
の
力
を
発
動
さ
せ
て
唱
え

る
者
、
聴
く
も
の
を
往
生
へ
と
導
き
得
る
、
と
後
白
河
院
は

考
え
る
に
至
っ
た
。

か
く
し
て
院
の
今
様
観
は
、「
法
文
の
歌
、
聖
教
の
文
に
離

れ
る
こ
と
な
し
。
法
華
経
八
巻
が
軸
々
、
光
を
放
ち
放
ち
、
二

十
八
品
の
一
々
の
文
字
、
金
色
の
仏
に
ま
し
ま
す
。
世
俗
文

字
の
業
、
翻
し
て
讃
仏
乗
の
因
、
な
ど
か
転
法
輪
と
な
ら
ざ

ら
む
」
と
い
う
宣
言
に
結
実
す
る60

。「
法
文
歌
」
は
、『
梁
塵

秘
抄
』
に
収
め
ら
れ
た
新
た
な
今
様
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、
後

白
河
院
は
こ
こ
で
、
今
様
す
な
わ
ち
仏
の
教
え
を
説
い
た
聖

教
だ
と
言
い
切
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
節
は
、『
和
漢

朗
詠
集
』
に
載
る
「
願
わ
く
は
今
生
世
俗
の
文
字
の
業　

狂

言
綺
語
の
あ
や
ま
り
を
も
っ
て　

翻
し
て
当
来
世
々
讃
仏
乗

の
因　

転
法
輪
の
縁
と
せ
む
」
に
よ
る61

。
元
は
、
白
楽
天
の

有
名
な
詩
「
我
有
本
願
、
願
以
今
生
世
俗
文
字
之
業
、
狂
言

綺
語
之
過
、
転
為
将
来
世
世
讃
仏
之
因
、
転
法
輪
之
縁
為

也
」
で
あ
る62

。
言
葉
で
偽
り
の
世
界
を
つ
く
っ
て
き
た
過
ち

が
、
来
世
で
は
讃
仏
乗
、
転
法
輪
の
縁
へ
と
転
じ
ら
れ
る
よ

う
切
望
す
る
と
い
う
懇
願
を
、『
口
伝
集
』
は
、「
な
ど
か
転

法
輪
と
な
ら
ざ
ら
む
」（
ど
う
し
て
転
法
輪
と
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
ろ
う
か
）
と
い
う
確
信
に
満
ち
た
表
現
に
言
い
換
え
て
い

る
。
な
ぜ
こ
こ
ま
で
の
自
負
を
も
ち
え
た
の
か
。

『
口
伝
集
』
は
、
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
一
一
六
九
年
（
嘉
応

元
）
に
一
旦
の
完
成
を
み
て
い
る
が
、
そ
の
後
増
補
が
な
さ

れ
、
最
終
的
な
完
成
は
一
一
八
〇
年
（
治
承
四
）
か
ら
一
一

八
五
年
（
文
治
元
）
の
間
と
み
ら
れ
る
。
後
白
河
が
、「
た
と

ひ
ま
た
、
今
様
を
歌
ふ
と
も
、
な
ど
か
蓮
台
の
迎
へ
に
与
か

ら
ざ
ら
む
」「
法
文
の
歌
、
聖
教
の
文
に
離
れ
た
る
こ
と
な

し
」
と
い
う
今
様
観
に
至
る
の
は
、「
五
十
余
年
を
過
ご
し
」

た
頃
で
あ
る
。
一
一
八
〇
年
で
五
十
四
歳
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
最
終
的
な
今
様
観
の
吐
露
は
一
一
七
三
年
の
声
明
伝
授
を

経
た
後
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
文

歌
（
今
様
）
＝
聖
教
と
い
う
大
胆
な
宣
言
に
と
っ
て
、『
声
明

集
』
序
文
の
「
音
曲
が
道
儀
を
な
す
、
声
明
は
観
行
を
導
く
」

と
い
う
論
は
強
力
な
拠
り
所
と
な
り
得
た
だ
ろ
う
。
後
白
河

院
が
体
得
し
た
声
わ
ざ
は
、
宗
教
的
権
威
に
も
裏
打
ち
さ
れ

た
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
白
河
院
に
よ
る
「
今
様
往
生
論
」
創
出
の
過
程
か

ら
は
、「
声
の
わ
ざ
」
が
担
い
う
る
力
の
多
面
性
が
み
え
る
。

「
声
わ
ざ
」
は
、
後
白
河
院
が
み
ご
と
に
分
析
し
て
み
せ
た
よ

う
に
、
声
質
、
節
・
振
、
歌
唱
の
正
確
さ
、
声
の
表
現
法
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
能
力
、
歌
詞
の
明
瞭
さ
と
い
う
具
体
的
な
身

体
技
能
の
集
合
体
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
土
台
と
し
て
「
耳
の

よ
さ
」
が
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
徹
底
し
て
わ
ざ
を
身
体
に
刻

み
込
む
「
修
練
の
姿
勢
」
が
成
否
に
関
わ
る
。
そ
れ
ら
が
の

ぞ
ま
し
い
形
で
高
度
に
錬
磨
さ
れ
た
と
き
、
聴
き
手
に
深
い

美
的
感
興
を
ひ
き
お
こ
す
わ
ざ
に
な
り
得
る
。
そ
の
美
的
感

興
は
、
解
釈
の
枠
組
み
を
獲
得
す
れ
ば
、
宗
教
的
体
験
と
重

な
る
こ
と
に
も
な
る
。
身
体
技
法
で
あ
る
「
声
わ
ざ
」
は
、

「
わ
ざ
」
と
し
て
伝
授
可
能
で
あ
る
が
、『
口
伝
集
』
が
示
す

よ
う
に
、
そ
の
授
受
は
た
や
す
く
は
な
い
。
後
白
河
院
は
自

ら
獲
得
し
た
声
わ
ざ
を
す
べ
て
伝
え
ら
れ
る
「
瀉
瓶
の
弟
子
」

を
求
め
た
が
、
彼
の
眼
鏡
に
か
な
う
者
は
ご
く
わ
ず
か
だ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
後
白
河
院
自
身
の
技
量
が
ず
ば
抜
け
て
高
か

っ
た
こ
と
が
大
き
い
が
、
院
が
と
り
わ
け
こ
だ
わ
っ
た
「
振
」、

す
な
わ
ち
微
細
な
発
声
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
生
ま
れ
る
ニ

ュ
ア
ン
ス
は
、
院
そ
の
人
の
訓
練
を
経
た
身
体
そ
の
も
の
が

響
き
と
し
て
形
象
し
た
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
彼
が

伝
え
た
か
っ
た
「
我
が
流
」
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
彼
自
身
に

成
り
代
わ
ら
な
け
れ
ば
写
し
取
る
こ
と
は
不
可
能
な
も
の
と

も
い
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
後
白
河
院
の
今
様
の
わ
ざ
は
、

彼
の
身
体
と
不
可
分
で
あ
り
、
わ
ざ
の
結
晶
体
で
あ
る
彼
の

身
体
は
、
揺
る
が
し
が
た
い
権
威
そ
の
も
の
と
な
る
。『
口
伝

集
』
の
最
後
、
後
白
河
院
は
「
声
わ
ざ
の
悲
し
き
こ
と
は
、
我

が
身
崩
れ
ぬ
る
の
ち
、
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
き
な
り
」
と
嘆

き
、
そ
の
故
に
こ
の
口
伝
集
を
残
す
、
と
結
ぶ
。
こ
の
一
見

嘆
き
と
み
え
る
言
葉
の
裏
に
は
、
し
か
し
、
院
の
自
負
も
み

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
自
ら
の
声
わ
ざ
、「
我
が
流
」
は

「
我
が
身
」
の
な
か
に
あ
る
、
我
が
流
の
今
様
は
我
が
身
に
お

い
て
絶
対
化
し
て
い
る
、
そ
の
自
信
が
吐
か
せ
た
言
葉
で
も

あ
ろ
う
。結

び

以
上
、
密
教
の
真
言
誦
唱
お
よ
び
仏
教
声
楽
声
明
を
、
仏

教
修
行
に
お
け
る
声
の
技
法
と
し
て
分
析
を
試
み
た
。

十
八
道
行
法
の
念
誦
作
法
は
、
真
言
を
長
時
間
繰
り
返
し

続
け
る
身
体
的
刺
激
に
よ
っ
て
本
尊
と
の
一
体
化
と
い
う
特

殊
な
体
験
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
た
ら
す
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
真
言
、
天
台
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
教
学
上
は
「
観
想
」

が
強
調
さ
れ
る
念
誦
作
法
で
あ
る
が
、
行
者
の
体
感
は
声
の

わ
ざ
の
重
さ
を
告
げ
る
。
し
か
し
、
そ
の
重
さ
は
ま
た
そ
の

感
覚
的
刺
激
に
埋
没
す
る
危
う
さ
に
も
つ
な
が
る
。
種
子
の

動
き
や
曼
荼
羅
世
界
の
視
覚
化
す
る
観
想
と
対
に
し
て
、
聴

覚
的
刺
激
が
も
た
ら
す
溶
解
感
、
浮
揚
感
に
理
論
的
な
枠
組

み
と
い
う
足
場
を
与
え
る
仕
組
み
は
、
す
ぐ
れ
た
創
意
で
あ

っ
た
。
こ
の
仕
組
み
の
な
か
で
、
真
言
誦
唱
は
、
他
者
と
の

関
係
を
開
く
回
路
、
呼
吸
と
い
う
人
間
の
生
の
根
幹
を
形
づ
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く
る
活
動
と
向
き
合
う
道
も
開
い
て
い
る
。

歌
詠
音
曲
は
、
仏
の
世
界
、
仏
の
教
え
を
讃
歎
荘
厳
す
る

具
と
し
て
、
大
乗
経
典
の
中
に
し
ば
し
ば
現
れ
る
。
し
か
し
、

日
本
に
お
け
る
仏
教
の
展
開
の
な
か
で
、
声
明
は
そ
れ
を
超

え
た
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
音
の
動
き
に
よ
っ
て
美

的
感
性
的
な
快
を
う
け
と
る
人
間
の
感
覚
を
、「
声
為
仏
事
」

と
し
て
積
極
的
に
位
置
づ
け
た
。
こ
こ
に
お
い
て
音
楽
表
現

で
あ
る
声
明
は
、
仏
道
を
具
現
す
る
も
の
、
観
行
を
導
く
も

の
と
さ
れ
る
。
背
景
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
狂
言
綺
語
」
論
の

展
開
と
も
か
ら
む
本
覚
思
想
の
展
開
を
生
ん
だ
文
化
社
会
的

事
情
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て

詳
細
に
検
討
し
た
い
。
と
も
か
く
も
、
声
明
が
、「
声
為
仏

事
」
と
い
う
教
理
的
支
え
を
得
て
、
美
的
音
楽
表
現
の
一
形

態
と
し
て
磨
き
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
と
き
、
そ
の
美
を
左
右

す
る
大
き
な
要
素
は
声
の
精
妙
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
か
か
る

も
の
と
な
っ
た
。
博
士
と
い
う
記
譜
法
で
も
口
伝
書
で
も
伝

え
得
な
い
要
素
で
あ
る
。
す
で
に
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
記

し
得
な
い
も
の
は
、
記
し
得
な
い
が
ゆ
え
に
容
易
に
獲
得
で

き
な
い
権
威
と
な
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
「
わ
ざ
」
と
し
て
体

得
し
た
も
の
の
権
威
を
も
高
め
る
こ
と
に
な
る63

。
声
わ
ざ
の

継
承
に
ま
つ
わ
る
こ
の
よ
う
な
構
図
は
、
後
白
河
院
が
精
魂

込
め
て
磨
き
上
げ
た
今
様
に
お
い
て
、
そ
の
力
学
の
底
に
あ

る
も
の
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
訓
練
に
よ
っ
て
わ
ざ
を

獲
得
し
た
身
体
は
、
わ
ざ
と
そ
の
わ
ざ
に
関
わ
る
価
値
体
系

を
体
現
し
た
も
の
と
な
り
、
権
威
そ
の
も
の
と
な
る
。
こ
こ

に
、
わ
ざ
の
体
系
の
頂
点
に
あ
る
「
師
」
と
い
う
存
在
の
絶

対
化
が
生
じ
る
。
そ
の
わ
ざ
が
宗
教
性
と
結
び
つ
く
も
の
で

あ
る
場
合
、
そ
の
絶
対
化
は
力
強
さ
と
と
も
に
大
い
な
る
危

う
さ
を
は
ら
む
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

真
言
念
誦
を
め
ぐ
る
考
察
で
み
た
よ
う
に
、
真
言
誦
唱
と

い
う
声
の
わ
ざ
は
呼
吸
と
密
に
連
動
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
人

間
の
生
理
の
奥
深
い
部
分
と
つ
な
が
る
。
ま
た
、
か
な
り
の

速
度
感
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
真
言
の
繰
り
返
し
は
、
唱
え
る

者
に
独
自
の
時
間
感
覚
を
も
た
ら
す
。
他
方
、
声
明
や
今
様

の
よ
う
な
声
の
わ
ざ
も
、
そ
の
美
的
価
値
の
核
心
と
な
る
微

細
な
発
声
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
呼
吸
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

分
ち
が
た
く
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
音
一
音

を
ひ
き
の
ば
す
技
法
に
よ
っ
て
細
や
か
な
旋
律
線
と
音
の
ニ

ュ
ア
ン
ス
を
生
み
出
す
唱
法
は
、
こ
れ
も
、
独
自
の
時
間
感

覚
を
つ
く
る
。
こ
れ
ら
呼
吸
と
時
間
感
覚
の
問
題
は
、
声
の

わ
ざ
一
般
に
備
わ
る
、
身
心
に
働
き
か
け
変
容
さ
せ
る
力
を

考
え
る
鍵
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

注1　
「
声
明
」
と
い
う
語
は
、
そ
も
そ
も
は
イ
ン
ド
の
学
問
体
系

「
五
明
」
の
う
ち
の
言
語
や
音
韻
に
関
す
る
学
問
を
さ
す
も

の
で
あ
っ
た
が
、
日
本
で
は
梵
唄
と
と
も
に
仏
教
声
楽
を
意

味
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
今
日
で
は
梵
唄
よ
り

も
声
明
の
呼
称
が
一
般
化
し
て
い
る
の
で
、
以
下
、「
声
明
」

を
用
い
る
。

2　
高
井
観
海『
密
教
事
相
大
系

―
特
に
三
寶
院
憲
深
方
を
基

調
と
し
て
』（
高
井
前
化
主
著
作
刊
行
會
、
一
九
五
三
年
）

七
四
―七
五
頁
。

3　

大
内
典
『
仏
教
の
声
の
技

―
悟
り
の
身
体
性
』（
法
藏
館
、

二
〇
一
六
年
）
一
五
七
―一
八
六
頁
。

4　

次
第
全
体
の
詳
し
い
対
照
表
は
、
大
内
、
同
書
、
一
六
一
―

一
六
四
頁
を
参
照
の
こ
と
。

5　
高
井
、
前
掲
書
、
一
二
七
―二
一
六
頁
所
収
。

6　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
仏
書
刊
行
会
編
纂
、
第
五
七
巻
、
二

五
七
―二
六
三
頁
。

7　

高
井
、
前
掲
書
、
一
一
一
―一
一
六
頁
。
た
だ
し
、
本
尊
は

異
な
る
。
元
杲
編
の
次
第
で
は
如
意
輪
観
音
で
あ
る
が
、
伝

空
海
の
次
第
で
は
大
日
如
来
で
あ
る
。

8　

高
井
、
前
掲
書
、
二
一
三
―二
三
三
頁
。
野
本
覚
成
「
最
初

の
台
密
十
八
道
軌
」『
天
台
学
報
』
二
四
号
（
一
九
八
二
年
）

一
四
九
―一
五
〇
頁
。

9　

覚
鑁
撰
『
十
八
道
口
決
』（『
大
正
蔵
』
七
九
、
二
五
二
九
）、

七
〇
頁
上
。

10　

頼
瑜
撰
『
薄
草
決
』（『
大
正
蔵
』
七
九
、
二
五
三
五
）、
二

一
五
頁
上
。
高
井
観
海
氏
の
解
説
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
解

釈
は
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
（
高
井
観
海
『
密
教
事
相

大
系
』〈
高
井
前
化
主
著
作
刊
行
会
、
一
九
五
三
〉
一
九
二

頁
）。

11　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
五
七
巻
、
二
七
二
頁
。

12　
『
四
十
帖
決
』（『
大
正
蔵
』
七
五
、
二
四
〇
八
）、
八
三
五
頁

上
、
下
。
た
だ
し
現
行
の
『
穴
太
流
十
八
道
記
』
で
は
、「
心

に
本
尊
を
想
念
し
て
専
注
し
て
念
誦
」
す
る
よ
う
指
示
さ
れ

て
い
る
。

13　
『
天
台
宗
全
書
』（
天
台
宗
典
刊
行
会
編
、
第
二
一
巻
）、
四

〇
頁
。

14　
具
体
的
な
作
法
は
、
個
々
の
修
行
者
に
師
匠
か
ら
い
わ
ゆ
る

「
切
紙
」
と
し
て
伝
授
さ
れ
る
。
そ
の
性
質
上
、
こ
こ
で
は

具
体
的
な
指
示
内
容
を
記
す
こ
と
は
控
え
る
。

15　
密
教
行
の
中
味
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
個
人
名
は
伏
せ
る
が
、

智
山
派
、
豊
山
派
、
高
野
山
派
い
ず
れ
に
お
い
て
も
同
様
の

回
答
を
得
て
い
る
。

16　
『
大
正
蔵
』
七
五
、
二
四
〇
八
、
八
三
五
頁
中
。

17　
大
内
、
前
掲
書
、
一
七
七
―一
八
一
頁
。

18　
『
行
法
肝
葉
鈔
』（『
真
言
宗
全
書
』
真
言
宗
全
書
刊
行
会
編
、

第
二
三
巻
）
一
六
八
頁
。

19　
『
行
法
肝
要
記
』（『
真
言
宗
全
書
』
第
二
三
巻
）
三
〇
五
頁
。

著
者
は
、
多
く
の
理
論
書
、
行
法
書
を
著
し
て
、
真
言
密
教

の
発
展
に
貢
献
し
た
印
融
（
一
四
三
五
―一
五
一
九
）
と
さ

れ
る
（
戸
部
謹
爾
「
十
八
道
念
誦
次
第
略
説
」『
真
言
宗
豊

山
派
総
合
研
究
院
紀
要
』
一
一
〈
二
〇
〇
六
年
〉
三
二
頁
）。

20　

R
obert H

. Sharf, “V
isualization and M

andala in Shingon 
Buddhism

, ” in Sharf, Robert H
. and Sharf, Elizabeth H

orton 
(eds), Living Im

ages: Japanese Buddhist Icons in C
ontext , 

C
alifornia: Stanford U

niversity Press, 2002, pp. 151-197. 

21　

フ
ロ
ー
理
論
に
つ
い
て
は
、
M
・
チ
ク
セ
ン
ト
ミ
ハ
イ
著
、

今
井
浩
明
訳
『
フ
ロ
ー
体
験

―
喜
び
の
現
象
学
』（
世
界

思
想
社
、
一
九
九
六
年
）、
変
成
意
識
に
つ
い
て
は
、
葛
西

賢
太
『
現
代
瞑
想
論

―
変
成
意
識
が
ひ
ら
く
世
界
』（
春

秋
社
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

22　
『
声
字
実
相
義
』（『
大
正
蔵
』
七
七
、
二
四
二
九
）、
四
〇
二

頁
中
。

23　
『
真
言
宗
教
時
義
』（『
大
正
蔵
』
七
五
、
二
三
九
六
）、
四
二
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二
頁
上
。

24　
『
天
台
宗
全
書
』
第
二
一
巻
、
三
七
頁
。

25　
『
興
教
大
師
全
集
下
』（
世
相
軒
、
一
九
三
五
年
）
一
〇
〇
九

―一
〇
一
〇
頁
。
覚
鑁
の
こ
の
大
胆
な
発
想
は
、や
が
て
、
息

は
阿
弥
陀
仏
そ
の
も
の
で
あ
り
、
呼
吸
す
る
こ
と
で
そ
の
ま

ま
阿
弥
陀
の
浄
土
へ
の
往
生
に
至
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
秘

密
念
仏
思
想
に
展
開
す
る
。
覚
鑁
の
秘
密
念
仏
思
想
は
、『
五

輪
九
字
明
秘
密
釈
』（『
興
教
大
師
全
集
下
』
一
一
二
一
―一

一
八
二
頁
所
収
）
お
よ
び
『
一
期
大
要
秘
密
集
』（
同
一
一

九
七
―一
二
二
〇
頁
所
収
）
に
説
か
れ
る
。
た
だ
し
、
後
者

に
つ
い
て
は
、
覚
鑁
選
者
説
に
疑
義
を
唱
え
る
研
究
も
あ
る

（
向
井
隆
健
「『
一
期
大
要
秘
密
集
』
の
撰
者
考
」『
密
教
学

研
究
』
二
三
〈
一
九
九
一
年
〉
一
七
頁
）、
橘
信
雄
「
興
教

大
師
と
平
安
浄
土
教
」
興
教
大
師
研
究
論
集
編
集
委
員
会
編

『
興
教
大
師
覚
鑁
研
究

―
興
教
大
師
八
百
五
十
年
御
遠
忌

記
念
論
集
』〈
春
秋
社
、
一
九
九
二
年
〉
七
五
八
頁
等
）。

26　
大
内
、
前
掲
書
、
八
六
―一
一
九
頁
。

27　
た
と
え
ば
『
法
華
経
』
第
一
方
便
品
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
若
し
人
を
し
て
、
楽
を
作
し
鼓
を
う
ち
角
貝
を
吹
き
簫
笛

琴
箜
篌
、
琵
琶
鐃
銅
鈸
、
是
の
如
き
衆
の
妙
音
を
尽
く
し
持

っ
て
、
以
て
供
養
せ
し
め
、
或
は
歓
喜
の
心
を
以
て
歌
唄
し

て
仏
徳
を
頌
せ
し
め
ば
、
乃
至
一
小
音
も
皆
已
に
仏
道
を
成

ぜ
ん
」（
大
正
蔵
九
、
二
六
二
、
九
頁
上
）。

28　
『
摩
訶
止
観
』（『
大
正
蔵
』
四
六
、
一
九
一
一
）、
一
一
頁
上

―一
六
頁
中
。

29　
『
摩
訶
止
観
』（『
大
正
蔵
』
四
六
、
一
九
一
一
）、
一
一
頁
上
。

智
顗
の
四
種
三
昧
は
、『
摩
訶
止
観
』
を
筆
録
し
た
弟
子
灌

頂
に
よ
っ
て
、
部
分
的
に
再
構
成
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る

（
佐
藤
哲
英
「
天
台
大
師
に
お
け
る
四
種
三
昧
の
形
成
過
程
」

『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
一
二
巻
二
号
〈
一
九
六
四
年
〉
五

二
―五
八
頁
）。

30　
智
顗
が
、
仏
道
修
行
を
「
止
観
」
と
し
て
体
系
づ
け
て
い
く

過
程
か
ら
、
彼
の
身
体
観
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
一

般
に
、
彼
の
行
法
の
中
心
は
「
観
法
」
だ
と
理
解
さ
れ
る
が
、

行
者
が
生
身
の
身
体
を
も
つ
存
在
で
あ
る
こ
と
を
十
全
に
理

解
し
た
上
で
行
法
を
体
系
づ
け
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
大
内
『
仏
教
の
声
の
技

―
悟
り
の
身
体
性
』
五
一
―六

四
頁
）。

31　
『
法
華
三
昧
行
法
』（『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
三
巻
天
台

篇
一
〈
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
一
九
七
九
年
〉
一
〇
四
―

一
五
七
頁
所
収
）。

32　
『
法
華
三
昧
懺
儀
』（『
大
正
蔵
』
四
六
、
一
九
四
一
）、
九
四

九
頁
中
―九
五
五
頁
下
。

33　
『
法
華
三
昧
行
法
』
一
五
三
頁
。

34　
智
顗
に
お
け
る
懺
悔
と
三
昧
と
の
思
索
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、

R
・
ロ
ー
ズ
「『
法
華
三
昧
懺
儀
』
研
究
序
説
」『
仏
教
学
セ

ミ
ナ
ー
』
四
五
号
（
大
谷
大
学
仏
教
学
会
、
一
九
八
七
年
）

二
〇
―三
〇
頁
参
照
。

35　
大
内
、
前
掲
書
、
八
九
―九
八
頁
。

36　

定
珍
『
法
華
懺
法
私
』（『
天
台
宗
全
書
』
第
一
一
巻
）、
二

五
二
頁
。
実
海
『
法
華
懺
法
抄
』（『
天
台
宗
全
書
』
第
一
一

巻
）、
九
二
頁
。

37　
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
は
、
大
内
、
前
掲
書
、
八

六
―一
〇
八
頁
を
参
照
の
こ
と
。

38　
『
声
明
源
流
記
』（『
大
正
蔵
』
八
四
、
二
七
二
〇
）、
八
六
四

頁
上
。

39　
良
源
は
、
自
ら
の
死
後
、
追
福
の
た
め
に
法
華
懺
法
を
修
め

る
よ
う
遺
言
し
た
（『
天
台
座
主
良
源
遺
告
』〈『
平
安
遺
文

古
文
書
編
』
第
二
巻
﹇
東
京
堂
、
一
九
六
四
年
﹈
四
四
一
―

四
四
八
頁
所
収
〉）。『
大
日
本
国
法
華
験
記
』
は
、
全
一
二

九
話
中
十
五
話
で
法
華
懺
法
を
話
題
に
し
て
い
る
が
、
う
ち

十
三
話
が
、
法
華
懺
法
を
修
め
た
行
者
の
往
生
譚
で
あ
る
。

ま
た
阪
本
の
東
南
寺
に
お
け
る
講
義
録
と
さ
れ
る
『
法
華
懺

法
聞
書
』（
一
四
九
二
年
）
に
は
、
役
行
者
が
唱
え
る
法
華

懺
法
に
よ
っ
て
餓
鬼
が
救
わ
れ
た
話
が
載
る
（『
天
台
宗
全

書
』
第
一
一
巻
、
九
頁
）。

40　

佐
佐
木
信
綱
編
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
四
巻
（
風
間
書
房
、

一
九
五
六
年
）
八
五
頁
。

41　
虎
関
師
錬
『
元
亨
釈
書
』（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
黒
板
勝

美
、
国
史
大
系
編
修
会
編
、
第
三
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一

九
六
五
年
）
四
三
二
―四
三
四
頁
。

42　
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
三
一
巻
、
二
八
〇
頁
。

43　

読
経
道
に
つ
い
て
は
、
柴
佳
世
乃
『
読
経
道
の
研
究
』（
風

間
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

44　
『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』（
沼
本
克
明
「
読
経
口
伝
明
鏡
集
〈
故

山
田
孝
雄
博
士
蔵
文
案
本　

川
瀬
一
馬
博
士
旧
蔵
文
亀
本
〉

解
説
並
び
に
影
印
」〈
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
編
『
鎌
倉
時
代

語
研
究
』
第
一
三
輯
﹇
武
蔵
野
書
院
、
一
九
九
〇
年
﹈
一
二

〇
―一
七
二
頁
所
収
〉）。
な
お
、
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
複

数
の
系
統
が
あ
り
、
そ
の
間
で
の
異
同
が
あ
る
。
諸
本
の
比

較
整
理
は
、
同
書
、
九
四
―一
一
九
頁
、
柴
、
前
掲
書
、
二

七
一
―二
七
五
頁
に
詳
し
い
。

45　
『
悉
曇
蔵
』（『
大
正
蔵
』
八
四
、
二
七
〇
二
）、
三
六
五
頁
上

―三
六
八
頁
上
。

46　
『
大
法
師
浄
蔵
伝
』
に
載
る
逸
話
。
天
歴
四
年
（
九
五
〇
）

の
仏
名
会
に
お
い
て
導
師
を
お
お
せ
つ
か
っ
た
際
、
平
調
で

唱
え
よ
、
と
い
う
村
上
天
皇
の
宣
旨
に
見
事
に
応
え
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
精
確
な
音
高
を
と
る
こ
と
は
楽
器
を
使
っ
て
さ

え
難
し
い
こ
と
な
の
に
、
自
ら
の
音
高
感
覚
だ
け
で
そ
れ
を

や
っ
て
の
け
る
と
は
「
此
道
極
妙
、
本
朝
絶
倫
矣
」
と
、
天

皇
か
ら
絶
賛
さ
れ
た
（『
続
々
群
書
類
従
』
第
三
、
史
伝
部

（
二
）、〈
国
書
刊
行
会
編
纂
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九

八
五
年
〉、
四
六
五
―四
七
五
頁
所
収
）。

47　
大
内
、
前
掲
書
、
一
一
二
―一
一
四
頁
。

48　
『
声
明
口
伝
集
』（『
續
天
台
宗
全
書　

法
儀
一
』
天
台
宗
典

編
纂
所
編
著
、
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
）
三
〇
七
頁
。

49　
『
維
摩
詰
所
説
経
』（『
大
正
蔵
』
一
四
、
四
七
五
）、
五
五
三

頁
下
。

50　

小
島
裕
子
「『
一
心
敬
礼
声
澄
み
て
』
考

―
法
文
の
歌
が

生
み
出
さ
れ
る
場
」『
季
刊
文
学
』
第
一
〇
巻
第
二
号
（
一

九
九
九
年
）
八
九
―九
二
頁
。「
声
為
仏
事
」
の
思
想
に
つ
い

て
は
、
阿
部
泰
郎
氏
等
の
諸
論
考
も
参
照
の
こ
と
（
阿
部
泰

郎
「
中
世
の
音
声

―
声
明
／
唱
導
／
音
楽
」『
中
世
文
学
』

四
六
号
〈
二
〇
〇
一
年
〉
四
―七
頁
、『
聖
者
の
推
参

―

中
世
の
声
と
ヲ
コ
な
る
も
の
』〈
名
古
屋
大
学
出
版
、
二
〇

〇
一
年
〉
一
三
頁
。

51　
大
内
、
前
掲
書
、
一
〇
一
―一
〇
二
頁
。

52　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
九
〇
巻
、
二
六
三
頁
。
慶
滋
保
胤

が
発
起
人
に
な
っ
て
開
催
さ
れ
た
勧
学
会
に
つ
い
て
の
記
述
。

比
叡
山
の
僧
と
大
学
寮
の
学
生
が
集
ま
っ
て
、『
法
華
経
』

の
講
義
を
聴
き
、『
法
華
経
』
に
ち
な
ん
だ
詩
歌
を
詠
み
、
念

仏
を
唱
え
た
催
し
。

53　
澄
憲
草
家
寛
記
『
声
明
序
』（『
續
天
台
宗
全
書　

法
儀
一
』）

一
頁
。

54　
『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』（
川
口
久
雄
、
志
田
延
義
校
注
『
和
漢

朗
詠
集
・
梁
塵
秘
抄
』〈
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
〉）
四
四

三
頁
。
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55　
『
和
漢
朗
詠
集
・
梁
塵
秘
抄
』、
四
六
一
―四
六
三
頁
。

56　
『
和
漢
朗
詠
集
・
梁
塵
秘
抄
』、
四
五
四
―四
五
八
頁
。

57　

馬
場
光
子
「
今
様
辞
典
」『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』（
講
談
社
、

二
〇
一
〇
年
）
三
九
二
―三
九
四
頁
。
馬
場
氏
は
、
古
代
歌

謡
や
雅
楽
で
の
用
語
法
、
ま
た
『
口
伝
集
』
で
の
用
語
法
を

詳
細
に
分
析
し
、
節
と
振
と
の
差
異
を
導
き
だ
し
て
い
る
。

58　
『
和
漢
朗
詠
集
・
梁
塵
秘
抄
』、
四
六
九
―四
七
〇
頁
。

59　
馬
場
光
子
、
前
掲
書
、
一
六
四
頁
。

60　
『
和
漢
朗
詠
集
・
梁
塵
秘
抄
』、
四
六
八
―四
六
九
頁
。

61　
『
和
漢
朗
詠
集
・
梁
塵
秘
抄
』、
二
〇
〇
頁
。

62　
白
楽
天
の
詩
に
由
来
す
る
「
狂
言
綺
語
」
論
の
展
開
に
つ
い

て
は
、
柳
井
滋
「
狂
言
綺
語
観
に
つ
い
て

―
白
楽
天
か
ら

保
胤
へ
の
屈
折
」『
国
語
と
国
文
学
』
三
九
巻
四
号
（
一
九

六
二
年
）
二
三
―三
四
頁
、
三
角
洋
一
「
い
わ
ゆ
る
狂
言
綺

語
観
に
つ
い
て
」
渡
部
泰
明
編
『
秘
儀
と
し
て
の
和
歌

―

行
為
と
場
』（
有
精
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
）
二
〇
〇
―二
一

六
頁
等
を
参
照
の
こ
と
。

63　
大
内
、
前
掲
書
、
一
一
八
頁
。
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は
じ
め
に

本
稿
は
、
ド
ム
と
呼
ば
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
人
の
呪
術
事
象
に

つ
い
て
身
心
変
容
技
法
研
究
の
視
座
か
ら
考
察
す
る
も
の
で

あ
る
。

呪
術
の
定
義
は
文
脈
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
が
、
一
般
的

に
、「
超
自
然
的
な
方
法
で
意
図
す
る
現
象
を
起
こ
そ
う
と
す

る
行
為
、
信
仰
、
観
念
の
体
系
の
総
称
で
あ
る1

」
と
さ
れ
て

い
る2

。
ド
ム
も
例
外
で
は
な
い
。

近
年
の
呪
術
研
究
に
は
言
説
だ
け
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る

と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る3

な
か
で
、
本
稿
は
理
論
検
証
で
は

な
く
事
例
分
析
を
中
心
と
す
る
。
そ
の
際
に
、
呪
術
を
実
践

す
る
当
事
者
の
視
点
に
た
ち
、
身
体
感
覚
、
心
理
状
態
な
ど

を
考
慮
し
つ
つ
分
析
を
行
う
。

本
稿
で
は
、
今
な
お
比
較
的
多
く
残
さ
れ
て
い
る
治
療
目

的
の
ド
ム
を
取
り
あ
げ
、
言
葉
と
行
為
の
両
方
に
注
目
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
用
い
る
ド
ム
の
資
料
は
、
筆
者
が
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
研
究
の
一
環
と
し
て
収
集
し
た
一
次
資
料
と
、
現
地

の
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ
る
民
俗
的
記
録
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

1
肯
定
と
変
容

「
モ
ン
ゴ
ル
人
は
言
霊
（
ア
マ
ン
・
ベ
ル
ゲ
）
に
よ
る
」
と

い
う
諺
が
あ
る
。「
シ
ブ
シ
ル
ゲ
」
と
呼
ば
れ
る
短
い
文
句
に

言
霊
の
思
考
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
シ
ブ
シ
ル
ゲ
は
い
わ
ば

モ
ン
ゴ
ル
版
の
呪
文
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
ド
ム
の
機
能
を
果

た
し
う
る
が
、
ほ
か
の
ド
ム
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
使
わ
れ

て
い
る
。
シ
ブ
シ
ル
ゲ
と
ド
ム
が
こ
の
よ
う
な
密
接
な
関
係

に
あ
る
た
め
、「
ド
ム
・
シ
ブ
シ
ル
ゲ
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

シ
ブ
シ
ル
ゲ
に
は
「
問
答
」
と
い
う
典
型
的
な
形
が
あ
る
。

「
問
答
」
は
自
問
自
答
と
自
問
他
答
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
山
に
投
げ
棒
を
採
り
に
出
か
け
る
人
が
、「
ど
こ

に
行
く
の
？　

山
に
行
く
」、「
何
し
に
行
く
の
？　

投
げ
棒

を
採
り
に
行
く
」
と
自
問
自
答
す
る
形
が
あ
る
。
ま
た
、
お

母
さ
ん
が
子
ど
も
の
痛
い
所
を
撫
で
な
が
ら
、「
エ
ム
（
薬
）

に
な
れ
、
ド
ム
（
呪
）
に
な
れ
、
跡
な
く
よ
く
な
れ
！
」
と

呟
い
た
あ
と
、「
よ
く
な
っ
た
？
」
と
問
う
と
子
ど
も
が
、「
よ

く
な
っ
た
よ
！
」
と
答
え
る
、
自
問
他
答
の
形
も
あ
る
。

一
見
「
禅
問
答
」
の
よ
う
な
、
子
ど
も
の
ご
っ
こ
遊
び
の

よ
う
な
問
答
で
あ
る
。「
問
答
」
の
問
い
に
対
す
る
答
え
が

「
肯
定
」
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
「
問

答
」
な
の
か
、
な
ぜ
「
肯
定
」
な
の
か
。
具
体
的
な
事
例
を

分
析
し
て
み
よ
う
。「
魂
呼
び
」
と
い
う
ド
ム
は
、
魂
が
抜
け

た
と
さ
れ
る
子
ど
も
に
対
し
て
行
う
も
の
で
、
実
行
す
る
に

は
魂
呼
び
人
と
そ
の
助
手
の
二
人
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

事
前
に
「
足
な
し
水
」（
フ
ル
・
ウ
ゲ
ィ
・
オ
ソ
）
を
準
備
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
足
な
し
水
」
と
は
、
井
戸
か

ら
汲
み
上
げ
た
ま
ま
容
器
を
地
面
や
物
体
な
ど
に
置
か
ず
に
、

ま
た
後
ろ
を
振
り
向
か
ず
に
運
ん
で
く
る
水
の
こ
と
を
い
う
。

ド
ム
チ
（
ド
ム
を
お
こ
な
う
人
）
が
「
足
な
し
水
」
の
入
っ

た
茶
碗
に
未
使
用
の
縫
い
針
を
入
れ
て
、
魂
が
抜
け
た
と
さ

れ
る
子
ど
も
の
頭
の
上
で
回
し
な
が
ら
、「
ホ
レ
ィ
、
ホ
レ

呪
術
の
変
容
力
―
ド
ム
の
事
例
を
通
し
て

ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー

京
都
大
学
大
学
院
人
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環
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研
究
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ィ
！　

早
く
戻
っ
て
来
い
！
」
と
三
回
呼
び
か
け
る
。
ホ
レ

ィ
と
は
呼
び
寄
せ
の
シ
ブ
シ
ル
ゲ
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
助

手
が
部
屋
の
外
か
ら
「
魂
が
戻
っ
て
来
た
か
い
？
」
と
問
う

と
ド
ム
チ
が
「
戻
っ
て
来
た
、
戻
っ
て
来
た
！
」
と
答
え
る
。

こ
の
よ
う
に
三
回
問
答
し
て
か
ら
、
障
り
が
や
っ
て
き
た
と

さ
れ
る
方
向
に
向
か
っ
て
茶
碗
の
水
を
散
ら
し
、
部
屋
の
隅

に
茶
碗
を
伏
せ
て
置
く
。

こ
の
よ
う
な
ド
ム
で
は
、
問
い
に
答
え
を
も
ら
う
こ
と
が

で
き
て
こ
そ
ド
ム
が
完
成
す
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、「
答
え
」

を
も
ら
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
ド
ム

が
こ
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
問
答

す
る
こ
と
に
は
い
く
つ
か
の
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
ド
ム
の
問
答
に
お
け
る
確
認
は
象
徴
的
な
も
の
で

あ
る
。「
戻
っ
て
来
た
か
い
？
」「
戻
っ
て
来
た
！
」、
こ
こ
で

の
「
答
え
」
は
実
際
の
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
実

際
に
戻
っ
て
来
た
か
ど
う
か
が
問
題
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

ド
ム
に
お
け
る
「
問
答
」
の
目
的
は
、
答
え
を
「
確
認
」
す

る
た
め
で
な
く
、
状
況
を
「
肯
定
」
す
る
た
め
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ド
ム
の
「
肯
定
」
に
は
、
望
ま
し
く
な
い
状
況
（
子

ど
も
の
魂
が
抜
け
た
）
を
否
定
し
、
望
ま
し
い
状
況
（
子
ど
も

の
魂
が
戻
っ
て
来
る
）
を
象
徴
的
に
出
現
さ
せ
る
は
た
ら
き
が

あ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
い
う
象
徴
が
言
霊
と
結
び
つ
け
ら

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
事
者
に
対
し
象
徴
を
超
え
た
現
実

感
を
与
え
る
。
つ
ま
り
、「
肯
定
」
に
よ
っ
て
「
状
況
変
容
」

が
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
「
状
況
変
容
」
を
「
受
け
入
れ
る
」

こ
と
で
、
ド
ム
の
結
果
に
直
結
し
、
目
的
の
達
成
を
可
能
な

ら
し
め
る
。
ド
ム
の
論
理
で
は
、
何
よ
り
も
「
肯
定
」
的
な

答
え
を
「
受
け
止
め
る
」
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
素
直
に
「
受

け
入
れ
る
」
こ
と
で
「
変
容
さ
れ
た
状
況
」
を
固
定
し
定
着

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る4

。「
結
び
」
の
機
能

を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
ド
ム
の
過
程
を
「
答
え
」
ま
で
運
ぶ
の
に
は
、
魂

呼
び
人
（
多
く
の
場
合
子
ど
も
の
母
親
で
あ
る
が
）
の
中
に
、
緊

張
と
念
願
が
伴
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
つ
ま
り
ド

ム
を
行
う
人
は
、
作
法
を
淡
々
と
こ
な
し
て
い
る
と
い
う
よ

り
も
、
む
し
ろ
作
法
と
と
も
に
、
感
覚
レ
ベ
ル
に
お
い
て
身

心
変
容
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ド
ム
の
問
い
に
対
す
る
答
え
が
「
否
定
」
だ

っ
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
関
連
す
る
「
億
万
の
印
証
」

と
い
う
寓
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

億
万
匹
の
馬
を
持
つ
バ
ヤ
ン
（
裕
福
な
人
）
が
、「
億
万

の
印
証
」
を
も
ら
い
に
ハ
ー
ン
（
皇
帝
）
を
訪
ね
た
。
ハ

ー
ン
が
「
君
の
馬
の
群
れ
に
金
の
仔
馬
が
産
ま
れ
た
の
な

ら
、
億
万
の
印
証
を
与
え
よ
う
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
バ

ヤ
ン
は
「
私
の
馬
の
群
れ
に
金
の
仔
馬
は
産
ま
れ
て
い
な

い
」
と
正
直
に
答
え
て
帰
っ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
間
に
バ
ヤ
ン
の
馬
の
群
れ
に
金
の
仔
馬
が
産
ま
れ
、
し

か
も
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
。
本
来
な
ら
、
ハ
ー
ン
に
対

し
て
「
金
の
仔
馬
が
産
ま
れ
た
」
と
言
う
べ
き
だ
っ
た
。
そ

う
す
れ
ば
、
ハ
ー
ン
の
「
口
の
息
」（
ア
マ
ン
・
オ
ー
ル
）

の
お
蔭
で
金
の
仔
馬
は
死
な
な
か
っ
た
は
ず
だ
っ
た
。

こ
の
寓
話
か
ら
、「
肯
定
」
の
言
霊
が
結
果
を
左
右
す
る
と

い
う
思
考
が
う
か
が
え
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
的
な
整
骨
術

で
も
、
整
骨
師
が
怪
我
を
し
た
人
に
向
か
っ
て
「
そ
こ
ま
で

歩
け
な
い
の
？　

歩
き
な
さ
い
」
と
言
う
こ
と
が
あ
る
。
そ

の
と
き
、「
歩
け
な
い
」
と
答
え
て
し
ま
う
と
歩
け
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。「
は
い
、
歩
け
る
よ
」
と
答
え
れ
ば
、
今
ま
で
歩

け
な
く
て
も
、
実
際
に
歩
け
る
よ
う
に
な
る
の
だ
と
い
う
。

日
常
に
お
い
て
も
、
モ
ン
ゴ
ル
人
同
士
で
「
お
元
気
で
す

か
」
と
挨
拶
さ
れ
た
ら
、
必
ず
「
元
気
で
す
」
と
答
え
る
。
た

と
え
病
気
で
あ
っ
て
も
、
ひ
と
ま
ず
「
元
気
で
す
よ
」
と
答

え
て
か
ら
、
あ
と
で
病
気
の
こ
と
を
話
す
。

2
秘
密
と
変
容

呪
文
に
は
シ
ブ
シ
ル
ゲ
の
よ
う
に
声
を
出
し
て
呟
く
も
の

も
あ
れ
ば
、
テ
ル
ニ
（
陀
羅
尼
）
の
よ
う
に
声
を
出
さ
ず
に

呟
く
も
の
も
あ
る
。
シ
ブ
シ
ル
ゲ
の
呟
き
と
比
べ
れ
ば
、
テ

ル
ニ
の
呟
き
は
シ
ャ
ー
マ
ン
（
ブ
ォ
）
の
表
現
に
も
あ
る
よ

う
に
、「
襟
の
ボ
タ
ン
」
に
さ
え
聞
こ
え
な
い
よ
う
な
「
無

声
」
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
シ
ブ
シ
ル
ゲ
の
言
葉
の

意
味
は
明
瞭
で
あ
る
の
に
対
し
、
テ
ル
ニ
の
言
葉
は
意
味
不

明
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
テ
ル
ニ
は
「
意
味
不
明
」
か
つ
「
無

声
」
の
シ
ブ
シ
ル
ゲ
で
あ
る
。

シ
ブ
シ
ル
ゲ
は
誰
も
が
用
い
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
い

っ
ぽ
う
テ
ル
ニ
を
用
い
て
ド
ム
を
行
う
の
は
、
主
と
し
て
シ

ャ
ー
マ
ン
で
あ
る5

。
テ
ル
ニ
に
は
強
力
な
力
が
あ
り
、
そ
の

力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
厳
し
い
修
行
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い6

。
シ
ャ
ー
マ
ン
の
テ
ル
ニ
に
、
守
護
霊
を
呼
び
寄
せ
る

心
臓
（
ジ
ュ
ル
ヘ
）
の
テ
ル
ニ
、
奇
異
な
力
を
発
揮
す
る
輪

（
ガ
ル
ハ
）
の
テ
ル
ニ
、
病
気
治
療
に
用
い
る
鳥
（
エ
レ
ー
）

の
テ
ル
ニ
な
ど
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

シ
ャ
ー
マ
ン
に
よ
る
と
、
テ
ル
ニ
は
「
秘
密
」
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
誰
か
に
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
隠

す
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
秘
密
に
し
な
け
れ
ば
そ
の
力
が
失

わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
テ
ル
ニ
は
「
唱
え
て
も
い
い

が
、
紙
に
書
い
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
シ
ャ
ー
マ
ン
の
言

葉
の
真
意
が
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ャ
ー
マ
ン
に
よ
る
ド
ム
の
中
で
、
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る

「
サ
イ
グ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
呪
薬
の
よ
う
な
機
能

を
果
た
す
サ
イ
グ
に
使
わ
れ
る
の
は
、
掌
に
収
ま
る
サ
イ
ズ

の
白
い
綿
の
布
切
れ
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
が
テ
ル
ニ
を
呟
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き
な
が
ら
息
を
吹
き
か
け
た
布
切
れ
は
、
燃
や
し
て
灰
を
「
足

な
し
水
」
で
飲
む
と
ド
ム
に
な
る
。

シ
ャ
ー
マ
ン
に
よ
る
と
、
サ
イ
グ
は
「
ス
ジ
グ
」
を
も
っ

て
飲
む
べ
き
で
あ
る
。
ス
ジ
グ
と
は
崇
拝
の
念
を
あ
ら
わ
す

モ
ン
ゴ
ル
語
で
あ
る
。
サ
イ
グ
の
目
的
は
病
気
の
治
療
や
生

命
力
の
上
昇
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
基
本
と
な
る
サ
イ

グ
は
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
秘
密
の
テ
ル
ニ
を
吹
き
か

け
た
サ
イ
グ
を
ド
ム
に
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か

の
側
面
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
テ
ル
ニ
の
秘
密
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
そ
の
秘
密

に
隠
さ
れ
た
力
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
秘
密
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
神
秘
性
が
人
間
心
理
に
作
用
し
、ド

ム
の
効
果
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

ド
ム
に
と
っ
て
テ
ル
ニ
の
「
秘
密
」
が
問
題
で
は
な
く
、「
秘

密
」
を
失
っ
た
テ
ル
ニ
こ
そ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
テ
ル
ニ
を
浸
透
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

が
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
「
息
」
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
の
「
息
」

は
力
を
伝
達
す
る
媒
介
で
あ
る
。
寓
話
に
よ
る
と
、
長
年
修

行
を
積
ん
だ
動
物
が
シ
ャ
ー
マ
ン
な
ど
呪
力
を
も
つ
人
の
「
口

の
息
」
に
触
れ
る
こ
と
で
修
行
が
簡
単
に
完
成
さ
れ
る
と
い

う
。
サ
イ
グ
に
お
い
て
は
、
テ
ル
ニ
の
言
霊
が
「
息
」
に
よ

っ
て
布
切
れ
に
伝
達
さ
れ
、
火
の
作
用
で
灰
と
い
う
形
に
変

容
し
、
そ
の
灰
を
「
足
な
し
水
」
で
飲
む
こ
と
に
よ
り
、
言

霊
が
使
用
者
の
身
体
に
浸
透
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
使
用
者
の
身
体
に
浸
透
し
た
テ
ル
ニ
が
そ
の
人

の
ス
ジ
グ
（
崇
拝
の
念
）
と
溶
け
合
う
こ
と
で
最
大
限
に
力
が

発
揮
さ
れ
る
。
ス
ジ
グ
の
深
い
人
に
は
、
灰
の
な
か
に
テ
ル

ニ
の
文
字
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
見
え
る
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
ス
ジ
グ
を
も
っ
て
サ
イ
グ
の
ド
ム
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
神
秘
的
な
身
心
変
容
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、「
秘
密
」
と
真
逆
の
こ
と
を
し
て
し
ま
う
こ
と

に
対
す
る
「
フ
セ
ル
・
デ
ー
リ
ク
」（
願
い
が
逆
転
す
る
）
と

い
う
習
わ
し
が
あ
る
。
心
配
や
願
い
を
過
度
に
話
し
た
り
、
我

慢
で
き
ず
騒
い
だ
り
す
る
と
か
え
っ
て
物
事
が
う
ま
く
い
か

な
く
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
旅
に
出
た
人

を
あ
ま
り
心
配
し
て
い
る
と
、
旅
途
に
障
害
が
起
こ
る
と
か
、

白
髪
を
数
え
る
と
か
え
っ
て
白
髪
が
増
え
る
と
か
で
あ
る
。

実
際
、
日
常
的
に
ド
ム
を
実
践
し
て
い
る
当
事
者
に
と
っ

て
は
、
ド
ム
が
一
つ
の
約
束
事
で
あ
り
決
ま
り
事
で
あ
る
以

上
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
追
求
す
る
こ
と
自
体
意
味
を
も
た

な
い
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
逆
で
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
わ

か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
ド
ム
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る7

。
こ

こ
で
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は
、
民
俗
学
的
な
解
釈
と
は
異
な

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
こ
と
で
あ
る
。

3
禁
止
と
変
容

呪
術
と
禁
忌
は
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ド
ム

に
お
い
て
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
が
ド
ム
を
行
う
当
事
者
の
身
心

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
う
る
の
か
、
具
体
的
な
事
例
を

分
析
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
禁
じ
ら
れ
る
こ
と

を
禁
忌
で
は
な
く
「
禁
止
」
と
表
現
す
る
。

ド
ム
の
主
な
要
素
の
中
に
、
前
述
し
た
よ
う
な
「
足
な
し

水
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
井
戸
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
た
あ
と
、

容
器
を
地
面
や
物
体
に
触
れ
さ
せ
ず
に
、
ま
た
後
ろ
を
振
り

向
か
ず
に
運
ん
で
く
る
と
い
う
の
が
決
ま
り
で
あ
る
。
ど
こ

に
も
置
か
な
い
こ
と
か
ら
「
足
な
し
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る8

。

保
存
し
て
何
回
か
使
い
た
い
と
き
は
容
器
を
柱
な
ど
に
掛
け

て
お
く
。

儀
礼
研
究
で
は
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
状
態
を
、
聖
と
俗
の
「
境

界
」
状
態
と
し
て
捉
え
て
い
る9

。
こ
の
考
え
に
よ
れ
ば
、「
足

な
し
水
」
を
「
境
界
の
水
」
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
足
な
し
水
」
に
つ
い
て
、
モ
ン
ゴ
ル
人
研
究
者
に
よ
る
「
穢

れ
の
な
い
清
い
水
で
あ
る
」
と
い
う
説
明
と
「
新
し
い
生
命

の
象
徴
で
あ
る
」
と
い
う
説
明
が
あ
る10

。

と
こ
ろ
が
、
現
地
で
は
シ
ャ
ー
マ
ン
も
一
般
の
当
事
者
も
、

「
足
な
し
水
」
の
意
味
に
つ
い
て
疑
問
視
し
た
り
、
説
明
し
た

り
、
議
論
し
た
り
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。「
足
な
し

水
」
は
そ
の
意
味
よ
り
も
、
そ
れ
を
用
い
る
際
の
身
心
状
態

の
ほ
う
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
前
節
で
と
り
あ
げ
た
サ
イ
グ
の
ド
ム
を
事
例
と
し

て
、「
足
な
し
水
」
の
登
場
と
当
事
者
の
身
心
状
態
に
つ
い
て

記
述
し
て
お
こ
う
（
括
弧
の
中
は
「
そ
の
と
き
の
心
情
表
現
」

の
一
例
で
あ
る
）。

①
体
を
清
め
、
心
を
整
え
る
（
ド
ム
の
間
は
声
を
出
さ
な
い

こ
と
、
考
え
ご
と
を
し
な
い
こ
と
）。

②
井
戸
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
、
容
器
を
地
面
に
置
か
な
い
。

（
緊
張
す
る
。
う
っ
か
り
し
て
地
面
に
置
い
て
し
ま
い
そ
う
…
…
）

③
振
り
向
か
ず
に
家
ま
で
持
っ
て
く
る
。（
わ
た
し
に
声
を

か
け
な
い
で
！　

し
か
し
自
分
か
ら
声
を
出
し
て
し
ま
い
そ
う

…
…
）

④
手
に
持
つ
か
、
柱
な
ど
に
掛
け
て
お
く
。（
こ
の
不
自
由

か
つ
不
思
議
な
感
覚
…
…
）

⑤
サ
イ
グ
（
テ
ル
ニ
を
吹
き
込
ん
だ
布
切
れ
）
を
取
り
出
し
、

慎
重
に
燃
や
す
。（「
何
も
考
え
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
し
ま
う
…
…
）

⑥
サ
イ
グ
の
灰
を
集
め
、「
足
な
し
水
」
で
飲
む
。（
無
事

飲
み
こ
ん
だ
。
し
か
し
ス
ジ
グ
（
崇
拝
の
念
）
は
忘
れ
た
か
も

し
れ
な
い
…
…
）

⑦
朝
か
晩
の
サ
イ
グ
、
七
回
か
。（
こ
の
間
に
身
体
や
状
況

の
変
化
を
観
察
す
る
。
ド
ム
と
と
も
に
ス
ジ
グ
も
つ
づ
く
）

こ
れ
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
ド
ム
の
過
程
に
お
い
て
当
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事
者
の
身
心
が
常
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

一
つ
の
ド
ム
の
中
に
「
行
為
の
禁
止
」
が
い
く
つ
も
含
ま
れ

て
い
る
。
水
の
容
器
の
底
を
「
触
れ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」、

水
を
持
っ
て
く
る
際
に
「
振
り
向
い
て
は
い
け
な
い
」、
ド
ム

の
間
に
「
声
を
出
し
て
い
け
な
い
」、
そ
し
て
サ
イ
グ
を
飲
む

と
き
に
「
何
も
考
え
な
い
」
の
四
つ
で
あ
る
。

一
連
の
動
作
を
確
認
す
る
と
、
ま
る
で
台
詞
の
な
い
一
人

芝
居
の
よ
う
な
風
景
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
外
側
の
身
象

0

0

風
景
で
あ
っ
て
、
内
側
の
心
象

0

0

風
景
で
は
な
い
。
井
戸
か
ら

家
ま
で
「
振
り
向
か
な
く
て
も
よ
い
」
と
い
う
状
態
と
「
振

り
向
い
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
状
態
は
、
行
為
の
結
果
は

同
じ
で
あ
る
が
、
当
事
者
の
内
側
に
起
き
て
い
る
こ
と
は
異

な
る
。
後
者
の
場
合
、
通
常
と
違
う
「
何
か
」
が
起
き
て
い

る
。「
禁
止
は
人
間
の
好
奇
心
へ
の
挑
発
で
あ
る11

」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
そ
の
「
何
か
」
と
い
う
の
は
、
振
り
向
い
て
み

た
く
な
る
好
奇
心
と
、
振
り
向
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う
自

制
心
と
の
間
の
「
闘
い
」
な
の
か
も
し
れ
な
い12

。
こ
の
と
き
、

「
振
り
向
か
な
い
」
と
決
心
す
る
こ
と
で
、
内
側
で
起
き
て
い

る
「
闘
い
」
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
禁
止
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
身
心
の
緊
張
感
と
束
縛
感
が
ド
ム
の

雰
囲
気
、
ド
ム
の
場
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
足
な
し
水
」
を
め
ぐ
る
象
徴
的
解
釈
が
何
で
あ
ろ
う
と
、

「
触
れ
さ
せ
な
い
」
と
い
う
特
別
な
扱
い
を
す
る
だ
け
で
も
神

秘
的
な
色
合
い
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。「
足
な
し
水
」
に
あ

っ
て
「
足
あ
る
水
」
に
は
な
い
「
何
か
」
を
、
当
事
者
が
自

分
の
内
側
、
心
の
中
で
感
じ
取
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
足
な
し
水
」
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
感
覚
が
、
当
事
者
の

ス
ジ
グ
す
な
わ
ち
崇
拝
の
念
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ス
ジ

グ
が
な
け
れ
ば
「
足
」
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
「
た
だ
の

水
」
で
あ
り
、
特
別
な
感
覚
は
生
ま
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
し

か
も
、
当
事
者
の
「
足
な
し
水
」
へ
の
特
別
な
感
覚
が
、
井

戸
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
る
そ
の
瞬
間
か
ら
始
ま
り
、「
振
り
向

か
な
い
」、「
声
を
出
さ
な
い
」
と
い
っ
た
一
連
の
「
禁
止
行

為
」
を
通
じ
て
ド
ム
の
全
過
程
を
貫
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ド
ム
の
諸
要
素
は
「
足
な
し
水
」
で
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。「
足
な
し
水
」
を
取
り
巻

く
諸
行
為
が
ド
ム
の
「
呪
術
的
環
境13

」、
先
に
述
べ
た
ド
ム
の

場
を
生
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
が
、

ド
ム
の
場
は
身
振
り
、
言
葉
、
作
法
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る

外
的
環
境
だ
け
で
な
く
、
感
覚
的
経
験
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

る
内
的
環
境
と
の
両
方
か
ら
成
り
立
つ
と
い
う
点
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ド
ム
の
場
に
お
い
て
内
的
環
境
と
外
的
環
境
は

相
関
関
係
に
あ
る
。
当
事
者
の
内
側
の
感
覚
が
そ
の
時
空
間

に
お
け
る
物
や
振
る
舞
い
に
反
映
し
、
そ
の
物
や
振
る
舞
い

が
呪
物
や
呪
的
振
る
舞
い
へ
と
変
容
す
る
。
つ
ま
り
ド
ム
の

場
は
当
事
者
自
身
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
サ
イ
グ
や
テ
ル
ニ
や
決
ま
り
の
振
る
舞
い

な
ど
、
最
初
か
ら
準
備
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
意
識
さ
れ
る
言
葉

と
行
為
が
あ
る
。
で
は
、
い
っ
た
ん
意
識
さ
れ
た
言
葉
と
行

為
が
ど
こ
へ
消
え
る
の
か
。
上
述
し
た
ド
ム
の
過
程
に
お
い

て
は
、
そ
れ
が
感
覚
可
能
な
「
何
か
」
に
変
容
し
、
当
事
者

の
内
側
へ
投
げ
込
ま
れ
る
の
で
あ
る14

。

4
生
命
の
交
換

こ
こ
で
は
、
ホ
ル
チ
ン
地
方
に
広
く
伝
わ
る
「
水
回
し
」

ド
ム
を
取
り
あ
げ
る15
（
次
頁
の
再
現
写
真
参
照
）。

子
ど
も
が
急
に
熱
を
出
し
た
と
き
、
そ
の
原
因
を
「
人
の

手
足
」（
フ
ン
ネ
・
フ
ル
ガ
ル
）、
す
な
わ
ち
人
に
つ
い
て
き
た

「
悪
い
モ
ノ
」
に
よ
る
と
考
え
た
と
き
に
行
う
ド
ム
で
あ
る16

。

夜
、
母
親
が
熱
の
あ
る
子
ど
も
を
寝
か
し
て
か
ら
、
子
ど

も
の
頭
頂
先
（
枕
元
）
で
声
を
出
さ
ず
に
行
う
。
ま
ず
、
お

皿
に
水
を
入
れ
、
そ
の
中
に
磁
器
や
銅
製
の
徳
利
を
伏
せ
て

置
く
。
徳
利
の
上
に
四
角
い
白
い
紙
を
置
き
、
マ
ッ
チ
の
火

で
四
隅
に
火
を
つ
け
る
。
お
皿
の
水
の
沸
き
具
合
を
観
察
し
、

障
り
の
や
っ
て
き
た
方
位
を
判
断
す
る
（
最
初
に
ど
こ
か
の
方

位
か
ら
沸
き
だ
し
た
な
ら
、
そ
れ
が
障
り
の
や
っ
て
き
た
方
位
と

み
な
す
）。
徳
利
を
取
り
出
し
、
灰
を
お
皿
の
水
の
中
に
入
れ

る
と
、
子
ど
も
の
頭
の
上
で
右
回
り
と
左
回
り
の
順
で
三
回

ず
つ
回
す
。
そ
の
お
皿
に
子
ど
も
の
好
き
な
食
べ
物
や
残
り

物
の
茶
殻
な
ど
を
入
れ
る
。
そ
の
上
か
ら
子
ど
も
に
三
回
唾

を
吐
か
せ
（
自
分
で
唾
を
吐
け
な
い
幼
児
の
場
合
は
母
親
が
子
ど

も
の
口
を
吸
っ
て
そ
の
唾
を
入
れ
る
）、
子
ど
も
の
枕
の
下
の
土

を
取
っ
て
入
れ
る
。
そ
れ
か
ら
部
屋
の
外
へ
持
っ
て
ゆ
く
が
、

玄
関
を
出
る
前
に
包
丁
な
ど
の
刃
物
を
三
回
磨
く
。
お
皿
の

中
の
物
は
判
明
し
た
方
位
の
百
歩
先
に
捨
て
る
。
お
皿
を
逆

さ
ま
に
持
ち
（
親
指
を
お
皿
の
底
に
、
残
り
の
四
本
の
指
を
お
皿

の
口
に
当
て
て
持
つ
）、
振
り
向
か
ず
に
玄
関
に
戻
る
と
、
部

屋
の
中
に
い
る
人
が
マ
ッ
チ
な
ど
の
火
を
投
げ
か
け
る
。
最

後
に
お
皿
を
外
の
部
屋
の
隅
に
伏
せ
て
置
く
（
お
皿
は
一
二
時

間
過
ぎ
る
ま
で
奥
の
部
屋
に
持
ち
込
ま
な
い17
）。

ま
ず
、
ド
ム
の
中
に
、
同
じ
動
作
を
「
三
回
」
繰
り
返
す

と
い
う
の
が
何
度
か
出
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ド
ム
の
決
ま
り

こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
三
回
な
の
か
、
は
っ
き
り
し
た
説
明
は

な
さ
れ
て
い
な
い
。
天
の
力
と
人
の
力
を
そ
れ
ぞ
れ
「
九
」

と
「
三
」
で
表
現
す
る
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
考

え
方
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
ド
ム
の
中
に
「
人
間
の
最
大
限

の
力
を
生
か
す
」
と
い
う
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
る
と
推

測
で
き
よ
う
。

続
い
て
、
子
ど
も
の
「
頭
頂
先
」
に
お
く
、
子
ど
も
の
「
頭

の
上
」
で
回
す
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
モ

ン
ゴ
ル
人
の
伝
統
に
は
、
頭
の
頂
に
は
セ
ホ
ス
（
守
護
神
）
が
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お
ら
れ
る
た
め
叩
い
た
り
穢
し

た
り
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

風
習
が
あ
る
。
ま
た
、
人
間
の

魂
は
頭
の
頂
か
ら
出
て
い
く
と

い
う
考
え
も
あ
り
、
母
親
が
子

ど
も
の
頭
頂
を
軽
く
撫
で
な
が

ら
魂
呼
び
す
る
ド
ム
か
ら
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
こ
の
ド
ム
の
目
的
は
、

病
気
の
原
因
で
あ
る
「
悪
い
モ

ノ
」
を
子
ど
も
か
ら
切
り
離
し
、

や
っ
て
き
た
方
位
へ
追
い
返
す

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
、

火
や
食
べ
物
や
刃
物
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
象
徴
的
な
物
や
動
作
を

取
り
入
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で

と
り
わ
け
子
ど
も
の
唾
に
注
目

し
た
い
。
モ
ン
ゴ
ル
も
含
め
、

多
く
の
文
化
に
お
い
て
唾
は
生

命
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
。
子

ど
も
の
唾
の
入
っ
た
も
の
を
持

っ
て
行
く
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
子
ど
も
の
生
命
（
モ
ン
ゴ
ル

語
で
い
う
ア
ミ
）
を
持
っ
て
行
く

こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
よ
う
な
象
徴
的
な
行
為

を
、
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ

ズ
ム
で
は
「
ア
ミ
ン
・
ゾ
リ
ヤ
」

＝
「
生
命
の
交
換
」
と
い
う18

。

ゾ
リ
ヤ
と
は
代
替
物
ま
た
は
交

換
の
意
味
で
あ
る
。
身
体
（
体

内
物
）
の
一
部
ま
た
は
特
定
の

物
を
生
命
そ
の
も
の
の
代
替
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
を
悪
モ
ノ

に
「
渡
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
本
人
の
生
命
を
守
る
と
い
う
生

命
感
覚
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
に
従
う
な
ら
、
こ
こ
で

取
り
あ
げ
た
「
水
回
し
」
の
ド
ム
も
ま
ち
が
い
な
く
一
種
の

「
生
命
交
渉
」、「
生
命
交
換
」
の
技
法
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

5
同
調
的
変
容

伝
承
さ
れ
て
き
た
ド
ム
で
最
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
が
、

「
ド
ム
・
ザ
サ
ル
ガ
」
と
呼
ば
れ
る
治
療
に
関
す
る
ド
ム
で
あ

る
。
ザ
サ
ル
ガ
と
は
治
療
を
意
味
す
る
モ
ン
ゴ
ル
語
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
取
り
あ
げ
て
き
た
「
魂
呼
び
」
も
ド
ム
・
ザ
サ
ル

ガ
に
あ
た
る
。

先
に
述
べ
た
「
水
回
し
」
の
ド
ム
は
、
病
気
の
原
因
と
な

る
障
り
（
悪
モ
ノ
の
こ
と
）
が
や
っ
て
き
た
方
位
を
判
明
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
病
気
が
や
っ
て
き
た
時

間
帯
を
判
明
さ
せ
る
ド
ム
を
提
示
す
る
。「
針
診
断
」
と
名
づ

け
た
こ
の
ド
ム
は
、
子
ど
も
が
恐
怖
に
お
そ
わ
れ
病
気
に
な

っ
た
場
合
に
行
わ
れ
る
。

夜
、
未
使
用
の
縫
い
針
に
両
手
を
横
に
伸
ば
し
た
長
さ
と

同
じ
長
さ
の
白
い
糸
を
通
し
、「
足
な
し
水
」
を
入
れ
た
コ
ッ

プ
（
ま
た
は
茶
碗
）
に
、
針
先
を
下
向
き
に
し
て
水
に
浸
け
る

よ
う
に
掛
け
る
。
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
、
夜
に
子
ど
も
の
頭

頂
先
（
枕
元
）
に
置
い
て
お
く
。
そ
し
て
翌
朝
、
水
の
中
の

針
を
取
り
出
し
錆さ

び

の
具
合
を
観
察
す
る
（
昔
、
モ
ン
ゴ
ル
の
田

舎
で
使
わ
れ
て
い
た
縫
い
針
は
、
一
晩
水
に
浸
け
る
だ
け
で
錆
が

で
き
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
）。
縫
い
針
の
先
が
錆
び
た
の
で

あ
れ
ば
夜
に
、
真
ん
中
が
錆
び
た
の
で
あ
れ
ば
昼
に
、
頭
が

錆
び
た
の
で
あ
れ
ば
朝
に
と
、
恐
怖
に
お
そ
わ
れ
た
時
間
帯

を
判
明
さ
せ
る
。

① 水を入れたお皿に徳利を伏せて置き、その
上に載せた白紙の四隅に火をつける。

④ 灰の入ったお皿を子どもの頭の上で右・左へ三
回ずつ回す。

② お皿の水が沸きだすところを観察し、障りがやってきた
方位を判明させる。

⑤ お皿に食べ物や子どもの唾などを入れて判明した
方向の百歩先に捨てる。

③ 灰をお皿の水の中に入れる。

⑥ 部屋を出る際に刃物を三回磨く。

「水回しドム」の再現写真
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こ
の
ド
ム
に
お
い
て
、
子
ど
も
が
恐
怖
に
お
そ
わ
れ
た
時

間
が
縫
い
針
の
錆
の
位
置
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
時
間
」（
夜
、
昼
と
朝
）
と
「
位
置
」（
先
、
真
ん
中
と
頭
）
が

同
調
的
に
変
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
、「
時
間
」
と
「
位
置
」
の
同
調
的

変
容
が
「
真
空
」
の
中
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
頭
頂
先
に
お

い
て
起
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
強
い
て
い
う
な
ら
ば
、
子

ど
も
の
頭
頂
先
、
す
な
わ
ち
魂
が
出
入
り
す
る
「
場
所
」
に

は
、
出
来
事
と
そ
の
反
射
物
に
作
用
す
る
は
た
ら
き
（
呪
力
）

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、「
箸
診
断
・
水
診
断
」
と
名
づ
け
た
ド
ム
を
取
り

あ
げ
て
み
よ
う
。
先
に
述
べ
た
ド
ム
と
違
っ
て
、
病
気
の
原

因
と
な
る
悪
モ
ノ
そ
の
も
の
を
判
明
さ
せ
る
ド
ム
で
あ
る
。

三
本
の
箸
を
茶
碗
に
入
れ
た
「
足
な
し
水
」
の
中
に
立
て

て
、「
悪
モ
ノ
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
？　

何
が
欲
し
か
っ
た

の
？
」
と
具
体
的
な
名
前
を
あ
げ
る
。
箸
が
ど
れ
か
の
物
の

名
前
に
反
応
し
て
立
っ
た
ら
、
そ
れ
が
欲
し
が
っ
て
い
た
物

と
み
な
し
、
刃
物
で
そ
の
箸
を
切
り
倒
す
よ
う
な
動
作
を
す

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
三
回
倒
し
て
か
ら
、
茶
碗
の
水
を
床

に
流
し
、
現
れ
た
水
の
形
で
悪
モ
ノ
の
正
体
を
判
明
さ
せ
る
。

人
間
の
形
に
な
っ
た
な
ら
人
間
が
原
因
で
、
動
物
の
形
に
な

っ
た
な
ら
動
物
が
原
因
で
、
も
し
特
定
の
物
の
形
に
な
ら
な

か
っ
た
な
ら
旋
風
（
不
確
定
な
悪
モ
ノ
）
が
原
因
で
あ
る
と
み

な
さ
れ
る
。

こ
の
ド
ム
の
中
に
二
重
の
同
調
的
反
応
が
見
て
と
れ
る
。

一
つ
目
は
箸
の
反
応
で
あ
る
。
場
面
か
ら
み
る
と
特
定
の「
も

の
」
に
対
す
る
箸
の
反
応
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

背
後
に
悪
モ
ノ
の
意
思
が
は
た
ら
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ

こ
で
起
き
た
「
反
応
」
は
悪
モ
ノ
（
意
思
）
と
箸
（
立
つ
）
と

の
同
調
的
反
応
で
あ
る
。
二
つ
目
は
流
し
た
水
（
形
）
と
悪

モ
ノ
（
正
体
）
と
の
同
調
的
反
応
で
あ
る
。
悪
モ
ノ
の
正
体

は
人
間
か
動
物
か
旋
風
か
と
い
っ
た
大
ま
か
な
も
の
で
あ
る
。

同
調
的
変
容
に
関
す
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
ド
ム
も
伝
わ
っ
て

い
る
。「
粉
犬
と
子
ど
も
」
と
い
う
ド
ム
で
あ
る
。
結
論
か
ら

い
う
な
ら
ば
、「
粉
犬
」
と
子
ど
も
の
魂
お
よ
び
身
体
の
同
調

的
変
容
を
あ
ら
わ
す
ド
ム
で
あ
る
。

夕
方
、
粉
（
小
麦
粉
な
ど
）
を
練
っ
て
犬
の
形
を
つ
く
り
、

そ
の
首
の
周
り
に
赤
い
糸
を
巻
き
、
窯
の
熱
い
灰
の
中
に
埋

め
て
お
き
、「
我
が
子
の
魂
よ
、
早
く
戻
っ
て
来
い
！
」
と
呟

く
。
翌
朝
に
、
も
し
「
粉
犬
」
が
な
く
な
っ
て
い
れ
ば
「
魂

が
抜
け
て
し
ま
っ
た
」
と
み
な
さ
れ
る
。
も
し
「
粉
犬
」
が

元
の
場
所
に
あ
れ
ば
よ
し
と
し
、「
粉
犬
」
の
ど
こ
か
の
部
位

に
黄
色
味
の
焼
け
跡
が
付
い
た
な
ら
、
子
ど
も
の
体
の
そ
の

部
位
に
障
り
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
人
に
と
っ
て
赤
い
糸
は
ア
ミ
、
す
な
わ
ち
生
命

の
象
徴
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ド
ム
で
は
、
首
の
周
り

に
赤
い
糸
を
巻
か
れ
た
「
粉
犬
」
を
病
気
の
子
ど
も
の
代
替

と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、「
粉
犬
」
は
前
節

で
述
べ
た
「
ゾ
リ
ヤ
」
に
あ
た
る
。「
粉
犬
」
の
消
失
と
子
ど

も
の
魂
の
移
動
が
、
同
時
進
行
的
な
出
来
事
と
し
て
関
連
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
消
え
な
か
っ
た
「
粉
犬
」
と
子
ど

も
と
は
相
関
関
係
に
あ
り
、
両
者
の
身
体
的
状
態
が
同
調
的

に
変
容
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
な
同
調
的
変
容
の
事
例
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す

る
。
つ
ぎ
の
「
蛇
形
帯
状
疱
疹
」
と
い
う
ド
ム
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
。

蛇
が
体
に
巻
き
付
く
よ
う
な
形
で
で
き
た
帯
状
疱
疹
の
こ

と
で
あ
る
。
太
い
端
は
蛇
の
頭
で
細
い
端
は
蛇
の
尻
尾
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
頭
と
尻
尾
の
部
分
が
接

近
す
る
が
、
つ
な
が
る
と
危
険
で
あ
る
。
原
因
は
ロ
ス
と
呼

ば
れ
る
大
地
や
水
の
霊
に
よ
る
障
り
と
さ
れ
、
蛇
の
目
を
盲

目
に
す
る
こ
と
で
退
治
で
き
る
と
み
な
さ
れ
る
。
白
い
紙
に

蛇
の
形
を
描
き
、
そ
の
頭
を
体
に
巻
き
付
く
蛇
の
頭
に
く
っ

つ
け
て
、
線
香
の
火
で
紙
に
描
い
た
蛇
の
目
を
焼
く
と
、
体

に
つ
い
て
い
る
蛇
の
目
も
焼
か
れ
る
と
い
う
。
盲
目
に
な
っ

た
紙
の
蛇
を
付
近
の
河
や
湖
に
捨
て
て
、「
ロ
ス
の
主
よ
、
蛇

を
持
っ
て
帰
っ
て
！
」
と
叫
び
、
振
り
向
か
ず
に
戻
っ
て
来

る
。こ

の
ド
ム
を
「
粉
犬
と
子
ど
も
」
の
事
例
と
比
べ
て
み
る

と
、「
診
断
」
と
い
う
よ
り
も
「
処
置
」
と
し
て
の
性
格
を
も

っ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
処
置
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
紙
に

描
か
れ
た
蛇
と
体
に
で
き
た
蛇
の
「
身
体
」
が
同
調
的
な
変

容
を
起
こ
す
（
焼
か
れ
て
盲
目
と
な
る
）
と
い
う
意
味
で
は
、

両
方
の
ド
ム
が
共
通
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が

見
て
と
れ
る
。

む
す
び

本
稿
で
は
、
身
心
変
容
技
法
と
い
う
視
点
か
ら
モ
ン
ゴ
ル

人
の
呪
術
・
ド
ム
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
呪

術
の
主
要
な
要
素
で
あ
る
言
葉
と
行
為
に
注
目
し
つ
つ
、
観

念
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
実
践
的
・
感
覚
的
レ
ベ
ル
に
お
い
て

民
俗
学
的
な
解
釈
を
こ
こ
ろ
み
た
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
、「
肯
定
」
と
「
秘
密
」
と
い
う
二
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
言
葉
に
よ
る
変
容
を
確
認
し
た
。

言
葉
の
秘
密
性
の
も
つ
変
容
力
に
つ
い
て
は
異
な
る
文
脈
に
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お
い
て
も
類
似
の
研
究
が
少
な
か
ら
ず
行
わ
れ
て
き
た
。
い

っ
ぽ
う
、
言
葉
の
肯
定
性
の
も
つ
変
容
力
に
つ
い
て
は
、
心

理
学
的
な
研
究
を
除
き
人
文
系
の
研
究
で
は
あ
ま
り
注
目
さ

れ
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
ド
ム
に
お
け
る
「
問
答
」
の
分
析
を
通
し
て
、

「
問
答
」
の
目
的
は
答
え
を
「
確
認
」
す
る
た
め
で
な
く
、
状

況
を
「
肯
定
」
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
「
肯

定
」
に
は
「
身
心
変
容
」、「
状
況
変
容
」
の
は
た
ら
き
（
力
）

が
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
「
変
容
」
を
素
直
に
「
受
け
入
れ

る
」
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

そ
し
て
、「
禁
止
」「
生
命
の
交
換
」「
同
調
」
に
焦
点
を
合

わ
せ
、
行
為
に
よ
る
変
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
中
で

も
「
生
命
の
交
換
」
は
モ
ン
ゴ
ル
文
化
の
古
層
に
つ
な
が
る

思
考
で
あ
る
。
特
定
の
物
や
身
体
（
体
内
物
）
の
一
部
を
も

っ
て
本
人
の
生
命
と
差
し
替
え
よ
う
と
い
う
行
為
を
、
一
種

の
「
生
命
交
渉
」・「
生
命
交
換
」
の
技
法
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

「
禁
止
」
は
禁
忌
研
究
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

本
稿
で
は
言
葉
と
行
為
を
禁
じ
ら
れ
た
際
の
当
事
者
の
生
々

し
い
感
覚
を
無
視
せ
ず
、
そ
こ
か
ら
何
が
見
え
る
か
を
一
瞥

し
た
。
ま
た
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
比
べ
つ
つ
、
ド
ム
に
お

け
る
身
心
や
状
況
の
変
容
の
特
徴
と
し
て
「
同
調
的
変
容
」

の
存
在
を
確
認
し
た
。

今
回
は
事
例
に
密
着
し
た
執
筆
と
な
っ
た
が
、
今
後
の
展

開
で
は
理
論
的
検
討
も
視
野
に
入
れ
て
い
く
。
た
と
え
ば
、フ

レ
イ
ザ
ー
の
呪
術
論19

や
異
な
る
文
脈
に
お
け
る
類
似
事
象
と

の
比
較
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
事
例
の
分
析
が
行

き
届
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
、
研
究
を
進
め
な
が

ら
補
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

「
エ
ム
（
薬
）
に
な
れ
、
ド
ム
（
呪
）
に
な
れ
、
跡
な
く
よ

く
な
れ
！
」

「
よ
く
な
っ
た
？
」

「
よ
く
な
っ
た
よ
！
」

注1　
『
世
界
大
百
科
事
典　

第
二
版
』（
平
凡
社
）
の
解
説
に
よ
る
。

2　
呪
術
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
が
、
具
体
的
な
呪
的
行
為
と

呪
物
（
呪
具
）
で
あ
り
、
そ
れ
を
観
念
的
に
支
え
て
い
る
の

は
呪
的
信
仰
体
系
や
呪
的
思
考
様
式
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

3　

近
年
に
お
け
る
呪
術
に
関
す
る
人
類
学
的
研
究
は
白
川
千

尋
・
川
田
牧
人
『
呪
術
の
人
類
学
』
を
参
照
。

4　

気
功
で
い
う
「
収
功
」、
儀
式
で
い
う
最
後
の
「
締
め
」
に

類
似
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

5　
テ
ル
ニ
は
も
と
も
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
要
素
で
あ
る
が
、
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
文
脈
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
生
き

て
い
る
。

6　
シ
ャ
ー
マ
ン
（
ブ
ォ
）
の
テ
ル
ニ
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
サ
ン

『
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
一

九
九
〇
年
を
参
照
。

7　
現
地
で
の
調
査
の
際
に
当
事
者
に
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

8　
ち
な
み
に
、
昔
は
井
戸
水
が
当
た
り
前
だ
っ
た
が
、
今
は
水

道
水
し
か
な
い
所
が
多
い
。
水
道
水
を
使
う
の
は
、「
足
な

し
水
」
に
「
義
足
」
を
つ
け
た
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

9　
青
木
保
『
儀
礼
の
象
徴
性
』
を
参
照
。

10　
ワ
・
サ
イ
ン
チ
ョ
ク
ト
『
生
命
崇
拝
』
を
参
照
。

11　
河
合
隼
雄
『
昔
話
と
日
本
人
の
心
』
を
参
照
。

12　
こ
の
よ
う
な
、
し
て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
る
と
余
計
に
し

た
く
な
る
心
理
的
欲
求
は
、
心
理
学
で
は
「
カ
リ
ギ
ュ
ラ
効

果
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

13　

モ
ー
ス
は
呪
術
的
環
境
に
つ
い
て
、「
ほ
ん
の
些
細
な
態
度
、

わ
ず
か
な
つ
ぶ
や
き
、
言
葉
、
身
振
り
、
眼
差
し
だ
け
で
、

こ
の
よ
う
な
環
境
の
存
在
を
示
す
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
マ

ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
「
呪
術
の
一
般
理
論
の
素
描
」
を
参
照
）。

14　

と
こ
ろ
が
、「
足
な
し
水
」
が
登
場
す
る
も
う
一
つ
の
機
会

は
、
陰
暦
五
月
五
日
の
朝
で
あ
る
。
日
が
昇
る
前
に
起
き
て
、

声
を
出
さ
ず
に
井
戸
に
向
か
い
、「
足
な
し
水
」
を
飲
む
。
家

族
に
起
こ
し
て
も
ら
う
と
き
、
昨
晩
の
約
束
を
忘
れ
て
つ
い

「
ど
う
し
た
の
？
」
と
声
を
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
一

年
に
一
度
の
特
別
な
儀
式
・
ド
ム
で
あ
る
の
に
、
こ
の
一
声

で
台
無
し
に
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

15　
こ
こ
で
用
い
た
資
料
は
筆
者
の
母
親
の
記
述
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
母
親
も
自
分
の
母
親
に
伝
え
て
も
ら
っ
た
と
い
う

（
筆
者
の
心
象
風
景
に
こ
の
ド
ム
が
刻
ま
れ
て
い
る
）。

16　

た
と
え
ば
、
子
ど
も
が
い
る
家
に
他
人
が
夜
に
訪
れ
る
と
、

道
中
で
つ
い
て
き
た
悪
モ
ノ
が
子
ど
も
に
原
因
不
明
の
熱
を

も
た
ら
す
と
み
な
さ
れ
る
。
悪
モ
ノ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
悪
霊

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
が
、
言
葉
の
呪
力
と
い
う
考
え
か
ら
、

悪
霊
の
名
前
を
口
に
す
る
こ
と
を
忌
み
、
モ
ノ
で
表
現
す
る
。

17　
白
い
紙
の
代
わ
り
に
火
の
つ
い
て
い
る
炭
を
入
れ
て
、
そ
の

音
で
判
断
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
。

18　
シ
ャ
ー
マ
ン
が
草
や
粉
の
人
形
に
病
人
の
洋
服
を
着
せ
、
呪

文
を
吹
き
込
ん
で
か
ら
燃
や
し
て
捨
て
る
。
病
人
の
ア
ミ
の

代
わ
り
に
「
ゾ
リ
ヤ
」
を
悪
い
モ
ノ
に
渡
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

19　
か
つ
て
接
触
し
て
い
た
も
の
は
離
れ
て
も
影
響
し
合
う
と
い

う
観
念
に
基
づ
く
感
染
呪
術
と
、
類
似
は
類
似
の
結
果
を
生

む
と
い
う
観
念
に
基
づ
く
類
感
呪
術
（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
フ
レ

イ
ザ
ー
『
金
枝
篇
』
を
参
照
）。

主
な
参
考
文
献

青
木
保
『
儀
礼
の
象
徴
性
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
六
年

鎌
田
東
二
『
言
霊
の
思
想
』
青
土
社
、
二
〇
一
七
年

河
合
隼
雄
『
昔
話
と
日
本
人
の
心
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
二
年

J
・
G
・
フ
レ
イ
ザ
ー
『
金
枝
篇

―
呪
術
と
宗
教
の
研
究
〈
1
〉

呪
術
と
王
の
起
源
』（
石
塚
正
英
監
修
、
神
成
利
男
訳
）
国
書
刊

行
会
、
二
〇
〇
四
年

白
川
千
尋
・
川
田
牧
人
編
『
呪
術
の
人
類
学
』
人
文
書
院
、
二
〇

一
二
年

バ
・
オ
ル
ト
ナ
ス
ト
『
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
的
ド
ム
・
シ
ブ
シ
ル

ゲ
』
内
蒙
古
科
学
技
術
出
版
社
、
二
〇
一
六
年

マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
「
第
一
部　

呪
術
の
一
般
理
論
の
素
描
」『
社

会
学
と
人
類
学
』（
有
地
亨
・
伊
藤
昌
司
・
山
口
俊
夫
訳
）
弘
文

堂
、
一
九
七
三
年
（
四
二
―二
一
七
頁
）

ワ
・
サ
イ
ン
チ
ョ
ク
ト
『
生
命
崇
拝
』
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
二

〇
〇
一
年
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1
身
体
を
思
い
だ
す

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
の
傾
聴
者
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
大
学
院
実
践
宗
教
学
研
究
科
お
よ
び
大
学
に
付
属
す
る
人

材
養
成
講
座1
）
で
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
（
傾
聴
）
の
訓

練
に
お
い
て
身
体
の
あ
り
方
、
身
体
感
覚
、
感
情
に
注
意
す

る
よ
う
促
さ
れ
る
。
こ
と
に
、
傾
聴
を
さ
れ
る
側
だ
け
で
な

く
、
傾
聴
す
る
側

0

0

0

0

0

の
身
体
感
覚
に
も
注
意
が
促
さ
れ
る
。

傾
聴
者
と
被
傾
聴
者
は
、
相
互
に
影
響
し
あ
う
場
を
作
り

上
げ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
被
傾
聴
者
に
注
目
を
す
る
だ
け
で

は
、
そ
の
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
の
半
面
し
か
捉
え
て
い

な
い
。
そ
し
て
、
傾
聴
者
と
被
傾
聴
者
が
意
識
し
て
い
る
こ

と
を
取
り
上
げ
る
だ
け
で
は
、
や
は
り
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

の
半
面
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
。
傾
聴
者
養
成
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
「
理
解
」
す
る
だ
け
で
な
く
「
実

感
」
し
て
も
ら
う
。「
頭
で
分
か
っ
て
い
る
だ
け
」
で
は
、
大

切
な
こ
と
を
受
け
と
め
ず
に
流
し
て
し
ま
う
の
で
、「
説
明
」

し
て
「
理
解
」
す
る
よ
り
も
「
実
感
」
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、

よ
り
重
要
な
の
だ
。

筆
者
は
し
ば
し
ば
、
芝
居
や
映
画
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

場
面
が
、
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
感
じ
る
。

俳
優
が
な
ん
ら
か
の
踊
り
や
振
り
付
け
を
一
度
だ
け
見
せ
、
そ

れ
を
直
後
に
再
現
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
、
と
い
う
試
験
の

か
た
ち
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
踊
り
や
振
り
付
け
の
動
き
を
詳
細
に
言
語
で

説
明
す
る
の
は
困
難
を
極
め
る
。
そ
し
て
、
親
指
は
こ
う
、
ひ

ざ
は
こ
う
、
首
は
こ
う
、
な
ど
と
バ
ラ
バ
ラ
に
理
解
し
て
い

て
は
、
直
後
の
再
現
は
お
ぼ
つ
か
な
い
だ
ろ
う
。
言
語
に
よ

る
説
明
や
分
節
化
さ
れ
た
理
解
で
は
な
く
、
踊
り
や
振
り
付

け
を
そ
の
ま
ま
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を

直
後
に
再
現
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
だ

が
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
勝
ち
抜
い
た
人
た
ち
は
、
そ
れ
を

や
っ
て
の
け
る
の
だ
。
は
た
し
て
、
踊
り
や
振
り
付
け
を
直

後
に
再
現
で
き
る
身
体
の
状
態
は
、
身
体
感
覚
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
が
で
き
る
と
き
に
ど
の
よ
う

な
感
情
が
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
思
い
を
馳
せ
た
。

こ
れ
が
言
語
で
あ
れ
ば
、
筆
者
に
も
、
聞
い
た
も
の
読
ん

だ
も
の
を
直
後
に
語
っ
た
り
書
い
た
り
し
て
か
な
り
忠
実
に

再
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
他
人
の
文
章
に
即
興
的

な
編
集
を
加
え
て
展
開
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
た
と
え
ば
卒
業

論
文
な
ど
の
指
導
な
ど
で
は
、
瞬
間
的
に
改
稿
案
を
提
案
し
た
り
、

書
き
な
が
ら
指
定
字
数
を
合
わ
せ
た
り
で
き
る
）。
筆
者
は
言
語

を
使
う
こ
と
に
つ
い
て
は
一
定
の
熟
達
を
し
て
い
る
か
ら
だ
。

そ
こ
か
ら
推
測
す
る
に
、
踊
り
や
振
り
付
け
を
即
座
に
再
現

す
る
の
も
、
身
体
感
覚
や
身
体
の
使
い
方
に
一
定
の
熟
達
を

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
訓
練
に

よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
身
体
感
覚
や
身
体
の
使
い
方
を
一
定
程

度
身
に
つ
け
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ

れ
る
。

私
た
ち
は
ふ
だ
ん
自
分
の
身
体
の
あ
り
方
を
意
識
し
な
い
。

朝
の
し
た
く
は
そ
の
好
例
で
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
、
私
た

ち
は
意
識
せ
ず
に
行
っ
て
い
る
。
そ
の
日
や
る
べ
き
こ
と
や

抱
え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
心
を
よ
ぎ

り
、
ま
た
お
腹
の
重
さ
や
頭
痛
や
息
苦
し
さ
と
い
っ
た
か
た

ち
で
も
表
れ
る
。
そ
れ
ら
を
あ
ら
た
め
て
こ
と
ば
で
説
明
す

る
と
た
い
へ
ん
だ
ろ
う
し
、
毎
回
考
え
て
行
っ
て
い
て
は
、
朝

の
し
た
く
は
間
に
合
わ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
な
り
に
複
雑
な

一
連
の
作
業
を
連
携
し
な
が
ら
行
い
、
そ
の
間
に
さ
ま
ざ
ま

0

0

0

0

な
身
体
感
覚
が
通
り
過
ぎ
た
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
思
い
が
よ
ぎ
っ
た
り
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ス
ピ
リ
チュ
アル
ケ
ア
に
お
け
る
身
体
・
感
覚
・
感
情

　
　

第
三
部
❖
霊
性
の
探
究

葛
西
賢
太

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
特
任
准
教
授
／
宗
教
学
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の
を
感
じ
な
が
ら

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
ず

0

0

0

0

0

、
し
た
く
を
終
え

て
出
か
け
る
の
が
私
た
ち
の
常
だ
。
つ
ま
り
私
た
ち
は
、
身

体
感
覚
や
感
情
を
知
り
な
が
ら
受
け
流
す
こ
と
で
予
定
ど
お

り
の
日
常
を
生
き
る
。

実
際
に
、
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
の
傾
聴
者
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
身
体
の
あ
り
方
、
身
体
感
覚
、
感
情
に

つ
い
て
詳
細
に
問
わ
れ
た
と
き
、
返
答
に
窮
す
る
人
が
少
な

く
な
い
。
じ
っ
と
考
え
て
、
た
ど
た
ど
し
い
こ
と
ば
で
一
生

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

懸
命
掘
り
下
げ
て
描
写

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
て
く
れ
る
人
も
ま
れ
に
あ
る
が
、
そ

れ
以
外
の
反
応
も
あ
る
。「
わ
か
ら
な
い
」「
ど
う
し
た
ら
わ

か
る
ん
で
す
か
」「
ふ
だ
ん
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
こ
と
が
な

い
か
ら
」
と
い
っ
た
反
応
、
あ
る
い
は
「
感
動
し
た
」「
楽
し

い
」「
う
れ
し
い
」「
傷
つ
い
た
」
な
ど
の
大
味
な
自
動
詞
を
、

「
と
て
も
」「
非
常
に
」「
す
ば
ら
し
い
」
な
ど
の
形
容
詞
や
副

詞
で
修
飾
し
て
、
と
り
あ
え
ず
取
り
繕
お
う
と
す
る
反
応
、
事

実
や
現
象
の
説
明
で
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
身
体
の
あ
り
方
や
身

体
感
覚
や
感
情
に
つ
い
て
は
ふ
れ
な
い
反
応
、
あ
る
い
は
、
な

ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
疑

問
の
か
た
ち
を
と
っ
た
反
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
あ
る
。

ま
た
、
受
講
生
が
し
ば
し
ば
腑
に
落
ち
な
い
ら
し
い
の
は
、

な
ぜ
被
傾
聴
者
で
は
な
く
傾
聴
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
の
か
、
ま
た
、
な
ぜ
被

傾
聴
者
の
心
理

0

0

で
は
な
く
傾
聴
者
の
身
体
や
感
情

0

0

0

0

0

な
の
か（
い

ち
お
う
「
心0

の
ケ
ア
」
な
の
に
？
）
と
い
う
こ
と
だ
。「
腑
に
落

ち
な
い
ら
し
い
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
の
は
、
教
室
で
は

そ
こ
ま
で
問
わ
ず
、
だ
が
受
講
生
に
聞
い
て
み
る
と
「
そ
う

い
え
ば
…
…
」
と
口
を
開
き
出
す
か
ら
だ
。
異
常
が
あ
る
わ

0

0

0

0

0

0

け
で
も
な
い
の
に

0

0

0

0

0

0

0

自
分
自
身
の
身
体
感
覚
を
細
か
く
見
る
と

い
う
の
は
、
ふ
つ
う
で
は
な
く
、
難
し
い
こ
と
な
の
だ
。

も
う
一
つ
、
文
化
的
価
値
観
の
問
題
が
あ
る
。
私
た
ち
に

と
っ
て
、
身
体
の
あ
り
方
、
身
体
感
覚
、
感
情
は
、
と
て
も

私
的
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
口
に
出
す
の
は
恥
ず
か

し
い
こ
と
だ
っ
た
り
マ
ナ
ー
に
反
し
た
り
す
る
。
大
切
な
会

議
の
と
き
に
は
頭
痛
や
腹
痛
が
あ
っ
て
も
我
慢
す
る
し
、
足

の
付
け
根
や
足
の
裏
が
か
ゆ
く
て
も
搔
く
の
を
な
る
べ
く
控

え
る
。「
疲
れ
た
」
と
い
つ
も
口
に
し
て
い
る
人
は
愚
痴
っ
ぽ

い
と
み
ら
れ
て
し
ま
う
。
泣
き
虫
の
こ
ど
も
は
そ
れ
を
抑
え

る
よ
う
に
指
導
さ
れ
る
。
私
た
ち
の
社
会
は
、
感
情
を
う
ち

に
抑
え
て
秘
め
る
こ
と
、
あ
る
い
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
け
に

じ
ま
せ
る
こ
と
を
、
評
価
す
る
社
会
だ
。
感
情
を
抑
え
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
反
応
を
示
す
「
感
情
失
禁
」
と
い
う
こ

と
ば
さ
え
あ
る
。
だ
か
ら
身
体
の
あ
り
方
、
身
体
感
覚
、
感

情
を
語
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
戸
惑
う
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。

な
ぜ
そ
れ
が
求
め
ら
れ
る
の
か
を
わ
か
る
よ
う
に
説
明
し
て

ほ
し
い
、
と
い
う
の
も
、
理
解
で
き
る
要
求
だ
。

こ
の
よ
う
な
身
体
の
あ
り
方
、
身
体
感
覚
、
感
情
を
正
確

に
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
し
、
お
そ
ら
く
、
説
明
す
る
側

の
こ
と
ば
と
、
さ
れ
る
側
の
こ
と
ば
と
は
同
じ
で
は
な
い
。
地

図
な
し
で
ど
こ
か
へ
の
行
き
方
を
説
明
す
る
よ
う
に
も
ど
か

し
く
不
確
実
だ
。
け
れ
ど
も
、
傾
聴
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

運
営
す
る
一
員
と
し
て
は
、
た
と
え
仮
の
理
解
で
あ
っ
て
も
、

説
明
が
学
び
へ
の
抵
抗
を
減
じ
る
の
な
ら
ば
有
意
義
で
あ
ろ

う
と
思
う
。
そ
し
て
、
傾
聴
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ
人
に
と

っ
て
は
、
家
族
や
友
人
や
、
職
場
の
上
司
や
同
僚
に
説
明
す

る
に
あ
た
り
、
あ
る
い
は
近
い
将
来
、
新
た
な
学
び
手
に
教

え
る
側
に
立
っ
た
と
き
に
、
な
ん
ら
か
の
こ
と
ば
が
あ
る
こ

と
が
助
け
に
な
る
と
思
う
。

そ
こ
で
、
私
自
身
が
傾
聴
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
わ
り

な
が
ら
考
え
て
き
た
こ
と
を
、
三
つ
の
問
い
の
か
た
ち
で
整

理
し
て
み
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

（
一
）
な
ぜ
、
身
体
の
あ
り
方
や
感
覚
や
感
情
を
こ
と
ば
に
す

る
こ
と
を
、
求
め
ら
れ
る
の
か
？

（
二
）
他
者
の
経
験
を
（
こ
と
ば
で
聞
く
だ
け
で
な
く
）、
傾
聴
す

0

0

0

る
側

0

0

の
経
験
を
通
し
て
味
わ
お
う
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
？

（
三
）
傾
聴
の
際
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、「
他
者
の
そ
ば
に

い
る
」「
寄
り
添
う
」
の
か
？

2
体
験
過
程
と
そ
の
尺
度

―
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
の
深
度

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
中
心
療
法
の
提
唱
者
で
あ
る
カ
ー
ル
・
ロ

ジ
ャ
ー
ズ
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
例
の
数
千
の
音
声
記
録

を
大
学
院
生
や
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
た
ち
と
吟
味
し
な
が
ら
、
よ0

い
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
要
件
は
な
に
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

そ
こ
で
得
ら
れ
た
の
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ご
く
初
期
に

そ
の
成
否
の
兆
し
が
す
で
に
見
え
て
い
る
こ
と
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
よ
り
も
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
あ
り
方

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
大
事
で
あ
る
と
い

う
こ
と
、
そ
し
て
、
た
ど
た
ど
し
い
こ
と
ば
で
一
生
懸
命
自

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

分
を
掘
り
下
げ
て
み
よ
う
と
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
試
み
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
こ
れ
を
「
体
験
過
程
〔experiencing

〕」
と
呼
ぶ
）
事
例
が
良
い

結
果
に
い
た
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
自
分
自
身
を
し
っ
か
り
ふ
り
か
え
っ
て

み
よ
う
と
い
う
気
に
な
ら
な
い
よ
う
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
態

度
は
論
外
で
、
体
験
過
程
を
促
す
聴
き
方
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
て
、「
た
ど
た
ど
し
く
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
が
大
切
と

は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
か
。

ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
教
え
子
に
、
ユ
ー
ジ
ン
・
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン

と
い
う
人
物
が
い
る
。
も
と
も
と
哲
学
を
学
ん
で
い
た
彼
は
、

自
己
探
究
を
こ
と
ば
に
し
て
い
る
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
に
興
味
を
も
っ
て
弟
子
入
り
す
る
（
田
中
・
池
見
、
二

〇
一
六
、
田
中
、
二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
五
）。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が

0

0

0

0

0

0

0

自
分
自
身
を
た
ど
た
ど
し
い
こ
と
ば
で
掘
り
下
げ
て
ゆ
く
過

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

程0

（「
体
験
過
程

0

0

0

0

」）
を
注
視
し
、
ま
た
そ
れ
を
促
す
聴
き
手
の

あ
り
方
を
探
求
す
る
。
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
系
譜
に
属
す
る
ク
ラ

イ
エ
ン
ト
中
心
療
法
の
中
で
も
、
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
が
展
開
し

た
「
体
験
過
程
」
を
促
す
よ
う
な
聴
き
手
の
あ
り
方
の
工
夫

は
、
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
流
れ
を
生
み
出
し
た
。
被
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傾
聴
者
が
た
ど
た
ど
し
い
こ
と
ば
で
自
分
の
身
体
知
（
フ
ェ

ル
ト
セ
ン
ス
）
を
語
る
の
に
付
き
添
い
、
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
ば

や
感
覚
（
ハ
ン
ド
ル
）
を
う
ま
く
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に0

問
い
か
け
る
こ
と
、
こ
の
身
体
知
を
、
一
人
格
を
な
す
よ

う
に
て
い
ね
い
に
も
て
な
し
て
、
居
場
所
を
用
意
し
た
り
距

離
を
と
っ
て
み
た
り
（
ク
リ
ア
リ
ン
グ
・
ア
・
ス
ペ
ー
ス
）、
話

を
聞
い
て
み
た
り
、
こ
の
身
体
知
と
自
分
を
同
一
化
し
て
み

た
り
す
る
こ
と
で
ど
う
な
る
か
を
味
わ
っ
て
み
た
ら
、
と
提

案
す
る
。
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
で
は
語
り
手
を
フ
ォ
ー
カ
サ
ー
、

聴
き
手
を
リ
ス
ナ
ー
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
、
か
た
ち
を
得
た
身

体
知
と
の
新
し
い
関
係
、
身
体
知
に
つ
い
て
の
新
し
い
気
づ

き
を
通
し
て
の
変
化
を
、
フ
ェ
ル
ト
シ
フ
ト
と
呼
ぶ
。
ジ
ェ

ン
ド
リ
ン
の
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
筆
者
の
関
心
に
引
き
つ
け

て
言
い
直
す
と
、
こ
う
だ
。
た
ど
た
ど
し
く
表
現
す
る
試
み

は
、
た
ど
た
ど
し
い
が
ゆ
え
に
失
敗
と
思
わ
れ
た
り
切
り
捨

て
ら
れ
た
り
す
べ
き
で
は
（
当
然
）
な
く
、
む
し
ろ
真
摯
な

0

0

0

自
己
探
究
の
試
み
は
た
ど
た
ど
し
い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ず0

、
そ
の
試
み
に
真
摯
に
従
事
し
て
い
る
語
り
手
を
支
援
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る
の
が
傾
聴
者
の
大
切
な
仕
事

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
な
る
の
だ
と
。

た
ど
た
ど
し
い
こ
と
ば
で
一
生
懸
命
自
分
を
掘
り
下
げ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

み
よ
う
と
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
試
み
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

度
合
い
、
い
い
か

え
れ
ば
体
験
過
程
の
深
さ
を
診
る
尺
度
が
、
フ
ォ
ー
カ
シ
ン

グ
で
提
案
さ
れ
て
い
る
。
尺
度
を
絶
対
視
し
な
い
よ
う
注
意

を
払
い
な
が
ら
も
、
傾
聴
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
い
る
私
た

ち
が
、
た
ど
た
ど
し
い
こ
と
ば
で
一
生
懸
命
自
分
を
掘
り
下

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

げ
る
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
試
み

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
体
験
過
程
）
を
別
の
視
点
か
ら

見
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
七
段
階
の
「
体
験
過
程
尺
度
」

を
以
下
に
引
用
す
る
（
表
1
）。

体
験
過
程
尺
度
は
、
そ
も
そ
も
自
分
自
身
の
課
題
を
探
究

し
て
い
る
、
と
い
う
前
提
に
立
つ
。
自
分
自
身
の
課
題
で
あ

り
な
が
ら
、
な
ん
ら
か
の
出
来
事
の
客
観
的
な
記
述
に
と
ど

ま
っ
て
し
ま
う
段
階
か
ら
、
出
来
事
を
自
分
自
身
が
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
る
か
を
吟
味
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
な
る
自
己

理
解
や
、
自
己
理
解
の
味
わ
い
が
展
開
し
て
い
く
段
階
へ
と
、

七
段
階
を
経
て
進
ん
で
い
る
。
た
だ
、
実
際
の
運
用
に
あ
た

っ
て
は
、
自
分
自
身
と
の
向
き
合
い
や
自
己
理
解
の
味
わ
い

な
ど
で
体
験
過
程
の
深
浅
を
み
る
か
た
ち
の
、
七
段
階
よ
り

も
五
段
階
以
下
に
近
い
か
た
ち
で
用
い
ら
れ
て
い
る
（
三
宅
、

二
〇
〇
七
）。

各
段
階
に
は
以
下
の
よ
う
な
評
定
基
準
が
記
載
さ
れ
て
い

て
、
複
数
の
項
目
の
い
ず
れ
か
が
満
た
さ
れ
れ
ば
そ
の
段
階

に
評
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
1
段
階
は
、
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
話

し
手
に
関
す
る
内
容
で
は
な
か
っ
た
り
、
話

し
手
が
自
分
に
触
れ
て
も
自
己
関
与
が
な
か

っ
た
り
、
関
わ
り
の
拒
否
で
あ
っ
た
り
、
最

小
限
の
応
答
し
か
み
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る

場
合
で
あ
る
。

第
2
段
階
を
な
す
の
は
、
内
容
に
は
個
人

的
関
わ
り
が
あ
る
が
感
情
表
明
は
な
か
っ
た

り
、
話
の
内
容
へ
の
話
し
手
の
関
わ
り
の
質

が
不
明
で
あ
っ
た
り
、
話
し
手
の
感
情
と
は

離
れ
た
自
己
描
写
で
あ
っ
た
り
、
感
情
や
反

応
が
暗
々
裡
に
示
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
り
、

反
応
の
示
さ
れ
な
い
空
想
や
幻
覚
や
連
想
で

あ
っ
た
り
す
る
。

第
3
段
階
は
、
限
定
さ
れ
た
場
面
、
挿
入

的
個
人
的
発
言
を
伴
う
内
容
で
あ
っ
た
り
、

特
定
場
面
で
の
行
動
の
自
己
描
写
の
内
容
で

あ
っ
た
り
、
そ
の
と
き
の
文
脈
に
限
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
り
、
質
問
に
答
え
て
自
分
の

感
情
を
語
る
の
み
で
あ
っ
た
り
す
る
。

以
上
に
対
し
て
、
第
4
段
階
で
は
、
特
定

の
状
況
に
限
定
さ
れ
ず
感
情
を
詳
細
に
描
写

さ
れ
て
い
た
り
、
個
人
的
視
野
か
ら
話
が
語
ら
れ
て
い
た
り
、

内
容
に
よ
っ
て
自
己
を
特
徴
づ
け
う
る
も
の
に
踏
み
込
ん
で

い
る
。

第
5
段
階
は
、
感
情
、
反
応
、
内
的
過
程
、
行
動
パ
タ
ー

ン
に
つ
い
て
の
仮
説
と
吟
味
に
い
た
っ
て
い
た
り
、
特
定
の

感
情
を
持
っ
て
い
る
か
、
ど
の
程
度
持
っ
て
い
る
か
を
吟
味

し
て
い
た
り
、
感
情
の
起
源
、
原
因
、
順
序
な
ど
を
吟
味
し

て
い
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
、
反
応
が
対
比
さ
れ
、
吟
味

さ
れ
て
い
た
り
す
る
。
第
4
段
階
よ
り
深
く
感
情
が
吟
味
さ

れ
て
い
る
。

表１　体験過程尺度（ＥＸＰスケール）

段階 特　　徴

1 自己関与が見られない外的事象の語り。非人称的、抽象的、表面的、他人事のような表現。
ＮＨＫニュースや天気予報のような表現。

2 話し手と話の内容に心理的関連はあるが、話し手の感情は直接表明されない。「～と思う」
「～と考える」などの感情を伴わない表現。

3 特定の出来事や状況に限られる、自分自身について述べない個人的体験。「雨ばかりだと、
いやですね」のような、雨に限定された感情表現。

4 出来事自体より、それに対する体験や感情が豊かに語られる。「仕事のことを考えると胸が
重い、柔らかい壁を押して動かせない感じがする」など。

5
話し手の感情や体験過程についての目的を持った探究。自己吟味や問題提起や仮説提示
がある、探究的な語り方。「堅苦しいのが嫌いなのかなあ……いや、『ほめられたい』という
自分になりたくないのかなあ……」など。

6
いままで気づかなかった（概念化以前の）感情や体験への気づきの展開。いきいきとした自
信を持った話し方。「妻のことを心配していると思っていたけれど、いまの正確な気持ちは、
病院に行けというのに行かない妻に腹が立っていたんですよ（泣き笑いしながら）」など。

7 感情や体験過程への気づきが人生の諸局面に応用され発展する。「腹が立っているってこ
とを、妻のことに限らず、仕事でも、もっと正直に伝えれば良かったんだなあ」など。

評定
不能 話し手の述べたことがどの段階か判断できない。

（池見ほか、1986、池見、1995を踏まえ引用者加筆）
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第
6
段
階
で
は
、
感
情
が
い
き
い
き
と
、
豊
か
に
、
具
体

的
に
示
さ
れ
て
い
た
り
、
個
人
的
な
構
造
の
創
造
と
変
化
が

語
ら
れ
た
り
、
新
し
い
内
的
体
験
や
問
題
解
決
が
み
ら
れ
た

り
す
る
。
体
験
内
容
の
吟
味
だ
け
で
な
く
、
進
ん
だ
表
現
や

展
開
の
兆
し
が
見
い
だ
さ
れ
る
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。

第
7
段
階
で
は
、
段
階
6
の
基
準
に
加
え
て
、
よ
り
広
範

囲
な
、
あ
る
い
は
新
し
い
適
用
が
み
ら
れ
た
り
、
よ
ろ
こ
び
、

希
望
、
自
信
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
意
味
深
く
、
ぴ
っ
た
り

収
ま
っ
て
い
く
よ
う
な
感
じ
が
得
ら
れ
た
り
、
と
い
う
特
徴

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
体
験
内
容
を
活
用
し
て
着
実
な
変
化

を
も
た
ら
し
う
る
段
階
、
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、「
評
定
不
能
」
に
つ
い
て
も
説
明
が
付
さ
れ
て
い

る
。
話
し
手
が
沈
黙
し
た
ま
ま
だ
っ
た
り
、
話
し
手
の
応
答

が
短
い
か
質
問
に
対
し
て
答
え
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
り
、
応

答
は
し
て
い
る
が
内
容
が
表
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
と

い
う
場
合
が
、「
評
定
不
能
」
と
さ
れ
て
い
る
。
第
1
段
階
と

の
違
い
は
、
一
定
の
内
容
が
あ
る
か
否
か
、
で
あ
る
。

こ
の
尺
度
は
、
自
分
自
身
の
課
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
と

い
う
前
提
の
上
で
、
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
の
実
践
の
た
め
に
用

意
さ
れ
た
尺
度
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
尺
度
を
絶
対
視
す
る

の
で
は
な
く
、
私
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
る

の
か
の
ヒ
ン
ト
と
考
え
た
い
。

た
と
え
ば
、
特
定
の
状
況
に
限
定
さ
れ
た
視
点
を
離
れ
て
、

自
分
自
身
を
掘
り
下
げ
て
仮
説
設
定
や
吟
味
を
行
っ
て
い
る

か
ど
う
か
、
ま
た
、
そ
れ
が
豊
か
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
池
見
が
自
身
の
面
接
経
験
を
引
き
合
い
に
出
し

て
い
る
事
例
（
一
九
九
五
、
八
五
―八
六
頁
）
を
一
つ
引
い
て

み
よ
う
。
自
己
理
解
が
深
ま
ら
な
い
場
合
、
と
し
て
、
彼
氏

と
の
旅
行
を
彼
氏
か
ら
急
に
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
行
け
な
く

な
っ
た
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
（
C
）
に
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
T
）
が
問
い

か
け
る
場
面
で
あ
る
。

T
1　
〔
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
〕
ど
う
感
じ
て
る
ん
で
す
か
？

C
1　
感
じ
る
も
何
も
、
そ
う
い
う
言
い
方
が
ヒ
ド
イ
と

思
う
の
よ
。

（
行
け
な
く
な
っ
た
こ
と
へ
の
彼
の
言
い
訳
に
つ
い
て
）

T
2　
言
い
訳
を
さ
れ
る
と
、
ど
う
感
じ
る
ん
で
す
か
？

C
2　
と
に
か
く
ズ
ル
イ
と
思
い
ま
せ
ん
？

（
池
見
、
一
九
九
五
、
八
五
―八
六
頁
、
一
部
加
筆
・
省
略
）

セ
ラ
ピ
ス
ト
が
自
己
探
究
へ
と
誘
っ
て
い
る
の
に
乗
っ
て

こ
な
い
、
間
違
っ
て
い
る
の
は
彼
の
方
だ
と
い
う
こ
と
に
こ

だ
わ
っ
て
い
て
、
自
分
が
ど
う
体
験
し
て
い
る
か
を
た
ど
た

0

0

0

ど
し
く
て
も

0

0

0

0

0

掘
り
下
げ
る
選
択
肢
を
拒
ん
で
し
ま
う
状
況
が

う
か
が
え
る
事
例
だ
と
思
う
。

豊
か
さ
を
吟
味
す
る
た
め
に
は
、
聴
き
手
が
そ
れ
を
「
味

わ
う
」
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
く
る
。
聴
き
手
の
内
面
の
姿
勢
、

外
面
の
態
度
が
そ
れ
ぞ
れ
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
内
面
の
姿

勢
は
、
内
容
や
立
場
を
超
え
て
（
相
手
の
言
動
な
ど
に
対
す
る

個
人
的
感
情
を
超
え
て
）
無
条
件
に
語
り
手
へ
の
肯
定
的
関
心

を
持
つ
（
そ
の
よ
う
な
言
動
に
表
れ
る
気
持
ち
は
何
だ
ろ
う
と
問

い
続
け
、
結
果
と
し
て
受
容
的
に
な
る
）、
と
い
う
こ
と
の
大
切

さ
を
、
外
面
の
態
度
は
、
体
験
過
程
を
促
す
（
分
類
で
は
な

い
）
共
感
的
理
解
、
と
い
う
点
で
、
そ
し
て
、
両
者
が
揃
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
聴
き
手
の
内
面
と
外
面
が
一
致
す
る
率
直

さ
と
あ
わ
せ
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
が
傾
聴
者
の
三
要
件
と
し
て
説

く
三
つ2

が
、
結
果
と
し
て
ひ
と
と
お
り
揃
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
と
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
は
、
こ
の
三

要
件
を
自
分
が
調と

と
の
え
備
え
て
い
る
と
聴
き
手
が
自
己
評
価
し

て
い
て
も
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
い
（
語
り
手
に
は
そ
う
感
じ

ら
れ
な
い
）
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
、
と
い
う
こ
と
も
警

告
し
て
い
る
。
語
り
手
の
側
か
ら
み
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
た
ど
た
ど
し
く
自
己

0

0

0

0

0

0

0

0

探
求
を
す
る
自
分
に
興
味
を
持
ち

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
れ
に
つ
き
あ
っ
て
じ
っ
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

り
待
っ
て
も
ら
え
る

0

0

0

0

0

0

0

0

）
そ
ば
に
い
や
す
い

0

0

0

0

0

0

0

聴
き
手
と
な
り
、
体

験
過
程
を
促
し
、
治
療
成
績
に
も
そ
れ
が
反
映
さ
れ
る
前
提

条
件
が
調
う
よ
う
、
心
が
け
た
い
。

3
傾
聴
の
場
面
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
の
周
囲
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

慢
性
疾
患
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
ば
に
表
現
さ
れ
て
や
り
と

り
さ
れ
る
か
を
め
ぐ
る
医
療
人
類
学
的
研
究
と
し
て
、
ア
ー

サ
ー
・
ク
ラ
イ
ン
マ
ン
『
病
い
の
語
り
』（
一
九
九
六
）
が
あ

る
。
こ
の
本
の
第
七
章
で
は
、
慢
性
の
病
い
を
持
つ
患
者
と

医
師
と
の
医
療
面
接
の
難
し
さ
が
取
り
扱
わ
れ
る
。
ク
ラ
イ

ン
マ
ン
は
い
く
つ
か
の
医
療
面
接
の
場
面
を
引
用
し
て
、
医

師
の
説
明
モ
デ
ル
が
患
者
の
説
明
モ
デ
ル
と
ず
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
す
る
。
ク
ラ
イ
ン
マ
ン
は
こ
こ
か
ら
、
医
師
の
訓

練
制
度
を
見
直
し
、
病
気
（disease

）
を
分
類
し
て
診
断
す
る

だ
け
で
な
く
、
患
者
の
苦
し
み
（illness

）
に
も
注
目
し
て
、
そ

の
語
り
を
人
類
学
者
の
よ
う
に
聴
く
、
と
い
う
方
法
を
提
案

し
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
ク
ラ
イ
ン
マ
ン
の
論
点
を
離

れ
、
医
師
の
訓
練
制
度
の
こ
と
は
横
へ
置
い
て
、
彼
が
取
り

上
げ
て
い
る
面
接
を
一
つ
引
い
て
、
そ
れ
を
、
体
験
過
程
を

吟
味
す
る
視
点
か
ら
読
み
直
し
て
み
よ
う
。

こ
の
面
接
で
は
、
患
者
は
乾
癬
と
い
う
困
難
な
皮
膚
炎
を

抱
え
て
い
る
女
性
で
あ
る
。
医
学
の
教
科
書
や
最
新
の
研
究

報
告
に
も
通
じ
、
心
身
医
学
的
な
視
点
も
持
っ
て
い
る
知
的

な
女
性
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
患
者
は
、
新
し

い
治
療
法
を
試
み
て
い
る
と
い
う
医
師
に
期
待
し
て
こ
の
病

院
を
訪
れ
た
。
P
が
患
者
、
D
が
医
師
で
、
会
話
を
追
う
た

め
に
通
し
番
号
を
記
し
て
あ
る
。

P
1　
（
診
察
室
に
入
っ
て
か
ら
）
先
生
。
乾
癬
を
診
て
い

た
だ
き
た
く
て
う
か
が
い
ま
し
た
。
先
生
が
新
し
い
治
療

を
さ
れ
る
専
門
医
で
あ
る
と
存
じ
上
げ
て
お
り
ま
す
。
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D
1　
乾
癬
に
か
か
っ
て
か
ら
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

P
2　
十
五
年
く
ら
い
で
す
。

D
2　
ど
こ
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
か
？

P
3　
大
学
生
の
と
き
で
す
。
試
験
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

多
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
、
家
族
に
も
皮
膚
の
問
題
の

既
往
が
あ
り
ま
す
。
冬
で
、
厚
手
の
ウ
ー
ル
の
セ
ー
タ
ー

を
着
て
い
て
、
そ
れ
が
皮
膚
に
は
良
く
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
食
事
は
―

D
3　
い
や
、
い
や
！　

は
じ
め
て
紅プ

ラ
ツ
ク斑
に
気
が
つ
い
た

の
は
皮
膚
の
ど
の
部
分
だ
っ
た
か
と
い
う
意
味
で
す
。

P
4　
両
肩
と
両
膝
で
す
。
で
も
と
き
ど
き
は
頭
皮
に
も

異
常
が
あ
り
ま
し
て
、
私
は
け
っ
し
て
―

D
4　
こ
の
二
、
三
年
の
進
み
具
合
は
ど
う
で
す
か
？

P
5　
数
年
間
大
変
で
し
た
。
仕
事
で
も
個
人
的
な
面
で

も
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
て
。
私
は
―

D
5　
私
が
う
か
が
い
た
い
の
は
、
あ
な
た
の
皮
膚
の
問

題
が
ど
の
よ
う
に
進
行
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
ク
ラ
イ
ン
マ
ン
、
一
九
九
六
、
一
六
七
―一
六
八
頁
）

教
室
で
面
接
の
テ
キ
ス
ト
を
読
む
際
に
は
、
以
下
の
よ
う

な
問
い
を
、
ヒ
ン
ト
と
し
て
提
示
し
た
。

•
こ
の
患
者
は
ど
ん
な
人
だ
と
思
う
か
。
年
齢
は
？　

男

女
は
？　

家
庭
は
？　

教
育
は
？　

人
種
は
？

•
こ
の
医
師
は
ど
ん
な
人
だ
と
思
う
か
？　

年
齢
は
？　

男
女
は
？　

家
庭
は
？　

教
育
は
？　

人
種
は
？

•
患
者
が
訴
え
て
い
る
こ
と
と
医
師
の
認
識
と
は
、
ど
こ

で
一
致
し
、
ど
こ
で
ず
れ
て
い
る
か
。

•
患
者
の
中
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
か
。

•
医
師
の
中
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
か
。

こ
の
面
接
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
こ
と
は
自
明
だ
ろ
う
。

医
師
は
患
者
の
病
歴
の
話
を
途
中
で
打
ち
消
す
と
い
う
失
礼

な
態
度
を
と
り
、
自
分
が
聞
き
た
い
病
歴
だ
け
を
聞
き
出
そ

う
と
し
て
い
る
。
医
師
の
中
に
は
自
分
自
身
の
病
気
の
モ
デ

ル
が
あ
り
（
D
5
）、
彼
自
身
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
あ
り

（
D
3
）、
そ
れ
に
添
っ
て
質
問
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
患
者

の
病
苦
と
い
う
形
を
と
っ
て
病
が
ど
う
現
れ
て
い
る
か
に
は

興
味
が
な
い
し
、
彼
の
モ
デ
ル
や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
患
者

か
ら
見
え
な
い
（
D
2
―D
3
）。
患
者
は
、
辛
抱
強
く
病
歴

の
全
体
像
や
患
者
自
身
の
現
状
理
解
を
伝
え
よ
う
と
し
、
ま

た
、
試
験
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
遺
伝
的
要
因
な
ど
に
つ
い
て

の
情
報
共
有
も
行
い
、
ま
た
ウ
ー
ル
の
セ
ー
タ
ー
に
対
し
て

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ
る
な
ど
と
示
唆
し
て

い
る
（
P
3
）
の
に
、
医
師
は
そ
れ
ら
を
情
報
と
し
て
拾
お

う
と
も
し
な
い
（
D
5
）。

こ
れ
を
、
医
師
の
態
度
を
批
判
す
る
読
み
方
も
で
き
る
の

だ
が
、
体
験
過
程
に
注
目
し
て
捉
え
る
と
ど
の
よ
う
に
読
め

る
だ
ろ
う
か
。
患
者
は
医
師
に
対
す
る
個
人
的
な
敬
意
を
表

明
す
る
（
P
1　
第
3
段
階
）
が
、
医
師
は
そ
れ
に
は
応
答
し

な
い
。「
医
師
は
忙
し
い
ら
し
い
」
と
察
し
た
患
者
は
、
病
歴

に
つ
い
て
手
短
に
禁
欲
的
に
説
明
し
な
お
す
（
P
2
、
P
3　

第
2
段
階
）
が
、
そ
れ
さ
え
も
医
師
に
遮
ら
れ
、
聴
き
た
い

の
は
時
間
的
経
緯
で
は
な
く
身
体
の
ど
の
部
位
か
ら
乾
癬
が

は
じ
ま
っ
た
の
か
な
の
だ
と
、
説
明
の
し
直
し
を
要
求
さ
れ

る
（
D
3
）。
医
師
は
、
患
者
の
付
随
的
な
説
明
（
P
4
）
を

途
中
で
遮
っ
て
、
近
年
の
状
況
を
問
い
（
D
4
）、
し
か
し
患

者
が
身
体
状
況
以
外
の
仕
事
や
私
生
活
の
「
ス
ト
レ
ス
」
に

言
及
し
よ
う
と
す
る
（
P
5
）
と
そ
れ
を
遮
り
、
あ
く
ま
で

も
皮
膚
の
問
題
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
（
D
5
）。

こ
の
医
師
は
、
患
者
の
人
生
に
は
関
心
が
な
く
、
自
分
の

関
心
は
あ
く
ま
で
も
疾
患
と
い
う
現
象
の
状
況
と
経
緯
な
の

だ
、
と
解
釈
さ
れ
る
身
体
行
動
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
医
師

は
患
者
が
個
人
的
な
考
え
や
体
験
を
話
題
に
す
る
こ
と
を
許

さ
な
い
。
体
験
過
程
を
味
わ
う
こ
と
を
促
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、

常
に
第
1
段
階
に
押
し
止
め
ら
れ
、
し
か
も
医
師
の
モ
デ
ル

に
あ
わ
せ
な
い
説
明
は
受
け
入
れ
な
い
（
正
面
切
っ
て
、
患
者

の
人
生
に
は
あ
な
た
は
ま
っ
た
く
興
味
が
な
い
ん
で
す
ね
？
と
た

ず
ね
ら
れ
た
ら
、
医
師
は
口
ご
も
っ
て
否
定
す
る
か
も
し
れ
な
い

が
）。
い
っ
ぽ
う
、
患
者
は
医
師
に
お
そ
ら
く
腹
を
立
て
、
ま

た
幻
滅
し
て
は
い
る
だ
ろ
う
が
、
割
り
切
っ
て
、
聞
か
れ
た

こ
と
に
だ
け
答
え
て
い
る
。
乾
癬
と
い
う
病
気
の
き
っ
か
け

に
つ
い
て
、
患
者
が
提
供
し
て
い
る
ヒ
ン
ト
さ
え
も
斥
け
、
診

断
す
る
の
は
私
だ
、
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
医
師
の
態
度
は
目

を
背
け
た
く
な
る
も
の
だ
。
だ
が
、
拙
論
の
目
的
は
医
師
や

医
療
の
言
語
の
批
判
（
ク
ラ
イ
ン
マ
ン
の
目
的
）
で
は
な
く
、

身
体
状
態
や
感
覚
、
感
情
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。
患
者

だ
け
で
な
く
、
医
師
の
そ
れ
に
も
。
そ
の
た
め
に
想
像
力
を

膨
ら
ま
せ
て
、
こ
の
と
き
の
患
者
と
医
師
の
状
態
に
思
い
を

馳
せ
て
い
こ
う
。

ま
ず
察
せ
ら
れ
る
の
は
、
患
者
の
幻
滅
だ
。
つ
い
で
、
医

者
が
疲
れ
て
、
い
ら
だ
ち
、
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
。
患
者
の
挨
拶
は
て
い
ね
い
で
敬
意
の
こ
も
っ
た
も
の

で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
受
け
と
め
る
わ
け
で
は
な
い
。
医
師

の
意
図
と
は
違
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
て
い
ね
い
で
筋
道
立

っ
た
説
明
を
自
分
の
モ
デ
ル
に
読
み
か
え
る
手
間
も
時
間
も

惜
し
い
。
患
者
の
感
覚
や
感
情
の
話
は
聞
き
ま
せ
ん
か
ら
と

い
う
態
度
を
貫
く
。
こ
こ
で
問
う
て
み
よ
う
。
こ
の
医
師
は

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
余
裕
が
な
い
の
だ
ろ
う
。
人
間
が
で
き
て

い
な
い
か
ら
だ
、
と
片
付
け
る
の
も
、
も
っ
と
医
学
教
育
に

道
徳
倫
理
教
育
を
入
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
の
も
、
い
ず
れ

も
ピ
ン
ト
が
合
っ
て
い
な
い
よ
う
に
筆
者
に
は
感
じ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
る
と
、
医
師
に
も
う
少
し
余

裕
が
あ
れ
ば
、
患
者
の
こ
と
ば
を
遮
ら
ず
に
い
た
で
あ
ろ
う
。

語
り
の
促
し
方
に
よ
っ
て
は
、
患
者
か
ら
よ
り
多
く
の
情
報

を
得
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
患
者
は
、
第
4
段
階
あ
た
り

ま
で
は
踏
み
込
ん
で
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
医
師
か
ら
の
方
向

修
正
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
忙
し
い
先
生
が
私
の
話
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を
聞
い
て
く
れ
た
」
と
喜
び
、
そ
れ
が
患
者
の
服
薬
や
生
活

管
理
に
よ
い
影
響
を
及
ぼ
す
か
も
し
れ
な
い
の
に
。
こ
の
医

師
の
余
裕
の
な
さ
に
つ
い
て
、
事
実
は
と
も
か
く
、
も
う
少

し
想
像
し
て
み
よ
う
。
医
師
は
ど
う
だ
っ
た
ら
も
う
少
し
話

を
聞
け
る
の
だ
ろ
う
か
、
患
者
の
体
験
過
程
を
促
す
と
ま
で

は
い
か
ず
と
も
、
そ
れ
を
許
容
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

医
師
は
、
患
者
の
話
を
聞
く
場
面
で
あ
り
な
が
ら
、
早
く
終

わ
ら
せ
た
い
と
い
う
矛
盾
し
た
思
い
を
抱
え
、「
自
己
一
致
」

を
見
失
っ
て
い
て
、
診
療
は
早
く
終
わ
ら
せ
た
い
苦
行
の
よ

う
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

医
師
の
中
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
新
し
い
治
療
法
を
試
み
た
結
果
、
難
し
い
患
者
が
予
想

外
に
た
く
さ
ん
訪
れ
て
、
医
師
の
業
務
時
間
や
病
院
ス
タ
ッ

フ
の
勤
務
の
あ
り
方
に
大
き
く
影
響
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う

か
？　

彼
自
身
の
研
究
時
間
は
も
ち
ろ
ん
と
り
に
く
く
な
っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
。
同
僚
の
医
師
や
看
護
師
た
ち
と
の
関
係

は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

彼
の
家
族
は
学
校

や
家
庭
で
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

配
偶
者
が

い
れ
ば
そ
の
関
係
は
？　

彼
の
経
済
状
況
は
ど
う
だ
ろ
う

か
？　

介
護
が
必
要
な
家
族
や
障
害
を
持
っ
た
家
族
が
い
た

り
し
な
い
だ
ろ
う
か
？　

ま
た
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
長
時
間

の
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
彼
の
状
況
に
ど
の
よ

う
な
追
加
の
負
荷
を
も
た
ら
し
て
い
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
？

彼
は
健
康
だ
ろ
う
か
？　

あ
る
い
は
、
肩
こ
り
や
腰
痛
、
そ

れ
と
も
も
う
少
し
深
刻
な
悩
み
を
抱
え
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
？

…
…
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
こ
う
し
た
こ
と
は
す
べ
て
私
の
妄
想

に
過
ぎ
ず
、
彼
は
た
だ
気
が
短
い
狭
量
で
高
慢
な
医
師
で
、
忙

し
い
の
に
症
状
以
外
の
話
を
聴
か
せ
よ
う
と
す
る
患
者
の
話

し
方
を
制
し
て
短
時
間
で
診
療
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
し
て
い

る
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。

だ
が
、
彼
を
断
罪
す
る
前
に
、
私
た
ち
自
身
の
経
験
を
ふ

り
か
え
っ
て
み
た
い
。
私
た
ち
が
い
ら
だ
っ
て
い
た
り
落
ち

着
か
な
か
っ
た
り
す
る
と
き
、
あ
る
い
は
落
ち
着
い
て
な
に

か
を
遂
行
す
る
こ
と
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
と
き
な
ど
、

「
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
く
て
つ
ら
い
ん
で
す
」

「
家
族
に
心
配
事
が
あ
る
ん
で
す
」「
自
分
の
将
来
が
不
安
な

ん
で
す
」「
体
調
が
悪
い
ん
で
す
」「
お
腹
が
減
っ
て
疲
れ
て

い
る
ん
で
す
」
と
言
い
た
い
こ
と
も
、
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
？
（
少
な
く
と
も
私
の
人
生
で
は
、
私
の
不
機
嫌
や
緊

張
を
、「
言
い
訳
」
し
た
い
こ
と
が
、
山
ほ
ど
あ
っ
た
）。
だ
か
ら
、

客
観
中
立
で
あ
る
べ
き
彼
が
傾
聴
者
と
し
て
不
適
格
あ
る
い

は
問
題
多
し
、
と
決
め
つ
け
て
し
ま
わ
な
い
で
、
彼
の
「
さ

さ
い
な
こ
と
」
も
拾
い
上
げ
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
い

わ
ば
彼
も
語
り
手
と
し
て
、
体
験
過
程
を
促
さ
れ
、
第
4
段

階
や
第
5
段
階
に
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
「
言
い
訳
」
が
許
容
さ
れ
る
体
験
を
（
職
場
で
は
な
く

そ
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
場
所
で
！
）
繰
り
返
し
で
き
る
こ
と

は
、
彼
が
患
者
や
同
僚
や
友
人
の
「
言
い
訳
」
を
聞
く
側
に

ま
わ
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
態
度
を
可
能
に
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
か
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
彼
は
狭
量
な
人
間
に
戻
り
、
他

の
「
言
い
訳
」
を
斥
け
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
ひ
ょ
っ
と
す

る
と
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
み
よ
う
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。「
言

い
訳
」
を
聞
い
て
も
ら
い
、
体
験
過
程
に
入
る
こ
と
が
許
さ

れ
る
の
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
を
実
感
し
て
い
れ
ば
、
そ
こ

に
他
を
促
し
導
く
こ
と
の
意
義
も
、
促
し
導
き
う
る
彼
の
専

門
性
へ
の
誇
り
も
生
ま
れ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
筆
者
は
、

傾
聴
を
す
る
者
が
傾
聴
さ
れ
た
経
験
を
何
度
も
持
つ
こ
と
は

力
に
な
る
、
と
言
い
た
い
の
だ3

。

4
「
さ
さ
い
な
こ
と
」は「
ど
う
で
も
よ
い

こ
と
」で
は
な
い

身
体
を
診
る
医
師
の
場
合
、
病
気
を
分
類
し
、
簡
に
し
て

要
を
得
た
説
明
が
で
き
る
こ
と
は
、
診
療
上
だ
け
で
な
く
、
労

務
管
理
上
も
重
要
な
こ
と
だ
。
彼
の
仕
事
が
長
引
け
ば
ス
タ

ッ
フ
の
仕
事
も
長
引
く
。
司
法
書
士
と
か
弁
護
士
と
か
い
っ

た
専
門
職
が
話
を
聞
く
と
き
に
は
、
大
筋
の
事
実
を
押
さ
え

る
こ
と
が
大
事
だ
し
、
さ
さ
い
な
こ
と
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て

は
中
心
的
な
事
実
を
見
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
、

傾
聴
を
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
先
に
ヤ
マ
を
張
っ
た
り
簡
単

に
要
約
し
て
し
ま
っ
た
り
せ
ず
に
、
も
う
少
し
「
さ
さ
い
な

こ
と
」
も
拾
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

私
た
ち
の
生
は
、「
さ
さ
い
な
こ
と
」
に
引
っ
か
か
っ
た
ま

ま
、
そ
の
引
っ
か
か
り
が
あ
と
を
ひ
い
て
、
そ
れ
に
物
事
が

左
右
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
他
人
の
小
さ
な
ひ
と
言

が
耳
に
残
り
、
何
年
も
悩
み
続
け
る
、
と
い
う
こ
と
が
し
ば

し
ば
あ
る
。
多
く
の
人
が
何
と
も
思
わ
な
い
さ
さ
い
な
違
い

が
、
自
分
に
と
っ
て
は
妥
協
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
り
す
る
。

私
た
ち
が
誰
か
を
排
除
す
る
よ
う
な
と
き
、
し
ば
し
ば
そ
の

理
由
は
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
だ
し
、
異
端
扱
い
を
受
け
る
理

由
も
第
三
者
か
ら
見
る
と
ど
う
で
も
よ
さ
そ
う
な
こ
と
だ
っ

た
り
す
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、「
さ
さ
い
な
こ
と
」
は
、
私

た
ち
に
と
っ
て
、
け
っ
し
て
「
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
」
で
は

な
い
。
と
く
に
私
た
ち
が
傾
聴
を
行
う
上
で
は
。「
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
ケ
ア
」
を
標
榜
す
る
私
た
ち
は
、「
さ
さ
い
な
こ
と
」

も
、
注
意
深
く
拾
っ
て
お
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
し
て

こ
の
「
さ
さ
い
な
こ
と
」
は
、
聞
か
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い

し
、
私
た
ち
の
価
値
観
や
先
入
観
が
フ
ィ
ル
タ
ー
に
な
り
、
他

人
に
と
っ
て
切
実
だ
が
私
に
と
っ
て
「
さ
さ
い
な
こ
と
」
を

見
の
が
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

際
限
な
く
観
察
の
対
象
を
広
げ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る

の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
の
徴
候
の
現
れ
を
拾
う
意

図
を
持
た
な
け
れ
ば
、
姿
さ
え
見
せ
な
い
も
の
を
拾
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
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5
疑
問
へ
の
、い
ま
の
答
え

5-

1　

な
ぜ
、感
覚
や
気
持
ち
を
こ
と
ば
に
す
る
こ
と
を
、強
く

求
め
ら
れ
る
の
か
？

身
体
感
覚
や
気
持
ち
は
、
私
た
ち
の
社
会
で
「
我
慢
す
べ

き
」「
押
さ
え
る
べ
き
」
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
外

に
出
し
て
み
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
私
た
ち
は
考
え
る
。
そ

れ
は
、
分
析
心
理
学
者
C
・
G
・
ユ
ン
グ
が
「
影
」
と
い
う

こ
と
ば
で
表
現
し
た
も
の
に
も
当
て
は
ま
る
。「
影
」
と
は
、

悪
し
き
欲
望
や
怨
念
の
よ
う
な
否
定
的
な
も
の
ば
か
り
で
は

必
ず
し
も
な
く
、
人
生
に
お
い
て
光
が
当
た
っ
て
こ
な
か
っ

た
も
の
、
た
と
え
ば
若
き
日
に
夢
見
た
将
来
像
な
ど
も
含
ま

れ
る
。
一
〇
代
を
音
楽
に
か
け
た
が
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
こ
と
が
思
い
だ
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
ま
ず
こ
と
ば

に
し
て
み
る
。
そ
れ
が
、
身
体
知
（
フ
ェ
ル
ト
セ
ン
ス
）
を
つ

か
む
（
ハ
ン
ド
ル
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

5-

2　

他
者
の
体
験
を（
こ
と
ば
で
聞
く
だ
け
で
な
く
）、傾
聴
す

0

0

0

る
側
の
体
験

0

0

0

0

0

を
通
し
て
味
わ
お
う
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
？

私
た
ち
は
、
他
者
の
「
顔
色
を
見
て
」
そ
の
思
い
を
お
お

か
た
察
す
る
こ
と
が
で
き
る4

。
け
れ
ど
も
、
他
者
で
あ
る
か

ら
、
察
し
た
内
容
が
実
際
の
他
者
の
思
い
と
ま
っ
た
く
同
じ

で
あ
る
保
証
は
な
い
。
ま
た
そ
れ
を
、
他
者
に
誤
解
な
く
伝

わ
る
よ
う
に
こ
と
ば
を
選
ぶ
の
は
実
に
難
し
い
。
避
け
ら
れ

な
い
ず
れ
も
含
め
、
私
は
こ
の
よ
う
に
感
じ
た
、
受
け
と
め

た
、
と
語
り
手
に
渡
す
こ
と
が
、
傾
聴
さ
れ
る
他
者
の
さ
ら

な
る
語
り
（
共
感
、
感
謝
、
追
加
説
明
、
あ
る
い
は
補
足
説
明
、

誤
解
の
修
正
、
な
ど
）
を
誘
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。

5-

3　

傾
聴
の
際
の
ス
キ
ル
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
。そ
れ

以
上
に
、ど
の
よ
う
に
し
て
、「
他
者
の
そ
ば
に
い
る
」の
か
？

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
で
は
、
傾
聴
の
た
め
の

ス
キ
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
を
説
く
。
ス
キ
ル
を
教
わ
ろ

う
と
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
を
機
械
的
に
使
い
、
深
く
掘
り
下

げ
な
く
な
っ
た
り
、
ス
キ
ル
で
武
装
し
て
か
え
っ
て
堅
く
な

っ
て
し
ま
う
弊
害
も
あ
る
の
で
、「
ス
キ
ル
は
教
え
な
い
」
方

針
で
あ
る
。
だ
が
、
実
際
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
場
で
は
、
傾

聴
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
仲
間
が
行
っ
て
い
る
聴
き
方
や
、
他
人

が
人
生
経
験
の
蓄
積
に
よ
っ
て
身
に
つ
け
て
き
た
や
り
方
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
多
く
の
工
夫
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
だ

か
ら
、
他
者
に
対
す
る
敬
意
、
そ
の
経
験
を
知
っ
て
関
わ
り

た
い
、
そ
の
経
験
を
聞
き
届
け
る
も
の
で
あ
り
た
い
と
い
う

切
実
な
思
い
を
育
て
て
い
く
こ
と
を
よ
り
重
視
し
て
い
る
、
と

筆
者
は
理
解
し
て
い
る
。
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
が
語
っ
た
三
つ
の
要

件
で
い
え
ば
、
我
慢
し
て
傾
聴
す
る
の
で
は
な
く
、
語
り
手

へ
の
無
条
件
の
肯
定
的
関
心
が
態
度
に
も
表
れ
て
い
る
の
で
、

傾
聴
者
は
自
己
一
致
し
て
お
り
、そ
れ
を
も
っ
て
内
容
の
如い

か
ん何

を
問
わ
ず
共
感
的
に
理
解
を
図
る
と
い
う
姿
勢
が
大
事
な
の

だ
が
、
数
十
年
生
き
て
き
た
「
私
」
は
、
語
り
手
の
よ
う
な

生
き
方
を
否
定
す
る
努
力
を
重
ね
て
き
た
か
も
し
れ
な
い
し
、

語
り
手
と
比
較
的
近
い
が
微
妙
な
差
違
を
含
む
価
値
観
を
持

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
の
人
生
経
験
や
価
値
観

は
、
は
っ
き
り
と
見
え
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
生
理
的
な
嫌

悪
感
や
怒
り
や
善
意
か
ら
の
実
力
行
使
と
い
っ
た
か
た
ち
で

表
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
訓
練
の
過
程
で
、
自
分

自
身
の
意
識
を
観
察
す
る
だ
け
で
な
く
、
身
体
、
感
覚
、
感

情
に
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
か
を
見
つ
め
拾
い
上
げ
る
こ

と
で
そ
れ
ら
を
確
認
し
て
お
く
。
航
海
に
あ
た
っ
て
、
穏
や

か
な
海
面
だ
け
を
み
る
の
で
は
な
く
、
浅
瀬
や
岩
礁
を
あ
ら

か
じ
め
確
か
め
て
進
ん
で
い
く
よ
う
に
、
身
体
、
感
覚
、
感

情
へ
の
注
視
が
傾
聴
者
に
と
り
有
用
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

注1　
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
の
傾
聴
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
援
助
演
習
」「
集
中
実
習
」
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行

わ
れ
る
か
は
、（
葛
西
、
二
〇
一
八
）
に
て
詳
述
し
た
。

2　
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
三
条
件
と
し
て
提
示
し
た

も
の
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
自
己
一
致
、
共
感
的
理
解
、
無

条
件
の
肯
定
的
関
心
、
の
三
つ
で
あ
る
。

3　
リ
タ
・
シ
ャ
ロ
ン
は
、
医
療
者
も
客
観
中
立
を
装
う
だ
け
で

な
く
、
自
分
自
身
の
感
情
を
表
現
す
る
こ
と
の
意
義
を
説
く

（
シ
ャ
ロ
ン
、
二
〇
一
一
）。 

4　
他
者
の
心
境
を
察
す
る
し
く
み
は
な
に
か
、
と
い
う
積
年
の

疑
問
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
コ
モ
・
リ
ゾ
ラ
ッ
テ
ィ
た
ち
は
、
脳

の
あ
る
領
域
が
、
他
者
の
行
為
を
見
た
と
き
に
そ
の
行
為
を

行
っ
た
か
の
よ
う
に
「
発
火
」
す
る
、
そ
の
現
象
を
通
し
て
、

他
者
の
行
動
を
脳
内
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
働
き
を
想

定
し
た
。「
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
こ

こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
、
他
者
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
考
え

る
の
で
あ
る
（
イ
ア
コ
ボ
ー
ニ
、
二
〇
一
一
、
一
三
―二
三

頁
）。
も
う
一
つ
、「
心
の
理
論
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た

い
。
動
物
心
理
学
者
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
プ
レ
マ
ッ
ク
は
、
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
が
仲
間
を
気
づ
か
っ
た
り
欺
い
た
り
す
る
高
度

な
社
会
的
行
動
を
と
る
の
を
観
察
し
て
、
そ
の
た
め
の
他
者

理
解
モ
デ
ル
を
「
心
の
理
論
」
と
呼
ん
だ
。「
心
の
理
論
」

は
、「
物
の
理
論
」
と
対
置
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
燃
え

て
い
る
火
の
そ
ば
に
近
づ
く
と
危
な
い
と
い
う
「
物
の
理

論
」
に
添
っ
て
、
私
た
ち
は
火
や
熱
い
も
の
を
警
戒
す
る
。

同
様
に
、
怒
っ
て
い
る
人
の
そ
ば
に
近
づ
く
と
危
な
い
、
と

い
う
「
心
の
理
論
」
に
添
っ
て
、
大
声
を
出
し
て
暴
れ
て
い

る
人
に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
な
ど
と
い
っ
た
行
動

が
選
ば
れ
る
（
子
安
、
二
〇
一
一
、
八
―九
頁
）。
た
だ
し
こ

れ
ら
の
研
究
は
、
拙
論
で
扱
い
た
い
よ
う
な
、「
さ
さ
い
だ

け
れ
ど
も
気
に
な
る
こ
と
」
を
取
り
上
げ
て
扱
う
に
は
ま
だ

粗
す
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

参
考
文
献

マ
ル
コ
・
イ
ア
コ
ボ
ー
ニ
、
塩
原
通
緒
訳
、『
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ

ン
の
発
見

―
「
物
ま
ね
細
胞
」
が
明
か
す
驚
き
の
脳
科
学
』
早

川
書
房
、
二
〇
一
一
年
。
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池
見
陽
『
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聴
く

―
実
感
が
語
る
心
理
学
』

講
談
社
現
代
新
書
、　

一
九
九
五
年
。

池
見
陽
・
田
村
隆
一
・
吉
良
安
之
・
弓
場
七
重
・
村
山
正
治
「
体

験
過
程
と
そ
の
評
定

―
E
X
P
ス
ケ
ー
ル
評
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
の
試
み
」『
人
間
性
心
理
学
研
究
』
四
巻
、
一
九
八
六
年
、
五

〇
―六
四
頁
。

葛
西
賢
太
「
傾
聴
者
の
意
識
と
体
験

―
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
研
究
所
で
の
傾
聴
者
養
成
」『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
七
号
、
二

〇
一
八
年
。

ア
ー
サ
ー
・
ク
ラ
イ
ン
マ
ン
、
江
口
重
幸
・
五
木
田
紳
・
上
野
豪

志
訳
、『
病
い
の
語
り

―
慢
性
の
病
い
を
め
ぐ
る
臨
床
人
類
学
』

誠
信
書
房
、
一
九
九
六
年
。

子
安
増
生
「
序
章　

自
己
と
他
者

―
発
達
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」、
子

安
増
生
・
大
平
英
樹
編
『
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
と
〈
心
の
理
論
〉』

新
曜
社
、
二
〇
一
一
年
。

リ
タ
・
シ
ャ
ロ
ン
、
斉
藤
清
二
訳
『
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
メ
デ
ィ
ス
ン

―
物
語
能
力
が
医
療
を
変
え
る
』
医
学
書
院
、
二
〇
一
一
年
。 

田
中
秀
男
「
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
の
初
期
体
験
過
程
理
論
に
関
す
る
文

献
研
究
（
上
）
―
心
理
療
法
研
究
に
お
け
る
デ
ィ
ル
タ
イ
哲
学

か
ら
の
影
響
」『
図
書
の
譜

―
明
治
大
学
図
書
館
紀
要
』
八
号
、

二
〇
〇
四
年
、
五
六
―八
一
頁
。

田
中
秀
男
「
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
の
初
期
体
験
過
程
理
論
に
関
す
る
文

献
研
究
（
下
）
―
心
理
療
法
研
究
に
お
け
る
デ
ィ
ル
タ
イ
哲
学

か
ら
の
影
響
」『
図
書
の
譜

―
明
治
大
学
図
書
館
紀
要
』
九
号
、

二
〇
〇
五
年
、
五
八
―八
七
頁
。

田
中
秀
男
・
池
見
陽
「
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
創
成
期
の
二
つ
の
流
れ

―
体
験
過
程
尺
度
と
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
教
示
法
の
源
流
」『
サ

イ
コ
ロ
ジ
ス
ト

―
関
西
大
学
臨
床
心
理
専
門
職
大
学
院
紀
要
』

六
号
、
二
〇
一
六
年
、
九
―一
七
頁
。

三
宅
麻
希
・
池
見
陽
・
田
村
隆
一
「
五
段
階
体
験
過
程
ス
ケ
ー
ル

評
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
試
み
」『
人
間
性
心
理
学
研
究
』
二
五

巻
二
号
、
二
〇
〇
七
年
、
一
一
五
―一
二
八
頁
。
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は
じ
め
に

本
稿
で
は
儒
教
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
と
い
う
主
題
を
、

近
世
日
本
の
儒
学
者
で
あ
る
熊
沢
蕃
山
（
一
六
一
九
―一
六
九

一
）
の
言
説
に
お
い
て
考
察
す
る
。
蕃
山
の
学
問
は
理
論
的

に
は
朱
子
学
・
陽
明
学
の
折
衷
と
さ
れ
る
が
、
日
本
の
儒
学

者
の
中
で
も
と
く
に
実
践
志
向
が
強
く
、
実
際
に
岡
山
藩
で

登
用
さ
れ
儒
教
を
政
治
に
活
用
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
江
戸
時
代
の
「
学
者
角
力
勝
負
付
評
判
記
」
で
は
「
大

関
」
と
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
だ
っ
た
が
、
現
代
で
も
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
向
け
教
養
本
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な

く
な
い
。
蕃
山
を
も
っ
て
儒
学
者
の
典
型
と
す
る
こ
と
は
到

底
で
き
な
い
も
の
の
、
経
典
解
釈
と
実
際
の
政
策
論
を
つ
な

げ
、
個
人
の
修
身
か
ら
治
国
平
天
下
ま
で
一
貫
し
た
思
想
の

も
と
で
語
っ
て
お
り
、
儒
教
に
お
け
る
身
心
変
容
論
を
広
く

取
り
上
げ
る
に
は
相
応
し
い
人
物
か
も
し
れ
な
い
。
蕃
山
は

主
に
心
法
論
と
経
世
論
に
秀
で
た
人
物
と
し
て
論
じ
ら
れ
て

き
た
が
、
彼
に
と
っ
て
そ
れ
ら
は
机
上
の
学
問
で
は
な
く
、
現

実
に
個
人
と
社
会
を
変
容
さ
せ
る
た
め
の
実
践
的
方
法
論
で

あ
っ
た
。
加
え
て
、
本
稿
で
は
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
蕃
山
の
礼
論
を
取
り
上
げ
る
。

儒
教
と
い
う
と
、
道
徳
的
に
生
き
る
べ
き
こ
と
を
教
え
る

説
教
臭
い
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
が
、
本

来
は
為
政
者
の
学
で
あ
り
、
中
国
古
代
の
聖
人
に
よ
っ
て
制

作
さ
れ
た
礼
に
よ
る
徳
治
を
理
想
と
す
る
思
想
・
実
践
で
あ

っ
た
。
宋
代
以
後
は
士
大
夫
層
の
た
め
の
心
の
修
養
の
学
と

い
う
性
格
も
強
ま
っ
た
が
、
宋
学
を
大
成
し
た
朱
子
（
一
一

三
〇
―一
二
〇
〇
）
は
『
文
公
家
礼
』
と
呼
ば
れ
る
礼
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
も
著
し
て
お
り
、
中
国
や
朝
鮮
で
は
そ
の
実
践
が
重

視
さ
れ
、
日
本
の
儒
学
者
に
も
様
々
な
形
で
受
容
さ
れ
て
い

る
。
本
論
に
お
い
て
見
て
い
く
よ
う
に
、
蕃
山
は
儒
教
の
礼

を
む
し
ろ
相
対
化
し
、
そ
れ
を
日
本
で
型
ど
お
り
に
実
践
す

る
こ
と
に
は
反
対
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
礼
に
無
関

心
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
有
形
の
儀
礼
・
礼
儀
と

し
て
で
は
な
く
、
社
会
を
変
容
さ
せ
る
技
法
に
つ
い
て
の
普

遍
的
な
理
論
と
し
て
受
容
し
て
い
た
と
い
え
る
。

1
天
人
相
関
の
身
心
変
容

儒
教
の
修
養
論
は
身
心
が
相
関
し
、
か
つ
変
容
し
得
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
思
想
・
実
践
で
あ
る
た
め
、
と

く
に
東
洋
に
お
け
る
他
宗
教
の
修
行
や
修
道
生
活
と
も
重
な

る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
儒
教
の
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
修
行
ら

し
い
修
行
や
、
俗
世
間
を
離
れ
特
別
な
規
律
の
も
と
で
生
き

る
修
道
生
活
な
ど
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
通
常
の
社
会
内

の
日
常
生
活
に
お
け
る
実
践
を
通
じ
て
身
心
の
変
容
を
遂
げ

る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
日
常
的
な
生
産
活
動
と
は
区
別
さ

れ
る
祭
祀
儀
礼
や
各
種
の
人
生
儀
礼
、
ま
た
、「
礼
楽
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
儀
礼
に
伴
う
芸
能
も
儒
教
の
礼
に
は
含
ま
れ

て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
共
同
体
の
行
事
と
し
て
社
会
生
活

の
サ
イ
ク
ル
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
各
々
の
生
業
に
つ
と

め
、
家
族
や
隣
人
と
と
も
に
暮
ら
す
普
通
の
人
々
の
あ
り
よ

う
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
そ
う
い
っ
た
当
た
り

前
の
こ
と
を
正
し
く
行
う
こ
と
の
で
き
る
理
想
的
な
「
普
通

の
人
」
を
い
か
に
し
て
作
る
か
と
い
う
の
が
、
蕃
山
の
よ
う

な
儒
者
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。
宋
学
で
は
「
学
ん
で
聖
人
に

儒
教
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法

―
熊
沢
蕃
山
の
心
法
、礼
、経
世

井
関
大
介

東
洋
大
学
井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
助
手
／
宗
教
学

第
三
部
❖
霊
性
の
探
究
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至
る
」
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
が
、
学
問
と
は
「
人
の
道
を
知

て
、
人
の
徳
を
成
す
こ
と
」
を
学
ぶ
も
の
で
あ
り
、「
聖
人
は

人
の
至
り
」
で
あ
る
と
い
う
（『
論
語
小
解1
』
四
頁 

）。
学
問
が

進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
社
会
の
一
員
と
し
て
社
会
に
貢
献
す
る

社
会
的
な
人
間
に
な
っ
て
い
く
べ
き
な
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
そ
れ
は
既
存
の
社
会
の
諸
制
度
や
慣
習
、
世

俗
的
な
欲
求
充
足
を
無
批
判
に
肯
定
し
て
従
う
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
ま
た
、
儒
教
経
典
に
説
か
れ
て
い
る
教
説
を
鵜

呑
み
に
し
、
そ
の
礼
を
杓
子
定
規
に
実
践
す
る
こ
と
で
も
な

い
。
い
つ
の
時
代
、
ど
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
普
遍
的
に
正

し
い
人
間
の
あ
り
よ
う
、
つ
ま
り
「
道
」（「
大
道
」）
に
基
づ

い
て
生
き
る
べ
き
で
あ
る
と
蕃
山
は
主
張
す
る
。
そ
の
普
遍

的
な
「
道
」
と
は
、「
三
綱
五
常
」
あ
る
い
は
「
五
典
十
義
」

で
あ
る
と
い
う
。「
三
綱
」
と
は
父
子
・
夫
婦
・
君
臣
に
お
け

る
孝
・
貞
・
忠
と
い
う
上
下
関
係
を
前
提
と
し
た
道
徳
で
あ

り
、「
五
常
」
と
は
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
と
い
う
五
つ
の
抽

象
的
な
道
徳
で
あ
る
。「
五
典
」（「
五
倫
」）
で
は
「
三
綱
」

に
兄
弟
・
朋
友
の
二
関
係
が
加
わ
り
、「
十
義
」
は
同
様
の
道

徳
を
各
立
場
ご
と
に
説
明
し
、
父
は
慈
、
子
は
孝
、
君
は
仁
、

臣
は
忠
、
夫
は
義
、
婦
は
聴
、
兄
は
良
、
弟
は
悌
、
朋
友
は

信
で
あ
る
べ
き
と
い
う
。
つ
ま
り
、
儒
教
的
表
現
で
は
あ
る

が
、「
道
」
は
深
遠
な
秘
密
の
真
理
な
ど
で
は
な
く
、
ご
く
当

た
り
前
の
日
常
的
な
道
徳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
日
常
的
道
徳
は
近
代
人
の
イ
メ
ー
ジ

す
る
社
会
規
範
と
は
異
な
っ
て
、
人
間
社
会
内
で
の
人
為
的

な
約
束
事
な
ど
で
は
な
く
、
宇
宙
論
的
な
秩
序
に
基
づ
く
人

間
の
本
性
か
ら
発
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
天
地

造
化
の
神
理
主
帥
を
元
・
享
・
利
・
貞
と
い
ひ
、
人
に
有
り

て
は
仁
・
義
・
礼
・
知
と
い
ふ
」（『
集
義
和
書
』
一
四
頁
）
と

い
う
よ
う
に
、
天
は
四
つ
の
「
理
」
に
よ
っ
て
生
々
流
行
し
、

万
物
を
生
み
育
て
る
善
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
天
理
」

に
対
応
す
る
も
の
が
人
間
に
も
善
な
る
本
質
（「
性
」）
と
し

て
分
有
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
天
と
人
と
は
「
人
は
小
体

の
天
に
し
て
、
天
は
大
体
の
人
」（
同
書
、
一
四
頁
）
と
い
う

相
似
形
に
あ
っ
て
、
ま
た
、「
天
地
は
人
を
以
て
心
と
す
。
故

に
人
道
正
し
け
れ
ば
天
地
の
気
正
し
、
人
道
不
正
な
れ
ば
天

地
の
気
も
不
正
な
り
」
と
い
う
影
響
し
合
う
関
係
に
あ
る

（『
論
語
小
解
』
四
頁
）。
人
間
の
心
が
正
し
く
な
っ
て
、
天
地

の
心
で
あ
る
人
間
が
正
し
く
行
動
す
れ
ば
、
天
地
の
運
行
も

正
常
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
五
常
」
の
第
一
に
挙
げ
ら
れ
、
す
べ
て
の
道
徳
を
含
む
と

さ
れ
る
仁
は
、
天
に
お
い
て
は
万
物
を
生
々
す
る
「
理
」
で

あ
る
。
一
人
一
人
が
具
体
的
な
人
間
関
係
の
中
で
孝
や
悌
と

い
っ
た
道
徳
を
全
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
親
子
の
よ
う
な
身

近
な
関
係
か
ら
次
第
に
君
臣
・
朋
友
へ
と
秩
序
あ
る
一
体
性

が
拡
が
っ
て
、
つ
い
に
天
下
が
一
体
と
し
て
和
合
す
れ
ば
、
人

間
社
会
を
通
じ
て
「
天
理
」
の
生
々
流
行
が
万
物
に
行
き
わ

た
る
理
想
的
状
態
が
完
成
す
る
。「
万
物
の
長
」「
神
明
の
舎
」

で
あ
る
人
間
は
、
倫
理
的
に
活
動
す
る
こ
と
で
天
地
造
化
の

は
た
ら
き
と
調
和
し
、
そ
れ
を
助
け
る
と
い
う
義
務
を
負
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
蕃
山
の
目
指
す
「
普
通
の
人
」
は
所
与

の
秩
序
に
従
う
だ
け
の
受
動
的
存
在
で
は
な
く
、
天
・
地
・

人
の
す
べ
て
を
あ
る
べ
き
よ
う
に
変
容
さ
せ
る
能
動
的
存
在

で
あ
る
。

2
心
法

「
五
典
十
義
」
は
「
共
に
一
心
の
妙
用
に
し
て
、
一
徳
の
条

理
な
り
。
外
よ
り
す
る
に
非
ず
」（『
論
語
小
解
』
二
頁
）
と
蕃

山
は
い
う
。
い
ず
れ
も
外
的
な
規
範
で
は
な
く
、
人
間
の
心

に
生
得
的
に
備
わ
っ
た
「
性
」
で
あ
る
。
そ
れ
が
実
際
に
そ

の
ま
ま
発
現
す
れ
ば
、
人
間
の
す
べ
て
の
行
為
は
倫
理
的
な

も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
普
通
の
人
々
の
現
実

の
あ
り
よ
う
と
し
て
は
、
本
然
の
「
性
」
の
ま
ま
に
正
し
く

行
動
す
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
身
体
性
・
物
質
性
に
由
来
す

る
「
人
欲
」
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
人
間
は
社
会

の
中
で
様
々
な
物
に
囲
ま
れ
、
物
を
用
い
な
が
ら
、
集
団
で

生
活
し
て
い
る
。
物
と
人
、
人
と
人
の
複
雑
な
関
係
性
の
中

で
「
人
欲
」
は
様
々
に
影
響
さ
れ
て
過
剰
に
な
り
、
本
然
の

「
性
」
を
く
ら
ま
す
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
社
会
を
離
れ
孤
独
な
禁
欲
生

活
を
送
る
と
い
う
選
択
は
、
か
え
っ
て
「
天
理
」
に
反
す
る

こ
と
で
あ
り
、
儒
教
で
は
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
。
で
は
、
ど

う
す
る
の
か
。
身
体
を
有
し
て
人
間
社
会
に
生
き
る
以
上
、

先
天
的
に
持
っ
て
生
ま
れ
た
「
天
理
」
＝
「
性
」
に
直
接
的

に
か
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
社
会
の
中
で
「
五
典

十
義
」
と
い
う
「
道
」
を
実
践
し
得
た
な
ら
、
そ
れ
は
作
為

に
よ
っ
て
後
天
的
に
「
天
理
」
と
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
生
得
的
に
心
に
備
わ
っ
て
い
る
未
発
状
態
の
「
天
理
」
を

「
中
」、
具
体
的
状
況
に
お
い
て
行
動
し
「
道
」
を
な
し
得
た

已い

発は
つ

状
態
の
「
天
理
」
を
「
和
」
と
呼
ぶ
が
（『
集
義
和
書
』

三
四
頁
）、
複
雑
に
変
化
す
る
具
体
的
状
況
に
も
過
不
及
な
く

適
切
に
対
応
し
、「
和
」
を
達
成
す
る
た
め
の
実
践
的
な
方
法

論
と
し
て
、
蕃
山
は
「
心
法
」
と
「
礼
」
に
つ
い
て
説
い
て

い
る
。

「
心
法
」
あ
る
い
は
「
心
術
」
と
い
う
こ
と
ば
を
蕃
山
は
多

用
す
る
が
、「
明
徳
を
養
て
日
々
に
明
か
に
し
、
人
欲
の
為
に

害
せ
ら
れ
ざ
る
を
心
法
と
い
ふ
」（
同
書
、
二
五
五
頁
）
と
説

明
し
て
い
る
。
人
は
生
ま
れ
つ
き
優
れ
た
道
徳
性
を
有
し
て

い
る
が
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
と
は
、「
人
欲
」
を
離
れ
て

「
天
理
」
に
適
う
行
動
を
取
れ
る
よ
う
「
工
夫
」
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
経
典
を
通
じ
聖
人
の
教
え
を

学
ん
で
「
受
用
」
す
る
、
つ
ま
り
経
典
の
こ
と
ば
を
自
身
に

受
け
容
れ
日
々
の
実
践
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
徳
的

行
動
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
正
し
い
心
の
あ
り
方
を
身
に
つ
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け
る
修
養
法
が
心
法
な
の
で
あ
る
。
結
局
は
儒
教
の
学
習
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
自
身
の
生
と
は
切
り
離
さ
れ
た
対
象

と
し
て
知
識
を
収
集
し
、
理
屈
と
し
て
頭
で
理
解
す
る
だ
け

の
よ
う
な
机
上
の
学
問
で
は
な
く
、
他
な
ら
ぬ
自
身
の
心
を

変
え
、
身
の
行
動
を
変
え
て
い
く
実
践
で
あ
る
と
強
調
す
る

た
め
に
、「
心
法
」
と
表
現
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

心
を
正
す
た
め
の
学
問
で
あ
る
以
上
、「
聖
経
賢
伝
」
は

「
吾
心
の
註
釈
」
で
あ
っ
て
、
実
際
の
行
動
を
起
こ
す
自
身
の

心
を
離
れ
て
学
ん
だ
と
こ
ろ
で
意
味
は
な
く
、
斉
家
・
治
国

の
役
に
も
立
た
な
い
表
面
的
な
「
口
耳
の
学
」
と
な
る
（『
集

義
和
書
』
一
七
六
頁
）。「
正
心
・
修
身
の
実
学
」
と
す
る
た
め

に
は
、
頭
で
意
味
を
知
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、「
習
」

つ
ま
り
「
其
の
学
び
た
る
義
理
を
心
に
用
ひ
身
に
行
ふ
」
と

い
う
訓
練
を
積
み
、
師
や
書
か
ら
学
ん
だ
内
容
を
自
身
の
心

の
習
慣
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（『
論
語
小
解
』
一
頁
）。
そ

れ
が
「
心
法
」
を
練
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
善
な
る
本
性

と
行
為
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
で
、
ま
ず
は
己
の
身
心
を
、
そ

し
て
家
、
国
、
ひ
い
て
は
天
下
を
、
天
地
と
調
和
す
る
も
の

へ
と
変
容
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

静
的
な
修
養
法
と
し
て
仏
教
の
坐
禅
や
道
教
の
坐
忘
・
内

丹
に
も
似
た
「
静
坐
」
を
行
う
者
も
い
た
が
、
心
を
散
じ
さ

せ
ず
「
意
を
誠
に
す
」
る
訓
練
、
あ
る
い
は
養
生
法
と
し
て
、

蕃
山
も
一
定
の
意
義
を
認
め
て
い
る
（『
集
義
和
書
』
三
二
五

頁
）。
意
を
誠
に
し
、
心
が
「
忠
信
主
と
成
て
天
理
流
行
す
」

と
い
う
状
態
に
至
れ
ば
、
身
体
も
「
呼
吸
の
息
は
い
た
だ
き

よ
り
く
び
す
〔
踵
〕
に
至
り
、
体
ゆ
る
や
か
に
色
温
か
な
り
」

と
い
う
状
態
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
初
学
に
お
い
て
は
呼

吸
を
数
え
る
こ
と
で
集
中
し
、「
精
神
内
に
守
て
気
血
順
流
す

る
」
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
。
し
か
し
、
禅
仏
教
や
道
教
と

は
目
指
す
と
こ
ろ
が
異
な
る
以
上
、
そ
の
よ
う
な
目
を
閉
じ

て
坐
る
修
養
法
で
得
ら
れ
る
効
果
は
限
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、

蕃
山
は
そ
こ
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
労
し
た
精
神

を
養
う
た
め
に
は
静
も
必
要
だ
が
、「
な
す
べ
き
事
は
皆
人

事
」
で
あ
っ
て
、
世
間
を
離
れ
静
坐
を
し
て
い
る
間
だ
け
理

想
的
な
身
心
の
状
態
を
実
現
で
き
た
と
し
て
も
、
日
常
の
活

動
に
お
い
て
そ
れ
を
再
現
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
意
味
が
な

い
の
で
あ
る2

。
そ
れ
ゆ
え
、
蕃
山
は
あ
く
ま
で
も
「
事
上
磨

錬
」、
つ
ま
り
日
常
の
諸
事
を
こ
な
す
中
で
心
法
を
練
る
こ
と

を
学
問
の
中
心
と
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
心
法
を
自
ら
練
る
と
い
う
方
法
は
気

質
に
よ
り
向
き
不
向
き
が
あ
り
、
ま
た
知
識
も
な
く
日
々
の

生
業
に
忙
し
い
一
般
民
衆
に
自
ら
克
己
の
努
力
を
せ
よ
と
求

め
る
の
は
無
理
が
あ
る
た
め
、
蕃
山
が
心
法
の
修
練
を
勧
め

る
の
は
、
武
士
を
中
心
と
す
る
儒
教
学
習
者
に
対
し
て
で
あ

る
。
民
衆
に
対
し
て
は
、
自
ら
意
識
的
に
努
力
し
よ
う
と
せ

ず
と
も
無
意
識
裡
に
「
道
」
を
実
践
す
る
よ
う
赴
か
し
め
る

た
め
、
為
政
者
が
礼
楽
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
。

3
礼
に
よ
る「
風
化
」

「
人
欲
」
を
去
っ
て
「
天
理
」
に
か
え
る
こ
と
は
、
端
的
に

「
無
欲
」
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
仏
教
の

出
家
者
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
無
欲
と
は
異
な
る
。
食
欲
や

性
欲
な
し
に
社
会
の
再
生
産
は
あ
り
得
ず
、
天
地
が
諸
物
を

生
み
出
す
よ
う
に
、
人
間
も
子
を
な
し
生
産
活
動
を
し
て
社

会
を
形
成
す
る
の
が
「
天
理
」
を
全
う
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

蕃
山
は
そ
の
よ
う
な
「
理
」
に
か
な
っ
た
自
然
な
情
欲
は
肯

定
し
て
い
る
。
蕃
山
の
歴
史
観
に
よ
れ
ば
、
堯
・
舜
が
統
治

し
て
い
た
上
古
の
人
々
は
「
無
欲
に
し
て
足
る
こ
と
を
知
れ

り
」
で
あ
り
（『
集
義
和
書
』
一
一
四
頁
）、
物
質
文
明
に
お
い

て
後
世
よ
り
も
は
る
か
に
乏
し
か
っ
た
が
、
問
題
な
く
質
素

な
生
活
に
甘
ん
じ
て
い
た
。
人
々
の
風
俗
が
そ
の
よ
う
に
質

朴
で
あ
れ
ば
、
作
為
せ
ず
と
も
為
政
者
の
徳
に
よ
っ
て
社
会

は
平
和
に
治
ま
り
、
そ
の
た
め
天
候
は
順
と
な
っ
て
五
穀
も

よ
く
実
る
。
人
々
は
自
ず
と
助
け
合
い
、
乱
も
盗
賊
も
生
じ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
時
代
が
下
っ
て
文
明
が
発
達

し
、
様
々
な
物
事
の
あ
や
（
か
ざ
り
）
が
増
す
よ
う
に
な
る

と
、
必
要
以
上
に
欲
望
が
刺
激
さ
れ
て
驕
奢
に
流
れ
、
上
古

の
人
々
の
よ
う
な
自
然
の
ま
ま
の
「
無
欲
」
を
失
っ
て
い
く
。

個
人
の
「
心
法
」
も
為
政
者
に
よ
る
国
家
の
「
治
道
」
も
、
そ

の
よ
う
な
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
心
法
を
練
る
こ
と
で
「
無
欲
」
の
状
態

に
か
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
人
自
身
に
お
い
て
は
「
心

静
か
に
し
て
霊
明
生
」
じ
、「
仁
・
義
・
礼
・
知
・
信
の
性
、

自
然
に
照
ら
す
」
こ
と
が
実
現
す
る
。
し
か
し
、
蕃
山
は
「
此

の
心
法
を
知
り
て
用
る
人
は
す
く
な
し
。
民
の
如
き
は
、
あ

ま
ね
く
教
て
知
ら
し
む
る
こ
と
能
は
ず
」
と
続
け
る
（『
集
義

和
書
』
一
一
四
頁
）。
人
に
よ
っ
て
才
や
徳
は
異
な
る
た
め
、
仏

教
の
説
法
の
よ
う
に
民
の
一
人
一
人
に
「
道
」
を
教
え
実
践

さ
せ
よ
う
と
し
て
も
成
功
し
な
い
ば
か
り
か
、
か
え
っ
て
弊

害
が
大
き
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
聖
人
に
よ
る

「
徳
治
」
で
は
、
民
の
自
力
に
任
せ
ず
為
政
者
側
か
ら
は
た
ら

き
か
け
、「
た
だ
政
を
以
て
不し

ら
ず
し
ら
ず

知
不
識
無
欲
に
な
る
」
と
い
う

方
法
を
と
っ
た
。
社
会
の
大
多
数
を
占
め
る
自
ら
学
ぶ
こ
と

の
で
き
な
い
民
を
、
無
意
識
の
う
ち
に
「
無
欲
」
に
し
て
い

く
「
風
化
」
の
装
置
が
、
聖
人
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
礼
楽

で
あ
る
。

「
飲
食
・
男
女
」
と
い
っ
た
欲
求
は
、
何
ら
か
の
秩
序
が
な

け
れ
ば
争
い
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
聖
人
は
美

し
い
ふ
る
ま
い
を
手
本
と
し
て
示
し
、
自
身
の
徳
に
よ
っ
て

民
を
感
化
す
る
と
と
も
に
、「
人
欲
」
を
過
不
足
な
く
調
整
す

る
機
能
を
持
つ
礼
を
制
作
し
て
「
人
々
固
有
の
天
真
」
を
鼓

舞
し
、
民
が
自
ず
か
ら
醜
い
ふ
る
ま
い
を
恥
じ
、
節
度
を
守

る
よ
う
に
導
く
の
で
あ
る
（
同
書
、
一
五
八
頁
）。
時
を
定
め

て
食
事
を
す
る
、
譲
り
合
う
、
男
女
は
婚
姻
後
に
交
接
す
る
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と
い
っ
た
行
為
の
型
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
欲
求
は

衝
突
し
た
り
、
過
剰
に
煽
り
合
っ
た
り
し
な
く
な
る
。「
欲
」

は
「
礼
儀
の
天
則
に
し
た
が
ふ
時
は
道
」
で
あ
り
、「
則
に
し

た
が
は
ざ
る
時
は
人
欲
と
な
り
て
悪
」
で
あ
る
と
蕃
山
は
主

張
す
る
（
同
書
、
三
〇
九
頁
）。
静
的
な
秩
序
の
中
に
人
を
押

し
込
め
る
の
で
は
な
く
、
生
々
や
ま
な
い
天
地
と
と
も
に
人

間
も
欲
求
に
従
っ
て
活
発
に
動
き
、
そ
れ
を
通
じ
て
個
人
・

社
会
に
「
天
理
流
行
す
」
と
い
う
動
的
な
秩
序
が
実
現
さ
れ

る
こ
と
を
目
指
す
の
で
あ
り
、
そ
の
流
れ
が
滞
っ
た
り
氾
濫

し
た
り
し
な
い
よ
う
調
整
す
る
の
が
礼
で
あ
っ
た
。

礼
が
整
え
ら
れ
た
社
会
で
は
、
富
貴
な
者
も
奢
侈
に
過
ぎ

る
こ
と
な
く
、
貧
賤
な
者
も
相
応
の
生
業
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
に
利
益
を
求
め
楽
し
む
。
そ
れ
ゆ
え
分
度
を
乱
し
て
競
争

す
る
こ
と
が
な
く
、
強
者
は
弱
者
を
苦
し
め
ず
、
壮
者
は
子

供
を
助
け
、
若
者
は
老
人
を
敬
い
、
男
女
は
別
あ
っ
て
乱
れ

な
い
。
物
事
は
決
ま
り
に
従
え
ば
い
い
の
で
煩
雑
に
な
ら
ず
、

過
剰
に
丁
寧
に
な
る
こ
と
も
不
遜
に
な
る
こ
と
も
な
い
た
め
、

上
下
と
も
に
シ
ン
プ
ル
で
無
事
安
楽
で
あ
る
。
礼
は
進
退
・

起
居
・
動
静
と
い
っ
た
身
体
の
所
作
に
も
及
び
、
人
の
皮
膚
・

筋
骨
を
ひ
き
し
め
、
恭
敬
・
辞
譲
の
礼
儀
に
か
な
っ
た
身
ご

な
し
を
習
慣
化
す
る
こ
と
で
、
驕
慢
の
心
を
な
く
す
。
結
果

と
し
て
孝
・
悌
・
忠
・
信
と
い
う
道
徳
が
実
現
さ
れ
る
（『
論

語
小
解
』
一
一
一
頁
）。

聖
人
の
制
作
に
よ
る
と
は
い
え
、
礼
は
ま
っ
た
く
の
人
工

物
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。「
五
常
」
の
一
つ
と
し
て
の
礼
は

「
天
理
」
の
「
享
」
に
あ
た
り
、
人
間
に
お
い
て
は
恭
敬
・
辞

譲
の
心
と
な
る
。
礼
に
よ
っ
て
争
い
が
な
く
な
れ
ば
天
下
太

平
と
な
り
、
天
下
太
平
で
あ
れ
ば
豊
穣
と
な
り
諸
物
が
備
わ

る
。
季
節
で
い
え
ば
、
万
物
が
盛
ん
に
成
長
す
る
夏
に
対
応

す
る
（『
集
義
和
書
』
一
〇
三
頁
）。
た
と
え
ば
、
神
社
に
近
づ

い
た
り
、
主
君
の
い
る
御
殿
の
前
を
通
過
す
る
時
は
、
自
ず

と
敬
の
心
が
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。「
一
文
不
通
の
賤
男
賤

女
」
で
さ
え
、
来
客
あ
れ
ば
も
て
な
そ
う
と
思
い
、
飲
食
物

は
ひ
と
に
多
い
ほ
う
を
す
す
め
て
自
分
は
少
な
い
ほ
う
を
取

る
。
礼
は
こ
の
よ
う
な
人
々
の
善
な
る
本
性
に
基
づ
き
、
そ

れ
を
引
き
出
し
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
、
共
有
・
習
慣
化
の

で
き
る
ふ
る
ま
い
の
型
と
し
て
立
て
ら
れ
る
。

4
礼
の
理
論
化

「
無
欲
」
の
上
古
で
は
有
形
の
礼
が
備
わ
ら
ず
と
も
先
天
的

な
礼
の
徳
が
発
揮
さ
れ
秩
序
が
保
た
れ
て
い
た
が
、
時
代
が

下
っ
て
は
聖
人
の
制
作
し
た
有
形
の
礼
に
よ
っ
て
後
天
的
に

民
を
「
無
欲
」
に
化
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に
重
要
な
の

は
、
聖
人
が
制
作
す
る
具
体
的
な
礼
式
は
実
定
法
的
な
も
の

で
あ
っ
て
、
各
時
代
・
地
域
の
具
体
的
状
況
に
応
じ
て
変
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
天
・
地
・
人
に

わ
た
る
総
合
的
な
状
況
の
こ
と
を
蕃
山
は
「
時
・
処
・
位
」

と
呼
び
、
あ
る
い
は
「
人
情
・
事
変
」、
そ
の
大
き
な
流
れ
の

こ
と
を
「
時
勢
」
と
も
呼
ぶ
。
も
し
具
体
的
状
況
に
適
さ
な

い
礼
を
制
作
し
た
り
、
あ
る
い
は
状
況
が
変
化
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
既
存
の
礼
を
そ
の
ま
ま
用
い
れ
ば
、
そ
の
礼
は
礼

と
し
て
機
能
せ
ず
、「
人
欲
」
の
横
溢
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な

い
。
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
膨
ら
ん
だ
集
団
の
「
人
欲
」
の
力

は
巨
大
で
あ
り
、
適
切
な
礼
制
を
欠
い
た
ま
ま
そ
れ
を
抑
え

よ
う
と
す
る
の
は
、「
大
海
を
手
に
て
ふ
せ
ぐ
」
よ
う
な
も
の

で
あ
る
と
い
う
（『
集
義
和
書
』
一
一
四
頁
）。

蕃
山
の
見
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
も
上
古
に
お
い

て
は
無
為
の
徳
治
が
あ
り
、
ま
た
中
国
の
儒
礼
・
律
令
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
神
道
の
「
法
」
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
時

代
が
下
る
と
天
皇
の
権
威
が
衰
え
て
そ
の
礼
式
が
乱
れ
、
武

家
の
天
下
と
な
っ
て
か
ら
は
「
真
の
礼
式
」
を
欠
い
た
ま
ま

で
あ
る
（『
論
語
小
解
』
三
二
頁
）。
と
は
い
え
、
基
本
的
な
道

徳
は
天
に
由
来
す
る
普
遍
的
な
「
性
」
で
あ
る
た
め
、
当
然

な
が
ら
日
本
人
に
も
備
わ
っ
て
い
る
。
当
代
の
日
本
に
お
い

て
も
、「
時
・
処
・
位
に
叶
ひ
た
る
真
の
礼
」
が
行
わ
れ
れ
ば
、

身
分
の
上
下
を
問
わ
ず
皆
が
安
堵
し
、「
心
ひ
ろ
く
体
ゆ
る
や

か
」
に
な
り
、
倹
約
の
法
度
が
な
く
と
も
上
等
の
風
俗
が
維

持
さ
れ
る
は
ず
な
の
で
あ
る
（『
集
義
和
書
』
一
二
二
頁
）。
い

つ
か
明
君
が
統
治
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、「
三
綱
五
常
の
道
」

を
明
ら
か
に
し
て
礼
楽
を
興
起
し
、「
人
道
の
美
」
が
実
現
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
と
期
待
す
る
。

し
か
し
、
当
時
の
儒
学
者
に
は
、
儒
教
の
礼
を
そ
の
ま
ま

日
本
社
会
で
実
践
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
が
い
た
。

蕃
山
は
彼
ら
を
「
格
法
者
」
と
呼
ん
で
批
判
し
て
い
る
。
儒

礼
と
し
て
経
典
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
古
代
中
国
の

「
時
・
処
・
位
」
に
応
じ
て
立
て
ら
れ
た
礼
で
し
か
な
い
か
ら

で
あ
る
。
儒
式
の
葬
祭
儀
礼
を
も
っ
て
仏
式
の
そ
れ
に
替
え

よ
う
と
、
朱
子
の
『
文
公
家
礼
』
に
関
心
を
持
つ
儒
学
者
は

多
か
っ
た
が
、
そ
れ
も
当
代
の
「
時
・
処
・
位
」
に
は
適
さ

な
い
と
い
う
。

「
三
綱
五
常
」
と
い
う
普
遍
的
な
「
道
」
は
無
形
で
あ
っ
て3

、

そ
れ
を
人
間
社
会
に
お
い
て
実
現
す
る
た
め
の
実
定
法
的
な

礼
や
教
説
を
、
蕃
山
は
「
法
」
と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
た

（『
集
義
外
書
』
六
三
頁
）。「
道
」
は
聖
人
の
教
が
始
ま
る
前
か

ら
人
々
に
行
わ
れ
、
ま
た
天
地
に
行
わ
れ
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か

天
地
が
分
か
れ
る
以
前
の
太
虚
か
ら
備
わ
っ
て
い
た
、
無
始

無
終
の
「
天
地
の
神
道
」
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
儒
教
な
る
も

の
は
、
そ
の
普
遍
的
な
「
道
」
を
大
昔
の
中
国
と
い
う
具
体

的
な
「
時
・
処
・
位
」
に
お
い
て
行
う
た
め
に
、
優
れ
た
為

政
者
で
あ
っ
た
聖
人
た
ち
が
制
作
し
た
「
法
」
で
し
か
な
い
。

儒
教
だ
け
で
な
く
仏
教
や
神
道
も
、
本
来
は
普
遍
的
な
「
道
」

を
実
現
す
る
「
法
」
と
し
て
、
イ
ン
ド
で
は
仏
、
日
本
で
は

神
人
と
い
う
優
れ
た
人
々
が
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

「
法
」
は
「
時
・
処
・
位
」
に
適
し
て
正
常
に
機
能
す
る
限
り
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に
お
い
て
、「
道
」
と
一
致
す
る
も
の
と
な
る
。
た
と
え
聖
人

が
制
作
し
た
礼
で
あ
っ
て
も
、
別
の
「
時
・
処
・
位
」
に
お

い
て
は
、
か
え
っ
て
「
道
」
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。蕃

山
は
中
国
に
お
け
る
礼
の
変
遷
を
ふ
り
か
え
る
こ
と
を

通
し
て
、
聖
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
礼
を
立
て
た
の
か
、
こ

れ
か
ら
礼
を
ど
の
よ
う
に
立
て
る
べ
き
か
を
論
じ
る
。
伏
羲

の
時
代
に
「
学
」
が
起
こ
り
、
次
の
神
農
の
時
代
に
は
農
耕

や
医
術
と
い
う
民
を
養
う
術
が
発
明
さ
れ
た
が
、
ま
だ
「
礼

儀
・
法
度
」
は
な
か
っ
た
。
黄
帝
の
時
代
に
は
「
礼
楽
の
器
」

と
「
文
章
」
が
現
わ
れ
る
が
、
ま
だ
冠
婚
葬
祭
の
詳
し
い
規

定
な
ど
は
な
か
っ
た
。
五
帝
の
時
代
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く

「
礼
儀
・
法
度
」
の
大
枠
が
整
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
「
易
簡
」

で
行
な
い
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
礼
は
人
々
の
情

に
逆
ら
わ
ず
、
君
子
の
「
徳
化
」
に
よ
り
善
に
移
ら
せ
る
中

で
、
人
々
の
側
か
ら
欲
す
る
の
に
従
っ
て
定
め
た
と
い
う
。
し

か
し
、
夏
・
商
を
経
て
時
代
が
周
に
至
る
と
、
文
明
化
が
進

ん
で
器
物
・
飲
食
に
不
足
す
る
こ
と
も
な
く
、
無
事
太
平
の

世
で
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
。
こ
の
時
点
で
初
め
て
、「
人

情
」
が
横
溢
し
華
美
に
流
れ
る
の
を
警
戒
し
て
、「
礼
儀
の

防
」
が
多
く
定
め
ら
れ
、「
三
年
の
喪
」
と
い
っ
た
期
日
も
細

か
く
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

つ
ま
り
、
儒
教
に
お
い
て
理
想
の
礼
と
さ
れ
て
き
た
周
代

の
そ
れ
は
、
社
会
全
体
が
富
裕
で
驕
奢
に
流
れ
や
す
い
時
代

に
、
時
間
や
富
を
「
道
」
に
か
な
う
形
で
蕩
尽
さ
せ
る
た
め

に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
時
勢
悪
し
く
環
境
に
恵
ま

れ
な
い
小
国
で
、
そ
の
よ
う
な
大
国
・
上
世
の
「
法
」
を
行

え
る
は
ず
が
な
い
。「
礼
法
」
は
「
人
欲
の
堤
」、
す
な
わ
ち

「
人
欲
」
と
い
う
巨
大
な
力
の
氾
濫
を
防
ぎ
適
切
に
流
す
堤
防

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
礼
が
過
剰
に
な
る
と
か
え
っ
て

社
会
に
害
を
及
ぼ
す
（『
集
義
外
書
』
一
七
五
頁
）。
大
河
の
ほ

と
り
に
住
む
な
ら
ば
堤
が
堅
固
で
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い

が
、
上
流
の
小
河
で
水
害
の
心
配
も
な
い
の
に
大
き
な
堤
を

築
け
ば
、
か
え
っ
て
田
畑
の
邪
魔
に
な
り
生
活
を
圧
迫
す
る

の
で
あ
る
。
当
代
日
本
で
儒
礼
を
広
め
る
と
は
そ
う
い
う
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
、「
礼
い
た
づ
が
は
し
け
れ
ば
、
人
欲
生

ず
」
と
も
い
う
。
過
剰
に
煩
雑
な
礼
は
人
々
の
欲
望
を
増
す

と
い
う
逆
の
機
能
を
発
揮
し
、
か
え
っ
て
「
道
」
か
ら
遠
ざ

け
て
し
ま
う
。

5
礼
の
制
作

既
存
の
儒
礼
は
代
々
の
聖
人
に
よ
っ
て
「
時
の
中
」、
つ
ま

り
「
時
・
処
・
位
」
に
応
じ
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
立

て
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
限
ら
れ
た
状
況
下
に
お
い
て
正
し
か

っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
「
時
中
」
の
礼
を
模
索
し
た
聖

人
の
政
の
軌
跡
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
真
似
る

の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
礼
の
あ
り
方
が
当
代
日
本
の

「
時
・
処
・
位
」
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ

る
。
蕃
山
の
見
立
て
で
は
、
当
代
の
日
本
は
物
質
文
明
が
発

展
し
人
心
が
奢
侈
に
流
れ
る
こ
と
は
周
の
時
代
以
上
で
あ
る

が
、
人
心
の
「
礼
儀
に
習
は
ざ
る
こ
と
」
は
伏
羲
の
時
代
の

よ
う
だ
と
い
う
。
伏
羲
の
民
は
「
無
欲
」
で
礼
を
要
し
な
か

っ
た
の
に
対
し
、
当
代
の
人
は
「
情
欲
」
が
厚
く
利
害
の
心

が
深
く
染
み
つ
い
て
い
て
、
急
に
利
欲
に
逆
ら
う
よ
う
な

「
法
」
を
立
て
れ
ば
、
か
え
っ
て
「
道
」
は
行
わ
れ
な
い
。
そ

れ
ゆ
え
、
蕃
山
は
、
幼
児
を
教
育
す
る
時
の
よ
う
に
段
階
を

踏
ん
で
、
長
い
時
間
を
か
け
て
世
間
が
礼
を
欲
す
る
の
を
待

つ
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
ま
ず
為
政
者
が
学
校
を
作
り
、

儒
教
の
経
典
を
用
い
た
学
習
に
よ
っ
て
是
非
善
悪
を
知
ら
し

め
れ
ば
、
数
十
年
あ
る
い
は
数
百
年
の
後
に
は
、
優
れ
た
為

政
者
が
現
れ
て
礼
を
制
作
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
社
会
に

お
け
る
礼
の
重
要
性
を
知
れ
ば
こ
そ
、
軽
は
ず
み
な
制
作
は

慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

時
代
や
地
理
的
条
件
を
問
わ
ず
常
に
模
範
と
す
べ
き
は
三

代
（
夏
・
殷
・
周
）
で
は
な
く
、
ま
だ
礼
が
煩
雑
で
な
か
っ
た

堯
・
舜
の
治
で
あ
る
と
蕃
山
は
主
張
す
る
。
文
明
を
捨
て
て

堯
舜
の
時
代
の
素
朴
な
生
活
に
戻
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。

素
朴
な
礼
の
み
で
治
ま
っ
て
い
た
易
簡
な
あ
り
よ
う
に
学
ぶ

の
で
あ
り
、
完
成
品
と
し
て
の
三
代
の
立
派
な
有
形
の
礼
に

惑
わ
さ
れ
ず
、「
道
」
の
根
本
を
目
指
せ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
（『
集
義
和
書
』
二
八
〇
頁
）。
経
典
に
書
か
れ
た
有
形
の
礼

を
ど
う
日
本
に
適
合
さ
せ
る
か
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
そ

も
そ
も
聖
人
た
ち
が
何
の
た
め
、
ど
の
よ
う
に
礼
を
制
作
し

た
か
を
理
解
し
て
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
考
え
、「
今
の
世
の
人
情
・

時
勢
・
気
力
」
で
も
「
道
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
最
低
限

の
も
の
だ
け
を
立
て
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
礼

は
「
時
・
処
・
位
」
に
応
じ
て
易
簡
で
あ
っ
て
こ
そ
、
知
り

や
す
く
従
い
や
す
い
も
の
と
な
り
、
広
く
実
践
さ
れ
て
「
和
」

と
い
う
効
果
を
得
ら
れ
る
（
同
書
、
二
四
五
頁
）。『
易
経
』
繫

辞
下
に
「
黄
帝
・
堯
・
舜
、
衣
裳
を
垂
れ
て
天
下
治
ま
る
。
そ

の
変
に
通
じ
て
、
民
を
倦
ま
ざ
ら
し
む
」
と
あ
る
が
、
な
る

べ
く
作
為
を
な
く
し
、
か
つ
時
勢
と
人
情
に
通
じ
る
こ
と
で
、

人
々
が
退
屈
せ
ず
、
か
つ
煩
雑
な
礼
に
苦
し
む
こ
と
も
な
か

っ
た
と
い
う
統
治
が
模
範
と
な
る
。

た
と
え
ば
葬
礼
に
つ
い
て
、
儒
学
者
は
仏
式
の
火
葬
を
不

仁
・
不
孝
と
し
て
盛
ん
に
批
判
し
、
手
厚
く
棺
槨
に
お
さ
め

て
土
葬
す
る
儒
礼
の
導
入
を
求
め
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
蕃
山

は
そ
こ
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
。
人
が
死
ね
ば
魂
気
は
天
に
上

り
、
魄
体
は
土
に
か
え
る
の
が
「
理
」
で
あ
っ
て
、
古
く
は

自
然
の
ま
ま
野
に
葬
っ
た
の
だ
と
い
う
（『
集
義
外
書
』
二
八

三
頁
）。
文
明
が
進
ん
で
家
屋
・
衣
服
・
器
物
が
備
わ
る
と
、

遺
体
を
土
に
つ
け
る
の
は
忍
び
な
い
と
い
う
「
情
」
が
生
じ
、

そ
の
よ
う
な
時
勢
を
見
て
当
時
の
聖
人
が
棺
槨
の
制
を
立
て

た
。
特
定
の
文
明
段
階
に
応
じ
、「
理
」
と
「
情
」
の
バ
ラ
ン

200

第三部 ❖霊性の探究



ス
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。「
理
」
と
し
て
は
死
生
は
常
で
あ
っ

て
本
来
悲
し
む
べ
き
こ
と
で
は
な
い
が
、
財
の
溢
れ
た
周
の

時
代
に
は
人
々
が
驕
奢
に
流
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
死
別
を

嘆
く
孝
子
の
「
情
」
に
従
う
形
で
喪
祭
の
礼
を
盛
大
に
整
え
、

そ
こ
に
余
分
な
財
を
費
や
さ
せ
た
。
儒
学
者
が
あ
り
が
た
が

る
喪
礼
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
し
か
な
い
。
こ
う
し
て
蕃
山

は
礼
の
本
末
を
論
じ
、
枝
葉
末
節
の
可
変
部
分
は
総
合
的
判

断
に
よ
り
大
胆
に
取
捨
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
思
考
の
結
果
、
礼
制
の
整
備
は
し
か
る
べ
き

時
勢
の
到
来
を
待
ち
、
ま
ず
素
質
の
あ
る
人
々
（
と
く
に
為

政
者
で
あ
る
武
士
階
層
）
に
学
問
を
通
じ
て
「
道
」
を
浸
透
さ

せ
て
い
く
べ
き
と
い
う
主
張
に
な
る
。
優
先
す
べ
き
は
形
を

守
る
こ
と
で
な
く
「
心
の
誠
」
を
立
て
る
こ
と
で
あ
る
と
し

て
、
当
代
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
仏
式
の
葬
祭
儀
礼
も
容
認

す
る4

。
資
源
も
土
地
も
浪
費
せ
ず
易
簡
で
あ
る
た
め
、
貧
し

い
民
衆
に
と
っ
て
実
践
し
や
す
く
、
時
勢
に
か
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
庶
民
の
風
俗
は
時
勢
に
応
じ
て
漸
次
的
に
変

え
て
い
け
ば
い
い
（『
集
義
和
書
』、
二
八
一
頁
）。
ま
た
、
人
々

が
貧
し
け
れ
ば
学
ぶ
余
裕
も
持
て
ず
、
悪
事
や
不
正
も
多
発

す
る
の
で
あ
っ
て
、
社
会
全
体
を
経
済
的
に
豊
か
に
す
る
こ

と
が
為
政
者
の
急
務
で
あ
る
と
い
う
。
性
急
に
儒
教
的
な
礼

制
を
作
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
礼
が
興
さ
れ
る

た
め
に
必
要
な
社
会
の
諸
条
件
を
整
え
て
い
く
の
が
、
蕃
山

の
現
実
的
な
礼
楽
論
で
あ
り
経
世
論
で
あ
っ
た
。

6
祭
祀
儀
礼

礼
に
は
「
鬼
神
」
へ
の
祭
祀
も
含
ま
れ
、
蕃
山
も
少
な
か

ら
ず
そ
れ
を
論
じ
て
い
る
。「
天
神
・
地
祇
・
人
鬼
」、
つ
ま

り
祭
祀
儀
礼
の
対
象
と
な
る
天
地
の
神
霊
と
祖
先
を
「
鬼
神
」

と
総
称
す
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
ろ
う
か
。

「
理
」
と
「
気
」
の
合
わ
さ
っ
た
世
界
の
本
源
本
体
を
蕃
山
は

「
道
」
と
呼
ぶ
が
、
そ
の
「
道
」
の
「
妙
用
」、
つ
ま
り
、
人

も
含
め
た
世
界
を
活
物
と
し
て
あ
ら
し
め
て
い
る
霊
妙
な
作

用
が
「
鬼
神
」
で
あ
る
と
い
う
（『
集
義
和
書
』
二
九
九
頁
）。

ま
た
、『
中
庸
』
に
註
釈
し
て
、「
鬼
神
の
徳
」
は
「
盛
大
流

行
・
幽
深
玄
遠
・
霊
明
不
測
」
で
あ
り
、「
鬼
神
」
そ
れ
自
体

を
見
た
り
聴
い
た
り
は
で
き
な
い
が
、
見
聴
き
で
き
る
形
・

色
・
声
・
臭
あ
る
も
の
は
す
べ
て
「
鬼
神
」
が
本
体
で
あ
る

と
説
い
て
い
る
（『
中
庸
小
解
』
二
四
頁
）。
万
物
は
す
べ
て

「
鬼
神
の
造
化
」
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、「
道
」
と
は
別
に
独

立
し
た
一
物
と
し
て
「
鬼
神
」
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

礼
楽
に
よ
っ
て
天
下
を
治
め
、
天
地
の
造
化
を
助
け
る
人
間

の
営
み
も
「
鬼
神
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
神
通
妙

用
の
至
」
と
さ
れ
る
。

「
鬼
神
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
人
々
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う

な
個
別
の
人
格
神
、
つ
ま
り
超
自
然
的
な
力
を
行
使
し
、
祈

り
に
応
じ
て
禍
福
を
下
す
よ
う
な
存
在
と
し
て
の
「
鬼
神
」

は
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
無
神
論
と
は
い

え
な
い
。
三
浦
國
雄
が
朱
子
の
鬼
神
論
に
つ
い
て
指
摘
す
る

よ
う
に
、「
鬼
神
」
を
個
々
の
人
格
神
で
は
な
く
自
然
哲
学
的

に
解
釈
し
た
こ
と
は
、「
鬼
神
の
自
然
化
」
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
実
は
「
自
然
の
鬼
神
化
」
で
も
あ
っ
た5

。
常
の
天
地
の

運
行
、
万
物
の
生
々
、
人
間
の
知
性
や
文
化
自
体
が
そ
も
そ

も
不
思
議
で
あ
っ
て
、
そ
の
不
思
議
な
何
も
の
か
が
人
間
社

会
の
倫
理
を
も
支
え
て
い
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
人
々
が

超
自
然
的
な
人
格
神
に
向
け
て
い
る
畏
敬
は
、
当
た
り
前
の

自
然
現
象
や
人
間
の
礼
楽
と
い
う
営
み
に
こ
そ
向
け
る
べ
き

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
は
い
え
、「
鬼
神
」
と
い
う
「
幽
深
の
理
」
は
結
局
、「
明

白
の
理
」
で
あ
る
「
人
道
」
と
同
一
の
「
理
」
と
さ
れ
る
た

め
、
前
者
は
「
平
生
礼
楽
の
教
の
中
に
は
用
な
し
」
で
あ
っ

て
語
る
必
要
が
な
く
、
後
者
だ
け
を
考
え
れ
ば
よ
い
と
い
う
。

正
し
い
礼
楽
か
ら
外
れ
た
と
こ
ろ
で
「
鬼
神
」
を
語
っ
て
何

か
を
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
民
を
惑
わ
し
て
利
益
を
得
よ
う

と
い
う
「
利
心
」
に
よ
る
も
の
だ
と
批
判
す
る
（『
論
語
小
解
』

九
七
頁
）。「
真
の
神
通
妙
用
」
は
「
春
夏
秋
冬
、
日
月
星
辰
、

風
雨
露
雷
、
人
道
の
礼
楽
」
で
あ
っ
て
、
奇
妙
奇
特
を
語
っ

て
「
正
道
の
外
に
幽
深
を
い
ふ
」
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な

い
（『
中
庸
小
解
』
一
五
頁
）。

祭
祀
儀
礼
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
鬼
神
」
と

の
交
わ
り
で
あ
る
と
さ
れ
、
祭
祀
中
の
身
心
の
変
容
は
冬
に

火
で
暖
を
取
り
、
夏
に
水
で
涼
む
こ
と
に
喩
え
ら
れ
る
。「
神

明
（
＝
鬼
神
）」
に
向
か
う
時
、
人
は
潔
斎
し
自
ら
の
身
心
を

清
め
慎
む
こ
と
で
「
神
明
」
と
通
じ
る
状
態
に
す
る
。「
誠

敬
」
を
も
っ
て
祀
り
得
た
時
、
無
形
の
「
道
」
の
は
た
ら
き

で
あ
る
「
鬼
神
」
が
、
あ
た
か
も
形
あ
る
も
の
と
し
て
臨
在

す
る
か
の
よ
う
に
現
象
す
る
（『
中
庸
小
解
』
二
五
頁
）。

『
論
語
』
雍
也
に
「
鬼
神
を
敬
し
て
こ
れ
に
遠
ざ
か
る
」
と

あ
る
が
、「
鬼
神
の
徳
」
を
知
る
者
は
敬
す
る
心
が
厚
く
、
身

心
が
よ
く
整
っ
て
い
な
い
状
態
で
祭
祀
を
し
よ
う
と
は
思
わ

な
い
の
で
あ
り
、
正
し
く
礼
の
規
定
に
基
づ
き
、「
正
直
の

心
・
真
実
の
情
」
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
祈
る
た
め
、
自
ず
と

「
遠
ざ
か
る
」
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（『
集
義
和
書
』
一
八
五

頁
）。
と
く
に
「
人
欲
」
を
去
っ
た
君
子
が
祖
先
を
祭
祀
す
る

場
合
、
人
間
の
本
質
で
あ
る
「
理
（
＝
性
）」
は
死
生
一
貫
で

あ
る
と
悟
っ
て
い
る
た
め
、
親
が
す
で
に
死
者
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
問
題
に
な
ら
ず
、
悲
し
む
で
も
な
く
、
何
か
を
願

う
で
も
な
く
、
無
心
に
至
誠
を
尽
く
す
の
み
で
あ
る
（
同
書
、

二
四
二
頁
）。
そ
こ
に
は
言
語
的
な
意
味
に
は
還
元
で
き
な
い

よ
う
な
、
身
心
の
感
応
だ
け
が
あ
る
。
人
格
を
持
つ
神
や
死

者
と
の
意
思
疎
通
や
取
引
で
は
な
い
。

で
は
、「
鬼
神
」
が
善
人
に
は
福
を
、
悪
人
に
は
禍
を
く
だ

す
と
い
う
「
福
善
禍
淫
」
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
蕃
山
は
原

理
と
し
て
そ
れ
を
認
め
る
も
の
の
、
日
常
に
お
い
て
働
い
て

201

儒教における身心変容技法―熊沢蕃山の心法、礼、経世



い
る
の
と
同
じ
「
理
」
が
常
の
と
お
り
作
用
す
る
の
み
で
あ

る
と
い
う
。
天
地
そ
の
も
の
に
恒
常
的
な
生
々
流
行
が
あ
る

以
上
、
人
が
「
仁
」
に
適
う
行
動
を
と
れ
ば
「
造
化
」
に
後

押
し
さ
れ
て
福
を
得
、「
不
仁
」
な
行
動
を
と
れ
ば
流
れ
に
逆

ら
う
た
め
に
禍
を
得
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（『
論
語
小
解
』

一
〇
四
頁
）。

前
述
の
葬
礼
と
同
じ
く
祭
礼
に
つ
い
て
も
、
蕃
山
は
そ
の

原
初
的
な
形
態
か
ら
の
変
遷
を
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
対

化
し
て
い
る
。
古
く
は
祭
祀
の
日
も
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
春

の
花
を
見
、
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
い
て
、
あ
る
い
は
秋
風
が

身
に
し
み
、
夏
か
ら
秋
へ
と
虫
の
音
が
替
わ
る
の
を
聞
い
て
、

つ
ま
り
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
体
で
感
じ
る
こ
と
で
自
然
に

感
慨
の
情
が
生
じ
、
祖
先
を
祭
ら
ざ
る
を
得
な
い
心
持
ち
に

な
っ
て
祭
っ
た
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
上
古
の
祭
礼
で
は

前
も
っ
て
何
日
も
潔
斎
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
祭
器
も
素
朴

な
も
の
で
あ
っ
た
。
や
は
り
儒
礼
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
詳

細
な
規
定
は
、
文
明
の
進
み
具
合
や
「
人
情
・
事
変
」
に
応

じ
て
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
（『
論
語

小
解
』
一
四
頁
）。

い
さ
さ
か
詐
術
じ
み
た
議
論
も
あ
る
。
金
神
や
鬼
門
と
い

っ
た
方
角
に
関
わ
る
信
仰
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
山
林
・
河
川

の
持
続
可
能
な
利
用
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
（『
集
義

和
書
』
六
五
頁
）。
人
々
が
欲
し
い
ま
ま
に
伐
採
し
建
築
す
れ

ば
す
ぐ
に
山
河
は
荒
れ
て
し
ま
う
が
、
方
角
の
タ
ブ
ー
で
建

築
が
抑
制
さ
れ
る
分
だ
け
資
源
の
浪
費
も
少
な
く
な
っ
て
よ

い
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
祟
り
を
恐
れ
る
当
事
者

た
ち
の
認
識
か
ら
は
か
け
離
れ
た
議
論
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

礼
の
運
用
に
お
け
る
「
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」
の
一
端
で
あ

ろ
う
。
蕃
山
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
先
駆
者
と
も
評
価
さ
れ
て
お

り
、
木
を
伐
採
し
過
ぎ
る
こ
と
で
山
林
が
荒
れ
、
土
砂
が
川

に
流
れ
込
ん
で
川
床
が
上
が
り
、
ま
た
山
の
保
水
力
が
下
が

っ
て
雨
が
急
激
に
流
れ
て
し
ま
う
た
め
、
下
流
で
河
が
氾
濫

し
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
警
告
し
て
い
た
。
そ
の

論
は
天
地
の
運
行
と
人
間
の
営
み
が
連
環
し
て
い
る
と
い
う

世
界
観
に
裏
付
け
ら
れ
て
お
り
、
金
神
・
鬼
門
の
信
仰
も
結

果
的
に
は
天
地
の
化
育
を
助
け
る
よ
う
に
機
能
す
る
た
め
、

「
道
」
に
か
な
う
と
し
て
許
容
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
礼
の
是
非

は
道
理
や
人
情
だ
け
で
な
く
、
身
心
の
修
養
、
自
然
環
境
、
物

質
文
明
や
経
済
の
状
態
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
要
素
の
連
環
か
ら

総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

7
経
世
論

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
蕃
山
は
礼
に
つ
い
て
多
く
論

じ
て
い
な
が
ら
、
今
す
ぐ
に
礼
に
関
す
る
政
策
を
実
施
せ
よ

と
は
主
張
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
礼
の
実
践
に
は
消
極
的
で

あ
る
か
に
見
え
る
。
蕃
山
が
儒
学
者
と
し
て
為
政
者
に
求
め

た
の
は
、
性
急
な
礼
制
の
整
備
な
ど
で
は
な
く
、「
仁
政
」
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
慈
悲
深
く
あ
れ
と
い
う
努
力
目
標
で
は
な

く
、
ま
た
民
衆
が
道
徳
的
に
な
る
よ
う
お
触
れ
な
ど
で
説
教

せ
よ
と
い
う
の
で
も
な
い
。
蕃
山
の
い
う
「
仁
政
」
の
大
部

分
は
、
具
体
的
に
は
「
富
有
大
業
」
と
し
て
説
明
さ
れ
、
つ

ま
り
は
経
済
問
題
の
解
決
で
あ
っ
た
。
世
の
中
が
経
済
的
に

困
窮
す
る
こ
と
は
乱
の
も
と
で
あ
り
、
ま
ず
富
ま
せ
な
い
限

り
は
「
大
道
」
を
現
実
化
す
る
た
め
の
学
校
の
制
や
礼
楽
の

制
も
施
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
常
生
活
の
基
盤
で
あ
る
経

済
・
社
会
構
造
こ
そ
が
人
々
の
あ
り
よ
う
を
無
意
識
か
ら
強

く
規
定
し
て
い
る
と
、
蕃
山
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
礼

に
関
す
る
議
論
に
表
れ
て
い
た
よ
う
な
人
間
・
社
会
を
変
容

さ
せ
る
技
術
に
つ
い
て
の
深
い
洞
察
は
、
実
は
そ
の
経
済
論

に
活
か
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

蕃
山
は
特
定
の
身
分
や
職
の
者
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体

が
裕
福
に
な
る
「
大
道
の
富
有
」
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
社
会
全
体
が
経
済
活
動
を
通
じ
て

連
関
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
局
所
的
な
対
策
で
は
な
く
、

シ
ス
テ
ム
全
体
が
う
ま
く
回
る
よ
う
に
流
れ
を
整
え
る
よ
う

な
対
策
が
必
要
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
豊
年
で
米
の
収
穫
量

が
多
け
れ
ば
武
士
が
困
窮
し
、
凶
年
に
は
逆
に
百
姓
が
困
窮

し
、
大
商
人
だ
け
に
富
が
集
ま
っ
て
い
く
と
い
う
現
象
に
つ

い
て
、
三
つ
の
原
因
を
指
摘
す
る
。
一
つ
め
は
河
海
の
交
通

が
便
利
な
土
地
に
都
市
を
作
れ
ば
、
人
々
は
驕
奢
に
進
ん
で

し
ま
う
こ
と
。
二
つ
め
は
、
貨
幣
経
済
が
浸
透
し
て
米
に
よ

る
物
々
交
換
が
減
り
、
米
に
比
し
て
諸
物
の
値
段
が
高
く
な

っ
た
こ
と
。
三
つ
め
は
、
理
に
か
な
っ
た
易
簡
の
礼
式
が
な

い
た
め
に
、
武
士
と
し
て
の
勤
め
や
交
際
に
余
分
な
費
用
が

か
か
る
こ
と
で
あ
る
（『
集
義
和
書
』
二
四
九
頁
）。

そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
循
環
で
あ
る
と
い
う
。
物
資
の
流
通

に
便
利
な
土
地
で
都
市
が
発
展
す
れ
ば
人
や
物
が
集
中
し
、

人
々
は
互
い
に
消
費
欲
を
刺
激
し
合
っ
て
、
生
活
の
必
要
の

た
め
で
な
く
記
号
的
価
値
の
た
め
に
消
費
を
す
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
礼
式
が
定
ま
っ
て
い
な
い
と
、
勤
め

の
た
め
の
服
装
や
道
具
類
も
華
美
に
流
れ
や
す
く
、
世
間
の

風
俗
が
そ
の
よ
う
に
移
れ
ば
、
実
直
な
者
で
も
世
間
の
奢
侈

に
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
（
同
書
、
三
〇
五
頁
）。
そ
し

て
、
武
士
は
禄
と
し
て
米
を
得
る
が
、
城
下
町
に
集
住
さ
せ

ら
れ
純
然
た
る
消
費
者
に
な
っ
て
お
り
、
勤
め
や
生
活
に
必

要
な
諸
物
を
得
る
た
め
に
は
、
ま
ず
禄
米
を
金
銀
に
換
え
る

必
要
が
あ
っ
た
。
豊
年
に
は
市
場
に
出
回
る
米
が
増
え
、
需

要
・
供
給
の
関
係
に
よ
り
米
の
値
段
が
下
が
り
、
武
士
の
得

る
金
銀
は
減
っ
て
困
窮
す
る
こ
と
に
な
る
。
武
士
が
困
窮
す

れ
ば
、
禄
米
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
と
考
え
、
農
民
か
ら
の

年
貢
を
多
く
取
り
立
て
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
豊
年
に

は
耐
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
凶
年
に
は
農
民
が
飢
餓
に
陥
る
。

そ
う
や
っ
て
農
村
が
疲
弊
す
れ
ば
、
領
主
へ
の
年
貢
も
減
り
、

「
惣
詰
り
」
と
い
う
皆
が
困
窮
す
る
悪
循
環
へ
と
追
い
込
ま
れ
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て
い
く
。

蕃
山
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
武
士
や
商
人
が
貪
欲
で
あ
る
と

い
っ
た
個
人
的
倫
理
の
問
題
で
は
な
い
。
武
士
が
過
剰
に
消

費
を
し
て
し
ま
う
原
因
、
商
人
の
手
に
金
銀
が
集
ま
っ
て
し

ま
う
原
因
を
構
造
的
問
題
と
し
て
捉
え
、「
勢
を
変
ず
る
政
」

（『
大
学
或
問
』
二
四
〇
頁
）、
つ
ま
り
悪
循
環
を
断
つ
た
め
の

様
々
な
対
策
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
広
く
知
ら

れ
て
い
る
の
が
農
兵
論
で
あ
り
、
都
市
に
集
住
し
て
い
る
武

士
を
各
々
の
知
行
地
へ
帰
ら
せ
る
と
い
う
政
策
で
あ
る
。
前

述
の
よ
う
に
、
武
士
が
過
剰
に
消
費
し
て
し
ま
う
の
は
、
金

銀
で
諸
物
を
買
わ
ね
ば
生
き
て
い
け
な
い
状
況
に
あ
る
か
ら

で
あ
っ
た
。
農
村
に
帰
ら
せ
れ
ば
、
登
城
し
て
の
勤
め
や
交

際
も
減
っ
て
費
用
が
か
か
ら
ず
、
野
菜
や
道
具
類
な
ど
日
用

の
諸
物
の
一
部
を
自
給
自
足
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
自

身
の
知
行
地
で
親
し
く
領
民
と
顔
を
合
わ
せ
て
い
れ
ば
、
現

実
を
無
視
し
た
過
剰
な
搾
取
は
自
ず
と
で
き
な
く
な
る
と
い

う
。
山
野
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
増
え
る
た
め
、
健
康
に
な

り
武
力
も
向
上
す
る
。
一
人
一
人
に
贅
沢
を
す
る
な
、
搾
取

を
す
る
な
と
命
じ
る
の
で
は
な
く
、
聖
人
の
礼
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
武
士
た
ち
が
贅
沢
や
搾
取
を
し
て
し
ま
う
条

件
や
環
境
を
変
え
る
こ
と
で
、
無
意
識
裡
に
そ
の
集
団
の
行

動
が
変
わ
る
よ
う
に
仕
向
け
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
民
足
り
兵
強
け
れ
ば
、
四
方
恐
る
」、
つ
ま
り
農

兵
制
は
戦
争
を
予
防
し
軍
費
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、

そ
う
や
っ
て
君
臣
士
民
皆
を
富
有
に
す
る
こ
と
は
、「
人
情
・

事
変
」
に
通
じ
た
才
知
を
も
っ
て
聖
人
と
同
じ
よ
う
に
「
天

地
の
造
化
を
助
く
る
事
」
で
あ
る
と
い
う
（『
論
語
小
解
』
一

七
一
頁
）。
豊
年
に
余
っ
て
廃
る
米
を
、
凶
年
の
た
め
の
備
蓄

に
す
る
と
い
っ
た
政
策
も
同
様
で
あ
る
。
武
士
や
農
民
の
立

場
で
は
少
な
か
ら
ぬ
米
が
廃
る
ほ
う
が
米
価
下
落
が
抑
え
ら

れ
て
助
か
る
が
、
社
会
全
体
で
見
れ
ば
不
利
益
で
あ
る
か
ら
、

米
で
な
く
籾
で
年
貢
を
納
め
さ
せ
る
こ
と
で
長
期
間
貯
蔵
で

き
る
よ
う
に
し
、
ま
た
金
銀
と
と
も
に
籾
を
貨
幣
と
し
て
諸

物
を
買
え
る
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
と
提
案
す
る
。
天
地
人
の

生
み
出
し
た
も
の
を
無
駄
な
く
活
か
し
、
飢
饉
に
苦
し
む
農

民
や
浪
人
を
救
う
こ
と
は
仁
に
他
な
ら
な
い
。

人
々
の
生
存
の
た
め
に
必
要
な
米
の
価
値
が
、
な
く
て
も

困
ら
な
い
贅
沢
品
よ
り
も
低
く
扱
わ
れ
た
り
、
大
商
人
が
甲

州
で
葡
萄
を
買
い
占
め
て
大
部
分
を
廃
棄
し
、
希
少
価
値
を

高
め
て
値
段
を
釣
り
上
げ
、
巨
利
を
得
る
と
い
っ
た
こ
と
も

起
き
る
の
が
市
場
経
済
の
原
理
で
あ
る
が
（『
宇
佐
問
答
』
二

三
頁
）、
そ
れ
と
て
商
人
が
悪
い
の
で
も
な
い
。
市
場
原
理
や

商
人
的
価
値
観
が
持
ち
込
む
べ
き
で
な
い
と
こ
ろ
に
持
ち
込

ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
、
構
造
的
な
問
題
で
あ
る
。
商

人
や
工
人
は
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
利
益
追
求
に
勤
し
め
ば
よ
い

の
で
あ
っ
て
、
異
な
っ
た
利
害
関
係
を
も
つ
彼
ら
が
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
助
け
合
う
よ
う
な
制
度
を
作
り
、
富
が
う

ま
く
循
環
す
る
よ
う
に
整
え
る
の
が
為
政
者
の
仕
事
で
あ
る

と
蕃
山
は
考
え
て
い
た
。
市
場
経
済
の
原
理
が
社
会
全
体
の

富
有
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
蕃
山
は
経
済
構
造
ご
と

改
革
し
よ
う
と
構
想
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
ぎ

れ
も
な
く
礼
論
と
同
じ
論
理
に
貫
か
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
に
見
て
き
た
こ
と
を
身
心
変
容
技
法
と
い
う
観
点
か

ら
ふ
り
か
え
る
と
、
話
題
と
し
て
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た

個
人
か
ら
国
家
・
天
下
ま
で
多
様
な
レ
ベ
ル
に
わ
た
っ
て
い

る
が
、
そ
の
発
想
に
は
一
貫
し
た
も
の
が
あ
ろ
う
。
個
人
と

し
て
も
集
団
と
し
て
も
人
間
は
変
わ
り
得
る
も
の
だ
と
考
え
、

表
層
意
識
で
は
な
く
無
意
識
に
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
で
変

容
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
無
意
識
は
直
接
的
に
操
作
で
き

な
い
た
め
、
心
法
や
礼
と
い
う
技
法
が
必
要
と
さ
れ
る
。
経

世
論
に
お
け
る
社
会
制
度
も
同
様
で
あ
る
。

表
層
意
識
で
道
理
を
理
解
し
た
だ
け
で
は
、
い
く
ら
そ
れ

が
正
し
い
こ
と
だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
そ
の
と

お
り
に
は
行
動
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
身

の
心
が
自
ず
と
道
理
に
従
っ
て
動
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
自

覚
的
に
正
し
い
身
心
の
動
き
方
を
探
し
て
繰
り
返
し
、
時
間

を
か
け
て
習
慣
化
し
て
い
く
手
法
が
心
法
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

蕃
山
に
と
っ
て
礼
と
は
、
自
身
の
意
志
と
努
力
で
は
正
し
く

変
わ
り
得
な
い
よ
う
な
他
者
に
対
し
て
、
ふ
る
ま
い
の
型
を

与
え
る
こ
と
で
外
か
ら
は
た
ら
き
か
け
、
そ
の
情
や
欲
の
方

向
を
ず
ら
す
よ
う
に
し
て
、
本
人
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
道

徳
的
な
行
動
へ
と
導
く
と
い
う
技
法
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

他
者
へ
の
は
た
ら
き
か
け
の
み
で
は
な
く
、
祭
祀
儀
礼
に
つ

い
て
の
議
論
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
心
法
を
練
る
こ
と
が
で

き
る
者
も
そ
の
同
じ
礼
を
実
践
し
、
自
身
の
身
心
の
変
容
を

体
験
す
る
。
そ
こ
で
は
「
そ
ん
な
気
が
す
る
」「
こ
う
感
じ
ら

れ
る
」
と
い
う
よ
う
な
微
細
な
身
心
の
感
覚
が
積
極
的
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
変
容
を
重
ね
、
最

終
的
に
は
「
天
理
」
と
の
一
体
化
を
目
指
す
の
で
あ
る
。

礼
に
関
し
て
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
為
政
者
あ
る
い
は
知

識
人
が
民
衆
を
無
意
識
裡
に
操
作
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

て
、
た
と
え
悪
用
せ
ず
と
も
、
本
人
の
意
志
を
無
視
し
て
行

動
決
定
に
介
入
す
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
の
は
確
か
で

あ
る
。
そ
の
技
術
だ
け
を
取
り
出
す
な
ら
悪
用
も
可
能
で
あ

ろ
う
し
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
も
行
わ
れ
、
今
も
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
企
業
や
国
家
が
目
先
の
利

益
の
た
め
に
人
々
の
心
を
操
作
し
動
員
す
る
と
い
う
こ
と
と

は
違
い
も
あ
る
。

少
な
く
と
も
蕃
山
の
理
論
に
お
い
て
は
、
心
法
・
礼
と
も

に
一
種
他
律
的
で
あ
る
。
礼
を
作
る
側
も
、
そ
の
個
人
の
意

志
と
判
断
の
み
に
よ
っ
て
礼
を
作
り
、
民
衆
を
操
作
す
る
の

で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
「
道
」
が
世
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
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ゴ
ー
ル
と
し
て
諸
々
の
工
夫
を
す
る
の
で
あ
り
、
判
断
が
正

し
か
っ
た
か
ど
う
か
が
「
道
」
に
よ
っ
て
常
に
検
証
し
直
さ

れ
る
契
機
を
有
す
る
。
天
地
人
す
べ
て
が
連
環
し
て
い
る
と

す
る
「
万
物
一
体
の
仁
」
は
、
ど
こ
か
に
見
捨
て
ら
れ
た
者

が
い
な
い
か
、
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
者
が
い
な
い
か
と
探
し

続
け
、
構
造
的
悪
が
解
決
さ
れ
る
よ
う
、
よ
り
よ
い
シ
ス
テ

ム
を
模
索
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
ゴ
ー
ル
は
誰
も
が
知
る
当

た
り
前
の
和
合
の
実
現
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
何
も
隠
し

ご
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
欲
に
ひ
か
れ
る
「
あ
り

の
ま
ま
」
の
自
分
で
は
な
く
、「
道
」
に
基
づ
い
て
行
動
す
る

自
分
こ
そ
が
本
当
の
自
分
で
あ
る
と
考
え
る
以
上
、
ゴ
ー
ル

は
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
る
。

そ
も
そ
も
蕃
山
の
考
え
で
は
、
誰
か
が
操
作
し
よ
う
と
す

る
ま
で
も
な
く
、
個
人
や
社
会
は
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
不

可
避
的
に
変
容
し
続
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
素
朴
な
「
無

欲
」
の
社
会
が
遠
い
過
去
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
帰
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
は
や
む
を
得
な
い
「
勢
い
」
に
よ
る
。
放

置
す
れ
ば
よ
り
悪
い
方
向
に
流
さ
れ
か
ね
な
い
、
そ
の
よ
う

な
変
容
の
過
程
に
否
応
な
く
す
で
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
個

人
や
社
会
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
蕃
山
は
人
類
が
自
ら
変
容

の
方
向
を
決
め
る
こ
と
の
で
き
る
存
在
で
あ
る
と
信
じ
、

「
道
」
と
い
う
目
指
す
べ
き
方
向
を
示
し
て
変
容
を
調
整
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
無
意
識
に
介

入
す
る
技
法
の
是
非
は
、
我
々
自
身
が
本
来
何
者
で
あ
り
、
ど

の
よ
う
な
社
会
に
生
き
た
い
の
か
、
ど
う
変
わ
り
た
い
の
か

と
い
う
実
践
的
課
題
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
問
題

な
の
で
あ
る
。

注1　
以
下
、
蕃
山
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
『
集
義
和
書
』
は
『
日

本
思
想
大
系
三
〇　

熊
沢
蕃
山
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一

年
）、
他
は
『
増
訂　

蕃
山
全
集
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
八

―一
九
八
〇
年
）
に
よ
る
。
引
用
文
は
読
み
や
す
さ
を
考
慮

し
て
適
宜
表
記
を
改
め
て
い
る
。

2　

ち
な
み
に
、
仏
教
的
な
悟
道
に
つ
い
て
は
、「
寂
然
不
動
・

無
欲
・
無
為
の
性
」
を
見
る
こ
と
は
儒
教
と
同
じ
で
あ
る
が
、

形
而
下
の
「
気
」
を
離
れ
て
高
遠
な
見
識
を
得
る
ば
か
り
で

あ
り
、「
見
所
の
み
に
し
て
用
を
な
さ
ざ
る
」
と
評
し
て
い

る
（『
集
義
和
書
』
一
〇
八
頁
）。

3　
男
女
、
君
臣
の
上
下
関
係
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
三

綱
五
常
が
普
遍
的
倫
理
で
あ
る
と
い
う
の
は
現
代
で
は
そ
の

ま
ま
許
容
し
が
た
く
、
時
代
に
よ
る
制
約
は
否
め
な
い
。「
そ

の
社
会
な
り
の
節
度
を
も
っ
て
和
合
す
る
」
と
い
う
程
度
に

解
釈
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
蕃
山
の
師
で
あ
る
中
江
藤
樹
は

「
道
」
の
無
形
性
を
つ
き
つ
め
、
抽
象
的
な
「
孝
」
一
元
論

に
至
っ
た
が
、
蕃
山
は
そ
れ
を
継
承
し
つ
つ
、
あ
え
て
抽
象

化
を
「
三
綱
五
常
」
や
「
五
典
十
義
」
に
と
ど
め
て
説
い
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
源
了
圓
『
近
世
初
期
実
学
思
想
の
研

究
』
創
文
社
、
一
九
八
〇
年
、
四
六
六
頁
を
参
照
）。

4　
こ
の
よ
う
な
現
状
の
容
認
と
は
別
に
、
蕃
山
は
明
君
が
現
れ

た
場
合
に
立
て
ら
れ
る
べ
き
礼
制
に
つ
い
て
も
示
唆
し
て
い

る
。
拙
論
「
熊
沢
蕃
山
の
「
大
道
」
と
「
神
道
」」（『
宗
教

研
究
』
三
九
一
号
、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
。

5　

三
浦
國
雄
「
朱
子
鬼
神
論
補
」（『
人
文
研
究
』
三
七
（
三
）、

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
一
九
八
五
年
）
一
八

九
頁
。
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1
心
理
療
法
と
決
定・未
決
定
状
態
の
弁

証
法

本
論
で
は
、
心
理
療
法
に
お
け
る
基
本
的
な
技
法
を
、
決

定
と
未
決
定
と
の
間
の
緊
張
関
係
と
し
て
捉
え
て
い
き
た
い
。

未
決
定
な
状
態
を
保
つ
の
は
、
心
理
療
法
の
基
本
的
な
態
度

の
よ
う
に
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
分
析
的
心
理
学
（
ユ

ン
グ
心
理
学
）
だ
け
で
な
く
、
心
理
療
法
全
般
に
当
て
は
ま
る

と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
一
世
を
風
靡
し
た
ロ
ジ
ャ
ー
ス

派
の
非
指
示
的
、
あ
る
い
は
来
談
者
中
心
療
法
が
そ
の
典
型

例
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
い
ろ
い
ろ
と
訴
え
て
き
て
も
、

そ
れ
を
受
容
し
て
傾
聴
し
、
そ
れ
に
意
見
を
す
る
こ
と
は
な

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
直
接
的
に
意
見
を
求
め

ら
れ
て
も
、「
私
の
考
え
を
知
り
た
い
の
で
す
か
？
」
と
か

「
で
も
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？
」
な
ど
の
よ
う
に
相
手

に
返
し
て
、
あ
く
ま
で
自
分
の
考
え
を
伝
え
ず
に
未
決
定
な

状
態
を
保
つ
よ
う
に
す
る
。

同
じ
よ
う
な
こ
と
は
精
神
分
析
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
精

神
分
析
は
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
思
い
つ
い
た
こ
と
を
何
で
も
語

る
自
由
連
想
と
い
う
方
法
を
用
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
セ

ラ
ピ
ス
ト
は
注
意
を
ま
ん
べ
ん
な
く
漂
わ
せ
、
忠
告
や
批
判

を
差
し
控
え
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
未
決
定
の
状
態
に
保
つ

よ
う
に
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
に
お
い
て
は
決
ま
っ
た
行
為
や
判

断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
て
、
心
理
療
法
に

お
け
る
基
本
的
態
度
は
、
そ
れ
と
は
真
逆
の
よ
う
に
、
解
決

を
急
ぐ
の
で
は
な
く
て
、
こ
の
よ
う
に
未
決
定
な
状
態
を
保

つ
こ
と
が
大
切
な
の
が
わ
か
る
。
そ
し
て
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
か

ら
し
て
も
セ
ラ
ピ
ス
ト
か
ら
し
て
も
、
早
急
な
行
動
は
い
わ

ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
に
終
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
た

と
え
ば
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
や
そ
の
子
ど
も
が
い
じ
め
に
あ
っ
て

い
る
と
き
に
、
状
況
を
変
え
る
た
め
に
学
校
や
担
任
に
介
入

し
た
り
、
転
校
し
た
り
し
て
も
、
そ
の
心
理
的
な
問
題
は
解

決
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
不
安
が
強
い
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を

セ
ラ
ピ
ス
ト
が
支
え
よ
う
と
し
て
も
、
単
に
依
存
性
を
強
め

る
だ
け
に
な
り
、
根
本
の
不
安
は
解
消
さ
れ
な
い
。
だ
か
ら

ま
ず
は
今
の
状
態
に
耐
え
て
、
向
き
合
お
う
と
す
る
。

し
か
も
状
況
が
切
迫
し
て
い
て
、
今
す
ぐ
に
で
も
解
決
が

ほ
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心
理
療
法
で
は
未
決
定
な
状
態

を
保
と
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。
こ
れ
が
心
理
療
法

の
基
本
的
な
技
法
で
あ
り
、
ま
た
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
あ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
は
今
の

切
迫
し
た
状
況
に
何
ら
か
の
解
決
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
多
く
の
場
合
、
決
ま
っ
た
具
体
的

解
決
は
与
え
ら
れ
ず
、
答
え
は
次
の
週
（
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
ま
で

未
決
に
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
心
理
療
法
で
は
未
決
と
決

定
と
の
間
に
強
い
緊
張
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
付
け
加
え
て
お
く
と
、
心
理
療
法
に
お
い
て
さ
え

も
、
決
ま
っ
た
方
法
を
用
い
、
決
ま
っ
た
行
為
を
す
る
傾
向

が
近
年
に
お
い
て
強
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
認
知
行

動
療
法
やEvidence Based M

edicine

が
典
型
例
で
あ
る
。
未

決
定
な
状
態
を
保
つ
の
は
、
ま
す
ま
す
む
ず
か
し
く
な
っ
て

い
る
。
未
決
定
な
も
の
は
、
効
果
が
な
く
、
無
駄
な
も
の
と

み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
学
校
や
病
院
に
お
い
て
、
セ
ラ
ピ

身
心
変
容
技
法
に
お
け
る
決
定
・
未
決
定
の
緊
張

関
係
と
逆
説
―
心
理
療
法
と
現
代
の
意
識
の
関
わ
り
か
ら

第
四
部
❖
心
の
模
様

河
合
俊
雄

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
長
／
臨
床
心
理
学
・
ユ
ン
グ
研
究

205

身心変容技法における決定・未決定の緊張関係と逆説―心理療法と現代の意識の関わりから



ス
ト
は
教
員
や
医
師
と
協
力
し
て
解
決
を
提
供
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
よ
う
に
明
確
な
効
率
と
結
果
を
求
め
る
傾
向
は

強
ま
っ
て
い
る
。
元
々
は
未
決
定
に
保
つ
こ
と
が
大
切
な
心

理
療
法
の
分
野
に
お
い
て
も
、
組
織
に
よ
る
統
制
が
強
ま
り
、

科
学
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
基
づ
い
た
操
作
的
方
法
が
支
配
的

に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

心
理
療
法
は
、
未
決
定
な
状
態
を
保
つ
と
い
う
基
本
的
態

度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
未
決
定
な
状
態

か
ら
、
心
理
療
法
の
流
れ
の
な
か
で
決
ま
っ
た
行
為
や
象
徴

が
不
意
に
生
じ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
夢
で
あ
っ
た

り
、
現
実
生
活
に
お
け
る
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た

り
す
る
。
ま
た
時
に
は
、
自
己
開
示
を
す
る
な
ど
、
セ
ラ
ピ

ス
ト
側
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

意
味
で
、
未
決
定
と
決
定
と
の
間
に
は
一
種
の
弁
証
法
的
関

係
が
存
在
す
る
と
言
え
る
。

決
定
と
未
決
定
と
の
間
の
弁
証
法
に
は
様
々
な
局
面
が
存

在
す
る
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
自
由
で
守
ら
れ
た
場
所
を
提
供

す
る
原
則
は
大
切
で
あ
り
、
心
理
療
法
の
基
本
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
自
由
で
未
決
定
な
状
態
を
保
証
す
る
た
め
に
、
心

理
療
法
は
制
限
、
つ
ま
り
決
ま
っ
た
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
（
時
間

と
場
所
を
定
め
る
こ
と
）
を
必
要
と
す
る
。
つ
ま
り
自
由
で
未

決
定
な
状
態
を
作
り
出
す
た
め
に
、
心
理
療
法
は
逆
説
的
に
、

制
限
を
必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
未
決
定
と
決
定
と
の

間
の
弁
証
法
は
、
ま
さ
に
心
理
療
法
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
な
す

と
言
え
よ
う
。

2
理
論
的
背
景
―
脳
神
経
科
学
と
未
決
定

な
も
の

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
近
年
に
お
い
て
目
的
志
向
的

で
操
作
的
な
行
為
が
心
理
療
法
に
お
い
て
も
流
行
に
な
っ
て

い
る
傾
向
の
背
景
に
、
自
然
科
学
的
モ
デ
ル
、
さ
ら
に
経
済

の
効
率
モ
デ
ル
が
支
配
的
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
現
代
の
、
そ
し
て
未
来
の
科
学
は
ど
の
よ
う
な
方
向
に

向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
量
子
力
学
、
カ

オ
ス
理
論
、
複
雑
系
の
理
論
な
ど
は
、
決
定
論
に
従
っ
て
い

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近
年
に
お
い
て
非
常
に
注
目
を
集

め
て
い
る
人
工
知
能
の
深
層
学
習
は
、
一
対
一
対
応
の
解
決

に
基
づ
い
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
決
定
主
義
を
促
進
し
て
い
る
代
表
と
し
て
、
脳

神
経
科
学
が
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
心
理

学
的
な
機
能
と
病
理
は
、
脳
の
あ
る
部
位
に
還
元
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
（
A
S
D
）
が
典

型
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
脳
と
中
枢
神
経
系
の
障
害
と
し
て

理
解
さ
れ
、
心
理
学
的
な
要
因
は
ほ
ぼ
排
除
さ
れ
て
い
る
。

歴
史
学
者
のSonu Sham

dasani （2003

）
は
、「
無
意
識
」
と

い
う
の
が
一
九
世
紀
末
の
多
く
の
科
学
に
と
っ
て
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
心
理
学
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
生
理
学
や
生
物
学
で
も
「
無
意
識
」
と
い
う

概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
現
代
で
は
、

「
脳
」
が
心
理
学
や
科
学
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
近
年
のD

efault m
ode network

（
D
M
N
）
に
関

す
る
研
究
は
、
創
造
性
に
関
す
る
脳
の
未
決
定
な
機
能
を
む

し
ろ
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
D
M
N
は
、

正
常
な
大
人
の
脳
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
状
態
と
し
て
提
唱
さ

れ
て
い
る
（R

aichle et al, 2001
）。
D
M
N
は
お
互
い
に
強
く

関
連
し
て
い
る
脳
の
部
位
の
間
で
相
互
作
用
し
て
い
る
脳
の

大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
他
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
異
な
る
。

D
M
N
は
外
界
に
焦
点
づ
け
ら
れ
て
い
な
く
て
も
覚
醒
し
て

休
息
し
て
い
て
、
空
想
や
ぼ
ん
や
り
と
考
え
ご
と
を
し
て
い

る
と
き
に
ア
ク
テ
ィ
ヴ
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
も

っ
と
も
近
年
の
研
究
で
は
、
課
題
を
行
っ
て
い
る
際
に
も
ア

ク
テ
ィ
ヴ
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
に

i
P
S
細
胞
の
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・

生
理
学
賞
を
受
賞
し
た
山
中
伸
弥
は
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
思

い
つ
い
た
の
は
、
入
浴
し
て
く
つ
ろ
い
で
い
た
と
き
で
、
目

標
志
向
的
に
考
え
て
の
結
果
で
は
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

瞑
想
中
に
お
け
る
D
M
N
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
D
M
N
は
心
理
療
法
に
お
け
る
基
本
的
な

態
度
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
は
、
心

理
療
法
に
お
い
て
は
、
こ
こ
ろ
が
未
決
定
な
状
態
に
お
か
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

創
造
性
を
発
揮
す
る
に
は
、
外
界
か
ら
の
刺
激
に
基
づ
い

た
思
考
よ
り
も
、
自
発
的
で
内
的
な
思
考
プ
ロ
セ
ス
が
重
要

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
自
発
的
で
内
的
な

思
考
は
、
ま
さ
に
D
M
N
の
機
能
で
あ
る
。
D
M
N
に
つ
い

て
の
研
究
は
、
心
理
療
法
の
基
本
的
態
度
や
、
セ
ラ
ピ
ス
ト

や
外
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
ら
な
い
解
決
法
を
支
持
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

近
年
の
研
究
は
、
創
造
性
を
発
揮
す
る
に
は
、
分
散
す
る

思
考
を
適
切
に
収
束
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
前
頭
前
野
や
D
M
N
の
活
動
が
高
い
、
あ
る
い
は
領
域

間
の
結
合
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る（Beaty et al, 

2014

）。
す
る
と
こ
こ
に
も
再
び
、
決
定
と
未
決
定
と
の
間
の

弁
証
法
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
近
年
の
脳
神
経
科
学
の

結
果
は
、
現
代
に
お
い
て
理
解
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
心

理
療
法
の
基
本
的
態
度
を
支
持
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

D
M
N
研
究
に
基
づ
い
て
、
分
析
心
理
学
の
方
法
論
を
、

認
知
行
動
療
法
と
の
比
較
で
示
し
て
み
る
。
単
純
に
図
示
す

る
と
、
認
知
行
動
療
法
は
、
あ
る
決
ま
っ
た
状
態
（
誤
っ
た
、

歪
ん
だ
認
知
）
か
ら
、
別
の
決
ま
っ
た
状
態
へ
と
変
容
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
（
図
の
①
）。

し
か
し
分
析
的
心
理
学
は
、
あ
る
決
ま
っ
た
状
態
（
A
）

か
ら
、
ま
ず
未
決
定
な
状
態
を
作
り
出
し
て
（
X
）、
そ
こ
か

ら
再
出
発
し
て
新
し
い
決
ま
っ
た
状
態
（
B
）
を
い
わ
ば
創
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造
す
る
よ
う
に
生
み
出
そ
う
と
す
る

（
図
の
②
）。

D
M
N
と
創
造
性
の
関
係
は
、
分

析
的
心
理
学
の
方
法
論
を
支
持
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
実

際
に
心
理
療
法
や
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
お

い
て
脳
機
能
の
違
い
が
あ
る
か
ど
う

か
は
、
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

3
症
状
の
変
化
と
未
決
定
な
も
の

精
神
分
析
と
ユ
ン
グ
に
よ
る
分
析
心
理
学
は
、
い
わ
ゆ
る

神
経
症
レ
ベ
ル
の
人
の
治
療
に
基
づ
い
て
い
て
、
あ
る
程
度

確
立
さ
れ
た
自
我
意
識
を
前
提
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
自
分

の
明
確
な
立
場
を
持
ち
、
決
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
自
我
が
、

無
意
識
の
衝
動
や
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
向
き
合
う
こ
と
に
な

る
。
そ
の
た
め
に
葛
藤
や
対
立
が
生
じ
て
く
る
。
ユ
ン
グ
の

前
期
の
主
著
『
自
我
と
無
意
識
の
関
係
』
が
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
こ
れ
が
ユ
ン
グ
が
対
立
物
の
緊
張
を
保
つ
こ
と
を
強

調
す
る
理
由
で
あ
る
。

対
立
す
る
も
の
の
間
の
緊
張
を
保
つ
こ
と
は
、
決
ま
っ
た

ア
ク
シ
ョ
ン
を
止
め
て
、
未
決
定
の
状
態
に
と
ど
ま
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
心
理
的
退
行
や
、
比
喩
的

に
言
う
と
錬
金
術
に
お
け
る
第
一
質
量
と
し
て
のm

assa 
confusa

、
カ
オ
ス
を
作
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
決

ま
っ
た
立
場
か
ら
未
決
定
の
状
態
に
な
る
こ
と
は
、
ユ
ン
グ

派
の
心
理
療
法
に
お
い
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
未
決
定
な
状
態
は
、
い
わ
ゆ
る
超
越
的
機
能
の
結
果

と
し
て
、
最
後
に
は
イ
メ
ー
ジ
に
至
る
こ
と
に
な
る
。

心
理
療
法
の
最
初
に
お
け
る
決
定
さ
れ
た
も
の
か
ら
未
決

定
な
も
の
へ
の
移
行
は
、
あ
る
程
度
確
立
さ
れ
た
自
我
を
前

提
と
す
る
。
し
か
し
近
年
に
お
い
て
、
確
立
さ
れ
た
自
我
を

持
つ
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
は
減
少
し
て
き
て
い
る
。
症
状
の
変
化

と
し
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
と
一
九
八
〇
年
代
に
境
界
例
が

増
加
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
解
離
性
障
害
が
増
え
る
。
二

〇
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
は
、
A
S
D
（
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障

害
）
や
発
達
障
害
の
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
や
そ
れ
に
似
た
症
状
を

持
つ
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
世
界
中
で
増
加
し
て
い
る
。

多
く
の
疫
学
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
A
S
D
患
者
は
世
界
中

で
増
加
し
て
い
る
（C

roen et al, 2002,  K
im

 et al, 2011

）。
自
閉

症
はLeo K

anner （1943

）
とH

ans A
sperger

（1944

）
に
よ

っ
て
独
立
に
発
見
・
提
唱
さ
れ
た
。
こ
の
症
状
が
現
代
の
精

神
医
学
の
歴
史
に
お
い
て
、
統
合
失
調
症
な
ど
の
他
の
精
神

病
的
症
状
と
比
べ
て
比
較
的
遅
く
認
め
ら
れ
た
の
は
興
味
深

い
。
こ
の
よ
う
に
発
見
が
遅
か
っ
た
こ
と
は
、
A
S
D
が
こ

こ
ろ
の
歴
史
的
展
開
と
現
代
の
こ
こ
ろ
に
関
係
し
て
い
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。Lorna W

ing

（1996

）
が
「
自
閉
的

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
候
群
」‘autistic spectrum

 syndrom
e ’

を
提

唱
し
て
以
来
、
様
々
な
自
閉
的
症
状
を
含
む
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

を
考
え
る
の
が
支
配
的
に
な
っ
て
い
る
。

自
閉
的
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
候
群
の
三
つ
の
特
徴
は
、
社
会

的
交
流
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

障
害
で
あ
る
（W

ing, 1997
）。
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研

究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
A
S
D
の
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
の
心
理

療
法
の
メ
タ
研
究
は
、
A
S
D
の
中
心
的
問
題
は
主
体
の
欠0

如0

や
主
体
の
弱
さ

0

0

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る（K

awai, 2009

）。

こ
こ
で
は
A
S
D
の
主
体
性
の
問
題
に
は
詳
し
く
立
ち
入
ら
な
い

が
、
A
S
D
に
お
け
る
未
決
定
の
傾
向
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
た

い
。
A
S
D
の
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
主
体
性
は
弱
く
、何
か
を
選
ん

だ
り
、決
定
し
た
り
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
あ
る
ク
ラ
イ
エ
ン

ト
は
、誰
か
と
二
人
だ
と
話
が
で
き
る
が
、三
人
に
な
る
と
む
ず

か
し
い
と
言
う
。
つ
ま
り
二
人
だ
と
、そ
の
人
だ
け
に
注
意
を
向

け
て
い
れ
ば
よ
い
が
、三
人
以
上
に
な
る
と
、誰
に
焦
点
を
当
て

て
い
い
か
決
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
多
く
の
発
達
障
害
の
ク
ラ

イ
エ
ン
ト
は
、前
で
話
し
て
い
る
先
生
の
声
を
、隣
か
ら
話
し
か

け
て
く
る
声
と
か
、雑
音
と
か
か
ら
区
別
す
る
の
が
む
ず
か
し
い

と
訴
え
た
。
何
が
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
の
か
を
選
び
、そ
れ
に

焦
点
づ
け
る
こ
と
が
困
難
な
の
で
あ
る
。
発
達
障
害
の
人
は
、何

か
具
体
的
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、未
決
定
な
状
態
に
と

ど
ま
る
傾
向
が
強
い
。

畑
中
千
紘
は
、
発
達
障
害
の
人
と
大
学
生
の
グ
ル
ー
プ
の

ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
テ
ス
ト
へ
の
反
応
の
違
い
を
比
較
し
た （
畑

中
、
二
〇
一
三
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
発
達
障
害
の
グ
ル
ー
プ

は
、
統
計
的
に
有
意
に
多
く
の
「
不
確
定
反
応
」
を
示
す
。
ロ

ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
テ
ス
ト
と
は
、
曖
昧
で
左
右
対
称
の
イ
ン
ク

の
染
み
が
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
反
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
な
か
で
不
確
定
反
応
と
は
、「
な
ん
か
の
動
物
」
な
ど
と
答

え
て
、
動
物
名
を
特
定
し
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
「
虎
」、

「
や
っ
ぱ
り
猫
」、「
い
や
犬
、
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
よ
う
に

次
々
と
答
え
を
変
え
た
り
し
て
、
反
応
を
決
定
し
な
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
発
達

障
害
の
人
が
未
決
定
の
状
態
に
と
ど
ま
り
が
ち
な
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

古
典
的
な
心
理
療
法
の
状
況
に
お
い
て
、
通
常
決
定
的
な

あ
り
方
を
す
る
自
我
に
対
し
て
未
決
定
な
状
態
に
保
つ
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
が
、
発
達
障
害
の
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
つ
い
て

は
未
決
定
な
状
態
を
強
調
す
る
の
は
問
題
で
、
そ
れ
ど
こ
ろ

か
非
生
産
的
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
自
由
連
想
を
求
め

て
も
、
発
達
障
害
の
人
は
、
困
難
を
覚
え
る
。
未
決
定
の
状

態
に
と
ど
ま
り
続
け
て
、
何
も
具
体
的
な
内
容
に
至
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
ク
ラ
イ
エ

ン
ト
か
ら
の
問
い
か
け
に
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
答
え
を
与
え
な
い

と
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
は
ず
っ
と
未
決
定
の
状
態
に
留
ま
り
続

け
る
か
も
し
れ
な
い
。
個
人
的
な
質
問
に
セ
ラ
ピ
ス
ト
は
答

①　A 　　 →　    　A’

②　A 　　 　　    　B
↘　　　　　↗

X（未決定）
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え
な
い
と
い
う
の
が
心
理
療
法
の
原
則
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ク

ラ
イ
エ
ン
ト
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
を
具
体
的
に
つ
か
め
な
い
で
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
ポ
イ
ン
ト
を
見
失
う
か
も
し
れ
な
い
。

発
達
障
害
の
心
理
療
法
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が

未
決
定
な
状
態
に
あ
る
の
で
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
も
同
じ
未
決
定

な
状
態
に
入
っ
て
い
か
な
い
と
関
係
が
は
じ
ま
ら
な
い
。
し

か
し
決
定
さ
れ
た
状
態
に
至
る
に
は
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
は
っ

き
り
と
し
た
反
応
や
ア
ク
シ
ョ
ン
が
時
に
は
必
要
な
こ
と
が

多
い
。
た
と
え
ば
「
ど
こ
に
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
か
？
」
と

い
う
問
い
に
対
し
て
通
常
は
答
え
な
い
け
れ
ど
も
、「
京
都
に

住
ん
で
い
ま
す
」
と
は
っ
き
り
と
言
う
こ
と
が
意
味
を
持
つ

こ
と
が
あ
る
。
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
側
か
ら
、「
仕
事
に
行
か
れ
た

ら
ど
う
で
す
か
？
」
な
ど
と
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
働
き
か
け
た

ほ
う
が
治
療
的
な
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
側
か
ら
の
指
示
や
忠
告
と
混
同
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
。
反
応
や
ア
ク
シ
ョ
ン
は
未
決
定
な
状
態
か

ら
の
自
発
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
示
と
自
発

的
な
反
応
の
違
い
は
、
指
示
や
忠
告
が
あ
る
決
ま
っ
た
状
態

A
か
ら
別
の
状
態
B
へ
の
水
平
的
移
行
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

自
発
的
反
応
は
未
決
定
な
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
て
き
て
い
る
垂

直
的
な
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
二
〇
七
頁
の
図
参
照
）。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
側
か

ら
も
セ
ラ
ピ
ス
ト
側
か
ら
も
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

未
決
定
な
状
態
か
ら
決
ま
っ
た
行
動
へ
の
垂
直
的
動
き
が
ブ

レ
イ
ク
ス
ル
ー
を
成
し
遂
げ
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
心
理
療
法
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

お
け
る
自
由
に
は
、
時
間
と
空
間
が
制
限
さ
れ
て
い
る
と
い

う
弁
証
法
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
心
理
療
法
に
お
け
る

完
全
な
自
由
は
、
発
達
障
害
の
人
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
も
未

決
定
か
も
し
れ
な
い
。
自
由
と
動
き
を
触
発
す
る
た
め
に
は
、

逆
説
的
な
こ
と
に
よ
り
制
限
を
強
め
る
必
要
が
あ
る
。
た
と

え
ば
絵
を
描
い
た
り
、
箱
庭
を
作
っ
た
り
な
ど
を
求
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
限
定
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

う
す
る
と
、
決
定
で
き
る
主
体
の
現
れ
を
促
進
で
き
る
こ
と

が
あ
る
。

こ
の
意
味
で
、
分
析
的
心
理
学
は
発
達
障
害
の
ク
ラ
イ
エ

ン
ト
と
う
ま
く
関
わ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。W

ing

が
イ
マ

ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
欠
如
を
指
摘
し
た
よ
う
に
、
発
達
障
害
の

人
に
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
て
意
味
が
な

い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
ば
し
ば
発
達
障
害
の
人

は
、
現
実
そ
の
ま
ま
の
繰
り
返
し
の
よ
う
な
夢
を
報
告
す
る
。

絵
を
描
い
て
み
て
も
、
現
実
を
そ
の
ま
ま
写
そ
う
と
し
た
も

の
を
描
く
こ
と
も
多
く
、
象
徴
的
な
意
味
が
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
し
か
し
発
達
障
害
の
人
と
イ
メ
ー
ジ
で
関
わ
る
こ

と
は
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
イ
メ
ー
ジ
表
現

に
こ
だ
わ
り
、
時
に
は
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
点
に
焦
点
を
当
て

る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

4
未
決
定
な
も
の
の
文
化
的・現
代
的
な

背
景

日
本
に
お
け
る
発
達
障
害
の
増
加
は
、
文
化
的
な
特
徴
や
、

現
代
に
お
け
る
状
況
と
関
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
文

化
的
に
比
較
し
て
み
る
と
、
日
本
人
は
主
体
的
で
決
ま
っ
た

ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
困
難
を
覚
え
や
す
い
。
た
と
え

ば
ラ
ン
チ
や
デ
ィ
ナ
ー
に
行
っ
た
と
き
の
メ
ニ
ュ
ー
選
択
で

も
、
自
分
か
ら
率
先
し
て
決
め
る
よ
り
は
、
ま
ず
は
他
の
人

の
選
ぶ
も
の
を
探
ろ
う
と
す
る
。
主
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が

弱
い
た
め
に
、
会
議
な
ど
で
決
定
す
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
が

長
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。

伝
統
的
社
会
で
は
、
社
会
的
役
割
や
マ
ナ
ー
な
ど
が
決
ま

っ
て
い
た
の
で
、
何
か
を
決
め
た
り
選
ん
だ
り
す
る
必
要
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
結
婚
、
職
業
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
関
係
や
行
事
な
ど
に
つ
い
て
、
自

分
か
ら
決
定
し
な
く
て
も
、
ど
の
よ
う
に
行
動
せ
ね
ば
な
ら

な
い
か
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
勧
め
に
従
っ
て
い
れ
ば

よ
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
社
会
的
構
造
が
緩
く
な
っ
て
い
く
に
伴
い
、
多

く
の
可
能
性
が
生
じ
て
き
て
、
人
々
は
何
か
に
つ
け
個
人
的

に
選
び
、
決
定
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う

す
る
と
決
ま
っ
た
決
定
を
す
る
力
が
な
い
こ
と
が
白
日
の
下

に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
少
し
前
ま
で
は

学
校
に
行
く
と
い
う
選
択
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
今
は
別
室

登
校
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
様
々
な
可
能
性
が
あ
る
。
百

年
前
で
は
見
合
い
結
婚
が
普
通
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今

は
結
婚
相
手
を
選
べ
る
だ
け
で
な
く
て
、
自
分
の
性
的
志
向

や
性
的
パ
ー
ト
ナ
ー
を
選
べ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
機
会
に
ふ
れ
て
お
く
と
、
ユ
ン
グ
心
理
学
は
決
ま
っ

た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
基
づ
い
て
い
る
と

言
え
る
。
だ
か
ら
そ
の
定
点
か
ら
見
て
の
、
異
性
像
と
し
て

の
い
わ
ゆ
る
ア
ニ
マ
・
ア
ニ
ム
ス
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
し

か
し
そ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
揺

ら
い
で
く
る
と
、
ど
ん
な
性
で
あ
れ
、
無
意
識
か
ら
現
れ
て

く
る
心
的
な
他
者
と
関
わ
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

心
理
療
法
に
お
け
る
個
人
的
な
経
験
か
ら
す
る
と
、
一
九
八

〇
年
代
後
半
に
お
け
る
ス
イ
ス
の
ル
ガ
ー
ノ
と 

一
九
九
〇
年

代
の
日
本
に
お
け
る
心
理
療
法
に
お
い
て
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト

が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
な
く
て
も
、
心
的
他
者

は
必
ず
し
も
別
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
は
な
い
こ
と
が
観
察
で
き

た
。
し
か
し
そ
れ
が
今
で
は
現
実
で
も
生
じ
て
き
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

選
択
の
可
能
性
が
あ
る
の
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
そ
れ
が
混
乱
を
招
き
、
未
決
定
の
状
態
に
保
つ
こ
と

に
な
る
。
選
択
肢
が
あ
る
た
め
に
、
学
校
に
行
か
ず
、
仕
事

に
行
か
ず
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
選
ば
な
い
、
な
ど
な
ど
に
な
る
。

学
校
に
行
か
な
い
、
仕
事
に
つ
か
な
い
、
家
に
と
ど
ま
る
と
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い
う
未
決
定
の
状
態
は
、
発
達
障
害
の
症
状
で
あ
る
主
体
の

な
さ
と
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
発
達
障

害
の
増
加
は
、
文
化
的
・
歴
史
的
影
響
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
。未

決
定
に
と
ど
ま
る
傾
向
は
、
も
と
も
と
主
体
性
が
弱
か

っ
た
日
本
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
傾
向

の
よ
う
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
さ
え
、
多
く

の
若
者
が
親
の
家
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ

の
状
況
を
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
小
説
『
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
』
に
つ
い

て
の
イ
タ
リ
ア
の
哲
学
者
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
解

釈
で
説
明
し
た
い
。
こ
こ
で
の
考
察
は
大
澤
真
幸
の
発
表
に

基
づ
い
て
い
る
。

バ
ー
ト
ル
ビ
ー
は
事
務
員
だ
が
、「
書
く
よ
う
に
言
わ
れ
た

仕
事
を
か
た
く
な
に
拒
む
」
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
何

か
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
頼
ま
れ
る
と
、“I would prefer not 

to. ”

（
あ
ま
り
や
り
た
く
な
い
で
す
）
と
答
え
る
の
を
常
と
し
て

い
る
。
こ
の
、
仕
事
を
し
な
い
、
コ

ミ
ッ
ト
し
な
い
態
度
は
、
現
代
の

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
世
界
の
特
徴
だ

と
思
わ
れ
る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
従
っ
て
、
上
記
の

よ
う
に
四
つ
の
様
相
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
を
区
別
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
神
学
上
の
議
論
に

は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。

前
近
代
の
世
界
は
、
必
然
性

（necessity

）
の
論
理
に
基
づ
い
て
い

る
。
つ
ま
り
自
分
に
は
、
避
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
人
生
と
運
命
と

が
あ
る
。
だ
か
ら
職
業
も
決
ま
っ

て
い
る
し
、
結
婚
相
手
も
し
ば
し

ば
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

近
代
自
我
は
可
能
と
不
可
能
の
軸
で
動
い
て
い
る
。
何
か

を
達
成
し
よ
う
と
欲
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
対
象
は
し
ば
し

ば
不
可
能
で
あ
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン
の
心
理
学
は
こ
こ

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
人
間
は
対
象
を
欲
望
す
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
対
象
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
現
代
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
支
配
的
な
論

理
は
蓋
然
性
（contingency

）
で
あ
り
、
そ
れ
は
バ
ー
ト
ロ
ビ

ー
の
や
り
方
に
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り”I would prefer not 

to. ”

と
な
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
行
為
し
な
い
可
能
性
に
よ
っ

て
、
多
く
の
こ
と
が
未
決
定
の
ま
ま
に
保
た
れ
る
。
畑
中
千

紘
（H

atanaka, 2016

）
は
、
二
〇
一
三
年
の
学
生
と
二
〇
〇

三
年
の
学
生
の
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
テ
ス
ト
を
比
較
し
た
。
二

〇
一
三
年
の
グ
ル
ー
プ
は
、
二
〇
〇
三
年
の
グ
ル
ー
プ
よ
り

も
有
意
に
「
不
確
定
反
応
」
を
示
し
た
。
す
で
に
発
達
障
害

の
人
に
お
い
て
、
不
確
定
反
応
が
有
意
に
多
く
、
し
た
が
っ

て
未
決
定
の
状
態
に
と
ど
ま
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
た
が
、
未
決
定
な
状
態
を
保
と
う
と
い
う
傾
向
は
一
般

の
人
の
間
で
も
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
多
く
の
こ
と
を
オ
ー
プ
ン
に
保
ち
、
未
決
定
に
し

て
お
く
と
い
う
支
配
的
な
論
理
は
危
険
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
、

逆
に
決
ま
っ
た
も
の
を
持
ち
た
い
と
い
う
要
求
が
対
抗
す
る

よ
う
に
生
じ
て
く
る
。
そ
の
結
果
、
自
由
と
オ
ー
プ
ン
な
可

能
性
は
、
反
動
的
な
保
守
主
義
と
原
理
主
義
を
世
界
中
で
生

む
こ
と
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
人
々
は
昔
か
ら
の
、
す
で
に

論
理
的
に
は
通
用
し
な
く
な
っ
て
い
る
、
は
っ
き
り
と
決
ま

っ
た
倫
理
、
宗
教
、
風
習
な
ど
に
し
が
み
つ
こ
う
と
す
る
。
そ

れ
が
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
、
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
な
ど
の
動

き
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う

な
場
所
と
も
、
ど
の
よ
う
な
人
と
も
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
無
限
の
可
能
性
は

逆
に
、
た
だ
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
、
非
常
に
小
さ
な
S

N
S
の

グ
ル
ー
プ
に
し
が
み
つ
き
た
い
と
い
う
要
求
を
引
き
起
こ
す
。

少
な
く
と
も
日
本
の
若
者
は
、
小
さ
な
S

N
S
の
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
を
非
常
に
緊
密
な
も
の
に
す
る
傾
向
が

あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
な
る
べ
く
早
く
返
信
せ
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う
強
迫
観
念
に
駆
ら
れ
、
返
信
が
遅
れ
る
の
を
恐
れ
て

風
呂
に
も
入
れ
な
い
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
る
で
江
戸

時
代
の
五
人
組
を
思
い
出
さ
せ
る
で
は
な
い
か
。

こ
こ
で
も
決
定
的
な
も
の
と
未
決
定
な
も
の
と
の
間
の
弁

証
法
が
認
め
ら
れ
る
。
現
代
の
論
理
は
未
決
定
な
ほ
う
に
向

か
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
対
す
る
強
い
反
動
が
存
在
す
る
。
古

く
、
有
効
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
決
定
的
な
も
の
に
し
が
み

つ
こ
う
と
す
る
人
は
多
い
の
で
あ
る
。

5
未
決
定
な
も
の
と
の
関
わ
り
へ
の

ヒ
ン
ト

ユ
ン
グ
心
理
学
に
と
っ
て
、
決
ま
っ
て
い
る
自
我
を
緩
め
、

ま
ず
未
決
定
な
も
の
に
開
か
れ
て
い
く
の
が
大
切
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
現
代
の
心
理
療
法
に
お
い
て
は
、
未
決
定
な

と
こ
ろ
か
ら
あ
る
決
定
的
な
ポ
イ
ン
ト
に
至
る
こ
と
が
大
切

な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
現
代
の
支
配
的
な
論
理
が

蓋
然
性
で
未
決
定
で
あ
る
た
め
、
昔
の
決
ま
っ
た
も
の
に
し

が
み
つ
こ
う
と
す
る
反
動
的
な
傾
向
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で

わ
れ
わ
れ
は
も
は
や
決
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
か
ら
始
め
ら
れ
な

い
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
未
決
定

な
も
の
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
が
大
切
と
な
る
。

仏
教
の
論
理
と
実
践
は
、
未
決
定
な
も
の
と
の
関
わ
り
方

に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
華
厳

宗
の
解
釈
に
よ
れ
ば
（K

awai, 2018, Izutsu, 1981

）、
日
常
的

意
識
に
は
差
異
が
存
在
す
る
。
す
べ
て
の
も
の
は
そ
の
本
質
、

つ
ま
り
決
ま
っ
た
内
容
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
禅

は
こ
の
状
態
を
「
山
は
山
、
川
は
川
」
と
称
す
る
。
意
識
が

・Possible	 can	 do	(or	be	true)
・Impossible	 cannot	 do
・Necessary	 cannot	not	 do
・Contingent	 can		 not	do	(able	not	to	do)
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深
ま
る
に
つ
れ
て
、
も
の
は
そ
の
差
異
性
を
失
い
、
渾
然
一

体
と
な
り
、
無
の
状
態
に
達
す
る
。
そ
れ
は
「
山
は
山
に
非

ず
、
川
は
川
に
非
ず
」
と
言
わ
れ
る
。
無
あ
る
い
は
空
に
至

る
道
は
も
ち
ろ
ん
仏
教
の
実
践
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
逆
に
無
か
ら
、
未
決
定
か
ら
の
動
き
が
、
現
代
の
心

理
療
法
と
世
界
に
と
っ
て
大
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

無
か
ら
決
定
づ
け
ら
れ
た
も
の
へ
の
動
き
は
、
創
発
の
理

論“em
ergence theory ”

と
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
仏

教
の
論
理
の
現
代
の
世
界
や
科
学
に
と
っ
て
の
意
味
は
、
も

っ
と
研
究
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

未
決
定
な
も
の
と
の
関
わ
り
の
も
う
一
つ
の
例
と
し
て
、
村

上
春
樹
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
い
。
多
く
の
村
上
春
樹
の
小

説
に
お
い
て
、
主
人
公
は
未
決
定
な
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
。

暫
定
的
な
仕
事
に
従
事
し
た
り
、
暫
定
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
や

人
間
関
係
の
中
に
い
た
り
す
る
。『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』（
一

九
八
七
）
は
村
上
春
樹
の
最
初
の
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
で
あ
る

が
、
時
代
設
定
を
学
生
運
動
が
盛
ん
だ
っ
た
一
九
六
八
年
に

し
て
い
る
。
当
時
の
若
者
た
ち
は
デ
モ
や
暴
力
を
含
む
様
々

な
活
動
に
よ
っ
て
社
会
や
政
治
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
た
。

そ
れ
は
反
権
威
主
義
の
運
動
と
世
代
間
葛
藤
の
時
代
で
あ
っ

た
。
し
か
し
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
主
人
公
で
あ
る
ワ
タ

ナ
ベ
ト
オ
ル
は
、
社
会
的
に
活
発
で
な
く
、
無
関
心
で
あ
る
。

こ
の
態
度
は
、
村
上
春
樹
の
初
期
の
作
品
で
「
デ
タ
ッ
チ
メ

ン
ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

し
か
し
『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』（
一
九
九
四
）
以
降

の
小
説
に
お
い
て
は
、
主
人
公
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
認
め

ら
れ
る
。『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
の
主
人
公
は
、
仕
事

に
就
い
て
お
ら
ず
、
妻
は
去
っ
て
行
く
。
し
か
し
村
上
春
樹

の
初
期
の
作
品
と
は
異
な
っ
て
、
主
人
公
は
、
妻
を
な
ん
と

し
て
も
探
そ
う
と
し
、
妻
の
失
踪
に
関
わ
っ
て
い
た
妻
の
兄

で
あ
る
怪
し
い
政
治
家
と
戦
お
う
と
す
る
。
こ
の
小
説
に
お

い
て
、
未
決
定
な
状
態
か
ら
突
然
に
主
体
が
立
ち
上
が
る
こ

と
は
非
常
に
印
象
的
で
あ
る
。

村
上
春
樹
が
日
本
だ
け
で
な
く
て
、
世
界
中
で
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
な
の
は
、
現
代
に
お
い
て
は
未
決
定
な
状
態
が
支
配
的
で
、

し
か
も
未
決
定
な
も
の
と
決
定
的
な
も
の
と
の
間
の
弁
証
法

的
関
係
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
か

ら
か
も
し
れ
な
い
。
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は
じ
め
に

こ
の
「
身
心
変
容
技
法
」
の
研
究
会
で
扱
わ
れ
て
い
る
多

様
な
実
践
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
陶
酔
／
覚
醒
と
い
う

対
語
で
色
分
け
す
る
と
、
時
間
的
、
段
階
的
、
次
元
的
な
変

化
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
特
徴
が
際
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
、

思
い
つ
い
た
。

た
と
え
ば
、
よ
く
知
ら
れ
た
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
の

八
支
則
の
う
ち
、
後
半
の
四
つ
、
プ
ラ
テ
ィ
ヤ
ハ
ー
ラ
（
制

感
）、
ダ
ー
ラ
ナ
ー
（
凝
念
）、
デ
ィ
ヤ
ー
ナ
（
静
慮
）、
サ
マ

ー
デ
ィ
（
三
昧
）
も
、
陶
酔
／
覚
醒
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
ど

れ
に
も
二
つ
の
成
分
が
含
ま
れ
、
互
い
に
衝
突
し
た
り
交
替

し
た
り
、
あ
る
い
は
浸
透
し
た
り
相
乗
し
た
り
し
て
、
段
階

的
、
ラ
セ
ン
的
、
反
復
的
に
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、

身
心
変
容
の
体
験
は
、
通
常
の
意
識
で
は
陶
酔
し
つ
つ
、
高

次
の
意
識
は
覚
醒
し
て
い
る
、
と
い
う
ふ
う
に
、
複
数
の
意

識
層
で
、
陶
酔
／
覚
醒
が
並
行
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

1
永
遠
の
哲
学・宗
教
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
常
と
い
う
出
発
点
か
ら
究
極
の
到
達
点
（
が
あ
る
と
し

て
）
ま
で
を
説
く
、
い
わ
ゆ
る
「
永
遠
の
哲
学
」
を
読
み
直

し
て
、
身
心
の
変
容
に
、
陶
酔
／
覚
醒
が
ど
う
か
ら
ん
で
い

る
か
、
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
現
代
に
お
け
る
「
永
遠
の
哲

学
」
の
代
弁
者
の
一
人
、
ケ
ン
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
は
、
初
期
の

『
ア
ー
ト
マ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
、「
心
的
成
長
は
ア
ー

ト
マ
ン
を
目
指
す
」
と
述
べ
て
い
た
。
ま
た
中
期
の
『
統
合

心
理
学
へ
の
道
』
で
は
、
永
遠
の
哲
学
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
大

文
字
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
が
「
す
べ
て
の
発
達
と
進
化
の
到
達

点
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
す
べ
て
の
基
盤
」
と
い
う
超
越

と
内
在
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
あ
り
、
基
盤
か
ら
到
達
点
に
至

る
の
が
「
永
遠
の
哲
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
と
述
べ

て
い
た
。
宗
教
を
水
平
的
／
垂
直
的
に
大
別
し
た
ウ
ィ
ル
バ

ー
に
お
い
て
、「
永
遠
の
哲
学
・
宗
教
」
に
か
か
わ
る
の
は
、

垂
直
的
な
宗
教
で
あ
り
、
そ
の
「
質
的
な
深
度
」
は
、
真
正

性
（
本
格
性
）（authenticity

）
で
測
ら
れ
た
。
瞑
想
実
践
者
と

し
て
の
ウ
ィ
ル
バ
ー
が
、
技
法
と
と
も
に
説
い
て
い
る
と
こ

ろ
は
、「
永
遠
の
宗
教
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
。
ウ
ィ
ル
バ
ー
に
即
し
て
、
垂
直
的
宗
教
の
理
想
的
な

プ
ロ
セ
ス
と
、
そ
こ
か
ら
の
逸
脱
を
描
き
分
け
る
こ
と
は
、
多

少
と
も
行
な
っ
た
の
で1

、
今
回
は
や
や
古
い
、
オ
ル
ダ
ス
・

ハ
ク
ス
リ
ー
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
そ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
、
あ
ま
り
追
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
、
読
み
分
け

て
み
た
い
。

ハ
ク
ス
リ
ー
の
『
永
遠
の
哲
学
』
は
、
古
今
東
西
の
瞑
想

や
祈
り
の
達
人
た
ち
の
証
言
を
編
集
、
解
説
し
た
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
で
あ
り
、
諸
宗
教
の
原
典
に
当
た
る
能
力
の
な
い
者
に
、

「
全
世
界
の
各
宗
教
に
共
通
す
る
最
高
の
因
子
」
の
見
取
り
図

を
提
供
し
よ
う
と
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
ハ
ク
ス
リ
ー
は

冒
頭
で
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
内
在
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
超

越
し
て
い
る
「
根
拠
」、「
神
的
な
『
現
実
』」
が
あ
り
、
人
間

身
心
変
容
に
お
け
る
陶
酔
と
覚
醒　
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四
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は
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
が
「
永
遠
の
哲

学
」
の
最
大
公
約
数
だ
と
定
式
化
し
、
そ
れ
を
リ
ア
ル
に
知

る
こ
と
を
「
合
一
（
的
な
）
知
（unitive knowledge

）」
と
呼

ん
だ2

。
用
語
に
つ
い
て
、
邦
訳
で
は
、translation

に
変
身
・
革

命
・
改
造
・
変
形
・
変
貌
な
ど
の
訳
語
が
当
て
ら
れ
、
類
語

と
し
て
、
変
革
・
修
正
（m

odification

）、
変
身

（transfiguration

）、
改
革
（am

elioration

）、
な
ど
が
多
用
さ
れ

て
お
り
、「
変
容
」
の
訳
語
は
な
い
が3

、
一
〇
年
ほ
ど
の
ち
の

『
知
覚
の
扉
』
で
は
、transform

ation
と
そ
の
訳
語
「
変
容
」

が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る4

。
ハ
ク
ス
リ
ー
を
身
心
変
容

論
と
し
て
読
む
こ
と
は
、
的
外
れ
で
は
な
い
。

ハ
ク
ス
リ
ー
の
特
徴
は
、「
終
極
の
境
地
に
到
達
す
る
た
め

の
…
…
具
体
的
な
方
法
は
あ
ま
り
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
」
と

い
う
解
説
ど
お
り
、
出
発
点
と
到
達
点
と
の
間
を
つ
な
ぐ
「
技

法
」
に
は
あ
ま
り
関
心
が
示
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。『
知
覚

の
扉
』
で
は
、
そ
れ
を
メ
ス
カ
リ
ン
と
い
う
薬
物
が
つ
な
い

で
い
る
。
じ
っ
さ
い
、「
魂
が
『
実
在
』
と
の
合
一
知
に
達
す

る
」
の
は
、「
像

イ
メ
ー
ジを
抱
か
ず
に
行
な
う
（im

ageless

）
観
照
」

に
よ
っ
て
で
あ
り
、「
シ
ン
ボ
ル
が
少
な
い
ほ
ど
い
い
」
と
い

う
よ
う
に
、
ハ
ク
ス
リ
ー
は
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
の
活
用
を
含
む

技
法
一
般
、
多
彩
な
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
な
い
。
他
方
、「
神

を
包
括
的
に
知
ろ
う
…
…
世
界
内
に
お
い
て
も
実
感
し
よ
う

と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
誘
惑
や
気
散
じ
は
避
け
て
は
な
ら
ず
、

…
…
進
歩
の
た
め
の
機
会
と
し
て
…
…
神
聖
な
活
動
と
な
る

よ
う
に
そ
れ
を
変
形
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
よ
う

に
、
日
常
は
重
視
す
る5

。

2
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
危
険

目
的
地
に
至
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
が
あ
る
。
カ
ト
リ

ッ
ク
で
は
、「
活
動
」
と
「
観
照
」
が
大
別
さ
れ
、
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
教
で
は
、「
仕
事
の
道
」「
知
識
の
道
」「
信
仰
の
道
」
が
説

か
れ
た
。
二
つ
に
せ
よ
三
つ
に
せ
よ
、「
道
徳
上
の
行
動
と
霊

知
と
の
関
係
は
い
わ
ば
円
環
状
で
、
相
互
作
用
的
」、
か
つ
そ

の
「
循
環
過
程
が
際
限
な
く
続
く
」
と
あ
る
と
お
り
、
こ
れ

ら
は
相
乗
的
で
あ
る
。
そ
し
て
ど
の
道
を
辿
る
に
せ
よ
、「
精

神
ま
た
は
霊
の
辿
る
道
は
、
両
側
に
深
淵
が
口
を
開
い
て
い

る
…
…
片
側
に
は
単
な
る
棄
却
と
逃
避
の
…
…
反
対
側
に
は

…
…
受
け
容
れ
て
享
受
す
る
だ
け
」
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
に

固
有
の
危
険
が
伴
う6

。
こ
れ
は
「
霊
的
暴
力
」
と
い
う
主
題

に
ほ
か
な
ら
ず
、
以
下
は
、
そ
の
ハ
ク
ス
リ
ー
な
り
の
整
理

で
あ
る
。

2-

1　

信
仰
・
知
識

そ
の
ま
ま
で
す
で
に
救
わ
れ
て
い
る
、
す
で
に
神
的
な
根

拠
と
一
つ
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
何
も
し
な
く
て
よ
い
、
さ

ら
に
は
何
で
も
好
き
な
こ
と
を
し
て
よ
い
、
と
い
う
、「
永
遠

の
哲
学
」
の
異
端
思
想
や
、
信
仰
さ
え
あ
れ
ば
道
徳
律
に
従

う
必
要
は
な
い
、
と
す
る
信
仰
至
上
主
義
（antinom

ianism

）

が
、
古
今
東
西
に
散
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
立
場
は
、
な

ぜ
苦
行
や
瞑
想
、
信
仰
や
儀
礼
が
必
要
か
と
い
う
問
い
に
は
、

答
え
な
い
。

霊
的
意
識
の
レ
ベ
ル
で
は
す
で
に
、「
私
た
ち
は
神
の

『
根グ

ラ
ウ
ン
ド拠
』
と
い
う
も
の
に
対
す
る
合
一
的
な
知
識
を
有
し
て
い

る
…
…
そ
の
知
識
そ
の
も
の
で
も
あ
る
」
と
あ
え
て
主
張
す

る
に
は
、
か
な
り
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。「
万
物
は
神
で
、
神
は
万
物
で
あ
る
と
い
う
単
に
知
的

な
、
実
感
さ
れ
て
い
な
い
理
論
を
…
…
実
際
面
に
応
用
す
る

と
ど
う
い
う
結
果
に
な
る
か
…
…
悲
惨
な
結
果
…
…
陰
惨
な

話
が
私
た
ち
に
警
告
」
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
然
科
学
で
も
問

わ
れ
る
宇
宙
の
発
生
、
生
命
の
発
生
、
意
識
の
発
生
、
知
性

の
発
生
と
い
っ
た
先
端
科
学
の
探
究
は
、
万
物
に
内
在
し
つ

つ
超
越
し
て
い
る
「
根
拠
」
と
い
う
『
永
遠
の
哲
学
』
の
前

半
部
分
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
あ
る
。
ハ
ク
ス
リ
ー
も
、

「
下
は
原
子
か
ら
、
上
は
…
…
精
神
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

個
体
は
…
…
絶
対
神
の
光
線
が
、
同
じ
絶
対
神
の
創
造
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
分
化
し
た
被
造
放
射
物
の
一
つ
と
出
会
う
点
と
し

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る7

。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
教
え
や
知
識
を
耳
に
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、「
合
一

知
」
の
体
現
者
、
表
現
者
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
頂
点
的

な
知
識
や
信
仰
を
、
そ
の
ま
ま
行
動
に
移
し
て
よ
い
の
は
、
頂

点
的
な
達
人
の
み
で
あ
る
。

2-

2　

観
照
・
瞑
想

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
観
照
や
瞑
想

も
、
落
と
し
穴
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
初
歩
の
段
階
で
、「
最
高

の
も
の
で
は
な
い
対
象
に
向
か
っ
て
一
点
集
中
式
に
観
照
を

行
な
う
の
は
、
危
険
な
偶
像
崇
拝
に
な
り
か
ね
な
い
」
し
、
ス

テ
ー
ジ
が
進
ん
で
「
外
面
的
」
な
実
践
が
放
棄
さ
れ
「
内
な

る
光
へ
の
集
中
」
が
追
及
さ
れ
る
と
、「
静
寂
主
義

（quietism

）」
や
「
道
徳
律
廃
棄
主
義
（antinom

ianism

）」
に

陥
る
危
険
が
あ
る8

。

2-

3　

苦
行

ハ
ク
ス
リ
ー
は
、
苦
行
そ
の
も
の
は
常
に
批
判
し
て
い
る
。

苦
行
は
、「
剃
刀
の
刃
を
行
く
が
ご
と
く
に
危
険
に
満
ち
て

…
…
片
側
に
は
自
己
中
心
的
な
耐
乏
や
苦
行
と
い
う
陥
穽
が
、

他
の
側
に
は
何
ご
と
も
気
に
か
け
ぬ
寂
静
の
態
度
と
い
う
危

険
地
帯
」
が
あ
る
。
苦
行
者
は
、「
傲
慢
…
…
嫉
妬
…
…
怒
り

…
…
残
酷
さ
…
…
無
愛
」
な
ど
を
伴
い
、
一
般
人
よ
り
も
「
は

な
は
だ
し
く
悪
い
場
合
が
多
い
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
根
本
原
因
は
、「
自
己
中
心
」
的
な
こ
と
で
あ
り
、「
禁
欲
」

「
修
行
」
で
得
ら
れ
る
の
は
、「
解
脱
で
は
な
く
…
…
い
わ
ゆ
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る
『
心
霊
』」
能
力
な
の
で
あ
る9

。 
2-
4　

儀
礼
、組
織

儀
式
主
義
の
弊
害
に
つ
い
て
は
、
随
所
で
批
判
さ
れ
る
。

と
く
に
「
組
織
化
さ
れ
た
聖
餐
本
位
の
宗シ

ス

テ

ム

教
体
系
に
内
在
す

る
弊
害
」
は
、
儀
式
や
聖
餐
が
、「
霊
力
が
魅
惑
的
な
心
霊
宇

宙
か
ら
肉
体
化
さ
れ
た
自
己
の
宇
宙
へ
と
流
れ
通
る
水
路
」

と
な
っ
て
、
参
加
す
る
人
の
自
己
拡
大
を
促
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
「
人
を
解
脱
の
道
か
ら
逸
ら
せ
て
し
ま
う
可
能
性
」
が

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
「
権
力
を
僧
侶
階
級
に
与
え

る
」
こ
と
で
あ
る
。

組
織
的
儀
式
に
反
対
す
る
ハ
ク
ス
リ
ー
も
、
そ
こ
に
一
定

の
「
部
分
的
効
能
」
が
あ
る
こ
と
は
認
め
る
。
儀
式
、
秘
蹟
、

祭
典
は
、
そ
こ
で
象
徴
化
さ
れ
た
対
象
が
、「
神
的
な
『
実

在
』
の
一
面
」
で
あ
り
、
世
界
と
そ
の
「
神
的
な
『
根
拠
』」

と
の
関
係
を
「
考
え
さ
せ
る
」
と
き
に
は
、
価
値
が
あ
る
。
旧

約
の
預
言
者
た
ち
が
口
を
揃
え
て
「
儀
式
主
義
に
反
対
」
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿
で
儀
式
が

執
り
行
な
わ
れ
続
け
た
の
は
、
一
つ
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
、
瞑
想
や
観
照
に
よ
る
「
霊
性
や
解
脱
」
よ
り
も
、
儀
式

の
与
え
る
「
感
情
的
な
満
足
」「
超
常
能
力
」「
部
分
的
に
救

わ
れ
る
こ
と
」
を
求
め
た
こ
と
、
も
う
一
つ
に
は
、「
霊
性
や

解
脱
に
至
る
う
え
で
自
分
に
と
っ
て
最
も
効
果
の
あ
る
手
段

は
儀
式
」
で
あ
る
人
々
が
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず

れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
「
儀
式
を
重
ん
じ
る
過
度
の
戒
律

主
義
」
は
、「
永
遠
の
哲
学
」
に
お
い
て
は
低
価
値
な
「
人
格

神
」
の
観
念
に
由
来
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
組
織
化
さ
れ
な
い
、
生
活
の
中
で
の
儀
礼
に

は
、
む
し
ろ
積
極
的
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。「
生
活
全
体
が

本
人
に
よ
っ
て
一
種
の
絶
え
ま
な
い
儀
式
」
と
な
り
、「
自
分

の
行
動
も
聖
餐
」
と
し
て
行
な
い
、「
い
か
な
る
物
体
も
す
べ

て
世
界
の
永
遠
な
る
『
根
拠
』
の
一
象
徴
」
と
見
な
す
、
そ

の
よ
う
な
霊
的
生
活
は
、「
事
物
が
象
徴
で
、
行
為
が
秘
蹟
で

あ
る

0

0

と
い
う
こ
と
を
、
意
識
的
に
想
い
出
す
」
こ
と
に
つ
な

が
る
か
ら
で
あ
る10

。
こ
の
よ
う
に
、
儀
式
の
基
準
も
、
究
極

の
目
的
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
妨
げ
る

か
ど
う
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
お
か
れ
る
。

2-

5　

自
我
愛

「
自
己
」
と
「
自
我
」
は
、
区
別
さ
れ
る
と
き
も
あ
る
が
、

引
用
文
と
の
関
係
で
、
流
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
価
値
が

高
い
の
は
、
大
き
く
開
か
れ
た
永
遠
の
自
己
で
あ
り
、
小
さ

く
閉
じ
ら
れ
た
束
の
間
の
自
我
で
は
な
い
。
終
極
の
目
的
で

あ
る
、
個
別
の
魂
と
「
根
拠
」
と
の
合
一
の
条
件
は
、
個
人

の
欲
望
を
消
す
こ
と
、
従
順
で
あ
る
こ
と
、
行
為
の
結
果
に

無
関
心
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
自
我
を
去
る
こ
と
に
お
か
れ
、
信

仰
や
儀
礼
、
さ
ら
に
は
瞑
想
や
祈
り
も
、
そ
れ
に
添
う
か
ど

う
か
と
い
う
基
準
で
、
判
定
さ
れ
る
。

神
的
な
「
根
拠
」
を
分
有
す
る
生
命
を
救
い
出
し
、「
あ
る

も
の
に
到
達
す
る
」
た
め
に
は
、「
自
我
中
心
的
な
生
命
を
失

う
」
こ
と
、「
自
己
否
定
…
…
自
己
滅
却
…
…
自
己
を
死
な
せ

る
こ
と
」
が
不
可
欠
で
あ
り
、「
自
己
」
を
垣
間
見
る
こ
と
、

「
無
我
、
無
執
着
、
無
関
心
、
単
純
」
が
必
要
で
あ
る
。
あ
る

い
は
、
利
害
を
離
れ
た
愛
が
、
充
分
に
強
烈
と
な
る
と
き
、

「
知
は
合
一
的
な
知
と
な
っ
て
無
謬
性
を
帯
び
る
」
の
に
対
し

て
、「
偏
見
に
捉
わ
れ
た
自
己
」
は
部
分
的
で
歪
ん
だ
知
し
か

も
て
ず
、「
感
覚
的
な
愛
」
は
「
合
一
に
至
る
道
で
最
後
の
障

害
と
な
る
あ
の
自
我
を
強
め
る
」。
同
様
に
、「
我
意
、
利
己

心
、
自
己
中
心
的
な
考
え
方
、
願
望
や
想
像
」
な
ど
を
消
し

去
る
の
が
「
最
良
の
修
行
」
で
あ
る11

等
々
が
、
繰
り
返
し
説

か
れ
る
。

2-

6　

心
霊
的
な
る
も
の

以
上
、
ハ
ク
ス
リ
ー
が
『
永
遠
の
哲
学
』
で
主
題
化
し
、
整

理
し
て
い
る
危
険
を
概
観
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
ハ
ク
ス

リ
ー
が
随
所
で
言
及
し
な
が
ら
、
自
覚
的
に
主
題
化
し
て
い

な
い
こ
と
を
、
あ
え
て
読
み
こ
ん
で
み
た
い
。

ハ
ク
ス
リ
ー
は
、
同
時
代
に
お
け
る
心
霊
研
究
の
第
一
人

者
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
哲
学
者
C
・
D
・
ブ
ロ
ー
ド
を

参
照
し
て
、「
心
霊
的
（psychic

）」
と
い
わ
れ
る
現
象
の
事
実

性
と
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
認
め
た
上
で
、
そ
の
弊
害
に
随
所
で

説
き
及
ん
で
い
る
。
儀
礼
、
儀
式
、
聖
餐
式
は
た
だ
の
形
式

で
は
な
く
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
シ
ン
ボ
ル
は
、「
崇
拝
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
力
の
場
の
い
く
つ
か
の
中
心
…
…

持
続
す
る
渦
巻
き
（vortex

）
…
…
精
神
的
な
媒
体
（psychic 

m
edium

）」
と
な
る
の
で
あ
り
、「
心
霊
術
に
夢
中
に
な
る
こ

と
」
は
、「
真
の
霊
性
へ
の
道
の
大
き
な
障
害
」
に
な
る
の
で

あ
る12

。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
や
や

心
霊
研
究
に
立
ち
入
っ
た
説
明
が
、
随
所
に
出
て
く
る
。「
敬

虔
な
信
徒
た
ち
の
体
験
す
る
恩
寵
の
多
く
」
は
、「
憧
憬
お
よ

び
想
像
の
（
当
人
と
他
の
人
た
ち
と
の
）
行
為
が
繰
り
返
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
心
霊
能
力
の
渦
巻
き
」
か
ら
礼

拝
者
に
は
ね
返
っ
て
く
る
人
間
的
な
恩
寵
」
で
は
な
い
か
。
儀

式
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
、「
霊
媒
（
心
霊
媒
体
）（psychic 

m
edeium

）」
の
心
の
「
非
人
格
的
な
下
層
部
の
枠
内
で
、
比

喩
的
に
渦
巻
き
と
い
う
形
で
考
え
て
も
よ
い
何
か
が
、
独
立

し
た
存
在
と
し
て
継
続
し
つ
づ
け
…
…
こ
の
投
射
さ
れ
た
心

霊
実
体
（projected psychic entity

）
は
…
…
客
観
性
を
有
し

…
…
「
外
に
」
実
在
」
す
る
に
至
る
の
で
は
な
い
か
。
儀
式

の
「
神
聖
化
さ
れ
た
演
技
と
呪
文
と
読
経
」
に
よ
っ
て
、「
観

念
ま
た
は
記
憶
が
客
体
化
さ
れ
て
、
何
ら
か
の
形
で
荘
厳
な

本
物
の
現
前
」
を
創
り
出
し
、「
魔
術
的
」
な
「
霊
力
、
霊

験
」
が
生
じ
る
の
は
、「
必
ず
し
も
神
か
ら
出
た
も
の
」
で
は

な
く
、「
先
祖
の
信
仰
、
献
身
が
投
射
さ
れ
て
、
い
わ
ば
幽
霊

の
よ
う
に
特
定
の
場
所
や
、
経
文
や
、
演
技
ま
た
は
行
為
な
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ど
と
結
び
つ
い
て
独
立
し
た
心
霊
的
存
在
と
な
っ
た
も
の
」

か
ら
の
恩
寵
や
霊
力
で
は
な
い
か
、「
儀
式
的
宗
教
」
の
多
く

は
、「
オ
カ
ル
ト
」
で
あ
り
「
洗
練
さ
れ
た
善
意
の
白
魔
術
」

で
あ
っ
て
、「
霊
的
な
恩
寵
」
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
は
「
肉

体
的
な
修
行
」「
苦
行
」
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
、

「
解
脱
で
は
な
く
…
…
い
わ
ゆ
る
『
心
霊
』
能
力
」
で
あ
る
の

と
同
様
で
は
な
い
か13

。

こ
う
し
て
、
儀
式
や
苦
行
か
ら
発
生
す
る
効
果
が
、
魔
術

的
、
オ
カ
ル
ト
的
、
心
霊
的
な
る
も
の
と
し
て
、「
永
遠
の
哲

学
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
逸
れ
た
と
こ
ろ
で
、
世
界
に
リ

ア
ル
な
作
用
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
、
警
戒
さ
れ
て
い
る
。

3
陶
酔
と
覚
醒

ハ
ク
ス
リ
ー
の
立
場
を
、
陶
酔
／
覚
醒
と
い
う
対
語
で
説

明
し
よ
う
と
す
る
と
、
概
し
て
、
覚
醒
に
価
値
が
置
か
れ
、
陶

酔
は
否
定
さ
れ
る
。「
神
に
酔
う
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
神

秘
家
の
陶
酔
に
は
言
及
さ
れ
ず
、「
夢
か
ら
目
ざ
め
る
と
い
う

喩
え
」
を
「
幻
の
快
楽
な
ど
か
ら
目
を
さ
ま
し
て
、
永
遠
を

意
識
す
る
状
態
に
入
る
過
程
」
と
す
る
の
は
、
端
的
に
覚
醒

を
評
価
し
て
い
る
し
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
を
引
用
し
て
、「
ア
ー
ト

マ
ン
」
は
個
人
の
心
と
そ
の
作
用
の
「
証
人
」
で
あ
る
と
い

う
の
も
、「
絶
え
ず
心
を
集
中
さ
せ
て
お
く
こ
と
な
し
に
は
完

全
な
解
脱
も
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
の
も
、「
覚
醒
」
の
強
調

で
あ
ろ
う14

。

3-

1　

陶
酔
の
批
判

陶
酔
に
つ
い
て
は
、
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
や
ホ
イ
ッ
ト

マ
ン
の
よ
う
な
芸
術
家
は
、「
万
物
に
一
を
視
る
」
能
力
に
恵

ま
れ
な
が
ら
、「『
一
』
を
認
め
る
べ
く
努
力
を
し
な
か
っ
た

人
」
た
ち
で
あ
り
、「
宇
宙
意
識
」
と
い
う
「
無
償
の
恩
寵
」

「
天
与
の
贈
り
物
」
が
も
た
ら
す
「
恍
惚
の
喜
び
」
を
た
だ
享

受
し
た
だ
け
、
と
批
判
さ
れ
る15

。

「
陶
酔
」
の
危
険
・
脅
威
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
・
警
告

さ
れ
る
。「
呪
文
」
や
「
繰
り
返
し
ご
と
」
は
、「
実
際
に
成

果
を
あ
げ
る
」
が
、
そ
れ
は
「
自
己
暗
示
の
結
果
」
で
あ
る
。

「
感
情
的
宗
教
」「
儀
式
的
な
神
秘
宗
教
」「
感
情
喚
起
的
な
教

理
や
修
練
」
は
、「
音
楽
や
香
、
荘
厳
な
闇
と
神
聖
な
光
と
い

っ
た
手
段
に
よ
っ
て
畏
敬
と
美
的
恍
惚
」
を
も
た
ら
す
こ
と

で
、「
特
殊
な
霊
的
危
険
」
を
も
た
ら
す
。
何
か
の
主
題
に
夢

中
に
な
っ
て
「
没
頭
」
す
る
と
、「
一
点
集
中
的
な
観
照
が
神

を
対
象
と
し
て
い
る
場
合
」
で
も
、
そ
の
一
面
を
除
く
す
べ

て
の
面
が
「
萎
縮
」
し
て
し
ま
う16

。

な
お
、
呪
文
や
祭
祀
が
「
自
我
を
魅
了
す
る
」
と
「
陶
酔
」

め
い
て
訳
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
はego-

enhancing

をego-enchanting

と
読
み
ま
ち
が
え
た
た
め
で
あ

る
。
文
脈
か
ら
い
え
ば
、
ど
ち
ら
で
も
文
意
が
通
る
誤
訳
で

は
あ
る17

。

3-
2　

究
極（
に
近
い
レ
ベ
ル
）に
お
け
る
陶
酔
と
覚
醒

さ
て
、
究
極
に
近
い
と
こ
ろ
、
凡
人
の
考
え
及
ば
な
い
レ

ベ
ル
に
な
る
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
名
言
も
、
浸
透
的
、
交
替

的
、
同
時
的
、
矛
盾
的
な
表
現
に
な
り
、
ハ
ク
ス
リ
ー
の
解

説
も
、
陶
酔
と
も
覚
醒
と
も
、
ど
ち
ら
と
も
定
め
難
く
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
レ
ベ
ル
を
、
陶
酔
／
覚
醒
と
い
う
対
語

で
考
え
る
の
は
、
あ
ま
り
生
産
的
で
は
な
い
と
も
思
わ
れ
よ

う
が
、
ひ
と
ま
ず
続
け
て
、
あ
と
で
ま
と
め
て
再
考
し
よ
う
。

ブ
ラ
フ
マ
ン
と
ア
ー
ト
マ
ン
を
知
り
、
か
つ
両
者
を
意
識

的
に
区
別
す
る
こ
と
で
、
意
識
の
大
変
革
が
起
こ
り
、「
無

心
」
の
状
態
が
出
現
す
る
が
、
こ
の
状
態
を
保
つ
に
は
、「
強

烈
活
発
な
注
意
力
（alertness

）
と
、
平
静
で
自
己
否
定
的
な

受
動
性
と
を
結
合
」
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
あ
る
い

は
「
梵
我
一
如
と
い
う
内
面
的
な
高
い
境
地
に
は
、
消
滅
そ

の
も
の
か
ら
消
滅
す
る
と
い
う
恍
惚
（ecstatic

）」
が
あ
る
が
、

さ
ら
に
「
目
ざ
め
て
い
る
（waking

）
日
常
的
な
状
態
で
十
全

に
神
を
知
る
」
と
い
う
境
地
も
あ
る
、
と
さ
れ
る
の
は18

、
陶

酔
と
覚
醒
が
高
度
な
状
態
で
併
存
、
共
存
、
交
替
可
能
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

「
自
分
を
委
ね
る
こ
と
、
聖
霊
の
導
き
に
従
順
で
あ
る
こ
と

（docility

）」
は
、「
夢
が
終
わ
っ
て
『
真
理
』
が
現
わ
れ
る
よ

う
に
目
を
開
い
た
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
」
と
同
じ
で
あ
る19

と
い
う
の
は
、「
委
ね
る
」
を
強
調
す
れ
ば
陶
酔
的
で
あ
り
、

「
目
を
開
い
た
ま
ま
」
を
強
調
す
れ
ば
覚
醒
的
で
あ
る
。「
事

物
の
神
性
に
お
の
れ
を
順
応
さ
せ
る
者
た
ち
」
は
、「
子
供
や

阿
呆
…
…
酔
漢
」
に
喩
え
ら
れ
た
り
、「
霊
感
」
の
「
忍
耐
強

い
下
僕
と
な
っ
て
、
完
璧
な
表
現
の
自
由
」
を
得
る
芸
術
家

に
喩
え
ら
れ
た
り
す
る20

と
い
う
の
は
、
陶
酔
の
極
に
近
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

瞑
想
と
同
義
で
あ
る
祈
り
に
つ
い
て
は
、「
緊
張
し
た
受
け

身
（alert passivity

）
の
態
度
で
…
…
内
在
す
る
と
共
に
超
越

も
し
て
い
る
絶
対
神
に
向
け
て
み
ず
か
ら
を
開
き
、
ひ
れ
伏

す
こ
と
」21

な
ど
と
さ
れ
る
の
は
、
覚
醒
だ
ろ
う
か
、
陶
酔
だ

ろ
う
か
、
二
つ
の
混
ざ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
、
時
間
的
に
交

替
す
る
の
だ
ろ
う
か
。「
一
途
な
注
意
力
…
…
を
長
時
間
に
わ

た
っ
て
持
続
す
る
の
は
難
し
い
」
の
で
、
そ
れ
は
か
な
ら
ず

「
ゆ
る
む
」
が
、
そ
こ
を
「
と
り
と
め
の
な
い
夢
想
や
空
想

（day-dream
ing

）
で
満
た
す
か
、
も
っ
と
ま
し
な
何
か
で
満
た

す
か
」、
ど
ち
ら
か
に
な
る22

と
い
う
の
は
、
覚
醒
の
ゆ
る
み
が
、

下
降
的
な
陶
酔
に
な
る
か
、
上
昇
的
な
陶
酔
に
な
る
か
、
と

い
う
分
か
れ
道
を
描
写
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

3-

3　

霊
媒
に
お
け
る
覚
醒
と
陶
酔

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ハ
ク
ス
リ
ー
は
随
所
で
「
心
霊
」

的
な
る
も
の
に
接
近
し
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
霊
媒
に

つ
い
て
も
触
れ
な
が
ら
、
ま
た
心
霊
現
象
一
般
の
事
実
性
を
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よ
く
知
っ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
否
定
的

で
あ
る
。
心
霊
現
象
の
一
つ
の
焦
点
で
あ
る
霊
媒
は
、「
入
神

霊
媒
（trance m

edium

）」
と
い
う
用
語
が
あ
る
よ
う
に
、
眠

り
込
ん
で
、
死
者
と
交
流
す
る
こ
と
が
多
い
が
、『
永
遠
の
哲

学
』
か
ら
す
れ
ば
、
重
要
な
の
は
「
不
死
」
で
あ
り
、「
死
後

の
生
」
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
前
者
は
、「
神
的
な
『
根

拠
』
の
永
遠
な
る
今
に
参
与
す
る
こ
と
」「
神
的
『
根
拠
』
と

同
一
で
あ
る
ア
ー
ト
マ
ン
」
で
あ
り
、
後
者
は
「
い
く
つ
も

あ
る
時
間
の
一
つ
に
お
い
て
存
続
す
る
こ
と
」「
私
意
識
」
に

す
ぎ
な
い23

。

他
方
、
ハ
ク
ス
リ
ー
を
離
れ
て
、
著
名
な
霊
媒
の
報
告
を

見
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
。「
は
じ
め
の
こ
ろ
は

身
体
か
ら
二
、
三
フ
ィ
ー
ト
離
れ
た
と
こ
ろ
に
立
っ
て
い
た

り
、
あ
る
い
は
身
体
の
上
の
方
で
宙
ぶ
ら
り
ん
の
格
好
で
自

分
の
口
か
ら
出
る
言
葉
を
一
語
一
語
聞
き
取
る
（conscious 

of

）
こ
と
が
で
き
た
。
…
…
私
自
身
に
と
っ
て
入
神
（trance
）

は
い
わ
ば
〝
心
地
よ
い
降
服
（surrender

）〞
で
あ
る
。
…
…

意
識
が
薄
ら
い
で
い
き
、
ま
わ
り
の
こ
と
が
分
か
ら
な
く
な

り
（loose awareness

）、
柔
ら
か
い
毛
布
で
包
ま
れ
た
み
た
い

な
感
じ
に
な
る
。
そ
し
て
つ
い
に
〝
私
〞
が
消
え
て
し
ま
う

（I have gone

）」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
直
前
に
、
原
文
で
は
興
味
深
い
一
節
が
あ
る
の
だ
が
、

邦
訳
で
は
言
葉
を
省
略
し
、
か
つ
意
訳
し
て
い
る
の
で
、
内

容
が
は
っ
き
り
す
る
よ
う
に
拙
訳
す
る
と
、「
霊
が
ト
ラ
ン
ス

を
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
ま
で
の
遅
々
と
し
た
進
歩
に

つ
い
て
、
バ
ー
バ
ネ
ル
（
霊
媒
）
は
、『
霊
に
よ
っ
て
語
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
ま
っ
た
く
自
覚
し
な
く
な
る
（com

plete 

unawareness

）
ま
で
数
年
を
要
し
た
』
と
述
べ
て
い
る
」
と
あ

る24

。「
自
覚
（awareness

）
の
程
度
、
意
識
（consciousness

）
の

程
度
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
が
あ
る
」
と
い
わ
れ
た
上
で
、
特

殊
な
役
割
を
担
う
霊
媒
に
お
い
て
、
自
覚
や
意
識
つ
ま
り
「
覚

醒
」
を
失
っ
て
、
ト
ラ
ン
ス
つ
ま
り
「
陶
酔
」
に
至
る
こ
と

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
永
遠
の
哲
学
』
で
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
徴
で
あ
る
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ

ム
が
も
た
ら
す
、
初
歩
的
な
が
ら
実
効
的
な
英
知
に
価
値
を

認
め
る
初
心
者
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
意
識
論
は
、
重
要
な

意
義
を
も
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
一
般
人
の
地
上
生
活
に
関
し
て
、「
霊
性（spiritual 

nature

）
に
気
づ
い
た
人
は
…
…
神
性
（the divine

）
が
目
を

覚
ま
し
た
の
で
す
（awakened

）」
と
、
日
常
で
高
い
意
識
状

態
に
目
覚
め
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
永
遠
の
哲

学
』
の
日
常
版
と
通
い
合
う
表
現
で
あ
る25

。
技
法
面
、
現
象

面
で
は
な
く
、
思
想
面
に
注
目
し
て
み
て
も
、「
高
等
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
」
に
お
い
て
は
、『
永
遠
の
哲
学
』
で
い
わ
れ

る
究
極
の
根
拠
と
の
つ
な
が
り
が
、
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
も
共
通
す
る
。
し
か
し
そ
れ
と
の
合
一
は
「
あ

ま
り
に
遠
す
ぎ
る
」
も
の
と
さ
れ
、
こ
の
世
の
未
熟
な
人
間

に
と
っ
て
は
、
成
熟
し
た
霊
に
よ
る
指
導
の
必
要
性
、
そ
の

献
身
的
な
働
き
の
重
要
性
、
実
際
の
働
き
か
け
が
、
強
調
さ

れ
る
の
で
あ
る26

。

4
意
識・存
在・世
界
の
多
重
性

陶
酔
と
覚
醒
は
、
一
つ
の
意
識
層
で
、
時
間
的
に
交
替
す

る
こ
と
も
あ
り
、
複
数
の
意
識
層
を
移
動
す
る
こ
と
で
、
い

わ
ば
場
所
的
に
交
替
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
冒
頭
で
「
複

数
の
意
識
層
で
、
陶
酔
／
覚
醒
が
並
行
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
よ
う
に
、
共
存
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
気

づ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
あ
る
。

意
識
・
存
在
・
世
界
の
相
互
依
存
関
係
と
、
そ
れ
ら
の
階

層
性
、
多
重
性
は
、「
永
遠
の
哲
学
」
の
公
約
数
の
一
つ
で
あ

る
。
井
筒
俊
彦
の
最
も
単
純
化
し
た
説
明
を
借
り
れ
ば
、「
表

層
意
識
に
身
を
置
く
人
」
と
、「
深
層
意
識
に
身
を
据
え
た

人
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
る
世
界
は
違
う
が
、「
東
洋

的
哲
人
」
は
、「
深
層
意
識
と
表
層
意
識
と
を
二
つ
な
が
ら
同

時
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
存
在
』
の
無
と
有
と
を

い
わ
ば
二
重
写
し
に
観
る
」
こ
と
が
で
き
る
、
と
な
る27

。

意
識
・
存
在
・
世
界
の
多
重
性
の
中
で
、
陶
酔
と
覚
醒
は

ど
の
よ
う
に
か
ら
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
。
実
践
と
思
索
を
編

み
合
わ
せ
た
本
山
博
の
証
言
か
ら
は
、
よ
り
大
い
な
る
存
在
・

意
識
と
一
体
化
す
る
と
き
の
一
時
的
な
「
陶
酔
」
と
、
自
ら

が
「
場
所
」
と
い
う
世
界
に
な
っ
た
と
き
の
「
覚
醒
」、
あ
る

い
は
そ
の
間
を
つ
な
ぐ
「
覚
醒
」
が
、
読
み
取
れ
る
。

本
山
は
、
意
識
・
存
在
・
世
界
の
次
元
を
五
つ
（
物
理
的
、

ア
ス
ト
ラ
ル
、
カ
ラ
ー
ナ
、
プ
ル
シ
ャ
、
絶
対
無
と
、
由
来
を
異

に
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
）
に
区
別
し
て
、
そ

の
相
互
転
換
を
考
え
、
そ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、「
宗
教
体

験
」
は
「
三
つ
の
段
階
」
を
持
つ
と
し
た
。

第
一
段
階
は
、（
そ
の
次
元
の
）「
利
己
的
存
在
（
自
我
性
）

が
全
く
否
定
」
さ
れ
、
短
時
間
、（
上
位
の
次
元
の
）
超
越
者

と
の
「
一
致
の
恍
惚
状
態
」
に
留
ま
る
が
、
こ
の
「
単
純
な

一
致
」
で
は
、
ま
だ
「
人
間
の
意
識
は
失
わ
れ
な
い
」。

第
二
段
階
は
、「
超
越
者
の
個
的
存
在
へ
の
流
入
あ
る
い
は

顕
現
が
、
全
的
に
」
起
こ
り
、「
個
は
そ
の
意
識
、
感
覚
、
肉

体
に
お
け
る
活
動
に
お
い
て
は
全
く
仮
死
状
態
」
と
な
る
。
こ

の
「
意
識
し
て
し
た
こ
と
で
は
な
い
…
…
エ
ク
ス
タ
シ
ー
」

体
験
の
あ
と
、
体
験
の
「
記
憶
」
が
、「
明
瞭
に
意
識
の
領
域

に
上
が
っ
て
く
る
、
そ
し
て
初
め
か
ら
知
っ
て
い
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
」
の
は
、「
場
所
的
な
超
越
者
の
立
場
」
に
立
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
り
、「
場
所
的
存
在
と
な
っ
た
個
」
は
、
体

験
後
も
「
場
所
的
存
在
」
で
あ
り
つ
づ
け
、「
個
」
の
意
識
は

失
わ
れ
ず
に
、「
場
所
的
意
識
」
を
も
っ
て
い
る
。

第
三
段
階
は
「
超
越
者
」「
神
霊
」
と
の
完
全
な
一
致
で
あ
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り
、「
個
の
個
体
性
」
が
ま
っ
た
く
否
定
さ
れ
た
こ
の
状
態
に

お
い
て
は
「
体
験
中
も
体
験
後
も
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
初
め

か
ら
知
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
」
と
い
う28

。

な
お
、
本
山
が
「
場
所
的
な
超
越
者
」「
神
霊
」
と
い
っ
た

個
別
性
を
持
っ
た
存
在
者
を
、
宗
教
体
験
で
出
会
い
、
相
互

交
渉
す
る
重
要
な
他
者
と
し
て
説
い
て
い
る
の
は
、
井
筒
説

な
ど
で
は
目
立
た
な
い
特
徴
で
あ
る
。

5
身
心
が
緩
む
こ
と

意
識
の
陶
酔
と
覚
醒
は
、
か
な
り
「
固
体
」
性
を
も
っ
て

い
て
、
相
互
に
排
斥
し
、
そ
れ
が
い
わ
ば
時
間
的
に
反
復
し
、

い
わ
ば
空
間
的
に
交
替
す
る
の
だ
ろ
う
か
？　
そ
れ
と
も
、
意

識
は
「
流
体
」
で
、
陶
酔
と
覚
醒
は
混
ざ
り
や
す
い
の
だ
ろ

う
か
？　
「
物
質
」
と
「
精
神
」
の
古
来
の
二
分
法
の
よ
う
に
、

ま
た
し
ば
し
ば
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
の
一
部
で
そ
う
表
現
さ

れ
た
よ
う
に
、「
波
動
」
の
粗
い
意
識
で
は
、
陶
酔
と
覚
醒
が

固
体
の
よ
う
に
対
立
し
、
波
動
の
細
か
い
意
識
に
と
っ
て
は
、

陶
酔
と
覚
醒
は
連
続
的
、
重
層
的
で
、「
主
体
我
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
知
覚
の
焦
点
が
、
そ
こ
を
自
在
に
行
き
来
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
？

ハ
ク
ス
リ
ー
は
、「
一
途
な
注
意
力
」「
一
点
集
中
的
な
観

照
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
面
を
除
く
す
べ
て
の
面
が
「
萎
縮

（atrophy

）」
し
て
し
ま
う
こ
と
、
ま
た
そ
の
持
続
は
か
な
ら

ず
「
ゆ
る
む
」
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
緩
ん
だ
と
こ
ろ
は
「
と

り
と
め
の
な
い
夢
想
や
空
想
」
で
埋
め
ら
れ
る
か
、
あ
る
い

は
「
も
っ
と
ま
し
な
何
か
」
で
埋
め
ら
れ
る
、
と
表
現
し
て

い
た29

。
こ
の
注
意
＝
覚
醒
と
、
ゆ
る
み
＝
陶
酔
の
交
替
や
、
そ

の
後
の
夢
想
＝
陶
酔
、
ま
た
は
「
も
っ
と
ま
し
な
何
か
」（
＝

覚
醒
？
）
へ
の
移
行
は
、
意
識
変
容
の
初
歩
的
・
原
理
的
な

情
景
を
、
う
ま
く
描
い
て
い
る
。
特
定
の
意
識
へ
の
集
中
や

注
意
は
、「
萎
縮
」
し
た
覚
醒
で
あ
り
、
そ
の
緊
張
が
緩
み
破

れ
る
こ
と
で
、
広
域
な
領
域
へ
の
覚
醒
を
も
た
ら
し
得
る
、
と

い
う
原
理
で
あ
る
。

複
数
の
意
識
層
が
あ
り
、
陶
酔
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
知
覚

が
あ
り
、
目
覚
め
て
く
る
別
の
知
覚
が
あ
る
。
モ
ー
ド
が
変

わ
る
と
き
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
陶
酔
が
、
よ
り
大
き

な
意
識
の
「
覚
醒
」
で
つ
な
が
れ
て
い
る
の
に
、
達
人
は
気

づ
く
こ
と
が
あ
る
。
異
化
に
よ
る
覚
醒
と
、
覚
醒
に
よ
る
異

化
が
交
錯
す
る
。
精
神
原
理
と
物
質
原
理
の
混
ぜ
物
で
あ
る

身
心
は
、
全
体
的
な
陶
酔
、
全
体
的
な
覚
醒
と
い
う
の
で
は

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
セ
ス
、
階
梯
を
た
ど
る
と
き
の
、
部

分
的
な
陶
酔
と
覚
醒
が
共
存
し
、
半
ば
陶
酔
し
つ
つ
、
半
ば

覚
醒
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

身
心
変
容
技
法
と
ま
と
め
る
こ
と
の
で
き
る
身
・
心
の
実

践
は
、
内
在
的
か
つ
超
越
的
な
永
遠
の
根
拠
と
、
私
た
ち
の

本
質
と
の
一
致
と
い
う
、
最
終
的
な
到
達
地
点
を
実
感
す
る

た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
、
試
行
錯
誤
の
集
合
で
あ
り
、
階

梯
、
段
階
、
ス
テ
ー
ジ
、
道
と
い
っ
た
考
え
方
が
共
通
し
て

い
る
。
至
り
つ
く
先
は
、
同
じ
究
極
の
神
的
「
根
拠
」、「
現

実
」
で
あ
る
に
し
て
も
、
あ
る
い
は
そ
う
で
な
い
に
し
て
も
、

ど
の
階
段
を
登
る
か
、
ど
の
道
を
通
る
か
で
、
途
中
で
目
に

す
る
風
景
は
多
様
に
異
な
り
、
ま
た
途
上
で
出
会
う
陥
穽
や

危
険
は
、
あ
ら
ゆ
る
伝
統
で
注
意
さ
れ
て
き
た
と
お
り
で
あ

り
、
後
退
や
逸
脱
を
経
験
す
る
こ
と
の
意
義
を
強
調
す
る
立

場
も
あ
る
。

本
科
研
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
負
の
感
情
」「
悪
」
に
つ
い
て
、

成
熟
、
忍
耐
、
待
つ
こ
と
の
重
要
性
が
、
す
べ
て
の
研
究
に

通
底
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
知
恵
や
愛
や
慈
悲
が
高
ま
る

に
は
、
成
熟
が
必
要
で
、
そ
れ
に
は
時
間
が
か
か
り
、
時
代

精
神
を
変
え
る
に
も
時
間
が
か
か
り
、
待
つ
こ
と
、
忍
耐
が

必
要
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
悪
」
と

呼
ば
れ
る
暗
い
土
壌
の
経
験
も
、
成
長
の
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
。「
妬
み
」
や
「
不
安
」
が
、
闇
の
中
に
あ
り
つ
つ
、
喜

ば
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
は
、
愛
の
成
熟
で
あ
り
、「
微

欲
」
に
気
づ
く
よ
う
に
な
る
の
は
、
知
恵
の
成
熟
で
あ
り
、

「
魔
を
包
み
込
む
」
の
は
、
慈
悲
の
成
熟
で
あ
る
。
仏
教
の

「
無
明
」
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
原
罪
」
も
、
魂
の
未
熟
さ
に

由
来
す
る
も
の
、
成
長
し
て
乗
り
越
え
て
い
く
べ
き
も
の
と

し
て
、
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
美
」
と
「
ユ
ー
モ
ア
」
が
負
の
感
情
を
解
毒
し
、「
涙
」

が
儀
礼
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
々
は
、
ど
れ
も
闘
争
や
緊
張
を
緩
め
る
要
素
へ
の
注
目
で

あ
る
。
先
端
を
歩
む
者
が
、
あ
え
て
日
常
の
中
で
身
を
か
が

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
非
日
常
的
な
極
地
を
目
指
す
「
力
み
」

が
、
緩
む
の
だ
と
思
う
。
精
神
医
学
で
「
退
行
」
の
著
し
い

効
果
が
報
告
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
、
響
き
合
う
知
恵
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

注1　
津
城
寛
文
『
社
会
的
宗
教
と
他
界
的
宗
教
の
あ
い
だ

―
見

え
隠
れ
す
る
死
者
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
一
一
年
、
序
章
。

2　

オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ク
ス
レ
ー
、
中
村
保
男
訳
『
永
遠
の
哲
学

―
究
極
の
リ
ア
リ
テ
ィ
』
平
河
出
版
社
、
一
九
八
八
年 

[A
ldous H

uxley, The Perennial Philosophy: An Interpretation of 
the G

reat M
ystics, East and W

est , 1945]

、
六
、
一
〇
、
一
〇
九
、

一
一
八
、
一
四
四
、
一
四
五
、
一
五
一
頁
。

3　
同
書
、
五
一
、
一
一
三
、
一
二
五
、
二
四
八
、
二
五
八
、
三

三
六
、
四
二
三
頁
。

4　
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ク
ス
リ
ー
、
河
村
錠
一
郎
訳
『
知
覚
の
扉
』

平
凡
社
、
一
九
九
五
年 [A

ldous H
uxley, The D

oors of 
Perception , 1954]

、
二
〇
、
三
五
、
四
三
頁
。

5　
ハ
ク
ス
レ
ー
『
永
遠
の
哲
学
』、
一
一
三
、
一
七
六
―一
七
七
、

四
四
二
頁
。

6　
同
書
、
一
二
九
、
一
九
二
、
二
五
〇
―二
五
二
頁
。

7　
同
書
、
六
一
、
一
〇
九
、
一
二
六
―一
二
七
頁
。

8　
同
書
、
五
一
、
四
九
七
頁
。

9　
同
書
、
一
七
二
、
一
七
三
、
一
八
二
頁
。
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10　

同
書
、
五
〇
、
五
二
、
四
三
九
‐
四
四
〇
、
四
四
八
―四
五

〇
、
四
五
二
、
四
五
四
、
四
五
五
頁
。

11　

同
書
、
一
四
五
、
一
五
四
、
一
六
九
、
一
七
七
、
一
八
四
、

一
九
三
頁
。

12　
同
書
、
四
四
、
一
一
〇
―一
一
一
頁
。

13　

同
書
、
一
七
三
、
二
八
三
、
四
四
四
―四
四
五
、
四
四
八
―

四
四
九
頁
。

14　
同
書
、
二
三
、
二
七
五
、
四
四
二
頁
。

15　
同
書
、
一
二
二
―一
二
三
頁
。

16　
同
書
、
四
〇
九
、
四
三
〇
―四
三
三
、
四
九
八
頁
。

17　
同
書
、
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一
一
頁
。

18　
同
書
、
一
三
〇
―一
三
一
頁
。

19　
同
書
、
一
三
五
頁
。

20　
同
書
、
二
〇
〇
―二
〇
一
頁
。

21　
同
書
、
三
六
六
頁
。

22　
同
書
、
四
七
九
頁
。

23　
同
書
、
三
五
四
、
三
六
〇
、
四
四
四
―四
四
五
頁
。

24　
ア
ン
・
ド
ゥ
ー
リ
ー
編
、
近
藤
千
雄
訳
『
シ
ル
バ
ー
・
バ
ー

チ
の
霊
訓
（
一
）』
潮
文
社
、
二
〇
〇
四
年 [A

nne D
ooley 

ed., G
uidance from Silver Birch , 1966]

、
一
四
頁
。

25　
同
書
、
三
四
、
四
一
頁
。

26　

津
城
寛
文
『〈
霊
〉
の
探
究

―
近
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ

ム
と
比
較
宗
教
学
』
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
リ
ポ
ジ
ト
リ
版
、

二
〇
一
七
年
﹇
初
版
、
二
〇
〇
五
年
﹈、
七
八
―八
一
頁
。
津

城
寛
文
『
社
会
的
宗
教
と
他
界
的
宗
教
の
あ
い
だ
』、
二
五

五
頁
。

27　
井
筒
俊
彦
『
意
識
と
本
質

―
精
神
的
東
洋
を
索
め
て
』
岩

波
文
庫
、
一
九
九
一
年
、
一
四
―一
八
頁
。

28　

本
山
博
『
本
山
博
著
作
集

―
現
在
と
将
来
の
宗
教
の
指

針
』
第
九
巻
、
宗
教
心
理
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
四
一
五
―

四
二
九
、
四
八
一
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。
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『
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1
は
じ
め
に

今
回
、
本
研
究
会
を
「
聖
グ
レ
ゴ
リ
オ
の
家
宗
教
音
楽
研

究
所
」
で
開
催
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
私
に
と
っ
て

と
て
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
聖
グ
レ
ゴ
リ
オ
の
家
は
、
私

の
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
歩
み
に
お
い
て
、
回
心
の
場
で
あ

る
と
と
も
に
、
宗
教
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
場
で
あ
る
。
聖

グ
レ
ゴ
リ
オ
の
家
で
、
私
は
グ
レ
ゴ
リ
オ
の
聖
歌
に
よ
る
祈

り
と
出
会
い
、
そ
の
祈
り
の
美
と
調
和
の
彼
方
に
あ
る
神
的

次
元
に
関
心
を
持
っ
た
こ
と
が
、
本
研
究
の
は
じ
ま
り
で
あ

る
。私

は
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
回
心
」
と
は
、
身
心
変
容

と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
る
。
神
と
の
出
会
い
や
信

仰
体
験
と
は
、
単
に
知
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
信
仰
内
容
を
理

解
あ
る
い
は
了
解
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
身
体
と
心
の

す
べ
て
が
、（
た
と
え
、
教
理
の
内
容
を
頭
で
理
解
し
て
い
な
く

て
も
）
神
的
次
元
に
向
か
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
典
礼
に
お
け
る
歌
や
祈
り
と
は
、
そ
の
意
味
内
容
よ
り

も
、
こ
と
ば
の
持
つ
「
響
き
」
そ
の
も
の
に
信
仰
と
関
わ
る

な
に
か
大
切
な
カ
ギ
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
湯
浅
泰

雄
の
身
体
論
、
修
行
論
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
そ
の
中
で
と

り
わ
け
私
が
関
心
を
持
っ
た
の
が
、
身
体
の
無
意
識
の
部
分

と
気
の
関
係
で
あ
る
（
湯
浅
泰
雄
の
身
体
・
修
行
・
気
に
つ
い

て
は
、『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
第
四
号
に
掲
載
）。

本
稿
で
は
、
祈
り
と
身
心
変
容
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼
及
び
祈
り
と
信
仰
体
験
の
一
体
不
可
分

性
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス

ト
教
に
お
け
る
典
礼
（
聖
書
朗
読
や
歌
、
こ
と
ば
の
響
き
）
や

祈
り
の
実
践
が
信
仰
体
験
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
く
る
の

か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
湯
浅
泰
雄

に
お
け
る
修
行
論
を
め
ぐ
る
東
西
の
比
較
思
想
を
カ
ギ
に
し

て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
、
修
行
と
は
何

か
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
ス
ペ
イ
ン
の
神
学
者
レ

イ
モ
ン
・
パ
ニ
カ
ー
の
神
学
に
お
け
る
、
解
釈
学
、
あ
る
い

は
ロ
ゴ
ス
（logos

）・
神
話
（m

ythos

）・
信
仰
の
考
察
を
契
機
に
、

キ
リ
ス
ト
教
の
祈
り
、
信
仰
生
活
と
修
行
の
関
係
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
た
い
。

2
湯
浅
泰
雄
に
お
け
る
修
行
論
を
め
ぐ
る

東
西
の
比
較
思
想

湯
浅
の
身
体
研
究
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
西
田
幾
多
郎

や
和
辻
哲
郎
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
日
本
哲
学
の
研
究
で
あ

る
。
湯
浅
に
よ
る
と
、
西
洋
近
代
哲
学
に
お
い
て
は
、
人
間

は
知
的
な
認
識
主
観
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
身
体
の
問
題
は
無

視
さ
れ
て
い
る
。
デ
カ
ル
ト
の
物
心
二
分
法
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
近
代
西
洋
哲
学
に
お
い
て
は
、
精
神
と
物
質
を
は

じ
め
か
ら
区
別
し
て
考
え
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
考
え
方
の

背
景
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
霊
肉
二
元
論
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
長

い
精
神
史
上
の
特
徴
が
あ
る
と
湯
浅
は
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
近
代
日
本
の
哲
学
者
た
ち
の
考
え
方
に
は
、
儒
教
、

仏
教
な
ど
の
東
洋
の
伝
統
的
思
索
の
核
と
な
っ
て
い
る
身
体

に
対
す
る
関
心
と
着
眼
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
身
体
へ
の
関

心
と
着
眼
の
根
底
に
あ
る
の
は
、「
修
行
」
や
「
行
」
の
考
え

方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
東
洋
の
哲
学
的
思
索
の
基
礎
に
は
、
修

行
や
行
に
お
け
る
個
の
身
心
変
容
体
験
が
据
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
湯
浅
は
指
摘
す
る1

。

一
方
で
、
西
洋
哲
学
思
想
に
お
い
て
は
、
デ
カ
ル
ト
以
降
、

祈
り
と
身
心
変
容　
　

桑
野
　
萌

金
沢
星
稜
大
学
人
文
学
部
講
師
／
哲
学
的
人
間
学

第
四
部
❖
心
の
模
様
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ベ
ル
グ
ソ
ン
や
メ
ル
ロ
・
ポ
ン
テ
ィ
な
ど
の
哲
学
者
た
ち
が

現
象
学
的
な
見
地
か
ら
心
身
二
元
論
的
思
考
様
式
を
ど
の
よ

う
に
克
服
す
る
か
と
い
う
課
題
に
取
り
組
み
、
身
体
哲
学
を

め
ぐ
り
新
た
な
見
解
を
示
し
た
。
ま
た
、
現
代
の
キ
リ
ス
ト

教
神
学
に
お
い
て
も
霊
肉
が
本
来
一
体
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
心
と
身
体
の
一
体
不
可

分
性
に
お
い
て
は
、
東
西
問
わ
ず
、
明
ら
か
な
こ
と
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
身
体
を
め
ぐ
る
東
西
の
比
較
思

想
に
お
い
て
湯
浅
が
強
調
し
て
い
る
問
い
は
、「
心
と
身
体
の

不
可
分
性
は
、
ど
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
ま
た
ど
う
い
う

考
え
方
に
従
っ
て
主
張
さ
れ
る
の
か
」
と
い
う
点
で
あ
る2

。
つ

ま
り
湯
浅
は
、
東
洋
と
西
洋
の
哲
学
の
理
論
構
成
の
方
法
論

的
基
礎
に
根
本
的
な
違
い
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
密
接
に
関
わ
っ
て
く
る
の
が
、修
行
の
問
題
で

あ
る
。東
洋
に
お
け
る
身
体
論
で
問
題
の
出
発
点
と
な
る
の
は
、

修
行
と
い
う
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
い
か
に
身
心
が
変
容

し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。一
方
で
、キ
リ
ス
ト
教
を

中
心
と
し
た
西
洋
伝
統
思
想
に
お
い
て
は
、そ
の
実
践
を
超
え

た
究
極
的
次
元
に
あ
る
も
の（
本
質
）は
何
か
、と
い
う
問
い
が

哲
学
的
思
索
の
出
発
点
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。キ
リ
ス

ト
教
の
霊
性
や
信
仰
の
問
題
を
問
う
と
き
に
、常
に
そ
の
究
極

的
な
到
達
地
点
に
焦
点
を
当
て
、実
践
過
程
、す
な
わ
ち
身
心

の
変
容
の
問
題
に
は
あ
ま
り
注
目
し
て
こ
な
か
っ
た
、と
い
う

こ
と
が
、結
果
と
し
て
心
身
二
元
論
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、湯
浅
が
提

唱
す
る
東
洋
の
身
体
論
、修
行
論
を
カ
ギ
に
、キ
リ
ス
ト
教
の
典

礼
と
祈
り
の
実
践
と
修
行
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

3
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
祈
り
の
実
践

（asceticism

）

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
に
お
い
て
、「
修
行
」
と
類
似
し
た
こ

と
ば
に“asceticism

3”

と
い
う
概
念
が
あ
る
。
日
本
語
で
は
「
苦

行
」
と
い
う
意
味
に
な
る
が
、
実
際
に
は
幅
広
い
意
味
を
持

つ
こ
と
ば
で
あ
る
。“asceticism

”

の
も
と
も
と
の
意
味
は
、
霊

性
を
耕
し
て
い
く
た
め
の
、
身
体
・
知
性
・
徳
な
ど
を
含
む

さ
ま
ざ
ま
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
意
味
し
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト

教
の
伝
統
に
お
い
て
は
、
信
仰
生
活
が
よ
り
向
上
し
て
い
く

た
め
の
、
内
的
ま
た
は
外
的
生
活
に
お
け
る
努
力
を
指
す
。

例
え
ば
、
修
道
生
活
に
お
け
る
労
働
や
霊
的
読
書
と
い
う
行

為
は
、
魂
が
、
情
動
に
よ
っ
て
煩
わ
さ
れ
る
の
を
克
服
す
る

道
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
典
礼
に
お
い
て
の
朗
読
、
歌
、

祈
り
の
行
為
も
、
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
は
、
信
仰
生
活
を

よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
の
あ
る
意
味
で
の
修
行
的
実
践

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

両
者
の
概
念
の
精
神
史
的
展
開
を
比
較
す
る
と
、
湯
浅
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、“asceticism

” 

は
、
身
体
よ
り
も
精
神
面

や
霊
に
お
け
る
向
上
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
ヨ
ガ
や
禅
の
修

行
の
よ
う
に
、
身
心
の
健
康
法
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
も
な

か
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、「
修
行
」
と“asceticism

”

は
、

そ
の
概
念
の
思
想
的
発
展
に
お
い
て
、
違
い
が
あ
っ
て
も
実

践
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
は
、
共
通
点
が
見
い
だ
さ
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
修
行
的
実
践
の
中
で
も
、
修

道
生
活
に
よ
る
瞑
想
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者
が

関
わ
る
典
礼
に
よ
る
行
為
が
身
心
に
ど
の
よ
う
な
変
容
を
も

た
ら
す
の
か
、
典
礼
が
個
の
宗
教
体
験
と
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
く
る
の
か
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
当
て
た
い
。
こ
の
問

題
を
考
察
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
で

あ
り
神
学
者
で
あ
る
、
パ
ニ
カ
ー
の
思
想
の
中
か
ら
神
話
・

信
仰
・
解
釈
学
（
ロ
ゴ
ス
）（m

ito, fe, herm
enéutica

）
の
一
体

不
可
分
性
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。

4
レ
イ
モ
ン・パ
ニ
カ
ー
と
宗
教
体
験

レ
イ
モ
ン
・
パ
ニ
カ
ー
（R

aim
on Panikkar A

lem
any: 1918-

2010, Barcelona

）
は
、
イ
ン
ド
人
の
父
と
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
人

の
母
の
間
に
生
ま
れ
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
で
あ
る
。
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
伝
統
や
世

界
観
の
中
で
育
っ
た
パ
ニ
カ
ー
は
、
比
較
文
化
論
や
諸
宗
教

対
話
論
を
は
じ
め
、
学
際
的
な
研
究
で
知
ら
れ
て
い
る
神
学

者
、
思
想
家
で
あ
る
。
科
学
・
哲
学
・
神
学
の
学
位
を
持
つ

パ
ニ
カ
ー
は
、
学
術
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
優
れ
た
業
績
で
も
世

界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
私
が
特
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、

パ
ニ
カ
ー
の
人
生
を
通
し
て
の
宗
教
体
験
で
あ
る
。
パ
ニ
カ

ー
は
、
と
り
わ
け
イ
ン
ド
に
関
心
を
示
し
、
三
〇
年
の
間
、

深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。
彼
が
初
め
て
イ
ン
ド
を
訪
れ

た
の
は
一
九
五
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
で
の
生
活

や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、「
私
は
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
脱

し
、
し
か
し
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り
続
け
な
が
ら
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
教
に
出
会
い
、
仏
教
に
立
ち
返
っ
た
」
と
言
っ
た
と
い
う
。

パ
ニ
カ
ー
に
と
っ
て
宗
教
と
は
、
実
験
的
な
試
み

（experim
ento

）
や
理
論
で
は
な
く
、
人
生
の
体
験
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
。
パ
ニ
カ
ー
の
思
想
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の

文
化
を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
、
不
変
の
人
間
を
目
指
す
た
め

の
、
調
和
や
融
和
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る4

。
こ
の
よ

う
な
パ
ニ
カ
ー
の
宗
教
へ
の
態
度
が
、
後
の
諸
宗
教
対
話
や

異
文
化
間
対
話
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
ど
の
宗
教
も
全
体
か
ら
見
る
と
真
理
の
一
部
を
占
め
、
ゆ

え
に
相
互
に
補
完
的
な
関
係
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
諸
宗
教

間
対
話
を
進
め
て
い
く
根
拠
で
あ
る
。
パ
ニ
カ
ー
に
よ
る
と

対
話
と
は
、
表
面
的
な
意
見
交
換
や
、
学
術
的
な
議
論
を
意

味
す
る
の
で
は
な
く
、
対
話
す
る
両
者
が
互
い
に
自
身
の
存

在
に
つ
い
て
の
究
極
的
な
問
い
に
触
れ
る
、
内
的
な
対
話
を
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指
す
と
い
う
。
人
間
は
究
極
的
な
も
の
へ
の
問
い
を
発
す
る

限
り
、
宗
教
的
な
存
在
（homo religiosus

）
で
あ
る5

。
こ
の
究
極

的
な
も
の
へ
の
問
い
は
、
人
々
の
間
に
深
い
交
わ
り
と
調
和

を
も
た
ら
す
、
愛
へ
の
よ
び
か
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
間

と
は
、
個
と
し
て
の
単
体
で
は
な
く
、「
ペ
ル
ソ
ナ
」
で
あ
り

常
に
他
者
と
関
わ
り
続
け
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
真
の
対
話

は
、
普
遍
性
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
多
文
化
や
他
宗
教

社
会
の
現
実
を
生
き
て
い
る
私
た
ち
は
言
語
や
、
他
者
と
の

関
わ
り
を
通
し
て
、
普
遍
性
に
到
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
対
話
と
は
、
真
理
を
探
究
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
パ
ニ
カ
ー
の
述
べ
る
「
対
話
」
と
は
人
間
同
士
の
も
の

だ
け
を
指
す
の
で
は
な
い
。
人
間
は
宇
宙
の
構
成
員
で
も
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
対
話
と
は
、
私
た
ち
人
間
を
生
か
し
て

い
る
大
地
や
環
境
と
の
関
わ
り
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
諸

宗
教
間
や
異
文
化
間
に
お
け
る
対
話
は
、
パ
ニ
カ
ー
に
と
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
文
化
が
他
者
へ
と
そ
し
て
世
界
へ
と

開
か
れ
、
創
造
的
に
変
容
し
て
い
く
た
め
の
道
し
る
べ
な
の

で
あ
る
。

5
神
話（m

ythos

）、信
仰
、解
釈
学

パ
ニ
カ
ー
に
お
い
て
宗
教
と
は
、
生
き
た
体
験
で
あ
る
。
近

代
以
降
、
物
心
二
分
法
が
広
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
信
仰
は
神

話
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
理
性
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
も

の
と
い
う
考
え
方
が
広
が
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
神
話
・
信
仰

と
ロ
ゴ
ス
は
別
の
次
元
の
も
の
、
と
し
て
捉
え
る
傾
向
が
浸

透
し
て
い
っ
た
。

パ
ニ
カ
ー
に
よ
る
と
神
話
、
信
仰
、
と
そ
の
解
釈
学
と
は

一
体
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、triple cosm

oteándrica

（
宇
宙

的
次
元
、
神
的
次
元
、
人
間
の
次
元
と
の
間
に
あ
る
三
角
的
・
循

環
的
関
係
）
を
表
し
て
い
る
。
生
き
た
宗
教
体
験
は
、
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
の
（
比
喩
的
な
）
言
語
あ
る
い
は
わ
ざ
を
通
し
て

語
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
言
語
と
は
、
論
理
的
に
解
釈
さ

れ
た
こ
と
ば
で
は
な
く
、
詩
や
芸
術
の
よ
う
に
比
喩
的
な
こ

と
ば
を
意
味
す
る6

。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
パ
ニ
カ
ー
は
、

vivencia expresionism
o 

と
よ
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
祈
り

の
こ
と
ば
や
歌
に
代
表
さ
れ
る
典
礼
で
の
言
語
は
、
信
仰
に

よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
神
話
に
意
味
を
与
え
、
生
か
す
も
の

で
あ
る
。

5-

1　

神
話（m

ythos

）

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
「
神
話
」
と
は
、
人
間
体
験
の
根
本

に
つ
い
て
の
分
析
で
は
な
い
。
ま
た
、
神
話
に
つ
い
て
の
解

説
で
も
な
い
。
パ
ニ
カ
ー
の
い
う
「
神
話
」
と
は
、
意
識
の

在
り
方
、sui generis

の
7

表
現
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
目
に
見
え
な

い
光
の
よ
う
な
も
の
」
す
な
わ
ち
「
光
の
源
泉
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
が
、
光
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
光
に
照
ら
さ
れ

た
も
の
を
見
る
た
め
に
、
背
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い8

」

よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
生
き
た
神
話
は
、
人
間
の
理

解
の
次
元
を
超
え
た
も
の
で
あ
り
、
解
釈
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
神
話
を
解
釈
す
る
と
い
う
行
為
自

体
、
す
で
に
神
話
性
を
失
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
神

話
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ロ
ゴ
ス
で
あ
る
と
パ
ニ
カ
ー
は
言
う
。

神
話
は
、
思
想
の
対
象
で
も
思
想
を
発
展
さ
せ
る
も
の
で
も

な
い
。
む
し
ろ
、
思
想
を
浄
化
し
、
ろ
過
し
、
そ
こ
に
見
え

て
い
な
か
っ
た
原
形
を
照
ら
し
、
映
し
出
す
も
の
で
あ
る
。
神

話
と
は
「
光
の
よ
う
に
透
明
で
あ
っ
て
神
話
の
歴
史
と
は
、
形

相
（forma

）
で
あ
り
、
表
現
さ
れ
、
光
に
照
ら
さ
れ
て
顕
れ

る
か
た
ち9

」
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
神
話
が
人
間
界
に
お
い
て
表
舞
台
に
立
っ

て
い
た
の
は
、
ま
だ
人
間
が
原
始
的
な
生
活
を
営
ん
で
い
た

と
き
、
す
な
わ
ち
人
間
の
思
考
が
ま
だ
進
歩
し
て
い
な
か
っ

た
と
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
考
え
る
と
い
う
行
為
に
お
い
て
、
考

え
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

人
間
と
は
、
単
に
思
考
（
ロ
ゴ
ス
）
に
還
元
で
き
る
存
在
で

も
意
識
に
還
元
で
き
る
存
在
で
も
な
い
。
人
間
の
内
面
の
奥

底
に
は
、
目
に
見
え
な
いm

ythos

が
潜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

宗
教
対
話
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
す
べ
て
の
宗

教
は
そ
れ
ぞ
れ
のm

ythos

を
生
き
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

は
教
義
や
理
論
的
な
解
釈
に
還
元
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

真
の
意
味
に
お
い
て
生
き
た
対
話
の
背
後
に
はm

ythos

が
見
い

だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
対
話
者
が
発
す
るlogos

に
は
、
霊

（pneuma

）
が
潜
ん
で
い
る
。
真
の
対
話
は
、logos

を
通
し
て
こ

の
霊
の
次
元
に
た
ど
り
着
く
の
だ
と
、
パ
ニ
カ
ー
は
言
っ
て

い
る
。

パ
ニ
カ
ー
の
宗
教
研
究
は
、
生
活
の
中
の
体
験
に
基
づ
い

て
い
る
が
、
彼
に
と
っ
て
体
験
（experiencia

）
と
は
、
神
話

と
同
じ
よ
う
に
、
本
来
、
そ
れ
以
上
還
元
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
何
か
で
あ
る
（irreductibilidad prim

ordial

）、
と
言
っ
て

い
る
。
感
覚
的
、
知
的
（
あ
る
い
は
霊
的
）
な
体
験
は
す
べ
て

神
話
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
神
話
は
、
体
験
と
同

じ
よ
う
に
私
た
ち
を
究
極
的
な
次
元
へ
と
立
ち
返
ら
せ
る
。

そ
れ
は
、「
な
ぜ
」
と
か
「
ど
の
よ
う
に
」
と
い
っ
た
理
論
的

な
説
明
が
及
ば
な
い
次
元
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
説
明
は
、
神

話
や
体
験
の
在
る
が
ま
ま
の
姿
を
歪
曲
し
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

神
話
と
体
験
と
は
同
じ
よ
う
な
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
神

話
に
は
体
験
と
同
じ
よ
う
に
、
主
体
と
客
体
の
間
に
境
界
線

が
な
い
。
つ
ま
り
、
神
話
や
体
験
は
そ
れ
を
生
き
て
い
る
の

で
あ
る
。
パ
ニ
カ
ー
が
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、
神
話
と

体
験
の
性
質
、
す
な
わ
ち
神
話
と
体
験
が
人
間
の
生
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間

は
歴
史
的
に
、
現
実
（realidad

）
と
の
直
接
的
な
つ
な
が
り

を
求
め
て
き
た
。
体
験
の
神
話
性
と
は
、
究
極
的
な
次
元
の

現
実
へ
と
人
間
を
昇
華
さ
せ
る
の
で
あ
る10

。
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信
仰

「
神
話
」（m

ythos

）
は
神
的
次
元
に
か
か
わ
る
も
の
だ
が
、
信

仰
は
人
間
の
次
元
に
お
い
てm

ythos

に
応
答
す
る
こ
と
を
指
す
。

パ
ニ
カ
ー
に
よ
る
と
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
信
仰
と
は
、
人

間
の
意
識
がm

ythos

か
らlogos

に
移
行
し
て
い
く
ま
で
の
道
を

示
し
て
い
る
。
信
仰
と
は
、
純
粋
に
信
じ
る
行
為
で
あ
り
、
私

た
ち
が
信
じ
るm

ythos
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
信
じ
る
こ

と
と
は
、
認
識
の
対
象
と
な
る
信
念
を
所
有
す
る
こ
と
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
例
え
ば
「
信
仰
宣
言
」（
ク

レ
ド
）
に
お
い
て
、
私
た
ち
が
信
仰
を
表
明
す
る
と
い
う
の

は
、
そ
の
内
容
を
知
的
に
理
解
し
、
納
得
し
そ
の
得
た
内
容

を
宣
言
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
が
信
じ

る
行
為
の
奥
底
に
あ
る
、
何
か
神
的
な
も
の
の
体
験
を
表
明

す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
パ
ニ
カ
ー
に
よ
る
と
、
信

仰
に
つ
い
て
の
人
間
の
省
察
と
は
、
信
じ
る
こ
と
と
同
時
に

信
仰
の
宣
言
の
内
容
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題
を
示

し
て
い
る
。
前
者
は
、
信
仰
に
つ
い
て
の
思
考
を
可
能
に
し
、

私
た
ち
に
信
じ
る
と
い
う
こ
と
へ
の
意
識
を
明
ら
か
に
し
て

く
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
、
理
性
的
な
自
己
省
察
を

意
味
し
て
お
り
、
信
仰
は
認
識
の
対
象
と
さ
れ
、
知
的
な
理

解
へ
と
変
容
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
中

世
で
は
、cognitum

とcreditum

、
す
な
わ
ち
知
的
な
理
解
と
信

じ
る
こ
と
と
は
、
互
い
に
相
い
れ
な
い
も
の
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
た
。
私
た
ち
は
、
信
じ
る
こ
と
（qué creem

os

）
を
了

解
し
て
い
て
も
、
な
に
に
つ
い
て
信
じ
て
い
る
の
か
（en qué 

creem
os

）
に
つ
い
て
ま
で
は
、
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
信

じ
る
こ
と
に
お
い
て
私
た
ち
が
表
明
し
て
い
る
こ
と
は
、
目

的
を
持
た
な
い
の
で
あ
り
、
私
た
ち
の
頭
で
考
え
る
よ
う
な

目
的
で
は
な
い
の
で
あ
る11

。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
信
仰

宣
言
に
お
い
て
私
た
ち
が
宣
言
し
て
い
る
の
は
、
自
ら
が
、

「
信
じ
る
こ
と
」
を
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
何
を
信
じ
て

い
る
の
か
と
い
う
知
的
な
理
解
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

例
え
ば
「
神
を
信
じ
る
」
と
い
う
の
は
、
信
じ
る
と
い
う

行
為
は
知
的
な
了
解
だ
が
、
真
の
信
仰
に
お
い
て
は
、
神
そ

の
も
の
が
何
者
で
あ
る
か
、
何
で
あ
る
か
が
分
か
ら
な
い
。
す

な
わ
ち
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
神
に
つ
い
て
は
、
認
識
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
に
つ
い
て
明

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
い
は
、
あ
ま
り
意
味
が

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
信
仰
の
対
象
で
あ
る
神
と
は
、
あ
く
ま

で
も
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
概
念
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私

た
ち
が
信
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
議
論
不
可
能
で
あ
る
、

と
パ
ニ
カ
ー
は
述
べ
て
い
る
。

自
ら
が
持
っ
て
い
る
信
仰
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
表
明
す
る

と
い
う
の
は
（
意
識
的
に
神
話
を
ロ
ゴ
ス
に
移
し
て
い
く
過
程

は
）、
概
念
に
還
元
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
シ
ン
ボ
ル
」

で
あ
る
。
パ
ニ
カ
ー
の
い
う
「
シ
ン
ボ
ル
」
と
は
、
認
識
論

的
な
し
る
し
で
は
な
く
、
ま
さ
に
シ
ン
ボ
ル
化
さ
れ
た
存
在

と
し
て
の
現
実
で
あ
る12

。

パ
ニ
カ
ー
の
述
べ
る
「
シ
ン
ボ
ル
」
に
つ
い
て
も
う
少
し

詳
し
く
み
て
み
た
い
。
パ
ニ
カ
ー
の
主
要
な
著
作
の
ひ
と
つ

Iconos de misterio

の
中
で
、
彼
は
「
シ
ン
ボ
ル
」
と
神
の
関
係
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
神
と
は
、
対
象
化
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
知
識
で
も
な
く
、
あ
る
特
定
の
信
念

で
も
な
い
。「
神
」
と
い
う
こ
と
ば
は
語
ら
れ
る
中
に
、
顕
れ
、

隠
れ
る
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
す
べ
て
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
そ
れ

そ
の
も
の
で
あ
り
、
内
容
や
対
象
を
解
釈
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
シ
ン
ボ
ル
は
解
釈
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
シ
ン
ボ

ル
そ
の
も
の
が
、
解
釈
学
（hermenéutica
）
な
の
で
あ
る
。
相
手

に
直
接
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
シ
ン
ボ
ル
は
、
シ
ン
ボ
ル
で

な
く
な
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
が
一
義
的
な
の
に
対
し
て
、
シ
ン

ボ
ル
は
多
義
的
で
あ
る
。
シ
ン
ボ
ル
は
著
し
く
相
対
的
（
相

対
主
義
〈relativism

o

〉
で
は
な
く
）
主
体
と
客
体
の
関
係
性
に

お
い
て
相
対
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
シ
ン
ボ
ル
は
主
体
―
客

体
の
双
方
の
関
係
の
中
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
シ
ン
ボ
ル
は

観
察
（
瞑
想
〈es contem

plado

〉）
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
普
遍

性
を
目
指
し
た
り
、
目
的
化
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
言
語
が
も
し
単
に
目
的
を
示
す
た
め
の
道
具
や
、

情
報
を
伝
達
す
る
手
段
で
あ
る
な
ら
神
に
つ
い
て
語
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
人
間
は
、
情
報
伝
達
だ
け
の
た
め
に

話
す
の
で
は
な
く
、
建
設
的
に
話
す
こ
と
へ
の
必
要
性
が
あ

る
か
ら
話
す
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
言
語
に
お
い
て
、
普
遍

性
（
同
時
に
ロ
ゴ
ス
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
）
へ
と

参
与
す
る
本
質
的
な
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
人

間
は
、
こ
と
ば
を
通
し
て
神
的
な
次
元
に
触
れ
よ
う
と
す
る

が
、
そ
れ
は
普
遍
的
な
宇
宙
の
次
元
が
ロ
ゴ
ス
と
一
体
不
可

分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う13

。

シ
ン
ボ
ル
と
は
つ
ま
り
、
現
実
に
立
ち
顕
れ
て
く
る
何
か

な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
体
に
顕
れ
る
何
か
で
も
あ
る
。
立

ち
顕
れ
る
の
は
、
誰
か
に
つ
ま
り
、
意
識
に
立
ち
顕
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
立
ち

顕
れ
る
こ
と
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
顕
れ
る
何
か
は
実

態
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
の
意
識
に
顕
れ
る

の
は
、
こ
の
世
に
存
在
す
る
純
粋
に
対
象
と
し
て
の
実
体
や
、

単
に
精
神
に
存
在
す
る
実
体
で
は
な
い
。
シ
ン
ボ
ル
は
、
対

象
と
主
体
の
双
方
の
側
面
を
抱
え
、
そ
の
両
側
面
を
一
体
化

さ
せ
る
。
例
え
ば
、Pātra 

と
い
う
ギ
リ
シ
ア
語
は
、
コ
ッ
プ
、

コ
ン
テ
ナ
、
容
器
と
翻
訳
で
き
る
が
、
同
時
に
「
ペ
ル
ソ
ナ
」

を
意
味
す
る
。

シ
ン
ボ
ル
は
何
か
を
推
定
さ
せ
る
助
け
と
な
る
が
、
も
し

シ
ン
ボ
ル
に
解
釈
が
必
要
な
ら
ば
そ
れ
は
単
な
る
記
号
と
な

り
、
も
は
や
シ
ン
ボ
ル
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る14

。

し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
で
解
釈
が
求
め
ら
れ
る
。
人
間
は
、
シ
ン
ボ
ル
だ

け
で
は
生
き
て
い
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
解
釈

と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
た
い
。
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解
釈
学

神
話
・
信
仰
・
解
釈
学
は
相
互
に
関
係
し
あ
っ
て
、
相
互

に
活
か
し
あ
っ
て
い
る
。
パ
ニ
カ
ー
は
こ
れ
をLa triple 

（cosm
oteándrica

） unidad del universo

と
よ
ん
で
い
る
。

解
釈
学
と
は
、
シ
ン
ボ
ル
に
意
味
を
与
え
、
意
味
を
生
み

出
し
、
シ
ン
ボ
ル
を
生
活
に
根
差
し
た
も
の
と
す
る
。
パ
ニ

カ
ー
に
よ
る
と
解
釈
学herm

enéutica

と
は
、
解
釈
の
わ
ざ

で
あ
り
、
科
学
で
あ
り
、
そ
の
過
程
を
通
し
て
、
ま
た
新
た

な
シ
ン
ボ
ル
を
浮
き
彫
り
に
さ
せ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
解

釈
と
は
、
認
識
し
て
い
る
主
体
と
認
識
す
る
対
象
の
分
裂
を

克
服
す
る
方
法
で
あ
る
。
パ
ニ
カ
ー
は
こ
こ
で
解
釈
学
に
お

い
て
重
要
な
三
つ
の
方
法
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
三
つ

の
方
法
は
相
互
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
認
識
論
に
よ
る
分
裂

や
、
そ
れ
に
よ
る
人
間
の
孤
立
を
克
服
す
る
た
め
の
カ
ギ
と

な
っ
て
い
る
。

ひ
と
つ
め
は
、morfológica

（
形
態
論
） で
あ
る
。morfológica
と

は
、
親
、
教
師
、
長
老
な
ど
が
授
け
る
、
知
的
な
説
明
や
教

養
、
教
育
を
指
す
。
正
確
な
意
味
に
い
ま
だ
通
じ
て
い
な
い

人
々
に
対
し
て
与
え
る
説
明
や
教
育
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
を

読
む
の
は
ま
さ
に
こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
場
合
、
論
理
学
の

方
法
論
が
用
い
ら
れ
る
。

次
に
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、diacronica

（
通
時
態
）
で
あ

る
。
通
時
態
と
は
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
理
解
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
テ
キ
ス
ト
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
で
あ
る
。

事
実
の
も
と
も
と
の
意
味
と
解
釈
す
る
側
の
時
間
的
な
溝
を

埋
め
る
方
法
論
で
あ
る
。
ま
た
、diacronica

は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
と
時
間
の
問
題
と
も
関
連
し
て
い
る
。
内
在
的
な
要
素
と

し
て
の
時
間
的
な
要
因
を
中
心
に
考
察
す
る
。
こ
の
場
合
、

歴
史
科
学
的
な
方
法
論
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
解
釈
の
過
程

は
、
他
の
世
界
観
を
理
解
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
現
に
あ

る
立
ち
位
置
か
ら
、
脱
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

最
後
に
パ
ニ
カ
ー
が
取
り
上
げ
て
い
る
の
はdiatópica

で
あ

る
。
パ
ニ
カ
ー
が
こ
の
方
法
論
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
ま

さ
にdiatópica

が
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
の
不
理
解
が
な
ぜ

生
じ
る
の
か
そ
の
根
拠
を
考
え
る
カ
ギ
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

パ
ニ
カ
ー
は
、
異
文
化
間
の
相
互
理
解
に
溝
が
生
じ
る
の
は
、

あ
る
特
定
の
伝
統
と
広
い
伝
統
の
う
ち
に
あ
る
時
間
的
な
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
二
者
間
の
ト
ポ
イ

0

0

0

の
溝
に
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
そ
の
溝
の
原
因
は
、
歴
史
的
伝
統
の
共
通
性
や
、

ま
た
相
互
の
文
化
交
流
史
に
お
い
て
、
知
性
や
基
本
的
な
前

提
条
件
を
め
ぐ
る
型
が
、
築
い
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に

あ
る
と
パ
ニ
カ
ー
は
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
異
文
化
間
が
相

互
に
理
解
し
合
い
、
受
け
入
れ
合
う
た
め
に
は
、
二
者
間
（
あ

る
い
は
そ
れ
以
上
の
）
文
化
の
間
の
理
解
の
場
や
自
己
理
解
が

必
要
な
の
で
あ
る15

。
こ
の
方
法
は
私
た
ち
を
、
あ
る
特
別
な

対
話
（dia-logos

）
へ
と
導
く
。
こ
のdia-logos

は
、
私
た
ち
が
交

わ
り
の
う
ち
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
神
話
を
生
み
出
し
な
が

ら
、
対
話
の
次
元
へ
と
、
こ
と
ば
を
超
え
た
心
の
次
元
に
到

達
し
、
最
終
的
に
は
同
じ
知
性
の
地
平
を
共
有
す
べ
く
、
理

解
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。diatópica

に
よ
る
解
釈

は
、
テ
キ
ス
ト
や
コ
ン
テ
ク
ス
ト
以
前
のpretexto

を
問
題
と

す
る
。
さ
ら
に
、diatópica

に
よ
る
解
釈
は
、
他
者
を
同
様
に

知
の
源
泉
と
捉
え
る
た
め
、
対
象
と
し
て
客
観
化
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。diatópica
に
お
い
て
中
心
的
な
問
題
は
、
人
間

の
多
様
な
自
己
理
解
の
あ
り
方
の
理
解
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

diatópica

は
、
真
のdialogo-dialogico
に
到
達
す
る
た
め
に
、
根
本

的
な
違
い
を
持
つ
人
間
の
地
平
、
ま
っ
た
く
異
な
る
伝
統
や

文
化
の
場
（topoi

）
に
触
れ
る
試
み
で
あ
り
、
異
な
る
場
を

通
し
た
あ
る
理
解
に
至
る
た
め
の
わ
ざ
な
の
で
あ
る
。
こ
の

dialogo-dialogico

は
、
弁
証
法
的
対
話
（dialogo-dialectico
）
を
超
え
、

真
の
他
者
理
解
へ
と
私
た
ち
を
向
か
わ
せ
る
。
そ
れ
は
、
独

自
の
言
語
の
限
界
を
超
え
、
共
通
の
言
語
を
築
こ
う
と
す
る
、

真
の
相
互
の
対
話
で
あ
る16

。

こ
の
真
の
対
話
こ
そ
、
私
た
ち
が
無
意
識
の
う
ち
に
分
離

し
て
し
ま
っ
て
い
る
神
話
（m

ythos

）
とlogos

、
主
体
と
客
体
、

心
と
精
神
、
合
理
的
思
考
と
霊
の
二
元
性
を
克
服
す
る
カ
ギ

な
の
で
あ
る
。

6
神
話・信
仰
を
現
実
に
活
か
す
わ
ざ
と

し
て
の
身
心
変
容

パ
ニ
カ
ー
の
提
唱
す
る
神
話
・
信
仰
・
解
釈
学
の
一
体
不

可
分
性
を
契
機
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
るm

ythos

、
信
仰
と

そ
れ
を
信
仰
生
活
に
活
か
す
わ
ざ
と
し
て
の
「
解
釈
の
在
り

方
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
私
た
ち
の
世
界
は
神
話

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
ロ
ゴ
ス
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
神
話
と
は
す
な
わ
ち
、
ロ
ゴ
ス
と
は
違
う
次
元
で
の

「
知
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
神
話
と
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
伝
統
文
化
的
背
景
を
持
つ
私
た
ち
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信

仰
に
お
い
て
体
験
さ
れ
る
、
霊
的
な
次
元
で
あ
り
、
そ
れ
を

生
活
に
具
体
的
に
生
か
し
て
い
く
た
め
の
わ
ざ
と
は
、
自
ら

が
体
験
し
た
こ
と
の
意
味
を
問
い
、
単
に
言
語
化
す
る
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
典
礼
に
お
け
る
祈
り
、
朗
読
な
ど
信
仰
生

活
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
パ
ニ
カ
ー
は
、
神
話
と
人
間
の
位
置

を
め
ぐ
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
は
た
し
て
あ
る
特

定
の
地
域
や
文
化
背
景
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
神
話
が
、
異

な
る
文
化
や
地
域
に
お
い
て
も
似
た
よ
う
な
神
聖
な
歴
史
と

し
て
、
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問

題
は
、
単
に
他
の
外
国
語
に
適
し
た
翻
訳
を
す
る
、
と
い
っ

た
問
題
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
異
な
る
言
語
の
翻
訳
の
問
題

で
は
な
く
、
広
い
意
味
で
の
言
語
の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
翻
訳
す
る
こ
と
と
神
話
を
解
釈
す
る
こ

と
の
違
い
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
。
神
話
の
解
釈
は
、
典

礼
の
司
式
者
、
あ
る
い
は
預
言
者
で
あ
る
祭
司
の
真
の
役
割
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で
あ
る
、
典
礼
の
行
為
に
類
似
し
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、

「
神
話
を
祝
う
」
こ
と
は
、
そ
の
文
化
や
地
域
の
違
い
を
超
え

て
い
る
と
い
う
。
神
話
と
は
、
発
見
さ
れ
、
聴
か
れ
る
も
の

で
あ
る
。
す
べ
て
の
神
話
は
、
疑
い
な
く
、
自
ら
が
発
見
し

た
出
来
事
を
こ
と
ば
に
発
す
る
場
を
与
え
る
。
そ
れ
と
同
時

に
、
神
話
は
私
た
ち
を
あ
る
方
向
へ
と
導
き
、
扉
を
開
き
、
現

実
の
あ
る
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
。
私
た
ち
が
ま
っ
た
く
理

解
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
完
全
に
新
た
な
啓
示
は
存
在
し

な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
顕
れ
る
あ
ら
ゆ
る
啓
示
は
、
私

た
ち
が
垣
間
見
、
予
見
し
、
ま
た
信
じ
た
こ
と
を
顕
わ
に
す

る
の
で
あ
る17

。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
例
え
ば
、
ラ
テ
ン
語
の
グ
レ
ゴ

リ
オ
の
聖
歌
に
よ
る
祈
り
を
、
歴
史
的
文
化
的
背
景
の
ま
っ

た
く
異
な
る
日
本
に
お
い
て
行
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
祈
り

に
よ
る
神
聖
さ
や
美
し
さ
は
、
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
む

し
ろ
時
空
を
超
え
て
、
私
た
ち
に
な
に
か
を
明
ら
か
に
し
て

く
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
の
中
心
は
、
言
語

の
翻
訳
や
意
味
解
釈
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
受
け
止
め
、
発

見
し
た
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
に
よ
る
祈
り
の
神
話
性
を
ど
の
よ

う
に
典
礼
に
お
け
る
祈
り
の
行
為
を
通
し
て
、
表
現
す
る
か

で
あ
る
。
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
の
祈
り
の
美
し
さ
は
そ
の
意
味

理
解
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
聖
歌
の
持
つ
響
き

に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
「
響
き
」
に
こ
そ
、
祈

る
人
々
が
信
仰
を
通
し
て
受
け
取
っ
た
啓
示
（
神
話
性
）
が

顕
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

7
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
祈
り
の
実
践
と
信
仰

生
活
に
お
け
る
身
心
変
容
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
き
た
。
湯

浅
泰
雄
が
提
示
し
た
「
行
」
や
「
修
行
」
の
問
題
を
契
機
に
、

ど
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
生
活
に
お
け
る
祈
り
と
典

礼
の
実
践
（
修
行
）
と
身
心
変
容
（
信
仰
体
験
）
の
関
係
を
考

え
る
か
と
い
う
の
が
本
稿
の
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
を

追
求
す
る
た
め
に
、
パ
ニ
カ
ー
の
「
神
話
」「
信
仰
」「
解
釈

学
」
を
め
ぐ
る
思
想
を
カ
ギ
に
、
啓
示
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ

た
信
仰
と
祈
り
の
実
践
や
信
仰
生
活
の
関
係
に
つ
い
て
考
察

し
た
。
啓
示
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ
た
真
の
知
を
ど
の
よ
う
に

生
活
に
お
い
て
、
ま
た
典
礼
に
お
い
て
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
か
。
キ
リ
ス
ト
教
の
行
を
め
ぐ
る
課
題
の
中
心
は

こ
の
問
い
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
真
の
英
知
」
に
つ
い
て
パ
ニ
カ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。「
英
知
と
は
生
き
方
の
わ
ざ
」
で
あ
り
、「
生
き
る
こ

と
を
味
わ
う
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
人
生
に
つ
い
て
知

る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
生
の
満
ち
足
り
た
体
験
で
あ

る18

」
パ
ニ
カ
ー
に
と
っ
て
「
英
知
」
と
は
、「
マ
ン
ト
ラ
」
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
ば
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
常
に
彼
の
中
に
あ
り
、

そ
れ
に
従
い
生
き
て
き
た
と
い
う
。
私
た
ち
の
内
面
に
響
く

の
は
音
楽
だ
け
で
は
な
く
、
思
想
に
も
響
き
が
あ
る
と
い
う
。

そ
れ
は
聴
覚
に
お
い
て
感
じ
る
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
の

精
神
、
身
体
、
そ
し
て
霊
に
ま
で
響
き
わ
た
る
、
と
述
べ
て

い
る
。

真
の
英
知
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
る
言
語
に
は
、
聴
覚
と
身

心
を
つ
な
ぐ
ち
か
ら
が
あ
る
の
で
あ
る19

。
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湯
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1
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う
の
は
、
い
ま
の
瞬
間
の
「
現

実
」
に
常
に
気
づ
き
を
向
け
、
そ
の
現
実
を
あ
る
が
ま
ま
に

知
覚
し
、
そ
れ
に
対
す
る
思
考
や
、
感
情
に
と
ら
わ
れ
な
い

で
い
る
心
の
持
ち
方
、
存
在
の
あ
り
様
な
ど
と
説
明
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
現
実
と
い
う

も
の
を
理
解
す
る
と
き
に
わ
れ
わ
れ
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
子
ど
も
は
ま
さ
に
そ
う
で
す
。
初
対
面
の
人
と

会
っ
て
、
何
か
怖
そ
う
な
人
だ
と
、
ち
ょ
っ
と
遠
巻
き
に
し

て
近
づ
か
な
か
っ
た
り
、
優
し
そ
う
な
人
に
抱
き
つ
い
た
り

し
ま
す
。
そ
の
「
感
じ
取
る
」
と
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は

で
き
る
は
ず
な
の
で
す
が
、
大
人
に
な
る
と
そ
れ
を
忘
れ
て

し
ま
い
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
し
ま
う
の

で
す
。「
こ
の
目
の
前
に
い
る
人
は
自
分
の
味
方
な
の
か
な
、

敵
な
の
か
な
。
俺
の
言
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
く
れ
る

の
か
な
。
何
か
意
地
悪
っ
ぽ
い
顔
を
し
て
い
る
な
」
と
か
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
、
感
じ
る

力
自
体
が
働
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
逆
転
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
考
え
て
現
実
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
の
で
は
な
く
、
等
身
大
に
感
じ
取
ろ
う
と
す
る
、
そ
れ
を

「
気
づ
き
」
と
い
い
ま
す
が
、
等
身
大
の
気
づ
き
を
持
て
る
よ

う
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
心
の
持
ち
方
と

い
う
の
は
、
い
ま
こ
の
瞬
間
に
そ
う
い
う
心
の
使
い
方
を
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
心
の
状
態
を
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
と
呼
び
ま
す
。

一
方
で
、
そ
う
い
っ
た
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
繰
り
返
し

つ
く
り
出
す
練
習
を
し
て
い
く
と
、
感
じ
方
と
い
う
か
、
普

段
の
心
の
動
き
方
自
体
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。
こ
れ
は

特
性
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
心
理
特
性
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で

す
。
す
ぐ
に
ハ
ッ
と
こ
こ
に
戻
っ
て
来
ら
れ
る
、
気
づ
け
る

よ
う
な
存
在
の
あ
り
様
、
生
き
方
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
例

え
ば
、
後
ほ
ど
お
話
し
す
る
武
道
・
芸
道
で
い
え
ば
、
宮
本

武
蔵
は
明
ら
か
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
達
人
だ
っ
た
と
思

う
の
で
す
。
そ
う
で
な
い
と
、
目
の
前
の
こ
と
に
集
中
し
て
、

後
ろ
か
ら
叩
き
切
ら
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
っ
た
は
ず
な
の
で
す
が
、
ど
こ
か
ら
攻
め
ら
れ
て
も
、
感

じ
て
、
か
わ
す
こ
と
も
で
き
る
し
、
攻
め
る
こ
と
も
で
き
る

し
、
逃
げ
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
と
い
う
よ
う
な
周
り
の
空

間
す
べ
て
に
気
づ
き
、
気
を
配
っ
て
い
た
。
そ
う
い
う
ふ
う

に
生
き
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

長
生
き
し
て
、
剣
聖
と
ま
で
い
わ
れ
ま
し
た
。
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
を
日
々
実
践
し
て
い
る
と
、
放
っ
て
お
い
て
も
そ
う

い
っ
た
心
の
状
態
が
生
じ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
も
非
常

に
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
持
続
的

な
心
の
在
り
方
を
確
立
し
て
い
く
の
が
目
標
で
す
。

1-

1　
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
仏
教
の「
自
己
観
」

と
こ
ろ
で
、
い
ま
の
瞬
間
の
現
実
と
い
う
「
現
実
」
に
は
、

自
分
の
思
考
、
感
情
、
身
体
感
覚
、
記
憶
な
ど
私
的
出
来
事

が
含
ま
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
仏
教
か
ら
来
て
い
る
自
己
観
で

す
。
仏
教
の
自
己
観
で
、「
自
分
」
に
認
め
て
い
る
の
は
体
験

を
す
る
、
観
察
を
す
る
と
い
う
働
き
だ
け
で
す
。
そ
の
場
合

に
、
自
分
の
体
で
あ
れ
、
心
で
あ
れ
、
す
べ
て
観
察
を
す
る

自
分
の
外
で
起
こ
っ
て
い
る
出
来
事
だ
と
捉
え
る
わ
け
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
自
分
の
思
考
、
感
情
、
身
体
感
覚
、
記
憶
な

ど
も
自
分
の
観
察
対
象
で
、
自
分
の
心
の
中
で
起
こ
っ
て
い

る
、
体
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
出
来
事
な
の
だ
と
い
う
ふ
う

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
認
知
行
動
療
法　
　

熊
野
宏
昭

早
稲
田
大
学
人
間
科
学
学
術
院
教
授
／
臨
床
心
理
学
・
行
動
医
学
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に
考
え
て
い
く
わ
け
で
す
。「
変
な
こ
と
を
言
う
な
」
と
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
、
外
で
「
ド
カ
ン
」
と
音
が

し
て
、「
な
ん
だ
、
何
が
起
こ
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
ふ
う
に
思

い
ま
す
よ
ね
。
自
分
の
外
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
何

が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。
注
意
を
そ

ち
ら
に
向
け
て
、「
何
が
起
こ
っ
た
ん
だ
？
」
と
い
う
ふ
う
に

耳
を
す
ま
し
て
知
ろ
う
と
し
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
い
ま
、
私

が
、
急
に
胸
が
痛
ん
だ
と
し
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
心
筋
梗
塞
な
の
か
、

胸
や
け
な
の
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
外
で
「
ド
カ
ン
」

と
音
が
し
た
の
と
同
じ
構
図
で
す
。
や
は
り
、
何
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。「
自
分
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
な
ら
わ
か
る
で
し
ょ
う
」
と
い
わ
れ
て
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
自
分
の
外
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
な
の
で
す
。

そ
う
い
う
と
、
心
の
中
は
「
さ
す
が
に
そ
う
い
う
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
」
と
思
う
わ
け
で
す
。

で
も
、
急
に
何
か
を
思
い
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ず
っ
と
思
い
出
さ
な
か
っ
た
の
に
、
ふ
っ
と
、
思
い
出

し
ま
す
。
誰
が
思
い
出
し
た
の
か
、
勝
手
に
出
て
き
た
と
い

っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
う
な
感
じ
で
す
。
そ
う
い
っ
た
、
自
分

の
中
と
思
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
実
は
観
察
す
る
と

い
う
自
分
か
ら
す
れ
ば
、
外
で
起
こ
っ
て
い
て
、
観
察
対
象

に
な
る
の
で
す
。
そ
こ
で
、
観
察
す
る
自
分
と
観
察
さ
れ
る

現
実
と
い
う
も
の
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
面
倒
な
こ
と
に
、
そ

の
間
に
い
ろ
い
ろ
な
イ
メ
ー
ジ
と
か
思
考
と
か
が
入
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
例
え
ば
、
自
分
が
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
思
い

出
し
た
の
か
、
考
え
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
見
て
い

る
自
分
と
、
見
ら
れ
て
い
る
記
憶
と
の
間
に
思
考
や
感
情
や

イ
メ
ー
ジ
が
入
っ
て
き
て
、
ど
れ
が
現
実
で
、
ど
れ
が
自
分

が
思
い
浮
か
べ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
な
の
か
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
こ
で
、
自
分
の
外
に
あ
る
物
事
、
例
え
ば
そ
こ
に
座
っ

て
い
る
相
手
の
人
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
分
か
り
や
す
い

と
思
い
ま
す
。「
そ
の
人
は
ど
ん
な
人
な
ん
だ
ろ
う
か
」
と
ダ

イ
レ
ク
ト
に
感
じ
て
い
れ
ば
感
じ
取
れ
る
は
ず
で
す
が
、
わ

れ
わ
れ
は
常
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
感
じ
て
、
ま
と
め
て
考

え
て
、
思
い
出
し
て
い
る
わ
け
で
、
目
の
前
の
人
が
ど
ん
な

人
な
の
か
感
じ
取
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
自

分
の
解
釈
や
評
価
を
現
実
や
自
分
に
対
し
て
も
向
け
て
し
ま

い
、
そ
れ
を
現
実
や
自
分
と
取
り
違
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ

る
が
ま
ま
に
知
覚
で
き
な
く
な
っ
て
、
妄
想
の
世
界
に
広
が

っ
て
し
ま
う
、
こ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
苦
し
み
の
原
因

に
な
る
の
だ
と
い
う
、
捉
え
方
で
す
。

1-

2　
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
で
自
分
や
現
実
の
実
像
を
捉
え
る

そ
こ
で
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
自
分

や
現
実
の
実
像
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
と
い
う
の
は
、
ス
ト
レ
ス
の
な
い
状
態
、
あ
る
い
は
、

ス
ト
レ
ス
を
緩
和
す
る
状
態
の
一
つ
か
な
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
図
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ス
状
態

の
逆
に
近
い
の
は
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
状
態
で
す
。
そ
れ
に

対
し
て
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う
の
は
違
っ
た
軸
に
あ

る
の
だ
と
考
え
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
で
す
。
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う
の
は
目
覚
め
の
状
態
な
の
で
す
。
目

が
覚
め
て
ち
ゃ
ん
と
目
の
前
の
こ
と
を
感
じ
て
い
る
状
態
だ

と
理
解
し
た
ほ
う
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
本
質
を
捉
え
や

す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
逆
の
状
態
は
、
ス
ト
レ
ス
の
状
態
と

い
う
よ
り
も
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
の
状
態
だ
と
理
解
し
て
い
た

だ
く
と
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は
何
か
と
い
う
の
が
見
え

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
じ
ゃ
な
い
、
心

こ
こ
に
あ
ら
ず
の
状
態
と
い
う
の
は
、
現
実
あ
る
い
は
、
自

分
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
、
現
実
や
自
分
を
で
っ
ち

あ
げ
て
し
ま
う
こ
と
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

私
の
話
が
始
ま
っ
て
し
ば
ら
く
経
ち
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
も
そ
ろ
そ
ろ
、「
何
か
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
な
」

と
か
、「
ど
っ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
話
を
し
て
い
る
な
」
と
か
、

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
始
め
ま
す
。
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
の

で
、
考
え
事
を
始
め
る
の
で
す
。
考
え
事
を
始
め
る
と
み
な

さ
ん
は
こ
こ
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
ど
こ
か
へ

行
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
私
が
急
に
黙
っ
た
り
す

る
と
、「
何
だ
、
急
に
静
か
に
な
っ
て
ど
う
し
た
ん
だ
」
と
、

こ
こ
に
ハ
ッ
と
帰
っ
て
き
ま
す
が
、
ハ
ッ
と
気
が
つ
い
た
状

態
そ
の
も
の
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
な
の
で
す
。

1-

3　

心
こ
こ
に
あ
ら
ず
の
状
態
で
は
う
ま
く
い
か
な
い

心
こ
こ
に
あ
ら
ず
の
状
態
だ
と
な
ぜ
ま
ず
い
の
で
し
ょ
う

か
。
私
の
話
が
「
ど
っ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
話
を
し
て
い
る
。

じ
ゃ
あ
、
ち
ょ
っ
と
、
他
の
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
か
な
」、

図１　目を覚まし、瞬間瞬間の自分に戻ること（熊野宏昭、2016年より）
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こ
れ
は
ま
ず
く
な
い
で
す
。
ど
こ
か
で
聞
い
た
話
を
何
度
も

聞
く
必
要
は
な
い
で
す
か
ら
。
み
な
さ
ん
が
考
え
た
い
こ
と

を
い
ろ
い
ろ
考
え
る
と
い
う
の
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
で
す
。

で
も
、
目
の
前
の
こ
と
に
集
中
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き

で
も
そ
う
い
う
こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
、
こ
れ
は
あ
ま
り
よ

ろ
し
く
な
い
わ
け
で
す
。
例
え
ば
、
友
達
に
相
談
し
て
、「
大

事
な
話
な
の
で
よ
く
聞
い
て
ね
。
そ
れ
で
君
が
ど
う
思
う
の

か
ぜ
ひ
教
え
て
ほ
し
い
ん
だ
。
で
ね
、
こ
う
い
う
こ
と
な
ん

だ
」
と
話
し
始
め
ま
す
。
す
る
と
、
三
分
も
経
た
な
い
う
ち

に
、
壁
の
時
計
を
見
始
め
た
り
、
外
の
風
景
を
見
始
め
た
り
、

あ
る
い
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
取
り
出
し
た
り
し
ま
す
。
困

り
ま
す
よ
ね
、
ス
マ
ホ
で
メ
ー
ル
と
か
読
ま
れ
て
は
。「
ち
ゃ

ん
と
、
聞
い
て
っ
て
言
っ
た
じ
ゃ
ん
。
大
事
な
話
を
し
て
い

る
の
に
（
こ
こ
に
い
て
く
れ
な
い
と
）
困
る
ん
だ
よ
」
と
い
う

こ
と
で
、
非
常
に
頼
り
に
な
ら
な
い
相
手
に
な
っ
て
し
ま
う

わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
の
状
態
に
な
る

と
頼
り
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
ち
ゃ
ん
と
こ
こ
に
目

を
覚
ま
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

自
分
の
中
で
も
そ
う
で
す
。
例
え
ば
時
間
が
な
い
か
ら
、
一

時
間
の
間
に
こ
の
課
題
を
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

始
め
る
の
だ
け
ど
、
五
分
も
経
っ
た
ら
、「
あ
れ
、
明
日
の
天

気
は
ど
う
だ
っ
た
か
な
」「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
ど
う
な
っ
た

ん
だ
」
と
調
べ
始
め
た
り
し
ま
す
。
五
分
、
一
〇
分
経
っ
て

し
ま
っ
て
、「
時
間
が
あ
と
三
〇
分
し
か
な
い
」。
そ
う
い
う

ふ
う
に
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
い
ま
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
も
お
留
守
に
な
っ
て
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
時
に
わ
れ
わ
れ
の
頭
の
中
に
出
て
く
る
こ
と
、
こ

れ
は
マ
イ
ン
ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
と
い
っ
た
り
し
ま
す
。
マ
イ

ン
ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
中
身
は
、
だ
い
た
い
気
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
自
分
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
こ

と
、
昔
の
こ
と
を
思
い
返
し
て
、「
な
ん
で
あ
ん
な
こ
と
言
っ

ち
ゃ
っ
た
の
か
な
」「
な
ん
で
こ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
の
か

な
」、
こ
れ
を
「
反
芻
」
と
い
い
ま
す
。
昔
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

体
験
を
繰
り
返
し
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
う
つ

の
非
常
に
大
き
な
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
で
す
。

ほ
か
に
「
取
り
越
し
苦
労
」
も
あ
り
ま
す
。「
新
し
い
人
と

話
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
ん
だ
っ
た
な
。
う
ま
く
話
せ
る

か
な
。
俺
、
あ
あ
い
う
タ
イ
プ
苦
手
な
ん
だ
よ
な
」
と
、
ぐ

る
ぐ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
を
日
常
の
言
葉
を
使
う
と
「
心

配
」
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
不
安
障
害
、
不
安
症
の
大
き
な

リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
ぼ
ん
や
り
し
て
い

る
と
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
を
考
え
が
ち
な
の
で
、
目
の
前

の
こ
と
に
取
り
組
め
な
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
ど
ん
ど

ん
落
ち
込
ん
で
い
っ
た
り
、
不
安
が
大
き
く
な
っ
た
り
と
い

う
こ
と
が
起
こ
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
、
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
の
状
態
に
な

る
大
き
な
理
由
は
、「
心
を
閉
じ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
心

を
閉
じ
る
と
目
の
前
の
こ
と
は
当
然
感
じ
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
「
回
避
」
と
い
い
ま
す
。
後
で
述
べ
ま
す
が
、
回

避
は
常
に
し
て
い
ま
す
。「
不
安
に
な
っ
た
り
、
落
ち
込
ん
だ

り
し
な
い
ぞ
。
痛
み
な
ん
て
感
じ
な
い
。
大
丈
夫
だ
」
と
考

え
る
と
、
も
う
感
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
の
状
態
に
な
る
に
は
大
き

く
い
う
と
、
二
つ
あ
り
ま
す
。「
考
え
て
い
る
こ
と
に
の
み
込

ま
れ
る
こ
と
」「
心
を
閉
じ
て
し
ま
う
こ
と
」
で
す
。
そ
う
し

な
い
で
、
目
の
前
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う

と
い
う
の
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
で
す
。

1-

4　

武
道
・
芸
道
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
あ
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
武
道
・
芸
道
は
、
皆
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
ま
の
日
本
の
武
道
・
芸
道
が
皆
そ
う
か
と
い
う

と
、
家
元
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
し
が
ら
み
が
あ
る
中
で
や
っ

て
い
た
ら
、
実
は
マ
イ
ン
ド
レ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
く
て
、
そ
こ
は
ま
た
別
の
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

の
で
す
が
、
本
来
の
武
道
・
芸
道
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か

ら
エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
出
し
て
い
く
と
、
や
は
り
瞑
想
法
と

し
て
練
習
す
る
の
が
一
番
手
っ
取
り
早
く
て
効
果
が
大
き
い

と
い
う
の
が
い
ま
の
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
も
実
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な
心

の
使
い
方
が
結
構
で
き
る
人
が
多
い
の
で
す
。
私
も
何
年
か

前
に
見
て
驚
い
た
の
で
す
が
、
N
H
K
の
「
ミ
ラ
ク
ル
ボ
デ

ィ
ー
」
と
い
う
番
組
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
J
リ
ー
グ

の
中
村
俊
輔
選
手
が
出
て
い
て
、
中
村
選
手
は
試
合
中
に
調

子
が
い
い
と
き
は
目
が
動
か
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。
ま
っ
す

ぐ
前
し
か
見
て
い
な
い
ら
し
い
の
で
す
。
目
が
キ
ョ
ロ
キ
ョ

ロ
動
い
て
い
る
と
き
は
う
ま
く
で
き
て
い
な
い
と
き
だ
と
い

う
話
で
し
た
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
目
が

ま
っ
す
ぐ
前
を
見
て
い
る
と
視
野
が
広
が
っ
て
す
べ
て
が
見

え
る
と
い
う
状
態
に
な
る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
自

分
が
前
に
進
ん
で
い
く
状
況
で
も
、
こ
こ
に
敵
が
い
て
、
味

方
が
い
て
、
ボ
ー
ル
が
こ
っ
ち
か
ら
飛
ん
で
き
て
、
こ
こ
に

隙
間
が
あ
る
と
い
う
の
が
全
部
見
え
る
の
で
、
そ
れ
で
う
ま

く
動
け
る
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
の
使
い
方
と
し
て
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
だ
な
と
思
う
の
で
す
。

1-

5　

瞑
想
法
に
よ
る
実
践
を
練
習
す
る

一
般
的
に
は
瞑
想
法
と
し
て
実
践
す
る
の
が
練
習
と
し
て

は
い
い
の
で
、
ま
ず
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。
座

っ
て
や
る
と
き
に
は
背
筋
が
す
っ
と
伸
び
て
い
る
の
が
大
事

で
す
。
ど
ん
な
瞑
想
法
で
も
、
背
中
を
丸
め
て
や
っ
て
も
で

き
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
と
て
も
難
し
く
な
り
ま
す
。

背
筋
を
す
っ
と
伸
ば
す
以
外
、
体
の
力
が
す
べ
て
抜
け
て
い

る
と
瞑
想
は
、
と
て
も
や
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
少
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し
体
が
前
に
倒
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
、
下
腹
に
少
し
力

が
入
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。
そ
こ
で
今
度
は
呼
吸
に
注
意
を

向
け
て
い
き
ま
す
。
自
分
が
呼
吸
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
で
す
。
体
の
動
き
と
体
の
感
覚
で
、
感
覚
の
ほ
う
が
や
り

や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
呼
吸
を
し
た
と
き
に
感
じ
ら

れ
る
、
体
の
感
覚
に
静
か
に
注
意
を
向
け
て
い
き
ま
す
。
こ

の
と
き
の
呼
吸
は
、
ゆ
っ
た
り
と
す
る
く
ら
い
で
、
な
る
べ

く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
呼
吸
を
規
則
正

し
く
す
る
瞑
想
も
あ
る
の
で
す
が
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の

呼
吸
の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
規
則
正
し
く
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

瞑
想
法
に
も
二
つ
あ
っ
て
、
集
中
す
る
瞑
想
と
観
察
す
る

瞑
想
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
瞑
想
と
い
わ
れ
た
と
き
に

だ
い
た
い
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
は
集
中
す
る
瞑
想
だ
と
思
い

ま
す
。
ろ
う
そ
く
を
見
つ
め
た
り
、
あ
る
い
は
マ
ン
ト
ラ
や

真
言
と
い
わ
れ
る
聖
な
る
音
に
集
中
し
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
、

南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
続
け
る
な
ど
で
す
。
あ
る
い
は
呼

吸
に
ず
っ
と
注
意
を
集
中
し
て
い
く
と
か
、
呼
吸
の
数
を
数

え
る
、「
吸
っ
て
吐
い
て
、
吸
っ
て
吐
い
て
」
と
規
則
正
し
く

呼
吸
を
し
て
10
ま
で
い
っ
た
ら
1
に
戻
る
と
い
う
よ
う
に
す

る
も
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
瞑
想
法
は
、
集
中
力
を
高
め
集

中
す
る
瞑
想
、
集
中
瞑
想
と
い
い
ま
す
。
実
は
、
集
中
瞑
想

は
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
と
関
係
が
深
い
の
で
す
。
そ
れ
に
対

し
て
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
観
察
す
る
瞑
想
と
関
連
が
深

い
の
で
す
。
瞑
想
に
は
集
中
瞑
想
と
観
察
瞑
想
の
二
つ
が
あ

る
。
集
中
瞑
想
は
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
、
観
察
瞑
想
は
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
関
連
が
強
い
。
こ
れ
く
ら
い
を
頭
に
置
い

て
お
く
と
、
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の

関
係
も
理
解
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

1-

6　

呼
吸
を
ゆ
っ
た
り
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
い

呼
吸
を
ゆ
っ
た
り
と
す
る
く
ら
い
に
し
て
、
な
る
べ
く
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
深
く
吸
い

た
い
と
き
に
は
深
く
吸
っ
て
い
い
し
、
体
が
楽
な
と
き
に
は

浅
く
て
い
い
わ
け
で
す
。
不
揃
い
で
全
然
構
い
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
お
な
か
や
胸
の
辺
り
の
動
き
、
あ
る
い
は
、
そ
こ
で

生
じ
る
感
覚
に
注
意
を
向
け
て
、
膨
ら
ん
で
く
る
と
き
に
は

「
ふ
く
ら
み
、
ふ
く
ら
み
、
ふ
く
ら
み
」、
縮
ん
で
い
く
と
き

に
は
「
ち
ぢ
み
、
ち
ぢ
み
、
ち
ぢ
み
」、
長
く
や
る
と
き
に
は

「
ふ
く
ら
み
、
ふ
く
ら
み
、
ふ
く
ら
み
、
ふ
く
ら
み
」
と
い
う

よ
う
な
感
じ
で
感
覚
を
そ
の
ま
ま
感
じ
取
る
よ
う
に
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
分
が
「
ふ
く
ら
み
、
ふ
く
ら
み
。
ち
ぢ
み
、
ち

ぢ
み
」
と
観
察
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
音
頭
を
取

っ
て
呼
吸
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
音
頭
を
取
る
の
で
は

な
く
、
体
が
膨
ら
ん
だ
り
、
縮
ん
だ
り
し
て
い
る
の
を
そ
の

「
ふ
く
ら
み
、
ふ
く
ら
み
、
ふ
く
ら
み
」
と
い
う
言
葉
、
気
づ

き
が
追
い
か
け
て
い
る
感
じ
で
す
。
気
づ
き
が
追
随
す
る
、
そ

う
す
る
と
、
木
の
葉
が
風
で
そ
よ
い
で
い
る
の
を
見
て
い
る

よ
う
な
感
覚
が
生
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
体
が
た

だ
、
ふ
く
ら
ん
だ
り
、
ち
ぢ
ん
だ
り
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚

が
生
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
大
事
な
の

は
、
単
調
な
練
習
を
し
て
い
る
と
雑
念
と
か
か
ゆ
み
と
か
痛

み
と
か
コ
リ
と
か
、
ち
ょ
っ
と
イ
ラ
イ
ラ
っ
と
し
た
感
じ
と

か
、
落
ち
着
か
な
い
感
じ
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
浮
か
ん

で
く
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
が
浮
か
ん
で

き
て
、
そ
れ
を
考
え
続
け
て
し
ま
う
と
、
そ
こ
で
そ
の
ま
ま

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
瞑
想
が
そ

れ
以
上
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、「
い
ま
、
こ
う
い
う

考
え
が
出
て
き
た
ん
だ
な
」
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、
そ

っ
と
ま
た
体
の
感
覚
に
注
意
を
戻
す
よ
う
に
す
る
の
で
す
。

こ
こ
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
気
づ
い
た
ら
、
そ
っ
と
戻

し
ま
す
。
気
づ
か
な
い
な
ら
仕
方
な
い
で
す
。
も
う
、
ど
こ

か
ま
で
行
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、「
あ
、
い
ま
な
ん
か
ち
ょ

っ
と
、
考
え
て
い
る
ぞ
。
ち
ょ
っ
と
か
ゆ
く
な
っ
て
き
て
い

る
ぞ
」
と
な
る
場
合
は
、
自
分
に
「
雑
念
」
と
声
を
か
け
て

あ
げ
る
の
で
す
。「
雑
念
、
雑
念
、
雑
念
」
と
自
分
に
声
を
か

け
て
あ
げ
て
、「
戻
り
ま
す
」
と
ま
た
、
心
の
中
で
声
を
か
け

て
、
そ
っ
と
呼
吸
や
体
の
感
覚
に
意
識
を
戻
し
ま
す
。
あ
る

い
は
、
か
ゆ
み
が
出
て
き
て
そ
こ
が
気
に
な
る
場
合
は
、「
か

ゆ
み
、
か
ゆ
み
、
か
ゆ
み
」
と
何
回
か
、
声
を
か
け
て
―

こ
れ
を
ラ
べ
リ
ン
グ
と
い
い
ま
す
―
、
ま
た
「
戻
り
ま
す
」

と
声
を
か
け
て
、
呼
吸
に
伴
う
体
の
感
覚
に
注
意
を
戻
す
よ

う
に
し
ま
す
。

実
は
こ
こ
ま
で
の
方
法
は
集
中
瞑
想
と
同
じ
方
法
で
す
。

た
だ
、
集
中
瞑
想
の
場
合
は
も
う
少
し
、
さ
っ
と
戻
し
ま
す
。

例
え
ば
、「
息
を
吸
っ
て
吐
い
て
、
1
、
吸
っ
て
吐
い
て
、
2
、

吸
っ
て
吐
い
て
、
3
」、
何
か
余
計
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
い

く
つ
ま
で
数
え
た
か
わ
か
ら
な
く
な
る
の
で
す
。
不
思
議
な

く
ら
い
で
す
。
不
安
な
こ
と
を
考
え
る
と
、「
あ
れ
、
5
だ
っ

た
か
な
。
6
だ
っ
た
か
な
」
と
わ
か
ら
な
く
な
る
の
で
す
。
そ

う
し
た
ら
、
そ
こ
で
何
か
ほ
か
の
こ
と
を
考
え
て
し
ま
っ
た

の
で
、
ま
た
1
に
戻
す
の
で
す
。
つ
ま
り
、
集
中
す
る
こ
と

が
手
段
な
の
で
「
そ
れ
た
」
と
気
づ
い
て
戻
す
ま
で
の
時
間

が
か
な
り
短
い
の
で
す
。
た
だ
、
集
中
瞑
想
は
集
中
す
る
と
、

雑
念
が
出
て
く
る
の
が
実
は
特
徴
な
の
で
す
。

1-

7　

自
律
性
解
放
で
す
っ
き
り

雑
念
が
出
て
く
る
こ
と
自
体
は
何
も
悪
く
な
い
の
で
す
。

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
み
な
さ
ん
の
中
で
も
自
律
訓

練
法
と
い
う
の
を
使
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

と
思
う
の
で
す
が
、
自
律
訓
練
法
は
、
し
ゃ
か
り
き
に
な
っ

て
や
っ
て
は
ダ
メ
な
の
で
す
。
受
動
的
注
意
集
中
と
い
い
ま

す
。
受
動
的
注
意
集
中
し
て
い
る
と
き
の
特
徴
は
、
雑
念
が

出
て
く
る
こ
と
で
す
。
あ
る
い
は
、
体
の
中
の
余
分
な
感
覚

が
出
て
く
る
こ
と
が
特
徴
で
、
こ
れ
は
自
律
性
解
放
と
い
い

ま
す
。
自
律
性
解
放
と
い
う
の
は
、
体
や
心
の
中
に
溜
め
込
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ま
れ
た
歪
み
が
浮
き
出
し
て
き
て
解
放
さ
れ
て
い
く
の
だ
と

い
う
比
喩
的
説
明
を
さ
れ
ま
す
が
、
体
の
中
に
蓄
え
ら
れ
た

歪
み
が
解
放
さ
れ
ま
す
の
で
、
出
て
く
る
ほ
う
が
す
っ
き
り

す
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
自
律
性
解
放
が
起
こ
っ
た
ほ
う

が
自
律
訓
練
の
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。
一
つ
但
し
書
き
と

し
て
は
、
自
律
性
解
放
が
起
き
た
と
き
に
そ
っ
ち
に
連
れ
て

い
か
れ
て
し
ま
っ
た
ら
自
律
訓
練
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す

か
ら
、「
あ
、
い
ま
、
こ
う
い
う
の
が
出
て
き
た
な
」
と
気
づ

い
て
、
ま
た
自
律
訓
練
の
練
習
に
戻
ら
な
い
と
い
け
な
い
で

す
。こ

の
よ
う
に
何
か
に
集
中
し
て
い
て
、
そ
れ
た
ら
戻
る
、
ま

た
集
中
し
て
い
て
そ
れ
た
ら
戻
る
と
い
う
の
を
繰
り
返
す
と
、

一
番
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
る
こ
と
が
定
式
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
反
応
と
い
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ベ
ン
ソ

ン
先
生
が
定
式
化
し
た
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
リ
ラ
ク
セ
ー

シ
ョ
ン
は
し
ゃ
か
り
き
に
一
つ
の
も
の
に
集
中
す
る
の
で
は

な
く
て
、
そ
れ
た
ら
戻
る
、
そ
れ
た
ら
戻
る
と
い
う
こ
と
を

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
自
体
が
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
と
て
も
役
に
立
つ

わ
け
で
す
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う
の
は
、「
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
」

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
だ
と
い
い
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
集
中
し
て
い
っ
て
、「
ふ
く
ら
み
、
ふ
く
ら
み
、
ふ

く
ら
み
、
ち
ぢ
み
、
ち
ぢ
み
、
ち
ぢ
み
」
と
や
り
な
が
ら
「
別

の
こ
と
を
考
え
て
い
る
な
」
と
ハ
ッ
と
気
づ
く
、
こ
こ
が
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
生
じ
る
瞬
間
な
の
で
す
。
そ
れ
が
、
生

じ
れ
ば
生
じ
る
ほ
ど
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
練
習
に
な
る

わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
で
も
、
前
半

部
分
は
集
中
瞑
想
の
要
素
を
利
用
し
て
、「
あ
、
い
ま
、
何
か

他
の
こ
と
を
考
え
ち
ゃ
っ
た
ぞ
」
と
気
づ
い
て
そ
っ
と
戻
り

ま
す
。
こ
の
「
そ
っ
と
戻
る
」
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
何

が
浮
か
ん
で
き
て
い
る
の
か
、
自
分
の
心
が
ど
ん
な
ふ
う
に

そ
ち
ら
に
も
っ
て
い
か
れ
た
の
か
、
ど
う
や
っ
て
自
分
は
戻

っ
て
く
る
の
か
を
観
察
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
観
察

し
な
が
ら
戻
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で
、
ま
た
も
う
一
つ
練
習
に

な
る
わ
け
で
す
。「
あ
、
そ
れ
ち
ゃ
っ
た
、
別
の
こ
と
を
考
え

ち
ゃ
っ
た
」
と
、
ハ
ッ
と
気
づ
く
と
こ
ろ
で
勉
強
に
な
り
、
そ

こ
か
ら
戻
っ
て
く
る
プ
ロ
セ
ス
を
観
察
す
る
こ
と
も
ま
た
練

習
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
観
察
す
る
練
習
を
増
や
し
て
い

く
の
が
こ
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
特
徴
で
す
。

1-

8　

注
意
を
パ
ノ
ラ
マ
的
に
広
げ
る

本
番
は
そ
の
あ
と
で
す
。
本
番
は
、
注
意
を
パ
ノ
ラ
マ
的

に
広
げ
る
と
い
い
ま
す
が
、
気
づ
き
の
対
象
に
な
る
私
的
、
公

的
出
来
事
の
す
べ
て
を
同
時
に
捉
え
続
け
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
自
分
が
感

じ
ら
れ
る
も
の
す
べ
て
を
感
じ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。
自
分
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
、
例
え
ば
耳
で
あ
れ

ば
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
音
を
捉
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

も
の
に
注
意
を
す
べ
て
向
け
て
み
る
こ
と
で
す
。
あ
る
い
は
、

空
気
の
動
き
と
か
体
の
感
覚
、
雑
念
、
自
分
が
感
じ
取
れ
る

も
の
す
べ
て
を
同
時
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
注

意
の
フ
ォ
ー
カ
ス
を
ず
っ
と
広
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
観
察
で
き
ま
す
。
こ
の
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
観
察
す
る
こ
と
自
体
が
実
は
ま
た
次
の
手
段
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
は
非
常
に
大
事
な
の
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
の
心
と
い

う
の
は
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
あ
っ
て
、
一
定
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

の
中
で
動
い
て
い
ま
す
。
そ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
使
っ
て
し

ま
う
と
、
他
の
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
先

ほ
ど
か
ら
お
話
し
し
て
い
る
よ
う
に
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

と
い
う
の
は
余
計
な
こ
と
を
考
え
る
と
う
ま
く
い
か
な
く
な

る
の
で
す
。
マ
イ
ン
ド
レ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
で
は
、
考
え
な
い
で
観
察
に
集
中
す
れ
ば
い
い

の
か
と
い
う
と
、「
考
え
な
い
」
と
や
っ
て
し
ま
う
と
、
体
験

の
回
避
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。「
考
え
な
い
、
考
え
な
い
、

考
え
な
い
、
ち
ゃ
ん
と
観
察
す
る
ぞ
」
と
や
る
と
、
ど
こ
か

で
そ
れ
が
リ
バ
ウ
ン
ド
し
て
、
ま
た
、
考
え
に
の
み
込
ま
れ

て
し
ま
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
目
の
前
の
こ
と
に
集
中
し

て
観
察
す
る
た
め
に
「
も
の
を
考
え
な
い
」
と
い
う
ふ
う
に

や
る
の
は
逆
効
果
な
の
で
す
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
に
気
を
配
る
と
い
う
ほ
う
か
ら
入
る
こ
と
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
に
気
を
配
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
感
じ
取
る

よ
う
に
す
る
と
、
心
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
皆
使
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
す
る
と
余
計
な
こ
と
を
考
え
る
余
裕
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
く
ら
い
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
気
を

配
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
現
実
の
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
捉

え
な
が
ら
、
も
う
余
計
な
こ
と
を
考
え
る
余
裕
が
な
い
の
で
、

考
え
が
浮
か
ん
で
こ
な
く
て
、
ち
ゃ
ん
と
感
じ
取
れ
る
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
な
状
態
が
ず
っ
と
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
気
を
配
れ
て
い
る

と
い
う
の
は
目
標
で
も
あ
り
、
手
段
で
も
あ
る
、
そ
う
い
う

と
こ
ろ
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

1-

9　
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
特
徴
は
五
感
を
フ
ル
に
使
う
こ
と

五
感
を
フ
ル
に
使
う
こ
と
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
特
徴

で
す
。
五
感
を
と
に
か
く
し
っ
か
り
使
い
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
て
、
集
中
瞑
想
は
逆
で
す
。
五
感
の
感
じ
を
絶
っ
て
い
く

わ
け
で
す
。
一
点
集
中
し
て
、
五
感
に
基
づ
い
て
働
い
て
い

る
心
の
働
き
を
鎮
め
て
い
く
の
が
集
中
瞑
想
の
や
り
方
で
す
。

そ
れ
が
一
番
違
う
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
で
は
脳
の
構
造
ま
で
変
わ
り
ま
す
。

実
際
に
こ
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
広
く
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
脳
の
研
究

228

第四部 ❖心の模様



者
が
こ
ぞ
っ
て
研
究
を
し
た
の
で
す
。
過
去
一
〇
年
く
ら
い

で
す
が
、
も
の
す
ご
い
勢
い
で
世
界
中
で
脳
の
研
究
者
た
ち

が
興
味
を
持
っ
て
研
究
を
し
た
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が

起
こ
っ
て
く
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
い
ま
、
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
に
よ
っ
て
ど
ん
な
効
果
が
出
る
か
と
い
う
の
は

ほ
ぼ
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
て
、
大
き
く
分
け
る
と

三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
注
意
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
が
高

ま
り
ま
す
。
注
意
制
御
の
力
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
感
情
の
制
御
の
力
が
高
ま
り
ま
す
。
感
情
の
調
整

力
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
つ
目
は
自
己
の
体
験
が

変
わ
り
ま
す
。
自
己
知
覚
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
自

己
知
覚
と
い
う
の
は
「
自
分
は
こ
う
い
う
人
間
な
ん
だ
、
こ

う
い
う
こ
と
が
好
き
で
、
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
こ

れ
が
自
分
の
性
格
で
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
れ
を

「
物
語
と
し
て
の
自
己
」
と
い
い
ま
す
。
自
分
に
対
す
る
物
語

で
す
。
そ
れ
が
普
通
わ
れ
わ
れ
が
社
会
で
生
活
し
て
い
る
と

き
に
依
拠
し
て
い
る
も
の
な
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
て
、

瞬
間
、
瞬
間
、
自
分
と
い
う
の
が
変
わ
っ
て
い
く
、
瞬
間
、
瞬

間
の
自
分
と
い
う
の
が
強
く
な
っ
て
い
く
の
が
こ
の
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
で
起
こ
っ
て
く
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

己
イ
メ
ー
ジ
や
、
自
己
概
念
に
捉
わ
れ
な
く
な
っ
て
、「
現
実

に
即
応
し
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
感
じ
取
れ
る
よ
う

に
な
る
」
と
い
う
の
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
ま
言
っ
た
、
注
意
の
制
御
に
関
係
し
て
い
る
脳

部
位
の
実
際
の
構
造
ま
で
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
使
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
脳
の
厚
み
が
増
し
て
く
る
の
で
す
。
そ
れ
と
、
感

情
制
御
の
部
分
で
は
、
脳
全
体
を
静
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
普
通
、
怒
り
と
か
不
安

と
か
抑
う
つ
と
か
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
感
じ
る
と
、
そ
う

い
う
も
の
を
表
現
す
る
と
ま
ず
い
の
で
、
前
頭
葉
が
抑
え
に

か
か
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
つ
く
り

出
し
て
い
る
の
は
扁
桃
体
と
い
わ
れ
る
場
所
で
す
。
扁
桃
体

が
ワ
ッ
と
騒
ぎ
出
し
て
、
そ
れ
を
前
頭
葉
が
抑
え
に
か
か
る

と
い
う
の
が
普
通
わ
れ
わ
れ
が
や
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
す

が
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
実
践
し
て
い
く
と
、
ど
ち
ら
も

変
化
し
な
く
な
る
の
で
す
。
扁
桃
体
は
動
い
た
ま
ま
、
前
頭

葉
も
別
に
活
動
を
変
え
な
い
で
、
で
も
、
静
か
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
脳
全
体
の
活
動
レ

ベ
ル
と
い
う
か
、
脳
全
体
の
働
き
方
を
抑
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
特
に
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い

わ
れ
る
エ
ン
ジ
ン
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
に
相
当
す
る
よ
う
な
働

き
が
脳
の
中
に
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー

ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
働
き
と
い
う
の
を
グ
ー
ッ
と
静
か
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
脳
全
体
が
静
か
に
な
っ
て
、
感
情
が
波
立

た
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

省
エ
ネ
な
の
で
す
。
省
エ
ネ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
自
然

に
体
験
し
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
己
に
関
し
て
い
う
と
、
物
語
と
し
て
の
自
己
と

い
う
の
は
ど
こ
で
司
っ
て
い
る
の
か
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
額
の
真
中
に
あ
る
場
所
で
す
。
第
三
の
目
と
昔
か
ら
い

わ
れ
て
き
た
場
所
が
、
物
語
と
し
て
の
自
己
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
の
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
側
頭
葉
と
頭
頂
葉
と

前
頭
葉
の
間
の
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
、
島と

う

と
よ
ば
れ
る
場
所

で
す
。
身
体
感
覚
を
ま
と
め
あ
げ
て
、
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
扁
桃
体
に
引
き
渡
し
て
い
く
よ
う
な
場
所
な
の

で
す
が
、
そ
こ
の
島
の
部
分
は
瞬
間
、
瞬
間
の
自
己
に
関
係

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
の
働

き
や
構
造
も
変
化
し
て
い
く
と
い
う
デ
ー
タ
が
実
際
に
出
て

い
る
の
で
す
。

1-

10　
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
構
成
要
素

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
構
成
要
素
を
ま
と
め
て
み
ま

す
。
こ
れ
は
注
意
の
観
点
か
ら
い
う
と
、
一
貫
し
て
「
い
ま
、

こ
こ
」
で
の
身
体
の
動
作
や
そ
れ
に
伴
う
身
体
感
覚
に
持
続

的
な
注
意
を
向
け
る
こ
と
（
注
意
の
持
続
）
で
す
。
そ
れ
に
不

可
避
的
に
現
れ
る
思
考
や
感
情
な
ど
の
私
的
出
来
事
に
対
し

て
は
、
気
づ
い
た
時
点
で
身
体
感
覚
に
注
意
を
戻
す
よ
う
に

す
る
（
注
意
の
転
換
）。
こ
こ
ま
で
を
繰
り
返
す
の
が
サ
マ
タ

瞑
想
、
集
中
瞑
想
、
あ
る
い
は
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
反
応
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
ま
で
で
、
注
意
の
集
中
力
、
持

続
力
が
安
定
し
て
き
た
ら
、
後
半
の
注
意
を
パ
ノ
ラ
マ
的
に

広
げ
る
ほ
う
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
注
意
の
範
囲
を
パ
ノ
ラ

マ
的
に
広
げ
て
、
意
識
に
入
っ
て
く
る
も
の
す
べ
て
に
同
時

に
気
を
配
る
の
で
す
。
こ
れ
を
注
意
の
分
割
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
よ
う
に
思
考
を
生
ま
れ
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
で
す
。
こ
れ
は
目
標
で
あ
り
手
段
で

す
。
そ
う
い
う
状
況
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
観
察
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
く
と
、
身
体
感
覚
、
思
考
、
感
情
な
ど

す
べ
て
の
私
的
出
来
事
に
気
づ
き
が
触
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ

以
上
発
展
せ
ず
消
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
し
体
験

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
何
か
雑
念
が
生
ま
れ

る
、「
い
ま
、
起
こ
っ
て
き
た
な
」
と
気
づ
く
と
、
そ
こ
で
考

え
続
け
る
の
を
や
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
考
え
続
け
る
の
を

や
め
る
と
、
し
ば
ら
く
経
つ
と
そ
の
雑
念
が
消
え
て
い
き
ま

す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
す

べ
て
の
も
の
が
生
ま
れ
て
き
て
、
強
く
な
っ
て
、
考
え
続
け

る
こ
と
を
や
め
れ
ば
そ
こ
で
消
え
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ

と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、
う
つ
病
の
人
な
ど
は
「
こ
ん
な
に
気
分
が
の
ら

な
か
っ
た
ら
、
先
生
、
ち
ょ
っ
と
、『
散
歩
』
と
言
わ
れ
て
も

で
き
な
い
な
あ
。
も
う
ち
ょ
っ
と
よ
く
な
る
ま
で
待
っ
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
ふ
う
に
言
う
わ
け
で
す
。「
も
う

ち
ょ
っ
と
よ
く
な
る
ま
で
っ
て
、
あ
な
た
そ
れ
で
何
年
こ
こ

ま
で
待
っ
て
き
ま
し
た
か
。
こ
れ
以
上
待
っ
て
も
変
わ
り
ま

せ
ん
よ
。
落
ち
込
ん
で
い
る
気
持
ち
は
ち
ょ
っ
と
置
い
て
お

い
て
、
三
〇
分
く
ら
い
歩
い
て
き
て
、
そ
の
あ
と
ど
う
な
る
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か
み
て
み
ま
せ
ん
か
」。
そ
ん
な
ふ
う
に
や
り
取
り
を
し
ま
す
。

あ
る
い
は
、「
不
安
で
、
不
安
で
」
と
い
う
人
は
「『
不
安
で
、

不
安
で
』
と
い
う
そ
の
不
安
を
な
ん
と
か
し
よ
う
と
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
不
安
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
そ
の
不

安
を
置
い
て
お
い
て
、
目
の
前
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
」
と
言
う
わ
け
で
す
。「『
置
い
て
お
い
て
』
っ
て
先

生
ど
う
な
る
ん
で
す
か
」「
置
い
て
お
い
た
ら
解
決
し
て
な
い

か
ら
あ
と
で
見
た
ら
、
ま
た
の
み
込
ま
れ
ち
ゃ
い
ま
せ
ん
か
」。

あ
る
い
は
う
つ
病
の
人
も
「
置
い
て
お
い
て
散
歩
に
行
っ
て

き
た
っ
て
、
変
わ
る
わ
け
が
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い

う
の
で
す
が
、
置
い
て
お
く
と
変
化
す
る
の
で
、
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
こ
れ
が
非
常
に
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
で
、
ま
た
も
と
も
と

仏
教
が
何
を
目
指
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
す
べ
て
の
も
の

が
変
わ
り
続
け
て
い
く
の
だ
と
い
う
宇
宙
の
一
番
基
本
的
な

性
質
に
き
ち
ん
と
気
づ
く
こ
と
な
の
で
す
。
そ
れ
は
言
っ
て

み
れ
ば
わ
れ
わ
れ
の
体
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
し
、
目

の
前
に
い
る
人
の
愛
情
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
し
、
世

の
中
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
し
、
何
か
す
ご
く
虚
し
い

こ
と
の
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
で
も
、
無
常
だ
か
ら
こ
そ
、
不

安
も
消
え
て
い
く
わ
け
で
す
。
痛
み
も
消
え
て
い
く
わ
け
で

す
。
だ
か
ら
、
無
常
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
治
療
者
に
と
っ

て
は
と
て
も
頼
り
に
な
る
の
で
す
。
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
い

つ
ま
で
も
苦
し
ま
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
洞
察
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

1-

11　

気
づ
き
の
作
法

高
野
山
大
学
の
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
教
授
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

気
づ
き
の
作
法
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。「
ふ
く
ら
み
、
ふ
く

ら
み
、
ふ
く
ら
み
、
ち
ぢ
み
、
ち
ぢ
み
、
ち
ぢ
み
」
と
続
け

る
中
で
、「
あ
、
い
ま
別
の
こ
と
考
え
ち
ゃ
っ
た
ぞ
」
と
ゆ
っ

く
り
戻
し
て
み
ま
す
よ
と
言
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
ゆ
っ
く
り

戻
し
て
く
る
と
き
に
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
心
が

呼
吸
か
ら
そ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、
何
が
起
こ
っ

て
い
た
の
か
、「
な
ん
か
い
ま
考
え
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
な
」
と
観

察
す
る
。
心
が
何
か
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
に
変

化
が
起
こ
る
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
が
何
か
を
考
え
始
め
て
悩

み
な
ど
が
浮
か
ん
で
く
る
と
、
胃
が
痛
い
と
か
、
胸
が
ざ
わ

ざ
わ
す
る
と
か
、
何
か
ち
ょ
っ
と
体
に
変
化
が
起
こ
る
の
で

す
。
体
が
歪
ん
で
き
た
り
と
か
も
し
ま
す
。
体
に
ど
ん
な
変

化
が
生
じ
て
き
た
の
か
を
感
じ
て
み
ま
す
。
体
の
変
化
を
感

じ
る
こ
と
が
、
そ
の
気
持
ち
、
考
え
て
い
る
こ
と
や
、
思
い

出
し
て
い
る
こ
と
を
受
容
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

し
て
再
度
バ
ラ
ン
ス
や
姿
勢
を
整
え
て
、
ゆ
っ
く
り
と
優
し

く
呼
吸
に
戻
り
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
も
う
一
度
動
き
を
見
つ

め
感
じ
て
み
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ス
テ
ッ
プ
を
お
い
て
い
く

と
、
こ
の
こ
と
自
体
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し
な
が
ら
観
察
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
観
察
瞑
想
の
非
常
に
い
い
入
口
に
な
っ

て
い
く
わ
け
で
す
。
何
回
雑
念
に
と
ら
わ
れ
た
と
し
て
も
そ

の
た
び
に
気
づ
い
て
、
体
を
感
じ
て
、
整
え
て
、
ま
た
呼
吸

に
戻
り
ま
す
。
こ
の
繰
り
返
し
の
中
で
自
然
に
自
分
の
癖
や

枠
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
抜
け
る
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
井
上
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

2
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
ル
ー
ツ

2-

1　

呼
吸
を
四
つ
の
領
域
か
ら
見
つ
め
る

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う
の
は
、
仏
教
か
ら
や
っ
て
き

ま
し
た
。
ブ
ッ
ダ
が
提
唱
し
た
瞑
想
法
、
あ
る
い
は
心
の
使

い
方
で
す
。
ブ
ッ
ダ
の
時
代
ま
で
に
も
集
中
瞑
想
は
あ
っ
た

の
で
す
が
、
観
察
瞑
想
と
い
う
の
は
ブ
ッ
ダ
の
発
明
、
ブ
ッ

ダ
の
発
見
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ッ
ダ
は
観
察
瞑
想
を
非
常

に
推
奨
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
お
経
が
あ
る

の
で
す
。
ア
ー
ナ
パ
ー
ナ
サ
テ
ィ
・
ス
ッ
タ
と
い
う
お
経
と

サ
テ
ィ
パ
ッ
タ
ー
ナ
・
ス
ッ
タ
と
い
う
二
つ
の
お
経
が
こ
の

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
つ
い
て
詳
し
く
書
い
て
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。「
お
経
と
は
な
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
ふ
う
に
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
の
で
す
。
瞑
想

の
手
順
が
細
か
く
、
書
い
て
あ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
と
思
え
ば

ぴ
っ
た
り
で
す
。
ど
の
よ
う
な
内
容
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
な
っ

て
い
る
か
と
い
う
と
、
呼
吸
を
四
つ
の
領
域
か
ら
一
六
の
視

点
で
見
つ
め
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
書
か
れ
て
い
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
の
だ
と
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
四
つ
の
領
域
と
い
う
の
は
身
体
、
感
受
、
心
、

法
則
性
と
し
て
い
ま
す
。

身
体
と
い
う
の
は
、
呼
吸
に
伴
っ
て
膨
ら
ん
だ
り
、
縮
ん

だ
り
す
る
感
覚
を
指
し
て
い
ま
す
。

感
受
と
い
う
の
は
、
身
体
感
覚
の
次
に
五
感
で
感
じ
る
も

の
を
い
い
ま
す
。
何
か
音
が
聞
こ
え
て
く
る
と
か
、
ど
こ
か

か
ゆ
み
を
感
じ
る
と
か
、
痛
み
を
感
じ
る
と
か
で
す
。
仏
教

の
場
合
は
五
感
＋
自
動
思
考
も
含
め
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ

を
六
根
と
い
い
ま
す
。
仏
教
で
は
感
覚
と
い
う
の
は
六
つ
あ

る
の
で
す
。
仏
教
心
理
学
は
非
常
に
面
白
い
で
す
。
自
動
思

考
も
感
覚
器
な
の
で
す
。
自
動
思
考
と
は
、
何
を
感
じ
て
い

る
の
か
、
そ
れ
は
脳
の
変
化
な
の
で
し
ょ
う
か
、
五
感
で
外

に
あ
る
も
の
の
変
化
を
感
じ
取
っ
た
と
き
に
五
感
に
引
き
続

き
起
こ
っ
て
く
る
の
が
自
動
思
考
な
の
だ
と
仏
教
で
は
い
っ

て
い
ま
す
。
五
感
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
脳
の
変
化
を

捉
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
六
根
で
外
界
、
あ
る
い
は
自
分
の
中
の
変
化
を
捉
え
た
と

き
に
生
じ
る
最
初
の
変
化
を
感
受
と
い
い
ま
す
。
そ
こ
に
注

意
を
向
け
ま
す
。

次
は
心
で
す
。
心
と
は
感
情
の
動
き
で
す
。
仏
教
で
心
と
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い
う
と
煩
悩
の
こ
と
で
す
。
代
表
的
な
も
の
が
ト
ン
、
ジ
ン
、

チ
で
す
。
貪と

ん

は
貪
る
、
欲
で
す
。
瞋じ

ん

は
怒
り
、
痴ち

は
混
乱
で

す
。法

則
性
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
っ
た
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

が
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
ど
う
い
っ
た
心
身
の

法
則
が
見
え
て
く
る
か
、
先
ほ
ど
の
無
常
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

無
我
で
、
物
語
と
し
て
の
自
己
と
い
う
の
は
実
在
し
な
い
、
そ

れ
は
単
な
る
思
い
込
み
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
苦

と
い
う
の
は
苦
し
み
と
普
通
い
い
ま
す
が
、
英
語
で
は

unsatisfactoriness

と
し
て
い
ま
す
。
満
足
で
き
な
い
こ
と
で

す
。
満
足
で
き
な
い
こ
と
を
苦
と
い
う
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ

は
す
べ
て
の
も
の
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
変
わ
ら
な
い
で
ほ
し
い
の
で
す
。
自
分
も

い
つ
ま
で
も
若
く
い
た
い
、
目
の
前
の
人
が
自
分
の
こ
と
を

ず
っ
と
愛
し
て
い
て
ほ
し
い
。
す
べ
て
変
わ
ら
な
い
で
ほ
し

い
の
だ
け
れ
ど
も
、
皆
変
わ
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
が
っ

か
り
す
る
の
で
す
。
こ
れ
が
苦
と
い
っ
て
い
る
も
の
に
な
り

ま
す
。

2-

2　

気
づ
き
の
三
つ
の
前
線

そ
し
て
、
気
づ
き
の
三
つ
の
前
線
を
作
っ
て
い
く
と
い
う

の
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
や
り
方
で
す
（
図
2
）。
最
初
、

呼
吸
に
対
し
て
「
ふ
く
ら
み
、
ふ
く
ら
み
、
ち
ぢ
み
、
ち
ぢ

み
」
と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
い
く
の
で
す
が
、
こ
れ
が
突
破

さ
れ
ま
す
。
雑
念
が
浮
か
ん
で
き
た
と
き
で
す
。
雑
念
が
浮

か
ん
で
き
て
、
何
か
考
え
始
め
ま
す
。
あ
る
い
は
、
ど
こ
か

痛
い
と
か
か
ゆ
い
と
か
気
に
な
っ
て
く
る
と
、
呼
吸
に
対
す

る
気
づ
き
が
失
わ
れ
て
突
破
さ
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
で

も
そ
こ
で
「
あ
、
い
ま
何
か
余
計
な
こ
と
考
え
ち
ゃ
っ
た
」

と
い
う
ふ
う
に
気
づ
く
の
で
す
ね
。「
雑
念
、
雑
念
、
雑
念
」

あ
る
い
は
「
痛
み
、
痛
み
、
痛
み
」
と
自
分
に
声
を
か
け
て

「
戻
り
ま
す
」
と
や
る
と
戻
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
が
目
標
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
考
え
続
け
て
し
ま
う
と
、
今
度
は
こ
の
感
受

の
前
線
が
さ
ら
に
突
破
さ
れ
て
し
ま
っ
て
感
情
の
前
線
ま
で

後
退
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
こ
で
起
こ
っ
て
く
る
の
が
、
考

え
続
け
る
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
く
る
と
か
、
何
か
欲
し
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。「
あ
れ
早
く
注
文
し
な
い
と
」

と
か
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
上
が
っ
て
、「
す
ぐ
や
っ
ち
ゃ
わ
な
い

と
」
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
イ
ラ
イ
ラ
す
る

と
き
は
、「
怒
り
、
怒
り
」
と
い
う
ふ
う
に
自
分
に
声
を
か
け

て
「
戻
り
ま
す
」
と
や
る
と
戻
れ
る
わ
け
で
す
。
あ
る
い
は
、

「
何
か
す
ぐ
に
で
も
や
ら
な
く
ち
ゃ
、
早
く
、
早
く
」
と
思
う

の
は
欲
で
す
か
ら
、「
欲
、
欲
」
と
声
を
か
け
て
、「
戻
り
ま

す
」
と
や
る
と
戻
れ
る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
で
も
落
ち
着
か
な
く
て
、
も
っ
と
突
破

さ
れ
て
し
ま
う
と
ど
う
な
る
か
と
い
う
と
、
今
度
は
何
を
や

っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
座
っ
て
い
る
の
だ
け

ど
、「
眠
い
な
」
と
思
っ
て
「
寝
ち
ゃ
っ
た
」
と
か
、
あ
る
い

は
、
集
中
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
「
何
か
夢
を
み
て
い
る

よ
う
な
感
じ
だ
な
」
と
か
、
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
、
全
然
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
い
う
と
き
も
あ
り
ま

す
。そ

う
い
う
と
き
は
そ
こ
で
あ
き
ら
め
て
や
め
て
し
ま
う
の

も
一
つ
の
手
な
の
で
す
が
、
そ
の
「
何
を
や
っ
て
も
う
ま
く

い
か
な
い
」
と
い
う
状
態
に
気
づ
け
ば
い
い
の
で
す
。
ま
っ

た
く
同
じ
図
式
で
す
。「
い
ま
、
自
分
は
混
乱
し
て
い
る
ん

だ
」
と
気
づ
け
ば
い
い
の
で
す
。「
混
乱
、
混
乱
」
と
自
分
に

声
を
か
け
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、「
戻
り
ま
す
」
と
い
っ
て

戻
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
や
り

方
は
、
い
ま
自
分
が
陥
っ
て
い
る
状
態
に
気
づ
い
て
、
そ
し

て
、
戻
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
や
っ
て
い
く
こ
と
で
あ

り
、
こ
れ
が
仏
教
の
経
典
に
も
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ

う
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
則
性
に
対
す
る
気
づ
き
、
無
常
、

無
我
と
い
う
も
の
を
洞
察
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と
い

う
の
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
瞑
想

が
深
ま
り
、
症
状
が
改
善
し
て
い
く
と
、
上
の
方
の
前
線
で

と
ど
ま
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
病
気
が
ひ
ど
く
な

っ
て
く
る
と
、
怒
り
、
欲
、
混
乱
と
い
う
と
こ
ろ
で
ず
っ
と

と
ど
ま
っ
て
い
る
、
瞑
想
が
う
ま
く
い
か
な
い
の
も
そ
う
い

う
状
態
で
す
。
だ
ん
だ
ん
練
習
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

上
の
方
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
の
や
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
戦
略
は
、
基
本
は
自
分
の
体
験
に

気
づ
い
て
、
反
応
を
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
つ
も
の
パ
タ

ー
ン
か
ら
抜
け
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
何
か
を
考
え
始
め

て
イ
ラ
イ
ラ
し
て
く
る
。
普
通
だ
っ
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
腹

が
立
っ
て
く
る
と
、
も
っ
と
腹
を
立
て
た
く
な
る
の
で
す
。
自

分
で
自
分
に
油
を
注
い
で
「
コ
ノ
ヤ
ロ
ー
」
と
や
り
た
く
な

図２　気づきの３つの前線による本丸の守り（熊野宏昭、2016年より）
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る
。「
で
も
、
ち
ょ
っ
と
待
て
。
い
ま
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
い

る
時
だ
っ
け
。
な
ん
か
、
考
え
て
い
た
ら
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て

き
た
ぞ
。
こ
の
ま
ま
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
っ
ち
ゃ
う
の
が
い
つ

も
の
自
分
の
パ
タ
ー
ン
だ
。
で
も
、
こ
こ
で
止
め
た
ら
ど
う

な
る
か
見
て
み
よ
う
」
と
し
て
、
止
め
た
ら
、
イ
ラ
イ
ラ
が

ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
て
収
ま
っ
て
く
る
の
で
す
。
何
か
「
欲
し

く
て
、
欲
し
く
て
」
と
い
う
と
き
も
ハ
ッ
と
気
づ
い
た
ら
、
そ

こ
で
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
て
収
ま
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
れ
か

ら
、
全
然
だ
め
だ
と
思
っ
て
も
、「
い
ま
、
全
然
だ
め
だ
」
と

気
づ
い
た
ら
、
そ
の
混
乱
が
そ
こ
で
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
て
、
静

ま
っ
て
い
く
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の

戦
略
は
、
反
応
を
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
つ
も
の
パ
タ
ー

ン
か
ら
抜
け
る
こ
と
な
の
で
す
。

さ
ら
に
微
細
に
見
れ
ば
、
い
ま
こ
の
瞬
間
の
身
体
感
覚
・

思
考
・
感
情
に
気
づ
い
て
、
そ
れ
に
後
続
す
る
反
応
を
止
め
、

そ
の
体
験
を
見
つ
め
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
と
ピ
ー
ク

ア
ウ
ト
す
る
ま
で
待
つ
と
い
う
一
連
の
行
動
連
鎖
を
含
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
が
、
過
去
の
学
習
歴
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

症
状
や
問
題
行
動
を
消
去
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。
わ

れ
わ
れ
は
常
に
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
、
同
じ
よ
う
な
嫌

な
自
分
に
な
り
、
同
じ
よ
う
な
失
敗
を
し
て
、
不
適
応
を
続

け
て
し
ま
う
の
で
す
。
だ
か
ら
、
途
中
で
止
め
ら
れ
れ
ば
い

い
わ
け
で
す
。
止
め
て
、
い
つ
も
や
っ
て
い
る
こ
と
を
や
ら

な
い
で
様
子
を
見
て
い
れ
ば
、
そ
こ
で
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
て
、

消
去
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
止
め
た
と

こ
ろ
か
ら
、
今
度
は
自
分
で
選
べ
ば
い
い
わ
け
で
す
。「
じ
ゃ

あ
、
次
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
な
。
ど
う
す
れ
ば
い
つ
も

と
違
う
こ
と
に
な
る
の
か
な
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

歩
く
瞑
想
と
い
う
の
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
中
で
実
践

さ
れ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
一
番
私
が

面
白
い
な
と
思
っ
た
歩
く
瞑
想
は
、
た
だ
歩
く
だ
け
で
す
。
で

も
、「
一
歩
、
一
歩
気
づ
い
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。
一
歩
一
歩
気
づ
け
ば
、
立
ち
止
ま
る
こ
と
も
で
き

ま
す
し
、
方
向
転
換
も
で
き
る
し
、
ま
た
別
の
方
向
に
足
を

出
す
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。「
歩
く
の
は
歩
く
の
で
い
い

の
で
す
が
、
一
歩
、
一
歩
、
気
づ
き
な
が
ら
歩
い
て
く
だ
さ

い
ね
」
と
い
う
の
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
一
つ
の
本
質
な

の
で
す
。「
気
づ
け
ば
、
次
が
選
べ
る
」、
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

3
認
知
行
動
療
法
と
は

3-

1　

認
知
行
動
療
法
の
三
つ
の
波

認
知
行
動
療
法
を
み
な
さ
ん
は
ど
れ
く
ら
い
使
わ
れ
て
い

る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う

の
は
認
知
行
動
療
法
と
非
常
に
相
性
が
よ
く
て
、
い
ま
は
ず

い
ぶ
ん
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
現
状
が
あ
り

ま
す
。
認
知
行
動
療
法
に
つ
い
て
は
い
ま
ま
で
に
三
つ
の
波

が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
3
）。

一
つ
目
は
行
動
療
法
の
波
で
す
。
行
動
療
法
と
い
う
の
は

一
九
五
〇
年
代
頃
に
誕
生
し
て
、
い
ま
に
至
る
ま
で
発
展
を

続
け
て
き
て
い
る
体
系
で
す
。
こ
れ
は
、
行
動
パ
タ
ー
ン
を

変
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。
行
動
パ
タ
ー
ン
が
な
ぜ
習
慣
化

さ
れ
て
続
い
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
注
目
し
ま
す
。

実
際
に
ど
ん
な
場
面
で
行
動
療
法
が
使
わ
れ
る
の
か
と
い
う

と
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活
習
慣
を
ど
う
や
っ
て
変
え
て
い
く
か

と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
や
、
子
ど
も
の
し
つ
け
に
類
す
る
よ

う
な
問
題
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
意

識
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
繰
り
返
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
う

ま
く
い
か
な
い
行
動
パ
タ
ー
ン
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
と
い

う
と
こ
ろ
が
一
番
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
認
知
療
法
と
い
わ
れ
る
治
療
体
系
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
一
九
六
〇
年
代
で
、
こ
れ
も
か
な
り
古
い

で
す
。
一
九
六
〇
年
代
に
、
エ
リ
ス
と
い
う
先
生
が
論
理
療

法
と
い
う
治
療
法
を
始
め
ま
し
た
。
人
間
と
い
う
の
は
、
自

分
の
考
え
方
と
か
予
想
と
か
予
期
と
か
期
待
と
か
、
そ
う
い

っ
た
も
の
を
自
分
の
意
志
で
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
自
分
の
考
え
方
を
自
分
で
気
づ
い
て
、
変
え
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
分
の
行
動
や
感
情
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

け
る
だ
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
自

分
の
思
考
パ
タ
ー
ン
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
が
陥
っ

て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
か
ら
抜
け
出
し
て
い
こ
う
と
い
う

流
れ
で
す
。

こ
の
二
つ
の
流
れ
は
、
か
な
り
違
い
ま
す
。
行
動
療
法
は 図３　認知・行動療法の３つの波（熊野宏昭、2012年より）
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動
物
実
験
か
ら
出
発
し
て
い
て
、
行
動
と
い
う
の
は
環
境
と

個
体
と
の
相
互
作
用
の
中
で
、
弁
別
刺
激̶

行
動̶

結
果
の

連
鎖
と
し
て
習
慣
化
さ
れ
て
い
く
の
で
、
自
分
が
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
よ
う
と
思
っ
て
も
な
か
な
か
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
そ
の
連
鎖
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
機
能
分

析
）
し
た
上
で
、
環
境
も
含
め
て
変
え
て
い
く
こ
と
で
自
分

の
行
動
も
変
え
て
い
く
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
認
知
療
法
は
、
基
礎
的
な
科
学
の
理
論
、
例

え
ば
、
認
知
心
理
学
と
か
認
知
科
学
な
ど
が
基
本
に
な
っ
た

も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
む
し
ろ
、
臨
床
の
現
場
の

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
と
か
知
恵
か
ら
出
発
し
て
き
た
、
臨
床
の

知
恵
と
し
て
始
ま
っ
た
体
系
な
の
で
す
。
そ
こ
で
は
人
間
の

捉
え
方
も
か
な
り
常
識
的
で
、
人
間
は
、
自
分
で
考
え
、
自

分
で
決
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
出
発

し
て
い
る
の
で
す
が
、
治
療
法
と
し
て
は
非
常
に
有
効
性
の

高
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
た
だ
、
い
ま
の
認
知

療
法
は
始
ま
っ
て
か
ら
六
〇
年
く
ら
い
経
っ
て
い
ま
す
の
で
、

認
知
心
理
学
と
の
結
び
つ
き
も
非
常
に
強
く
な
っ
て
、
脳
科

学
、
認
知
神
経
科
学
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
と
も
結
び
つ

い
て
、
か
な
り
学
問
的
に
し
っ
か
り
し
た
基
盤
を
も
っ
て
い

ま
発
展
し
て
き
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
二
つ
は
、
行
動
療
法
の
ほ
う
は
学
習
理
論
、
認

知
療
法
の
ほ
う
は
情
報
処
理
論
と
い
う
こ
と
で
、
ま
っ
た
く

基
盤
が
違
う
の
で
、
一
つ
に
は
な
れ
な
い
も
の
な
の
で
す
。
ま

っ
た
く
理
論
の
違
う
も
の
を
寄
せ
集
め
て
い
る
の
が
認
知
行

動
療
法
と
い
う
治
療
法
な
の
だ
と
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
い

い
で
す
。

3-

2　

行
動
の
問
題
か
、認
知
の
問
題
か

行
動
療
法
と
認
知
療
法
は
基
盤
や
理
論
が
違
う
と
い
う
こ

と
で
ど
ん
な
不
都
合
が
起
こ
る
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
大
人

の
う
つ
の
患
者
さ
ん
で
す
と
、「
こ
の
人
の
言
っ
て
い
る
こ
と

は
ず
い
ぶ
ん
極
端
だ
な
。
こ
れ
は
認
知
の
歪
み
で
し
ょ
う
。

こ
の
認
知
の
歪
み
を
な
ん
と
か
修
正
し
て
い
け
れ
ば
、
い
ろ

い
ろ
な
問
題
が
解
決
す
る
だ
ろ
う
に
な
」
と
い
う
こ
と
で
、
認

知
の
歪
み
の
と
こ
ろ
を
い
ろ
い
ろ
話
を
し
て
、
記
録
し
て
も

ら
っ
た
り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
り
し
な
が
ら
、「
い
や
、

そ
の
考
え
方
、
も
う
少
し
、
別
の
考
え
方
に
で
き
ま
せ
ん
か

ね
」
と
い
っ
て
も
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
。
そ
ん
な
と
き
に

「
い
ろ
い
ろ
、
回
避
が
目
立
つ
な
。
じ
ゃ
あ
、
ち
ょ
っ
と
こ
の

回
避
行
動
を
や
め
て
も
ら
う
よ
う
に
話
し
て
み
よ
う
か
な
」

と
思
っ
て
話
し
て
み
て
、「
そ
う
で
す
か
。
じ
ゃ
あ
、
や
っ
て

み
ま
す
」
と
や
っ
て
み
て
、
で
き
た
ら
、
考
え
方
も
ガ
ラ
ッ

と
変
わ
っ
て
「
先
生
、
思
い
切
っ
て
や
っ
て
よ
か
っ
た
で
す

よ
」
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
あ
れ
、
認
知
の
問
題
で

は
な
く
て
、
回
避
行
動
の
問
題
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

逆
に
「
こ
の
人
、
こ
の
回
避
行
動
を
続
け
て
い
る
間
は
よ

く
な
ら
な
い
な
。
だ
か
ら
、
と
に
か
く
回
避
を
や
め
て
も
ら

わ
な
い
と
」
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
話
を
す
る
け
れ
ど
、

い
く
ら
言
っ
て
も
試
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。「
お
か
し
い
な
。

な
ん
か
変
な
こ
と
を
思
い
込
ん
で
い
る
み
た
い
だ
な
。
あ
、
認

知
の
問
題
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
、
考
え
方
の
話
を

す
る
と
、「
先
生
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
の
は
初
め
て
で

す
。
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
わ
か
り
ま
し
た
。
じ
ゃ
あ
、
や
っ

て
み
ま
す
よ
」
と
や
っ
た
ら
、
ス
ッ
と
で
き
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
認
知
行
動
療
法
と
い
う
の
は
実

は
効
率
が
悪
い
の
で
す
。
認
知
の
問
題
な
の
か
、
行
動
の
問

題
な
の
か
、
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
と
い
う
と
こ

ろ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

3-

3　
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
取
り
込
む
認
知
行
動
療
法
、

二
〇
〇
〇
年
頃
花
開
く

そ
れ
に
対
し
て
、
ち
ょ
う
ど
一
九
九
〇
年
く
ら
い
か
ら
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
取
り
込
ん
だ
認
知
行
動
療
法
と
い
う
の

が
出
て
き
て
、
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
一
気
に
花
が
開
い
て
き

た
の
で
す
。
A
C
T
、
行
動
活
性
化
療
法
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
認
知
療
法
、
メ
タ
認
知
療
法
、
と
い
っ
た
も
の
が
二
〇

〇
〇
年
頃
に
ワ
ッ
と
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
療
法
は
、
実
は
認
知
の
機
能
に
対
す
る
注
目
、
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
や
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
、

結
構
共
通
し
て
い
る
面
も
あ
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
も
と

も
と
全
然
相
容
れ
な
か
っ
た
二
つ
の
体
系
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
で
同
じ
よ
う
な
土
俵
に
立
て
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
面
が
あ
る
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
「
認
知
の
機
能
へ
の
注
目
」
で
す
が
、
認
知
療

法
は
、
認
知
の
内
容
に
注
目
す
る
治
療
法
で
す
。「
そ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
ら
う
ま
く
い
か
な
い
。
別
の
考
え
方
を

し
て
み
た
ら
」
と
い
う
ふ
う
に
認
知
の
内
容
を
変
え
て
い
く

と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
。
認
知
の
機
能
に
注
目
す
る
と
い
う
の

は
「
い
つ
も
同
じ
こ
と
を
考
え
る
の
は
仕
方
な
い
で
す
ね
。
ず

っ
と
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
き
た
の
で
。
変
え
な
く
て
い

い
で
す
よ
。
で
も
、
あ
ま
り
本
気
に
な
ら
な
い
方
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
同
じ
こ

と
を
考
え
て
い
て
も
、「
そ
れ
し
か
な
い
」「
そ
れ
は
一
〇
〇

％
真
実
だ
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、
行
動
も
感
情
も
そ
れ
に
も

の
す
ご
く
影
響
を
受
け
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
い
て
も
、「
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
の
か
な
」

と
か
「
ま
あ
、
自
分
で
考
え
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
、
他
の
人

が
考
え
る
と
別
の
考
え
方
に
な
る
の
か
な
」
と
思
え
る
よ
う

に
な
る
と
、
影
響
力
が
下
が
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
同
じ
よ

う
な
こ
と
を
考
え
て
い
て
も
適
応
的
な
行
動
が
出
や
す
く
な

る
、
感
情
の
問
題
も
解
決
し
や
す
く
な
る
、
こ
れ
が
認
知
の

機
能
に
注
目
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
れ
は
認

知
療
法
の
側
で
も
そ
う
い
う
方
向
に
シ
フ
ト
し
て
き
た
の
で

す
。
行
動
療
法
は
も
と
も
と
、
認
知
も
行
動
の
一
部
と
捉
え
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て
い
ま
す
の
で
、
認
知
の
機
能
に
注
目
し
て
い
ま
し
た
。
認

知
の
機
能
へ
の
注
目
と
は
、「
同
じ
こ
と
を
考
え
て
い
て
も
い

い
け
ど
、
そ
れ
に
あ
ま
り
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
」
と
い
う
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

に
近
い
の
で
す
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
て
も
、「
そ

れ
に
の
み
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
ね
」「
考
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
ね
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
気
づ
い
て
い
れ
ば
、
そ
こ
と
少
し
距
離

が
置
け
る
の
で
、
一
〇
〇
％
そ
の
考
え
に
振
り
回
さ
れ
な
く

な
る
の
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
両
方
が
近
づ
い
て
き
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

3-

4　
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
的
認
知
行
動
療
法
」の
特
徴

こ
の
三
つ
目
の
波
の
こ
と
を
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
的
な
認

知
行
動
療
法
と
い
え
ば
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
普
通
、

認
知
行
動
療
法
と
い
う
と
、
連
続
的
に
変
化
す
る
よ
う
な
事

象
し
か
扱
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
認
知
行
動
療
法
と
は
科
学

的
な
治
療
法
な
の
で
、
き
ち
ん
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
し
て
、
こ

れ
が
原
因
で
こ
れ
が
結
果
で
と
い
う
よ
う
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト

が
で
き
る
も
の
し
か
扱
わ
な
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
わ
れ

わ
れ
の
人
生
の
中
に
は
、
連
続
的
に
変
化
し
て
い
く
時
期
と

急
激
に
変
化
す
る
時
期
の
二
つ
が
あ
る
の
で
す
。
急
激
に
変

化
す
る
時
期
は
節
目
の
時
期
と
い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
時
期
は
従
来
の
認
知
行
動
療
法
は
扱
わ
な
か
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
主
た
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
の
こ

と
を
、
認
知
療
法
は
「
認
知
的
定
式
化
」
と
い
い
、
行
動
療

法
は
「
機
能
分
析
」
と
い
う
の
で
す
が
、
そ
れ
を
ど
ち
ら
も

A
B
C
分
析
と
い
っ
た
り
も
し
ま
す
。
同
じ
名
前
で
も
中
身

が
全
然
違
う
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
ど
ち
ら
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
法
も
連
続
的
な
変
化
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
も
の
で
、
第

一
水
準
（
連
続
的
主
訴
、
主
訴
そ
の
ま
ま
）
の
変
化
を
目
指
し

て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
使
う
よ

う
に
な
っ
て
、
第
二
水
準
（
非
連
続
的
・
文
脈
込
み
）
の
変
化

も
目
標
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ど
う
し
て

か
と
い
う
と
、
い
ま
ま
で
だ
っ
た
ら
、
原
因
が
あ
っ
て
、
結

果
が
あ
っ
て
と
い
う
ふ
う
に
、
一
連
の
流
れ
で
タ
ッ
タ
ッ
タ

ッ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
一
連
の
流
れ
の

途
中
を
修
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
が
解
決
す
る
と
い
う

話
だ
っ
た
の
で
す
が
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
先
ほ
ど
言
っ

た
よ
う
に
、
つ
な
が
り
が
ど
う
で
あ
っ
て
も
気
づ
く
わ
け
で

す
。「
あ
、
こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
気
づ
い
て
、

そ
れ
で
文
脈
（
前
提
）
を
変
え
る
の
で
す
。
選
択
を
す
る
と

い
う
の
は
、
文
脈
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

3-

5　

人
生
の
節
目
に
必
要
な「
第
二
水
準
」の
変
化

人
生
の
節
目
に
は
第
二
水
準
の
変
化
が
必
要
で
す
（
図
4
）。

こ
れ
は
、
横
軸
が
発
達
段
階
で
、
縦
軸
が
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
す
。
精
神
分
析
の
発
達
論
を
図
に
し
た
よ
う
な
も
の
で
す

が
、
わ
れ
わ
れ
の
人
生
に
は
連
続
的
に
少
し
ず
つ
、
少
し
ず

つ
発
達
し
て
い
く
時
期
と
節
目
の
時
期
は
山
を
登
っ
て
山
を

下
り
る
よ
う
に
大
き
く
変
わ
る
二
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
生
の
節
目
の
時
期
と
い
う
の
は
、
精

神
分
析
の
発
達
論
に
よ
れ
ば
二
〇
年
お
き
く
ら
い
に
巡
っ
て

き
ま
す
。
最
初
の
節
目
は
一
歳
半
か
ら
三
歳
半
く
ら
い
の
分

離
個
体
化
の
時
期
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
次
の
節
目
は
二
〇

歳
前
後
の
成
人
へ
の
過
渡
期
で
す
。
次
は
中
年
の
危
機
と
い

わ
れ
る
人
生
半
ば
の
過
渡
期
で
す
。
そ
し
て
次
は
還
暦
の
前

後
で
す
。
そ
ん
な
ふ
う
に
二
〇
年
お
き
く
ら
い
に
大
き
な
山

を
越
え
て
、
非
連
続
的
に
変
化
す
る
よ
う
な
時
期
が
来
ま
す
。

こ
れ
は
ど
ん
な
感
じ
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
、
私
の
研
究
室

の
学
生
の
こ
と
で
い
え
ば
、
大
学
三
年
で
ゼ
ミ
に
入
っ
て
く

る
の
で
す
が
、
ゼ
ミ
に
入
っ
て
き
て
半
年
く
ら
い
の
時
期
に

皆
悩
み
始
め
ま
す
。「
進
学
し
よ
う
か
な
、
大
学
院
に
行
こ
う

か
な
、
就
職
し
よ
う
か
な
、
公
務
員
に
な
ろ
う
か
な
、
実
家

に
帰
ろ
う
か
な
、
留
学
し
よ
う
か
な
」
と
、
い
ろ
い
ろ
な
選

択
肢
が
出
て
き
て
、
ど
れ
を
選
ぶ
か
と
い
う
こ
と
で
悩
む
わ

け
で
す
。
こ
れ
は
、
本
人
が
ど
れ
を
選
び
た
い
か
で
す
か
ら
、

因
果
的
に
は
決
定
で
き
な
い
で
す
。
そ
れ
ら
を
比
べ
て
こ
ち

ら
の
ほ
う
が
い
い
と
か
、
な
か
な
か
言
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

本
人
が
「
エ
イ
ヤ
ー
」
と
選
ぶ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
選
ぶ
と

そ
の
あ
と
に
広
が
っ
て
い
る
人
生
は
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
だ
か
ら
連
続
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
非
連
続

的
変
化
で
こ
れ
が
文
脈
を
選
択
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
話
を
す
る
と
き
に
私
が
思
い
返
す
の
は
、
昔
、

大
学
生
の
と
き
に
行
っ
た
ス
キ
ー
場
で
す
。
そ
の
ス
キ
ー
場

図４　人生の節目には第二水準の変化が必要

心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
離
個
体
化
の
時
期 成

人
へ
の
過
渡
期

人
生
半
ば
の
過
渡
期

発達段階＝年齢

▪	節目の時期は、開放系になり、
非連続的な（第二水準の）変
化が起こる。
▪	拘束条件と初期条件（文脈）
による制御。

▪	それ以外の時期は、近似的に
閉鎖系として振る舞い、連続
的な（第一水準の）変化が起
こる。
▪	因果関係（機能関係）による

制御。
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は
一
つ
の
山
に
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
リ
フ
ト
が
つ
な
が
っ

て
い
て
、
ど
の
リ
フ
ト
を
登
っ
て
も
一
つ
の
頂
上
に
た
ど
り

着
く
の
で
す
。
頂
上
に
着
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
滑

り
降
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
頂
上
に
た
ど
り
着
く
と
、
周

り
が
よ
く
見
え
て
、「
あ
っ
ち
が
い
い
な
」
と
あ
ち
ら
に
滑
り

降
り
る
と
、
他
の
斜
面
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
斜
面
の
先
が
そ
の
先
へ
行
け
る
と
こ
ろ
と
い
う
こ
と
に
な

る
わ
け
で
す
。
そ
ん
な
ふ
う
に
、
節
目
の
時
期
で
は
文
脈
を

選
択
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
く
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

従
来
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
認
知
療
法
も
使
え
ま
せ
ん
。
行
動

療
法
も
使
え
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は

先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
、
一
歩
立
ち
止
ま
っ
て
、
周
り
を
見

渡
す
と
い
う
練
習
な
の
で
、「
あ
、
い
ま
の
自
分
、
こ
れ
か
ら

の
自
分
を
考
え
た
ら
、
こ
っ
ち
だ
な
」
と
い
う
ふ
う
に
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
一
番
大
き
な
違

い
で
す
。

次
の
「
よ
り
文
脈
的
前
提
を
採
用
す
る
」
と
い
う
の
は
、
い

ま
言
っ
た
こ
と
と
同
じ
な
の
で
す
が
、
人
生
の
節
目
の
問
題

ま
で
も
扱
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
を
練
習
し
て
い
る
と
き
に
、「
心
の
モ
ー
ド
」
と
い
う
い
い

方
を
し
ま
す
。
普
段
わ
れ
わ
れ
が
問
題
解
決
的
に
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
考
え
て
、
合
理
的
に
行
動
し
て
い
る
の
は
「
す
る

こ
と
モ
ー
ド
」（D

oing m
ode

）
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
単

に
こ
こ
に
座
っ
て
い
る
だ
け
、
感
じ
て
い
る
だ
け
、
周
り
の

こ
と
を
感
じ
て
い
て
何
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
も
わ
れ
わ
れ

の
心
身
の
健
康
に
と
っ
て
は
と
て
も
重
要
で
、
マ
イ
ン
ド
フ

ル
に
過
ご
す
と
い
う
こ
と
が
別
の
あ
り
方
と
し
て
存
在
し
ま

す
。
こ
れ
を
「
あ
る
こ
と
モ
ー
ド
」（Being m

ode

）
と
い
い

ま
す
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
あ
る
こ

と
モ
ー
ド
」
の
練
習
な
の
だ
と
い
う
い
い
方
を
し
た
り
す
る

の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
心
の
働
き
方
の
違
い
も
想
定
し
て

い
ま
す
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
認
知
療
法
な
ど
は
特
に
こ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
体
験
的
な

方
略
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、「
心
こ

こ
に
あ
ら
ず
」
に
な
る
の
を
防
ご
う
と
し
て
言
葉
で
そ
れ
に

対
応
し
た
ら
抜
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
す
。
も
っ
と
体

験
す
る
こ
と
に
足
場
を
置
い
て
、
次
に
ど
う
進
め
ば
い
い
か

を
つ
か
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

4
A
C
T（
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
&
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト・セ
ラ
ピ
ー
）と
は

4-

1　
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
と
脱
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

A
C
T
と
い
う
治
療
法
は
非
常
に
う
ま
く
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
を
取
り
込
ん
で
い
る
治
療
法
で
す
。
問
題
行
動
が
生
じ

て
い
る
と
き
、
症
状
が
生
じ
て
い
る
と
き
は
、
マ
イ
ン
ド
レ

ス
な
状
態
が
非
常
に
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
5
）。
先
ほ

ど
の
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
の
状
態
で
す
ね
。
そ
の
心
こ
こ
に
あ

ら
ず
に
な
る
理
由
と
し
て
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
二
つ
、
自
分

が
考
え
て
い
る
こ
と
と
現
実
と
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て

い
る
、
こ
れ
を
認
知
的
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
い
い
ま
す
。
認
知

と
現
実
を
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
心
を
閉
じ
て
「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
、
不
安
に
な
ん
て

な
ら
な
い
か
ら
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
「
体
験
の
回
避
」
と

い
う
ふ
う
に
い
っ
て
い
ま
す
。
病
気
に
な
っ
て
い
る
状
態
、
例

え
ば
う
つ
病
で
あ
っ
て
も
、
不
安
障
害
で
あ
っ
て
も
、
慢
性

疼
痛
で
あ
っ
て
も
、
心
身
症
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
認
知
的
フ

ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
体
験
の
回
避
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て

動
け
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
な
の
だ
と
見
立
て
る
わ
け
で
す
。

つ
ま
り
、
頭
の
中
で
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る
の
で
す
。
わ

れ
わ
れ
は
も
の
を
考
え
る
と
、
そ
の
考
え
た
こ
と
が
心
の
目

に
見
え
る
の
で
す
。
こ
れ
は
あ
と
で
説
明
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
の
中
に
の
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
、
外

に
出
て
来
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
こ
に
も
う
一
つ
、
価
値
の
不
明
確
さ
が
関
係
し
て
い
ま

す
。
価
値
と
い
う
の
は
、
自
分
の
人
生
の
志
、
自
分
の
人
生

で
は
こ
ち
ら
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
方
向
性
の
こ
と
で

す
。
そ
れ
が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
、「
自
分
の
夢
を
か
な
え

る
た
め
に
は
と
に
か
く
一
歩
進
ま
な
い
と
」
と
行
動
が
起
こ

せ
る
の
で
す
が
、「
何
が
や
り
た
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い

な
」
と
な
る
と
、
そ
の
一
歩
が
進
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
こ
と
が
病
気
の
状
態
と
し
て
あ
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
認
知
的
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
体
験
の

回
避
を
や
め
て
い
く
こ
と
を
、
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
や
脱
フ
ュ

ー
ジ
ョ
ン
と
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

の
構
成
要
素
で
す
。
考
え
に
の
み
込
ま
れ
て
い
る
状
態
か
ら

出
て
く
る
の
で
す
。
心
が
閉
じ
て
い
る
状
態
か
ら
心
を
開
い

図５　ACT（アクセプタンス＆コミットメント・セラピー）
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て
い
き
ま
す
。
心
を
開
い
て
い
く
の
を
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
、
の

み
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
は
脱
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
い
い

ま
す
。

4-

2　

気
持
ち
を「
置
い
て
お
い
て
」

ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
の
一
つ
の
い
い
方
法
は
、「
置
い
て
お
い

て
」
で
す
。「
落
ち
込
ん
で
い
る
気
持
ち
、
そ
れ
が
よ
く
な
ら

な
い
と
散
歩
に
も
行
け
な
い
と
い
う
の
は
わ
か
る
の
だ
け
れ

ど
、
何
年
も
ず
っ
と
そ
う
で
し
た
よ
ね
。
そ
れ
だ
と
そ
の
ま

ま
変
わ
ら
な
い
か
ら
、
落
ち
込
ん
で
い
る
気
持
ち
を
ち
ょ
っ

と
置
い
て
お
い
て
、
三
〇
分
く
ら
い
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
「
置
い
て
お
い
て
」
と
い
う
の
は
、

ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
を
実
践
し
て
も
ら
う
の
に
便
利
な
言
葉
な

の
で
す
が
、「
ど
こ
に
置
い
た
か
」
と
い
う
の
が
結
構
、
問
題

に
な
る
の
で
す
。
患
者
さ
ん
が
「
先
生
に
あ
ま
り
落
ち
込
む

こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
の
は
よ
く
な
い
か
ら
、
と
に
か
く

行
動
し
な
さ
い
と
言
わ
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
先
生
、
本
当

に
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
も
は
か
ど
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
言
っ
て
き
た
方
が
い
ま
し
た
。
で
も
、

そ
の
後
、
患
者
さ
ん
の
話
を
聞
く
と
、
ど
う
も
元
気
が
あ
り

ま
せ
ん
。「
で
も
、
な
ん
か
、
元
気
な
い
で
す
ね
」。「
そ
う
な

ん
で
す
よ
。
悩
ま
な
く
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
な
ん
か
、
元

気
出
な
い
ん
で
す
よ
ね
」「
と
こ
ろ
で
、
落
ち
込
ん
だ
気
持
ち

を
置
い
て
お
い
て
と
い
っ
て
、
ど
こ
に
置
き
ま
し
た
か
？　

見
え
る
と
こ
ろ
に
ち
ゃ
ん
と
置
い
て
ま
す
か
？
」「
見
え
な
い

と
こ
ろ
に
片
づ
け
ち
ゃ
い
ま
し
た
」。
こ
れ
は
回
避
な
の
で
す
。

だ
か
ら
、
非
常
に
難
し
い
の
で
す
。「
置
い
て
お
い
て
」
と
い

う
の
は
回
避
を
し
な
い
た
め
に
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
け

ど
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
置
い
て
し
ま
う
と
回
避
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
こ
ん
な
ふ
う
に
回
避
と
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス

と
い
う
の
は
微
妙
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

次
は
脱
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
ほ
う
で
す
。
ま
ず
、「
自
分
が
考

え
て
い
る
こ
と
に
の
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う

の
は
ど
ん
な
感
じ
か
と
い
う
と
、「
時
々
『
ダ
メ
だ
、
ダ
メ

だ
』
と
思
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
」「
そ
う
で
す
。
こ
の
前
も
友
達

と
話
し
て
た
ん
だ
け
ど
、
俺
の
こ
と
な
ん
て
誰
も
聞
い
て
く

れ
な
い
し
、
ど
う
せ
俺
は
何
を
や
っ
て
も
失
敗
ば
か
り
だ
し

ね
。
本
当
に
う
ま
く
で
き
た
た
め
し
が
な
い
ん
で
す
よ
」
と

い
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、「
そ
う
い
う
と
き
に
『
俺
っ
て
、

何
を
や
っ
て
も
失
敗
ば
か
り
だ
し
な
』
と
考
え
た
。『
誰
も
俺

の
こ
と
な
ん
て
構
っ
て
く
れ
な
い
し
な
』
と
考
え
た
、
と
考

え
た
、
と
考
え
た
と
三
分
く
ら
い
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ

う
す
る
と
、
自
分
は
考
え
て
い
る
だ
け
な
ん
だ
と
い
う
こ
と

に
気
づ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
気
が
つ
い
て
、『
別
の
考
え
方
も
で
き
る
か
も
』
と
い
う
ふ

う
に
考
え
ら
れ
る
と
ち
ょ
っ
と
気
が
楽
に
な
る
の
で
は
な
い

で
す
か
ね
」
と
い
う
や
り
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
繰
り
返

し
や
っ
て
い
る
と
、「
と
考
え
た
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
含
め

て
「
で
も
、
俺
が
そ
う
考
え
て
い
る
の
か
な
。
俺
は
や
は
り

ダ
メ
だ
」
な
ど
と
い
う
こ
と
を
言
い
始
め
ま
す
の
で
、
何
度

も
や
っ
て
い
る
と
効
果
が
な
く
な
り
ま
す
け
れ
ど
、
い
っ
た

ん
「
考
え
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
う
糸
口

を
も
っ
て
も
ら
う
く
ら
い
の
効
果
は
あ
り
ま
す
。

4-

3　

心
を
閉
じ
な
い
、の
み
込
ま
れ
な
い

ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
と
脱
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
心
を
閉
じ
な

い
、
の
み
込
ま
れ
な
い
で
目
の
前
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
感
じ

取
り
ま
し
ょ
う
、
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
実
際
に
瞑
想
で
練
習
し
て

も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
構
成

要
素
を
練
習
し
て
感
じ
る
力
を
高
め
て
も
ら
う
よ
う
な
働
き

か
け
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
最
後
は
「
あ
な

た
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
っ
て
何
で
し
た
っ
け
、
何
が
や
り

た
い
ん
で
し
た
っ
け
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
元
気
が

出
る
の
で
し
た
っ
け
」
と
い
っ
た
問
い
か
け
で
価
値
を
話
題

に
し
て
、
方
向
性
を
も
っ
て
い
ま
を
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
し

ま
す
。
こ
れ
が
A
C
T
の
全
体
像
で
す
。

4-

4　

望
ま
し
い
、望
ま
し
く
な
い
、そ
れ
ぞ
れ
六
つ
の
行
動
パ

タ
ー
ンも

う
少
し
細
か
く
具
体
的
に
お
話
し
し
ま
す
と
、
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う
の
は
目
を
覚
ま
し
、
瞬
間
、
瞬
間
の
自

分
に
戻
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
A
C
T
と
い
う
治
療

法
は
、
行
動
療
法
系
の
認
知
行
動
療
法
な
の
で
す
が
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
認
知
行
動
療
法
で
す
。
行
動
療
法
の
流
れ
に
あ
る

も
の
な
の
で
、
本
来
で
あ
れ
ば
機
能
分
析
を
す
る
は
ず
で
す
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
し
て
機
能
分
析
を
し
て
そ
れ
に
基
づ
い
て

介
入
し
て
い
く
は
ず
な
の
で
す
が
、
A
C
T
は
機
能
分
析
を

し
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
多
く
の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま
す
。
機
能

分
析
を
し
な
い
で
ど
う
や
っ
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
て
い
く
の

か
と
い
う
と
、
望
ま
し
く
な
い
六
つ
の
行
動
パ
タ
ー
ン
と
、
望

ま
し
い
六
つ
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
特
定
し
て
、
望
ま
し
く
な

い
も
の
が
ど
れ
く
ら
い
現
れ
て
い
て
、
望
ま
し
い
も
の
が
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
か
、
望
ま
し
い
六
つ
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を

さ
ら
に
増
や
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
そ
う

い
う
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
し
て
介
入
し
て
い
く
の
が
A
C
T
の

進
め
方
な
の
で
す
。
こ
れ
は
機
能
分
析
よ
り
ず
っ
と
簡
単
で

す
。
で
も
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
非
常
に
う
ま
く
使
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
効
果
が
ち
ゃ
ん
と
出
る
方
法

で
す
。

望
ま
し
く
な
い
行
動
パ
タ
ー
ン
は
図
6
の
上
の
段
の
三
つ

と
下
の
段
の
三
つ
で
す
。「
体
験
の
回
避
」「
認
知
的
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
」、「
過
去
と
未
来
の
優
位
（
不
注
意
）」（
い
ま
が
お
留

守
に
な
っ
て
反
芻
、
心
配
ば
か
り
し
て
い
る
状
態
。
反
芻
と
は
、
繰

り
返
し
、
繰
り
返
し
、
過
去
の
失
敗
や
嫌
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
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状
態
。
心
配
と
い
う
の
は
、
未
来
の
ま
だ
起
き
て
い
な
い
こ
と
を

考
え
て
取
り
越
し
苦
労
を
ず
っ
と
続
け
て
い
る
と
い
う
状
態
。
だ

か
ら
過
去
と
未
来
に
お
い
て
は
反
芻
や
心
配
が
増
え
て
い
る
状
態

と
い
っ
て
も
い
い
で
す
。
い
ま
が
お
留
守
に
な
っ
て
い
る
状
態
で

す
）、「
概
念
化
さ
れ
た
自
己
」（
物
語
と
し
て
の
自
己
と
同
じ
も

の
で
自
己
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
て
と
ら
わ
れ
て
い
る
状
態
で
す
）。
そ

れ
か
ら
、
行
動
が
出
て
こ
な
い
「
行
為
の
欠
如
や
衝
動
性
」

（
衝
動
的
な
行
動
だ
け
で
、
必
要
な
行
動
が
続
か
な
い
）、「
価
値

の
不
明
確
さ
」（
自
分
の
人
生
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
）。
こ
の
六
つ
の
状
態
が
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
共
通

し
た
状
態
な
の
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
こ
の
六
つ
の
状
態
の

う
ち
図
6
の
左
の
四
つ
が
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
の
状
態
、
マ
イ

ン
ド
レ
ス
の
状
態
に
相
当
し
て
い
る
と
い
う
の
が
A
C
T
の

見
立
て
で
す
。
マ
イ
ン
ド
レ
ス
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
説

明
す
る
の
に
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
な
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
A
C
T
の
モ
デ
ル
で
目
覚
め
の
状
態
と

は
ど
う
い
う
状
態
か
と
い
う
と
、
望
ま
し
い
六
つ
の
行
動
パ

タ
ー
ン
は
先
ほ
ど
の
裏
返
し
な
の
で
す
が
、「
体
験
の
回
避
」

に
は
「
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
」、「
認
知
的
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
に

は
「
脱
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」、「
過
去
と
未
来
の
優
位
（
不
注
意
）」

に
対
し
て
は
「
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
自
己
」、「
概
念
化
さ
れ

た
自
己
」
に
は
「
文
脈
と
し
て
の
自
己
」、
行
動
が
出
な
い

「
行
動
の
欠
如
や
衝
動
性
」
に
対
し
て
は
「
コ
ミ
ッ
ト
し
た
行

為
」、「
価
値
の
不
明
確
さ
」
に
対
し
て
は
「
価
値
の
明
確
化
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
左
の
四
つ
の
行
動
頻
度

が
高
ま
っ
た
状
態
、
行
動
ク
ラ
ス
、
行
動
パ
タ
ー
ン
の
生
起

頻
度
が
高
ま
っ
た
状
態
を
も
っ
て
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
定

義
し
て
い
ま
す
。

左
側
の
四
つ
と
い
う
の
は
、「
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
」
は
心
を

閉
じ
な
い
で
開
い
て
お
く
、
こ
れ
は
心
の
ゲ
ー
テ
ィ
ン
グ
機

能
と
い
っ
て
も
い
い
で
す
。
心
を
ピ
ッ
と
閉
じ
て
し
ま
わ
な

い
で
、
開
い
て
お
き
ま
す
。「
脱
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
の

は
考
え
続
け
る
こ
と
を
い
っ
た
ん
や
め
れ
ば
、
そ
の
考
え
の

世
界
が
終
わ
り
、
外
へ
出
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
思
考

と
現
実
を
区
別
す
る
機
能
を
も
っ
た
行
動
パ
タ
ー
ン
で
す
。

そ
れ
か
ら
「
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
自
己
」
と
い
う
の
は
、
い

ま
を
感
じ
る
行
動
パ
タ
ー
ン
で
す
。
現
実
と
の
接
触
を
促
進

し
て
、
い
ま
自
分
が
何
を
体
験
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に

気
づ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
随
伴
性
知
覚
を
高
め
る

と
い
う
ふ
う
に
行
動
療
法
で
は
表
現
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

「
文
脈
と
し
て
の
自
己
」
と
い
う
の
は
注
意
の
フ
ォ
ー
カ
ス
を

最
大
に
し
、
視
点
と
私
的
出
来
事
を
弁
別
す
る
機
能
を
持
つ

行
動
パ
タ
ー
ン
で
す
。「
文
脈
と
し
て
の
自
己
」
と
は
何
の
文

脈
か
と
い
う
と
、
私
的
出
来
事
が
起
こ
る
文
脈
と
し
て
自
己

を
捉
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
的
出
来
事
と
い
う
の
は
、
思

考
、
感
情
、
記
憶
、
身
体
感
覚
と
い
っ
た
も
の
の
体
験
の
こ

と
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
体
験
で
き
る
た
め
に
は
、
そ
う

い
う
も
の
が
起
こ
っ
て
い
る
場
が
必
要
で
す
。
そ
の
場
を
自

分
と
し
て
体
験
す
る
の
が
こ
の
「
文
脈
と
し
て
の
自
己
」
と

い
う
行
動
パ
タ
ー
ン
に
な
り
ま
す
。

4-

5　
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な
状
態
へ
四
つ
の
行
動
ク
ラ
ス
を
増
や
す

A
C
T
で
は
こ
の
四
つ
の
行
動
ク
ラ
ス
（
行
動
パ
タ
ー
ン

の
こ
と
）
の
生
起
頻
度
が
高
ま
っ
た
状
態
と
い
う
こ
と
で
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
定
義
し
て
い
ま
す
の
で
、「
マ
イ
ン
ド
フ

ル
な
状
態
を
増
や
し
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」、

「
こ
の
四
つ
を
増
や
し
て
い
け
ば
い
い
ん
で
す
よ
」
と
い
う
ふ

う
に
説
明
で
き
る
わ
け
で
す
。「
ど
う
や
っ
て
増
や
す
の
？
」

「
そ
れ
は
、
練
習
す
れ
ば
増
え
て
い
く
ん
で
す
よ
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
行
動
療
法
の
非
常
に
楽
観
的
な
と
こ
ろ
は
、
ど
ん

な
に
生
起
頻
度
が
低
く
て
も
、
日
常
生
活
の
中
で
少
し
で
も

生
じ
て
い
る
行
動
は
練
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
、
そ
う
い
う
大
前
提
に
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

た
ま
に
し
か
出
て
こ
な
い
行
動
で
あ
っ
て
も
、
た
ま
に
で
も

出
て
い
る
の
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
捉
え
て
練
習
で
き
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。

4-

6　

な
ぜ
、心
こ
こ
に
あ
ら
ず
に
な
る
か

さ
て
、
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
に
な
る
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
考
え
に
の
み
込
ま
れ
る
の
は
な
ぜ
な
の

か
と
い
う
話
で
す
。
A
C
T
と
い
う
治
療
法
は
、
行
動
分
析

学
と
い
わ
れ
る
基
礎
学
問
の
上
に
成
立
し
て
い
ま
す
。
行
動

分
析
学
の
中
で
言
語
行
動
（
こ
れ
は
認
知
の
こ
と
で
す
が
）
を

扱
う
関
係
フ
レ
ー
ム
理
論
と
い
う
理
論
が
発
展
し
て
き
て
、
そ

図６　６つの病理プロセスから３つの反応スタイルへ（熊野宏昭ほか、2015年より）
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れ
を
基
礎
に
し
て
成
立
し
た
の
が
こ
の
A
C
T
と
い
う
治
療

法
な
の
で
す
が
、
そ
の
関
係
フ
レ
ー
ム
理
論
、
あ
る
い
は
行

動
分
析
学
の
中
で
言
語
行
動
イ
コ
ー
ル
認
知
を
ど
ん
な
ふ
う

に
定
義
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
ち
ょ
っ
と
理
屈
っ
ぽ
い
で

す
が
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
定
義
な
の
で
す
。
そ
れ
は
複
数
の

刺
激
を
関
係
づ
け
て
、
そ
の
刺
激
の
機
能
を
変
え
る
行
動
が

「
言
語
行
動
」「
認
知
」
で
あ
る
と
い
う
定
義
で
す
。
刺
激
と

刺
激
を
関
係
づ
け
て
、
そ
の
刺
激
が
持
っ
て
い
る
効
果
や
影

響
力
を
変
え
る
行
動
、
こ
れ
は
何
の
こ
と
か
ち
ょ
っ
と
よ
く

わ
か
ら
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
物
に
名
前
を
つ
け
る
と

い
う
の
は
ま
さ
に
そ
う
な
の
で
す
。

4-

7　

言
葉
だ
け
で
な
い
言
語
行
動

例
え
ば
、
小
さ
い
男
の
子
が
自
動
車
を
見
て
、「
あ
、
ブ
ー

ブ
ー
だ
、
ブ
ー
ブ
ー
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
男
の
子

に
と
っ
て
ブ
ー
ブ
ー
と
車
と
い
う
の
は
結
び
つ
い
て
い
る
わ

け
で
す
。
で
も
、
そ
こ
に
お
兄
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
き
て
「
こ

れ
は
く
る
ま
っ
て
い
う
ん
だ
ぞ
」
と
言
っ
て
も
、
小
さ
い
男

の
子
は
「
ブ
ー
ブ
ー
だ
よ
。
ブ
ー
ブ
ー
だ
、
ブ
ー
ブ
ー
だ
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。「
く
る
ま
っ
て
言
っ
て
ご
ら
ん
よ
。
く
る

ま
。
大
人
は
み
ん
な
く
る
ま
っ
て
い
う
ん
だ
よ
」「
く
る
ま
、

く
る
ま
…
…
」。「
こ
れ
、
な
ん
て
い
う
ん
だ
っ
け
」「
く
る

ま
」「
お
、
す
げ
え
。
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
じ
ゃ
ん
。
く
る

ま
だ
よ
ね
。
ブ
ー
ブ
ー
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」。「
く
る
ま
、
く
る

ま
」。
こ
れ
で
車
と
い
う
言
葉
を
覚
え
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
ま

で
は
そ
の
小
さ
い
男
の
子
に
と
っ
て
は
、「
く
・
る
・
ま
」
と

い
う
三
つ
の
音
は
な
ん
の
意
味
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
わ
け

で
す
。
機
能
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
け
ど
、
お
兄
ち
ゃ

ん
が
や
っ
て
き
て
、「
く
る
ま
」
と
「
ブ
ー
ブ
ー
」
を
結
び
つ

け
た
わ
け
で
す
。
す
る
と
、
こ
の
「
く
る
ま
」
と
い
う
何
の

機
能
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
音
が
そ
の
機
能
を
立
ち
ど
こ
ろ

に
変
え
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
言
語
行
動
の
定
義
に
な
る
わ

け
で
す
。

こ
の
定
義
は
非
常
に
柔
軟
で
、
結
び
付
け
ら
れ
る
刺
激
は

言
葉
で
あ
る
必
要
は
な
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
頭
が
痛
い
と

何
か
よ
く
な
い
こ
と
が
起
こ
り
そ
う
な
気
が
す
る
と
い
う
の

は
、
頭
の
痛
み
と
よ
く
な
い
こ
と
が
結
び
つ
い
て
し
ま
う
わ

け
で
す
。
だ
か
ら
頭
の
痛
み
が
言
語
行
動
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
言
語
行
動
と
い
う
の
は
い
ま
の

定
義
で
い
う
と
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
広
が
っ
て
し
ま
う
と
い

う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
認
知
や
言
語
行

動
を
理
解
す
る
の
に
と
て
も
役
に
立
ち
ま
す
。
こ
の
言
語
行

動
の
習
得
に
よ
っ
て
人
間
は
動
物
に
は
な
い
バ
ー
チ
ャ
ル
な

世
界
を
作
り
上
げ
る
力
を
手
に
入
れ
て
、
文
明
社
会
を
築
き

あ
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
任
意
の
刺
激
に
、
意
味
を
付
与
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
も
の
に
名
前
を
つ
け
る
と

い
う
の
は
、
そ
の
名
前
を
聞
く
と
、
そ
の
も
の
が
浮
か
ん
で

く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
ブ
ー
ブ
ー
」
と
言
っ
て
、「
く
る

ま
」
と
言
っ
て
も
何
も
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
男
の
子
が
、

「
あ
れ
を
く
る
ま
っ
て
言
う
ん
だ
」
と
覚
え
た
と
た
ん
に
、「
く

る
ま
」
と
言
う
と
、
車
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
の
子
ど
も
の
頭
の

中
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
言
語
行
動

に
よ
っ
て
動
物
に
は
な
い
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
を
作
り
上
げ

る
力
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
す
べ
て
の
こ
と
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
文
明
社
会
を
手
に
入
れ
た

の
で
す
が
、
一
方
で
頭
で
っ
か
ち
に
な
っ
て
、
容
易
に
心
こ

こ
に
あ
ら
ず
の
状
態
に
陥
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
何
か
を
考
え
る
と
、
心
の
目
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の

が
見
え
て
し
ま
う
の
で
、
現
実
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
、
現
実
と
の
接
点
が
失
わ
れ
、
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
の
状
態

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

も
う
少
し
具
体
的
に
言
う
と
、
例
え
ば
、「
頭
の
中
で
『
レ

モ
ン
』
と
言
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」。
そ
う
す
る
と
、
レ
モ
ン
が

浮
か
ん
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
で
す

が
、
実
は
当
た
り
前
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
言
語
と
対

象
の
双
方
向
性
と
よ
ば
れ
て
、
人
間
に
し
か
な
い
能
力
だ
と

い
う
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
基
礎
研
究
に
お
い
て
も
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
、
レ
モ
ン
を
「
ラ
ン
カ
」
と
言
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
ょ
う
。「
で
は
、
目
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。『
ラ

ン
カ
』」
と
言
う
と
、
レ
モ
ン
が
浮
か
ん
で
く
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
先
ほ
ど
の
言
語
行
動
を
実
演
し
た
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
。「
ラ
ン
カ
」
と
い
う
意
味
の
な
い
音
と
「
レ
モ
ン
」
を

結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ラ
ン
カ
」
と
い
う
音
の
刺
激

機
能
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
例
え
ば
、
文
庫

本
を
開
い
て
読
み
始
め
る
と
、
三
分
も
あ
れ
ば
そ
の
世
界
に

入
っ
て
い
け
ま
す
。
そ
れ
で
い
ろ
ん
な
冒
険
も
で
き
る
し
、
涙

が
出
た
り
、
笑
っ
た
り
も
で
き
ま
す
。
で
も
、
ぱ
っ
と
本
を

閉
じ
る
と
そ
の
世
界
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
ま

た
開
い
て
読
み
始
め
る
と
、
そ
の
世
界
に
入
っ
て
い
け
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
す
ご
い
、
す
ば
ら
し
い
こ
と

で
す
。
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
人
間
に
し
か
で
き
な
い
の

で
す
。
人
間
が
言
葉
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
こ
う
い
っ
た
現

象
・
能
力
が
獲
得
さ
れ
る
こ
と
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
動
物
た
ち
は
言
葉
を
使
わ
な
い
の
で
そ
れ
が
で
き
な

い
の
で
す
。
動
物
は
目
の
前
の
現
実
だ
け
で
常
に
マ
イ
ン
ド

フ
ル
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
と
い
う
の
は
動
物
に
戻
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
話
な
の

で
す
ね
。
ゴ
リ
ラ
に
戻
り
ま
し
ょ
う
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
戻

り
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
話
な
の
で
す
。

そ
う
い
う
と
、「
そ
ん
な
ん
だ
っ
た
ら
、
な
ん
の
あ
り
が
た

み
も
な
い
な
。
俺
っ
て
、
ゴ
リ
ラ
じ
ゃ
な
い
し
。
何
が
違
う

の
？
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
は
、
ゴ
リ
ラ
は
自
分

が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ

け
ま
せ
ん
。
人
間
は
自
分
が
感
じ
取
っ
て
い
る
、
気
づ
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
け
る
の
で
す
。
こ
こ
が
大
き
な
違

い
で
す
。
い
っ
た
ん
言
葉
を
使
う
と
い
う
こ
と
を
経
由
し
た
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こ
と
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
メ
タ
的
に
気
づ
け
る
よ

う
に
な
る
の
が
人
間
と
動
物
の
大
き
な
違
い
で
す
。
す
な
わ

ち
、
動
物
に
戻
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
一
度
、
言
葉
が

使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
頭
で
っ
か
ち
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を

経
由
し
て
、
ま
た
気
づ
く
と
こ
ろ
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
よ

っ
て
、「
あ
、
自
分
は
い
ま
こ
こ
で
気
づ
い
て
い
る
ぞ
」
と
気

づ
け
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
「
気
づ
い
て
い
る
ぞ
」
と
気
づ

く
こ
と
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
事
な

要
素
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4-

8　

言
語
行
動
の
ダ
ー
ク
サ
イ
ド

で
も
、
こ
の
言
語
行
動
に
は
当
然
ダ
ー
ク
サ
イ
ド
が
あ
っ

て
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
を
作
り
上
げ
る
言
葉
の
力
は
ま
さ

に
諸
刃
の
剣
で
、
そ
れ
が
自
分
自
身
に
向
か
っ
た
場
合
に
は
、

あ
り
も
し
な
い
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
を
現
実
と
し
て
感
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
「
俺
っ
て
な
ん
の
取
り
柄
も
な

い
な
」
と
思
っ
て
い
る
と
、
な
ん
の
取
り
柄
も
な
く
て
、
ガ

ク
ッ
と
し
て
い
る
自
分
が
見
え
て
し
ま
う
の
で
す
。
あ
る
い

は
、「
い
や
、
と
て
も
急
行
電
車
な
ん
て
乗
れ
な
い
」
と
思
う

と
、
急
行
に
乗
ろ
う
と
し
て
そ
こ
で
立
ち
つ
く
し
て
い
る
自

分
が
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。
見
え
て
し
ま
う
と
そ
れ
が
現
実

だ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
そ
う
や
っ
て
考
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
、「
い
や
、
急
行
に
乗
ら
な
い
と

い
け
な
い
」
と
思
っ
た
と
す
る
と
、「
で
も
考
え
る
だ
け
で
ド

キ
ド
キ
し
て
く
る
し
、
こ
ん
な
汗
ま
で
出
て
く
る
し
、
の
ど

も
カ
ラ
カ
ラ
に
な
る
し
、
絶
対
乗
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
ふ
う

に
体
の
変
化
ま
で
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
実
際
は
考
え
て
い
る

だ
け
な
の
に
、
本
人
に
と
っ
て
は
現
実
と
区
別
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
A
C
T
を
進
め
て
い
く
と
き
に
は
、「
確
か
に
、
そ

う
い
う
現
実
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
で
も
『
レ
モ
ン
』

と
言
っ
た
ら
、
見
え
ま
し
た
よ
ね
。
あ
り
あ
り
と
見
え
た
で

し
ょ
う
？
」「
見
え
ま
し
た
」「
あ
の
レ
モ
ン
出
せ
ま
す
か
？
」

「
出
せ
な
い
で
す
よ
ね
。
な
い
で
す
か
ら
」
と
言
い
ま
す
。「
あ

な
た
が
、
電
車
に
乗
れ
な
い
。
ド
キ
ド
キ
し
て
、
息
も
苦
し

く
な
っ
て
絶
対
乗
れ
な
い
と
言
っ
た
け
ど
、
レ
モ
ン
を
出
せ

な
い
の
と
ど
こ
が
違
い
ま
す
か
？
」
と
、
こ
ん
な
ふ
う
に
話

し
て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
う
し
て
、
実
際
に
や
っ
て
み
て
ど

う
な
の
か
を
確
か
め
る
し
か
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
一
緒
に

進
め
て
い
く
わ
け
で
す
。「
結
局
、
あ
な
た
が
考
え
て
い
る
こ

と
が
正
し
い
の
か
、
私
が
言
っ
て
い
る
こ
と
が
正
し
い
の
か

と
い
う
の
は
、
や
っ
て
み
て
結
果
を
見
て
み
な
い
と
わ
か
り

ま
せ
ん
ね
」「
そ
う
だ
な
」
と
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
導
い
て

い
く
わ
け
で
す
。

4-

9　

体
験
の
回
避
と
認
知
的
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

こ
う
し
た
「
認
知
的
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
が
起
こ
る
の
で
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
自
己
像
や
そ
れ
に
結
び
つ
く
思
考
に
よ
っ
て
傷

つ
く
の
を
避
け
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
に
反
応
し
て

生
じ
る
自
ら
の
思
考
や
感
情
自
体
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
体
験
の
回
避
」
と
い
い
ま
す
。
体

験
の
回
避
は
、「
認
識
的
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
が
起
こ
る
結
果
、

促
進
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
体
験
の
回
避
は
、

オ
ペ
ラ
ン
ト
学
習
を
さ
れ
る
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。
オ
ペ

ラ
ン
ト
学
習
と
い
う
の
は
、
先
ほ
ど
の
A
B
C
の
連
鎖
に
沿

っ
て
、
何
か
行
動
し
て
い
い
結
果
が
起
こ
る
と
そ
れ
が
身
に

つ
く
と
い
う
学
習
の
形
式
で
す
が
、
オ
ペ
ラ
ン
ト
学
習
は
言

語
行
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
犬
も
猫
も
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
も

オ
ペ
ラ
ン
ト
学
習
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
を
学
習
し
て
い
き
ま

す
。
と
い
う
こ
と
は
、
自
覚
し
て
い
な
く
て
も
学
習
し
た
行

動
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
学
習
を
し
た
こ
と

を
覚
え
て
お
ら
ず
、
い
ま
、
そ
の
行
動
を
取
ろ
う
と
思
っ
て

い
な
く
て
も
自
動
的
に
出
て
き
て
し
ま
う
の
が
オ
ペ
ラ
ン
ト

学
習
の
特
徴
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
体
験
の
回
避
と
い
う
こ
と
で
は
、
わ
れ
わ
れ

は
嫌
な
こ
と
は
と
に
か
く
避
け
た
い
、
感
じ
た
く
な
い
、
体

験
し
た
く
な
い
、
痛
い
の
は
嫌
だ
、
不
安
に
な
ん
か
な
り
た

く
な
い
、
大
丈
夫
、
大
丈
夫
っ
て
誰
で
も
や
り
ま
す
。
誰
で

も
や
っ
て
、
目
先
は
成
功
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
う
す
る

と
、
も
う
自
覚
が
な
い
の
に
ま
た
や
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
体

験
の
回
避
を
す
る
の
が
む
し
ろ
デ
フ
ォ
ル
ト
な
の
で
す
。

4-

10　
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
と
脱
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

そ
れ
で
、
心
を
閉
じ
て
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
そ
こ
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
は
、
最
初
は
意
図
的

に
心
を
開
い
て
い
く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

面
が
あ
る
わ
け
で
す
。
A
C
T
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
と
い

う
と
、
ま
ず
は
心
を
閉
じ
な
い
、
の
み
込
ま
れ
な
い
、
を
繰

り
返
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
「
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
」
と
「
脱

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
で
す
。
心
を
閉
じ
な
い
、
の
み
込
ま
れ
な

い
で
現
実
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
い
ま
言
っ
た
よ
う
に
、
た
い
て
い
の
場
合
、
回
避
が

自
動
的
に
起
こ
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

対
人
援
助
職
に
携
わ
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
で
あ
れ
ば
体
験

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
苦
手
な
患
者
さ
ん
と
か
い
ま
す
よ

ね
。
そ
の
人
が
入
っ
て
き
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
心
は
あ
っ
と

い
う
間
に
閉
じ
ま
す
。
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
閉
じ
て
い
ま

す
。
私
も
三
〇
歳
す
ぎ
の
と
き
に
初
め
て
自
分
で
気
が
つ
い

た
の
で
覚
え
て
い
る
の
で
す
が
、「
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
た

ら
、
患
者
さ
ん
怒
る
よ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
境
界
性
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
の
患
者
さ
ん
だ
っ
た
の
で
す
が
、
な
ぜ

か
荒
れ
る
の
で
す
。「
先
生
、
話
を
聞
い
て
な
い
で
し
ょ
。
な

ん
で
話
を
聞
い
て
く
れ
な
い
の
」
と
荒
れ
る
ん
で
す
。「
聞
い

て
る
。
聞
い
て
る
。
ち
ょ
っ
と
落
ち
着
い
て
」
と
言
い
な
が

ら
、
腰
が
引
け
て
い
る
。
よ
く
考
え
て
み
た
ら
聞
い
て
い
ま

せ
ん
。
心
は
完
全
に
閉
じ
て
い
て
、
早
く
帰
っ
て
と
い
う
ふ
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う
に
ど
こ
か
で
思
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。「
こ
れ
じ

ゃ
あ
、
相
手
の
人
は
怒
る
な
」
と
私
は
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ

れ
で
、
や
は
り
怖
く
て
も
、
心
を
開
け
て
ち
ゃ
ん
と
聞
か
な

い
と
な
と
思
い
ま
し
た
。
パ
ッ
と
閉
じ
そ
う
に
な
る
の
で
す

が
、
こ
れ
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
け
ど
、
閉
じ
そ
う
に
な
る
心
に

と
り
あ
え
ず
手
を
入
れ
て
ク
ッ
と
開
け
て
、「
私
は
こ
こ
に
い

ま
す
よ
」
と
向
き
合
う
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
ま
た

患
者
さ
ん
は
怒
る
の
で
す
が
、
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

「
あ
あ
、
先
生
は
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
く
れ
て
も
、
や
は
り
解
決

策
っ
て
そ
う
す
ぐ
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
ね
」
と
い

う
ふ
う
に
理
解
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
、
帰

り
際
に
、「
先
生
も
大
変
で
し
ょ
う
け
ど
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
ね
」
と
言
っ
て
帰
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。「
あ
あ
、
そ

う
か
、
や
っ
ぱ
り
心
を
開
い
て
ち
ゃ
ん
と
お
話
を
す
る
と
い

う
の
は
本
当
に
大
事
な
ん
だ
な
」
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。「
ア

ク
セ
プ
タ
ン
ス
」
は
意
外
と
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

4-

11　

心
の
扉
を
開
け
て
始
ま
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
自
己

自
動
的
に
閉
じ
て
い
る
心
の
扉
を
開
け
る
と
、
プ
ロ
セ
ス

と
し
て
の
自
己
が
始
ま
り
ま
す
。
い
ま
、
こ
こ
を
感
じ
取
る

と
い
う
行
動
パ
タ
ー
ン
が
そ
こ
で
初
め
て
起
こ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
い
ま
、
こ
こ
を
感
じ
取
る
と
い
う
行
動
パ
タ
ー
ン

自
体
も
練
習
で
き
ま
す
。
練
習
し
て
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
れ
は
ど
う
や
る
か
と
い
う
と
、
患
者
さ
ん
と
お
話
を
し

て
い
る
と
き
に
、
例
え
ば
強
迫
性
障
害
の
患
者
さ
ん
な
ど
は

頭
の
中
は
強
迫
観
念
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
こ
で
患
者
さ
ん

に
、「
あ
な
た
、
ち
ゃ
ん
と
現
実
っ
て
わ
か
り
ま
す
か
？　

頭

の
中
ば
っ
か
り
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」「
な
っ
て
ま
す

ね
」
と
い
う
こ
と
で
す
。「
現
実
っ
て
ど
う
い
う
も
の
か
と
い

う
と
、
こ
こ
に
お
茶
が
あ
る
の
で
飲
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
飲

む
時
に
感
じ
る
体
の
感
じ
が
現
実
な
ん
で
す
よ
。
や
っ
て
み

て
、
実
際
あ
な
た
が
い
つ
も
そ
う
い
う
こ
と
を
感
じ
な
が
ら

飲
ん
で
い
る
か
ど
う
か
、
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
い
き
ま

す
よ
。
口
に
含
ん
で
、
の
ど
を
通
っ
て
き
ま
す
ね
。
こ
れ
が

現
実
で
す
。
ど
う
で
す
か
？
」「
ウ
ワ
ッ
、
私
一
〇
年
こ
の
こ

と
を
忘
れ
て
い
た
」
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
は
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
自

己
の
練
習
法
で
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
強
迫
性
障
害
の

人
の
治
療
が
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
実
際
に
あ
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、「
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
」
が
ま
ず
必
要
な
の
で

す
が
、「
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
自
己
」
と
表
裏
一
体
の
面
も
あ

る
の
で
す
。

4-

12　

観
察
者
と
し
て
の
自
己
と
脱
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

今
度
は
観
察
者
と
し
て
の
自
己
と
脱
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
で
す

（
図
7
）。
観
察
者
と
し
て
の
自
己
は
文
脈
と
し
て
の
自
己
と

同
じ
も
の
な
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う

と
、
わ
れ
わ
れ
が
も
の
を
考
え
る
、
も
の
を
考
え
る
と
考
え

続
け
ま
す
の
で
、
風
船
の
中
に
い
る
よ
う
な
状
態
な
の
で
す
。

も
の
を
考
え
る
と
、
自
分
の
周
り
に
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
が

で
き
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
も
の
を
考
え
続
け
て
い
る
の
は
、

そ
の
バ
ー
チ
ャ
ル
な
風
船
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
よ
う
な
状
態

で
す
。
そ
の
中
か
ら
外
を
見
ま
す
の
で
、
思
考
の
世
界
と
現

実
の
世
界
が
重
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
風

船
が
透
明
だ
っ
た
と
し
た
ら
ど
こ
ま
で
が
思
考
で
ど
こ
か
ら

が
現
実
か
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
も
の
を

考
え
て
い
る
と
い
う
状
態
で
す
。
こ
れ
は
抜
け
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。
見
て
い
る
自
分
も
そ
の
風
船
の
中
に
取
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
自
分
が
見
て
い
る
現
実
と
思
考
は
重
な
っ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
見
て
い
る
自
分
と
現
実
と
思
考
の
三
つ

が
重
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
混
同
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
が
「
認
知
的
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
の
特
徴
な
の
で
す
。

「
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
は
絶
望
的
だ
な
、
ど
う
や
っ
て
抜
け
出
す

ん
だ
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
も
、
わ
れ
わ
れ
は
抜

け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、「
本
当
に
忙
し
い
、
こ

れ
も
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
、
あ
れ
も
あ
る
し
、
で
き
っ

こ
な
い
。
ウ
ー
」
と
、
ぐ
る
ぐ
る
考
え
て
い
る
と
き
に
、「
そ

ん
な
こ
と
な
い
な
。
い
ま
ま
で
も
俺
、
や
っ
て
き
た
し
な
。
ま

あ
、
そ
こ
ま
で
考
え
な
く
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と

ハ
ッ
と
わ
れ
に
返
る
瞬
間
が
あ
る
の
で
す
。
何
が
起
こ
っ
た

か
と
い
う
と
、
あ
ま
り
に
極
端
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
思

考
が
一
瞬
止
ま
る
の
で
す
。「
そ
ん
な
わ
け
な
い
か
」
と
一
瞬

止
ま
っ
た
の
で
す
。
思
考
が
止
ま
っ
た
ら
、
し
め
た
も
の
で

す
。
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
の
風
船
が
は
じ
け
ま
す
の
で
、
そ

こ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
見
て
い

る
自
分
が
外
に
出
る
と
、
さ
っ
き
ま
で
考
え
て
い
た
思
考
の

世
界
が
こ
れ
、
現
実
の
世
界
が
こ
れ
、
と
見
比
べ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
同
じ
わ
け
な
い
な
と
理
解
で
き
ま
す
。
こ
れ

図７　観察者としての自己と脱フュージョン（熊野宏昭、2016年より）

思考の内容＝現実

現実思考

自分

自分

思考はそもそも現実が刺激となって
引き起こされる心の中の出来事

自分がフュージョンしていなければ
思考を「過程」として観察できる

自分が思考の「字義的内容」とフュ
ージョンすると、思考「過程」が見
えなくなり、字義的内容＝現実／
自分と思い込む
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が
脱
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
。
脱
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
が
起
こ
っ
た

瞬
間
、
あ
る
い
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
起
こ
っ
た
瞬
間
な

の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
た
、
す
ぐ
に
次
を
考
え
始
め

る
の
で
す
。
ま
た
す
ぐ
に
図
7
下
の
状
態
に
戻
っ
て
し
ま
う

の
で
、
ハ
ッ
と
気
づ
い
た
は
ず
な
の
に
、「
あ
れ
っ
？
」
と
い

う
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
も
、
先

ほ
ど
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
に
生
起
頻
度
が
低
く
て

も
、
日
常
生
活
の
中
で
自
然
と
起
こ
る
行
動
は
練
習
を
す
れ

ば
増
や
せ
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
が
た
ま

に
し
か
起
こ
ら
な
く
て
も
、
た
ま
に
で
も
起
こ
っ
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
練
習
す
れ
ば
増
や
せ
る
わ
け
で
す
。
ど
う
や
っ

て
練
習
す
る
の
か
と
い
う
と
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
瞑
想

で
す
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
瞑
想
と
い
う
の
は
い
ま
お
話

し
し
た
よ
う
な
状
態
を
増
や
し
て
い
く
練
習
で
す
。

4-

13　

文
脈
と
し
て
の
自
己
を
体
験

「
文
脈
と
し
て
の
自
己
」
と
い
う
の
は
な
か
な
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
と
、
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
み
な
さ
ん
、
や

っ
た
こ
と
が
な
け
れ
ば
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
足
を
意
識

し
て
、
文
章
を
読
む
」
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
（
図
8
）。
こ
れ

は
先
ほ
ど
の
観
察
瞑
想
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
足
に
注
意
を
向
け
て
く
だ
さ
い
。
足
が
床
に
つ

い
て
い
る
感
じ
で
す
ね
。
こ
れ
を
よ
く
感
じ
取
っ
て
く
だ
さ

い
。
あ
ま
り
普
段
は
感
じ
な
い
の
で
ち
ょ
っ
と
新
鮮
な
感
じ

が
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
足
に
注
意
を
向
け
な
が
ら
、

こ
れ
（
図
8
）
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
足
の
感
覚
か
ら

注
意
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
読
ん
で
い
き
ま
す
。
す

る
と
、
読
め
ま
す
よ
ね
。
読
め
る
し
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花

の
歌
だ
な
と
い
う
の
が
わ
か
り
ま
す
が
、
い
つ
も
と
違
う
感

じ
で
す
。
様
子
が
違
い
ま
す
。
い
つ
も
の
よ
う
に
「
メ
ロ
デ

ィ
が
出
て
こ
な
い
な
」
と
か
、「
色
が
見
え
な
い
な
」
と
か
、

あ
る
い
は
「
普
通
だ
っ
た
ら
風
に
揺
れ
て
い
る
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
見
え
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
が
見
え
な
い
。
た
ど
た
ど
し

い
な
」
と
い
う
感
じ
に
な
っ
た
と
思
う
の
で
す
。
こ
れ
は
先

ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
、
注
意
を
分
割
す
る
と
、
そ
ち
ら
に
注

意
、
心
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
使
っ
て
し
ま
う
の
で
、
残
っ
た

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
で
こ
れ
を
読
も
う
と
す
る
と
、
読
む
こ
と
で

精
一
杯
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
考
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
余
分
な
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
体
験
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
の

で
す
。
つ
ま
り
、
あ
ら
か
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
気
を
配

っ
て
お
け
ば
、
余
計
な
こ
と
を
考
え
ず
に
現
実
が
き
ち
ん
と

見
え
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
的
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

そ
う
い
う
ふ
う
に
「
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
気
を
配
る
行
動

パ
タ
ー
ン
の
こ
と
を
文
脈
と
し
て
の
自
己
と
い
う
の
で
す
よ
」

と
い
う
説
明
を
し
て
い
き
ま
す
。
足
の
ほ
う
に
注
意
を
向
け

な
が
ら
こ
れ
（
図
8
）
を
見
る
と
、
物
理
的
な
現
実
に
近
い

も
の
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。
言
語
的
な
バ
ー
チ
ャ
ル
な
現

実
で
は
な
く
、
物
理
的
な
現
実
に
近
い
で
す
。
物
理
的
な
現

実
は
白
い
背
景
の
上
に
黒
い
し
み
が
乗
っ
か
っ
て
い
る
。
そ

ち
ら
の
ほ
う
が
よ
り
見
え
て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う
の
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
気
を
配
れ
ば

気
を
配
る
ほ
ど
、
現
実
そ
の
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
く
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

4-

14　

価
値
を
言
語
化
す
る

「
価
値
の
明
確
化
」
と
い
う
の
は
自
分
が
生
き
て
い
こ
う
と

す
る
「
方
向
」
や
「
ぶ
れ
な
い
中
心
」
を
言
語
化
す
る
こ
と

で
す
。
こ
の
言
語
化
す
る
こ
と
が
「
価
値
の
明
確
化
」
に
含

ま
れ
ま
す
の
で
、
当
然
、
認
知
的
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
な
ど
の
影

響
を
受
け
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
価
値
で
は
な
い
の
だ
け
ど
、

価
値
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
出
て
く
る
の

で
、
偏
り
な
く
言
語
化
す
る
に
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
プ
ラ
ス
、「
こ
れ
が
価
値
だ
」
と
い
う

ふ
う
に
言
語
化
し
た
も
の
に
沿
っ
た
行
動
を
し
て
み
て
、
実

際
に
元
気
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
か
、
実
際
ウ
キ
ウ
キ
す
る
だ

ろ
う
か
と
、
裏
を
取
る
よ
う
に
し
て
い
く
と
、
実
際
に
価
値

を
言
語
化
し
や
す
く
な
る
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。「
価
値
を

言
語
化
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
先
ほ
ど
の
人
生
の
節
目
で

の
選
択
の
問
題
に
も
対
応
可
能
に
な
り
ま
す
。「
そ
も
そ
も
何

が
好
き
な
ん
で
し
た
っ
け
」「
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
ふ
う
に
生
き

て
い
き
た
か
っ
た
ん
で
し
た
っ
け
」
と
い
う
の
は
価
値
の
話

な
の
で
す
。
そ
の
価
値
が
言
語
化
で
き
る
と
、
で
は
こ
ち
ら

だ
な
と
選
択
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を

含
め
て
A
C
T
で
扱
っ
て
い
る
の
で
す
。

最
後
に
、
A
C
T
で
は
機
能
分
析
は
使
い
ま
せ
ん
と
言
い

ま
し
た
が
、
使
わ
な
く
て
も
う
ま
く
進
む
の
で
、
み
な
さ
ん

も
A
C
T
の
テ
キ
ス
ト
を
手
に
取
り
な
が
ら
見
よ
う
見
ま
ね

で
や
っ
て
い
た
だ
い
て
も
、
結
構
効
果
が
出
ま
す
。
で
も
う

あなたの足に注意を向けてください。どんな
感じがしますか？　足に注意を向けたまま、
以下の数行を読んでください。
 
さいた　さいた
チューリップの　花が
ならんだ　ならんだ
赤　白　黄色
どの花みても
きれいだな

図８　「足を意識して、文章を読む」エクササイズ（スティーブン・Ｃ・
ヘイズ、スペンサー・スミス、2010年より）
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ま
く
進
ま
な
く
な
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
と
き
は
、
も
と
も
と
が
行
動
療
法
な
の
で
機
能
分
析
に

戻
っ
て
細
か
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
て
い
く
と
、
ど
こ
の
連
鎖

に
、
う
ま
く
進
ま
な
い
理
由
が
あ
る
の
か
が
わ
か
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

5
ま
と
め

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
実
践
法
で
は
、
注
意
の
集
中
を
も

た
ら
す
サ
マ
タ
瞑
想
と
、
注
意
の
分
割
を
実
現
す
る
ヴ
ィ
パ

ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
（
観
察
瞑
想
）
が
組
み
合
わ
さ
れ
、
思
考
の
発

生
を
抑
制
し
つ
つ
、
現
実
や
自
己
の
実
像
を
捉
え
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
伝
統
的
な
瞑
想
法
で
は
、
気
づ
き
の
前

線
を
形
成
し
つ
つ
、
気
づ
い
て
、
反
応
を
止
め
、
い
つ
も
の

パ
タ
ー
ン
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
で
、
過
去
の
学
習
歴
に
基
づ

く
不
適
応
行
動
の
解
消
が
図
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
A
C
T
で

は
、
同
じ
プ
ロ
セ
ス
を
、
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
と
脱
フ
ュ
ー
ジ

ョ
ン
（
心
を
閉
じ
な
い
、
の
み
込
ま
れ
な
い
）
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
始
め
て
、「
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
自
己
」
と
「
文
脈
と
し

て
の
自
己
」
を
強
化
す
る
こ
と
で
実
現
し
、
さ
ら
に
価
値
の

明
確
化
へ
と
進
め
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

文
献

熊
野
宏
昭
『
新
世
代
の
認
知
行
動
療
法
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
一

二
年
。

熊
野
宏
昭
・
大
内
佑
子
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
日
本
行
動
医
学

会
、
野
村
忍
・
堤
明
純
・
島
津
明
人
・
中
尾
睦
浩
・
吉
内
一
浩
編

『
行
動
医
学
テ
キ
ス
ト
』
中
外
医
学
社
、
二
〇
一
五
年
。

熊
野
宏
昭
『
実
践
！　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

―
今
こ
の
瞬
間
に

気
づ
き
青
空
を
感
じ
る
レ
ッ
ス
ン
』
サ
ン
ガ
、
二
〇
一
六
年
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
C
・
ヘ
イ
ズ
／
ス
ペ
ン
サ
ー
・
ス
ミ
ス
、
武
藤

崇
・
原
井
宏
明
・
吉
岡
昌
子
・
岡
嶋
美
代
訳
『
A
C
T
（
ア
ク
セ

プ
タ
ン
ス
&
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
・
セ
ラ
ピ
ー
）
を
は
じ
め
る

―

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
の
た
め
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
』
星
和
書
店
、
二
〇
一

〇
年
。
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は
じ
め
に

「
花
無
心
に
し
て
蝶
を
招
く
（
良
寛
）」。
古
来
よ
り
「
無

心
」
は
、
禅
、
武
道
・
芸
道
・
芸
術
を
含
む
多
く
の
実
践
者
、

あ
る
い
は
哲
学
、
東
洋
思
想
、
身
体
論
者
の
関
心
を
惹
き
つ

け
て
き
た
（
井
筒
、
一
九
九
一
、
西
平
、
二
〇
一
四
、
鈴
木
、
二

〇
〇
〇
、
湯
浅
、
一
九
九
〇
）。
近
年
は
、
心
理
学
の
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
、
ゾ
ー
ン
、
脳
科
学
の
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、「
無
心
」
に
近
し
い
と

思
わ
れ
る
概
念
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
機
能
・
構
造
が
明
ら
か

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
周
縁
的
な
概
念
を
取
り
上
げ
、

科
学
的
観
点
か
ら
体
系
的
に
「
無
心
」
を
考
察
す
る
こ
と
は
、

従
来
の
研
究
知
見
を
再
考
す
る
上
で
の
可
能
性
も
秘
め
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
こ
の
「
無
心
」
を
科
学
的
に
問
う
て
ゆ
く

端
緒
と
し
て
、
高
次
感
情
と
し
て
の
畏
敬
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
や
創
造
性
、
あ
る
い
は
身
体
技
法
等
と
リ
ン
ク
す
る
心

や
脳
の
働
き
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ら
の
読
み
解
き
方
を
概
説

す
る
と
と
も
に
、「
無
心
」
に
対
し
、
い
か
な
る
発
想
や
方
法

論
を
も
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か
を
論
じ
る
。

1
「
無
心
」と
自
然

雄
大
な
自
然
を
前
に
す
る
と
、
自
ら
の
ち
っ
ぽ
け
さ
を
感

じ
る
。
そ
れ
を
自
覚
す
る
ま
も
な
く
、
圧
倒
さ
れ
、
大
き
く

包
み
込
ま
れ
一
体
化
す
る
。
こ
こ
で
生
じ
る
「
畏
敬
の
念1

」

は
、
己
の
小
さ
さ
を
感
じ
と
り
、
形
而
上
学
的
な
表
象
や
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
活
性
化
す
る
な
か
で
、
自
己
変
容
の
き

っ
か
け
と
な
る
。
従
来
、
美
学
、
修
辞
学
で
「
崇
高
体
験
」

と
さ
れ
、
自
己
の
縮
小
（sm

all self

）2

を
伴
う
と
さ
れ
る
そ
の

感
覚
は
「
無
心
」
に
通
ず
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
近
年
、
心

理
の
理
論
的
考
察
、
あ
る
い
は
調
査
や
実
験
的
手
法
を
通
じ

て
、「
畏
敬
の
念
」
は
、
時
間
知
覚
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
利
用
可
能
な
時
間
が
十
分
に
あ
る
と
い
う
感
覚
を
も
た

ら
す
こ
と
、
あ
る
い
は
規
範
へ
の
感
受
を
高
め
、
向
社
会
的

行
動
を
促
進
し
た
り
、
健
康
を
増
進
さ
せ
る
な
ど
の
効
用
を

も
つ
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（Piff et al., 2015; Stellar, et al., 

2015

）。
こ
う
し
た
畏
敬
の
念
の
源
泉
は“Positive-awe ”

と

“Threated-awe ”

に
大
別
さ
れ
る
。
ま
ず“Positive-awe ”

は
、
大

自
然
、
音
楽
、
彫
刻
、
あ
る
い
は
数
式
な
ど
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
、
例
え
ば
、
生
命
を
感
じ
取
り
、
た
が
い
の
繫
が
り

を
感
じ
取
る
な
か
、
他
者
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
の
喜
び
を

見
出
す
よ
う
な
体
験
を
導
く
も
の
で
あ
る
。

他
方
、「
畏
敬
の
念
」
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も

“Threated-awe ”

は
、
自
然
災
害
等
を
源
泉
と
し
、
無
力
感
を

媒
介
し
て
、
主
観
的
幸
福
感
の
低
下
を
招
く
（G

ordon et al., 

2017

）。
こ
う
し
た
畏
敬
の
生
じ
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
入
力

さ
れ
る
圧
倒
的
な
刺
激
は
、
従
来
の
ス
キ
ー
マ
（
知
識
・
信

念
体
系
）
の
更
新
を
迫
り
、
そ
れ
が
困
難
か
つ
脅
威
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
防
衛
的
反
応
と
し
て
、
知
覚
者
の
攻

撃
的
行
動
を
も
喚
起
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
し
た
可
能

性
は
、
利
他
と
攻
撃
性
の
両
者
に
か
か
わ
る
オ
キ
シ
ト
シ
ン

「
無
心
」の
心
理
学
―
科
学
の
俎
上
か
ら
い
か
に
し
て

問
う
の
か

第
五
部
❖
身
心
変
容
の
科
学

野
村
理
朗

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
准
教
授
／
教
育
認
知
心
理
学

243

「無心」の心理学―科学の俎上からいかにして問うのか



な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
の
振
る
舞
い
、
自
己
犠
牲
的
な
攻
撃
性
が

利
他
性
と
表
裏
一
体
と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
な
ど
の
事
実
か

ら
も
予
想
さ
れ
る
（
野
村
、
二
〇
一
六
）。
当
初
こ
う
し
た
理

論
的
な
考
察
を
手
は
じ
め
に
、
実
験
や
調
査
研
究
を
進
め
る

な
か
で
、
畏
敬
の
源
泉
が
、
主
に
は
外
集
団
に
対
す
る
攻
撃

行
動
を
喚
起
す
る
条
件
（
気
質
、
態
度
、
環
境
要
因
等
）、
あ
る

い
は
と
き
に
自
己
を
縮
小
さ
せ
つ
つ
（
図
1
）
他
者
へ
の
寛

容
性
を
低
下
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
な
ど
も
明
ら
か
と
な
っ
て
き

た
（
澤
田
、
野
村
、
印
刷
中
、Takano &

 N
om

ura, 2018

）。

こ
う
し
た
裏
付
け
は
、
自
然
も
し
く
は
神
を
恐
れ
、
崇
め

る
集
団
が
、
と
き
に
他
者
へ
の
寛
容
性
を
失
い
、
過
度
の
暴

力
を
行
使
す
る
こ
と
、
国
内
に
お
い
て
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教

事
件
な
ど
の
例
に
お
い
て
、
グ
ル
と
子
弟
と
の
関
係
が
外
集

団
へ
の
攻
撃
行
動
へ
と
転
じ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
や
、
人
間
の

内
包
す
る
「
魔
境
」
と
の
か
か
わ
り
（
鎌
田
、
二
〇
一
三
）
と

も
符
号
す
る
。
畏
敬
は
か
な
ら
ず
し
も
光
の
面
だ
け
で
は
な

く
、
影
の
方
向
へ
と
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る
。
そ
れ
は
感
受
性

遺
伝
子
（plasticity allele

）
の
働
き
と
も
通
じ
る
「
振
り
子
」

で
あ
り
（
野
村
、
二
〇
一
七
）、
そ
う
し
た
ゆ
ら
ぎ
の
も
と
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
環
境
の
影
響
を
受
け
や
す
い
個
人
は
、
一
方
で
、

質
の
高
い
サ
ポ
ー
ト
を
よ
り
有
利
な
形
で
享
受
し
う
る
の
で

あ
ろ
う
。

問
題
は
、
こ
う
し
た“Threated-awe ”

を
通
じ
た
攻
撃
性
を
、

い
か
に
し
て
緩
和
し
て
ゆ
く
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

山
が
「
牙
を
む
い
た
」
と
か
、
火
山
灰
が
「
襲
い
か
か

っ
た
」
と
い
う
言
い
方
の
中
に
潜
む
「
人
間
中
心
主
義
」

こ
そ
が
「
畏
怖
」
を
忘
れ
た
心
で
は
な
い
か
、「
畏
怖
」
と

は
「
畏
敬
」
や
神
の
山
の
力
に
対
す
る
「
感
謝
」
と
裏
腹

の
も
の
で
は
な
い
か
（
鎌
田
、
二
〇
一
六
、
一
二
―一
三
頁
）

鎌
田
東
二
に
よ
る
洞
察
で
あ
る
。
そ
れ
は“Threated-awe ”

か
ら
派
生
す
る
負
の
側
面
を
、「
感
謝
」
へ
と
転
じ
る
こ
と
の

意
義
・
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
無
論 “Threated-

awe ”
に
際
し
て
の
「
感
謝
」
は
容
易
な
も
の
で
は
な
い
。
自

ら
が
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
、
身
内
や
親
し
い
人
々
を
失
い
か
ね

な
い
状
況
の
な
か
、
身
の
切
ら
れ
る
よ
う
な
痛
み
や
、
行
く

末
へ
の
ぬ
ぐ
い
が
た
い
不
安
も
と
も
な
う
だ
ろ
う
。
こ
こ
で

畏
敬
の
源
泉
に
ふ
れ
、
か
り
に
自
己
が
縮
小
し
、
無
に
近
し

い
状
態
と
も
な
れ
ば
、
そ
の
「
振
り
子
の
原
理
」
に
よ
り
、
あ

る
い
は
恐
れ
と
と
も
に
感
謝
に
も
振
れ
う
る
よ
う
な
素
地
が

整
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
問
題
は
、
畏
敬
に
と
も
な

う
潜
在
的
な
負
の
側
面
を
、
い
か
に
し
て

0

0

0

0

0

感
謝
へ
と
転
じ
る
、

あ
る
い
は
両
立
さ
せ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
上
記
の
よ
う
な
畏
敬
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
は
、
主

に
は“Threated-awe ”

に
限
ら
れ
て
お
り
、“Positive-awe ”
と
の

弁
別
性
や
、
そ
れ
ら
が
認
知
や
行
動
に
も
た
ら
す
影
響
の
相

違
も
詳
ら
か
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

畏
敬
す
べ
き
も
の
は
彼
に
対
し
て
威
嚇
的
で
は
な
く
、
む

し
ろ
友
愛
的
で
促
進
的
に
向
か
う
（
ボ
ル
ノ
ー
、
二
〇
一
一
、

六
〇
頁
）

畏
敬
そ
の
も
の
に
、
恐
怖
の
感
情
は
含
ま
れ
な
い
。
例
え

ば
、
道
徳
教
育
の
要
と
し
て
、
畏
敬
の
念
は
、
小
・
中
・
高

等
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
す
べ
て
の
総
則
（
学
習
指
導
要
領
第
一

章
）
に
こ
う
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
人
間
尊
重
の
精
神
と
生
命

に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
家
庭
、
学
校
、
そ
の
他
社
会
に
お
け

る
具
体
的
な
生
活
の
中
に
生
か
し
、（
中
略
）、
進
ん
で
平
和

的
な
国
際
社
会
に
貢
献
し
未
来
を
拓ひ

ら

く
主
体
性
の
あ
る
日
本

人
を
育
成
す
る
」（
傍
線
は
筆
者
、
一
部
要
約
）。
心
理
実
験
に

よ
り
、「
畏
敬
の
念
」
は
内
発
的
動
機
づ
け
を
高
め
る
な
ど
の

学
習
効
果
を
有
す
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
り
あ

り
と
し
た
畏
敬
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
精
細
に
記
述
し
つ
つ
、
教

育
環
境
・
指
導
体
系
に
適
切
か
つ
効
果
的
に
反
映
し
、
来
た

る
曖
昧
・
複
雑
・
不
確
実
と
さ
れ
る
時
代
を
生
き
ぬ
く
力
の

涵
養
へ
と
活
か
す
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

な
お
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
畏
敬
に
恐
怖
感
情
は
含
ま

れ
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
畏
敬
は
、
恐
怖
と
の
境
に
あ
る
複

合
感
情
で
あ
る
こ
と
に
も
目
を
留
め
た
い
（Keltner &

 H
aidt, 

2003

）。
た
し
か
に
先
行
研
究
や
わ
れ
わ
れ
の
実
験
の
い
ず
れ

に
お
い
て
も
、
畏
敬
の
念
を
喚
起
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
の
恐
怖

感
情
の
上
昇
が
、
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
重

要
な
の
は
、
そ
う
し
た
恐
怖
感
情
を
統
制
し
て
も
な
お
、
畏

敬
に
特
異
的
な
現
象
が
生
じ
う
る
こ
と
だ
。

「
何
か
が
消
え
る
と
、
何
か
が
現
れ
る
」。
そ
う
し
た
プ
ロ

セ
ス
に
「『
無
心
』
と
い
う
出
来
事
が
生
じ
る
」
と
西
平
は
述

べ
る
（
二
〇
一
四
）。
自
己
が
縮
小
し
、
と
き
に
消
え
て
し
ま

う
。
そ
う
し
た
事
態
に
お
い
て
、
一
方
で
立
ち
現
れ
て
く
る

も
の
の
一
つ
が
「
畏
敬
」
の
核
と
な
る
も
の
だ
ろ
う
。
す
で

図１　「畏敬の念」が Threated-aweによる自己縮小（Small self）
の程度を調整する
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に
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
光
の
面
な
ら
ず
、
影
の
側
面

を
も
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
両
者
に
目
を
留
め
、
影

の
有
り
様
へ
の
反
省
的
な
態
度
に
立
っ
て
こ
そ
、
畏
敬
の
光

は
一
層
の
輝
き
を
増
す
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
畏
敬
に
か
か

わ
り
自
己
が
縮
小
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
目
を
留
め
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
「
無
心
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え

る
だ
ろ
う
。

2
「
無
心
」と
脳
、そ
し
て
文
化
差

こ
と
ば
に
な
ら
な
い
、
言
い
換
え
る
と
、
こ
と
ば
に
よ
っ

て
分
節
化
さ
れ
る
以
前
の
無
心
の
有
り
様
を
捉
え
た
い
。
そ

の
た
め
に
は
脳
に
語
っ
て
も
ら
お
う
。

脳
は
無
言
に
し
て
雄
弁
に
語
る
。
脳
に
中
前
頭
回
と
い
う

部
位
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
前
頭
葉
の
外
側
面
の
お
お
よ
そ
三

分
の
一
を
占
め
る
こ
の
領
域
左
側
の
灰
白
質
体
積
量
は
、
畏

敬
の
念
（A

we

）
を
感
ず
る
頻
度
の
高
い
個
人
ほ
ど
少
な
い

（G
uan et al., 2018

）。
固
有
の
体
験
が
な
に
が
し
か
の
脳
部
位

と
か
か
わ
り
、
神
経
細
胞
の
集
合
体
に
影
響
し
う
る
こ
と
自

体
さ
ほ
ど
驚
く
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

脳
の
容
積
が
お
お
よ
そ
遺
伝
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
い
か
に
し
て
畏
敬
の
念
が
生
じ

る
の
か
、
な
ぜ
畏
敬
の
感
受
性
が
人
間
に
備
わ
っ
て
い
る
の

か
、
そ
も
そ
も
畏
敬
と
は
何
か
と
い
っ
た
問
い
に
答
え
る
う

え
で
重
要
な
視
点
が
得
ら
れ
る
（
こ
こ
で
の
畏
敬
を
「
無
心
」

と
読
み
替
え
て
も
同
様
で
あ
る
）。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
脳

領
域
の
活
動
を
経
頭
蓋
磁
気
刺
激
法
（transcranial m

agnetic 

stim
ulation

）
に
よ
り
非
侵
襲
的
に
刺
激
し
、
神
経
細
胞
の
活

動
を
低
下
さ
せ
る
と
、
視
覚
刺
激
（
日
用
品
な
ど
）
に
関
連
す

る
単
語
（
学
校
な
ど
）
を
ラ
ベ
ル
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る

（D
avey et al., 2015

）。
こ
れ
は
、
中
前
頭
回
が
ス
キ
ー
マ
（
知

識
構
造
）
の
表
象
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
の
証
拠
で
あ
り
、

畏
敬
の
念
の
よ
う
な
、
既
有
の
知
識
構
造
に
お
さ
ま
り
き
ら

な
い
体
験
の
感
受
と
か
か
わ
る
こ
と
と
も
符
号
す
る
。

我
々
は
脳
賦
活
実
験
に
よ
り
、Positive-awe

とThreated-
awe

の
い
ず
れ
を
喚
起
す
る
動
画
を
提
示
し
て
も
、
左
側
の

中
前
頭
回
の
活
動
低
下
が
伴
う
こ
と
を
見
出
し
（
図
2
）、
か

つ
同
脳
領
域
と
扁
桃
体
と
の
機
能
的
結
合
性
が
、
畏
敬
の
程

度
と
正
に
相
関
す
る
可
能
性
も
得
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と

に
、Positive-awe

の
映
像
は
、
単
純
に
楽
し
い
気
分
が
高
揚

す
る
そ
れ
と
比
較
し
て
も
、Positive-awe

に
よ
る
中
前
頭
回

の
活
動
低
下
を
確
認
で
き
る（Takano &

 N
om

ura, in preparation

）。

こ
の
結
果
は
、「
畏
敬
」
に
は
、
い
わ
ゆ
る
快
の
次
元
に
と

ど
ま
ら
な
い
中
核
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
加
え
て

重
要
な
点
と
し
て
、
こ
の
左
中
前
頭
回
と
、
性
格
特
性
の
い

わ
ゆ
る
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ブ
の
う
ち
開
放
性
と
の
か
か
わ
り
が

見
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
従
来
の
調
査
研
究
の
報
告
（
開

放
性
の
高
い
個
人
ほ
ど
、
畏
敬
の
念
を
抱
き
や
す
い
）
と
も
合
致

す
る
結
果
で
あ
る
。
こ
こ
で
見
え
て
き
た
畏
敬
と
性
格
特
性

や
既
存
の
ス
キ
ー
マ
（
自
身
の
体
験
・
知
識
構
造
）
と
の
か
か

わ
り
を
併
せ
て
考
え
る
と
、「
無
心
」
と
い
う
出
来
事
に
い
た

る
プ
ロ
セ
ス
に
、
個
人
差
が
介
在
す
る
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。

個
人
差
と
い
う
こ
と
で
補
足
す
る
な
ら
ば
、
文
化
差
の
観

点
も
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
自
然
観
、
宗
教
観
の

文
化
差
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、”awesom

e ”

と
い
う
用
語
も

あ
る
よ
う
に
、
米
国
で
の
畏
敬
（A

we

）
体
験
の
源
泉
を
調
査

す
る
と
、
多
く
の
内
容
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
記
述
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
（
一
部
で
、
9
・
11
の
テ
ロ
の
よ
う
な
報
告
が
確
認
さ

れ
て
い
る
点
〈G

ordon et al. 2017

〉
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
）。

他
方
、
国
内
で
は
、
3
・
11
の
自
然
災
害
を
は
じ
め
、
主
に

は
対
人
関
係
に
お
い
て
感
受
さ
れ
る
畏
敬
の
記
述
が
多
く
、

そ
う
し
た
畏
敬
の
源
泉
に
か
か
わ
る
文
化
差
は
、
遺
伝
子
多

型3

の
分
散
の
相
違
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
も
一
定
の
理
解

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
（N

om
ura &

 Tsuda, in press

）。

こ
こ
で
の
遺
伝
子
は
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ

ー
の
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
そ
の
サ
ブ
タ
イ
プ
（
S
S
、
S
L
、

L
L
型
等
）
の
分
散
が
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例
え
ば
、

日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
圏
に
お
い
て
は
、
不
安
の
高
さ
や
衝

動
性
の
低
さ
を
特
徴
と
す
る
S
型
を
も
つ
個
人
（N

om
ura et 

al., 2015

）
が
、
対
人
口
比
八
〇
％
超
を
占
め
る
。
対
し
、
英

国
・
米
国
等
に
お
い
て
は
保
有
率
の
分
散
が
逆
転
し
、
S
型

が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
な
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
リ
ス

ク
遺
伝
子
の
保
有
率
の
高
い
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
情
動
障

害
の
有
病
率
は
む
し
ろ
相
対
的
に
低
く
、
そ
の
調
整
要
因
と

し
て
集
合
主
義
の
効
果
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（C

hiao &
 

Blizinsky, 2009

）。
そ
う
し
た
集
合
主
義
的
文
化
と
か
か
わ
る

他
者
依
存
的
な
「
自
己
観
」
は
東
ア
ジ
ア
圏
の
特
徴
の
一
つ

と
さ
れ
て
お
り
、
西
欧
に
お
け
る
独
立
的
な
「
自
己
観
」
の

そ
れ
と
は
異
な
る4

。

ま
た
「
身
体
観
」
は
、
例
え
ば
、
抑
う
つ
状
態
の
表
現
は
、

図２　畏敬（Positive-aweもしくはThreated-awe）の源泉と
なる動画像の提示により、統制条件と比較して左側の中前頭
回の活動が低下する
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東
ア
ジ
ア
圏
に
お
い
て
「
体
が
重
た
い
・
痛
い
」
等
の
身
体

症
状
で
訴
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、
西
欧
圏
に
お

い
て
は
「
気
分
が
優
れ
な
い
、
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
」
等
の

心
的
状
態
と
し
て
、
身
体
と
切
り
離
し
た
表
現
が
と
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
自
然
観
・
自
己
観
・
身
体
観
な
ど
の
文
化

間
の
相
違
一
つ
を
と
っ
て
も
、「
無
心
」
の
源
泉
で
あ
っ
た
り
、

こ
れ
に
い
た
る
プ
ロ
セ
ス
、
あ
る
い
は
現
れ
の
相
違
な
ど
、
推

察
さ
れ
る
問
う
べ
き
文
化
差
は
多
く
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

3
「
無
心
」と
過
去
経
験

続
け
て
「
無
心
」
に
か
か
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
取
り

上
げ
る
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
定
義
は
多
様
で
あ
る
た
め
、

「
今
、
こ
の
瞬
間
の
体
験
に
意
図
的
に
意
識
を
向
け
、
評
価
を

せ
ず
に
、
と
ら
わ
れ
の
な
い
状
態
で
、
た
だ
観
る
こ
と
」（
日

本
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
学
会
）
に
準
じ
、
以
降
の
論
を
進
め
る
。

こ
こ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
り
の
ま
ま
に
気
づ
き
、
あ
る

い
は
そ
こ
に
明
晰
さ
を
と
も
な
う
こ
と
も
あ
る
種
の
状
態
と

考
え
る
な
ら
ば
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
も
「
無
心
」
を
反
映

し
た
出
来
事
の
一
種
と
い
え
る
。

そ
の
実
践
は
、
特
定
の
対
象
（
こ
こ
で
は
呼
吸
）
に
意
図
的

に
注
意
を
集
中
す
る
「
集
中
瞑
想
」、
な
ら
び
に
今
こ
の
瞬
間

の
体
験
に
あ
り
の
ま
ま
に
気
づ
き
と
ら
わ
れ
な
い
「
洞
察
瞑

想
」（Lutz et al., 2008

） 

、
こ
れ
ら
に
「
慈
悲
瞑
想
」
を
加
え

た
三
種
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
い
ず
れ
の
タ
イ
プ
の
瞑
想
も
、

脳
の
海
馬
や
脳
梁
膨
大
後
部
皮
質
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
デ
フ

ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク （D

efault M
ode N

etwork

）
に

作
用
す
る
点
で
共
通
す
る
。
同
時
に
、
瞑
想
方
法
の
相
違
と

し
て
、
注
意
や
実
行
機
能
へ
の
か
か
わ
り
が
異
な
っ
て
お
り
、

筆
者
の
グ
ル
ー
プ
は
「
集
中
瞑
想
」
と
「
洞
察
瞑
想
」
の
両

者
に
お
い
て
、
脳
の
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、

線
条
体
と
の
機
能
的
結
合
性
が
低
下
す
る
共
通
性
を
踏
ま
え

た
上
で
、「
集
中
瞑
想
」
に
よ
る
注
意
関
連
脳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
視
覚
野
、
後
部
帯
状
回
、
腹
側
線
条
体
等
）
の
活
性
化
と
、
他

方
、「
洞
察
瞑
想
」
に
よ
る
結
合
性
の
低
下
と
い
う
差
異
を
見

出
し
た
。
こ
こ
で
み
る
非
対
称
的
な
結
果
か
ら
、「
無
心
」
は

お
そ
ら
く
は
複
数
の
レ
イ
ヤ
ー
（
層
）
か
ら
な
り
、
そ
の
「
無

心
」
へ
と
い
た
る
異
な
る
経
路
が
存
在
す
る
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。

加
え
て
、
我
々
は
、
瞑
想
の
実
践
時
間
の
長
い
参
加
者
ほ

ど
、
洞
察
瞑
想
中
の
、
左
側
の
被
殻
吻
側
部
と
脳
梁
膨
大
後

部
皮
質
と
の
機
能
的
結
合
性
の
強
い
こ
と
も
確
認
し
た
（
図

3
、Fujino et al., 2018

）。
こ
れ
ら
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
の
表

象
に
か
か
わ
る
領
域
で
あ
り
、
洞
察
瞑
想
に
よ
り
、
な
に
が

し
か
の
経
験
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
な
状
態
が
実
現
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
過
去
へ
の
と
ら
わ
れ
か
ら
解
放
さ

れ
、
今
、
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
ま
さ
に
「
無

心
」
の
一
側
面
を
支
え
る
機
構
で
あ
り
、「
無
心
」
へ
と
い
た

る
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
を
捉
え
た
も
の
と
い
え
る
。

な
お
、
こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、
過
去
経
験
と
の
か
か

わ
り
で
あ
る
。
時
間
を
さ
か
の
ぼ
り
、
あ
の
時
、
あ
の
場
所
、

あ
の
シ
ー
ン
を
味
わ
う
こ
と
。
自
身
の
経
験
に
と
ら
わ
れ
る

必
要
は
な
い
が
、
過
去
を
回
顧
す
る
こ
と
も
、
時
に
は
わ
る

く
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
懐
か
し
く
も
、
ほ
ろ
苦
さ

を
と
も
な
う
よ
う
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
（nostalgia

）
は
、
そ
の

想
起
に
と
も
な
っ
て
、
海
馬
や
脳
の
報
酬
系
を
賦
活
す
る
か

ら
だ
（O

ba, et al., 2016

）。
そ
う
し
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
一
体
化

し
た
り
、
俯
瞰
的
に
眺
め
た
り
す
る
よ
う
な
、
過
去
を
縦
横

無
尽
に
（
そ
れ
こ
そ
無
心
に
）
想
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
よ
う
な
柔

軟
さ
も
ま
た
「
無
心
」
の
現
れ
だ
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
〝
柔
ら
か
さ
〞
は
行
き
過
ぎ
て
も
い
け

な
い
。
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
、
注
ぐ
べ
き
対
象
（
目
下
の
課
題
や

目
標
）
か
ら
想
い
や
注
意
が
逸
れ
て
し
ま
い
、
あ
ら
ぬ
方
向

へ
と
心
が
さ
ま
よ
う
、
あ
る
い
は
無
自
覚
的
な
反
芻
に
か
ら

め
と
ら
れ
る
マ
イ
ン
ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
（m

ind-wandering;  

Sm
allwood &

 Schooler, 2006

）
と
い
う
状
態
が
あ
る
。
そ
れ

は
「
無
心
」
に
対
す
る
「
乱
心
（
あ
る
い
は
非
無
心5

）」
の
一 図3　瞑想の実践時間と、洞察瞑想中の、左側の被殻吻側部と脳梁膨大後部皮質等との機能的結合性
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側
面
を
表
し
た
概
念
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
、
マ
イ
ン

ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
に
伴
う
脳
の
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
動
は
、
瞑
想
中
の
そ
れ
と
お
お
よ
そ
対
称
的
な

振
る
舞
い
を
す
る
。

4
「
無
心
」と
創
造
性

こ
こ
に
お
い
て
、
道
元
禅
師
が
述
べ
た
「
柔
軟
心
」
と
は

い
か
な
る
も
の
か
、
と
い
う
問
い
が
生
ず
る
。
鈴
木
（
二
〇

〇
七
）
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
次
の
箇
所
に
目
を
留
め
る
。

ど
こ
を
押
し
て
も
、
柔
軟
で
、
包
容
的
で
、
何
で
も
そ

の
中
に
容
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
身
心
脱
落
の
境

で
、
こ
れ
で
な
い
と
、
も
の
が
容
れ
ら
れ
な
い
。

 

（
鈴
木
、
二
〇
〇
七
、
五
四
頁
）

マ
イ
ン
ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
は6

、
な
に
が
し
か
の
思
考
、
感

情
が
無
節
操
に
（
言
い
方
を
変
え
れ
ば
自
動
的
に
）
う
ご
い
て

い
る
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
で
は
な
く
、
マ

イ
ン
ド
レ
ス
で
あ
り
、〝
容
れ
物
〞
が
埋
ま
っ
た
状
態
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
「
無
心
」
の
一
側
面

で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
対
置
す
る
マ
イ
ン
ド
ワ

ン
ダ
リ
ン
グ
は
「
乱
心
」
に
相
当
す
る
。

そ
う
し
た
考
え
の
一
方
で
、
道
元
の
述
べ
る
「
柔
軟
心
」

に
着
眼
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
と
マ
イ
ン
ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
と

の
間
に
共
通
点
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

脳
の
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
を
基
礎
と

す
る
マ
イ
ン
ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
は
、
創
造
性
の
発
揮7

と
か
か

わ
り
（Baird et al., 2012;  

山
岡
・
湯
川
、
二
〇
一
六
）、
い
わ
ゆ

る
閃
き
は
、
非
意
識
的
な
層
に
お
け
る
連
想
処
理
が
促
進
さ

れ
た
結
果
、
現
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
だ
（D

ijksterhuis &
 

M
eurs, 2006

）。
も
ち
ろ
ん
、
宋
か
ら
の
帰
朝
に
際
し
て
道
元

が
得
た
と
す
る
「
柔
軟
心
」
の
定
義
は
一
言
で
記
述
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
じ
つ
に
多
義
的
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え

た
上
で
、「
柔
軟
心
」
を
、
な
め
ら
か
な
思
考
や
感
覚
、
そ
れ

ら
が
自
由
に
動
き
う
る
状
態
と
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
こ

そ
マ
イ
ン
ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
と
一
部
通
ず
る
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

グ
ラ
ハ
ム
・
ワ
ラ
ス
の
四
段
階
理
論
と
い
う
も
の
が
あ
る

（W
eisberg, 1993

）。
こ
れ
は
創
造
性
は
四
段
階
（
①
準
備
、
②

孵
化
、
③
閃
き
、
④
検
証
）
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
な
る
と
す
る
理

論
で
、
マ
イ
ン
ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
は
こ
こ
で
の
第
3
段
階
の

孵
化
と
か
か
わ
る
。
孵
化
（incubation

）
と
は
、（
考
え
続
け

る
こ
と
を
や
め
）
そ
れ
自
体
を
放
念
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
実
行
機
能
を
ベ
ー
ス
と
す
る
統
制
的
な
思
考
を
手

放
し
、
そ
れ
を
い
っ
た
ん
意
識
下
に
放
つ
。
そ
う
す
る
と
脳

の
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
動
す
る
。
そ
う

す
る
な
か
で
、
意
識
に
立
ち
上
が
ら
な
い
な
に
か
が
進
行
（
孵

化
）
し
、「
あ
っ
」
と
気
づ
い
た
と
き
に
は
閃
い
て
い
る
。
こ

れ
ぞ
「
柔
軟
心
」
あ
る
い
は
「
無
心
」
の
現
れ
と
い
え
な
い

だ
ろ
う
か
。

検
証
の
段
階
に
お
い
て
は
、
実
行
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（Executive C
ontrol N

etwork

）
が
活
性
化
す
る
。
こ
こ
で
は
生

ま
れ
つ
つ
あ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
検
証
し
、
そ
れ
が
実
用
に
耐

え
る
も
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
凡
庸
で
な
い
か
ど
う
か
な

ど
を
、
目
下
の
ゴ
ー
ル
を
参
照
し
て
、
修
正
を
加
え
る
よ
う

な
プ
ロ
セ
ス
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
、
顕
著
性
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（Salience N

etwork

）」
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
デ
フ

ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
実
行
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
相
互
に
切
り
替
わ
り
、
創
造
性
の
持
続
的
・
発
展
的
な
発

揮
が
可
能
と
な
る
（
図
4
）。

「
無
心
」
を
徹
底
し
た
受
動
性
か
ら
生
ず
る
出
来
事
（
西
平
、

二
〇
一
四
）
と
し
て
も
、
マ
イ
ン
ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
vs
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う
構
造
で
の
議
論
は
か
な
ら
ず
し
も
適
切

で
は
な
い
。
こ
の
一
見
相
反
す
る
よ
う
な
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
、

身
体
と
、
刻
々
と
変
化
す
る
環
境
と
の
相
互
作
用
の
も
と
で
、

「
無
心
」
に
か
か
る
あ
る
種
の
最
適
解
が
存
在
す
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
創
造
性
は
、
準
備
か
ら
検
証
に
い

た
る
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
発
揮
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
と
同
様
、

い
わ
ゆ
る
「
無
心
」
の
状
態
に
い
た
っ
た
の
ち
に
、
そ
れ
を

回
顧
的
に
振
り
返
る
（
検
証
す
る
）
作
業
を
つ
う
じ
て
、「
無

心
」
は
一
層
、
自
ら
の
血
肉
と
化
し
て
ゆ
く
も
の
と
言
え
る
。

そ
う
考
え
る
と
、
そ
の
両
者
の
ど
ち
ら
の
状
態
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と
を
問
う
こ
と
さ
え
せ
ず
、
す
べ
て
を
柔
ら
か
く
包

み
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
態
度
、
あ
る
い
は
状
態
も
ま
た
「
無

心
」
の
現
れ
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

図4　創造性の高い個人は、主には前頭—頭頂葉の神経結合を中心に、三
種の神経ネットワークの連絡が緊密である　（Beaty et al.〔2018〕を基に筆
者が改変）

創造性の高い群 創造性の低い群
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5
「
無
心
」と
身
体
性

時
が
経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
夢
中
に
な
る
。
砂
場
遊
び
に

没
頭
し
、
は
た
と
気
づ
け
ば
、
ま
わ
り
に
誰
も
い
な
く
な
り
、

あ
た
り
は
し
ん
と
静
ま
り
返
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
体
験

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
フ
ロ
ー
体
験
（Flow

）
と
も
さ
れ

る
集
中
状
態
は
、
我
を
忘
れ
る
ま
で
に
没
頭
し
、
時
に
強
い

高
揚
を
と
も
な
う
点
で
、
か
な
ら
ず
し
も
「
無
心
」
と
等
価

で
は
な
い
（
無
心
に
は
、
あ
る
種
明
晰
な
「
我
」
を
と
も
な
う

〈
西
平
、
二
〇
一
四
〉）。
同
時
に
、
何
ら
か
の
対
象
と
一
体
化

し
た
意
識
を
と
も
な
う
点
で
、「
無
心
」
と
通
ず
る
部
分
も
あ

り
、
あ
る
種
「
遊
心
」
と
も
い
え
る
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。

そ
う
し
た
フ
ロ
ー
が
生
ず
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
自

覚
的
な
意
識
が
薄
ら
ぎ
、
時
間
感
覚
が
短
縮
す
る （N

akam
ura 

&
 C

sikszentm
ihalyi, 2002

）。
ま
た
フ
ロ
ー
は
、
創
造
性
、
自

尊
感
情
、
学
習
意
欲
の
向
上
等
を
も
た
ら
し （A

sakawa, 2010

）、

自
己
効
力
感
や
主
観
的
幸
福
感
の
向
上
、
充
実
感
や
生
き
が

い
の
充
足
と
も
か
か
わ
る
（Tandon, 2017

）。

こ
う
し
た
フ
ロ
ー
の
効
用
を
引
き
出
す
よ
う
な
環
境
の
構

築
は
、
理
論
上
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
。
例
え
ば
目
標
と
な

る
課
題
と
本
人
の
ス
キ
ル
を
均
衡
す
る
こ
と
に
よ
り
、
フ
ロ

ー
状
態
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
達
成
目
標
が
自

身
ス
キ
ル
を
大
き
く
上
回
る
よ
う
で
あ
れ
ば
手
こ
ず
る
し
、
易

し
す
ぎ
れ
ば
退
屈
す
る
。
ス
キ
ル
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
乗

り
越
え
ら
れ
る
よ
う
な
課
題
を
設
け
る
の
が
よ
い
。
あ
る
い

は
フ
ロ
ー
は
、
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ブ
の
う
ち
誠
実
性
、
新
奇
性

追
求
と
の
か
か
わ
り
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（Teng, 2011; 

U
llén et al., 2012

）、
個
々
人
の
性
格
特
性
を
ふ
ま
え
て
フ
ロ
ー

環
境
を
設
計
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

こ
う
し
た
フ
ロ
ー
と
類
似
す
る
概
念
に
ゾ
ー
ン
（zone

）

が
あ
る
。
両
者
の
相
違
は
明
確
で
は
な
い
が
、
す
く
な
く
と

も
フ
ロ
ー
は
座
し
て
の
課
題
（
将
棋
、
チ
ェ
ス
、
計
算
な
ど
の

学
習
場
面
な
ど
）
と
の
か
か
わ
り
、
ゾ
ー
ン
は
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
競
技
に
お
い
て
至
高
体
験
と
も
呼
ば
れ
て
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
ゾ
ー
ン
へ
の
着
眼
は
、
身
体
性
の
考
察
を
深

め
る
上
で
都
合
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

か
つ
て
は
禅
に
は
じ
ま
り
、
武
道
、
芸
道
等
の
稽
古
に
よ

り
「
有
心
」
か
ら
「
無
心
」
へ
と
い
た
る
と
さ
れ
た
身
体
（
西

平
、
二
〇
〇
九
）
は
、
そ
の
上
行
性
の
情
報
に
よ
り
、
脳
の
眼

窩
前
頭
皮
質
、
体
性
感
覚
野
、
島
皮
質
な
ど
領
域
の
神
経
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
、
そ
の
熟
達
化
に
い
た
る
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
、
断
続
的
に
認
知
、
感
情
、
意
思
決
定
等
に
影
響
す

る （D
am

asio et al., 2000

）。
こ
う
し
た
情
動
の
末
梢
起
源
説

（peripheral theory of em
otion

）
に
準
ず
る
見
方
に
対
し
、
中

枢
起
源
説
（central theory of em

otion

）
か
ら
の
議
論
を
経
て
、

現
在
は
両
者
の
か
か
わ
り
の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
よ
う
に
、

「
無
心
」
は
、
中
枢
と
末
梢
（
身
体
）
の
両
輪
を
基
礎
と
す
る

も
の
と
い
え
よ
う
。

〝
中
枢
（
脳
）
の
視
点
〞
で
い
う
な
ら
ば
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル

の
経
験
を
積
む
な
か
で
、
上
述
し
た
脳
領
域
の
活
性
化
を
と

も
な
い
、
身
体
感
覚
の
感
受
（
自
身
の
心
拍
数
を
カ
ウ
ン
ト
す

る
精
度
、
等
）
が
高
ま
る （Bornem

ann &
 Singer, 2017; Fischer, 

M
essner, &

 Pollatos, 2017

）。
こ
う
し
た
内
受
容
感
覚
は
、
ヨ

ガ
や
中
国
気
功
（
気
功
、
太
極
拳
）
な
ど
の
体
術
、
武
術
や
武

道
（
剣
道
、
弓
道
等
）
に
よ
っ
て
も
高
ま
る
だ
ろ
う
。
従
来
、

身
心
に
か
か
る
観
照
的
な
記
述
に
よ
り
、
例
え
ば
、
オ
イ
ゲ

ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
の
『
弓
と
禅
』
に
お
い
て
「
無
心
」
へ
と
い

た
る
プ
ロ
セ
ス
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
し
、
科
学
研
究

に
お
い
て
は
、
ヨ
ガ
（
ア
ー
サ
ナ 

、
調
気
法
、
瞑
想
か
ら
成
る
）

に
と
も
な
う
自
律
神
経
系
の
安
定
、
免
疫
系
や
メ
タ
認
知
等

実
行
機
能
の
向
上
等
、
多
様
な
指
標
に
お
い
て
「
無
心
」
と

も
か
か
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
効
果
も
示
さ
れ
て
い
る
（
レ

ビ
ュ
ー
と
し
て
、Pascoe et al., 2017, Shiota &

 N
om

ura, 2018

）。

こ
う
し
た
身
体
技
法
は
「
無
心
」
に
い
た
る
経
路
を
形
づ
く

る
点
で
、
注
意
、
気
づ
き
、
あ
り
の
ま
ま
の
受
容
（
ア
ク
セ

プ
タ
ン
ス
）
等
を
基
礎
と
す
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
同
様

に
、
感
覚
刺
激
の
脳
情
報
処
理
、
続
く
身
体
反
応
を
経
て
、
そ

れ
が
脳
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
統
合
さ
れ
る
と
い
う
、
脳

に
お
け
る
操
作
（
注
意
、
受
容
な
ど
）
を
重
視
す
る
点
に
お
い

て
共
通
す
る
。

同
時
に
、〝
末
梢
（
身
体
）
の
視
点
〞
と
は
い
か
な
る
も
の

だ
ろ
う
か
。
中
枢
で
の
対
応
が
ま
ま
な
ら
ず
、
そ
こ
に
困
難

が
あ
る
と
き
。 

、
す
な
わ
ち
、
な
ん
ら
か
の
対
象
に
注
意
を

集
中
し
た
り
、
あ
り
の
ま
ま
の
感
覚
に
気
づ
く
こ
と
、
あ
る

い
は
そ
れ
を
受
容
す
る
こ
と
さ
え
も
困
難
な 〝
あ
り
の
ま
ま
〞

が
〝
ま
ま
な
ら
な
い
〞。
そ
う
し
た
と
き
に
〝
末
梢
の
視
点
〞

が
発
揮
さ
れ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
は
身
体
を
動
か
す
。
あ
る
い
は
静
止
し
た
ま
ま
、
な

に
が
し
か
の
ポ
ー
ズ
を
と
る
だ
け
で
も
い
い
。
そ
う
す
る
う

ち
に
末
梢
か
ら
中
枢
へ
の
働
き
か
け
の
も
と
、
身
体
系
脳
領

域
を
介
し
た
変
容
が
じ
わ
じ
わ
と
生
じ
る
。
繰
り
返
し
に
な

る
が
、
そ
れ
は
、
身
体
感
覚
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
り
、
そ
れ

を
受
容
し
た
り
、
と
い
う
中
枢

0

0

（
脳0

）
で
操
作
を
し
た
り
、
そ

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
に
重
き
を
置
く
ソ
マ
テ
ィ
ッ
ク
マ
ー
カ
ー
の
視
座
に
立
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
の
で
も
な
く

0

0

0

0

0

0

、
た
だ
リ
ア
ル
に
身
体
を
動
か
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
を
第

一
義
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
ら
の
身
体
を
起
点
と
し
て
中

枢
を
動
か
し
、
気
づ
け
ば
「
無
心
」
へ
と
い
た
る
と
い
う
点

に
妙
味
が
あ
る
。

結
言

本
稿
は
「
無
心
」
に
つ
い
て
、
心
理
学
、
脳
科
学
に
か
か

わ
る
概
念
に
着
目
し
、「
無
心
」
に
か
か
わ
る
問
い
を
立
体
化

し
、
心
理
・
脳
の
両
者
か
ら
「
無
心
」
を
成
す
と
考
え
ら
れ
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る
特
性
や
状
態
を
概
観
し
た
。
と
く
に
①
鈴
木
大
拙
の
「
無

心
」
論
、
②
西
平
直
の
「
無
心
」
解
釈
・「
無
心
」
論
、
そ
し

て
③
筆
者
に
よ
る
心
理
学
・
神
経
科
学
的
観
点
か
ら
の
「
無

心
〜
柔
軟
性
」
解
釈
・「
無
心
」
論
、
こ
れ
ら
三
層
を
示
し
て

き
た
が
、
今
後
そ
れ
ら
の
関
係
性
を
整
理
し
、
体
系
的
に
記

述
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
目
下
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
無
心
」

に
か
か
る
科
学
的
探
求
の
端
緒
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
こ
と
を
自

覚
し
た
う
え
で
、
次
な
る
三
つ
の
課
題
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、「
無
心
」
と
い
う
概
念
を
構
造
化
し
た
尺
度
を
開

発
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
い
く
つ
か
の
概
念
を
取
り

上
げ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
各
論
の
域
を
で
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
ら
を
串
刺
し
に
す
る
尺
度
を
も
っ
て
、
個
別
の
研

究
で
得
ら
れ
た
知
見
の
共
通
性
と
固
有
性
、
あ
る
い
は
知
識

体
系
を
関
連
づ
け
る
た
め
の
叩
き
台
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
。第

二
に
、
熟
達
化
の
領
域
固
有
性
と
普
遍
性
に
留
意
す
る

こ
と
で
あ
る
。
熟
達
は
、
そ
れ
に
習
熟
し
た
者
の
持
つ
ス
キ

ル
や
知
識
は
領
域
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
心
理
学
の

研
究
に
お
い
て
は
、
他
の
ワ
ザ
に
転
移
し
に
く
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
ノ
ー
マ
ン
、
一
九
九
〇
）。
無
心
に
普
遍
性

は
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
ワ
ザ
の
体
系
ご
と
に
在
り
方
が
異
な

る
の
か
、
あ
る
い
は
熟
達
の
程
度
に
よ
る
制
約
を
受
け
る
も

の
な
の
か
。

第
三
に
「
無
心
」
の
出
口
に
目
を
留
め
、
記
述
す
る
こ
と

で
あ
る
。
無
論
、
な
に
が
し
か
の
効
果
を
期
待
し
て
い
た
る

「
無
心
」
で
は
な
い
。
つ
か
も
う
と
す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
そ
の

手
か
ら
す
る
り
と
抜
け
、
去
っ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
そ
う
し
た

「
無
心
」
に
つ
い
て
、
そ
の
効
用
や
限
界
を
記
述
す
る
学
問
上

の
意
義
は
言
う
ま
で
も
な
い
。「
無
心
」
の
影
響
は
い
か
に
し

て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
現
れ
る
の
か
。

個
人
の
身
心
に
お
い
て
は
、
武
道
・
芸
道
・
ス
ポ
ー
ツ
に

お
け
る
稽
古
や
ワ
ザ
の
上
達
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
、

さ
ら
に
は
教
育
や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
社
会
レ
ベ
ル
へ
の
波
及

効
果
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
記
述
・
定
量
化
す
る

工
夫
を
重
ね
つ
つ
、
先
人
た
ち
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
叡
智
を

継
承
し
、
こ
れ
と
往
還
す
る
試
み
の
な
か
で
「
無
心
の
科
学

的
研
究
」
が
構
築
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
も
、
心
に
、
身
体
に
、
脳
に
語
っ
て
も
ら
お

う
。
新
た
な
工
夫
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重
ね
、
弛
ま
ず
歩
ん
で

ゆ
こ
う
。
研
究
は
、
稽
古
、
修
行
、
祈
り
と
も
い
え
よ
う
日
々

の
営
み
を
基
礎
と
し
な
が
ら
。

注1　
英
語
のA

we

で
あ
る
。
そ
の
邦
訳
は
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、

本
稿
で
は
「
畏
敬
」
も
し
く
は
「
畏
敬
の
念
」
と
表
記
す
る
。

国
内
で
のA

we

に
か
か
わ
る
研
究
は
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、

高
次
感
情
に
着
目
し
た
意
味
構
造
分
析
に
よ
り
「
畏
敬
」
と

「
畏
怖
」
の
構
造
が
異
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
筆

者
ら
は
、Positive-awe

（
絶
景
等
）
も
し
く
はThreated-awe

（
津
波
等
）
の
画
像
を
提
示
し
、
そ
れ
ら
が
「
畏
敬
」
と
「
畏

怖
」
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
課
題
を
実
施

し
た
結
果
、Threated-awe

に
対
し
て
は
「
畏
怖
」、Positive-

awe
に
お
い
て
は
「
畏
敬
」
と
「
畏
怖
」
の
両
者
が
同
程
度

に
対
応
す
る
こ
と
を
確
認
し
た（Takano &

 N
om

ura, 2018

）。

し
た
が
っ
てA

we

の
邦
訳
に
応
じ
た
意
味
構
造
、
も
た
ら
す

イ
メ
ー
ジ
や
機
能
が
異
な
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

2　

Sm
all self

と
は
、
心
理
学
で
一
般
的
に
定
義
さ
れ
る
自
己
関

連
の
概
念
（
自
己
知
覚
、
自
己
目
標
、
自
己
意
識
的
感
情

等
）
が
脱
活
性
化
し
た
自
己
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て

Sm
all self

と
は
、
力
強
く
広
大
な
〝
な
に
か
（som

ething

）
〞

と
相
対
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
生
じ
た
自
己
に
か
か
わ
る
状
態
を

指
す
も
の
と
定
義
す
る
。

3　
D
N
A
は
、
ア
デ
ニ
ン
（
A
）、
グ
ア
ニ
ン
（
G
）、
シ
ト
シ

ン
（
C
）、
チ
ミ
ン
（
T
）
と
い
う
四
種
類
の
塩
基
か
ら
な

る
配
列
を
基
本
と
し
、
ヒ
ト
細
胞
核
の
な
か
に
、
約
三
十
数

億
と
も
い
わ
れ
る
塩
基
の
対
が
あ
る
。
こ
う
し
た
塩
基
の
並

び
の
個
人
差
を
遺
伝
子
多
型
（gene polym

orphism

）
と
よ

ぶ
。

4　
こ
こ
で
の
「
自
己
観
」
の
文
化
差
は
あ
く
ま
で
も
相
対
的
な

差
異
で
あ
り
、
独
立
―
依
存
の
次
元
で
の
記
述
に
か
か
る
議

論
の
あ
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

5　
本
稿
で
の
「
乱
心
」
は
「
無
心
」
に
対
置
す
る
も
の
と
定
義

す
る
。
辞
典
に
お
い
て
は
、
乱
心
は
「
狂
う
こ
と
。
逆
上
し

た
り
し
て
分
別
を
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
（『
大
辞
泉
』）」

と
定
義
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
分
別
は
鈴
木
大
拙
が
「
無
分
別

の
分
別
」
と
す
る
と
こ
ろ
の
分
別
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
は

異
な
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
ま
た
「
乱
心
」
は
西
平
直

に
よ
れ
ば“out of order ”

と
な
る
。
同
時
に
、「
無
心
」
も
、
ま

た
的
か
ら
外
れ
た
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
同
一

で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
相
違
を
含
め
て
「
乱
心
」
に
か
か
る

定
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

6　
マ
イ
ン
ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
に
は
適
応
的
側
面
（
創
造
性
の
向

上
、
将
来
の
計
画
性
等
）
と
不
適
応
的
側
面
（
交
通
事
故

等
）
両
者
と
の
関
わ
り
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
意
図
的

な
マ
イ
ン
ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
（
心
を
泳
が
そ
う
と
し
て
意
図

的
に
解
放
す
る
）
と
、
自
然
発
生
的
な
マ
イ
ン
ド
ワ
ン
ダ
リ

ン
グ
（
気
が
つ
い
た
ら
心
が
泳
い
で
い
る
）
の
各
々
の
頻
度

と
脳
容
積
と
の
関
わ
り
も
示
さ
れ
て
い
る
（G

olchert et al., 
2017

）。

7　

創
造
性
は
、G

uilford

（1967

）
に
よ
る
二
種
の
定
義
が
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。
複
数
の
概
念
か
ら
一
つ
の
解
を
演
繹
的

に
導
出
す
る
「
収
束
的
思
考
」、
お
よ
び
一
つ
の
概
念
か
ら

発
想
を
広
げ
て
ゆ
く
「
拡
散
的
思
考
」
の
定
義
が
広
く
用
い

ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
流
暢
性
、
柔
軟
性
、
独
自
性
か
ら
成

る
と
さ
れ
る
。
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は
じ
め
に

こ
の
身
心
変
容
技
法
で
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。

感
謝
の
意
味
を
込
め
て
、
多
少
の
重
複
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
本
科
研
関
連
に
お
け
る
私
の
考
察
を
ま
と
め
さ
せ
て
い

た
だ
こ
う
と
思
う
。

分
子
生
物
学
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
鎌
田
科
研
の
分
野
に

貢
献
す
る
べ
き
か
と
考
え
な
が
ら
の
四
年
間
、
非
常
に
刺
激

を
受
け
て
き
た
。
鎌
田
東
二
先
生
と
の
つ
な
が
り
の
始
ま
り

は
、
鎌
田
先
生
が
京
都
大
学
の
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ

ー
に
て
教
授
を
さ
れ
て
い
る
と
き
で
あ
る
。
今
で
も
覚
え
て

い
る
。
試
験
の
監
督
と
し
て
鎌
田
先
生
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に

入
っ
た
。
監
督
任
務
の
終
了
後
、
鎌
田
先
生
に
声
を
か
け
ら

れ
た
。
二
つ
三
つ
の
「
気
」
に
関
す
る
会
話
を
し
た
の
ち
、

「
う
ち
（
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

き
ま
せ
ん
か
？
」
と
持
ち
か
け
ら
れ
た
。
理
系
で
あ
る
私
自

身
は
、
文
系
の
先
生
方
の
考
え
方
と
い
う
も
の
に
非
常
に
興

味
が
あ
り
、
な
ん
と
か
し
て
文
理
融
合
に
近
い
こ
と
を
し
た

い
、
と
漠
然
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
渡
り
に

船
、
と
ば
か
り
に
、
月
に
一
度
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
そ
の
時
に
考
え
て

い
る
こ
と
を
口
に
し
て
、
議
論
す
る
と
い
う
形
式
で
あ
っ
た
。

非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
。
神
道
を
は
じ
め
と
し
た
、
そ
の
道

の
専
門
家
に
聞
か
な
け
れ
ば
知
り
よ
う
も
な
か
っ
た
こ
と
を

聞
け
た
だ
け
で
は
な
い
。
知
見
の
み
な
ら
ず
、
考
え
方
も
学

ん
だ
つ
も
り
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
と
文
献
と
い
う
そ
れ
ぞ

れ
広
い
視
点
、
近
い
視
点
を
行
き
来
し
な
が
ら
物
事
を
解
き

明
か
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
は
斬
新
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
は
社
会
学
部
助
教
と
し
て
同
志
社
大
学
に
い
ら

っ
し
ゃ
る
奥
井
遼
さ
ん
も
学
位
取
得
前
後
で
、
鎌
田
研
に
在

籍
し
て
い
た
。
鎌
田
先
生
が
奥
井
さ
ん
を
指
導
さ
れ
る
手
腕

も
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
。
奥
井
さ
ん
は
学
位
論
文
を
書
き

な
が
ら
も
、
研
究
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
に

も
役
割
を
与
え
ら
れ
、
な
か
な
か
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
も

ち
ろ
ん
奥
井
さ
ん
は
し
っ
か
り
そ
の
期
待
に
応
え
て
お
り
、
師

弟
の
素
晴
ら
し
い
共
同
作
業
の
現
場
に
立
ち
会
え
た
と
思
っ

て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
こ
の
時
期
の
鎌
田
先
生
と

の
交
流
は
私
の
そ
れ
ま
で
の
考
え
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
る
も
の

だ
っ
た
。
こ
の
論
考
で
は
、
本
科
研
期
間
中
の
研
究
の
進
展

を
身
心
変
容
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
と
と
も
に
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
最
後
に
最
近
取
り
組
ん
で
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
解

析
と
実
験
と
の
対
峙
作
業
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

鎌
田
研
究
室
の
応
接
室
で
の
議
論
に
お
い
て
は
、
私
は
ま

っ
た
く
の
異
分
野
の
研
究
者
に
話
す
わ
け
で
あ
り
、
ま
ず
は

ど
う
す
れ
ば
自
分
の
仕
事
の
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
か
、

と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
た
。
私
自
身
は
が
ん
の
基
礎
研
究
と

い
う
分
野
に
大
き
く
括
ら
れ
る
立
ち
位
置
に
い
る
。
が
ん
細

胞
の
話
か
ら
始
め
よ
う
か
、
あ
る
い
は
専
門
分
野
で
あ
る
、
放

射
線
に
よ
り
遺
伝
情
報
（
D
N
A
）
が
受
け
る
損
傷
の
話
か

ら
始
め
よ
う
か
、
あ
る
い
は
相
手
が
た
の
専
門
分
野
に
近
い

社
会
シ
ス
テ
ム
に
例
え
て
話
す
べ
き
か
な
ど
と
思
い
を
巡
ら

せ
れ
ば
巡
ら
せ
る
ほ
ど
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
考
え
れ
ば

考
え
る
ほ
ど
、
い
か
に
自
分
の
研
究
の
成
果
そ
の
も
の
が
社

会
貢
献
を
し
て
い
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ

た
。
そ
れ
ゆ
え
面
白
く
話
を
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の

ハ
ッ
タ
リ
も
盛
り
込
ん
で
話
を
締
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ

の
締
め
た
言
葉
と
自
分
自
身
の
研
究
の
現
況
に
は
か
な
り
の

乖
離
が
あ
る
こ
と
は
重
々
承
知
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
言

身
心
変
容
的
分
子
生
物
学
の
ス
ス
メ

　
　

第
五
部
❖
身
心
変
容
の
科
学

古
谷
寛
治

京
都
大
学
放
射
線
生
物
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師
／
生
物
分
子
科
学
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動
に
は
、
自
分
の
仕
事
を
よ
く
見
せ
よ
う
と
い
う
邪
心
も
ふ

く
ま
れ
て
お
り
、
今
で
は
少
し
恥
ず
か
し
い
、
と
思
う
側
面

も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
知
ら
な
い
人
に
説
明
す
る
そ
の
プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
研
究
の
意
義
を
入
念
に
考
え
る
必
要
が

あ
っ
た
こ
と
や
、
あ
る
程
度
ハ
ッ
タ
リ
を
込
め
た
結
語
は
少

な
か
ら
ず
頭
の
中
に
の
こ
り
、
次
の
実
験
計
画
へ
と
、
徐
々

に
で
は
あ
っ
た
が
反
映
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
私
か
ら
言
え
ば
、
鎌
田
先
生
と
の
会
話
そ
の
も
の
、
す

な
わ
ち
言
葉
に
出
し
、
行
動
に
示
す
こ
と
で
、
考
え
方
が
徐
々

に
変
わ
っ
て
い
く
、
ま
さ
に
身
心
変
容
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

1
外
乱
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
物
事
の
順

序
を
保
障
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御

そ
の
後
、
鎌
田
先
生
の
科
研
の
末
席
に
加
わ
り
、
私
は
本

科
研
の
二
年
目
か
ら
論
考
を
提
出
し
て
い
る
。
最
初
の
論
考

で
は
、
細
胞
の
も
つ
細
胞
増
殖
サ
イ
ク
ル
の
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
細
胞
増
殖
は
細
胞
が
自
身
の
構
成
物
を
複
製
し
、

そ
れ
ら
を
均
等
に
娘
細
胞
に
分
配
す
る
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ

と
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
複
製
と
分
裂
の
繰
り
返
し
の
一
サ
イ

ク
ル
を
細
胞
周
期
と
呼
ぶ
。
複
製
・
分
配
さ
れ
る
細
胞
内
構

成
物
の
主
た
る
も
の
は
、
こ
の
遺
伝
情
報
を
コ
ー
ド
し
て
い

る
染
色
体
D
N
A
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
細
胞
周
期

は
染
色
体
D
N
A
（
ゲ
ノ
ム
D
N
A
）
の
複
製
と
分
配
の
周

期
と
も
い
え
る
（
図
1
）。
ま
た
、
各
染
色
体
D
N
A
は
、
複

製
さ
れ
な
け
れ
ば
、
染
色
体
は
娘
細
胞
へ
と
分
配
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
染
色
体
の
複
製
か
ら
染
色
体
の
分
配
へ
と
続
く
、

細
胞
周
期
上
の
二
つ
の
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
を
順
序
正
し
く
正

確
に
進
め
る
こ
と
こ
そ
が
細
胞
周
期
制
御
が
も
っ
と
も
重
き

を
お
く
点
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
制
御
が
滞
り
な
く
行
わ
れ

る
こ
と
で
遺
伝
情
報
・
染
色
体
の
数
が
維
持
さ
れ
る
。
端
的

に
言
え
ば
細
胞
は
細
胞
周
期
を
順
序
正
し
く
、
正
確
性
を
も

っ
て
進
め
る
こ
と
で
、
が
ん
化
（
染
色
体
数
の
異
常
が
が
ん
化

の
一
つ
の
指
標
と
も
な
る
）
の
よ
う
な
疾
患
を
回
避
し
て
い
る
。

こ
の
、
細
胞
周
期
上
の
順
序
―
す
な
わ
ち
一
つ
前
の
イ
ベ

ン
ト
が
完
了
し
な
け
れ
ば
次
の
作
業
に
進
め
な
い
と
い
う
順

序
―
を
守
る
仕
組
み
と
し
て
、
細
胞
は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

制
御
を
構
築
し
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
は
出
力
を

入
力
信
号
へ
と
返
す
こ
と
で
出
力
が
目
標
値
に
沿
う
よ
う
に

制
御
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
細
胞
内
で
は
タ
ン
パ
ク
質
と
い

う
機
能
単
位
が
そ
の
仕
組
み
を
構
成
し
、
異
な
る
タ
ン
パ
ク

質
が
相
互
に
作
用
し
あ
う
こ
と
で
細
胞
内
に
複
製
作
業
が
進

行
中
と
い
う
信
号
や
分
配
作
業
の
開
始
遅
延
と
い
っ
た
細
胞

周
期
の
順
序
を
守
る
た
め
の
信
号
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
は
細
胞
が
外
乱
に
対

応
す
る
際
に
も
重
要
と
な
る
。
外
乱
に
よ
り
細
胞
周
期
の
進

行
に
乱
れ
が
生
じ
る
。
た
と
え
ば
、
細
胞
は
様
々
な
環
境
変

化
や
外
的
な
ス
ト
レ
ス
に
常
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
細
胞
が

受
け
る
外
的
な
ス
ト
レ
ス
の
一
例
と
し
て
細
胞
の
ゲ
ノ
ム

D
N
A
に
損
傷
を
与
え
る
放
射
線
へ
の
曝
露
が
あ
る
が
、
放

射
線
に
さ
ら
さ
れ
、
ゲ
ノ
ム
上
に
D
N
A
損
傷
を
受
け
た
細

胞
は
い
っ
た
ん
そ
の
細
胞
周
期
進
行
を
停
止
さ
せ
、
D
N
A

損
傷
の
修
復
を
待
つ
。
こ
の
理
由
は
、
た
と
え
ば
染
色
体

D
N
A
に
傷
が
つ
け
ば
、
そ
の
ま
ま
で
は
複
製
作
業
は
で
き

な
い
、
染
色
体
D
N
A
が
傷
つ
い
た
ま
ま
複
製
す
れ
ば
、
誤

っ
た
情
報
と
し
て
複
製
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
分
配
作
業
に
お
い
て
も
ま
た
、
染
色
体
D
N
A
が
損
傷

の
修
復
の
途
中
で
あ
れ
ば
、
危
険
で
あ
る
。
誤
っ
た
情
報
を

一
方
の
娘
細
胞
に
送
り
込
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
分
配
作
業
自

体
が
失
敗
に
終
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

さ
て
、
修
復
を
終
え
た
細
胞
は
細
胞
周
期
の
進
行
を
速
や

か
に
再
開
す
る
。
こ
の
細
胞
周
期
の
速
や
か
な
停
止
と
再
開

の
プ
ロ
セ
ス
に
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
が
働
い
て
い
る
。
損

傷
D
N
A
を
見
つ
け
る
と
同
時
に
複
製
開
始
や
分
配
開
始
を

停
止
す
る
信
号
を
送
り
、
修
復
作
業
が
終
わ
る
と
同
時
に
、
複

製
や
分
配
を
再
開
さ
せ
る
た
め
の
信
号
を
送
る
。
こ
う
い
っ

た
細
胞
周
期
の
順
序
を
司
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
や
、
異

常
が
起
こ
っ
た
と
き
に
細
胞
周
期
を
停
止
、
再
開
を
円
滑
に

行
う
た
め
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
が
、
細
胞
周
期
を
外
乱

に
撹
乱
さ
れ
な
が
ら
も
半
永
久
的
に
回
す
根
幹
と
な
る
仕
組

み
な
の
で
あ
る
。

図１　細胞周期と周期の進行停止　細胞分裂の周期は染色体の複製と分配の周期である。染色体ＤＮＡが
放射線などにより傷を受けると、細胞周期の特定の時期（チェックポイント）でいったん周期の進行が停止するこ
とが知られている。
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こ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
介
し
た
仕
組
み
は
細
胞
の
中
だ

け
で
は
な
い
。
人
間
を
取
り
囲
む
自
然
や
社
会
生
活
に
も
見

ら
れ
る
。
四
季
の
営
み
が
そ
れ
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
、
と

以
前
こ
の
場
で
申
し
上
げ
た
（『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
第
六
号
、

二
〇
一
七
年
）。
古
く
和
歌
に
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
生
き

と
し
い
け
る
も
の
」
の
「
力
を
も
入
れ
ず
し
て
天あ

め

地つ
ち

を
動
か

す
（
紀
貫
之
「
仮
名
序
」『
古
今
和
歌
集
』）」、
そ
の
一
つ
一
つ

の
相
互
作
用
こ
そ
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
花
が
咲
け
ば
鳥
が
鳴
き
、
雨
が
降
れ
ば
カ
エ

ル
が
な
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
順
序
正
し
く
繁
殖
活
動
を
行
い
、
そ

れ
を
愛
で
る
日
本
人
の
祭
事
も
四
季
折
々
の
営
み
に
併
せ
て

順
序
よ
く
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
現
象
や
社

会
活
動
同
士
が
リ
ン
ク
し
あ
う
こ
と
で
、
あ
る
程
度
の
外
乱

に
さ
ら
さ
れ
て
も
、
そ
れ
で
も
滞
り
な
く
回
し
て
い
く
。
そ

の
点
で
根
幹
と
な
る
枠
組
み
は
細
胞
内
で
も
社
会
生
活
に
お

い
て
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
だ
と
考
え
た
。
当
時
は
私

な
り
の
文
理
融
合
と
い
う
の
は
、
理
系
で
あ
る
自
分
自
身
の

研
究
テ
ー
マ
と
鎌
田
科
研
の
内
容
と
の
間
に
知
見
と
し
て
の

共
通
性
を
見
出
す
こ
と
で
と
っ
か
か
り
を
見
つ
け
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

2
二
刀
流
の
が
ん
細
胞
戦
略
と
そ
の
先

翌
年
、
す
な
わ
ち
昨
年
度
の
論
考
で
は
昨
年
度
末
（
二
〇

一
七
年
末
）
に
発
表
し
た
自
身
の
発
表
論
文
の
サ
マ
リ
ー
を

行
っ
た
。
今
回
も
簡
単
に
述
べ
さ
せ
て
も
ら
う
。

さ
て
、
が
ん
細
胞
は
異
常
増
殖
を
す
る
細
胞
で
あ
る
。
が

ん
細
胞
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
、「
ゲ
ノ
ム
不
安
定
性
」
と
い

う
性
質
が
あ
る
。
こ
れ
は
遺
伝
情
報
で
あ
る
染
色
体
D
N
A

に
変
異
を
蓄
積
し
な
が
ら
増
殖
を
進
め
る
が
ん
特
有
の
性
質

の
こ
と
を
い
う
。
実
は
が
ん
細
胞
は
ゲ
ノ
ム
D
N
A
上
に
損

傷
を
受
け
て
も
細
胞
増
殖
を
い
っ
た
ん
停
止
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
が
ん
細
胞
で
は
ゲ
ノ
ム
D
N
A
の

修
復
に
割
く
時
間
を
つ
く
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
D
N
A
が

傷
つ
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
停
止
せ
ず
が
ん
細
胞
は

増
殖
し
続
け
て
し
ま
う
。
こ
の
ふ
る
ま
い
が
、
ゲ
ノ
ム
不
安

定
性
と
い
う
が
ん
特
有
の
困
っ
た
性
質
を
つ
く
り
だ
す
原
因

の
一
つ
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
増
殖
さ

せ
る
原
動
力
と
な
る
。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
傷
つ
き
な
が
ら

も
増
殖
で
き
る
が
ん
特
有
の
性
質
が
、
が
ん
治
療
の
際
の
諸

刃
の
剣
と
も
な
る
。
が
ん
治
療
の
中
で
も
柱
と
な
っ
て
い
る

の
が
放
射
線
療
法
や
、
D
N
A
損
傷
を
生
み
出
す
こ
と
で
異

常
増
殖
す
る
細
胞
を
殺
す
抗
が
ん
剤
を
用
い
た
化
学
療
法
で

あ
り
、
こ
の
治
療
は
、
増
殖
中
の
細
胞
が
D
N
A
を
傷
つ
け

る
ス
ト
レ
ス
に
非
常
に
弱
い
と
い
う
事
実
を
利
用
し
て
い
る
。

た
だ
、
が
ん
細
胞
は
こ
れ
ら
の
治
療
に
対
し
て
も
耐
性
を
い

と
も
た
や
す
く
獲
得
し
、
そ
う
い
っ
た
悪
条
件
に
す
ら
適
応

し
増
殖
す
る
こ
と
が
あ
る
。
昨
年
度
、
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

は
、
ゲ
ノ
ム
D
N
A
損
傷
に
対
す
る
耐
性
を
が
ん
細
胞
に
付

与
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
つ
を
明
ら
か
に
し
た
。

も
と
も
と
、
あ
る
種
の
が
ん
細
胞
が
傷
つ
き
な
が
ら
も
増

殖
す
る
性
質
を
獲
得
す
る
術
の
一
つ
と
し
てPLK1

と
い
う

タ
ン
パ
ク
質
を
通
常
よ
り
も
細
胞
内
で
た
く
さ
ん
生
産
（
発

現
）
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
（
図
2
）。
こ
の
「PLK1

を

高
発
現
す
る
が
ん
」
を
持
つ
患
者
は
予
後
不
良
と
な
る
ほ
か
、

化
学
療
法
に
対
し
て
耐
性
を
獲
得
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

た
。
こ
れ
ま
で
の
知
見
か
ら
、PLK1
は
細
胞
分
裂
の
サ
イ
ク

ル
の
推
進
力
を
高
め
る
働
き
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た

も
の
の
、
な
ぜPLK1

と
い
う
遺
伝
子
が
高
発
現
す
る
こ
と

で
、
抗
が
ん
剤
に
よ
る
ゲ
ノ
ム
D
N
A
損
傷
に
対
す
る
耐
性

を
が
ん
細
胞
に
も
た
ら
す
の
か
は
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
わ

れ
わ
れ
の
発
表
論
文
で
はPLK1

が
ど
う
い
っ
た
細
胞
内
の

機
能
に
関
わ
る
か
を
分
子
生
物
学
的
に
調
べ
る
こ
と
で
、
こ

のPLK1

に
は
、
細
胞
内
の
D
N
A
の
傷
を
見
つ
け
る
働
き

（
D
N
A
損
傷
の
監
視
機
構
）
を
抑
え
込
む
働
き
が
あ
る
こ
と

を
見
出
し
た
。PLK1

を
高
発
現
す
る
が
ん
細
胞
で
は
染
色
体

D
N
A
に
傷
が
つ
い
て
も
、
そ
の
傷
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ず
、
気
づ
か
な
い
ま
ま
細
胞
増
殖
を
続
け
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。
別
の
言
い
方
を
す
る
と
、PLK1

に
は
、

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
細
胞
増
殖
サ
イ
ク
ル
を
回
す
推
進

力
を
与
え
る
第
一
の
役
割
以
外
に
、
わ
れ
わ
れ
の
見
出
し
た
、

染
色
体
D
N
A
に
傷
が
つ
い
て
も
細
胞
に
気
づ
か
せ
な
い
と

い
う
二
つ
目
の
役
割
が
あ
る
と
結
論
し
た
。
す
な
わ
ち
、
細

胞
は
一
般
的
にPLK1

を
介
し
て
「
二
刀
流
」
の
機
能
で
細

胞
増
殖
を
促
し
て
い
る
と
考
え
た
。
お
そ
ら
く
、
正
常
な
細

胞
で
は
時
期
や
組
織
を
選
ん
でPLK1

を
介
し
て
細
胞
増
殖

の
ス
ピ
ー
ド
を
調
節
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
一
部
の
が
ん

細
胞
で
は
こ
の
細
胞
増
殖
の
仕
組
み
を
悪
用
す
る
こ
と
で
、と

こ
ろ
か
ま
わ
ず
増
殖
を
推
進
し
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
が
ん
細
胞
で
は
抗
が
ん
剤
で
D
N
A

図２　PLK1の働き　PLK1は細胞増殖を推進すると同時に、染色
体ＤＮＡに損傷からの増殖停止シグナルを抑制する２つの働きを
持つ。右図はHeLa細胞におけるPLK1タンパク質の挙動を抗体染
色により検出したもの。細胞周期のどの時期にいるかでPLK1の量
が異なるため、細胞ごとにPLK1の染色が異なる。
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損
傷
を
多
量
に
与
え
て
も
細
胞
分
裂
を
止
め
な
い
。
D
N
A

損
傷
の
修
復
が
追
い
つ
か
な
く
て
も
ゾ
ン
ビ
の
よ
う
に
傷
つ

き
な
が
ら
も
増
殖
し
続
け
、
様
々
な
ゲ
ノ
ム
D
N
A
上
の
変

異
を
蓄
積
し
、
さ
ら
に
悪
性
度
の
高
い
が
ん
細
胞
へ
と
進
化

す
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
考
え
た
。

た
だ
、
わ
れ
わ
れ
は
「
二
刀
流
」
と
い
う
モ
デ
ル
を
唱
え

た
も
の
の
、
こ
のPLK1
と
い
う
一
つ
の
タ
ン
パ
ク
質
分
子

だ
け
で
が
ん
細
胞
の
増
殖
機
構
の
す
べ
て
を
説
明
で
き
る
と

は
思
っ
て
い
な
い
。
多
様
な
が
ん
細
胞
が
あ
る
中
で
一
つ
を

説
明
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
成
果

が
、
す
ぐ
さ
ま
治
療
に
応
用
で
き
る
か
、
と
言
わ
れ
れ
ば
、
答

え
は
「
ノ
ー
」
で
あ
る
。
実
際
、
今
、
近
し
い
親
族
が
末
期

の
が
ん
に
侵
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
彼

女
の
が
ん
は
転
移
し
て
お
り
、
当
初
予
定
し
て
い
た
手
術
は

開
腹
診
断
の
の
ち
に
中
止
と
な
っ
た
。
今
は
化
学
療
法
を
行

っ
て
い
る
。
そ
の
化
学
療
法
に
用
い
る
ゲ
ム
シ
タ
ビ
ン
、
シ

ス
プ
ラ
チ
ン
と
い
っ
た
薬
剤
は
ま
さ
に
私
が
実
験
に
用
い
て

い
た
染
色
体
D
N
A
に
傷
を
与
え
る
薬
剤
で
あ
る
。
私
の
よ

う
な
基
礎
研
究
者
は
こ
う
い
っ
た
抗
が
ん
剤
に
用
い
ら
れ
て

い
る
薬
剤
を
使
っ
て
実
験
を
し
、
論
文
を
出
し
、
成
果
を
謳

っ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
論
文
成
果
は
役
に
立
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
が
ん
細
胞
の
一
側
面
を
分
子
で
語
っ
た
と
し

て
も
患
者
の
が
ん
が
治
る
わ
け
で
は
な
い
。

今
の
生
物
学
は
分
子
生
物
学
が
基
本
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

徐
々
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
は
思
う
が
、
タ
ン
パ
ク
質
分

子
の
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
生
物
を
理
解
す
る
と
い

う
分
子
生
物
学
の
研
究
手
法
が
主
流
だ
と
い
う
事
実
は
否
定

で
き
な
い
。
ま
た
、
新
規
の
タ
ン
パ
ク
質
分
子
の
機
能
を
同

定
し
た
り
、
も
と
も
と
わ
か
っ
て
い
た
分
子
が
こ
の
細
胞
内

機
能
に
関
わ
る
と
証
明
す
る
こ
と
で
「
理
解
を
深
め
る
」
と

い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
今
回
の
わ
れ
わ
れ
の
成
果
もPLK1

と
い
う
分
子
を
メ
イ
ン
に
解
析
を
行
い
、PLK1

と
と
も
に
働

く
分
子
の
ふ
る
ま
い
か
ら
、
細
胞
の
も
つ
新
規
の
機
能
を
類

推
し
た
。
た
だ
、
細
胞
の
も
つ
機
能
の
一
つ
を
類
推
し
た
の

み
で
あ
り
、
そ
の
機
能
が
い
つ
、
ど
こ
で
ど
の
が
ん
細
胞
に

よ
り
選
択
さ
れ
使
わ
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は

ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
が
ん
細
胞
は
多
様
で
あ
り
、
同

じ
が
ん
組
織
集
団
の
な
か
で
も
様
々
な
タ
イ
プ
が
混
在
し
て

い
る
。PLK1

を
高
発
現
す
る
が
ん
と
い
っ
て
も
、
そ
の
が
ん

組
織
内
の
す
べ
て
の
が
ん
細
胞
がPLK1

を
高
発
現
し
て
い

る
と
は
限
ら
な
い
。
だ
か
ら
、PLK1

を
利
用
し
て
い
る
が
ん

細
胞
を
仮
に
叩
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
が
ん
細
胞
の
増
殖
は

抑
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
じ
が
ん
組
織
内
の
そ
れ

以
外
の
が
ん
細
胞
の
増
殖
は
抑
え
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

逆
にPLK1

を
利
用
し
て
い
る
が
ん
細
胞
が
弱
っ
た
の
を
い

い
こ
と
に
、
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
狙
い
、
そ
れ
以
外
の
が
ん

細
胞
が
の
さ
ば
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
結
局
は
が
ん
を

一
つ
の
生
き
物
と
し
て
広
い
視
点
で
見
な
い
限
り
、
多
様
な

が
ん
と
い
う
本
質
は
つ
か
め
な
い
の
で
は
な
い
か
。
い
っ
て

し
ま
え
ば
、
分
子
機
能
の
同
定
を
主
目
的
と
す
る
生
物
学
は

分
子
（
タ
ン
パ
ク
質
）
に
注
目
し
す
ぎ
る
あ
ま
り
、
生
き
物
に

注
目
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

木
を
見
て
森
を
見
ず
、
な
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

確
か
に
わ
れ
わ
れ
分
子
生
物
学
者
が
研
究
の
対
象
と
す
る

タ
ン
パ
ク
質
分
子
は
ゲ
ノ
ム
D
N
A
に
コ
ー
ド
さ
れ
て
い
る

遺
伝
子
か
ら
発
現
す
る
産
物
で
あ
り
、
細
胞
機
能
の
最
小
機

能
単
位
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
た
だ
、
タ
ン
パ
ク
質

分
子
の
機
能
は
生
命
機
能
と
同
義
で
は
な
い
。
生
命
機
能
を

理
解
す
る
、
と
い
う
こ
と
と
タ
ン
パ
ク
質
分
子
の
機
能
を
理

解
す
る
と
い
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
別
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
で

も
、
タ
ン
パ
ク
質
の
機
能
は
、
物
理
化
学
的
性
質
に
依
る
も

の
で
あ
り
、
ロ
ジ
カ
ル
に
近
い
視
点
の
み
で
考
え
を
巡
ら
せ

や
す
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
研
究
者
に
と
っ
て
は
渡
り
に
船
で

あ
っ
た
と
思
う
。
考
え
を
巡
ら
せ
や
す
く
、
研
究
に
関
す
る

話
題
も
タ
ン
パ
ク
質
分
子
名
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

タ
ン
パ
ク
質
分
子
を
中
心
に
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
。
ま
た
、
研
究
目
的
が
、
分
子
の
機
能
を
知
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
々
あ
る
。
新
し
い
タ
ン
パ
ク
質
分

子
を
と
り
、
そ
の
機
能
を
解
析
す
る
、
と
い
う
道
具
が
日
進

月
歩
で
発
展
し
て
き
た
。
た
だ
、
一
歩
振
り
返
る
と
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
タ
ン
パ
ク
質
分
子
自
体
を
理
解
す
る
、
と

い
う
こ
と
が
生
命
現
象
を
理
解
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
本
当

に
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
私
自
身
も
分
子
に
注
目
し
す
ぎ
て
き

た
あ
ま
り
、
誤
っ
た
身
心
変
容
を
遂
げ
、
生
物
を
理
解
し
楽

し
む
と
い
う
本
来
研
究
者
が
持
つ
べ
き
心
を
わ
す
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
い
っ
た
考
え
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
今
年
度
は
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
解
析
と
い
う
広
い
視
点
を
取
り
入
れ
て
み
た
。
一
つ
に

は
分
子
生
物
学
の
実
験
に
あ
ま
り
に
の
め
り
込
み
す
ぎ
た
自

分
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
る
。
分

子
に
注
目
し
、
そ
の
詳
細
を
知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

す
ぎ
る
あ
ま
り
に
、
生
物
の
営
み
の
中
の
何
を
明
ら
か
に
し

た
い
の
か
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
今
ま
で
の
成

果
を
軸
に
し
な
が
ら
も
、
ど
う
や
っ
て
細
胞
全
体
と
い
う
視

点
を
取
り
入
れ
よ
う
か
と
考
え
た
。

昨
今
、
ゲ
ノ
ム
D
N
A
解
析
を
中
心
と
し
た
技
術
発
展
の

お
か
げ
で
、
分
子
生
物
学
の
分
野
で
は
疾
患
に
関
す
る
膨
大

な
量
の
デ
ー
タ
が
日
々
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

が
ん
の
分
野
で
は
、
患
者
ご
と
の
が
ん
の
個
別
の
ゲ
ノ
ム
情

報
を
様
々
な
視
点
か
ら
集
め
、
が
ん
腫
ご
と
に
統
合
し
集
約

し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
、
研
究
者
が

容
易
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
図
3
）。
そ
こ
で
、

簡
単
に
が
ん
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

T
C
G
A
（The C

ancer G
enom

e A
tlas

）
を
例
に
挙
げ
る
と
、

が
ん
細
胞
の
臨
床
的
な
情
報
、
た
と
え
ば
、
が
ん
の
種
類
、
組
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織
、
採
取
し
た
が
ん
患
者
の
年
齢
な
ど
と
と
も
に
、
わ
れ
わ

れ
分
子
生
物
の
研
究
者
に
と
っ
て
有
用
と
な
り
う
る
、
そ
れ

ぞ
れ
の
が
ん
細
胞
の
遺
伝
的
情
報
が
調
べ
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
が
ん
細
胞
ご
と
に
、
ど
ん
な
遺
伝
子
に
変
異
（
変

異
が
入
る
こ
と
で
遺
伝
子
か
ら
出
て
く
る
タ
ン
パ
ク
質
の
働
き
が

お
か
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
）
が
見
ら
れ
る
の
か
、
ど

ん
な
タ
ン
パ
ク
質
が
ど
れ
だ
け
生
産
さ
れ
う
る
の
か
、
と
い

っ
た
よ
う
に
、
総
計
一
〇
〇
〇
〇
に
も
お
よ
ぶ
患
者
か
ら
の

が
ん
が
カ
タ
ロ
グ
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は

一
つ
一
つ
の
が
ん
と
い
う
生
き
物
の
全
体
情
報
を
集
約
し
た

も
の
だ
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
が
ん
の
個
別
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
情
報
を
う
ま
く
今
の
分
子
解

析
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
物
学
的
な
目
標
を

見
据
え
た
分
子
解
析
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

ま
た
、
非
常
に
使
い
や
す
い
こ
と
に
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で

様
々
な
解
析
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
り
、
容
易

に
自
分
の
好
み
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
抽
出
す
る
こ
と
も

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

私
の
場
合
は
、
組
織
が
ん
で
は
な
く
、
実
験
的
に
樹
立
さ

れ
て
い
る
一
〇
〇
〇
あ
ま
り
の
が
ん
細
胞
株
を
用
い
て
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
解
析
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
が
ん
細
胞
株
の
中
か

ら
、PLK1

を
通
常
よ
り
多
く
生
産
す
る
が
ん
細
胞
株
を
選
び

出
し
、PLK1

を
多
く
生
産
す
る
が
ん
細
胞
に
特
徴
的
な
性
質

を
、
相
関
解
析
と
い
っ
た
統
計
的
手
法
で
抽
出
し
よ
う
と
試

み
た
。PLK1

と
い
う
分
子
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
な
ぜ
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
が
ん
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
に

答
え
る
こ
と
を
一
つ
の
目
標
に
し
て
い
る
。
ま
だ
、
解
析
途

中
で
あ
り
、
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
分
子
だ
け
を
触
り
、
近

い
視
点
だ
け
で
解
析
を
進
め
て
い
た
の
で
は
ま
っ
た
く
た
ど

り
着
け
な
か
っ
た
情
報
に
ふ
れ
つ
つ
あ
る
。
今
は
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
お
う
か
が
い
を
た
て
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
結
果
を
実

験
的
に
検
証
し
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
近
い
将
来
に
ど
こ
か

で
報
告
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に

わ
れ
わ
れ
分
子
生
物
学
は
実
験
が
主
体
で
あ
り
、
今
は
細

胞
レ
ベ
ル
の
試
験
管
内
の
実
験
を
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
鎌
田
科
研
の
メ
ン
バ
ー
の
研
究
ス
タ
イ
ル
と
は
か
な

り
異
な
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
非
常
に
道
の
り
は
遠
い
も

の
の
、
い
つ
か
延
長
線
上
に
理
系
、
文
系
の
壁
を
越
え
た
共

同
作
業
が
出
て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
え
ば
鎌
田

科
研
の
メ
ン
バ
ー
は
非
常
に
多
様
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
一

つ
に
ま
と
ま
っ
て
共
有
す
る
考
え
方
が
鎌
田
先
生
の
視
点
の

も
と
、
築
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。「
広
い
視
点
と
近
い
視

点
を
行
き
来
す
る
」
と
い
う
の
が
鎌
田
先
生
の
ス
タ
イ
ル
で

あ
る
と
な
ん
と
な
く
感
じ
て
は
い
る
が
、
そ
の
教
え
を
繰
り

返
し
行
う
こ
と
で
、
こ
の
科
研
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
宝
と

な
る
日
が
来
る
と
信
じ
て
お
り
、
そ
の
と
き
本
当
に
自
分
自

身
が
身
心
変
容
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図３　がん情報データベースから得た遺伝子発現の相関解析の例　右のグラフの１つ１つのドットが各がん細胞株から
得た遺伝子Aと遺伝子Bの発現量の値である。この場合はA、B２つの遺伝子の発現量は弱く正の相関を持つことがわ
かる。このことはこのがん細胞株のグループでは、遺伝子Aと遺伝子Bの発現は弱く強調しながら高くなったり低くなった
りすることが予想できる。
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は
じ
め
に

科
研
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

―
宗
教
経
験
に
お
け
る
負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
に
関
す

る
総
合
的
研
究
」
の
目
的
は
、「『
こ
こ
ろ
の
荒
廃
』
か
ら
抜

け
出
る
た
め
の
手
が
か
り
を
瞑
想
や
修
行
や
儀
礼
や
芸
能
な

ど
の
『
身
心
変
容
技
法
』
と
い
う
宗
教
的
リ
ソ
ー
ス
に
求
め
、

そ
の
意
味
・
意
義
・
機
能
・
は
た
ら
き
・
諸
相
を
明
ら
か
に

し
よ
う
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

自
分
は
臨
床
医
と
し
て
医
療
の
現
場
で
働
い
て
お
り
、
上

記
の
テ
ー
マ
に
可
能
性
と
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
現
代
の

西
洋
医
学
に
お
い
て
、「
こ
こ
ろ
」
の
問
題
が
起
き
る
と
主
に

精
神
科
か
心
療
内
科
が
担
当
す
る
。
精
神
科
で
は
比
較
的
重

度
の
心
の
病
気
（
統
合
失
調
症
や
躁
う
つ
病
）
を
扱
い
、
心
療

内
科
で
は
軽
度
の
心
の
病
気
を
扱
う
。
西
洋
医
学
は
薬
物
療

法
を
基
本
治
療
と
す
る
も
の
だ
が
、「
心
の
病
気
」
は
、
本
人

の
成
育
歴
、
環
境
、
家
族
や
他
者
と
の
関
係
性
な
ど
複
雑
な

関
係
性
の
結
果
と
し
て
起
き
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
単
純
な

薬
物
治
療
だ
け
で
は
根
治
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
自
分
と
し
て
は
西
洋
医
学
だ
け
で
は
な
い
非
西
洋

医
学
と
し
て
の
伝
統
医
療
、
民
間
医
療
、
補
完
代
替
医
療
の

治
療
に
も
関
心
を
広
げ
な
が
ら
身
心
の
ケ
ア
を
行
っ
て
き
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
東
洋
医
学
を
含
め
た
医
学
の
枠
内
に
収
ま

る
も
の
で
は
な
く
、
東
洋
思
想
や
宗
教
の
歴
史
の
中
に
、
見

方
を
変
え
さ
え
す
れ
ば
医
療
に
応
用
さ
れ
う
る
身
心
へ
の
知

恵
が
豊
富
に
あ
る
。

ま
た
、
本
科
研
が
立
ち
上
が
っ
た
背
景
と
し
て
、
一
九
九

五
年
（
平
成
七
）
に
オ
ウ
ム
真
理
教
と
い
う
宗
教
団
体
が
起

こ
し
た
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
へ
の
反
省
が
あ
る
。
宗
教
に
は

正
の
側
面
も
あ
れ
ば
負
の
側
面
も
あ
り
、
負
の
側
面
か
ら
逃

げ
ず
に
正
面
か
ら
検
証
し
、
負
の
遺
産
を
教
訓
と
し
て
乗
り

越
え
て
い
く
こ
と
が
社
会
的
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
事

件
に
は
、
東
京
大
学
や
京
都
大
学
の
出
身
者
や
医
師
を
含
め

た
い
わ
ゆ
る
知
的
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
多
く
関
与
し
て
お
り
、

「
な
ぜ
高
学
歴
の
人
た
ち
が
こ
う
し
た
異
常
な
事
件
を
起
こ
し

た
の
か
」
と
い
う
報
道
が
多
数
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ガ

や
仏
教
の
教
義
を
一
部
借
用
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ヨ
ー

ガ
や
東
洋
思
想
を
含
め
、
代
替
医
療
な
ど
も
含
め
一
方
的
な

批
判
が
多
く
な
さ
れ
、
宗
教
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
な

ぜ
知
的
エ
リ
ー
ト
が
洗
脳
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
報
道
が
多

か
っ
た
が
、
現
代
社
会
で
知
的
エ
リ
ー
ト
と
さ
れ
る
人
物
だ

か
ら
こ
そ
「
洗
脳
」
さ
れ
や
す
か
っ
た
と
、
自
分
は
感
じ
て

い
る
。
そ
も
そ
も
、「
洗
脳
」
と
「
教
育
」
と
は
、
情
報
を
他

者
に
教
え
て
、
教
化
す
る
、
と
い
う
意
味
で
似
て
い
る
点
も

あ
る
が
、
異
な
る
点
は
「
洗
脳
」
は
当
事
者
で
は
な
く
「
第

三
者
の
利
益
」
の
た
め
に
情
報
が
使
用
さ
れ
る
と
い
う
点
が

挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
考
え
る
と
、「
教
育
」
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
も
一
線

を
越
え
る
と
「
洗
脳
」
に
近
い
暴
力
的
で
支
配
的
な
も
の
に

な
り
う
る
し
、
地
続
き
で
つ
な
が
っ
て
い
る
点
も
あ
る
。
こ

れ
は
「
教
育
」
な
の
か
「
洗
脳
」
な
の
か
、
と
、
常
に
立
ち

返
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
利
益
を
受
け
取

る
の
は
誰
か
、
そ
の
責
任
を
引
き
受
け
る
の
は
誰
か
、
と
い

医
学
と
催
眠
の
歴
史
か
ら
見
る
身
心
変
容
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う
点
を
常
に
再
確
認
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
知
的

エ
リ
ー
ト
と
は
、
現
代
の
「
教
育
」
制
度
や
受
験
制
度
に
お

い
て
並
外
れ
た
成
績
を
上
げ
続
け
た
人
た
ち
の
こ
と
を
指
す
。

つ
ま
り
、
主
に
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
時
代
と
い
う

若
い
成
育
環
境
に
お
い
て
現
行
の
「
教
育
」
シ
ス
テ
ム
に
う

ま
く
、
時
に
は
過
剰
に
適
応
し
た
人
た
ち
が
現
代
の
知
的
エ

リ
ー
ト
と
さ
れ
る
層
で
も
あ
る
の
だ
。
教
育
シ
ス
テ
ム
に
過

剰
適
応
で
き
る
人
た
ち
は
、
自
分
自
身
の
考
え
よ
り
も
外
部

の
環
境
や
情
報
に
過
剰
適
応
す
る
こ
と
に
長
け
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
自
分
が
い
る
場
や
環
境
に
う
ま
く
適
応
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
か
ら
、
潜
在
的
に
洗
脳
さ
れ
や
す
い
集
団
で
も

あ
る
。

自
分
が
医
療
者
と
し
て
危
惧
し
て
い
る
の
は
、
現
代
は
自

分
自
身
の
体
や
心
を
学
ぶ
機
会
が
義
務
教
育
の
現
場
で
決
定

的
に
欠
け
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
自
分
自
身
の
体
や
心

と
は
、
生
命
の
「
内
部
情
報
」
だ
が
、「
内
部
情
報
」
よ
り
も

「
外
部
情
報
」
へ
の
適
応
が
過
剰
に
な
る
と
、
自
分
自
身
の
体

や
心
が
拒
否
し
て
い
て
も
、
外
の
情
報
に
引
き
ず
ら
れ
、
そ

の
時
代
の
中
で
大
勢
を
占
め
て
い
る
情
報
を
容
易
に
信
じ
や

す
く
な
る
。
洗
脳
と
は
自
分
自
身
の
心
を
第
三
者
に
利
用
さ

れ
て
し
ま
う
状
態
で
も
あ
る
が
、
現
代
の
よ
う
に
情
報
が
氾

濫
し
た
情
報
化
社
会
に
な
る
と
、
こ
の
社
会
そ
の
も
の
が
情

報
に
よ
り
人
々
を
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
る
危
う
さ
を
常
に

は
ら
ん
で
い
る
た
め
、「
洗
脳
」
の
問
題
を
特
殊
な
人
た
ち
の

問
題
と
し
て
片
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
誰
も
が
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
。

上
記
の
よ
う
な
個
人
的
な
問
題
意
識
が
背
景
に
あ
り
、
二

〇
一
五
年
度
（『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
第
五
号
）
の
報
告
で
は
、

未
来
の
医
療
の
あ
り
方
を
包
括
的
に
提
案
し
た
。
西
洋
医
学

と
非
西
洋
医
学
で
は
そ
も
そ
も
身
心
へ
の
考
え
方
が
違
う
た

め
役
割
も
違
う
。
西
洋
医
学
は
「
治
す
」
こ
と
に
長
け
た
「
病

気
学
」
の
学
問
体
系
で
あ
り
、
非
西
洋
医
学
は
「
治
る
」
現

象
を
起
き
や
す
く
す
る
「
健
康
学
」
の
学
問
体
系
と
も
言
え

る
。
そ
れ
ら
は
排
斥
し
あ
う
関
係
で
は
な
く
相
補
的
な
関
係

で
あ
る
。
ま
た
、
芸
術
も
医
療
も
と
も
に
人
間
の
全
体
性
を

取
り
戻
す
営
み
で
あ
り
、
芸
術
と
医
療
と
が
密
接
に
関
係
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
わ
た
し
た
ち
の
意
識
活
動
は
表
層

意
識
と
深
層
意
識
の
よ
う
な
意
識
の
階
層
構
造
を
持
つ
。
芸

術
は
表
層
意
識
で
は
な
く
、
よ
り
深
層
意
識
で
起
こ
る
プ
ロ

セ
ス
を
扱
っ
て
い
る
。
ど
ん
な
人
で
も
起
き
て
い
る
時
間
（
表

層
意
識
）
と
寝
て
い
る
時
間
（
深
層
意
識
）
と
を
更
新
し
続
け

る
こ
と
が
生
命
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
た
め
に
は
必

要
で
あ
り
、
表
層
意
識
と
深
層
意
識
の
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス

は
ど
ん
な
人
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。
表
層
意
識
を
扱
う

西
洋
と
、
深
層
意
識
を
扱
う
東
洋
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
相
違
点

と
共
通
点
か
ら
、
未
来
へ
の
医
療
の
展
望
を
考
察
し
た
。

二
〇
一
六
年
度
（『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
第
六
号
）
の
報
告

で
は
、
身
体
や
心
の
教
育
と
い
う
問
題
か
ら
医
療
を
再
度
捉

え
な
お
し
た
。
体
育
も
、
本
来
的
に
は
「
体
の
教
育
の
場
」

だ
が
、
今
は
勝
ち
負
け
や
優
劣
を
競
う
場
と
し
て
終
わ
っ
て

い
る
。
冒
頭
で
挙
げ
た
「
洗
脳
」
と
「
教
育
」
の
違
い
を
知

る
た
め
に
も
、
わ
た
し
た
ち
が
自
分
自
身
の
身
心
の
仕
組
み

や
働
き
を
学
ぶ
自
己
教
育
こ
そ
が
、
予
防
医
学
に
も
つ
な
が

る
。
近
代
ス
ポ
ー
ツ
で
扱
わ
れ
る
身
体
観
と
、
伝
統
芸
能
や

「
道
」
の
世
界
で
扱
わ
れ
る
身
体
観
は
、
根
本
的
に
視
点
が
異

な
っ
て
お
り
、
別
の
視
点
か
ら
身
心
を
学
ぶ
「
教
育
」
と
「
体

育
」
と
「
医
療
」
の
接
点
に
つ
い
て
述
べ
た
。

二
〇
一
七
年
度
（『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
第
七
号
）
の
報
告

で
は
、
日
本
最
古
の
医
書
で
国
宝
で
も
あ
る
『
医
心
方
』（
全

三
十
巻
三
十
三
冊
、
約
九
万
頁
。
九
八
四
年
に
丹
波
康
頼
が
朝
廷

に
献
上
）
を
題
材
に
し
た
。
こ
の
膨
大
な
医
学
書
は
千
年
間

誰
も
翻
訳
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
槇
佐
知
子
氏
が
四

十
年
の
歳
月
を
か
け
て
一
人
で
現
代
語
訳
し
た
金
字
塔
で
あ

る
。
現
代
の
医
学
界
で
も
ま
だ
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な

い
が
（
先
端
医
療
の
進
歩
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
す
ぎ
て
、
古
典
医
学

を
軽
視
す
る
傾
向
に
あ
る
）、
古
典
か
ら
未
来
の
医
療
に
つ
な

が
る
萌
芽
が
数
多
く
あ
る
た
め
、『
医
心
方
』
の
全
貌
を
各
巻

ご
と
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
。『
医
心
方
』
で
最
も
特
徴
的
で

あ
る
と
自
分
が
感
じ
る
の
は
、
冒
頭
の
第
一
巻
が
「
医
療
倫

理
」
の
こ
と
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

最
終
年
度
と
な
る
二
〇
一
八
年
度
の
報
告
で
は
、
そ
れ
ら

の
研
究
を
受
け
な
が
ら
、
冒
頭
に
あ
げ
た
「
教
育
」
と
「
洗

脳
（
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）」
を
考
え
る
上
で
重
要
と
思

わ
れ
る
医
学
と
催
眠
の
歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら
、
今
後
の
身

心
変
容
技
法
と
、
医
療
に
お
け
る
応
用
の
可
能
性
に
つ
き
考

察
し
た
い
。

1
医
療
催
眠

現
代
医
療
の
中
で
、
医
療
催
眠
は
い
ま
だ
適
切
な
位
置
づ

け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
人
間
は
眠
り（
寝

て
い
る
状
態
）
と
覚
醒
（
起
き
て
い
る
状
態
）
の
リ
ズ
ム
を
生

命
シ
ス
テ
ム
の
中
に
内
在
し
て
い
る
。
人
間
の
生
命
を
適
切

に
維
持
す
る
た
め
に
表
層
意
識
と
深
層
意
識
の
よ
う
に
意
識

状
態
が
周
期
的
に
変
化
す
る
リ
ズ
ム
が
誰
に
で
も
備
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
医
療
催
眠
の
本
質
が
あ
る
。
覚
醒
時
（
起
き
て

い
る
と
き
）
は
意
識
が
外
界
へ
向
か
い
、
眠
り
（
寝
て
い
る
と

き
）
で
は
意
識
が
内
界
へ
向
か
う
。
こ
の
二
つ
の
極
を
つ
な

ぐ
意
識
状
態
の
と
き
に
生
命
は
更
新
・
新
陳
代
謝
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
あ
わ
い
の
意
識
状
態
を
医
学
的
に
応
用
し
て
「
医

療
催
眠
」
は
心
理
療
法
と
し
て
も
機
能
す
る
（
二
〇
一
五
年
度

の
報
告
で
は
、
両
者
を
つ
な
ぐ
役
割
と
し
て
の
芸
術
の
役
割
、
二

〇
一
六
年
度
の
報
告
で
は
、
伝
統
芸
能
や
「
道
」
の
役
割
に
つ
き

述
べ
た
）。
現
代
医
療
は
覚
醒
時
の
人
間
を
主
に
対
象
と
し
て
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い
る
が
、
睡
眠
時
や
催
眠
時
の
意
識
の
状
態
も
含
め
て
対
象

に
す
る
こ
と
で
、
医
療
催
眠
は
死
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
や
心
理

療
法
と
し
て
、
人
間
へ
の
深
い
理
解
に
も
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
、
す
べ
て
の
も
の
に
光
と
影
が
あ
る
よ
う
に
、
可
能

性
と
同
時
に
危
険
性
も
あ
る
。
娯
楽
を
目
的
と
し
た
舞
台
催

眠
（
シ
ョ
ー
催
眠
、
催
眠
術
）
の
奇
異
な
側
面
や
、
催
眠
商
法

な
ど
洗
脳
的
な
悪
用
例
の
た
め
、
医
療
催
眠
は
適
切
な
形
で

理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
で
も
明
治
期
に
「
催
眠
術
」
が

爆
発
的
に
流
行
し
た
が
、
倫
理
観
が
欠
如
し
た
も
の
が
氾
濫

し
た
せ
い
で
一
気
に
沈
静
化
し
た
反
省
す
べ
き
歴
史
が
あ
る1

。

世
界
と
日
本
で
の
医
療
催
眠
の
歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら
、

そ
の
可
能
性
と
危
険
性
を
歴
史
か
ら
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
問

題
点
を
建
設
的
に
考
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
医
学
の
全
体
的
な

進
歩
に
寄
与
す
る
か
ら
で
あ
る
。

2
古
代
の
医
療

文
化
人
類
学
や
宗
教
学
で
古
代
の
医
療
の
歴
史
を
学
ぶ
と
、

シ
ャ
ー
マ
ン
（sham

an

）
と
呼
ば
れ
る
存
在
が
医
療
に
携
わ

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
日
本
で
は
巫
師
、
巫
者
と
さ
れ

る
職
種
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
変
性
意
識
状
態
（A

ltered state of 

consciousness

）
と
い
う
意
識
状
態
の
中
で
、
見
え
な
い
世
界

（
霊
的
、
超
自
然
的
な
存
在
）
と
接
触
し
儀
礼
を
行
う
役
割
で

あ
る
。
古
代
日
本
語
の
「
ミ
コ
（
貴
い
人
）」
が
巫み

女こ

と
な
り
、

イ
タ
コ
（
北
東
北
）、
ユ
タ
、
カ
ン
カ
カ
リ
ャ
ー
（
琉
球
）
…
…

な
ど
と
呼
ば
れ
、
社
会
や
歴
史
の
中
で
は
医
療
を
含
ん
だ
役

割
を
果
た
し
て
い
た2

。

シ
ャ
ー
マ
ン
に
は
大
き
く
二
つ
の
形
態
と
し
て
、
脱
魂
型

シ
ャ
ー
マ
ン
と
憑
霊
型
シ
ャ
ー
マ
ン
が
あ
る
。
脱
魂
型
シ
ャ

ー
マ
ン
は
ア
メ
リ
カ
先
住
民
社
会
に
多
く
、
男
性
が
多
い
。

「
脱
魂
」
と
呼
ば
れ
る
変
性
意
識
状
態
に
な
り
、
自
分
か
ら
主

体
的
に
超
自
然
的
な
存
在
と
接
触
し
、
様
々
な
知
恵
を
得
て

医
療
行
為
と
し
て
応
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
憑
霊
型

シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
霊
媒
（m

edium

）
と
し
て
シ
ャ
ー
マ
ン
と

区
別
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
農
耕
・
牧
畜
社
会
に
多
く
見

ら
れ
、
女
性
が
多
い
。
変
性
意
識
状
態
に
な
る
こ
と
で
、
超

自
然
的
な
存
在
が
重
な
る
よ
う
に
接
触
し
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の

身
体
を
介
し
て
様
々
な
知
恵
を
表
現
し
、
そ
の
知
恵
を
医
療

行
為
と
し
て
応
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
職
業
的
な
シ
ャ
ー
マ
ン
に
な
る
に
は
、
召
命
型
、

世
襲
型
、
修
行
型
の
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
召
命
型
は
、
啓

示
を
受
け
て
突
然
に
知
恵
や
技
術
が
身
に
つ
く
も
の
、
世
襲

型
は
代
々
の
家
系
で
受
け
継
が
れ
た
も
の
、
修
行
型
は
身
心

を
究
極
的
な
領
域
に
ま
で
追
い
詰
め
る
こ
と
で
感
受
性
の
高

い
身
心
状
態
を
個
人
的
に
獲
得
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
こ

の
三
つ
の
タ
イ
プ
が
、
時
に
は
重
な
り
な
が
ら
、
自
然
や
生

命
の
知
恵
を
伝
え
て
き
た
。
身
心
変
容
技
法
は
三
つ
目
の
修

行
型
の
中
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
膨
大
な
ワ
ザ
（
技
法
）
の
こ

と
で
も
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
人
間
を
介
す
る
た
め
、
媒

介
と
な
る
人
間
の
言
語
能
力
や
表
現
能
力
に
よ
る
制
限
も
あ

る
。
媒
介
者
で
あ
る
人
間
の
倫
理
観
が
欠
如
し
て
い
る
と
、

悪
気
は
な
く
と
も
そ
の
技
術
が
悪
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
だ

ろ
う
（
悪
意
が
あ
る
場
合
は
論
外
で
あ
る
）。
た
だ
、
そ
う
し
た

い
い
点
も
悪
い
点
も
す
べ
て
含
め
た
う
え
で
、
身
心
に
関
わ

る
様
々
な
知
恵
は
受
け
継
が
れ
、
癒
し
や
医
療
行
為
が
行
わ

れ
て
き
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
身
心
に
関
す
る

知
恵
は
、
特
定
の
信
仰
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
と
特
定
の
宗
教

と
な
り
、
宗
教
に
お
け
る
知
恵
や
秘
儀
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
宗
教
的
な
信
仰
を
必
要
と
し
な
い
普
遍
性
を
模
索
す

る
中
で
、
人
類
は
自
然
科
学
を
産
み
、
科
学
技
術
や
西
洋
医

学
も
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

3
医
学
の
歴
史

医
学
の
歴
史
の
中
で
、
人
の
体
や
心
に
有
効
な
も
の
が
時

代
と
と
も
に
生
ま
れ
、
あ
る
も
の
は
表
面
的
に
は
消
え
、
そ

の
本
質
は
残
り
、
今
の
時
代
に
も
あ
ら
ゆ
る
面
で
伝
わ
っ
て

い
る
。
医
学
の
歴
史
を
紹
介
す
る
（
次
頁
の
表
参
照
）。

古
代
の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
基
本
的
に
無
文
字
文
化
で
あ
る
た

め
、
特
定
の
教
義
や
経
典
を
含
め
た
文
字
化
さ
れ
た
情
報
は

残
り
に
く
い
。
そ
の
た
め
医
学
の
歴
史
と
し
て
は
現
れ
て
き

に
く
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
四
大
文
明
（
黄
河
文

明
、
エ
ジ
プ
ト
文
明
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
、
イ
ン
ダ
ス
文
明
）

に
は
文
字
文
化
と
と
も
に
医
療
の
痕
跡
も
残
っ
て
い
る
。
紀

元
前
二
十
六
世
紀
頃
の
エ
ジ
プ
ト
文
明
で
は
医
神
イ
ム
ホ
テ

プ
が
お
り
、
エ
ジ
プ
ト
医
学
の
原
形
と
さ
れ
る
。
紀
元
前
二

十
二
世
紀
に
は
楔
形
文
字
で
記
さ
れ
た
医
学
に
関
す
る
記
載

が
残
っ
て
い
る
。
紀
元
前
十
八
世
紀
に
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文

明
に
よ
る
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
典
が
あ
り
、
こ
の
法
典
は
最
古
の

医
療
制
度
が
記
さ
れ
た
書
で
も
あ
る
。
紀
元
前
十
五
世
紀
に

は
イ
ン
ダ
ス
文
明
が
起
こ
り
、
イ
ン
ド
で
は
生
命
哲
学
と
し

て
の
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
が
花
開
く
（
ひ
と
つ
の
体
系
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
早
く
て
も
紀
元
前
五
―六
世
紀
頃
と
考
え

ら
れ
て
い
る
）。
身
体
技
法
に
特
化
し
た
も
の
は
ヨ
ー
ガ
と
な

っ
た
。
四
大
文
明
の
よ
う
に
人
々
が
集
う
場
所
に
は
情
報
が

蓄
積
し
、
そ
の
中
に
は
必
ず
体
や
心
な
ど
の
医
学
に
関
す
る

情
報
も
共
有
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

西
洋
医
学
の
祖
と
さ
れ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
紀
元
前
五
世

紀
頃
の
人
物
だ
が
、「
四
体
液
説
」
に
よ
る
医
学
理
論
・
身
体

観
を
提
唱
し
て
い
た
。
四
体
液
説
と
は
、「
血
液
、
粘
液
、
黄

胆
汁
、
黒
胆
汁
」
と
い
う
四
種
の
基
本
体
液
の
バ
ラ
ン
ス
を

大
切
に
す
る
体
液
病
理
説
で
あ
る
。
四
種
の
基
本
体
液
が
体
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内
を
調
和
的
に
循
環
し
て
お
り
（Eucrasia

）、
そ
の
バ
ラ
ン
ス

の
不
調
和
（D

yscrasia

）
に
よ
り
病
気
が
発
症
す
る
と
考
え
た
。

歴
史
的
に
は
古
代
イ
ン
ド
（
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
）
か
ら
ギ
リ

シ
ア
へ
と
伝
わ
っ
た
と
も
さ
れ
る
。
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い

（The H
ippocratic O

ath

）
と
い
う
ギ
リ
シ
ア
神
へ
の
宣
誓
文
が

あ
る
が
、
様
々
な
医
療
倫
理
に
基
づ
い
た
宣
言
文
で
あ
り
、
現

代
医
学
の
中
で
も
医
療
倫
理
と
し
て
い
ま
だ
に
重
要
視
さ
れ

て
い
る
宣
言
で
あ
る
。
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
西
洋
医
学
の
祖
と

も
さ
れ
る
が
、
機
械
論
と
し
て
人
体
を
と
ら
え
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、「
四
体
液
説
」
の
よ
う
な
循
環
的
な
思
想
で
人
体

を
捉
え
て
い
た
自
然
療
法
家
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
ア
ス
ク
レ
ピ
オ

ス
信
仰
と
い
う
も
の
が
広
ま
っ
た
。
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
神
殿

で
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
聖
所
」
で
の
眠
り
そ
の
も

の
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
治
療
者
が
お
ら
ず
、
神
殿
で
夢
見
る

こ
と
自
体
が
癒
し
と
な
っ
た
。
夢
の
中
で
治
療
す
る
医
神
と

し
て
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
神
へ
の
信
仰
が
広
ま
り
、
ギ
リ
シ

ア
神
話
で
も
医
療
の
神
と
さ
れ
る
。
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
信
仰

の
場
で
あ
っ
た
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
に
は
古
代
円
形
劇
場
が
今
で

も
残
っ
て
お
り
（
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
）、
当
時
は
演

劇
を
体
験
す
る
こ
と
も
医
療
行
為
の
一
部
だ
っ
た
。
そ
こ
に

は
演
劇
場
や
眠
り
の
聖
所
だ
け
で
は
な
く
、
温
泉
場
も
あ
り
、

古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
自
然
、
温
泉
、
ス
ポ
ー
ツ
、
演
劇
、
音

楽
、
芸
術
、
夢
（
催
眠
）、
神
（
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
）
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
要
素
が
身
心
の
癒
し
に
つ
な
が
る
医
療
的
な
行
為
と

し
て
、
一
つ
の
場
で
統
合
さ
れ
て
い
た
。
聖
所
で
眠
る
こ
と

に
よ
り
治
癒
が
起
こ
る
現
象
に
お
い
て
は
、
治
す
主
体
が
神

（
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
）
そ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

日
本
で
は
長
谷
寺
の
観
音
信
仰
や
、
親
鸞
の
夢
告
な
ど
に
似

た
事
例
が
見
出
さ
れ
る
。
後
に
、
儀
式
を
行
う
司
祭
や
夢
の

解
釈
を
す
る
神
官
な
ど
を
含
め
、
神
と
患
者
と
の
間
に
第
三

者
が
介
在
す
る
よ
う
に
な
る
。
夢
の
中
で
神
の
イ
メ
ー
ジ
体

表　医学史年表3～7

BC26C 医神イムホテプがエジプト医学の原形（エジプト文明）
BC22C 楔形文字の医学書
BC18C ハンムラビ法典（最古の医療制度）（メソポタミア文明）
BC15C アーユルヴェーダ（インダス文明）の源流？（完成はBC5C頃？）
BC5C ヒポクラテス「四体液説」
 アスクレピオス、夢で治療する医神（ギリシア）
1C 「陰陽五行」『黄帝内経』
2C ガレノス「四体液説」を完成、「精気説」（ギリシア文明）
2C 後漢の華佗、麻沸散を用いた全身麻酔で開腹術
2-3C 張仲景『傷寒雑病論』
390年 ファビオラ（キリスト教の聖女）、ローマに病院設立
9C イタリアのサレルノ医学校（西洋最古）
982年 丹波康頼『医心方』（日本最古の医学書）
9-11C イブン・シーナー『医学典範』（アラビア医学）
1151年 ヒルデガルト（ベネディクト会女子修道院長）『病因と治療』
1498年 田代三喜、中国（明）留学から帰国（金元医学〔李朱医学〕）

1530年 パラケルスス『パラグラヌム（奇蹟の医の書）』
（ガレノス批判、錬金術→医化学の誕生）

1543年 ヴェサリウス『ファブリカ』（近代解剖学）
コペルニクス、地動説

1545年 パレ『銃創治療法』（近代外科学）
1571年 曲直瀬道三『啓迪集』（道三流医学〔後世派〕）
1590年 ヤンセン親子、顕微鏡の発明（可視化医学）
1612年 サントリオ、体温計の発明（計量医学）

1628年 ハーヴェイ『動物の心臓並びに血液の運動に関する解剖学的研究』（近
代生理学の始まり、自然科学医療の始まり）

1637年 デカルト『方法序説』（機械論の開祖）
1665年 フック『ミクログラフィア』（顕微鏡学の開祖）
1674年 レーウェンフック、顕微鏡で細菌を発見（微生物の存在を証明）
1687年 ニュートン『プリンキピア』（近代物理学の開祖）
1754年 山脇東洋（古医方）、日本初の人体解剖。1759年『蔵志』
1774年 前野良沢、杉田玄白『解体新書』
1775年 メスメル「動物磁気説」
1798年 ジェンナー『牛痘の原因と効能』（近代免疫学）

1804年 華岡青洲、世界初の全身麻酔手術（通仙散（曼陀羅華の実〔チョウセン
アサガオ〕、草烏頭〔そううず、トリカブト〕などの開発による）

1810年 ハーネマン『医術のオルガノン』（ホメオパシー）
1824年 オランダ商館医シーボルト、長崎で鳴滝塾
1831年 ファラデー、電磁誘導の発見
1838年 シュライデン、植物の細胞説
1839年 シュワン、動物の細胞説
1842年 ロング、エーテルによる無痛手術（吸入麻酔の始まり）
1843年 ホームズ、産褥熱を発表（消毒法の先駆け）
1847年 ゼンメルワイス、塩素水を用いた手洗い消毒法
1854年 スノー、コレラ患者からロンドンに下水道導入（公衆衛生学の始まり）

1858年 伊東玄朴、お玉ヶ池種痘所→1861年、西洋医学所に改変（東大医学
部の前身）

1859年 ダーウィン『種の起源』
1864年 マクスウェルの方程式（古典電磁気学の確立）
1865年 メンデル、遺伝の法則を発見
1870年 政府はドイツ医学を採用。大学東校（現東京大学医学部）を設立
1873年 修験道、巫女、イタコなど民間信仰の禁止
1874年 呪い・祈禱など医療類似行為の禁止
1876年 医術開業試験開始（後の医師国家試験）
1882年 コッホの4原則（細菌学の父）→結核菌、コレラ菌の発見
1885年 パスツール、狂犬病ワクチン（予防接種）
1887年 東京医学校（後の東大医学部）教授、大沢謙二が治療に催眠術を導入
1890年 北里柴三郎、血清療法（日本近代医学の父）
1894年 イェルサン、北里柴三郎、ペスト菌の発見
1895年 レントゲン、X線の発見
1897年 ジョセフ・ジョン・トムソン、電子の発見

1899年 バイエル社「アスピリン（アセチルサリチル酸）」発売（世界初の人工合成
医薬品）

1900年 ラントシュタイナー、血液型の発見
プランク、量子仮説

1900年 軍人の小野福平が大日本催眠術奨励会を設立

1910年 エールリッヒ、秦佐八郎、サルバルサン（梅毒治療薬）開発（世界初の合
成化学療法薬）

1911年 アーネスト・ラザフォード、原子核の同定
1912年 シュタイナー、アントロポゾフィー協会を設立
1913年 野口英世、進行性麻痺と梅毒の関連発見→1928年黄熱病で死去
1915年 アインシュタイン、重力場方程式、一般相対性理論
1928年 フレミング、ペニシリン発見（世界初の抗生物質）
1936年 エドワード・バッチ（バッチフラワーレメディー）
1945年 コルフ、初の人工透析に成功
1947年「あん摩、はり、きゅう、柔道整復等営業法」成立（国家資格）
1953年 ワトソン、クリック、DNAの二重螺旋
1953年 ギボン、初の人工心臓手術に成功
1956年 野口晴哉「社団法人整体協会」
1967年 バーナード、初の心臓移植
1968年 エドワーズ、ステプトー、体外受精技術
1969年 エリザベス・キューブラー・ロス『死ぬ瞬間』
1972年 ハンスフィールドら、CTの発明
1978年 初の体外受精児の誕生
1988年 臨床心理士の資格化（河合隼雄）
1994年 立花隆『臨死体験』
1996年 クローン羊ドリー
2003年 ヒトゲノム計画完了（ヒトDNA30億対の塩基配列解析）
2017年 臨床心理士→公認心理師としての国家資格化
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験
と
と
も
に
「
治
る
」
こ
と
を
、
介
在
し
た
人
間
が
「
治
す
」

と
考
え
始
め
る
と
、
宗
教
性
は
薄
れ
て
医
術
に
も
な
り
う
る

が
、
悪
用
す
る
と
魔
術
に
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

紀
元
二
世
紀
に
は
ガ
レ
ノ
ス
が
「
四
体
液
説
」
を
完
成
し
、

長
い
時
代
に
わ
た
り
医
学
を
基
礎
づ
け
る
考
え
と
な
っ
た
。

そ
の
時
期
に
ギ
リ
シ
ア
文
明
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
ギ
リ
シ

ア
文
明
で
医
学
を
支
え
て
い
た
の
は
、
上
記
の
よ
う
に
自
然

療
法
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
で
あ
り
、
聖
所
で
の

眠
り
を
基
礎
に
し
た
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
信
仰
で
あ
っ
た
。
ア

ス
ク
レ
ピ
オ
ス
神
殿
で
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（「
聖
所
」

で
の
眠
り
）
は
、
催
眠
療
法
や
ヒ
プ
ノ
セ
ラ
ピ
ー
の
源
流
と

も
さ
れ
る
が
、
医
療
の
歴
史
を
見
て
も
か
な
り
古
い
歴
史
を

持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

人
は
睡
眠
に
よ
り
心
の
失
わ
れ
た
全
体
性
を
回
復
す
る
プ

ロ
セ
ス
が
日
々
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
深
い
イ
メ
ー
ジ
体

験
は
、
言
語
で
説
明
し
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
夢
の
よ

う
な
無
意
識
で
の
イ
メ
ー
ジ
体
験
を
、
自
分
の
意
識
の
体
系

の
中
に
統
合
し
て
い
く
た
め
に
は
言
語
化
（
イ
メ
ー
ジ
言
語
も

含
む
）
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
る
が
、
他
者
（
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
や
施
術
者
）
が
行
う
と
き
に
施
術
者
自
身
の
個
人
的
な
意
見

や
信
念
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
は
技
術
が
善
用
さ
れ
る
か
洗
脳
の
よ
う
に
悪
用
さ
れ
る

か
の
分
か
れ
目
で
も
あ
り
、
医
療
従
事
者
に
は
倫
理
指
針
が

必
要
と
な
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
最
古
の
医
書
『
医

心
方
』
は
第
一
巻
す
べ
て
を
医
療
倫
理
の
章
と
し
て
割
い
て

い
る
の
で
あ
る
。

医
学
の
歴
史
を
見
返
し
て
み
る
と
、
古
代
の
医
学
で
は
、

「
変
性
意
識
状
態
」「
催
眠
状
態
」（
通
常
と
は
異
な
っ
た
意
識

の
状
態
）
も
利
用
し
な
が
ら
医
療
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

以
下
で
は
、
そ
う
し
た
科
学
や
医
療
の
歴
史
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
欧
米
と
日
本
で
の
近
代
催
眠
学
の
歴
史
を
紐
解
い
て

い
く
。

4
近
代
催
眠
学
の
夜
明
け
―
メ
ス
メ
ル
と

ブ
レ
イ
ド

近
代
催
眠
学
は
、
メ
ス
メ
ル
（Franz A

nton M
esm

er, 1734- 
1815

）
に
よ
り
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る8・

1

。
メ
ス
メ
ル
は
ド
イ
ツ

生
ま
れ
の
医
師
で
あ
り
、
一
七
七
五
年
に
「
動
物
磁
気
説
」

を
提
唱
し
た
。
メ
ス
メ
ル
の
概
念
と
実
践
を
発
展
さ
せ
た
こ

と
が
、
一
八
四
二
年
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ブ
レ
イ
ド（Jam

es Braid, 

1795-1860

）
に
よ
る
催
眠
術
の
開
発
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
英
語
でm

esm
erize

は
「
催
眠
術
を
か

け
る
」
と
い
う
意
味
に
も
な
っ
て
い
る
。

メ
ス
メ
ル
の
活
動
は
、
様
々
な
テ
ー
マ
を
多
く
は
ら
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
催
眠
の
歴
史
に
つ
な
が
る
メ
ス
メ
ル
の
活
動

の
流
れ
を
簡
単
に
お
さ
ら
い
し
て
み
る
。
メ
ス
メ
ル
は
一
七

三
四
年
に
ド
イ
ツ
に
生
ま
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
医
学
を
学

ん
だ
。
三
十
二
歳
（
一
七
六
六
年
）
の
と
き
に
は
『
人
体
へ
の

惑
星
の
影
響
に
つ
い
て
』
と
い
う
博
士
論
文
を
提
出
し
て
い

る
。
内
容
は
、
人
体
の
中
に
も
月
の
影
響
に
よ
る
潮
の
干
満

が
あ
る
と
し
、
宇
宙
の
天
体
と
人
体
と
の
関
係
、
そ
し
て
人

の
病
気
の
関
連
性
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
は
、
ス

イ
ス
出
身
の
医
師
で
あ
る
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
（Paracelsus

：
本
名

テ
オ
フ
ラ
ス
ト
ゥ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
エ
ン
ハ
イ
ム〔Theophrastus 

von H
ohenheim

〕、1493- 1541

）
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
は
、
当
時
の
医
学
の
主
流
で

あ
っ
た
四
体
液
説
に
反
対
し
、
人
体
と
星
と
の
関
係
性
で
人

体
を
論
じ
る
医
療
占
星
術
を
提
唱
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
は
、
医
学
に
化
学
を
導
入
し
、
酸

化
鉄
や
水
銀
（
梅
毒
の
治
療
に
使
っ
た
）、
鉛
、
銅
、
ヒ
素
な

ど
の
化
合
物
を
医
薬
品
に
採
用
し
、
医
化
学
の
始
祖
と
も
さ

れ
る
人
物
で
あ
る
。
当
時
か
ら
も
、
様
々
な
知
識
や
技
術
を

応
用
・
統
合
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
メ
ス
メ
ル
も
そ

の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

メ
ス
メ
ル
が
三
十
四
歳
（
一
七
六
八
年
）
の
と
き
に
は
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
首
都
ウ
ィ
ー
ン
で
医
者
と
し
て
開
業
し
、
実
際

の
臨
床
経
験
を
つ
み
な
が
ら
様
々
な
治
療
法
を
研
究
し
て
い

た
。
彼
が
行
っ
て
い
た
対
面
の
個
別
治
療
で
は
、
両
手
で
相

手
の
両
手
の
親
指
を
押
し
な
が
ら
、
目
を
じ
っ
と
見
つ
め
、
肩

か
ら
腕
に
沿
っ
て
手
を
動
か
す
。
そ
の
後
、
患
者
の
季
肋
部

を
指
で
押
し
な
が
ら
時
に
は
何
時
間
も
手
を
置
く
、
と
い
う

特
殊
な
治
療
法
だ
っ
た
。
治
療
の
最
後
に
は
当
時
ま
だ
発
明

さ
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
楽
器
「
グ
ラ
ス
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
（
ア

ル
モ
ニ
カ
（arm

onica

）」
で
曲
を
演
奏
し
た
。
実
際
に
病
気
が

回
復
す
る
症
例
も
あ
り
、
メ
ス
メ
ル
は
自
信
を
つ
け
て
い
っ

た
よ
う
だ
。
四
十
歳
（
一
七
七
四
年
）
の
と
き
、
メ
ス
メ
ル
は

鉄
を
含
む
調
合
剤
を
患
者
に
飲
ま
せ
全
身
に
磁
石
を
付
け
て

治
療
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
病
状
か
ら
解
放
さ
れ
た
症
例
を
経

験
し
た
。
メ
ス
メ
ル
は
人
体
を
流
れ
る
「
動
物
磁
気
」
の
流

れ
が
回
復
し
た
こ
と
で
病
気
が
治
っ
た
と
い
う
仮
説
を
立
て
、

研
究
を
続
け
た
。

唐
突
に
「
動
物
磁
気
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
て
戸
惑
う

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
言
葉
は
当
時
の
物
理
学
の
発
展
と

も
関
係
が
あ
る
。
当
時
の
物
理
学
界
で
は
電
気
や
磁
気
に
関

す
る
基
礎
的
な
科
学
研
究
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
時
期
で
あ

り
、
見
え
な
い
も
の
を
説
明
す
る
原
理
と
し
て
「
磁
気
」
と

い
う
言
葉
は
ぴ
っ
た
り
の
説
明
用
語
で
あ
っ
た
の
だ
。
一
六

〇
〇
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
物
理
学
者
ギ
ル
バ
ー
ト
が
地
球
は
大

き
な
磁
石
で
あ
る
と
世
界
で
初
め
て
指
摘
し
た
。
琥
珀
を
布

で
こ
す
る
と
電
気
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
琥
珀
の
ギ
リ
シ

ャ
語
「elektron

」
に
ち
な
み
、
ラ
テ
ン
語
「electricus

」
と

い
う
言
葉
を
作
っ
た
。
こ
れ
が
後
の
「electricity

（
電
気
）」

261

医学と催眠の歴史から見る身心変容　　



と
い
う
言
葉
に
な
る
。
一
七
五
二
年
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
政
治
家
、
外
交
官
、
著
述
家
、
物
理
学
者
、
気
象
学
者
で

も
あ
る
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
（Benjam

in Franklin, 

1706-1790
）
が
雷
雨
の
中
で
糸
に
ラ
イ
デ
ン
瓶
を
つ
け
て
凧

を
あ
げ
、
雷
が
電
気
現
象
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
避
雷
針

を
発
明
し
た
。
こ
の
た
め
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

は
陽
電
気
お
よ
び
陰
電
気
の
発
明
の
確
立
者
と
見
な
さ
れ
る
。

驚
く
こ
と
に
、
メ
ス
メ
ル
が
治
療
で
も
使
用
し
て
い
た
神

秘
的
な
楽
器
で
あ
る
グ
ラ
ス
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
、
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
が
一
七
六
一
年
に
発
明
し
た
楽
器
で
も
あ
っ
た
。
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
は
電
気
の
発
見
者
で
あ
り
楽
器
の
発
明
家
で
も
あ

っ
た
。
メ
ス
メ
ル
が
そ
の
楽
器
を
治
療
に
愛
用
し
て
い
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
当
時
の
未
知
の
治
療
の
説
明
に
「
動
物
磁

気
」
と
い
う
概
念
を
使
用
し
た
こ
と
は
当
然
の
流
れ
と
も
い

え
る
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
魅
惑
的
な
音
色
を
持
つ
新

し
い
楽
器
グ
ラ
ス
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
熱
狂
的
な
支
持
を
得
て
、

一
七
〇
〇
年
代
の
う
ち
に
約
五
千
台
が
欧
州
各
地
に
出
回
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
四
百
以
上
の
作
曲
が
な
さ
れ
、
そ
の
中

に
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
な
ど
当
時
の
大
作
曲
家
た
ち
に
よ
る
作
品
も

含
ま
れ
て
い
る
。

メ
ス
メ
ル
が
四
十
三
歳
（
一
七
七
七
年
）
の
と
き
に
大
き
な

転
機
が
訪
れ
る
。
盲
目
の
天
才
音
楽
家
で
あ
る
マ
リ
ア
・
テ

レ
ジ
ア
・
パ
ラ
デ
ィ
ー
ス
嬢
を
治
療
し
視
力
を
回
復
さ
せ
て

喝
采
を
得
た
の
だ
が
、
そ
の
後
、
彼
女
が
視
力
を
喪
失
し
た

こ
と
で
逆
に
体
面
を
失
い
、
ウ
ィ
ー
ン
を
去
り
パ
リ
に
移
ら

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
メ
ス
メ
ル
が
治
療
に
使
用

し
て
い
た
楽
器
グ
ラ
ス
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
、
美
し
い
音
色
と

は
裏
腹
に
、
気
を
狂
わ
せ
る
こ
と
も
あ
る
恐
怖
の
楽
器
で
あ

る
な
ど
と
、
虚
実
入
り
交
じ
っ
た
噂
が
伝
わ
っ
て
い
た
。
グ

ラ
ス
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
幼
児
が
亡
く
な
る
事

件
が
起
き
た
こ
と
も
あ
り
、
ド
イ
ツ
で
は
使
用
禁
止
令
が
出

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
長
年
治
療
に
使
用
し
て
き
た
メ
ス

メ
ル
は
、
そ
の
音
色
を
使
っ
た
療
法
を
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
・

パ
ラ
デ
ィ
ー
ス
嬢
に
施
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
彼
女

の
精
神
に
悪
影
響
を
与
え
た
と
噂
さ
れ
た
た
め
、
禁
止
令
に

反
し
た
罰
で
メ
ス
メ
ル
は
ウ
ィ
ー
ン
追
放
と
な
り
、
パ
リ
に

移
っ
た
の
だ
っ
た
。
た
だ
、
実
際
の
メ
ス
メ
ル
の
療
法
は
、
グ

ラ
ス
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
だ
け
で
は
な
い
様
々
な
技
法
が

混
在
し
た
も
の
で
あ
り
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
を
追
わ
れ
た
メ
ス
メ
ル
は
、
パ
リ
で
も
、
好
意

的
な
評
価
と
批
判
的
な
評
価
に
大
き
く
二
分
し
て
い
た
。
四

十
五
歳
（
一
七
七
九
年
）、
メ
ス
メ
ル
は
『
動
物
磁
気
の
発
見

に
関
す
る
覚
え
書
』
と
い
う
本
を
記
し
、
自
分
の
治
療
理
論

を
発
表
し
た
。
四
十
六
歳
（
一
七
八
〇
年
）
の
と
き
に
は
磁
気

桶
（Baquet

：
バ
ケ
ー
）
に
よ
る
集
団
治
療
を
開
始
し
て
い
る
。

パ
リ
の
治
療
室
は
豪
華
絢
爛
に
作
ら
れ
、
メ
ス
メ
ル
の
治
療

は
派
手
な
演
出
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
た
。
部
屋
の
中
心
に

は
磁
化
さ
れ
た
水
が
入
っ
た
金
属
棒
が
何
本
も
突
き
出
て
い

る
磁
気
桶
が
あ
り
、
患
者
は
そ
の
棒
に
つ
か
ま
っ
て
メ
ス
メ

ル
の
登
場
を
待
つ
。
部
屋
の
照
明
が
消
え
る
と
、
音
楽
が
流

れ
、
暗
い
中
で
メ
ス
メ
ル
は
登
場
す
る
。
そ
の
後
、
メ
ス
メ

ル
が
患
者
の
身
体
に
触
れ
て
い
く
と
、
触
れ
ら
れ
た
患
者
は

け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
り
、
気
を
失
う
ほ
ど
の
大
き
な
反
応

を
す
る
患
者
も
い
た
。
そ
の
現
象
は
連
鎖
反
応
の
よ
う
に
室

内
の
他
の
人
に
も
伝
播
し
た
。
患
者
が
元
の
状
態
に
戻
っ
た

と
き
に
は
な
ぜ
か
多
く
の
患
者
の
病
気
が
治
っ
て
い
た
と
い

う
。こ

う
し
た
「
動
物
磁
気
」
に
よ
る
メ
ス
メ
ル
の
治
療
は
評

判
が
高
く
、
多
く
の
患
者
が
殺
到
し
た
よ
う
だ
。
マ
リ
ー
・

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
も
贔
屓
に
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
当
時

は
大
評
判
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
こ
の
治
療
は
原

理
が
不
明
確
で
あ
っ
た
た
め
、
同
業
の
医
療
関
係
者
の
反
感

を
買
っ
て
い
た
。
一
七
八
四
年
に
は
メ
ス
メ
ル
の
治
療
効
果

を
検
証
す
る
た
め
に
、
ル
イ
十
六
世
の
命
で
フ
ラ
ン
ス
王
立

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
る
審
査
委
員
会
が
召
集
さ
れ
た
。
一

流
の
科
学
者
で
あ
る
ラ
ボ
ア
ジ
エ
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
（
グ
ラ

ス
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
開
発
者
）、
バ
イ
イ
（
天
文
学
者
）、
ギ
ヨ

タ
ン
（
医
師
）
な
ど
を
交
え
た
検
証
で
は
、
実
際
の
治
癒
症

例
自
体
は
否
定
し
な
か
っ
た
も
の
の
、「
動
物
磁
気
」
と
い
う

磁
気
流
体
の
存
在
は
完
全
否
定
さ
れ
、
患
者
の
「
想
像
力
に

よ
る
も
の
」
と
結
論
づ
け
た
（
メ
ス
メ
リ
ズ
ム
と
い
う
現
象
は

存
在
し
て
も
、
そ
れ
は
磁
気
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
結
論
）。

そ
の
後
、
メ
ス
メ
ル
に
対
し
て
の
匿
名
の
『
反
・
磁
気
術
』

に
よ
る
徹
底
批
判
な
ど
の
事
件
が
相
次
ぎ
、
一
七
八
五
年
に

は
メ
ス
メ
ル
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
も
去
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。晩

年
は
ス
イ
ス
に
移
り
、
貧
し
い
人
た
ち
の
治
療
を
無
料

で
行
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
一
八
一
五
年
に
こ
の
世
を
去
る

ま
で
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
メ
ス
メ
ル
は
フ
ラ
ン

ス
政
府
か
ら
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
国
外
で
は
そ
の
評

判
は
高
い
ま
ま
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
な
ど
の
政
府
も
メ
ス
メ
ル
の
も
と
へ
医
者
を
派
遣
し
て
メ

ス
メ
リ
ズ
ム
を
習
得
さ
せ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
メ
ス
メ

ル
に
よ
る
治
療
は
様
々
な
要
素
が
混
在
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
催
眠
研
究
の
礎
と
な
っ
て
い
っ
た
。

メ
ス
メ
ル
の
時
代
か
ら
五
十
年
く
ら
い
た
っ
た
頃
、
一
八

四
三
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
開
業
医
で
あ
り
外
科
医
だ
っ
た
ブ
レ

イ
ド
（Jam

es Braid, 1795-1860

）
が
メ
ス
メ
リ
ズ
ム
を
研
究
し
、

治
療
効
果
は
動
物
磁
気
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
「
暗
示
」
に

よ
る
も
の
だ
と
考
え
、
凝
視
法
を
創
出
し
た
。「
磁
気
術
」
を

「hypnotism

」
と
命
名
し
た
こ
と
か
ら
、
ブ
レ
イ
ド
は
催
眠

療
法
と
近
代
催
眠
の
父
と
み
な
さ
れ
る
。H

ypno- 

は
ギ
リ
シ

ア
語
で
「
眠
り
」
を
意
味
す
る
。
メ
ス
メ
リ
ズ
ム
や
動
物
磁

気
と
い
っ
た
言
葉
の
も
つ
オ
カ
ル
ト
的
、
超
科
学
的
な
意
味

合
い
を
払
拭
す
る
た
め
の
命
名
で
も
あ
っ
た
。
ブ
レ
イ
ド
の
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暗
示
説
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
シ
ー
に
拠
を
構
え
る
開
業
医

で
あ
る
リ
エ
ボ
ー
（A

m
broise-A

uguste Liébeault, 1823- 1904

）

に
受
け
継
が
れ
た
。
こ
う
し
て
メ
ス
メ
ル
（
ド
イ
ツ
↓
オ
ー
ス

ト
リ
ア
↓
フ
ラ
ン
ス
）、
ブ
レ
イ
ド
（
イ
ギ
リ
ス
）
と
渡
さ
れ
た

医
療
催
眠
の
包
括
的
な
実
践
と
研
究
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
受
け

継
が
れ
た
の
だ
っ
た
。

5
開
業
医
の
ナ
ン
シ
ー
派
と
大
学
教
授
の

パ
リ
派

医
療
催
眠
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
開
業
医
の
リ
エ
ボ
ー
が

中
心
と
な
る
「
ナ
ン
シ
ー
派
」
と
、
当
日
絶
大
な
権
力
と
名

声
が
あ
っ
た
パ
リ
大
学
病
理
解
剖
学
教
授
の
シ
ャ
ル
コ
ー

（Jean-M
artin C

harcot, 1825- 1893

））
に
よ
る
「
サ
ル
ペ
ト
リ

エ
ー
ル
派
（
パ
リ
派
）」
と
の
間
で
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な

る
。
シ
ャ
ル
コ
ー
は
、
パ
リ
大
学
教
授
と
し
て
多
発
性
硬
化

症
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（
シ
ャ
ル
コ
ー
病
）、
運
動
失
調

と
関
節
症
（
シ
ャ
ル
コ
ー
関
節
）、
脳
や
脊
髄
の
局
所
診
断
学

や
失
語
症
な
ど
に
お
い
て
、
現
代
の
西
洋
医
学
に
も
通
じ
る

多
大
な
る
業
績
を
あ
げ
て
お
り
、
王
侯
貴
族
の
侍
医
で
も
あ

る
偉
大
な
教
授
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
内
科
開
業
医
を
中
心
と
し
た
ナ
ン
シ
ー
派
の
リ

エ
ボ
ー
は
、
臨
床
の
現
場
を
重
視
し
て
い
た
た
め
、
催
眠
は

病
的
な
も
の
で
は
な
く
「
暗
示
を
受
け
や
す
く
な
る
心
理
学

的
現
象
」
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
リ
エ
ボ
ー
は
、
凝
視
法
を

用
い
て
「
眠
れ
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
手
法
で
治
療
を
行
い
、

治
療
効
果
を
あ
げ
て
い
た
。
一
八
八
二
年
に
ナ
ン
シ
ー
大
学

の
精
神
学
教
授
ヒ
ポ
ラ
イ
ト
・
ベ
ル
ネ
ー
ム
（H

ippolyte 

Bernheim
, 1840- 1919

）
が
リ
エ
ボ
ー
に
弟
子
入
り
し
た
が
、

そ
れ
は
座
骨
神
経
痛
で
苦
し
ん
で
い
た
彼
の
患
者
が
リ
エ
ボ

ー
の
治
療
で
完
治
し
た
と
聞
い
た
こ
と
が
一
因
と
さ
れ
る
。

ベ
ル
ネ
ー
ム
と
リ
エ
ボ
ー
が
共
同
研
究
を
始
め
、
ベ
ル
ネ
ー

ム
が
『
暗
示
療
法
』
と
い
う
著
作
を
出
版
し
て
リ
エ
ボ
ー
の

業
績
を
広
め
た
こ
と
が
ナ
ン
シ
ー
派
が
発
展
し
た
大
き
な
要

因
だ
っ
た
。
そ
こ
で
も
催
眠
の
基
礎
は
暗
示
で
あ
る
と
い
う

説
明
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

パ
リ
派
の
シ
ャ
ル
コ
ー
ら
は
、
催
眠
現
象
は
ヒ
ス
テ
リ
ー

患
者
に
の
み
現
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
発
現
は
痙
攣
や
カ

タ
レ
プ
シ
ー
（
強
硬
症
）
を
伴
う
「
大
催
眠
」
で
あ
る
と
主

張
し
、
ナ
ン
シ
ー
派
を
「
小
催
眠
」
と
揶
揄
し
た
。
し
か
し
、

数
多
く
の
実
験
結
果
や
臨
床
結
果
か
ら
、
一
八
八
九
年
の
国

際
会
議
で
ナ
ン
シ
ー
派
の
正
当
性
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
論
争

は
ナ
ン
シ
ー
派
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
精
神
分

析
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
精
神
科
医
フ
ロ
イ
ト
は
、
最
初

に
パ
リ
で
シ
ャ
ル
コ
ー
か
ら
言
語
的
暗
示
的
な
催
眠
を
学
び
、

次
に
ナ
ン
シ
ー
派
の
リ
エ
ボ
ー
か
ら
催
眠
を
学
ん
で
い
た
。
フ

ロ
イ
ト
が
自
由
連
想
法
を
考
案
す
る
前
は
ベ
ル
ネ
ー
ム
の
前

額
通
利
法
（
患
者
の
額
に
手
を
当
て
て
過
去
を
思
い
出
す
な
ど
簡

単
な
教
示
を
与
え
て
自
由
に
話
さ
せ
る
方
法
）
を
用
い
て
い
た
。

こ
う
し
た
ナ
ン
シ
ー
派
と
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
派
（
パ
リ
派
）

と
の
あ
い
だ
の
催
眠
に
関
す
る
論
争
は
、
催
眠
へ
の
理
解
を

深
い
も
の
に
し
て
い
っ
た
。
シ
ャ
ル
コ
ー
は
ナ
ン
シ
ー
派
と

学
説
で
は
対
立
し
て
い
た
も
の
の
、
相
手
の
考
え
を
尊
重
し

な
が
ら
あ
く
ま
で
も
学
術
的
に
論
争
を
行
っ
て
い
た
。
最
終

的
に
は
シ
ャ
ル
コ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
医
学
界
に
催
眠
を
認
め
さ

せ
る
立
役
者
と
も
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
一
八
八
〇
年
代
に
日
本
に
「
催

眠
」
が
入
る
こ
と
に
な
り
、
空
前
の
催
眠
術
ブ
ー
ム
が
起
き

る
。6

日
本
で
の
催
眠
の
歴
史

中
村
古こ

峡き
ょ
う（

一
八
八
一
―一
九
五
二
、
文
学
者
・
心
理
学
者
・

医
師
）
に
よ
る
と
、
日
本
で
催
眠
術
が
流
布
し
た
の
は
一
八

八
七
年
（
明
治
二
十
）
前
後
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
日
本
は
歴

史
的
に
も
最
も
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。
一
八
六
八
年
は
明

治
元
年
、
明
治
維
新
の
年
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
地

政
策
に
対
抗
す
る
た
め
、
日
本
は
急
速
な
欧
米
化
・
近
代
化

を
進
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
法
制
・
身
分
制
・
地
方
行

政
・
金
融
・
流
通
・
産
業
・
経
済
・
文
化
・
教
育
・
外
交
・

宗
教
・
思
想
…
…
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
大
転
換
が
起
き
て
お
り
、

医
療
や
教
育
も
急
激
な
変
化
を
迎
え
て
い
た
。
一
八
六
九
年

（
明
治
二
）
に
は
日
本
政
府
は
ド
イ
ツ
医
学
を
採
用
し
、
漢
方

医
が
急
速
に
退
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
ド
イ
ツ
医
学
の
輸
入
と

と
も
に
大
学
東と

う

校こ
う

（
現
東
京
大
学
医
学
部
）
が
設
立
さ
れ
た
。

一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
に
は
修
験
道
、
巫
女
、
イ
タ
コ
な

ど
の
民
間
信
仰
が
禁
止
さ
れ
、
一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
に

は
呪
い
・
祈
禱
な
ど
医
療
類
似
行
為
が
禁
止
さ
れ
た
。
一
八

七
六
年
（
明
治
九
）
に
は
医
術
開
業
試
験
開
始
が
始
ま
る
。
後

の
医
師
国
家
試
験
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
医
療
行
為
に
お

け
る
明
確
な
国
家
資
格
は
な
か
っ
た
。
誰
も
が
技
術
を
持
っ

て
い
れ
ば
医
業
を
開
業
で
き
、
治
療
効
果
や
評
判
に
よ
る
自

然
淘
汰
の
中
で
医
療
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
以
降
は
ド

イ
ツ
医
学
を
主
流
と
し
た
も
の
だ
け
に
医
師
と
し
て
の
国
家

資
格
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
、「
病
院
」
と
い
う

施
設
も
こ
の
時
期
に
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
日
本

に
は
「
病
院
」
と
い
う
概
念
す
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

近
代
の
日
本
に
催
眠
術
が
輸
入
さ
れ
て
き
た
ル
ー
ト
は
、
留

学
生
と
お
雇
い
外
国
人
の
二
つ
の
経
路
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

留
学
生
ル
ー
ト
と
し
て
可
能
性
が
あ
る
人
物
と
し
て
、
化
学

者
、
外
交
官
、
政
治
家
で
も
あ
る
榎
本
武
揚
（
一
八
三
六
―一

九
〇
八
）
が
い
る
。
榎
本
が
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
へ
留
学
し

た
と
き
に
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
と
い
う
「
催
眠
術
師
」
と
同
居

し
て
い
た
た
め
、
そ
こ
か
ら
催
眠
術
が
輸
入
さ
れ
て
き
て
い
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る
可
能
性
が
あ
る
。
榎
本
武
揚
は
戊
辰
戦
争
で
は
旧
幕
府
軍

を
率
い
て
蝦
夷
地
（
現
北
海
道
）
を
占
領
し
、
箱
館
戦
争
で
敗

北
し
て
投
獄
さ
れ
た
が
、
釈
放
後
に
明
治
政
府
に
仕
え
、
逓

信
大
臣
・
文
部
大
臣
・
外
務
大
臣
・
農
商
務
大
臣
な
ど
を
歴

任
し
た
影
響
力
の
大
き
い
人
物
で
あ
る
。
榎
本
以
外
に
も
、

留
学
先
か
ら
帰
っ
た
様
々
な
日
本
人
が
「
催
眠
術
」
を
遊
び

半
分
で
使
っ
て
い
た
記
録
も
あ
る
。

お
雇
い
外
国
人
ル
ー
ト
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
日
本
に
招
か
れ

た
医
師
ベ
ル
ツ
（Erwin von Bälz, 1849- 1913

）
で
あ
る
。
一

八
七
六
年
（
明
治
九
）、
ベ
ル
ツ
は
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
東

京
医
学
校
（
大
学
東
校
の
後
身
、
現
東
京
大
学
医
学
部
）
の
教

師
に
招
か
れ
、
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
十
五
）
に
は
宮
内
省
侍

医
を
務
め
て
い
る
、
日
本
で
の
西
洋
医
学
の
歴
史
に
お
け
る

重
要
人
物
で
あ
る
。
ベ
ル
ツ
は
憑
依
現
象
、
急
性
感
情
麻
痺

の
論
文
も
書
い
て
お
り
、
日
本
で
最
初
に
精
神
病
学
を
講
義

し
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
患
者
に
暗
示
療
法
を
試
み
た
記
録
が
残
っ

て
い
る
。
そ
こ
に
リ
エ
ボ
ー
ら
に
よ
る
ナ
ン
シ
ー
派
の
「
暗

示
法
」
の
影
響
が
現
れ
て
お
り
、
ベ
ル
ツ
を
含
め
た
お
雇
い

外
国
人
が
催
眠
に
関
す
る
最
新
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
た
可

能
性
が
あ
る
。

た
だ
、
一
般
の
人
た
ち
に
催
眠
術
が
入
っ
て
き
た
の
は
上

記
二
つ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
一
八
八
四

年
（
明
治
十
七
）
に
伊
豆
半
島
沖
に
漂
着
し
た
ア
メ
リ
カ
船
員

が
「
テ
ー
ブ
ル
・
タ
ー
ニ
ン
グ
（table turning

）」
を
地
元
の

住
民
に
見
せ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
一
八
八
五
年
（
明
治

十
八
）
に
は
「
コ
ッ
ク
リ
さ
ん
（
狐
狗
狸
さ
ん
）」
が
一
大
ブ

ー
ム
と
し
て
広
ま
っ
た
の
だ9

）。

日
本
で
は
海
外
と
異
な
り
、
学
術
的
な
土
台
を
経
る
前
に

娯
楽
や
興
味
本
位
で
催
眠
現
象
が
一
気
に
広
ま
り
、
奇
異
な

側
面
だ
け
が
拡
大
し
て
広
が
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
っ
と

も
、
同
年
に
は
医
師
で
あ
る
馬
島
東
伯
が
催
眠
術
を
治
療
に

使
用
し
た
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
本
来
の
流
れ
で
あ
る
医
療

応
用
を
し
よ
う
と
し
た
人
た
ち
が
い
た
の
も
事
実
だ
ろ
う
。
た

だ
、
当
時
は
奇
異
な
現
象
の
ほ
う
に
大
き
く
注
目
が
集
ま
り
、

知
識
も
経
験
も
な
い
人
た
ち
が
面
白
半
分
に
使
用
し
て
そ
の

弊
害
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
一
八
八
六
年
（
明

治
十
九
）
に
は
大
沢
謙
二
が
「hypnosis

」
の
訳
語
と
し
て
「
魔

睡
」
と
い
う
言
葉
を
あ
て
て
お
り
、
魔
術
的
な
印
象
を
与
え

る
訳
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）
に

は
中
村
古
峡
が
「
催
眠
術
」
と
い
う
訳
語
を
あ
て
、
実
際
に

は
こ
の
用
語
が
広
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
近
代
以
前

か
ら
日
本
に
あ
っ
た
様
々
な
「
術
」
が
再
編
さ
れ
た
こ
と
と

関
係
が
あ
る
。
明
治
維
新
で
強
引
に
禁
止
さ
れ
た
医
療
類
似

行
為
は
簡
単
に
消
え
去
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
行
わ
れ

て
き
た
「
術
」（
幻
術
や
忍
術
な
ど
）
の
世
界
は
、「
催
眠
術
」

と
い
う
言
葉
に
統
合
さ
れ
な
が
ら
復
活
し
よ
う
と
し
た
の
だ

っ
た10

。
そ
の
動
き
は
民
間
だ
け
で
は
な
く
、
学
術
的
な
世
界
も
巻

き
込
ん
で
広
が
っ
た
。
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
）
に
は
馬

島
東
伯
が
日
本
最
初
の
催
眠
術
病
院
を
開
設
し
、
一
八
九
二

年
（
明
治
二
十
五
）
に
は
榊

さ
か
き

俶は
じ
めが
東
京
大
学
精
神
病
学
教
室
で

催
眠
術
の
実
習
も
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
催
眠
術
は
、
明
治
維
新
で
の
強
引
な
医
療
の

統
合
の
中
で
、
様
々
な
も
の
を
巻
き
込
み
な
が
ら
広
ま
っ
て

い
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
功
罪
両
面
が
あ
っ
た
。
同
じ
一
八
九

二
年
に
は
、
二
十
五
歳
で
あ
っ
た
若
き
夏
目
金
之
助
（
漱
石
）

が
イ
ギ
リ
ス
の
眼
科
医
で
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
ハ

ー
ト
（Ernest A

braham
H

art

）
が
書
い
た
「
催
眠
術
」
と
い
う

本
の
翻
訳
を
し
て
い
る
。
ハ
ー
ト
は
、
パ
リ
、
シ
ャ
リ
テ
病

院
で
の
催
眠
治
療
の
疑
わ
し
い
実
態
を
『
催
眠
術
、
メ
ス
メ

リ
ズ
ム
と
新
し
い
魔
術
（H

ypnotism
, M

esm
erism

 A
nd The 

N
ewW

itchcraft

）』
と
い
う
著
作
で
告
発
し
た
が
、
そ
の
巻
頭

論
文
の
講
演
「
催
眠
術
と
い
か
さ
ま
」
の
一
部
で
あ
る
。
そ

れ
が
夏
目
金
之
助
の
翻
訳
に
よ
り
日
本
で
『
哲
学
会
雑
誌
』

に
「
催
眠
術
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
批
判
文
と
翻
訳
文
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
、
催
眠
が
人

体
に
対
し
て
効
果
は
あ
る
も
の
の
、
医
療
現
場
で
は
倫
理
的

に
も
方
法
論
と
し
て
も
ま
だ
適
切
な
使
用
法
が
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
実
際
、
日
本
の
小
説
に

催
眠
術
の
テ
ー
マ
が
登
場
す
る
の
も
明
治
二
十
年
代
だ
が
、

そ
こ
で
は
犯
罪
に
直
結
す
る
催
眠
術
が
登
場
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
そ
う
し
た
催
眠
術
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
く
ら
れ
た
と
い
う

側
面
も
あ
る
。

学
術
界
で
は
、
一
八
九
九
年
（
明
治
三
十
二
）
に
東
京
帝
国

大
学
哲
学
科
を
卒
業
し
た
福ふ

く

来ら
い

友と
も

吉き
ち（

一
八
六
九
―一
九
五
二
）

が
、
当
時
隆
盛
し
て
い
た
変
態
心
理
学
（
催
眠
心
理
学
）
を
大

学
院
で
研
究
し
、
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
十
八
）
に
は
「
催
眠

心
理
学
概
論
」
を
発
表
、
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
十
九
）
に
は

「
催
眠
術
の
心
理
学
的
研
究
」
で
文
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
て

い
る
（
用
語
が
誤
解
を
与
え
か
ね
な
い
の
で
補
足
す
る
が
、
当
時

の
「
変
態
心
理
学
」
と
い
う
名
称
は
、
心
理
学
に
お
い
て
主
に
行

動
異
常
を
研
究
す
る
「
異
常
心
理
学
」
と
さ
れ
る
学
問
分
野
で
あ

る
）。
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
十
六
）
に
は
竹
内
楠
三
の
催
眠

術
書
（『
学
理
応
用
催
眠
術
自
在
』『
実
用
催
眠
学
』）
が
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
小
野
福
平
の
大
日
本
催
眠
術
奨
励

会
、
桑
原
俊
郎
の
精
神
研
究
会
、
山
口
三
之
助
の
帝
国
催
眠

学
会
な
ど
、
様
々
な
研
究
会
や
学
会
が
立
ち
あ
が
り
、
い
ろ

い
ろ
な
領
域
で
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八
）
頃
か
ら
「
コ
ッ
ク
リ
さ

ん
」
ブ
ー
ム
と
し
て
催
眠
術
の
一
部
が
拡
大
し
た
余
波
は
大

き
く
、
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
十
八
）
に
発
表
さ
れ
た
夏
目
漱

石
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
で
も
、
催
眠
術
は
批
判
的
な
目

で
書
か
れ
て
い
る
。

「
先
生
、
せ
ん
だ
っ
て
催
眠
術
の
か
い
て
あ
る
本
を
読
ん
だ
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ら
、
催
眠
術
を
応
用
し
て
手
癖
の
わ
る
い
ん
だ
の
、
い
ろ

い
ろ
な
病
気
だ
の
を
直
す
事
が
出
来
る
と
書
い
て
あ
っ
た

で
す
が
、
本
当
で
し
ょ
う
か
」
と
聞
く
。

「
え
え
、
そ
う
云
う
療
法
も
あ
り
ま
す
」

「
今
で
も
や
る
ん
で
す
か
」

「
え
え
」

「
催
眠
術
を
か
け
る
の
は
む
ず
か
し
い
も
の
で
し
ょ
う
か
」

「
な
に
訳
は
あ
り
ま
せ
ん
、
私
な
ど
も
よ
く
懸
け
ま
す
」

「
先
生
も
や
る
ん
で
す
か
」

「
え
え
、
一
つ
や
っ
て
見
ま
し
ょ
う
か
。
誰
で
も
懸か

か

ら
な
け

れ
ば
な
ら
ん
理
窟
の
も
の
で
す
。
あ
な
た
さ
え
善
け
れ
ば

懸
け
て
見
ま
し
ょ
う
」

「
そ
い
つ
は
面
白
い
、
一
つ
懸
け
て
下
さ
い
。
私
も
と
う
か

ら
懸
か
っ
て
見
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
懸
か
り

き
り
で
眼
が
覚
さ
め
な
い
と
困
る
な
」

「
な
に
大
丈
夫
で
す
。
そ
れ
じ
ゃ
や
り
ま
し
ょ
う
」。

相
談
は
た
ち
ま
ち
一
決
し
て
、
主
人
は
い
よ
い
よ
催
眠

術
を
懸
け
ら
る
る
事
と
な
っ
た
。
吾
輩
は
今
ま
で
こ
ん
な

事
を
見
た
事
が
な
い
か
ら
心
ひ
そ
か
に
喜
ん
で
そ
の
結
果

を
座
敷
の
隅
か
ら
拝
見
す
る
。

先
生
は
ま
ず
、
主
人
の
眼
か
ら
か
け
始
め
た
。
そ
の
方

法
を
見
て
い
る
と
、
両
眼
の
上
瞼
を
上
か
ら
下
へ
と
撫
で

て
、
主
人
が
す
で
に
眼
を
眠
っ
て
い
る
に
も
係
ら
ず
、
し

き
り
に
同
じ
方
向
へ
く
せ
を
付
け
た
が
っ
て
い
る
。

し
ば
ら
く
す
る
と
先
生
は
主
人
に
向
っ
て
「
こ
う
や
っ

て
、
瞼
を
撫
で
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
眼
が
重
た
く
な
る

で
し
ょ
う
」
と
聞
い
た
。

主
人
は
「
な
る
ほ
ど
重
く
な
り
ま
す
な
」
と
答
え
る
。
先

生
は
な
お
同
じ
よ
う
に
撫
で
お
ろ
し
、
撫
で
お
ろ
し
「
だ

ん
だ
ん
重
く
な
り
ま
す
よ
、
よ
う
ご
ざ
ん
す
か
」
と
云
う
。

主
人
も
そ
の
気
に
な
っ
た
も
の
か
、
何
と
も
云
わ
ず
に
黙

っ
て
い
る
。
同
じ
摩
擦
法
は
ま
た
三
四
分
繰
り
返
さ
れ
る
。

最
後
に
甘
木
先
生
は
「
さ
あ
も
う
開
き
ま
せ
ん
ぜ
」
と

云
わ
れ
た
。
可
哀
想
に
主
人
の
眼
は
と
う
と
う
潰
れ
て
し

ま
っ
た
。

「
も
う
開
か
ん
の
で
す
か
」

「
え
え
も
う
あ
き
ま
せ
ん
」

主
人
は
黙
然
と
し
て
目
を
眠
っ
て
い
る
。
吾
輩
は
主
人

が
も
う
盲め

く
ら目
に
な
っ
た
も
の
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
し

ば
ら
く
し
て
先
生
は
「
あ
け
る
な
ら
開
い
て
御
覧
な
さ
い
。

と
う
て
い
あ
け
な
い
か
ら
」
と
云
わ
れ
る
。

「
そ
う
で
す
か
」
と
云
う
が
早
い
か
主
人
は
普
通
の
通
り

両
眼
を
開
い
て
い
た
。
主
人
は
に
や
に
や
笑
い
な
が
ら
「
懸

か
り
ま
せ
ん
な
」
と
云
う
と
甘
木
先
生
も
同
じ
く
笑
い
な

が
ら
「
え
え
、
懸
り
ま
せ
ん
」
と
云
う
。

催
眠
術
は
つ
い
に
不
成
功
に
了お

わ

る
。
甘
木
先
生
も
帰
る11

。

一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
）
に
は
警
察
犯
処
罰
令
と
し
て
、

「
濫
に
催
眠
術
を
施
し
た
る
者
」
は
「
三
十
日
以
下
の
拘
留
ま

た
は
二
十
円
以
下
の
科
料
」
と
い
う
法
律
が
出
て
お
り
、
無

法
地
帯
と
化
し
て
い
る
「
催
眠
術
」
に
は
警
察
で
の
取
り
締

ま
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
っ
た
。

同
年
の
『
万
朝
報
』
の
記
事
に
は
、

第
三
師
団
騎
兵
第
三
連
隊
の
将
校
間
に
は
、
近
来
、「
催

眠
術
」
大
流
行
に
て
、
目
下
同
隊
が
岐
阜
県
稲
葉
郡
前
富

村
の
木
曽
川
南
岸
へ
水
馬
演
習
に
赴
き
居
れ
る
内
、
将
校

連
は
蓄
音
機
に
て
村
の
子
供
を
呼
寄
せ
、
盛
ん
に
未
熟
な

る
「
催
眠
術
」
を
掛
け
散
ら
し
た
る
。

其
為
、
同
村
三
輪
換
（
十
五
歳
）
の
如
き
は
某
少
尉
の

為
に
掛
け
ら
れ
し
侭ま

ま

、
酒
席
に
連
れ
ら
れ
て
様
々
の
動
作

を
さ
せ
ら
れ
た
る
が
、
覚
醒
法
の
不
十
分
な
為
、
甚
し
く

脳
を
狂
わ
せ
て
殆
ど
白
痴
と
な
れ
り
と
は
人
道
問
題
也12

と
い
う
事
件
が
起
き
た
と
あ
る
。
軍
隊
関
係
者
が
十
五
歳

の
子
供
に
酒
の
席
で
催
眠
術
遊
び
を
し
て
、
脳
に
障
害
が
起

き
た
（「
白
痴
」
に
な
っ
た
）
と
い
う
記
事
で
あ
る
（
催
眠
術
だ

け
で
は
な
く
ア
ル
コ
ー
ル
も
含
ま
れ
て
お
り
詳
細
は
不
明
）。
こ

う
し
た
催
眠
術
ブ
ー
ム
は
一
般
人
だ
け
で
は
な
く
、「
教
育
目

的
」
と
し
て
軍
隊
や
教
育
関
係
者
も
一
端
を
担
っ
て
い
た
と

も
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
「
教
育
目
的
」
で
の
催
眠
術
の
使
用

は
、
現
代
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
洗
脳
」
と
似
た
技
術
の
悪
用

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
）
に
発
表
さ
れ
た
森
鷗
外
の

「
魔
睡
」
と
い
う
小
説
は
、
大
学
教
授
の
妻
が
医
師
に
催
眠
を

か
け
ら
れ
猥
褻
な
行
為
を
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
物
語
で

あ
る
。
森
鷗
外
の
実
娘
の
小
堀
杏
奴
は
、
こ
の
小
説
の
教
授

は
森
鷗
外
自
身
の
こ
と
で
被
害
者
は
妊
娠
中
で
も
あ
っ
た
鷗

外
の
妻
で
あ
る
と
後
に
語
っ
て
い
る
。
こ
の
小
説
は
当
時
も

物
議
を
か
も
し
、
森
鷗
外
は
当
時
の
桂
首
相
か
ら
事
情
を
聴

取
さ
れ
新
聞
へ
の
署
名
執
筆
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
（
単
行
本

や
戦
前
の
「
鷗
外
全
集
」
に
も
「
魔
睡
」
は
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
）。

そ
の
後
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
に
は
福
来
友
吉
が

「
透
視
」「
念
写
」
を
発
表
す
る
。
こ
れ
は
一
八
九
五
年
（
明

治
二
十
八
）
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
「
X
線
」
を
発
見
、
一
八
九

六
年
（
明
治
二
十
九
）
に
ベ
ク
レ
ル
・
ウ
ラ
ン
が
「
放
射
線
」

を
発
見
、
一
八
九
九
年
（
明
治
三
十
一
）
に
キ
ュ
リ
ー
夫
妻
が

「
ラ
ジ
ウ
ム
」
を
発
見
す
る
と
い
う
ふ
う
に
、「
見
え
な
い
も

の
」
の
発
見
が
物
理
学
界
で
相
次
ぎ
、
写
真
と
い
う
媒
体
自

体
も
「
見
え
な
い
世
界
」
を
可
視
化
す
る
技
術
と
し
て
注
目

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
。
こ
の
一
九
一
〇
年
に
福

来
は
御
船
千
鶴
子
、
長
尾
郁
子
、
高
橋
貞
子
、
三
田
光
一
な

ど
、
日
本
各
地
に
い
る
超
能
力
者
を
発
掘
し
、
透
視
や
念
写

に
関
す
る
超
心
理
学
的
な
実
験
と
そ
の
学
会
発
表
を
行
っ
た
。

千
里
眼
事
件
（
一
九
〇
九
―一
九
一
一
年
）
に
代
表
さ
れ
る
超

心
理
学
研
究
は
、
大
衆
の
興
味
関
心
を
強
く
惹
き
付
け
た
が
、
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他
の
心
理
学
者
の
追
試
に
よ
っ
て
超
能
力
の
実
在
に
関
し
て

は
否
定
的
な
結
果
と
な
っ
た
。
一
九
一
一
年
（
明
治
四
十
四
）

に
は
東
大
総
長
で
あ
る
山
川
健
次
郎
が
「
念
写
」
を
公
式
に

否
定
し
、
こ
の
後
に
催
眠
術
は
一
気
に
衰
退
す
る
こ
と
に
な

る
。
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）、
失
意
の
福
来
友
吉
は
『
透
視

と
念
写
』
を
出
版
し
、
東
京
帝
国
大
学
を
退
職
す
る
。
福
来

は
催
眠
心
理
学
や
超
心
理
学
だ
け
で
は
な
く
、
臨
床
心
理
学

の
研
究
・
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
た
め
、
福
来
の
退
職

に
伴
い
日
本
の
臨
床
心
理
学
の
研
究
や
催
眠
研
究
が
全
体
と

し
て
停
滞
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

当
初
は
メ
デ
ィ
ア
も
好
意
的
に
報
道
し
て
い
た
が
、
風
向

き
が
変
わ
る
と
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
の
姿
勢
も
一
気
に
変
化
し

た
。
メ
デ
ィ
ア
は
、
読
者
の
欲
望
を
変
換
し
拡
大
し
て
報
道

す
る
も
の
で
あ
り
、
千
里
眼
事
件
は
そ
の
格
好
の
素
材
と
な

っ
た
。
事
実
は
い
つ
の
ま
に
か
別
の
大
き
な
物
語
に
形
を
変

え
、
当
時
の
「
気
分
」
に
マ
ッ
チ
し
て
い
れ
ば
物
語
の
正
当

性
は
認
め
ら
れ
る
が
、
時
代
の
「
気
分
」
が
変
化
し
た
途
端

に
「
物
語
」
は
破
綻
す
る
。
影
響
が
大
き
い
ほ
ど
反
動
も
大

き
く
な
る
が
、
評
価
を
転
倒
さ
せ
、
賞
味
期
限
が
切
れ
る
ま

で
面
白
お
か
し
く
反
動
を
煽
り
続
け
る
の
も
メ
デ
ィ
ア
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
メ
デ
ィ
ア
は
そ
う
し
た
集
合
的
意
識
を
反

映
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
存
在
で
あ
る
と
も
言
え
る
た
め
、
こ

う
し
た
千
里
眼
事
件
か
ら
も
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

心
理
学
者
で
医
師
で
も
あ
る
中
村
古
峡
は
、
一
九
一
七
年

（
大
正
六
）
に
「
二
重
人
格
の
少
年
」
と
い
う
事
例
を
発
表
し

て
い
る
。
盗
癖
矯
正
の
た
め
に
催
眠
療
法
を
施
術
し
、
二
重

人
格
が
現
れ
た
と
す
る
内
容
で
あ
る
。

〔
少
年
は
〕
第
一
階
目
の
施
術
時
か
ら
非
常
に
深
い
催
眠
状

態
に
入
っ
た
。
予
て
母
親
か
ら
の
希
望
も
あ
っ
た
の
で
、
余

は
ま
づ
或
る
暗
示
法
に
よ
っ
て
彼
の
罪
状
を
悉
く
自
白
さ

せ
た
。
…
…
余
は
直
ち
に
例
の
暗
示
法
で
、
錯
覚
と
幻
覚

と
を
利
用
し
て
、
不
良
少
年
の
終
に
落
ち
て
行
く
べ
き
監

獄
の
中
の
凄
惨
な
光
景
を
詳
細
に
…
…
目
撃
さ
せ
た
後
、

…
…
今
後
窃
盗
な
ど
云
ふ
悪
心
の
起
ら
な
い
暗
示
を
与
へ
、

…
…13

催
眠
療
法
が
二
重
人
格
を
作
っ
た
と
考
え
る
と
早
計
で
あ

り
、
内
容
を
よ
く
吟
味
し
て
み
る
と
、
犯
行
を
自
白
さ
せ
る

た
め
に
催
眠
療
法
を
使
用
し
、
暗
示
法
で
は
錯
覚
と
幻
覚
を

利
用
し
、
監
獄
の
凄
惨
な
光
景
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
な
が
ら
、
窃

盗
を
し
な
い
暗
示
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
事
例
発

表
さ
れ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
り
、
当
時
は
問
題
に
す
ら
な
り

え
な
い
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
倫
理
的
に
は
か

な
り
や
り
過
ぎ
た
治
療
法
で
あ
る
。

心
理
学
者
の
河
合
隼
雄
も
、『
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
』
と
い
う

著
作
の
中
で
こ
の
点
に
触
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
全
く
手
荒
な
方
法
で
、
催
眠
法
に
よ
っ
て
盗
み

を
禁
止
さ
れ
た
と
き
、
こ
の
少
年
の
自
我
は
一
面
的
な
善

人
と
な
り
、
強
引
に
追
い
や
ら
れ
た
悪
心
の
方
は
第
二
人

格
と
し
て
発
達
し
て
ゆ
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

…
…
催
眠
に
よ
っ
て
、
患
者
を
急
激
に
「
よ
く
」
し
よ
う

と
す
る
と
き
、
そ
れ
は
自
然
を
無
視
し
て
患
者
の
自
我
の

一
面
化
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
、
第
二
人
格
の

育
成
に
、
治
療
者
が
協
力
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
は
し
な

い
だ
ろ
う
か14

。

こ
れ
ら
は
と
て
も
示
唆
に
富
ん
だ
事
例
で
あ
る
。
催
眠
療

法
自
体
が
、
強
引
や
強
制
に
な
り
う
る
指
示
的
要
素
を
含
ん

だ
治
療
法
で
あ
る
こ
と
を
治
療
者
は
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
は
「
洗
脳
」
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
催
眠
療
法
を
受
け

る
相
手
は
急
激
に
よ
く
な
り
た
い
と
い
う
強
い
希
望
で
受
診

す
る
た
め
、
そ
う
し
た
急
激
な
効
果
や
変
化
を
起
こ
す
こ
と

に
催
眠
療
法
家
が
引
っ
張
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

7
医
学
と
催
眠
の
歴
史
を
受
け
て

人
間
の
身
体
は
、
約60,000,000,000,000

個
（
60
兆
）
に

及
ぶ
多
細
胞
生
物
で
あ
り
、
構
造
と
し
て
複
雑
化
し
た
こ
と

で
、
意
識
で
き
る
「
表
層
意
識
（
顕
在
意
識
、
意
識
）」
と
、
意

識
で
き
な
い
「
深
層
意
識
（
潜
在
意
識
、
無
意
識
）」
と
い
う

形
で
、
階
層
構
造
に
分
か
れ
る
こ
と
で
人
体
を
管
理
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
人
間
の
成
長
や
発
達
は
、
そ
の
よ
う
な
意
識

の
構
造
が
改
変
さ
れ
構
築
さ
れ
て
い
く
過
程
で
も
あ
る
。
意

識
と
無
意
識
と
の
間
の
調
整
は
、「
言
葉
」（
イ
メ
ー
ジ
言
語
を

含
む
）
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
無
意
識
が
何
ら
か
の
形

で
の
「
言
語
化
」
が
起
き
る
こ
と
で
意
識
上
に
の
ぼ
っ
て
き

て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
夢
も
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ

言
語
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。
た
だ
、「
言
語
化
」
で
は
な
く
「
記

号
化
」
す
る
と
、
意
識
の
構
造
は
固
定
し
て
改
変
を
許
さ
な

く
な
り
、
洗
脳
や
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
つ
な
が

る
。「
記
号
化
」
と
は
、
あ
る
一
定
の
集
団
内
で
し
か
理
解
で

き
な
い
記
号
化
さ
れ
た
言
語
で
あ
る
。
記
号
は
、
あ
る
集
団

内
で
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
い
が
、
そ
の

集
団
以
外
の
人
間
に
は
意
味
不
明
の
言
語
と
な
り
、
閉
鎖
的

な
集
団
を
生
む
こ
と
に
つ
な
が
る
。
治
療
者
は
、
そ
う
し
た

記
号
化
に
陥
ら
な
い
よ
う
な
豊
か
な
言
語
感
覚
を
育
ん
で
ゆ

く
必
要
が
あ
る
。
医
療
催
眠
は
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
働
き

か
け
る
こ
と
で
、
従
来
の
固
着
し
て
し
ま
っ
た
意
識
の
構
造

を
変
化
さ
せ
て
い
く
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

意
識
は
階
層
構
造
に
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ど
う
い
う
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意
識
状
態
の
幅
や
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
か
で
、
そ
れ
に
応

じ
て
見
え
る
現
実
（reality

）
が
異
な
っ
て
い
る
。
層
の
違
い

に
よ
り
対
話
自
体
が
成
立
し
な
く
な
る
。
人
間
の
生
命
は
、

意
識
状
態
が
変
動
す
る
こ
と
を
生
命
シ
ス
テ
ム
と
し
て
内
在

し
て
お
り
、
催
眠
を
用
い
た
医
療
行
為
は
、
こ
う
し
た
生
命

の
見
え
な
い
シ
ス
テ
ム
に
介
入
し
て
い
く
側
面
が
あ
る
た
め
、

治
療
者
側
の
道
徳
面
・
倫
理
面
が
重
要
で
あ
る
。

本
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
催
眠
の
発
展
に
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
ナ
ン
シ
ー
派
と
パ
リ
派
の
よ
う
に
、
臨
床
家
と
学
術
界
と

が
立
場
を
超
え
て
協
力
し
た
こ
と
が
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
要
因

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
起
き
た
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
に
関
し
て
も
、

技
術
・
知
識
・
倫
理
観
を
持
っ
た
人
た
ち
の
中
で
改
善
さ
せ

な
が
ら
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
も
の
で
も
あ
る
。
た
だ
、
一

八
八
五
年
（
明
治
十
八
）
頃
、
日
本
へ
催
眠
が
導
入
さ
れ
た
と

き
、
娯
楽
（
こ
っ
く
り
さ
ん
な
ど
）
を
目
的
と
し
た
も
の
で
催

眠
の
本
質
が
誤
っ
て
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
当
時
は
、

一
般
人
を
大
き
く
巻
き
込
み
な
が
ら
、
医
療
界
だ
け
で
は
な

く
教
育
界
や
軍
隊
な
ど
で
も
大
き
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。
催

眠
の
世
界
は
、
施
術
者
側
の
「
支
配
欲
」（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
欲
）

と
い
う
影
の
部
分
を
誘
発
す
る
面
が
あ
り
、
施
術
者
自
身
が

自
分
を
客
観
的
に
観
察
し
、
自
制
心
や
倫
理
観
を
持
つ
こ
と

が
大
前
提
に
な
る
。
施
術
者
や
治
療
者
は
、
病
や
相
手
に
対

し
て
、
短
期
的
で
部
分
的
な
視
点
で
は
な
く
、
長
期
的
で
全

体
的
な
視
点
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
相
手
側
か
ら
の

急
激
な
変
化
を
起
こ
し
た
い
、
と
い
う
欲
望
に
誘
発
さ
れ
な

い
よ
う
、
治
療
者
側
は
相
手
を
長
期
的
な
視
点
で
見
続
け
る

強
さ
と
優
し
さ
が
必
要
に
な
る
。
有
用
な
技
術
は
す
べ
て
使

い
方
次
第
で
あ
り
、
そ
れ
は
医
療
の
世
界
だ
け
で
は
な
く
、
他

の
世
界
に
も
通
じ
る
点
で
あ
る
。

人
間
の
生
命
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
覚
醒
と

睡
眠
の
リ
ズ
ム
を
必
ず
必
要
と
す
る
。
表
層
意
識
（
顕
在
意

識
、
意
識
）
か
ら
深
層
意
識
（
潜
在
意
識
、
無
意
識
）
ま
で
意

識
状
態
が
変
動
す
る
こ
と
が
生
命
の
全
体
性
を
維
持
す
る
た

め
に
必
須
で
あ
る
こ
と
が
、
催
眠
・
心
理
療
法
・
芸
術
も
含

め
た
非
西
洋
医
学
で
の
治
癒
効
果
に
お
い
て
重
要
な
要
素
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
身
心
変
容
技
術
も
、
そ
う
し
た
点
か

ら
宗
教
の
世
界
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
技
術
そ
の
も
の
も
大

事
だ
が
、
そ
の
技
術
を
支
え
て
い
る
技
術
の
使
い
手
側
の
倫

理
や
道
徳
に
関
し
て
、
同
程
度
に
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
歴
史
や
死
者
か
ら
多
く
の
こ
と
を

学
び
、
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

る
。参

考
文
献
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催
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史
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史
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茨
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史
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摩
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一
日
目

身
心
変
容
技
法
研
究
会
国
際
研
究
集
会

身
心
変
容
の
哲
学

―
現
象
学
的
身
体
論
か
ら

日
時
：
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
一
三
時
〜
一
七
時

場
所
：
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｌ
号
館
８
２
１
会
議
室

趣
旨
説
明
と
講
師
紹
介

鎌
田
東
二

（
法
螺
貝
吹
奏
）

み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
東
京
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
大
学
で
吉

野
の
日
本
の
異
教
徒
の
山
伏
の
法
螺
貝
か
ら
始
ま
る
。
上
智
大
学

で
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
自
体
、
大

変
好
ま
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
身
心
変
容
技

法
研
究
会
の
国
際
研
究
集
会
の
初
日
を
行
い
ま
す
。
明
日
は
一
般

公
開
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
明
後
日
の
三
日
目
も
本
日
と
同

じ
研
究
集
会
方
式
で
質
疑
応
答
を
重
視
し
た
会
を
行
い
ま
す
。

さ
て
、
三
日
間
の
講
師
の
先
生
方
を
紹
介
し
ま
す
。
ベ
ル
ナ
ー

ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
、
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
通
訳
の
佐

藤
三
喜
さ
ん
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
先
生
の
紹
介
は

ま
た
後
で
公
式
に
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、「
身
心
変
容
の
ワ
ザ
と
哲

学
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
現
象
学
を
踏
ま
え
た
理
論

的
な
思
考
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
自
己
紹
介
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
拍
手
を
も
っ
て
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー　

私
は
身
体
哲
学
を
専
門
と
し

て
お
り
ま
す
。
一
九
八
〇
年
代
、
一
九
九
〇
年
代
あ
た
り
に
哲
学

を
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
代
は
伝
統
的
な
現
象
学
が

問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
、
問
題
視
さ

れ
始
め
た
時
代
で
し
た
。
特
に
脳
と
精
神
の
関
係
、
生
き
て
い
る

身
体
、
生
き
ら
れ
た
身
体
と
の
関
係
に
お
い
て
、
鎌
田
先
生
の
研

究
も
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
、
問
題
が
起
こ
っ
て
き
た
時
代
で
し
た
。

今
日
の
研
究
会
で
は
心
と
身
体
の
非
連
続
性
、
つ
な
が
っ
て
い
な

い
と
い
う
と
こ
ろ
に
関
し
て
私
の
結
論
と
い
い
ま
す
か
、
理
論
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
先
生
の
理
論
に

つ
い
て
は
、
後
で
じ
っ
く
り
と
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次

に
レ
オ
ニ
ー
ド
・
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
、
ロ
シ
ア
の
芸
術
功
労
家
で

あ
り
、
演
出
家
で
、
東
京
ノ
ー
ヴ
ィ
・
レ
パ
ー
ト
リ
ー
シ
ア
タ
ー

の
演
出
家
で
あ
り
、
芸
術
指
導
者
で
す
。
通
訳
の
鍋
谷
真
理
子
さ

ん
も
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
。
拍
手
を
も
っ
て
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

レ
オ
ニ
ー
ド
・
ア
ニ
シ
モ
フ　

私
は
東
京
ノ
ー
ヴ
ィ
・
レ
パ
ー
ト

リ
ー
シ
ア
タ
ー
の
芸
術
監
督
で
あ
り
、
演
出
家
を
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
ま
た
、
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス

キ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
院
長
を
し
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
ロ
シ
ア

の
大
学
の
教
授
で
あ
り
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
あ
る
大
学
の
教
授

身
心
変
容
の
ワ
ザ
と
哲
学　
　

第
六
部
❖
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
（
パ
リ
第
５
大
学
教
授
・
身
体
哲
学
、
フ
ラ
ン
ス
）

レ
オ
ニ
ー
ド
・
ア
ニ
シ
モ
フ
（
演
出
家
・
ロ
シ
ア
功
労
芸
術
家
、
ロ
シ
ア
）

張
明
亮
（
気
功
家
・
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
第
一
四
代
伝
人
・
日
本
峨
眉
養
生
文
化
研
修
院
院
長
、
中
国
）

奥
井
遼
（
同
志
社
大
学
社
会
学
部
教
育
文
化
学
科
助
教
・
臨
床
教
育
学
・
身
体
哲
学
）

鎌
田
東
二
（
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
特
任
教
授
・
身
心
変
容
技
法
研
究
会
研
究
代
表
者
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
（
パ
リ
第
五
大
学
博
士
）
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も
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
に
と
っ
て
一
番
重
要
な
の
は
実
践
で
す
。
ま
さ
に

三
五
年
の
間
、
私
は
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
い
ま
は
日
本

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
と
も
に
仕
事
を
し
な
が
ら
、
今
日
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
身
心
変
容
の
こ
の
テ
ー
マ
に

つ
き
ま
し
て
、
研
究
を
続
け
て
い
る
わ
け
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
私
は
芸
術
・
演
劇
の
現
象
学
と
い
う
も
の
に
興
味

を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
私
は
自
分
の
仕
事
の
実
践
の
中

で
毎
日
の
よ
う
に
こ
の
問
題
を
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
い
き
な
り
で
す
け
れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
確
認
を
し
た
い
ん

で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ロ
シ
ア
で
は
も
ち
ろ
ん
、
身
と
心
、
体
と

心
、
さ
ら
に
魂
と
い
う
三
つ
目
が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
。
そ
の
関

係
と
い
う
も
の
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
こ
の
三
つ
の
問
題
も
含
め
な
が
ら
討
議
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
鎌
田
先
生
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
鎌
田
先
生
が

こ
ち
ら
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
さ
れ
る
と
き
私
は
大
き
な
喜
び

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
勇
敢
な
、
そ
し
て
ま
た
非

常
に
深
刻
な
問
題
を
扱
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
続
い
て
中
国
か
ら
張
明
亮
老

師
を
お
招
き
し
て
い
ま
す
。
張
老
師
は
、
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学

の
第
一
四
代
伝
人
の
中
医
師
で
気
功
家
で
す
。
通
訳
の
山
元
啓
子

さ
ん
と
と
も
に
、
拍
手
を
も
っ
て
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

張
明
亮　

こ
ん
に
ち
は
。
張
明
亮
で
す
。
中
国
か
ら
来
ま
し
た
。

私
は
小
さ
い
こ
ろ
、
一
二
歳
（
日
本
で
は
一
一
歳
に
相
当
）
か
ら

先
生
に
つ
い
て
中
医
学
を
学
び
、
功
夫
（
武
術
や
気
功
）
の
練
習
を

行
い
ま
し
た
。
私
の
職
業
は
中
医
師
（
中
国
医
学
の
医
師
）
で
す
。

し
か
し
中
国
の
国
家
体
育
総
局
が
健
身
気
功
を
普
及
し
始
め
る
と

き
に
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
四
人
の
専
門
家
の
一
人
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
現
在
、
直
接
、
も
し
く
は
間
接
的
な
私
の
学
生
は
、
五

〇
カ
国
に
何
百
万
人
の
方
々
が
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

私
は
、
ほ
か
の
先
生
方
と
違
っ
て
、
研
究
者
で
は
な
く
、
実
践

家
で
す
。
気
功
に
し
て
も
、
中
医
学
に
し
て
も
、
そ
の
研
究
の
対

象
は
た
っ
た
一
つ
、
私
た
ち
自
身
で
す
。
現
代
科
学
は
、
私
は
よ

く
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
回
、
中
国
が
数
千
年
の
間
に
、
生

き
た
人
間
に
対
し
て
研
究
し
て
き
た
知
識
を
み
な
さ
ん
に
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
み
な
さ
ん
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ま
、
三
人
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ

ー
カ
ー
に
自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
先
生
方
の

著
書
を
紹
介
し
ま
す
。
つ
い
先
ご
ろ
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
教
授
が La langue du corps vivant: Emersiologie 

と
題
す
る
本
を
、
日

本
で
言
え
ば
、
岩
波
文
庫
の
よ
う
な
形
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
本
な
ど
に
基
づ
い
て
、
今
日
も
明
日
も
お
話
し
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。
次
に
、
レ
オ
ニ
ー
ド
・
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
の
本
で
す

が
、『
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
へ
の
道
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
翻
訳

さ
れ
て
い
ま
す
。
副
題
は
『
シ
ス
テ
ム
の
読
み
方
と
用
語
九
九
の

謎
』
で
す
。
ロ
シ
ア
の
世
界
的
に
高
名
な
演
出
家
、
舞
台
芸
術
監

督
の
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
シ
ス
テ
ム
と
メ
ソ
ッ
ド
を
ア
ニ
シ

モ
フ
さ
ん
流
に
嚙
み
砕
き
な
が
ら
説
い
て
い
ま
す
。
三
番
目
の
ゲ

ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
張
明
亮
老
師
の
新
刊
本
は
四
、
五
日
前
に
出

来
上
が
り
、
明
日
一
二
月
一
日
か
ら
店
頭
に
並
び
ま
す
。
ビ
イ
ン

グ
・
ネ
ッ
ト
プ
レ
ス
と
い
う
出
版
社
か
ら
『
五
臓
の
音
符　

気
の

音
楽
療
法
』
と
題
し
て
Ｃ
Ｄ
付
き
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
肝
臓
や

腎
臓
や
心
臓
や
肺
臓
や
脾
臓
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
五
臓
の
音
を
響

か
せ
な
が
ら
気
功
状
態
に
入
り
、
身
心
変
容
と
身
心
鍛
錬
に
入
る

こ
と
を
理
論
的
か
つ
実
践
的
に
説
明
し
た
本
で
す
。
明
後
日
の
お

話
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
ま
す
。
以
上
三
名
の
フ
ラ
ン
ス
、

ロ
シ
ア
、
中
国
か
ら
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
先
生
方
の
ご
本
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
奥
井
遼
さ
ん
は
同
志
社
大
学
の
助
教
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。
拍
手
を
も
っ
て
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

奥
井
遼　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
奥
井
と
申
し
ま
す
。
私
は

一
九
八
三
年
生
ま
れ
で
、
一
一
月
一
五
日
な
の
で
、
つ
い
先
日
誕

生
日
を
迎
え
た
ば
か
り
で
す
。
ま
だ
お
め
で
と
う
と
い
う
言
葉
を

受
け
付
け
中
で
す
。

鎌
田　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

奥
井　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
九
八
三
年
生
ま
れ
と
い
い

ま
す
と
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
オ
ウ
ム
真
理
教

の
事
件
が
起
き
た
の
が
、
小
学
校
五
年
生
の
と
き
で
し
た
。
思
春

期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
段
階
で
、
当
時
の
大
人
た
ち
が
「
失
わ
れ
た

一
〇
年
」
と
か
、
社
会
の
価
値
観
が
崩
れ
た
と
か
、
将
来
が
見
え

な
い
と
か
言
っ
て
い
て
、
不
安
お
よ
び
不
穏
に
包
ま
れ
た
よ
う
な

時
代
に
大
人
に
な
り
ま
し
た
。
な
の
で
、
大
学
で
研
究
を
し
た
い

と
志
し
た
と
き
か
ら
、
私
は
心
豊
か
生
き
る
こ
と
に
寄
与
す
る
よ

う
な
研
究
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
神
経
科
学
の
よ
う
な
心
の

研
究
に
惹
か
れ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
と
の

出
会
い
が
あ
っ
て
、
最
終
的
に
は
鎌
田
東
二
先
生
と
の
出
会
い
が

あ
っ
て
、
身
体
の
研
究
に
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。

現
代
は
心
が
豊
か
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
身
体
も
豊

か
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
時
代
で
す
。
な
の
で
身
体
を
豊
か
に

す
る
こ
と
で
心
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
、

い
ま
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
日
本
の
伝
統
芸
能
の
わ

ざ
の
継
承
と
か
、
フ
ラ
ン
ス
の
現
代
芸
術
の
わ
ざ
の
創
造
の
問
題

と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
調
査
し
な
が
ら
、
哲
学
的
に
も
論
文

を
読
み
つ
つ
研
究
を
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
に
は
目
利
き
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
世
阿
弥
も
『
風

姿
花
伝
』
の
中
で
、
目
利
き
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
今
回
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
い
う
か
、
小
さ
い
プ
レ
ゼ
ン

タ
ー
な
の
で
、
何
か
こ
れ
は
と
い
う
お
話
が
で
き
れ
ば
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
明
日
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
登
壇
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
が
、
パ

リ
第
五
大
学
博
士
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
さ
ん
で

す
。
拍
手
を
も
っ
て
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
自
己
紹
介
を
お
願
い
し

ま
す
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル　

み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

昨
年
、
ち
ょ
う
ど
博
士
論
文
を
終
わ
っ
た
ば
か
り
と
い
う
状
況
で

す
。
も
と
も
と
は
哲
学
を
勉
強
し
て
お
り
ま
し
て
、
博
士
課
程
で

は
、
ず
っ
と
続
け
て
い
た
中
国
武
術
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
私

が
哲
学
で
勉
強
し
て
き
た
こ
と
と
、
実
践
で
勉
強
し
て
き
た
こ
と

が
適
合
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
テ
ー
マ
に
関

し
て
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
の
も
と
、
身
体
と
心

の
二
元
論
的
な
問
題
に
関
す
る
博
士
論
文
を
書
き
ま
し
た
。

今
年
の
三
月
に
、
立
教
大
学
の
河
野
哲
也
先
生
に
お
招
き
い
た

だ
い
て
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
と
と
も
に
来
日
で
き
ま
し
た
。
そ

の
三
月
に
、
鎌
田
先
生
に
初
め
て
お
会
い
い
た
し
ま
し
た
。
鎌
田
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先
生
に
は
非
常
に
ご
恩
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
た
ぶ
ん
、
鎌
田
先

生
ご
本
人
は
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
い
い
ま
す
の
は
、

「
身
心
変
容
技
法
」
の
タ
イ
ト
ル
を
見
た
と
き
に
、
私
が
長
い
間
研

究
し
て
い
た
こ
と
が
、
ま
さ
に
こ
の
一
行
に
一
致
す
る
と
感
じ
た

か
ら
で
す
。
今
回
、
素
晴
ら
し
い
鎌
田
先
生
の
知
を
、
み
な
さ
ま

方
の
知
を
、
享
受
で
き
る
機
会
に
あ
ず
か
り
ま
し
て
非
常
に
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
ゲ
ス
ト
講
師
の
中
に

は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
の
科
研
で
八
年
間
分
担
研
究

者
と
し
て
一
緒
に
や
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
す
、
東
京
大
学
名
誉

教
授
の
鶴
岡
賀
雄
さ
ん
に
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。
彼
は
パ

リ
大
学
で
宗
教
学
を
学
び
ま
し
た
。

鶴
岡
賀
雄　

鶴
岡
と
申
し
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
遅
刻
し
て
き
て
、
何

の
準
備
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ま
鎌
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ

う
に
、
こ
の
共
同
研
究
を
八
年
ず
っ
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。

少
し
だ
け
私
の
自
己
紹
介
を
し
ま
す
と
、
私
は
こ
の
身
体
の
問

題
を
考
え
る
こ
と
が
非
常
に
苦
手
と
い
う
か
、
し
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
鎌
田
先
生
の
よ
う
に
、
日
本
と
か
ア
ジ
ア
と
か
、
東
ア
ジ

ア
の
身
体
技
法
の
研
究
を
し
て
、
実
践
を
し
て
き
た
人
に
比
べ
ま

す
と
、
私
は
日
本
人
で
す
が
、
な
ぜ
か
若
い
こ
ろ
か
ら
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
宗
教
思
想
に
大
変
関
心
を
持
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
や

宗
教
思
想
を
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
神
秘
主
義
と
言
わ
れ
る
伝
統
、
具
体
的
に
言
い
ま
す
と
、

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
ず
っ
と
気
に
な
っ
て

き
た
の
は
、
彼
ら
が
身
体
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
非
常
に
多
い
の

で
す
が
、
身
体
と
精
神
、
心
と
体
の
一
致
と
い
う
か
、
つ
な
が
り

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
非
常
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
の
大
学
の
所
属
は
哲
学
で
は
な
く
て
、
比
較
宗
教
学
で
し
た

の
で
、
そ
れ
は
東
洋
の
宗
教
伝
統
に
比
べ
て
非
常
に
特
殊
な
こ
と

だ
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
そ
の
東
ア
ジ
ア
の
伝
統

と
は
異
質
な
西
洋
思
想
に
、
あ
る
種
の
憧
れ
と
関
心
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
れ
ば
か
り
勉
強
し
て
き
て
、
自
分
自
身
の
伝
統
に
つ
い
て

反
省
す
る
こ
と
も
、
実
践
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
で
き

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
あ
る
意
味
で
、
大
い
に
心
残
り
で
す
。

す
で
に
大
学
を
リ
タ
イ
ア
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
私
の
大
き
な

課
題
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
実
際
、
現
在
そ
う
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
場
所
に
加
え
て
い
た
だ
い
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
鶴
岡
さ
ん
は
十
字
架
の
ヨ
ハ

ネ
の
神
秘
主
義
に
関
す
る
研
究
で
東
京
大
学
の
博
士
を
取
ら
れ
て

い
ま
す
。
パ
リ
大
学
に
一
年
留
学
し
て
学
ば
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で

は
、
早
速
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
教
授
の
発
表
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

紹
介
は
奥
井
遼
さ
ん
に
し
て
も
ら
い
ま
す
。

奥
井　
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
を
ご
紹
介
す
る
の
に
一
番
す
っ
き
り
す
る
の
は
、

こ
う
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
鎌
田
先
生
で
す
。
す
な
わ
ち
、
神
出
鬼

没
、
睡
眠
時
間
が
短
い
。
ま
た
、
非
常
に
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
業
績
を

お
出
し
に
な
り
ま
す
。
服
は
緑
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
は
、
哲
学
の
学
位
を
取
ら
れ
て
、
ナ
ン
シ

ー
大
学
に
長
く
お
勤
め
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
、
ル
ー
ア
ン
大
学

に
移
ら
れ
て
、
二
〇
一
五
年
か
ら
パ
リ
第
五
大
学
の
身
体
技
法
研

究
所
、
ス
ポ
ー
ツ
学
部
の
中
に
あ
る
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
哲
学
者
で
す
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
た
く

さ
ん
お
持
ち
で
、
若
い
こ
ろ
は
脳
科
学
の
研
究
の
方
と
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
た
り
、
最
近
で
は
現
代
サ
ー
カ
ス
の
学
校
に
出
入
り

を
し
た
り
、
幅
広
い
分
野
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

今
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
身
体
論
の
第
一
人
者
で
あ
り
ま
し
て
、
身

体
と
名
の
付
く
も
の
は
す
べ
て
包
括
し
よ
う
と
い
う
勢
い
を
お
持

ち
で
す
。
デ
ィ
ド
ロ
以
来
の
い
わ
ゆ
る
百
科
全
書
的
な
知
と
言
い

ま
す
か
、D

ictionnaire du corps

（
身
体
の
事
典
）
も
編
さ
ん
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
身
体
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
、
と
に
か
く

ま
と
め
よ
う
と
い
う
知
的
野
望
を
お
持
ち
の
先
生
で
す
。

日
本
に
は
二
度
来
ら
れ
て
い
ま
し
て
、
こ
ち
ら
に
お
ら
れ
ま
す
、

立
教
大
学
の
河
野
哲
也
先
生
の
ご
招
待
で
今
年
の
三
月
に
ご
講
演

を
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
が
三
回
目
で
す
。
よ
う
や
く
鎌
田
先
生
と

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
が
一
緒
に
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
な
と

思
っ
て
、
私
自
身
は
す
ご
く
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
の
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
は
散
ら
か

っ
て
お
り
ま
す
。
フ
ァ
イ
ル
が
も
の
す
ご
く
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

す
が
、
お
そ
ら
く
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
の
頭
の
中
で
も
そ
う
で
、
い

ろ
い
ろ
な
情
報
が
う
わ
っ
と
あ
る
の
で
、
お
話
も
け
っ
こ
う
、
ぽ

ん
ぽ
ん
跳
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
ご
愛
嬌
と

言
い
ま
す
か
。
あ
の
話
、
こ
の
話
、
こ
の
人
、
あ
の
人
と
、
あ
ら

ゆ
る
異
分
野
が
先
生
の
中
で
統
合
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
長
く
な
り

ま
し
た
が
、
ご
紹
介
と
し
て
は
以
上
で
す
。

報
告身

心
変
容
の
哲
学
―
現
象
学
的
身
体

論
を
越
え
て　

　
　
　
ベル
ナ
ー
ル・ア
ン
ド
リ
ュ
ー

奥
井
さ
ま
、
紹
介
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
鎌
田

先
生
、
ご
招
待
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
三
月
に

河
野
先
生
の
ご
招
待
で
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
、

そ
の
と
き
に
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
答
え
を
見
つ
け
る

の
に
九
カ
月
も
か
か
り
ま
し
て
、
ま
だ
完
成
し
た
答
え
が
で
き
て

い
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
前
の
お
答
え
も
含
め
な
が
ら
お
話
し
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
の
発
表
は
三
つ
の
パ
ー
ト
か
ら
な
っ
て
お
り
ま
す
。
非
常
に

僭
越
で
す
け
れ
ど
も
、
現
象
学
を
超
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う

の
が
第
一
部
で
す
。
も
し
、
現
象
学
を
超
え
る
と
し
た
ら
、
次
は

神
経
現
象
学
に
い
く
の
か
、
あ
る
い
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
学
に
い
く
の

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
は
、 Em

ersiologie

、「
浮
上
」
と

い
う
意
味
で
す
が
、
こ
う
名
付
け
て
い
る
学
問
を
探
究
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
生
き
ら
れ
た
身
体
の
知
覚
と
、
生
き
て
い
る
身
体

の
活
動
、
こ
れ
ら
の
間
で
対
話
を
す
る
た
め
の
手
法
で
す
。

最
初
の
き
っ
か
け
は
、
こ
の
著
作Le monde corporel

（
身
体
的
世
界
）

で
し
た
。A

lain Berthoz

と
と
も
に
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
に
関
し

て
の
議
論
を
進
め
ま
し
た
。
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
が
亡
く
な
っ
た

と
き
、
残
し
た
草
稿
の
タ
イ
ト
ル
を
『
存
在
と
世
界
―
見
え
る
も

の
と
見
え
な
い
も
の
』
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
近
年
サ
ン
ト
ベ
ー
ル
が
解
釈
し
ま
し
た
。
私
も
ま
た
、

身
体
と
い
う
存
在
と
世
界
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
身
体
は
、
私
の
本Corps disperse

（
散
り
散
り
の
身
体
）

の
表
紙
で
示
し
た
よ
う
に
、
分
裂
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
か
、
非
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連
続
で
も
あ
り
ま
す
。
現
象
学
で
言
う
、
生
き
ら
れ
た
身
体
の
知

覚
と
い
う
の
が
あ
る
一
方
で
、
生
命
科
学
、
神
経
科
学
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
け
れ
ど
、
生
け
る
身
体
、
生
き
て
い
る
身
体
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
二
一
世
紀
の
問
題
は
、
こ
の
生
き
ら
れ

た
身
体
、
生
き
て
い
る
身
体
の
相
互
作
用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
を
見
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
日
本
の
哲
学
に
非
常
に
関
心
が
高
い
で
す
。
昨

年
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
のLa philosophie du kôdô

（
香
道
の
哲
学
）
と
い

うC
hantal Jaquet

の
著
作
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
同
じ
著
者
の
、

ま
さ
に
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
タ
イ
ト
ル
と
一
致
し
ま
す
『
身

体
と
精
神
の
合
一
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
本
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
心
と
身
体
は
一
致
し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に

言
っ
て
も
、
そ
の
結
合
の
道
の
り
に
は
複
数
の
段
階
が
あ
る
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
生
き
て
い
る
身
体
の
動
き
が
、
い

か
に
し
て
知
覚
に
到
達
す
る
の
か
を
追
究
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
道
の
り
の
中
で
も
、
私
は
エ
メ
ル
シ
ョ
ン
、
英
語
で
イ

マ
ー
ジ
ェ
ン
ス
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
生
き
て
い
る
身
体
の
中
で
出

て
き
た
も
の
が
、
知
覚
さ
れ
る
ま
で
の
、
途
中
の
段
階
の
と
こ
ろ

に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
エ
メ
ル
シ
ョ
ン
は
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ

ル
ヌ
が
『
神
秘
の
島
』
の
中
で
使
っ
た
言
葉
で
す
が
、
水
の
底
の

深
い
と
こ
ろ
か
ら
水
の
表
に
上
が
っ
て
く
る
、
そ
の
も
の
の
意
志

に
か
か
わ
ら
ず
上
が
っ
て
く
る
も
の
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
ま
し

た
。
生
き
て
い
る
身
体
の
中
で
最
初
に
上
が
っ
て
き
た
動
き
と
い

う
の
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
知
覚
、
意
識
に
上
が
っ
て
く
る
か
と

い
う
の
を
私
は
分
析
し
て
お
り
ま
す
。
左
側
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ダ

マ
シ
オ
が
出
し
ま
し
た
本
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
書
か
れ
て
い

る
こ
と
は
、
身
体
と
い
う
の
は
一
つ
の
ス
ク
リ
ー
ン
で
あ
り
、
そ

こ
に
何
か
表
現
さ
れ
る
も
の
、
何
か
投
影
さ
れ
る
も
の
な
の
か
、
あ

る
い
は
、
身
体
は
単
な
る
ス
ク
リ
ー
ン
で
は
な
く
、
そ
れ
自
身
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
な
い
し
ク
リ
エ
ー
タ
ー
な
の
か
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

ま
ず
、
私
の
生
き
ら
れ
た
身
体
の
中
に
上
が
っ
て
く
る
、
具
体

的
に
知
覚
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
少
な
く
と
も
こ
の
オ
レ
ン

ジ
で
書
か
れ
た
三
つ
の
情
報
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
一
つ
目
に
、
身
体
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
身
体
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
、
身
体
が
環
境
に
順
応
す
る
よ
う

な
活
動
と
い
う
情
報
が
あ
り
ま
す
。
生
き
て
い
る
身
体
は
、
常
に
、

そ
の
場
の
環
境
と
か
、
文
化
と
相
互
作
用
を
し
て
、
反
応
し
合
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
二
つ
目
に
、
脳
シ
ス
テ
ム
の
中
で
暗

黙
裡
に
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
処
理
し
て
い
る
。
神
経
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
つ
目
は
、
あ

る
種
の
情
報
が
、
意
識
を
引
き
起
こ
す
も
の
と
し
て
浮
か
び
上
が

っ
て
き
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
の
ト
ー
マ
ス
・
フ
ッ
ク
ス

（Thom
as Fuchs

）
や
ア
ル
ヴ
ァ
・
ノ
エ
（A

lva N
oë

）
と
い
う
人
た

ち
も
、
よ
り
正
確
な
か
た
ち
で
い
ま
お
話
し
し
た
よ
う
な
領
域
に

長
け
て
い
る
研
究
者
の
方
た
ち
で
す
。

こ
こ
で
、
二
つ
の
立
場
が
あ
る
と
お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
知
覚
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
情

報
を
探
し
て
生
き
て
い
る
身
体
に
到
達
す
る
と
い
う
こ
と
。
知
覚

し
て
い
る
も
の
か
ら
始
ま
っ
て
、
ま
だ
自
分
で
も
分
か
ら
な
い
生

き
て
い
る
身
体
に
ア
ク
セ
ス
を
す
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
が
一
つ

の
や
り
方
で
す
。
も
う
一
つ
の
や
り
方
は
、
生
き
て
い
る
身
体
か

ら
生
ま
れ
て
、
わ
き
上
が
っ
て
き
た
も
の
か
ら
始
め
る
こ
と
。
そ

れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
最
終
的
に
意
識
さ
れ
る
か
と
い
う
、
逆
の

方
向
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。

現
象
学
で
は
、
知
覚
と
い
う
問
題
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
話
題
に
出
て

ま
い
り
ま
す
。
で
も
、
私
た
ち
は
、
知
覚
か
ら
で
は
な
く
、
生
き

て
い
る
身
体
が
自
分
と
は
無
関
係
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
情
報
を

も
と
に
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
違
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
き
ま
す
の
が
、
エ
ナ
ク
テ
ィ
ン
グ
と
い

う
も
の
な
ん
で
す
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ヴ
ァ
レ
ラ
が
提
唱
し
た
考

え
方
で
、
ま
た
シ
ョ
ー
ン
・
ギ
ャ
ラ
ガ
ー
も
言
及
し
て
い
ま
す
。
エ

ナ
ク
シ
ョ
ン
の
話
を
説
明
す
る
た
め
に
、
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
生
き
て
い
る
身
体
の
中
に
は
い
く
つ
か
の
レ
ベ
ル
が
あ
り
ま

す
。
一
番
下
が
リ
フ
レ
ッ
ク
ス
、
パ
ブ
ロ
フ
の
反
射
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
そ
の
次
に
、
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
感
情
と
関
わ
る
レ
ベ
ル

が
あ
り
ま
す
。
一
番
下
の
反
射
は
、
非
常
に
短
い
時
間
で
ゼ
ロ
〜

四
〇
ミ
リ
秒
で
す
。
二
つ
目
の
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
感
情
の
ほ
う
は

も
う
少
し
長
く
て
、
八
〇
か
ら
一
八
〇
ミ
リ
秒
で
す
。
例
え
ば
、
恐

怖
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
次
に
来
る
の
が
知
覚
で
す
。
こ
れ
は
ボ
デ
ィ
ー
エ
コ
ロ
ジ

ー
、
そ
れ
か
ら
、
生
き
て
い
る
身
体
と
い
う
の
が
す
べ
て
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
感
情
、
あ
る
い
は
反
射
よ
り
も
も
っ
と
時

間
が
か
か
っ
て
、
三
八
〇
ミ
リ
秒
ほ
ど
の
時
間
だ
と
思
い
ま
す
。
芸

術
活
動
に
お
い
て
も
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
で
も

そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、
一
番
下
の
反
射
、
そ
れ
か
ら
、
感

情
に
比
べ
て
非
常
に
イ
ン
ダ
ク
テ
ィ
ブ
、
イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
活

動
と
い
う
の
は
、
時
間
が
か
か
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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私
が
つ
く
っ
た
こ
の
表
は
、
す
ご
く
単
純
化
し
す
ぎ
た
表
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
、
こ
の
よ
う
に

分
け
る
作
業
自
体
に
も
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
お
そ

ら
く
、
パ
ブ
ロ
フ
の
反
射
を
使
っ
て
全
部
の
物
事
が
説
明
が
つ
く

の
で
は
な
い
か
と
言
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
ま
た
エ

ナ
ク
シ
ョ
ン
だ
け
で
す
べ
て
説
明
が
つ
く
と
考
え
る
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
身
体
の
活
動
の
中
に
は
、
こ
う
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
レ
ベ
ル
を
す
べ
て
説
明
す
る
だ
け
で
三
時
間
以
上
か
か
り

ま
す
の
で
、
具
体
的
に
私
の
博
士
課
程
の
学
生
が
や
っ
て
い
る
こ

と
を
一
例
に
、
い
く
つ
か
の
説
明
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
然

の
中
で
身
体
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
研
究
し
て
い
る
者
が
い
ま
す
。
完
全

に
没
入
し
た
状
態
と
い
う
の
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
一
番
下
の
ボ

デ
ィ
ー
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
レ
ベ
ル
に
入
り
ま
す
と
、
私
自
身
は
そ
の

事
象
に
非
常
に
没
入
し
て
、
吸
い
込
ま
れ
た
状
態
、
自
分
は
そ
の

世
界
の
一
部
に
融
合
し
た
と
い
う
よ
う
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
そ

う
い
う
状
態
で
は
自
分
と
物
体
の
間
に
は
ほ
と
ん
ど
距
離
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
上
に
上
が
っ
て
、
目
覚
め
、
覚
醒
、
意
識
の

段
階
に
な
っ
て
き
ま
す
と
、
も
っ
と
自
分
と
周
り
と
の
間
に
距
離

が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
や
ア
ル
ネ
・

ネ
ス
と
い
っ
た
哲
学
者
が
こ
の
没
入
し
た
状
況
に
つ
い
て
研
究
し

て
お
り
ま
す
。

私
の
学
生
の
研
究
の
一
つ
を
例
と
し
て
お
見
せ
し
ま
す
。
リ
オ

ネ
ル
は
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
（
細
い
ベ
ル
ト
の
上
で
バ
ラ
ン
ス
を
楽
し

む
遊
び
）
を
テ
ー
マ
に
し
て
研
究
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
ス
ラ

ッ
ク
ラ
イ
ン
使
い
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
人
た
ち

に
つ
い
て
研
究
を
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
私
の
よ
う
な
ス
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ン
に
ほ
と
ん
ど
乗
っ
た
こ
と
が
な
い
初
心
者
が
お
り
ま
す
。
上

半
身
が
硬
く
な
っ
て
、
変
な
動
き
を
す
る
の
が
初
心
者
の
特
徴
な

ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
に
対
し
て
中
級
レ
ベ
ル
の
人
た
ち
は
、
だ

い
ぶ
調
節
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
て
、
集
中
力
が
持
て

ま
す
の
で
、
自
分
で
自
分
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
と
い
う
こ
と
が
自

然
に
で
き
て
い
ま
す
。
最
終
的
な
エ
キ
ス
パ
ー
ト
レ
ベ
ル
に
な
り

ま
す
と
、
そ
の
環
境
、
そ
の
場
に
あ
る
空
気
と
も
し
っ
か
り
と
溶

け
込
ん
で
い
ま
し
て
、
ま
っ
た
く
本
人
が
意
識
を
し
て
い
な
く
て

も
、
完
璧
に
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
と
も
一
体
化
し
て
い
る
と
い
う
状

況
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
自
分
の
意
志
に
よ
ら
な
い
動
き
、
特
に
身
体
図
式
に
関

す
る
、
自
分
の
意
志
に
よ
ら
な
い
動
き
の
研
究
例
を
お
見
せ
し
ま

す
。
頭
部
の
損
傷
を
受
け
た
脳
疾
患
の
人
に
関
す
る
研
究
で
す
。

著
者
の
マ
リ
ア
は
心
理
―
運
動
学
者
で
す
が
、
脳
神
経
が
傷
つ
い

た
患
者
さ
ん
が
自
分
の
身
体
図
式
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
研
究
し
ま
し
た
。
彼
女
が
比
較
し
た
の
は
、
そ
の
患
者
さ
ん

自
身
の
生
き
て
い
る
身
体
の
能
力
と
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
知
覚
で

し
た
。
心
理
―
運
動
の
テ
ス
ト
を
通
し
て
、
患
者
さ
ん
自
身
の
自

己
評
価
が
二
つ
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
を
不
的

確
な
身
体
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
自
分
自
身
の
体
を
全

体
的
に
は
認
知
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
こ
の
患
者
さ
ん
に
は
見

ら
れ
ま
す
。
そ
の
人
は
、
生
き
て
い
る
身
体
の
能
力
の
一
部
が
知

覚
に
と
っ
て
も
知
ら
さ
れ
な
い
と
い
う
状
態
が
あ
り
ま
し
た
。

先
ほ
ど
話
し
ま
し
た
こ
と
は
、
哲
学
者
ダ
マ
シ
オ
と
か
、
イ
モ

ー
デ
ィ
ノ=

ヤ
ン
な
ど
も
展
開
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
私
は

奥
井
さ
ん
と
一
緒
に
、『
身
体
か
ら
学
ぶ
』
と
い
う
本
を
出
し
ま
し

た
。『
身
体
に
つ
い
て
学
ぶ
』
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
代
は
、
二
つ
、
身
体
が
引
き
裂
か
れ
た
状
態
に
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
、
こ
の
右
側
の
、
身
体
の
こ
と
は
神
経
科
学
で
す
べ
て
説
明

が
つ
く
と
い
う
ふ
う
な
還
元
主
義
的
な
考
え
方
で
す
。
一
方
で
、
左

側
の
、
超
越
論
的
現
象
学
と
い
う
も
の
が
生
き
ら
れ
た
身
体
だ
け

を
見
て
お
り
ま
す
。
左
側
の
人
た
ち
の
中
に
は
生
き
て
い
る
身
体

に
は
ま
っ
た
く
関
心
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
私

は
右
側
の
神
経
哲
学
に
対
抗
し
て
、
別
の
考
え
方
を
打
ち
出
そ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
私
た
ち
の
考
え
を
擁
護
し
て
い

る
の
は
ほ
か
に
も
い
ま
す
。
私
と
同
じ
考
え
方
を
す
る
人
、
ヴ
ェ

ル
メ
ッ
シ
ュ
、
プ
チ
モ
ン
ジ
ャ
ン
、
ド
ゥ
プ
ラ
と
い
っ
た
哲
学
者

が
い
ま
し
て
、
そ
の
人
た
ち
が
擁
護
し
て
い
る
の
が
、
ミ
ク
ロ
現

象
学
（M

icrophenom
enology

）
で
す
。
そ
れ
は
注
意
や
警
戒
を
向

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
て
い
る
身
体
を
知
覚
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
一
方
、
エ
マ
ー
シ
オ
ロ
ジ
ー
（Em

ersiologie

）
は
生
き

て
い
る
身
体
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
情
報
を
集
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

ナ
タ
リ
ー
・
ド
ゥ
プ
ラ
は
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
現
象
学
の
主
流
の

研
究
者
で
す
。
ヴ
ァ
レ
ラ
や
ヴ
ェ
ル
メ
ッ
シ
ュ
と
と
も
に
、
物
事

の
判
断
を
や
め
る
エ
ポ
ケ
ー
か
ら
始
め
ま
し
て
、
そ
の
後
、
生
き

て
い
る
身
体
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
に
近
づ
い
て
い
こ
う
と
す
る
や
り

方
で
す
。
左
は
ナ
タ
リ
ー
・
ド
ゥ
プ
ラ
が
最
近
翻
訳
し
ま
し
た
『
注

意
の
現
象
学
』
と
い
う
本
で
す
。
そ
し
て
、
右
の
著
作
『
驚
き
』
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は
、
私
は
そ
の
生
き
て
い
る
身
体
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
も

の
に
対
し
て
、
は
た
し
て
驚
く
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。

私
の
や
り
方
は
逆
で
し
て
、
エ
ナ
ク
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
ア
フ

ォ
ー
ダ
ン
ス
、
エ
コ
ロ
ジ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
化
と
い
う

も
の
か
ら
始
ま
っ
て
、
そ
こ
か
ら
意
識
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た

も
の
を
捉
え
て
、
最
終
的
に
知
覚
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
い
う
こ
と

を
や
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
意
識
を
持
つ
前
に
つ

い
て
関
心
を
持
つ
と
い
う
の
が
、
こ
ち
ら
で
す
。
ロ
シ
ア
の
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ル
・
ル
リ
ヤ
も
同
じ
よ
う
に
、
意
識
の
前
の
状
態
に
つ

い
て
一
九
三
〇
年
に
神
経
科
学
と
意
識
の
関
係
に
つ
い
て
本
を
書

い
て
お
り
ま
す
。
意
識
前
の
状
態
に
関
心
を
持
つ
の
は
、
私
だ
け

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
身
体
に
は
二
つ
の
動
き
が
同
時
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
生
き
て
い
る
身
体
の
中
に
完
全
に
没
入
し
て
い
る
状
態

の
自
分
。
も
う
一
つ
は
、
そ
こ
か
ら
何
か
し
ら
の
活
動
、
何
か
し

ら
の
動
き
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
、
そ
れ
が
知
覚
に
ま
で
到
達

す
る
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
は
奥
井
さ
ん
と
一
緒
に
フ
ラ

ン
ス
国
立
サ
ー
カ
ス
学
校
で
研
究
を
し
て
お
り
ま
す
。
映
像
の
一

部
を
お
見
せ
し
ま
す
。G

o Pro

カ
メ
ラ
と
い
う
の
を
サ
ー
カ
ス
を

練
習
し
て
い
る
人
物
に
取
り
付
け
ま
し
た
。

立
ち
上
が
っ
て
一
回
転
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
足
首
を
つ
か

ん
で
い
ま
す
。
実
際
、
注
目
し
て
い
る
の
は
い
ま
の
手
の
動
き
で

す
。
こ
の
人
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
さ
ん
が
し
て
い
る
こ
う
い
っ
た
手
の

動
き
で
す
。
こ
の
動
き
を
見
せ
た
と
き
に
、
自
分
で
は
こ
の
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
を
し
て
い
る
こ
と
に
ま
っ
た
く
気
が
付
い
て
い
な
か
っ

た
そ
う
な
ん
で
す
。

こ
う
い
っ
た
動
き
を
し
て
い
る
な
と
彼
に
言
っ
た
ら
、
自
分
の

動
き
を
初
め
て
映
像
で
見
た
と
彼
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
エ

キ
ス
パ
ー
ト
で
、
自
分
の
体
に
つ
い
て
知
覚
し
き
っ
て
い
る
は
ず

の
人
が
、
自
分
の
動
き
に
ま
っ
た
く
気
が
付
い
て
い
な
い
部
分
が

あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
そ
こ
に
意
識
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
る
、
生
き
て
い
る
身
体
の

活
動
と
い
う
の
が
見
え
て
き
た
わ
け
な
ん
で
す
。
そ
う
い
っ
た
差

が
あ
る
こ
と
に
や
っ
と
本
人
は
気
が
付
い
た
の
で
す
が
、
ジ
ョ
ナ

サ
ン
は
何
と
か
そ
の
癖
を
や
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
手

伝
っ
て
く
れ
な
い
か
と
私
に
言
っ
て
き
ま
し
た
。

彼
と
先
ほ
ど
の
映
像
を
撮
影
し
た
二
年
後
、
二
〇
一
五
年
に
ま

た
パ
リ
の
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
こ
の
学
校
へ
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
同

じ
よ
う
に
映
像
を
撮
影
い
た
し
ま
し
た
。
私
は
技
術
的
に
も
、
知

的
に
も
高
い
レ
ベ
ル
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
彼
の
こ
の
異
質
な
動

き
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
結

果
、
私
の
国
立
サ
ー
カ
ス
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

生
き
て
い
る
身
体
が
あ
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、
し
ぐ
さ
を
消
滅
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
能
な
し
だ
と
、
私
は
思
っ
た
の
で
す

け
れ
ど
も
、
奥
井
さ
ん
は
さ
ら
に
も
っ
と
正
確
な
究
明
さ
れ
た
や

り
方
で
、
身
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
お
話
を
展
開
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
事
件
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
私
は
そ
の
人
が
気
が
付
い
て
い
な
い
、
生
き
て
い
る
身
体

の
活
動
を
記
録
し
て
、
そ
れ
を
最
終
的
に
、
そ
の
人
が
自
己
分
析

で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
に

気
が
付
く
こ
と
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
目
的
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
目
的
は
、
そ
の
癖
が
成
り
立
っ
て
い
る
条
件
を
な
く
す
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ら
を
そ
の

人
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
そ
の
動

き
と
と
も
に
そ
の
人
が
生
き
て
、
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
バ
イ
ア
ビ
リ

テ
ィ
ー
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
人
に
は
ビ
バ
シ
テ
ィ
ー
、

活
力
が
生
ま
れ
て
き
て
、
そ
れ
が
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
も
つ
な
が

っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
が
最
初
に
し
た
お
か
し
な
手
の
動
き
と

い
う
の
は
非
常
に
強
い
動
き
で
、
ど
ん
な
に
分
か
っ
て
い
て
も
消

え
な
い
動
き
が
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
そ
の
「
強
い
」
と
い

う
の
は
植
物
が
強
く
て
、
踏
ん
で
も
踏
ん
で
も
枯
れ
な
い
み
た
い

な
意
味
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
ジ
ョ
ナ
サ
ン
の
動
き

は
証
明
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
の
で
、
そ
の
目
的
は
自
分
が
生
き

て
い
る
身
体
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
自
分
の
精

神
的
、
身
体
的
な
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
さ
ら
に
強
め
て
い
く
こ
と

が
目
的
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ま
お
話
し
し
た
点
に
関
し
て
、
奥
井

さ
ん
も
日
本
語
で
論
文
を
出
し
て
い
ま
す
し
、
ま
た
倉
島
哲
さ
ん

と
の
共
著
で
、
い
ま
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
論
文
に
も
あ
り
ま
す

の
で
、
日
本
語
で
す
の
で
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
前
提
条
件
と
し
ま
し
て
は
、
生
き
て
い
る
身
体
の
活
動
は
、
常

に
知
覚
が
で
き
て
い
る
も
の
よ
り
も
上
を
い
っ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
ど
ん
な
か
た
ち
で
生
き
て
い
る
身
体
と
い
う
か
、
意
識

よ
り
も
先
に
い
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
し
た

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
う
少
し
詳
し
く
お
話
し
し
ま
す
。

特
に
、
エ
ン
パ
シ
ー
、
共
感
と
か
共
鳴
、
そ
れ
か
ら
刺
激
、
予

測
と
い
う
も
の
を
通
し
て
生
き
て
い
る
身
体
と
い
う
の
は
、
非
常

に
速
く
返
事
を
、
応
答
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
別
に
右
側
の
や
り
方
で
す
け
れ
ど
、
例
え
ば
、
注
意
を

向
け
る
や
り
方
、
あ
る
い
は
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
、
メ
デ
ィ
テ
ー
シ

ョ
ン
、
瞑
想
す
る
。
あ
る
い
は
あ
し
た
講
演
し
て
く
だ
さ
る
張
先

生
が
な
さ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
功
で
す
と
か
ヨ
ガ
な
ど
を
通
し
て

も
、
体
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
調
和
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
き
ら
れ
た
身
体
と
知
覚
さ
れ
た
も
の
と
い
う
の
は
、
す
で
に

生
き
て
い
る
身
体
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
と
比
べ
る
と
、
下
に
位

置
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は

Em
ersiologie

と
し
ま
し
て
は
、
生
き
て
い
る
身
体
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
を
情
報
と
し
て
集
め
て
、
そ
れ
が
最
終
的
に
生
き
ら
れ
た

身
体
と
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
、
連
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続
は
し
て
い
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
も
し
か
す
る

と
、
ロ
シ
ア
、
中
国
の
先
生
方
と
は
意
見
が
違
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
絵
が
象
徴
し
て
い
ま
す
の
は
、
私
が
関
心
を
持
っ
て
い

る
の
は
、
決
し
て
こ
の
水
の
表
面
に
出
て
い
る
身
体
イ
メ
ー
ジ
で

す
と
か
表
象
で
は
な
く
て
、
水
の
底
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

も
の
、
生
き
て
い
る
身
体
の
ほ
う
に
関
心
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
流
れ
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
学
に
も
つ
な
が
る
ん
で
す
け
れ
ど
、

感
情
や
共
感
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
も
の
を
ど
の
よ
う
に
語

る
か
と
い
う
問
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い

も
の
を
、
い
か
に
し
て
言
語
化
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
フ
ラ
ン
ク
の
研
究
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、「
ラ
イ
ブ
」
と

い
う
話
を
現
象
学
で
は
よ
く
使
い
ま
す
。
身
体
は
単
に
コ
ル
パ
、
あ

る
い
は
物
質
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
身
体
の
中
に
は
「
肉
」
な

る
も
の
、
な
い
し
主
観
性
の
原
理
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
ん
だ
と

い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
フ
ラ
ン
ク
の
著
作
で
は
そ
の
肉

体
と
身
体
と
の
二
元
性
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
主
観
的
な

体
と
客
観
的
な
体
が
、
一
つ
の
身
体
の
中
で
同
時
に
存
在
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
象
学
で
は
身
体
の
内
部
の
何
か
主
観
的

な
も
の
を
回
収
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
ボ
デ
ィ
ー
エ

コ
ロ
ジ
ー
と
い
う
見
方
を
し
て
い
ま
す
。
私
が
使
う
エ
コ
ロ
ジ
ー

モ
デ
ル
の
中
で
は
、
一
定
の
も
の
は
何
も
な
い
。
す
べ
て
が
再
構

成
中
で
あ
る
と
い
う
状
況
で
す
。
生
き
て
い
る
身
体
は
外
界
の
刺

激
に
、
例
え
ば
、
福
島
の
災
害
、
地
震
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た

と
き
に
、
自
分
の
意
志
と
は
関
係
な
い
と
こ
ろ
で
別
の
活
動
が
浮

か
び
上
が
っ
て
、
そ
れ
が
出
て
く
る
よ
う
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

い
ま
の
よ
う
な
私
の
話
を
考
え
た
の
は
、
ほ
か
に
も
哲
学
者
が

お
り
ま
し
て
、
ヤ
ン
・
パ
ト
チ
カ
、
こ
の
ヤ
ン
・
パ
ト
チ
カ
に
関

し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ル
ノ
ー
・
バ
ル
バ
ラ
ス
が
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ト
ッ
ド
が
い
ま
す
。
ヒ
ュ

ー
バ
ー
ト
・
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
と
と
も
に
非
常
に
偉
大
な
哲
学
者
で

す
。現

在
一
つ
の
議
論
と
い
う
か
、
議
論
さ
え
も
し
な
い
ぐ
ら
い
対

立
し
て
い
る
二
つ
の
派
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
議
論
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
左
側
に
い
ま
す
の
が
、
デ
ィ
エ
ゴ
・
コ

ス
メ
ッ
リ
で
す
と
か
、
ア
ン
ト
ワ
ン
・
ル
ッ
ツ
、
ヴ
ァ
レ
ラ
は
も

う
い
ま
せ
ん
が
、
エ
ヴ
ァ
ン
・
ト
ン
プ
ソ
ン
な
ど
の
人
た
ち
が
、
神

経
現
象
学
を
論
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
右
側
に
い
る
人
た
ち
、
シ

ュ
ス
タ
ー
マ
ン
と
か
、
ギ
ャ
ラ
ガ
ー
や
ノ
エ
や
私
で
す
。
シ
ュ
ス

タ
ー
マ
ン
は
、
身
体
感
性
論
に
つ
い
て
の
著
作
を
出
し
て
い
ま
す
。

私
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
シ
ュ
ス
タ
ー
マ
ン
が
や
っ
て
い
る
こ
と

と
非
常
に
近
い
で
す
が
、
た
だ
、
シ
ュ
ス
タ
ー
マ
ン
と
違
い
ま
す

の
は
、
私
はEm

ersiologie

を
使
っ
て
、
生
き
て
い
る
身
体
が
ど
の

よ
う
に
上
が
っ
て
く
る
か
と
い
う
活
動
を
調
べ
て
お
り
ま
す
が
、
シ

ュ
ス
タ
ー
マ
ン
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
の
映
像
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。
非

常
に
速
く
て
、
同
時
に
動
く
も
の
で
す
。
こ
の
映
像
は
五
秒
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

い
く
つ
か
の
こ
と
が
見
え
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
そ
の
手
の
感

触
を
確
か
め
合
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
す
。
き
ち
っ
と
、
そ
の

手
の
持
ち
方
が
い
い
か
と
い
う
の
を
確
認
し
て
い
る
段
階
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
最
初
の
段
階
で
彼
女
た
ち
は
こ
の
後
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
を
想
定
で
き
て
い
ま
す
。
触
っ

た
と
き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
か
、
触
っ
た
触
感
、
感
覚
と
い
う
も
の

で
、
そ
の
後
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
を
彼
女
た
ち
は
分
か
っ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
舞
台
芸
術
で
も
、
気
功
で
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
見
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
身
体
同
士
で
内
部
の
知
覚
を

知
り
合
う
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。
一
日
四
時
間
以
上
、
こ
う
や
っ

て
彼
女
た
ち
は
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
毎
日
そ
の
練
習
を
続
け
て

い
る
人
た
ち
で
す
。

次
に
、
二
点
目
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
受
け
手
の
ロ
ー
ラ
さ
ん
が
、

い
ま
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
し
て
自
分
の
位
置
を
見
定
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
足
の
向
こ
う
に
顔
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状

態
で
ロ
ー
ラ
さ
ん
は
非
常
に
強
く
、
自
分
の
状
態
を
意
識
し
て
い

る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
一
秒
ぐ
ら
い
の
間
で
す
が
。

こ
こ
で
サ
ル
ト
ー
と
い
う
回
転
を
彼
女
は
し
ま
す
。
私
は
彼
女

に
質
問
を
し
ま
し
た
。
演
技
中
、
自
分
が
ど
う
い
う
こ
と
を
し
て

い
る
か
、
メ
ン
タ
ル
的
に
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
て
い
ま
す
か
、
と
聞

き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
彼
女
は
、
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
身

体
が
勝
手
に
戻
っ
て
き
ま
す
か
ら
と
い
う
ふ
う
に
答
え
ま
し
た
。
そ

こ
で
身
体
技
法
の
自
動
化
と
い
う
と
こ
ろ
に
話
が
い
き
ま
す
。
身

体
技
法
が
、
練
習
を
重
ね
て
自
動
化
さ
れ
て
く
る
と
、
や
っ
て
い

る
本
人
は
意
識
を
し
な
く
な
る
と
い
う
段
階
に
な
り
ま
す
。
そ
の

数
秒
後
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
手
を
取
る
た
め
に
、
彼
女
自
身
、
動
き

を
は
っ
き
り
意
識
し
て
い
ま
す
。
非
常
に
短
い
時
間
の
中
で
す
べ

て
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
ま
ず
意
識
化
し
て
い
る
、
と
い

う
段
階
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
注
意
、
非
常
に
高
い

レ
ベ
ル
の
、
自
分
を
は
っ
き
り
意
識
し
て
い
る
状
態
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
背
景
に
は
た
く
さ
ん
の
自
動
化
さ
れ
た
、
習
慣

に
な
っ
た
し
ぐ
さ
、
動
作
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
練
習
の
結

果
、
身
に
つ
け
た
動
き
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
生
き
て
い
る
身
体
の

反
射
的
な
反
応
が
あ
り
ま
す
。
活
動
が
あ
り
ま
す
。
エ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
感
情
、
情
動
が
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
が
五
秒
以
内
に
起
こ
っ
て
い
る
わ
け
な
ん
で
す
。
私
は

何
を
観
察
し
た
い
か
と
い
う
こ
と
を
自
問
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
も
し
私
が
偉
大
な
哲
学
者
な
ら
ば
、
意
識
に
つ
い

て
研
究
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
私
が
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
実
践

す
る
人
で
し
た
ら
、
ど
う
や
っ
て
習
慣
化
さ
れ
る
か
と
か
、
ど
う

や
っ
て
身
体
化
す
る
か
、
そ
の
習
得
の
ほ
う
に
注
目
を
向
け
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
感
情
と
か
反
射
と
い
っ
た
も
の
に
注

目
を
向
け
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
身
体
の
中
で
は

い
ま
話
し
た
す
べ
て
の
要
素
が
同
時
に
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
同
時
に
と
い
う
の
は
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
の
口
癖
で
し
て
、
あ
ま
り
好
ま
し
い
言
い
方
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

い
ま
話
し
た
こ
の
現
象
は
非
常
に
短
い
時
間
の
中
で
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
に
関
し
て
は
、
身
体
技
法
を

習
得
す
る
の
で
時
間
が
か
か
る
も
の
で
す
。
一
番
上
の
は
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
、
完
全
に
意
識
が
開
か
れ
た
状
態
と
も
言
え
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
す
べ
て
の
現
象
を
、
哲
学
者
の
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
描
写
し

て
い
ま
す
。

次
の
映
像
、
彼
女
は
ク
ラ
ラ
と
言
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
ワ
イ
ヤ
を

使
っ
て
わ
ざ
を
す
る
人
で
す
。
ク
ラ
ラ
さ
ん
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
彼
女
を
撮
影
し
た
写
真
や
映
像
を
見
せ

ま
し
た
。
特
に
ワ
イ
ヤ
を
通
し
て
彼
女
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
自
分

自
身
の
身
体
を
感
じ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
調
べ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
こ
の
一
例
で
す
。
一
番
自
分
が
し
っ
か
り
と
立
っ
て
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い
ら
れ
る
場
所
、
足
の
位
置
を
、
彼
女
は
正
確
に
分
か
っ
て
い
る

と
言
っ
て
い
ま
す
。
頭
だ
け
で
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
頭
の
ど
こ
に
そ
の
ワ
イ
ヤ
が
来
れ
ば
、
一
番
バ
ラ
ン

ス
を
取
っ
て
逆
立
ち
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
彼
女
は
正
確

に
知
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
分
の
中
の
触
覚
と
言
い
ま
す
か
、

自
分
の
身
体
の
中
の
地
図
が
彼
女
の
中
で
完
全
に
出
来
上
が
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
彼
女
が
実
現
で
き
て
い
る
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
の

は
、
半
分
は
意
識
的
に
で
き
て
い
る
も
の
、
半
分
は
彼
女
の
意
識

か
ら
離
れ
て
い
る
状
態
で
実
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
ま
す
。
で

す
の
で
、
非
常
に
親
密
な
か
た
ち
で
身
体
の
内
部
を
知
っ
て
い
る
、

そ
う
い
っ
た
意
識
を
持
っ
て
い
る
状
態
の
人
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、

彼
女
は
本
来
だ
っ
た
ら
分
か
ら
な
い
は
ず
の
生
き
て
い
る
身
体
を

把
握
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
ち
ょ
う
ど
落
ち
る
瞬
間
を
捉
え
よ
う
と
思
っ
て
た

く
さ
ん
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
落
ち
る
前
と
落
ち
る
後
の
、
ち
ょ

う
ど
中
間
の
と
こ
ろ
を
撮
ろ
う
と
し
た
わ
け
で
す
。
誰
か
が
何
か

を
し
よ
う
と
し
て
、
そ
れ
に
失
敗
す
る
と
き
、
い
っ
た
い
そ
こ
で

何
が
起
こ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
捉
え
よ
う
と
し
て
、
た

く
さ
ん
の
写
真
を
撮
っ
た
わ
け
で
す
。

サ
ー
カ
ス
で
は
こ
れ
を
リ
カ
バ
リ
ー
と
言
う
ん
で
す
が
、
失
敗

し
か
か
っ
て
、
何
と
か
立
て
直
す
と
い
う
行
動
で
す
。
そ
の
リ
カ

バ
リ
ー
の
行
動
と
い
う
の
は
、
四
〇
ミ
リ
秒
の
間
で
の
反
射
的
な

動
き
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ
が
映
画
の
『
ミ
ッ
シ

ョ
ン
・
イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
』
で
建
物
と
建
物
の
間
を
跳
ん
で
、
ど

こ
か
に
つ
か
ま
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
ト
ム
・
ク
ル

ー
ズ
は
四
八
歳
、
五
〇
歳
ぐ
ら
い
で
、
そ
の
シ
ー
ン
の
撮
影
で
ト

ム
・
ク
ル
ー
ズ
に
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
な
か
っ
た
の
で
、
け
が
を
し

ま
し
た
。
生
き
て
い
る
身
体
が
け
が
を
し
な
い
た
め
の
方
策
が
な

か
っ
た
た
め
に
、
結
局
け
が
を
し
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
に
な
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
い
ま
の
よ
う
な
リ
カ
バ
リ
ー
行
動
と
い
う
の
は
、
反

射
的
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、

何
か
訓
練
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え

ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
が
戻
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、

一
方
に
は
落
ち
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
が
あ
り
ま

す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
常
に
転
落
の
恐
怖
を
抱
え
て
い
る
ん

で
す
が
、
自
分
は
い
い
反
射
を
持
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
で

す
の
で
、
生
き
て
い
る
身
体
に
対
し
て
信
頼
を
持
っ
て
い
る
の
が

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ラ
ウ
マ
が
あ
っ
た
り
し
て
、
け
が

が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
技
術
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
あ
と
は
気
が
散
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
注
意

不
足
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
生
き
て
い
る
私
の

身
体
の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
、
自
分
が
知
覚
し
て
い
る
こ
と
と
の
間
に

は
、
常
に
差
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
す
。

最
後
に
こ
の
研
究
を
紹
介
し
ま
す
。
今
後
、
感
情
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
こ
う
と
い
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
一
つ
の
研
究
で
す
。
生

き
て
い
る
身
体
に
関
す
る
表
現
を
赤
線
に
し
て
書
い
て
い
ま
す
。

青
字
の
部
分
は
生
き
ら
れ
た
身
体
の
知
覚
に
関
し
て
表
現
し
ま
し

た
。
こ
の
研
究
に
よ
る
と
、
感
情
が
到
達
す
る
と
き
、
そ
れ
は
物

理
的
判
断
だ
と
。
で
す
の
で
、
そ
れ
は
物
理
的
な
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン

ト
で
あ
っ
て
、
精
神
的
な
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
で
は
な
い
と
言
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
感
情
を
私
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
い
。
そ
の
感
情
は
意
識

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
怖
い
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
恐

怖
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま
す
。
そ
の
感
情
が
わ
き
上

が
っ
て
き
た
後
に
な
っ
て
、
心
理
学
的
な
解
釈
を
つ
け
る
と
い
う

こ
と
を
人
は
す
る
の
で
す
。
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
化
す
る
、
何

か
そ
れ
に
名
前
を
付
け
た
り
し
て
解
釈
を
す
る
わ
け
で
す
。
そ
し

て
、
最
終
的
に
、
あ
れ
は
恐
怖
だ
っ
た
と
か
、
希
望
だ
っ
た
と
い

う
ふ
う
に
名
付
け
ま
す
。
今
後
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ

ら
の
つ
な
が
り
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
で
す
ね
。
動
き
。
そ
れ
は
自
分
の
生
き
て
い
る
身
体
の

こ
う
い
っ
た
行
為
や
行
動
、
動
き
と
、
感
情
と
の
つ
な
が
り
を
こ

れ
か
ら
見
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
と
話
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
ジ
ョ
ナ
サ

ン
は
、
あ
の
と
き
は
怖
か
っ
た
と
。
な
ぜ
な
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
が
自

分
の
上
に
落
ち
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
で
あ
あ
い
う
ふ

う
な
し
ぐ
さ
を
し
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。
い
っ
た
い
身
体
と
い
う

の
は
感
情
を
ど
う
や
っ
て
表
現
す
る
の
か
。
自
分
自
身
の
身
体
が

意
識
す
る
前
に
表
現
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
ぜ
ひ
演
劇
の
専

門
家
に
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
ま
た
ド

ゥ
プ
ラ
が
名
付
け
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
、
驚
き
と
い
う
も
の
で
す
。　

　

最
後
に
こ
の
複
雑
な
言
葉
で
も
っ
て
終
わ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

今
日
、
私
た
ち
の
身
体
と
い
う
の
は
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
私
た
ち
の
身
体
に
は
い

く
つ
か
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
潜
在
力
）
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
潜
在
力
と
い
う
の
は
、
ま
だ
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト
（
活

性
化
）
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
潜
在
力
に
私

は
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状
況
に
置
か
れ

る
こ
と
で
あ
っ
た
り
、
そ
こ
に
没
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
。
鎌
田

先
生
が
も
し
か
し
た
ら
、
私
を
日
本
で
哲
学
の
教
授
と
し
て
雇
っ

て
く
だ
さ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
ら
日
本
人
に
な
る
こ

と
が
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
の
身
体
は
実
際
は
非

常
に
フ
ラ
ン
ス
人
で
す
。
文
化
や
環
境
を
身
体
化
す
る
の
か
し
な

い
の
か
、
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト
す
る
の
か
し
な
い
の
か
、
と
い
う
話

に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
可
塑
性
と
か
、
自
己
の
変
革
、
変
換

と
い
う
テ
ー
マ
で
す
。

母
に
一
言
言
い
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
モ
デ
ル
と
い
う

の
は
、
絶
対
で
は
な
い
、
相
対
化
す
る
べ
き
だ
と
い
う
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
身
体
の
ど
ん
な
こ
と
も
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト
で
き
な
い

よ
う
な
瞬
間
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
死
」
と
西
側
諸

国
で
は
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
生
き
て
い
る
身
体
と

い
う
の
は
す
べ
て
が
活
性
化
可
能
だ
と
、
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト
可
能

だ
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

鎌
田　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
コ
メ

ン
ト
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
り
ま
す
。
鶴
岡
賀
雄
さ
ん
に
最

初
に
コ
メ
ン
ト
か
質
問
が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

鶴
岡　

ま
ず
感
想
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
か
、
人
柄
が
大
変
よ
く
感
じ
ら
れ
た
、

大
変
楽
し
い
報
告
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
初
に
奥
井
さ
ん
が
言
わ

れ
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
鎌
田
東
二
だ
と
思
え
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
の
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意
味
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

扱
わ
れ
た
領
域
が
と
て
も
広
か
っ
た
の
で
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た

質
問
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
大
き
な
感
想
か
ら
言
い
ま
す
。
ま
ず

感
じ
た
こ
と
は
、
学
問
と
し
て
は
非
常
に
多
様
な
研
究
方
法
を
同

時
に
進
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

フ
ッ
サ
ー
ル
や
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
に
始
ま
る
、
伝
統
的
な
フ

ェ
ノ
メ
ノ
ロ
ジ
ー
の
視
点
と
、
ニ
ュ
ー
ロ
サ
イ
エ
ン
ス
の
新
し
い

知
識
と
、
あ
る
種
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
、
サ
ー
カ
ス

の
人
を
フ
ィ
ル
ム
で
撮
っ
た
り
、
対
話
し
た
り
し
て
、
言
説
分
析

の
方
法
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
同
時
に
用
い
る
こ
と
が
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
の
方
法

だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
相
互
の
つ
な
が
り
方
に
関

し
て
何
か
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
の
が
、
大
き
い
印
象
で

す
。そ

れ
か
ら
最
初
に
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
鎌
田
先
生
も
そ
う
で

す
け
ど
、
私
は
宗
教
と
か
霊
魂
の
問
題
に
興
味
が
あ
る
の
で
、
ど

う
し
て
も
最
後
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
死
の
問
題
、
つ
ま
り
人
間
の
身

心
変
容
（transform

ation

）
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。
最
後
の
最
大
の

transform
ation

は
死
ぬ
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
問
題
を
考
え
る
か
ら
宗
教
は
、
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ

う
に
、
心
と
体
は
別
だ
。
身
体
が
消
滅
し
て
も
、
ソ
ウ
ル
（soul

）

が
存
続
す
る
。
そ
れ
で
あ
る
種
の
身
心
二
元
論
、
霊
的
人
間
論
が

生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
問
題
に
先
生
の
身
体
哲
学
か

ら
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
か
。

ま
だ
主
題
に
は
論
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、

何
か
見
通
し
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
お
伺
い
し
た
い
で
す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ま
、
鶴
岡
さ
ん
か
ら
、
極
め

て
根
本
的
な
問
題
点
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
さ
ん
の
方
法
論
の
特
質
と
、

そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
根
本
問
題
に
つ
い
て
の
問
い
か

け
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
ま
ず
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
に
答

え
て
も
ら
っ
て
か
ら
、
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー　

こ
の
手
法
を
、
私
は
ミ
ッ
ク
ス
メ
ソ
ッ
ド
と
呼

ん
で
お
り
ま
す
。
確
か
に
い
く
つ
か
の
分
野
の
限
界
と
か
、
そ
れ

を
超
え
る
こ
と
の
問
題
は
意
識
し
て
お
り
ま
す
。
い
く
つ
か
の
分

野
の
相
関
関
係
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
す
。
確
か
に
ポ
ジ
テ
ィ
プ

サ
イ
コ
ロ
ジ
ー
の
ほ
う
に
行
こ
う
と
す
る
学
生
と
向
き
合
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
は
カ
ー
ル
・
ポ
パ
ー
が
言
っ
て
い
る
よ
う
な
、
非
連
続
の
世

界
で
、
い
く
つ
か
の
世
界
が
同
時
に
存
在
し
て
い
て
、
そ
の
世
界

同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
う
と
い
う
こ
と
を
支
持

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
世
界
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
の
は
、
問
題
で
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

二
つ
目
の
、
死
に
関
す
る
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
、
あ
る

人
生
が
、
一
つ
の
人
生
を
超
え
て
永
続
す
る
と
い
う
こ
と
に
関
す

る
本
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
は
『
永
続
さ
せ
る
べ
き
な

の
か
』
で
す
。
私
と
し
て
は
、
身
体
の
原
始
レ
ベ
ル
で
の
変
化
に

つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。
母
に
関
し
て
言
え
ば
、
母
は
死
ん
だ
の

で
は
な
く
、
私
の
中
に
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
物
質
を
さ
ら

に
豊
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
変
容
が
起
こ
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
そ
れ
を
魂
と
呼
ぶ
の
か
、
精
神
と

呼
ぶ
の
か
、
そ
う
い
う
名
前
を
付
け
て
い
い
の
か
ど
う
か
と
い
う

の
は
私
に
も
分
か
ら
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

私
た
ち
の
世
代
は
、
ニ
ー
チ
ェ
、
あ
る
い
は
ド
ゥ
ル
ー
ズ
や
ガ

タ
リ
の
よ
う
な
哲
学
者
に
よ
っ
て
考
え
を
仕
込
ま
れ
た
世
代
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
興
味
は
あ
り
ま
す
が
、
魂
や
精
神
の

問
題
に
は
向
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
生
き
て
い
る
身
体

が
学
び
と
か
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
魂
、

生
死
と
い
う
も
の
の
域
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
を
確
信
で
き
る
ほ
ど
の
信
仰
は
、
私
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

が
言
え
る
こ
と
は
、
生
き
て
い
る
身
体
が
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
り
、

形
態
を
救
い
出
す
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

鶴
岡　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
変
明
快
に
答
え
て
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

鎌
田　

鶴
岡
さ
ん
の
質
問
は
か
な
り
本
質
を
突
い
た
、
宗
教
と
哲

学
と
、
今
回
の
身
心
変
容
技
法
、
身
体
技
法
、
そ
う
い
う
も
の
の

根
幹
に
関
わ
る
問
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
が
、「
こ
こ
に
い
る
み
ん
な
に
問
い
か

け
た
い
。
私
た
ち
は
体
と
心
以
外
に
、
魂
と
い
う
レ
ベ
ル
を
持
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
い
ま
起
こ
っ

て
い
る
問
い
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
こ
で
ア

ニ
シ
モ
フ
さ
ん
に
コ
メ
ン
ト
と
、
質
問
が
あ
れ
ば
質
問
を
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ニ
シ
モ
フ　

い
ま
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
そ
し
て
ま
た

画
面
で
見
た
こ
と
、
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

私
は
い
つ
も
残
念
に
思
っ
て
い
る
の
は
、
科
学
と
か
学
術
界
が

芸
術
的
な
創
作
面
で
の
意
識
と
い
う
も
の
に
、
あ
ま
り
注
目
し
て

い
な
い
と
い
う
点
で
す
。
こ
の
分
野
で
の
学
術
的
な
こ
と
を
と
て

も
真
剣
に
や
っ
た
専
門
家
が
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
レ
フ
・
ヴ
ィ

ゴ
ツ
キ
ー
や
ア
レ
ク
セ
イ
・
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
で
す
。
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
・
ル
リ
ヤ
と
い
う
お
名
前
も
出
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
で
も
そ

の
よ
う
な
研
究
が
さ
か
ん
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
日
、
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
先
生
が
お
話
に
な
っ
た
こ
と
が

身
体
の
状
況
、
身
体
の
感
覚
、
自
覚
、
そ
う
い
っ
た
も
の
の
創
作

面
で
の
研
究
を
さ
ら
に
論
理
的
に
、
そ
し
て
ま
た
深
め
ら
れ
た
と

感
じ
ま
し
た
。

先
生
は
い
ろ
い
ろ
な
分
野
を
合
成
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
、
あ

る
い
は
同
時
に
で
し
ょ
う
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
こ
と
を
一
緒

に
研
究
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
方
法
は
、
私
は
よ
い
と
考
え

ま
す
。
ま
さ
に
現
代
の
科
学
は
、
い
ま
ま
で
の
も
の
で
優
れ
た
も

の
を
合
成
し
た
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
と
私
は
見
て
お
り
ま
す
。

私
の
先
生
が
言
い
ま
し
た
。
分
析
だ
っ
た
ら
通
り
を
歩
い
て
い

る
歩
行
者
の
一
人
一
人
が
見
つ
か
る
も
の
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
を
合
わ
せ
て
も
の
を
見
つ
け
る
と
い
う
の
は
、
非
常
に
高
度

な
研
究
者
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

世
界
中
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
、
体
が
感
じ
る
自
覚
、
あ

る
い
は
感
覚
、
そ
れ
は
と
て
も
大
き
な
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
ス

タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
教
授
法
の
中
で
一
番
は
じ
め
に
重
要
な
も
の

が
体
の
感
覚
、
自
覚
で
す
。
身
体
の
自
覚
に
つ
い
て
、
素
晴
ら
し

い
と
こ
ろ
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
て
も
確
信
を

持
っ
て
、
し
っ
か
り
と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
要
素
と
体
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
必
要
な
こ
と
と
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
要
素
が
関
わ
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
感
情
、

そ
し
て
恐
怖
に
つ
い
て
先
生
が
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
が
、
や
は

り
こ
れ
も
体
を
調
整
す
る
、
あ
る
い
は
統
制
す
る
た
め
に
、
体
が

持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
す
。
で
す

か
ら
私
は
、
先
生
が
こ
れ
か
ら
、
ど
ん
な
方
向
に
こ
の
研
究
を
進

め
て
い
く
の
か
に
と
て
も
関
心
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
と
い
う
こ
と
で
言
い
ま
す
が
、
も
し
か
し
た
ら
量
子
物

276

第六部 ❖国際シンポジウム



理
学
の
ほ
う
に
行
く
可
能
性
が
あ
る
ん
で
す
。
も
し
先
生
が
具
体

的
な
と
こ
ろ
を
突
き
詰
め
て
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
う
い
う
こ
と

に
な
る
と
私
は
考
え
ま
す
。

こ
の
自
覚
と
い
う
も
の
は
、
非
常
に
広
範
な
も
の
で
あ
り
、
そ

し
て
医
学
的
な
も
の
で
あ
り
、
レ
ベ
ル
も
と
て
も
多
様
に
わ
た
っ

て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
研
究
を
持
た
れ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
私
は

そ
の
よ
う
に
申
し
ま
し
た
。

私
は
個
人
的
に
、
こ
の
課
題
を
実
践
的
に
解
決
す
る
ほ
う
に
向

か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
人
間
が
体

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
の
動
き
の
自
分
で
の
調
整
で
す
。
私

は
実
践
的
な
仕
事
を
し
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
立
場

で
こ
う
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー　

コ
メ
ン
ト
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
奥
井
さ
ん
と
一
緒
に
、
こ
れ
か
ら
出
る
英
語
版
の
本
は
、「
自

分
の
体
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
す
。
こ
れ
は
決
し
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
、
自
分
が
や
っ

て
い
る
活
動
の
中
で
、
い
ま
自
分
が
ど
の
ス
テ
ッ
プ
に
い
る
の
か

を
見
つ
け
る
手
が
か
り
に
な
る
も
の
を
出
そ
う
と
思
っ
て
書
い
て

お
り
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
サ
ー
カ
ス
で
は
道
具
や
技
法
が
、

か
な
り
い
ろ
ん
な
種
類
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
た
ぶ
ん
ス
タ
ニ
ス

ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
で
す
と
か
演
劇
に
お
い
て
は
、
サ
ー
カ

ス
と
違
っ
て
、
あ
る
動
き
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
、
も
っ
と

や
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
が
今
日
お
見
せ
し
た
中
で
特
徴
的
な
の
は
、
体
の
動
き
の
中

に
は
常
に
自
分
の
意
思
と
は
無
関
係
な
動
作
が
起
こ
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
自
分
の
意
思
と
は
関
係
な
い
動
作
は
ど
こ

か
ら
来
て
い
る
か
と
い
う
と
、
生
き
て
い
る
身
体
か
ら
来
て
い
る

も
の
な
ん
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
そ
う
い
っ
た
自
分
の
意
思
と
は

関
係
な
い
動
作
と
い
う
の
は
、
張
先
生
が
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

気
功
を
使
え
ば
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
個
人
的
な
考
え
で
す
が
、
人
生
と
い
う
の
は
自
分
が
意

識
し
て
い
る
も
の
か
ら
は
る
か
に
あ
ふ
れ
出
て
し
ま
っ
て
、
捉
え

ど
こ
ろ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
私
の
哲
学
で

す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
ほ
う
か
ら
も
、
コ
メ
ン

ト
し
な
が
ら
次
の
質
問
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
教
授
の
方
法
論
は
「
ミ
ッ
ク
ス
メ
ソ
ッ
ド
」
で

す
が
、
私
の
方
法
論
は
「
神
仏
習
合
メ
ソ
ッ
ド
・
や
お
よ
ろ
ず
メ

ソ
ッ
ド
」
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
、
異
質
な
も
の
同
士
を
ど
う
結

ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
の
が
私
の
最
大
の
課
題
で
す
の
で
、

確
か
に
似
て
い
ま
す
ね
。
あ
る
種
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
で
す

が
、
根
本
に
は
リ
ア
リ
ズ
ム
が
あ
り
ま
す
。
シ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
て

も
リ
ア
リ
ズ
ム
。
リ
ア
リ
ズ
ム
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い

う
と
、
体
の
レ
ベ
ル
と
魂
の
レ
ベ
ル
の
両
方
あ
る
。
そ
こ
で
、
次

の
よ
う
に
私
は
言
っ
て
い
ま
す
。「
体
は
う
そ
を
つ
か
な
い
、
で
も

心
は
う
そ
を
つ
く
。
心
は
う
そ
を
つ
け
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
魂

は
う
そ
を
つ
け
な
い
」
と
。
ま
ず
、「
体
は
う
そ
を
つ
か
な
い
」。
基

本
的
に
自
動
的
・
自
律
的
シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
魂

は
う
そ
を
つ
け
な
い
」。
意
識
的
と
い
う
の
か
霊
性
的
に
う
そ
が
つ

け
な
い
。
体
の
ほ
う
は
自
動
的
に
う
そ
は
つ
か
な
い
ん
で
す
が
、
魂

の
ほ
う
は
何
か
が
引
っ
掛
か
っ
て
、
何
か
が
見
て
い
て
う
そ
が
つ

け
な
い
。
で
も
、
心
は
変
幻
自
在
、
自
由
き
ま
ま
に
さ
ま
よ
い
、
ワ

ン
ダ
リ
ン
グ
し
て
い
る
の
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
る
こ
と
が
で

き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
心
の
研
究
が
重
要
で
あ
る
。
心
と
体
の
関
係

性
と
い
う
も
の
を
ど
う
捉
え
る
か
が
、
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
は
自
由
な
国
で
す
け
れ
ど
、
ロ
シ
ア
は
か
つ
て
の
ソ

ビ
エ
ト
時
代
は
社
会
主
義
の
国
で
し
た
。
中
国
も
社
会
主
義
の
国

で
し
た
。
共
産
党
が
独
裁
支
配
し
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
う
意
味

で
は
自
分
自
身
の
考
え
方
を
持
っ
て
い
て
も
自
由
に
表
現
は
で
き

な
か
っ
た
。
い
ま
は
ず
い
ぶ
ん
自
由
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ

で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
文
化
の
中
で
制
限
、
制
約
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
時
代
か
ら
ア
ニ
シ
モ
フ

さ
ん
は
最
も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
人
で
す
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
か
ら

ロ
シ
ア
共
和
国
に
な
っ
て
、
よ
く
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
の
よ
う
な
人

が
生
き
て
い
ま
ま
で
活
動
で
き
た
な
と
不
思
議
に
思
う
ぐ
ら
い
、
ロ

シ
ア
の
根
底
に
あ
る
、
あ
る
種
の
神
秘
主
義
と
い
う
か
、
神
秘
を

感
じ
る
伝
統
が
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
の
中
に
は
生
き
て
い
る
な
と
思

い
ま
す
。

一
方
、
同
じ
社
会
主
義
の
国
の
中
国
に
は
四
千
年
の
伝
統
が
あ

り
、
こ
れ
ま
た
世
界
の
最
奥
の
伝
統
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
中
国

は
日
本
と
違
っ
て
、
目
ま
ぐ
る
し
い
政
権
交
代
を
し
て
前
の
王
朝

を
打
倒
し
て
き
た
の
で
、
先
代
文
化
の
痕
跡
を
な
く
す
ぐ
ら
い
ま

で
の
破
壊
的
な
変
化
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
で
、
自

由
化
し
て
き
た
と
は
い
え
、
共
産
党
の
支
配
と
市
場
経
済
に
向
か

う
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
の
中
で
、
中
国
政
府
は
政
府
と
し
て
気
功
を

活
用
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
予
防
医
学
に
な
る
か
ら

で
す
。
そ
れ
に
よ
り
健
康
を
保
持
で
き
れ
ば
医
療
費
を
格
段
に
押

さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
医
療
費
を
使
わ
ず
に
健
康
寿
命
を
延

ば
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
か
ら
、
中
国
政
府
は
政
策
と
し
て

も
気
功
や
中
医
学
な
ど
、
伝
統
的
な
文
化
遺
産
を
う
ま
く
活
用
し

つ
つ
、
現
代
の
西
洋
医
学
と
絡
ま
せ
な
が
ら
自
国
民
の
健
康
を
保

持
し
、
経
済
的
な
過
度
な
出
費
を
抑
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
中
で
張
老
師
は
、
中
国
政
府
が
政
策
と
し
て
打
ち
出
し

て
い
る
「
健
身
気
功
」
と
い
う
、
健
康
な
身
体
を
つ
く
り
出
し
保

持
す
る
た
め
の
四
人
の
指
導
者
の
一
人
で
す
。
で
も
そ
れ
は
、
張

老
師
に
と
っ
て
は
中
国
政
府
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
あ
る
活
動
の

一
面
で
、
本
質
的
に
は
峨
眉
山
に
伝
わ
る
中
国
臨
済
宗
の
伝
統
気

功
の
継
承
者
で
す
。
仏
教
以
前
か
ら
あ
る
道
教
の
聖
地
に
伝
わ
り
、

形
成
さ
れ
て
き
た
道
教
と
仏
教
の
統
合
さ
れ
た
八
〇
〇
年
の
歴
史

を
持
つ
「
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
」
と
い
う
学
派
の
唯
一
の
伝

承
者
で
す
。
そ
の
立
場
の
伝
統
は
、
中
国
政
府
が
つ
く
り
上
げ
て

い
る
あ
る
種
簡
略
化
し
た
モ
デ
ル
と
違
う
奥
深
さ
を
持
っ
て
い
る

と
思
う
し
、
ま
た
そ
れ
を
十
分
に
語
り
得
な
い
状
況
や
環
境
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
次
に
、
張
老
師
に
質
問
な
り
、
コ
メ

ン
ト
な
り
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

張　

言
葉
の
関
係
で
、
教
授
が
お
話
し
に
な
っ
た
内
容
が
少
し
割

り
引
い
た
理
解
し
か
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
て

お
き
ま
す
。
だ
い
た
い
の
内
容
が
理
解
で
き
た
と
い
う
状
態
で
す
。

教
授
が
研
究
し
て
い
る
こ
の
内
容
は
と
て
も
先
駆
的
な
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
で
も
お
話
を
伺
っ
て
い
て
、
ま
っ
た
く
初
め
て
聞

い
た
と
い
う
感
じ
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
い
ま
ま
で
習
っ
て

き
た
こ
と
を
思
い
う
か
べ
な
が
ら
、
理
解
し
て
い
ま
し
た
。

中
医
学
で
も
気
功
で
も
、
中
国
の
文
化
、
特
に
道
家
の
文
化
で

最
も
重
視
し
て
い
る
内
容
が
、「
返
回
（
帰
る
）」
と
い
う
こ
と
で
す
。

簡
単
に
理
解
す
る
と
、
人
が
人
に
な
っ
た
始
ま
り
の
時
点
で
、
そ
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れ
は
既
に
生
命
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
後
少
し
ず
つ
成
長
を
し
て
い
き
な
が
ら
、
自
分
が
男
性
で
、
何

歳
で
、
ど
う
い
う
名
前
で
あ
る
か
を
認
識
し
て
い
く
と
、
実
は
元
々

の
生
命
か
ら
ま
す
ま
す
遠
ざ
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
自
分
の
動
作
が
認
識
で
き
て
い
る
自
分
は
、
当
然

な
が
ら
自
分
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
中
国

の
伝
統
文
化
の
中
で
は
、「
帰
る
」、「
戻
る
」
と
い
う
こ
と
を
特
に

重
視
す
る
の
で
す
。
目
を
閉
じ
て
外
を
見
る
の
で
は
な
く
、
自
分

の
内
を
見
な
さ
い
と
か
、
耳
も
外
を
聞
く
の
で
は
な
く
自
分
の
内

を
聞
き
な
さ
い
、
と
言
う
の
で
す
。
そ
の
考
え
を
、「
返
回
（
帰

る
）」
と
い
う
言
葉
で
、
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

具
体
的
な
訓
練
の
技
術
は
、
現
在
の
言
葉
で
言
う
と
「
気
功
」

に
な
り
ま
す
。
だ
い
た
い
次
の
い
く
つ
か
の
段
階
が
あ
り
ま
す
。
最

初
は
何
も
で
き
な
い
の
で
、
先
生
か
ら
こ
う
し
な
さ
い
と
言
わ
れ

て
そ
の
通
り
に
行
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
先
生
か
ら
教
え
ら
れ
た
規

則
を
守
り
な
が
ら
、
繰
り
返
し
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
に
最
も
合
っ
た
動
作
を
自
分
で
見
つ
け
ま
す
。
自

分
に
最
も
合
っ
た
動
作
を
見
つ
け
出
し
た
と
き
、
そ
の
動
作
と
先

生
か
ら
教
わ
っ
た
動
作
に
は
違
い
が
あ
り
ま
す
。
最
初
の
こ
ろ
は
、

自
分
で
意
識
的
に
そ
の
動
作
を
取
り
出
し
て
行
う
の
で
す
が
、
レ

ベ
ル
が
高
ま
っ
て
く
る
と
、
自
分
で
意
識
し
な
く
て
も
、
そ
の
動

作
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
体
の
感
覚
に
の
っ
と
っ
て

動
作
を
行
い
ま
す
。
練
習
の
段
階
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
に
進

ん
で
い
き
ま
す
。

最
初
は
ま
っ
た
く
方
法
が
な
い
状
態
で
す
。
規
則
性
が
な
い
。

そ
の
次
は
先
生
が
こ
う
し
な
さ
い
と
い
う
規
則
に
従
い
ま
す
。
そ

の
あ
と
、
自
分
で
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
動
作
を
行
う
の
か
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
正
し
い
動
作
に
な
る
の
か
を
探
し
求
め
ま
す
。

最
終
的
な
段
階
は
、
そ
の
規
則
か
ら
脱
却
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
即
ち
、
ま
っ
た
く
意
識
を
し
な
い
動
作
に
な
り
ま
す
。
こ
の

段
階
が
、
実
は
最
も
本
来
の
規
則
に
沿
っ
た
動
き
に
な
る
の
で
す
。

先
ほ
ど
教
授
の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
私
が
気
功
の
中
で
理
解

し
て
き
た
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
お
話
に
含
ま
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
し
、
私
も
多
々
啓
発
さ
れ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
問
題
と
し
て
、
中
国
の
伝
統
文
化
で
は
体
と
精
神
、

心
と
い
う
の
は
も
と
も
と
一
体
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
伝
統
的
に

は
、
体
は
気
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
が
、
精
神
・

心
も
気
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
体
と
精
神
、

体
と
心
、
こ
の
関
係
を
持
た
せ
る
存
在
も
気
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

で
す
か
ら
中
国
の
伝
統
的
な
も
の
を
「
気
の
功
夫（
技
法
）」、「
気

の
医
学
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
気
は
気
が
原
因
で
起
こ

る
も
の
で
す
。
理
論
的
に
言
う
と
、
私
た
ち
が
こ
の
気
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
私
た
ち
の
体
も
心
も
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
臨
床
や
実
践
で
も
、
こ
の
考

え
方
を
ず
っ
と
応
用
し
て
き
ま
し
た
。

中
国
に
は
気
功
と
い
う
方
法
が
あ
り
、
具
体
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
、

技
術
が
あ
り
ま
す
。
特
に
道
家
に
は
、
生
命
を
で
き
る
だ
け
永
く

し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
こ
ま
で
生
き
ら
れ

る
か
は
分
か
ら
な
い
と
し
て
も
、
道
家
の
修
行
を
通
し
て
、
生
命

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
身
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
を
認

識
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

教
授
の
話
を
伺
い
な
が
ら
、
私
は
以
上
の
よ
う
な
感
想
を
持
ち

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー　

コ
メ
ン
ト
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私

も
学
生
の
と
き
に
道
教
と
か
、
イ
ン
ド
仏
教
と
か
、
そ
う
い
っ
た

東
洋
の
文
化
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
授
業
と
し
て
三
年
間

受
け
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
の
同
僚
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
は
太

極
拳
と
か
気
功
を
実
際
に
や
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は
そ
こ
ま
で
い

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
研
究
が
、
先
ほ
ど
の
先

生
の
お
話
と
非
常
に
つ
な
が
っ
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
先
ほ

ど
先
生
は
、
気
功
の
中
で
中
級
レ
ベ
ル
の
段
階
で
は
規
則
を
見
つ

け
て
い
く
、
さ
ら
に
上
達
す
る
と
規
則
が
な
く
て
も
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
彼
の
研
究
と
と
て
も
一
致
し
て
い

る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

た
だ
し
意
見
が
一
致
し
な
い
な
と
感
じ
た
と
こ
ろ
も
、
先
ほ
ど

先
生
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
あ
り
ま
し
た
。
不
一
致
と
い
う
の
は
、

私
か
ら
見
る
と
絶
望
の
サ
イ
ン
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
が
思
う

に
は
、
す
べ
て
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
か
と
い
う
こ
と
に
対
し
て

は
疑
問
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
モ
デ
ル
の
中
で
は
、
自

分
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
ど
う
し
て
も
す
り
抜
け
て
し
ま
う
動
き
が

出
て
き
ま
す
。
特
に
生
き
て
い
る
身
体
は
何
か
変
化
が
起
こ
っ
た

と
き
に
、
自
分
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
超
え
る
よ
う
な
動
き
を
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
う
い
っ
た
考
え
方
の
哲

学
を
通
し
て
、
自
分
自
身
に
対
す
る
感
性
を
高
め
る
こ
と
は
可
能

に
な
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
生
命
と
い
う
も
の
は
、
い
つ
も
動
い
て
い
る
、
変
化

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
も
の
は
常
に
、
必
ず
何
か
出
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
自
分
の
意
識
を
超
え
る
よ
う
な
事

象
が
起
き
て
し
ま
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
に
ど
う
対
応
す
る
か
準
備

す
る
こ
と
は
哲
学
で
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
ア
ラ

ン
・
バ
デ
ィ
ウ
は
述
べ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
私
が
い
ま
申
し
上
げ

た
よ
う
な
こ
と
は
、
非
常
に
古
い
、
凝
り
固
ま
っ
た
考
え
の
基
に

あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
私
が
、
先

生
の
よ
う
に
気
功
や
仏
教
を
実
践
す
れ
ば
、
世
界
を
ま
た
違
っ
た

見
方
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

鎌
田　

い
ま
の
お
話
は
、
理
論
的
な
分
析
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
の

か
と
い
う
問
題
で
し
た
。
理
論
的
な
分
析
や
考
察
も
、
最
初
に
鶴

岡
さ
ん
が
言
っ
て
く
れ
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
二
〇
世
紀
の
伝
統

的
な
現
象
学
の
フ
レ
ー
ム
が
一
つ
ベ
ー
ス
に
あ
っ
て
、
そ
の
次
に

神
経
科
学
、
脳
科
学
の
領
域
の
知
見
が
起
こ
っ
て
き
て
、
そ
れ
と

切
り
結
び
な
が
ら
独
自
に
サ
ー
カ
ス
や
、
そ
の
他
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
加
え
て
い
っ
た
の
で
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
領
域
や
、
三

つ
の
次
元
が
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
の
中
に
は
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
気
功
の
実
習
の
よ
う
な
自
分
自
身
の
身
体
訓
練
と
は
違

う
け
れ
ど
も
、
サ
ー
カ
ス
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
的
な
研
究
な
ど

を
通
し
て
見
え
て
き
た
リ
ビ
ン
グ
ボ
デ
ィ
ー
と
リ
ブ
ド
ボ
デ
ィ
ー

と
の
差
異
を
ど
う
理
論
的
に
考
察
し
て
、
そ
の
結
果
が
実
践
家
の

芸
術
家
や
ヨ
ガ
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
、
気
功
、
そ
の
他
も
ろ
も

ろ
の
実
践
修
行
者
に
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
を
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
、
投
げ
か
け
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
家
た
ち

が
そ
れ
に
ど
う
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
そ
れ
を
通
し
て
理
論

の
意
味
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
的
な
修
行
者
の
自
覚
も
変
化
す
る
。

そ
う
い
う
最
先
端
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
こ
で
こ
の
研
究
会
は
、
そ
う
い
う
知
見
や
経
験
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
合
う
、
ま
さ
に
相
互
作
用
し
合
っ
て
、
相
互
の
知
見
を

よ
り
確
実
な
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
今
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日
は
初
日
な
の
で
、
そ
れ
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
三
日
間
の
中
で

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
が
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。

そ
れ
で
は
次
に
、
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
さ
ん
と
奥
井
さ
ん
、
そ
れ
か

ら
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
何
人
か
が
来
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
質

問
や
コ
メ
ン
ト
を
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
前
に
、
張
老

師
が
質
問
か
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
で
す
。

張　

先
ほ
ど
の
教
授
の
話
で
は
、
知
覚
し
た
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
こ
と
が
絶
対
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
よ
ね
。
そ

の
考
え
方
に
は
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
賛
同
で
き
ま
す
。

中
国
の
昔
の
人
も
、
そ
の
問
題
を
発
見
し
て
い
ま
し
た
。
私
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
っ
た
と
き
に
は
、
も
う
そ
こ
で
は
二
者

に
な
っ
て
い
る
。
で
す
か
ら
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
の
は
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
。

中
国
の
道
家
や
仏
教
に
は
、
小
我
を
大
我
に
し
、
そ
し
て
大
我

か
ら
無
我
に
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
無
我
の
境
地
に

は
も
ち
ろ
ん
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
言
葉
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
と
き
に
は
す
べ
て
が
自
動
化
さ
れ
て
い
る
。
実
は
す
べ
て
は
そ

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
中
に
入
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
そ
の
境
地
ま
で
行
け
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
も
、
昔

の
人
は
そ
う
い
う
考
察
を
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
最
大
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
道
家
で

は
そ
れ
を
無
為
と
言
い
、
仏
教
で
は
空
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
。

で
も
実
際
そ
れ
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
た
り
何
か
を
使
用
す

る
こ
と
を
放
棄
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
非
常
に
積
極

的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま

す
。
で
も
外
か
ら
見
る
と
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
よ
う
に
は

見
え
な
い
状
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
以
上
で
す
。

鎌
田　

も
し
そ
れ
が
究
極
の
状
態
で
実
現
す
る
な
ら
ば
、
先
ほ
ど

の
完
全
、
完
璧
な
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
い
う
身
体
を
、
お
の
が
身
体

と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ

は
な
か
な
か
難
し
い
境
地
で
す
ね
。
で
も
そ
れ
に
向
か
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
修
行
や
修
練
を
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
で
は
次
に
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

ル
ジ
ャ
ン
ド
ル　

張
先
生
の
先
ほ
ど
の
コ
メ
ン
ト
を
お
聞
き
し
ま

し
て
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
と
の
お
話
と
の
つ
な
が
り
を
お
話
し

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
ま
さ
に
先
ほ
ど

張
先
生
が
お
話
し
し
て
い
た
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
博
士
論
文
を

書
き
ま
し
た
。
博
士
論
文
を
作
成
し
て
い
る
当
時
、
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
先
生
と
も
よ
く
論
争
に
な
り
ま
し
て
、
一
致
し
な
い
点
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。
い

ま
の
張
先
生
の
お
話
を
聞
い
て
、
や
は
り
張
先
生
の
お
話
と
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
先
生
の
お
話
は
、
決
し
て
相
反
す
る
も
の
で
は
な
い
、
一

致
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
決
し
て
生
き
て
い
る
身
体
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
で
き
な
い
か
で
は
な
い
と
、
先
ほ
ど
張
先
生

は
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

る
の
は
、
意
識
し
て
い
る
も
の
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
わ
け

で
す
か
ら
、
生
き
て
い
る
身
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
か
し

て
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
そ
も
そ
も
話
題
に
す
る
こ
と
自
体

が
無
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。

生
き
て
い
る
身
体
と
い
う
の
は
、
意
識
か
ら
漏
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
部
分
の
こ
と
で
す
の
で
、
問
題
は
そ
こ
に
は
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
た
だ
し
中
国
の
気
功
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
体

技
法
の
中
に
は
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
特
に
道

教
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
に
関
し
て
、
私
た
ち
が
探
し
求
め

て
い
る
の
は
自
然
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
自
然
と
い
う
の
は
意
識
か
ら
漏
れ
て
逃
げ
て
し
ま
う
、
捉

え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
私
は
そ
れ

を
訓
練
に
よ
っ
て
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
訓
練
を
す
る
こ
と
で
自
然
を
受
け
る
、
完
全
に
認
識
す
る

こ
と
は
で
き
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
自
然
ス
タ
イ
ル
と
い

う
も
の
を
実
践
し
て
、
研
究
も
し
て
い
る
の
で
す
が
、
内
的
カ
ン

フ
ー
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
に
は
訓
練
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
先
ほ
ど
の
張
先
生
の
い
く
つ
か
の
ス
テ
ッ
プ
と

い
う
お
話
に
、
非
常
に
類
似
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
は
形
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
形
が
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
あ
と
、
真
の
形
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
真
の
形
と
い
う
の
が
自

然
で
す
。
こ
の
真
の
形
に
至
る
た
め
に
は
、
こ
の
真
の
形
そ
の
も

の
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
直
接
で
き
ま
せ
ん
。
一
番
は
じ

め
の
有
形
の
と
こ
ろ
か
ら
訓
練
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
無
形
の
と
こ
ろ
を
訓
練
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
最
終
的
な
真
の
形
、
自
然
を
育
て
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
決
し
て
直
接
的
な
道
で
は
な
い
。
そ
れ

は
非
常
に
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
然
と

い
う
の
は
も
と
も
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
も
の
で
す
の
で
、
結

論
と
し
て
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
と
張
先
生
の
意
見
に
一
致
し
て

い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
の
研
究
が
、
私
た
ち
に
も
た
ら
し
て
く
れ

る
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
い
く
つ
か
の
レ
ベ

ル
を
分
け
て
見
せ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
生

き
て
い
る
身
体
、
そ
れ
か
ら
生
き
ら
れ
た
身
体
を
ま
ず
分
け
ま
す
。

そ
れ
は
決
し
て
、
真
の
形
に
至
る
道
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
の
道
筋
の
指
標
と
な
る
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
く
れ
る
の
が
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
が

示
し
た
生
き
る
身
体
、
生
き
ら
れ
た
身
体
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

段
階
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
が
紹
介
さ
れ
た
『
自
分
の
身
体
か

ら
学
ぶ
』
と
い
う
本
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は

あ
る
種
の
指
標
を
示
す
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
し
な
さ

い
と
い
う
処
方
箋
を
示
す
よ
う
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
は
個
人
的
な
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
、
い
ま
の
有
形
、

無
形
、
そ
れ
か
ら
真
の
形
を
つ
な
ぐ
も
の
を
研
究
し
て
お
り
ま
す
。

で
す
か
ら
張
先
生
の
話
も
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
の
話
も
、
そ
の

話
し
方
、
言
語
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
違
う
に
し
て
も
、
そ
こ
に
あ

る
原
則
と
か
信
念
は
同
じ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
パ
リ
第
五
大
学
で
の
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
教
授
の
研
究
会
の
雰
囲
気
が
こ
こ
に
一
挙
に
実
現
し
た
よ

う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
私
は
対
立
す
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
を
う
ま
く
弁
証
法
的
に
つ
な
い
で
、
先
ほ

ど
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
が
言
っ
た
、
合
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
道
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
論
理
的
に
き
ち
ん
と
探
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
さ

ん
が
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
さ
ん
の
研
究
室
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
現
象
学

や
、
現
在
の
ア
フ
タ
ー
現
象
学
、
ポ
ス
ト
現
象
学
の
研
究
を
踏
ま

え
、
見
据
え
つ
つ
、
中
国
の
身
体
技
法
を
自
分
な
り
に
実
践
的
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
実
習
を
し
な
が
ら
、
そ
の
間
を
つ
な
い
で

い
く
研
究
を
自
ら
の
実
体
験
を
基
に
し
な
が
ら
理
論
化
し
て
い
く
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作
業
を
し
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
将
来
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
さ
ん

は
中
国
の
大
学
で
教
授
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
フ
ラ
ン
ス
の

大
学
の
教
授
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
さ
ん
の

今
後
の
活
躍
を
み
ん
な
で
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
日
本
の
若
い
研
究
者
が
、
奥
井
遼
さ
ん
で
す
。
奥
井
さ

ん
は
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
教
授
の
下
で
丸
三
年
学
び
ま

し
た
。
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

奥
井　

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は

二
〇
一
〇
年
に
初
め
て
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
の
本
を
少
し
読
ん
で
、

こ
ん
な
に
面
白
い
人
が
フ
ラ
ン
ス
に
い
る
の
だ
と
思
っ
て
、
当
時

ナ
ン
シ
ー
大
学
に
会
い
に
行
っ
た
の
が
お
会
い
し
た
最
初
で
し
た
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
大
き
く
分
け
て
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
議
論
の
仕
方
で
す
。
ひ
と
く

く
り
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
ん
で
す
け
ど
、
ま
ず
口

を
突
い
て
出
る
の
が
「
メ
（M

ais

）」
と
い
う
言
葉
。
英
語
で
言
う

と"But"

。「
で
も
ね
」。「
あ
な
た
の
話
、
面
白
い
ね
、
と
て
も
よ
く

分
か
る
よ
、
興
味
あ
る
よ
。
で
も
ね
」
と
い
う
こ
と
を
必
ず
言
う

ん
で
す
。
今
日
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
、
そ
れ
が
出
た
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
生
き
て
い
る
身
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
意
識
を
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
信
じ
て
い
る
現
象
学
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、」
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
は
お
話
を
始
め
る
。

日
本
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
最
後
に
、「
そ
う
は
言
っ
て
も
一

つ
の
調
和
的
な
結
論
が
出
ま
し
た
ね
」
と
い
う
か
た
ち
で
終
わ
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
折
り
合
わ
な
い
二
人

が
登
壇
し
て
、
本
当
に
け
ん
か
別
れ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
離
れ

て
帰
っ
て
い
く
。
そ
れ
で
も
翌
週
に
は
ま
た
集
ま
っ
て
議
論
を
す

る
。
こ
う
い
う
仕
方
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
の
が
一
つ
の

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
作
法
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
学
び
ま
し

た
。
な
の
で
、
今
日
も
少
し
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
よ
う
な
話
し
方
も

続
き
ま
す
し
、
あ
し
た
、
あ
さ
っ
て
も
、
も
し
か
し
た
ら
会
場
内

で
け
ん
か
が
始
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
議
論
を
継
続
す
る
だ

け
の
忍
耐
が
あ
る
。
そ
れ
が
ま
ず
学
ん
だ
こ
と
で
す
。

二
つ
目
に
、
今
回
の
発
表
の
レ
ス
ポ
ン
ス
に
も
な
っ
て
い
く
の

で
す
が
、
意
識
と
い
う
こ
と
を
こ
れ
ま
で
西
洋
哲
学
は
重
要
視
し

て
き
ま
し
た
が
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
は
ご
研
究
で
、
意
識
が
生

き
て
い
る
身
体
の
す
べ
て
を
カ
バ
ー
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
れ
は
西
洋
哲
学
に
対
す
る
非
常
に
大

き
な
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
身
体
と
い
う
こ
と
を

も
ち
ろ
ん
哲
学
者
は
考
え
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
意
識
を
構

成
す
る
限
り
で
の
身
体
。
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
も
フ
ッ
サ
ー
ル
も

身
体
と
い
う
こ
と
を
非
常
に
重
視
し
ま
し
た
が
、
そ
の
身
体
は
常

に
、
身
体
図
式
の
よ
う
に
、
世
界
の
一
つ
の
意
味
を
私
た
ち
の
意

識
に
も
た
ら
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
身
体

と
い
う
こ
と
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
は
、
達
人
に
な
り
き
れ
な
い
身
体

と
か
、
あ
る
い
は
け
が
を
す
る
身
体
と
か
、
傷
つ
い
た
身
体
と
か
、

あ
る
種
人
間
で
あ
る
こ
と
の
、
こ
れ
ま
で
は
周
辺
に
置
か
れ
て
き

た
よ
う
な
現
象
を
、
包
括
可
能
な
か
た
ち
で
一
つ
の
身
体
の
哲
学

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
人
た
ち

は
し
て
こ
な
か
っ
た
し
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
哲
学
は
そ
う
い

っ
た
側
に
立
つ
哲
学
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
や
は
り
、
全
体
的
な
世
界
観
は
曼
荼
羅
的
と
言
い
ま
す
か
、

こ
う
い
う
の
が
あ
っ
て
こ
う
い
う
の
が
あ
っ
て
と
い
う
か
た
ち
で

の
、
禅
の
よ
う
な
身
心
脱
落
の
世
界
と
は
対
極
の
、
す
べ
て
が
一

つ
の
世
界
に
入
っ
て
い
る
。
非
常
に
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
、
し
か
し

す
べ
て
が
同
じ
場
所
に
い
る
と
い
う
絵
図
に
近
づ
く
哲
学
に
な
っ

て
い
く
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
研
究
室
の
二

人
が
コ
メ
ン
ト
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
さ
ん
が
話
の
中
で
指
摘
し
て
く
れ
た
、
と
て
も

重
要
だ
と
思
う
こ
と
を
別
の
言
葉
で
言
う
と
、
こ
う
い
う
こ
と
か

と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
脳
が
傷
つ
く
場
合
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が

誤
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。
達
人
に
な
る
身
体
と
い
う
の
は
、
真

の
形
（「
真
形
」）
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
身
心
変
容
技

法
研
究
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
理
想
的
な
身
体
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ

へ
行
く
の
か
を
中
心
に
検
証
し
て
き
ま
し
た
し
、
多
く
の
修
行
し

て
い
る
人
は
そ
れ
に
向
か
っ
て
修
行
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か

し
、
そ
こ
か
ら
脱
落
し
、
途
中
で
挫
折
し
た
り
、
中
座
し
た
り
、
け

が
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
い
う
場
合
に
身
体
に
無
形
に
で
は

な
く
、
有
形
に
何
が
起
こ
っ
て
人
間
が
生
き
る
こ
と
の
全
体
を
ど

う
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
う
い
う
問
い
か
け
を
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
教
授
は
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
異
な
る
形
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、「
魔
形
」
や
「
異
形
」
を
も
っ
と
繊
細
に
研
究
し
て
い

く
こ
と
は
本
当
に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
と
き
に

脳
科
学
の
知
見
と
か
、
こ
の
部
位
が
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ

た
ら
ど
う
い
う
作
用
を
す
る
の
か
と
い
う
点
も
取
り
込
み
な
が
ら

考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
は
次
に
、
京
都
大
学
で
文
化
人
類
学
を
学
ん
で
、
現
代
の
中

国
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
や
っ
て
き

た
研
究
協
力
者
の
小
西
賢
吾
さ
ん
、
自
己
紹
介
と
コ
メ
ン
ト
な
り

質
問
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
西
賢
吾　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
指
名
が
あ
り
ま
し
て
急

に
登
壇
し
ま
し
た
が
、
小
西
賢
吾
と
申
し
ま
す
。
私
は
文
化
人
類

学
で
日
本
の
お
祭
り
の
研
究
か
ら
出
発
し
ま
し
て
、
そ
の
あ
と
チ

ベ
ッ
ト
の
お
寺
で
お
坊
さ
ん
と
一
緒
に
初
歩
的
な
修
行
を
し
て
、
そ

の
お
寺
の
宗
教
の
活
動
と
社
会
と
の
関
係
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

身
心
変
容
技
法
と
の
関
係
で
は
、
み
ん
な
で
宗
教
的
な
実
践
を
す

る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
人
と
人
を
つ
な
い
で
い
く
か
と
い
う
こ

と
に
、
す
ご
く
関
心
が
あ
り
ま
す
。
実
は
、
奥
井
遼
さ
ん
と
は
か

れ
こ
れ
四
年
前
、
鎌
田
先
生
の
研
究
室
で
一
緒
に
研
究
員
を
し
て

い
ま
し
て
、
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
仲
間
で
す
。
今
日
は
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
る
と
聞
い
て
、
ぜ
ひ
参
加
し
な
い
と
い
け
な
い

と
思
っ
て
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

い
ま
、
金
沢
に
い
ま
す
。

僕
は
文
化
人
類
学
者
な
の
で
、
日
々
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
お

い
て
、
文
化
を
ど
う
翻
訳
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
の

で
す
が
、
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
違
う
先
生
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
繊
細
な
概
念
を
駆

使
し
て
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
会
場
で
は
四
つ

の
言
語
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
自
在
に
行
き

来
す
る
、
し
か
も
見
事
に
通
訳
し
て
く
だ
さ
る
通
訳
の
方
々
に
も

敬
意
を
表
し
ま
す
。
先
ほ
ど
鎌
田
先
生
と
も
お
話
し
し
て
、
こ
れ

は
ま
さ
に
部
屋
の
中
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
よ
う
な

状
態
だ
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
時
間
を

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
私
も
哲
学
的
な
議
論
に
正
面
か
ら
コ
メ
ン

ト
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
の
こ
れ
ま
で
や

っ
て
き
た
こ
と
と
の
関
連
か
ら
、
少
し
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
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い
て
コ
メ
ン
ト
と
い
う
か
、
気
に
な
っ
た
こ
と
を
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
日
の
お
話
は
、
身
体
、
心
、
そ
し
て
魂
と
い
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
自
己
の
中
で
何
が
起
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
非
常
に
詳
細

に
解
き
ほ
ぐ
す
、
も
の
す
ご
く
精
緻
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
私
が
サ
ー
カ
ス
の
映
像
を
見
て
い
た
と
き
に
非
常
に
興
味

が
あ
っ
た
の
は
、
結
局
そ
う
や
っ
て
自
分
の
中
の
も
の
は
何
か
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
結
実
し
た
と
き
に
、
例
え
ば
空
中
ブ
ラ
ン
コ
で

手
を
つ
な
い
で
二
人
で
何
か
を
す
る
。
自
分
の
身
体
と
他
者
の
身

体
が
シ
ン
ク
ロ
し
た
り
と
か
、
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
と
き
に
、

い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
。
私
は
よ
く
お
祭
り
の
お
み

こ
し
を
担
ぐ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
で
も
大
き
な
お
み
こ
し
を

二
〇
人
、
三
〇
人
で
一
緒
に
担
い
で
お
祭
り
を
し
ま
す
。
日
本
語

で
は
「
息
が
合
う
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
翻
訳

は
し
に
く
い
概
念
だ
と
思
う
ん
で
す
が
。
そ
う
い
う
集
合
的
な
身

体
と
い
う
か
、
人
と
人
と
が
、
身
体
が
あ
た
か
も
溶
け
合
っ
た
よ

う
に
感
じ
る
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
感
覚
を
、
僕
は
宗
教
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
す
る
中
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
事
象

と
、
今
日
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
個
人
ベ
ー
ス
の
議
論
と
か
、
ど

う
し
た
ら
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
の
は
興
味
深
い
な

と
思
っ
た
次
第
で
す
。

通
訳
者　

具
体
的
に
、「
息
が
合
う
」
と
い
う
の
は
い
ま
ま
で
感
じ

た
こ
と
で
す
か
？

小
西　
そ
う
で
す
ね
。
お
祭
り
と
か
で
一
緒
に
や
っ
て
い
る
と
、
自

分
が
個
人
で
は
な
く
て
、
何
か
一
体
に
な
っ
て
や
っ
て
い
る
よ
う

な
感
覚
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
私
か
ら
は
以
上
で
す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
明
日
私
は
「
能
と
修
験
道
に

お
け
る
身
心
変
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
話
す
の
で
す
が
、
小
西
さ

ん
が
言
っ
て
く
れ
た
問
題
点
は
そ
の
問
題
に
も
関
わ
る
し
、
ル
ジ

ャ
ン
ド
ル
さ
ん
が
言
う
、
私
た
ち
は
自
然
を
追
求
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
も
関
わ
り
ま
す
。
修
験
道
は
ま
さ
に
そ
こ
に
行
き
着
く

わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
へ
ん
の
問
題
と
も
つ
な
が
っ
て
く
る

議
論
で
す
。
そ
の
一
端
を
明
日
提
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
小
西
さ
ん
と
同
じ
金
沢
星
稜
大
学
で
、
身
体
哲
学
の
研

究
を
し
て
き
た
桑
野
萌
さ
ん
が
研
究
協
力
者
と
し
て
来
て
く
れ
て

い
る
の
で
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。
湯
浅
泰
雄
先
生
の
身
体

論
の
研
究
で
、
ス
ペ
イ
ン
の
ラ
モ
ン
・
リ
ュ
リ
大
学
で
博
士
号
を

取
得
し
て
、
日
本
に
帰
っ
て
き
て
、
い
ま
金
沢
星
稜
大
学
の
先
生

を
し
て
い
ま
す
。

桑
野
萌　

コ
メ
ン
ト
し
な
い
で
、
こ
そ
こ
そ
逃
げ
よ
う
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
突
然
コ
メ
ン
ト
と
言
わ
れ
て
ち
ょ
っ
と
混
乱
し
て
お

り
ま
す
。
同
じ
く
天
気
の
悪
い
金
沢
か
ら
来
ま
し
た
。
桑
野
萌
と

申
し
ま
す
。
私
の
研
究
の
原
点
は
宗
教
音
楽
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌

で
、
も
と
も
と
キ
リ
ス
ト
教
神
学
を
研
究
し
て
お
り
ま
し
た
。
先

ほ
ど
鶴
岡
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
キ
リ

ス
ト
教
神
学
の
中
で
は
、
あ
ま
り
身
体
と
い
う
か
、
身
体
技
法
そ

の
も
の
、
例
え
ば
祈
り
に
つ
い
て
も
祈
り
の
先
に
あ
る
、
本
質
に

あ
る
も
の
は
何
か
と
い
う
考
察
は
あ
っ
て
も
、
具
体
的
な
身
体
技

法
に
つ
い
て
の
考
察
と
い
う
か
研
究
は
あ
ま
り
な
い
こ
と
に
気
が

付
い
て
、
そ
こ
か
ら
身
体
論
の
ほ
う
に
行
き
ま
し
た
。

先
ほ
ど
鎌
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
湯
浅
泰
雄
の
身
体
論
、
特
に
修
行
論
で
あ
る
と
か
、
気
の

身
心
変
容
に
つ
い
て
ず
っ
と
研
究
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
湯
浅
泰

雄
は
ま
さ
に
先
ほ
ど
少
し
鎌
田
先
生
が
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、
実

践
修
行
者
と
し
て
の
研
究
と
、
身
体
に
つ
い
て
も
西
洋
哲
学
、
現

象
学
な
ど
の
理
論
的
な
分
析
や
考
察
を
全
体
的
に
見
て
身
体
論
を

展
開
し
よ
う
と
し
た
人
で
す
。
実
は
、
い
ま
ま
で
湯
浅
泰
雄
が
晩

年
に
研
究
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
論
と
か
、
気
の
科
学
は

あ
ま
り
注
目
し
て
こ
な
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
最
近
、
気
の

科
学
で
あ
る
と
か
、
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
で
湯
浅
泰
雄
が
何
を
し

よ
う
と
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
研
究

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
き

ま
し
た
。
今
日
は
、
湯
浅
泰
雄
が
や
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
と
関

連
し
た
よ
う
な
お
話
を
聞
け
た
の
で
、
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
し

た
。私

が
い
ま
一
番
気
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
身
体
の
無
意
識
の
部

分
と
い
う
か
、
本
来
の
自
然
の
姿
で
あ
る
と
か
、
気
に
よ
る
身
体

の
変
容
と
い
う
の
は
、
理
論
的
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
果
た
し

て
ど
こ
ま
で
可
能
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
し
今
日
、
先
生

方
に
そ
れ
に
つ
い
て
何
か
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
湯
浅
泰
雄
さ
ん
が
上
智
大
学

で
約
三
〇
年
前
に
作
っ
た
の
が
人
体
科
学
会
と
い
う
学
会
で
す
。

人
体
科
学
と
い
う
の
は
中
国
の
、
そ
の
同
時
代
の
新
し
い
気
の
科

学
や
気
の
哲
学
、
気
の
実
践
と
か
を
含
む
よ
う
な
研
究
と
し
て
最

初
、
出
発
し
ま
し
た
。
湯
浅
さ
ん
は
気
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
一
九

八
六
年
に
筑
波
大
学
で
や
っ
て
、
そ
れ
以
降
、
日
本
の
ア
カ
デ
ミ

ニ
ズ
ム
の
中
で
人
体
科
学
会
と
い
う
の
を
つ
く
っ
て
、
体
育
学
の

先
生
や
、
宗
教
の
研
究
者
や
、
電
子
物
理
学
、
電
気
の
先
生
や
、
い

ろ
い
ろ
な
多
領
域
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
人
間
の
体
を
ど
う
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
総
合
研
究
を
始
め
た
ん
で
す
。
そ
の

人
体
科
学
会
の
二
八
回
目
の
学
術
大
会
が
、
ち
ょ
う
ど
い
ま
、
名

古
屋
の
中
京
大
学
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
設
立
時
か
ら
人

体
科
学
会
の
理
事
を
務
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
学
会
活
動
の
拠

点
が
こ
の
上
智
大
学
だ
っ
た
の
で
す
。
湯
浅
泰
雄
先
生
の
盟
友
の
、

上
智
大
学
の
門
脇
佳
吉
先
生
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
父
で
、
禅
を

実
修
し
、
道
元
や
芭
蕉
な
ど
も
研
究
し
な
が
ら
、
湯
浅
泰
雄
先
生

と
一
緒
に
、
上
智
大
学
を
拠
点
と
し
て
人
体
科
学
会
を
展
開
し
て

い
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
三
〇
年
た
っ
て
、
人
体
科
学
会
の
特

異
点
の
一
つ
が
「
身
心
変
容
技
法
研
究
会
」
に
変
容
し
た
。「
身
心

変
容
技
法
」
と
い
う
方
向
に
焦
点
を
当
て
て
、
一
つ
の
視
点
を
持

っ
て
研
究
活
動
を
や
っ
て
き
た
の
で
、
ま
さ
に
湯
浅
泰
雄
先
生
と

門
脇
佳
吉
先
生
が
投
げ
か
け
た
問
題
を
私
た
ち
が
引
き
継
い
で
身

心
変
容
技
法
研
究
会
と
し
て
や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に

み
な
さ
ん
も
集
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
が
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
に
い
た
と
き
、
研

究
留
学
し
て
く
れ
た
人
が
山
梨
大
学
の
舞
踊
学
の
先
生
の
木
村
は

る
み
さ
ん
で
す
。
木
村
先
生
は
ス
ポ
ー
ツ
、
舞
踊
、
体
育
と
い
う

領
域
で
す
が
、
芸
術
と
も
関
わ
る
領
域
か
ら
体
の
問
題
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
考
え
、
自
分
で
も
表
現
し
て
き
ま
し
た
。
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
コ
メ
ン
ト
な
り
質
問
を
お
願
い
し
ま
す
。

木
村
は
る
み　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
体
育
の
世

界
は
、
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
も
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
本
当
に
実

技
の
世
界
で
す
。
で
き
る
か
で
き
な
い
か
。
教
え
ら
れ
る
か
教
え

ら
れ
な
い
か
。
子
ど
も
が
ど
う
し
て
プ
ー
ル
に
入
ら
な
い
の
か
と

か
。
と
て
も
現
実
的
な
こ
と
を
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
う
い
う

難
し
い
哲
学
と
、
現
場
の
一
人
の
子
ど
も
が
体
育
を
好
き
に
な
る

こ
と
と
が
結
び
つ
く
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
年
は
九
月
に
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鎌
田
先
生
と
奥
井
先
生
に
日
本
体
育
ス
ポ
ー
ツ
哲
学
会
と
い
う
、

非
常
に
権
威
の
あ
る
学
会
の
四
〇
周
年
大
会
に
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
鎌
田
先
生
に
は
空
海
論
、
奥
井
さ
ん
に
は
他
者
と
つ
な
が

る
身
体
の
姿
、
体
育
、
小
学
校
初
等
体
育
の
と
こ
ろ
の
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
と
し
て
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
哲
学
者
の
方

に
現
場
で
の
話
を
し
て
、
一
緒
に
議
論
す
る
、
一
緒
に
困
っ
た
問

題
を
考
え
る
と
い
う
場
所
が
あ
る
と
私
は
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
哲
学
者
の
方
も
現
場
で
ご
一
緒
に
悩
ん
で
い
た
だ
け
る
と
う

れ
し
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

鎌
田　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
身
心
変
容
技
法
研
究
会
が
、
具

体
的
に
こ
の
よ
う
な
研
究
会
活
動
と
し
て
起
こ
っ
た
最
も
現
実
的

な
動
機
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
で
し
た
。
人
体
科
学
会
が
で
き

た
の
が
一
九
九
一
年
で
す
。
そ
の
四
年
後
に
は
オ
ウ
ム
真
理
教
事

件
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
す
。
教
祖
の
麻
原
彰
晃
は
、
鍼
灸
を
含
め
、

人
間
の
身
体
を
探
究
し
、
最
初
は
ヨ
ガ
の
修
練
か
ら
始
め
て
、
そ

の
あ
と
オ
ウ
ム
神
仙
の
会
と
な
り
ま
し
た
。、
神
仙
で
す
か
ら
道
教

的
要
素
が
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
や
密
教
な
ど
、

仏
教
の
ほ
う
に
入
っ
て
い
っ
て
、
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
ヤ
ー
ナ
に
行
き
着

き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
少
な
く
と
も
イ
ン
ド
の
ヨ
ガ
、
中
国
の
神

仙
道
的
な
道
教
、
そ
し
て
初
期
の
仏
教
瞑
想
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
の
密

教
瞑
想
ま
で
含
む
仏
教
と
い
う
三
つ
の
身
体
技
法
を
駆
使
し
な
が

ら
、
事
件
を
起
こ
し
、
今
年
七
月
に
麻
原
彰
晃
を
始
め
と
す
る
一

三
人
の
死
刑
囚
が
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
九
月
に
オ
ウ
ム

真
理
教
の
修
行
者
の
一
人
で
、
い
ま
は
ひ
か
り
の
輪
の
活
動
を
し

て
い
る
宗
形
真
紀
子
さ
ん
に
こ
の
研
究
会
で
発
表
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
と
き
も
う
一
人
、『
オ
ウ
ム
真
理
教
の
精
神
史
』
と
い

う
研
究
書
を
春
秋
社
か
ら
出
し
て
い
る
宗
教
学
者
の
大
田
俊
寛
さ

ん
に
来
て
も
ら
っ
て
、
二
人
で
研
究
発
表
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

現
実
に
起
こ
っ
た
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
は
、
修
行
が
真
な
る
形

（
真
形
）
に
行
か
な
い
で
、
傷
つ
い
た
「
異
形
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で

は
な
く
、「
魔
形
」
と
い
う
悪
魔
的
な
形
の
迷
い
と
負
の
表
出
と
な

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
真
形
に
向
か
う
の
が
正
の
方
向
だ
と
す

れ
ば
、「
魔
形
」
と
い
う
最
も
負
の
形
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
身
心
変
容
技
法
に
は
起
こ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
問
題
に
ど
う
や
っ
て
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
こ
う
い
う
問
題
を
ど
の
よ
う
に
議
論
の
視
野
に
入
れ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
教
授
の

言
う
「
踏
み
外
し
」
と
か
、
達
人
に
な
れ
な
い
身
体
の
研
究
と
い

う
の
も
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
に
関
わ
る
研
究
と
し
て
、
と
て
も

重
要
な
視
点
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
で
道
を
間
違
え
て
し
ま

う
の
か
、
あ
る
い
は
ど
う
い
う
変
化
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
の
か
、
そ

こ
に
は
師
匠
と
弟
子
の
関
係
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
修
行
者
同
士

の
競
争
が
、
修
行
の
段
階
で
起
こ
っ
た
と
き
に
、
過
剰
に
自
分
に

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
ち
過
ぎ
た
り
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
過
ぎ
た

り
し
て
変
な
か
た
ち
に
ゆ
が
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
も
ろ
も
ろ
、
身
心
変
容
技
法
研
究
会
の
研

究
の
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
社
会
的
に
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
、
あ

る
種
有
用
な
視
点
と
か
研
究
を
打
ち
出
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
議

論
を
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
場
で
と
ど
め
た
く
な
い
ん
で
す
ね
。
こ
の

社
会
と
い
う
か
、
わ
れ
わ
れ
が
生
き
て
い
る
一
人
の
生
活
人
の
中

に
、
ち
ゃ
ん
と
、
そ
う
い
う
問
題
意
識
が
届
く
よ
う
な
か
た
ち
で

研
究
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
最
初
か
ら
持
っ
て
お

り
ま
し
た
。

そ
れ
が
八
年
続
い
て
き
て
、
総
ま
と
め
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
い

ま
ま
で
の
議
論
の
一
つ
の
結
集
点
と
し
て
今
回
、
海
外
か
ら
三
人

の
先
生
を
招
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
と
し
て
は
大
変
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
人
の
先
生
方
の
経
験
と

知
見
、
蓄
積
は
、
わ
れ
わ
れ
全
体
に
と
っ
て
も
得
が
た
い
財
産
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
う
ま
く
付
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
組
み
合
わ

せ
な
が
ら
、
先
生
た
ち
同
士
も
認
識
を
さ
ら
に
次
に
進
め
て
も
ら

い
た
い
し
、
ま
た
会
場
に
来
ら
れ
た
み
な
さ
ん
の
認
識
と
か
実
践

に
、
そ
う
い
う
発
言
や
議
論
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
へ
つ
な
が
っ
て
進
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
心

か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
初
に
法
螺
貝
を
吹
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
最
後
に
ま
た
法
螺

貝
で
終
わ
り
ま
し
ょ
う
ね
。
気
持
ち
が
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
締
ま

り
ま
す
か
ら
。（
法
螺
貝
吹
奏
）

先
生
方
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
明
日
、
明

後
日
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

二
日
目

公
開
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

身
心
変
容
の
ワ
ザ
と
哲
学

日
時
：
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
日
一
三
時
〜
一
八
時

場
所
：
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
６
号
館
１
０
１
会
議
室

趣
旨
説
明

鎌
田
東
二

た
だ
い
ま
よ
り
身
心
変
容
技
法
研
究
会
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
、
レ
オ
ニ

ー
ド
・
ア
ニ
シ
モ
フ
先
生
、
張
明
亮
先
生
、
奥
井
遼
先
生
、
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ル
・
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
先
生
が
、
昨
日
か
ら
身
心
変
容
技

法
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
身
心
変
容
技

法
」
と
は
、
体
と
心
の
状
態
を
、
あ
る
理
想
的
な
状
態
に
切
り
替

え
て
変
容
さ
せ
て
い
く
知
や
技
法
の
こ
と
で
す
。
古
来
か
ら
、
芸

能
、
ス
ポ
ー
ツ
、
武
道
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
身
心
変
容
技

法
が
生
み
だ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
元
服
と
か
祭
り
と
か

洗
礼
と
か
誕
生
と
い
う
も
の
、
あ
る
い
は
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

儀
礼
な
ど
も
、
そ
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
芸
能
や
治
療
や
セ
ラ
ピ

ー
に
も
関
係
し
て
き
ま
す
。
身
心
変
容
技
法
の
多
く
は
師
匠
か
ら

弟
子
へ
と
伝
承
さ
れ
て
き
て
、
追
体
験
と
吟
味
を
重
ね
、
実
践
と

経
験
の
ふ
る
い
に
か
け
ら
れ
て
、
こ
ん
に
ち
ま
で
伝
わ
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
人
間
の
な
り
わ
い
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
わ

り
な
が
ら
、
修
行
と
か
伝
承
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
と
か
癒
し

な
ど
の
中
で
身
心
変
容
技
法
は
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
こ
に
、
あ
る
種
の
暴
力
と
い
う
か
間
違
っ
た
方
向
性
、
負
の
状

態
、
霊
的
暴
力
や
魔
形
や
異
形
も
生
ま
れ
得
ま
す
。
そ
う
い
う
こ

と
を
含
め
て
、
思
想
、
文
献
研
究
、
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
、
実
験
研

究
、
臨
床
研
究
を
ト
ー
タ
ル
し
て
、
教
育
や
医
療
や
ケ
ア
や
セ
ラ

ピ
ー
の
領
域
に
も
関
わ
り
、
寄
与
で
き
る
研
究
を
進
め
て
、
い
ま
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の
、
あ
る
意
味
で
乱
れ
て
い
る
世
の
中
に
お
け
る
身
心
の
再
生
を

ど
の
よ
う
に
し
て
再
構
築
で
き
る
の
か
を
目
指
し
て
研
究
活
動
を

八
年
間
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
身
心
変
容
技
法
を
支
え
る
一
つ
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

体
と
か
霊
性
と
い
う
の
は
、
あ
る
種
、
層
な
い
し
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
修
行
や
体
験
に
よ

っ
て
上
昇
し
た
り
浄
化
し
た
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
う
い
う
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。
そ
の
身
心
変
容

技
法
の
タ
イ
プ
に
は
、
自
分
を
限
り
な
く
大
き
く
し
て
い
く
、
自

己
を
大
き
く
拡
大
し
て
い
く
増
殖
型
の
変
容
と
、
自
分
を
無
に
す

る
と
い
う
か
、
小
さ
く
し
て
い
く
と
い
う
逆
ベ
ク
ト
ル
の
変
容
の

二
種
が
あ
り
ま
す
。
禅
は
、
無
的
な
も
の
へ
向
か
っ
て
い
る
し
、
密

教
や
ヨ
ガ
は
、
宇
宙
大
に
ば
あ
っ
と
自
分
を
拡
大
し
て
い
く
方
向

に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

今
日
、
こ
れ
か
ら
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
の
脳

科
学
の
視
点
が
出
て
き
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
は
脳
科
学
の
手
法
や

知
見
を
踏
ま
え
て
本
を
ま
と
め
ま
し
た
。『
身
心
変
容
の
科
学
〜
瞑

想
の
科
学
―
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
脳
科
学
か
ら
、
共
鳴
す
る

身
体
知
ま
で
、
瞑
想
を
科
学
す
る
試
み
』、
こ
れ
は
身
心
変
容
技
法

シ
リ
ー
ズ
第
一
巻
で
、
サ
ン
ガ
か
ら
昨
年
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て

今
年
に
な
っ
て
、
そ
れ
の
思
想
的
、
体
験
的
な
側
面
を
、
伝
承
、
思

想
と
い
う
領
域
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
た
も
の
が
『
身
心
変
容
の
ワ

ザ
〜
技
法
と
伝
承
』
で
す
。
ま
た
今
年
は
、
い
ま
ま
で
の
総
決
算

と
し
て
、
日
本
宗
教
学
会
第
七
七
回
学
術
大
会
で
、
科
研
分
担
研

究
者
の
鶴
岡
賀
雄
さ
ん
、
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
さ
ん
、
永
澤
哲
さ
ん
、
島

薗
進
さ
ん
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
、「
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴

力
」
と
い
う
パ
ネ
ル
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

身
心
変
容
技
法
は
、
身
心
を
い
い
状
態
に
す
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
理
想
や
理
念
と
は
裏
腹
に
、
霊
的
暴
力
を
振
る
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
霊
的
暴
力
と
は
、
超
越
的
な
世
界
観
に
裏
付
け
ら
れ
て

自
他
を
破
壊
す
る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
に

端
的
に
表
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
負
の
爆
発
が
起
こ
り
得
る
わ
け

で
す
ね
。
そ
う
い
う
霊
的
暴
力
の
発
現
・
生
起
を
ど
う
捉
え
る
か
。

霊
的
暴
力
や
霊
的
虐
待
、
あ
る
い
は
霊
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
実
際

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
活
動
や
教
団
的
な
活
動
や
、
そ
う
で
な
い

場
面
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

負
の
力
に
対
す
る
ク
リ
ア
な
認
識
が
必
要
だ
と
考
え
、
こ
う
い
う

研
究
発
表
や
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
日
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
教
授
の
発
表
や
張
明
亮

老
師
の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
、
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
さ
ん
が
、
身
心
変

容
技
法
と
し
て
、
あ
る
一
つ
の
か
た
ち
を
も
っ
て
有
形
の
道
を
目

指
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
一
回
、
無
化
し
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
が
あ
る
。
そ
の
否
定
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ

ン
さ
れ
た
真
の
か
た
ち
、
す
な
わ
ち
「
真
形
」
へ
至
る
と
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
そ
こ
で
変
な
、
魔
的
な
も
の
で
あ
る
と
か
、

そ
こ
が
う
ま
く
い
か
な
い
よ
う
な
、
失
敗
し
た
、
魔
形
や
異
形
の

事
例
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
や
問
題
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
そ

れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
身
心
変
容
の

全
体
像
を
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
身
心
変
容
技
法
の
ワ
ザ
と
哲
学
に
つ
い
て
、
最
初
に
、
パ

リ
第
五
大
学
（
パ
リ
・
デ
カ
ル
ト
大
学
）
の
教
授
で
身
体
哲
学
を
専

攻
し
て
い
る
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
教
授
に
話
を
し
て
も

ら
い
ま
す
。「
フ
ラ
ン
ス
身
体
論
か
ら
み
た
身
心
変
容
の
哲
学
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
す
。
そ
の
後
、
演
出
家
で
、
東
京
ノ
ー
ヴ
ィ
・
レ

パ
ー
ト
リ
ー
シ
ア
タ
ー
の
芸
術
監
督
で
も
あ
る
、
ロ
シ
ア
功
労
芸

術
家
の
レ
オ
ニ
ー
ド
・
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
か
ら
「
演
劇
に
お
け
る

身
心
変
容
技
法
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
実
践
を
交
え
て
話
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
続
い
て
、
中
国
の
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
第
一

四
代
伝
人
で
日
本
峨
眉
養
生
文
化
研
修
院
院
長
で
も
あ
る
張
明
亮

老
師
に
「
五
臓
の
音
符
と
身
心
変
容
技
法
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
話

し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
後
、
同
志
社
大
学
社
会
学
部
教
育
文
化

学
科
助
教
で
、
臨
床
教
育
学
、
身
体
哲
学
を
専
攻
し
て
い
る
奥
井

遼
さ
ん
に
「
サ
ー
カ
ス
と
身
心
変
容
技
法
」
と
い
う
発
表
を
し
て

も
ら
い
、
最
後
に
私
が
、「
能
と
修
験
道
に
お
け
る
身
心
変
容
技

法
」
と
い
う
発
表
を
し
、
パ
リ
第
五
大
学
博
士
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ル
・
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
さ
ん
に
コ
メ
ン
ト
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ

の
コ
メ
ン
ト
の
中
に
質
問
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
答
え

る
か
た
ち
で
各
先
生
に
レ
ス
ポ
ン
ス
し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
れ
だ

け
で
五
時
間
近
く
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
そ
の
後
、
質
疑

応
答
す
る
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
今
日
は
で
き
ま
せ
ん
。
昨
日
は

質
疑
応
答
を
い
ろ
い
ろ
や
り
ま
し
た
し
、
明
日
も
質
疑
応
答
を
す

る
時
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
明
日
の
研
究
会
に
来

て
い
た
だ
け
れ
ば
質
疑
応
答
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
で
趣
旨
説
明
を
終
わ
り
、
五
名
の
発
表
に
入
っ
て
い
き
ま

す
。
身
心
変
容
技
法
研
究
会
は
こ
れ
ま
で
七
五
回
ほ
ど
行
っ
て
来

て
い
ま
す
が
、
本
日
発
表
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
は
み
な
、
い
ず

れ
か
の
会
で
す
で
に
発
表
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
教
授
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
拍
手
を
も
っ

て
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

基
調
講
演
１

フ
ラ
ン
ス
身
体
論
か
ら
み
た
身
心
変
容

の
哲
学

　
　
　
　
ベル
ナ
ー
ル・ア
ン
ド
リ
ュ
ー

鎌
田
先
生
、
ご
招
待
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の

国
立
サ
ー
カ
ス
学
校
で
の
映
像
か
ら
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
覧
い
た
だ
い
て
か
ら
、
お
話
を
始
め
ま
す
。

こ
れ
は
サ
ー
カ
ス
の
練
習
中
の
映
像
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ま
の

は
ス
ピ
ー
ド
を
ち
ょ
っ
と
遅
く
し
て
い
ま
す
。
右
手
が
、
ど
う
な

っ
て
い
る
か
を
見
て
く
だ
さ
い
。「
手
を
ロ
ー
プ
に
乗
せ
て
い
る

よ
」
と
コ
ー
チ
が
言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
本
人
は
「
い
や
、
私

は
右
手
な
ん
か
乗
せ
て
い
な
い
」
と
言
い
張
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
で
、
映
像
を
見
て
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
カ
メ
ラ
の

ほ
う
に
寄
っ
て
き
て
、
本
人
が
本
当
に
右
手
を
置
い
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
し
て
コ
ー
チ
と
話
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
っ
た

い
ど
う
し
て
、
自
分
で
も
ま
っ
た
く
知
覚
し
て
い
な
い
よ
う
な
行

動
、
動
作
を
人
は
し
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
、
私
の
研
究
は
始
ま
り
ま
す
。

い
ま
言
っ
た
、
自
分
が
意
識
し
な
い
動
き
を
、
ど
う
い
う
ふ
う

に
説
明
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
表
を
つ
く
り
ま
し
た
。
表

の
一
番
下
の
層
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら
が
、
ま
っ
た
く
意
識

し
て
い
な
い
部
分
と
い
う
意
味
で
す
け
れ
ど
も
、
リ
フ
レ
ッ
ク
ス
、

つ
ま
り
反
射
的
な
動
き
、
行
動
と
い
う
意
味
で
す
。
そ
う
い
っ
た

も
の
が
起
こ
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
非
常
に
速
い
動
き
を
行
う
の

で
す
が
、
〇
・
〇
四
か
ら
〇
・
〇
八
秒
と
い
う
非
常
に
短
い
時
間
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に
起
こ
っ
て
い
る
行
動
で
す
。

こ
の
よ
う
に
彼
女
が
登
場
し
ま
す
。
そ
れ
で
右
手
を
置
き
ま
す
。

彼
女
は
反
射
的
に
右
手
を
置
い
た
ん
で
す
ね
。
怖
か
っ
た
ん
で
す

ね
。
後
ろ
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
し
ま
う
の
が
怖
い
の
で
、
無
意
識

に
、
反
射
的
に
手
を
出
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
彼
女

の
動
き
は
基
本
的
に
は
、
後
ろ
か
ら
歩
い
て
き
て
、
そ
し
て
体
を

ブ
ラ
ン
コ
に
乗
せ
て
、
足
を
上
げ
て
、
そ
し
て
ブ
ラ
ン
コ
に
完
全

に
乗
る
と
い
う
動
き
を
す
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
で
き
る
と
自
分
で

は
分
か
っ
て
い
な
が
ら
も
、
や
は
り
怖
い
と
い
う
こ
と
か
ら
無
意

識
に
、
反
射
的
に
手
が
出
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
自
分

が
意
識
し
て
い
な
い
生
き
て
い
る
身
体
と
い
う
も
の
が
あ
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
の
体
の
ほ
う
が
、
脳
と
か
神
経
と
か
も
連
動
し

て
、
自
分
が
い
ま
危
険
な
状
態
に
あ
る
、
危
な
い
と
い
う
信
号
を

出
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。
そ
れ
で
、
あ
あ
い
う
行
動
に

結
び
つ
き
ま
し
た
。

二
つ
目
の
レ
ベ
ル
が
、
二
列
目
に
あ
り
ま
す
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
。
特

に
、
落
ち
て
し
ま
う
、
転
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐

怖
心
が
起
こ
る
の
が
、
こ
の
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
感
情
の
部
分

で
す
。
ま
ず
第
一
に
、
体
は
反
射
的
な
動
き
を
つ
く
り
ま
す
。
同

時
に
、
転
ん
で
し
ま
う
の
が
怖
い
と
い
う
恐
怖
心
も
、
そ
こ
で
生

ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

三
つ
目
に
、
空
間
の
中
で
、
身
体
で
こ
の
よ
う
に
移
動
し
て
い

き
ま
す
。
彼
女
は
、
自
分
の
後
ろ
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
の

前
の
空
間
し
か
見
え
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
が
見
え
て
い
な
い

空
間
に
向
か
っ
て
飛
び
出
し
て
、
跳
ね
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
状
況
な
の
で
す
。

今
日
ご
説
明
し
た
い
の
は
、
少
な
く
と
も
四
つ
。
生
き
て
い
る

身
体
、
自
分
が
意
識
し
て
い
な
い
動
き
の
身
体
を
解
明
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
は
四
つ
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
お
話

し
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
は
生
き
て
い
る
身
体
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
生
き
て
い
る
身
体
が
、
生
き
ら
れ

た
身
体
に
お
け
る
知
覚
を
引
き
起
こ
す
、
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
反
射
的
に
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
動
き
ま
す
。
そ
れ
が

生
き
て
い
る
身
体
で
す
。
そ
の
後
で
知
覚
、
生
き
ら
れ
た
身
体
の

部
分
に
な
っ
て
初
め
て
知
覚
し
て
、
自
分
が
こ
う
い
う
動
き
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
最
終
的
に
は
分
か
る
と
い
う
段
階
に
な
る

わ
け
で
す
。

こ
れ
か
ら
調
べ
た
い
こ
と
は
、
青
の
矢
印
の
ほ
う
で
す
け
れ
ど

も
、
生
き
て
い
る
身
体
が
出
し
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
集

め
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
い
か
に
し
て
知
覚
レ
ベ
ル
の
生
き
ら
れ

た
身
体
に
ア
ク
セ
ス
す
る
か
を
解
明
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち

ら
の
青
の
矢
印
を
説
明
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
の
が
私
の
研

究
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
た
だ
し
、
ふ
だ
ん
の
日
常
生
活
で
は
、
逆

に
黄
色
の
矢
印
の
ほ
う
、
つ
ま
り
自
分
が
分
か
っ
て
い
る
、
自
分

が
知
覚
で
き
る
範
囲
の
自
分
の
体
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生

き
て
い
る
身
体
、
分
か
ら
な
い
部
分
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う
と
し
ま

す
。
私
は
そ
の
逆
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
い
ま
こ
の
よ
う
に
私
は
歩
き
ま
し
た
。
飛
び
降
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
意
識
し
な
く
て
も
足
が
勝
手
に
上
が
っ
て

舞
台
に
上
が
り
ま
す
。
何
も
考
え
ず
に
、
こ
う
や
っ
て
舞
台
か
ら

下
り
た
り
上
が
っ
た
り
と
い
う
の
を
私
は
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い

う
段
差
を
下
り
た
り
上
が
っ
た
り
す
る
こ
と
を
、
ど
こ
か
で
習
っ

て
い
る
。
そ
う
い
う
技
術
が
す
で
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で

も
、
青
の
矢
印
で
、
こ
れ
か
ら
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
私

が
、
こ
の
動
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
生
き
て
い
る

身
体
の
ほ
う
が
、
す
で
に
た
く
さ
ん
の
情
報
を
、
自
分
が
意
識
し

な
い
う
ち
に
処
理
し
て
初
め
て
、
こ
の
行
動
が
実
現
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

四
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
し
ま
す
。
一
つ
目
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
、
こ
ち
ら
で
す
。
私
た
ち
の
身
体
は
、
事
態
を
予
測
し
て
、
あ

ら
か
じ
め
準
備
す
る
と
い
う
こ
と
を
し
ま
す
。
い
ま
の
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
し
た
か
。
べ
つ
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
い
き
な
り
投
げ
ま
し
た
。
こ
れ
が
予
測
能
力
と
言

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
生
き
て
い
る
身
体
の
予
測
能
力
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
い
ま
お
見
せ
し
た
わ
け
で
す
。
生
き
て
い
る
身

体
は
、
反
射
的
な
こ
と
を
す
る
と
き
に
は
、
私
た
ち
の
意
識
が
決

定
を
す
る
前
に
勝
手
に
判
断
を
し
て
、
動
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
能
力
は
自
己
受
容
感
覚
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
自

己
受
容
感
覚
と
い
う
の
は
、
耳
を
中
心
と
す
る
、
内
耳
の
中
に
あ

る
前
庭
器
官
と
か
脳
と
か
、
あ
と
は
視
覚
、
そ
れ
か
ら
神
経
と
い

っ
た
も
の
か
ら
の
情
報
を
す
べ
て
分
析
し
て
、
い
ま
自
分
が
ど
の

位
置
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
し
て
い
る
か
を
見
つ
け
る
能
力
で
す
。
い
ま

の
写
真
の
人
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
ま

っ
た
く
自
分
で
は
意
識
せ
ず
に
で
き
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
は
見
誤
っ
て
舞
台
か
ら
落
ち
か
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
場
合
も
、
本
当
だ
っ
た
ら
、
も
っ
と
転
ん

で
、
け
が
を
し
て
も
い
い
は
ず
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
私
が
落
ち
そ
う
だ
と
脳
が
感
知
し

て
、
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
リ
カ
バ
リ
ー
行
動
を
起
こ
さ

せ
て
い
る
の
で
す
。
身
体
の
ほ
う
が
、
自
分
の
周
り
の
空
間
を
認

知
で
き
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
れ
で
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
ま
た
映
像
を
お
見
せ
し
ま
す
。
サ
ー
カ
ス
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
映
像
で
す
。
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

し
て
い
ま
す
。
縄
を
登
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
興
味
の
あ
る
と

こ
ろ
は
、
い
ま
の
準
備
段
階
で
は
な
く
て
、
生
き
て
い
る
身
体
が
、

ど
う
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
で
す
。
い
ま
完
全
に
、
体
は
空
中
に
あ
り
ま
す
。
空
間
の

中
に
浮
か
ん
だ
状
態
で
す
。
ま
っ
た
く
綱
に
は
つ
か
ま
っ
て
い
な

い
、
支
点
が
な
い
状
態
で
す
。
身
体
に
と
っ
て
は
、
生
き
る
か
死

ぬ
か
と
い
う
非
常
に
危
険
な
状
態
で
す
。
こ
の
身
体
自
身
の
生
死

が
、
い
ま
こ
の
瞬
間
に
懸
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
す
の
で
、
生

き
て
い
る
身
体
は
何
と
し
て
も
解
決
策
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
目
で
は
ロ
ー

プ
を
追
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
何
と
か
ロ
ー
プ
を
つ
か
ま
な
け

れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
一
日
四
時
間
の
訓
練
が
あ

っ
て
こ
そ
で
き
る
行
動
で
す
。
こ
の
訓
練
に
は
、
脳
に
、
こ
の
よ

う
な
動
き
に
慣
れ
さ
せ
る
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
、
恐
ろ
し
い
よ
う
な
虚
無
の
空
間
に
自
分
が
放
り
出
さ
れ
る
状

況
、
無
重
力
空
間
の
よ
う
な
状
態
に
放
り
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

に
体
を
な
じ
ま
せ
る
こ
と
が
訓
練
の
目
的
で
す
。

三
つ
の
部
分
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
練
習
と
い
う
部
分
が
あ
り

ま
す
。
次
は
動
き
の
自
動
化
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
繰
り
返

し
練
習
す
る
こ
と
で
自
動
化
さ
れ
た
動
き
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て

理
解
の
段
階
、
状
況
に
対
し
て
生
き
て
い
る
身
体
が
何
を
し
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
を
解
釈
す
る
と
い
う
こ
と
が
起
き
ま
す
。
で
す

か
ら
、
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
頭
の
中
に
は
、
動
き
を
す
る
前
に
、

284

第六部 ❖国際シンポジウム



ど
う
い
う
動
き
が
こ
れ
か
ら
起
こ
る
か
と
い
う
の
が
、
も
う
イ
メ

ー
ジ
で
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
か
ら
飛
び
降
り
よ
う
と
私
は
決
め
て
、
こ
こ
に
立
ち
ま
す
。

し
か
し
、
飛
び
降
り
る
瞬
間
、
二
つ
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、

飛
び
降
り
る
こ
と
は
で
き
る
と
分
か
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

も
何
回
か
繰
り
返
せ
ば
飛
び
降
り
る
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
学
習
で
き
ま
す
。
た
だ
、
下
り
方
は
、
そ
の
と
き
に
よ
っ

て
違
っ
て
き
ま
す
。
右
足
か
ら
下
り
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
左

足
か
ら
下
り
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
毎
回
、
そ
の
状
況
に
適
応
し

て
い
く
こ
と
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
で
は
、
誰
が
そ

の
適
応
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
生
き
て
い
る
身
体
、

脳
が
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
が
自
己
受
容
で
す
。

生
き
て
い
る
身
体
に
多
大
な
信
頼
を
置
か
な
け
れ
ば
、
こ
う
い

っ
た
飛
び
降
り
る
行
為
は
で
き
な
い
の
で
す
ね
。
飛
び
降
り
る
と

い
う
の
は
、
私
は
ま
っ
た
く
習
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

私
の
体
自
身
が
勝
手
に
解
決
策
を
見
つ
け
て
飛
び
降
り
ら
れ
る
。

そ
れ
は
適
応
の
能
力
に
よ
っ
て
で
き
る
わ
け
で
す
。

生
き
て
い
る
身
体
の
一
つ
目
の
特
徴
は
予
測
能
力
。
予
測
し
て
、

前
も
っ
て
事
態
に
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
識
。
知
覚

よ
り
も
先
ん
じ
て
い
る
能
力
の
お
話
を
い
た
し
ま
し
た
。
訓
練
を

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
自
分
の
生
き
て
い
る
身
体
に
対
し
て
、
も
っ

と
信
頼
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
は
三
歳
に
な

る
ま
で
に
、
こ
の
適
応
能
力
を
身
に
つ
け
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
年
間
で
、
子
ど
も
は
ど
う
い
う
こ
と
を
す
る
か
と
い
い
ま
す
と
、

何
か
物
を
取
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
ま
す
。
両
親
が
来
て
、
こ
の

よ
う
に
拾
い
ま
す
。
そ
し
て
渡
し
ま
す
。
ま
た
投
げ
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
子
ど
も
は
何
回
も
投
げ
ま
す
。
こ
の
子
は
何
を
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
や
っ
て
学
習
を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
速

さ
を
見
た
り
、
音
を
聞
い
た
り
、
触
っ
て
み
た
り
、
投
げ
落
と
す

と
き
の
力
で
す
と
か
、
す
べ
て
の
こ
と
が
脳
の
中
で
学
習
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

こ
れ
は
脳
の
構
造
で
す
。
こ
の
中
で
の
頂
点
は
、
大
脳
皮
質
の

中
で
も
一
番
、
人
間
の
洗
練
さ
れ
た
脳
活
動
を
し
て
い
る
部
分
で

す
。
一
番
複
雑
な
思
考
を
し
て
い
る
部
分
で
す
。
こ
の
頂
点
が
、

私
た
ち
に
意
識
と
か
知
的
な
活
動
を
も
た
ら
し
て
い
る
脳
の
部
分

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
頂
点
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
部
分
が

脳
に
と
っ
て
は
大
切
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
運
動
と
か
反
射
と
い
っ
た

こ
と
に
お
い
て
非
常
に
大
切
で
す
。
科
学
者
た
ち
は
、
こ
の
よ
う

に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
、
脳
を
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
見
せ
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
ベ
ー
ス
と
し
て
一
番
底
辺
に
あ
る
の
が
生
き
て
い
る

身
体
、
そ
し
て
頂
点
に
あ
る
の
が
意
識
。
そ
し
て
、
実
は
ベ
ー
ス

に
あ
る
生
き
て
い
る
身
体
の
ほ
う
が
、
頂
点
に
あ
る
意
識
よ
り
も

先
ん
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

私
た
ち
は
頭
が
よ
す
ぎ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
人
は
大
脳
皮
質
が
非
常
に
大
き

く
膨
ら
ん
で
厚
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
現
代
の
人

た
ち
は
大
脳
皮
質
、
洗
練
さ
れ
た
壁
の
部
分
が
非
常
に
肥
大
化
し

て
い
る
状
態
に
あ
る
わ
け
で
す
。
た
だ
し
、
け
が
を
し
た
り
、
い

ま
の
私
の
よ
う
な
時
差
ぼ
け
の
状
態
に
な
っ
た
り
し
ま
す
と
、
生

き
て
い
る
身
体
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
私
た
ち
は
、

混
乱
が
起
き
な
い
健
康
な
状
態
で
あ
る
限
り
は
、
ベ
ー
ス
の
部
分

の
、
実
は
本
当
に
大
切
な
生
き
て
い
る
身
体
の
こ
と
を
完
全
に
忘

れ
去
っ
て
い
ま
す
。

二
番
目
の
論
点
で
す
。
生
き
て
い
る
身
体
が
私
た
ち
よ
り
先
を

行
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
私
た
ち
自
身
は
生
き
て
い
る
身
体
に
比

べ
て
遅
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
出
て
き
ま
す
。
例
え
ば
飛
び
降

り
よ
う
と
す
る
と
き
、
私
は
飛
び
降
り
よ
う
と
い
う
意
志
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
舞
台
の
端
ま
で
来
ま
す
。
し
か
し
現
実
に
は
飛
び
降

り
よ
う
と
い
う
決
定
は
す
で
に
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
五
〇
ミ
リ

秒
前
に
、
飛
び
降
り
よ
う
と
決
め
る
前
に
、
実
は
脳
の
ほ
う
で
飛

び
降
り
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
と
い
う
差
が
見
ら
れ
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
自
分
の
身
体
が
、
ず
れ
た
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
何

か
が
来
た
、
危
な
い
ぞ
と
い
う
と
き
に
止
ま
り
ま
す
。
身
体
が
止

ま
っ
て
、
そ
し
て
飛
び
降
り
る
か
ど
う
か
考
え
ま
す
。
私
が
歩
い

て
い
る
と
き
に
も
、
脳
は
い
く
つ
か
の
行
動
の
シ
ナ
リ
オ
を
用
意

し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
脳
は
、
そ
の
行
動
を
実
行
す
る
準
備

が
で
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
私
自
身
が
意
識
的
に
決
定
し
た
と
思

っ
て
い
る
と
き
に
は
、
私
は
自
分
の
自
由
意
思
で
決
定
し
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
の
意
識
で
飛
び
降
り
よ
う
と
決
め
ま

す
。
そ
う
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
違
う
ん
で
す
。
実
は
、

私
の
中
に
あ
る
生
き
て
い
る
身
体
は
、
も
う
飛
び
降
り
よ
う
と
、
私

の
意
識
の
前
に
決
め
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
を
実
際
に
数
値
で
見
せ
た
の
が
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
リ
ベ
ッ

ト
と
い
う
神
経
生
理
学
者
で
す
。
残
念
な
が
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
受

賞
し
な
か
っ
た
学
者
で
す
が
、
彼
が
示
し
た
の
は
こ
う
い
う
こ
と

で
す
。
い
ま
私
は
椅
子
の
上
に
座
っ
て
い
ま
す
。
実
験
の
様
子
は
、

被
験
者
は
こ
の
よ
う
に
座
っ
て
お
り
、
そ
し
て
ボ
タ
ン
を
押
す
よ

う
に
と
言
わ
れ
ま
す
。
で
は
「
あ
っ
」
と
叫
ん
で
く
だ
さ
い
。「
あ

っ
」
と
言
っ
た
ら
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
。

「
あ
っ
」
と
い
う
叫
び
声
を
聞
い
て
、
手
が
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す

が
、
こ
の
と
き
脳
は
す
で
に
活
性
化
し
て
い
て
、
手
の
動
き
よ
り

も
四
五
〇
ミ
リ
秒
先
行
し
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
私
が
意
識

し
て
ボ
タ
ン
を
押
す
前
に
、
私
の
生
き
て
い
る
身
体
、
脳
は
情
報

を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
発
見
が
、
い
か

に
素
晴
ら
し
い
こ
と
か
お
分
か
り
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

私
が
意
識
を
持
っ
て
、
意
志
を
持
っ
て
何
か
を
し
よ
う
と
す
る
の

は
、
た
だ
の
結
果
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
私
の
身

体
の
中
に
あ
る
五
感
が
も
た
ら
し
た
一
つ
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
の

で
す
。
こ
れ
は
科
学
者
が
出
し
た
結
論
で
、
す
べ
て
真
実
で
す
よ

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
い
ま
し
た
。

こ
ち
ら
が
意
識
で
す
。
こ
れ
は
、
何
か
刺
激
を
受
け
た
後
に
脳

波
が
上
が
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
最
終
的
に
、
意
識
と
し
て
分
か

っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
紫
の
矢
印
の
と
こ
ろ
で
す
。
科
学
者
た
ち

は
、
脳
の
部
分
ご
と
の
役
割
を
す
で
に
証
明
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
緑
色
の
部
分
は
、
大
脳
皮
質
レ
ベ
ル
か
ら
の
自
分
の
意
図
的
な

決
定
を
し
て
い
る
部
分
で
す
。
こ
の
決
定
と
い
う
の
は
、
反
射
的

な
反
応
と
は
違
う
思
考
で
す
。

こ
こ
ま
で
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
二
つ
の
こ
と
を
見
て
ま
い

り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
私
た
ち
の
生
き
て
い
る
身
体
と
い
う
の

は
、
実
は
、
意
識
よ
り
も
ず
っ
と
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
実
践
的
な
研
究
と
し
て
、
ど
う
や
っ
て
自
分
の
生
き
て
い

る
身
体
と
の
信
頼
を
得
て
い
く
か
と
い
う
段
階
を
分
析
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
、
大
脳
皮
質
部
分
で
の
思
考
は
避
け
て

通
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
大
脳
皮
質
部
分
を

避
け
た
ほ
う
が
い
い
か
と
い
い
ま
す
と
、
二
つ
目
に
、
意
識
部
分

で
決
め
て
い
る
こ
と
、
動
き
は
常
に
生
き
て
い
る
身
体
よ
り
も
遅

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
で
す
の
で
、
そ
れ
に
信
頼
を
置
く
べ
き
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
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あ
し
た
、
今
日
も
で
す
け
れ
ど
も
、
別
の
講
演
で
具
体
的
に
み

な
さ
ん
と
実
践
を
や
り
ま
す
ね
。
例
え
ば
、
私
は
、
こ
れ
を
こ
う

し
て
と
い
う
ふ
う
に
頭
で
考
え
な
が
ら
、
気
功
な
ど
を
し
ま
す
。
自

分
の
動
き
を
頭
で
考
え
つ
つ
、
分
析
し
な
が
ら
何
か
体
操
を
す
る
。

本
当
は
運
動
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た
く
深
く
考
え
ず
に
、
流
れ
る

よ
う
に
動
い
て
い
く
も
の
で
す
ね
。
確
か
に
最
初
は
難
し
い
も
の

で
す
。
最
初
は
、
か
く
か
く
し
た
動
き
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で

も
、
だ
ん
だ
ん
と
動
き
が
洗
練
さ
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
気
功
の
動

き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
洗
練
さ
れ
た
動
き
の
状
態

の
こ
と
を
フ
ロ
ー
状
態
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

フ
ロ
ー
状
態
の
と
き
に
は
シ
ー
タ
波
と
い
う
脳
波
状
態
に
な
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
脳
皮
質
部
分
が
活
発
で
は
な
い
と

き
に
シ
ー
タ
波
が
出
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
私

た
ち
が
頭
で
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い
な
い
と
き
に
出
る
の
が
シ
ー
タ

波
で
す
。
私
た
ち
が
す
る
べ
き
こ
と
を
、
心
的
に
何
か
イ
メ
ー
ジ

を
思
い
描
く
こ
と
を
し
て
い
な
い
と
き
に
初
め
て
現
れ
る
脳
波
が

シ
ー
タ
波
な
わ
け
で
す
。
そ
し
て
ア
ル
フ
ァ
波
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
瞑
想
で
も
シ
ー
タ
波
は
出
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
体
を
静

か
に
、
動
か
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
し
て
集
中
し
ま
す
。
意
識

を
自
分
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
出

る
の
が
ア
ル
フ
ァ
波
、
シ
ー
タ
波
で
す
。

瞑
想
に
よ
っ
て
休
息
で
き
る
よ
う
な
状
態
に
な
る
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。
目
を
閉
じ
ま
す
。
美
し
い
マ
ダ
ム
の
視
線
を
浴
び

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
身
体
が
休
ま
り
ま
す
。
美
し
い
マ
ダ

ム
を
見
ま
す
と
、
ど
う
し
て
も
、
そ
ち
ら
に
気
が
い
っ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
目
を
閉
じ
て
自
分
の
内
側
に
意
識
を
向
け
て
い
く
わ

け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
で
も
、
太
極
拳
、
気
功
、
ヨ
ガ

と
い
っ
た
も
の
で
も
、
こ
の
ア
ル
フ
ァ
波
、
シ
ー
タ
波
状
態
に
な

り
ま
す
。
こ
の
フ
ロ
ー
状
態
は
非
常
に
心
地
が
よ
い
状
態
。
そ
れ

に
何
と
か
到
達
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
瞑
想
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
身
体
技
法
の
目
的
で
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
状
態
に

達
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
訓
練
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
あ

る
種
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
、
身
体
の
動
か
し
方
に
お
い
て
、
瞑
想

に
お
い
て
も
習
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

フ
ロ
ー
状
態
は
流
れ
る
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
状
態
で
す
。

そ
の
動
き
を
し
な
が
ら
楽
し
み
が
湧
き
上
が
っ
て
き
て
、
心
地
が

い
い
と
い
う
の
が
フ
ロ
ー
状
態
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
何
も
考
え

ず
に
動
作
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
ス
ト
レ
ス
が
非
常
に

大
き
く
か
か
っ
て
い
る
人
に
、
あ
る
種
の
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
方
法
が
と
て
も
有
効
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
特
に
う
つ
状
態
の
人
に
有
効
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
う
つ
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
身
体
的
、
精
神
的
に
弱
っ
て

い
る
状
態
の
人
に
、
こ
れ
が
有
効
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
自
分
の
心
臓
固
有
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
呼
吸

を
す
る
の
が
心
臓
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
れ
は
、
つ
ま

り
自
分
の
生
き
て
い
る
身
体
、
本
来
持
っ
て
い
る
身
体
と
自
分
の

呼
吸
を
シ
ン
ク
ロ
さ
せ
る
と
い
う
療
法
で
す
。
私
自
身
も
け
っ
こ

う
、
胸
の
上
の
部
分
だ
け
で
呼
吸
を
し
て
し
ま
っ
て
、
な
か
な
か

腹
式
呼
吸
が
で
き
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
も
の
を
変

え
て
い
く
療
法
で
す
。

こ
ち
ら
は
最
近
の
研
究
で
分
か
っ
た
こ
と
で
、
瞑
想
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
か
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
感
情

的
な
気
づ
き
、
目
覚
め
に
、
瞑
想
が
非
常
に
効
果
的
だ
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
特
に
エ
ン
パ
シ
ー
、
人
に
対
す
る
共
感

で
す
と
か
、
気
持
ち
を
分
か
ち
合
う
と
い
っ
た
意
味
で
瞑
想
が
非

常
に
有
効
だ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
生
み
だ
す
の
に
も
瞑
想
は
と
て
も
い
い
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
測
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
例

え
ば
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
体
温
を
調
べ
る
と
、
体
の
ど
の
部
分

が
温
か
く
な
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
瞑
想
の
効
果
、
い
い

状
態
が
出
て
い
る
か
ど
う
か
が
分
か
る
と
い
う
実
験
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
瞑
想
の
物
理
的
効
果
を
測
定
し
よ
う
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
が
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
脳
の
こ
の
部
分
は
、
相
手

に
対
す
る
共
感
で
す
と
か
慈
悲
の
気
持
ち
を
起
こ
す
も
の
だ
と
分

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
扁
桃
体
の
中
に
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
瞑
想
が
本
当
に
脳
で
こ
の
よ
う
な
測
定
が
で
き
る
ぐ

ら
い
の
差
が
出
る
ま
で
に
は
、
毎
日
一
〇
か
ら
一
二
時
間
ほ
ど
の

瞑
想
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
仏
教
の
、
か

な
り
瞑
想
の
達
人
た
ち
を
被
験
者
と
し
た
結
果
か
ら
分
か
っ
た
こ

と
で
す
。
し
か
し
全
体
的
に
言
っ
て
、
非
常
に
感
情
面
で
落
ち
着

き
が
出
た
と
い
う
の
が
瞑
想
か
ら
分
か
っ
て
い
る
結
果
で
す
。

私
は
い
ま
日
本
に
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
ロ
シ
ア
の
ア

ニ
シ
モ
フ
先
生
と
中
国
の
張
先
生
の
講
演
を
お
聞
き
し
ま
す
。
瞑

想
、
そ
れ
か
ら
催
眠
療
法
と
い
う
の
は
、
ど
ん
な
文
化
圏
で
も
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
神
経
科
学
が
こ
の
よ
う
に

効
果
を
示
す
前
か
ら
、
人
間
は
瞑
想
と
い
う
も
の
を
行
っ
て
き
て

い
ま
す
。
イ
ン
ド
を
含
め
世
界
中
で
、
心
地
よ
さ
、
自
ら
を
解
放

す
る
た
め
の
技
法
を
昔
か
ら
編
み
出
し
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、

現
代
社
会
に
な
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
科
学
的
な
証
明
が
な
さ
れ
る

前
か
ら
、
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
。

や
は
り
新
し
い
も
の
を
説
明
す
る
の
は
伝
統
で
あ
る
、
と
思
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
い
ま
申
し
上
げ
ま
す
。
ハ

ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
が
言
っ
た
言
葉
で
す
。
神
経
科
学
の
研
究
と

い
う
の
は
、
私
た
ち
人
間
が
つ
く
り
上
げ
て
き
た
伝
統
を
単
に
証

明
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

最
後
に
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
感
情
の
話
で
締
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
非
常
に
複
雑
な
模
様
で
す
け
れ
ど
も
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
ポ
イ
ン
ト
は
こ
ち
ら
で
す
。
こ
の
ピ
ン
ク
の
部
分
で

す
け
れ
ど
も
、
扁
桃
体
で
す
。
こ
れ
は
原
始
的
な
感
情
を
扱
っ
て

い
る
脳
の
一
部
分
で
す
。
例
え
ば
恐
怖
で
す
と
か
楽
し
い
気
持
ち
、

喜
び
、
怒
り
。
一
八
〇
ミ
リ
秒
前
後
の
早
さ
で
、
こ
れ
ら
の
原
始

的
な
感
情
は
生
ま
れ
て
通
り
過
ぎ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
で

す
か
ら
、
よ
く
考
え
る
前
に
、
勝
手
に
脳
が
怒
っ
て
、
こ
の
よ
う

に
叫
ば
せ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
後
に
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
叫
ん

で
し
ま
っ
て
。
こ
ん
な
に
怒
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
ん
で
す
」
み

た
い
に
な
る
わ
け
で
す
。
私
の
意
思
よ
り
も
先
に
、
私
の
生
き
て

い
る
身
体
が
怒
り
を
勝
手
に
感
じ
て
し
ま
っ
て
、
反
応
し
て
行
動

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

森
の
中
で
ク
マ
を
見
た
と
き
、
白
い
ク
マ
か
な
、
黒
い
ク
マ
か

な
と
か
、
動
物
園
の
ク
マ
か
な
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
は
考
え
ず
に

逃
げ
ま
す
よ
ね
。
つ
ま
り
感
情
に
よ
っ
て
急
激
に
、
ぱ
っ
と
行
動

で
き
ま
す
。
そ
れ
は
運
動
的
感
情
と
い
う
ふ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
感
情
の
中
に
は
真
実
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、

感
情
に
耳
を
澄
ま
せ
る
こ
と
が
、
生
き
て
い
る
身
体
に
近
づ
く
こ

と
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

一
つ
の
例
を
お
見
せ
し
ま
す
。
こ
ち
ら
は
日
本
の
技
術
の
一
つ

の
例
で
す
。
将
来
ど
う
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
九
〇
年
後
、
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こ
こ
で
ま
た
会
っ
た
と
き
に
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
将
来
は
、
こ
の
よ
う
に
脳
に
直
接
機
器
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
、

そ
し
て
、
こ
の
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
行
動
を
遠
隔
で
指
示
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
脳
の
電
気
的
な
活
動
を
情
報
収
集
す
る
機

械
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
遠
隔
操
作
が
可
能
に
な
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
、
非
常
に
高
齢
に
な
っ
た
場
合
、
身
体
障
害
を
持
っ
た

場
合
に
大
変
重
要
な
機
能
と
な
っ
て
き
ま
す
。
も
う
椅
子
か
ら
動

く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
生
活
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
。
脳
の
情
報
を
セ
ン
サ
ー
で
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
す
。
そ
れ

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
解
析
し
ま
す
。
マ
チ
ュ
ー
・
ナ
ゲ
ル
さ
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
人
は
車
い
す
に
座
っ
た
き
り
、
ま
っ
た
く

動
け
な
い
疾
患
に
な
っ
た
男
性
で
す
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、
目
の
動

き
だ
け
に
よ
っ
て
画
面
上
の
も
の
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
目
で
は
な
く
、
目
の
後
ろ
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
脳

の
情
報
を
回
収
し
て
、
指
示
を
出
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
ち
ら
が
最
後
に
お
見
せ
す
る
写
真
で
す
。
こ
れ
は
て
ん
か
ん

の
発
作
を
起
こ
し
て
し
ま
う
患
者
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で
す
。
フ
ラ
ン

ス
の
研
究
者
、
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ラ
シ
ョ
ー
の
研
究
で
す

が
、
患
者
さ
ん
の
頭
に
、
こ
の
よ
う
な
電
極
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

被
験
者
は
、
自
分
の
脳
の
状
態
を
、
ダ
イ
レ
ク
ト
で
、
ラ
イ
ブ
で
、

こ
の
よ
う
な
グ
ラ
フ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
て
ん
か
ん
の
発

作
の
と
き
に
は
、
こ
の
波
形
が
大
き
く
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
患

者
さ
ん
は
自
分
の
波
形
が
大
き
い
の
を
見
る
と
、
な
ぜ
か
波
形
を

小
さ
く
し
よ
う
と
す
る
ら
し
く
、
波
形
が
小
さ
く
な
っ
て
、
そ
し

て
発
作
も
治
ま
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
将
来
は
、
い
や
、
い
ま
も
う
始
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
に
、
ケ
ー
タ
イ
や
時
計
な
ど
で
自
分
の
脈
拍

や
心
拍
数
が
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て
セ
ン
サ
ー
が
体
の
中
に
埋
め

込
ま
れ
た
り
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
も
、
い
ま
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ン
サ
ー
を
通
し
て
得
ら
れ
た
情
報
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
の
体
と
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
も
っ
と
取
り
や

す
く
な
る
時
代
が
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
新
の
脳
科
学
の
研
究
と
、

サ
ー
カ
ス
な
ど
の
独
自
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
な
が
ら
、
理

論
的
な
観
点
と
、
実
技
的
・
実
習
的
な
観
点
か
ら
の
両
方
を
総
合

し
て
問
題
提
起
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、
ロ
シ
ア
の
演
出

家
、
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
、
ご
登
壇
く
だ
さ
い
。
拍
手
を
も
っ
て
お

迎
え
く
だ
さ
い
。

基
調
講
演
２

演
劇
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法

レ
オ
ニ
ー
ド・ア
ニ
シ
モ
フ

ベ
ル
ナ
ー
ル
さ
ん
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
個
人
に
と
っ
て
も
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
先
生
の
研

究
は
、
と
て
も
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

一
〇
〇
年
前
に
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
と
い
う
も

の
が
生
み
出
さ
れ
た
と
き
に
は
、
こ
う
い
う
研
究
は
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
、
い
ず
れ
科
学
的
に
、
自

分
の
研
究
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
す
ご
く
夢
見
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
時
代
が
来
た
こ
と
は
と

て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
で
重
要
な
の
は
、
人
間
の

創
造
活
動
の
法
則
が
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
今
日
は
、
心
と
体
を
融
合
す
る
身
心
変
容
と
い

う
テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ビ
ン
チ
の
言
葉
を
引
用
し
て
始
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
彼
は
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。「
魂
、
心
は
常
に
体
の
中

で
生
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
体
な
し
で
は

何
も
感
じ
る
こ
と
も
行
動
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
」。

つ
ま
り
、
体
と
心
が
分
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
彼

は
言
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
の
身
体
的
な
部
分
に
注
目
し

て
い
ま
す
。
体
の
持
っ
て
い
る
意
識
が
人
間
自
身
の
意
識
に
ど
う

影
響
し
て
、
ど
う
発
展
し
て
い
る
の
か
。
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・

シ
ス
テ
ム
の
中
で
は
、
体
と
心
が
、
ど
う
い
う
関
係
を
持
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
い
ろ
い
ろ
な
例
を
挙
げ
て
お
話
し
し
ま

す
。

先
ほ
ど
も
触
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・

シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
は
、
人
間
が
何
か
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動

を
す
る
と
き
に
、
ど
う
い
う
法
則
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
ス

タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
自
身
が
当
時
の
科
学
者
た
ち
と
一
緒
に
研
究

し
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
体
と
心
を
変
容
さ
せ
る
た
め

の
法
則
な
の
で
す
。

彼
は
、
そ
の
研
究
を
三
つ
の
原
理
と
九
つ
の
法
則
に
ま
と
め
て

い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
一
番
大
き
な
目
的
は
、
私
た
ち
が
ふ

だ
ん
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
な
状
態
に
な
る

に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

ロ
シ
ア
語
で
は
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
三
つ
の
語
源
か
ら

成
っ
て
い
ま
す
。
直
訳
し
ま
す
と
、「
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
吸
い
込

む
」
と
い
う
意
味
の
ロ
シ
ア
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
語
で

ヴ
ド
フ
ノ
ヴ
ェ
ー
ニ
エ
と
言
い
ま
す
。

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
四
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
イ
ン
ス
ピ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
得
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
道
を
模
索

し
続
け
ま
し
た
。
初
期
の
こ
ろ
の
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
、
人

間
が
思
考
す
る
状
態
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。
彼
は
自
分
の
研
究

し
て
い
る
こ
と
の
一
番
の
目
的
を
、「
人
間
の
精
神
生
活
を
つ
く

る
」
た
め
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
精
神
と
い
う
部
分
に
は
、
ど
う
い
う
特
徴
が
あ
る
の
か
。
私

た
ち
が
知
っ
て
い
る
人
間
の
精
神
の
特
徴
に
は
大
き
く
三
つ
が
あ

り
ま
す
。
考
え
る
と
い
う
能
力
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
能
力
、
そ
れ
と

何
か
を
目
指
そ
う
と
す
る
能
力
で
す
。

さ
ら
に
、
私
た
ち
が
魂
や
心
と
呼
ん
で
い
る
部
分
も
、
ス
タ
ニ

ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
で
は
非
常
に
重
要
な
部
分
に
な
り
ま

す
。
こ
の
魂
と
い
う
部
分
に
は
、
ど
う
い
う
特
徴
が
あ
る
の
か
。
ま

ず
は
欲
求
、
欲
望
、
そ
れ
と
気
分
。
あ
と
は
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
い

ろ
い
ろ
な
感
情
を
持
つ
こ
と
。
こ
れ
は
人
間
の
魂
の
分
野
に
あ
る

特
徴
で
す
。

さ
ら
に
、
人
間
の
体
の
分
野
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
人
間
の
持

つ
五
感
で
す
。
実
際
に
、
肉
体
的
、
身
体
的
に
感
じ
ら
れ
る
五
感

の
こ
と
で
す
。
視
覚
、
味
覚
、
嗅
覚
、
触
覚
、
聴
覚
。
こ
こ
を
訓

練
し
て
い
く
と
今
度
、
第
六
感
と
い
う
も
の
が
発
達
し
ま
す
。
そ

れ
を
直
感
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
創
造
的
な
プ
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ロ
セ
ス
で
一
番
重
要
な
の
は
、
直
感
的
に
プ
ロ
セ
ス
が
起
こ
っ
て

い
る
状
態
で
す
。
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
が
証
明
し
た
の
は
、
人

間
の
知
性
や
理
性
の
部
分
で
は
、
人
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
間
は
、
ふ
だ
ん
の
生
活
で
は
、
い
わ
ゆ
る
顕
在
意
識
、
知
性

や
理
性
の
部
分
し
か
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
人
間
の
全
意
識

の
中
で
も
一
〇
％
し
か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
意
識
の
中

の
九
〇
％
の
部
分
が
、
ど
う
い
う
働
き
を
し
て
い
る
の
か
は
、
ま

だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
潜
在
意
識
、
無
意
識
と
呼

ば
れ
て
い
る
部
分
も
大
き
い
で
す
。
無
意
識
的
に
や
っ
て
し
ま
う

こ
と
は
、
意
識
で
は
理
解
で
き
な
い
部
分
で
す
。
さ
ら
に
、
超
意

識
と
呼
ば
れ
て
い
る
部
分
も
非
常
に
大
き
な
割
合
を
占
め
ま
す
。

そ
れ
は
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
よ
う
な
部
分
、
あ
る
い

は
創
造
の
た
め
の
非
常
に
重
要
な
意
識
の
部
分
で
す
。

そ
う
し
て
見
る
と
、
意
識
に
は
三
つ
の
レ
ベ
ル
が
あ
り
ま
す
。
円

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
ス
ラ
イ
ド
は
使
い
ま
せ
ん
。
大
き
な
円
の
真

ん
中
に
、
顕
在
意
識
と
呼
ば
れ
て
い
る
一
つ
の
線
が
あ
る
と
し
ま

す
。
こ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
ふ
だ
ん
日
常
生
活
で
使
っ
て
い
る
意

識
の
部
分
で
す
。
毎
日
使
っ
て
い
る
一
〇
％
の
部
分
で
す
。

円
の
下
の
部
分
を
潜
在
意
識
と
呼
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
円
の
上

の
部
分
を
超
意
識
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め

に
、
便
宜
上
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
ま
す
。

先
ほ
ど
話
し
ま
し
た
が
、
真
ん
中
の
一
〇
％
の
部
分
で
は
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
。
人
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

活
動
は
潜
在
意
識
の
分
野
で
し
か
始
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
一
つ
、

疑
問
が
出
て
き
ま
す
。
ど
う
や
っ
た
ら
、
そ
の
潜
在
意
識
の
レ
ベ

ル
に
入
っ
て
い
け
る
の
か
。

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
は
科
学
的
な
シ
ス
テ
ム
で
、

研
究
に
も
っ
と
も
時
間
を
割
い
た
の
は
、
ど
う
や
っ
た
ら
そ
の
潜

在
意
識
に
下
り
て
い
け
る
の
か
、
つ
ま
り
、
創
造
活
動
が
始
ま
る

分
野
に
、
ど
う
や
っ
た
ら
入
っ
て
い
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
最
初
、
人
が
思
索
し
て
い
る
状
態
を

研
究
し
ま
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
次
に
彼
は
、
情
緒
の
記
憶
と
い
い
ま
す
が
、
人
間
が
持
っ
て
い

る
感
情
的
な
記
憶
を
研
究
し
始
め
ま
す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
の
持

っ
て
い
る
感
情
、
感
覚
の
と
こ
ろ
を
研
究
し
ま
す
。

演
出
家
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
試
せ
ま
す
。
生
き
た
人
間
を
使

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
実
験
が
で
き
る
の
が
演
出
家
で
す
。
ス
タ
ニ
ス

ラ
フ
ス
キ
ー
は
い
く
つ
か
の
劇
場
の
監
督
を
し
て
お
り
、
さ
ら
に

六
つ
の
ス
タ
ジ
オ
を
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

彼
は
容
赦
な
く
、
自
分
の
指
導
し
て
い
る
俳
優
や
学
生
た
ち
を

実
験
台
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
耐
え

ら
れ
ず
、
辞
め
て
し
ま
っ
た
俳
優
た
ち
も
当
時
い
た
そ
う
で
す
。

彼
は
、
非
常
に
科
学
的
で
も
あ
り
創
造
的
で
も
あ
る
実
験
を
し

ま
し
た
。
三
〇
年
以
上
、
実
験
・
研
究
を
重
ね
て
い
っ
た
結
果
、
彼

は
人
間
の
肉
体
に
注
目
し
始
め
ま
す
。
そ
こ
で
彼
は
人
間
の
体
の

生
活
ラ
イ
ン
を
つ
く
る
と
い
う
メ
ソ
ッ
ド
を
編
み
出
し
ま
す
。
便

宜
上
、
い
ま
で
は
身
体
的
行
動
の
メ
ソ
ッ
ド
と
い
う
ふ
う
に
名
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
の
体
は
ふ
だ
ん
ど
う
生
活
し
て
い
る
の
か
、
動
い
て
い
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
研
究
し
て
い
る
と
き
に
、
潜
在
意
識

に
入
り
や
す
い
と
こ
ろ
に
彼
は
気
付
き
ま
す
。
先
ほ
ど
、
み
な
さ

ん
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
っ
た
円
の
中
の
潜
在
意
識
の
一
番
上
の

境
界
線
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
ま
さ
に
身
体
的
意
識
と
い
う

も
の
だ
と
彼
は
気
付
き
ま
す
。

そ
し
て
、
彼
が
見
つ
け
た
潜
在
意
識
に
つ
な
が
る
そ
の
ド
ア
は
、

い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
真
実
感
覚
と
確
信
を
得
る
感

覚
だ
と
い
う
こ
と
に
彼
は
気
付
き
ま
す
。
鎌
田
先
生
が
よ
く
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
体
は
う
そ
を
つ
か
な
い
、
と
。
こ
れ
は
ま
さ
に
ス

タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
で
も
確
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
間
の
体
と
い
う
の
は
最
大
限
の
真
実
で
、
確
信
を
得
る
も
の

で
す
。
体
が
真
実
だ
と
感
じ
た
と
き
、
潜
在
意
識
に
入
っ
て
い
け

る
ド
ア
が
開
き
ま
す
。
そ
の
潜
在
意
識
の
領
域
で
創
造
的
な
部
分

に
触
れ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
が
活
性
化
し
て
い
く
と
、
そ

こ
か
ら
超
意
識
に
上
が
っ
て
い
け
る
と
い
う
こ
と
を
ス
タ
ニ
ス
ラ

フ
ス
キ
ー
は
見
つ
け
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
見
つ
け
た
こ
と
は
偉
大

な
発
見
で
あ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
も
の
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
と
い
う
も
の

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
入
学
の
初
日
に
必
ず
読

ま
せ
る
、
あ
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
私
が
説
明
し
た
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
生
徒
た
ち
に
読
ま
せ
る
の
で
す
。
ア
カ
デ
ミ
ー
生
た

ち
は
、
そ
れ
が
書
か
れ
た
も
の
を
自
分
の
部
屋
に
貼
っ
て
、
そ
れ

が
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
学
ん
で
い
く
間
に
認
識
し

て
も
ら
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
に
読
ま
せ
る
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
言
葉
は
以
下

で
す
。「
真
の
芸
術
と
は
超
意
識
的
な
創
造
活
動
の
た
め
に
、
い
か

に
意
識
的
に
潜
在
意
識
を
呼
び
覚
ま
す
か
を
教
え
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」。
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
少
し
ず
つ
、
み
な
さ

ん
も
分
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

説
明
し
た
か
っ
た
の
は
、
み
な
さ
ん
の
頭
の
中
に
描
い
て
も
ら

っ
た
絵
の
中
で
、
私
た
ち
は
知
性
、
理
性
を
使
っ
て
身
体
的
な
意

識
が
真
実
を
つ
か
め
れ
ば
、
潜
在
意
識
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
超
意

識
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
う
見
て
い
く
と
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
が
い
ろ
い
ろ
研
究

し
て
編
み
出
し
た
メ
ソ
ッ
ド
の
中
で
も
重
要
な
も
の
が
、
身
体
的

行
動
の
メ
ソ
ッ
ド
に
な
り
ま
す
。

こ
の
メ
ソ
ッ
ド
を
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
弟
子
た
ち
が
、
さ

ら
に
研
究
し
続
け
て
い
き
ま
す
。
身
心
変
容
を
は
っ
き
り
と
体
現

し
た
の
が
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
と
い
う
弟
子
で
す
。
彼
は
ビ
オ
メ
ハ

ニ
カ
と
い
う
メ
ソ
ッ
ド
を
編
み
出
し
た
人
で
す
。

彼
の
メ
ソ
ッ
ド
は
ほ
ぼ
九
〇
％
が
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の

や
っ
て
き
た
こ
と
と
一
緒
で
す
が
、
使
っ
て
い
る
用
語
が
少
し
違

い
ま
す
。
コ
ク
ラ
ン
と
い
う
科
学
者
が
、
人
の
中
に
は
同
時
に
二

つ
の
意
識
が
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
創
造
す
る
意
識
、

も
う
一
つ
は
、
そ
の
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
て
い
る
意
識
。

メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
は
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
い

う
科
学
者
の
研
究
も
参
考
に
し
ま
す
。
先
ほ
ど
ベ
ル
ナ
ー
ル
先
生

が
発
表
さ
れ
た
、
体
と
い
う
の
は
意
識
よ
り
も
は
る
か
に
早
く
反

応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ジ
ェ
イ
ム
ズ
も
言
っ
て
い
ま
す
。
三

〇
分
ぐ
ら
い
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ベ
ル
ナ
ー
ル
先
生
は
発
表
さ

れ
た
の
で
、
や
は
り
、
そ
れ
は
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
み
な
さ

ん
も
納
得
が
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
と
き
に
新
宿
駅
に
行
き
ま
す
。
脳
で

考
え
な
が
ら
、
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
歩
い
て
い
た
ら
、
新
宿
駅

で
は
歩
け
ま
せ
ん
。
実
際
に
、
実
験
と
し
て
私
は
や
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
考
え
な
が
ら
、
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
歩
い
て
み

る
と
、
反
応
が
遅
い
で
す
か
ら
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
あ
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の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
中
で
、
も
の
す
ご
い
人
が
行
き
交
っ
て
い

る
の
に
誰
も
ぶ
つ
か
り
ま
せ
ん
。
何
千
人
と
い
う
人
が
同
時
に
動

い
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
繊
細
に
、
デ

リ
ケ
ー
ト
に
歩
い
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
話
に
戻
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー

の
研
究
を
、
さ
ら
に
続
け
た
人
に
ミ
ハ
イ
ル
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
が
い

ま
す
。
彼
は
作
家
ア
ン
ト
ン
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
甥
で
す
。
メ
イ
エ

ル
ホ
リ
ド
も
ミ
ハ
イ
ル
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
も
俳
優
で
し
た
が
、
ミ
ハ

イ
ル
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。
ミ

ハ
イ
ル
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ
て
活
動
し
、
そ
の

後
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
活
動
を
続
け
て
、
ア
メ
リ
カ
で
最
高
の

ア
ク
タ
ー
ズ
ス
タ
ジ
オ
を
創
立
し
た
一
人
に
な
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
研
究
を
続
け
た
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
弟
子
の

一
人
に
ワ
フ
タ
ン
ゴ
フ
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
彼
は
即
興
、
イ
ン

プ
ロ
ビ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
す
ご
く
研
究
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
ふ
う

に
し
て
、
さ
ら
に
何
人
か
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム

を
発
展
さ
せ
て
研
究
を
続
け
た
弟
子
た
ち
が
い
ま
し
た
。

メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
や
ミ
ハ
イ
ル
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
、
さ
ら
に
ド
イ

ツ
の
ブ
レ
ヒ
ト
な
ど
の
演
劇
活
動
家
た
ち
は
、
な
ぜ
か
東
洋
の
演

劇
、
芸
術
に
す
ご
く
注
目
し
ま
す
。

何
年
か
前
に
『
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
と
ヨ
ー
ガ
』
と
い
う
本

の
日
本
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
（
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
カ
ッ
ス

キ
ー
、
堀
江
新
二
訳
、
未
来
社
、
二
〇
一
五
年
）。
非
常
に
興
味
深
い

本
で
す
。
当
時
の
芸
術
家
た
ち
が
、
な
ぜ
日
本
や
中
国
、
イ
ン
ド

な
ど
東
洋
の
文
化
に
興
味
を
持
っ
た
の
か
。
彼
ら
は
い
ろ
い
ろ
な

芸
術
活
動
の
中
で
、
東
洋
的
な
文
化
を
模
索
し
続
け
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
も
、
そ
こ
は
長
年
、
す
ご
く
謎
で
し
た
。
私
自
身

が
日
本
で
い
ろ
い
ろ
な
劇
団
と
一
緒
に
活
動
す
る
ま
で
、
や
は
り

そ
こ
は
謎
で
、
日
本
で
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
う
い

う
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
私
た
ち
も
狂
言
や
能
と
い
う
も
の
を
研
究
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
い
ま
私
た
ち
の
劇
団
で
は
身
心
統
一
合
気
道
の
訓
練
も
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
訓
練
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
俳
優
た
ち
が
ど
う

変
化
し
て
き
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
学
べ
ま
す
。

残
念
な
が
ら
中
国
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
私
は
分
か

ら
な
い
で
す
け
れ
ど
、
日
本
の
芸
術
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
や
は
り
日
本
の
伝
統
芸
能
は
、
舞
踊
な
ど

も
そ
う
で
す
が
、
体
の
使
い
方
に
、
も
の
す
ご
く
注
意
を
払
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
で
す
。
お

能
の
姿
勢
と
狂
言
の
姿
勢
は
違
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
と
舞
踊
や
舞

の
体
の
使
い
方
。

つ
い
最
近
、
ロ
シ
ア
公
演
か
ら
戻
っ
て
き
た
ば
か
り
で
す
が
、
モ

ス
ク
ワ
音
楽
院
の
ホ
ー
ル
で
『
陰
陽
師
』
と
い
う
音
楽
劇
の
公
演

を
し
て
き
ま
し
た
。
夢
枕
獏
さ
ん
の
作
品
を
音
楽
劇
に
し
た
も
の

で
す
。
音
楽
を
作
曲
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
東
京
藝
術
大
学
の
副

学
長
だ
っ
た
松
下
功
先
生
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
松
下
先
生
は
最

近
（
二
〇
一
八
年
九
月
一
六
日
）
亡
く
な
ら
れ
て
、
そ
の
追
悼
公
演

と
い
う
か
た
ち
で
今
回
、
モ
ス
ク
ワ
で
公
演
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
七
人
の
役
者
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
一
人
は

狂
言
の
よ
う
な
か
た
ち
で
演
じ
る
。
も
う
一
人
は
、
お
能
の
か
た

ち
で
演
じ
る
。
も
う
一
人
は
歌
舞
伎
の
よ
う
な
か
た
ち
。
一
人
女

優
が
い
て
、
彼
女
は
舞
と
い
う
舞
踊
の
様
式
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

ほ
か
の
三
人
は
黒
子
と
し
て
、
背
景
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
表
す
。
そ

し
て
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
し
ま
し
た
。
非
常

に
面
白
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

見
て
い
る
お
客
さ
ん
か
ら
も
、
と
て
も
高
い
評
価
を
得
ら
れ
た
、

実
験
的
な
作
品
に
な
り
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
が
高
く
評
価
し
た
の

は
、
舞
台
上
の
俳
優
か
ら
出
て
く
る
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ

で
し
た
。

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
、
人
が
生
活
し
て
い
く
上
で
三
つ
の

大
き
な
エ
ン
ジ
ン
が
必
要
で
、
こ
れ
は
常
に
発
達
さ
せ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
つ
と
い
う
の
は
、
知
恵
と

意
思
と
感
情
で
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
生
き
る
プ
ロ
セ
ス
を
支

え
て
く
れ
る
三
つ
の
エ
ン
ジ
ン
に
な
り
ま
す
。

こ
の
三
つ
の
エ
ン
ジ
ン
を
常
に
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
、
私
た

ち
に
と
っ
て
は
重
要
な
課
題
に
な
り
ま
す
。
こ
の
三
つ
は
お
互
い

密
接
に
関
わ
り
合
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
活
性
化
さ

せ
る
か
、
覚
醒
さ
せ
る
か
。
こ
の
三
つ
の
エ
ン
ジ
ン
が
ち
ゃ
ん
と

起
動
し
、
ち
ゃ
ん
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
よ
う
に
な
る
た
め
の
い

ろ
い
ろ
な
練
習
方
法
を
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
編
み
出
し
て
い

ま
す
。

活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
一

番
効
果
的
で
単
純
な
や
り
方
は
、
肉
体
と
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
あ

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
に
い
ろ
い

ろ
と
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
非
常
に
単
純
な
肉
体
訓

練
な
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
人
間
に
と
っ
て
宇
宙
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
も
言
え
る
意
思
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
ど
う
や
っ
た
ら
活
性
化
で

き
る
の
か
、
と
い
う
訓
練
で
す
。

意
思
の
力
と
言
っ
た
と
き
に
、
ふ
だ
ん
い
ろ
い
ろ
と
大
き
な
誤

解
が
あ
り
ま
す
。
頑
張
る
と
い
う
の
は
意
思
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我

慢
す
る
こ
と
も
意
思
と
は
違
い
ま
す
。
意
思
と
い
う
の
は
、
人
間

が
大
き
な
欲
求
、
欲
望
を
持
っ
た
と
き
に
は
た
ら
き
ま
す
。

も
っ
と
も
分
か
り
や
す
い
の
は
人
が
恋
に
落
ち
て
い
る
と
き
で

す
。
そ
の
と
き
は
、
意
思
が
も
の
す
ご
く
発
揮
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、

人
生
で
恋
に
落
ち
る
こ
と
は
、
そ
う
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、

そ
う
い
う
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
ふ
だ
ん
の
生
活
で
私
た
ち
は

な
か
な
か
使
い
こ
な
せ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
と
感
情
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
、
人
間
は
な
か
な
か
活
性
化
で

き
ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
説
明
し
ま
し
た
、
全
意
識
の
一
〇
％
の
中
で

し
か
、
私
た
ち
は
ふ
だ
ん
生
き
て
い
ま
せ
ん
。

あ
ら
ゆ
る
芸
術
に
は
二
つ
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
の
機

能
は
、
人
の
意
識
を
浄
化
す
る
こ
と
で
す
。
人
間
は
、
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
、
悔
し
さ
や
悲
し
み
や
苦
し
み
と
い
う
も
の
が
意
識
の
中

に
だ
ん
だ
ん
た
ま
っ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
が
た
ま
っ
た

ま
ま
に
な
る
と
病
気
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
時

代
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
な
の
で
、
古

代
ギ
リ
シ
ャ
で
は
カ
タ
ル
シ
ス
と
い
う
も
の
が
必
要
だ
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
カ
タ
ル
シ
ス
と
い
う
の
は
浄
化
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
意
識
の
中
に
た
ま
っ
て
し
ま
っ
た
悲
し
み
や
悔
し

さ
と
い
っ
た
も
の
を
浄
化
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。芸

術
の
重
要
な
機
能
の
二
つ
目
は
、
意
識
に
大
き
な
栄
養
を
与

え
る
こ
と
で
す
。
た
だ
、
普
通
の
人
は
、
意
識
に
は
ど
う
い
う
栄

養
が
必
要
な
の
か
を
知
り
ま
せ
ん
。
意
識
は
、
あ
る
一
つ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
し
か
栄
養
と
し
て
受
け
入
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
い
う
の
は
感
情
で
す
。
ほ
か
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
意
識
の
栄
養

に
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
考
え
て
い
く
と
、
ふ
だ
ん
私
た
ち
の
意
識
と
い
う
の
は
栄
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養
が
足
ら
な
い
、
飢
え
て
い
る
状
態
か
、
あ
る
い
は
悪
い
感
情
を

栄
養
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
見
え
て
き
ま
す
。
飢

え
た
意
識
は
、
そ
の
ま
ま
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
か
、
最
悪
だ
と

死
ん
だ
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
芸
術
の
機
能
を
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
考
慮
し
、

あ
ら
ゆ
る
芸
術
が
人
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す
、
何

か
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
機
能
を

果
た
す
た
め
に
研
究
を
続
け
て
い
き
ま
し
た
。

私
自
身
も
三
五
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
ロ
シ
ア
や
ア
メ
リ
カ
や

日
本
の
俳
優
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
、
人
の
中
に
あ
る
創
造
的
な

プ
ロ
セ
ス
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
研
究
し
続
け

て
い
ま
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
私
に
と
っ
て
も
非
常
に
ア

ク
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
も
い
ま
ま
で
、
身
心

変
容
技
法
を
研
究
し
な
が
ら
進
ん
で
き
た
と
も
言
え
ま
す
。

鎌
田
先
生
が
最
初
の
ほ
う
で
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
人
間

の
持
っ
て
い
る
悪
い
部
分
を
ど
う
や
っ
て
プ
ラ
ス
に
変
え
て
い
っ

た
ら
い
い
の
か
。
こ
れ
は
日
常
生
活
で
も
よ
く
目
に
す
る
こ
と
で
、

い
ま
世
の
中
は
と
て
も
危
険
な
状
態
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

現
代
社
会
で
は
、
私
た
ち
の
意
識
は
と
て
も
無
防
備
な
状
態
に

あ
り
ま
す
。
情
報
過
多
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
わ
れ
わ
れ
の
意
識

を
い
ろ
い
ろ
な
波
、
周
波
が
突
き
抜
け
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
中

で
、
自
分
た
ち
の
意
識
を
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い
く
か
。
あ
る
い

は
、
意
識
を
ど
う
調
律
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
が
、
す

ご
く
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
私
は
東
京
で
活
動
し
な
が
ら
、
い

ま
言
っ
た
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と
研
究
し
て
い

ま
す
。

も
う
一
つ
、
す
ご
く
重
要
な
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た
い
の
で
す

が
、
も
し
か
し
た
ら
こ
れ
は
ベ
ル
ナ
ー
ル
さ
ん
の
今
後
の
研
究
対

象
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
共
同
研
究
者
に
ネ
ミ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ダ

ン
チ
ェ
ン
コ
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
。
彼
自
身
も
偉
大
な
作
品
を

残
し
た
芸
術
家
で
し
た
。
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
、
自
分
の
シ

ス
テ
ム
を
長
年
研
究
し
て
三
つ
の
メ
ソ
ッ
ド
を
編
み
出
し
ま
す
が
、

ネ
ミ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ダ
ン
チ
ェ
ン
コ
が
研
究
し
て
編
み
出
し
た
メ
ソ

ッ
ド
は
一
つ
だ
け
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
非
常
に
面
白
い
結
果

を
も
た
ら
す
メ
ソ
ッ
ド
で
し
た
。
彼
の
メ
ソ
ッ
ド
は
「
身
体
的
自

己
感
覚
の
メ
ソ
ッ
ド
」
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
自
身
、
ロ
シ

ア
や
ア
メ
リ
カ
で
指
導
し
て
み
た
の
で
す
が
、
非
常
に
難
し
い
も

の
で
し
た
。
人
間
の
持
っ
て
い
る
、
あ
る
感
覚
を
一
瞬
で
変
え
る

ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
む
の
は
、
す
ご
く
難
し
い
。

た
だ
、
三
、
四
年
前
、
日
本
で
活
動
し
て
い
た
と
き
に
、
私
に

と
っ
て
大
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
文
化
の
特
徴
で
あ

る
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
す
。
日
本
語
に
は
、
擬
音
語
、
擬
態
語
が
あ
り

ま
す
。
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
、
日
本
人
は
体
の
感
覚
が
す
ぐ
に
捉
え
ら

れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
は
、
こ
れ
を
す
ご
く
使
っ

て
い
る
よ
う
に
私
は
思
い
ま
す
。「
こ
と
こ
と
煮
る
」
と
い
う
だ
け

で
何
か
分
か
り
ま
す
ね
。「
こ
と
こ
と
」「
こ
そ
こ
そ
」
と
言
う
だ

け
で
日
本
人
は
何
か
分
か
る
。
こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
の
文
化
独
特

の
も
の
で
あ
っ
て
、
ほ
か
の
文
化
に
は
な
い
、
さ
ら
に
、
ほ
か
の

文
化
の
先
を
行
っ
て
い
る
特
徴
で
す
。

最
後
に
も
う
一
つ
、
今
日
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
こ
と
を
話
し

ま
す
。
私
た
ち
は
『
古
事
記
』
を
儀
式
劇
と
し
て
舞
台
化
し
ま
し

た
。
こ
の
作
品
は
二
度
、
モ
ス
ク
ワ
で
公
演
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
鎌
田
先
生
の
訳
を
台
本
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
非
常
に

ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク
な
美
し
い
現
代
語
訳
で
す
。

こ
の
儀
式
の
際
に
、
俳
優
た
ち
は
、
ほ
ぼ
二
時
間
、
あ
ぐ
ら
を

か
き
っ
ぱ
な
し
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
は
、
舞

台
上
で
、
ま
さ
に
瞑
想
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
見
た
ロ
シ
ア
の
お
客
さ
ん
た
ち
は
、
非
常
に
不
思
議
な

体
験
を
し
た
そ
う
で
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
そ
こ
の

劇
場
空
間
が
、
も
の
す
ご
く
浄
化
さ
れ
た
よ
う
な
感
覚
や
、
子
ど

も
の
よ
う
な
純
真
な
善
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
舞
台
か
ら
客
席
に
流
れ

て
来
る
よ
う
な
感
覚
が
あ
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
が
私
に
と
っ
て
、
身
心
変
容
状
態
の
も
っ
と
も
分
か
り
や

す
い
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
偉
大
な
古
代

神
話
が
み
な
さ
ん
の
国
に
あ
る
こ
と
が
、
私
は
う
れ
し
い
で
す
。

も
う
一
つ
、
私
に
は
次
の
大
き
な
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
紫

式
部
の
『
源
氏
物
語
』
を
舞
台
化
す
る
こ
と
で
す
。
み
な
さ
ん
が

持
っ
て
い
る
「
も
の
の
あ
わ
れ
」
と
い
う
感
覚
が
、
ど
う
い
う
も

の
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
も
っ
と
も
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
、
俳
優
と
い
う
生
き
た
存
在
で
創
造
活
動
す
る
人
が
表
現
で

き
る
舞
台
を
つ
く
っ
て
み
た
い
。
こ
の
創
作
活
動
は
、
ま
さ
に
身

心
変
容
を
実
験
し
て
い
く
よ
う
な
、
非
常
に
難
し
い
け
れ
ど
も
面

白
い
活
動
に
な
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
『
超
訳　

古
事
記
』

と
い
う
の
を
ミ
シ
マ
社
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
出
し
ま
し
た
。
そ
れ

を
も
と
に
し
て
、
儀
式
劇
、
詩
劇
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
ア
ニ
シ

モ
フ
さ
ん
が
演
劇
に
つ
く
り
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
を
モ
ス
ク
ワ
と
ノ
ブ
ゴ
ロ
ド
市
の
二
カ
所
で
、
こ
の
一
一
月
に

上
演
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
会
場
は
、
一
つ
の
浄
化
さ
れ

た
空
間
の
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
天
岩
戸
開
き
が
最
後
の
場
面
に

な
る
の
で
、
ま
さ
に
天
岩
戸
開
き
と
な
り
、
ぱ
あ
っ
と
光
が
差
し

込
ん
で
く
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。
死
と
再

生
で
す
ね
。
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
の
お
話
の
中
で
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ

ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
が
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
身
心
変
容
に
演
劇
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
応
え
て
い
く
の
か
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

何
人
か
の
お
弟
子
さ
ん
た
ち
の
業
績
も
、
そ
れ
を
元
に
展
開
し
て

い
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
演
劇
活
動
の
中
心
を
な
し
て
き
た
ア
ク
タ

ー
ズ
ス
タ
ジ
オ
の
シ
ス
テ
ム
も
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う

話
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
ア
ニ
シ
モ
フ

さ
ん
は
最
前
線
の
演
劇
活
動
を
、
日
本
で
東
京
ノ
ー
ヴ
イ
・
レ
パ

ー
ト
リ
ー
シ
ア
タ
ー
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
実
験
を
試
み
て
い
ま
す
。『
古
事
記
』
を
使
っ
た
り
『
陰

陽
師
』
を
使
っ
た
り
、『
源
氏
物
語
』
を
使
っ
た
り
す
る
中
で
、
日

本
語
の
面
白
さ
と
不
思
議
を
実
感
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

先
ほ
ど
、
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
が
「
こ
と
こ
と
」
と
言
っ
た
ら
笑

い
声
が
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
日
本
語
に
は
本
当
に
た
く
さ
ん
オ

ノ
マ
ト
ペ
、
擬
態
語
、
擬
声
語
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
擬
態
語
、
擬

声
語
は
、
実
は
日
本
人
に
と
っ
て
、
言
霊
と
い
う
思
想
と
結
び
つ

い
て
い
る
ん
で
す
ね
。
言
霊
と
言
う
と
言
葉
の
霊
性
的
感
覚
で
す

が
、
擬
態
語
は
、
も
の
の
気
配
の
感
覚
で
す
。「
し
と
し
と
と
雨
が

降
っ
て
い
る
」
と
い
う
と
、
そ
れ
は
も
の
の
あ
わ
れ
と
い
う
か
、
情

緒
を
伴
う
も
の
の
動
き
を
示
し
ま
す
。
ぴ
ん
ぴ
ん
と
か
、
る
ん
る

ん
と
か
、
が
ん
が
ん
と
か
、
そ
の
も
の
の
状
態
と
心
の
状
態
の
あ

わ
い
を
、
う
ま
く
言
葉
の
響
き
で
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。
言
葉
の
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バ
ン
ド
エ
イ
ド
み
た
い
な
、
も
の
の
状
態
と
人
間
の
心
の
状
態
を
、

ぴ
た
っ
と
く
っ
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
心
の
中
に
、

た
と
え
ば
、
し
ん
し
ん
と
降
り
積
も
っ
て
く
る
感
覚
を
、
ま
さ
に

も
の
の
あ
わ
れ
を
知
る
感
覚
を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
が

オ
ノ
マ
ト
ペ
に
あ
る
と
い
う
の
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
新
し
い
視

点
と
視
座
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
次
に
、
中
国
の
張
明
亮
老
師
の
「
五
臓
の
音
符
」
と

い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
付
き
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。『
五
臓

の
音
符
』
に
つ
い
て
は
、
本
が
出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
で
、
序
文

を
私
が
書
き
、
解
説
を
身
心
変
容
技
法
研
究
会
分
担
研
究
者
の
東

京
大
学
医
学
部
助
教
の
稲
葉
俊
郎
さ
ん
が
書
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
拍
手
を
も
っ
て
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

基
調
講
演
３

五
臓
の
音
符
と
身
心
変
容
技
法

張
明
亮

こ
ん
に
ち
は
。
私
が
こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん
に
お
話
し
し
た
い
の

は
「
五
臓
の
音
符
」
で
す
。
こ
れ
は
臓
腑
の
音
楽
で
す
。

こ
の
本
に
つ
い
て
少
し
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
語
版
で
は
、
私
の
第
三
冊
目
の
本
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
本
は
、
私
に
と
っ
て
は
中
国
で
初
め
て
出
版
し
た
本
で
、
二
〇

一
〇
年
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
本
は
、
気
功
の
本
ら
し
く
な

く
、
具
体
的
な
方
法
が
内
容
に
な
っ
て
は
い
な
い
か
の
よ
う
な
書

名
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
が
な
ぜ
中
国
で
こ
の
本
を
第
一
作
と
し
た
か
と
言
い
ま
す
と
、

中
国
人
に
と
っ
て
は
、
第
一
作
は
、
そ
の
作
者
を
代
表
す
る
も
の

で
あ
り
、
作
者
の
レ
ベ
ル
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が

あ
る
か
ら
で
す
。
一
冊
目
は
、
実
は
、
私
は
ド
レ
ミ
が
分
か
る
人

間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
音
楽
と
関
係
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
中
に
書
い
た
内
容
は
、
ま
さ
に
気
功
の
深
い

境
地
で
す
。

先
ほ
ど
、
ア
ニ
シ
モ
フ
先
生
の
お
話
を
伺
っ
て
、
私
は
い
ろ
い

ろ
な
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。
教
授
は
芸
術
家
で
あ
ら
れ
ま
す
。
お

話
を
伺
い
な
が
ら
、
私
が
小
さ
い
こ
ろ
、
中
医
学
を
学
ん
だ
と
き

に
習
っ
た
言
葉
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

中
国
の
古
代
の
文
化
は
、
だ
い
た
い
四
つ
の
段
階
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
第
一
は
術
、
技
術
で
す
。
第
二
は
学
、
学
問
で

す
。
第
三
は
芸
、
芸
術
で
す
。
そ
し
て
、
最
高
の
レ
ベ
ル
は
道
（
タ

オ
・TA

O

）
で
す
。
こ
の
中
医
学
を
学
ん
で
い
た
と
き
に
学
ん
だ

言
葉
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。
即
ち
す
べ
て
の
技
術
が
高
い
レ

ベ
ル
に
到
達
し
た
と
き
、
そ
れ
が
道
な
の
で
す
。
練
功
を
し
て
い

る
人
は
道
の
境
地
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
実
は
多
く

の
芸
術
家
は
、
道
の
域
に
到
達
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
技
術
を
一
歩
一
歩
高
め
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら
見

る
と
、
芸
術
家
が
到
達
し
た
も
っ
と
も
高
い
境
地
は
、
大
師
（
大

家
・
巨
匠
）
と
言
わ
れ
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
か
、
さ
も
な
く
ば
、
私

た
ち
一
般
人
と
は
違
う
、
精
神
に
病
を
来
し
た
人
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
先
ほ
ど
ア
ニ
シ
モ
フ
教
授
が
お
話
し
さ
れ
た
、
創
作

と
い
う
観
点
に
お
い
て
の
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
練
功
も
、
以
前

は
武
功
と
も
、
武
芸
と
も
言
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
今
日
、
み

な
さ
ん
に
お
話
し
す
る
、
こ
の
本
の
具
体
的
な
内
容
は
、
私
自
身

は
芸
術
は
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
芸
術
と
関
係
が
あ
る
と
言

っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
に
、
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
の
は
、
こ
れ
か
ら
私

が
話
す
の
は
、
非
常
に
具
体
的
な
技
術
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
一
時
間
を
使
っ
て
、
み
な
さ
ん
に
一
つ
の
歌
を
覚
え
て
い
た
だ

き
ま
す
。
そ
の
歌
詞
は
二
文
字
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
一
緒

に
カ
ラ
オ
ケ
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
の
具
体
的
な
技
術
に
つ
い
て
話
す
前
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に

行
う
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
み
な
さ
ん
に
少
し
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
中
医
学
、
気
功
学
は
、
そ
の
具
体
的
な
技
術
が
、
背

後
に
あ
る
思
想
を
支
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
鍼
灸
は
、
最
終
的

に
は
鍼
道
に
な
り
、
医
学
も
医
道
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
修
行

も
修
道
に
な
り
ま
す
。

必
ず
一
つ
、
も
っ
と
も
具
体
的
な
技
術
が
あ
り
、
そ
し
て
、
そ

の
後
ろ
に
は
主
と
な
る
マ
ク
ロ
的
な
理
論
が
あ
る
の
で
す
。
も
っ

と
も
大
き
な
レ
ベ
ル
と
も
っ
と
も
小
さ
な
レ
ベ
ル
、
そ
の
両
者
が

あ
る
の
で
す
。
私
が
今
日
紹
介
す
る
の
は
、
小
さ
な
レ
ベ
ル
の
具

体
的
な
操
作
方
法
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
ろ
に
あ
る
考
え
方
に

関
し
て
、
簡
単
な
説
明
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
国
の
文
化
は
、
主
に
人
の
研
究
を
中
心
と
し
た
人
間
の
文
化

と
言
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
外
の
こ
と
に
関
し
て
も
研
究
し
ま

す
が
、
そ
れ
は
、
私
自
身
と
関
係
が
あ
る
か
ら
研
究
す
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
研
究
の
主
な
対
象
は
人
間
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。
よ
く
私
が
ク
ラ
ス
の
中
で
み
な
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
で
も

あ
り
、
ま
た
今
回
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
教
授
が
お
話
し
さ
れ
た
内
容

に
も
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
中
国
の
医
学
や
中
国
の
文

化
が
研
究
し
て
い
る
対
象
は
生
き
て
い
る
人
で
す
。
で
す
か
ら
、
中

医
学
の
中
で
は
解
剖
学
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
ん
な
に
重
要

で
は
な
い
の
で
す
。
重
要
な
の
は
、
こ
の
生
命
と
は
何
で
あ
る
か
、

そ
の
認
識
で
す
。

人
の
生
命
と
い
う
の
は
、
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
つ
は
、
私
た
ち
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
形
の
あ
る
も
の
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
私
た

ち
の
精
神
や
感
情
や
考
え
方
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
を
「
神
」

と
い
う
字
を
用
い
て
表
現
し
ま
す
。
こ
の
「
神
」
の
レ
ベ
ル
に
は
、

潜
在
意
識
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

体
と
精
神
、
こ
の
二
者
に
対
し
て
は
、
み
な
さ
ん
、
す
ぐ
理
解

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
大
事
な
の
は
、
中
国
の
文
化

で
は
、
生
命
と
は
精
神
と
肉
体
を
高
度
に
融
合
し
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
誰
が
、
何
が
そ
れ
を
融
合
さ
せ
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
例
え
ば
、
左
手
を
体
と
し
ま
す
。
右

手
が
精
神
だ
と
し
ま
す
。
こ
れ
を
高
度
に
融
合
さ
せ
る
と
、
ど
の

よ
う
な
状
態
に
な
る
か
。
多
く
の
人
は
こ
う
だ
と
、
も
し
く
は
こ

う
だ
（
手
を
合
わ
せ
た
り
組
ん
だ
り
す
る
）
と
い
う
よ
う
に
考
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
融
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
左
手
は

左
手
で
す
。
右
手
は
や
は
り
右
手
で
す
。
中
国
の
文
化
の
中
で
は
、

私
た
ち
の
生
命
は
、
実
は
こ
の
音
に
相
当
す
る
も
の
な
の
で
す
。
こ

の
音
は
、
左
手
が
な
か
っ
た
ら
出
ま
せ
ん
。
右
手
が
な
か
っ
た
ら

こ
の
よ
う
に
響
か
な
い
で
す
。
左
手
、
右
手
が
あ
る
だ
け
で
は
、
こ

の
音
は
発
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
こ
れ
で
は
音
は
出
な
い
で
す
。
こ
れ
で
も
音
は
な
い
。

こ
れ
で
も
な
い
。（
両
手
、
両
腕
を
交
差
さ
せ
る
動
き
を
す
る
）
両
手

を
、
音
が
出
る
よ
う
な
す
べ
て
の
条
件
、
例
え
ば
、
方
向
、
力
な
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ど
を
総
合
し
た
と
き
、
音
が
発
生
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
一

つ
の
名
前
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
気
」
と
言
う
の
で
す
。
左

手
、
右
手
を
融
合
さ
せ
る
す
べ
て
の
条
件
を
「
気
」
と
い
い
ま
す
。

そ
し
て
、
中
国
人
は
こ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。
生
命
が
終
わ
る

と
き
、
体
、
肉
体
は
そ
こ
に
ま
だ
存
在
し
て
い
ま
す
。
精
神
も
存

在
し
ま
す
。
亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
肉
体
と
精
神
が
分

離
し
た
状
態
で
す
。
肉
体
と
精
神
の
二
者
を
一
緒
に
す
る
条
件
が

気
で
あ
る
の
で
す
か
ら
。
こ
の
二
者
が
分
離
し
て
し
ま
う
と
、「
気
」

に
問
題
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
国
人
の
言
葉
の
中
で
、
亡
く
な
る
こ
と
を
「
気
が
な
く
な
っ

た
」
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
人
と
生
き
て
い
る

人
の
差
は
「
気
」
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。
胃
も
、
肝
臓
も
、
脳
も

問
題
は
な
い
、
欠
け
て
い
る
の
は
「
気
」
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
中
国
の
医
学
は
気
の
考
え
が
核
心
と
な
る
医
学
で

あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
中
国
の
す
べ
て
の
鍛
錬
方

法
は
、
気
を
核
心
の
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
悩
み
や
疾
病
な
ど
健

康
に
問
題
が
表
れ
る
主
な
原
因
は
、
体
で
は
な
く
、
精
神
で
も
な

く
、
体
と
精
神
の
間
の
関
係
に
問
題
が
生
じ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
理
論
の
も
と
に
、
気
の
功
夫
（
鍛
錬
方
法
）、
気
の

医
学
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
中
医
学
で
す
。
中
医
学
の
核
心
の
内

容
は
気
で
す
。
例
え
ば
、
鍼
灸
で
す
が
、
鍼
は
、
神
経
や
血
管
を

刺
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
中
に
流
れ
る
気
に
影
響
を

与
え
て
い
る
の
で
す
。
言
葉
を
変
え
て
い
う
な
ら
ば
、
体
と
精
神

の
関
係
を
調
整
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
が
、
中
医
学
、
気
功
、
中

国
の
伝
統
的
な
文
化
に
お
け
る
生
命
に
対
す
る
考
え
方
で
す
。

私
が
い
ま
言
っ
た
の
は
、
ど
う
い
う
意
味
だ
っ
た
か
、
ち
ょ
っ

と
横
の
人
と
話
し
合
っ
て
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
終
わ

っ
て
か
ら
、
話
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ワ
ー
ク
）

三
〇
秒
た
ち
ま
し
た
の
で
、
続
け
ま
す
。
五
臓
の
音
符
に
つ
い

て
話
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
別
に
「
峨
眉
五
臓
小
煉
形
」
と
い
う
名

前
が
あ
り
ま
す
。
中
国
の
四
川
省
の
峨
眉
山
の
、
仏
教
の
寺
院
で

伝
承
さ
れ
て
き
た
方
法
で
す
。

こ
の
音
符
の
中
で
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
こ
の
三
つ

の
字
な
の
で
す
が
、
ま
ず
発
声
さ
れ
る
も
の
、「
声せ

い

」
で
す
。
中
国

語
の
中
で
は
、
こ
の
「
声
」
と
「
音お

ん

」
と
い
う
の
は
違
う
意
味
で
す
。

こ
の
あ
と
で
ま
た
説
明
し
ま
す
。
三
つ
目
が
、「
楽
」、
音
楽
で
す
。

こ
の
「
声
」
は
、「
聲
」
が
繁
体
字
で
す
。
こ
ち
ら
は
「
磬け

い

」
で

す
。
こ
れ
が
「
聲
」
の
語
源
で
す
。
こ
の
「
磬
」
は
、
楽
器
で
す
。

最
初
は
、
石
で
つ
く
ら
れ
た
楽
器
だ
っ
た
の
で
、
石
の
字
が
あ
り

ま
す
が
、
石
製
や
玉
製
で
し
た
。
そ
の
後
、
仏
教
の
寺
院
で
は
銅

で
つ
く
ら
れ
た
も
の
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
日

で
も
、
僧
侶
は
読
経
の
と
き
に
こ
れ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
磬

は
、
と
て
も
大
事
な
楽
器
で
す
。

「
聲
」
は
下
に
耳
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
声
は
、
発
生
し
た
音
声
で

あ
り
耳
に
聞
こ
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
振

動
、
波
動
で
す
。
物
理
的
な
も
の
で
す
。
あ
な
た
が
聞
い
て
も
聞

か
な
く
て
も
、
そ
れ
は
存
在
す
る
も
の
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
私
が
こ
こ
で
、「
ア
ー
」
と
言
い
ま
す
と
、
あ
な
た

が
寝
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
音
は
あ
な
た
の
耳
の
中
に
変
わ
ら

ず
存
在
す
る
の
で
す
。
こ
れ
は
物
理
的
な
も
の
で
す
。
体
に
振
動

を
発
生
さ
せ
る
と
、
も
ち
ろ
ん
周
り
に
い
る
人
、
周
り
の
物
に
も

振
動
を
与
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
原
始
的
な
振
動
を
「
声
」
と
呼

び
ま
す
。

次
に
、
音お

ん

の
言
葉
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
中
国
語
で
は
、
声せ
い

と

音お
ん

は
意
味
が
違
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
音
」
と
い
う
字
で
す
。
こ
れ

は
「
言
」
と
い
う
字
で
す
。
こ
の
二
つ
の
文
字
に
は
関
係
が
な
い

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
（
音
と
言
の
篆
書
体
）
を
見
て
く
だ
さ

い
。
ほ
ぼ
同
じ
で
す
ね
。

こ
れ
は
、「
言
」
で
す
。
私
た
ち
の
言
葉
は
、
心
を
表
現
し
た
も

の
で
す
。
音
楽
の
「
音
」
に
こ
の
字
を
使
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
私

た
ち
の
心
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
昔
の
人
は
、「
音
」

は
、
た
く
さ
ん
の
「
声
」
が
集
ま
っ
て
、
並
ん
で
リ
ズ
ム
を
伴
っ

て
で
き
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、（
手
を
一
回
叩

く
）
い
ま
の
は
「
声
」
で
す
。
こ
の
声
が
た
く
さ
ん
つ
な
が
っ
て

い
く
と
「
音
」
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、「
音
」
に
は
リ
ズ
ム
と
旋

律
が
あ
り
ま
す
。
リ
ズ
ム
と
旋
律
は
、
私
た
ち
人
間
に
対
す
る
作

用
と
し
て
、
振
動
以
外
に
、
私
た
ち
の
精
神
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。

中
医
学
の
古
代
の
書
物
の
中
に
、「
音
楽
は
直
接
、
私
た
ち
の
精

神
、
心
に
入
る
も
の
で
あ
る
」
と
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
音

楽
家
、
芸
術
家
が
最
終
的
に
道
の
境
地
に
到
達
で
き
る
の
も
、
こ

の
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
見
る
と
、「
音
」

は
「
心
」
と
関
係
が
あ
る
の
で
す
。

そ
の
次
の
「
楽
」
は
、
先
ほ
ど
の
「
声
」
と
「
音
」
が
混
然
一

体
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
た
く
さ
ん
の
楽
器
も
そ
の
中
に
含
ま
れ

ま
す
。
そ
れ
ら
が
融
合
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
繁
体
字
の
「
樂
」
と
い
う
字
で
す
。
漢
字
の
解
説
に

は
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
説
明
し
た
と
し

て
も
、
と
て
も
複
雑
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
糸

で
す
。
真
ん
中
に
何
か
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
木
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
に
は
楽
器
が
あ
り
ま
す
。
複
雑
な
構
造
を
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

簡
単
に
言
う
と
、
ど
の
音
楽
で
あ
っ
て
も
、
楽
器
が
あ
り
、
楽

譜
が
あ
り
、
演
奏
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
当
然
複
雑
な
内
容

が
そ
こ
に
含
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
人
の
も
っ
と
も
複
雑
な
レ
ベ

ル
は
、
私
た
ち
の
精
神
、
私
た
ち
の
心
で
す
。
で
す
か
ら
、
複
雑

な
音
楽
を
も
っ
て
複
雑
な
人
に
対
応
さ
せ
る
の
で
す
。

こ
れ
は
、
漢
字
の
「
薬
」
で
す
。
こ
の
下
は
、
音
楽
の
「
楽
」

と
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。
で
す
か
ら
、
古
代
で
は
音
楽
そ
の
も
の

が
実
は
治
療
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
古
く
は

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
中
に
も
、
音
楽
が
あ
り
ま
す
。
た
ぶ
ん
ほ
と

ん
ど
の
宗
教
の
中
に
音
楽
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
国
の
古
代
の
人
は
、
薬
物
の
効
果
と
音
楽
の
効
果
は
、
基
本

的
に
は
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
違
い
は
植

物
に
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
上
に
草
冠
を
付
け
ら
れ
た
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
音
楽
は
元
々
治
療
の
方
法
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
、
中
医
学
の
基
本
で
あ
り
、
も
っ
と
も
大
事
な
経
典
『
黄

帝
内
経
』
の
中
に
、
ど
の
音
楽
が
ど
の
臓
腑
に
入
っ
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
が
、
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
五
臓
に
つ
い
て
で
す
。
中
医
学
で
は
、
人
間
は
と

て
も
複
雑
な
存
在
で
す
か
ら
、
深
く
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
自
分

自
身
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
物
事
に
対
し
て
、
そ
の

複
雑
な
も
の
を
ま
と
め
て
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
を
行
い
ま
す
。
言

葉
を
換
え
て
言
う
な
ら
、
複
雑
な
問
題
を
簡
単
に
し
て
理
解
す
る

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
中
医
学
を
学
ん
で
、
そ
の
方
法
が
マ
ス
タ

ー
で
き
れ
ば
、
物
事
は
複
雑
で
は
な
く
て
、
よ
り
簡
単
に
理
解
で

き
る
の
で
す
。

中
医
学
は
こ
の
複
雑
な
人
間
に
対
し
て
、
体
に
対
し
て
も
、
精
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神
に
対
し
て
も
、
気
に
対
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
五
つ
の
シ
ス
テ
ム

に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
肝
・
心
・
脾
・
肺
・
腎
の
五
つ
の
シ
ス
テ

ム
で
す
。

こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
中
医
学
で
言
う
肝
・
心
・

脾
・
肺
・
腎
は
、
そ
の
形
の
レ
ベ
ル
、
臓
器
だ
け
で
は
な
く
、
人
の

す
べ
て
の
内
容
を
ふ
く
み
、
五
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
考
え
ま
す
。

例
え
ば
、
肝
は
肝
臓
以
外
に
、
胆
の
う
、
肝
の
経
絡
、
筋
肉
や

腱
、
頭
部
、
私
た
ち
の
感
情
の
中
の
怒
り
、
抑
う
つ
状
態
、
優
柔

不
断
で
決
定
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
心
理
状
態
な
ど
、
こ
れ
ら

す
べ
て
を
肝
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に
入
れ
て
考
え
ま
す
。
同
じ
よ
う

に
、
私
た
ち
の
生
命
と
い
う
も
の
を
、
五
つ
の
シ
ス
テ
ム
に
ま
と

め
て
考
え
ま
す
か
ら
、
中
医
学
で
は
、
た
と
え
ど
の
よ
う
な
病
気

で
あ
っ
て
も
、
最
終
的
に
は
、
五
つ
の
中
の
ど
れ
か
の
シ
ス
テ
ム

に
帰
属
さ
せ
て
考
え
ま
す
。

複
雑
な
問
題
を
、
ま
と
め
て
簡
単
に
し
て
考
え
る
。
物
事
の
中

に
入
っ
て
も
い
く
け
れ
ど
も
、
少
し
遠
く
か
ら
そ
れ
を
眺
め
る
と

い
う
こ
と
も
大
事
な
の
で
す
。
こ
れ
は
道
家
の
思
想
で
も
あ
り
ま

す
。
目
標
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
見
る
と
全
体
の
様
子
が
分
か
り
、
そ

の
も
の
の
中
心
が
ど
こ
に
あ
る
か
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で

す
か
ら
、
ず
っ
と
五
臓
と
言
い
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
五

つ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
考
え
る
の
で
、
六
で
は
な
い
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
具
体
的
に
、
時
間
の
関
係
で
、
肝
臓
の
練
習
方
法
だ

け
を
や
り
ま
す
。
こ
れ
は
身
心
変
容
の
具
体
的
な
技
法
と
言
え
る

と
思
い
ま
す
が
、
中
国
の
伝
統
で
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
方
法
は
、
先
ほ
ど

言
っ
た
、
理
論
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

肝
で
す
。
肝
の
音
符
。
ま
ず
、
声
を
発
声
し
ま
す
。
声
に
は
二

つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
の
声
は
、G

E

（
グ
ァ
）
で
す
。
今
は
振
動

だ
け
で
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
つ
け
ま
せ
ん
。
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。
音
を
同
じ
高
さ
で
ず
っ
と
伸
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
ワ
ー
ク
）G

E

（
グ
ァ
）
〜

も
う
一
度
や
り
ま
し
ょ
う
。

（
ワ
ー
ク
）G

E

（
グ
ァ
）
〜

も
う
一
度
や
り
ま
し
ょ
う
。

（
ワ
ー
ク
）G

E

（
グ
ァ
）
〜

遠
慮
し
な
い
で
、
ち
ゃ
ん
と
振
動
さ
せ
て
発
声
し
て
く
だ
さ
い
。

二
つ
目
で
す
。

（
ワ
ー
ク
）W

O

（
ウ
ォ
）
〜
〜
〜

こ
れ
を
基
本
と
し
て
、
声
の
作
用
を
用
い
て
練
習
し
ま
す
。
伝

統
的
な
練
習
方
法
で
は
、
い
ま
習
っ
た
こ
と
だ
け
を
家
に
帰
っ
て

長
い
期
間
練
習
し
ま
す
。

い
ま
は
こ
れ
を
ず
っ
と
速
く
し
ま
す
。
体
験
で
す
か
ら
。
こ
の

声
が
き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
音
の
練
習
に
入
り

ま
す
。
音
と
は
旋
律
の
変
化
が
つ
く
こ
と
で
す
。
だ
い
た
い
こ
の

よ
う
な
感
じ
で
す
。
こ
の
歌
う
と
い
う
こ
と
は
古
代
か
ら
ず
っ
と

伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
以
前
は
、
咒
と
か
マ
ン
ト
ラ
と
か

言
っ
て
い
ま
し
た
。

以
前
の
先
生
は
、
音
楽
は
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ

（
五
線
譜
に
書
か
れ
た
音
符
）
は
、
後
に
、
音
楽
が
分
か
る
人
が
記
録

し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
旋
律
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。

私
に
付
い
て
、
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
振
動
が
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
普
通
の
歌
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
振
動
が
あ
る
の
が
基
礎
で
す
。
先
ほ
ど
練
習
し
た
方
法

で
、
ま
ず
振
動
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

（
ワ
ー
ク
）G

E

（
グ
ァ
）
〜　

W
O

（
ウ
ォ
）
〜

分
か
り
ま
し
た
か
？　

咳
が
出
て
き
た
人
が
い
ま
し
た
。
ち
ゃ

ん
と
歌
う
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
の
中
医
学
の
観
点
で
は
、
た
く
さ
ん
の
条

件
が
整
っ
て
は
じ
め
て
発
声
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
有

形
の
も
の
で
は
た
く
さ
ん
の
筋
肉
、
声
帯
が
発
声
に
関
与
し
て
い

ま
す
。
実
は
、
こ
こ
に
は
非
常
に
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
大
き
な
声
で
歌
っ
た
り
、
い
つ
も
歌
っ
て
い
る

と
、
そ
れ
に
関
係
す
る
器
官
に
作
用
す
る
の
で
す
。

歌
う
こ
と
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
だ
け
ど
、
歌
い
続
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
体
に
対
し
て
よ
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
歌
う
と
い
う
こ
と
は
、
呼
吸
と
関
係
し
て
い
ま
す
。
私

は
そ
ん
な
長
く
発
声
で
き
な
い
と
い
う
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

し
か
し
、
こ
れ
は
呼
吸
の
練
習
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

肝
臓
に
は
、
こ
の
よ
う
な
旋
律
と
リ
ズ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
リ

ズ
ム
と
旋
律
が
違
う
と
、
あ
な
た
に
も
た
ら
さ
れ
る
感
情
も
違
っ

て
き
ま
す
。

簡
単
な
歌
い
方
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
中
に
は
、
先
ほ
ど
言
っ

た
、
声
、
音
、
楽
と
い
う
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
標
準
的
な
練
習
方
法
で
は
、
こ
の
よ
う
に
歌

い
ま
す
。
音
楽
を
、
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
音
楽
）

先
ほ
ど
の
方
法
で
、
付
い
て
歌
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
間
違
っ

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
大
き
な
声
を
出
し
て
歌
っ
て
く
だ
さ
い
。
ほ

か
の
人
に
聞
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
に
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

恥
ず
か
し
け
れ
ば
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
歌
っ
て
い
た
だ
い
て
も
け
っ

こ
う
で
す
。

（
ワ
ー
ク
）G

E

（
グ
ァ
）
〜　

W
O

（
ウ
ォ
）
〜

聞
い
て
い
る
だ
け
で
な
く
歌
っ
て
く
だ
さ
い
。
立
っ
て
歌
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
も
っ
と
よ
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
立
っ
て
く
だ

さ
い
。

（
ワ
ー
ク
）G

E

（
グ
ァ
）
〜　

W
O

（
ウ
ォ
）
〜

お
座
り
く
だ
さ
い
。
時
間
の
関
係
で
、
ち
ょ
っ
と
体
験
を
し
て

み
た
だ
け
で
す
が
、
だ
い
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
か
分
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

声
に
出
し
て
歌
う
こ
と
は
、
体
と
呼
吸
、
そ
れ
か
ら
精
神
、
心

が
全
部
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
う

ま
く
歌
う
た
め
に
は
、
体
と
呼
吸
と
精
神
の
す
べ
て
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
必
要
で
す
。

中
医
学
の
病
気
の
診
断
方
法
は
、
ま
ず
看
ま
す
。
二
つ
目
に
聞

き
ま
す
。
あ
な
た
の
話
す
声
を
聞
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
あ

な
た
の
体
の
中
の
、
だ
い
た
い
の
状
況
が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
逆
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
大
き
な
声
で
歌
っ
て
い
る
と
、
そ

れ
が
一
つ
の
治
療
方
法
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
古
代
か
ら
の

伝
承
に
よ
っ
て
、
い
ま
の
方
法
が
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

歴
史
は
八
〇
〇
年
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
方
法
は
単
に
発
声
し
て
い
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
姿
勢
や
手
印
の
要
求
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
体
に
対
す
る
要

求
で
す
。
一
連
の
要
求
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
た
も
の
で
す
。

時
間
の
関
係
で
紹
介
で
き
る
の
は
こ
こ
ま
で
で
す
。
具
体
的
な

練
習
方
法
は
、
あ
し
た
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
も
簡
単
な
一
言
で
ま
と
め
る
な
ら
、
特
定
の
歌
い
方
そ

の
も
の
が
一
つ
の
治
療
方
法
で
あ
り
、
具
体
的
な
身
心
変
容
の
技
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術
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
、
五
臓
の
音
符
を
肝
に
響
か
せ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
肝
の
シ
ス

テ
ム
そ
の
も
の
を
よ
り
よ
い
状
態
に
転
換
し
て
い
く
修
練
で
す
。
そ

れ
が
五
臓
全
体
、
心
臓
と
か
脾
臓
と
か
、
そ
の
よ
う
な
も
の
全
体

に
及
ん
で
い
っ
て
、
人
体
全
部
を
活
性
化
す
る
。
そ
の
五
臓
の
音

符
の
実
践
は
、
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
と
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
の
全
体
を

横
断
す
る
シ
ス
テ
ム
思
考
の
展
開
で
す
。

続
き
ま
し
て
、
奧
井
遼
さ
ん
に
登
壇
し
て
も
ら
い
ま
す
。
奧
井

さ
ん
は
ベ
ル
ナ
ー
ル
教
授
の
も
と
で
、
こ
の
三
月
ま
で
研
究
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
ま
は
同
志
社
大
学
に
勤
め
な
が
ら
、

臨
床
教
育
学
の
中
で
新
し
い
身
体
哲
学
、
身
体
現
象
学
を
、
ど
う

教
育
の
中
に
応
用
で
き
る
か
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
で
は
、
拍

手
を
も
っ
て
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

基
調
講
演
４

サ
ー
カ
ス
と
身
心
変
容
技
法

奥
井　
遼

た
だ
い
ま
ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
、
奧
井
と
申
し
ま
す
。
京

都
の
同
志
社
大
学
か
ら
ま
い
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
ま
で
は
と
て
も

緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
張
先
生
の
歌
の
お
か
げ
で
、
場
も
全
体

的
に
和
や
か
に
な
り
ま
し
た
し
、
私
自
身
の
身
体
も
少
し
開
い
て

き
ま
し
た
。
今
日
お
話
し
す
る
の
は
、
共
同
研
究
と
し
て
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
先
生
と
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
行
か
せ
て
い
た
だ
い
た
、
フ

ラ
ン
ス
の
現
代
サ
ー
カ
ス
の
学
校
に
つ
い
て
で
す
。
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
先
生
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
に
あ
り
が
ち
な
、
い
わ
ゆ
る
安

楽
椅
子
的
と
言
い
ま
す
か
、
書
斎
に
こ
も
っ
て
本
を
ず
っ
と
読
ん

で
、
セ
オ
リ
ー
だ
け
を
考
え
る
と
い
う
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
の
先
生

で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
現
場
に
出
て
い
っ
て
、
現
場
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
と
か
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
一
緒
に
対
話
を
し
な
が
ら
、
一
つ
の

理
論
を
ま
と
め
て
い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
先
生
で
す
。
私
も
そ

う
い
っ
た
姿
勢
に
学
び
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
で
研
究
を
し
て
き
ま

し
た
。

現
代
サ
ー
カ
ス
と
い
う
分
野
は
、
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
な
じ
み

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
非
常
に
人
気
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
身
体
能
力
が
優
れ
た
若
者
が
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
な
る

の
は
、
競
争
が
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
嫌
だ
と
。

で
も
何
か
を
し
た
い
と
い
う
と
き
に
、
ア
ス
リ
ー
ト
で
も
な
く
、
既

存
の
ダ
ン
サ
ー
な
ど
で
も
な
く
、
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
、
サ
ー
カ

ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
る
と
い
っ
た
選
択
肢
が
あ
る
わ
け
で
す
。

い
ま
の
小
学
校
と
か
中
学
校
と
か
で
も
、
体
育
の
時
間
に
サ
ー
カ

ス
を
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
よ
う
と
か
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
か

体
育
館
に
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
持
っ
て
こ
よ
う
と
か
、
そ
う
い
っ
た

流
れ
が
出
始
め
ま
し
て
、
非
常
に
面
白
い
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
領

域
で
あ
る
わ
け
で
す
。

さ
て
、「
マ
ン
・
ア
・
マ
ン
（M

ain à m
ain

）」
と
言
い
ま
し
て
、

二
人
組
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
の
写
真
で
す
け
れ
ど
も
、
人
の
手
の
上
で

逆
立
ち
を
す
る
の
も
非
常
に
難
し
い
の
に
、
さ
ら
に
も
う
一
人
の

身
体
の
上
で
や
る
と
い
う
、
常
人
離
れ
し
た
身
体
技
法
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
映
像
は
二
〇
一
五
年
に
撮
影
し
ま
し
た
が
、
サ
ー
カ
ス

学
校
の
生
徒
の
人
た
ち
が
お
祭
り
を
開
い
た
と
き
の
映
像
で
す
。

こ
の
サ
ー
カ
ス
学
校
と
い
う
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
立
の
学
校
で
、

国
が
サ
ー
カ
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
育
て
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
非
常
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
、
一
学
年
二
〇
人
前
後
し
か

い
な
く
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
外
か
ら
学
生
が
集
う
と
い
う
も
の
で

す
。
サ
ー
カ
ス
学
校
は
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
て
、
子
ど

も
や
大
人
が
一
緒
に
サ
ー
カ
ス
を
つ
く
っ
て
い
る
場
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
学
校
の
一
部
の
生
徒
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
買
っ
て
、
好
き

な
と
こ
ろ
に
駐
め
て
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
生
活
み
た
い
な
こ
と
を
ふ
だ

ん
は
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
農
場
を
借
り
て
住
ん
で
い
る

場
所
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
所
に
友
人
で
あ
る
と
か
、
両
親
で

あ
る
と
か
、
親
戚
を
招
い
て
、
お
祭
り
を
す
る
と
い
っ
た
催
し
物

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
人
の
上
に
立
つ
と
い
う
し

ぐ
さ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
見
て
の
と
お
り
、
常
人
離
れ
し

た
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
わ
け
で
す
。
立
つ
と
い
う
動
作
は
、
日
常

的
な
し
ぐ
さ
で
、
足
で
軀
幹
を
支
え
る
も
の
で
す
。
足
の
裏
を
床

に
つ
け
て
、
そ
れ
か
ら
、
股
関
節
と
膝
関
節
を
伸
ば
し
て
、
そ
の

上
に
骨
盤
を
連
ね
て
、
軀
幹
、
頭
部
が
そ
の
上
に
乗
る
。
と
こ
ろ

が
、
サ
ー
カ
ス
学
校
の
人
た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
み
る
と
、
立
つ

と
い
う
動
作
が
い
か
に
複
雑
な
身
体
的
な
知
を
必
要
と
す
る
か
と

い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

こ
の
映
像
で
は
私
で
す
。
ち
ょ
っ
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
み

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
生
徒
に
誘
わ
れ
て
、
肩
の
上
に
立
っ
て
み

ま
し
た
。
も
う
見
て
ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
、
い
ま
に
も
落
っ
こ
ち

て
し
ま
い
そ
う
で
。
こ
の
と
き
感
じ
た
の
は
、
土
台
の
彼
の
肩
が

と
て
も
柔
ら
か
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
筋
骨
隆
々
な
若
者
な
の
で
、

も
ち
ろ
ん
筋
肉
が
張
っ
て
い
ま
す
が
、
立
つ
と
い
う
条
件
を
彼
の

肩
に
求
め
た
と
き
に
、
肉
の
表
面
が
本
当
に
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
で
、
お

よ
そ
立
つ
こ
と
を
支
え
て
く
れ
る
肩
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。
同
時
に
、
ふ
だ
ん
わ
れ
わ
れ
が
立
つ
と
き
に
、
動
か

な
い
、
あ
る
程
度
の
硬
さ
の
あ
る
地
面
を
い
か
に
必
要
と
し
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
も
う
一
度
こ
の
写
真
を
見
て
み
る
と
、

あ
る
特
定
の
わ
ざ
な
り
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と

に
お
気
付
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
、
こ
の
し
ぐ
さ
で
す
。

下
の
人
の
手
が
み
な
同
じ
ポ
ー
ズ
で
す
ね
。
同
じ
ポ
ー
ズ
で
支
え

て
い
ま
す
。
真
下
の
人
だ
け
で
な
く
て
、
真
ん
中
の
人
も
同
じ
ポ

ー
ズ
を
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
立
つ
と
い
う
こ
と
を
、
彼
ら
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は
い
か
に
実
現
し
て
い
る
の
か
と
言
い
ま
す
と
、
大
事
な
の
は
、
す

ね
、
あ
る
い
は
ふ
く
ら
は
ぎ
の
一
部
が
、
下
の
人
た
ち
の
身
体
に

び
っ
ち
り
と
接
触
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
動
作
を

し
っ
か
り
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
足
の
裏
の
少
な
い
接
地
面
だ

け
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
安
定
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う

よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
の
コ
ツ
に
つ
い
て
、
生
徒
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。「
ス
キ
ー
靴
の
よ
う
に
、
す
ね
を
ロ
ッ
ク
す
る
の
だ
」
と
。
つ

ま
り
、
ス
キ
ー
を
す
る
と
き
に
、
足
の
裏
で
雪
を
捉
え
る
と
か
、
体

重
を
支
え
る
と
か
い
う
こ
と
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
高

さ
の
あ
る
ブ
ー
ツ
の
側
面
全
体
を
使
っ
て
、
足
を
も
た
れ
か
か
ら

せ
て
休
ん
だ
り
、
側
面
全
体
に
力
を
加
え
る
こ
と
で
カ
ー
ブ
を
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
も
、
立
つ
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず

し
も
床
面
に
足
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で
成
り
立
つ
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
。

サ
ー
カ
ス
の
人
た
ち
が
人
の
上
に
立
つ
と
き
、
彼
ら
が
や
っ
て

い
る
の
は
、
足
の
底
、
す
ね
、
膝
を
、
下
の
土
台
の
人
で
あ
る
受

け
手
に
押
し
付
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
股
関
節
と
膝
関
節
は
、
厳

密
に
言
う
と
、
直
立
二
足
歩
行
を
す
る
人
の
よ
う
に
伸
び
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
て
、
ち
ょ
っ
と
余
裕
が
あ
る
と
い
う
姿
勢
を
取
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用
い
る
こ
と
で
、
彼
ら
は

複
雑
な
身
体
技
法
を
、
わ
ざ
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

日
常
的
な
動
作
を
、
例
え
ば
、
人
の
体
の
上
で
や
る
と
か
、
あ

る
い
は
、
地
上
何
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
や
る
と
か
い
う
状
況
に
置

く
こ
と
を
、
彼
ら
は
や
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
複
雑
な
状
況
に
、
あ

え
て
飛
び
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
動
作
を
獲
得
す
る
わ
け
で

す
が
、
そ
の
と
き
彼
ら
が
し
て
い
る
こ
と
は
、
日
常
的
な
動
作
の

解
体
、
そ
れ
か
ら
、
そ
れ
の
再
構
築
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
空

中
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
る
人
と
か
、
綱
渡
り
を
す
る
人
で
あ
る
と
か
、
大

型
リ
ン
グ
に
入
っ
て
ぐ
る
り
と
回
る
と
い
う
こ
と
を
彼
ら
は
ふ
だ

ん
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
重
力
と
の
関
わ
り
で
あ
る
と
か
、
バ

ラ
ン
ス
の
取
り
方
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
歩
き
方
そ
の
も
の
を
、

も
う
一
度
解
体
し
て
、
新
し
い
環
境
に
適
応
す
る
よ
う
な
か
た
ち

で
再
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
彼
ら
の
身
体
的
世
界

で
す
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
の
言
葉
で
言
う
と
、
意
識
以
前
の
身

体
が
生
き
て
い
る
世
界
で
あ
り
ま
す
。

も
う
少
し
こ
こ
で
、
先
ほ
ど
の
話
と
合
わ
せ
て
考
え
て
い
き
た

い
の
で
す
が
、
で
は
、
日
常
的
動
作
の
解
体
、
再
構
築
と
い
う
の

は
何
と
な
く
分
か
る
気
が
し
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
プ
ロ

セ
ス
が
こ
の
再
構
築
を
も
た
ら
す
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
す
。

哲
学
的
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
少
し
意
識
し
て
お
り
ま
し
て
、
メ

ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
が
『
知
覚
の
現
象
学
』
を
書
い
た
と
き
に
、
習

慣
の
獲
得
を
い
か
に
し
て
人
は
実
現
す
る
の
か
と
い
っ
た
話
の
流

れ
で
、「
手
持
ち
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
意
味
が
、
突
然
新
し
い
未

知
の
法
則
に
よ
っ
て
組
み
合
わ
さ
れ
る
」
と
言
い
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
足
の
裏
は
歩
く
た
め
に
あ
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
ふ
だ
ん
の

私
た
ち
の
体
が
持
っ
て
い
る
意
味
と
い
う
も
の
が
、
あ
る
新
し
い

環
境
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
未
知
な
る
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た

法
則
が
身
体
を
新
し
く
組
み
合
わ
せ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
ま
た
別
の
技
な
り
、
文
化
的
な
構
築
、
つ
ま
り
、
新
し
い
習

慣
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
を
彼
が
言
っ
た
わ
け
で
す
。
言
葉
で

言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
で
は
実
際
に
、
未
知
の
法
則
が
あ
る
と

か
、
手
持
ち
の
意
味
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
と
い
う
の
が
ど
う
い
う

こ
と
か
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
議
論
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
実
際
に
、
調
査
に
行
っ
て
調
べ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
も
そ
う
で
す
が
、
わ
ざ
わ
ざ
サ
ー
カ

ス
学
校
に
行
く
の
は
、
芸
術
作
品
な
り
、
一
つ
の
サ
ー
カ
ス
の
わ

ざ
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
完
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
見
る

の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
が
完
成
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
、
し
っ

か
り
厳
密
に
捉
え
よ
う
と
い
う
よ
う
な
試
み
を
大
事
に
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
て
、
同
じ
く
、
マ
ン
・
ア
・
マ
ン
、
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
で
す
が
、
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
日
は
三
人
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
た
ち
が
、
非
常
に
難
し
い
わ
ざ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
先
生
が
い
て
、
命
綱
が
あ

っ
て
、
こ
の
人
が
落
ち
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
と
、
こ
の
先
生
が

綱
を
引
っ
張
っ
て
、
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
守
る
と
い
う
よ
う
な

仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま
す
（
本
誌
一
〇
一
―一
〇
八
頁
参
照
）。

こ
の
三
人
の
人
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
ト
リ
オ
を
組
ん
で
い
ま
せ
ん

が
、
こ
の
日
だ
け
即
興
的
に
組
み
ま
し
た
。
こ
の
人
が
、
こ
の
上

で
立
ち
上
が
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
難
し
い
の
に
、
さ
ら
に
、
こ

の
人
の
手
の
上
で
逆
立
ち
を
し
よ
う
と
試
み
る
。
非
常
に
難
易
度

の
高
い
わ
ざ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
わ
ざ
を
、
身
に
付
け
る
と
ま
で

は
い
か
な
く
て
も
、
成
功
ま
で
ど
の
よ
う
に
た
ど
り
着
い
た
の
か

と
い
う
こ
と
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
が
全
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
上
に
上
が

る
と
い
う
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。
何
回
も
何
回
も
や
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
よ
う
や
く
形
に
な
っ
た
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
た
ど
り

着
く
わ
け
で
す
。
す
ご
い
で
す
よ
ね
、
こ
れ
は
本
当
に
。
こ
の
間
、

先
生
と
生
徒
が
一
時
間
ぐ
ら
い
に
わ
た
っ
て
、
延
々
と
、
あ
あ
で

も
な
い
こ
う
で
も
な
い
と
言
い
な
が
ら
わ
ざ
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し

て
い
き
ま
す
。
最
初
の
問
題
は
、
先
生
に
よ
れ
ば
、
真
ん
中
の
人

が
、
腕
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
前
す
ぎ
る
と
。
君
は
も
っ
と
真
上
に
腕

を
伸
ば
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
言
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
そ
の
場
面

で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
る
と
、
十
分
真
上
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
も
上
に
安
定
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、
も

う
少
し
真
上
に
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。

面
白
い
の
は
、
彼
が
主
張
す
る
に
は
、
い
か
に
も
偉
そ
う
な
ポ

ー
ズ
で
言
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、「
僕
は
腕
を
伸
ば
し
て
い
た

よ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
も
先
生
は
「
い
や
い
や
、
前
だ
っ
た
」

と
。
こ
こ
で
、
彼
の
身
体
の
位
置
と
、
主
観
的
な
位
置
が
、
実
際

と
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
や
り
と
り
で
す
が
、

「
僕
は
ず
っ
と
こ
う
だ
っ
た
よ
」
と
生
徒
は
言
っ
て
い
ま
す
。
で
も

飛び手
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そ
こ
ま
で
先
生
が
言
う
の
だ
っ
た
ら
と
い
う
こ
と
で
、
次
に
、
生

徒
は
頑
張
っ
て
上
に
持
っ
て
い
こ
う
と
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
次
で
す
。「
い
や
い
や
重
す
ぎ
る
」
と
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
い
っ

た
ん
彼
が
上
が
っ
た
上
で
、
よ
い
し
ょ
と
持
っ
て
い
き
た
か
っ
た

け
れ
ど
、
重
す
ぎ
て
、
移
動
は
で
き
な
い
と
。
も
し
移
動
さ
せ
た

ら
、
今
度
は
自
分
自
身
が
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
て
落
ち
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
、
こ
う
い
っ
た
主
張
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
先
生

が
、「
い
や
い
や
、
上
げ
て
か
ら
移
動
さ
せ
る
の
で
は
な
く
て
、
最

初
に
一
気
に
持
っ
て
い
っ
た
ら
い
け
る
よ
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の

場
面
を
見
て
み
ま
す
。（
映
像
）

と
い
う
こ
と
で
す
。
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。
な
ぜ
こ
の

生
徒
が
英
語
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
か
と
言
う
と
、
彼
は
ア
メ
リ
カ

人
だ
か
ら
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
人
は
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
て
も
英
語

を
し
ゃ
べ
り
続
け
る
。
日
本
人
は
頑
張
っ
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
し
ゃ

べ
り
ま
す
。
こ
こ
で
、
先
生
は
ず
っ
と
同
じ
こ
と
を
指
導
し
ま
す
。

最
初
に
上
が
る
と
き
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
と
き
に
一

気
に
上
げ
て
し
ま
う
ん
だ
と
。
で
も
彼
は
、「
い
や
、
僕
は
そ
う
い

う
や
り
方
を
し
て
い
な
い
。
最
初
か
ら
真
上
に
ジ
ャ
ン
プ
さ
せ
て

い
る
だ
け
だ
」
と
言
っ
て
、
少
し
食
い
違
い
が
生
ま
れ
ま
す
。

こ
こ
で
先
生
が
、
い
や
い
や
、
運
ば
な
い
と
駄
目
だ
よ
と
言
う

ん
で
す
け
れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
言
い
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
上
の

人
を
運
ば
な
い
と
駄
目
と
言
う
と
き
に
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
が
、
こ

れ
ま
で
は
、
真
上
と
い
う
よ
う
に
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、「
後
ろ

に
行
く
」
と
い
う
動
き
を
含
み
始
め
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
真
上
に
や
る
と
い
う
よ
り
も
、
後
ろ
に
上
げ
る
ぐ
ら

い
の
動
き
を
す
る
べ
き
だ
と
い
う
ふ
う
に
、
言
い
方
が
変
わ
っ
て

く
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
新
し
い

関
係
が
出
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、「
僕
が
そ
の
よ
う
に
、
後
ろ
向
き

に
動
か
し
て
し
ま
う
と
、
上
の
生
徒
が
そ
の
せ
い
で
落
ち
て
し
ま

わ
な
い
か
い
」
と
聞
く
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
先
生
は
、「
そ
れ

は
大
丈
夫
だ
、
適
応
す
る
か
ら
」
と
。
こ
の
場
面
で
す
。「
彼
は
落

ち
な
い
か
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
ね
。「
彼
が
君
に
合
わ
せ
る
ん
だ
。

君
が
彼
に
合
わ
せ
る
必
要
は
な
い
」
と
言
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

発
言
は
、
実
は
こ
の
稽
古
で
最
後
の
ほ
う
に
出
て
き
た
決
め
の
一

言
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
こ
で
稽
古
の
フ
ェ
ー
ズ
が
少
し
変
わ
る

と
い
う
こ
と
が
起
き
ま
す
。

今
日
の
お
話
は
、
こ
の
真
ん
中
の
人
だ
け
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
し

た
。
実
は
こ
の
後
、
上
の
人
も
「
僕
は
何
も
変
え
な
く
て
い
い
」

と
聞
い
て
、
先
生
は
「
変
え
る
必
要
は
な
い
よ
」
と
言
っ
た
の
に
、

や
は
り
彼
も
こ
の
ま
ま
の
や
り
方
で
は
い
け
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
に
直
面
し
ま
す
。
お
話
は
さ
ら
に
続
い
て
い
く
ん
で
す
が
、
時

間
の
関
係
で
、
ま
と
め
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
初
に
先
生
の
外
か
ら
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
真
ん
中
の
受
け

手
の
手
は
、
前
に
も
た
れ
て
傾
い
て
い
た
。
そ
れ
で
は
飛
び
手
を

支
え
ら
れ
な
い
か
ら
、「
真
上
に
持
っ
て
い
き
な
さ
い
。
真
上
に
持

っ
て
い
っ
た
ら
体
重
を
支
え
ら
れ
る
姿
勢
に
な
り
ま
す
」
と
。
で

も
、
重
く
て
で
き
な
い
。
自
分
の
重
心
が
ず
れ
る
な
ど
の
問
題
で

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
な
ぜ
彼
が
こ
の
ま
ま
ち
ょ
っ
と
上
に

運
ぶ
と
い
う
動
作
が
で
き
な
か
っ
た
か
と
い
う
の
が
、
や
り
と
り

の
途
中
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
は
、
飛
び
手
へ
の
ケ
ア
で
し
た
。
彼
が
無
意
識
の
う
ち
で

す
け
れ
ど
も
、
自
分
の
や
や
前
に
持
ち
上
げ
る
こ
と
で
、
上
の
飛

び
手
の
少
し
の
ぶ
れ
を
カ
バ
ー
で
き
る
ほ
ど
の
、
い
わ
ば
余
裕
を

残
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
い
わ
ば
身
体
的
な
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー

ン
を
、
や
や
前
に
手
を
置
く
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
確
保
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

真
上
に
放
り
出
す
、
手
を
伸
ば
す
と
い
う
こ
と
は
、
彼
自
身
が
持

っ
て
い
る
身
体
的
な
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー
ン
を
捨
て
て
、
上
の
人

を
、
い
わ
ば
見
放
し
て
し
ま
う
。
そ
う
い
っ
た
状
況
に
追
い
込
む

こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
稽
古
の
途
中
で
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
稽
古
が
始
ま
る
ま
で
、
先
生
も
彼
自
身

も
考
え
て
い
な
か
っ
た
視
点
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
生
徒
の
身
体
だ

け
が
知
っ
て
い
た
意
味
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
次
に
、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
言
う
よ
う
な
、
新
し
い
意

味
が
よ
う
や
く
や
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
真
上
に
上
げ
る

と
い
う
動
作
は
、
飛
び
手
の
人
を
見
捨
て
る
と
か
、
責
任
を
放
棄

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
自
分
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
範
囲
に
飛
び
手
を
放
り
投
げ
る
こ
と
で
、
飛
び
手
に
自

由
を
与
え
る
と
。
こ
こ
か
ら
先
は
彼
の
問
題
な
の
で
は
な
く
て
、
上

の
人
の
問
題
な
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
、
問
題
を
バ
ト
ン
パ
ス
す
る

と
い
っ
た
意
味
が
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
も
し
か
す
る
と
、
日

常
的
な
習
慣
で
、
彼
は
ふ
だ
ん
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
や
っ
て
い

た
の
を
、
さ
ら
に
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
外
に
出
て
、
新
し
い

意
味
を
獲
得
し
得
た
瞬
間
で
あ
る
と
言
え
る
わ
け
で
す
。

ま
と
め
で
す
が
、
日
常
的
動
作
の
解
体
、
再
構
築
の
背
後
に
、
彼

ら
の
身
体
が
持
っ
て
い
る
、
や
ろ
う
と
し
て
い
る
環
境
と
の
関
わ

り
や
、
他
者
と
の
関
係
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
感
じ
て
い
る
、

あ
る
い
は
、
受
け
取
っ
て
い
る
意
味
を
一
つ
ず
つ
発
見
し
て
、
明
ら

か
に
し
て
、
変
え
て
い
く
と
い
っ
た
作
業
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
に
詳
細
に
彼
ら
の
動
き
を
見
て
い
く
と
、

稽
古
と
い
う
の
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
面
白
い
、
刺
激
に
満
ち
た
場

面
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

ま
さ
に
私
た
ち
が
ふ
だ
ん
一
緒
に
生
き
て
い
る
こ
の
身
体
が
、
い

か
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
こ
の
世
界
と
交
流
し
な
が
ら
生
き
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
の
現
れ
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
の
発
表
は
以
上
で
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
奧
井
遼
さ
ん
は
サ
ー
カ
ス

の
研
究
を
す
る
前
、
淡
路
島
の
人
形
浄
瑠
璃
の
稽
古
の
仕
方
を
研

究
し
て
い
て
、
そ
の
人
形
浄
瑠
璃
の
稽
古
研
究
を
踏
ま
え
て
、
今

の
サ
ー
カ
ス
研
究
に
た
ど
り
着
い
て
、
新
し
い
視
点
を
展
開
し
て

く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
次
の
発
表
に
移
り
ま
す
。

基
調
講
演
５

能
と
修
験
道
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法

鎌
田
東
二

「
能
と
修
験
道
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
」
と
い
う
題
で
話
を
進

め
ま
す
。
修
験
道
と
は
い
っ
た
い
何
か
。
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
。
そ

の
問
い
に
対
し
て
、
私
は
旧
石
器
時
代
と
か
、
新
石
器
時
代
と
か
、

狩
猟
採
集
時
代
に
森
の
中
で
歩
い
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
っ
た
と
仮
説
的
に
考
え
て
い
ま
す
。
森
の
中
で
、
動
物
や
植
物

た
ち
の
、
目
に
見
え
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
存
在
の
力
を
感
受
し
て
、

そ
れ
を
初
期
修
験
道
の
行
者
た
ち
が
受
け
継
い
で
い
っ
て
、
や
が

て
役
行
者
と
い
う
人
物
に
た
ど
り
着
き
、
あ
る
様
式
に
体
系
化
し

た
。
山
形
県
の
出
羽
三
山
の
羽
黒
で
は
、
聖
徳
太
子
の
い
と
こ
に
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あ
た
る
蜂
子
皇
子
が
、
古
代
の
身
体
文
化
、
精
神
的
霊
性
文
化
と

し
て
ま
と
め
上
げ
た
と
起
源
的
に
考
え
て
い
ま
す
。
常
に
私
た
ち

は
一
人
で
は
な
く
て
、
誰
か
が
創
造
し
た
と
き
に
、
そ
の
先
駆
者

が
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
第
一
点
。

そ
の
修
験
者
が
森
の
人
と
し
て
何
を
し
た
か
と
言
う
と
、
天
地

自
然
の
中
に
分
け
入
っ
て
、
天
地
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
生
態

智
」、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
ウ
ィ
ズ
ダ
ム
（ecological wisdom

）
と
し

て
獲
得
し
て
、
そ
れ
を
身
に
付
け
て
生
き
て
い
っ
た
。
自
然
に
対

す
る
深
い
、
つ
つ
ま
し
い
畏
怖
・
畏
敬
の
念
に
基
づ
い
て
、
生
活

や
暮
ら
し
の
中
で
、
鋭
敏
な
観
察
や
経
験
を
持
っ
て
、
自
然
と
人

工
と
の
持
続
可
能
な
バ
ラ
ン
ス
を
つ
く
り
上
げ
て
い
っ
た
。
そ
う

い
う
知
恵
の
総
合
が
生
態
智
で
す
。
こ
れ
は
、
演
劇
の
修
行
な
ど

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
あ
る
種
の
言

葉
と
体
の
生
態
智
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
、
演
劇
な
ん
か
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
と
き
、
自
然
の
中
の
ど
の
よ
う
な
現
象
を
読
み
取
る
の
か
。

例
え
ば
、
雲
仙
と
か
、
阿
蘇
山
と
か
、
御
岳
山
と
か
の
噴
火
を
見

て
、
そ
こ
に
ま
ず
、
あ
あ
、
す
ご
い
な
、
自
然
の
は
た
ら
き
は
、
と

の
大
き
な
畏
怖
や
畏
敬
の
念
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
火
山
が
活
動

を
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
動
き
を
持
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
よ
く
観
察
し
て
、
自
然
の
振
る
舞
い
に
逆
ら

う
こ
と
な
く
、
そ
の
力
を
う
ま
く
受
け
止
め
て
生
活
の
中
に
生
か

し
て
い
く
。
そ
う
い
う
智
と
技
法
が
ま
ず
ベ
ー
ス
に
あ
る
。

で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

技
芸
、
先
ほ
ど
の
五
臓
の
音
符
の
よ
う
な
も
の
が
結
集
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
修
験
道
は
総
合
技
芸
と
言
え
ま
す
。
例

え
ば
、
鍛
冶
屋
の
よ
う
な
金
属
技
術
、
生
産
技
術
。
薬
を
使
っ
て

陀
羅
尼
助
の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
る
薬
学
医
療
。
さ
ま
ざ
ま
な
加

持
祈
禱
の
よ
う
な
呪
術
。
そ
れ
を
支
え
る
自
然
哲
学
。
ま
た
、
土

建
業
。
さ
ま
ざ
ま
な
販
売
や
広
報
活
動
。
そ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
術
も
多
種
多
様
に
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を

総
合
的
に
生
か
し
て
い
っ
た
。
だ
か
ら
、
修
験
道
と
い
う
の
は
、
現

代
で
言
え
ば
、
ピ
ュ
ア
な
サ
イ
エ
ン
ス
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
プ

レ
サ
イ
エ
ン
ス
的
な
、
あ
る
種
の
経
験
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
の

よ
う
な
側
面
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
は
単
な
る
呪
術

や
宗
教
で
は
な
い
。
独
自
の
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
に
基
づ
く
自
然
哲

学
、
生
活
技
術
だ
。
そ
の
知
と
技
が
山
伏
修
行
の
中
に
、
そ
の
シ

ス
テ
ム
の
中
に
、
象
徴
体
系
の
中
に
ま
と
め
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
山
を
よ
く
歩
い
て
い
て
、
よ
く
知
っ
て
、
よ
く
聞
い
て
、

祈
り
な
が
ら
、
そ
の
力
や
知
恵
を
生
き
て
き
た
。
そ
れ
が
山
伏
、
山

に
伏
す
、
山
の
声
を
聞
く
。
そ
し
て
、
山
の
マ
ス
タ
ー
に
な
る
。
そ

う
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で
の
山
伏
の
文
化
、
山
を
伏
し
て
、
山

を
聴
く
と
い
う
文
化
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
身
体
知
と
し
て
必
要
だ

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
法
螺
貝
。
法
螺
貝
を
吹
く
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い

う
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
仏
教
で
は
『
法
華
経
』
と
い
う
日

本
で
一
番
重
要
な
経
典
の
中
に
、「
大
法
螺
を
吹
き
、
大
法
鼓
を
撃

ち
、
大
法
義
を
演
べ
ん
」
と
か
、「
必
ず
当
に
草
を
取
っ
て
道
場
に

坐
し
て
諸
の
魔
軍
を
破
す
べ
し
。
当
に
法
の
螺
を
吹
き
大
法
の
鼓

を
撃
っ
て
一
切
衆
生
の
老
・
病
・
死
の
海
を
度
脱
す
べ
し
」
と
か
、

そ
の
法
螺
を
も
っ
て
「
諸
の
魔
衆
を
破
し
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
を
得
、
法
輪
を
転
じ
、
法
鼓
を
撃
ち
、
法
螺
を
吹
き
、
法
雨
を

雨ふ

ら
す
べ
し
」
と
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
法
螺
を
吹
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
何
を
も
た
ら
す
か
と
言
う
と
、
仏
教
の
真
理
を
広
め
る
。
そ

の
た
め
に
法
螺
貝
は
不
可
欠
だ
。
だ
か
ら
、
法
螺
吹
き
と
い
う
の

は
、『
法
華
経
』
と
い
う
経
典
の
仏
教
真
理
を
伝
え
る
最
大
の
広
報

活
動
だ
と
強
調
す
る
わ
け
で
す
。
浄
土
教
経
典
の
『
大
無
量
寿
経
』

で
も
そ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
修
験
の
記
録
、
修

験
道
の
テ
キ
ス
ト
に
な
る
と
、「
法
螺
ば
声
字
実
相
の
内
証
を
金
界

果
分
の
法
門
な
り
。
然
ら
ば
即
ち
教
外
無
相
の
法
儀
を
唱
う
。
仏

祖
不
伝
の
妙
理
を
備
う
や
。
故
に
三
世
諸
仏
番
番
出
世
し
て
説
法

大
会
の
砌
、
大
法
螺
を
吹
き
て
三
界
の
天
衆
を
驚
か
す
。
衆
生
煩

悩
の
眠
り
を
醒
ま
せ
、
中
道
法
性
の
覚
位
を
帰
さ
し
む
。
或
は
説

き
て
曰
く
、
我
今
大
法
螺
を
吹
く
声
は
、
三
千
大
千
世
界
に
遍
く

至
り
、
耳
を
経
て
衆
生
の
重
罪
を
滅
し
て
、
悉
く
皆
阿
字
門
に
入

る
こ
と
を
得
。
如
来
の
説
法
を
以
て
獅
子
の
吼
る
に
譬
ふ
。
そ
の

故
は
獅
子
は
畜
獣
中
の
王
な
り
。
彼
音
を
聞
か
ば
一
切
の
畜
類
、

忽
ち
に
死
す
。
か
く
の
如
く
如
来
の
説
法
を
聴
か
ば
、
衆
生
の
煩

悩
、
忽
ち
滅
す
。
然
ら
ば
則
ち
今
修
験
の
行
者
、
反
倒
し
て
自
性

法
身
の
説
法
を
表
し
、
即
身
に
大
法
螺
を
具
足
す
。
文
に
曰
く
、
三

昧
法
螺
の
声
、
一
乗
妙
法
の
説
、
耳
を
経
て
煩
悩
を
滅
し
、
当
に

阿
字
門
に
入
る
べ
し
。
金
剛
三
昧
の
螺
を
吹
き
、
魔
障
降
伏
の
威

を
振
る
ひ
、
故
に
長
眠
こ
れ
を
聞
き
て
驚
覚
す
」
う
ん
ぬ
ん
と
出

て
き
ま
す
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
か
。
簡
単
に

ま
と
め
る
と
、
大
法
螺
の
声
と
い
う
の
は
、
こ
の
世
界
全
体
に
、
あ

ま
ね
く
響
き
渡
っ
て
い
っ
て
、
衆
生
の
重
罪
を
消
滅
さ
せ
て
、
悟

り
の
世
界
の
阿
字
門
に
入
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
意

味
合
い
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
山
の
中
に
行
っ
て
吹
く
わ
け
で

す
。
こ
こ
で
法
螺
貝
を
吹
い
て
み
ま
す
。（
法
螺
貝
吹
奏
）

で
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
三
千
大
千
界
に
響
き
渡
っ
た
音
が
、
衆

生
の
重
罪
を
消
滅
さ
せ
、
悟
り
の
境
地
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
た
か
と
言
え
ば
、
そ
ん
な
に
簡
単
に
い
か
な
い
で
す
ね
。
け
れ

ど
も
、
そ
の
響
き
が
心
の
中
の
何
か
を
す
っ
と
さ
せ
て
く
れ
る
と

か
、
そ
う
い
う
感
覚
的
な
浄
化
と
か
、
何
か
を
す
っ
と
突
き
抜
け

て
い
く
、
風
が
吹
き
抜
け
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
あ
る
と

思
う
ん
で
す
ね
。
そ
の
よ
う
な
力
、
感
覚
を
切
り
替
え
て
い
く
音
、

響
き
が
法
螺
貝
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
よ
り
自
然
の
声
を
聴

い
て
い
く
。
つ
ま
り
、
山
に
伏
し
て
、
山
の
声
を
聴
い
て
い
く
。
そ

の
よ
う
な
自
然
感
覚
力
を
、
よ
り
深
く
身
に
付
け
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ
が
日
本
だ
け
で
は
な
く
て
、
中
南
米
や
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
が
吹
い
た
日
本
の
法
螺

貝
で
す
。
チ
ベ
ッ
ト
の
法
螺
貝
、
ブ
ー
タ
ン
の
法
螺
貝
、
ハ
ワ
イ

の
法
螺
貝
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
法
螺
貝
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
と

こ
ろ
で
法
螺
貝
を
吹
く
文
化
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
で
は
、
マ
オ
リ
族
の
儀
式
で
法
螺
貝
を
吹
く
。
そ
し
て
、
天

地
自
然
と
感
応
す
る
。
ハ
ワ
イ
で
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
や
る
と
き
、
例

え
ば
、
ハ
レ
ア
カ
ラ
山
と
か
、
火
の
神
の
火
山
に
向
か
っ
て
法
螺

貝
を
吹
き
な
が
ら
祈
り
を
行
う
。
日
本
で
は
縄
文
時
代
に
法
螺
貝

型
の
土
器
を
制
作
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
縄
文
人
が
法
螺
貝
を

吹
い
て
い
た
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く

て
、
縄
文
人
は
自
然
に
穴
の
開
い
た
石
を
吹
い
て
い
ま
し
た
。
い

ま
私
が
持
っ
て
い
る
も
の
は
穴
が
三
つ
開
い
て
い
る
自
然
石
で
す
。

（
石
笛
演
奏
）

こ
れ
は
完
全
な
自
然
の
石
な
ん
で
す
ね
。
私
が
拾
っ
て
き
た
石

で
、
自
然
に
穴
が
開
い
て
い
る
。
こ
う
い
う
石
と
か
貝
を
使
っ
て
、

こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
響
き
を
奏
で
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
見
抜

か
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
。

先
ほ
ど
、
山
伏
の
こ
と
を
言
い
ま
し
た
が
、
山
伏
と
い
う
の
は

297

身心変容のワザと哲学　　



日
本
史
の
あ
る
段
階
で
役
行
者
な
ど
が
つ
く
っ
た
と
言
う
に
と
ど

ま
ら
な
い
、
も
っ
と
も
っ
と
深
い
森
の
声
を
聴
く
と
か
、
自
然
の

声
を
聴
く
と
か
と
い
う
文
化
の
蓄
積
の
上
に
出
来
て
い
る
。
修
験

道
と
は
そ
の
集
合
智
の
体
系
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
日
本
の
最

古
の
、
縄
文
時
代
の
土
器
か
ら
、
法
螺
貝
を
使
う
と
か
食
べ
る
と

か
、
生
活
の
中
で
生
か
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
実
際
あ
っ
た
わ

け
で
す
。
つ
ま
り
、
法
螺
貝
を
吹
き
な
が
ら
山
に
入
っ
て
、「
六
根

清
浄
、
懺
悔
懺
悔
」
と
唱
え
る
。
六
根
と
は
、
先
ほ
ど
か
ら
何
度

も
出
て
く
る
五
感
プ
ラ
ス
意
識
で
す
。
そ
う
い
う
人
間
の
感
覚
を

浄
化
し
て
、
自
分
の
中
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
曇
り
を
取
り
除
い
て

い
く
。
そ
れ
が
懺
悔
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
自
己
の
身
心
を

清
め
て
、
身
心
浄
化
、
身
心
透
過
を
果
た
し
、
自
然
の
持
っ
て
い

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
カ
ー
ッ
と
自
分
の
中
に
取
り
込
ん
で
、
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
い
く
状
態
に
な
る
。
よ
り
自
然
と
受
け
入
れ
ら
れ
る

状
態
、
こ
れ
が
自
然
智
と
か
、
生
態
智
と
か
、
自
然
力
、
い
わ
ゆ

る
自
然
体
に
近
づ
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
身
心

変
容
技
法
を
修
験
道
は
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
示
す
一
つ
の
図
絵
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
神
仏
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
天
手
力
男
神
と
か
、
観
音
菩
薩

と
か
、
九
頭
龍
大
神
と
か
弁
財
天
と
か
、
思
兼
神
と
か
釈
迦
牟
尼

仏
だ
と
か
で
す
が
、
そ
れ
ら
が
本
地
垂
迹
の
関
係
で
神
仏
習
合
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
日
本
型
曼
陀
羅
の
中
で
も
と
り
わ
け
重
要
な

の
が
戸
隠
の
曼
荼
羅
で
す
。
戸
隠
は
修
験
の
聖
地
で
す
。
そ
こ
で

一
番
重
要
に
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
神
仏
を
取
り
巻
い
て
い
る
環

境
、
戸
隠
の
山
で
す
。
九
頭
龍
山
と
か
戸
隠
山
と
か
。
そ
の
山
に

九
頭
龍
、
頭
が
九
つ
あ
る
竜
が
渦
巻
い
て
い
る
。
そ
の
九
頭
龍
が
、

実
は
水
の
力
を
持
っ
て
い
る
弁
財
天
だ
と
い
う
の
が
戸
隠
曼
荼
羅

の
世
界
観
で
す
。
そ
の
上
に
観
音
様
や
将
軍
地
蔵
や
釈
迦
牟
尼
仏

が
い
る
。
そ
れ
が
戸
隠
の
奥
社
と
か
中
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
神
様

で
み
ん
な
が
一
体
な
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と
を
、
戸
隠
曼
荼
羅
は
示

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
図
像
の
中
に
、
戸
隠
の
自
然
環
境
と

自
然
哲
学
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
の
修
験
の
聖
地
が
、
私
が
よ
く
行
く
天
河
大
辨
財
天

社
で
す
。
こ
れ
ま
た
神
仏
習
合
の
拠
点
で
、
中
世
に
「
吉
野
熊
野

中
宮
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
吉
野
金
剛
界
と
熊
野
胎
蔵
界
の
両
方

を
統
合
し
た
中
宮
。
金
剛
界
と
胎
蔵
界
が
一
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。

金
胎
不
二
で
あ
る
。
男
性
性
と
女
性
性
が
融
合
し
て
解
け
合
っ
て

い
る
。
本
尊
は
辨
財
天
で
、
取
り
巻
き
に
眷
属
の
十
五
童
子
が
い

る
。
こ
こ
で
は
神
主
さ
ん
と
お
坊
さ
ん
た
ち
が
、
一
緒
に
さ
ま
ざ

ま
な
儀
式
を
行
い
ま
す
。
採
燈
護
摩
を
神
主
と
僧
侶
が
一
緒
に
厳

修
し
ま
す
。
そ
の
天
河
大
辨
財
天
社
の
こ
と
に
つ
い
て
、
宮
司
の

柿
坂
神
酒
之
祐
さ
ん
と
二
人
で
『
天
河
大
辨
財
天
社
の
宇
宙
』
と

い
う
本
を
出
し
ま
し
た
。
副
題
は
「
神
道
の
未
来
へ
」
で
す
（
春

秋
社
、
二
〇
一
八
年
）。

こ
の
神
社
が
も
と
も
と
何
で
あ
っ
た
か
と
言
う
と
、
最
初
に
琵

琶
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
山
の
中
央
の
部
分
に
巨
岩
が
あ
っ

て
、
巨
岩
に
穴
が
開
い
て
い
て
、
そ
の
穴
を
ず
っ
と
掘
り
下
げ
て

い
く
と
井
戸
に
な
る
。
井
戸
の
中
に
川
が
流
れ
て
い
る
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
に
、
天
河
大
辨
財
天
社
が
で
き
た
。

つ
ま
り
、
自
然
の
持
っ
て
い
る
岩
と
、
穴
と
、
水
と
、
地
下
水

が
あ
っ
て
、
そ
の
横
に
は
天
の
川
が
流
れ
て
い
る
。
天
の
川
は
、
下

流
に
な
る
と
、
十
津
川
・
熊
野
川
に
な
っ
て
い
く
川
で
す
ね
。
上

空
に
は
天
の
川
が
流
れ
る
、
地
上
に
も
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に

天
の
川
が
流
れ
て
い
る
。
そ
こ
を
「
坪
内
」
と
名
付
け
、
そ
の
ま

さ
に
天
地
人
を
つ
な
ぐ
中
継
点
と
し
て
神
社
が
建
っ
て
い
っ
た
。

そ
こ
が
修
験
道
の
セ
ン
タ
ー
に
も
な
っ
て
い
き
ま
す
。
今
年
、
社

殿
が
建
て
替
え
ら
れ
て
、
三
〇
周
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ

れ
て
、
私
も
講
演
し
ま
し
た
。

そ
の
天
河
の
位
置
で
す
が
、
吉
野
と
熊
野
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
あ

る
。
那
智
が
最
終
点
で
も
あ
り
、
出
発
点
で
も
あ
っ
て
、
南
の
那

智
や
熊
野
の
ほ
う
か
ら
行
く
道
と
、
北
の
吉
野
の
ほ
う
か
ら
来
る
、

吉
野
側
か
ら
と
熊
野
側
か
ら
の
両
方
あ
る
の
で
す
が
、
天
河
大
辨

財
天
社
の
奥
宮
の
あ
る
弥
山
は
そ
の
ほ
ぼ
真
ん
中
。
こ
の
弥
山
と

い
う
近
畿
第
二
番
目
の
高
山
の
麓
に
天
河
大
辨
財
天
社
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
山
の
中
を
、
一
二
〇
〜
一
三
〇
キ
ロ
近
く
「
七
十
五
靡
」

と
呼
ば
れ
る
拝
所
を
祈
願
し
な
が
ら
山
を
歩
い
て
い
っ
て
、
そ
の

過
程
で
、
自
然
智
に
目
覚
め
て
い
く
。
そ
う
い
う
奥
駆
け
修
行
を
、

一
週
間
と
か
一
〇
日
間
と
か
山
の
中
を
ず
っ
と
練
り
歩
き
、
山
か

ら
海
に
抜
け
て
い
く
。
そ
の
ほ
ぼ
中
継
点
、
吉
野
と
熊
野
の
真
ん

中
に
当
た
る
の
が
天
河
大
辨
財
天
社
で
。
そ
こ
に
修
験
者
た
ち
が

や
っ
て
き
て
、
法
螺
貝
を
吹
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
修
法
や
祈
願
を
行

な
い
ま
す
。
そ
こ
に
能
舞
台
が
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
能
の
舞
が

行
わ
れ
ま
す
。
年
に
二
回
、
境
内
で
修
験
道
の
採
燈
護
摩
が
厳
修

さ
れ
ま
す
。
杉
の
木
を
段
組
に
井
桁
に
組
み
、
一
番
上
に
杉
の
葉

を
挟
み
、
天
台
宗
修
験
の
最
高
位
の
聖
護
院
門
跡
と
そ
の
一
行
が

点
火
し
、
祈
願
し
ま
す
。
そ
し
て
、
聖
護
院
門
跡
を
導
師
と
し
、
そ

の
修
法
教
導
に
よ
っ
て
煩
悩
を
消
滅
す
る
。
不
動
明
王
を
念
じ
護

摩
の
火
を
焚
き
な
が
ら
、
煩
悩
消
滅
を
祈
願
す
る
採
燈
護
摩
厳
修

を
行
う
わ
け
で
す
。
す
る
と
、
境
内
一
帯
が
全
部
煙
に
取
り
巻
か

れ
て
、
煙
に
取
り
囲
ま
れ
な
が
ら
、「
六
根
清
浄
、
懺
悔
懺
悔
」
の

状
態
に
近
づ
く
。
山
で
は
山
を
練
り
歩
き
な
が
ら
「
六
根
清
浄
、
懺

悔
懺
悔
」
を
唱
え
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
護
摩
の
火
を
焚
き
な
が
ら
、

み
ん
な
一
緒
に
な
っ
て
『
般
若
心
経
』
や
各
種
真
言
を
唱
え
る
。

「
オ
ン　

ソ
ラ
ソ
バ
テ
イ
エ
イ　

ソ
ワ
カ
」
の
弁
財
天
の
真
言
な
ど

を
一
緒
に
な
っ
て
唱
え
る
中
で
、
六
根
清
浄
を
実
現
し
、
悟
り
に

近
づ
く
、
よ
り
透
過
さ
れ
た
感
覚
の
次
元
を
生
み
出
す
。
火
も
煙

も
、
天
河
の
水
も
全
部
が
集
ま
っ
て
、
身
心
を
清
め
、
身
心
浄
化

を
果
た
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
天
河
と
い
う
地
名
を
そ
の
ま
ま
曲
名
に
し
た
能
「
天
川
」

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
曲
で
は
天
河
は
神
社
で
も
あ
り
「
白
飯
寺
」

と
い
う
お
寺
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
白
飯
寺
の
住
職
が
ワ
キ
と
し

て
登
場
し
て
霊
夢
を
見
ま
す
。
そ
こ
へ
不
思
議
な
主
人
公
の
シ
テ

の
女
性
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
女
性
は
実
は
在
原
業
平
で
あ
っ

た
。
こ
の
歌
の
名
手
が
愛
染
明
王
の
化
身
で
あ
っ
た
。
愛
染
明
王

と
い
う
、
愛
を
つ
か
さ
ど
る
明
王
の
化
身
。「
そ
も
そ
も
こ
の
天
の

川
に
琵
琶
山
白
飯
寺
と
て
旧
跡
あ
り
。
昔
、
役
行
者
、
大
嶺
を
開

か
ん
と
て
、
ま
ず
此
所
に
し
て
霊
験
を
祈
り
給
い
し
に
、
す
な
わ

ち
霊
泉
湧
き
流
れ
、
神
霊
円
光
を
輝
か
し
、
山
に
は
琵
琶
の
音
を

な
す
。
行
者
の
御
前
に
神
霊
白
飯
を
そ
な
う
故
に
山
を
琵
琶
と
い

い
、
寺
を
白
飯
と
号
す
。
そ
の
後
弘
法
大
師
此
所
に
て
千
日
の
行

を
な
し
給
え
ば
弁
財
天
現
じ
給
う
。
弘
法
大
師
そ
の
像
を
移
し
給

い
て
則
ち
当
寺
の
ご
本
尊
な
り
。
こ
の
山
に
一
つ
の
岩
窟
あ
り
、
こ

れ
在
原
業
平
の
入
定
の
と
こ
ろ
な
り
。
そ
も
そ
も
業
平
は
歌
舞
の

菩
薩
の
化
現
に
て
」
と
続
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
シ
テ

や
地
謡
が
謡
う
わ
け
で
す
。
こ
こ
で
謡
っ
て
い
る
内
容
を
ま
と
め

る
と
、
ま
ず
役
行
者
が
こ
の
地
で
霊
験
を
祈
っ
た
ら
、
清
ら
か
な

泉
が
湧
い
て
出
て
き
た
。
そ
し
て
、
神
の
霊
が
円
光
を
輝
か
せ
て
、

琵
琶
の
音
響
を
響
か
せ
た
。
そ
の
神
霊
は
、
役
行
者
の
前
に
ご
飯
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を
さ
さ
げ
、
そ
れ
以
来
、
山
の
名
前
を
琵
琶
山
と
言
い
、
寺
の
名

前
を
白
飯
寺
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
空
海
が
こ
こ
で

千
日
の
行
を
行
っ
た
ら
弁
財
天
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し

て
そ
れ
を
ご
本
尊
と
し
た
。
そ
の
琵
琶
山
に
一
つ
の
岩
窟
が
あ
っ

て
、
そ
の
岩
窟
が
、
在
原
業
平
が
亡
く
な
っ
た
入
定
地
で
、
業
平

は
歌
舞
音
曲
の
菩
薩
で
、
そ
れ
が
現
れ
出
た
の
で
あ
る
。
―
と

謡
う
わ
け
で
す
。
そ
し
て
シ
テ
の
女
性
は
最
後
に
、「
わ
れ
業
平
の

精
霊
に
て
、
本
地
愛
染
の
化
身
な
る
ぞ
か
し
。
い
ま
よ
り
後
も
好

色
の
な
か
だ
ち
の
神
な
り
。
人
の
思
い
を
は
ら
さ
ん
と
言
い
捨
て
、

そ
の
姿
、
岩
屋
の
内
に
入
り
給
う
、
入
り
給
う
」
と
謡
い
つ
つ
岩

屋
の
中
に
入
っ
て
い
っ
て
、
霊
の
世
界
、
神
の
世
界
に
戻
っ
て
い

っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
終
わ
る
。

在
原
業
平
は
精
霊
で
、
愛
染
明
王
の
化
身
で
、
歌
舞
音
曲
の
神

で
も
あ
る
。
こ
こ
は
、
山
伏
修
験
道
の
地
で
、
男
性
ば
か
り
の
厳

し
い
修
行
地
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
は
人
間

の
恋
愛
や
エ
ロ
ス
に
関
わ
る
神
で
あ
る
。
そ
う
い
う
男
女
冥
会
、
金

胎
不
二
合
一
が
、
弁
財
天
と
い
う
女
神
と
し
て
現
れ
、
男
性
の
歌

の
名
手
在
原
業
平
と
し
て
現
れ
る
。
こ
う
し
て
、
愛
染
明
王
と
弁

財
天
の
力
が
合
一
す
る
芸
能
と
エ
ロ
ス
の
霊
験
譚
が
能
「
天
川
」

に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
在
原
業
平
の
お
墓
は
、
い
ま
天
川
中
学

校
の
跡
地
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
在
原
業
平
の
歌
碑
も
建
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
修
験
道
の
開
祖
の
役
行
者
、
密
教
の
宗
祖
の
弘

法
大
師
空
海
、
日
本
を
代
表
す
る
歌
仙
の
在
原
業
平
の
三
者
が
三

位
一
体
と
な
っ
て
、
こ
の
地
で
自
然
力
と
人
間
の
エ
ロ
ス
力
と
真

言
と
歌
の
マ
ン
ト
ラ
力
と
か
全
部
総
合
・
統
合
さ
れ
、
弁
財
天
と

愛
染
明
王
の
霊
力
が
表
出
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
こ
に
、
世
阿
弥
の
長
男
の
元
雅
が
や
っ
て
き
て
、『
唐
船
』
と

い
う
曲
を
奉
納
し
「
阿
古
父
尉
」
と
呼
ば
れ
る
能
面
を
奉
納
し
ま

す
。
こ
の
能
面
裏
書
き
に
、「
心
中
所
願
成
就
」
と
元
雅
の
字
で
書

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
元
雅
の
父
が
世
阿
弥
で
す
。
以
前
「
世
阿

弥
と
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
」
と
題
し
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

行
い
ま
し
た
。
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
、
ヨ
ガ
を
学
び
我
を
拡

張
し
て
宇
宙
と
一
体
に
な
る
訓
練
を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

「
大
我
在
り
」
の
演
技
論
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
世
阿
弥
は
、
そ

の
反
対
に
「
無
心
」
の
演
技
論
を
展
開
し
た
。「
我
在
り
」
と
「
無

心
」
は
、
考
え
方
と
し
て
は
両
極
で
す
。

先
ほ
ど
、
膨
張
型
、
拡
張
型
の
宇
宙
と
一
体
に
な
る
身
心
変
容

技
法
と
、
余
計
な
も
の
は
全
部
捨
て
去
っ
て
無
の
よ
う
な
状
態
に

な
る
身
心
変
容
技
法
の
二
つ
の
極
が
あ
る
と
い
う
話
を
し
ま
し
た

が
、
ま
さ
に
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
と
世
阿
弥
は
そ
の
典
型
的
な

対
極
で
す
。
こ
の
世
阿
弥
の
身
心
変
容
技
法
の
方
法
論
は
「
物
ま

ね
（
物
学
）」
で
し
た
。
先
ほ
ど
の
サ
ー
カ
ス
も
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
も

そ
う
で
す
ね
。「
も
の
ま
ね
」
は
実
に
重
要
な
身
心
変
容
技
法
で
す
。

修
練
の
基
礎
は
も
の
ま
ね
で
す
。
こ
れ
は
『
風
姿
花
伝
』
の
最
初

の
伝
書
の
中
に
、
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
い

か
に
し
て
も
の
ま
ね
が
で
き
る
か
。
も
う
一
つ
は
、
い
か
に
し
て
、

そ
こ
か
ら
離
れ
ら
れ
る
か
、
離
脱
で
き
る
か
。
そ
れ
を
、「
離
見
の

見
」
と
か
「
目
前
心
後
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ー
カ
ス

の
逆
立
ち
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
自
分
の
身
体
感
覚

だ
け
で
は
駄
目
で
、
先
生
が
そ
ば
に
い
て
、
手
を
真
っ
す
ぐ
に
上

げ
な
さ
い
と
い
う
サ
ジ
ェ
ス
チ
ョ
ン
や
視
点
が
な
け
れ
ば
駄
目
で

す
。「
離
見
の
見
」
と
い
う
の
は
、
主
観
か
ら
離
れ
、
後
ろ
か
ら
、

上
か
ら
、
全
体
か
ら
見
る
と
い
う
こ
と
。
そ
う
い
う
状
態
に
至
ら

な
か
っ
た
ら
、「
真
形
」
に
は
到
達
で
き
な
い
。
そ
の
と
き
、
心
を

後
ろ
に
置
く
。「
目
前
心
後
」
す
る
。
目
を
前
に
、
目
は
い
つ
も
前

を
見
て
い
る
の
で
そ
れ
は
当
然
で
す
ね
。
で
も
、
大
事
な
の
は
、
前

を
見
る
目
で
は
な
く
て
、
心
を
後
ろ
に
置
く
こ
と
で
す
。
こ
の
心

を
後
ろ
に
置
く
こ
と
が
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
る
か
。
こ
れ
が
で

き
れ
ば
、
全
体
が
見
え
る
。
禅
の
公
案
の
よ
う
で
す
が
、
心
を
後

ろ
に
置
く
方
法
論
を
身
に
付
け
な
さ
い
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば

能
の
名
人
に
は
絶
対
な
れ
ま
せ
ん
よ
と
言
う
。

『
風
姿
花
伝
』
は
、
能
の
入
門
書
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
離

見
の
見
」
と
か
「
目
前
心
後
」
と
か
を
説
い
た
も
う
一
つ
の
重
要

な
伝
書
の
『
花
鏡
』
は
奥
義
書
で
す
。
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
、
奥
義

を
ち
ゃ
ん
と
伝
え
て
い
る
も
の
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
非
常
に

難
し
い
こ
と
、
矛
盾
し
た
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

境
地
も
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
と
比
べ
る
と
面
白

い
の
で
す
が
、
九
つ
の
段
階
に
分
け
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル

や
芸
風
を
演
者
は
演
じ
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
最
高
の
状
態
の
男
性
の
役
も
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
女

性
の
役
も
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
役
柄
、
修
羅
の

役
も
、
妙
齢
の
女
の
役
も
で
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
ら
を

「
九
位
」
と
言
い
、
九
つ
の
段
階
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
能
が
、
実

は
修
験
道
と
結
び
付
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
私
は
主
張
し
た
い
。

能
が
求
め
て
い
る
も
の
は
、
魔
縁
を
静
め
て
、
天
下
を
平
和
に

す
る
た
め
の
「
天
下
の
御
祈
禱
」
で
あ
る
と
世
阿
弥
は
強
調
し
ま

す
。「
魔
縁
」
と
は
何
か
。
先
ほ
ど
述
べ
た
「
魔
形
」
や
「
異
形
」

も
そ
の
一
つ
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
魔
が
私
た
ち
の
世
界
に
忍
び

込
ん
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
ど
う
や
っ
た
ら
祓
い
清
め
て
天
下
太
平

に
つ
な
げ
る
の
か
。
そ
れ
を
目
指
す
の
が
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

『
翁
』『
千
歳
』『
三
番
叟
』
の
「
式
三
番
」
に
集
約
的
に
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
祝
福
・
神
事
の
最
上
最
高
の
状
態
を

「
翁
」
の
演
技
と
し
て
、
祈
り
と
し
て
上
演
し
平
和
や
平
安
を
実
現

し
て
い
く
。
そ
の
と
き
、
翁
で
白
の
面
と
三
番
叟
で
黒
の
面
が
使

わ
れ
る
。
特
に
重
要
な
の
は
、
黒
色
の
尉
面
で
す
が
、
三
番
叟
で

は
演
者
は
ジ
ャ
ン
プ
を
し
ま
す
。
ぴ
ょ
ん
と
跳
ぶ
。
こ
の
ジ
ャ
ン

プ
が
、
美
し
く
、
ど
こ
ま
で
飛
べ
る
か
が
、
演
者
で
あ
る
狂
言
師

の
『
三
番
叟
』
の
神
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
験
力
で
あ
り
、
境

地
・
境
涯
で
す
。
野
村
萬
斎
の
『
三
番
叟
』
は
素
晴
ら
し
い
で
す

が
、
そ
の
「
揉
み
の
段
」
の
三
段
飛
び
が
羽
黒
修
験
な
ど
の
烏
飛

び
の
神
事
や
修
験
道
で
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
修
行
と
結
び
付
い

て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
能
は
、
演
劇
化
さ
れ
た
平
和
な
時
代

の
修
験
道
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
に
は
歌
・

謡
の
伝
統
が
あ
り
、
乱
世
に
社
会
が
大
き
く
乱
れ
て
い
く
世
の
中

で
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い
平
安
を
創
造
す
る
演
劇
活
動
が
で
き
る

の
か
。
新
し
い
儀
式
を
ど
う
創
作
で
き
る
の
か
。
先
ほ
ど
ア
ニ
シ

モ
フ
さ
ん
が
言
わ
れ
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
が
ど
う
や
っ
て
で
き
る

の
か
を
、
修
験
道
を
下
地
に
し
な
が
ら
能
と
い
う
芸
能
は
新
様
式

を
作
り
上
げ
た
の
で
す
。
中
国
や
東
ア
ジ
ア
か
ら
渡
っ
て
き
た
伎

楽
や
古
代
の
神
楽
な
ど
を
加
味
し
な
が
ら
独
自
の
芸
能
文
化
を
作

り
上
げ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
白
の
翁
面
と
黒
色
の
尉
面
の

白
黒
二
種
の
両
方
が
あ
っ
て
、『
翁
』
と
『
三
番
叟
』
が
そ
れ
を
代

表
す
る
。
翁
を
演
じ
る
人
は
白
色
を
掛
け
ま
す
。
三
番
叟
の
人
は

黒
色
を
着
け
る
。
両
方
の
力
で
世
界
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
か
し
、

浄
化
し
活
性
化
す
る
。

身
心
変
容
技
法
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
ま
す
。
同

様
に
、
そ
の
研
究
も
諸
種
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
ま
す
。
最
新
の

脳
科
学
、
神
経
科
学
を
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
同
時
に
、
伝
統
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的
な
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
、
五
臓
の
音
符
の
よ
う
な
八
〇
〇
年
の
伝

統
の
あ
る
ワ
ザ
や
、
同
じ
く
八
〇
〇
年
近
い
伝
統
の
あ
る
修
験
道

や
能
を
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ワ
ザ
に
ど
の
よ
う

な
意
味
が
あ
る
の
か
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
意
味
は
、
わ
れ
わ
れ

の
生
き
た
、
現
実
の
生
活
の
中
に
、
ど
の
よ
う
な
ヒ
ン
ト
や
、
生

き
る
活
力
を
与
え
て
く
れ
る
の
か
。
こ
の
身
心
変
容
技
法
研
究
会

で
は
、
そ
う
い
う
問
題
を
討
議
し
て
き
ま
し
た
。
明
日
も
討
議
が

あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
以
上
で
発
表
を
終

わ
り
ま
す
。

鎌
田　

そ
れ
で
は
続
け
て
、
パ
リ
第
五
大
学
博
士
の
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
・
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
さ
ん
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

コ
メ
ン
ト

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル・ル
ジ
ャ
ン
ド
ル

心
と
体
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、
こ
の
場
で

い
ろ
い
ろ
な
面
で
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
鎌
田
先
生
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

今
回
五
人
の
講
演
者
が
、
心
と
体
に
対
し
て
、
ど
う
や
っ
て
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
講
演
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
者
の
方
た
ち
が
、
自
分
の
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
実
践
の
見
地
か
ら
、
答
え
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
理
論
的
な
答
え
も
あ
れ
ば
、
経
験
的
な
、
実
践
的
な
お
答
え

も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
こ
の
五
名
の
方
の
お
話
と
、
さ
ら
に
議

論
を
続
け
る
た
め
に
、
私
は
い
く
つ
か
講
演
者
の
方
た
ち
に
質
問

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
前
に
、
ま
ず
西
側
諸
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
心
と
体
と
い

う
の
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
お
話
を
簡
単
に

し
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
西
側
諸
国
で
は
、
心
と
体
に
つ
い
て
、
歴

史
の
早
い
段
階
か
ら
議
論
が
登
場
し
ま
し
た
。
心
と
体
に
つ
い
て

非
常
に
対
立
す
る
意
見
や
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
プ
ラ
ト
ン
が
一
つ
議
論
を
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
さ

ら
に
も
っ
と
古
い
議
論
も
あ
り
ま
す
。
ホ
メ
ロ
ス
が
つ
く
っ
た
『
イ

リ
ア
ス
』
と
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
と
い
う
二
つ
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
一
番
古
い
話
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
で
も
非
常
に
大
き
な
対

立
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
で
、
二
元
性
と
い
う
話
が
出
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
間
の
体
と
心
と
い
う
も
の
は
相
い
れ
な
い

も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
で
す
。
そ
の
二
元
性
が
そ
の
後
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
存
在
論
的
二
元
論
と
い
う
も
の
が
登
場
し
ま
す
。
そ

こ
で
は
、
心
と
体
と
い
う
も
の
は
ま
っ
た
く
相
い
れ
な
い
、
対
立

す
る
存
在
、
体
制
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

段
階
で
は
、
心
か
体
、
ど
ち
ら
か
が
価
値
が
あ
る
と
い
う
評
価
方

法
、
そ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ッ
ジ
の
仕
方
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

次
に
、
二
元
性
に
対
し
て
、
そ
れ
を
還
元
的
に
、
否
定
的
に
捉

え
る
と
い
う
動
き
が
起
こ
り
ま
し
た
。
心
と
体
と
い
う
二
極
が
あ

る
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
の
ど
ち
ら
か
一
つ
し
か
い
ら
な
い
と
い
う

よ
う
な
感
じ
で
、
一
つ
に
還
元
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う

考
え
方
、
一
方
だ
け
あ
れ
ば
十
分
だ
と
い
う
理
解
の
仕
方
で
す
。

そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
物
質
主
義
と
理
想
主
義
と
い
う
ふ
う

に
分
け
て
考
え
る
よ
う
な
考
え
方
で
す
。
し
か
し
、
思
想
家
の
中

に
は
、
そ
う
い
っ
た
二
極
対
立
を
越
え
よ
う
と
い
う
動
き
、
そ
う

い
う
こ
と
を
考
え
出
す
思
想
家
も
現
れ
ま
し
た
。

ス
ピ
ノ
ザ
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
思
想
家
で
す
。
ス
ピ
ノ
ザ
の

言
葉
で
す
け
れ
ど
も
、
魂
と
体
は
一
つ
で
あ
り
、
そ
し
て
同
じ
も

の
で
あ
り
、
あ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
は
思
考
の
属
性
と
見
な
さ
れ
、

あ
る
と
き
に
は
広
が
り
の
属
性
と
見
な
さ
れ
る
と
ス
ピ
ノ
ザ
は
書

き
ま
し
た
。
体
と
魂
は
一
つ
の
も
の
だ
と
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
し
、
そ
こ
で
も
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
心
と
体
は
、

分
け
た
言
葉
遣
い
と
し
て
使
い
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
言
い
換
え
ま
す
と
、
心
と
体
の
二
元
性
の
違
い
を
見
せ

る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
自
身
が
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

で
す
の
で
、
二
元
性
と
い
う
の
は
、
理
論
的
に
せ
よ
、
実
践
的

に
せ
よ
、
そ
れ
は
捉
え
る
た
め
の
単
な
る
ツ
ー
ル
に
す
ぎ
な
い
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
二
元
性
が
良
い
悪
い
の
問
題
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
一
九
世
紀
末
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
態
で
す
け
れ
ど
も
、
大

き
な
変
化
が
思
想
界
で
起
こ
り
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ

が
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
る
と
、
も
う
い
ま
ま
で
の
二
元
性
、
対

立
す
る
二
元
性
で
は
な
い
、
別
の
か
た
ち
の
二
元
性
、
も
っ
と
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
二
元
性
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
ま
す
。

長
い
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
心
と
体
の
分
離
と
い
う
の
は
、
意

味
に
お
い
て
非
常
に
大
き
な
問
題
で
し
た
。
西
側
諸
国
で
二
元
性

の
こ
と
はM

ind-body problem

と
い
う
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

M
ind-body

と
言
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
実
際
はM

ind

とBody

も
う
一
つ
に
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
考
え
て
も
い
い
と
い
う
の
が

結
論
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
思
想
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て

は
、
心
と
体
の
二
元
論
は
非
常
に
有
用
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
て
い

る
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
現
状
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
西
洋
で
は
な
く
東
洋
で
は
、
二
元
論
と
い
う

の
は
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
、
聖
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
心
と
体
と
い
う
の
は
分
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
聖

な
る
（
一
体
の
）
も
の
だ
と
い
う
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
考
え
方
と
い
う
の
は
、
西
側
諸
国
の
人
た

ち
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
魅
力
的
な
考
え
方
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
私
も
東
洋
と
い
う
の
は
実
際
何
な
の
か
と
い
う
の
は
分

か
ら
な
い
な
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
神
道
、
道
教
、
そ

し
て
仏
教
と
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
み
ん
な
違
う
も
の
と
い
う
の

も
、
自
分
に
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
の
宗
教

も
表
現
の
仕
方
は
違
っ
て
も
、
心
と
体
の
関
係
に
つ
い
て
表
現
し

て
い
る
も
の
だ
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
「
身
心
変
容
の
ワ
ザ
と
哲
学
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
始
ま
り
ま

し
た
け
れ
ど
、
し
か
し
、
心
と
体
を
捉
え
る
考
え
方
に
お
い
て
大

き
な
違
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

西
側
で
は
、
体
と
心
と
い
う
の
は
対
立
す
る
も
の
と
い
う
ふ
う

に
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
も
う
一
つ
、
別
の
考
え
方
と

し
て
、
体
と
心
の
弁
証
法
的
な
捉
え
方
が
東
洋
に
は
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
い
ま
す
と
、
心
と
は
何
か
、
体

と
は
何
か
、
そ
れ
自
体
に
関
心
を
寄
せ
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の

心
と
体
の
双
方
が
ど
の
よ
う
に
相
互
作
用
し
合
っ
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
の
ほ
う
に
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
、
そ
れ
が
東
洋
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だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
心
と
体
は
ど
ち
ら
が
上
で
、
ど
ち
ら
が
下
か
と
い
う

こ
と
も
考
え
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
相
互
関

係
は
決
し
て
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
常
に
変
化
し

得
る
関
係
だ
と
い
う
こ
と
も
大
切
な
点
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
相

互
関
係
と
い
う
の
は
常
に
変
わ
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

心
と
体
の
変
わ
り
ゆ
く
関
係
を
理
解
す
る
た
め
に
こ
そ
、
身
体

技
法
は
非
常
に
有
効
な
ツ
ー
ル
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
身
体

技
法
は
、
単
な
る
動
作
の
各
シ
ー
ン
、
こ
ま
割
り
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
身
体
技
法
の
下
の
次
元
で
、
心
と
体
が
い
か

に
補
い
合
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
、
そ
れ
こ
そ
が

身
体
技
法
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
方
法
に
は
い
く

つ
か
あ
っ
て
、
心
と
体
が
相
互
作
用
し
合
う
い
く
つ
か
の
や
り
方

を
通
し
て
、
そ
れ
が
訓
練
の
間
に
も
変
わ
り
得
る
も
の
が
身
体
技

法
の
特
徴
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
心
、
体
と

い
う
よ
う
に
単
純
に
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
し
ま
う
こ
と

は
お
か
し
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
意
図
と
い
っ
た
ほ
か
の
概
念

を
入
れ
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
表
象
が
あ
る
意
図
、
表
象
が
な
い

意
図
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
意
識

の
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
、
方
式
も
そ
こ
に
関
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
講
演
者
の
方
へ
の
具
体
的
な
質
問
に
移
り
ま
す
。

二
つ
質
問
を
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
で
議
論
を
続
け
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
質
問
の
中
で
、
一
番
お
答
え
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
も
の
に
対
し
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
時
間
も
あ

り
ま
せ
ん
の
で
。

一
つ
目
は
、
具
体
的
な
身
体
技
法
に
関
す
る
質
問
で
す
。
心
と

体
の
二
元
的
な
方
法
を
、
ま
っ
た
く
も
う
や
め
て
考
え
な
い
こ
と

に
し
て
、
弁
証
法
論
的
な
考
え
に
移
る
と
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
心

と
体
の
相
互
作
用
に
関
心
を
向
け
る
場
合
に
つ
い
て
の
質
問
な
ん

で
す
け
れ
ど
も
。
演
劇
で
す
と
か
、
気
功
と
い
っ
た
具
体
的
な
身

体
技
法
を
行
う
際
に
、
心
と
体
は
、
本
来
は
融
合
し
た
ほ
う
が
理

想
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、
気
功
で
し
た
ら
、
身
心
合
一
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

質
問
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
み
な
さ
ま
は
演
劇
、
気
功
を
や
っ

て
い
ら
し
て
、
そ
の
目
的
は
、
常
に
身
心
合
一
、
心
と
体
の
融
合

を
目
指
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、
中
に

は
、
演
劇
、
気
功
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
で
、
心
と
体
が
む

し
ろ
別
々
に
あ
っ
た
ほ
う
が
や
っ
て
い
く
上
で
便
利
だ
、
有
意
義

だ
と
い
う
よ
う
な
瞬
間
で
す
と
か
、
練
習
を
し
て
い
て
、
そ
ん
な

ふ
う
に
感
じ
る
ケ
ー
ス
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

も
う
一
つ
の
質
問
は
、
こ
う
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
身
体
技
法
に

よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
る
知
で
す
ね
、
知
恵
と
言
い
ま
す
か
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
に
関
す
る
質
問
で
す
。
心
と
体
が
相
互
作
用
す
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
以
上
、
理
論
と
実
践
と
い
う
の
を
こ
れ
か

ら
も
分
け
て
考
え
て
、
別
々
な
道
で
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
て
い
く

と
い
う
の
は
、
も
う
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
の
実

践
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
と
心
の
関
係
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。

で
は
、
み
な
さ
ま
が
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
身
体
技
法
を
、
ど

こ
ま
で
突
き
詰
め
て
い
け
ば
心
と
体
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
が

深
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
こ
ま
で
心
と
体
の
理
解
と
い
う
の
を

実
践
に
よ
っ
て
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が

二
つ
目
の
質
問
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、
心
と
体
の
関
係
と
い
う
の

は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
と
い
う
こ
と
も

質
問
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
お
答
え
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

討
論

鎌
田　

い
ま
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
さ
ん
か
ら
質
問

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
さ
ん
か
ら
リ
ス
ポ
ン

ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー　

一
つ
目
の
質
問
で
す
が
、
心
と
体
が
融
合
す
る

と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
心
と
身
体
は
非
連
続
な
も
の
で
、

つ
な
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
一
つ
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。

心
と
体
と
い
う
の
は
、
た
だ
一
人
に
属
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

れ
で
も
一
つ
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
心
と
体
は
体
と
い
う
組
織
の

中
で
ま
っ
た
く
違
う
レ
ベ
ル
の
も
の
で
す
の
で
、
一
つ
に
融
合
す

る
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
な
ぜ
一
致
で
き
な
い
か
と
言
い
ま
す

と
、
私
た
ち
の
精
神
の
ほ
う
は
体
を
最
終
的
に
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
体
の
ほ
う
は
精
神
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
私
は
心
と
体
の
間
に
は
非
連
続
性
が
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

二
つ
目
の
質
問
で
す
が
、
身
体
技
法
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

知
識
・
知
恵
に
は
限
界
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
限
界

を
超
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
で
な
い
と
、

知
恵
と
い
う
も
の
に
あ
ま
り
に
頼
っ
て
し
ま
う
。
一
つ
の
幻
想
を

抱
い
て
し
ま
っ
た
り
、
逆
に
知
恵
に
宗
教
の
よ
う
な
名
前
を
付
け

て
信
仰
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
、
私
が
こ
こ
で
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
必
ず
し
も
知
識
・
知
恵

を
得
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
も
、
得
な
い
代
わ
り

に
、
常
に
心
は
体
と
何
か
の
か
た
ち
で
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、
そ

し
て
体
の
ほ
う
も
心
と
何
か
の
か
た
ち
で
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
て
い
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
申
し
上
げ
た
い
の
で
す
が
、
今
日
の
二
つ
の
講
演
は
非

常
に
面
白
い
講
演
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
二
つ
の
講
演
を
聞
き
ま
し
て
、
や
は
り
方
法
に
お
い
て
非
常

に
大
き
な
違
い
が
あ
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。
心
が
行
っ
て
い
る
テ

ク
ニ
ッ
ク
と
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
作
用
、
効
果
と
い
う
も
の
の
つ

な
が
り
を
常
に
つ
く
り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
作
用
か
ら
見
て
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

鎌
田　

次
に
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ニ
シ
モ
フ　

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、

三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
常
に
分
け
て
い
ま
す
。

人
間
は
常
に
同
時
に
三
つ
の
流
れ
の
中
を
生
き
て
い
る
と
い
う

言
い
方
を
し
ま
す
が
、
一
つ
目
の
流
れ
と
い
う
の
は
、
考
え
、
思

考
の
流
れ
で
す
。
い
ま
私
た
ち
が
、
ま
さ
に
そ
の
状
態
で
す
。
い

ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
思
考
し
て
い
る
と
い
う
流
れ
の
中
に
い
ま

す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
気
分
や
感
情
の
流
れ
の
中
に
も
い
ま
す
。
三

つ
目
が
、
物
理
的
な
肉
体
の
流
れ
の
中
に
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
肉
体
的
な
感
覚
が
あ
り
ま
す
。
暖
か
い
な
と
か
、
あ
る
い
は
お

な
か
が
す
い
た
な
と
い
う
体
の
反
応
な
ど
で
す
。

そ
う
見
て
い
く
と
、
体
の
生
活
も
あ
り
、
気
分
や
な
ん
か
の
魂

の
生
活
も
あ
り
、
考
え
る
と
い
う
精
神
の
生
活
と
い
っ
た
三
つ
の

生
活
が
あ
り
ま
す
。
私
の
経
験
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
こ
の
三
つ

の
流
れ
は
、
も
の
す
ご
く
違
い
が
あ
っ
た
り
す
る
。

例
え
ば
、
肉
体
的
に
は
お
な
か
が
い
っ
ぱ
い
な
の
に
、
気
分
は

落
ち
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
と
は
逆
で
、
お
な
か
は
も
の
す
ご
く
す
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い
て
い
る
の
に
気
分
が
高
揚
し
て
、
う
れ
し
い
気
分
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
考
え
の
流
れ
と
、
感
情
・
気
分
の
流
れ

も
差
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
あ
る
感
情
と
は
あ
ま
り
そ
ぐ
わ
な
い

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
見
て
い
く
と
、
こ
の
三
つ
の
流
れ
に
私
た
ち
は
ど
こ
か
影

響
を
受
け
た
り
す
る
け
れ
ど
も
、
同
時
に
、
そ
れ
を
な
ん
と
か
自

分
た
ち
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
い
と
い
う
欲
求
も
あ
る
。
例
え
ば
、

悪
い
考
え
を
持
ち
た
く
な
い
、
悪
い
考
え
は
自
分
の
中
か
ら
排
除

し
た
い
、
と
い
う
欲
求
で
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
流
れ
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
の
は
、
す
ご
く
難
し
い
で
す
。

肉
体
的
な
流
れ
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
よ
り
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い
流
れ
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ス
タ
ニ

ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
で
は
、
身
体
的
な
行
動
を
自
分
た
ち

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
す
ご
く
大
切
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

演
劇
芸
術
に
お
い
て
、
私
た
ち
が
ど
う
い
う
訓
練
を
し
て
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
に
触
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
訓
練
の
目
的
は
、
魂

の
持
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
あ
る
い
は
精
神
の
持
っ
て
い
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
覚
醒
さ
せ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
普
通
の

人
は
、
こ
の
部
分
が
す
ご
く
受
動
的
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
、
あ

る
い
は
眠
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

俳
優
の
目
的
は
、
魂
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
つ
ま
り
感
情
の
部
分
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
覚
醒
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
使
っ
て
精
神
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
覚
醒
さ
せ
、
お
客
さ
ん
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
お
客
さ
ん
の
想
像
力
が
動
く
よ
う
な
こ
と
が
で
き
た
ら
、
こ

れ
は
私
た
ち
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
動
く
と
い
う
こ
と
は
、
精
神
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
動
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
は
何
か
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
必
ず
考
え
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
考
え
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
覚
醒
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
感
情
も
目
覚
め

ま
す
。
私
た
ち
が
舞
台
上
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
覚
醒
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
を
お
客
さ
ん
に
伝
え
て
、
お
客
さ
ん
は
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
得
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
、
毎

回
の
稽
古
で
、
あ
る
い
は
本
番
で
常
に
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鎌
田　

次
に
張
明
亮
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

張　

仏
教
の
理
論
で
考
え
る
と
、
世
の
中
の
万
事
万
物
は
す
べ
て

縁
が
あ
っ
て
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
縁
と
い
う
の
は
非
常

に
複
雑
な
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
の
こ
と
で
す
。
す
べ
て
の
事
物
は
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
に
よ
っ
て
成
立
し
、
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

例
え
ば
、
こ
の
テ
ー
ブ
ル
で
す
。
木
が
要
り
ま
す
。
鉄
も
要
り

ま
す
。
ね
じ
も
要
り
ま
す
。
も
っ
と
大
事
な
こ
と
は
、
誰
か
が
そ

れ
を
買
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
当
然
誰
か
が
作
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
条
件
の
ど
れ
か
一
つ
で
も
欠
け
れ
ば
、
こ
こ
に
こ
の
テ
ー

ブ
ル
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
こ
の
机
は
、
こ
の
よ
う
な

条
件
が
同
時
に
存
在
し
た
と
き
に
、
は
じ
め
て
こ
こ
に
存
在
で
き

る
の
で
す
。
こ
の
机
は
、
そ
れ
ら
の
条
件
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た

以
前
に
は
こ
こ
に
存
在
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
中
の
条
件
の

一
つ
で
も
失
っ
て
し
ま
う
と
、
未
来
に
も
こ
こ
に
は
存
在
し
な
い

の
で
す
。
仏
教
で
は
、
す
べ
て
の
も
の
は
、
縁
が
あ
っ
て
生
じ
、
縁

が
あ
っ
て
滅
す
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
机
一
つ
を
と
っ
て
も
、
こ

れ
だ
け
複
雑
な
条
件
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
私
た
ち
の
生
命
に
お

い
て
は
、
よ
り
複
雑
な
よ
り
多
く
の
条
件
が
あ
る
の
で
す
。

中
医
学
で
は
、
す
で
に
そ
れ
ら
を
最
も
簡
単
に
し
て
、
有
形
の

も
の
、
気
、
精
神
、
こ
の
三
者
が
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
三
つ
の
条
件
が
整
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
私
た
ち
の
生
命
が
存
在
し
ま
す
。
こ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
体

と
精
神
は
完
全
に
融
合
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
考
え
方
に
同
意

し
ま
す
。

体
と
精
神
と
い
う
の
は
、
完
全
に
融
合
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
、
よ
く
こ
う
い
う
言
葉
を
言
い
ま
す
ね
。

"M
ais"

（
メ
ッ
）、「
し
か
し
」
で
す
。
生
命
と
い
う
の
は
、
も
と
も

と
一
つ
の
過
程
な
の
で
す
。
生
命
は
、
体
、
精
神
が
要
り
ま
す
。
さ

ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
こ
の
体
の
な
か
に
存
在
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
こ
の
生
命

は
存
在
す
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
条
件
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
、

私
た
ち
の
、
い
わ
ゆ
る
こ
の
生
命
と
い
う
も
の
も
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

中
医
学
の
方
法
は
、
で
き
る
だ
け
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
用
い
て
、

い
ま
の
私
の
こ
の
状
態
を
保
ち
続
け
る
こ
と
、
損
な
わ
な
い
よ
う

に
し
よ
う
と
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
体
の
鍛
錬
、
心
の
鍛
錬
、
さ

ら
に
も
っ
と
大
事
な
の
は
体
と
心
の
両
者
を
つ
な
ぐ
も
の
の
鍛
錬
、

即
ち
気
の
練
習
が
必
要
な
の
で
す
。
今
の
状
態
の
自
分
を
、
で
き

る
だ
け
長
い
時
間
、
存
在
し
続
け
る
よ
う
に
す
る
の
で
す
。

こ
れ
は
、
一
緒
に
存
在
さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
融
合
さ
せ
る
の

で
は
な
い
の
で
す
。
最
終
的
に
は
、
そ
れ
ら
の
条
件
が
整
わ
な
く

な
り
、
保
持
で
き
な
く
な
り
、
生
命
が
終
了
す
る
の
で
す
。
も
し

私
が
、
い
ま
の
自
分
が
必
要
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
訓
練
を
す
る
必

要
も
な
い
の
で
す
。
こ
れ
が
私
の
理
解
で
す
。

鎌
田　

次
に
奥
井
遼
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

奥
井　

身
心
二
元
論
は
、
何
百
年
と
哲
学
の
中
で
議
論
さ
れ
て
き

た
の
で
、
短
い
コ
メ
ン
ト
で
回
答
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す

が
、
い
い
出
発
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
京
都

大
学
に
お
ら
れ
た
人
類
学
者
の
菅
原
和
孝
先
生
が
、
身
心
問
題
を

考
え
る
上
で
、
こ
う
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。「
心

と
体
は
ワ
イ
ン
オ
ー
プ
ナ
ー
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
。
つ
ま
り
ワ

イ
ン
オ
ー
プ
ナ
ー
に
は
、
く
る
く
る
回
し
て
、
力
を
加
え
て
、
き

ゅ
っ
ぽ
と
抜
く
タ
イ
プ
と
、
か
か
し
み
た
い
な
、
最
後
に
腕
を
ぐ

い
っ
と
閉
じ
て
す
ぽ
ん
と
抜
く
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
二
つ
の

種
類
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
ど
ち
ら
も
ワ
イ
ン
オ
ー
プ
ナ
ー
で
あ
る

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
が
心
と
体
の
違
い
で
は
な
い
か
と
。
確

か
に
考
え
て
み
る
と
、
コ
ル
ク
を
開
け
る
道
具
だ
と
い
う
こ
と
に

お
い
て
は
、
ま
っ
た
く
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
す
。
つ
ま
り
人
間
と

い
う
意
味
で
は
、
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
。
け
れ
ど
も
、
コ

ル
ク
を
開
け
る
と
い
う
機
能
の
点
で
は
同
じ
で
す
が
、
形
態
が
違

う
。
一
方
は
わ
り
と
メ
カ
ニ
カ
ル
な
形
を
し
て
い
て
、
も
う
一
方

は
単
純
な
形
を
し
て
い
る
。
一
つ
の
も
の
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
二

つ
の
現
れ
を
し
て
い
る
ん
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
私
な
り
に
言
い
換
え
ま
す
と
、
人
間
と
い
う
存
在
の
中

に
、
い
く
つ
か
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
、
何
か
と
つ
な
が
る
回
路

が
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
身
体
で
あ
っ
て
、
も
う
一
つ
が
心
で
あ
る
。

あ
る
い
は
魂
と
い
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
考
え
る
と
、
例
え
ば
今
日
の
ご
発
表
を
昼
か
ら
聞
い
て
い

て
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
の
ご
発
表
は
、
膨
大
な
知
の
貯
蔵
庫
み

た
い
な
と
こ
ろ
か
ら
、
わ
あ
っ
と
出
て
く
る
知
識
を
受
け
取
っ
て
、

知
的
に
脳
み
そ
が
回
転
し
て
い
た
と
い
う
体
感
を
得
ま
し
た
。
と
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同
時
に
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先
生
は
、
こ
の
舞
台
を
下
り
た
り
、
上

が
っ
た
り
、
も
の
を
投
げ
た
り
と
い
う
こ
と
を
し
て
、
体
が
思
わ

ず
反
応
す
る
よ
う
な
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ア
ニ
シ
モ

フ
先
生
の
お
話
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
し
で
と
う
と
う
と
語
ら

れ
る
中
で
の
、
内
な
る
情
熱
み
た
い
な
も
の
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
ア

ニ
シ
モ
フ
先
生
が
し
ゃ
べ
り
終
わ
っ
て
、
通
訳
の
方
に
対
し
て
も

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
与
え
る
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
さ
れ
て
い
て
、
す
ご

く
魅
力
的
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
る
と
、
自
分
の
体
が

一
緒
に
な
っ
て
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
し
た
く
な
る
気
持
ち
に
な
る
。
張

明
亮
先
生
の
場
合
は
、
文
字
ど
お
り
身
体
的
な
し
ぐ
さ
を
通
し
て

自
分
の
体
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
を
経
験
し
ま
し
た
。

こ
の
お
三
方
の
発
表
の
、
い
わ
ば
ス
タ
イ
ル
に
自
分
が
ど
う
向

き
合
っ
た
か
な
と
考
え
る
と
、
あ
る
と
き
は
頭
が
動
い
て
、
そ
の

お
話
を
聞
い
て
い
た
。
あ
る
と
き
は
自
分
の
体
が
共
鳴
し
て
、
そ

の
意
味
を
受
け
取
っ
た
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
、
い
く
つ
か
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
に
お
い
て
、
自
分
と
講
演
者
の
間
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
回
路
が
開
い
た
。
こ
う
い
っ
た
感
覚
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
心
と
身
体
を
実
態
的
に
捉
え
る
と
、
ま
っ

た
く
別
の
、
デ
カ
ル
ト
が
言
っ
た
よ
う
に
、
一
つ
は
物
質
の
延
長

で
あ
っ
て
、
一
つ
は
精
神
で
あ
る
と
い
う
、
存
在
論
的
に
相
い
れ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
が
、
い
く
つ
か
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
持
つ
人
間
の
う
ち
の
一
つ
が
心
で
あ
り
、
一
つ
が
体
で

あ
る
と
い
う
理
解
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
と
考
え
ま
し
た
。

サ
ー
カ
ス
な
ど
に
お
い
て
も
、
や
は
り
そ
れ
は
重
要
で
、
例
え

ば
頭
で
は
、
理
屈
で
は
分
か
る
け
れ
ど
、
身
体
は
つ
い
て
い
か
な

い
と
か
、
逆
に
な
ぜ
成
功
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
自
分
の
身
体

は
で
き
た
と
い
う
状
況
が
、
ど
ち
ら
も
あ
り
得
る
わ
け
で
す
。
そ

れ
は
、
例
え
ば
考
え
る
と
い
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お
い
て
は
答
え
が

得
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
身
体
と
い
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
そ
れ
が

ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
。
あ
る
い
は
逆
に
、
考
え
る
と
い
う
チ
ャ
ン
ネ

ル
は
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
身
体
と
い
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
は

開
い
た
と
い
っ
た
状
態
が
起
き
る
と
、
そ
う
い
っ
た
現
象
に
な
っ

て
く
る
の
か
な
と
考
え
ま
し
た
。

鎌
田　

四
人
の
方
が
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
さ
ん
の
問
い
に
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。
私
は
ま
だ
答
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
先
に
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル

さ
ん
か
ら
い
ま
の
四
つ
の
答
え
に
対
し
て
リ
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。
私
は
そ
の
後
で
答
え
ま
す
。

ル
ジ
ャ
ン
ド
ル　

ま
ず
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
っ
た
お
答
え
を
く
だ

さ
い
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
実
は
、
ほ
と

ん
ど
こ
の
質
問
に
対
し
て
、
私
自
身
が
確
信
の
あ
る
答
え
と
い
う

も
の
を
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
答
え
と
比
べ
た
ら
、
本

当
に
悪
い
答
え
し
か
私
の
中
に
は
な
い
の
で
す
。
私
は
、
個
人
的

に
私
が
み
な
さ
ん
に
投
げ
か
け
た
質
問
を
通
し
て
、
私
自
身
の
研

究
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
、
日
本
で
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
私
が
確
信
で
き
る
の
は
、
心
と
体
を
そ
れ
ぞ
れ
相
反
す
る

も
の
と
見
な
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
す
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
長
い
間
、
心
と
体
は
相
反
す
る
も
の
だ
と
見
な
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
少
な
く
と
も
こ
の
一
五
〇
年

前
ぐ
ら
い
か
ら
は
、
心
と
体
が
相
反
す
る
も
の
だ
と
い
う
考
え
方

か
ら
は
脱
却
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
心

と
体
が
今
後
は
完
全
に
一
体
化
し
て
融
合
し
て
い
く
と
い
う
安
易

な
、
簡
便
的
な
答
え
に
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

ま
た
完
全
な
い
い
か
た
ち
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
身
体
と
心
の
バ

ラ
ン
ス
と
い
う
の
は
、
決
し
て
一
つ
で
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
い
く
つ
か
の
バ
ラ
ン
ス
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
者
の
方
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
な
り
の

心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
を
見
い
だ
し
て
、
お
話
し
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
鶴
岡
賀
雄
さ
ん
に

コ
メ
ン
ト
を
し
て
も
ら
っ
て
、
最
後
に
私
が
総
括
的
に
議
論
を
ま

と
め
な
が
ら
結
び
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

鶴
岡　

突
然
の
ご
指
名
で
す
が
、
聞
い
て
い
た
者
の
代
表
と
し
て
、

総
括
的
な
印
象
を
言
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
変
濃
密
な
四
時

間
で
し
た
。
そ
の
た
め
で
し
ょ
う
か
、
最
初
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
先

生
の
講
演
が
も
う
遠
い
昔
の
話
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
す
。

そ
の
後
、
ア
ニ
シ
モ
フ
先
生
、
張
先
生
、
そ
れ
か
ら
お
若
い
奥
井

さ
ん
、
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
さ
ん
、
も
ち
ろ
ん
鎌
田
東
二
さ
ん
、
そ
れ

ぞ
れ
の
方
が
濃
密
な
世
界
を
持
っ
て
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い

っ
て
も
、
聞
い
て
い
る
だ
け
で
も
疲
れ
る
ほ
ど
の
密
度
で
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
人
が
大
変
強
い
発
信
力
と
言
葉
を
持
っ
て
い
て
、
世
界

を
持
っ
て
い
て
、
方
法
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
こ
こ
で
ぶ
つ
け

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
と
て
も
豊
か
な
経
験
を
し
た
と
思
う
の

で
す
が
、
あ
り
が
た
か
っ
た
の
は
、
大
変
に
優
れ
た
通
訳
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で
す
。
私
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
は
少
し
分
か

る
の
で
す
が
、
ロ
シ
ア
語
と
中
国
語
は
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
の

で
、
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
が
美
し
い
迫
力
の
あ
る
ロ
シ
ア
語
で
話
し

て
い
る
と
き
は
、
先
生
の
ロ
シ
ア
語
を
聞
い
て
、
何
か
を
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
見
事
な
通
訳
を
し
て
く
れ
る
。
張
さ
ん
の
場

合
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
し
た
。
ま
っ
た
く
意
味
が
分
か
ら
な
い
。

で
も
、
言
葉
を
聞
く
。
そ
こ
で
、
そ
の
間
、
何
を
し
て
い
た
か
と

い
う
と
、
十
分
に
ア
ニ
シ
モ
フ
先
生
や
張
先
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

音
と
し
て
、
声
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後

で
日
本
語
に
な
っ
て
意
味
が
入
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
も
体
と
心
と

い
う
も
の
、
あ
る
い
は
知
性
と
肉
体
で
す
か
、
そ
の
不
思
議
な
関

係
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
自
体

も
大
切
な
経
験
で
、
で
す
か
ら
通
訳
が
入
っ
た
ぶ
ん
、
時
間
の
無

駄
だ
っ
た
な
と
は
誰
も
感
じ
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
見
事
な
通
訳
の
、
三
人
の
方
の
ご
努
力
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
も
お
礼
を
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

鎌
田　

い
ま
鶴
岡
さ
ん
が
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
通
訳
で

き
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
二
元
論
を
超
え
て
い
く
可
能
性
が
あ
る

と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。
通
訳
は
、
や
っ
ぱ
り
完
璧
に
は
で
き
ま

せ
ん
ね
。
で
も
、
通
訳
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
ご
い
こ
と
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
あ
る
一
つ
の
次
元
が
共
有
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
違
っ
て
い
て
も
、
い
び
つ
で
あ
っ
て
も
。

で
す
か
ら
、
二
元
論
は
完
全
に
正
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
一
元
論
も
不
備
で
あ
る
。
現
象
は
分
か
れ
て
い
る
か
ら
、
ば

ら
ば
ら
だ
か
ら
。
私
た
ち
の
心
も
体
も
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
病
気
に
な
っ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
だ

け
れ
ど
、
心
の
状
態
の
持
ち
方
に
よ
っ
て
は
、
体
の
状
態
が
よ
く

な
る
と
い
う
こ
と
も
経
験
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
極
端
な
一
元

論
も
極
端
な
二
元
論
も
間
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
、
三

元
論
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
弁
証
法
と
言

え
る
の
か
微
妙
な
と
こ
ろ
で
、
違
い
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
こ
ろ
で
す
。

昨
日
私
は
、「
体
は
う
そ
を
つ
か
な
い
。
し
か
し
、
心
は
う
そ
を

303

身心変容のワザと哲学　　



つ
く
。
け
れ
ど
も
、
魂
は
う
そ
を
つ
け
な
い
」
と
い
う
言
い
方
を

し
ま
し
た
。
う
そ
を
つ
く
こ
と
の
で
き
る
心
を
わ
れ
わ
れ
が
持
っ

て
い
る
と
い
う
の
は
万
国
共
通
し
て
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
人
間

の
特
徴
は
、
う
そ
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
心
の

中
で
思
っ
て
い
る
こ
と
と
違
う
言
葉
を
語
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
違
う
言
葉
を
語
っ
て
、
う
そ
を
つ
い
て
い
て

も
、
ど
こ
か
で
真
実
が
見
え
て
く
る
と
い
う
か
、
暴
露
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
真
実
が
暴
露
さ
れ
る
と
い
う

か
、
現
れ
て
く
る
と
い
う
瞬
間
を
わ
れ
わ
れ
は
体
験
で
き
る
の
で
、

一
致
す
る
可
能
性
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
は
、

二
元
論
者
で
も
な
く
、
一
元
論
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
三

元
論
と
い
う
も
の
を
媒
介
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
通
の
も
の

を
見
い
だ
す
こ
と
は
可
能
だ
と
い
う
立
場
で
す
。

密
教
や
修
験
道
の
考
え
方
の
根
本
に
、
空
海
の
密
教
の
考
え
方

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
最
後
に
ち
ょ
っ
と
付
け
加
え
ま
す
。
密
教

の
考
え
方
の
根
幹
に
は
、
す
べ
て
が
一
致
す
る
と
い
う
状
態
を
生

み
出
す
。
神
秘
的
合
一
を
生
み
出
し
ま
す
。
そ
の
と
き
、
二
種
類

の
考
え
方
を
持
ち
ま
す
。
世
界
は
二
つ
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
が
、
金
剛
界
と
胎
蔵
界
で
す
。
男
性
原
理
的
世
界
と
女
性
原
理

的
世
界
。
中
国
的
に
言
う
と
陰
と
陽
。
も
っ
と
抽
象
化
し
て
言
う

と
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
。
で
も
、
そ
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
を
一

つ
に
す
る
た
め
に
は
、
三
つ
の
や
り
方
を
通
し
て
し
か
一
つ
に
で

き
な
い
と
空
海
は
言
い
ま
す
。

そ
の
三
つ
の
や
り
方
と
い
う
の
は
「
三
密
加
持
」
で
、「
身
・

口
・
意
」
と
い
う
順
番
で
一
体
化
を
進
め
る
。
ま
ず
体
。
次
に
言

葉
、
口
。
体
と
口
・
言
葉
の
後
、
最
後
に
意
識
、
つ
ま
り
心
。
こ

れ
を
大
日
如
来
と
そ
の
使
者
の
不
動
明
王
の
一
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
一
致
の
状
態
を
生
み
出
せ
る
。
こ

れ
を
「
三
密
加
持
」
と
言
い
ま
し
た
。
こ
の
「
三
密
加
持
」
の
状

態
を
生
み
出
す
た
め
に
、
宇
宙
全
体
を
流
出
さ
せ
た
大
日
如
来
と

い
う
超
越
的
な
仏
が
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
仏
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
仏
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
す
る
た
め
に
特
別
の
体
の
動
き
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
れ
は
印

を
結
ぶ
こ
と
で
す
。
手
に
印
を
結
ぶ
。
口
に
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
ま

す
。
特
殊
な
言
葉
を
唱
え
ま
す
。
そ
し
て
、
曼
荼
羅
と
い
う
図
絵

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
識
の
状
態
を
究
極
の
存
在

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貫
か
せ
る
と
い
う
修
行
を
し
ま
す
。

私
は
、
考
え
方
と
し
て
可
能
だ
と
思
い
ま
す
し
、
瞬
間
的
に
も
、

あ
る
い
は
、
あ
る
持
続
し
た
状
態
で
、
そ
う
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

一
体
化
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
け
れ

ど
、
そ
れ
は
元
に
戻
り
ま
す
。
日
常
に
戻
っ
て
い
き
ま
す
。
ば
ら

ば
ら
の
状
態
、
本
人
の
状
態
に
戻
っ
て
い
き
ま
す
。
で
も
、
そ
れ

を
行
き
来
す
る
の
が
密
教
の
一
つ
の
修
行
に
な
る
。
特
に
重
要
な

の
は
、
体
と
意
識
を
つ
な
ぐ
と
き
に
特
別
の
言
葉
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
特
別
の
言
葉
は
意
味
不
明
。
重
要
な
の
は
、
意

味
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
先
ほ
ど
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
が
言
っ
た
オ

ノ
マ
ト
ペ
に
近
い
。「
こ
と
こ
と
」「
か
た
か
た
」「
と
ん
と
ん
」
み

た
い
な
。
そ
う
い
う
一
種
に
「
こ
と
こ
と
」「
た
ん
た
ん
」
と
い
う
、

物
と
心
を
つ
な
ぐ
宇
宙
語
み
た
い
な
も
の
が
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
。
そ
う
い
う
特
殊
な
言
葉
を
通
し
て
通
じ
合

う
と
い
う
か
、
一
つ
の
流
れ
に
乗
る
こ
と
は
可
能
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。
日
本
人
の
中
で
も
、
考
え
は
み
ん
な

ば
ら
ば
ら
で
す
の
で
、
こ
れ
は
鎌
田
東
二
個
人
の
考
え
で
あ
り
ま

す
。今

日
は
、
音
が
い
く
つ
か
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
最
後
に
先
生

方
に
心
か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
最
後
ま
で
粘
り
強
く
と
い
う

か
、
辛
抱
強
く
熱
心
に
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ま
に
、
も

う
一
つ
の
活
力
と
い
う
か
、
力
を
一
緒
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、

最
後
に
も
う
一
度
、
法
螺
貝
を
吹
い
て
終
了
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
法
螺
貝
演
奏
）

三
日
目

身
心
変
容
技
法
研
究
会
国
際
研
究
集
会

演
劇
的
身
体
と
気
功
的
身
体

の
哲
学
と
ワ
ザ

日
時
：
二
〇
一
八
年
一
二
月
二
日
一
三
時
〜
一
八
時

場
所
：
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｌ
号
館
９
１
１
会
議
室

趣
旨
説
明

鎌
田
東
二

（
法
螺
貝
吹
奏
）　

み
な
さ
ん
に
、
こ
の
周
囲
を
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
私
か
ら
見
て
左
側
、
み
な
さ
ん
か
ら
見
て
右
側
は
「
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
」
で
す
。
上
智
大
学
の
校
舎
か
ら
歩
い
て

一
分
で
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
」
へ
抜
け
て
い
け
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
後
ろ
の
ほ
う
に
あ
る
の
が
赤
坂
離
宮
。
そ
し
て
新
宿
方

面
の
ビ
ル
が
見
え
ま
す
。
上
智
大
学
は
日
本
で
一
番
便
利
な
大
学

で
す
。
そ
の
立
地
を
カ
ト
リ
ッ
ク
の
イ
エ
ズ
ス
会
が
明
治
時
代
に

取
得
し
た
。
東
京
で
も
高
台
の
見
晴
ら
し
の
い
い
と
こ
ろ
を
押
さ

え
て
、
そ
こ
に
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
と
い
う
、
イ
グ
ナ
チ
オ
・
デ
・

ロ
ヨ
ラ
と
い
う
イ
エ
ズ
ス
会
の
創
立
者
の
名
を
冠
し
た
教
会
を
建

て
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
上
智
大
学
の
起
こ
り
に
な
り
ま
す
。
上
智

大
学
は
大
正
二
年
、
一
九
一
三
年
に
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
一

〇
五
年
た
っ
て
、
異
教
徒
の
神
仏
習
合
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
神
主
の
私

が
上
智
大
学
に
来
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
て
、
こ

う
い
う
と
こ
ろ
で
法
螺
貝
を
吹
き
な
が
ら
授
業
も
や
っ
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
す
。

さ
て
、
最
初
に
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
整
理
を
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。「
身
心
変
容
」
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
私
た

ち
は
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
身
心
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
変
容
し
て

い
く
の
か
。
ボ
デ
ィ
ー
、
体
は
形
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
形
を
持

っ
て
い
る
も
の
が
、
よ
り
理
想
的
な
形
に
ど
う
転
換
変
容
し
て
い

く
か
。
こ
れ
を
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
さ
ん
は
三
つ
の
言
葉
で
説
明
し
て

く
れ
ま
し
た
。「
有
形
」
か
ら
「
無
形
」
を
通
っ
て
「
真
形
」
に
至

る
と
。
で
は
、
そ
の
「
無
形
」
は
日
本
や
中
国
で
ど
う
表
現
し
た

か
と
い
う
と
、
自
然
と
か
、
タ
オ
・
道
と
か
と
い
う
概
念
が
、「
無

形
」
と
「
真
形
」
の
間
を
つ
な
ぐ
言
葉
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
修
行
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
、
間

違
い
や
失
敗
や
、
挫
折
や
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

起
こ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
う
ま
く
「
無
形
」
を
通
過
し
て
「
真

形
」
に
行
け
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
う
形
に
変
形
し
ま
す
。
予
想
外
、

想
定
外
の
、
望
ま
ぬ
身
心
変
容
が
起
こ
り
得
ま
す
。
失
敗
の
例
も
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あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
デ
モ
ー
ニ
ッ
ク
に
な
る
と
、
オ
ウ
ム
真
理
教

の
よ
う
な
状
態
へ
突
入
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
真
形
」
に
至
ら

ず
「
魔
形
」
に
変
容
し
ま
す
。
仏
教
は
、
特
に
禅
で
は
「
魔
境
」

と
い
う
状
態
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
き
ま
し
た
。
気

功
の
ほ
う
で
は
、「
走
火
入
魔
」
と
か
「
偏
差
」
と
言
い
ま
し
た
。

す
ご
く
偏
り
を
持
っ
た
状
態
と
か
、
自
分
自
身
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
状
態
に
入
る
。
自
分
の
中
に
火
が
つ
い
て
、
燃
え
盛
っ

て
い
る
魔
的
な
状
態
に
入
る
の
で
、
自
ら
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
い
。
何
か
に
乗
っ
取
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態
に
な
る
。

こ
の
「
身
心
変
容
技
法
研
究
会
」
は
、
身
心
変
容
技
法
と
い
う

も
の
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
文
献
、
思
想
、
フ
ィ
ー
ル
ド
、
実

験
、
臨
床
を
通
し
て
研
究
し
て
き
て
、
そ
れ
を
教
育
、
医
療
、
ケ

ア
、
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
に
還
元
し
た
い
、
学
術
的
貢
献
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
身
心
変
容
技
法
は
、
人
間
が
生
き
て
き
た
さ
ま

ざ
ま
な
、
例
え
ば
狩
猟
採
集
生
活
と
か
、
生
存
や
な
り
わ
い
に
関

わ
り
、
そ
の
生
活
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
儀
礼
や
芸
術
や
、
治
療
や

武
術
の
よ
う
な
も
の
と
結
び
付
き
な
が
ら
発
展
し
て
、
世
界
の
あ

ち
こ
ち
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
心
変
容
技
法
の
形
や
ワ
ザ
と
な
り
伝

承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
に
神
秘
体
験
と
か
癒
し
と
か
、
い

ろ
い
ろ
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
修
行
、
伝

承
さ
れ
て
き
た
ワ
ザ
や
形
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
う
ま
く
い
か
な
い
と
魔
的
な
も
の
が
働
く
の
で
、「
霊

的
暴
力
」
が
発
生
し
ま
す
。
そ
れ
が
、
戦
争
に
発
展
し
た
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
対
立
や
闘
争
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
現
代

は
さ
ま
ざ
ま
な
対
立
や
戦
い
を
孕
む
乱
れ
た
世
の
中
で
す
の
で
、
そ

う
い
う
乱
れ
た
世
の
中
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
調
和
と
か
再
生

と
か
よ
み
が
え
り
と
か
組
み
替
え
と
か
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
か
を
目
指
し
て
、
で
き
る
だ
け
明
確
な
研
究
成
果
を

出
し
て
社
会
に
還
元
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
「
魔
形
」
や
「
異

形
」
を
含
む
「
霊
的
暴
力
」
と
い
う
負
の
身
心
変
容
過
程
を
学
術

的
に
整
理
し
な
い
と
い
け
な
い
。

初
日
に
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
教
授
が
「
リ
ビ
ン
グ
ボ
デ
ィ
ー
」（
生

き
て
い
る
身
体
）
と
「
リ
ブ
ド
ボ
デ
ィ
ー
」（
生
き
ら
れ
た
身
体
）
の

違
い
を
明
確
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
に
起
こ
っ
て
く
る
さ

ま
ざ
ま
な
ず
れ
、
差
異
、
意
識
し
た
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い

動
き
が
ど
う
や
っ
て
起
こ
る
の
か
を
、
反
射
と
感
情
と
知
覚
の
関

係
性
を
通
し
て
非
常
に
ク
リ
ア
な
議
論
を
提
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
い
ま
フ
ラ
ン
ス
で
起
こ
っ
て
い
る
身
体
現
象
学
と
か
ニ
ュ

ー
ロ
サ
イ
エ
ン
ス
と
か
を
通
し
た
ポ
レ
ミ
ッ
ク
な
議
論
を
紹
介
し

つ
つ
、
自
分
の
考
え
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
教
授
の
「
ボ
デ
ィ
ー
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
や
「
エ
メ
ル
ジ
オ
ン
」

に
非
常
に
興
味
を
持
ち
ま
す
し
、
共
感
し
て
お
り
ま
す
。「
エ
マ
ー

ジ
ョ
ン
」、「
エ
メ
ル
ジ
オ
ロ
ジ
ー
」
を
新
た
に
提
唱
し
て
い
る
点
が
、

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
教
授
の
ア
フ
タ
ー
現
象
学
の
最
新
の
成
果
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
昨
日
、
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
が
問
題
に
し
て
く

れ
た
の
は
、「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。
直
感
（
直
観
）
や

霊
感
を
演
劇
的
な
身
体
と
し
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
も
の
に
く
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
。
そ
の
「
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
道
」
と
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
も
の
の
関
係
性
を
実
践
事
例
を
も
と
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
小
さ
い
エ
ゴ
が
、
ど
こ
か
で
も
っ
と
大
き

い
も
の
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
と
き
、
無
意
識
と

か
潜
在
意
識
は
、
わ
れ
わ
れ
の
中
に
眠
れ
る
古
代
性
、
野
性
を
目

覚
め
さ
せ
て
く
れ
る
。
自
分
の
小
さ
い
自
我
は
、
近
代
的
な
も
の

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
性
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ

の
中
に
眠
っ
て
い
る
原
始
性
を
ど
う
や
っ
て
掘
り
起
こ
す
か
、
そ

こ
へ
ど
の
よ
う
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
き
る
か
が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
道
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
張
明
亮
老
師
が
話
し
て
く
れ
た
「
五
臓
の
音
譜
」
は
、
古

代
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
木
、
火
、
土
、
金
、
水
」
と
い
う
中

国
の
五
行
の
哲
学
に
基
づ
い
て
、
そ
の
五
行
が
心
臓
や
肝
臓
な
ど

の
五
臓
六
腑
の
働
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
ど
う
養

生
し
、
調
和
的
で
健
康
な
状
態
に
し
て
、
八
〇
〇
年
、
一
千
年
生

き
る
身
体
を
ど
う
つ
く
る
の
か
と
い
う
道
と
探
究
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
と
き
、
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ゾ
ナ
ン
ス
、
つ
ま
り
共
鳴

と
か
振
動
を
う
ま
く
使
っ
て
、
声
や
音
を
体
の
中
に
響
か
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
深
く
大
い
な
る
力
を
目
覚
め
さ
せ
活
性
化
さ
せ
よ

う
と
す
る
ワ
ザ
を
編
み
出
し
た
。
そ
れ
が
「
五
臓
の
音
符
」
の
ワ

ザ
と
実
践
で
す
。

先
ほ
ど
「
真
形
」
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
古

代
か
ら
、「
真
我
」
と
か
「
大
我
」
と
か
と
い
う
言
い
方
は
中
国
で

も
日
本
で
も
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
も
う
一
つ
、
自
然

体
と
も
言
い
ま
し
た
。
昨
日
の
私
の
話
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
修

験
道
と
い
う
の
は
霊
験
を
得
よ
う
と
す
る
身
心
変
容
技
法
の
探
究

で
す
が
、
森
の
中
で
身
体
を
透
明
な
状
態
に
さ
せ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
自
然
体
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
道
で
す
。
そ
の
と

き
、
直
感
を
引
き
出
し
、
振
動
を
感
受
し
、
調
和
に
向
か
っ
て
働

き
合
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
私
の
話
の
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
そ
の
修
験
道
が
能
と
い
う
芸
能
に
つ
な
が
っ
て
、
こ
の
霊
験

を
働
か
せ
て
い
く
働
き
を
美
学
的
に
昇
華
し
純
化
し
て
「
幽
玄
」

や
「
妙
」
と
い
う
状
態
を
つ
く
り
出
そ
う
と
し
た
こ
と
の
指
摘
で

す
。
そ
れ
が
能
と
い
う
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
で
す
か
ら
、
能
も

無
意
識
と
か
振
動
と
か
に
非
常
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
能
の
謡
は
、

グ
レ
ゴ
リ
オ
・
チ
ャ
ン
ト
と
も
通
じ
ま
す
。
謡
い
の
声
の
響
か
せ

方
は
ま
さ
に
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
レ
ゾ
ナ
ン
ス
を
生
み
出
し

ま
す
。
能
の
謡
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
意
味
が
分
か
ら
な
い
く
ら
い

に
長
々
と
響
か
せ
て
い
く
。
こ
れ
は
一
種
の
マ
ン
ト
ラ
だ
と
思
い

ま
す
。

そ
う
い
う
状
態
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
の
中
の
野

性
と
か
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
知
恵
や
エ
ナ
ジ
ー
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ

う
と
す
る
。
簡
単
に
い
う
と
、
意
識
と
無
意
識
と
の
間
の
関
係
性

で
す
。
自
我
と
無
意
識
と
つ
な
が
る
身
体
と
の
関
係
性
を
ど
う
動

か
し
働
か
せ
る
か
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
深
い
超
意
識
や
至
高
の
天

と
か
道
と
か
に
通
じ
て
い
く
。
至
高
性
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
宗
教
や
信
念
体
系
の
違
い
で
い
ろ
い
ろ
な
言
い
方
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
あ
た
り
の
関
係
性
を
宗
教
や
さ
ま
ざ
ま
な
修
行
体
系
は

意
識
し
、
言
語
化
し
つ
つ
説
明
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
は
無
意
識
と
意
識
と
超
意

識
の
関
係
性
を
全
体
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
き
た
と
思
い
ま
す

が
、
現
在
の
脳
科
学
、
ニ
ュ
ー
ロ
サ
イ
エ
ン
ス
や
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
瞑
想
な
ど
で
明
確
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
意
識
と
身
体
、
脳

と
心
と
身
体
と
の
関
係
で
す
ね
。

さ
て
、
今
日
の
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
の
話
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
、

意
識
と
無
意
識
と
超
意
識
と
演
劇
身
体
が
ど
う
つ
な
が
る
か
と
い

う
問
題
に
な
り
ま
す
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
さ
ん
の
「
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
」、

創
発
と
い
う
の
は
、
も
っ
と
深
い
身
体
的
な
無
意
識
レ
ベ
ル
の
状

態
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
創
造
性
に
ど
う
展
開
し
て
い
く

の
か
が
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
の
探
究
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
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し
て
そ
れ
を
、
健
康
、
養
生
と
い
う
領
域
に
つ
な
い
で
き
た
の
が

張
明
亮
さ
ん
の
課
題
で
す
。
で
は
、
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

報
告
１

演
劇
的
身
体
と
ワ
ザレ

オ
ニ
ー
ド・ア
ニ
シ
モ
フ

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
て
、
本
日
、
三
日
目
に
な
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
討
議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
私
が
思
う
に
は
演
劇
そ

の
も
の
が
、
私
ど
も
が
討
議
し
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
主
題
の
一
例

に
な
る
か
と
存
じ
ま
す
。

ま
さ
に
身
体
変
容
と
い
う
も
の
は
、
演
劇
に
お
い
て
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
、
い
ろ
い
ろ
な
才
能
、
能
力
を
高
め
る
練
習
、
訓
練
の
中

で
、
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
目
指

す
才
能
の
頂
点
は
、
ま
さ
に
変
身
を
遂
げ
る
状
態
で
す
。

簡
単
な
言
葉
で
申
し
ま
す
と
、
そ
の
よ
う
な
修
行
を
通
し
て
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
は
自
分
自
身
で
あ
り
続
け
な
が
ら
変
容
を
通
し
て
、
修

行
を
通
し
て
、
体
と
心
の
両
方
を
変
身
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
自
分
自
身
の
ま
ま
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
っ
た
く

別
の
存
在
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
変
容
を
遂
げ
た
後
は
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
ま
っ
た
く
別
の
考
え
方
を
し
ま
す
し
、
別
の
感

覚
、
感
性
を
持
ち
、
そ
し
て
ま
た
別
の
生
活
を
営
み
ま
す
。

で
す
か
ら
、
す
べ
て
の
芸
術
に
関
わ
る
芸
術
家
は
、
演
劇
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
本
当
に
生
活
自
体
が
非
常
に
複
雑

で
困
難
な
も
の
で
す
。
そ
れ
が
な
ぜ
か
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

音
楽
家
に
は
楽
器
が
あ
り
ま
す
。
画
家
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
と
筆

が
あ
り
ま
す
。
建
築
家
に
は
建
材
が
あ
り
ま
す
。
演
劇
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
場
合
は
、
い
ま
ま
で
私
が
申
し
ま
し
た
職
業
の
方
と
は

違
っ
て
、
た
っ
た
唯
一
、
一
人
の
人
間
で
あ
り
な
が
ら
作
品
の
作

者
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
道
具
、
音
楽
家
で
い
え
ば
楽
器
と
い
い

ま
す
か
、
そ
し
て
ま
た
演
技
者
で
あ
り
ま
す
。

分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
存
じ
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
体
自

身
が
、
そ
の
人
自
身
が
道
具
、
楽
器
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
す
と

い
う
こ
と
は
、
音
楽
家
が
持
っ
て
い
る
楽
器
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

機
能
を
す
べ
て
果
た
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
は
非
常
に
困
難
な
も
の
で
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
ま
し
て
、
サ
ー
カ
ス
の
練
習
の

断
片
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ま
、
私
た
ち
は
こ
の
上
で
、

サ
ー
カ
ス
の
練
習
と
い
う
も
の
が
い
か
に
大
変
な
も
の
か
を
自
覚

致
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ド
ラ
マ
劇
場
、
演
劇
で
働
く
俳
優
た
ち

の
仕
事
と
い
う
も
の
も
、
サ
ー
カ
ス
の
芸
人
の
大
変
さ
に
負
け
な

い
ほ
ど
非
常
に
困
難
な
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
ド
ラ
マ
劇
場
の
俳

優
に
な
る
た
め
に
修
行
を
す
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
過
程

で
、
俳
優
と
い
い
ま
し
て
も
す
べ
て
の
芸
の
領
域
を
パ
ス
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
演
劇
の
手
法
で
あ
り
、
サ

ー
カ
ス
で
あ
り
、
オ
ペ
ラ
で
あ
り
、
バ
レ
エ
で
あ
り
、
俳
優
に
求

め
ら
れ
る
す
べ
て
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
い
ま
私
が
言
い
ま
し
た
こ
と
は
、
そ
の
先
に
あ
る
創

造
的
な
才
能
を
磨
く
た
め
の
準
備
段
階
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
冒
頭
に

も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
一
番
大
変
で
、
一
番
困
難
な
、
極
め
が

た
い
状
態
と
い
う
の
は
、
変
身
を
遂
げ
る
状
態
で
す
。
で
す
か
ら
、

ド
ラ
マ
劇
場
の
俳
優
の
経
験
を
通
し
て
、
身
心
変
容
、
あ
る
い
は

身
体
変
容
の
経
験
、
実
験
を
極
め
る
、
研
究
す
る
こ
と
が
非
常
に

興
味
深
い
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
〇
〇
年
く
ら
い
、
ド
ラ
マ
劇
場
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
他
の

芸
術
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
よ
り
も
遅
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ド
ラ
マ
芸

術
の
は
る
か
前
に
楽
譜
と
い
う
も
の
が
現
れ
て
い
ま
し
た
し
、
絵

画
、
描
画
の
技
法
、
彫
刻
の
技
法
は
、
か
な
り
の
レ
ベ
ル
に
達
し

て
お
り
ま
し
た
。
長
い
間
、
演
劇
の
楽
譜
、
総
譜
、
ま
た
理
論
と

い
う
も
の
は
存
在
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
問

題
は
い
ま
で
も
続
い
て
お
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
の
教
授
が
集
合
し
ま
し
て
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
演
劇
専
門
の
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
が
本
当

に
驚
い
た
の
は
、
そ
の
会
議
に
出
て
い
た
半
分
は
、
も
と
役
者
、
半

分
は
、
も
と
聖
職
者
で
し
た
。

一
〇
〇
年
前
に
な
っ
て
、
ロ
シ
ア
で
初
め
て
学
術
的
な
意
味
の

演
劇
の
手
法
、
つ
ま
り
創
作
の
仕
方
の
基
本
と
な
る
も
の
が
生
み

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
ま
さ
に
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス

テ
ム
で
す
。
こ
れ
が
ド
ラ
マ
劇
場
の
俳
優
た
ち
が
知
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
学
術
的
な
知
識
で
あ
り
、
基
本
で
あ
る
わ
け
で
す
。

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
ん
に

ち
に
お
き
ま
し
て
は
、
世
界
中
で
、
解
釈
の
仕
方
、
理
解
、
そ
し

て
専
門
用
語
が
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
各
国
の
大
統
領
や
総
理
大

臣
で
さ
え
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
基
本
用
語
を
普
通
に
使
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
偉
い
方
た
ち
は
、
超
課
題
で
す
と
か
、
ア
イ

デ
ア
だ
と
か
、
課
題
と
い
う
も
の
を
平
気
で
使
っ
て
い
る
わ
け
で

す
け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
、
そ
れ
が
何
ぞ
や
と
い
う
こ
と
は
何
も

分
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
私
が
言
い
た
い
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
創
作

活
動
、
あ
る
い
は
創
作
的
な
営
み
の
中
に
、
こ
の
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ

ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
が
非
常
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
か
た
ち
で
投
入
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

作
曲
家
で
も
、
あ
る
い
は
芸
術
家
、
例
え
ば
画
家
と
か
作
家
と

か
、
み
ん
な
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
を
私
は
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
人
間
の

自
然
の
法
則
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
私
は
強
調
い
た
し
ま
す
。

き
の
う
も
申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

人
間
に
と
っ
て
、
ふ
だ
ん
や
っ
て
い
る
こ
と
の
目
的
は
、
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
こ
と
で
す
。
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

る
た
め
の
道
こ
そ
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
学
び
さ
え
す
れ
ば
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
簡
単
に
机
上
の
学
問
と
し

て
学
ぶ
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
自
分
自
身
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
て
も
簡
単
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
飲

み
込
ん
で
体
の
中
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
神
経
系
統
、
内
臓
系
、
そ
う
い
っ
た
身
体
の
内
部
を

変
え
る
ま
で
、
自
分
自
身
の
考
え
方
や
知
覚
を
変
え
る
ま
で
、
そ

こ
ま
で
人
を
変
身
さ
せ
、
変
え
て
、
ま
っ
た
く
別
の
人
間
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
こ
の
段
階
に
つ
い
て
今
日
、
私

は
み
な
さ
ま
に
お
話
を
申
し
上
げ
た
い
の
で
す
。

こ
の
三
日
間
は
、
身
心
変
容
技
法
と
い
う
こ
と
で
し
た
け
れ
ど

も
、
今
日
は
、
私
の
講
演
の
テ
ー
マ
が
「
身
体
」
と
い
う
と
こ
ろ

で
狭
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
身
体
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う

こ
と
を
ア
ク
セ
ン
ト
に
置
き
な
が
ら
お
話
し
し
て
お
り
ま
す
。
も
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し
、
み
な
さ
ん
が
必
要
だ
と
思
っ
て
興
味
を
持
た
れ
る
の
で
し
た

ら
、
私
は
身
体
の
ほ
う
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
置
い
た
訓
練
と
、
そ
の

練
習
を
、
体
を
使
っ
た
も
の
を
お
見
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
つ
も
マ
イ
ク
を
使
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
か
。
私

は
、
マ
イ
ク
を
使
っ
て
話
す
の
に
全
然
慣
れ
て
い
な
い
の
で
。
動

き
な
が
ら
の
ほ
う
が
頭
が
働
く
の
で
す
。
体
、
体
で
す
。

あ
る
動
作
を
す
る
た
め
の
主
な
段
階
で
す
。
ま
ず
第
一
に
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
状
態
を
つ
く
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
状
態
が
第
一
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
も
ち
ろ

ん
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
間
が
持
っ
て
い
る
い
く
つ

か
の
特
質
と
能
力
を
発
揮
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
間
の
体
の
中
で
発
達
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
五
つ
の
資
質

が
あ
り
ま
す
。
第
一
は
、
体
を
自
由
に
す
る
こ
と
。
こ
こ
に
い
ら

っ
し
ゃ
る
み
な
さ
ま
方
、
す
み
ま
せ
ん
、
残
念
な
が
ら
九
〇
％
の

方
は
、
非
常
に
余
計
な
緊
張
状
態
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ

は
全
然
普
通
な
の
で
ご
心
配
な
さ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
大
丈
夫

で
す
。

例
え
ば
私
た
ち
は
、
も
う
大
人
な
の
で
、
子
ど
も
と
か
ネ
コ
と

か
と
比
べ
た
場
合
、
も
っ
と
も
っ
と
複
雑
な
動
物
で
す
。
ネ
コ
と

か
子
ど
も
が
寝
て
い
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
複

雑
な
大
人
の
人
間
が
寝
て
い
る
場
合
に
は
、
ま
た
も
っ
と
い
ろ
い

ろ
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
体
の
中
で
、
も
っ
と
自
由
に
、
伸

び
や
か
に
、
本
当
に
素
晴
ら
し
く
動
き
を
遂
げ
る
よ
う
に
、
私
た

ち
は
余
計
な
緊
張
を
解
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
自
身
、
個
人
的
に
、
身
心
統
一
合
気
道
と
い
う
も
の
を
や
っ

て
お
り
ま
す
。
私
の
先
生
は
、
私
の
扱
い
方
に
非
常
に
困
っ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
や
は
り
凝
り
固
ま
っ
た
も
の
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
か
ら
フ
リ
ー
に
な
る
こ
と
が
大
切
だ
よ
と
い
う
こ
と

で
す
。

私
が
ま
だ
学
生
で
、
演
劇
芸
術
、
演
劇
学
を
勉
強
し
て
い
る
と

き
に
、
四
年
間
、
筋
肉
の
解
放
の
勉
強
を
し
た
わ
け
で
す
。
演
劇

教
育
の
中
で
、
筋
肉
の
解
放
と
い
う
の
は
絶
対
に
必
要
な
分
野
で

科
目
で
も
あ
り
ま
す
。

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
、
一
番
シ
ン
プ
ル
な
方
法
を
採
り
ま

し
た
。
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
が
言
い
ま
し
た
。
例
え
ば
重
た
い

机
を
開
け
て
見
ろ
。
開
け
な
が
ら
、
す
ご
く
難
し
い
数
式
を
解
い

て
ご
ら
ん
と
。
普
通
の
人
間
の
生
活
の
中
で
、
何
か
を
思
考
す
る
、

知
覚
し
た
り
、
考
え
た
り
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い
の
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
常
に
私
た
ち
は
重
た
い
も
の
を
抱
え
て
い
る

状
況
な
の
で
す
か
ら
。

心
の
中
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
乱
れ
て
い
る
と
き
に
、
私
た
ち
は
う

ま
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
う
ま
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
し
て
、
う
ま
く
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況

に
陥
り
ま
す
。

私
ど
も
が
発
達
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
や
っ

て
い
る
第
二
の
大
切
な
点
は
注
意
で
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
注
意

を
払
う
、
注
意
全
体
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
な
か
な
か
で
き
な

い
こ
と
で
す
。
普
通
の
方
は
と
て
も
こ
の
能
力
が
弱
い
で
す
。

私
た
ち
は
、
恋
を
し
て
い
る
と
き
は
、
け
っ
こ
う
注
意
力
が
発

達
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
い
て
も
、
そ
の
恋
す
る
人
の

存
在
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
て
も
、
ま

た
、
日
中
の
ど
ん
な
時
間
で
あ
っ
て
も
、
恋
す
る
相
手
に
常
に
配

慮
し
、
そ
し
て
目
を
向
け
、
注
意
を
払
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
注
意
を
払
う
と
い
う
こ
と
は
、
人
生
の

中
で
は
め
っ
た
に
あ
る
こ
と
で
は
な
く
、
で
す
か
ら
、
特
別
な
注

意
を
払
う
た
め
の
勉
強
が
必
要
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん

と
勉
強
す
れ
ば
、
も
う
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ん
か
要
り
ま
せ
ん
。
す

ご
く
遠
く
に
い
て
も
お
互
い
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

鎌
田　

テ
レ
パ
シ
ー
。

ア
ニ
シ
モ
フ　

だ
い
た
い
そ
ん
な
感
じ
で
す
。

私
の
親
類
と
か
家
族
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
彼
ら
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
こ
こ
に

い
て
も
だ
い
た
い
分
か
っ
て
い
ま
す
。
私
が
電
話
を
し
て
、
ど
う

か
と
聞
き
ま
す
と
、
何
か
か
ん
か
言
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は

状
況
を
少
し
ソ
フ
ト
に
し
た
り
、
あ
る
い
は
私
を
だ
ま
し
た
り
し

て
、
そ
う
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
私
の
心
の
ほ
う

が
現
実
を
し
っ
か
り
捉
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
注
意
と
い
う

の
は
、
発
達
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
の
プ
ロ
セ
ス
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

三
番
目
の
資
質
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
想
像
力
で
す
。
人
間

は
想
像
力
も
な
か
な
か
乏
し
い
で
す
。
私
は
学
校
で
勉
強
を
し
て

い
る
と
き
は
、
た
く
さ
ん
の
本
を
読
み
ま
し
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
空
想
、
想
像
を
働
か
せ
た
も
の
で
す
。
私
は
、
こ
れ
を
自
分
で

や
り
ま
し
た
。

い
ま
は
映
画
だ
っ
た
り
、
テ
レ
ビ
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
画
面
で
あ
っ
た
り
、
そ
う
い
っ
た
既
製
品
を
私
た

ち
は
見
て
い
ま
す
。
読
書
自
体
、
あ
ま
り
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
こ
の
想
像
力
と
い
う
も
の
を
働
か
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
に
は
、
マ
ン
ガ
が
何
世
紀
も
前
か
ら
存
在
し
て
い
る
わ
け

で
す
ね
。
昔
の
マ
ン
ガ
は
、
人
間
の
想
像
力
を
高
め
、
豊
か
に
さ

せ
る
た
め
に
役
に
立
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
現
代
は
、

あ
ま
り
に
も
情
報
が
氾
濫
し
て
、
あ
ま
り
に
も
余
計
な
も
の
も
含

め
て
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
想
像
力
を
働
か
せ
る
よ
う
な
余

裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。

第
四
の
発
達
さ
せ
る
資
質
は
、「
も
し
も
」
で
す
。
こ
れ
は
、
魔

法
の
よ
う
な
魅
力
的
な
方
法
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
で
非
常
に
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
小
学

校
の
生
徒
用
の
教
科
書
、
あ
る
い
は
教
材
で
『if

』
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
資
質
か
ら
、
ま
さ
に
創
造
的
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま

り
ま
す
。
ど
ん
な
想
像
で
あ
っ
て
も
、
創
造
的
プ
ロ
セ
ス
と
い
う

の
は
、
必
ず
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

日
本
の
子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
に
、
い
つ
も
言
っ
て
い
る
の
は

何
か
。「
も
し
」、「
も
し
ね
」、「
も
し
も
」
と
言
い
ま
す
。
何
か
お

ま
ま
ご
と
と
か
、
子
ど
も
の
遊
び
を
す
る
と
き
に
、
い
つ
も
子
ど

も
が
口
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
々
ご
っ
こ
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
「
ご
っ
こ
」
な
し
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
は
あ
り
得
ま

せ
ん
。

そ
し
て
、
資
質
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
が
真
実
で
す
。

こ
れ
は
感
覚
の
真
実
で
す
。
こ
れ
も
、
必
ず
発
達
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
潜
在
意
識
と
い
い
ま
す
か
、
あ
る
い
は
、

超
意
識
と
申
し
ま
す
か
、
一
番
下
の
部
分
に
あ
る
意
識
に
働
き
か

け
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
真
実
と
信

頼
。
信
じ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
方
法
に
よ
っ
て
意
識
に
働
き
か

け
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
き
の
う
、
強
調
し
ま
し
た
。

こ
の
五
つ
の
資
質
に
よ
っ
て
、
潜
在
意
識
、
つ
ま
り
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
状
況
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
ク
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リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
状
況
と
い
う
も
の
は
、
こ
の
五
つ
か
ら
な
っ
て

お
り
ま
す
。

潜
在
意
識
と
い
う
の
は
、
こ
の
上
に
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
こ
に

は
、
潜
在
意
識
と
書
い
て
あ
り
ま
し
て
、
直
感
と
書
い
て
あ
り
ま

す
。
こ
の
一
番
上
が
超
意
識
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
こ

れ
が
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
プ
ロ
セ
ス
の
道
筋
で
す
。
こ
ち
ら
か

ら
こ
ち
ら
へ
行
き
ま
す
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
状
況
か
ら
始
ま
っ

て
超
意
識
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
終
わ
り
ま
す
。

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
三
つ
の
原
則
。
非
現
実
的
な
世
界
で

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
現
実
の
生
活
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
一
番

で
す
。
人
間
は
、
思
考
と
い
う
活
動
の
中
で
、
そ
し
て
ま
た
、
イ

メ
ー
ジ
の
分
野
の
中
で
、
現
実
的
な
生
命
、
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
の
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
原
則
は
、
一
貫
性
を
順
守
す

る
こ
と
。
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
原
則
で
す
。
こ
の
原
則
は
自
然

に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
あ
り
、
自
然
と
い
う
の
は
、
最
初
に
実
が

で
き
、
そ
の
後
、
花
が
咲
き
ま
す
。
こ
の
一
貫
性
、
こ
の
法
則
を
、

人
間
は
と
き
ど
き
乱
し
ま
す
。

三
番
目
は
ま
た
も
や
、
体
の
解
放
で
す
。
す
べ
て
の
ス
タ
ニ
ス

ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
原
則
は
、
二
つ
に
大
き
く
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
最
初
は
、
自
分
に
対
す
る
仕
事
。
つ
ま
り
、
自

己
完
成
。
二
番
目
は
、
役
に
対
す
る
仕
事
。
自
分
に
対
す
る
仕
事

と
し
て
の
五
つ
の
要
素
に
関
し
ま
し
て
は
、
も
う
、
み
な
さ
ん
に

お
話
し
し
ま
し
た
。

役
に
対
す
る
仕
事
で
は
三
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

方
法
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ

ー
は
必
須
の
も
の
と
し
て
三
つ
を
挙
げ
ま
し
た
。
行
動
分
析
の
方

法
、
身
体
的
行
動
の
方
法
。
交
流
の
方
法
で
す
。

こ
の
三
つ
の
役
割
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が

で
き
た
と
き
に
初
め
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
役
に
入
る
こ
と
が
で

き
る
。
役
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
、
俳
優
と
し
て
の
仕
事
を
こ
な

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
役
と
俳
優
が
結
び
合
わ
さ
れ
て
一
緒
に
な

っ
た
と
き
、
新
し
い
三
つ
目
の
存
在
が
生
ま
れ
ま
す
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
状
況
に
な
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
三
つ

の
方
法
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
話
し
て
い
ま
す
。
コ
コ
リ
ン
は

二
つ
の
状
態
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
が
、
観
察
し
て
い
る
状
況
と
、

そ
れ
か
ら
進
行
、
行
動
し
て
い
る
状
況
と
言
い
ま
し
た
。
コ
コ
リ

ン
は
言
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し

ま
す
が
、
そ
れ
を
観
察
も
し
て
い
る
の
だ
と
。
ど
う
や
っ
て
泣
い

て
、
ど
う
や
っ
て
笑
っ
て
い
る
の
か
を
。
そ
し
て
、
観
客
は
術
的

な
形
象
、
イ
メ
ー
ジ
を
見
る
わ
け
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
つ
く

り
出
す
た
め
の
状
況
を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
自
身
の
主
な
原
則
に
つ
い

て
、
本
当
に
非
常
に
短
く
で
し
た
け
れ
ど
も
、
お
話
し
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
質
問
に
お
答
え
す
る
か
た
ち
で
、
も

っ
と
詳
し
い
お
話
を
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
時
間
が
制
限
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
が
言
い
ま
し
た
創
作
上

の
九
つ
の
法
則
に
つ
い
て
は
申
し
ま
せ
ん
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

レ
オ
ニ
ー
ド・ア
ニ
シ
モ
フ

今
回
の
、
こ
の
場
で
の
テ
ー
マ
は
「
身
体
」
で
す
か
ら
、
身
体

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
例
に
挙
げ
ま
す
。
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
と
い
う

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
弟
子
で
す
け
れ
ど
も
、
ビ
オ
メ
ハ
ニ
カ

と
い
う
演
劇
法
を
つ
く
り
ま
し
た
。
身
体
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
呼

び
覚
ま
す
た
め
の
一
連
の
身
体
動
作
で
す
。
物
理
的
な
身
体
を
発

達
さ
せ
ま
す
。
物
理
的
に
発
達
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に

反
応
で
す
。
反
応
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
を
目
指
す
、
非
常
に
簡

単
な
訓
練
で
す
。

公
式
と
し
て
、
彼
は
こ
う
い
う
も
の
を
つ
く
り
ま
し
た
。「
Ｎ
＝

Ａ
１
＋
Ａ
２
」
で
す
。
Ｎ
は
俳
優
で
す
。
建
設
家
と
し
て
の
ア
イ

デ
ア
が
Ａ
１
で
す
。
Ａ
２
は
俳
優
の
体
で
す
。
通
訳
の
方
は
、
建

設
家
と
聞
い
た
と
き
に
驚
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
二
〇
世
紀
に
生

ま
れ
た
考
え
方
で
、
非
常
に
困
難
な
難
し
い
時
代
で
し
た
。
シ
ス

テ
ム
が
変
わ
り
、
そ
し
て
ま
た
、
革
命
も
あ
り
ま
し
た
。

演
劇
界
も
非
常
に
大
き
な
変
遷
を
遂
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
と
サ
ー
カ
ス
と
い
う
も
の
が
脚
光
を
浴
び
る
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
戦
争
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
非
常
に
つ
ら
い
、
大
変
な

生
活
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
チ
ズ
ム
と

い
う
一
つ
の
流
れ
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
演
出
家
た
ち
は
、
自

分
の
こ
と
を
建
設
家
と
呼
び
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
、
演
劇
界
の
一
番
重
要
と
い
う
か
、
注
目
を
浴
び

た
流
派
が
ビ
オ
メ
ハ
ニ
カ
で
し
た
。
俳
優
の
こ
と
を
バ
イ
オ
カ
ー
、

つ
ま
り
生
物
学
的
車
、
あ
る
い
は
機
械
と
呼
び
ま
し
た
。
ひ
ど
い

も
の
で
し
た
。
俳
優
の
存
在
に
対
す
る
、
役
割
に
対
す
る
名
前
が
、

こ
ん
な
ひ
ど
い
呼
び
方
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
で
す
。

重
要
な
動
き
は
、
身
体
的
な
動
き
で
あ
り
、
体
操
で
あ
り
、
リ

ズ
ム
で
し
た
。
何
か
大
型
の
セ
ッ
ト
で
、
つ
ま
り
建
築
物
の
よ
う

な
も
の
を
つ
く
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
そ
の
間
を
ひ
ゅ
っ
と
も
の

す
ご
い
速
さ
で
飛
び
抜
け
る
と
い
う
も
の
が
も
て
は
や
さ
れ
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
す
ご
く
面
白
い
演
劇
も
あ
り
ま
し
た
し
、
も
う

全
然
話
に
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
考
え
方
は
、
身

体
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
呼
び
起
こ
し
発
達
さ
せ
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

技
法
を
紹
介
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
私
は
、

ビ
オ
メ
ハ
ニ
カ
を
考
え
た
人
た
ち
に
対
し
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
俳
優
が
元
気
は
つ
ら
つ
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
あ

る
た
め
に
、
こ
の
技
法
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
み
な
さ
ん
は
自
分
自
身
で
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
最

初
、
ポ
ー
ズ
は
こ
う
い
う
感
じ
で
す
。
そ
の
後
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
手
を
上
げ
て
、
す
ぐ
に
下
に
下
ろ
し
な
が
ら
拍
手
し
て
、
最
初

は
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
す
ぐ
に
上
げ
て
、
ぱ
っ
と
手
を
打
っ
て
。
そ
し

て
、
ス
ケ
ー
ト
の
ス
タ
イ
ル
。
あ
っ
と
い
う
間
に
。
そ
し
て
、
す

ぐ
に
身
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
目
覚
め
ま
す
。

二
回
打
つ
ん
で
す
よ
。
最
初
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
急
に
上
げ
る
。
そ

し
て
、
体
を
か
が
め
て
、
ス
ケ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
。
そ
し
て
、
元

気
は
つ
ら
つ
の
波
が
出
て
き
ま
す
。
ま
だ
、
そ
の
先
が
あ
る
か
ら

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
身
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
目
覚
め
ま
し
た
。

次
は
、
感
覚
、
感
性
を
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
。
い
ろ
ん
な
動

き
を
勝
手
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
ど
の
よ
う
な
手
の
動
き
で
も
。
少

し
、
心
穏
や
か
な
色
彩
を
込
め
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
動
作
は
同

じ
で
、
心
穏
や
か
な
色
彩
を
込
め
て
く
だ
さ
い
。
心
の
平
静
。
そ

の
色
彩
を
つ
け
る
と
い
う
の
は
分
か
り
ま
す
ね
。
同
じ
動
作
で
、
確

信
を
持
っ
た
動
き
。
同
じ
動
作
で
。

で
は
、
私
の
こ
と
を
見
て
く
だ
さ
い
。
最
初
、
た
だ
普
通
に
や

り
ま
す
ね
。
こ
れ
は
平
静
。
心
穏
や
か
な
。
確
信
。
注
目
し
て
く
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だ
さ
い
。
そ
う
す
る
と
、
あ
な
た
の
心
の
中
に
も
、
確
信
の
気
持

ち
が
生
ま
れ
ま
す
。

同
じ
動
き
で
、「
い
ら
い
ら
」
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
色
彩
を
込

め
て
。
い
ら
い
ら
が
増
し
て
き
ま
し
た
。

「
悲
し
み
」
の
色
彩
を
込
め
て
。
そ
し
て
「
悲
し
み
」
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
満
ち
ま
す
。

「
ず
る
さ
」、「
狡
猾
さ
」。
同
じ
動
作
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
優
し
さ
」。

そ
の
一
つ
一
つ
の
動
き
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
合
っ

た
感
情
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
い
て
き
て
、
増
し
ま
す
。
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
自
分
の
思
考
と
知
恵
で
は
管
理
、
操
縦
で
き
な
い
も

の
で
す
。

次
で
す
。
ど
の
よ
う
に
意
志
を
強
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
す
か
。

意
志
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
非
常
に
大
事
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
覚

醒
さ
せ
る
の
は
難
し
い
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
意
志
と
い
う

の
は
、
人
間
が
心
か
ら
欲
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
。
こ

の
意
志
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
覚
醒
さ
せ
る
た
め
の
動
き
を
致
し
ま
す
。

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
頼
り
に
し
な
が
ら
や
り
ま
す
。
あ
な
た
方
は
、

強
い
、
激
し
い
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
行
う
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き

く
な
っ
て
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
が
弱
い
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
弱
く
な
る

と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
や
り
ま
し
ょ
う
。
引
っ
張
る
。
重
た
い
も
の

を
自
分
の
ほ
う
に
引
っ
張
る
。
も
っ
と
勇
気
を
出
し
て
。

今
度
は
弱
い
意
志
。
弱
い
意
志
。
そ
し
て
、
も
っ
と
勇
敢
に
、
勇

気
を
出
し
て
。
も
っ
と
、
も
っ
と
、
勇
気
を
出
し
て
。
確
信
を
持

っ
て
、
自
信
を
持
っ
て
。

そ
の
と
き
、
や
り
た
い
、
し
た
い
。
そ
し
て
ま
た
、
意
志
が
覚

醒
さ
れ
ま
す
。
希
望
、
欲
求
が
覚
醒
さ
れ
ま
す
。

分
け
る
と
い
う
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
。
引
き
離
す
で
も
い
い
で
す
。
こ

の
意
志
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
み
な
さ
ん
の
心
の
中
で
覚
醒
さ
れ
て

い
ま
す
。

投
げ
る
と
い
う
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
。
強
く
投
げ
る
。
か
な
り
強
く
。

強
く
。
投
げ
る
の
で
す
け
ど
、
あ
る
色
彩
と
結
び
付
け
ま
す
。
い

ま
、
ど
ん
な
色
彩
を
つ
け
る
か
考
え
ま
す
。
い
ら
い
ら
し
な
が
ら

投
げ
る
。
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

優
し
い
投
げ
方
。
優
し
い
気
持
ち
で
投
げ
る
。
ふ
わ
ふ
わ
。

ず
る
さ
、
狡
猾
さ
。
投
げ
ま
す
。

で
は
、
み
な
さ
ん
。
休
ん
で
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
ま
だ
申
し
上
げ
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
は
、
私

ど
も
の
心
の
中
に
も
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ス

タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
に
言
わ
せ
ま
す
と
、
私
た
ち
の
内
面
で
起
こ

る
動
き
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
す
。

い
ろ
い
ろ
具
体
的
な
こ
と
を
申
し
ま
し
た
が
、
い
ま
言
っ
て
い

る
の
は
全
体
的
な
動
き
、
全
体
的
な
動
作
の
こ
と
で
す
。
問
題
に

触
れ
る
、
問
題
に
当
た
る
、
そ
う
い
う
日
本
語
の
表
現
は
あ
り
ま

す
か
。
問
題
に
遭
遇
す
る
、
問
題
に
触
れ
る
。

問
題
が
あ
る
、
問
題
が
出
た
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
気

持
ち
に
な
っ
て
、
動
作
を
し
な
が
ら
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
問
題
が

出
ま
し
た
。
問
題
に
遭
遇
し
ま
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
、

言
葉
で
表
現
し
な
が
ら
動
作
も
伴
っ
て
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ

い
。
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
、
み
な
さ
ん
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
問
題
が

出
て
し
ま
っ
た
。
問
題
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
。
関
係
を
切
る
。
関
係

を
断
ち
切
る
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
言
っ
た
と
き
に
、

心
の
中
に
何
か
が
起
き
て
、
そ
れ
を
ま
た
言
い
な
が
ら
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
で
、
動
作
で
表
し
て
く
だ
さ
い
。
関
係
を
絶
つ
。
そ
の
関

係
を
絶
つ
場
合
、
状
況
の
中
で
心
に
変
化
が
起
き
、
そ
れ
を
動
作

で
示
し
ま
す
。

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
動
作
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
生
え
て
い
る
ス
ギ
の
木
、
ヒ
ノ
キ
。
そ

れ
を
表
す
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
は
あ
り
ま
す
か
。
生
育
し
て
、
す
ら
っ

と
し
て
高
い
ヒ
ノ
キ
の
木
が
あ
り
、
し
っ
か
り
し
た
木
で
す
か
ら
、

人
間
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
立
っ
て
、
し
っ
か
り
し
た
木
だ
と
い
う

こ
と
を
表
現
で
き
ま
す
。
と
て
も
か
れ
ん
な
花
。
そ
れ
を
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
で
表
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
ど
う
い
う
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
で
す
か
。
空
に
浮
か
ん
で
い
る
雲
。
そ
れ
を
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
で
表
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
行
い
な
が
ら
、
心
の
中
で
は
感
情
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
覚
醒
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
ま
た
さ
ら
に
生
育
さ

せ
る
、
大
き
く
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

い
ま
、
私
は
こ
の
よ
う
な
例
を
み
な
さ
ん
に
提
案
し
な
が
ら
、
体

と
心
が
一
つ
に
な
る
、
結
び
付
く
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
し
て
い

ま
す
。
身
心
変
容
で
す
。
体
か
ら
心
へ
。
心
か
ら
体
へ
と
い
う
変

容
を
伝
え
合
う
。
逆
方
向
も
あ
る
わ
け
で
す
。「
身
心
」、「
心
身
」。

漢
字
が
違
い
ま
す
ね
。

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
、
体
の
ほ
う
か
ら
始
ま
る
身
心
へ
、
こ

れ
が
常
に
起
こ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ふ
だ
ん
の
動
き
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
す
。
ス
タ
ニ

ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
、
純
粋
な
身
体
だ
け
の
動
き
は
禁
止
し
、
同
時

に
、
純
粋
な
心
理
的
な
演
技
、
心
理
的
な
動
き
だ
け
を
見
せ
る
と

い
う
こ
と
も
禁
止
し
ま
し
た
。
以
上
で
す
。

質
疑
応
答

鎌
田　

質
疑
応
答
に
入
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
鶴
岡
賀
雄

さ
ん
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

鶴
岡　

毎
回
出
て
、
な
ぜ
か
コ
メ
ン
ト
を
す
る
鶴
岡
で
す
。
ア
ニ

シ
モ
フ
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
初
の
日
の
コ
メ

ン
ト
で
も
申
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
は
身
体
技
法
、
体
を
扱
う

方
面
に
つ
い
て
は
大
変
知
識
が
少
な
く
、
実
践
も
し
た
こ
と
が
な

い
。
だ
か
ら
、
苦
手
な
領
域
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
大
変
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
す
べ
て
新
鮮
で
、
知

識
に
な
り
ま
す
し
、
新
し
い
発
見
ば
か
り
で
す
。
少
し
体
を
色
彩

を
込
め
て
動
か
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
や
る
こ
と
で
逆
に
感
情
、
エ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
体
の
中
に
実
際
に
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
れ
も
、
本

当
に
簡
単
な
練
習
で
し
た
け
れ
ど
も
、
少
し
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
演
劇
と
い
う
の
は
多
く
の
人
間
に
と
っ
て
見
る
た
め

の
も
の
で
あ
っ
て
、
演
劇
を
す
る
人
、
役
者
さ
ん
の
身
に
な
っ
て

演
劇
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
の
人
は
し
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、
演
劇
者
、
役
者
、
あ
る
い
は
演
出
家
に
と
っ
て
の
演
劇
は

何
な
の
か
と
い
う
大
き
い
問
題
に
気
付
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
現

代
で
は
ス
ポ
ー
ツ
も
そ
う
で
す
。
サ
ー
カ
ス
も
そ
う
で
す
け
れ
ど

も
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
見
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
る
人
と
か
、
サ
ー
カ
ス
で
人
が
と
て
も
で

き
な
い
す
ご
い
こ
と
を
や
る
人
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た
く
別
の
人

だ
と
見
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
。
見
る
者
と
や
る
者
を
分

け
な
い
。
上
手
、
下
手
は
別
に
し
て
、
見
る
者
も
自
分
の
肉
体
、
身
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体
を
持
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
た
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
逆
に
い
う
と
、
ス
ポ
ー
ツ

と
か
演
劇
が
、
テ
レ
ビ
で
見
る
の
が
典
型
的
で
す
け
れ
ど
も
、
見

る
こ
と
と
や
る
こ
と
が
完
全
に
分
離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
現
代
の

状
況
は
、
何
か
反
省
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
や
は
り
演
劇
は
、
あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ま
し
て

サ
ー
カ
ス
は
、
目
の
前
で
見
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
義

が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
以
前
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
も
問
題
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
見
る
者
と
演
者

の
関
係
、
そ
れ
を
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
思
想
で

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
演
者
、
ア
ク
タ
ー
だ
け
が
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
の
か
。
見
る
人
に
と
っ
て
の
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
あ
り
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
素

晴
ら
し
い
演
劇
を
見
て
大
変
感
動
し
て
、
何
か
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
得
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
十
分
あ
り
得
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
問
題
に
つ
い
て
何
か
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

鎌
田　

で
は
、
続
け
て
木
村
は
る
み
さ
ん
に
コ
メ
ン
ト
し
て
も
ら

っ
て
、
そ
の
後
ま
と
め
て
ア
ン
サ
ー
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

木
村　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
と
ま
っ
て
い
な

い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ア
ニ
シ
モ
フ
先
生
の
『
古
事
記
』
の
作
品

は
、
ほ
ぼ
全
部
で
き
る
だ
け
見
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
一
つ
の
演
技

が
、
同
じ
俳
優
か
ど
う
か
私
は
分
か
ら
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
深

ま
っ
て
い
く
と
い
う
の
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
回
、
た
ぶ
ん
ロ
シ

ア
で
も
言
語
を
超
え
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
演
劇
を
な
さ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、
梅
若
能
楽
堂
で
の
『
桜
の
園
』

の
主
人
公
の
女
性
の
声
と
言
葉
は
、
私
の
中
に
刻
ま
れ
て
し
ま
っ

て
、
と
て
も
ま
ね
で
き
な
い
で
す
が
、
ラ
デ
ン
婦
人
が
貴
族
社
会

が
終
わ
っ
て
い
く
と
き
に
自
分
の
家
、
庭
を
手
放
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
話
で
、
ご
本
人
は
お
若
い
日
本
人
の
女
優
さ
ん
な

の
で
す
が
、
能
舞
台
で
「
こ
の
川
で
私
の
息
子
が
死
ん
だ
の
…
…
」

と
い
う
言
葉
だ
け
、
確
か
二
回
、
叫
ぶ
の
で
す
。
私
は
、
そ
の
人

は
ロ
シ
ア
貴
族
で
も
な
い
し
、
そ
の
時
代
に
も
生
き
て
い
な
い
の

に
、
本
気
で
あ
れ
は
叫
ん
だ
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の

魂
に
は
そ
れ
が
刻
ま
れ
て
し
ま
っ
て
、
ず
っ
と
い
ま
で
も
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
体
か
ら
出
る
声
と
い
う
の
が
残
り
ま
す
。
し

か
も
聞
い
た
ら
、
実
際
の
作
品
は
、
も
っ
と
言
葉
が
多
い
の
を
、
ア

ニ
シ
モ
フ
さ
ん
が
極
力
削
っ
た
と
、
後
で
中
村
恵
子
さ
ん
か
ら
聞

き
ま
し
た
。
印
象
に
残
る
体
験
と
し
て
、
そ
の
貴
婦
人
の
女
性
と
、

そ
の
言
葉
と
い
う
の
が
、
ま
ず
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
話
で
す
け
れ
ど
も
、
何
か
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
私
は
受
け
た
の
だ
な
と
思
い
な
が
ら
、
休
憩
時
間
に

鶴
岡
先
生
と
聖
書
劇
の
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
中
世
期
は
、

バ
テ
レ
ン
追
放
令
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
は
、
け
っ
こ
う
聖
書
劇
が

盛
ん
で
、
京
都
で
も
能
楽
堂
で
聖
書
劇
を
や
っ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
禁
止
に
な
っ
て
、
大
分
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
の
で
す
が
、
司

祭
養
成
学
校
の
学
科
に
、
確
か
演
劇
教
育
と
い
う
の
が
、
中
世
期

に
入
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
聖
職
者
に
は
演
技
力
と
い
う
も
の

が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
私
た
ち
が
い
ま
思
っ
て

い
る
演
技
力
と
は
少
し
違
う
レ
ベ
ル
で
、
そ
れ
こ
そ
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
体
験
を
他
者
に
与
え
ら
れ
る
言

葉
の
発
し
方
な
り
、
存
在
感
を
司
祭
養
成
学
校
で
は
演
劇
と
し
て

指
導
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
海
老
沢
有
道
『
洋
楽
演
劇
事
始

―
キ
リ
シ
タ
ン
の
音
楽
と
演
劇
』（
大
洋
出
版
、
一
九
四
七
年
）

と
い
う
本
を
読
ん
だ
と
き
に
、
日
本
で
そ
の
学
校
を
建
て
た
い
と
。

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
播
と
い
う
か
、
キ
リ
ス
ト
教
の
養
成
学
校
を
つ

く
り
た
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
バ
テ
レ
ン
追
放
令
と
い
う
、
何
か
そ

う
い
う
流
れ
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
う
し
た
演
劇
の
力

強
さ
の
よ
う
な
も
の
は
、
そ
の
後
は
大
衆
化
さ
れ
て
い
っ
て
、
神

さ
ま
相
手
と
い
う
よ
り
は
人
間
相
手
、
貴
人
や
為
政
者
相
手
に
な

っ
て
い
き
、
さ
ら
に
カ
ブ
い
て
い
っ
て
、
日
本
で
は
歌
舞
伎
に
な

っ
て
し
ま
う
。
世
阿
弥
が
当
時
に
聖
書
劇
を
見
た
か
ど
う
か
、
分

か
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
演
劇
者
の
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
宗
教

家
が
引
き
起
こ
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
も
の
が
一
緒
の
も
の
で
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
劇
の
歴
史
な
ど
も
考

え
て
、
鶴
岡
先
生
と
お
話
し
し
て
い
ま
し
た
。

ア
ニ
シ
モ
フ　

教
授
か
ら
の
質
問
は
、
私
が
今
日
、
お
話
し
し
た

こ
と
は
観
客
に
も
関
係
す
る
の
か
、
観
客
に
も
何
か
を
与
え
る
も

の
か
、
観
客
は
、
ど
の
よ
う
に
そ
う
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
し

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。

も
ち
ろ
ん
観
客
は
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
演

劇
は
合
成
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
す
。
音
楽
、
歌
、
い
ろ
い
ろ
な

照
明
で
す
と
か
、
空
間
で
す
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
組
み
合

わ
さ
っ
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
は
集
団
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
非
常

に
た
く
さ
ん
の
方
が
集
ま
っ
て
制
作
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
衣
装

や
、
大
道
具
、
小
道
具
、
す
べ
て
の
人
が
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
大
道
具
、
小
道
具
を
つ
く
る
た
め
の
一
〇
か
ら
一
六
の

作
業
場
が
あ
る
と
い
う
の
が
、
ロ
シ
ア
で
は
普
通
で
す
。
そ
れ
は

何
も
か
も
手
づ
く
り
で
行
う
と
い
う
小
さ
な
国
家
の
よ
う
な
も
の

で
す
。
観
客
が
、
そ
の
作
業
の
中
に
入
り
込
ん
で
い
く
よ
う
に
す

る
と
い
う
目
的
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
舞
台
で
行
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
セ
ス
の
参
加
者
が
観

客
だ
と
い
う
考
え
方
で
す
。
人
間
の
感
性
。
そ
し
て
、
想
像
力
。

観
客
か
ら
も
引
き
出
そ
う
と
い
う
目
的
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
精
神
を
浄
化
さ
せ
て
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
入

れ
る
。
そ
の
二
つ
の
機
能
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
観
客
と
交
流
す
る
た
め
の
技
術
が
あ
り
ま
す
。
俳
優

は
観
客
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
注
意
の
円
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
が
特

別
な
技
術
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

鎌
田　

そ
れ
で
は
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
教
授
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー　

俳
優
さ
ん
の
感
情
と
い
う
の
は
ど
こ
か
ら
来
る

か
。
そ
の
リ
ソ
ー
ス
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
お
聞
き
し
た
い
の

で
す
。
例
え
ば
、
マ
ー
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
の
俳
優
が
し
て
い

る
よ
う
な
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
常
に
俳
優
自
身
が
経
験
し
た
こ

と
か
ら
、
何
か
思
い
出
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
さ
せ
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
自
分
の
中
に
そ
も

そ
も
あ
る
も
の
を
、
も
う
一
度
見
い
だ
す
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
と
も
、
何
か
ま
っ
た
く
自
分
の
中
に
な
い
も
の
を
新
た

に
見
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ど

こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ア
ニ
シ
モ
フ　

非
常
に
面
白
い
質
問
で
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
リ

ハ
ー
サ
ル
の
と
き
に
、
そ
の
映
画
の
全
編
を
心
の
中
に
描
き
ま
す
。

そ
の
と
き
に
、
戯
曲
全
体
に
あ
る
も
の
、
そ
し
て
自
分
の
経
験
、
そ

し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
で
、
そ
の
筋
に
あ
る
も
の
す
べ
て
を

一
緒
に
し
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
が
映
画
で
す
。
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で
す
か
ら
、
彼
の
感
情
と
か
、
彼
の
演
技
の
質
は
、
心
の
中
に

浮
か
ん
で
く
る
映
画
が
は
っ
き
り
し
て
、
鮮
や
か
な
も
の
か
ど
う

か
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
も
し
、
そ
の
映
画
が
非
常
に
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
、
意
識
の
下
に
あ
る
も
の
、
そ

の
意
識
の
中
に
深
く
入
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
そ
の
映
画
の
中
に
、
ま
た
補
足
的
に
別
の
こ
ま

が
現
れ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
映
画
を
自
分
の
共
演
者
に
俳

優
は
伝
え
ま
す
。
そ
れ
は
、
体
の
す
べ
て
の
い
ろ
い
ろ
な
方
法
に

よ
っ
て
。
例
え
ば
動
作
で
あ
っ
た
り
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
あ
っ
た

り
、
言
葉
で
あ
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
っ
て
。
そ
し
て
共
演
者
の
中
に
も
自
分
の
映
画
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
映
画
の
中
に
取
り
込
み
ま
す
。
で
す
か
ら
、
大
き
な
想

像
力
が
働
い
て
い
て
、
そ
れ
が
意
味
を
持
ち
ま
す
。
そ
し
て
、
映

画
は
常
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
主
題
、
意
味
も
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
そ
こ
で
、
意
志
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
覚
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
覚
醒
さ
れ
ま
す
。

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
観
客
自
身
を
包
み
込
み
ま
す
。
私
が
新
人

の
生
徒
を
受
け
入
れ
る
と
き
、
最
初
は
本
当
に
二
、
三
ｍ
し
か
届

か
な
い
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
し
か
出
し
て
こ
な
い
の
で
す
。
し
か

し
、
プ
ロ
の
ち
ゃ
ん
と
経
験
を
積
ん
だ
俳
優
は
二
〇
ｍ
、
二
五
ｍ

先
の
観
客
席
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
飛
ば
し
ま
す
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー　

マ
ー
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
の
映
画
を
私
が
見
た
と

き
に
は
、
彼
が
登
場
し
た
だ
け
で
、
非
常
に
彼
の
周
り
に
オ
ー
ラ

が
感
じ
ら
れ
て
、
そ
の
オ
ー
ラ
が
観
客
を
も
包
む
と
い
っ
た
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
私
も
見
ま
し
た
の
で
、
話
は
よ
く
分
か
り
ま
す
。

ア
ニ
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ど
う
し
て
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ビ
ン
チ
や
ボ
ッ
テ

ィ
チ
ェ
ッ
リ
の
優
れ
た
作
品
が
非
常
に
素
晴
ら
し
い
意
義
を
持
っ

て
い
る
の
か
。
一
千
年
で
も
何
百
年
で
も
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
つ

ま
り
、
心
の
思
考
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
保
存
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

コ
ピ
ー
は
一
ド
ル
。
し
か
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
何
百
万
、
何
千
万
、

あ
る
い
は
何
億
円
で
す
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
も
の
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
出
る
と
い
う
こ
と
も
、
演
劇
で
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
映

画
の
フ
ィ
ル
ム
に
も
刻
ま
れ
ま
す
。
私
は
、
デ
ジ
タ
ル
が
出
て
き

た
と
き
に
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
ち
ゃ
ん
と
保
存
さ
れ
る
の
か
危

惧
い
た
し
ま
し
た
。
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
保
た
れ
て
い
ま
す
。

張　

教
授
の
お
話
を
聞
い
て
、
い
い
俳
優
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し

い
人
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
私
の
学
ん
で

い
る
中
医
学
、
気
功
と
い
う
観
点
か
ら
、
演
じ
る
方
の
こ
と
を
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

演
じ
る
人
が
、
あ
る
役
に
入
っ
て
い
く
。
自
分
で
な
く
て
、
ま

っ
た
く
別
の
人
物
に
な
り
き
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
非
常
に
難

し
い
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
領
域
で
は
、
こ
れ
は
無
我
に
な
る
と
、

自
分
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
非
常
に
難
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
無
我
の
境
地
に
な
ろ
う
と
い
う
目
的
で
、
気
功
な
ど

の
練
習
を
通
じ
て
、
そ
れ
に
到
達
し
た
い
と
思
っ
て
や
る
わ
け
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
い
か
に
難
し
い
か
と
い
う
こ
と
を
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
俳
優
は
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
の
役
に
な
り
き
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
の

役
に
な
っ
て
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ほ
か
の
人
に
も
及
ぼ
し
て
い

る
。
伝
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
話
を
伺
い
ま
し
た
。

一
方
で
は
、
無
我
に
な
り
、
一
方
で
は
、
ほ
か
の
人
を
感
化
す

る
た
め
に
は
、
大
変
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
気

功
の
観
点
か
ら
言
う
と
、
気
功
の
最
も
高
い
レ
ベ
ル
、
境
地
に
達

し
た
と
き
に
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
、
そ
れ
く
ら
い
大
変

な
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
演
じ
る
方
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
。
そ
れ
は
、
お

酒
を
飲
ん
だ
り
、
何
か
薬
物
を
や
っ
た
り
し
て
、
体
の
中
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
燃
や
す
の
で
し
ょ
う
か
。
演
じ
る
方
た
ち
が
、
そ
の
よ

う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
獲
得
す
る
シ
ス
テ
ム
、
方
法
が
あ
る
の
か
を

知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
気
功
よ
り
も
、
も
っ
と
早
く
、

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
獲
得
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

ア
ニ
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も
ち
ろ
ん
、
そ
の
技
術
は
存
在
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
ま
ず
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
高
度
な
水
準

の
と
こ
ろ
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
す
る
才
能
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
あ
る

か
ど
う
か
で
す
。

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
に
は
、
非
常
に
面
白
い
次
の
フ
レ
ー
ズ

が
あ
り
ま
す
。「
人
間
自
身
が
何
か
を
創
造
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
の
世
界
に
は
た
っ
た
一
人
し
か
天
才
的
な

存
在
は
な
い
か
ら
だ
」。
こ
れ
は
、
魂
で
あ
り
、
そ
し
て
神
で
あ
り
、

宇
宙
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
非
常
に
天
才
的
な
素
晴
ら
し
い
道
具
、つ

ま
り
楽
器
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
と
触
れ
合
う

こ
と
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
必
要
で
す
。
こ
れ
が
、
俳
優
が
取
得

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
験
の
中
で
一
番
重
要
な
、
ま
た
、
非
常

に
困
難
な
も
の
で
す
。

演
出
家
の
創
造
的
な
仕
事
に
関
わ
る
人
に
も
同
じ
こ
と
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
。
非
常
に
有
名
な
偉
大
な
古
い
作
曲
家
の
楽
譜
を
見

ま
す
と
、
そ
こ
に
必
ず
神
と
の
触
れ
合
い
と
い
う
も
の
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
最
後
、
や
は
り
神
へ
の
感
謝
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。『
聖
書
』
に
は
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い
表
現
が
あ
り
ま
す
。

「
私
が
創
造
す
る
の
で
は
な
く
て
、
私
の
心
の
中
に
あ
る
主
が
創
造

す
る
の
だ
」
と
。
精
神
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

ご
質
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

奥
井　

二
つ
質
問
が
あ
り
ま
す
。
最
初
に
鶴
岡
先
生
が
お
っ
し
ゃ

っ
た
観
客
側
の
問
題
に
つ
い
て
。
私
は
サ
ー
カ
ス
の
研
究
を
す
る

前
は
日
本
の
人
形
浄
瑠
璃
の
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
人
形
を
使

っ
た
文
楽
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
芝
居
で
す
。
近
代
以
前
は
、
お
客

さ
ん
と
演
者
の
側
と
の
区
別
が
、
い
ま
よ
り
も
も
っ
と
融
合
的
で

し
た
。
や
っ
て
い
る
人
が
初
心
者
だ
っ
た
ら
「
下
手
く
そ
」
と
か
、

「
引
っ
込
め
」
と
か
、
逆
に
う
ま
か
っ
た
ら
「
え
え
ぞ
、
え
え
ぞ
」

と
か
、
や
じ
の
よ
う
な
も
の
が
飛
び
交
っ
て
、
舞
台
全
体
が
お
客

さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
高
ま
っ
て
い
く
と
い
っ
た
種
類
の
も
の
だ

っ
た
と
い
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
う
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
観
客
自
身

も
、
三
味
線
を
稽
古
し
て
い
た
り
、
浄
瑠
璃
を
た
し
な
ん
だ
り
し

て
い
た
か
ら
で
す
。
で
も
、
近
代
以
降
は
、
お
客
さ
ん
は
何
も
し

な
い
人
、
見
る
人
。
俳
優
は
や
る
人
。
そ
う
い
っ
た
区
別
が
で
き

て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
質
問
で
す
が
、
現
代
で
も
、
例
え
ば
俳
優
さ
ん
が
観
客

に
い
る
場
合
と
、
ま
っ
た
く
俳
優
経
験
の
な
い
方
が
観
客
で
い
る

場
合
の
二
つ
で
、
や
っ
て
い
る
側
と
し
て
は
、
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で

あ
っ
た
り
と
か
、
雰
囲
気
で
あ
っ
た
り
と
か
、
何
か
違
い
が
あ
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

二
つ
目
は
、
も
う
少
し
シ
ン
プ
ル
で
、
人
形
浄
瑠
璃
の
役
者
の

側
の
質
問
で
す
。
人
形
浄
瑠
璃
の
役
者
さ
ん
は
、
人
形
に
演
技
を
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さ
せ
る
の
で
、
人
形
遣
い
が
目
立
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
い
ま
す
。

な
の
で
、
よ
く
い
う
の
は
、
人
形
遣
い
は
人
形
を
生
か
す
た
め
に

自
分
を
殺
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
に
二

つ
の
立
場
が
あ
り
ま
し
て
、
人
形
遣
い
自
身
が
人
形
に
感
情
移
入

を
す
る
べ
き
だ
と
い
う
立
場
。
も
う
一
つ
は
、
あ
く
ま
で
人
形
遣

い
は
冷
静
に
操
作
す
る
べ
き
存
在
だ
と
、
名
人
の
中
に
も
二
種
類

が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
っ
た
話
は
演
劇
の
世
界
か
ら
見

た
ら
ど
う
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

ア
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観
客
が
俳
優
で
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
常
に
俳
優

は
追
体
験
を
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
い
ま
の
人
形
浄
瑠
璃
の

ほ
う
か
ら
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
操
っ
て
い
る
人
の
感
情
が
人
形

に
移
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
演
劇
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
反

復
さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
俳
優
は
、
ま
ず
覚
え
て
、
そ
し
て
演
じ
る
わ
け
で
す
か

ら
。し

か
し
、
本
物
の
生
命
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
反
復
は
い
け
ま

せ
ん
。
も
う
、
私
た
ち
は
二
時
間
の
間
に
変
わ
り
ま
し
た
、
私
た

ち
自
身
が
。
そ
し
て
ま
た
宇
宙
で
は
、
も
う
何
千
キ
ロ
も
衛
星
が

飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
花
は
し
ぼ
ん
で
消
え
て
し
ま
っ
た
り
と
か
。

そ
し
て
、
何
秒
か
た
つ
と
、
す
ぐ
に
世
界
は
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
常
に
、
い
つ
で
も
新
し
い
も
の

を
生
み
出
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
反
復
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
素
晴
ら
し
い
俳
優
の
こ
と

を
言
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
全
員
が
そ
う
あ
る
べ
き
で
す
。
へ
ぼ

は
た
だ
反
復
し
て
い
ま
す
。
で
も
私
た
ち
は
観
客
席
に
い
る
と
き

に
、
こ
れ
は
死
ん
で
い
る
役
者
か
、
生
き
て
い
る
役
者
か
、
す
ぐ

に
見
分
け
が
つ
き
ま
す
。

鎌
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前
半
の
質
問
は
、
目
利
き
が
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
い
ま
の
最
後
の
こ
と
で
だ
い
た
い
お
答
え
で
き
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
の
話
の
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
と

宗
教
的
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
の
関
係
を
質
問
し
ま
す
。
ア
ニ
シ
モ

フ
さ
ん
は
、
役
者
が
自
分
の
た
め
に
す
る
仕
事
と
し
て
五
つ
挙
げ

ま
し
た
。
ま
ず
、
体
を
自
由
に
す
る
。
二
番
目
に
注
意
を
払
う
。

三
番
目
に
想
像
力
を
働
か
す
。
四
番
目
も
そ
れ
に
関
わ
る
の
で
す

が
「if

」
と
い
う
も
の
を
使
う
。
五
番
目
に
真
実
の
感
覚
を
発
達
さ

せ
る
。
こ
れ
を
聞
い
て
私
は
、
き
の
う
の
終
わ
り
の
、
空
海
が
学

ん
だ
密
教
の
「
三
密
加
持
」
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
大
日
如
来
と

い
う
存
在
と
修
行
者
が
「
身
・
口
・
意
」、
身
体
と
言
葉
と
意
識
を
、

仏
と
同
一
化
さ
せ
る
と
い
う
神
秘
的
合
一
の
修
行
を
し
ま
す
。
こ

の
体
を
自
由
に
し
て
、
注
意
を
払
っ
て
、
想
像
力
を
働
か
せ
て
、
真

実
に
到
達
す
る
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
「
身
・
口
・
意
」
を
合
一

さ
せ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
え
ま
し
た
。
と
す
る
と
、
空
海
が

学
ん
だ
密
教
と
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
が
俳
優
の
仕
事
と
し
て

展
開
し
て
い
る
も
の
は
共
通
の
思
想
が
あ
る
の
か
。
た
ぶ
ん
、
ヨ

ガ
と
い
う
イ
ン
ド
の
思
想
や
メ
ソ
ッ
ド
が
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー

に
は
あ
る
の
か
と
思
い
ま
す
が
。
そ
の
あ
た
り
、
密
教
と
ス
タ
ニ

ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
考
え
方
の
共
通
点
に
つ
い
て
、
ア
ニ
シ
モ
フ
さ

ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

ア
ニ
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非
常
に
多
く
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
一
番
大
き

な
目
的
の
と
こ
ろ
で
す
。
ど
の
よ
う
な
目
的
で
、
そ
れ
が
人
間
に

引
き
渡
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
る
の
か
。
ど
ち
ら
も
人
間
の
意
識
の
変

容
の
た
め
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
意
識
の
発
達
の
た
め
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
進
化
の
目
的
の
た
め
に
、
進
化
の
道
程
の
中
で
こ
の

発
達
を
告
げ
る
た
め
に
、
そ
う
い
っ
た
可
能
性
を
強
く
す
る
た
め

に
、
観
客
に
も
、
そ
れ
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
も
働
き
か
け
る
教

義
な
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
に
関
し
ま
し
て
は
、
あ
な
た

自
身
、
質
問
者
自
身
が
よ
く
気
付
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
可
能
性
に
関
す
る
才
能
は
、
一
人
一
人
の
人
間
に
あ
り
ま

す
。
人
間
は
、
マ
イ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
、
小
さ
な
宇
宙
だ
と
。
人
間

は
完
全
な
の
で
、
こ
れ
は
潜
在
的
に
は
そ
う
い
う
存
在
な
の
だ
と
。

人
間
の
潜
在
力
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
教
義
が
あ
る

わ
け
で
す
。

も
う
す
で
に
世
界
に
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
素
晴
ら
し
い
人
々
が
現

れ
て
お
り
ま
す
。
音
楽
家
で
あ
っ
た
り
、
ヨ
ガ
の
達
人
、
素
晴
ら

し
い
才
能
、
能
力
を
発
揮
し
て
、
芸
術
家
と
学
者
の
方
々
と
。
そ

う
い
っ
た
能
力
は
一
人
一
人
の
人
間
に
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

素
晴
ら
し
い
方
は
、
未
来
的
な
人
間
の
イ
メ
ー
ジ
だ
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

鎌
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
第
一
部
の
ア
ニ

シ
モ
フ
さ
ん
の
発
表
の
部
会
を
終
了
し
ま
す
。
私
が
非
常
に
面
白

く
思
っ
た
の
は
、
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
が
通
訳
の
鍋
谷
真
理
子
さ
ん

を
待
っ
て
い
る
間
に
、
こ
こ
で
無
意
識
的
に
こ
う
い
う
動
作
を
し

て
い
た
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
昨
日
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
教
授
が
し

て
い
た
意
識
し
な
い
行
動
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
話
し

た
い
こ
と
が
わ
っ
と
あ
る
の
に
、
そ
の
時
間
を
待
た
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
き
の
感
覚
が
と
て
も
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
そ
う
い
う
瞬
間
を
、
ど
う
注
意
を
し
て
、
人

間
の
体
を
解
放
し
な
が
ら
真
実
に
向
か
っ
て
い
く
の
か
。
演
劇
の

修
行
の
シ
ス
テ
ム
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
た
と
き
、
ヨ
ガ
と
か

密
教
と
か
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
か
、
み
ん
な
ほ
と
ん
ど
全
部

を
駆
使
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
演
劇
と
い
う
の
は
、
本
当

に
大
き
な
総
合
芸
術
で
あ
り
、
人
間
の
生
き
る
力
を
活
性
化
さ
せ

て
い
く
道
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
の
発
表
を
通
し

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ニ
シ
モ
フ
さ
ん
と
、
通
訳
の
鍋
谷

真
理
子
さ
ん
に
大
き
な
拍
手
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

報
告
２

五
臓
の
音
符
と
身
心
変
容
技
法

張
明
亮

鎌
田　

次
に
、
張
明
亮
老
師
の
「
五
臓
の
音
符
」
の
第
二
部
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

張　

み
な
さ
ん
、
横
の
人
が
ど
う
い
う
状
態
に
あ
る
か
、
お
互
い

に
見
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
疲
れ
で
す
ね
。
こ
の
短
い
時
間
に
、
あ

れ
ほ
ど
専
門
的
な
内
容
を
聞
く
と
い
う
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

で
も
、
私
自
身
も
そ
う
で
す
が
、
深
い
内
容
を
伝
え
な
け
れ
ば
、
な

ん
て
浅
い
人
間
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
私
が
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
内
容

も
、
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
聞
い
て
い
る
こ
と
が
な
か
な
か
つ
ら

い
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
私
が
み
な
さ
ん
に
お
話
し
す
る
前
に
、
少
し
動
い

て
疲
労
を
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
後
ろ
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
一
部
を
前
に

持
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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い
ま
お
互
い
に
見
合
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
状
態
と
、
こ
の
練
功

が
終
わ
っ
た
後
に
ど
う
な
る
か
を
、
後
で
ま
た
見
て
く
だ
さ
い
。
で

は
、
四
つ
の
動
作
を
行
い
ま
す
。

疲
労
を
取
る
最
初
の
動
き
で
す
。
両
足
を
開
き
ま
す
。
両
手
を

腰
に
。
ま
ず
頭
、
首
の
動
き
を
行
い
ま
す
。
頭
を
水
平
に
左
に
回

し
て
い
き
ま
す
。
も
っ
と
も
動
き
が
大
き
く
な
っ
た
ら
、
そ
こ
で

止
ま
り
ま
す
。
真
ん
中
に
戻
し
ま
す
。
速
度
は
ゆ
っ
く
り
、
右
側

に
。
動
作
を
大
き
く
。
行
く
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
ら
、
そ
こ
で
少

し
止
ま
り
ま
す
。
真
ん
中
に
戻
し
ま
す
。
二
回
目
を
行
い
ま
す
。

体
を
動
か
さ
な
い
で
、
左
耳
を
左
肩
に
近
づ
け
る
よ
う
に
動
か

し
ま
す
。
そ
こ
で
少
し
止
ま
り
ま
す
。
一
、
二
、
三
、
止
ま
り
ま

す
。
真
ん
中
に
戻
し
て
、
右
耳
を
右
の
肩
に
近
づ
け
ま
す
。
し
っ

か
り
と
動
い
て
、
そ
こ
で
止
ま
り
ま
す
。
真
ん
中
に
戻
し
ま
す
。

三
つ
目
の
動
き
で
す
。
顎
を
引
い
て
、
首
の
後
ろ
を
伸
ば
し
ま

す
。
顎
を
上
げ
て
、
口
は
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
、
首
の
前
を
伸

ば
し
ま
す
。
真
ん
中
に
戻
し
ま
す
。
首
を
回
し
ま
す
。
体
は
動
か

さ
な
い
で
、
胴
体
は
動
か
さ
な
い
で
、
頭
を
前
に
。
左
、
後
ろ
。
ゆ

っ
く
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
右
。
大
き
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
前

へ
。
真
ん
中
に
戻
し
ま
す
。
こ
こ
で
少
し
止
め
ま
す
。
そ
の
後
、
反

対
方
向
に
も
回
し
ま
す
。
前
、
右
、
後
ろ
、
左
、
前
。
真
ん
中
に

戻
し
て
、
両
手
を
元
に
戻
し
ま
す
。
両
足
を
そ
ろ
え
ま
す
。

二
つ
目
の
動
作
を
行
い
ま
す
。
少
し
間
隔
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

横
の
人
と
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
。
中
指
が
誘
導
し
ま
す
。
力
を

使
っ
て
、
ま
ず
腕
を
下
に
。
そ
れ
か
ら
左
右
に
。
次
に
上
に
、
で

き
る
だ
け
中
指
を
遠
く
に
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。
顔
を
上
げ
て
手

を
見
ま
す
。
合
掌
し
ま
す
、
手
を
合
わ
せ
ま
す
。
顎
を
引
き
な
が

ら
、
手
は
さ
ら
に
上
に
行
き
ま
す
。
肘
を
曲
げ
て
、
両
手
を
開
い

て
。
中
指
を
、
肩
の
ど
の
部
分
で
も
い
い
で
す
が
、
そ
こ
に
付
け

ま
す
。
固
定
し
て
、
こ
の
後
は
、
動
か
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

両
肘
を
で
き
る
だ
け
前
に
、
遠
く
に
持
っ
て
い
き
ま
す
。
も
っ

と
も
大
き
く
動
い
た
と
こ
ろ
で
止
ま
り
ま
す
。
一
、
二
、
三
。
両

肘
を
開
い
て
、
今
度
は
後
ろ
で
す
。
も
っ
と
も
大
き
く
動
け
た
と

こ
ろ
で
止
ま
っ
て
、
二
、
三
。
も
う
一
度
や
り
ま
す
。
前
、
も
っ

と
も
大
き
く
動
い
て
。
後
ろ
。
少
し
止
ま
り
ま
す
。
横
に
戻
し
ま

す
。
今
度
は
、
で
き
る
だ
け
両
肘
を
上
に
上
げ
ま
す
。
も
っ
と
も

大
き
く
動
い
て
止
ま
り
ま
す
。
一
、
二
、
三
。
両
肘
を
下
に
、
で

き
る
だ
け
体
に
寄
せ
ま
す
。
寄
せ
ま
す
が
、
中
指
の
位
置
を
動
か

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
二
、
三
。
も
う
一
度
や
り
ま
す
。
上
に
。
さ

ら
に
上
に
。
少
し
止
ま
り
ま
す
。
下
。
さ
ら
に
下
。
少
し
止
ま
り

ま
す
。
横
に
戻
し
ま
す
。

今
度
は
回
す
練
習
を
行
い
ま
す
。
肘
を
で
き
る
だ
け
前
に
持
っ

て
い
き
ま
す
。
下
、
後
ろ
、
上
、
前
。
も
う
一
度
や
り
ま
す
。
下
、

後
ろ
、
上
、
前
。
横
に
戻
し
ま
す
。
こ
こ
で
少
し
呼
吸
を
整
え
て

く
だ
さ
い
。
今
度
は
反
対
に
回
し
ま
す
。
前
、
上
、
後
ろ
、
下
、
前
。

二
回
目
。
後
ろ
、
下
、
前
。
両
肘
を
開
い
て
横
に
持
っ
て
き
ま
す
。

両
手
を
合
掌
。
上
に
上
げ
て
、
顔
を
上
げ
て
手
を
見
ま
す
。
両
腕

を
開
い
て
、
顎
を
引
い
て
、
手
の
ひ
ら
を
下
に
翻
し
ま
す
。
そ
し

て
両
腕
を
下
に
下
ろ
し
ま
す
。
こ
れ
が
二
つ
目
の
動
作
で
す
。

隣
の
人
を
見
て
く
だ
さ
い
。
顔
が
開
い
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

三
つ
目
の
動
作
で
す
。
手
首
と
指
の
練
習
で
す
。
中
指
が
誘
導

し
て
、
腕
を
力
を
使
っ
て
前
に
上
げ
て
き
ま
す
。
親
指
か
ら
指
を

一
本
一
本
曲
げ
て
握
っ
て
い
き
ま
す
。
力
を
使
っ
て
、
力
を
入
れ

て
、
力
を
入
れ
て
、
入
れ
て
、
入
れ
て
。
今
度
は
小
指
か
ら
一
本

ず
つ
緩
め
ま
す
。
緩
め
て
、
緩
め
て
、
緩
め
て
、
緩
め
て
。
開
い

て
。
も
う
一
度
、
指
の
練
習
を
し
ま
す
。
力
を
入
れ
て
握
り
ま
す
。

力
を
入
れ
て
、
力
を
入
れ
て
、
力
を
入
れ
て
、
力
を
入
れ
て
。

今
度
は
手
首
の
練
習
で
す
。
回
し
ま
す
。
一
、
二
、
三
。
腕
は

で
き
る
だ
け
動
か
さ
な
い
。
反
対
方
向
に
も
回
し
ま
す
。
一
、
二
、

三
。
小
指
か
ら
緩
め
て
、
緩
め
て
、
緩
め
て
、
緩
め
て
。
前
に
持

っ
て
き
て
、
親
指
か
ら
力
を
入
れ
て
、
も
う
一
度
握
っ
て
、
力
を

入
れ
て
、
力
を
入
れ
て
、
力
を
入
れ
て
、
力
を
入
れ
ま
す
。
歯
を

か
み
し
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
小
指
か
ら
緩
め
て
、
緩
め
て
、
緩

め
て
、
緩
め
て
。
下
に
下
ろ
し
ま
す
。

最
後
の
動
き
に
な
り
ま
す
。
体
全
身
で
す
。
少
し
距
離
が
必
要

で
す
の
で
、
前
後
左
右
の
人
と
間
隔
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
両
手

を
組
ん
で
上
に
上
げ
ま
す
。
顔
を
上
げ
て
手
を
見
ま
す
。
顎
を
引

い
て
、
両
手
を
上
に
持
ち
上
げ
て
お
い
て
、
体
を
左
に
ひ
ね
っ
て
、

左
後
ろ
の
ほ
う
に
曲
げ
ま
す
。
肘
を
曲
げ
て
引
っ
張
り
ま
す
。
腕

を
伸
ば
し
て
、
体
を
起
こ
し
て
。
今
度
は
右
側
で
す
。
右
後
ろ
に

曲
げ
ま
す
。
引
っ
張
り
ま
す
。
腕
を
伸
ば
し
て
、
体
を
起
こ
し
て
、

真
ん
中
に
戻
し
ま
す
。

顔
を
上
げ
て
手
を
見
ま
す
。
手
が
誘
導
し
て
体
を
前
に
遠
く
に

持
っ
て
行
き
、
そ
れ
か
ら
前
か
ら
下
に
持
っ
て
い
き
ま
す
。
両
足

は
伸
ば
し
て
、
手
を
で
き
る
だ
け
床
に
着
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
膝
を
曲
げ
て
、
ゆ
っ
く
り
緩
め
て
体
を
起
こ
し
て

い
き
ま
す
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
お
互
い
に
見
合
っ
て
意
見
を
交

換
し
て
く
だ
さ
い
。
三
〇
秒
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

鎌
田　

肩
の
筋
肉
が
邪
魔
を
し
て
、
上
に
伸
ば
す
と
き
に
引
っ
掛

か
り
ま
す
。

女
性　

急
に
眠
く
な
り
ま
し
た
。

鎌
田　

ど
う
ぞ
、
そ
の
ま
ま
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

女
性　

お
願
い
し
ま
す
。

張　

五
臓
の
音
符
と
い
う
の
は
、
非
常
に
具
体
的
な
技
術
な
の
で
、

こ
の
技
術
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
理
論
、
観

点
、
目
的
を
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
簡
単
に
だ
い
た
い

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
医
学
、
気
功
と
い
う
の
は
、
非
常
に
専
門
的
な
内
容
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
を
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
説
明
し
た
い

張明亮老師のワークショップの様子

313

身心変容のワザと哲学　　



と
思
い
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、
気
と
形
と
神
で
す
。
私
が
話
し

た
い
こ
と
は
、
も
う
す
べ
て
こ
こ
に
（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
画
面
を

指
し
て
）
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
気
と
は
何
か
。
中
国
の
文
化
の
中
で
は
、
気
と
い
う
の
は

非
常
に
基
本
的
な
概
念
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
応
用
し
て

い
ま
す
。
誇
張
し
て
言
う
な
ら
ば
、
中
国
の
伝
統
的
な
医
学
は
気

の
医
学
だ
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
中
国
の
伝
統
的
な
功

夫
（
ゴ
ン
フ
ー
）、
実
力
を
養
う
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
は
、
気

の
功
夫
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
中
国
の
伝
統
的
な
文
化
は
、
気
の
文
化
で
あ
る
と
言
っ

て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
気
を
簡
単
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
と
説
明
し
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
一
つ
目

に
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
、
そ
れ
を
私
た
ち
人
間
の
中
で
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
人
を
三
つ
の
レ
ベ
ル
で
考
え
ま
す
。
こ
れ
は
も
っ
と
も

簡
単
な
分
類
に
な
る
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
た
く
さ
ん
の
分
類
方

法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
三
つ
の
レ
ベ
ル
は
、
気
と
形
と
神
で
す
。

三
つ
目
で
す
。
中
国
の
医
学
、
気
功
、
そ
れ
か
ら
文
化
の
中
で
も
、

求
め
て
い
る
の
は
、
形
と
神
を
結
合
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
最
後
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
目
的
に
到
達
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
。
そ
の
手
段
は
、
気
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
通
し
て
、

体
と
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
も
っ
と
も
簡

単
な
概
括
的
な
と
ら
え
方
で
す
。
後
ろ
に
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
う

少
し
詳
し
い
解
説
が
あ
り
ま
す
。

中
国
の
文
化
の
中
で
は
気
を
も
っ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
人
間
は
、
宇
宙
の
一
部
分
で
す
。
人
を
研
究
す
る
に
は
、
三

つ
の
レ
ベ
ル
が
あ
り
、
健
康
と
生
命
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
の
は
、

こ
の
形
と
神
を
合
一
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
形
と
神
を
合
一

さ
せ
る
手
段
が
気
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

中
国
の
文
化
の
中
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
気
と
の
関
係
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
国
の
伝
統
文
化
の
中
で
も
、
ど
こ
に

お
い
て
も
気
と
の
関
係
が
見
つ
け
ら
れ
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
中

で
も
、
言
葉
の
中
で
も
、
気
と
関
係
し
た
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
医
学
の
理
論
の
中
で
は
、
気
と
関
係
す
る
内
容
が
よ
り
多

く
あ
り
ま
す
。
気
功
と
い
う
の
は
、
気
に
対
す
る
修
練
方
法
で
す

か
ら
、
も
ち
ろ
ん
た
く
さ
ん
の
気
に
関
す
る
内
容
が
あ
り
ま
す
。

気
功
の
中
で
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
気
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

能
力
を
い
か
に
訓
練
す
る
か
と
い
う
内
容
で
す
。
で
は
、
気
と
は

い
っ
た
い
何
か
。
い
ま
多
く
の
人
は
、
物
質
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
情

報
な
ど
と
い
う
説
明
を
し
ま
す
。

い
ま
私
は
こ
こ
で
気
の
本
質
に
つ
い
て
答
え
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
気
の
本
質
は
何
か
と
い
う

こ
と
を
問
い
続
け
る
こ
と
は
、
中
国
文
化
の
思
考
方
法
か
ら
離
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
中
国
の
文
化
と
い
う
の
は
、
一
つ

一
つ
、
こ
れ
は
何
か
、
さ
ら
に
こ
れ
は
何
か
と
追
究
し
続
け
る
も

の
で
は
な
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
仏
教
の
中
に
典
型
的
な
一
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
私

は
誰
か
。
そ
れ
を
ず
っ
と
追
究
し
て
い
く
と
、
私
は
存
在
し
な
い

こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
こ
れ
も
一
つ
の
思
考
方
法
で
は
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
あ
な
た
を
独
立
し
た
個
体
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
以
上
の
こ

と
は
曖
昧
に
な
り
、
さ
ら
に
追
究
し
て
い
く
と
、
あ
な
た
で
は
な

く
な
り
ま
す
か
ら
、
よ
り
不
明
確
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

気
の
概
念
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
追
究
し
て
し
ま
う

と
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
中
国
の
文
化
で
は
、
宇
宙
、

世
界
を
構
成
す
る
も
っ
と
も
小
さ
な
単
位
は
気
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
気
を
さ
ら
に
追
究
す
る
と
、
そ
れ
は
も
う
分
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
こ
れ
以
上
、
研
究
し
て
も
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
一
つ
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
簡

単
に
言
う
と
、
気
の
概
念
は
、
こ
れ
以
上
は
簡
単
に
で
き
な
い
複

雑
な
も
の
で
あ
る
と
。
こ
こ
ま
で
な
の
で
す
。

こ
れ
は
気
の
観
点
を
応
用
し
て
考
え
ま
す
。
気
は
宇
宙
に
存
在

す
る
基
本
的
な
物
質
で
あ
る
。
気
は
宇
宙
に
お
い
て
二
種
類
の
存

在
形
態
を
持
ち
ま
す
。
一
つ
は
有
形
、
一
つ
は
無
形
で
す
。
無
形

と
い
う
の
は
、
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
つ
の
形

態
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
、
気
は
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
も
っ

と
も
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
で
紹
介
し
て
い
る
の
は

（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
示
さ
れ
た
内
容
）、
い
ま
言
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
た
め
の
文
献
的
な
も
の
で
す
。
こ
れ
は
省
略
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
気
は
宇
宙
の
中
に
存
在
し
、
二
つ
の
形
態
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
表
し
て
い
ま
す
。
一
つ
は
無
形
で
あ
り
、
一
つ
は
有
形
で
す
。

私
た
ち
人
間
は
、
気
が
も
っ
と
も
小
さ
い
物
質
に
な
り
ま
す
。
中

国
の
文
化
の
中
で
は
、
生
き
て
い
る
人
と
死
ん
で
い
る
人
の
も
っ

と
も
大
き
な
違
い
は
、
気
が
あ
る
か
な
い
か
だ
と
考
え
ま
す
。
い
ま

亡
く
な
っ
た
ば
か
り
の
人
の
肉
体
は
、
そ
こ
に
ま
だ
あ
り
ま
す
。
で

も
、
な
ぜ
そ
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
の
か
、
死
ん
で
い
る
か
。
そ

れ
を
中
国
人
は「
気
が
な
く
な
っ
た
」と
い
う
言
葉
で
表
現
し
ま
す
。

い
ま
の
は
人
に
対
し
て
で
す
。
一
つ
は
自
然
界
に
お
け
る
す
べ

て
の
気
の
概
念
が
あ
り
、
二
つ
目
が
人
間
に
対
し
て
で
す
。
伝
統

的
に
は
、
人
に
は
三
宝
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
精
・
気
・

神
で
も
っ
と
も
大
事
な
も
の
で
す
。
も
っ
と
も
簡
単
な
理
解
は
、
こ

れ
で
す
。
私
た
ち
人
の
生
命
は
、
こ
の
三
角
の
と
こ
ろ
で
す
。
肉

体
も
必
要
で
す
。
精
神
も
必
要
で
す
。
そ
れ
に
ま
だ
こ
の
精
神
と

肉
体
を
一
緒
に
す
る
条
件
が
必
要
で
す
。
こ
の
条
件
が
、
狭
い
意

味
で
の
気
と
い
う
概
念
で
す
。
広
い
意
味
で
の
気
と
い
う
の
は
、
先

ほ
ど
言
っ
た
、
す
べ
て
の
も
の
は
気
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う

観
点
で
す
。
人
を
通
し
て
理
解
し
た
と
き
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
、

触
る
こ
と
が
で
き
る
肉
体
、
ま
た
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
も
の
を
考
え
た
り
す
る
と
か
、
感
情
を
含
め
た
精
神
の
部
分
が

あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
の
部
分
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
中
医
学
と
か
中
国
文

化
の
中
で
も
っ
と
も
大
事
に
し
て
い
る
も
の
で
、
肉
体
と
精
神
を

一
緒
に
す
る
条
件
で
す
。
こ
の
三
つ
が
結
合
し
た
、
こ
の
部
分
。
こ

れ
が
生
命
な
の
で
す
。
気
だ
け
あ
っ
て
も
、
肉
体
だ
け
あ
っ
て
も
、

精
神
だ
け
あ
っ
て
も
い
け
な
い
。
こ
の
三
つ
す
べ
て
が
不
可
欠
な

の
で
す
。

老
子
は
、「
三
は
万
物
を
生
む
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
言

う
「
三
」
と
い
う
の
は
、
実
は
気
の
こ
と
な
の
で
す
。
中
国
人
の

文
化
で
は
、
天
・
地
・
人
と
い
う
こ
と
を
よ
く
言
い
ま
す
が
、
実

は
天
も
気
で
あ
り
、
地
も
気
で
あ
り
、
人
も
気
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
特
に
こ
の
気
の
部
分
が
中
医
学
と
か
気
功
が
も
っ

と
も
重
点
を
置
い
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
が
普
通
の
人
に
は
も
っ
と
も
理
解
し
難
い
こ
と
な
の
で
す
。

簡
単
に
言
え
ば
、
私
た
ち
の
命
は
、
大
い
な
る
奇
跡
な
の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
、
そ

の
中
の
一
つ
で
も
欠
け
た
ら
成
立
し
な
い
も
の
な
の
で
す
。

時
間
の
観
点
か
ら
言
っ
て
も
、
空
間
の
観
点
か
ら
言
っ
て
も
、
宇

宙
の
観
点
か
ら
言
っ
て
も
、
も
し
く
は
自
分
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
い
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う
小
さ
な
観
点
か
ら
言
っ
て
も
、
非
常
に
不
可
思
議
な
奇
跡
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
中
の
一
つ
で
も
欠
け
れ
ば
成
立
し
ま
せ
ん
。

た
く
さ
ん
の
条
件
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
条

件
を
は
っ
き
り
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
こ
れ

ら
の
条
件
を
ま
と
め
て
、
中
国
人
は
一
つ
の
「
気
」
と
い
う
文
字

で
表
し
ま
し
た
。
気
は
非
常
に
複
雑
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
か
情

報
と
か
、
そ
ん
な
簡
単
に
説
明
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
の
生
命
は
、
手
を
た
た
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
音

と
同
じ
で
す
。
昨
日
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
が
、

簡
単
に
言
う
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
手
を
た
た
く
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
整
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
方
向
性

も
正
し
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
力
も
正
し
く
な
く
て
は
い
け
な

い
。
手
が
重
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。
一
つ
の
音
を
出
す
だ
け

で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
複
雑
な
条
件
が
あ
る
の
で
す
。

私
た
ち
の
生
命
と
い
う
の
は
、
こ
の
た
た
い
た
音
に
比
べ
た
ら
、

比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
非
常
に
複
雑
な
の
で
す
か
ら
、
一
、
二
、

三
、
こ
う
だ
か
ら
、
こ
う
だ
か
ら
、
こ
う
だ
か
ら
と
一
つ
一
つ
事

象
を
挙
げ
て
説
明
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う

な
、
手
を
た
た
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
音
、
こ
の
音
の

発
生
を
満
た
す
条
件
を
気
と
呼
ぶ
の
で
す
。

次
は
、
形
と
神
の
合
一
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
中
国
の
文

化
で
は
、
形
と
神
が
一
緒
に
な
っ
た
と
き
に
は
じ
め
て
生
命
と
呼

ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
形
と
神
、
即
ち
体
と
心
が
分
か

れ
て
し
ま
っ
て
は
、
そ
れ
は
生
命
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
簡
単
に
理

解
す
る
と
、
生
き
て
い
る
限
り
実
は
形
と
神
、
体
と
心
は
一
緒
に

い
る
の
で
す
。
こ
れ
が
一
つ
目
の
意
味
で
す
。

二
つ
目
に
言
い
た
い
の
は
、
こ
こ
に
生
命
が
存
在
し
て
い
れ
ば
、

形
と
神
、
心
と
体
は
、
一
緒
に
そ
こ
に
あ
る
。
し
か
し
完
全
に
協

調
し
て
、
統
一
し
た
状
態
で
は
な
い
。
例
え
ば
私
た
ち
は
、
み
な

こ
こ
に
座
っ
て
い
ま
す
。
体
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
私

の
心
は
ど
こ
に
で
も
行
き
ま
す
。
い
ま
、
こ
の
瞬
間
も
、
あ
る
人

の
心
は
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
心

と
体
が
同
調
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
だ

と
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

中
医
学
の
観
点
か
ら
言
う
と
、
私
た
ち
の
病
気
、
苦
し
み
、
悩

み
は
、
体
と
精
神
が
合
一
し
て
い
な
い
、
完
全
に
協
調
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ

れ
が
私
が
言
い
た
い
二
つ
目
の
意
味
で
す
。

第
一
は
、
生
き
て
い
る
限
り
形
と
神
は
一
緒
に
そ
こ
に
存
在
す

る
。
二
つ
目
は
、
こ
こ
に
命
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
心
で
思
っ
て

い
る
こ
と
と
体
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
完
全
に
協
調
は
し
て
い
な

い
。
そ
れ
を
協
調
さ
せ
よ
う
と
、
あ
な
た
が
思
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
を
す
ぐ
に
協
調
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
が
病
気
や
悩

み
の
原
因
と
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
一
人
も
絶
対
的
に
健
康
的
な
人
は

い
な
い
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
健
康
だ
と
い
っ
て
も
、
ず
っ
と

健
康
な
状
態
を
保
て
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
い
つ
も
変
化
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
も
と
に
、
中
医
学
で
も
、
気
功
で

も
、
道
家
や
仏
教
の
修
行
方
法
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
一
連

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
体
と
心
を
で
き
る
だ
け
同
調
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

難
し
い
こ
と
は
難
し
い
で
す
し
、
そ
れ
は
理
想
的
な
状
態
で
あ

る
と
言
え
ま
す
が
、
し
か
し
私
た
ち
は
、
そ
の
方
向
に
向
か
っ
て

一
歩
で
も
そ
こ
に
近
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
で
あ
っ
て
も
健

康
が
得
ら
れ
、
そ
し
て
喜
び
も
得
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
し
て
病
気

や
悩
み
は
、
少
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
身
心
合

一
、
心
と
体
の
合
一
が
、
私
た
ち
が
追
究
す
る
目
的
な
の
で
す
。

永
遠
に
獲
得
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
無
限
に

近
づ
く
こ
と
は
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
過
程
に
お
い
て
健
康
や
喜

び
が
、
そ
の
歩
み
と
と
も
に
生
ま
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
が
現
実
的

な
意
義
で
す
。

そ
の
目
的
に
到
達
す
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
健
康
の
意
味
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
も

の
で
す
が
、
例
え
ば
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
私
た
ち
人
間
の
調
査
を
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
体
に
本
当
に
問
題
が
あ
る
人
と
い
う

の
は
少
な
い
の
で
す
。
肉
体
に
問
題
が
あ
る
人
や
心
に
病
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
人
数
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
で
す
。

し
か
し
心
と
体
の
理
論
か
ら
言
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
健
康

で
あ
る
は
ず
で
す
が
、
調
査
し
た
結
果
、
そ
う
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
健
康
で
は
な
い
し
、
愉

快
で
も
な
い
。
こ
れ
が
「
亜
健
康
」
と
い
う
状
態
で
す
。
亜
健
康

と
は
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
で
す
。
中
医
学
で
い
っ
た
ら
、
こ
の
状
態

の
人
は
病
人
に
な
り
ま
す
。
半
分
健
康
で
半
分
病
気
の
人
と
い
う

の
は
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
ま
た
疑
問
が
生
じ
ま
す
。

で
は
、
こ
の
人
た
ち
の
病
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
肉
体
に
は
病
が

な
い
。
心
に
も
病
が
な
い
。
で
は
、
い
っ
た
い
病
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。
そ
れ
は
体
と
心
の
関
係
性
に
お
い
て
問
題
が
起
こ
っ
て
い

る
の
で
す
。
中
医
学
の
言
葉
を
用
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
気
に
問
題

が
起
こ
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

で
す
か
ら
、
中
医
学
の
す
べ
て
の
治
療
方
法
は
、
気
功
、
推
拿
、

鍼
灸
、
中
医
薬
（
漢
方
薬
）
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
病
を
治
す
の
で

は
な
く
、
気
を
調
整
す
る
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
し
く
は
心

と
体
の
関
係
性
を
調
整
す
る
と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
こ
の
理
論
を
基
に
ど
の
よ
う
に
し
て
気
を
整
え
る
か
と

い
う
話
に
な
り
ま
す
。
鍼
灸
、
推
拿
、
気
功
、
中
医
薬
を
使
う
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
も
直
接
的
に
気

に
影
響
を
与
え
る
も
の
が
気
功
で
す
。
気
を
調
整
し
た
り
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
た
り
す
る
こ
と
が
気
功
な
の
で
す
か
ら
。
二
千
年
余

り
前
の
『
黄
帝
内
経
』
の
中
に
、
気
功
を
推
拿
、
鍼
灸
、
薬
物
の

中
で
一
番
前
に
置
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
一
つ
の
図
が
あ
り
ま
す
（
次
頁
上
の
図
）。
よ
く
み
な
さ

ん
も
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
中
国
の
符
号
の
よ
う

で
も
あ
り
ま
す
が
、
中
国
の
陰
陽
だ
な
、
太
極
だ
な
と
思
わ
れ
る

と
思
い
ま
す
。
多
く
の
人
が
陰
陽
と
い
う
も
の
は
二
つ
だ
と
考
え

ま
す
が
、
実
は
違
う
の
で
す
。

こ
こ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
が
有
形
で
す
。
こ
っ
ち
が
無
形

で
す
。
外
の
円
、
真
ん
中
の
Ｓ
線
、
こ
の
外
の
円
と
真
ん
中
の
Ｓ

線
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
図
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
こ
の
線
は
、
実
は

関
係
な
の
で
す
。
も
し
く
は
条
件
と
言
え
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
も

の
を
一
緒
に
す
る
す
べ
て
の
条
件
で
す
。
で
す
か
ら
、
陰
陽
と
い

う
の
は
二
つ
で
は
な
い
で
す
。

こ
こ
に
灰
色
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
も
灰
色
の
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
は
っ
き
り
と
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

先
ほ
ど
の
手
と
同
じ
で
、
こ
れ
が
手
の
ひ
ら
、
こ
れ
が
手
の
甲
で

す
。
手
の
ひ
ら
と
手
の
甲
の
真
ん
中
と
い
う
の
は
、
は
っ
き
り
は

分
か
ら
な
い
で
す
。
ど
こ
か
ら
を
手
の
ひ
ら
と
言
っ
て
、
ど
こ
か

ら
を
手
の
甲
と
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。
で
す
か
ら
、
陰
陽
と
い
う
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の
は
、
一
（
分
け
な
い
一
つ
の
図
）
と
と
ら
え
る
か
、
も
し
く
は
三

（
陰
、
陽
と
二
者
の
関
係
）
な
の
で
す
。

人
間
に
お
い
て
は
、
有
形
な
の
は
私
た
ち
の
体
で
す
。
無
形
な

の
は
、
私
た
ち
の
精
神
で
す
。
そ
し
て
す
べ
て
を
一
緒
に
し
よ
う

と
す
る
条
件
が
気
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
が
気
功
の
理
論
の
基

礎
な
の
で
す
。

ど
の
よ
う
に
し
て
、
気
を
整
え
る
か
。
た
く
さ
ん
方
法
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
省
略
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん
に

お
話
し
す
る
五
臓
の
音
符
も
、
そ
の
具
体
的
な
気
を
整
え
る
方
法

の
一
つ
だ
か
ら
で
す
。

こ
こ
で
こ
の
絵
を
見
て
く
だ
さ
い
（
右
下
の
図
）。
つ
い
で
に
説

明
し
て
お
き
ま
す
。
中
医
学
の
気
功
の
本
に
は
た
く
さ
ん
こ
う
い

う
絵
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
現
代
医
学
の
解
剖
学
と
は
少
し

関
係
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
ほ
ぼ
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
似

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
こ
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
内
容
は
、

私
た
ち
の
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
描
か

れ
た
の
か
。

そ
れ
は
、
こ
れ
が
生
き
て
い
る
人
の
こ
と
を
描
い
て
い
る
か
ら

で
す
。
二
つ
目
は
、
生
き
て
い
る
人
が
あ
る
特
定
の
状
態
に
な
っ

た
と
き
の
状
態
を
描
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
た
ち
が
こ
れ
を
見

て
も
、
私
た
ち
が
理
解
し
て
い
る
も
の
と
違
う
の
は
、
私
た
ち
が

ま
だ
そ
の
状
態
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
で
す
。

例
え
ば
コ
ッ
プ
が
一
つ
あ
る
と
し
ま
す
。
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら

見
え
て
い
る
の
で
、
コ
ッ
プ
は
一
つ
で
も
そ
の
見
え
方
が
違
う
の

で
す
。
そ
れ
と
同
じ
で
、
こ
の
絵
は
、
あ
る
違
っ
た
角
度
か
ら
人

を
見
た
場
合
に
お
い
て
描
か
れ
た
絵
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
で
す

か
ら
、
伝
統
的
な
気
功
の
も
っ
と
も
重
要
な
目
的
は
、
自
分
自
身

を
理
解
す
る
こ
と
、
認
識
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

「
私
は
誰
か
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
う
の
で
す
。

こ
れ
は
具
体
的
な
気
を
整
え
る
方
法
を
分
類
し
て
い
ま
す
。
ち

ょ
っ
と
飛
ば
し
ま
す
。
動
作
、
呼
吸
が
あ
り
ま
す
。
気
と
体
の
関

係
、
心
と
気
の
関
係
に
な
り
ま
す
。
意
識
と
気
の
関
係
。
気
と
心

の
関
係
。
気
の
も
っ
と
も
高
い
レ
ベ
ル
。
気
功
の
修
練
の
も
っ
と

も
習
熟
し
た
段
階
、
こ
れ
が
内
丹
で
す
。
内
丹
と
は
、
気
を
調
整

し
た
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
、
訓
練
し
た
り
す
る
一
連
の
方

法
を
言
い
ま
す
。
こ
の
部
分
は
、
み
な
さ
ん
は
更
に
分
か
り
づ
ら

い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

私
が
い
ま
あ
ち
こ
ち
に
行
っ
て
み
な
さ
ん
に
伝
え
て
い
る
こ
と

は
、
こ
の
前
の
基
礎
の
段
階
で
す
。
導
引
と
か
、
吐
納
と
か
、
一

部
分
の
意
念
の
こ
と
に
限
っ
て
伝
え
て
い
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
、

こ
の
三
者
を
一
緒
に
し
ま
す
。
こ
れ
が
内
丹
で
す
。

最
後
に
言
い
た
い
の
は
、
み
な
さ
ん
に
も
見
え
る
と
思
い
ま
す

が
（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
指
し
て
）、
気
で
す
ね
、
い
ま
話
し
て
い
る

の
は
理
論
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
イ
メ
ー
ジ
し
た
だ
け
で
は
駄

目
で
す
。
実
践
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
中
国
の
何
千
年
に
も
わ

た
る
気
功
の
文
化
で
は
、
気
の
実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
医
学
で
は
、
人
体
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
理
解
を

し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
思
っ
た
だ
け
で
明
確
に
な
る
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
考
え
た
か
ら
と
い
っ
て
分
か
る
も
の
で
は
な
い

の
で
す
。
い
ま
お
話
し
し
た
の
は
、
中
医
学
、
気
功
の
も
っ
と
も

基
本
と
な
る
考
え
方
で
す
。

そ
し
て
五
臓
の
音
符
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
言
っ
た
考

え
方
の
具
体
的
な
方
法
で
す
。
簡
単
に
も
う
一
度
復
習
し
ま
し
ょ

う
。
例
え
ば
ど
の
よ
う
に
し
て
発
声
す
る
か
。
発
声
の
作
用
と
い

う
の
は
、
主
に
体
に
対
し
て
一
種
の
振
動
を
与
え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
歌
う
の
か
。
歌
う
と
い
う
こ
と
に
は
、
二
つ
の
作
用
が
働

き
ま
す
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
心
に
影
響
を
与
え
る
。
ま
た
歌
う
と
い

う
こ
と
は
呼
吸
の
練
習
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の

歌
う
と
い
う
方
法
を
用
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
た
だ
歌
う
だ
け

で
は
な
く
て
、
音
楽
に
合
わ
せ
ま
す
。
音
楽
に
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
心
に
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

声
、
こ
れ
は
有
形
の
体
に
対
し
て
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
音

楽
、
歌
う
と
い
う
こ
と
も
入
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
こ

例えば：
伝統功法の中に周天搬
運」の段階から「五気帰
原」の段階まであるが、も
し段階的な方法が無く、
その時期を逸してしまっ
たなら、どんなに練習を
重ねても、おそらく生涯
「周天搬運」の段階で止
まり進歩を見ないだろう。
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と
に
よ
っ
て
音
楽
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
無
形
の
精
神
、

心
に
対
し
て
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
歌
う
と
い
う
こ
と
は
、
声
の
作
用
も
あ
る
し
、
楽
の
作

用
も
あ
る
。
歌
う
と
い
う
こ
と
は
、
先
ほ
ど
言
っ
た
複
雑
な
気
に

対
応
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
こ
の
こ
と
も
先
ほ
ど
言
っ
た
形
・

気
・
神
の
理
論
に
の
っ
と
っ
て
い
る
の
で
す
。

き
の
う
話
し
ま
し
た
が
、
声
は
も
と
も
と
は
振
動
な
の
で
す
。
言

と
音
の
字
は
よ
く
似
て
い
ま
す
。
言
は
、
心
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

心
の
表
現
と
い
う
意
味
で
す
。

中
国
の
古
代
の
文
献
の
中
で
明
確
に
言
っ
て
い
ま
す
。
音
と
は

何
か
。「
声
」（
日
本
語
で
言
う
音
な
の
で
す
が
）
が
、
文
字
が
集
ま

っ
て
文
章
と
な
る
よ
う
に
、「
声
」
が
集
ま
っ
て
「
音
」
に
な
る
と
、

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
音
楽
。
こ
の
字
を
見
た
だ
け
で
も
複
雑
だ
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
「
樂
」
と
「
薬
」
と
い
う
字
。
音
楽
の
働

き
と
薬
の
働
き
は
似
て
い
ま
す
。
音
楽
の
療
法
は
、
先
ほ
ど
言
っ

た
二
千
年
余
り
前
の
『
黄
帝
内
経
』
の
中
に
も
は
っ
き
り
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
い
ま
分
か
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

こ
の
字
を
見
て
も
ら
う
と
分
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
も
と
も
と

音
楽
と
い
う
の
は
治
療
だ
っ
た
の
で
す
。
音
楽
は
無
形
で
す
。
形

が
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
も
精
神
も
形
が
あ
る
も
の
で

は
な
い
。
で
す
か
ら
、
有
形
の
薬
物
を
用
い
て
無
形
の
精
神
を
整

え
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
自
体
に
実
は
問
題
が
あ
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
中
医
学
で
は
、
有
形
の
も
の
に
対
す
る
治
療
法
と
、

無
形
の
も
の
に
対
す
る
治
療
法
が
あ
り
ま
す
。
以
前
に
言
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
中
医
学
の
中
に
も
マ
ン
ト
ラ
や
呪
を
唱
え
る

と
い
う
治
療
法
も
あ
る
の
で
す
。
な
ぜ
私
た
ち
が
歌
わ
な
く
て
は

い
け
な
い
か
が
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

五
臓
に
入
り
ま
す
。
中
医
学
の
五
臓
は
、
よ
り
多
く
は
気
の
観

点
か
ら
説
明
し
て
い
ま
す
。
目
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
臓
腑
で
は

な
く
、
簡
単
に
言
え
ば
、
中
医
学
で
言
う
肝
は
、
有
形
な
肝
、
精

神
の
肝
。
気
の
肝
。
こ
の
三
つ
が
一
緒
に
な
っ
て
命
の
あ
る
肝
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
肝
・
心
・
脾
・
肺
・
腎
、
す
べ
て
に
お
い

て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

こ
う
し
て
中
医
学
の
治
療
法
は
、
五
臓
に
対
し
て
行
っ
て
い
き

ま
す
。
具
体
的
に
肝
臓
の
小
煉
形
を
用
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
は
肝
の
声
で
す
。
こ
れ
は
振
動
が
な
く
て
は
い
け
な

い
。
二
つ
の
音
（
お
と
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目
の
、
声
、
振

動
が
な
く
て
は
い
け
な
い
。
意
識
を
集
中
し
て
も
し
な
く
て
も
、
発

声
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
振
動
は
生
ま
れ
ま
す
。

第
一
段
階
。
み
な
さ
ん
で
ち
ょ
っ
と
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

座
っ
た
ま
ま
で
け
っ
こ
う
で
す
が
、
姿
勢
よ
く
座
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
二
つ
の
音
（
お
と
）
を
発
声
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は

「
グ
ァ
」。
ち
ゃ
ん
と
振
動
を
持
っ
た
音
（
お
と
）
を
発
声
し
て
く

だ
さ
い
。
低
く
、
振
動
し
た
、
そ
し
て
貫
く
よ
う
な
力
を
持
っ
た

音
（
お
と
）
で
す
。
は
っ
き
り
声
に
出
し
て
。

一
つ
目
の
音
（
お
と
）、「
グ
ァ
ー
」。

二
つ
目
の
音
（
お
と
）、「
ウ
ォ
ー
」。

こ
れ
は
基
本
的
な
練
習
で
す
。
こ
の
音
を
発
声
し
て
い
く
と
、
し

ば
ら
く
す
る
と
体
が
熱
く
な
り
ま
す
。
心
は
だ
ん
だ
ん
と
静
ま
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
振
動
の
練
習
で
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
た
呼

吸
の
練
習
で
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
作
用
は
、
私
た
ち

の
体
に
と
っ
て
非
常
に
直
接
的
に
働
き
ま
す
。

伝
統
的
な
練
習
方
法
で
は
、
こ
の
よ
う
な
発
声
を
ま
ず
一
〇
〇

日
や
り
ま
す
。
そ
の
後
、
そ
の
続
き
の
練
習
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
練
習
法
を
分
析
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
段
階
で
は
、
こ
の
声
を
音
（
お
ん
）
に
変
え
ま
す
。
リ
ズ

ム
や
旋
律
を
そ
こ
に
付
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
練
習
方
法
で
す
が

（
音
楽
が
か
か
る
）、
で
き
る
人
は
一
緒
に
歌
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず

振
動
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
歌
っ
て
く
だ
さ
い
。

振
動
の
作
用
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
呼
吸
の
作
用
も
必
ず

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
に
長
く
歌
え
な
い
の
は
、
呼
吸
が
足
ら
な
い

の
で
す
。
こ
の
二
つ
の
作
用
以
外
に
も
、
歌
が
ど
ん
ど
ん
上
達
し

て
い
く
と
、
何
回
か
歌
っ
て
い
く
と
特
別
な
感
情
が
生
ま
れ
て
き

ま
す
。
ど
う
い
っ
た
感
情
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
言
い
ま

せ
ん
。
自
分
で
探
し
て
く
だ
さ
い
。
私
が
言
っ
て
し
ま
う
と
、
そ

れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
う
の
で
よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
か
ら
。

中
医
学
の
理
論
の
中
で
は
、
一
つ
一
つ
の
臓
腑
に
は
シ
ス
テ
ム

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
感
情
と
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
感
情
、
精
神
を
整
え
る
と

い
う
作
用
も
働
き
ま
す
。
振
動
の
作
用
、
呼
吸
の
作
用
、
心
を
整

え
る
と
い
う
作
用
も
あ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
完
成
さ
れ
た
功
法
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
だ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
音
楽
を
付
け
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
楽
器
が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
の
楽
器
が
人
に
与
え
る

影
響
も
違
い
ま
す
。

中
国
の
文
化
で
は
、
自
然
界
も
人
間
も
す
べ
て
気
で
で
き
て
い

る
と
考
え
ま
す
か
ら
、
中
医
学
の
観
点
か
ら
言
う
と
、
私
た
ち
が

何
か
を
創
造
す
る
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
発
見
す
る

の
で
す
。
私
た
ち
の
理
論
と
い
う
の
は
、
発
見
す
る
中
で
、
そ
れ

を
総
括
し
た
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
世
界
中
ど
こ
の
国
で
も
軍
隊
が
進
撃
す
る

と
き
太
鼓
の
音
を
用
い
ま
す
。
太
鼓
の
音
を
聞
く
と
力
が
湧
い
て

き
ま
す
。
ほ
ぼ
す
べ
て
撤
退
す
る
と
き
は
、
ギ
ャ
ン
ギ
ャ
ン
ギ
ャ

ン
と
い
う
金
属
の
音
を
使
い
ま
す
。

中
医
学
の
観
点
か
ら
言
う
と
、
太
鼓
の
音
は
腎
の
シ
ス
テ
ム
に

入
り
ま
す
。
腎
は
力
を
つ
か
さ
ど
る
、
意
思
を
つ
か
さ
ど
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
太
鼓
の
音
は
聞
く
と
力
が
充
実
し
、
前
に
進
撃
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

金
属
の
「
ダ
ン
ダ
ン
ダ
ン
」
と
い
う
音
は
、
中
医
学
で
は
、
対

応
す
る
の
が
肺
で
す
。
金
属
と
い
う
の
は
、
収
れ
ん
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
音
を
聞
く
と
、
秋
の
気
と
同
じ
よ
う
に
収
れ
ん
し
ま
す
。

自
然
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
反
対
は
あ
り
ま
せ
ん
。

進
撃
す
る
と
き
に
金
属
の
音
を
使
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
音
楽

の
作
用
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
だ
ら
ん
と
横
に

な
っ
て
、
グ
ア
〜
と
歌
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
決
ま
っ

た
姿
勢
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
立
っ
て
い
る
姿
勢
、
座
っ
て

い
る
姿
勢
が
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
立
ち
方
、
座
り
方
に
も
特
別
な
要

求
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
目
的
は
、
体
を
そ
の
状
態
に
持
っ
て
い
く
の
を
助
け
る
た

め
に
、
そ
の
姿
勢
を
取
り
ま
す
。
肝
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
言
う
と
、
も

っ
と
も
簡
単
な
の
は
、
立
っ
た
姿
勢
。
そ
う
す
る
と
、
上
下
に
行

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
だ
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
の
印
を
結
ぶ
。
ほ
と
ん
ど
の
宗
教
の
中
に
手
印
は
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
私
は
手
印
の
作
用
を
宗
教
の
観
点
か
ら
で
は
な
く
て
、

中
医
学
の
観
点
か
ら
理
解
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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中
医
学
の
観
点
か
ら
言
う
と
、
手
と
い
う
の
は
上
肢
の
も
っ
と

も
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
陰
と
陽
の
経
絡
が
つ
な
が
る
と
こ

ろ
で
す
。
電
線
二
本
を
つ
な
げ
た
と
こ
ろ
に
相
当
し
ま
す
。
こ
の

電
線
の
電
流
の
流
れ
に
問
題
が
起
こ
る
と
き
に
は
、
電
線
そ
の
も

の
で
は
な
く
、
つ
な
い
だ
と
こ
ろ
に
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。

経
絡
に
問
題
が
起
こ
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
中
間
点
で
は
問
題

が
起
こ
り
に
く
く
、
さ
ら
に
遠
い
と
こ
ろ
、
つ
な
い
で
い
る
と
こ

ろ
に
起
こ
り
や
す
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
つ
な
ぎ
目
を
整

え
れ
ば
、
電
流
が
流
れ
る
の
で
す
。
例
え
ば
人
間
が
病
気
に
な
っ

た
ら
、
ま
ず
手
に
そ
れ
が
現
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
手
が
冷
た
く
な

り
ま
す
。
も
し
く
は
手
が
熱
く
な
り
ま
す
。
な
ど
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
手
の
練
習
を
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
功
法
の
中

に
、
そ
の
よ
う
な
内
容
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
肝
臓
の
練
習
の
中
で

は
、
こ
の
よ
う
に
専
門
的
な
手
の
形
の
練
習
が
あ
り
ま
す
。
親
指

を
薬
指
の
付
け
根
に
当
て
て
、
他
の
指
を
握
り
ま
す
。
こ
れ
が
肝

の
つ
ぼ
で
す
。
他
に
も
、
心
も
脾
に
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

も
の
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
完
成
し
た
肝
の
練
習
方
法
に

な
り
ま
す
。

先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
が
、
生
命
と
い
う
の
は
非
常
に
複
雑
で

す
。
も
っ
と
も
簡
単
に
中
医
学
で
説
明
し
た
と
し
て
も
、
有
形
、
無

形
、
そ
の
二
つ
の
関
係
性
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
鍛
錬
す
る

方
法
も
複
雑
な
も
の
に
対
応
し
て
行
う
の
で
、
動
作
の
練
習
が
あ

り
、
呼
吸
の
練
習
が
あ
り
、
気
の
練
習
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
精
神

の
練
習
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と

も
大
事
な
の
は
、
こ
の
三
つ
を
一
緒
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は

じ
め
て
気
功
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
な
る
の
で
す
。
私
た
ち
の
生
命

と
同
じ
で
、
体
、
呼
吸
、
心
が
そ
こ
に
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
の
で

は
な
く
、
そ
れ
を
融
合
さ
せ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

一
＋
二
が
三
に
な
る
よ
う
に
、
三
に
な
る
に
は
一
も
二
も
な
く

て
は
い
け
な
い
け
れ
ど
、
一
で
も
二
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

三
は
新
し
い
も
の
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
万
物
と
い
う
の
は
、
少

な
く
と
も
三
な
の
で
す
。

昨
日
少
し
練
習
を
し
ま
し
た
の
で
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
練

習
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
今
日
は
少
し
み
な
さ
ん
に
説

明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
説
明
す
る
と
複
雑
に
な
り
ま
す

が
、
練
習
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
動
作
は
た
っ
た
一
つ
で
す
。
そ

れ
に
加
え
て
歌
い
ま
す
。
す
べ
て
は
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

説
明
す
る
の
は
複
雑
で
す
が
、
や
っ
て
み
る
と
簡
単
で
す
。

音
楽
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
毎
日
歌
っ
て
く
だ
さ

い
。
ほ
か
の
歌
を
歌
う
よ
り
も
、
自
分
の
体
に
歌
っ
て
あ
げ
ら
れ

る
の
で
す
か
ら
、
歌
っ
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
も
怒
り
っ
ぽ
い
人
、
メ

ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
人
は
、
中
医
学
の
観
点
か
ら
言
う
と
、
よ
り
多

く
肝
の
歌
を
歌
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

鎌
田　

歌
っ
て
休
憩
に
し
ま
し
ょ
う
か
。
こ
こ
ま
で
来
て
歌
わ
な

い
と
、
覚
え
切
れ
な
い
の
で
。

張　

立
っ
て
く
だ
さ
い
。
立
っ
て
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
い
い
と
思

い
ま
す
。

両
手
の
親
指
を
薬
指
の
付
け
根
に
当
て
ま
す
。
他
の
指
は
軽
く

握
り
ま
す
。
男
女
の
別
な
く
、
右
手
が
上
、
左
手
が
下
で
す
。
軽

く
右
の
腹
部
に
当
て
ま
す
。
こ
の
姿
勢
を
保
ち
な
が
ら
、
音
楽
会

で
、
花
束
を
持
っ
て
、
い
ま
か
ら
み
な
さ
ん
の
前
で
歌
い
ま
す
、
と

い
う
感
じ
で
歌
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
そ
こ
そ
歌
う
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
緒
に
カ
ラ
オ
ケ
を
や
り
ま
し
ょ
う
。

質
疑
応
答

鎌
田　

鶴
岡
賀
雄
さ
ん
、
質
問
か
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。

鶴
岡　

で
は
、
感
想
だ
け
を
一
言
。
張
先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
日
か
ら
二
回
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

私
は
、
い
つ
も
言
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
人
な
の
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
欧
米
の
文
化
や
宗
教
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
ず
っ
と
気
に
な

っ
て
い
た
の
は
、
い
ま
も
日
本
語
で
使
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
日

本
語
の
中
に
あ
る
「
気
」
と
い
う
言
葉
が
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
今
日
は
天
気
が
悪
い
」
と
か
、
日
本
語
の
中
に
は
、
先
生
の
お
話

の
中
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、「
気
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
、

中
国
か
ら
来
た
漢
語
が
本
当
に
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
日

常
語
と
し
て
、「
今
日
は
元
気
が
な
い
」
と
か
「
い
い
気
な
も
ん

だ
」
と
か
、
本
当
に
普
通
の
言
葉
で
す
。
こ
の
「
気
」
と
い
う
の

が
何
な
の
か
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
葉
に
翻
訳
で
き
ま
せ
ん
し
、
先

生
が
最
後
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
た
ぶ
ん
Ｉ
Ｑ
で
は
理
解
で

き
な
い
。
そ
れ
が
ず
っ
と
文
字
ど
お
り
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
す
べ
て
の
宇
宙
と
か
人
間
の
も
と
の
も
の
だ
け
れ
ど
も
も
っ

と
も
複
雑
な
も
の
だ
。
も
っ
と
も
シ
ン
プ
ル
な
も
の
が
同
時
に
一

番
複
雑
な
も
の
だ
と
い
う
説
明
の
仕
方
を
聞
き
ま
し
て
、
理
解
で

き
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
な
に
か
分
か
っ
た
気
が
す
る
。「
分
か

っ
た
」「
ふ
に
落
ち
る
」
と
か
、
そ
う
い
う
日
本
語
の
表
現
が
あ
り

ま
す
が
、
分
か
ら
な
く
て
も
分
か
る
、
理
解
で
き
な
く
て
も
分
か

る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
と
て
も
大
事
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
日
本
語
が
中
国
文
化
か
ら
受
け
継
い
で

い
る
大
変
貴
重
な
伝
統
で
あ
り
、
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
も
う
少
し
、
理
解
し
な
く
て
も
い
い
け
ど
、
も
っ
と
分
か
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
以
上
、
感
想
で
す
。

鎌
田　

鶴
岡
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
鶴
岡
さ
ん
は
、

高
校
時
代
に
日
本
全
国
模
試
で
ト
ッ
プ
一
〇
に
入
っ
た
ほ
ど
の
Ｉ

Ｑ
の
高
い
方
で
す
。
そ
し
て
東
京
大
学
に
入
学
し
て
宗
教
学
を
究

め
、「
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
」
と
い
う
ス
ペ
イ
ン
神
秘
主
義
の
思
想
家

で
あ
り
宗
教
家
を
研
究
し
て
、
そ
の
分
野
で
は
世
界
に
何
人
か
い

る
優
れ
た
研
究
者
の
一
人
で
す
。
そ
の
鶴
岡
さ
ん
が
今
日
の
張
老

師
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
理
性
で
は
な
く
て
、
ふ
に
落
ち
る
と
い

う
分
か
り
方
で
分
か
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
非
常
に
い

い
学
び
と
い
う
か
、
経
験
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
張
老
師
が

先
ほ
ど
言
わ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
特
に
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
教
授

に
は
五
行
の
シ
ス
テ
ム
表
を
理
解
し
て
、
い
ま
実
修
し
た
音
の
響

き
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
体
系
的
な
中
国
の
哲
学
の

中
で
、
五
行
と
い
う
の
は
、
宇
宙
を
構
成
す
る
木
・
火
・
土
・
金
・

水
で
す
が
、
こ
れ
ら
が
、
肝
臓
・
心
臓
・
脾
臓
・
肺
臓
・
腎
臓
に

対
応
し
、
上
に
上
が
る
と
か
、
合
わ
さ
る
と
か
、
下
り
て
く
る
と

か
、
そ
う
い
う
運
動
に
つ
な
が
り
、
喜
怒
哀
楽
な
ど
の
人
間
の
感

情
に
つ
な
が
り
、
大
地
の
木
と
か
、
空
気
と
か
、
水
と
か
、
太
陽

の
光
と
か
の
宇
宙
の
構
成
要
素
と
も
結
び
付
き
、
音
楽
の
ド
・
レ
・

ミ
・
ソ
・
ラ
と
い
う
五
音
に
対
応
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て

が
体
系
的
、
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
の
が
中

国
の
五
行
哲
学
で
す
。
そ
の
五
行
の
哲
学
に
基
づ
い
て
「
五
臓
の

音
符
」
が
実
践
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
哲
学
的
な
体
系
を
踏
ま
え
た

上
で
、
五
臓
の
音
符
の
一
部
分
、
特
に
先
生
は
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク

な
素
質
が
あ
る
の
で
、
肝
臓
は
木
「
ウ
ー
」
で
す
が
、
そ
れ
を
こ
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れ
か
ら
も
実
修
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
で
は
、
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
さ

ん
の
コ
メ
ン
ト
と
質
問
を
先
に
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
先
生
に
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

ル
ジ
ャ
ン
ド
ル　

ま
ず
は
本
講
演
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
、
博
士
論
文
で
中
国
の
武
術
に
つ
い
て
勉
強
い
た
し
ま
し
た
。

も
っ
と
昔
に
張
先
生
に
出
会
っ
て
い
た
ら
、
気
の
解
明
に
つ
い
て
、

別
の
方
法
を
ご
提
示
い
た
だ
け
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
と
申

し
ま
す
の
は
、
私
た
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て
気
と
い
う
も
の

を
理
解
す
る
の
は
、
非
常
に
複
雑
で
難
し
い
こ
と
な
の
で
す
。
物

質
的
で
も
な
い
し
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
、
精
神
的
で
も
な
い
も
の

が
気
だ
か
ら
で
す
。
そ
し
て
原
因
で
も
な
け
れ
ば
結
果
で
も
な
い
。

そ
の
二
つ
が
合
わ
さ
っ
た
も
の
が
気
と
言
え
る
の
か
な
と
思
い
ま

す
が
、
非
常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
１
か
、
あ
る
い
は
２
か
と
、
両
方
が
重
な

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
の
で
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
の

か
、
精
神
的
な
の
か
、
あ
る
い
は
物
質
的
な
の
か
、
必
ず
ど
ち
ら

か
に
分
か
れ
ま
す
。
た
だ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
文
化
の
起
源
の
中

で
は
融
合
も
あ
り
ま
す
。
体
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
「Som

a
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
で
す
が
、
精
神
を
表
す
言
葉
が
「Psyche

」

と
い
う
言
葉
な
の
で
す
が
、
も
う
一
つ
の
別
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
れ
が
「Pneum

a

」
と
い
う
も
の
で
す
。
息
で
あ
り
生
命
で

あ
る
と
い
う
の
が
「Pneum

a

」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
似
た
よ
う
な
考
え
方
が
実
は
は
る
か
昔
に
は
あ

っ
た
わ
け
で
す
。
た
だ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
は
、Pneum

a

と
い

う
も
の
を
よ
く
分
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、Pneum

a

の

こ
と
を
考
え
る
の
を
や
め
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
の
一
方
、
中

国
の
人
た
ち
は
、
私
た
ち
が
放
棄
し
て
し
ま
っ
たPneum

a

を
気
と

い
う
言
葉
と
し
て
解
明
し
て
、
使
っ
て
い
っ
た
の
だ
な
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
気
を
使
っ
て
心
と
身
体
を
つ
な
い
で
い
っ

た
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
質
問
に
移
り
ま
す
が
、
中
国
の
文
化
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
実
践
や
モ
デ
ル
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
五
行
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
陰
陽
と
い
う
モ
デ
ル
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら

イ
ー
チ
ン
と
い
う
モ
デ
ル
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
概
念
が
中

国
武
術
で
も
あ
り
ま
す
。
少
林
寺
で
も
六
合
、
六
つ
が
合
わ
さ
る

と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
モ
デ
ル
が
中
国
に
は

あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
ベ
ス
ト
だ
と
い
う
モ
デ
ル
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、
ど
ん
な
モ
デ
ル
で
も
か
ま
わ
な
い
、
い

ろ
い
ろ
な
モ
デ
ル
を
使
っ
て
心
と
身
体
が
一
致
す
る
よ
う
に
訓
練

を
し
て
い
く
こ
と
自
体
が
大
切
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

張　

先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
陰
陽
、
五
行
、
八
卦
、

六
合
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
聞
く
と
、

と
て
も
複
雑
に
感
じ
ま
す
。
で
も
、
実
は
簡
単
な
の
で
す
。

違
っ
た
角
度
か
ら
一
つ
の
も
の
を
認
識
す
る
、
そ
の
違
い
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
い
。
表

面
的
に
見
る
と
、
全
然
違
っ
た
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
み

な
さ
ん
が
見
え
る
手
は
、
私
が
見
て
い
る
手
と
は
ま
っ
た
く
違
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
お
互
い
に
全
面
を
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
全

部
見
た
ら
、
初
め
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が
一
方
的
な
も
の
で
し
か

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
角
度
の
違
い
、
高
さ

の
違
い
が
分
か
っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
す
べ
て
が
正
し
い
と
言

え
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
全
部
違
う
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま

す
。そ

れ
を
学
ぶ
方
法
と
し
て
、
私
自
身
の
体
験
と
し
て
、
一
問
に

深
く
入
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
理
論
を

用
い
て
深
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
手
を
見
る
の
と
同
じ
よ

う
に
、
私
は
、
こ
の
角
度
か
ら
見
ま
す
、
も
っ
と
遠
く
か
ら
見
ま

す
。
そ
し
て
だ
ん
だ
ん
近
づ
い
た
り
、
そ
し
て
こ
っ
ち
に
出
て
く

る
。
そ
し
て
振
り
返
る
と
、
全
体
が
分
か
る
。

で
す
か
ら
、
中
国
の
文
化
で
は
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま

す
。「
一
は
す
べ
て
で
あ
る
」。
し
か
し
ほ
と
ん
ど
私
た
ち
は
、
こ

ち
ら
か
ら
見
た
り
、
こ
ち
ら
か
ら
見
た
り
、
時
に
は
、
こ
ち
ら
か

ら
見
た
り
す
る
の
で
、
は
た
し
て
そ
れ
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る

か
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
。

私
個
人
の
経
験
と
し
て
、
こ
の
方
法
の
実
践
、
そ
れ
か
ら
気
の

理
論
を
用
い
て
、
こ
の
一
点
に
お
い
て
中
国
の
伝
統
文
化
や
医
学

と
い
う
も
の
を
理
解
し
て
い
ま
す
。
陰
陽
、
五
行
、
七
声
、
八
卦
、

す
べ
て
レ
ベ
ル
の
違
い
、
角
度
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
気
に
関
し

て
言
っ
て
い
る
の
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー　

本
当
に
ご
講
演
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
講
演
を
伺
っ
て
、
い
か
に
先
生
の
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

が
大
事
な
こ
と
か
と
い
う
の
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
質
問
な
の

で
す
が
、
気
と
い
う
の
は
、
何
か
つ
く
り
上
げ
て
い
く
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
す
で
に
気
と
い
う
の
は
存
在
し
て
い
て
、

そ
れ
を
見
つ
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

張　

気
と
い
う
の
は
、
つ
く
り
出
す
も
の
で
は
な
く
て
、
発
見
す

る
も
の
で
す
。
練
功
を
し
な
い
人
、
気
功
の
練
習
を
し
な
い
人
に

も
気
は
あ
り
ま
す
。
気
功
の
練
習
を
す
る
人
は
、
気
に
対
す
る
よ

り
深
い
理
解
を
得
た
い
と
い
う
こ
と
で
行
う
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
い
と
い
う
こ
と
は
、
積
極
的
な
意
味
が

あ
り
ま
す
。
気
を
理
解
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
理
解
を
求
め
て
い

く
わ
け
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
、
あ
る
程
度
の
気
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
力
と
い
う
も
の
が
培
わ
れ
ま
す
。

道
家
で
は
「
道
法
自
然
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
い
ま
す
が
、
こ

の
「
道
法
自
然
」
と
い
う
言
葉
は
、
実
は
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
、
ま

だ
半
分
の
言
葉
が
言
わ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。「
私
の
命
は
私

に
あ
っ
て
、
天
に
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ

を
合
わ
せ
な
い
と
成
立
し
な
い
で
す
。

自
然
界
の
気
と
い
う
の
は
私
た
ち
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
に
は
従
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
順
守

し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
し
か
し
狭
い
範
囲
の
自
分
の
体
の
中
の
、

こ
の
へ
ん
が
痛
い
と
か
、
こ
の
へ
ん
の
気
分
が
よ
く
な
い
と
か
、
そ

の
小
さ
な
部
分
に
お
い
て
は
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
調
整
し
た
り
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
目
的
と
い
う
の
は
、
自
然
の
法
則
に
寄
り

添
う
た
め
で
す
。
道
家
が
言
う
「
道
法
自
然
」
と
い
う
言
葉
は
、
寝

て
い
る
だ
け
で
自
然
に
準
ず
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

然
に
準
ず
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
自
然
に
準
ず
る
能
力
が
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ
に
は
、
気
を
発
見
し
、
気
を
理
解

し
、
そ
れ
か
ら
気
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
そ
し
て
最
終
の
結
果
と

し
て
気
に
順
応
す
る
わ
け
で
す
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー　

ま
っ
た
く
私
が
理
解
し
て
い
た
こ
と
と
同
じ
こ

と
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
ニ
シ
モ
フ　

先
ほ
ど
先
生
が
太
鼓
の
音
と
金
属
の
音
の
話
を
し

て
お
ら
れ
ま
し
て
、
注
目
し
ま
し
た
。
金
属
は
、
ロ
シ
ア
の
場
合

に
は
助
け
を
呼
ぶ
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
出
動
し
ま
す
。
火
事
と

か
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
そ
の
音
を
鳴
ら
し
て

助
け
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
日
本
人
、
東
洋
人
で
は
、
い
ろ
ん
な
違
い
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
数
え
方
。
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
こ
れ
は

日
本
人
で
す
ね
。
ロ
シ
ア
は
、
こ
の
よ
う
に
数
え
ま
す
。
反
対
に

数
え
て
い
く
ん
で
す
。
つ
ま
り
逆
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
、
引
き

波
の
よ
う
な
。

そ
こ
で
、
私
の
質
問
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
音
の
感
じ
方

や
作
用
が
全
然
違
う
わ
け
で
す
か
ら
、
先
生
が
や
っ
て
い
る
音
楽

と
か
歌
を
や
っ
て
、
全
然
違
う
感
じ
方
を
し
て
い
る
私
の
体
に
ど

の
よ
う
な
作
用
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
か
。
本
当
に
私
の
体
を
助
け

て
く
れ
ま
す
か
。
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。
こ
の
音
の
作
用

が
、
み
ん
な
に
同
じ
よ
う
に
作
用
す
る
の
か
。

張　

だ
い
た
い
の
方
向
性
と
し
て
は
一
致
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
一
人
一
人
は
違
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
木
・
火
・
土
・
金
・

水
や
肝
・
心
・
脾
・
肺
・
腎
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
、

医
者
と
し
て
合
格
を
も
ら
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
医

者
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
細
か
い
分
析
が
で
き
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
し
か
し
中
医
学
の
思
考
方
法
は
、
複
雑
な
問
題
を
簡
単
に
し

て
い
き
ま
す
。
も
し
く
は
概
括
的
に
考
え
る
、
ま
と
め
て
考
え
ま

す
。
だ
い
た
い
の
様
を
分
類
し
て
考
え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
横
の
関
係
が
あ
り
、
交
差
し
た
り
交
わ
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
こ
の
表
は
、
理
想
的
な
状
態
で
す
。
現
実
は
、
一
緒
く

た
に
な
っ
た
状
態
で
す
。
で
す
か
ら
、
肝
に
対
す
る
大
き
な
方
向

性
で
す
。
で
も
、
さ
ら
に
そ
れ
を
分
析
し
て
い
く
と
、
一
人
一
人

が
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
中
医
学
で
は
、
ま
ず
だ
い
た
い
の
方
向
性
を
し
っ

か
り
見
て
、
全
体
観
を
持
ち
ま
す
。
と
同
時
に
一
人
一
人
の
差
に

も
注
目
し
ま
す
。
一
人
一
人
が
違
う
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
一
人

を
見
て
も
、
い
ま
と
、
過
去
と
、
未
来
、
一
瞬
一
瞬
変
わ
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
弁
証
と
い
う
も
の
を
非
常
に
重
視
す
る
の
で
す
。

中
医
学
の
考
え
方
は
、
遠
く
か
ら
見
る
、
そ
し
て
近
づ
い
て
見

る
。
そ
し
て
ま
た
外
に
出
て
見
る
の
で
す
。
入
っ
て
も
い
け
な
い
。

遠
く
か
ら
見
て
い
る
だ
け
で
も
い
け
な
い
。
遠
く
か
ら
見
る
、
中

に
近
づ
く
、
こ
の
二
つ
の
方
法
を
融
合
さ
せ
て
行
い
ま
す
。
あ
ま

り
に
遠
く
ま
で
行
っ
て
し
ま
う
と
見
え
な
い
、
近
過
ぎ
て
も
見
え

な
い
の
で
す
。
だ
い
た
い
の
方
向
性
を
持
っ
て
、
ま
ず
大
き
な
分

類
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
分
類
し
て
い
き
ま
す
。
だ
い
た
い

こ
の
よ
う
な
方
向
性
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

総
括

鎌
田　

い
よ
い
よ
白
熱
教
室
に
な
っ
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
が
、
終

幕
の
時
間
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
教
授
が
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
現
象
学
を

学
ん
だ
。
そ
の
現
象
学
を
学
ん
で
い
た
こ
ろ
に
、
日
本
で
は
、
一

九
八
六
年
に
気
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
と
、
そ
れ
か
ら
い

ろ
ん
な
学
者
た
ち
と
日
本
の
哲
学
者
、
実
践
家
、
日
本
的
な
気
を

使
う
人
た
ち
が
、
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
い
ま
か
ら
三
〇
年
前
に

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
フ
ラ
ン
ス
人
は
全
員
「
気
は
分
か

ら
な
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
分
析
で
き
な
い
か
ら
。
フ
ラ
ン
ス
人

の
知
性
で
分
析
で
き
な
い
、
非
常
に
ク
リ
ア
な
知
性
で
は
気
と
い

う
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

張　

そ
の
と
き
私
は
中
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
し
た
。
気
功
の

練
習
を
始
め
て
四
年
目
で
し
た
。

鎌
田　

そ
の
と
き
に
日
本
人
は
、
全
員
が
気
を
理
解
し
た
。
そ
れ

は
生
活
で
あ
り
文
化
だ
か
ら
。
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
生
き
て

い
る
一
つ
一
つ
の
中
で
も
、
考
え
な
く
て
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
な

も
の
が
、
ま
さ
に
、
あ
る
種
の
日
本
人
の
ボ
デ
ィ
ー
エ
コ
ロ
ジ
ー

の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
身
に
入
っ
て
い
る
、
身
体
文
化
化
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
湯
浅
泰
雄
先
生
が
中
心
に
な
っ

て
い
ま
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
し
た
の
で
す
が
、
湯
浅
さ
ん
は
、
も

う
亡
く
な
り
、
そ
れ
か
ら
三
〇
年
た
っ
て
、
そ
の
後
継
者
た
ち
が

新
し
い
か
た
ち
で
身
心
変
容
の
問
題
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
い

ま
こ
う
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
い
る
。
三
〇
年
前
は
フ
ラ
ン
ス
と
日

本
だ
け
で
し
た
。
で
も
、
今
回
違
う
と
こ
ろ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
知

性
と
ロ
シ
ア
の
知
性
と
中
国
の
知
性
と
日
本
、
少
な
く
と
も
四
カ

国
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ

れ
に
す
ご
く
深
い
、
ま
た
、
鋭
い
文
化
を
持
っ
て
い
ま
す
。
本
当

は
、
私
は
こ
こ
に
韓
国
を
加
え
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
お
金
が
足

り
な
か
っ
た
。
お
金
が
あ
れ
ば
韓
国
の
先
生
た
ち
も
招
待
し
ま
し

た
。
も
う
一
つ
、
時
間
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
だ
け
親
身
に
議
論
し

て
い
く
た
め
に
は
、
や
は
り
一
週
間
ぐ
ら
い
の
時
間
が
な
け
れ
ば
、

き
ち
ん
と
議
論
で
き
ま
せ
ん
。
三
日
間
で
も
足
り
ま
せ
ん
。

だ
け
れ
ど
私
た
ち
は
、
今
回
、
こ
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
考
え
方
の
根
幹
に
あ
る
も
の
、
構

造
、
そ
れ
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
理
論
的
な
考
察
を
す

る
―
。
私
も
半
分
理
論
的
な
考
察
で
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
と
、

実
践
的
な
立
場
、
私
も
半
分
実
践
的
な
立
場
で
す
が
、
そ
の
も
の

た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
、
こ
の
問
題
を
考
察
し
た
。
彼
ら
は
、
実

践
家
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
理
論
家
で
も
あ
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
は
、
理
論
家
で
も
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
実
践
的
な
も
の
に

関
心
を
持
っ
て
、
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
さ
ん
は
自
ら
そ
れ
を
や
っ
て
い

る
わ
け
で
す
ね
。
奥
井
さ
ん
も
そ
う
い
う
立
場
で
す
ね
。
で
す
か

ら
、
わ
れ
わ
れ
は
学
者
の
中
で
も
少
な
く
と
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
や
臨
床
的
な
問
題
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
者
た
ち
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
先
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な

機
会
に
、
わ
れ
わ
れ
の
議
論
や
考
察
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き

た
ら
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
次
の
段
階
に
進
ん
で
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
の
た
め
に
、
こ
う
い
う
観
点
や
学

び
が
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
社
会
に
向

か
っ
て
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
英
語

や
ロ
シ
ア
語
や
中
国
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
で
も
、
そ
う
い
う
問
題
が

発
信
で
き
て
い
け
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
論
は
尽
く
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
最
後
は
、
わ
が
三
種
の

神
器
、
横
笛
を
吹
い
て
終
わ
り
ま
す
。『
心
月
』、 

心
の
月
と
い
う

曲
を
吹
い
て
終
わ
り
ま
す
。
ど
う
い
う
振
動
を
神
道
家
で
あ
る
私

が
み
な
さ
ん
に
響
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
五
臓
の

音
符
を
聞
い
た
後
、
一
緒
に
歌
っ
た
後
、
ま
た
そ
の
振
動
を
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
横
笛
吹
奏
）

そ
れ
で
は
、
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
三
日
間
の
す
べ
て
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
終
了
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
度
、
海
外
か
ら
来
ら

れ
た
先
生
方
に
拍
手
を
も
っ
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
三
人
の
通
訳
の
み
な
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
で
は
、
み
な
さ
ん
、
お
気
を
付
け
て
お
帰
り
く

だ
さ
い
。
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